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１．巻頭言 

2023年~国立研究開発法人国立成育医療研究»ンタü年報Ā業績集²上梓い�し~y2 

11 回以上~ウイû¹変異xそ¼{基uく流行~波²経v1新型コýúウイû¹感染症�わ|国w�

2023年 5o{ 5類感染症{移行し~し�2し{しz|¹1変異²繰º返し�新型コýúウイû¹{¸»

最近~感染w�1高齢者~致死率|減s�²~~1増強し�感染力{¸»_児感染患者|増え1熱性け

い¼³1急性³症1経口摂取~障害{¸»±水症zy_児特p~症状²呈しv入院しv}vい~y2 

一方1わ|国~_児~生育環境~変化|続いvzº1_児û周産期医療{対y»わ|国~社会~ûü

º²大}く変わsv}vい~y2医療~進歩{¸º_児|³や低出生体重児zy~難治性疾患等~救命

率|改善y»z{w1わ|国~子y²~心理û社会的健康状態{�ß然xしv課題|残さ¼vい~y2

さ¹{1出生数~減]{²{{わ¹z発達障害~子y²~数�増加し1こ¼¹~子y²x御家族~診療1

±ア1トüüûン°zy総合的z対応û支援x疾患{対y»基礎û社会学的研究~推進|求±¹¼vい

~y2こ¼{¹~わ|国~_児û周産期医療�子y²1妊婦1御家族~身体的健康²目指y�けwzく1

心理û社会的健康²²目指yべ}x考え~y2 

  私y²�こ¼{¹²_児û周産期{zけ»最善~医療û保健²目指しv活動し1そ¼²社会{広く提

ßy»こx²目指し~y2そ~�±{�1優¼�研究²行いÿそ~成果²社会実装y»こx|必要wy2

生体肝移植1細胞û再生医療1遺伝子治療ÿ胎児治療zy~先端的医療�けwzく_児û周産期{zけ»

優¼�医療²広く追求y»x共{1診療û保健活動~DX化1AI²用い�病院機能改革1妊娠û出産û

子育v{zけ»女性~負担²軽減y»�±~研究zy²推進し~y2�xえ障害~あ»子y²|生~¼

v²1保健û医療û福祉²総合的{駆使しv御家族|安心しv子y²²育v»こx~w}»環境²整備

y»こx�1妊娠û出産{対y»女性~不安²軽減y»ûけ{²zº~y2プüコン»プション±アや

産後±アzy~新しい取º組�{tいv²引}続}推進y»所存wy2 

新型コýúウイû¹感染症~流行�わ|国~社会~在º方²大}く変貌さ{~し�2こ¼{¹~_児û

周産期~医療û保健~在º方{²変貌|求±¹¼vい~y2~�1私��|行svい»医学研究や医療û

保健活動|わ|国~社会や世界~人類{y~¸うz意味や意義²示y~{²常{自省y»姿勢²忘¼v

�zº~{³2子y²1妊婦さ³x御家族~身体û心理û社会的健康²達成y»こx²目指しv1私y

²�こ¼{¹²診療Ā研究Ā人材育成{ü力y»所存wy2 

2024年 9o 

国立研究開発法人国立成育医療研究»ンタü理事長 

五十嵐 隆 
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ā. 沿革û概要û組織û行Ï
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システム発生・再生医学研究部長 組織工学研究室長 岡村　浩司

髙田　修治
ゲノム機能研究室長

ゲノム医療研究部長 臨床応用ゲノム研究室長 佐藤　万仁

要　　匡
成育疾患ゲノム研究室長 黒木　陽子

感染免疫研究室長 大宜見　力（併任）

成育遺伝研究部長 疾患遺伝子構造研究室長 内山　　徹

小野寺　雅史（併任）
遺伝子診断治療研究室長

炎症制御研究室

移植免疫研究室長 梨井　　康（併任）

母児感染研究室長 中村　浩幸

深見　真紀（併任）
臨床内分泌研究室長 鏡　雅代

免疫アレルギー・感染研究部長 アレルギー研究室長 森田　英明

システム管理室長 システム管理専門職
（
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長
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情
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総
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部
長

、
財
務
経
理
部
長

、
図
書
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長

、
看
護
部
長

、
薬
剤
部
長

）

江口　典子

菊谷　昌央

研 究 所 長

梅澤　明弘

副所長 小児血液・腫瘍研究部長

研究所長補佐
腫瘍病態研究室長 加藤　元博（併任）

齋藤　博久（非）

分子内分泌研究部長 基礎内分泌研究室長 鳴海　覚志

造血腫瘍発生研究室長

深見　真紀 清河　信敬（併任）
分子病理研究室長 大木　健太郎

松本　健治

理事長特任補佐 佐藤　譲

執
行
役
員
会

コンプライアンス室長 菊池　京子

情報管理部長 情報解析室長 診療情報管理士

野口　貴史 千葉　広隆

広報専門職

近藤　留衣

ダイバーシティ実現推進室 ダイバーシティ実現推進室副室長

北澤　潤（併任） 水谷　周（併任）

広報企画室長 広報企画専門職 広報係長

令和5年1月1日現在

国立研究開発法人　国立成育医療研究センター組織図

理 事 長 理　事　会 理事長　理事：松原　洋一、伊藤　秀一、柿島　房枝 監　事：西田　大介、岡田　知之

広報専門職（併任）

佐藤　譲（併任） 村上　幸司

五十嵐　隆

監査室長 監査係長

細田　和宏

企画戦略局長 北澤　潤 （局員：野口貴史、梅澤明弘、齋藤博久（非）、斉藤和幸、石黒精、笠原群生、小枝
達也、左合治彦、小野博、野坂俊介、山谷明正、嶋田せつ子、滝本悦子、萬弘
子、渡邉久美子、金森勝徳、北礼仁、菊池耕徳）
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生殖医療研究部長 肝細胞移植研究室長 梅澤　明弘（併任）

阿久津　英憲

再生医療センター長 細胞医療研究部長 生殖細胞機能研究室長 宮戸　健二

梅澤　明弘（併任） 梅澤　明弘（併任）
幹細胞・生殖学研究室長 阿久津　英憲（併任）

医用深層学習研究室

医療技術実装推進室

ダイバーシティ研究室長

深見　真紀（併任）

高度先進医療研究室長

今留　謙一（併任）

視覚科学研究室長

好酸球性消化管疾患研究室

野村　伊知郎

ﾏｽｽｸﾘｰﾆﾝｸﾞ研究室長

但馬　剛

小児慢性特定疾病情報室長

盛一　享德

先端医療開発室長

共同研究管理室長

黒木　陽子（併任）

実験動物管理室長

RI管理室長

梨井　康

医療機器開発部長

エコチル調査研究部長 遺伝子解析室長

大矢　幸弘（併任）

政策科学研究部長 政策開発研究室長

竹原　健二
政策評価研究室長

母体管理研究室長 山口　晃史（併任）

社会医学研究部長 ライフコース疫学研究室長 大久保　祐輔

森崎　菜穂
行動科学研究室長 加藤　承彦

周産期病態研究部長 周産期ゲノミクス研究室長 中林　一彦

胎児発育研究室長 河合　智子

薬剤治療研究部長 分子薬理研究室長

実験薬理研究室長 中村　和昭
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医療安全管理部
長
（副院長併任）

※医療安全管理
室長
中川　聡（併任）

※医療安全管理
者
千葉　早苗

免疫科診療部長 小野寺雅史（併任）

内分泌・代謝科診療部長 堀川　玲子

感染症科診療部長 大宜見　力

感染制御部統括
部長
小野　博（併任）

※感染防御対策
室長
大宜見　力（併
任）

※抗微生物薬適
正使用推進室長
大宜見　力（併
任）

小野　博
循環器科診療部長 小野　博（併任）

呼吸器科診療部長 肥沼　悟郎

神経内科診療部長 阿部　裕一

腎臓・リウマチ・膠原病科診療部長

アレルギーセンター長 総合アレルギー科診療部長 福家　辰樹

大矢　幸弘
皮膚アレルギー科診療部長 吉田　和恵（併任）

亀井　宏一

免疫科診療部長 河合　利尚

病院長 副院長 総合診療部統括部長 総合診療科診療部長 前川　貴伸

笠原　群生 窪田　満
総合診療科診療部長 永井　章

副院長

総合診療科診療部長 島袋　林秀
【特命副院長】

・外来診療、病
院機能評価、災

害対策担当
・医療安全、感
染制御担当

・広報、栄養管
理、地域医療連

携担当
・入院診療、診
療報酬、診療情

報管理担当

救急診療科診療部長 植松　悟子

救急診療科診療部長

在宅診療科診療部長 中村　知夫

緩和ケア科診療部長

消化器科診療部長 新井　勝大

余谷　暢之

小児内科系専門診療部統括部長

開発企画主幹 知財・産学連携室長

中村　秀文 阿部　浩之

生命倫理研究室長

掛江　直子

精度管理責任者

精度管理責任者
松本　健治

精度管理責任者
（遺伝子・染色体

検査）
清河　信敬（併

任）

研究開発監理部長 臨床研究管理室長 臨床研究管理係長

北澤　潤（併任） 宮前　由里恵 医療係長（併任）

細胞管理室長 小野寺　雅史（併任）

共同研究調整室長 瀧本　哲也（併任）

衛生検査センター長

清河　信敬

梅澤　明弘（併任） 深見　真紀（併任）
バイオリソース情報室長

検体システム管理室長 松本　健治（併任）

バイオバンク長 副バイオバンク長 バイオリソース倫理室長 小野寺　雅史（併任）
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耳鼻咽喉科診療部長 守本　倫子

眼科診療部長 仁科　幸子 視能訓練士

発達評価支援室長 言語聴覚士

上出　杏里（併任）
心理療法士

形成外科診療部長 彦坂　信

上出　杏里 大久保　浩子

作業療法士長 作業療法士

深澤　聡子

言語聴覚士長 言語聴覚士

泌尿器科診療部長 長谷川　雄一

ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ科診療部長 理学療法士長 運動療法主任 理学療法士

整形外科診療部長 関　　敦仁（併任）

整形外科診療部長 江口　佳孝

整形外科診療部長 髙木　岳彦

外科診療部長 米田　光宏

脳神経外科診療部長 荻原　英樹

心臓血管外科診療部長 金子　幸裕

小児がんゲノム診療科診療部長 加藤　元博（非）

小児外科系専門診療部統括部長 外科診療部長(主任） 金森　豊

関　　敦仁
外科診療部長 藤野　明浩

がん緩和ケア科診療部長 余谷　暢之（併任）

小児がんデータ管理科診療部長 瀧本　哲也

長期フォローアップ科診療部長 松本　公一（併任）

脳神経腫瘍科診療部長 寺島　慶太

移植・細胞治療科診療部長 坂口　大俊

小児がん免疫診断科診療部長 出口　隆生

血液内科診療部長

腫瘍外科診療部長 米田　光宏（併任）

腫瘍外科診療部長

小児がんセンター長 血液腫瘍科診療部長 富澤　大輔

松本　公一
血液内科診療部長 井口　晶裕

免疫機能評価支援室長 森田　英明（併任）

遺伝情報評価支援室長 要　匡（併任）

行動機能評価支援室長 山本　貴和子

消化管アレルギー科診療部長 新井　勝大（併任）

鼻アレルギー科診療部長 守本　倫子（併任）

視機能評価支援室長 仁科　幸子（併任）
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心臓移植科診療部長

移植支援室長

移植外科診療部長 内田　孟

移植外科診療部長

移植病理科診療部長

阪本　靖介
腎臓移植科診療部長

臓器移植副センター長

小腸移植科診療部長 新井　勝大（併任）
福田　晃也

胚培養士

周産期歯科診療部長 齋藤　亮

周産期メンタルヘルス診療科診療部長

臓器移植センター長 肝臓移植科診療部長

母性内科診療部長 荒田　 尚子

母性内科診療部長 金子　佳代子

不妊診療科診療部長 齊藤　隆和

新生児科診療部長 諫山　哲哉

産科麻酔科診療部長

母性内科診療部長 山口　 晃史

伊藤　裕司 妊娠免疫科診療部長 小澤　伸晃

不育診療科診療部長 三井　真理

新生児科診療部長 伊藤　裕司（併任）

主任副周産期・母
性診療センター長

産科診療部長 小澤　伸晃（併任）
村島　温子

胎児診療科診療部長 和田　誠司副周産期・母性診
療センター長

堀内　勇人

周産期・母性診療センター長 産科診療部長

左合　治彦
産科診療部長 梅原　永能

成人麻酔科診療部長

医療工学室長 臨床工学技師長 主任臨床工学技士 臨床工学技士

手術室診療部長 大原　玲子

麻酔科診療部長

疼痛管理科診療部長

心理療法士

手術・集中治療部統括部長 集中治療科診療部長 松本　正太郎

鈴木　康之
集中治療科診療部長 中川　聡（併任）

小枝　達也
児童・思春期メンタルヘルス診療科診療部長 岡　牧郎

リエゾン診療科診療部長 田中　恭子

心理療法士長

皮膚科診療部長 吉田　和恵

歯科診療部長 馬場　祥行

こころの診療部統括部長 乳幼児メンタルヘルス診療科診療部長
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医療連携室長

佐藤　可理絵（併任）

在宅医療支援室長

中村　知夫（併任）

製造管理主任

品質管理主任

研究開発室長

医療連携・患者支援センター長 医療連携開発室長

野坂　俊介（併任） 植松　悟子（併任）

村島　温子（併任）

副妊娠と薬情報センター長

山谷　明正（併任）

遺伝子細胞治療推進センター長 治療推進室長

小野寺　雅史
製造・品質管理室長

義岡　孝子

中央病理診断部統括部長

義岡　孝子（併任）

高度感染症診断部統括部長

今留　謙一

妊娠と薬情報センター長

臨床検査技師長 副臨床検査技師長 主任臨床検査技師

澤部　祥子
副臨床検査技師長

病理診断部統括部長 病理診断科診療部長 病理検査主任

細菌検査室長 大宜見　力（併任） 微生物検査主任

輸血細胞療法室長 坂口　大俊（併任） 輸血検査主任

小野寺　雅史（併任）

検体検査室長 小野寺　雅史（併任） 医化学主任

高度先進検査室長 小須賀　基通（併任）

特殊撮影主任

照射主任

臨床検査部統括部長 生理検査室長 生理検査主任

診療放射線技師長 副診療放射線技師長 撮影主任

鈴木　成人
ＲＩ検査主任

透視主任

野坂　俊介
放射線診断科診療部長 堤　義之

放射線診断科診療部長 宮坂　実木子

放射線治療科診療部長 藤　浩

左合　治彦（併任）
遺伝診療科診療部長 小須賀　基通

遺伝診療副センター長

深見　真紀（併任）

放射線診療部統括部長 放射線診断科診療部長 宮嵜　治

遺伝診療センター長 遺伝診療科診療部長 小﨑　里華
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目黒　香織
副看護師長

本間　直美
副看護師長

四階GCU病棟師長 副看護師長

四階NICU病棟師長（併任）

四階ICU病棟師長 副看護師長

手術室師長 副看護師長

杉澤　由香里
副看護師長

四階NICU病棟師長 副看護師長

副看護部長 黒田　美徳
副看護師長

渡邉　久美子
中央材料室師長

黒田　美徳（併任）

嶋田　せつ子 滝本　悦子 平本　康子
副看護師長

副看護部長

萬　弘子 救急センター師長 副看護師長

福田　哲也

製剤開発室長 製剤開発主任

岩橋　香奈（併任）

看護部長 副看護部長 外来師長 副看護師長

稲吉　美由紀 無菌製剤主任

栗原　陽介
薬務主任

薬歴管理主任

医薬品情報管理室長 医薬品情報管理主任

薬剤部長 副薬剤部長 調剤主任

山谷　明正 岩橋　香奈
治験主任

栗山　猛

副子どもの生活安全対策室長

小枝　達也（併任）

緩和ケア管理室長 副緩和ケア管理室長

余谷　暢之（併任） 伊藤　好美（併任）

楠　孝司

子どもの生活安全対策室長 副子どもの生活安全対策室長

笠原　群生（併任）

主任栄養士

野坂　俊介（併任） 齊藤　由理 関　佐知子

災害対策部長 災害対策室長 防災センター（委託）

副教育研修センター長

金森　豊（併任）

栄養管理部長 栄養管理室長 副栄養管理室長 栄養係長

教育研修センター長 教育研修部長

石黒　精
教育研修室長

ベッドコントロール室長 ベッドコントロール室長補佐

小野　裕子
ベッドコントロール室長補佐

入院サポート室
医事室長（併任）

患者相談専門職

野﨑　弘史
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千葉　早苗
副看護師長

佐藤　可理絵

井比　舞子 副看護師長

副看護師長

十一階西病棟師長 副看護師長

松原　資恵
副看護師長

専門看護室師長 副看護師長

榎本　真紀
副看護師長

保育士

十一階東病棟師長 副看護師長

小沼　徳恵
副看護師長

保育士

十階西病棟師長 副看護師長

萱沼　さとみ
副看護師長

十階東病棟師長 副看護師長

新田　厚子
副看護師長

保育士

九階東病棟師長 副看護師長

土屋　秋海
副看護師長

八階東病棟師長 副看護師長

伊藤　好美
副看護師長

保育士

九階西病棟師長 副看護師長

保育士

八階西病棟師長 副看護師長

丸山　京美
副看護師長

保育士

永田　真美
副看護師長

主任保育士

七階東病棟師長 副看護師長

踏分　則子
副看護師長

市島　美保

六階MFICU病棟師長 副看護師長

六階東病棟師長（併任）

七階西病棟師長 副看護師長

井手　美佳
副看護師長

六階GCU病棟師長 副看護師長

六階西病棟師長（併任）

六階東病棟師長 副看護師長

副看護師長

四階東病棟師長 副看護師長

四階ICU病棟師長（併任）

六階西病棟師長 副看護師長
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データ管理ユニット長

清家　美和子

モニタリングユニット長

佐古　まゆみ（併任）

ＩＴユニット長

野口　貴史（併任）

臨床研究コーディネートユニット長

三宅　こず恵（併任）

今泉　仁美（併任）

データサイエンス部門長 生物統計ユニット長

小林　徹 三上　剛史

佐古　まゆみ 菊池　佳代子

開発薬事ユニット長

中村　秀文（併任）

研究企画ユニット長

佐古　まゆみ（併任）

国際連携ユニット長

中村　秀文（併任）

研究相談ユニット長

斉藤　和幸（併任）

研究推進部門長 プロジェクトマネジメントユニット長

三上　礼子 友利　久哉

多施設連携部門長 ネットワーク推進ユニット長

栗山　猛（併任） 中野　孝介（併任）

田中　恭子（併任）

臨床研究センター長 臨床研究監査ユニット長

斉藤　和幸

副臨床研究センター長 事務室長

楠　孝司（併任） 上新　由起子（併任）

チャイルドライフサービス室長 チャイルド・ライフ・スペシャリスト

窪田　満（併任）

副チャイルドライフサービス室長

保育士

もみじの家ハウスマネージャー もみじの家診療部長

内多　勝康

もみじの家事務長 もみじの家看護師長

副看護師長

副看護師長

もみじの家師長 副看護師長

上新　由起子
副看護師長
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診療情報管理室長（併任）

野﨑　弘史 診療情報管理士

診療情報管理室長 診療情報管理係長

美間　由紀
包括医療係長 美間　由紀（併任）

診療情報管理専門職

長峯　俊幸

新井　亨
医事専門職 算定・病歴係長 医事係長（併任）

寺澤　崇平
診療報酬指導係長 寺澤　崇平（併任）

患者相談専門職

財務経理課長（併任）

医事企画専門職

新谷　直樹

長谷川　拓哉

医事室長 医事係長

森下　岳志

物流管理専門職

源　　規安

医事管理課長 医事企画係長 小山　明好

調達企画室長 調達企画係長 調達企画専門職（併任）

財務経理課長（併任）

契約係長 羽毛田　透
調達企画専門職

北　礼仁 鈴木　和也
経理係長 丸茂　祐子

寄附係長 経理係長（併任）

不正防止推進室長 不正防止推進係 研究企画係長（併任）

友利　久哉（併任） 研究所総務係長（併任）

財務経理部長 財務経理課長 財務管理係長 財務経理課長（併任）

友利　久哉（併任）
研究企画係長 関和　望実

研究医療専門職
研究所総務係長 徳永　克之

友利　久哉（併任）

企画調整職
業績評価係長 近藤　秀二

新津　久雄

研究医療課長 医療係長 関戸　崇徳

企画経営部長 企画経営課長 企画調整係長 企画調整職（併任）

企画戦略局長（併任） 菊池　耕徳
経営係長 宮下　正和

主任

労務管理室長 職員係長 森山　皓平

水谷　周
厚生係長 労務管理室長（併任）

人事管理室長 人事係長 三谷　真也

人事課長（併任）
給与係長

富村　聡
文書管理係長 総務専門職（併任）

人事部長 人事課長

総務部長（併任） 村雲　真佐哉

総務部長 総務課長 総務係長 総務専門職（併任）

金森　勝徳 加藤　浩之
総務専門職 秘書係長 総務専門職（併任）
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滝川　修
専門職

大沼　麻実

今井　健二郎

吉浪　誠治
専門職 海外広報係長 近藤　留衣（併任）

村上　幸司（併任）

人材育成課長 人材育成係長 関戸　崇徳（併任）

知財・法務係長 中山　ゆかり

岡田　俊
専門職

池田　仁子

広報課長 国内広報係長 堀越　宮子

冨田　努

中村　秀文（併任）

竹下　文隆

渡邉　研

杉山　真也

知財・法務課長

共同研究課長 共同研究係長 五郡　直也

松本　健治（併任） 加藤　直樹
専門職

美代　賢吾
本部長特任補佐 専門職

青木　一教 北村　真吾

徳永　勝士 渡邊　浩

岡野　睦 今井　健二郎

山本　圭一郎

データ基盤課長 データ・基盤係長 櫻井　理紗

森崎　菜穂（併任）

国立高度専門医療研究センター

医療研究連携推進本部長 副本部長 企画調整専門職

植木　浩二郎 青木　一教 井上　泰徳

友利　久哉（併任）

千先　園子（併任）

戦略支援室長 副戦略支援室長

梅澤　明弘（併任） 竹原　健二（併任）

こどもシンクタンク所長 企画調整室長 副企画調整室長

梅澤　明弘（併任） 北澤　潤（併任） 菊池　耕徳（併任）

森田　秀一

加藤　健

図書館長 図書係長

野坂　俊介（併任） 総務専門職（併任）

施設整備課長 施設整備係長 調達企画係長（併任）

杉野　政弘

営繕専門職
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ÿ革 

4]  称5 ÿ立研究開発法人ÿ立r²{療研究センター 

e�{]子高齢W|²�o1次代²担う世代~健全z²r|e務xzっvい»2 

こ~¸うz社会的要請²受け1ÿ立大µ病院xÿ立_児病院|統合w1Ą�目~ナショナ
ûセンターxwvÿ立r²{療センター|平rĀă年Ă月Ā日{開設さ¼1平rāā年ă
月Ā日{独立行�法人ÿ立r²{療研究センターx改組wた2平rāā年ă月Ā日{�臨
床研究センターも開棟wた2平rāĆ年ă月Ā日{¹�ÿ立研究開発法人ÿ立r²{療研
究センターxzº1新たzスタート²切った2さ¹{平rāć年ă月āĄ日も�x~家²開
設w1{療的±ア|必要z子yも²対象xwた短期入所事m²開始wた2 

 当センター~使}�1高度専門{療センターxwv病院x研究所1臨床研究センター~連
携{¸º1r²{療ÿ_児{療1母gû父g{療及び関連û境界領ß²包括y»{療Ā及び
そ~基ö研究²推²wvいくこxwあ»2 

4経  緯5 

昭和ąĀ年 Ā月 ÿ立病院û療養所~Ý編rû合理W~基本方Ý{基uく全体 

計画~owÿ立大µ病院xÿ立_児病院~統合計画²公è 

平r ą年 Ć月 ÿ立r²{療センターÿî称Āu備基本計画検討会~設置 

平r Ć年 ă月 ÿ立r²{療センターÿî称Ā設置準備室開設 

平r Ć年 Ą月 ÿ立r²{療センターÿî称Āu備基本計画検討会 g終報^ 

平r Ĉ年 Ā月 ÿ立r²{療センターÿî称Āu備基本計画公è 

平r Ĉ年 Ă月 ÿ立r²{療センターÿî称Āu備工事w工 

平rĀĂ年ĀĀ月 ÿ立r²{療センターÿî称Āu備工事ÿ病院棟Ā竣工 

平rĀă年 Ă月 ÿ立r²{療センター開設 

平rĀą年 ć月 ÿ立r²{療センター研究棟 竣工 

平rĀą年Āÿ月 ÿ立r²{療センター研究棟 移転開設 

平rāā年 Ă月 臨床研究センター棟竣工 

平rāā年 ă月 独立行�法人ÿ立r²{療研究センターへ改組 

平rāĂ年 ă月  ĀĀ病棟西ÿ周産期病棟ĀĂÿ床増床ÿ合計ăĈÿ床xz»Ā 

平rāă年 ć月  東î都{¹<総合周産期母子{療センター={g定 

平rāĄ年 ā月   厚生労働省{¹<_児|³拠ù病院={g定 

平rāĄ年 ă月  厚生労働省~<臨床研究ox病院u備事m={選定 

平rāĄ年 Ą月  厚生労働省{�\~<_児等在宅{療連携拠ù事mß価実施機関=x
z» 
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平rāĄ年Āÿ月 東î都{¹<東î都災害拠ù連携病院={g定 

平rāĄ年Āÿ月 教²研修棟竣工 

平rāą年 ā月 厚生労働省{¹<_児|³o央機関={g定  

平rāą年 Ą月 病院機能ß価認定 

平rāą年 Ą月 �³z~<家=ÿ現も�x~家Ā事m準備û運営委員会~設置 

平rāĆ年 ă月 ÿ立研究開発法人ÿ立r²{療研究センター{移行 

平rāĆ年 Ą月 も�x~家 w工 

平rāć年 Ā月 も�x~家 竣工 

平rāć年 ă月 も�x~家 開設 

平rĂÿ年 Ć月 高規|ue車運用開始 

平rĂÿ年 ć月 東î都{¹<地ß{療o÷病院={g定 

平rĂĀ年 ă月  ú_子細胞治療推²センター開設 

令和 元年 Ĉ月  厚生労働省{¹<|³²ノム{療拠ù病院={g定 

令和 元年Āā月 <CAR-T 細胞療法(キムúア)提ß可能施設={認定 

令和 元年Āā月 <_児心Ó移植実施施設={認定 

令和 ă年 ă月 r²こyもシンクタンク発¿ 

令和 ă年 Ĉ月 ú_診療センター開設 

概  要 

国立研究開発法人国立成育|療研究»ン¿ü�1病院1研究所²pw1病院内

{東京都立Z明特別支援学校}¸風V教室|併設u¼vい»2~�1|療的Á

²|必要z子y���²対象xw�短期入所施設��x~家²開設w�2

所在地及び交通機関 

環 境 

東京都世u谷{大蔵ÐO目Āÿ番Ā号 

 首都高�Ó路及び東]高�Ó路~<用賀´ン¿üÁ·ン¸=¸º1環状{号

線²経vĄV2_u急線成城学園前Ý{¹Ā¹w約ĀÿV2 

世u谷~西W{位置w1近�多摩川²境{神`川�川崎市{接wvい»2 

周辺{�大学1高校1世u谷美術館1都立砧|園1{立ÿ\運動場1厚生

�金¹ýüô»ン¿ü等|あº1ý{�多�恵~¼�環境{あ»2 

研究所概要 

特 色 Āā部Āā室{加え1再生|療»ン¿ü1Ā´ºĀン¿1衛生検査»ン¿ü

²開設w1Ø精{¹Ăøxwv成長y»過程w生x»疾患~成立機序~解

明x~}~予防1診断û治療法~開発²行svい»2 
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_児血液û腫瘍研究部ĉ白血病や Ewing 肉腫zy_児腫瘍~発症機構解明

x1新規診断法や治療法~開発²行zう2 

V子内V泌研究部ĉ性V化疾患1性成熟疾患1成長障害1Y天_形症候群z

y~疾患{tいv1発症機序~解明z¸びV子遺伝学的知見{基uい�新

規診断法û治療法~開発²行う2 

免疫²üû¾ü研究部ĉ喘息1²øĄü性皮膚炎zy_児~²üû¾ü疾患1

免疫異常症~病態解明x新�z治療法~開発²行う2 

成育遺伝研究部ĉ<遺伝性疾患={tいv1}~原因遺伝子~解明z¸び診 

断法~確立²図»2~�1�¼¹~疾患{対y»遺伝子治療~開発²行う2 

ÂþĀ|療研究部ĉ最Y端~遺伝子解析機器x手法²Þ使wv1o�解明u 

¼vいzい様々z希]難病~原因関連遺伝子²明¹{{w1}~研究成果 

~臨床応用²行う2u¹{�1種々~成育疾患~発症{関Py»遺伝要因² 

�x{1o来~予測|療û予防|療{tz�vい��x{�×º組�2 

·¹öĀ発生û再生|学研究部ĉ新規研究·¹öĀ~構築{基uい�発生1

再生|学研究{¸º1胎児z¸び_児~疾患~原因x病態~解明²行う2 

薬剤治療研究部ĉÂþĀ情報{基uい�成育|療{z�»創薬~研究²行 

い1ºüÀüā´ù|療~確立²目指y2~�1胎児z¸び_児{z�»薬 

剤~生体内動態²明¹{{y»2 

周産期病態研究部ĉ妊娠中~胎児発育x母体x~関係や出生w�新生児~ 

生理学的発Ôz¸び異常発生機序²解明w1ÿ´ú¹¿妊娠~新規治療法 

開発1胎児発育O全~防k法開発²行う2 

社会|学研究部ĉ成育|療{z�»1疾病構造~調査û研究²行う2~�1

心身x�{健全z成長²û�»��~<��½~Á²={関y»調査ûV析

²行い1実践部門x~提言²z�zう2 

�策科学研究部ĉ全国~成育|療関連施設x連携w1成育|療{関y»情報

à集z¸びV析²行い1成育|療û保健~あº方²提言y»2 

|療機器開発部ĉ妊娠早期{Y天性疾患x診断u¼�胎児{対wv1出産前

~��出産後~早期{治療²行う��~新wい|療機器~研究開発{×º

組�2主{診断や治療{携わ»|師や�護師~<新wい目=1<新wい手=1

<新wい手術úăÂü·ョン=~実用化²進�vい�2 

¸ÃÁû調査研究部ĉåq全国 15 {所w行わ¼vい» 10 万人~母子²対

象xy»出生Ãûüø調査1子y�~健康x環境{関y»調査ÿ¸ÃÁû調

査Ā{対wv|学的側面{¹調査~立案û規格û実施²サýüøwvい»2 

共\研究管理室ĉ病院部門や民間等à~研究機関x~共\研究~調整²行

い1ćý¸·¿ø研究~推進²図»2 
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実験動物管理室ĉ動物実験|科学的{1{t1動物~愛護x福祉{則sv実

施u¼»¸う教育w1管理²行う2~�1発生工学的手法~提ß{¸º研究

²支援y»2 

ＲＩ管理室ĉＲＩ²用い�研究~管理û調整z¸び研究者~健康管理²行う2 

þ¹¹¿úüûンÀ研究室ĉ新生児þ¹¹¿úüûンÀÿNBSĀ|åq~y

~地域w�N定~水準²保sv行わ¼»¸う1¹¿úüûンÀ指定検査機

関~検査精度~保証及びåq全体~ NBS·¹öĀ~維持向N²目的xw�1

精度管理~実務²担当y»xx�{1NBS~情報管理1新規対象疾患{関わ

»研究や研修1人材育成²行svい»2 

_児慢性特定疾病情報室ĉ_児慢性特定疾患~申請時{提出u¼�臨床情

報²集約w疾病研究|行わ¼vい»2当研究室w�_児慢性特定疾病対策

{関わ»厚生労働省Ï業や疫学研究等²行い1母子保健行�{関わ»施策

²支え»��~活動²行svい»2 

Y端|療開発室ĉ当室�新規|療技術~開発²�sv|療~u¹z»進歩

x現状~問題解決{ü�»�x²使}xwv活動wvい»2具体的{�11．

Y端|療²科学的û倫理的{適Wz方法論{基u�臨床研究{tz��x1

2．|学研究{必要zĂøv来研究資源~Ãü¿·ョン~形成x利活用1~

āt~öüþ{×º組³wい»2 

高度Y進|療研究室ĉ胎児û_児期¶´û¹感染症z¸び川崎病~克服²目

指wvY端的研究²行うxx�{1}~成果²診断x治療{応用wvい»2

様々z血液疾患~原因xz» EB¶´û¹²主z研究対象xw1疾患Ă÷û

~作成²通xv新wい治療法~開発{貢献wvい»2~�1成育|療{関連

y»多�~¶´û¹~迅�診断²行うxx�{1Y端|療~実施x技術開

発²目指wvい»2}wv1難治性 EB¶´û¹関連疾患~à{�川崎病発

症Ă÷ûþ¶¹~作製²通wv1病態発現~ā»ûºĀ~解明²目指wv

い»2 

視覚科学研究室ĉ当»ン¿ü病院~眼科�1難治性~眼疾患|全国{¹集中

wv紹介u¼v高度|療²行svい»2�~病院~臨床x研究所~基礎研

究²融\wv1眼~難治性疾患~研究²行svい»2難治性疾患~遺伝子²

解析w1病態~V子ā»ûºĀ²解明wv1新wい診断法や治療法~開発²

行う�x²目的xy»2 

好酸球性消化管疾患研究室ĉ好酸球性消化管疾患~疾患概念構築1診断検査

法開発1治療法開発1発症原因~特定²目指w�研究²行svい»2 

|用深層学習研究室ĉわ|国|直面wvい»大}z課題wあ»1÷¸¿û化1

AI化{対w1AIû¹Ą¿ûxx�{1<V類器ûĂ÷ûû¸ン¸ン=²個別

{対応wv}�2~�1|療研究連携推進q部ÿJHĀ{対w1AI {関y»
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教材²提ßy»ćý¸·¿ø²à~ NC{YÞ�v行svzº1深層学習{

tいv1AI や÷¸¿û²Þ使w�|療´þベü·ョン~創出1社会~中w

活用~礎²構築y»��~研究及び開発²行svい»2 

|療技術実装推進室ĉ�¼{¹~成育|療�1社会xN体xzº課題解決{

×º組�1Ãü¿ö³Ć´ンā¿ø²追求wvい��x|重要wあº1持þ

的z×組1o来x~発展~検討|必要wあ»2}~��1�y���~~せ

~��~ソü·ăû´ンā¿ø²目指w1研究1実装1持þ化x~×組²推

進y»��{1|療技術~研究開発成果~社会実装~推進²行svい»2 

À´Āü·ö³研究室ĉ生物学的z観点{¹1_児~身体的û精神的多様性

~基盤{関y»研究²行svい»2q研究室~成果�1社会~À´Āü·ö

³推進{科学的y拠²あ�え»2 

再生|療»ン¿üĉ胚性�ÿESĀ細胞1人工多能性�ÿiPSĀ細胞や体性�

細胞zy~様々z細胞²用い�再生|療{関y»研究²行svい»2人~

{¹��Ï故や病気w機能²失う�x|あ»2臓器|Næ機能²失うx1}

~機能²回ÿuせ»�x�大変難w�z»2<再生|療=x�1à人~臓器

}~�~²移植y»~w�z�1細胞~移植²行う�x{¸º1臓器~機能

²補い1臓器²再生uせ»�x²目指w�治療法wあ»2再生|療{tいv1

�細胞1ES細胞1iPS細胞²対象xw1}~p効性1Ü全性~様々z観点{

¹検証w1臨床応用~実現{向��×º組�²行svい»2 

Ā´ºĀン¿ĉ当»ン¿üw�1胎児{¹_児1}wv妊婦1母親{関係y

»疾患ÿ成育疾患Ā{tいv1疾患克服~��~研究²O支えy»ß組�x

wv1<Ā´ºĀン¿=²設立w�2Ā´ºĀン¿{�貴重z試料²系統的

{保管w1研究者|p効利用w}»¸う{y»2�~Ā´ºĀン¿Ï業�1

à~国立高度専門|療研究»ン¿üÿú·ョúû»ン¿üĀx緊密zýóø

ワü¿²構築wv運営u¼»2

衛生検査»ン¿üĉ当»ン¿üw�1_児~稀]z難病や|³~診療{必要

z特殊検査²<研究所=w実施wv1直接全国~|療機関{提ßy»��{

�成 31� 3o世u谷{保健所{衛生検査所~申請²行い<成育衛生検査»

ン¿ü=²開設w�2研究所~最新~研究成果²1診療{役立t検査法xw

vú²û¿´Āw提ßwvい��x{¸º1わ|国~成育|療~発展{貢

献wvい»2 

建 物  建築面積  ă，Ĉćă．ĈĄ㎡ 

 延床面積 ĀĆ，ĈÿĂ．ĄĄ㎡ 

臨床研究»ン¿ü 

û臨床研究»ン¿üĉ研究所1病院x~密接z連携~�x{1研究成果~臨
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床応用1高度YÞ的|療z¹び{治験û臨床研究~推進²図»2 

建 物  建築面積    ĆÿĈ．ąĆ㎡ 

 延床面積  Ā，Āćą．Ăć㎡ 

病院概要 

病床数 入院病床  ăĈÿ床 

外来定数  Ĉÿÿ人 

病棟数  周産期病棟ÿÿĀＲ含�Āă棟 _児病棟ć棟 _児集中治療病棟ÿPICUĀ 

Ā棟 新生児集中治療病棟ÿNICUĀĀ棟 母胎û胎児集中治療病棟ÿMFICUĀ 

Ā棟 新生児治療回ÿ病棟ÿGCUĀā棟 ��x~家Ā棟 

標榜科目 内科1精神科1神経科1|吸器科1消化器科1Ā環器科1²üû¾ü科1ú

¶þÁ科1_児科1外科1整形外科1形成外科1脳神経外科1心臓血管外科1

皮膚科1泌尿器科1産婦人科1眼科1耳鼻咽喉科1úÿăúöü·ョン科1

�射線科1歯科1心療内科1_児外科1矯l歯科1_児歯科1病理診断科1

麻酔科 

特 色  国立成育|療»ン¿üw�1_児{¹思春期1母性û父性{わ�»úćÀ 

¿·ョンûサ´¿û²対象xw�ÿ\的ûýþ的|療²行う2

病院w�1à来~細V化u¼�|療~ß省xwv1u~v~z病状や訴え²

�t患者様{対wv1関連y»診療科~多職種|ÁüĀ²t�º1Ā人~患

者様²øü¿û{�»�x²基qxwvい»2次~Āā部ûĈ»ン¿üû�

�x~家等~体制{¸ºÁüĀ|療²行svい»~|大}z特徴wあ»2 

~�1病院�āă時間ĂąĄå開{¼1成育|療~救急病院xwv~役割²

果�wvい»2明»�1開�的w1²āûö³{配慮w�病院w�あ»2 

東京都{¹地域|療支援病院~指定²Ø�»zy地域|療x貢献{�ü�

vい»2 

u¹{»ン¿ü~使}xwv|療~人材育成~��{教育û研修部²�う

�1若手|療人~人材育成{ü�vい»2~�Y進|療~情報発信�行いå

q~|療~均v³化{ü�vい»�~wあ»2 

ûÿ\診療部ĉ外来診療~ÿ\窓口xwv1成育|療~ćù´þúûÁ²~

Ă÷û²模索w1専門診療科xx�{入院患者~全人的|療²目指y2

û救急診療部ĉ24 時間 365 å救急外来診療²行い1地域|療及び重症患者

~対応²行svい»2 

û_児内科系専門診療部ĉ消化器科1Ā環器科1|吸器科1神経内科1腎臓û

ú¶þÁ膠原病科1免疫科1内V泌ûï謝科1感染症科1遺伝診療科1��

½~診療科{¹z»2T臓器疾患1染色体異常ûY天異常²対象xy»高度
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専門診療²行うà1全身~病気�扱う2~�1à施設w�困難xu¼»|療

~提ß�行う2 

û²üû¾ü»ン¿üĉ²üû¾ü疾患対策~中心拠点病院xwv国内外~

²üû¾ü診療~Ă÷ûxz»水準~高い|療²提ßy»xx�{臨床研

究~推進²行svい»2 

û_児|³»ン¿üĉわ|国{z�»_児|³診療~Ă÷ûxz»y�1全

v~_児|³患者{対wv世界標準{t優w�温{い|療²提ßy»xx

�{1臨床研究~推進1新規治療~開発1長期ą¹ýü²óć体制~確立z

y²通xv1わ|国~_児|³診療²úüùy»�x²目標xy»2 

û_児外科系専門診療部ĉ外科1心臓血管外科1泌尿器科xいう内臓器²扱

う診療科x1脳神経外科1整形外科1úÿăúöü·ョン科xいう神経û運

動器²扱う診療科1à{発Ô支援評価室1形成外科1耳鼻咽喉科1眼科1皮

膚科1歯科{¸º構成u¼1�¼¹~領域~外科的治療や高度~専門的治療

²行うxx�{1部内及び院内~à~診療科xÁüĀ|療²活発{行sv

い»2 

û手術û集中治療部ĉ手術û検査~��~麻酔1手術室~管理及び集中治療

病棟ÿＩÿＵĀ入院患者~診療²担当y»2~�1|療機器{ß存wvい»

高度在宅|療患者~管理²行う2 

û周産期û母性診療»ン¿üĉl常及びÿ´ú¹¿妊婦~妊娠V娩管理x胎

児û新生児~診療²担当2O妊症ûO育症~治療1病的新生児~新生児集中

治療病棟ÿāＩÿＵĀ{z�»診療²行う2N方母性{tいv�1\併症²

持t女性~妊娠前{¹産後{{�v~内科的管理1O妊症~診療1_児û思

春期{¹生殖�齢~w²対象xw�婦人科疾患~診療²行う2~�1女性|

抱え» < ��½ = x < {¹� = ~悩�²気軽{相談w}»>女性ÿ

\外来?²�成ĀĄ�Ćo{¹開設2 

û臓器移植»ン¿üĉ_児p期臓器O全{対wv1生体臓器移植及び脳死臓

器移植|療²行う2 

û遺伝診療»ン¿üĉ病院x研究所|N体xzsv1_児û周産期領域~遺

伝やÂþĀ{関連y»疾患~診療ÿ遺伝学的検査zyĀx支援ÿ遺伝»¶ン

»úンÀzyĀ1研究1教育x}~支援²行う2

û�射線診療部ĉ¸ó¿¹線1ĀＲＩ1超音波zy~画像診断²統括w撮影

x¯影²行う2~�1x|学検査1腫瘍性疾患患者~�射線治療²行う2 

û臨床検査部ĉ病理検査1検体検査1生理機能検査及び輸血û組織適\{関

y»検査業務²行う2~�1高度Y進検査室{zいv1å常~検査w�行い

得zい研究的z検査²行う2 

û病理診断部ĉ免疫組織化学検査1電子Ý微鏡検査1遺伝子検査zy~特殊
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検査²Þ使w�精度~高い組織診断1細胞診断1病理解剖診断²行う2病理

»»ンùºĄûºン外来1病理外来w�1病理||直接病理診断{tいv詳

細z®明²行う2 

û中央病理診断部ĉ_児|³拠点病院等~整備{伴sv1国立成育|療研究

»ン¿ü| 2014 � 2 o 5 å{_児|³中央機関{指定u¼��x²Ø�1

病理診断支援1病理|~研修û育成²行svい»2全国{¹�間約 800例~

_児|³症例²Ø�付�1}¼~¼~疾患²専門xy»院内û院外~病理|

|診断w1治療方針~決定1予後因子~探索zy~研究{�貢献wvい»2 

û高度感染症診断部ĉ胎児û_児期¶´û¹感染症~克服²目指wvY端的

検査û解析²行うxx�{1}~成果²診断x治療{応用y»2 

û妊娠x薬情報»ン¿üĉ�成 30� 11o 1å{組織化u¼�部門wあ»2

海外~Y天異常ýóøワü¿x連携w薬剤~妊娠や胎児{Pえ»影響{関

y»研究報告²à集評価w1妊娠中や妊娠²希望y»女性{対wv薬物治

療{関y»情報提ß²行svい»2 

û遺伝子細胞治療推進»ン¿üĉ�成 31� 4o 8å{発足w1ð和元� 12

o 1å{組織化u¼�部門wあ»2遺伝子細胞治療�1現在1注目u¼vい

»最Y端|療~ 1 twあº1特{_児領域w~充実|求�¹¼vい»2遺

伝子細胞治療推進»ン¿ü�1遺伝子細胞治療~実施や研究開発{加え1製

薬会社や|療機関zy{¹~Ãンサûöü·ョン²Ø�付�vい»2 

û|療連携û患者支援»ン¿üĉ|療連携開発室1|療連携室1患者相談窓

口{¹z»組織xwv 2011� 5o{¹¿üøw�22013� 7o{¹�1新

�{在宅|療支援室|加わº1現在� 4 部門xzº1Ï務職1MSW

ÿMedicalSocial WorkerĀ1PTÿ理学療法士Ā1�護師1|師w構成wvい»2 

û教育研修»ン¿üĉ教育û研修�当»ン¿ü~使}~Ntwあº，成育|

療{係わ»|療者~教育x人材育成²行svい»2教育体制~整備，研究所

x~W力，論文塾，海外x~交流zy|発展中wあ»2 

û感染制御部ĉ|療àÏ者1Ï務üùンö³²等院内yyv~職員等x連携

w患者²|療関連感染症{¹Û»y�活動wvい»2感染防御対策室x抗

微生物薬適l使用推進室w組織体制|構築u¼vい»2 

û|療Ü全管理部ĉ|療Ü全�当»ン¿ü|提ßy»|療~y�²zy2

様々z病態²py»患者{Ü全z|療²提ßy»��{1»ン¿ü内~T

部署x連携wv1管理体制²構築wvい»2 

敷 地 ĆĆ，ćĄĂ．āĀ㎡ÿ研究所含�Ā 

建 物 建築面積 Āą，ąāĆ．ĆĈ㎡ 

延床面積 ćĄ，ąÿĀ．ąĈ㎡ 
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特別支援学校概要 

東京都立Z明特別支援学校}¸風V教室xwv病院管理棟Ą階ąý²{開

校u¼vい»2_学部1中学部1高等部|あº1}¸風V教室{�|療的Á

²²必要xy»児童1生ß|在籍wvい»2

成育�y�·ン¿¿ン¿概要 

<yyv~�y���|1笑Ü{z¼»社会²創º~y=²理念xwv掲�

vい»2�y���²×º巻�健康課題や社会問題|複雑化y»中w1�~

理念²実現y»��{1�y�~身体的û心理的û社会的z部V²含��包

括的ÿbio-psycho-socialĀz支援{×º組��x|求�¹¼vい»2 

成育�y�·ン¿¿ン¿w�1課題解決{向�1当»ン¿ü|�¼~w�尽

力wv}�|療や研究~成果²最大限{生{w1�策提言や社会実装支援

{~wtz�vい��x²目指wvい»2 

主要行ÏN覧

開  催  å 行 Ï ]       

āÿāĂ� ąoĀĈå 

āÿāĂ� ćoĄå 

āÿāĂ�ĀĀoāćå 

āÿāĂ�ĀāoĀăå 

÷³ºûüćý¸·¿ø 

壁紙1ĂĀ´ûĀüăü·²¿ü1病衣~寄附 

成育夏~tº 

中庭´ûÿýü·ョン 

zº|�ôúü点灯式 
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Ċ.活動状í 
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3-1 ÷査室

1.概要

÷査室w�1当セン¿ü~業務及びÎ算執行{対y»÷査並び{÷Ï1会計÷査人1x

~連絡調整等{Ï»Ï務²行svい»2 

ðă年度~主z業務Õ容�ñO~xzº2 

û 外部資金{¸»研究費等~経理{·y»Ï項1契約{·y»Ï項{tいv�1重点

Ï項xwvÕ部÷査²実施2

û そ~à{診療報酬~管理{·y»Ï項1任用(採用手þ}等)û給Pÿ諸手当支給等Ā

{·y»Ï項1病院情報·¹öĀ~運用管理{·y»Ï項1法人文書~管理{·y

»Ï項1Õ部統制{·y»Ï項1出納Ï務ÿ収入管理û支払等Ā{·y»Ï項1毒

薬û毒劇物等~管理{·y»Ï項1個人情報及び特定個人情報~管理{·y»Ï項1

労務管理{·y»Ï項{tいvÕ部÷査²実施2

û ÷Ï|行う÷査{·y»Ï務補佐²実施2

û 契約÷視委員会²ā回開催w1随意契約~妥当性や一般競Ï入q{¸»契約~問題

点等{tいv審議²実施2

û 会計÷査人や税理士法人x連携w1職員~会計処理能力~向N{資y»sx²目的

{職員²対象xw�<習熟簿 研修会=や<消費税研修会=²開催2

û 会計検査院~調査1実地検査等{対w1·Ï部門x~連絡調整等~対応²行s�2 

ñN~業務²行う{あ�º1セン¿ü~業務|適正{t能率的{執行さ¼»xx�{会

計処理|適正{行わ¼»¸う1諸規程{対y»\規性1業務運営~適正性及び効率性²÷

査w1問題点~検討及び改善²÷»sx²基p方針xwv×º組³wい»2 

3-2 企画戦略局

 企画戦略局�1理Ï長²補佐w1行政機·x連携wv1成育医療{·y»Ă÷û医療1

高度先駆的医療1先進的研究Ï業等~企画及び立案{参画y»xx�{1そ~実績や成果

²踏~え�政策提�{×º組³wい»2 

 ð和元年Ăo{�企画戦略局~O{広報企画室|設置さ¼1広報û情報~信{一層力²

入¼vい»2ð和Ă年Ąo{�À´ðü·ö³実現推進室|設置さ¼1女性活躍~推進²

踏~え女性職員~N位職割\²増加さ{»sxzy目標xw1À´ðü·ö³~推進{�

×º組³wい»2 

 ð和ă年ÿÿ～12 oĀ�企画戦略会議²Ă回開催y»xx�{1_委員会ÿ看護問題_

委員会等Ā及びĀＧ²設置wv様々z課題{tいv議論²行s�2中w�外部p識者�交

えv開催w�<老朽化対策ĀＧ=w�ÿＯÿＩĀ－ÿĀ{¸»経営状況等~変化²踏~え1

整備計画~見直w²行い1第Ă回企画戦略会議へ報告²行s�2 
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3-2-1 広報企画室

 広報企画室�1広報企画室長1広報企画専門職1広報専門職1広報Ï長w構成さ¼vい

»2<国立成育医療研究セン¿ü=|<国Õ最高峰~_児x周産期~専門病院=xwv広

く一般{認知さ¼1組織xwv~öùンù価値²高�vいくsx2~�国立高度専門医療

セン¿üxwv1成育医療{·y»¸ó÷ン¹~あ»最新~情報²1国民{還元wvいく

sx²目指y2TÏ~主z業務�ñO~xzº 

○広報企画室長

û目標û課題管理

û組織Õ~統一見解~醸成

û寄付者支援û企業ñüøúü·ó÷~窓口

○広報企画専門職

û調査û分析

û広報戦略立案

û÷ü¹úúü¹1T種×材対応1ā÷³²÷ýĂüø

û寄付者支援û企業ñüøúü·ó÷~窓口ÿ室長業務~補佐Ā

û緊急時対応

û広報室員~業務þネü¸ンÀ

○広報専門職ûÏ長兼務

û÷ü¹úúü¹1T種×材対応1ā÷³²÷ýĂüø

û 者会見ûā÷³²セÿúü開催

ûSNS 管理

û患者û一般向q情報~信

û寄附{·y»報告書等~周知{·y»sx

○広報専門職ÿ¶·ö担当Ā

û¶·öサ´ø運営ÿ修正1新規úü¸作成1分析Ā

û書籍û出版物~作成管理

û寄附·連業務ÿ寄附{絡³�´ùンø対応zyĀ

病院û研究所û臨床研究セン¿ü1女性~健康総\セン¿ü~情報²吸いNr1ā÷³

²{分{ºやyい表現û構成w÷ü¹úúü¹ÿ36 pĀ²配信y»sxw1ā÷³²{¹

~問い\わ{²多く�¹svい»ÿā÷³²露出数ā2,121 件Ā2~�1SNSÿX1Facebook

zyĀ²活用wv1広く一般へ~成育医療{·y»情報提ß{�務�vいv1õ¹ýワü

数�増加傾向{あ»2 
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3-2-2 À´ðü·ö³実現推進室

ð和Ăÿ2022Ā年Ąoÿå1セン¿ü²あrvÀ´ðü·ö³推進{×º組�観点{¹1

女性~活躍推進~�z¹z1成育医学~~展{tz|»¸う活動²行うsxxw1À´ð

ü·ö³実現推進室1À´ðü·ö³研究室|設置さ¼�2 

À´ðü·ö³実現推進室�1企画戦略局長|室長²併任w1病院û研究所等~T部門

ï表者w構成さ¼vzº1セン¿ü{zq»À´ðü·ö³推進{Ï»活動計画~立案1

Î算配分1進捗管理1職場環境整備²所掌xw1組織xwv推進室~O{研究所部門1病

院部門1意識改革部門²設置w1セン¿üç存組織x連携~うえÀ´ðü·ö³推進{×

º組³wい»2 

ð和ă年�1À´ðü·ö³研究室xx�{Ą回~<À´ðü·ö³推進会議=²開催

w1女性活躍~推進²踏~え女性職員~N位職割\²増加さ{»sxzy²目標xw1À

´ðü·ö³~推進{×º組³wい»2

具体的z活動xwv�1ñO~活動²行s�2 

〇 女性活躍1子育v等両立支援{資y»�~xwv1国~法改正{足並�²揃え�就業

規則ÿ育児û介護規程Ā~改正ÿ育児休業制度改正1配偶者出産休暇~新設1拡充Ā2

ÿ2022 年ÿo～Ā 

〇 Õ¸府ùóü·ó¿ü補û券Ï業へ~ýþ参加ÿ2021 年 12 o～Ā 

〇 授乳室û搾乳室~設置ÿ2021 年 11 o～Ā 

〇 ç存~制度xwv~1研究職向qõüó¿¹¿´Ā1妊娠中~通勤þ和等T種配慮措

置~利用Ð進 

〇 研究所一部部署{zq»公募要項~英語併  

〇 À´ðü·ö³{·y»意識調査²ンÁüøÿ2022 年ÿo12023 年 10 oĀ 

〇 女性管理職割\~確認ÿ2022 年Ąoñ降毎oĀ 

〇 育児休業û介護休業等1×得状況調査ÿ2022 年Ąoñ降毎oĀ 

〇 東京医科歯科大学宮崎教授{¸»職員意識啓~~講演会²実施ÿ2023 年ĀoĀ 

3-3 情報管理部

3-3-1 情報解析室

3-3-2 ·¹öĀ管理室

情報管理部�1セン¿ü~組織構成N1研究所や病院{¹独立w�部門wあ»2 

部Õ{�·¹öĀ管理室x情報解析室~Ā室|存在w1部長z¸び情報解析室長~ほ

{1·¹öĀ管理専門職2]û非常勤Ï務職Ā]{¹構成さ¼vい»2~�·¹öĀ運用

{あ�»ºúüü¿üxwv1業務委�{¸º業務系ā]û基ø系ā]|従Ïwvい»2 

業務~範öxwv�1電子»ûö²基幹xy»病院情報·¹öĀ~管理²�x�1電

子āüûやÀûü÷¶·²ûT部門用~õ±´ûサüðüû公開Webサüðüzy~基ø

情報·¹öĀ~管理1情報·¹öĀ~基øwあ»ネóøワü¿~管理1診療情報~Ð次
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利用~��~û�や÷ü¿抽出û提ßzy|あº1当セン¿ü~診療û業務~Ö滑z運用

や臨床研究~支援{広く·Pwvい»2 

~�情報·¹öĀ·連ñ外w�1業務へ~情報�術利用{tいv~確認やû�ÿöü

ワü¿支援zyĀ1eùüûンÀ·¹öĀ~機器û教材û利用者管理1新採用者対象~研

修zy~職員教育研修業務²行svい»2 

病院情報·¹öĀ~運用管理 

(a) å常運用管理業務xwv1利用者ID~�録û削除管理1利用権限~見直w1越権û

特殊操作~確認及び�認1öン÷üüøや文書~�録1T種þ¹¿ü~更新作業等

²行svい»2

(b) 情報·¹öĀ業者や医療Ï務委�業者等x~定例会議~開催1院Õw~情報·¹

öĀ·連~委員会ÿ情報·¹öĀ委員会û部会1個人情報管理委員会Ā~Ï務等²

行svい»2 

(c) 診療·¹öĀ{tいv~質問や要望û 害報告zy²Øq付qvzº1調査û回答

や対応検討等²行svい»22023年�6,727件~連絡²Øq対応w�2

(d) O具\対応xwv�1·¹öĀO具\û 害情報~集約1 害時~復旧作業指揮1

業者x~交渉等²行svい»2

(e) 院Õ~運用や制度~変更{対w1必要xz»·¹öĀ変更{tいv�1現場や·連

·¹öĀ業者x協議w1方針やß様~決定û交渉等²行svい»22023年{zq»

診療·¹öĀ改修ÿ改善û機能追加ûO具\~修正等Ā�61件wあs�2 

(f) セン¿üÕ~情報交換や業務文書管理²Ö滑{y»��1´ンøùネóøサüð

ü²運用w1病院~病床利用情報や職員向q~連絡等²掲載wvい»2~�院Õ部

門~÷ü¿保管û共pサüó¹�提ßw1数十~部門|業務{活用wvい»2

(g) 診療÷ü¿後利用·¹öĀxwv1DWH (Data Warehouse) ²構築û運用wvい»2

DWH{�開院ÿ2002年āoĀñ来~基幹電子»ûö·¹öĀ~÷ü¿|蓄積さ¼v

zº1病院情報·¹öĀ~更新{·わ¹z統一的{参照û検索û抽出|w}»¸う

整備wvい»2

(h) ú·ョúûセン¿ü間連携Ï業等~先進的×º組�{�w1企画や協議û環境構築

等{主体的{参加wvい»2

診療情報Ð次利用{·y»û�x÷ü¿抽出û提ß 

利用者{¹~申請ûß頼{基u}1·¹öĀ管理室{v病院情報·¹öĀ等{¹·連

情報~検索û抽出作業²行い1÷ü¿~提ß²wvい»2s~�1疑義|あ¼�申請者{

連絡w1¸º目的{即w�情報²提ßw}»¸うü�vい»22023年{zq»利用申請

数�335件wあs�2 

~�1診療情報·¹öĀ用端owT利用者|作成w�õ±´û~×º出w作業�行s

vzº12023年�208件{対応w�2 

そ~ほ{1診療情報~利用{·w1必要z手þ}や利用y»情報~選定û解析手法等{

tいv~û�²適宜行svい»2 

基ø情報·¹öĀ~運用 
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セン¿ü基ø情報·¹öĀ~運用û保守û更新作業xwv1ネóøワü¿機器やT種サ

üðü~管理1Àûü÷¶·²運用管理ÿ利用者管理²含�Ā1T部署{zq»IP²ùü

¹管理1基ø系端o~T部署へ~設置û管理1ソõø¶·²追加等~管理1eùüûンÀ

·¹öĀ~運用管理等²行svい»2

診療·¹öĀx\様1質問や要望û 害報告zy²Øq付qvzº1調査û回答や対応

検討等²行svい»22023年�4,624件~連絡²Øq対応w�2 

~�Õ¸サ´ðüセキュúö³セン¿üÿNISCĀû独立行政法人情報処理推進機構

ÿIPAĀû厚生労働省x連携w1þû¶·²ÿコンôュü¿ü¶³û¹等Ā対策ûõ±´

²ü¶¹üû構築ûO正通信検出ûO審āüû~相談Ø付xいs�いわゆ»サ´ðüセ

キュúö³確保~��~業務²行svい»2

2023年āo{�情報セキュúö³規程~改�案²作成w1情報·¹öĀ委員会{¸»

改�{tzr�2 

公式Webサ´ø~運用管理 

広報企画室x協\w1セン¿ü~一般向q公式Webサ´ø~ý集û運用管理{携わsv

い»2~�\Webサ´ø²提ßy»サüðü~管理�担当wvい»2 

職員へ~情報研修û教育 

新任職員向q{1情報·¹öĀ利用~基礎及び個人情報保護û情報セキュúö³{·

y»研修²担当wvい»2~�全職員向q{�·¹öĀや´ン¿üネóø利用N~注意

情報等²適宜提ßwvい»ほ{1全体向q講習~開催や攻撃āüû対応~模擬訓練~実

施²wvい»2 

そ~à1eùüûンÀ·¹öĀ~教材÷ü¿作成や設定ûØ講者集計1講演会等~院Õ

中ý1配布用動画ûDVD等~作成支援�行svい»2 

3-4 人材育成管理部

 人材育成管理部�12023 年 10 oÿå{設置さ¼1成育医療²支え»多職種~専門家~

採用û育成xキăú²支援²統括w~y2職員研修規程{基u}1職員~現在就いvい»

職又�将来就くsx|Î想さ¼»職~職務x責任~遂行{必要z知識1�能等~×得1そ

~à職務遂行{必要z能力1資質等~向N²÷»sx²目的xw1T部署w企画実施wv

い»研修ÿ研修会1講習会1セÿúü1ワü¿·ョó÷等Ā²×º~x�»xx�{さ¹

z»質的向N²÷º~y2~�1職場Õ外~研修ÿ新規採用研修1一般研修1管理û÷督

者研修1専門研修1臨時研修等Ā~企画û管理²行うxx�{1̧ º良い研修環境ÿe-learning

~学習管理·¹öĀ LMS ~^入や最新~学習ôüûや教育手法~活用等Āや研修実施体制

²推進w~y2 
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3-5 研究b

3-5-1 研究b概要

1.研究bďóÇ÷ó

ÿ立r育|研究ËóÏü�<Ø精û妊娠{始~sv1胎児期1新生児期1_児期1思春

期²経vl世ï²育r�»r人期xxó»1úćýÐ¿Ç÷ó{¸svtz|¼�ù´ą

Å´¿û{生�»疾患ÿr育疾患Ā{ÿ�»研究x|療²推²�»=�x²目的{�r 14

� {設立�¼�2�~à1�r 22 � {独立行�法人ÿ立r育|療研究ËóÏü1�r 

27 �þ {ÿ立研究開~法人ÿ立r育|療研究ËóÏüxzs�2当ËóÏü~理念�1

<病院x研究b|N体xzº1健全zl世ï²育r�»��~|療x研究²推²�»=�

xwあ»2 

ÿ立r育|研究ËóÏü研究b�1r育|療{関連�»調査û研究²行い1r育疾患~

原因解明xÿ療法ûÎ防法~開~{ü�vい»2w体的{�1胎児~生VW1 身体~育1

精神z¸s社会性~~Ô{~đ»ûÊĐ²解明�1�¼¹~Þ程~破綻{¹生�»O妊1

O育1Yy異常1Yy疾患1r長û~Ô 害zy~問Ü²解決�vい��x²使}x考え

vい»2~�1社会|学~面{¹_児~健康や養育{影響²Pえ»因子~研究{×º組³

wい»2研究rÿ�積極的{社会{~信�1ÿÕ^~_児~健康推²{®献�vい»2 

2.組織û人Ï

阿久津英憲生殖|療研究部長|再生|療ËóÏü長ÿ�任Ċ生殖|療研究部長Āxzs

�2_藤万仁é床応用ÂþĐ研究室長|任期�Îxzs�2中r和昭ß験薬理研究室長x1

黒o陽子r育疾患ÂþĐ研究室長|研究開~÷理部úÅüÑ²ùďûÉøüüÇ÷ó室{

�任xzs�2越智�`美�策開~研究室長1�ß}Ý�策評価研究室長1�原圭子Ð´

ĀüÇö³研究室長1柳久美子é床応用ÂþĐ研究室長|着任��2 

3.研究業績

ÿ立r育|研究ËóÏü~英文業績uÿ学会抄録x�l文²除�Ā�12009 � 161 q1

2010 � 190 q12011 � 212 q12012 � 222 q12013 � 257 q12014 � 305 q1

2015 � 336 q12016 � 355 q12017 � 360 q1 2018 � 364 q12019 � 389 q1

2020 � 402 q12021 � 447 q12022 � 445 q12023 � 346 qwあs�2研究bx病院

~業績²WºV�v検索�»�x�w}zい|1被引用回uPO~論文~多��研究bb

属著者{¸»�~wあs�2 

特 �y}rÿx�v1 

āĀSTAT6 機能獲得型変異{起因��Þ症²üû¾ü疾患患者|世界中{い»�x²明¹

{{��2 

ĂĀ÷色体微細k失{¸»½đù遺伝子形r|1巨人症~原因wあ»�x²解明��2

ăĀÚþO妊ÿ療²Ø�»女性~ÉøüÉ要因や父親~産前û産àうt~úÉ¿要因²解

明��2 

ĄĀĂø胎øv来初ïÿ養細胞²用い�解析{¸º1胎ø~¶´ûÉ感÷{ÿ�»防御機
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構²解明��2 

ąĀ胚v来~特ÛÏóā¿質ûCTNNB1 |子宮Õ膜~着床準備{必要2CTNNB1 k損Ď¶É²

用い1補U物{¸º着床{ÿ�»子宮Þ応|回ÿ�»�x²見出��2 

3-5-2 _児血ÿû腫瘍研究部

造血腫瘍~生研究室1V子病理研究室 

1.ďóÇ÷ó

_児血ÿû腫瘍研究部w�1_児腫瘍~V子特性解明x1新規診断ûÿ療法開~²目的

x��研究²z�zsvい»2血ÿ腫瘍1þ形腫瘍²主z研究ÿ象x�1ÂþĐ構造異常

x�¼{¸sv誘^�¼»~現遺伝子や蛋�{~異常{tいvé床検体²用いv解析�v1

é床情報x~相関解析1細胞ÿ養系²用い�Ā礎ß験w~機能~検証{¸º1T異常|腫

瘍細胞~~生や生物学的特性{zいvÿ��役割{tいv明¹{{�»xx�{1�~r

ÿ²新�z診断法1ÿ療法~開~{応用�»�x²目指�vい»2 

2.研究ćýÈ·¿ø

［中央診断~推²{¸»_児血ÿ腫瘍~~症ß態解明xĀ´ºúÍüÉ構築］

āĀ中央診断~体制整備{関�»研究

ĂĀ_児血ÿ腫瘍~~症ß態~解明

ăĀĀ´ºúÍüÉ構築x�~研究利用

［_児|³~V子特性解析1新規診断ûÿ療法開~］

āĀ_児急性úóā芽球性�血病ÿALLĀ

ĂĀ_児úóā腫

ăĀöü´óÀ肉腫ą±ďúü腫瘍

ĄĀ_児腎腫瘍

［_児腫瘍~機能V子解析x増殖制御法開~］

āĀ急性úóā芽球性�血病{z�» ZNF384 融\蛋�~機能解析

ĂĀBCOR 遺伝子縦列Þ複変異~腫瘍~生{z�»機能解明

ăĀ_児腎腫瘍細胞{z�» RASSF1A ~機能解析

3.研究体制

部長Ċ清河信m

室長Ċ大o健z郎ÿV子病理研究室 ～2023.3 ~w12023.4 ¸º AMED {出U中Ā1造血腫

瘍~生研究室長�k員1 

P~研究員ĊPß瞳 

研究員Ċ渡部ÿ 

共\研究員Ċ大喜多肇ÿ慶應義塾大学Ā1岩淵英人ÿ静岡�立�y�病院Ā1草ß晋�ÿ�

yZ大学Ā1山中純子ÿÿ立ÿ�|療研究ËóÏüĀ 

4.共\研究体制

_児|³ËóÏüÿ�q公NËóÏü長Ā1病理診断部ÿ義岡孝子統括部長Ā1周産期病
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態研究部ÿ中林N彦長Ā1ÇÉöĐ~生û再生|学研究部ÿÚu修ÿ部長Ā{~ËóÏüÕ

~T部門x1東ð大学|学部_児科学教室ÿà藤元博教授Ā1åq_児|³研究Àûüć

(JCCG)1東ð_児|³研究Àûüć (TCCSG)²始�x�»ÿÕ^~多u~研究û|療機関

やÀûüćx連携�1研究²推²�vい»2 

5.主z研究rÿ

ÿÕ~_児|³ÿ療~統Nćùóøą¹üĐwあ» JCCG ~中央診断施設z¸s検体保

`ËóÏüx�v~役割²担svい»|1JCCG 血ÿ腫瘍V科会ÿåq_児�血病úóā腫

研究Àûüć1JPLSGĀ~細胞Ďü»ü中央診断û遺伝子診断{tいv�1前�{引}þ}1

衛生検査ËóÏüx�v�~解析²ß施��ÿ衛生検査ËóÏü~�参照Ā2 

前�{引}þ}1�w{Ø積�¼�保`検体や診断情報²活用�1ÿÕ~_児�血病û

úóā腫~~症ß態解明z¸s病態解明{関�»解析²ß施��2B 前駆細胞性 ALL ~é

床的1細胞Ďü»ü{特Ā²p�»新�zÅĆÀûüćx�v報^�� MEF2D 融\遺伝子

陽性群{関�v1大o室長²研究ï表者x�»ÿ�共\研究|²捗�1 International 

Berlin-Frankfurt-Münster study group (The Ponte di Legno Childhood ALL Working 

Group) 参à施設{¹Ø�¹¼� 107 例~V析{¹1BCL9::MEF2D 陽性例�ÎàO良wあs

�|1�¼ñ^~融\āüøúüw�Îà|O良wあ»�x�確�w}�1融\āüøú

ü{¸svÎà|異z»ÿ能性²明¹{{��報^| Leukemia �{掲載�¼�2 

B 前駆細胞性 ALL {特Ā的{~現�» CD10ÿcommon ALL ÷原Ā~P~現�1ZNF384 融

\遺伝子陽性症例{特Ā的zĎü»üb見wあ»2TCF3::ZNF384 z¸s EP300::ZNF384

~Ý方| CD10 ~遺伝子~現²直接抑制�1CD10 ~~現PQ²誘^�»�x²明¹{{�

�2 

 BCOR- ITD ~腫瘍~生{z�»役割{tいv1Ē÷ûĎ¶É作出{{¸º1解明²試�

vzº1Bcor-ITD 変異Ď¶É�1~生f期{胎ø形r~異常²p�»�x²明¹{{�

�ÿPß瞳 à. 第 65 回 åq_児血ÿû|³学会学術Ø会 2023.9.29-10.1 {zいv~

表Ā2 

 |³抑制遺伝子w1_児腎腫瘍{zいvÎàx~関Ï|報^�¼vい» Ras association 

domain-containing protein 1 isoform A (RASSF1A) 遺伝子{関�v1ÎàO良x考え¹

¼vい»腎ùĆù´ù腫瘍ÿRTKĀや_児腎明細胞肉腫ÿclear cell sarcoma of the kidney, 

CCSKĀw�\遺伝子~ćýĒüÏü領域|ÚđÑûW�¼v~現|PQ�vzº1細胞増

殖{関P�v1Îà{影響�vい»ÿ能性{tいv報^��論文| Pediatr Blood Cancer

�{掲載�¼�2 

3-5-3 V子ÕV泌研究部

Ā礎ÕV泌研究室1é床ÕV泌研究室

1.ďóÇ÷ó

当研究部~第N~ďóÇ÷ó�1r育疾患~新規~症機序²解明�1新規診断法z¸s

ÿ療法~開~²行う�xwあ»2�¹{1生殖やr長zyĀq的生}現象~理解{tz|

»知見~獲得²目指�vい»2主�»研究ÿ象�r長 害1Yy性ÕV泌疾患1Yy異常

症候群1生殖機能 害wあ»2�¼¹{tいv1XN遺伝子疾患1ÂþĐ疾患1´óćú
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óö³óÀ疾患1多因子形質~観点{¹1é床検体~V子遺伝学的z¸sé床的解析²行

svい»2�¹{1Ăø~情報²�x{Ē÷û動物やÿ養細胞²用い�解析²ß施�1V

子üĉûw~疾患r立機序解明{×º組³wい»2第Ð~ďóÇ÷ó�1Ăø~多様性~

V子Āø解明wあ»2N般Ø団{z�»性~多様性~解明や÷色体構造多型~\Ûzy{

¸º1健常人~表現型~Āú¸üÇ÷ó²明¹{x�1�¼²形r�»遺伝学的因子~解

明²行svい»2 

 �¹{当研究部�1|学研究²Ï�v社会{®献�»�x²目標x�vい»2�~��

{1é床検体~Āó½óÀx÷üÏĉüÉ構築²行svい»2�¼~w{ÿÕ^~連携機

関{¹ 17,000 ²超え»検体²Ø積�1世界最大規模~r育疾患Āó¿²構築��2�¼¹

~検体~解析{¸sv得¹¼�情報²1論文1講演zy~形w社会{~信�vい»2�¹

{1{�� DNA 研究bx連携�1Yy性疾患¿úû»ûÇü¿¸óÉ~社会ß装W²²�

vい»2 

 q研究部~最大~特Ā�1当ËóÏü~研究部z¸s病院診療科z¸sà~研究者xé

床|x~密接z連携wあ»2~�1l世ï~|学研究²担うç手研究者~育r{×º組³

wい»2多�~大学{¹大学院生²Ø�入¼1研究指^²行svい»2�¹{1ÿ��~

ýØ1AMED 研究班や学会活動zy²Ï�v1|学û|療~~展{®献�vい»2 

2.研究ćýÈ·¿ø

［XN遺伝子解析］ 

āĀ性VW疾患û性r熟疾患û生殖機能 害{z�»疾患r立機序~解明

ĂĀYy性w状û機能PQ症~病態解明

［÷色体ûÂþĐ解析］ 

āĀÂþĐ再構r~~症đ»ûÊĐx意義~解明

ĂĀÂþĐ構造異常{¸»~症đ»ûÊĐ~解明

ăĀ性÷色体|性ÿ²生�出�đ»ûÊĐ~解明

［´óćúóö³óÀ/¸ĄÈ·ýö³ó¿解析］ 

āĀ14 番÷色体´óćúóö³óÀ異常症~病態解明

ĂĀSilver-Russell 症候群 (SRS)~病態解明

ăĀ20 番÷色体´óćúóö³óÀ領域ÿGNAS 領域Ā異常症~病態解明

ĄĀ´óćúóö³óÀ制御 DNA đÑûWÿ変領域 (DMR)~đÑûW維持機構~解明

ąĀ中枢性思春期早~症~ÿ¸ĄĀ ÂþĐ異常~寄Px�¼�¼~病因{z�»é床的

特Ā~解明 

ĆĀ生殖補û|療~´óćúóö³óÀ疾患~症úÉ¿{tいv~検討

［多因子形質］ 

āĀ多因子疾患~úÉ¿因子~\Û

ĂĀ��½~性~多様性~解明

［|療û社会x~®献］ 

āĀ¿úû»ûÇü¿¸óÉ~社会ß装W

ĂĀç手研究者~育r
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3.研究体制

部長Ċ深見�紀 

室長Ċ鏡×ïÿé床ÕV泌研究室Ā 

室長Ċ鳴�覚志1中r明ĀÿĀ礎ÕV泌研究室Ā 

特任研究員Ċ福ßvß子 

P~研究員Ċ中~�`子1o部淳 

研究員Ċ荒巻Ó彦1秋葉和壽 

大学院院生Ċ荻原康子1û岡哲1r西Ö貴1P原}理香1_Ýo恵1浦Ý立貴1増渕颯1

中r紗`Ý1Þ十嵐瑞穂1土ß響 

共\研究員Ċ中Ý竜N1牛ß規久美1Ýß明香1_ußÿ岩橋Ā���1張ç谷1à藤大

輔1福家智子1勝又規行1宮戸�美1島彦仁1山澤N樹1中島萌子1ßP毅

信1Þ十嵐麻希1]uo子1鳴�宏子1原香織1r澤宏ß1阿部清美 

��Ċ�ÿû�1鈴o�莉`1影山郁子1宮迫�zº1mu亜季1金子晶子 

Ï務Ċ山﨑久美1秋山�v子 

û員部長Ċ緒方勤 

4.共\研究体制

ÿÕ^~多u~|療施設や学会x連携�1研究²推²�vい»2

5.研究~概要

［XN遺伝子解析］

āĀ 性VW疾患û性r熟疾患~原因xz»多u~XN遺伝子異常xÃĄüu異常²\

Û��2

ĂĀ15q26.1 ~Þÿ配列多型|Yy性w状û機能PQ症~原因wあ»�x²明¹{{�

�2  

［÷色体ûÂþĐ解析］ 

āĀO完全z X ÷色O活W{起因�» SHOX ~男性優Oz~現|1r人身長性ÿ~N因

wあ»ÿ能性²見出��2 

ĂĀ非閉^性無精子症~症{z�» Y ÷色体構造多型~意義²明¹{{��2

［´óćúóö³óÀ/¸ĄÈ·ýö³ó¿解析］ 

āĀKOS14 ~ë然|や|療ß態²明¹{{�1推奨�¼»遺伝学的²ćýüÑ²報^�

�2 

ĂĀMultilocus imprinting disturbance ~病態²明¹{{�1疾患概念²確立��2

ăĀ中枢性思春期早~症{z�»ÿ¸ĄĀÂþĐ~異常~寄P²明¹{{��2

［多因子形質］ 

āĀ_児~簡易ï画{¹性w²vÛ�»機械学ÿćýÀùĐ~開~{×º組³�2

［|療û社会x~®献］ 

āĀ�~�~zXN遺伝子疾患や´óćúóö³óÀ疾患~遺伝学的診断²ß装W��2 

ĂĀÿ�� editorial board やÿ�ÃóÍüÇ²Đďüö³óÀ{参à�1学術~²歩

{®献��2 
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3-5-4 免疫²üû¾üû感÷研究部

1.ďóÇ÷óû目標

�幼児期�1病原û非病原微生物~侵入や1食物~摂×1物理的û精神的ÉøüÉx

~曝露zy種々~r育環境{適応�z|¹1生体調節ÇÉöĐx�v~免疫系|確立�

¼»Þ要zf期wあ»2わ¼わ¼�環境適応~��{働�免疫系ýĀÉøýÉ~機序z

¸s1�~破綻{¸sv生�» 害~機序²明¹{{�»�xw1喘o1食物²üû¾

ü1²øĄü性皮膚炎zy~²üû¾ü疾患1Ý崎病zy~免疫異常疾患{ÿ�»p効

zÎ防制御方法²~見û開~�»�x²最終的z目標x�v研究²行svい»2 

 Y²ý業諸ÿ{zいv�前世紀à半{¹急激z感÷症~減少{1衛生環境~改善{Þ

比例�v²üû¾ü疾患û免疫異常疾患|急増�vい»2s|ÿ~�幼児�人類史P最

�衛生的z環境Q{zいv1様々z環境汚÷物質1²üûÂóû÷原x接触�vい��

x{¸º�¼¹~疾患²~症�»2 

²üû¾ü研究室w�1²üû¾ü疾患û免疫異常疾患~~症機序1増ê機序²網羅

的zV子解析手法²用いvä索�1é床部門x~共\研究{¸º�¼¹~V子群~|学

的û生物学的意義²検証�1Î防法1ÿ療法²開~�»Ï²大}z目標x�vい»2 

 免疫療法研究室�1Ý崎病~病態解明z¸s新規診断ûÿ療法~開~²目標x�vい

»2Ý崎病��幼児期{好~�»原因O明~血管炎症候群wあº1現x�患者u|増え

þ�vい»2特{冠動脈炎症{ÿ�» IVIG 製剤~÷炎症V子đ»ûÊĐ解明²Wºô

{1IVIG O応Ý崎病{ÿ�»新規ÿ療薬z¸sĀ´ºĎü»ü{~開~²目指��研究

{×º組³wい»2 

2.研究ćýÈ·¿ø

āĀë然免疫系²Ï��²üû¾ü疾患~~症û増ê機構~解明xp効zÎ防û制御療法

~開~

ĂĀºďó¿É情報{Āu�免疫²üû¾ü疾患解析研究

ăĀIgE 非ß`性~消W管²üû¾üÛs好酸球性消W管疾患~病態解析

ĄĀ胎ø絨毛細胞~免疫応答x妊娠ûV娩{z�»機能~解析

ąĀIVIG O応Ý崎病~病態đ»ûÊĐ解明z¸s新規ÿ療薬開~²目指��研究

3.研究体制ÿ2023 � 12 o 31 å現xĀ

部長Ċ�q健ÿÿ免疫²üû¾üû感÷研究部長Ā

室長Ċ森u英明ÿ²üû¾ü研究室長1病院²üû¾üËóÏü�任Ā1Oxÿ免疫療法

研究室長 2022 � 3 o～Ā 

P~研究員Ċqr健N郎 

大学院生Ċ長ß直子ÿ東ð大学|吸器Õ科Ā1林優�ÿ東ð大学_児科Ā1伊藤育容ÿ横浜

^立大学_児科Ā1藤多 慧ÿ東ð慈恵会|科大学_児科Ā1中﨑Ā�ÿ慶應義塾

大学_児科Ā 

共\研究員Ċ斎藤博久ÿ研究bb長補_Ā1中�²ÿß島大学大学院統\生}科学研究科�

任Ā1原�理子ÿÿ立r育|療研究ËóÏü 耳鼻咽喉科Ā1新�賢ÿp林大学

保健学部免疫学Ā1�ß浩Āÿ東ð慈恵会|科大学_児科Ā1大ß建Þÿ東ð

歯科大学ô腔科学研究ËóÏüĀ1ø茂圭ÏÿUbie 株式会社Ā1竹u知ßÿ関

西|療大学é床検査学科Ā1溜×人ÿWashington UniversityĀ1山u~子ÿå

qÿĐ株式会社中央研究bĀ 

ß験補û員Ċ藤原×子1Ú見如美 

Ï務Ċß_美千_
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4.共\研究体制

āĀë然免疫系²Ï��²üû¾ü疾患~~症û増ê機構~解明xp効zÎ防û制御療法

~開~

ÿ立r育|療研究ËóÏü病院Ċ総\診療部ÿ窪u �診療部長Ā1感÷症科ÿ大Ý見

力診療部長Ā1Ā環器科ÿ_ß 博診療部長Ā1腎臓ú¶ĎÑ膠原病科ÿ亀ß宏N診療部

長Ā1ÿ立r育|療研究ËóÏü研究bĊ周産期研究部ÿ秦健N郎部長1中林N彦室

長Ā1r育社会|学研究部ÿ森崎菜穂部長Ā1ÿ立r育|療研究ËóÏü病院²üû¾

üËóÏüÿ福家辰樹診療部長1山q貴和子室長Ā1\皮膚科ÿ]u和恵診療部長Ā1

\¸ÃÑûđ÷³»ûÅčüøËóÏüÿ_藤o織|員Ā1\病理診断部ÿ義岡孝子統

括部長Ā\周産期ûï性診療ËóÏüÿ和u誠ùËóÏü長1_々o愛子|長Ā1\研

究b_児血ÿû腫瘍研究部ÿ清河信m部長Ā1\研究bÇÉöĐ~生û再生|学研究部

ÿÚu修ÿ部長Ā1\再生|療ËóÏü生殖û細胞|療研究部ÿ梅澤明弘b長Ā1都立

_児総\|療ËóÏü ²üû¾ü科ÿ]u~N|長Ā1東ð慈恵会|科大学_児科学

講ÿÿ大石公彦教授1勝Ā俊Ö教授1XU健z講�Ā1東ð|科歯科大学ÿ�健康推²

|学Vßÿ藤原武男教授Ā1Ú知大学|学部_児思春期|学教室ÿ藤Ā�也教授Ā1\

大学|学部免疫学教室ÿßÚ恵子教授Ā1獨W|科大学_児科学教室ÿ]原Þ美教

授Ā1千葉大学|学部_児病態学教室ÿQ条直樹教授Ā1ÿ立病院機構相模原病院²ü

û¾ü性疾患研究部ÿ�老澤元宏部長1_藤��¹病因û病態研究室長Ā1�yZ大学

_児科ÿû原示和û教Ā1²üû¾ü児²支え»全ÿýóøû²ùÈüčóøÿ栗山�

理子�ÏĀ1鶴見大学付属病院眼科ÿ藤島浩教授Ā1青葉�y�¿úûó¿ÿ倉Z 誠院

長Ā1�u_児科|院ÿ�u健z郎院長Ā1ÿ島大学疾患酵素学研究ËóÏüÿo戸博

ËóÏü長Ā1r幌|科大学|学部第N病理学講ÿÿ久保輝文û教Ā1秋u大学|学部

総\診療û検査診断学講ÿÿmoÞÿ准教授Ā1_賀大学|学部V子生}科学講ÿÿ出

原賢ÿ教授Ā1Swiss Institute of Allergy and Asthma Research (Prof.Cezmi

Akdis)1Phramongkutklao Hospital (Dr.Boonpiyathad)

ĂĀºďó¿É情報{Āu�免疫²üû¾ü疾患û÷ÿ性疾患解析研究

ÿ立r育|療研究ËóÏü病院²üû¾üËóÏüÿ福家辰樹診療部長1山q貴和子

室長Ā1\消W器科ÿ新ß勝大診療部長1清水泰岳|員1竹ÕN朗|員Ā1\皮膚科

ÿ]u和恵診療部長Ā1診断部ÿ義岡孝子統括部長Ā1ÂþĐ|療研究部ÿ要 匡部長1

柳久美子室長Ā1ÇÉöĐ~生û再生|学研究部ÿÚu修ÿ部長Ā1V子ÕV泌研究部

ÿ深見�紀部長Ā1周産期病態研究部ÿ中林和彦室長Ā1東ð都立_児総\|療ËóÏ

üÿ]u~N1森u久美子Ā1慶應義塾大学ÿ福�興ù教授1y谷×行教授1足立剛也

講�Ā1ÿ立病院機構相模原病院ÿ�老澤元宏ËóÏü長1_藤��¹部長Ā1ÿ立病

院機構OÞ病院ÿ長~�u{部長Ā1山ô大学_児科ÿ長谷Ý俊史教授Ā1長ß�立�

y�病院ÿ伊藤靖xËóÏü長1_�v美部長Ā1福ß大学_児科ÿ大ß勇r教授Ā1

宮城�立�y�病院ÿO浦克志部長Ā1あい�_児保健|療総\ËóÏüÿ伊藤浩明部

長Ā1浜�|科大学_児科ÿ宮入烈教授1夏目統û教Ā1富山大学_児科ÿ足立ÖN教

授1rP将啓û教Ā1Ú知大学_児科ÿ大石óû教Ā1福岡^立�y�病院ÿ手Z純N

郎部長Ā1群馬大学_児科ÿÿ沢琢ý教授Ā1�い�~^民|療ËóÏüÿ西q創部

長Ā1神`Ý�立�y�|療ËóÏüÿ犬~千聡部長Ā1p林大学_児科ÿru×美教

授Ā1ÿ立病院機構]õ_|療ËóÏüÿÐr昌樹部長Ā1東ð慈恵会|科大学第O病

院_児科ÿ勝Ā俊Ö教授Ā1獨W|科大学_児科ÿ]原Þ美教授Ā1愛媛大学_児科

ÿ西r~士û教Ā1埼û|科大学_児科ÿ�澤Ā子教授Ā1大阪�s}~|療ËóÏü

_児科ÿ亀u誠部長Ā1ëÿ|科大学_児科ÿ熊谷ù規教授Ā1昭和大学_児科ÿÎß

孝r教授Ā1東�大学_児科ÿ山u�之教授Ā1千葉大学²üû¾üû膠原病Õ科ÿ目

黒和行講�Ā1\_児科ÿ中ß泰óû教Ā1藤u|科大学�³�}病院_児科ÿ近藤康

人教授Ā1東ð都立ß~病院_児科ÿ濱ô冴香|員Ā1東ð|科歯科大学_児科ÿ森~

Ü宏教授Ā1ð都大学皮膚科ÿ中島沙恵子准教授Ā1ß島大学_児科ÿ岡u賢教授Ā1久
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留米大学_児科ÿ西_森�z教授Ā1東ð慈恵会|科大学葛飾|療ËóÏüÿXU健z

講�Ā1r幌|科大学_児科ÿßP和剛û教Ā1東ð大学ÿ岡u�象教授Ā1神戸^立|

療ËóÏü中央^民病院ÿ岡藤郁{|長Ā1防衛|科大学校_児科ÿÎß耕輔教授Ā1

ÿ立病院機構横浜|療ËóÏü_児科ÿ只o弘美部長Ā1社会|療法人{ºゆ�会ÿü

øù´ą病院_児科ÿ崎原徹裕部長Ā1藤u|科大学病院_児科ÿ中島陽N講�Ā1筑

波đ÷³»ûËóÏü病院_児科ÿ林大輔科長Ā1ß島大学統\生}科学研究科ÿ中�

²教授Ā1東ð慈恵会|科大学V子遺伝学ÿû利�v美教授Ā1ÿ立東ð病院ÿ大u 健

]誉院長1鈴Ý�穂|吸器Õ科|長Ā1帝ð大学|吸器û²üû¾üÕ科ÿ山ôlÖ教

授Ā1昭和大学|吸器û²üû¾üÕ科ÿ相良博x教授Ā1岐阜薬科大学生体機能解析

学大講ÿû免疫生物学研究室ÿu中宏~教授Ā1獨W|科大学ú¶ĎÑû膠原病Õ科

ÿp馬×史教授Ā1米ÿ Northwestern 大学|学部ÿRobert P. Schleimer 教授1à藤

厚教授1Bruce S. Bochner 教授Ā1藤u学園保健衛生大学皮膚科学講ÿÿ���世子

教授1矢P晶子教授Ā1�yZ大学|学部²øĄü疾患研究ËóÏüÿ奥r 康教授1

X浦l郎教授Ā1慶應義塾大学|学部眼科学教室ÿ坪uN男教授1深Ý和ý|員Ā1\

病理学教室ÿ金ß弥l教授Ā1åq薬科大学薬学部ÿ岡u直子准教授Ā東ð科学大学大

学院|歯学総\研究科免疫²üû¾ü学Vßÿ烏山 N特任教授Ā1åqđúüùW粧

品ÿ株Ā総\研究bÿ長谷Ý靖ù研究員1長谷部祐N研究員Ā1�½�{_児科²üû

¾ü科ÿ黒坂文武院長Ā1筑波大学遺伝|学教室ÿßô恵美子教授Ā1La Jolla

Institute for Allergy and ImmunologyÿÝP敏明教授1ÝP裕子教授Ā1\研究b動

物ß験施設/動物ß験部門ÿÎß俊{施設長Ā1ÿ立精神û神経|療研究ËóÏü脳神

経Õ科ÿß藤勇Ð|�Ā1\đ÷³»ûûÂþĐËóÏüÿà藤ÖN�ËóÏü長Ā1

\神経研究b疾病研究第O部ÿß刀 浩部長1o部ßz郎室長Ā1\臓器 害研究部長

ÿ鏑o康志部長1久保u浩之c性 害研究室長Ā1ÿ立|薬品食品衛生研究b|薬á全

W学部ÿ斎藤嘉朗部長1ß藤公亮主任研究àĀ1慶應義塾大学 Y端生}科学研究b

ÿ曽so義教授1�山明v特任û教Ā1兵庫|科大学免疫学講ÿÿ黒u悦史教授Ā1東

ð大学|科学研究bワ¿Ñó科学Vßÿ石ß 健教授Ā1ÿ立ÿ�|療研究ËóÏü第

N糖�病科ÿ_Õ良z郎|長Ā1ÿ立長Ā|療研究ËóÏü�~わ�¼ËóÏüÿ_ÿ

直樹�ËóÏü長Ā1ÿ立Ā環器病研究ËóÏüÿ中岡良和病院�院長Ā

ăĀIgE 非ß`性消W管²üû¾üÛs好酸球性消W管疾患~病態解析

ÿ立r育|療研究ËóÏü病院Ċ²üû¾üËóÏüÿ福家辰樹|長1山q貴和子|

長Ā1\消W器科ÿ新ß勝大診療部長1清水泰岳|員1竹ÕN朗|員Ā1\病理診断部

ÿ義岡孝子統括部長Ā1ÿ立r育|療研究ËóÏü研究bĊ好酸球性消W管疾患研究室

ÿßr伊知郎室長Ā1ÂþĐ|療研究部ÿ要 匡部長Ā1ÇÉöĐ~生û再生|学研究部

ÿÚu修ÿ部長Ā1群馬�立_児|療ËóÏü ²üû¾ü感÷免疫û|吸器科ÿ山u

�之部長Ā1r幌|科大学|学部第N病理学講ÿÿ久保輝文û教Ā1秋u大学|学部総

\診療û検査診断学講ÿÿmoÞÿ准教授Ā1_賀大学|学部V子生}科学講ÿÿ出原

賢ÿ教授Ā1慶應義塾大学_児科ÿÚ橋孝Ö教授1森u久美子û教Ā1�い�~^立病

院_児科ÿ明石�~部長Ā1Ý崎^立Ý崎病院ÿ^山陽子|長Ā1�いゆう病院_児科

ÿ津rv紀�部長Ā1ko|療ËóÏüÿ石ßx�|長Ā

ĄĀ胎ø絨毛細胞~免疫応答x妊娠ûV娩{z�»機能~解析

ÿ立r育|療研究ËóÏü病院Ċ周産期ûï性診療ËóÏüÿ和u誠ùËóÏü長Ā1

ÿ立r育|療研究ËóÏü研究bĊV子薬学研究室ÿqr健N郎室長Ā1周産期研究部

ÿ秦健N郎部長1中林N彦室長Ā1åq|科大学V子解剖学ÿ瀧澤俊ß教授Ā1ëÿ|

科大学産婦人科ÿÚ橋宏x教授Ā1獨W|科大学産婦人科ÿr瀬勝彦教授Ā1ÿ立|³

研究ËóÏü中央病院腫瘍Õ科ÿQß辰ÿ|長Ā1聖路àÿ�病院女性総\診療部ÿ山

中美智子特w顧問1塩um子|長1秋谷文|�Ā1聖路àÿ�病院腫瘍Õ科ÿXß敦子

�|長Ā

ąĀIVIG O応Ý崎病~病態đ»ûÊĐ解明z¸s新規ÿ療薬開~²目指��研究

ÿ立r育|療研究ËóÏü教育研修部ÿ石黒 精部長Ā1\総\診療部ÿ益u博ù|員Ā1\Ā
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環器科ÿ_ß 博部長Ā1\é床開~ËóÏü企画運営部ÿ_林 徹部長Ā1\研究bÚþY²

|療研究室ÿÎ留謙N室長1Ýß_v子研究員1石Ý�\子研究員Ā1\研究b社会|学研究

部ÿ森崎菜穂部長1_林�~v研究員Ā1ÿ立感÷症研究b感÷病理部ÿÿ�研O主任研究

àĀ1東ð都健康長Ā|療ËóÏü研究b老�病態研究ÑüĐ血管|学研究ÿ豊u×士研究�

部長Ā1N般社団法人åq血ÿ製剤機構研究開~q部中央研究b蛋�W学研究室ÿrP弘l室

長1ßß修l室長補_1仲ßÿ史室長補_1�ß夢÷1Õu博ùĀ1東X大学大学院生}科学

研究科ÿ土ß�行教授Ā1千葉大学大学院公衆衛生学ÿ~Õ善ß教授Ā1埼û�立_児|療Ë

óÏü 感÷免疫û²üû¾ü科ÿ菅ĀlÏ科長兼�部長Ā1横浜^立大学|学部_児科ÿ伊

藤ùN教授Ā

5.研究~概要

²üû¾ü研究室

 [�¼~w~研究rÿ] 

²üû¾ü疾患~~症�遺伝的要因x環境要因~相Þ作用{¸sv制御�¼»�x|

明¹{xzsvい»2²üû¾ü研究室w��~Õ1遺伝要因{関�»研究�理W学研究

b遺伝子多型研究ËóÏüû²üû¾ü体質関連遺伝子研究ÑüĐz¸s筑波大学遺伝|

学教室¹x共\w解析²²�vい»2N方環境要因{関�»研究�疫学研究{¹1²üû

¾ü~症{関わ»因子群~ä索²行い1�~機序²試験管Õw網羅的z遺伝子~現解析²

行svä索�»1xいう方法論w推²�vい»2~�1Ď¶ÉĒ÷û²用い�²üû¾ü

~症°任遺伝子群~機能解析�並行�v行svい»2更{1²üû¾ü疾患~症Î防法~

確立²目的{1ÿ立r育|療研究ËóÏüû²üû¾üËóÏüx共\研究²行い1Ï入

研究²行svい»2 

 現段�wNæ~症��²üû¾ü疾患²完全{ÿ��x|w}»ÿ療�`x�zい�

�1²üû¾ü疾患~~症²抑制�»方法~開~|n�¹¼vい»2²üû¾ü疾患~大

半�最初{�幼児期{²øĄü性皮膚炎/�疹w~症�1T種÷原{ÿ�» IgE ÷体~獲

得|全v~引}金xzsv1食物²üû¾ü1�~à幼児期ñ降{気管支喘o1花粉症²

~症�»ë然史²x»�x|知¹¼vい»ÿ²üû¾üĎüÑĀ2故{~症Î防{�1�

児期~免疫機構²û細{明¹{{�»xx�{1�児期{起�»様々z÷原{ÿ�»感作

²Î防�»�x|Þ要wあ»x考え¹¼»2²üû¾ü研究室w�1�児期~免疫機構{

着目�1û細z炎症惹起機構Ûs制御機構²明¹{{�»x共{1²üû¾ü疾患~症Î

防法~開~{×º組³w}�2~�1²üû¾ü疾患~~症Ûs増ê{関P�»因子~N

tx�v1主{組織構r細胞{¹産生�出�¼»Å´ø»´ówあ» IL-33 x1�~Qm

w²üû¾ü性炎症²惹起�» 2 型Å´ø»´ó²大à{産生�» 2 型ë然úóā球

ÿILC2Ā{着目�研究²行svい»2新規~免疫細胞wあ» ILC2 �1大à{ 2 型Å´ø

»´ó²産生�»�xw²üû¾ü性炎症{zいv中心的z役割²担svい»2N方w�

~活性W機構�O明z点|多い2

 更{1近�世界中w患者~報^u|増えvい»1消W管²üû¾üÛs好酸球性消W管

疾患~病態{関�»研究²1好酸球性消W管疾患研究室ÿ�r 30 � 10 o新設Āx共\w

行svい»2 

āĀë然免疫系²Ï��²üû¾ü疾患~~症û増ê機構~解明xp効zÎ防û制御療法

~開~

²üû¾ü疾患~q態wあ»²üû¾ü性炎症ÿ好酸球性炎症1現x� 2 型炎症x

|vĀ~形r{�1÷原特異的z IgE ÷体w感作�¼�ĎÉø細胞や Th2 細胞zy|

÷原曝露f{活性W�v惹起�¼»獲得免疫応答��wz�1気ÓP皮細胞x~¶´

ûÉ感÷や PM2.5ûÏĀÃ~煙x~曝露や1皮膚角W細胞x~黄色Ćù¶球Ï~感÷

や掻把{¸sv引}起��¼»P皮細胞~ 害û活性W{¸sv産生�出�¼»Å´

ø»´ó²Ï��ë然免疫応答|Þ要z役割²��»�x|明¹{xzsv}vい

»2当研究部w��¼~w{1IL-33 |ë然免疫応答~中心的z役割²演�»Å´ø

»´ówあ»�x²世界{Y駆�v報^�v}�ÿOboki K. Proc Natl Acad Sci U
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S A 2010; 107: 18581Ā2~�1IL-33 |P皮細胞ñ^~組織構r細胞や血_�{¹産

生�¼»�x²見い���ÿEmi-Sugie M. J Allergy Clin Immunol 2020 ;146: 

14491Takeda T. J Allergy Clin Immunol 2016; 138: 1395Ā2�¹{1血_�|

ILC2 {付着�»�x{¸º ILC2 ~活性W²支持�vい»�x²明¹{{��ÿOrimo 

K et al. Allergy 2022;77: 843Ā2 

ĎÉø細胞や好塩Ā球1Ď¿ýą±üÈ1ë然úóā球{~細胞|÷原非特異的{

活性W�¼v²üû¾ü性炎症|惹起�¼»�x²Ăø気Ó組織構r細胞やĎ¶É喘

oĒ÷û²用いv明¹{{�v}�ÿYagami A. J Immunol 2010;185: 57431Ohno 

T. PLoS One 2011;6: e184041Morita H. Allergol Int 2012;61: 2651Nakanishi

W. PLoS One 2013;8: e78099Ā2~�1²üû¾ü性炎症~主要z¸ą·¿Ïü細胞

wあ»x考え¹¼v}�ĎÉø細胞|1IL-33 {¸sv活性W�¼»x1IL-2 ~産生

²Ï�v制御性 T 細胞²増幅�»�xw1²üû¾ü性気Ó炎症²抑制�»�x²明

¹{{�v}�ÿMorita H. Immunity 2015; 43: 175Ā2更{ IL-33 |ĎÉø細胞{

ÁĒ»´óØ容体wあ» CCR7 ²特異的{~現誘^�»�x²見出��ÿEmi-Sugie

M, J Allergy Clin Imunol 2018;142: 1341Ā2~�1Ăøÿ養ĎÉø細胞²÷ IgE ÷

体や IL-33 w刺激���{産生�出�¼» chemokine ²網羅的{検討�1IL-33 刺激

|é床的{意義~あ»濃þ~ MCP-1 産生²誘^�»�x²見い���ÿEmi-Sugie M.

Allergol Int 2021;70: 386Ā2

Ðûや�Ï1f虫1w殻類{幅ß�`x�»½Ñó|1IL-33 ²Ï�v÷原特異的

z²üû¾ü性気Ó炎症~増ê{関P�vい»�x²明¹{{��ÿArae K. Sci 

Rep 2018;8: 117211Hiraishi T. Sci Rep 2018;8: 18502Ā2~�1�~Þ応{� IL-

33 ��wz�1TSLP や 2 型ë然úóā球|関P�vい»�x見出��ÿArae K. Sci 

Rep 2021;11: 5913Ā2 

ë然úóā球~う�炎症制御{寄P�» IL-10 産生性ë然úóā球|1üÑþ´ó

酸{¸sv誘^�¼»�x1更{健常~組織w�`x��1炎症{¸sv誘^�¼»

�x²明¹{{��2ÿMorita H. J Allergy Clin Immunol 2019;143: 2190Ā更{1

IL-10 産生性ë然úóā球�1Ðû{¸»²üû¾ü性鼻炎患者~う�1÷原特異的

免疫療法|奏ß��患者~p梢血w増à�»�x²明¹{{��ÿBoonpiyathad et 

al. J Allergy Clin Immunol 2021;147: 1507Ā2 

更{1TLR7 ~²ÄûÉø|間質ÕĎ¿ýą±üÈ{¹ IL-27 ~産生²誘^�»�x

w12 型ë然úóā球²Ï��²üû¾ü性気Ó炎症²抑制�»�x²明¹{{��

ÿOkuzumi S et al. Am J Respir Cell Mol Biol 2021;65: 309Ā2 

ĂĀ²üû¾ü疾患~症Î防法や新規ÿ療法~確立

ÿ´úÉ¿児²ÿ象{新生児期{¹ðå保�剤²全身{塗_�þ�»�x{¸º1

²øĄü性皮膚炎~~症úÉ¿| 3 割ñPPQ�»�x²明¹{{��ÿHorimukai

K. J Allergy Clin Immunol 2014;134: 824Ā2�¹{1ö�期早期{鶏卵²摂×��

»�xw1鶏卵{¸»食物²üû¾ü² 8 割Î防w}»�x²明¹{{��

ÿNatsume O. Lancet 2017;389(10066): 276Ā2�~研究rÿ�1従来~Û®²��

大}z~見wあ»��wz�1現ß的z食物²üû¾üÎ防法{zº得»点w大}z

注目²Ø��2~�1�~Ï入~<²øĄü性皮膚炎ÿ�疹~ÿ療=x<早期~経ô

摂×開始=~両方|必須wあ»�x²米ÿ²üû¾ü学会�~ Rostrum {~表��

ÿMatsumoto K, J Allergy Clin Immunol 2018;141: 1997Ā2

鶏卵²üû¾ü²含�食物²üû¾ü~~症Î防{�1皮膚{¹~²üûÂó侵入

²防~1ö�期{¹²üûÂó²経ô摂×�»�x|Þ要wあ»2N方w1ö�期{

¹~鶏卵摂×�1ç{潜x的{鶏卵²üû¾ü²~症�vい»患者w�²üû¾ü症

状~誘~úÉ¿xz»2~�1鶏卵²摂×�»�{皮膚{付着�»x1新�{鶏卵²

üû¾ü²~症�»úÉ¿{z»2従sv1¸ºá全zÎ防法~確立|n�¹¼vい

»2ûóčóÿĐÀûüćx~共\研究w1食品àý用~Ïóā¿V解酵素w処理�

�卵��1鶏卵²üû¾üĒ÷ûĎ¶É{投P��|\{oV解~卵�¸º症状|誘
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~�¼{��1且toV解~卵�x\{~鶏卵²üû¾ü~症Î防効ÿ²持t�x²

明¹{{��ÿYamada A. Allergol Int 2022;71: 528Ā2現x1�~Ïóā¿V解酵

素処理��卵�~知­²確保�1é床応用{U��×º組�²²�vい»2 

~�11966 �{ IgE ÷体²~見���xwp]z故û石坂公r博士¹x~共\研究

w1妊娠Ď¶É{÷ IgE ÷体²投P�»x1生~¼v}�ÞĎ¶Éw長期間 IgE ÷体

²作¹z�z»�x²明¹{{��2ÿMorita H. J Allergy Clin Immunol 

2019;143: 1261Āq研究rÿ�1朝å新聞{ 1 面w×ºP�¹¼�à1新聞T}ÿå

q経済新聞1¯ú新聞1山形新聞1The Japan TimesĀw紹Ï�¼»zy1注目²Ø

�vい» 

ăĀºďó¿É情報{Āu�免疫²üû¾ü疾患û÷ÿ性疾患解析研究

_児~周期性熱wあ» Periodic fiver, aphthous stomatitis, pharyngitis and

cervical adenitis syndromeÿPFAPA 症候群Ā~病態形r{関わ»V子経路²1手術

f{ã×�� 15 症例~c桃{z�»ë然免疫系~V子群~ mRNA ~現à~網羅的解析

や Pathway 解析zy²用いv検討�1PFAPA 症候群{� 2 t~ Endotype |`x�1�

¼�¼~ endotype w異z» toll-like receptor や inflammasome 関連遺伝子|活性

W�»�x1TLRs 活性W1IFN-µ 産生11,25-(OH)2 ăÏďó D 減少zy~ë然免疫

系x獲得免疫系~相Þ作用|1病態形r{寄P�»ÿ能性²明¹{{��ÿHara M.

Allergy 2021;76: 359Ā2

ĄĀIgE 非ß`型消W管²üû¾ü/好酸球性消W管疾患~病態解明

IgE 非ß`型消W管²üû¾ü�食物²üû¾ü~N種x考え¹¼vい»|1�~病態1

原因÷原{関�v�O明z部V|多い2鶏卵|原因~N般的z IgEß`型食物²üû¾üw

�1原因xz»鶏卵~rV|卵�wあ»�x|多い~{ÿ�1消W管²üû¾ü~N種wあ

»食物蛋�誘~性ù炎ÿFood protein-induced enterocolitis syndrome: FPIESĀw�卵黄

|原因wあ»�x|多い�x²明¹{{��ÿToyama Y. J Allergy Clin Immunol Pract

2021;9: 547Ā2q研究rÿ�朝å新聞w×ºP�¹¼注目²Ø��2~�1多施設共\à方

視的研究w12018ñ降{ FPIES患者1特{鶏卵|原因~ FPIES患者|q邦{zいv急激{増

à�vい»�x²明¹{{��ÿAkashi M. J Allergy Clin Immunol Pract 2022;10:

1110Ā2

ąĀ胎ø絨毛細胞~免疫応答x妊娠ûV娩{z�»機能~解析

胎ø�ï体x胎児²tz�妊娠{�k{�zい臓器w1絨毛xいう微細z構造w形

r�¼vzº1絨毛~表面{�胎児v来~\胞体l養膜細胞|`x�1�~細胞|胎

ø~主要z役割ÿ¼É交換1l養輸�1ċûĒó産生{Ā²担svい»2胎児v来w

あ»絨毛細胞�直接ï胎血{曝露�»|1免疫学的{半V非ëýwあºz|¹胎ø�

免疫寛容{¸svï体~免疫ÇÉöĐ{¸»ò~{¹免¼vい»ÿï児免疫寛容Ā2

�~N方w多�~感÷性病原体{¹胎児²保護�垂直感÷²防いwい»2�う��胎

ø~機能²理解�1�~機能~破綻{¸»妊娠\�症~形r機序や1経胎ø感作ÿ子

宮Õ感作Āzy~V子機構²解明�»�x�1²üû¾ü疾患や免疫疾患~~症²理

解�»��w無�1妊娠ûV娩�~�~~生理学的z機構²理解�»�x{�繋|»

x考え1Ăø胎ø{¹細胞性l養膜細胞²Xö�1試験管Õw多xX層~\胞体l養

膜細胞²áÛ的{ÿ養�»系²樹立��ÿMotomura K. PLoS One 2017 ;12:

e0177994Ā2Îà��~系²用いv1胎ø~様々z機能²解析�v行�2

ĆĀ新型Ãýú¶´ûÉ感÷症ÿCOVID-19Ā~疫学x病態解明

新型Ãýú¶´ûÉ~Þ症WúÉ¿x�v1糖�病1肥�1心臓疾患1c性腎疾

患1c性閉^性º疾患ÿCOPDĀ|知¹¼vい»2気管支喘o患者�N般的{|吸器感

÷|Þ症W�や�いx考え¹¼vい�|1COVID-19 w�罹患÷1Þ症W{関P�zい

�x²疫学的{明¹{{��2ÿMatsumoto K. J Allergy Clin Immunol 2020;146:

55Āq研究rÿ�1NHK ûõüÉやT新聞w×ºP�¹¼大変注目²Ø��2新型Ã

ýú¶´ûÉÿSARS-CoV-2Ā�_児患者~大多u�Þ症W{ó¹zい|1N部~患者

w�_児期特pzÞÿz\�症1COVID-19 関連多系統炎症性症候群ÿMIS-CĀ²~症
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�»�x|知¹¼vい»2N方w1MIS-C ~病態や何故_児期{~�~症�»{{1

O明z点|多い2s々�¶´ûÉ関連V子{¸»刺激{¸º_児c桃P皮細胞w1新

型Ãýú¶´ûÉ感÷関連V子|~現増強�»�x²見出��ÿHara M. Allergy 

2022;77: 2240.Ā2 

ćĀ�~à

|薬Āø研研究<多層的疾患ºďó¿É解析Āu�創薬標的~網羅的ä索²目指�

�研究=z¸s<_児希少ûo診断疾患´ûÇ²ÑĆÿIRUD-PĀ=~N環x�v²üû

¾ü疾患~疾患解析â点z¸søùóÉ¿úćøüĐ領域~解析â点x�v研究²行

svい»2�¹{1Birth Cohort Study x�v1環境省¸ÃÑûÏ業1理研ºüćó

ùČ1z¸sr育ï子Ãċüø研究zy{1積極的{参画�vい»2

6.q期間~研究rÿ

āĀë然免疫系²Ï��²üû¾ü疾患~~症û増ê機構~解明xp効zÎ防û制御療法

~開~

気管支喘o²���x��²üû¾ü疾患|急激{増à��原因~Ntx�v1近

ïW{伴sv衛生的z環境xzº幼少期{微生物ÿ細Ïや¶´ûÉĀx曝露�¼»機

会|減s��x|原因wあ»x�»<衛生仮®=|ß�知¹¼vい»2近�1�~

<衛生仮®={àえv1人間~体|^界x接�»部V{`x�»細胞ÿP皮細胞Ā~

Āú²機能|何{�¹~要因w 害�¼»�x|²üû¾ü疾患~症~要因wあ»x

�»新�z仮®<P皮Āú²仮®=|ðu�¼�2P皮Āú²機能 害²誘^�»環

境要因x�v1大気汚÷物質zyxx�{1家庭w使用�¼»洗濯用洗剤²���x

��\r洗剤zy1様々z因子|影響�»ÿ能性|示唆�¼vzº1ß�{¿úüû

óÀ業{従Ï�»人w�職業性喘o~»þ|Úい�x|知¹¼vい�2Î回1Ď¶É

{洗濯用洗剤1~��洗剤{含~¼»界面活性剤²吸入��»x1気Ó~Āú² 害

xx�{1酸WÉøüÉ誘^²Ï�v IL-33 ~産生|増強�¼1ILC2 ~活性W²誘^

�v1喘o様気Ó炎症|誘^�¼»�x²明¹{{��ÿSaito K. Allergy

2023;78: 1878Ā2~�1Čùóö³²~家庭Õ粉塵~検体全v{¹1NÛà~界面活

性剤|検出�¼»Ï²見い���2

ĂĀ神経系~働}|²üû¾ü性炎症²制御�»機構~解明

Ď¶óøÅ´ú´|科大学ÿ米ÿĀ~ Brian S. Kim 教授¹~研究Àûüćx共\

w1º~p梢感覚神経|喘o様気Ó炎症²軽減��»đ»ûÊĐ{関�»研究²行s

�2�~結ÿ1皮膚w�p梢感覚神経 JAK1 �主{痒�²伝Ô�1{}��»�x{

¸»皮膚 害²Ï�v炎症²êW��»~{ÿ�1ºw�逆{神経ĊćÑù~ CGRP´

²Ï�v 2 型ë然úóā球ÿILC2Ā~働}²抑制�v炎症²軽減��»¸う{働��

x²見い���ÿTamari M. Cell 2024;187: 44Ā2�~�x�1�¼~w炎症{�直

接関P�zいx考え¹¼vい�神経系�臓器特異的{作用�1炎症制御~新�z標的

xzº得»�x²示唆�vい»2 

ăĀºďó¿É情報{Āu�免疫²üû¾ü疾患û÷ÿ性疾患解析研究

Þ症²üû¾ü性角結膜炎患者{ÿ�v1免疫抑制剤wあ»Ï¿ýúĐÉ点眼|著

効�»症例|多�報^�¼vい»|1�~N方w無効wあ»症例�少z�zい2p効

性²Î測�»因子x�v涙ÿ中~Å´ø»´óÿÁĒ»´óやĊúºÉÑó

ÿPOSTNĀ²網羅的{解析��結ÿ1患者~¸óùÏ´ć| 4 群{V類w}»�x1

POSTN x TARC や IL-8 ²組�\わ�»�xw AUC | 0.952 xÚい確þwÏ¿ýúĐÉ

点眼~p効性|Î測w}»�x²見い���ÿOkada N. Allergy 2023;78: 319Ā2

_児~周期性熱wあ» Periodic fiver, aphthous stomatitis, pharyngitis and 

cervical adenitis syndromeÿPFAPA 症候群Ā~ÿ療{�c桃摘出術|最�奏効÷|

Úい|1�¼w�約 15%~症例w�周期熱|ì`�»2�~c桃摘出術~p効性²Ï

前{Î測�»因子²ä索�v1周期熱{頭痛|�伴�1{t~症f�齢|ñP~児w

� 100%奏ß�»Ï²見い���ÿHara M. Int J Rheum Dis. 2023;26: 480Ā2 
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�¹{1免疫²üû¾ü疾患~解析{ºďó¿É解析|p用wあ»Ï²明¹{{�

»��1Year-in-review ²行い1�~結ÿ|米ÿ²üû¾ü学会雑�{掲載�¼�

ÿSaito H. J Allergy Clin Immunol 2024;154: 1378Ā2 

ĄĀÞ症²üû¾ü疾患~~症{繋|»新規遺伝子変異~~見x機能解析

生à早期{¹複u~Þ症²üû¾ü疾患x1Ú IgE 血症1好酸球性消W管疾患²伴

う患者{zいv1STAT6 遺伝子変異²\Û�1�~遺伝子変異{¸º STAT6 |異常{

活性W�»�x|疾患~原因wあ»�x²世界w初�v明¹{{��ÿTakeuchi I

et al. J Allergy Clin Immunol 2023;151: 1402Ā2�~à1\様~症例| 22 例{¹

報^�¼1森u室長|àわsv新規~症候群x�v報^�¼»x�{ÿSTAT6 Gain-

of-Function International Consortium. Trends Immunol 2024 ;45: 138Ā1²üû

¾ü疾患~様z Common disease ~ç�~症û÷ÿ例{��う�� monogenic

disorder |含~¼vい»ÿ能性|示唆�¼1米ÿ²üû¾ü学会雑�w�特Øø|組

~¼�2

ąĀIgE非ß`型消W管²üû¾ü~病態解明

2015�Ąo{¹ 2016 �ăo~間{消W管²üû¾ü²~症��Ă{o�~新生児1�児

~患者{tいv1åq全ÿ~病院z¸s診療b{質問票²�付�v全ÿ疫学調査²ß施�

�2�~結ÿ1嘔Tx血便~p無wV類�¼»Ąt~¿ùÉÏü{tいv1患者u�{|W

{{V_�vい»�x1新生児1�児~消W管²üû¾ü患者ÿFPIES{Ā~約半u�新生

児期{~症�vい»�x|明¹{xzs�2~�1Þ症þ|最�Ú�特{注意|必要z<¿

ùÉÏü1=ÿ嘔Tx血便~症状|あ»患者ÀûüćĀ~~症�出生àćå目ÿ中央tĀx1

Ąt~¿ùÉÏü~中w最�早い�xや1原因食物�牛�v来ďû¿|最�多�見¹¼�

|1ï�1ÿ療用ďû¿1大豆1鶏卵1米{¸º~症��患者�`x�»Ï|明¹{xzs

�ÿSuzuki H. Allergol Int 2024;73: 264Ā2

好酸球性消W管疾患~~症機序{tいv�O明z点|多�ì�¼vい»2N部~症例w�

特Û~食物÷原{ÿ�»非 IgEß`性~免疫応答|関P�»ÿ能性|示唆�¼vい»2r育

w特Û~食物÷原除去あ»い�²ďþ酸製剤{ß菜zy²àえ�食Ï療法²ß施��患者{

tいv1�~á全性x�容性²検討��x�½1ć例中Ć例w�~食Ï療法|ß施w}1l

養学的{�脂質|O足�»ÿ能性|明¹{xzs�ÿNagashima S. Allergol Int 2023;72: 

306Ā2 

q邦{z�» FPIES~症例~急�z増à²う�1é床現|w~ÿ処方法ÿAction planĀ

² Delphi法w策Û�1�~p用性{tいv検討��ÿKram YE. World Allergy Organ J 

2023;16: 100772Ā2 

ĆĀ胎ø絨毛細胞~免疫応答x妊娠ûV娩{z�»機能~解析

Ăø胎ø{¹Vö��細胞性l養膜細胞²ÿ養�v1試験管Õw多xX層~\胞体

l養膜細胞²作r�1ë然免疫系~Ø容体~~現²確���x�½1ÐÞ鎖 RNA ~Ø

容体~�|Ú~現�»�x²見い���2~�T種病原体~ Minic wあ»T種

Pathogen-associated molecular patternsÿPAMPsĀw刺激²行s�x�½1poly IC

刺激f{~�強力z免疫応答|惹起�¼�2\胞体l養膜細胞² poly IC 刺激���

x1p梢血² poly IC 刺激��|\~遺伝子~現x比較��x�½1÷¶´ûÉ´ó

Ïüą·ýó~産生²誘^�»�x�共通{��¹¼�|1\胞体l養膜細胞w~�

ďøÃóùú²経路²Ï��細胞死ÿ²čøüÇÉĀ|誘^�¼»�x²証明��

ÿMotomura K. J Immunol. 2023;210: 1552Ā2\胞体l養膜細胞{�ï胎{¹~ò~

²防���{ HLA Class-I V子~~現|無い��1Cytotoxic T 細胞{¸»¶´ûÉ

感÷細胞~除去|Û�zいx考え¹¼vzº1Î回明¹{{��細胞死�¶´ûÉ~

垂直感÷²防�Þ要zß組�wあ»x考え¹¼»2

~�1�~胎ø{z�»ë然免疫系Ø容体~機能{tいv~x��総®ÿMotomura 

K. J Reprod Immunol 2023;156: 103811Ā1÷¶´ûÉ免疫応答�妊娠\�症wあ»

preeclampsia ~~症機序~N端²担うÿ能性{tいv�Û��総®²~表��

ÿMotomura K. Am J Reprod Immunol. 2024 Apr;91(4):e13844Ā2
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�¹{1ç{~表�vい�Ăø胎ø{¹細胞性l養膜細胞²Xö�1試験管Õw多

xX層~\胞体l養膜細胞²áÛ的{ÿ養�»系ÿMotomura K. PLoS One 2017 ;12: 

e0177994Ā²û細{ Step-by-step w解®��総®² Placenta �{~表��

ÿMotomura K. Placenta. 2024 Jul 24:S0143-4004(24)00603-9. Epub ahead of 

printĀ2 

ćĀ新型Ãýú¶´ûÉ感÷症ÿCOVID-19Ā~疫学x病態解明

q邦~複u~健康保険組\¸º寄�¹¼�üËćø情報²元{1COVID-19 m行|花

粉症~ÿ療{Û|��影響²明¹{{��ÿSaito-Abe M. Clin Transl Allergy.

2024;14: e12394Ā2

ĈĀ�酸Ïÿm|牛�²üû¾ü患児{ÿ�»経ô免疫療法{Û|�影響

_麦や卵~²üû¾ü{比yv効ÿ|得¹¼{�いx�¼»牛�²üû¾ü{ÿ�»経ô

免疫療法{�酸Ïÿmÿ死Ï Lactiplantibacillus plantarum YIT 0132Ā²P乗��»x1

24±à~牛�²üû¾ü~閾t改善効ÿ�得¹¼z{s�|1ùÕ環境~変W{¸º免疫Ā

ùóÉ�潜x的{²üû¾ü体質²改善�1耐性獲得~方UxxÇąø��ÿ能性|考え¹

¼»ÿYamamoto-Hanada K. Benef Microbes 2023;14: 17Ā2

免疫療法研究室ÿ2020� 10 o 1å¸º炎症制御研究室{改称12022�Ąo{¹室長OxĀ 

@�¼~w~研究rÿA 

Ý崎病��幼児期{好~�»血管炎症候群wあ»|1o��~原因|特Û�¼vz¹�病態形

r機序�O明z点|多い21990�ï{Ý崎病{ÿ�»免疫ÀýĆúó大à静注療法ÿIVIGĀ|

開~�¼1à遺症wあ»冠動脈瘤形r患者u|激減��2N方1q邦{z�»患者u��間ā万

ą千人²超えvzº1約 20%~患者|初回 IVIGÿ療{O応w心à遺症\�úÉ¿�Úい2~�

q邦{z�»_児期~症ày性心疾患~最大~原因|Ý崎病{¸»心à遺症\�wあº1�¼²

Ìý{�»�x|社会z¸sé床現|{z�»最大~ûüÊwあ»2�~��{�1IVIGO応

患者{ÿ�»¸ă÷óÉ{Āuい�新規ÿ療法~開~|必要wあ»x考え1IVIG 製剤~冠動脈

炎症Þ応{ÿ�»÷炎症V子đ»ûÊĐ~N端²世界{Y駆�v明¹{{��ÿMatsuda A., et 

al. Eur J Immunol. 2012Ā2�¹{1Ăø冠動脈血管Õ皮細胞~炎症Ē÷û²用い�解析

{¹1IVIG 製剤~÷炎症機序{�î写因子 NF-κB ~抑制|関P�vzº1N方 IVIG O

応{� IL-17 や IL-1b {¸sv誘^�¼»î写因子 C/EBP´ や ¶ |関P�»�x²見い

���2�¼¹~研究rÿÕ容{Āu}1特許x請²行s�2~�1明¹{{�� IVIG

O応đ»ûÊĐ{Āuいv1AMED ~創薬{Y端�術支援Āøćùóøą¹üĐÿBINDSĀ

~支援~�x1東X大学W\物ù´Ćùúü{¹ðß²Ø�� 6,400 種~W\物²用いv

IVIG O応Ý崎病患者{ÿ�»新規創薬ÏüÂóø~É¿úüûóÀ²ß施�115 個~候

補物質~w�ºÁ³�2 

1.q期間~研究rÿ

āĀIVIG O応Ý崎病患者{ÿ�»新規創薬ÏüÂóø~ä索

�¼~w{冠動脈血管Õ皮細胞ÿHCAECĀ~ÿ養系²用いv確立�� IVIG O応Ē÷

û²活用�1IVIG O応²解除�»物質x�v1TCA Å´¿û~ï謝物z¸s�~誘^

体wあ»ÈđÑû´ÏÃó酸ÿDIĀxÈđÑûąĎû酸ÿDMFĀ²~見��2DI z¸

s DMF ~û細z作用đ»ûÊĐx�v1細胞Õ~ IVIG O応答性{関P�»î写因子w

あ» IL-1´ 誘^性~ IκBζ ~~現²抑制�»�x²見い��1現x論文投稿中wあ

»2~�1新規ÿ療薬候補ÿDI z¸s DMFĀ~ in vivo {z�»薬効²評価�»目的

w1Ý崎病血管炎Ē÷ûĎ¶ÉÿĂø型Āz¸s�酸Ï細胞壁抽出ÿÿLCWEĀ{¸»

Ý崎病血管炎Ē÷ûĎ¶É²用いv動物ß験²ß施�vい»2

移m免疫研究室ÿùÈº²´Íøüć管理室Ā 

54



1.ďóÇ÷óû目標

研究活動{zいv�1種々~臓器移m1ëý免疫疾患1c性炎症Ē÷û1あ»い� in

vitro ~評価系²用いv1免疫寛容~誘^û維持{関P�»V子û細胞~機序~解明²行

svい»2~�1制御性 T 細胞1iPS 細胞v来制御性樹状細胞ÿDCĀ1間葉系�細胞{²用

い�免疫制御細胞療法ÿCell Based TherapyĀ²確立�»��~Ā礎研究²行svい»2

�¹{1新規免疫抑制剤1新規臓器保`法~開~²u社~ĉóÑēü企業x精力的{行s

vい»2N方1ê性腫瘍Ē÷û²用い�|³免疫1新規|³ワ¿Ñó1÷|³剤~開~Û

s�~作用機序~解明�»��~Ā礎研究�推²�vい»2近い将来�¼¹~研究öüĎ

~rÿ²移mû再生|療1|³|療~Ăøx応用�»�x²通�v1患者~ QOL ~UP1

|療¿~削減{繋�vい}�い2 

業務活動�1ùÈº²´Íøüć施設~整備維持xá全運営1変更û許ÿ{~^�出û

x請1ùÈº²´Íøüć使用者~健康管理1á全使用~指^Ûs知識~周知教育1�射

線ùÈº²´Íøüć関連~情報ðßや研究活動~支援zy1研究bÕw~ùÈº²´Í

øüć使用{関�»支援û管理²務�vい»2

2.業務活動

āĀ原子力規制委員会xx請þû^出û報^

<2022 �þ�射線管理状í報^þ=²作r�1原子力規制委員会Ü{ð出��2 

ĂĀRI 使用施設~点検z¸s維持活動

RI 廃水貯留槽~清掃x点検~ß施1RI 関Ï施設~ë主点検ÿĂ回/�Ā1RI 廃棄物引}

×ºß¼xåq²´ÍøüćW会x~引渡�ÿð�āo1ćo�ß施Āzy~作業²ß施

��2 

�~à1�射性W\物~Ø注Ø入�録ÿð±Ā1施設~汚÷検査x除÷清掃ÿð±Ā1廃

棄物~整理x排気排水~状í管理ÿð±Ā1個人線à計ÿ¼ùÉĀóÈĀ{¸»被爆状í~

把握ÿo 1 回Ā1ë動現像機1超純水作r装置1CO2 ´ó½õĉüÏ1入�室管理ÇÉöĐ

~保à管理1RI ~使用者x~最適環境~整備zy²行い1RI ~á全z管理{ü��2 

~�1�射線á全管理委員会²�{ 2 回開催��2委員長1�射性×扱主任者1�射線

×扱ï理者1�射線施設°任者1施設管理°任者1健康管理|z¹s{ RI Ï務担当者|共

\�v1�射性\O元素~á全管理{関�»�間業務~確�1個人線à計~適lz利用法

~推²1新規 RI 利用�録講ÿ会~開催方法~検討1管理{域入�室ÇÉöĐ~保à管理{

~検討²行い1法ð遵àxá全管理{N層ü�»�x²x�\わ��2 

ăĀRI �録者講ÿ会

新規�録講ÿ会ÿ計Ăf間Ā²�Ă回ÿĄo110 o���� 11 oĀß施��2講ÿÕ

容��射線û�射性\O元素概論1�射線防御~Ā礎1×扱~Āq1施設~Ā準1法ð1

施設~®明wあs�2 

~�1ýþ�録者講ÿ会�ÿ面式w�z�1Stream w動画配信²行s�2Þ去ā�間~

RI 管理~報^z¸s�~à~気uい�点~注意Ï�²伝Ô��2講ÿÕ容�<�射線試薬

~á全×扱い¼´ù=wあs�2 

ĄĀ健康診断û血ÿ検査

新規�録者�新規�録講ÿ会²Ø講à1最初{管理{域x立�入»前{ß施��2~�

利用�録中~業務従Ï者{tいv�1特ë健康診断1職員健康診断~�Ă回健診²ß施�

vい»2 
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�¼¹~管理業務{�1RI 管理室Ï務補û員x�v_越千草1ÿ株Ā千ïuö¿þû¸º

業務派遣ÿ関軒昌~1ă回ÿoĀ|参à��2~�1�射線á全管理{zいv�1�射線

施設°任者wあ»深見�紀1�射線×扱ï理者x�v藤渕智康1健康管理|x�v�q健

ÿ1管理{域担当者x�v黒o陽子1~�施設管理°任者x�v杉ßl弘{御W力²�い

vい»2 

3.研究活動

当研究室w�1Ā礎研究�é床研究{tz�»øùóÉüüÇ÷óúÅüÑwあ»�x

²常{念頭{置}1Ā礎研究~rÿ²近い将来{<移m|療=û<再生|療=û<|³|療=

~é床応用xx推²w}»¸うz研究²行svい»2�~N�間�主{Q ~öüĎwÿ

立r育|療研究ËóÏüÕ^z¸s�^~研究Àûüć1企業x連携体制²×º1研究²

²�vい�2 

4.研究体制

室長Ċ梨ß康 ÿo_康Ā

研究員Ċ胡鑫1稲�v紀子

研究補û員Ċ²üāĎùÈēā¿Ç·1櫻ß�o

共\研究員Ċ藤ß�之1馬快1OV倫1_原弘Ó1中條哲也1森u美和1�u�子1��

愛理1ÿþ寧1u中淳之Ï1前原o来1柳u琴音1水N方1王�潔1Pu大 

輔1]洪福 

Ï務Ċ_越千草 

5.研究~概要

āĀ担~Ē÷û²用い� PD-L1 ÷体{¸»´-Àû»ó~÷腫瘍効ÿ~増強{関�»研究

腫瘍微_環境ÿTMEĀw�1腫瘍{動員�¼� CD11b+ 細胞ÿ腫瘍�伴Ď¿ýą±üÈ 

(TAMs)1腫瘍�伴樹状細胞 (TADCs)1骨髄v来抑制細胞 (MDSCs) ²含�Ā|1腫瘍~r長

²支え1免疫逃避²Ð²�»PwÞ要z役割²ÿ��vい»2�¼¹~細胞�1T 細胞²

Ï��÷腫瘍免疫応答²抑制�1腫瘍|生`�や�い免疫抑制環境²作º出�2�{�1

腫瘍{動員�¼� CD11b+ 細胞�Ý著zÿ塑性²持�1特Û~刺激{¸º腫瘍Ð²型{¹

÷腫瘍型{変W�»�x|ÿ能wあº1免疫療法~p望zÏüÂóøxz»2q研究w�1

Aureobasidium pullulans v来~ ´-Àû»óÿAP-BGĀ²免疫刺激剤ÿ²ÈõĀóùĀx

�v使用�1腫瘍{動員�¼� CD11b+ 細胞²活性W�»効ÿz¸s÷ PD-L1 Ēþ¿ýü

úû÷体ÿmAbĀÿ療x~相乗的÷腫瘍効ÿ²検証��2

担~ÿB16F10 đùþüĎĀĎ¶ÉĒ÷ûw�1AP-BG z¸s÷ PD-L1 mAb ~X独療法w

�腫瘍増殖抑制÷ÿTGIĀ��¼�¼ 24.8%x 19.3%x限Û的�s�2�{�1�¼¹²�

用�»�xw÷腫瘍効ÿ|大幅{UP�1TGI � 54.9%{Ô��2�¹z»解析{¸º1�

用療法�腫瘍�潤úóā球ÿTILĀ~機能²著��改善�1細胞傷害性Ďü»üÿÀùóÆ

´Đ B1āüą¹úó1CD107aĀ~~現1炎症性Å´ø»´óÿIFN-µ1IL-2Ā~V泌1z

¸s増殖Ďü»üKi67 ~増à²引}起���x|明¹{{zs�2~�1腫瘍{動員�¼

� CD11b+ 細胞�炎症Ð²活性²強W�1IL-1´1IL-61IL-12 ~産生|著��増à�1免

疫抑制型{¹免疫刺激型x~変W|示�¼�2�¹{1AP-BG ~ CD11b+ 細胞x~活性W効

ÿ�非腫瘍環境w�確��¼�2o処置 Naive Ď¶Éw�1AP-BG �ú腔ÕĎ¿ýą±ü
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ÈÿPECĀ~炎症Ð²能力²大幅{Ú�1炎症性Å´ø»´óÿIL-1´1IL-61IL-121TNF-

³Ā~V泌²誘^�1PD-1 z¸s PD-L1 ~~現²増強��2�{�1担~Ď¶Éw�1AP-

BG | CD11b+ 細胞~Å´ø»´ó産生²増à���N方w1PD-1 ~~現� TME ~免疫抑制

影響{¸º変Wz{s�2�¼�÷ PD-L1 mAb 療法|免疫Ñ·ó¿č´óø抑制²þ和�1

T 細胞~細胞傷害性x増殖²著��強W�»x\f{1CD11b+ 細胞~÷腫瘍潜x能力²活

性W��x考え¹¼»2 

N方1PD-1/PD-L1 経路� TME {z�»Þ要z免疫抑制機構wあº1T 細胞~増殖²阻害

�1²čøüÇÉ²誘^�1÷原ð示²弱�»2AP-BG �腫瘍{動員�¼� CD11b+ 細胞²

活性W�»�xw TME ~免疫環境²改善��|1\f{Úい PD-1 z¸s PD-L1 ~~現²

誘^�1�~÷腫瘍効ÿ²制限��2÷ PD-L1 mAb ~追à投P��~制限²効ÿ的{克o

�1TIL ~細胞傷害性x増殖²回ÿ��1�¹{ CD11b+ 細胞²活性W�v強力z÷腫瘍機

能²~揮���2 

q研究�1AP-BG x PD-L1 Ćýó¿療法~相乗的÷腫瘍効ÿz¸s免疫機構²体系的{

明¹{{��2AP-BG �腫瘍{動員�¼� CD11b+ 細胞²活性W�1T 細胞²Ï��÷腫瘍

免疫²強W�»N方w1PD-L1 Ćýó¿� AP-BG {¸»免疫Ñ·ó¿č´óø抑制²効ÿ

的{þ和��2�用療法�腫瘍増殖²著��抑制�»��wz�1免疫抑制的z TME ²再

構築�1腫瘍{動員�¼� CD11b+ 細胞²標的x�»|³免疫療法~新�z知見xß験的

証â²明¹{{��2�~~見�将来é床応用~ÿ能性|Ú�1多様z腫瘍Ē÷ûz¸s

é床試験w~�¹z»検証²必要x考えvい»2 

3-5-5 r育遺伝研究部

1.ďóÇ÷óû目標

Yy性免疫異常症r育遺伝研究部~最大~ďóÇ÷ó�1_児~÷ÿ性遺伝性疾患{ÿ

�»<遺伝子|療=~確立wあ»2l世ïÇüÁóÅü²始�x�»遺伝学的解析~急�

z²歩�1_児~遺伝性疾患~病態~解明{大}z²歩²��¹�1�¹{近�~遺伝子

ÿ療�術~~展�1ÿ療|困÷wあs�疾患{ÿ�»新�zÿ療法~開~{tz|s�2

当研究部w�1_児遺伝性疾患患者~Îà~UP²最大~目的x�v1o知~病態解明1

新生児É¿úüûóÀ法{¸»早期~見û診断1遺伝子細胞ÿ療²含�最Y端|療~開~

{×º組³wい»2  

2.研究ćýÈ·¿ø

āĀ_児~÷ÿ性遺伝病{ÿ�» ex vivo 遺伝子û細胞ÿ療法~確立

ĂĀ_児~÷ÿ性遺伝病{ÿ�» in vivo 遺伝子ÿ療法~確立

ăĀÂþĐýØ{¸»Yy性免疫異常症x~遺伝子ÿ療法~開~

ĄĀÞ症複\免疫O全症ÿSCIDĀ~新生児É¿úüûóÀ~nÛ

ąĀ遺伝子細胞ÿ療推²ËóÏü{z�»活動

ĆĀ原~性免疫O全症~病態解析や新規ÿ療法~p効性評価

ćĀYy性血_�減少症~中央診断ÇÉöĐ~構築zy

3.研究体制

部長Ċ_ß寺×史  
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室長ĊÕ山徹  

研究員Ċáu徹1O浦茜  

FACS ºĊüüÏüĊĀ澤�織  

ö¿û»ûÉÏóąĊá藤v希子1秋葉v美1峰岸知子1Ë�亜美花1國Ýゆ}子

共\研究員Ċ岡u�v美1河\利尚1石Ý^士1中國l祥  

Ï務Ċ橋ß晶子1近藤直子1桜山�u»  

4.研究~概要

āĀ_児~÷ÿ性遺伝性疾患{ÿ�» ex vivo 遺伝子û細胞ÿ療法~確立

Yy性免疫異常症wあ»²÷þÇóû÷²ďúüÌÿADAĀk損症1X 連鎖c性肉芽腫症1

Wiskott-Aldrich 症候群{ÿ�v造血�細胞遺伝子ÿ療~é床研究ûÿ験²ß施�vい»2

ÿ療à~患者~免疫再構築1¶´ûÉĉ¿Ïü~挿入部O解析1ĉ¿ÏüÃĄüu解析z

y²通�v1長期~p効性ûá全性~検討²行svい»2 

ĂĀ_児~÷ÿ性遺伝病{ÿ�» in vivo 遺伝子ÿ療法~確立

遺伝子ÿ療~開~w�1ĉ¿Ïü製造施設~整備や大型動物{¸»非é床試験~必要性

zy�あº従来~|薬品開~{比yvÃÉø面w~¬担|大}い2��w1共通~¶´û

Éĉ¿Ïü²用い»�xw開~~à�W²÷»<遺伝子ÿ療ĉ¿Ïüćùóøą¹üĐā

´ýóøćýÈ·¿øĊPlatform vector gene therapyÿPaVe-GTĀ=² 2019 �¸º立�P

�活動²行svい»2Ē÷û疾患x�v遺伝性網膜ÈÉøýą³ü²標的x�1²÷þ�

伴¶´ûÉÿAAVĀĉ¿Ïü~構築x現x動物Ē÷û²用い�非é床 POC ~×得²行svい

»2�~à1ûüĎóĄó¿病 C 型{ÿ�» in vivo 遺伝子ÿ療法~Ā礎開~x�v1関

連企業x~共\研究x�v1神経親和性~新規 AAV »ćÇù²用い�遺伝子ÿ療法~開~

²開始��2 

ăĀÂþĐýØ{¸»Yy性免疫異常症x~遺伝子ÿ療法~開~

従来~¶´ûÉĉ¿Ïü{¸»遺伝子ÿ療{àえv1ÂþĐýØ{¸»遺伝子ÿ療法~

開~²行svい»2X 連鎖Ú IgM 症候群ÿXHIMĀ{ÿ�»ÂþĐýØ{¸» T 細胞遺伝子

ÿ療~開~w�1ÂþĐýØ企業¸º新規~ CRSIPR ü¿ü²üÌ~ðß²Ø�1é床試験

~開始{U�1p効性1á全性{ÿ�»非é床試験²ß施中wあ»2 

~�1従来~ Cas9 ü¿ü²üÌ{¸»ÂþĐýØw�1DNA ~Ðq鎖W断ÿdouble strand 

brakeĊDSBĀ{¸»÷色体異常zy|報^�¼vzº1�¼¹~課Ü²克o�»��1大

阪大学x~共\開~x�v Cas9 ûó»üÌ{¸»ÂþĐýØ法ÿNICER 法Ā²用い�遺伝

子ÿ療~開~²開始��2NICER 法w�1Ĉöý変異²標的x�v1変異²üû{特異的

zûó»üÌx1l常û変異²üû共通~ûó»üÌ²\f{投P�»�xw1l常²ü

û²鋳型x��変異²üû~修ÿ|ÿ能wあ»2Yy性免疫異常症~中w�1常÷色体Ý

性遺伝形式²×»疾患や1複\Ĉöý接\性変異{¸»疾患²標的{開~²行svい»2

ĄĀÞ症複\免疫O全症ÿSCIDĀ~新生児É¿úüûóÀ~nÛ

出生à早期¸ºô死的感÷症²~症�»Þ症複\免疫O全症ÿ severe combined

immunodeficiency: SCIDĀ~新生児É¿úüûóÀ~nÛ{U�活動²行svい»22019

� 4 o¸ººćÇ÷úûÉ¿úüûóÀx�v1全ÿ~ð携|療機関{zいv SCID É¿

úüûóÀ²開始�vzº1当研究部�開始f¸ºÉ¿úüûóÀ陽性者{ÿ�»精査²

担当�vい»2~�1関連企業xx�{ú²ûÏ´Đ PCR 法{¸»É¿úüûóÀ½óø

~開~û­ú²通�v1ÿÕ~ SCID É¿úüûóÀ~nÛ{®献²�vい»2

ąĀ遺伝子細胞ÿ療推²ËóÏü{z�»活動

r育遺伝研究部{z�»遺伝子細胞ÿ療~経験²Ā{12019 �¸º遺伝子細胞ÿ療推²

ËóÏüx�v~活動²行svい»2当ËóÏüzいv神経疾患{ÿ�» AAV ĉ¿Ïü{
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¸» in vivo 遺伝子ÿ療1÷ÿ性|³{ÿ�»½đù÷原Ø容体ÿCARĀT 細胞療法zy~

ex vivo 遺伝子ÿ療²ß施�»�~院Õ管理体制~構築~{{1¶´ûÉĉ¿Ïü~排出

ÿ»ûÏĈúĀ{関�»指針~作r1ÿÕ~|療機関{ÿ�v遺伝子ÿ療~ß施体制構築

~Åčüø²ðß�vい»2

ĆĀYy性免疫異常症~病態解析や新規ÿ療法~p効性評価

当ËóÏüz¸s関連病院{zいv免疫能~PQ|疑わ¼»患者{ÿ�v1ąýüÅ´

øđøúü²中心x��免疫病態解析²行svい»22023 �þ� 152 件~解析²ß施�1

Yy性免疫異常症患者~診断{®献�vい»2

�~à1SCID ~Ntwあ»²÷þÇóû÷²ďúüÌÿADAĀk損症�1酵素補U療法|`

x�»�x{¹早期~診断|Þ要wあ»|1当研究部�ÿÕw�N ADA 活性~測Û|ÿ能

wあ»�x{¹1ADA k損症~診断û検査²引}Ø�vい»

ćĀYy性血_�減少症~中央診断ÇÉöĐ~構築

Yy性血_�減少症û異常症�1血_�~産生û機能{関連�»遺伝子~異常{¸sv

引}起��¼»遺伝性~疾患wあ»2c性û÷ÿ性~免疫性血_�減少症ÿITPĀ~ 10％ 

程þ|q症wあ»x�わ¼vzº1長期~Éöý´ù投Pや脾臓摘出zy~誤s�ÿ療²

Ø�vい»ÿ能性|あ»22019 �{¹ÿ立r育|療研究ËóÏü{Yy性血_�減少症û

異常症~疾患üÈÉøúxÿ´Éûüćóø遺伝子解析ÇÉöĐ{¸»中央診断ÇÉöĐ

²構築�1当研究部�検体~ßØx遺伝子解析²ß施�vい»2 

3-5-6 ÂþĐ|療研究部

1.ďóÇ÷óû目標

ÂþĐ|療研究部w�1�~�~z疾患{ÿ�»遺伝的要因1病態²明¹{{�1個人

~ÂþĐ情報{Āu�最適z|療|ß現�¼»�x²目標x�vい»2 

 ÂþĐ|療研究部w�1原因O明~_児希少û÷病zy1様々z遺伝子関連疾患{tい

v1ÂþĐ解析²中心{1原因解明1V子病態解明xいs�Ā礎研究{¹1診断1ÿ療1

Î防{繋|»é床応用研究~w²行う2�術的{�1従来~ÂþĐ解析{àえ1短鎖型l

世ïÇüÁóÅÿ短鎖型 NGSĀや長鎖型NV子ÇüÁóÅ{²用い�解析z¸sĀ礎的開

~研究�推²�»2àえv1解析÷üÏ~精þ1ćýÀùĐ{関�»開~研究1~�1遺

伝子関連疾患~血ÿ検体1唾ÿ検体{{¹~迅�診断ÇÉöĐ1遺伝子網羅的zÿćýĒ

üÏü領域²含�遺伝子全長Ā解析zy~é床的{p用z解析法~開~²行う2�¹{1

遺伝子関連疾患{関�v1通常~短鎖型l世ïÇüÁóÅ²用い�ÂþĐ解析w解明w}

zい約 55％~症例{tいv1RNA-seq 解析1長鎖型l世ïÇüÁóÅ1人ý知能zy²活

用�1新�z手法1�術{¸º原因~特Û²行う2�¼¹²推²�v1ÂþĐ|療~ß現

²目指�2 

2.研究ćýÈ·¿ø

āĀ遺伝子関連疾患~原因û病態解明

ĂĀ遺伝子関連疾患~ÂþĐ診断z¸s診断法~開~

ăĀ人ý知能²用い�診断支援ÇÉöĐ~開~x運用

3.研究体制

部長Ċ要匡

室長Ċ_藤万仁ÿé床応用ÂþĐ研究室Ā

室長Ċ黒o陽子ÿr育疾患ÂþĐ研究室Ā

研究員Ċ柳久美子1Þ十嵐あº�
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大学院生Ċ青o大芽1飯u貴也 

共\研究員Ċs那�章ÿÿ�|療福祉大学ru病院 耳鼻咽喉科 教授Ā1山毛利×彦1 

àĆ] 

研究補û員Ċ比ußo美1阿部~美1_林`々1藤ß陽子 

Ï務担当員Ċ金子à`子1山ô圭子1磯部o紀 

4.共\研究体制

韓ÿÅĐÉó|療院_児科 Jin Dong-Kyu 教授²始�1ÿÕ^~多u~施設1研究者x

共\研究²行svい»2 

5.研究~概要

āĀ遺伝子関連疾患~原因û病態解明

do診断疾患~原因解析û診断

希少û÷病�1�~約Ĉ割|遺伝性疾患ÿ遺伝子関連疾患Āx�¼vい»2�¼¹o診

断~希少û÷病~原因解明や診断²目的x��全ÿćýÈ·¿ø1o診断疾患´ûÇ²Ñ

ĆÿIRUDĀ{12015 �~開始f¸º参画�1~�1全ÂþĐ解析{ß行計画 2022 {Āu

�全ÂþĐ解析Āø{関�»研究開~x�参画�v1o診断疾患1診断困÷症例{tいv

~解析{²行svい»2�¼¹{tいv�1主{1全¸¿ÍüĐ解析1~��1全ÂþĐ

解析²行svzº12023 � 12 of点w1約 2,963 症例ÿ約 8,224 検体Ā²ßØ�1解析

��2結ÿ1診断到Ô÷�1約 46.1%wあs�2解析{¸º1新規~原因遺伝子や病型|特

Û�¼�例1診断{ós�結ÿ1長期{わ�º診断|t{z{s�患者家族~á心xxt

z|s�例1å常生活{wÎà~ÿ処法|明確{zs�例1~�N部w1効ÿ的zÿ療法

²ø択1開始w}�例zy|あs�2w体例x�v�1Þ症~²øĄü性皮膚炎1好酸球

生Ãù炎{²\��»患者~解析{¸º1新規疾患wあ»�x|v明�ÿSTAT6 異常症Ā1

疾患Ø積|²³�例1Þ症²øĄü性皮膚炎{zいv1JAKüSTAT ÇÀúû伝Ô経路遺伝

子~機能ð²型~変W|原因xv明�1特異的ÇÀúû伝Ô経路阻害剤{¸ºÚい効ÿ|

��¹¼�例1LongQT 症候群~原因x�v知¹¼vいzいöă½ÑóW{{{»遺伝子~

病的Āú²óø| LongQT ²引}起���x²見出��例zy|あs�2短鎖型l世ïÇ

üÁóÅw~解析w原因特Û{ó¹z{s�患者{zいv�1長鎖型ÇüÁóÅ²用い�

解析{¸º1短鎖型w�検出困÷zĀú²óø²検出�1{tą·üÈóÀ{¸º1複\

型~病的Āú²óø²確��»�xw患者X独w原因z¸s疾患|v明��例zy1長鎖

型l世ïÇüÁóÅ~活用{¸º診断到Ô÷|Pg��2 

e遺伝子関連疾患~病態解明

IRUD ²含�1原因O明~遺伝子関連疾患{zいv新規原因|v明1あ»い�推Û�¼�

疾患{tいv�1in vitro, in vivo w~機能解析1~現解析{{¸º病態解明²行sv

い»2原因O明~r長 害1易感÷性ÿÞÿ中耳炎Ā1骨_形²\�»患者~原因遺伝子

SLC35C1 異常{tいv1qĀú²óø{¸º1血球細胞1血漿中w~ąÃüÉ糖鎖ìĀ|

{|消失�1P-selectin {~糖鎖構造消失{¸º免疫能~PQ|起�»�x1Þ�ąÃü

É投P{¸º in vitro w細胞表面{w~ąÃüÉìĀ回ÿ|��¹¼»�x²確���2

~�1精神~Ô遅Ā1v³{³²\�»患者w1PIGK ~ċĒ接\Āú²óø²\Û�1�

~機能û病態解析²行s�2_胞体 GPI øùóÉ²ďÐüÌ�1ąt~ÅĆöûóøÿPIGK1

PIGS1PIGT1PIGU1GPAA1Ā{¹zº1ÀúÃÇûċÉą±ÑÈû´þÇøüû(GPI)²ó

»üÏóā¿質|細胞表面{表出�»�{Þ要z役割²ÿ��V子wあº1�¼¹ÅĆö

ûóøÏóā¿質~機能ÿ失�1精神~Ô遅Āやv³{³1脳~形態学的z_形{関P�

»�x|報^�¼vい»�~~1PIGK {関�v�機能解明|²³wいz{s�2当ú患者

w��¹¼� PIGK ~ċĒ接\Āú²óø{tいv1in vitro, in vivo w~解析²行い1

qĀú²óøw�øùóÉ²ďÐüÌ活性|PQ�vい»�x1GPI ²ó»üÏóā¿質
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~細胞表面x~�x|消失�»�x1ÌĆùą³óÇõ~変異体w�触覚誘~運動Þ応|

PQ�vい»�x1電Oß`性úøú¶ĐÑēýû~軸索移動|妨�¹¼vい»�x²証

明�1病態~症~原因{tいv報^�� (J Hum Genet. 2024 69:553-563)2 

fÂþĐ創薬x~é床応用

IRUD {~大規模全¸¿ÍüĐ解析û全ÂþĐ解析{¹得¹¼�知見{tいv1ÂþĐ創

薬²志U��é床応用²²�vい»2 

 遺伝性疾患~原因遺伝子変異~\Û{zいv1近�w�全¸¿ÍüĐ解析{¸»\Û÷

~頭打�やÂþĐ解¯X価~Q降{~理v{¸º1急激{全ÂþĐ解析x~移行|²�t

tあ»2N方w全ÂþĐ解析{zいv�膨大z÷üÏàx�¼{伴う計算f間~増à|大

}z課Üxzsvい»2当研究部w�1大規模é床ÂþĐ÷üÏ{ÿ応ÿ能w1遺伝性疾

患研究全般{zいv必須xz»解析手法²網羅�1{tÚ�{ß行ÿ能zÇÉöĐ~開~

{×º組³wい»2w体的{�1Ú�ûÚ精þzĎóĄóÀz¸sT種Āú²óøÃüú

óÀ1多種多様z公開÷üÏĉüÉやú家x÷üÏĉüÉ{¸»遺伝子変異~²þöüÇ

÷óz¸s�~øßzą³ûÏúóÀ1個人ÂþĐ~解析{¹家系解析や全ÂþĐ関連解

析~w~多岐{わ�»解析手法~ß装1~��~ÿ視W²öüÆüąüóùúü{ß施w

}»ÇÉöĐ~開~1改良²行s�{{1úą±üóÉx�v最新~標準ÂþĐ配列~^

入�行s�2àえv1多�~遺伝性疾患{関連�vい»x考え¹¼vい»長大z構造多型

やÃĄüu多型{~検出{p効zýóÀúüùÇüÁóÅü{¹産出�¼»÷üÏ�十V

{活用w}»¸うzćýÀùĐûā´ćù´ó整備�行svい»2

ĂĀ遺伝子関連疾患~ÂþĐ診断z¸s診断法~開~

d遺伝子āýû²用い�遺伝子関連疾患診断z¸s診断法~開~

_児希少û÷病~多�|遺伝子関連疾患wあº1診断{�遺伝子診断|非常{p用wあ

»2疾患あ»い�症状{応��遺伝子解析{¸»診断|ÿ能z系1即�遺伝子āýû{¸

»診断ÇÉöĐ²構築�vい»2÷聴1多~関節拘縮1結\織疾患1頭蓋骨早期v\症1

Yyï謝異常症1Yy性肝 害{関わ»遺伝子āýû²�¼�¼作製�1FPGAÿfield-

programmable gate arrayĀ²活用��迅�診断法~開~1z¸s診断精þ~検証x遺伝子

診断²行s�2÷聴{関�v�1126 ~遺伝子āýû²作製1約 50%{病的Āú²óø²確

��1�¹{解析²²�vい»2Yy性肝 害 57 遺伝子~迅�診断āýû{tいv�1検

証xß践²²�vい»2Yyï謝異常症 219 疾患ÿ309 遺伝子Ā²»Āü��遺伝子āý

û{関�v�1�¼¹{新生児期~診断|p用z心伝^路系異常~原因遺伝子{²追à�

�1新生児期用遺伝子解析āýû²作製�1p用性~検証²行s�2�¼¹{tいv�1

\ĀüÑēûāýû�整備��2~�1�¼¹{tいv�1é床検査x~応用|ÿ能xz

»¸う1条件{~整備�行s�2救急診療科x共\w1院^心停k~患児~遺伝的要因²

ä»��~1SIDSûSUD 原因遺伝子ĀüÑēûāýû²作製�1ýþ�vú当患児~解析

²行うxx�{1解析à~心理的Á²{関�»検討�行s�2{{1糖鎖異常症{~診断

法開~ÿ特願 023-83053Ā²行い1T疾患{tいv簡易診断法~整備²²��2

l世ïÇüÁóÅ解析~初期w�āýû解析や全¸¿ÍüĐÇüÁóÉ解析zy{解析

方法|限¹¼vい�|1現x�複u~ćùóøą¹üĐ|開~�¼vzº1症例{応�v

�~�~z解析法²ø択�»�x|w}»¸う{zs�2~�1�¼�¼~ćùóøą¹

üĐ{¹得¹¼»情報~種類�増えvzº1検出�»��~²ûÄúÊĐ~開~や効÷的

z解析ワü¿ąýü~確立|Þ要{zsv}vい»2 

ûß践w}»ćýÀùĐ�ñQ~通º

WES 解析ĊSNV1CNV/SV1ďøÃóùú²

SR-WGS 解析ĊSNV1CNV/SV1ďøÃóùú²1STR

ýóÀúüù解析ĊSNV1CNV/SV1STR1Phasing1đÑûW解析

eÂþĐĎóć解析Āø~整備

ýóÀúüùÇüÁóÉzyl世ïÇüÁóÅü{用い¹¼vい»原理w�1ÂþĐ診

断\Û÷� 50%程þ{xy~»�x|V{sv}�2即�1解析症例~約半uw�原因|

o解決~~~wあº1�¼¹~>o解決症例?{ÿ�»²ćýüÑ法~開~|Ā緊~課Ü
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wあ»2��w1l世ïÇüÁóÅü¸º�検出範ö|ß�1新�z疾患原因~\Û{t

z|»x期待�¼»ÂþĐĎóć解析原理{p用性²見出�1ÂþĐ診断²前ðx��解

析Āø~整備²目指�vい»2ÂþĐĎóć解析�1近い将来1ÂþĐ診断法~rxtx

�v^入�¼»xÎ想�¼»|1最新~�術wあ»��知見|少zい2��w1~��ß

÷üÏ~ßØ{着手�1÷üÏ~特性や解析結ÿ~妥当性{tいvV析²²�vい»x�

½wあ»2é床ß装�»Pw~問Ü点²明確{�1解析ćýÀùĐ~開~{×º組�ÎÛ

wあ»2 

f÷病領域{z�»遺伝学的検査{~情報ßØûðß

÷病~多��遺伝性疾患wあº1多�~遺伝学的検査�大学{~研究機関{zいv研究

~N環x�vß施�¼v}�2�~¸うz中12018 � 12 o{第Ĉl改l|療法|施行�

¼1遺伝子関連検査{~検体検査~精þ確保{関�»Ā準|明確W�¼�2検査~ß施主

体やß施|b{�規Û�¼1|療x研究x~明確z線引}|必要xzsvい»2当研究部

w�鳥×大学{x研究班²構r�1検査²直接的あ»い�間接的{ß施�vい»施設{²

óÁüø調査²ß施�»zy�v現状~把握xÎà~課Ü{{tいv検討��2�~結ÿ

²�x{ 2018 � 12 o{鳥×大学xx�{÷病領域{z�»遺伝学的検査{~情報ðßÅ

´ø²構築�1引}þ}T÷病~検査ß施施設や保険ß載状í{~情報ðß²行svい»2

(Îàåq人類遺伝学会x移設�»ÎÛ)

ăĀ人ý知能²用い�診断支援ÇÉöĐ~開~

遺伝子関連疾患�1đó÷û遺伝»ÏýÀÿOMIMĀ~�録�目��w� 9,000 ñPあº1

~�1希少疾患|多u²占�1�~診断�困÷z�x�少z�zい2特{1初診w診断�

»�x�÷��1~�1診断~見当�t{zい1xいs�状í�多々見Ø�¹¼»2�¼

¹{tいv1遺伝性疾患÷üÏĉüÉÿUR-DBMSĊ琉球大学]誉教授r富研Ð博士{¸º

OMIM {²Ā{作r�¼�÷üÏĉüÉċ2019 �ĉo¸º当研究部{移管�¼運用中Ā²

活用�1人ý知能ÿAIĀx組�\わ�»�xw1精þ~Úい汎用型診断補ûÇÉöĐ~構

築²目指�v開~û運用²行svい»2 

ë然�語処理1機械学ÿ{²用いv1症状~入力²中心x��ćýøÏ´ć~診断支援

ÇÉöĐ²設計û構築�vい»2q診断支援ÇÉöĐ�1āĀë然�語処理{¸»症状抽

出1ĂĀ症状{¹~候補疾患~\ôÉÃ²xĂüøĎóć{¸»視覚的表示1ăĀà情報

付à{ÿ疾患鑑w1確�用Ā1~�1指Û÷病1_児c性特Û疾病~表示1úó¿zy|搭

載�¼vい»2q診断支援ÇÉöĐ{tいv1更新û改良²Þ}vzº12023 �þ�改良û

検証²²�vい»ÿ遺伝子解析{{v確Û診断済�~ 200 症例{tいv~検討w�1精þ

約 81%Ā2ß�~診断困÷症例{tいvÃóÅûöüÇ÷ó{¸»診断支援²開始�1250

症例~検討²行い1Kabuki 症候群zy1早期~診断xtz|s�2~�1画像ÿÜ画像{Ā

~×ºÁ�{¸»画像ĉüÉ~診断支援ÇÉöĐ~構築²開始�1QÞP形r症例1Kabuki

症候群1Pitt-Hopkins 症候群zy~画像~×ºÁ�²行s�2àえv生r AI {¸»希少

疾患~診断Î測{tいv検討²開始��2

3-5-7 ÇÉöĐ~生û再生|学研究部

1.概要

1.1 研究ćýÈ·¿ø 

V子生物学û遺伝学的手法xĀ´º´óą¹Ďö³¿Ézy~²ćýüÑ²駆使��研

究²推²�1生殖û~形rや機能維持~V子機構1�~破綻|原因xz»O妊症や性VW

疾患~病態~研究²²�vい»2~�1疾患原因変異²ÿ養細胞やĎ¶ÉĒ÷ûw再現�

»��1迅�{tÚ精þ{多様z変異²üû²作製�»�術~確立²目指��遺伝子改変
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Ď¶É作製法~開~�行svい»2

1.2 研究体制 

部長ĊÚu修ÿ 

室長Ċ岡r浩ùÿ組織ý学研究室 �r 24 �Ĉo～Ā 

研究員Ċ寺~美穂ÿ�r 28 �ĉo～Ā1À敦美ÿ�r 31 �Ăo～Ā 

研究補û員Ċ�林美ÿÿð和Ą�Ąo～Ā1杉山p希ÿ�r 31 �Ąo～Ā 

共\研究員Ċ23 ] 

1.3 共\研究体制 

ÿ立r育|療研究ËóÏü研究bT研究部û病院1ÿ立|薬品食品衛生研究b1X�Ó

大学1東X大学1東ð大学1東ð|科歯科大学1山梨大学1九Þ大学1久留米大学1長崎

大学1横浜^立大学1浜�|科大学1慶應義塾大学1東邦大学1東ð薬科大学1XÝ大学1

ð都薬科大学1東洋大学1金沢大学1宮崎大学1z茶~水女子大学1福岡歯科大学1ÿ立

長Ā|療研究ËóÏü1|療 AI ćùóøą¹üĐ�術研究組\ 

2.研究Õ容

2.1 î写因子 SOX9 ²Ãüù�»遺伝子~~現調節機構~解析 

î写因子 SOX9 ²Ãüù�»遺伝子����近傍~変異やîO�1XY ~患者~約 2/3 w

雌性x~性î換|見¹¼» Campomelic dysplasia ²引}起��原因wあ»2SOX9 �精巣

~組織形r{必須wあ»2�{�1SOX9 遺伝子~~現調節機構�1�~周¿ 2 Mb ~y�

{`x�»{O明z��解明|困÷wあs�2s々�性VW疾患~原因解明1確Û診断法

~開~²目指�1�¼~w{1Ăø~性VW疾患症例w共通�vk失�vい» 32.5 kb ~

領域{着目{¹1独ë{開~��Ď¶ÉÂþĐwýÉöóù÷úüÇ÷ó²迅�{作製�

»方法²利用�»�xw1711 bp ~°任配列wあ»¸óÿóÅü²\Û��2�~中w1

性決Û遺伝子 Sry ~î写産物|結\�»配列x SOX9 |結\�»配列|機能{関わsvい

»�x²明¹{{��2�¼¹�1冗長的{機能�»�x�示��2 

2.2 ÂþĐ´óćúóö³óÀ²Ø�»遺伝子~~現制御~解析 

Ăøw�Ø精f{精子x卵子{¹�¼�¼N組~÷色体1遺伝子|Ø�ý|¼»|1い

�t{~遺伝子{関�v�父方あ»い�ï方{¹Ø�ý|¼�x}{�{~現|起�¹z

い2÷色体{親~性~v来| 録�¼1�~現象�ÂþĐ´óćúóö³óÀ(GI)x|�

¼vい»2GI �脊n動物w�哺�類{~�`x�1胎児1胎ø~l常z~生zy{�関P

�1GI ²Ø�»遺伝子|l常{~現�»�x|胎児1胎ø~~育{必要Oÿkwあ»2s々

� GI ²Ø�»遺伝子~~現調節機構~解明²目指�1Ď¶É 12 番÷色体/Ăø 14 番÷色

体P~ GI ~制御{最�Þ要wあ»ÂþĐ~配列ÿIG-DMRĀ{着目�1�~中w制御~中心

xz»配列~É¿úüûóÀ²ÂþĐýØ{¸»k失Ď¶É作製{¸º行svい»2Î期

�1IG-DMR ~Ëóøýđ²側~機能配列`x領域x1öýđ²側~ 2 t~機能配列`x領

域²約 200-500 bp {~w�ºÁ³�2Îà�¹{�ºÁ�²þ�1ï方²üû~¸ĄÂþ

Đ状態²規Û�»配列²特Û�1�¹{��{結\�»因子{¹�~V子機構~解明²目

指�2 

2.3 ÂþĐĂøWĎ¶É{¸ºĂøÂþĐ配列~機能解明 

Ăø 14 番÷色体~ GI 領域�Ď¶Éx\様{ IG-DMR w制御��vい»�x|明¹{{
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zsvい»2�{�1ĂøxĎ¶É~ IG-DMR �塩Ā配列|大}�異zº1Ď¶Éw明¹{

{zs��x²�~~~Ăø{あv��»�x|w}zい2~�1GI w�世ï²経»�x

w¸ĄÂþĐ状態|確立�»��1�~点wĂøw~解析�困÷wあs�2�~��1s々

�1Ď¶É IG-DMR 8.9 kb ²Ăø IG-DMR 11.2 kb {置換��Ď¶É²ÂþĐýØ{¸º

作製��2通常�~Ď¶É�1Ăø IG-DMR |ċĒ接\ÿwあsv�ß生型x\様{r長�

���1Ăø IG-DMR |Ď¶Éw in vivo w機能��x考え¹¼»2Îà1GI 領域~¸Ą

ÂþĐ状態や GI 遺伝子~~現状態²検討�1Ē÷ûx�v~p用性²検討�»2Ē÷ûx

�vp用wあ»|\�1Ăø IG-DMR ~機能配列~\Û{用い»2 

2.4 ÂþĐýØ�術~Ē÷ûĎ¶É作製x~応用 

当研究部w� TALEN z¸s CRISPR/Cas9 {¸»ÂþĐýØ�術²^入�1迅�{t簡便

{疾患Ē÷ûĎ¶É²作製�»系²確立��2TALEN や CRISPR/Cas9 ~設計û\r{¹Ď

¶ÉØ精卵x~^入1Ď¶É~解析~wN¯�v研究部Õw行う��1短f間1PÃÉø

{Ē÷ûĎ¶É²用い�解析|行え»¸う{zsvい»2�~�術~応用法²開~�1多

様z²üû~作製|ÿ能xzs�2�¼¹~�術�à~研究部{�ðß�vい»2 

2.5 配列ăóÀ÷üÏ解析ā´ćù´ó構築 

ºóćüďÉ並列型計算機ÇÉöĐ²活用�1配列÷üÏ{²処理�»ā´ćù´óÍ

ąø¶·²群²構築��2全¸¿ÍüĐ解析²���x�v1全ÂþĐ1遺伝子~現1DNA

đÑûW1RNA đÑûW1ĂÉøó修飾1¿ýĎÑóÚl構造1�¹{� de novo ²Ëó

Ćú1遺伝子ÿ療ĉ¿Ïü~挿入部O決Û1ÃĄüu多型1îÿzy構造変異~検出{1

à研究部や病院{¹ß¼�¼»÷üÏ処理�行いrÿ²P�vい»2近�1ýóÀúüù

÷üÏ|得¹¼»Çü¿¸óÅü~利用|²³wzº1PacBio1Nanopore 両ćùóøą¹

üĐ{ÿ�¿ù¶ù~ GPU �利用�v結ÿ²得¹¼»体制|整s�2新�いĂøÂþĐ参

照配列 T2T-CHM13v2.0 x~ĎóĄóÀ�多�行わ¼»¸う{zsvい»2 

2.6 ÷³üćùüûóÀ{¸»診断支援ôüû~開~xÅüăÉðß 

機械学ÿ²中心x��教育活動²積極的{行svzº12019 �{¹ 2023 �~w÷üÏ

Å´¸óÉ研修² 223 回開催��2�~活動�ÿ立Úþ^門|療研究ËóÏü|療研究連

携推²q部(JH){¹~支援�Ø�1�~う� 54 回V{tいv�再ß録��動画² ICR é

床研究入門Å´ø{¹N般{公開�好評²得vい»2病院~|療÷üÏ²活用�1�¼~

w多�~|療 AI ÅüăÉ~開~{×º組�1�~う�感÷症起因Ï~\Û支援1腎細胞|

³~病理診断支援1Yy性ï謝疾患~É¿úüûóÀÇÉöĐ{tいv�ÃóöúW²行

い1|療 AI ćùóøą¹üĐ(HAIP){¹利用ÿ能z状態{zs�2病院{¹~相談��々

増えvzº1÷üÏßØ{¹1²þöüÇ÷ó1GPU 搭載計算機1機械学ÿąüüĐワü

¿1¶·ĆÅüăÉ1ÃóöúW1~�生r AI ~活用zy1AI 構築~��~全Þ程²»

Āü�vÿ応²行い1多�~部署x~連携²深�vい»2 

3-5-8 薬剤ÿ療研究部

1.ďóÇ÷óû目標

近�~ºďó¿É解析{~²展{伴い1�¼~w~_V子W\物²中心x��薬剤開~
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ñ^{1V子標的薬1÷体|薬1細胞|薬1x酸|薬zy|薬品~新�z考え方|生~¼

vい»2àえv1再生|療1遺伝子ÿ療xいs�新�いÿ療法|開~�¼v}vい»2�

~¸うz背o~�x1再生|療1遺伝子ÿ療²含�r育|療{z�»新規ÿ療法~開~1

薬効薬理û毒性評価法~開~1再生|療û遺伝子ÿ療~~展²目的{1V子û細胞üĉû

{¹個体üĉû{ó»解析²行い1r育|療{z�»疾患~病態解明û新規薬物療法~開

~~開~²目指�2~�1薬物~毒性評価x�~~現機序~検討²行い1_児û妊婦{z

�»á心ûá全z薬物療法²科学的{検討�»2い�¼�1V子生物学的1V子細胞生物

学的1生物W学的1組織学的1V子生理学的手法{²用い1多角的z観点{¹_児÷ÿ性

疾患{ÿ�»Ā礎|学研究²行う2特{1薬物ï謝~主要組織wあ»肝臓~ in vitro 評価

系1再生|療û遺伝子ÿ療{資�»新規細胞~開~{注力�vい»2 

2.研究ćýÈ·¿ø

āĀĂø検体²利用��薬剤ÿ療研究Āø~構築

ĂĀ神経ÕV泌的機序{Āu�薬物標的V子~ä索x機能解析{関�»研究

ăĀ_児û周産期病院{z�» AI ċÉĄÏû機能~ß証研究

3.研究体制

部長Ċ梅澤明弘ÿ�任Ā 

室長Ċ中r和昭ÿß験薬理研究室Ā 

P~研究員Ċ宮q~ 

研究員Ċ相澤和子 

大学院生Ċ倉持颯ÿ埼û大学大学院Ā1Ú橋弘人ÿ埼û大学大学院Ā1Wo美歩ÿ埼û大学

大学Ā1鈴o萌華ÿ埼û大学大学院Ā1�Z晶ÿ埼û大学大学Ā 

共\研究員Ċ原uN貴ÿ東ð大学Ā1窪u��ÿ�x�研究bĀ1�ßĀ吾ÿ�x�研究bĀ 

研究補û員Ċ宮ß~z� 

Ï務Ċ大|恵子 

4.研究~概要

āĀĂø検体²利用��薬剤ÿ療研究Āø~構築

体Õw~薬物~ï謝�肝細胞~薬物ï謝機能{ß`�»�~|多�1創薬研究や薬物動

態研究{zいvĂø~肝機能~現や薬物ï謝{関�»検討�極�vÞ要z研究課Üxzs

vい»2�¼~w~rÿwĂø初ïÿ養肝細胞~ÿ養Āqx~接着性|細胞表面~細胞^

Ďøúó¿ÉÿECMĀ{¸sv変W�vい»�x1z¸s細胞表面 ECM ~除去|Ăø初ïÿ

養肝細胞~ÿ養Āqx~接着性²改善��»�x²見出�v}�2当ú�{zいv�q知

見{tいv�¹{検討�1細胞表面 ECM ~中w1vitronectin àx接着÷|p意{Þ比例

�»�x²見出�1ECM V解~��~ Matrix metalloproteinases 処理|接着性²改善�

»�x²見出��2薬物~肝ï謝や肝毒性² in vitro 系w検討�»|\1接着ÿ養{¸»

検討|p効wあº1q知見�Ăø肝細胞²接着状態wÿ養ÿ能x�»方法x�v1肝細胞

~ in vitro 評価系~改善{寄P�»�~wあ»2

再生|療{~ðß{当�sv�1当ú再生|療{{用い¹¼»細胞àý物Ûs�~原q

料xz»細胞{tいv1適W{保管�¼»�x|Þ要wあ»2�{�1�¼~w1細胞ÿ
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養àý施設ñ^~施設{z�»原料Ûs細胞àý物~保管{Ï»管理Ā準 や保管業務{

~xº方{tいv1明確{Û�¹¼vいz{s�2åq再生|療学会{設置�¼�<再生

|療{á全性 確保法{z�»細胞保管{関�»考え方ÏÉ¿ą¹üÉ=~đóĀüx�

v1<再生|療{á全性確保法{z�» 細胞保管{関�»考え方=²作r��2 

遺伝子ÿ療{用い»¶´ûÉĉ¿Ïü²産生�»��~ċÉø細胞x�v1現x主{Ă

ø胎児腎臓v来細胞wあ» HEK293 細胞株や�~亜株|用い¹¼vい»2�{�1HEK293

細胞�組織ðß者~v来|O明wあº1{tv来�»組織�明瞭w�z�1~��^企業

|ù´ËóÉ²保持�vzº1ÿÕ製薬企業や CDMOÿ Contract Development and

Manufacturing OrganizationĀあ»い�試薬đü»ü|使用�»|\1多Ý~ù´ËóÉ

料²要n�¼»2�¼¹ÿÕ企業|á心�v使用w}1HEK293 細胞{比y¸º最適zÿ産

¶´ûÉċÉø細胞²新規{樹立�»��120 例~帝王W開褥婦¸º\意~Q{通常|療

廃棄物x�v廃棄�¼»胞衣組織²ðßい��}1羊膜細胞²Vö�1初ïÿ養1Ăø²

÷þ¶´ûÉ E1 遺伝子~^入{¸»O死W細胞~樹立²行s�2新�{樹立��O死W

羊膜v来細胞² HATÿHuman Amniotic epithelial cell line for gene & cell TherapyĀ

細胞x]付�1¶´ûÉĉ¿Ïü産生細胞x�v~特性解析²行s�2HAT 細胞�1HEK293

細胞{比y1増殖能|Ú�1øùóÉą·¿Ç÷ó効÷�\{あ»い��¼ñPwあº1

²÷þ�伴¶´ûÉĉ¿ÏüÿAAVĀ1üóÑ¶´ûÉĉ¿ÏüÿLVĀ1üøý´¶ûÉĉ¿

ÏüÿLVĀ~い�¼{ÿ�v�1Ú産生能²示��2�¼¹~結ÿ{¹1HAT 細胞� HEK293

細胞ñP{¶´ûÉĉ¿Ïü産生能{優¼�細胞wあ»�x|示�¼�2HAT 細胞~樹立

{当�svðßい��い�胎ø�適Wz´óą¹üĐùûÃóËóø²得vðßい��い

vzº1倫理的観点{¹�適W{樹立�¼vい»2qrÿ�1新規{樹立�� HAT 細胞{

¸ºÿ産~新規¶´ûÉĉ¿Ïü産生細胞x�v HEK293 細胞|抱え»課Ü²克o�»�

x|期待�¼»xx�{1Îà~s|ÿ{z�»遺伝子ÿ療~~展{寄P�»�~x期待

�¼»2

ĂĀ神経ÕV泌的機序{Āu�薬物標的V子~ä索x機能解析{関�»研究

血wや体Õ~水Và~調節1情動行動や社会的行動zy{関わ»脳Q垂体{¹V泌�

¼»ĀÍćüÇó²Ø容�»ĀÍćüÇóØ容体遺伝子²k損��Ď¶É{見¹¼»ï謝

疾患~~症機構~N端²明¹{{��2 血ÿrVV析1組織解析1遺伝子~現解析1u

³便中~脂質V析²行う�xw1ĀÍćüÇóØ容体遺伝子k損Ď¶É~骨格{や脂肪組

織{脂質|異常{蓄積�1消W管ċûĒówあ»Àû»Äó様ĊćÑù-1ÿglucagon-

like peptide-1: GLP-1Ā~V泌能|PQ�»�x²明¹{{��2�~GLP-1~V泌能~

PQ�1ùÕ{生o�»細Ï類ÿùÕĎ´¿ýĀ´ºüÏĀ|作º出�ï謝物wあ»û酸

~ùÕ濃þ|異常{増à���x{¸»�x�明¹{{��2 

ăĀ_児û周産期病院{z�» AI ċÉĄÏû機能~ß証研究

2023 �þ研究開~x Society 5.0 x~橋渡�ćýÀùĐÿBRIDGEĀ<AI ċÉĄÏû²ß

装W�»��~|療 AI ćùóøą¹üĐ~構築{必要z�術{関�»研究開~={zい

vËóÏüÕćýÀùĐĎýÈđóøx�v関P�1ë閉Éz¿øùĐ症~早期診断支援

ÇÉöĐ1ÀùĐ÷色細Ïvw支援ÇÉöĐ1生殖補û|療ćýËÉ~ë動W{~開~x

ß証研究~支援²行s�2

3-5-9 周産期病態研究部
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1.目標

周産期~異常�1ï子Ý方{ÿ�v緊急{tØ学的z|療Ï入x1多�~|療資源投入

² 必要x�»2~�近�1胎児期~環境|胎児期~�z¹�出生à�長期{わ�º児~遺

伝子~現{{影響²Û|�1�~結ÿ1r人à~生活ÿd病{~~症úÉ¿²Pg��»

ÿ能性|指摘�¼vい»2�~¸う{1周産期~異常~病因病態解明x適Wz管理法~開

~�r育|療P~Þ要z課Üwあ»|1周産期異常~V子đ»ûÊĐ�o解明z点|多�1

早期~診断やyÿ的zÿ療法|確立�¼�疾患�少zい2当研究部~目標�1Y端ºďó

¿É�術²駆使�v胎児û胎ø~~生VW異常{伴う周産期病態²解明�1新�い診断ÿ

療�術²開~�»�xw周産期|療{資�»�xwあ»2 

2.研究体制

部長Ċ梅澤明弘ÿ�任Ā 

室長Ċ中林N彦ÿ周産期Âþď¿É研究室Ā1河\智子ÿ胎児~育研究室Ā1山ôg史ÿï体

管理研究室Ā  

研究員Ċ谷ô公Ï1大西英理子1冨Ý�子 

共\研究員Ċ22 ]ÿ大学院生Ć]²含�Ā 

3.研究Õ容

周産期関連疾患û子宮Õ膜関連疾患~病因û病態解明 

åq人{z�»早産~遺伝的関連²検索�»��{1åq人~V娩直à女性 1,078 人~血

ÿv来ÂþĐ DNA ²用いv1早産Ûsx胎±u{tいv Genome-wide association study 

(GWAS) ²行s�2åq人Ø団²ÿ象{��初~早産関連 GWAS xO置付�¹¼»2ÂþĐワ

´ùp意性²示�Āú²óø~\Û{�ó¹z{s�|1q研究{z�»要約統計à÷üÏ

|Îà~đÏ解析{zいv活用�¼»�x|期待�¼»2 

c性子宮Õ膜炎 (CE) ~V子病態情報|極�v限¹¼vい»状í²打破�»��{1RNA

ÇüÁóÉ{¸º子宮Õ膜組織~網羅的遺伝子~現÷üÏ²×得�1CE 特異的z~現āÏ

üó²示�遺伝子群²\Û��2特{ TVP23A �形質細胞w�z�子宮Õ膜v来細胞w~現

�» CE 特異的Ďü»üx�v1Îà開~|期待�¼»V子診断法{zいvp用zÿ能性|

示唆�¼»2 

新�z出生前診断手法開~ 

当研究部w世界{Y駆�v1非k失Ï´ć~ RhD 陰性²üû»þ|Úい東²È²人種{�

適応ÿ能z1ï体血²用い�無侵襲的胎児 RHD 遺伝子型決Û法²開~�vい»(Takahashi K 

et al. Clin Chem. 2019)2�~方法²é床応用�»|\1偽陰性vÛÿ胎児 RhD 陽性²ü

û~見逃�Ā�ï体{¹必要z|療Ï入~機会²奪う��vÛ{�確ß性|n�¹¼»2v

Û結ÿ~信¼性~指標~Ntx�v1胎児v来 DNA 比÷²\f測Û�»�x²着想��2

RHD/RHCE 領域増幅ćù´Ďü2 組x in/del 多型領域ćù´Ďü35 組w~ĎûÑćüó¿É

PCR ²^入�»�xw両者~÷üÏ~\f×得²Ôr��2^用~÷üÏ解析É¿úćø²

作出�1短f間w胎児 RhD 遺伝子型x胎児v来 DNA 比÷²推Û�»体制²整備��2~�1

�~方法~é床応用{U�v 100 検体規模w~検査精þ評価研究²ß施�y�1全ÿ 43 施
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設| RhD 陰性妊婦症例²ú¿ûüø�»形w~中央N括倫理x請²r育倫理委員会{ð出

�1���¼�2 

精緻¸ĄÂþĐ�術開~x診断応用 

知的~Ô遅延²伴う÷病zyo診断症例~原因遺伝子~\Û{¸¿ÍüĐÇüÁóÉ|

^入�¼1多�~確Û診断{い�svい»2N方w1o報^~病的意義O明~Āú²óøÿVUSĀ

|検出�¼»症例�増えvい»2近�1原因遺伝子{¸sv�共通��¸ĄÂþĐ異常ÿ¸

ĄÇÀúÑēüĀ|あ»�x|報^�¼1s々� NSD2 遺伝子機能異常{伴う¸ĄÇÀúÑ

ēü~\Û²行s�2Ē÷ûĎ¶Éw病的多型wあ»�x²確���o診断疾患児~ NSD2

~ VUS |1P ~¸ĄÇÀúÑēü解析w�病的xv断w}��x¸º1s々|\Û��

NSD2 ¸ĄÇÀúÑēü�診断{p用wあ»�x²示��2~�1Nsd2 k損Ď¶É²作製�1

脳~¸ĄÂþĐ異常²確���2NSD2 機能異常|知的~Ô遅延~原因wあ»ÿ能性²示唆

��2~�1共\研究者¹|診断{÷渋�vい� Coffin-sirris 症候群 や Nicolaides-

Baraitser 症候群1あ»い� Kabuki 症候群~原因遺伝子~ VUS ~病的意義~v断{¸ĄÇ

ÀúÑēü解析|p用wあ»�x²示��2 

¸ĄĀú²óø�主{ćýĒüÏü領域~稀z DNA đÑûW異常wあº1ćýĒüÏüO活

性W²伴う¸うzÂþĐ変異~指標xz»2全v~XN遺伝性疾患{zいv1ÂþĐ配列解 

析w�見逃�¼�疾患°任変異²¸ĄĀú²óøä索{¸º\Ûw}»ÿ能性|考え¹¼ 

»22023 �þ�1希少疾患症例群²ÿ象x��¸ĄĀú²óø解析²効÷的{ß施�»� 

�{1遺伝子ćýĒüÏü領域{特W��½ēćÑēüđÑûÇüÁóÉ法²開~��2à 

えv1健常人Ø団{z�»¸ĄĀú²óø»þ²遺伝子ð{確�w}»÷üÏĉüÉ 

Epimutation Viewer (mgc.nrichd.ncchd.go.jp/EMu/)²公開�vい»2�¼¹~ćùóøą 

¹üĐ²Āøx�v1o診断疾患症例群{ÿ�»¸ĄĀú²óøä索²²�vい»2 

周産期環境|児~¸ĄÂþĐ{Û|�影響~検討ÿDOHaD 研究Ā 

DNA đÑûW修飾�標的{¸sv細胞や個人~形質²変W��»2子宮Õ炎症|児~r長

{Û|�影響²解明�»��1\N個人{¹胎ø1臍�血1出生àu»o~ NICU �院f~

�児p梢血~ 3 検体²ã×� DNA đÑûWt²測Ûà1�¼�¼~組織~¸ĄÂþĐ~特Ā

²�º\わ�1~育x関連�» DNA đÑûW異常~候補²\Û��2 

3-5-10 再生|療ËóÏü

細胞|療研究部û生殖|療研究部 

1.ďóÇ÷ó

当研究部w�1Ø精{¹r長�»Þ程w生�»疾患~r立機序~解明x�~Î防1診断û

ÿ療法~開~²���vい»2卵1精子1ES 細胞ûiPS 細胞含�T種�細胞²研究ÿ象x

�1�¹{1生殖û1胎ø1心臓1神経系1骨1ß骨1脂肪組織1骨髄²筆頭x�»造血

器à²研究ÿ象{àえ1�細胞~機能²調節�»V子機構~解明xé床応用²����研

究²展開�vい»2Āø的研究²�¹{é床研究{²展��1生殖|療z¹s{再生|療

{®献�»�x|当研究部~使}wあ»2 
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2.研究ćýÈ·¿ø

āĀ<い~�~萌芽(Ø精)=~¸ă÷óÉ{Āuい�考え方~ð示 

Ø精~膜融\Þ程�1精子~卵細胞膜x~接着1融\1多精ò否{¹z»N連~現象w

あº1�~V子đ»ûÊĐ~解明{挑戦�»��1Ø精{z�»膜融\|1f間的û空間

的{y~¸う{形r�¼»~{²解析�vい»2�~研究{¹1膜融\{�新�い概念²

ð案�1O妊ÿ療x~Ó|開{¼»x考えvい»2 

ĂĀĂø胚性�細胞~樹立

Ăø ES 細胞{関�»|学研究|1生}倫理Ûs|~倫理{Āu}1~�<Ăø ES 細胞

~樹立{関�»指針=x<Ăø ES 細胞~使用{関�»指針=Āu}1適l{行わ¼»¸う1

Ăø ES 細胞研究倫理審査委員会²設置�1Ăø ES 細胞樹立研究1使用研究Ûs細胞~V

配{関�v�¼�¼規Û²Û�vい»2_児÷ÿ疾患克o{U�v1Ăø ES 細胞²用い�

研究²²�vzº1Îà�ÿ~指針²遵à�s々~研究|Ăø生}~萌芽~滅失~P{r

º立svい»�x²常{�識�厳ÿ{Ăø ES 細胞研究²行svい�2 

ăĀ再生|療û細胞ÿ療

Ăø組織�細胞²生体^wÿ養�増殖��»�x{rß�1�細胞~Vöû\Û²行s

vい»2細胞~生体^{z�»ÿ養�術x�¼{¸»細胞u~確保x�¼{þ�Vö�術

�1再現性~Úい生物ß験系{Āuい�細胞~Āø解明{¸sv~�ÿ能xz»2 

ĄĀr育Ā´ºúÍüÉ~構築

病院Õ~整形^科1産婦人科1眼科1形r^科x研究b~連携{¸º1骨髄1臍�血1

胎ø1子宮Õ膜²細胞ß給源x�v研究²遂行�vい»2é床研究²前ðx�� ad hoc 委

員会²設立�1é床試験研究x~w体的zýüùĎóć~作製1|療{ðßw}»新�z

Ăø細胞~Vöûÿ養法~開~~開~²行svい»2

ąĀĂø多能性�細胞{¸»造血ÇÉöĐ~構築

臓器新生²模s�» Biomimetic Ē÷û1即�臓器ºû¼þ´ù作製{関�»研究�生理

機能性�p�»臓器Ē÷ûx�v疾患解明1薬剤開~zyß範öz|療x~応用x活用|

期待�¼»2移m|療や免疫学~研究{®献�»��{ ES 細胞ûiPS 細胞²含�Ăø多能

性�細胞²用いv造血{Þ要z機能的骨髄ºû¼þ´ù²作製�vい»2�~骨髄ºû¼

þ´ù�úóā球zy血ÿ細胞VW{働�間質細胞²多à含³wい»�x{¹1骨髄ºû

¼þ´ùv来間質細胞²樹立�1Ăø多能性�細胞v来造血�細胞~VW法開~{用いv

新�z造血ÇÉöĐ~構築²行svい»2 

3.研究体制

ËóÏü長Ċ阿久津英憲ÿ生殖|療研究部長1�細胞û生殖学研究室長Ā

部長Ċ梅澤明弘ÿ細胞|療研究部長1肝細胞移m研究室長Ā 

室長Ċ宮戸健Ðÿ生殖細胞機能研究室長Ā 

研究員Ċ16 ] 

大学院生Ċ22 ] 

共\研究員Ċ62 ] 

研究補û員ĊĈ] 
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Ï務Ċ5] 

4.共\研究体制

ÿÕ^~多u~大学1研究b1企業x連携�1研究²推²�vい»2

5.研究~概要

āĀØ精û細胞融\{関わ»¸¿ÍÍüĐ~~見{¹機能解明1更{O妊ÿ療x~応用

精子x卵子|融\�»�xw1Ø精卵|作¹¼»2Ø精卵|細胞V裂²始�»＝<卵活

性W=~��{�1精子|卵子{融\���x²知¹�»ÇÀúû|必要wあ»2s々�1

<¿¸ó酸={注目�1»ûÇ¶Đ波²誘^�»精子側~因子�少z�x�Ătあº1�

~ 1 twあ»¿¸ó酸\r酵素|à齢{¸sv活性|弱~º1精子Õw\r�¼»<¿¸

ó酸=含pà�減少�»x1男性O妊²~症�»�x²明¹{{��2

ĂĀ卵~老Wx胚~生đ»ûÊĐ~解明x生殖|療x~応用

卵細胞~機能²V子üĉûw解明�»研究²行svい»2特{Ăt~ X ÷色体²p�»

Ø精卵ÿ女性~細胞Ā~~生{着目�vい»2初期~生{確Û�» X ÷色体O活W~�¼

|m産1O育症やYy性疾患~病態zyx�関Ï�»2�¼~wØ精卵~生}~動��»

機能x�v�Þ要wあ»�x²見出��2更{研究²展開�»�xw1卵子~全能性獲機

構~�z¹�1女性~健康{関わ»生}動態²<女性~細胞=視点w明¹{{�vい�2

Ø精胚{¹獲得�»女性þp~Å´øÈ·ýö³¿É動態²~生x器à~生û制御x~理

解~�x{深�1女性|学~様々zVß~~展{®献�vい�2 

ăĀES 細胞~樹立{関わ»�術~確立x機能解析

Ăø ES 細胞樹立研究|最大限p効{行わ¼»¸う{Ā礎研究²²�vい»à{1Ăø

ES 細胞{関�»ÿ養�術や知見²�^~Y端~研究bxい�早�共pw}»¸う{ÿü

Āüù大学�細胞研究bx共\研究²含��人的交m²積極的{行svい»2Ĉt~Ăø

ES 細胞~樹立{rß�1ÿ~Ā´ºúÍüÉx�v�録�¼利用�¼vい»ÿSEES-1, 

SEES-2, SEES-3, SEES-4, SEES-5, SEES-6, SEES-7, SEES-XĀ2SEES-4, SEES-5, SEES-6, 

SEES-7 �1動物v来産物²全�使用�zい環境w樹立�¼�ÿÕ初~Ăø ES 細胞株wあ

»2�¼¹貴Þz細胞úÍüÉ�1úÇ÷úûĀ´ºúÍüÉx�v理W学研究bĀ´º

úÍüÉËóÏüÿhttp://cell.brc.riken.jp/shinkiteikyouĀ{¹ðß�¼vい»2

Ăø ES 細胞{¹蠕動様運動�p�»_ùºû¼þ´ù作製{世界w初�vrß�ÿ�

�ÿUchida, et al. JCI Insight 2017Āx報^�1ÿÕ^{¹注目�¼�2�¹{1COVID-

CoV-2 ~ù管感÷Ē÷û~構築{rß� NHK zyđ÷³²{�多�×ºP�¹¼�

ÿMiyakawa, et al. Gastroenterology 2022Ā2組織Ď¿ýą±üÈ�ÕxW�»ďûù

{rß�ù管疾患研究x²�Þ要zrÿ²得�ÿTsuruta, et al. CMGH 2022Ā2 

ĄĀr育疾患{ÿ�»�細胞ÿ療法

ES 細胞~再生|療{製品ÿHAESĀ²�素Å´¿û異常症患者x移m�»|�主^ÿ験²

ÿ{x請�1ES 細胞{¸»ÿ験²ß施��2ES 細胞²使s�人²ÿ象{��再生|療�ÿ

Õ初�vwあº1世界的{�肝臓x~移m�初wあ»2qÿ験�1ÎÛ症例u~移m²完

Î�1完遂{U��情報~×º~x�²行svい»x�½wあ»2 

ąĀr育Ā´ºúÍüÉĄĂø臍�血û子宮Õ膜ûo経血û胎øûß骨û骨髄û眼球v来

�細胞Ą~Xö�術~開~1多VW能~\Û 

70



手術検体{¹~細胞Vö1ÿ養x細胞寄�²行svい»2�¹{企業{�\様~検体ð

ß²行う倫理x請|���¼1細胞~ß給施設x�v~役割²強W��2r育Ā´ºúÍ

üÉ{¸»細胞株²åqÿÕ~公的細胞Āó¿{�録�1様々{活用�¼vzº1ÿÕ~

再生|学研究z¸s|薬産業~~展{®献�vい»2 

ĆĀá全wÚ品質z細胞ðß�術~開~

CPFÿËûûćýËóÇóÀûą±Çúö³üĀ²使用��Ăø�細胞~ÿ養z¹s{é

床研究x~ß給²課Üx�v1CPF 運用~Íąø面ÿ文章1手�þ{Āやÿüù面ÿ室w管

理1ÿ養製造{Ā²整備�1研究bć�~ CPF |再生|療{á全性確保法{Āu�特Û細

胞àý施設x�v�ÿ�¼�2q CPF {zいv1Q肢虚血(ĀüÈēü病){ÿ�»細胞à

ý|薬品1ë家ÿ養表皮Çüø{²製造�vい»2 

ćĀĂø骨髄ºû¼þ´ù作製Ûs間質細胞株樹立x�~応用

Ăø iPS 細胞v来骨髄ºû¼þ´ù作製�術~活用{着目�1Ăø骨髄ºû¼þ´ù²

Ï��多能性�細胞v来骨髄間質細胞株樹立{関�»研究Ûs�~細胞株²利用��血球

細胞VW系~構築{関�»研究²行svい»2 

3-5-10-1 ÚþY²|療研究室

1.ďóÇ÷óû目標

ÚþY²|療研究室�1胎児û_児期感÷症~病態x~症機構²患者検体z¸s疾患Ē

÷ûß験系²用いv解明�1�~rÿ²診断ûÿ療法~開~{応用�»�x²目標x�»2

主z研究ÿ象� EB ¶´ûÉÿEBVĀ1Ý崎病wあ»2àえv移m患者x免疫O全症患者{

z�»移màå和見感÷症関連¶´ûÉ(13 種類ĊHSV-1, HSV-2, CMV, EBV, VZV, HHV-6, 

HHV-7, HHV-8, ADV, PVB19, JCV, BKV, HBV)~解析²通�1検体ð出当å{結ÿ²é床Å

´ù{ðß�1診療x~®献²行うxx�{1�~÷üÏ²é床研究x�v移mÿ療ß施

患者{ÿ�»¶´ûÉå和見感÷症~新規診断法û診断法~開~{tz�vい»2r育|

療{zいv EBV ²���x��P ¶´ûÉ�å和見感÷症~原因¶´ûÉx�vÞ要w

あ»2当ËóÏü²���x�v_児~移mÿ療|盛³{行わ¼»¸う{zº1å和見感

÷症ÿ策�Þ要課Üxzsvい»2~�1s|ÿw� EBV 初感÷�齢|Pg�ttあº1

移màúóā増殖性疾患(PTLD)~~症÷~増àxÞÿW|懸念�¼vい»2EBV �1N生

~間{�大多u~人|感÷�»Ýx¶´ûÉwあ»��1|療~~展や生活ÿd~変W{

Āu�感÷症像~変W�社会的{�大}z影響²Pえ»x考え¹¼1�策|療~üĉûw

�積極的zÿ応|必要x考え¹¼»22020 �{¹新型Ãýú¶´ûÉ{ÿ�»ú²ûÏ´

Đ PCR 法²用い�新規検査法²開~�1院Õ迅�診断~ß施²開始��2新興¶´ûÉ検

査û診断体制~構築x�即ÿ{ÿ応w}»¸う応用性~Úい診断法~開~²²�vい»2

変異¶´ûÉ{ÿ�»検査法~検証x改良�²�院Õ迅�診断~ðß{¸»患者z¸s職

員~早期感÷者]�Á�{®献�vい»2~�1診断法~�z¹�1ÿ療薬開~�²�v

い»2÷ SARS-CoV2 新規ÿ療薬~開~�²�知­獲得~w²�¹¼�2N方1Ý崎病�ą

{o�~�幼児{好~�»原因O明~~熱性疾患wあ»21967 �{åqw初�v報^�¼

~症»þ�世界w最�Úい2Ý崎病~症原因因子~特Û�o�{�¼vいzい��1r育
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|療研究ËóÏüwĀ礎研究²²�»�x�使}x�え»2 

EBV �1PTLD ��wz�c性活動性 EBV 病(CAEBV)や EBV 関連血球®食úóā組織球症

(EBV-HLH)zy~÷ÿ性疾患~原因¶´ûÉwあ»2~�1Āü½óøúóā腫zy~ê性

úóā腫~原因¶´ûÉwあ»|o�{÷¶´ûÉ薬zyz�1ÿ療法�え確Û�vいz

い~|現状wあ»2��w当研究室w�÷ÿ性 EBV 関連疾患{tいv1ĂøWĎ¶É²用

い�感÷Ē÷ûĎ¶É²作製�~症機構解明xÿ療薬開~²²�1�¹{ß�~ EBV 関連

疾患患者{z�»¶´ûÉ動態~解析x診断ûÿ療{ÿ�»支援²行svい»2~�1CAEBV

~症原因因子~\Û解析²²�ÿ療標的V子~開~²²�vい»2 

Ý崎病{関�v�÷ÿ性Ý崎病~診断xÿ療~Ā´ºĎü»ü~開~²目指�vい»2

÷ÿ性Ý崎病²早期{診断�»��~Ā´ºĎü»ü²\Û�1�~簡便z測Û法²開~

�»�x|n�¹¼vい»2~�1Ý崎病~病態~rxtwあ»血管炎~症đ»ûÊĐ~

解明²²�vい»2 

2.研究ćýÈ·¿ø

1) ÷ÿ性¶´ûÉ感÷症{ÿ�»新規ÿ療薬~開~

2) 移mÿ療àå和見感÷症Þ症WÎ防{関�»研究

3) 新型Ãýú¶´ûÉ{関�»研究

4) Ý崎病{z�»血管炎~症機構~解明研究

5) r育|療研究ËóÏü病院~移m|療ß施感�~¶´ûÉ制御x全ÿ~何ÿ世¶´û

É感÷症中央診断ß施

3.研究体制

室長ĊÎ留謙N

研究員Ċ石Ý�\子(〜2024.3.31)

研究補û員Ċ和u尚美(〜2024.3.31)1Û橋}都子(〜2024.3.31)1O澤直美1伊藤恵理1

]Ýp希1Ýß_v子1樽見明美

é床検査��Ċu坂梓(〜2024.3.31)

研究補û者Ċ森u繭子(〜2023.3.31)

大学院生Ċ�津見和ÿ明ÿ薬科大学大学大学院Ā1伊藤彩乃ÿ明ÿ薬科大学大学院Ā

共\研究員Ċ山u全毅ÿÚþ感÷症診断部|長Ā1阿部淳ÿr育|療研究ËóÏü研究b

ÚþY²|療研究室Ā1伊藤玲子ÿr育|療研究ËóÏü病院総\診療部Ā1志r~ºÿÿ

�|療ËóÏü研究b÷ÿ性疾患研究部Ā1PrĀÿ聖Ďú²óú|科大学血ÿû腫瘍Õ

科Ā1大橋彩香ÿ聖Ďú²óú|科大学血ÿû腫瘍Õ科Ā1那須涼ÿÿ�|療ËóÏü病

院血ÿÕ科Ā1亀u和明ÿëÿ|科大学血ÿ科Ā

4.ÿ�共\研究

1)米ÿ Uniformed Services University of the Health Sciences (Dr.Cliffprd)Ċ免疫

細胞ÿ療法~開~研究

5.ÿÕ共\研究

1)ÿ立r育|療研究ËóÏü病院Ċ石黒精教育研修ËóÏü長1笠原群生院長1福ug也

�臓器移mËóÏü長1_ß博�院長1富澤大輔診療部長1坂ô大俊診療部長{{

2)ÿ立r育|療研究ËóÏü研究bĊÚu修ÿ部長1_ß寺×史部長1秦健N郎部長1中

林N彦室長1岡r浩ù室長1Õ山徹室長{{
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3)ÿ立r育|療研究ËóÏüé床研究ËóÏüĊ斉藤和~ËóÏü長1_林徹部門長{{

6.^部施設

1)東ð|科歯科大学_児科Ċ森~Ü宏教授1金兼弘和教授

2)聖Ďú²óú|科大学Õ科ÿ血ÿû腫瘍ĀĊ新ß文子教授

3)東�大学総\|学研究bĊ~谷愛教授

4)ÿ立Ā環器病研究ËóÏüĊ福à教偉部長

5)九Þ大学_児科Ċ大賀lN教授

6)横浜^立大学_児科Ċ伊藤ùN教授

7)ð都大学_児科Ċÿu�子教授

8)ÿ�|療福祉大学保健|療学Ċ竹Õ啓g教授

9)東X大学災害科学ÿ�研究bĊ児ûlN教授

10)|薬Āøû健康ûl養研究b:á居輝人ćýÈ·¿øúüÐü

7.研究~概要

1) EBV 関連 T/NK 細胞úóā増殖性疾患Ē÷ûĎ¶É²応用��新規ÿ療薬(S-FMAU)~開

~研究 

(a)新規ÿ療薬 S-FMAU ~ÿ験ćýøÃüû~作r

qÿ験�推奨用à~推Û²目的x��第 I 相試験wあº13+3 ÷Æ´ó²用い�用à漸

増試験x�1S-FMAU ~忍容性²検討�»用àx�v110 mg/kgÿüĉû 1Ā120 mg/kgÿü

ĉû 2Ā140 mg/kgÿüĉû 3Ā~ÿ験ćýøÃüû~作r²行zs�2 

ÿ験薬投P開始à{¹終Îf又�中kf検査|完Î�»~w{��¹¼��yv~p

害Ï象²ßØ�»2P Õ容² PMDA Ï前面談資料x�vÿ験ćýøÃüû~作r²完Î

�1現xÿ験w使用�»薬剤製造²²�vい»2 

(b) CAEBV 患者v来 EBV 感÷細胞株²用い�異種細胞株移mĒ÷ûĎ¶É~作製

EBV 関連úóā増殖性疾患~rxtwあ»c性活動性 EBV 病ÿCAEBVĀÿ療{�÷ê性

腫瘍剤や免疫抑制剤|用い¹¼vい»|1o�p効zÿ療薬�zい�� CAEBV ÿ療薬~開

~|急務xzsvい»2大à{táÛ的{ß給ÿ能zĒ÷ûĎ¶É~作製²目指�1

CAEBV 患者v来 PBMC {¹樹立�� EBV 感÷細胞株²用い�新規薬効Ē÷ûĎ¶É~作製

{rß��2 

2)移mÿ療àå和見感÷症Þ症WÎ防{関�»研究

(a)_児肝移m患者{z�» PTLD ~症úÉ¿因子~ä索研究

EBV 感÷z¸s移màúóā増殖性疾患ÿPTLDĀ�1_児肝移m患者{z�»Þ要z罹

患÷z¸s死ï÷~原因wあ»|1生体肝移m²中心x��_児肝移m{z�» EBV ~動

態1疫学1î�{関�»知見�O足�vい»2q研究w�15827 件~ EBV ¬荷測Ûtx

394 ]~移m患者~é床÷üÏ²解析��2_児肝移mà~ EBV 感÷~早期検出z¸s

CMV ÷体陰性ùúü~評価�1PTLD Î防~��~úÉ¿層wW{寄P�1免疫抑制~適W

z調整²ÿ能{�»�x|示唆�¼�2 

(b)_児肝移mà患者{z�»ĊûÇúó系÷生物質使用f~²óĄÇúó~疹úÉ¿検

討研究 
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_児肝移m患者~移màĂ�ñÕ{ĊûÇúó系÷生物質²使用�� 286 ]~患者²

解析�1EBV 陽性群x陰性群w~疹~~生÷²比較��2�~結ÿ1²óĄÇúó~疹�

確��¼�1÷生物質関連~疹~~生÷{� EBV 感÷~p無や¶´ûÉ¬荷à{¸»ÿ�

z{s�2�~�x{¹1ĊûÇúó系÷生物質� EBV 感÷²伴う肝移m患者{�á全{

使用w}»�x|示�¼�2 

(c)_児心臓移mà患者{z�»Å´øđ¼ý¶´ûÉ(CMV)感÷~新規Ā´ºĎü»üä

索研究 

臓器移mÿ療à~免疫抑制剤Q{zいvN番懸念�¼»~|移mà EBV 関連úóā増

殖性疾患x移mà CMV 感÷症wあ»2移mr績{影響²Û|���wz�1患者Îà{�

大}�影響�»��wあ»2心臓移mà~免疫抑制剤à�1à~臓器移mx比較�v投P

à|多い傾U{あ»2�~�� CMV や EBV xいs�潜伏感÷¶´ûÉ~再活性W~早期~

見1早期ÿ療Ï入|Þ要{z»2q研究{¸º1CMV 感÷~新規Ā´ºĎü»ü(X)|~

見�¼�2CMV 感÷細胞|彩活性W{¸º増殖²開始��f点w減少²示���1CMV 感

÷症Þ症W~Î防x早期~見{p用xzºう»2Îà症例u²増や�知­�x請�²�v

い�2 

3) 新型Ãýú¶´ûÉ{関�»研究

(a)基礎疾患~あ»小児ÿ成育|療研究センター{受診しvい»小児Ā{zいv1新型コロナウイ

ルスワクチン後~副反応や1抗体産生~状況を1調査した報告wあ»2基礎疾患を持t５～11 歳

~小児{対す» BNT162b2 ワクチン~研究w�1安全性|確認さ¼1副反応�軽微wあsた2接種

後~抗体陽性率� 99.1%x高く1免疫不全患者w²良好z血清転換|認±¹¼た|1抗体価�免

疫正常患者{比べv低{sた2

(b)SARS-CoV-2 ワクチン接種後~抗体価{対す»解熱剤使用~影響{tいv~報告�1青年z

¸び若年成人{zいv限¹¼vい»2本研究w�1多変量線形回帰分析を用いv1解熱剤使用x

抗体価~関連性を検討した2そ~結果1解熱剤使用x抗体価~間{有意z関連性�認±¹¼z

{sたÿ回帰係数 [95%信頼{間] = -0.107 [-0.438 ～ 0.224]Ā2こ¼{¸º1解熱剤使用|

抗体価{影響を及ぼさzい可能性|示唆さ¼た2解熱剤|抗体価~情報{及ぼす影響{tいv

解析し1報告した2

4) Ý崎病{関�»研究

Ý崎病患者{zいv最近~÷生物質使用|冠動脈病変ÿCALĀ~~生{Pえ»影響²調査

���~wあ»22017 �{¹ 2018 �{ß施�¼�第 25 回全ÿ疫学調査~÷üÏ²Ā{1

初診ā±間ñÕ~÷生物質使用状íx CAL ~生÷²比較��228,265 人~Ý崎病患者~う

� 45.7%|÷生物質²使用�vzº1÷生物質使用患者w�非使用患者{比yv CAL ~~

生»þ|Úい�x|確��¼�2�¹{1傾UÉÃ²ĎóÑóÀ²用い�û細z解析w�1

÷生物質使用�急性期z¸sà遺症期{z�» CAL ~生xp意{関連�vい»�x|示�

¼�2�~関連�1÷生物質|ùÕ細Ïó{影響²Pえ1p益z細Ï²減少��»�x{

¸sv冠動脈~健康{影響²Û|�ÿ能性|考え¹¼»2 

5) ¶´ûÉ検査û診断x÷üÏØ積Ûs÷üÏ{¸»¶´ûÉ感÷症ÿ療¼´ùù´ó

~作r 

病院 Úþ感÷症診断部x連携�1¶´ûÉ感÷症|疑わ¼»_児x妊婦{ÿ�¶´û

É迅�診断²ß施�vい»2�間 3,000 件ñP~¶´ûÉ迅�診断²ß施�vい»2~�1

74



全ÿ~÷ÿ性¶´ûÉ感÷症{ÿ�»中央診断²ß施�vい»2�~結ÿ�¼´ùù´ó

や�策ð�{利用�¼診断ûÿ療方針決Û~Nûxzsvい»2 

3-5-10-2 好酸球性消W管疾患研究室

1.ďóÇ÷ó

当研究室�1西暦 2000 ��¸º急激z増à²見�vい»1新生児-�児食物蛋�誘~Ã

ù症ÿ消W管²üû¾üĀ1好酸球性Ãù²研究ÿ象x�vい»2い�¼�1厚生労働省指

Û÷病wあ»ÿ指Û÷病 98Ā2新生児-�児食物蛋�誘~Ãù症�1出生前1胎児期{¹消

W管~炎症|ÉÏüø�vい»x考え¹¼vzº1壊死性ù炎1l養 害{¹神経~Ô症

²起��|\�あº1健康{生~¼�xá}�vい�保護者²è��»2好酸球性Ãù炎

�1�~ 75%�持þ型wあº1生ï1炎症|þ�x考え¹¼vい»2s|ÿ��¼¹~疾

患~増à{早�{¹直面�vzº1Þ症患者�多い2�~��患者²救う��~p効z手

段²世界{Y駆�v開~�1®献�y}wあ»x考え»2 

�¼¹~疾患²l確{診断�»xx�{1新�zÿ療法²開~�»�x1病態~解明²

�»�x1疫学調査1最良~診療¼´ùù´ó²作r�»�x1わ{ºや�い情報公開²

�»�x{¸º1åq~1世界~患者~~福²à»�x|q研究室~ďóÇ÷ówあ»2 

2.研究ćýÈ·¿ø

āĀ幼児～r人~好酸球性消W管疾患ÿEGIDĀ

ĂĀ新生児-�児食物蛋�誘~Ãù症ÿc性型Ā

ăĀ急性 Food-protein induced enterocolitis syndromeÿAcute FPIESĀ

ĄĀ遺伝子変異{¸»Þ症²üû¾ü疾患

ñP~疾患{tいv1当ËóÏü{z�»Þ症者~診断ÿ療1疾患ÅĆÀûüć~疾患

]²ÿ�的{整備1Minds 準â診療¼´ùù´ó~作r1疫学研究1病態~解明1血清x

消W管組織~ Precision medicine1新規診断法~開~1新規ÿ療法開~ÿRainbow 食Ï療

法Ā1~症úÉ¿因子~解明ÿ疾患Ãċüø研究Ā1情報~N般公開1÷病~�策x~®献

²行う2 

3.研究体制

室長Ċßr伊知郎 

研究員Ċ楠u理`ÿR3 �ąo〜Ā 

共\研究員Ċ鈴o啓子ÿH30 � 11 o～Ā1�ß早織ÿH30 � 11 o～Ā1渡¿ÿÿRĄ�Ĉo

～Ā 

Ï務Ċ石ß美穂ÿRĄ�Ąo〜Ā 

4.共\研究体制

āĀ厚生労働省÷ÿ性疾患 EGID 研究班ÿßr伊知郎研究ï表ĀV担1W力者� 100 ]ñP 

ĂĀ²đú»1²óúûþô±¿教授  (ûõüøü¿1Ď¶óøÅ´ú´病院 )|ï表²
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務�»ÿ� FPIES AssociationĊFPIES ~ÿ�¼´ùù´ó制{参à�vい»2 

ăĀ²đú»1Ďü¿ûýüÌóĀüÀ教授ÿCinccinati Children’s Hospital,

Cinccinati, OhaioĀ¹|ï表²務�»Consortium of Eosinophilic 

Gastrointestinal Disease Researchers{v活動2 

5.研究~概要

āĀ幼児～r人~好酸球性消W管疾患ÿEGIDĀ

引}þ}1全ÿ~Ā�病院{¹紹Ï²Ø�v診断ÿ療²行s�2特{Ć種食物除去{v

�寛解^入|Oÿ能wあs�患者{tいv�1Rainbow 食Ï療法{¸sv全症例²寛解^

入��»�x|w}�2s々~疫学研究~結ÿ175%|持þ型wあ»x~~表{¹1製薬企

業Ă社~é床研究|行わ¼�2 

好酸球性Ãù炎~中w�1Ã{炎症|Ø中�vい»好酸球性Ã炎ÿEoGĀ{tいv1~現

Ď´¿ý²ü´解析²行s�2dEoG ~�yv~患者|炎症期{zいv1WN~ mRNA ~現

āÏüó²示��2e�yv~Å´ø»´ó~う�1IL13 ~�|1p意zPg²示�vい

�2f食物除去ÿ療{zいv炎症~特Ā|消失��ÿ世界初1楠u研究員Ā2�~�x{¸

º1原因食物|1炎症²起��主体wあ»ÿ能性|Ú~s�2 

新規ÿ療法開~ÿRainbow 食Ï療法Ā{tいv1�¼~w~結ÿ²報^�ÿAllergol Int, 

2023ĀćüÉúúüÉzyw紹Ï�¼�2øüýóā²üû¾ü学会~ÇóčÈÉø{�

ø出�¼1~表²行い1賛\²得�2 

ĂĀ新生児‐�児食物蛋�誘~Ãù炎症ÿc性型Ā

²üû¾üËóÏü²中心{1消W器科~援û²い��}1NICU1PICU1_児^科1総

\診療部1移m^科1�射線診断部1病理診断部1l養科¹x診療²行い140 ]/�~診断

ÿ療²rß���2最Þ症患者~ö�食�1Rainbow ö�食xw��うy}Õ容wあº1

全例|症状寛解維持²Ôr��2 

 ~�1生体肝移mà~患者�15%~Ú÷wq症²~症�»2²üû¾üËóÏü�移m

^科{¹紹Ï²Ø�v1患者1保護者¬担|起}zい¸う注意²払sv診療²行い1全症

例~寛解維持²þ�»�x|w}�2 

全ÿ調査~論文²公開�� ÿAllergol. Int)2~症÷� 0.20%wあº1嘔Tx血便²\

f{見»¿ùÉÏü1 ���1新生児期{~症|Ø中�vzº1特{注意²要�»�x|

わ{s�2ćüÉúúüÉ1T種新聞}Pw�紹Ï�¼�2 

ăĀAcute FPIESÿAcute food-protein-induced enterocolitis syndromeĀ

Acute FPIES X独~冊子²作r�»�x{zº1ÿ�診療¼´ùù´ó{Āuい�改�

作業²行svい»2~�1r人 FPIES {tいv�追à�vい�2救急²¿Ç÷óćùó²

作r�ÿWAO journal2023)1全ÿ~患者|使用w}»¸う公開�¼�2r人 Acute FPIES

åq初~調査²論文{v報^�� (Ann Allergy Asthma Immunol 2023)2 

ĄĀ遺伝子変異{¸»Þ症²üû¾ü疾患

q期間中{Ą]{tいv1世界w初�v~遺伝子異常|~見�¼�2dÞþ~�疹x好

酸球性Ãù炎²�t男児1STAT6 ~機能ð²遺伝子異常|~見�¼ÿ要部長1柳研究員Ā1

Ã~異常zúóā濾胞形r|v明ÿ新ß診療部長1竹Õ|�Ā1細胞遺伝学的研究1動物ß

76



験ÿ森u室長1�q部長1Úu部長1Þ十嵐研究員àĀ{v STAT6 ~機能異常|解明�¼

�2ßr�主ÿ|x�v児~ÿ療x血清Å´ø»´ó測Û1消W管ü膜Ď´¿ý²ü´解

析²行い1全身~T種症状| STAT6 {関�v起}vい»�x²明¹{{��2結ÿ� J 

Allergy Clin Immunol {報^��2 

3-5-10-3 ï児感÷研究室

1.ďóÇ÷ó

�~�~z病原体|引}起��多様z感÷症�現ï{zいv�脅威wあº1r育|療V

ß{zいv�克o�y}感÷症|多�ì�¼vい»2当研究室w�1ï体{¹胎児xx病

原体|感÷�»�xw引}起��¼»Yy性感÷症²主z研究ÿ象x�1研究ÿ象xz»

主z病原体�Å´øđ¼ý¶´ûÉÿCMVĀz¸s風疹¶´ûÉÿRubella virus: RuVĀw

あ»2Yy性 CMV 感÷症{\��»神経û感覚器 害zy~~症đ»ûÊĐ~解明x�~

制御法開~1RuV 感÷{ÿ�»免疫応答~性状解析1Yy性 CMV 感÷{起因�»遅~性÷

聴~é床病態解析1zy²²�vい»2 

2.研究ćýÈ·¿ø

āĀYy性感÷症~~症đ»ûÊĐx�~制御法{関�»研究

ĂĀYy性 CMV 感÷{起因�»遅~性÷聴{関�»研究

3.研究体制

室長Ċ中r浩~ 

大学院生Ċ黒坂美o 

共\研究員Ċ藤原r悦1山Q泰 

Ï務Ċ]Ýo子 

4.共\研究体制

ÿ立r育|療研究ËóÏü耳鼻咽喉科ÿàq倫子診療部長Ā1\研究b再生|療ËóÏü

ÿ阿久津英憲ËóÏü長1明ÿ大学農学部生}科学科ÿ河ß菜摘子准教授Ā 

5.研究~概要

āĀYy性感÷症~~症đ»ûÊĐx�~制御法{関�»研究

¶´ûÉ~増殖や病原性~現{�宿主細胞機能|密接{関P�»�x{¹1¶´ûÉ感

÷現象²制御�»Pw�¶´ûÉû宿主間相Þ作用~理解|Þ要x考え¹¼»2q研究w

�1short hairpin RNA (shRNA)ù´Ćùúü²用い�É¿úüûóÀ{¸º CMV ~増殖

や細胞毒性²抑制�» shRNA ²\Û�»�xw1CMV 生活環{関P�»細胞因子~\Û²

²�v}�2現x1\Û�¼� shRNA {tいv CMV ~増殖や細胞毒性²抑制�»機序{t

いv解析²行svい»2 

ĂĀYy性 CMV 感÷{起因�»遅~性÷聴{関�»研究
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当ËóÏü耳鼻咽喉科²Ø診�»原因O明~÷聴症例{tいv1保`臍�²用い�Yy

性 CMV 感÷~à方視的研究{¸º1Yy性 CMV 感÷{関連�»遅~性÷聴{関�»é床病

態~解析z¸s|療Ï入法zy{tいv検討²²�vい»2 

3-5-10-4 感÷免疫研究室

1.ďóÇ÷ó

感÷免疫研究室w�1病院感÷症科や多�~病院1研究機関x連携�v1V子生物学的

診断法~é床x~応用x1ÿ療{���病態解明²²�vい»2 

_児{z�»Þ症感÷症や免疫O全者~感÷症~原因~多��N般的z検査室{zいv

検出�»�x~出来zい¶´ûÉやÿ養困÷z細Ïû�Ïzywあº1病原体\Û1~�

感÷症²否Û�»Ï�ÿ療やÎà{直結�»2V子生物学的z手法²用い�病原体診断²

s々� 2010 �{¹ß施�1Þ症感÷症~原因診断xđ»ûÊĐ~解析1院Õ感÷ÿ策1

÷微生物薬~適l使用{活用�v}�2s々��¼²²展��1l世ïÇüÁóÅüzy

~新�い手法~é床応用²検討�vい»2�¹{1V子生物学診断�術~UPxx�{1

�¼~w病原体xß��識�¼vいz{s�微生物�検出�¼»機会�増え1�~病態²

l確{理解�ÿ療x応用�»��{�病原体検出{àえv1宿主~生体Þ応�含��網羅

的z解析|Oÿkwあ»2 

s々~目標�1d感÷症患者{z�»病原体~網羅的z検査²迅�{ß施�1患者~診療

{寄P�»1e疫学的û社会的意義~あ»情報²~信�»1fÅüĉ´ùóÉや院Õ感÷

ÿ策x�v1病原体~V子解析1�¹{�薬剤耐性Ï~耐性機構~遺伝子学的z検討x細

Ï~遺伝子相\性検査²l世ïÇüÁóÅüw行う1gl世ïÇüÁóÅü�活用�免疫

O全者~感÷症やÞ症感÷症~病態{tいv微生物学的û免疫学的観点{¹検討�1é床

面z¸s研究面w寄P�»�xwあ»2 

2.研究ćýÈ·¿ø

āĀ_児Þ症感÷症~迅�診断法~開~xé床応用

ĂĀMRSA ² nanopore ÇüÁóÅü{¸» whole genome sequencing ²用いvú²ûÏ´

Đ解析

ăĀ_児Þ症感÷症~病原体検索z¸s宿主~Þ応~解明

3.研究体制

室長Ċ大Ý見力ÿ感÷免疫研究室長1病院感÷症科�任Ā

研究員ÿ非常勤ĀĊ河ß直子

4.共\研究体制

ÿ立r育|療研究ËóÏü病院Ċ²üû¾ü研究室ÿ森u英明室長Ā1感÷症科ÿàù健

Ï|長1�ß俊大|員Ā1感÷症科�任ÿ山u全毅|員Ā1神経Õ科ÿ阿部裕N診療部長Ā1

Ø中ÿ療科ÿ�qlz郎診療部長Ā1_児|³ËóÏü移mû細胞ÿ療科ÿ坂ô大俊診療部

長Ā1救急診療部ÿm�ÿ子統括部長Ā1大阪大学微生物病研究b ÿ中rgzû教Ā1浜�

|科大学_児科ÿ宮入烈教授Ā1ÿ立感÷症研究b病原体ÂþĐ解析研究ËóÏüÿX|千

_第O室長Ā�~à多u~é床|{¹検体ßP 

5.研究~概要

_児感÷症患者~é床検体{¹155 種類~ÿ養困÷z微生物ÿSARS-CoV2 ²含�¶´ûÉ1細
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Ï1�ÏĀ²ú²ûÏ´Đ PCRw検出z¸s Pan-fungal bacterial/fungal pathogen{¸»検出

体制²整備�1�間 1,500 件~検査²ß施�v}�2Þ症感÷症~診断やé床像~解明{寄P�

v}�2l世ïÇüÁóÅü²用いvé床検体{¹直接病原体²検出�»手法~条件検討²行う

{{1院Õ感÷ÿ策x~応用²行svい»2  

āĀN般ÿ養検査w�検出�¼zい病原体検索

_児{z�»Þ症感÷症や免疫O全者~感÷症~原因~多��N般的z検査室{z

いv検出�»�x~出来zい¶´ûÉやÿ養困÷z細Ïû�Ïzywあ»2ĐÃüûz

y�含��網羅的z�Ï感÷症~診断²行う��1Pan-fungal PCR ~系~立�P�²

行s�2Þ症º炎患者{z�»Q気Ó病原体ÿ123 例Āw�165%~症例w微生物|検出

�¼�2¶´ûÉ感÷症x確Û診断|t}1÷Ï薬投P~中k2あ»い�微生物薬ñ^

~ÿ療ÿÉöý´ùや免疫抑制薬{Ā開始²行う�x{寄P��2 

ĂĀNanopore ÇüÁóÅü{¸» whole genome sequencing ²用いvú²ûÏ´Đ解析

MRSA �^中感÷症z¸s|療関連感÷症~原因Ïx�vÞ要wあº1Ï株²遺伝子

学的{V類�1耐性û病原遺伝子²特Û�»��個w~V子生物学的手法|é床応用�

¼vい»|1情報|断w的wf間²要�»zy~課Ü|あ»2s々� MRSA 株~全Âþ

Đ²携�型l世ïÇüÁóÅüÿNanoporeĀw解¯�1ºóù´ów経f的{解析�»

ÇÉöĐ²開~�1�~é床的p用性{tいv検討�vい»2

ăĀl世ïÇüÁóÅüÿNGSĀ{¸»網羅的z¶´ûÉ検出

検体~ċÉøÂþĐ|多い�{ NGS ~感þ|PQ�»xいわ¼vzº1検体処理²

ý{�»�x{¸º NGS ~感þ²P�»�x{rß��2髄膜炎û脳炎や心{炎zy|

疑わ¼�症例~髄ÿû血ÿû心{検体²用いv1¶´ûÉ²ÏüÂóø{��ＮＧＳ病

原体解析²行s�2Multiplex PCR w�病原体|検出�¼z{s�無Ï性髄膜炎疑い~

14 {男児w NGS {v髄ÿ¸º HHV6 検出ÿàåú²ûÏ´Đ PCR w�陽性Ā2無Ï性髄

膜炎疑い~ 6 {男児w EBV 含�� Multiplex PCR w�病原体|検出�¼z{s�|1

NGS {v髄ÿ¸º EBV 検出ÿw~ú²ûÏ´Đ PCR w� EBV 陽性Ā�¼1Primer/Probe

領域{z�»úüù~p無{¸sv� PCR w偽陰性xz»ÿ能性�示唆�¼�2

Multiplex PCR ~結ÿx比較�v新�{検出�¼�¶´ûÉ~確�û病原性~解釈|必

要w1宿主~Þ応�含��解析�必要{z»2 

3-5-11 社会|学研究部

1.ďóÇ÷ó

社会|学研究部�1複u~疫学研究手法²用いv1_児期や子育v家庭{z�»T種疾

患や社会的困÷~原因²追究�1研究{¹得¹¼�rÿ{¹1á心�v妊娠û子育vw}

»環境²社会{ð案�»�x²目標x�vい~�2当研究部~構r員�疫学1_児科学1

周産期|学1統計学1社会学1Éčüô学1l養学1遺伝学1精神保健1子y�~�知û

行動z¸s社会情緒~Ô{~幅ßい^門知識²p�vい~�2全ÿ~大規模z統計情報や

|学情報÷üÏĉüÉ{²活用��研究{¹1地域üĉûw~ú¿ûüøû試料ã×²行

うą³üûùワü¿や 述的z研究~w1多岐{わ�»研究手法²用いvい~�2 

~�12016 �¸ºĆNC ćýÈ·¿øx�v~電子的é床研究Āø整備Ï業²運営�1�

~N環x�v 2022 �þ{¹�全ÿ出生ÃċüøÃóÍüÇ²Đ²運用�vい~�2 
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2.2023 �活動ß績概要 

原著英語論

文 

ÿ件Ā  

招待講演ûÇóčÈ¶

Đû教育講演û特w講演

ÿ件Ā  

全ÿ}ÿî

載含Āÿ件Ā 

地方}ÿî

載含Āÿ件Ā 

�^研究者ÿ長

期û短期ĀØ入

ÿ]Ā  

32 ĉ 27 142 Ą 

獲得研究¿ÿr育

開~¿ûJH 研究¿

含Ā 

�y�科

研¿  
AMED 

厚労科研

¿ 
JSPS 

JST 

ÿ�}|

�Ā  

Ø�研究 

ÿSIPĀ  

35 主任 ă 

V担 Ă 

V担 Ă  主任 Ă 主任 ć 

ÿ� ā 

V担 ą 

ā ā 

3.研究体制

部長Ċ森崎菜穂

室長Ċà藤�彦ÿ行動科学研究室Ā1大久保祐輔ÿé床疫学ûĈûÉÅüăÉ研究室Ā

研究員Ċu中久子1Aurelie Piedvache1_林�~v1石ZNĀ1榎並公�1�包¸ú»1 

糸ß�zº Çû²ą·ýüĊ浦山Áăó úÅüÑ²ÍÇ¸´øĊ森ôu��1

_u文宏 

共\研究員Ċ_Ý浩�1鈴oo1q多v紀子1_林ß夏1ÿ知Ā子1山q恵美子1原ul

�1藤原武男1大西香世1谷Ýo~1伊藤淳1^瀬ÖN1青o康z郎1阿部

惠理1越智�`美1Ü利久哉1半谷~ゆ�1宮山千春1澤uzz�1Û畑香

織1þ勝則1O瓶舞紀子1岡坂昌子1近藤y之1Nihal Rahman1oQ�Ý1

山ÕÝ`1藤ß伽`1糸ß�zº1呂y元1中u晋也1物ß綾香1多uv紀1

È÷óćàW1à来美森1廣u尚紀1ß間ô剛1船冨爽子1柳Ý侑子1Õ藤

�紀子 à 

4.主z研究Õ容x�~概要

◆O妊{関�»Ãċüø研究

ÚþO妊ÿ療²Ø�»女性約 500 ]²ÿ象x��追跡調査{¹1うt症状1Oá1QOL |

妊娠r立やÿ療~中kxy~¸う{関連�vい»~{²V析�vい~�2 

◆_児~é床疫学{関連�»研究

複u~全ÿ規模~大規模|療診療情報÷üÏĉüÉ²用いv1COVID-191´óąû¸ó

Æ1²üû¾ü性鼻炎1RSV 感÷症zy複u~疾患{tいv1f系列診療āÏüó1Þ症

Wt険因子~ä索x入院¿用~推Û1|療�策効ÿ~推Û1|療資源~利用状í把握や|

療ðß体制変W~評価1zy複u~_児~é床疫学V析²行svい~�2 

◆教育機関{z�»_児~健康1感÷ÿ策1|療知識1Î防接種~意U{関�»研究

ÃùĒó社~ýóøワü¿²利用�v全ÿ~保育施設{z�»感÷ÿ策~状í²調査
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�1感÷ÿ策~þ和~経f的変Wや1学校生活変W|肥�ûや�û近視zy_児~健康{

Pえvい»影響²調yvい~�2 

◆産婦û�幼児û�~家庭~養育環境x支援~必要性û社会的úÉ¿{関�»研究

支援²必要x�»家庭²\Û�»úÉ¿²ËÉđóøÇüø²ß用W�~��2ï子保

健指^者養r研修û統括支援員養r研修{w~周知1複uëÿ体x~試験^入1ÐďüÁ

üÉやëÿ体÷üÏw~精þ検証や1ëÿ体U�~ BI ôüû~開~²�vい~�2 

◆�y�~食生活û食ÿd~要因z¸s影響{関�»Ãċüø研究

r育ï子Ãċüø~研究ÑüĐ~N員x�v1�y�や�~家族~食生活û食ÿdÛs

食x~意識~形rû変÷や1�~r長~Ôx~影響²調yvい~�2~�1世u谷{学校

保健委員会~W力機関x�v生活ÿd病健診~Ø計²�vい~�2 

◆Ý崎病{関�»研究

Ý崎病遺伝ÃóÍüÇ²Đ~体制整備1ÿ療Þ応性{要因V析やÿ療ß態{~解析1Ý

崎病ç往者~心理社会的困÷や QOL {関�»調査やûüÊû課ÜV析²行svい~�2 

◆新型Ãýú¶´ûÉm行|Pえ»影響~研究

�y�x保護者~生活x健康~現状²把握�»横断û縦断調査²ß施�vい~�2~�1

|療従Ï者~心身~健康状íやÃýú感÷~ß態²把握�»縦断調査²行svい~�2 

◆²ćú<ûúûú=²用い�女性ĈûÉÁ²研究

株式会社¸Đö³ü²´社x1社会心理的要因やワ¿Ñó接種|o経周期や妊孕性{P

え»影響²調y»共\研究²行svい~�2 

◆周産期関連÷üÏĉüÉ連携Ï業

åq産科婦人科学会周産期�録x ART ºóù´ó�録²連結�»²ûÄúÊĐや1周産

期�録x DPC ÷üÏ²連結�指標²産出�»²ûÄúÊĐ²開~�vい~�2 

◆Ãċüø連携Ï業

r育ï子Ãċüø~÷üÏĎýÈđóø1全ÿ出生Ãċüø連携(JBiCC)~Ï務�x全

ÿ~出生Ãċüø~統\解析~ß施1Ćt~úÇ÷úûËóÏü\\w~共\研究や健康

Ā}延伸~��~指針やð�~作r²行svzº~�2 

~�1å欧~出生ÃċüøwÅćúđóø使用{関�»方法論~標準W~検討や1妊娠~

l養摂×x出生f²¶ø»Đ{tいv~共\V析²ß施�vい~�2 

3-5-12 �策科学研究部

�策開~研究室1�策評価研究室 

1.ďóÇ÷óû目標

当研究部~ďóÇ÷ó�1r育|療z¸s保健{関連�»情報~ßØz¸sV析²通�1

健全zl世ï育r{資�»�策ð�û情報~信û研究活動²行う�xwあ»2<�策=²�

�{掲�»研究部x�v1様々z研究手法²活用�z|¹研究yâ{Āu��策

ÿEvidence-based health policyĀx~®献²目指�2w体的{�1d�策~ß施û評価

{使用�や�い手法²用い�研究推²x支援1eÐl÷üÏ~利活用x�~体制構築1f
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Nl÷üÏ²用い�疫学研究1g�策ûÏ業ß施支援x評価体制~構築1~四t~柱²立

vv研究�vい»2~�1得¹¼�知見�ÿ民{幅ß�^�»¸うü�vい»2 

2.研究体制

部長Ċ竹原健Ð 

室長Ċ�ß}Ýÿ�策評価研究室Ā1越智�`美ÿ�策開~研究室Ā 

研究員Ċ山qß志子1須藤茉衣子1Ý﨑麻紀1矢竹ö子1Olukunmi Balogun1Dhungel Bibha1 

~山菜穂子 

共\研究員Ċ諏訪敏~1橋q直也1柳Ý侑子1鈴o博Ó1芹澤優子1w岡智恵美1u中俊

之1蓋ç琰1_河邦Ö1西u俊彦1山﨑�t�1XrZù1渡邉l彦1u中素

子1大Z美耶子1Îß健Ð郎1杉山Ö大1õß孝志1持umù1½Ï~子1]

Ý裕貴1oÕÿz1�山春�1�u知�1P畑rz�1青o藍1Andrea-Sakura 

Chalameev1奥r貴帆1堺琴美1 

研究補û員Ċ新r美知､KC Bhandari Aliza1à藤直美1清水桃子1花ß範子 

3.研究~概要

āĀ系統的üăõü~ß施x支援体制~構築

複u~文献検索~^門家や系統的üăõü{長��研究者{¸»支援体制²整備�1

文献検索式~構築1ÇÉöĎö³ó¿üăõü1ÉÃüĄóÀüăõü~ß施û支援

²z�zsvい»2~�1_児|³やc性º疾患1妊娠\�症zy様々z疾患{関�

»診療¼´ùù´ó~作r支援²z�zsvい»2

ĂĀ診療üËćø²用い�周産期û_児û思春期{z�»健康課Ü~抽出{関�»研究

National DatabaseÿNDBĀや JMDC Claims Database zy~üËćø÷üÏ²用い

�1周産期や_児û思春期~健康課Ü~抽出{×º組³wい»2

ăĀ子y�~Î防ÿ能z死ï~削減{関�»研究

�y�家庭ß|ß施�vい» Child Death Review ~Ē÷ûÏ業²ß施�vい»ëÿ

体{ÿ�»体制構築やß施支援1T種支援ôüû~作rxðß²z�zsvい»2

ĄĀ父親~đóÏûĈûÉ~ß態把握や�~支援{関�»研究

Ðl÷üÏ解析や系統的üăõü1全ÿ調査zy複u~調査²組�\わ�1わ|ÿ{

z�»父親{ÿ�»支援~必要性やw体的z支援策zy{tいv示�1^門家~�z

¹�ÿ民{�ß�周知�vい»2

ąĀ保育環境~UP{関�»研究

ÿÕ~保育Ï故{関�»T÷üÏĉüÉやëÿ体~÷üÏ²用いv1Ï故~要因やÿ

策{関�»情報~整理x1保育Ï故~ß態~ 述²²�vい»2

ĆĀĒóÄû{z�»精神保健{関�»研究

ĒóÄûÿ~�N~精神科^門|療機関~児童思春期^来{通院�»子y�²ÿ象{

調査²行い1ÿ�的z精神保健~質問}~ĒóÄûÿ{z�»p効性~検討や1Ēó

Äûÿ{z�»子y�~精神保健P~問Ü~úÉ¿因子~V析²行s�2 

ćĀ²óÄù{z�»ï子健康手帳~p効性{関�»Ï入ûß装研究

²óÄù共和{zいv1ï子健康手帳~ćýÈ·¿ø|地域~妊産婦~産前û産à~
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保健|療ÅüăÉ~ýþ利用{��¹�効ÿ²検証�»¿ùÉÏüRCT ²ß施��2 

ĈĀ|療経済的zV析

_児üÉā´øÁ²{z�»ÅüăÉ{tいv1利用者~嗜好~�O付�1�¹{�

¼{ÿ�» Willingness to pay 推Û~��~´óÏăõü調査1解析²行svい»2 

ĉĀHPV ワ¿Ñó接種à~体調O良~~生x�~ß態{関�»研究

2022 � 4 o{ HPV ワ¿Ñó~積極的接種勧奨|再開�¼���1全ÿ~W力|療機関

x連携�v1ワ¿Ñó接種à{体調O良²訴えvØ診��患者u~Åüĉ´ùóÉz

y²ß施�1ÿ~V科会やT地域{結ÿ²還元�vい»2

āĀĀ女性~や�~ß態把握x健康情報~ðß{関�»大規模ß証Ï業

Y²ÿw�珍�い女性~<や�ûPl養={tいv1JMDC ~健診ûüËćø÷üÏ²

用いv1~生»þや�う��女性~背o1�~à~健康影響zy²ä索的{明¹{{

�»�x²目的x��Ðl÷üÏ解析²z�zsvい»2 

āāĀ人ô動態調査~úóÁüÈ{¹��産àN�~女性~死ï{関�»研究

人ô動態調査~死ï票û個票x出生票û個票1死産票û個票{²úóÁüÈ�1産à

N�ñÕ~女性~死ï²\Û�v1�~死因や背o因子~解析²行svい»2 

āĂĀ新規疾患~新生児ĎÉÉ¿úüûóÀ{n�¹¼»ß施体制~構築{関�»研究

新規ÿ象疾患~É¿úüûóÀ^入{z�»¿用効ÿV析²ß施�1質調整生`�

ÿQALYĀ{Āu�増V¿用効ÿ比ÿICERĀ²算出�vß施~妥当性²検証�»2  

āăĀ|薬品û|療機器~¿用ÿ効ÿ評価~公的V析業務~ß施

新規|薬品û|療機器~é床的p効性{tいv系統的üăõü²ß施�1�¼{Āu

いv|療経済評価Ē÷û~構築x¿用ÿ効ÿV析²行う2�~Pw1V析結ÿ~O確

ß性評価xÇúúºV析²ß施�vい»2 

4.ÿ�共\研究

ĒóÄû|学大学1ĒóÄû体育大学1²óÄùÿ保健省1INAHTA(the International

Network of Agencies for Health Technology Assessment)1HTAsiaLink1 EuroQOL 

5.主zÿÕ共\研究

筑波大学1慶應義塾大学1山梨大学1OÞ大学1]õ_大学1XÝ大学1大阪教育大学1

ÿ立保健|療科学院1ÿ�W力機構ÿJICAĀ1ð都大学1聖路àÿ�大学 

3-5-13 ¸ÃÑû研究部

1.ďóÇ÷ó

2011 �{環境省~Ï業x�v1環境中~物質|�y�~r長や健康{��¹�影響²明

¹{{�»��~疫学調査<¸ÃÑû調査=|ÉÏüø��2環境省|企画û立案�1ÿ

立環境研究bÿÃ²ËóÏüĀ|Ï業~Ø約的管理²行い1ÿ立r育|療研究ËóÏüÿđ

÷³»ûÅčüøËóÏüĀ||学的側面{¹支援�vい»2¸ÃÑû調査研究部�1r

育Õ~^門家x担当者²xº~x�1�~đ÷³»ûÅčüøËóÏü~機能²担svい
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»2 

2.研究ćýÈ·¿ø

āĀ質問票作rワü½óÀ

ĂĀÿ面調査ワü½óÀ

ăĀ÷üÏĎýÈđóø検討ワü½óÀ

ĄĀ遺伝子解析検討ワü½óÀ

ąĀ²üû¾üVßćýÈ·¿ø

ĆĀ精神神経~ÔVßćýÈ·¿ø

ćĀÕV泌VßćýÈ·¿ø

ĈĀVß横断的検討ćýÈ·¿ø

3.研究体制

¸ÃÑû調査研究部 ï長ÿ¸ÃÑû調査đ÷³»ûÅčüøËóÏü長Ċ大矢~弘

ÑüĐúüÐüÿ生体制御系計測研究ćýÈ·¿øÑüĐĀĊ山q貴和子

ÑüĐúüÐüÿ行動~Ô系計測研究ćýÈ·¿øÑüĐĀĊ目澤ù俊

ÑüĐúüÐüÿ遺伝子解析研究ćýÈ·¿øÑüĐĀĊ熊坂夏彦

質問票作rワü½óÀ長Ċ大矢~弘ÿ²üû¾üËóÏü長1¸ÃÑû調査研究部ï表Ā 

ÿ面調査ワü½óÀ長Ċ山q貴和子ÿ²üû¾üËóÏü行動機能評価支援室長1¸ÃÑ

û調査研究部ÑüĐúüÐüĀ

÷üÏĎýÈđóø検討ワü½óÀ長Ċ目澤ù俊ÿ¸ÃÑû調査研究部ÑüĐúüÐüĀ 

遺伝子解析検討ワü½óÀ長Ċ熊坂夏彦ÿ¸ÃÑû調査研究部ÑüĐúüÐüĀ 

²üû¾üVßćýÈ·¿ø長Ċ�q健ÿÿ免疫²üû¾üû感÷研究部長Ā

精神神経~ÔVßćýÈ·¿ø長Ċ_ĀÔ也ÿ�院長1��½~診療部統括部長Ā 

ÕV泌VßćýÈ·¿ø長Ċ鏡×ïÿV子ÕV泌研究部é床ÕV泌研究室長Ā 

Vß横断的検討ćýÈ·¿ø長Ċ目澤ù俊ÿ¸ÃÑû調査研究部ÑüĐúüÐüĀ 

研究員Ċ_藤o織1à藤麻耶子1宮地裕美子1西Ý美菜保1羊利敏 

4.研究~概要

¸ÃÑû調査w�110 万人²ÿ象{主{質問票w÷üÏ²ßØ�»<全体調査={àえ1

_児診察1血ÿ検査1家庭訪問{{¸sv1質問票~�w�得¹¼zい¸ºû�い÷üÏ

²ßØ�»<学童期調査ÿ全体調査~参à者²ÿ象x�»Ā=<û細調査ÿ全体調査~参à

者{¹ùóÐĐ{抽出�� 5000 人²ÿ象x�»Ā=²ß施�vい»2 

当研究部w�1質問票z¸s|学的検査や精神神経~Ô検査~起案²目的{1¸ÃÑû

調査~中心仮®öüĎ{ÿs�T^門Vß~ćýÈ·¿ø²組織�1調査ÿ象x�y}²

¶ø»Đz¸s�~測Û手法~øÛû評価²²�vい»2~�1全ÿ~調査ß施機関ÿö

ûóøËóÏüx�»Ā{¹~|学的z質問{{ÿ�û�²行い1調査|Ö滑{²行�»

¸うÅčüø²行svい»2~�12021 �þ¸º遺伝子解析室²創設�1臍�血1ï親血

{¹~ DNA 解析1÷üÏ品質管理1全ÂþĐ´óĄõöüÇ÷ó1ÂþĐワ´ù関連解析

ÿGWASĀz¸s1GWAS 結ÿ²用い�ąùÀÇóć論文執筆²²�vい»2 
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3-5-14 ĎÉÉ¿úüûóÀ研究室

1.ďóÇ÷óû目標

新生児ĎÉÉ¿úüûóÀ(newborn screening; NBS)�現x1全部w 20 疾患²ÿ象{

ß施�¼vい»ÿ²ďþ酸ï謝異常症ă疾患û�素Å´¿û異常症Ă疾患ûp機酸ï謝異

常症ć疾患û脂肪酸ï謝異常症ą疾患û¼ù¿øüÉ血症ûYy性w状û機能PQ症ûY

y性�腎Þ形r症Ā2多彩zÿ象疾患{tいv1Þ�診断や偽陽性~多~²防~tt1早

期~見{¸sv�{救わ¼»子ß��²確ß{見t�出�1適Wz|療²ðß�»�x|

n�¹¼vzº1�~¸うz要請{応え»�x|当研究室~使}wあ»2 

2.研究ćýÈ·¿ø

āĀNBS ÿ象疾患~確Û検査~整備ãUxðßûÞ症þ評価

ĂĀNBS ~見症例~�録ûÃċüø体制~構築

ăĀNBS 検査~標準W

ĄĀNBS ÿ象疾患~ãU

ąĀ糖原病 1a 型~²óÑËóÉ療法開~

3.研究体制

室長Ċ但馬剛 

é床検査��Ċ志r明子, 相﨑潤子 

研究補û員Ċ前uZ子 

共\研究員ĊX澤温子, _澤仁子, Þ�陽Ï(福ß大学), 

花ß潤�(X�Ó薬剤�会公衆衛生検査ËóÏü), 

ß都宮朱Ý(ß島^立X部|療ËóÏüá_^民病院) 

4.共\研究体制

�策科学研究部 �策評価研究室1ß島大学 _児科1 福ß大学 _児科1島y大学 _児

科1ÿ立保健|療科学院 保険|療経済評価研究ËóÏü1 

é床検体~解析Ċ47 都Ó府��yv~|療機関{¹診断ß¼~検体ðß²Ø�vい»2 

5.主z研究rÿ

āĀ脂肪酸ï謝異常症~確Û診断÷üÏØ積

MCAD k損症ûVLCAD k損症ûCPT2 k損症²ÿ象{1酵素活性測Ûx遺伝子解析{¸

»診断確ÛûÞ症þ評価²ýþ�vい»2 

û2023 �~診断ß績(罹患者u)ĊMCAD(2), VLCAD(16), CPT2(2)

ĂĀVLCAD k損症ûCPT2 k損症É¿úüûóÀ指標~再検討

�¼~w{確Û検査²ß施�v}� NBS 陽性例~血ÿ濾}²Çû»ûûÑóćýą±

´û{tいv1receiver operating characteristic V析²ß施��2�~結ÿ1CPT2 k

損症É¿úüûóÀw� C12/C21VLCAD k損症É¿úüûóÀw� C14:1/C8, C14:1/C10
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|1�¼�¼Úい水準w感þû特異þ²両立�得»x評価�¼�2原著論文x�v報^

à1全ÿ~ĎÉÉ¿úüûóÀ÷üÏw~検証{tいv1当ËóÏü倫理審査委員会w~

��ûß施許ÿx1åqĎÉÉ¿úüûóÀ学会精þ管理委員会û理Ï会w~��²得

v1Tëÿ体検査施設{ÿ�»調査~準備²²�vい»2 

ăĀTëÿ体~ NBS 連}W議会û中x|�²Ï�»~見患者情報~ßØ

 現行 NBS Ï業~効ÿûp用性²l��評価�»��{�1Ú精þ{tW質z検査~ðß

x1陽性例~精査結ÿz¸s罹患確Û例~é床経Þzy~情報Ø約|Oÿkwあ»2�{

�1ß施主体�都Ó府�Ă�ð指Û都^＝計 67 ëÿ体{細VW�¼vzº1運用ß態�ë

ÿ体û検査機関�x{{zº~相Õ|あ»2特{1個人情報保護~��~規制方針{�ë

ÿ体間~温þÿ|大}い2 

 �~¸うz困÷²克o�»方途x�v1精査ñ降~|療üĉûw情報²ßØ�»y�1

全ëÿ体{ NBS Ï業~×º~x�²担う<連}W議会=~設置x1��w中心的役割²担

う<中x|�=~øÛ²要請�1中x|�²ÿ象{~見患者情報~調査²行うß組�u�

º²²�v}�2�¼� 2019 �þ~w�åq公衆衛生W会補ûÏ業~補û²Ø�v×º

組³w}�ÿV担Ï業者Ċ島y大学特任教授û山ô清lĀ|12020 �þ{¹�当研究室|

引}ýいwい»22021 �þ{¹�新生児ĎÉÉ¿úüûóÀ精þ管理Ï業~N環xO置付

�»�xxzs�2zz12023 �þ{¹�精þ管理Ï業|N般社団法人格²×得��åq

ĎÉÉ¿úüûóÀ学会x移管�¼1当研究室~~見患者情報ßØ{�1�~枠組�~中

wýþ�vい»2 

2023 �þ調査結ÿ 

 2022 �þ NBS 新規~見患者u~調査x12020 �þ NBS ~見患者~Îà調査²ß施�

�228 都Ó府�{¹回答|あº1新規~見患者� 337,964 出生中 42 例(²ďþ酸ï謝

異常症 17, p機酸ï謝異常症 13, 脂肪酸ï謝異常症 12)1患者»þ 1/8,047 出生xい

う結ÿwあs�22020 �þ~見患者�1当初確�済� 59 例(āう�ā例�初回調査f点

w死ï報^あº)中 47 例{tいv回答|あº1~ÔÎà良好 311軽þ遅ĀĄ1中{þ遅

ĀĂ1Þþ遅Āā1 O明Ĉ1死ïāxいう結ÿ|得¹¼�2 

ĄĀNBS ÿ象疾患~ãU

 2020～2022 �þ AMED r育疾患克o{総\研究Ï業<新生児ĎÉÉ¿úüûóÀÿ象ã

U~��~疾患øÛĀ準~確立={引}þ}研究ï表者x�v12023～2025 �þ�y�

家庭科学研究 r育疾患克o{l世ï育rĀø研究Ï業<新規疾患~新生児ĎÉÉ¿úü

ûóÀ{n�¹¼»ß施体制~構築{関�»研究=²²�vい»2AMED 課Üw策Û��

øÛĀ準{即�v新規É¿úüûóÀ²評価�»Pw必要z情報²ßØ�»��1T疾患

領域~^門学会z¸s公的研究班x連携�v調査計画²立案�1�l着手�vい»2Þ症

複\免疫O全症û脊髄性{萎縮症{tいv�1公的É¿úüûóÀ~早期ß現{ÿ�»社

会的要請~Ú~º²Ø�v1複u~ëÿ体wĒ÷û的{ß施�»<ß証Ï業=|ð和 5 �

þ補lÎ算{盛ºÁ~¼ă�¼{¸sv得¹¼»知見�研究班xðß�¼»ÎÛwあ»2

T領域横断的z課Üx�v1遺伝»¶ËúóÀ体制や¿用ÿ効ÿ{tいv�1�¼�¼^

門x�»班員{¸»調査û検討²²�vい»2 
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3-5-15 _児c性特Û疾病情報室

1.ďóÇ÷ó

_児c性特Û疾病x�1ÿ||療¿{~支援²行うy}xÛ�vい»子y�~c性疾病

wあº1800 ñP~疾病|ÿ象xzsvい»2_児c性特Û疾病ÿ策��¼¹~疾病²抱

え»子y���x~|療¿{~支援²支援�»ÿ~Þ要z施策wあ»2x請~�{é床情

報² 載��|�~診断þwあ»|療意見þ|ð出�¼1�~é床情報²Ø�÷üÏĉü

ÉW�疾病研究|行わ¼vい»2当研究室�1_児c性特Û疾病児童{÷üÏ~入力û運

用や_児c性特Û疾病{関�»情報~信²行う¶·ĆÅ´ø~運営{{関わ»厚生労働省

Ø�Ï業²ß施�»xx�{1c性疾患や子y�~健康{関�»疫学研究{²行い1÷病

�策やr育ûï子保健�策1 害福祉�策zy疾病²抱え»子y���{関連�»厚生労

働省や子y�家庭ß~施策²支え»活動²行svい»2 

2.ćýÈ·¿ø

○Ï業関連

āĀ_児c性特Û疾病児童{÷üÏĉüÉ~運用

ĂĀ_児c性特Û疾病čüÏû¶·ĆÅ´ø~運用

ăĀ子y�~|療¿ûr制þ~解®Å´ø~運用

ĄĀ_児c性特Û疾病指Û|研修用 e-learning Å´ø~運用

○研究関連

āĀ_児c性特Û疾病{Ï»Āø研究

ĂĀ÷ÿ性肝胆膵疾患{Ï»�策研究

ăĀ÷ÿ性消W器疾患{Ï»�策研究

ĄĀëý炎症性疾患{Ï»�策研究

ąĀ_児 SLE 診療¼´ùù´ó~作r支援

ĆĀ�幼児身体~育調査{関�»研究

ćĀP出生体Þ児~r長û~Ô{関�»研究

ĈĀÿ�生活機能V類²用い�÷病û_c患者~生活機能評価{関�»研究

ĉĀICT ²利用��早産P出生体Þ児~育児支援ôüû{関�»研究

3.研究体制

室長Ċ盛Nï德 

研究員Ċ桑原}Ý香1à藤r美1渡部静 

研究補û員Ċ�ß]�1森淳之Ï1伊藤昌子1渡部静1Úo麻衣 

Ï務Ċ_藤{zº 
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4.共\研究体制

株式会社 JMDC x~診療報ý明細þ÷üÏ~利活用{関�»Āø研究

5.ćýÈ·¿ø~概要

○Ï業関連

āĀ_児c性特Û疾病児童{÷üÏĉüÉ~運用

_児c性特Û疾病児童{÷üÏĉüÉ²作»��{1全ÿ~ëÿ体{¹|療意見þ~写

�²回ß�1電子÷üÏW²行svい»2~�厚生労働省{¹~÷üÏÐl利用~��~

÷üÏðßß¼{ÿ�÷üÏ抽出²行svい»2~�l期�録ÇÉöĐ開~支援や÷üÏ

抽出用ÇÉöĐ~開~²行svい»2 

ĂĀÿ民{U��情報~信

疾患概要や診断~手引}1|療意見þ様式{²公開�vい»čüÏû¶·ĆÅ´øや子

y�~|療¿ûr~解®Å´ø1_児c性特Û疾病指Û|研修用 e-learning Å´ø~運

営²行い_児c性特Û疾病{関�»情報~信²行うxx�{1施策運用²支えvい»2 

○研究関連

āĀ_児c性特Û疾病{Ï»�策研究

_児c性特Û疾病{関�»Āø研究x�v1åq_児科学会z¸s関連学会1÷病�策

研究班xW\�1ÿ象疾病~追à検討²ß施�1厚生労働省x新�{ 13 疾病~追à要望²

行s�2r人移行{zいvÞ要wあ»指Û÷病x_児c性特Û疾病x~ÿ応状í~検討²

行い1指Û÷病 253 疾患1_児c性特Û疾病 406 疾患~ÿ応²明¹{{��2子y�ë身

x~疾患理解²Ð�情報伝Ô手段~検討x�v1動画媒体²利用��|\~子y�~�知

{tいv評価²行s�2N般ÿ民²ÿ象x��|療¿ûr制þ~解®x�v1´ùÉøや

漫画²用いv指Û÷病x_児c性特Û疾病~Õい²解®�»Ãóöóô²作r�v公開�

好評²得�2 

ĂĀ子y�~c性疾患{Ï»疫学研究

死ï票²利用�わ|ÿ~_児期c性疾患~死ï÷|Þ去 50 �間wz¸� 1/7 {減少�

vい»�x²証明�1r人移行症例|増à�vい»ÿ能性²示��2死ï票²利用��÷

色体異常症~死ï÷~変W{関�»V析²²��2ú¶ĎÑ性疾患~²óđóøûüÊ²

評価手法{関�»系統的üăõü²行s�2厚生労働省研究班x連携�1ëý炎症性疾患

や SLE ~診療¼´ùù´ó作r²支援��2 

ăĀ�幼児身体~育z¸s早産ûP出生体Þ児~長期Îà{関�»研究

�y�家庭ß{¸»研究班{v1�幼児身体~育調査~ß施x�~結ÿV析²行s�2

新型Ãýú¶´ûÉ感÷ã大{¸ºß施|延期�¼vい��幼児身体~育調査²ð和ą�

{ß施w}�2わ|ÿ�早産ûP出生体Þ児~割\|Ú�1ï子保健行�P~Þ要z課Ü

~Ntwあ»|1研究班{zいv遠隔期~身体~育や精神~Ô{関�»全ÿ調査²開始�

�2~�極P出生体Þ児~育児支援x�v1ICT ²利用��情報共p{関�»研究²²�

�2 
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3-5-16 Ð´ĀüÇö³研究室

1.ďóÇ÷óû目標

当研究室~ďóÇ÷ó�Q ~ătwあ»2

āĀ<生物学的性(sex){着目��Ăø~多様性²解明�»= 

ĂĀ<ÂþĐû¸ĄÂþĐ解析{¸»Yy希少÷病~遺伝学的背o²解明�»= 

ăĀ<研究組織~多様性²推²�1研究支援環境²整備�»= 

わ¼わ¼�1Ð´ĀüÇö³²構r�»属性{tいv1性wや�齢zy{àえ1<病気w

あ»�x=や<病気~原因xz»遺伝子~変W²持t�x=�1Þ要z属性wあ»x捉え

vい»2当研究室w�1科学的û|学的視点{¹Ăø~生物学的多様性²深�理解�»x

x�{1�~知見²ß�~信�vい��x²目指�2~�1Ð´ĀüÇö³ß現推²室x

連携�1ËóÏüÕ~多様性²^Þ�»研究環境整備{�×º組��xw1�yv~研究

者|能力²最大限~揮w}»職|²構築�1組織全体~持þÿ能z~展{�寄P��い2 

2.研究体制[ ]Õ�兼任

室長Ċ深見�紀ÿ～2023 �ĆoĀ�原圭子ÿ2023 �ćo～Ā

研究員Ċ深見�紀ÿ2023 �ćo～Ā[研究b�b長1V子ÕV泌研究部部長]

�原圭子ÿ～2023 �ĆoĀ[V子ÕV泌研究部P~研究員] 

宮戸健Ð [細胞|療研究部 生殖細胞機能研究室室長] 

黒o陽子 [ÂþĐ|療研究部室長1共\研究管理室室長] 

o部淳 [V子ÕV泌研究部P~研究員] 

À敦美 [ÇÉöĐ~生û再生|学研究部研究員] 

3.活動概要

［生物学的性(sex){着目��Ăø~多様性~V子Āø研究］

生物学的性ÿ遺伝的性1ċûĒó1解剖学的特ĀzyĀ{着目�1�¼{関連�»多様

z要因²解明�»�xw1Ăø~多様性²包括的{理解�»研究²行svい»2 

ûÇüû²用い�簡易ï画1文_zy~制作物w_児~性ÿ²Î測�» AI ćýÀùĐ²開

~�1機械学ÿ²用い�筆 文_1ï画1ý作1ÇüûÀº~特性解析²行s�2

û多嚢胞性卵巣症候群~原因解明~��144 人~患者x 301 人~ÿ照²ÿ象{ SKAT-O 解析

²ß施�1GSTO2 遺伝子~希少z病的Āú²óø|患者群wp意{多�検出�¼1GSTO2

~希少Āú²óø|N部~ PCOS úÉ¿因子xz»ÿ能性|示唆�¼�2

ûåq~大学生 736 ]²ÿ象{性ë�x性的指U~多様性²調査�1Pい性ë�ÉÃ²や非

x型的z性的指U²示� 80 ]{ÿ�遺伝学的解析²行s�2�~結ÿ1性ë�や性的指

U{�幅ßいV_|見¹¼1TDRP zy~遺伝子~希少Āú²óø|関P�»ÿ能性|示

唆�¼�2性|連þ的z表現型wあ»�x²支持�1性~多様性²理解�»Nûxz»÷

üÏ²ðß��2

［ÂþĐû¸ĄÂþĐ解析{¸»Yy性遺伝性疾患~V子遺伝学的研究］

ÂþĐû¸ĄÂþĐ解析手法²用い1Yy性遺伝性疾患~遺伝学的背oや1疾患~~

症đ»ûÊĐx~症{関わ»要因~解明²目指�V子遺伝学的研究²行svい»2~�1

研究bÕ~衛生検査ËóÏü{z�»Yy性遺伝性疾患{ÿ�»é床検査~社会ß装推²

{�×º組³wい»2 

û非症候性胆Ó閉鎖症~原因解明~��115 人~患者群x 509 人~ÿ照群{ÿ�ÂþĐ

ワ´ù解析²ß施��2SKAT-O 解析{¸º1MFHAS1 遺伝子~稀z病的Āú²óø変異

ÿp.Val106Gly x p.Arg556CysĀ|患者群{p意{多�1MFHAS1 変異|非症候性 BA

~úÉ¿因子xz»ÿ能性|示唆�¼�2

ûåq~ Prader-Willi 症候群患者 177 ]~周産期x新生児期{z�»é床的特Ā²解析

�1生殖補û|療{¸»出生児1胎動~減少1帝王W開{¸»出生1新生児期~{緊

張PQや授�困÷1停留精巣|Ú»þ{��¹¼»�x²明¹{x��2 
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û{�� DNA 研究bx~共\研究w1機械学ÿ~手法²用い1¿úû»ûÇü¿¸óÇó 

À{z�»潜x的zÇü¿¸óÇóÀ¸ùü{ÿ処�»��~ÉÃ²²開~��2 

 
[研究組織~多様性推²x研究支援環境整備] 

Ð´ĀüÇö³ß現推²室xW働�1N般Ï業主行動計画{Āu}1ËóÏüÕ~Ð

´ĀüÇö³1¸¿´ö³1´ó¿ûüÈ÷ó~推²{ü��2w体的{�1東ð|科歯

科大学学生支援û保健管理機構長  宮崎泰rY生{¸»特wËďúü²開催�1研究b職

員公募1研究bÕ研究rÿ~表会~英語� ÿ応zy²開始��2  

 

 

3-5-17 共\研究管理室 

 

1.ďóÇ÷ó  

共\研究管理室w�1ËóÏüÕ{z�»Ö滑z共\研究~推²支援x1研究{必要z

施設や機器{~Āø整備{関わ»業務²推²�vい»2 

研究b~T�{O置�»共\利用機器室{�1超純水製造装置1製�機1ºüø¿üü

Ć1乾熱滅Ï器{~ß験設備|配備�¼vい»2~�1T種Ý微鏡1細胞V×装置1½ē

Ąùúü型Çü¿¸óÅü1l世ïÇü¿¸óÅü1Ûà PCR 装置1ÇóÀûËû解析装

置zy~大型w精密z共\利用機器|設置�¼vい»2�¼¹~ß験機器{àえv1共用

w利用ÿ能zá全½ēăýóøや CO2 ´ó½õĉüÏü{~細胞ÿ養関連機器1x酸~ą

ùÀđóø解析装置1恒温ÿ養器1超P温ąúüÆü{~汎用性~Úい共\利用機器~維

持管理1並s{1研究b~施設{関わ»´óąù整備|主要業務wあ»2 

~�1ö¿û»ûËďúü~開催²通�v1最新~研究�術x新規解析機器{関�»情

報共p²行svい»2�¹{1öüÆü~希望{応�v1共\利用機器~×扱®明会~開

催やö¿û»ûÅčüø{関�»情報ðßzy1共\研究管理室|管理�»共\利用機器

~効÷的z運用²推²�vい»2 

研究b~共\利用機器室Ûsé床共\研究{域w�1T研究部室1再生|療ËóÏü1

é床研究ËóÏü{b属�»研究者~à1病院部門T科~é床研究ß施者|1共\利用機

器²用いv研究²行svい»2P ~T部室ûËóÏü{属�»研究者x緊密{連携�z

|¹1Āºz�Ā礎研究1é床研究|推²�¼»¸う{ü�vい»2Îà1ËóÏüÕ~

研究者x~�¹z»連携体制~確立²目指�v1\研究{域|¸ºp効{t効ÿ的{利用

�¼»¸う支援�»2 

~�1P ~研究支援業務{àえv1_児や周産期{関�»疾患ÂþĐ解析²行svい

»2w体的{�1Yy性稀少÷病{ÿ�»適W{t質~担保�¼�遺伝|療~ß装²目標

{掲�1研究bÕ~T部室x共\研究²行svい»2 

 

2.研究ćýÈ·¿ø  

āĀYy性稀少÷病~遺伝学的背oä索~��~Ā礎的研究 

近�~ÂþĐ解析手法~²展z¸sĂøÂþĐ÷üÏ~共pW{伴い1Yy性稀少÷

病患者{ÿ�»遺伝学的背o~ä索|急�{²�¹¼1多�~疾患~~症原因|明¹{{

zsvい»2�{�z|¹1ß然x�v原因O明~疾患{é~�¼vい»患者�少z�z

い2当研究室w�1原因O明~Yy性稀少÷病~原因究明²目指��ÂþĐû¸ĄÂþĐ

解析²ß施�1o診断疾患~原因究明²目指��研究²行zsvい»2ç`~ÂþĐû¸

ĄÂþĐ解析手法{àえv新�z解析手法²^入�1Yy性疾患²ÿ象x��遺伝学的解

析²²�»�x{¸º1疾患~症機序~解明1診断法z¹s{検査法~開~{U��研究

²²�vい»2 

ĂĀYy性疾患~¿úû»ûÇü¿¸óÉ~社会ß装 
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¿úû»ûÇü¿¸óÉx�1l世ïÇü¿¸óÅü²用いv患者~持tÂþĐ情報

や疾患関連遺伝子²網羅的{解析�1検出�¼�ÂþĐ配列~変WÿĀú²óøĀ~結ÿ

{é床的z意味u�²行う�x{¸sv1診断やÿ療法ø択~Nûx�»解析法wあ»2

当研究室w�1ËóÏüÕ{設置�¼�衛生検査ËóÏüや{�� DNA 研究b{��遺伝

子検査室x密{連携�1ÿÕ{z�»Yy性疾患~¿úû»ûÇü¿¸óÉや遺伝学的検

査~nÛ²目指��×º組�²²�vい»2~�1遺伝学的検査手法~Ú精þWや新規検

査法~開~zy1o診断疾患~診断÷UP{U��研究²行svい»2 

ăĀ管理業務 

当ËóÏü{zいvT研究者~研究活動|Ö滑{²�¸う1共\利用設備û機器~管理

運営²ß施�vい»2 

û共\利用機器購入z¸s共\利用機器保à契約~x請 

û共\利用機器修理û部q~緊急~注û納品業務û伝票処理 

û研究者{¹~å々~問い\わ�{ÿ�»ÿ応 

ĄĀ研究支援 

研究者U�{1最新�術1最新機器ÿ共\利用機器x�vp用z機器1解析�術1Í

ąø¶·²1{Ā²紹Ï�»ö¿û»ûËďúü1ö¿û»ûÅčüøËďúü²Û期的

{開催�vい»22023 �þ�1研究機器や解析手法{関�»Ëďúü²Ĉ回開催��2

~�1�¼¹~Ëďúü~動画²録画�1動画~ýØ²行s�Pw1ËóÏü職員wあ¼

�いtw�ëv{視聴w}»ß組�²構築��2 

û新規購入~��ç`~共\利用機器{tいv1機器設置{関�»業務並s{機器²óć

Àüüùzy~ö¿û»ûÅčüø2 

 

3.研究体制 

室長Ċ黒o陽子ÿÂþĐ|療研究部r育疾患ÂþĐ研究室長1Ā´ºĀó¿共\研究調整

室長1衛生検査ËóÏüYy性疾患遺伝学的検査部門1úÅüÑ²ùďûÉøüü

Ç÷ó室1Ð´ĀüÇö³研究室1�任Ā 

P~研究員Ċ�原圭子ÿ～2023 �ĆoĀ 

研究補û員Ċmu亜季 

Ï務補û員Ċ島q愛子 

 

4.共\研究体制 

āĀÿ立r育|療研究ËóÏü研究bĊ深見�紀部長1要匡部長1中林N彦室長1宮戸健

Ð室長1鏡×ï室長1岡r浩ù室長{{ 

ĂĀ浜�|科大学Ċ緒方勤特}研究教授 

ăĀÿ立遺伝学研究b比較ÂþĐ研究室Ċ豊u敦特任教授 

ĄĀ東ð大学新領域創r科Ċ鈴o穣教授 

ąĀ{�� DNA 研究bĊ_原收�b長 

ĆĀw府大学食物l養科学部Ċ宮戸�美教授 

ćĀX�Ó大学大学院理学研究院Ċ黒岩麻Ý教授 

 

5.研究~概要 

［Yy性稀少÷病~遺伝学的背oä索~��~Ā礎的研究］ 

÷色体構造変W²p�»性VW異常症~症例{ÿ�v1ºćö³»ûÂþĐĎóĄóÀ

解析ÿOGMĀ1²ü´ CGH z¸s全ÂþĐ配列解析²ß施�1�¼¹ăt~手法²比較�1

÷色体W断点~\Û{zいv OGM |p用wあ»�x²示�� ÿÿ立r育|療研究ËóÏ
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ü1深見�紀部長x~共\研究Ā2 

~�1当研究室w�1ĂøÂþĐ~÷解¯領域²ÿ象x��ÂþĐ構造決Û²²�vい

»2r育疾患{zいv1遺伝学的原因|o解明z疾患~多��1�~疾患原因|÷解¯領

域{v来�»�xや疾患原因領域~đÑûW異常{v来�»�~|含~¼vい»2�¼¹

~疾患原因²明¹{{�»��1ÂþĐû¸ĄÂþĐ解析手法²用い�検査法1診断法~

開~²²�vい»2 

 

 

3-5-18 ß験動物管理室  

 

1.ďóÇ÷ó  

 ß験動物管理室�1動物ß験{zいv感÷症|~生�zい衛生的z飼育管理²ß施1動

物福祉{配慮��飼育1ß験|行わ¼»�x²2~�1ß験動物委員会²通�v適lz動

物ß験や法規{tいv~最新情報²入手�»¸うü�1ß験動物講ÿ会やċüĐĊüÈz

y²通�v情報ðß²行う2人員�研究員Ð]w構r�¼vzº1研究支援x�v遺伝子

改変動物~作製1胚や精子~凍結保`²活用�動物~清mW²積極的{推²�»2 

 

2.活動状í 

［講ÿ会~ß施］ 

 ðoā回1新規利用者{ÿ�v利用者講ÿ会²ß施�vい»2動物愛護法1ß験動物~

飼養x管理{関�»Ā準~概要²®明�1動物福祉{配慮��ß験|遂行�¼»¸う指^

�»2~�1動物施設�共\利用施設wあ»�x{¹使用{関�»ûüû|Û�¹¼vz

º1�~Õ容~û細やß�~手�{tいv�®明�»22023 �þ� 38 ]~新規Ø講者{

ÿ�v講ÿ²行s�2 

 

［動物ß験計画þ~審査］ 

 研究bÕw行わ¼»動物ß験��yv動物ß験計画þ²ð出�z�v�z¹zい2動物

ß験委員会�動物ß験計画þ~Õ容²審査�1動物福祉{ÿs�ß験wあ»{²審議��

~�{���»22023 ��Ă件~新規課Ü件x 50 件~ýþx請|あs�2 

 

 

［微生物ĒûÏúóÀ］ 

 指Û~ĆúüÐüñ^~^部機関{¹~動物~^入�1感÷症Î防~観点{¹Ø精卵�

���凍結精子w個体ÿ元²行s�à{^入�»22023 �~ąox 11 o~微生物ĒûÏ

úóÀ検査w�異常���¹¼z{s�2 

 

［�術支援］ 

 2023 ��遺伝子改変動物~作製ÿć件Ā1Ø精卵精子凍結ÿ13 件Ā1個体ÿ元ÿ12 件Ā1

卵巣移m(ā件)²行s�2 
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［動物慰霊祭xß験動物利用者再教育］ 

 2023 � 12 o 22 å{研究bĂ�Ëďúü室wß験動物慰霊祭|行わ¼�2~�1ß験動

物利用者~再教育�行わ¼�2 

再教育~Õ容 

2023 � 12 o 22 å 10 f～10 f 30 V 

出�者 119 ] 

āĀ3Rs ~確�x動物ß験~Þ要性ÿ梅澤b長Ā 

ĂĀEU ~動物ß験~現状1慰霊祭~|史ÿ宮戸動物ß験委員長Ā 

 

3.研究ćýÈ·¿ø  

Ăø~病態²再現�»Ē÷ûĎ¶É~作製{�1ÂþĐýØ�術やÈüóÏüÂö³ó

À��wz�1đÉĎ¶É{¹卵子²効÷的{得»��~Þ排卵処理やë然交配{z�»

精子~挙動zy1~生ý学{関�»幅ßい知見|必要xz»2当研究室w�独ë{遺伝子

改変Ď¶É²作製�1網膜色素変性症やÂþĐ´óćúóö³óÀ{関�»研究²行うx

x�{1Ď¶É~生殖効÷{関�»研究²行う2 

 

4.研究体制  

研究員Ċ津rù樹 

研究員Ċ²^美~ 

 

5.共\研究体制 

明ÿ大学農学部生体制御学研究室 河ß菜摘子准教授 

明ÿ大学農学部動物再生ÇÉöĐ学研究室 乾×史准教授 

w府大学食物l養科学部食物l養学科 宮戸�美教授 

 

6.研究~概要 

āĀ網膜色素変性Ď¶É~ÂþĐýØÿ療 

CBA/J, C3H/HeJ Ď¶É�遺伝的{網膜色素変性症²~生�»2原因遺伝子� Pde6bÿċ

ÉċÈ¸ÉöùüÌ 6BĀ~ā塩Ā置換{¸º桿体細胞|²čøüÇÉ²起��~症�»x

報^�¼vい»2CRISPR/Cas9 {¸º1�~原因遺伝子~変異²l常{戻��2CBA/J, 

C3H/HeJ �l常遺伝子{置換�»Ï{¸º桿体細胞|l常{��¹¼�2行動試験w�視

覚的断崖課Ü1ÿ視逃避Ā課Ü1明÷ø択課Ü²ß施��2試験~結ÿ1CBA/J x C3H/HeJ

w�視覚~l常行動|両系統{��¹¼�|1ç~異z»行動様式|��¹¼系統ÿ|`

x�vい»�x|v明��2 

ĂĀÂþĐ´óćúóö³óÀ~研究 

 哺�類�1父親xï親�¼�¼{¹āËóø�t�¹s�遺伝情報²ÂþĐx�v持s

vい»2�~う�N部~遺伝子�w方~親v来~�|働�ÂþĐ´óćúóö³óÀx|

�¼»1²W~Þ程w哺�類|獲得��特異z遺伝子~現制御²Ø�»2Ð倍体x�v~

利点²捨vv~wz�特Û~遺伝子|´óćúóö³óÀ²Ø�»¸う{zs�~{1~

�y~¸うz���w生物種²越えv´óćúóö³óÀ|維持�¼vい»~{zyわ{

svいzい�x�多�あ»2Impact �{|全v~生物{`x�»遺伝子wあ»|1哺�類

~z{w�¶Å¾目x�s歯目w�父親v来~²üû~�|~現�»2¶Å¾目~z{w

�初期{VW��ú½¶Å¾�1Impact ~周¿領域|à~y~生物x�Nô�zい特Ā²

持svい»�x{¹1ú½¶Å¾ Impact |1à~¶Å¾x\様{´óćúóö³óÀ²Ø
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�vい»�x²確��»��{åqþp種wあ»¸Îú½¶Å¾ÿOchotona hyperborea 

yesoensisĀ~全ÂþĐÇü¿¸óÇóÀ²行s�2�~結ÿ1Impact �à~¶Å¾x\

様{父親v来~²üû~�|~現�vい»ÿ能性|示唆�¼�2~� Impact 周¿~遺伝

子配置|ú½¶Å¾間w保`�¼vい»�x²見出��2Îà1ú½¶Å¾ÂþĐ²¸º

û細{解析�»xx�{1ú½¶Å¾ÂþĐ²Ď¶ÉÂþĐ{挿入��遺伝子改変Ď¶É

~解析{¸º1Impact ~~現制御機構~解明²目指�2 

ăĀĎ¶É生殖効÷{関�»研究 

 遺伝子改変Ď¶É作製w�体^Ø精1Ý微授精1Ď´¿ý´óÈ·¿Ç÷ó1胚移mz

y多岐{わ�»~生ÿ生殖Āý学�術²駆使�»必要|あ»|1体^Ø精~効÷�系統�

x{異z»¸う{1\N~処置{ÿ�v異z»結ÿ²示�例|あ»2Ē÷û生物x�v最

�多用�¼»Ď¶É系統 C57BL/6(B6){�異z»維持施設{v来�� B6/J x B6/N ~Ă種

類|`x�1両系統{�¹¼»遺伝的zÕい�わ�{z|¹1肥�や糖耐能1´óÉúó

V泌zy~ï謝Þ応{�Ý著zÕい|あ»�x|報^�¼vい»2��w1^来性~ċû

Ēó²投P�多u~卵子²得»Þ排卵処理² B6/Jx B6/N~đÉ{ÿ�vß施��x�½1

Ą±齢~ B6/J 系統|xºわ�ċûĒóx~応答性|Úい�x²見出��2Îà� B6 間w

~ċûĒóx~応答性{ÿ|生�»原因²追n�»xx�{1体Õ環境w~Ø精{必須w

あ»精漿Ïóā¿質~機能解析²行う2 

 

 

3-5-19 ùÈº²´Íø−ć管理室 

 

生}科学研究部門 免疫²üû¾üû感÷研究部 移m免疫研究室xÞ複~��1ùÈ

º²´Íøüć管理室�省略 

 

 

3-5-20 Ā´ºĀó¿  

 

1.概要 

ÿ立研究開~法人ÿ立r育|療研究ËóÏü²含�ÿ立Úþ^門|療研究ËóÏüÿú

Ç÷úûËóÏüĀ�1ÿ民~健康{Þ大z影響~あ»様々z病気²解明�克o�»�x

²使}x�vい»2T々~úÇ÷úûËóÏü|1病気{関�»最Úüĉû~|療²ÿ民

{ðßw}»¸う{å夜ü�»xx�{1特{診断ûÿ療{è慮�»疾患²ÿ象x�v1

新�い診断ûÿ療ûÎ防�術~開~{積極的{×º組³wい»2�{�1�~¸うz|学

~²歩{U��×º組�{�1検査{使わ¼�à~余�z血ÿ1体ÿや組織{²p効{活

用��研究|Oÿkwあ»2�¼~w~|学~²歩�1疾患{è��方々{¹\様{検査

やÿ療~Þ程w~生�»余�z生体試料²利用�v行わ¼�研究rÿ{ß»x�½|大}

い2最新~解析�術²用い1多�~患者�³{�W力い��い�生体試料²解析�»�x

w1 �¼{¹�新�z|学~~展|生�出�¼vい�Ï{疑念~余地�zい2��v�¼

¹~研究rÿ�1 現x病気{é~�¼vい»人々��wz�1将来世ïÿ子ß1孫~世ïĀ

~人々²病気{¹救う�x|w}»ÿ能性²秘�vい»2�~¸うz<新�z|療~創造=

{U�v歩�²²�»y�1Ćt~úÇ÷úû ËóÏü|W力�1血ÿû組織{~保管1

研究~��~手þ}²共通~体制w運用w}»¸う1<úÇ÷úûËóÏüûĀ´ºĀó¿
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ýóøワü¿ćýÈ·¿ø=²推²�vい»2 

 

2.目的 

比較的多u|罹患�»ÿ能性~あ»疾患ÿcommon diseaseĊ|³1心血管病{~生活ÿ

d病1�知 症zyĀ~r因û病態�極�v複雑wあº1�~解明û克o~��{�多面的

{t統\的z研究²ćýüÑ|必要x�¼»2N方w1÷病ÿ�~多�� rare diseaseĊ

稀少疾患Ā~p効zÿ療法開~{�1ß態調査ûĀø研究{¹é床x~展開研究|必要w

あ»2従来{¹1Ăø~生体v来試料 — Ā´ºúÍüÉ — |研究目的wßØ保管�¼1

�¼²活用�»�xw最Y端研究²推²�¸うxいう動}�見¹¼�2特{近�1ÂþĐ

|学û再生|療Vß~�術革新|²�{t¼v1Ā´ºúÍüÉ~Āó¿W~Þ要性|�

識�¼1Tÿ|精力的{<Ā´ºĀó¿=構築{×º組³wい»2s|ÿ�1<iPS 細胞

zy~細胞株~àý�術=Ûs<Úþz|療体制~Uß{伴うÚ精þz|療情報={zい

v1Y²諸ÿ~中w�優O性²保svい»2�{�1�¼¹~Úþz|療~nÛ{伴い蓄

積�¼»膨大z生体試料や|療情報�1適W{整理û保管�¼vいz�¼�1p効活用�

¼�{死蔵�¼v�~う2ì念z|¹s|ÿ�1<Ā´ºĀó¿=~¸うz体制~構築{関

�v�十Vxいえzい状íwあº1Y端�術²|療{ 応用�v社会{還元�vい���

{��¼¹~整備|Ā緊~課Üwあ»2Ćt~úÇ÷úûËóÏü�1 主要z疾患²網羅

�1ÿ民~健康²à»��{疾患~解明xÿ療法~開~²目指�|療研究機関wあº1�

¼¹|÷Y�v共\~Ā´ºĀó¿構築{×º組�1úÇ÷úûËóÏüÕあ»い�^部

研究機 関x~共\研究{²積極的{推²�1Ā´ºúÍüÉ²産学à連携�v活用w}

»¸うzß組�作º²目指�2 

 

3.²捗状í 

úÇ÷úûËóÏüĀ´ºĀó¿ýóøワü¿ćýÈ·¿ø~ċüĐĊüÈ|公開�

¼1²捗状í|逐N報^�¼»¸う{zsvい»ÿhttps://ncbiobank.orgĀ2当ËóÏü

Õ~Ā´ºĀó¿ÿr育Ā´ºĀó¿Ā�1 当ËóÏü{期待�¼vい»試料ßØ{最適

W��運用ćýøÃû²Û�1当ËóÏü倫理委員会~ ��²Ø�ÿØ付番ø 630 z¸

s 158412022-212Ā12014 �þ中期{¹新規検体~ßØ²²�1�録者u 2,7761総検体

u 5,7381DNA 2,4861血清 1,4781組織�~à 1,774 ²ßØ�� (2023 � 12 opf点)2

NCBN »ÏýÀ÷üÏĉüÉx~情報更新��l行svい»2zz1̂ 部{¹~問い\わ�

� 215 件あº1�~う� 121 件�企業{¹1ìº 94 件�大学û研究機関{¹~問い\わ�

wあs�2Ā´ºĀó¿長 梅澤明弘ÿ�任Ā1�Ā´ºĀó¿長 深見�紀ÿ�任Ā1検体

ÇÉöĐ管理室長 �q健ÿÿ�任Ā1Ā´ºúÍüÉ倫理室長/細胞管理室長 _ß寺×史

ÿ�任Ā1共\研究調整室長 瀧q哲也ÿ�任Ā1Ï務� Ýr和世û 長谷Ý冬雪û諸�史香 

 

 

3-5-21 衛生検査ËóÏü 

 

1.ďóÇ÷ó 

 衛生検査ËóÏüw�1様々z_児~稀少疾患や÷病²ÿ象x�1研究bw行svい»
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研究~中w開~/確立�¼�新�z解析�術や検査法²1診療{役立t検体検査x�v1ÿ

Õ~診療機関{ðß�»�x²目指�vい»2�¼¹~解析�術や検査法²用いv1à~

施設w�ß施�»�x|困÷z検査�目{ÿ応�»�xw1�¼�¼~疾患{ÿ�v1迅

�wl確z診断やÿ療Þ応性~Î測{p用z情報|��¹�¼»�x|期待�¼»2é床

検査��{{関�»法ßw�診療{ß�»検体検査²ß施w}»~�<病院~検査部門=

xT都Ó府�知Ï{{�ÿ�¼�<衛生検査b={限Û�¼vい»��12019 �ăo付w1

研究b~N部²衛生検査bx�v管轄~世u谷保健b{x請1�録�1<r育衛生検査Ëó

Ïü=²~足���2 

 

2.体制 

[血ÿû腫瘍検査部門ÿ~足当初¸ºĀ] 

_児�血病ûúóā腫{ÿ�v中央診断x�vß施�v}�1細胞Ďü»ü解析x½đù

遺伝子É¿úüûóÀ²検体検査x�vØ��vい»2 

āĀ細胞性免疫検査/Ďü»ü解析ÿąýüÅ´øđøúü法Ā 

d�血病ûúóā腫解析検査 

50�目ñP~V子ÿ÷原Ā~~現²解析�1�血病/úóā腫~診断や1û細z病型V類

²迅�{行う2 

e�血病微少ì`病変解析 

ÿ療経Þ中~骨髄ì`�血病細胞u~変W²1最大10種類~÷原~現~特Ā²目s{追

跡�»2ÿ療Þ応性²確��»Pw最�p用z指標~ātx報^�¼vzº1ÿ療²²�

»PwÞ要wあ»2 

ĂĀ体細胞遺伝子検査/造血器腫瘍遺伝子検査ÿÛàPCR法Ā 

急性úóā芽球性�血病1急性骨髄性�血病½đù遺伝子É¿úüûóÀ 

÷色体~îÿ{¸svĂt~全�w々~遺伝子|āt{融\��異常wあ»½đù遺

伝子{tいv1近�新�{\Û�¼��~²含�1ÿ能z限º網羅��É¿úüûóÀ解

析²ðß�vい»2ÿÕ~症~大部V~症例²ÿ象{ß施�vい»��1希少�目~解析

�p効w1~症ß態~解明{結st��x|期待�¼»2 

[Yy性疾患遺伝学的解析部門ÿ2022 �ąo¸ºĀ] 

ÕV泌疾患や´óćúóö³óÀ疾患~診断²目的x�1ñQ~�目{tいv1MLPA 法

Ûs MS-MLPA 法{¸»遺伝学的検査²Ø��vい»2 

保険 MS-MLPA 解析ĊćùÐüû¶³ú症候群1²óÈ·ûĎó症候群1鏡û緒方症候群 

非保険 MLPA 解析ĊSHOX 異常症1Yy性�腎Þ形r症1Y ÷色体微細k失1非保険 MS-MLPA

解析ĊÇûĀüûùóËû症候群1ĉó¿¶³Êûăü÷Ďó症候群1öóćû症候群1

新生児NÞ性糖�病1偽性�w状û機能PQ症1Ăø´óćúóö³óÀ疾患É¿úüû

óÀ 

 

3.ÉÏóą 

管理者1ËóÏü長ÿ遺伝子û÷色体検査精þ管理者ĀĊ清河信mÿ_児血ÿ•腫瘍研究部

長�任Ā 

精þ管理°任者Ċ�q健ÿÿ免疫²üû¾üû感÷研究部長�任Ā 

Ï務Ċÿ�克之ÿ企画経営部研究|療課研究b総務Ï長�任Ā1X部r{ºÿ企画経営部研 

96



究|療課研究b総務Ï�任Ā 

Ï務補û員Ċ得u恵美ÿ〜2023 �Ĉo~wĀ 

[血ÿû腫瘍検査部門] 

細胞性免疫検査担当|�Ċ出ô�生ÿ_児|³ËóÏü_児|³免疫診断科診療部長�任Ā 

é床検査��Ċx家裕ùÿ_児|³ËóÏü_児|³免疫診断科Ā1渡部ÿÿ_児血ÿû腫

瘍研究部研究員�任Ā 

検査補û員Ċk員 

[Yy性疾患遺伝学的解析部門] 

遺伝子û÷色体検査精þ管理者Ċ黒o陽子ÿÂþĐ|療研究部r育疾患ÂþĐ研究室長�

任Ā 

検査担当|�Ċ�原圭子 

検査補û員Ċmu亜季 

 

4.活動状í 

[血ÿû腫瘍検査部門] 

新規~症 914 例~細胞Ďü»ü解析²行s�2�~う�急性úóā芽球性�血病ÿALLĀ

440 例1急性骨髄性�血病ÿAMLĀ130 例1úóā腫ÿ疑い症例²含�Ā116 例1{|含~¼

vい�2~�1再~例x�v 109 例~解析²行s�2ALL Ûs AML �血病~½đù遺伝子

É¿úüûóÀ² 738 例{ß施��2 

ÿÕÿ象 138 施設x何¹{~形w~Ø�検査~契約²結³wい»2Ø�検査ñ^{1�

x�xé床研究~枠組�~中wß施�¼vい»解析{{tいv� JCCG ~é床研究x�v

ß施��2 

[Yy性疾患遺伝学的解析部門] 

65 症例ÿSHOX 異常症Ĉ例121 水酸W酵素k損症Ą例1´óćúóö³óÀ疾患 53 例Ā

{ÿ�v MLPA ~�� MS-MLPA 法{¸»é床検査²ß施��2~�1AMED 研究班zy~解

析委�²Ø�1研究検査x�v 126 件~ MLPA z¸s MS-MLPA 検査ÿSHOX 異常症Ĉ例121

水酸W酵素k損症ą例1´óćúóö³óÀ疾患 113 例Ā²ß施��2 à~施設w�ß施

|困÷zYy性疾患~遺伝学的診断²当ËóÏü|ß施ÿ能�vい»�x²1ÿÕ~診療

関Ï者x周知�»目的w1関連学会{連動�vß報活動²行svzº1現f点w 30 施設x

契約|完Î�vい»2 

 

97



3-6 研究開発÷理部 

 

3-6-1 é床研究管理室 

 

é床研究管理室w�1»ン¿ü{zq»|学系研究や1|薬品{~適応外使用{|1倫

理的û法的{1適正{tÖ滑{行わ¼»¸う1T種指針や法{ÿs�委員会運営や研究管

理²行svい»2 

 

ÿĀ委員会運営 

d倫理審査委員会 

û倫理指針{基u}設置w�委員会w1|薬品{~é床研究ÿ特定é床研究ñ外Ā1観察研

究1手術û手�~é床研究{~審査²行svい»2 

û12回開催w1523件~審査²行s�2 

û前�{¹引}þ}中央N括審査�実施wvい»2 

eé床研究審査委員会 

ûé床研究法{基uいv設置w�委員会w1特定é床研究~審査²行svい»2 

û12回開催w138件~審査²行s�2 

û委員会~認定更新申請²行い1更新|認定u¼�2 

f特定é床研究{管理委員会 

û特定é床研究~当»ン¿üw~実施{tいv管理者許可²得»��~委員会w1実施中~

yyv~特定é床研究|適正{実施u¼»¸う1審査²行svい»2 

ûāüû審査²含�113回開催w� 

g|療Ü全÷査委員会 

û委員会�1病院{zq»|療Ü全{Ï»遂行状í及び管理状í²÷査y»役割²担svい

»2 

û�Ā回開催w1管理状í{Ï»÷査及び報告1必要z管理体制{関y»提案ûû言|行わ

¼�2 

hé床研究÷査委員会 

û委員会�1病院{zいv実施中~é床研究{Ï»遂行状í~確認及び不正Ï案{~÷視1

管理状í²÷査y»役割²担svい»2 

û�Ā回開催w1管理状í{Ï»÷査及び報告1必要z管理体制{関y»提案ûû言|行わ

¼�2 

i高難度新規|療�術評価委員会 

û高難度新規|療�術~提ß{関y»倫理的û科学的z妥当性1»ン¿üw当該高難度新規

|療�術²提ßy»sx~適W性並び{適Wz提ß方法{tいv審査²行svい»2 

ûă回開催w1ă件~審査²行s�2 

jo�認新規|薬品{評価委員会 

ûo�認新規|薬品{~使用{関y»倫理的û科学的z妥当性1»ン¿üw当該o�認新規

|薬品{²使用y»sx~適W性並び{適Wz提ß方法{tいv審査²行svい»2 

û緊急開催²含� 30回開催w166件~審査²行s�2 
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kØ�研究審査委員会 

û治験ñ外~Ø�研究ÿ製造販売à調査1|学専門家業務1企業ß頼~観察研究{Ā~契約1

é床研究»ン¿ü|Ø�y»é床研究支援業務~契約{tいv審査²行svい»2 

û10回開催w1262件~審査²行s�2 

l細胞原料提ß倫理審査委員会 

û再生|療{製品~製造{利用可能zĂø(\種)体性�細胞~Ü定的zß給²実現y»�

�1生物v来原料基準1Ăø細胞原料ß給{Ï»¼´Àン¹{基u}審査²行svい»2 

ûą回開催w112件~審査²行s�2 

 

ĀĀ教育研修 

ûé床研究教育研修{tいv1教育研修»ン¿üx共\wćýÀùĀ²策定w�2 

û外部機関{¹~Ø講希望者~Øq入¼�行svい»2 

û倫理審査委員会1é床研究審査委員会~委員対象研修²ā回開催w�2 

û研究者~研修Ø講状í~確認1管理²行svい»2 

 

 

3-6-2 知­û産学³携室 

 

 知­û産学³携室�1国|進�»知的­産~保護x活用~基本的方針²推進y»��{設

置u¼��~wrº1産業�術力強W法~理念{則º1知­~適Wz管理x研究開発成果~

産業x~移転Ð進~業務²担svい»2職務発明審査委員会1共\研究審査委員会z¹び{

}¼¹委員会~Ï務局²担う研究|療課x密z³携²xºz|¹活動²進�vい»2 

2023 ��引}þ}11)研究活動や診療活動~中{¹~知的­産{zºう»成果~掘º起w1

2)職務発明申請z¹び{特許出願手þ}~支援13)出願中~特許~管理14)共\研究~相

談û契約交渉{1s¼~w~活動²ýþ実施w�2~�1外部{¹~問い\わせ{対wv1

研究者û専門|~紹介²行い1共\研究{~T業¹½üĀ~提案²行svい»2本�度~実

績xwv�1職務発明~認定 12件1特許~×得ă件1共\研究契約締結 21件wrs�2 

 職務発明~目利}役xwv 2011 �度{¹^入wvい»顧問弁理士制度�引}þ}活用

wvzº1職務発明委員会x~ºĆ¶üĀüxwv~参加1職務発明^{先立t特許性~p

無zyx~û言²求�1無Ý~zい特許出願û管理{ü�vい»2 

 

 

3-6-3 úµüÁ²ùÿû¹øüü·ョン室 

 

RAÿResearch AdministrationĀ室�1ð和ă�Ăoÿ日1大型研究~支援や社会実装W

~支援²目的{設置u¼�2RA 室長z¸び室員w構成u¼vzº1主{産学官³携{関わ

»研究~支援²中心xwvい»2 

 

 具体的z活動�1ñQ~xzº 
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1)ホ¹Ą¿ûÏ業{関³w�支援ÿBRIDGEĀ 

AI ホ¹Ą¿ûÏ業~àýwr»X�度Ï業1<研究開発x Society5.0 x~橋渡w

ćýÀùĀÿBRIDGEĀ={研究支援ÁüĀxwv参�w1研究費獲得支援1Ï業þ

ý¸āンø会議{~開催1企業x~橋渡w1PMDA 申請{Ï»支援1}~他研究推

進{Ï»様々z支援²行s�2 

2)AIホ¹Ą¿ûÏ業{関³w�支援ÿSBIRĀ 

ベンÁăü企業{~¹¿üø²ッć{{¸»研究開発²Ð進y» SBIR 制度

ÿSmall/Startup Business Innovation ResearchĀ{zq»Ï業<AIÿ人工知能Ā

ホ¹Ą¿û実装W~��~|療現場~ûüº{即w�|療 AI �術~開発û実証=

ÿð和ă～ą�度予定Ā{関wv1過去{ AIホ¹Ą¿ûÏ業w³携w�Ā企業x

成育Õ研究者~³携{関y»橋渡w1研究費獲得{Ï»支援{²行s�2 

3)Ā´ºĀン¿³携~推進 

ā大Ā´ºĀン¿ÿ東Xā÷³»ûûā¼Āン¿機構1Ā´ºĀン¿û¸ăāン1

ĄNC Ā´ºĀン¿Āx情報共p²行い1成育x~³携推進²図s�2東Xā÷³

»ûûā¼Āン¿機構x�1研究推進{関y»包括的³携T定~締結{至s�2 

4)}~他  

AI ホ¹Ą¿ûÏ業{関³w�研究²中心{1é床研究»ン¿ü1知­û産学³携

室{~関Ï部署xT力w1約 20件~研究{{関wv1企業x研究者~橋渡w{~

支援²行s�2~�1女性~健康総\»ン¿ü創設{�w1関³y»企業û²»÷

ÿ²{x~橋渡wや情報àØ1_規模z勉強会開催{~支援²行s�2 

 

 

3-6-4 生命倫理研究室 

 

1.ÿッ·ョンû目標 

生命倫理研究室w�1成育|療領域{zq»é床倫理z¸び研究倫理{関y»諸課題{

tいv学問的{×º組�x共{1倫理的問題{tいv~é床倫理Ãンµûöü·ョン²行

svい»2特{成育|療領域w�1}~対象|ë¹~|療{関wvë己決定y»sx~w}

zい子y�ÿo成�者Āwr»sx{¹1t}{<ï行v断ÿï諾Ā=~倫理的妥当性~問

題や子y�~k利擁護~問題{{特wz配慮|必要xz»2 

~�1P {加え1研究ćýøÃû作成時~研究者{x~研究倫理{関y»Ãンµûöü

·ョン�実施wvい»2u¹{1研究者1CRC²�x�xy»研究支援者1倫理委員会委員

z¸びÏ務局{{対y»倫理研修{²通wv1成育|療研究~倫理的基ø~構築{�®献

wvい»2 

~�1当»ン¿üw×º組~¼vい»先端|療�術{{関³w�生命倫理{{{»政策

{~検討1_児患者~k利擁護~観点{¹_児慢性疾病対策~rº方1ë立支援1移行支援

{{関y»政策検討1u¹{_児~慢性疾患患者~生活実態調査ÿwell-being 向P~��
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~調査研究Ā{�実施w1_児wr»患者z¹び{被験者~k利擁護1QOL向P~観点²踏

~え�成育|療û保健政策~立案{資y»¸ă÷ン¹~構築{×º組³wい»2 

 

2.研究ćý¸·¿øû概要 

ÿĀé床倫理Ãンµûöü·ョン 

成育|療領域{zq»é床倫理{関y»諸課題{tいv学問的{×º組�x共{1倫

理的問題{tいv~é床倫理Ãンµûöü·ョン²実施wvい»2~�1必要{応xv

é床倫理検討会²開催wv1院Õ~\意形成{ü�vい»2 

ĀĀ研究倫理Ãンµûöü·ョン 

成育|療領域{zq»研究倫理{関y»諸課題{tいv学問的{×º組�x共{1研

究ćýøÃû作成時~研究者{x~研究倫理{関y»Ãンµûöü·ョン²実施wv

い»2 

āĀ慢性疾患²py»子y�~健康x福祉{関y»研究 

慢性疾患や |い²�t子y���~総\的z健康や福祉{関y»指標や評価法~開

発²行うx共{1}¼¹~評価指標²用いv1慢性疾患²py»子y���~ well-

being 向P~��~生活実態調査{²進�1養育･療育{zq»子y���~k利擁護

~観点²踏~え�ë立支援û移行支援{~政策提案²行svい»2 

ĂĀ先端|療�術{{関³w�生命倫理{{{»政策~検討 

再生|療1iPS細胞研究1細胞治療{1先端|療�術{{関³w�生命倫理{{{»政

策{~検討²進�vい»2~�1被験者ÿ参加者Ā保護{配慮w�é床研究~適正実施

~��{1研究審査~質~向Pz¹び{研究規制{tいv�検討²進�vい»2 

 

3.研修会 

2023��1Q ~通º研修会²開催w�2 

ÿĀ_児慢性特定疾病児童{移行期|療支援者養成研修会 

移行期|療支援²実施y»��{必要z知識や専門性²身{tq1移行期|療支援Ã

ü÷³ýü¿ü~育成や移行期|療支援体制~普及²図»sx²目的xwv1対面{v

開催w�2 

0移行期|療支援者養成研修会ćýÀùĀ1 

沖縄会場ÿ会場参加Ā44]／ºンù´ン参加Ā108]Ā 

日時ĀĀo 28日ÿ水Ā18:30～20:30 ※ÿ´Ćúッù形式ÿZoom¶·ăúüĀ 

会場Āss} KoPHOÿ沖縄_児保健»ン¿üĀā階ホüû 

ÿ沖縄�島尻郡W風原�字新Ý 218-11Ā 

ćýÀùĀĀd移行期|療支援{tいv 

国立成育|療研究»ン¿ü総\診療部統括部長 窪u 満 

e成人移行期~患者û家族支援x�－日本_児科学会~考え－ 

日本_児科学会移行支援委員会 委員長 賀藤 均 

f成人移行~基礎xz»ë立支援 

国立成育|療研究»ン¿ü生命倫理研究室長 掛� 直子 
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]ô_会場ÿ会場参加Ā32]Ā 

日時Āāoÿ日ÿ金Ā18:00～20:00 

会場ĀTKP¼ü÷ン·ö³ PREMIUM]ô_新�線ó ĀンÁッøホüûĀA 

ÿ愛知�]ô_市中村{椿� 1-16 井門]ô_ăûĀ階Ā 

ćýÀùĀĀd成人移行期~患者û家族支援x�－日本_児科学会~考え－ 

日本_児科学会移行支援委員会 委員長 賀藤 均 

e成人移行支援1及び成人移行~基礎xz»ë立支援 

国立成育|療研究»ン¿ü生命倫理研究室長 掛� 直子 

山形会場ÿ会場参加Ā20]Ā 

日時Āāoă日ÿ火Ā18:00～20:00 

会場ĀÀ´ワý´ýッøホöû山形Þ前 ホöûā階会議室 

ÿ山形�山形市~�Ā-ÿĀ 

ćýÀùĀĀd成人移行期~患者û家族支援x�－日本_児科学会~考え－ 

日本_児科学会移行支援委員会 委員長 賀藤 均 

e成人移行支援1及び成人移行~基礎xz»ë立支援 

国立成育|療研究»ン¿ü生命倫理研究室長 掛� 直子 

東京会場ÿºンù´ン参加Ā118]Ā 

日時ĀāoĄ日ÿ水Ā18:00～20:10 ※ÿ´Ćúッù形式ÿZoom¶·ăúüĀ 

会場ĀTKP¼ü÷ン·ö³ PREMIUM東京Þ丸~Õ中央 ホüû 12A 

ÿ東京都千ïu{丸~Õÿ-ÿ-ÿ 丸~Õ中央ăû 12階Ā 

ćýÀùĀĀd成人移行期~患者û家族支援x�－日本_児科学会~考え－ 

日本_児科学会移行支援委員会 委員長 賀藤 均 

e移行期|療支援{tいv 

国立成育|療研究»ン¿ü総\診療部統括部長 窪u 満 

f移行期~sy�~意思決定支援 

国立成育|療研究»ン¿üss½~診療科診療部長 u中 恭子 

g東京都移行期|療支援»ン¿ü~立Prx現在~活動 

東京都_児総\|療»ン¿ü副院長 O浦 大 

大阪会場ÿ会場参加Ā21]Ā 

日時Āāo 14日ÿoĀ18:00～20:10 

会場ĀTKP¼ü÷ン·ö³東梅u ĀンÁッøāA 

ÿ大阪市X{曾根崎Ā-11-16 梅u»ンøùûăû ā階Ā 

ćýÀùĀĀd移行期|療支援{tいv 

国立成育|療研究»ン¿ü総\診療部統括部長 窪u 満 

e成人移行期~患者û家族支援x�－日本_児科学会~考え－ 

日本_児科学会移行支援委員会 委員長 賀藤 均 

f成人移行支援~諸外国~動向 

東京都立病院機構 研究推進»ン¿ü 顧問 本u ×m 

g大阪府移行期|療支援»ン¿ü~立Prx現在~活動 

大阪府移行期|療支援»ン¿ü»ン¿ü長 位u 忍 
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佐賀会場ÿ会場参加Ā17]Ā 

日時Āāo 15日ÿ金Ā18:30～20:00 

会場Ā²Āン» 第ÿ研修室 佐賀�立男女共\参�»ン¿üû生涯学習»ン¿ü 

ÿ佐賀市y神OO目Ā-11Ā 

ćýÀùĀĀd成人移行期~患者û家族支援x�－日本_児科学会~考え－ 

日本_児科学会移行支援委員会 委員長 賀藤 均 

e行政|実施y»移行期|療支援 

PwCÃンµûö³ンÀ\\会社 公共Ï業部þýü¸ăü 当新 S也 

滋賀会場ÿ会場参加Ā18]Ā 

日時Āāo 29日ÿ金Ā18:00～20:00 

会場Āホöûöøù大津.京都 ć¸û¿大津会議室 

ÿ滋賀�大津市²坂ÿ-ÿ-ÿĀ 

ćýÀùĀĀd移行期|療支援{tいv 

国立成育|療研究»ン¿ü総\診療部統括部長 窪u 満 

e成人移行期~患者û家族支援x�－日本_児科学会~考え－ 

日本_児科学会移行支援委員会 委員長 賀藤 均 

f行政|実施y»移行期|療支援 

PwCÃンµûö³ンÀ\\会社 公共Ï業部þýü¸ăü 当新 S也 

ĀĀ_児慢性特定疾病児童{ë立支援員研修会 

_児慢性特定疾病対策{zq»ë立支援Ï業²推進y»��{必要z知識や専門性

²身{tq1ë立支援員~育成やë立支援Ï業~普及²図»sx²目的xwv1対面{

v開催w�2 

基礎編{tいv�1主{Ø講申w込�|w}z{s�方向q{ 10o{ºン÷þンù配信

²実施w�2~�111o{²ùĀン¹編²ºンù´ン形式{v開催w�2 

0ë立支援員研修会ćýÀùĀ1 

第 13回ë立支援員研修会0基礎編1ÿ参加者uĀ121]Ā 

日時Ā0ÿ日目1ąo 27日ÿoĀ9:30～16:000Ā日目1ąo 28日ÿ金Ā9:30～12:00 

開催方法Āºンù´ン形式ÿZoomĀ 

ćýÀùĀĀ 

d_児慢性特定疾病対策~概要 

厚生労働省健康局難病対策課 西條 晴貴 

e_児期発症~慢性疾病²py»患者~就学{tいv 

文部科学省初{中{教育局特w支援教育課 相原 千絵 

f_児慢性特定疾病児童{ë立支援Ï業~現状 

愛媛大学大学院|学系研究科 檜垣 高史 

g患者û家族{¹~声ÿ30V×ă団体Ā 

膵~会1魚鱗癬~会1Telomere Japanÿ先y性角W不全症患者会Ā1日本ÃÁ´ン症

候群ýッøワü¿1|³~子y�²Û»会 

hë立支援 任意Ï業~現状xs¼{¹ÿ25V×ă講義Ā 

û就園支援ÿ大阪公立大学大学院�護学研究科�護学専攻 仁尾 {zºĀ 
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û就学支援û学習支援ÿ京都女子大学発達教育学部教育学科 滝Ý 国芳Ā 

û就労支援ÿl浜市立大学|学部�護学科成人�護学 落\ 亮zĀ 

û}·う�い支援ÿ]ô_大学大学院|学系研究科�護学 新家 N輝Ā 

û<_児慢性特定疾病児童{ë立支援員{¸»相談対応Ă÷ûØ=~紹介ÿ千葉大学附

属法|学教育研究»ン¿ü O� 元Ā 

第 13回ë立支援員研修会0基礎編1ÿºン÷þンù配信Āÿ申込Ā149]／聴講Ā92]Ā 

配信期間Ā10o 10日ÿ火Ā9:00{¹ 10o 16日ÿoĀ17:00~w 

配信方法Āºン÷þンù配信ÿMOOGAĀ 

第 14回ë立支援員研修会0²ùĀン¹編1ÿ参加者uĀ25]Ā 

日時Ā0ÿ日目111oą日ÿ火Ā13:00～16:150Ā日目111o 8日ÿ水Ā10:00～14:30 

開催方法Āºンù´ン形式ÿZoomĀ 

ćýÀùĀĀ 

d慢性疾病~r»子y���~ë立²�vw�1就園û就学1学習ûÿ学支援~重要性 

愛媛大学大学院|学系研究科 檜垣 高史 

e慢性疾病²�t子y�~就学û教育{zq»\理的配慮x法 

－2022�国³~総括所見²Øqv－ 害~人kĂ÷ûx�何{－ 

²ú¸法ßÏ務所 弁護士 大谷 恭子 

f病気~子y�~新�z学びx}¼~¼~ë立~��~指^x支援 

京都女子大学発達教育学部教育学科 滝Ý 国芳 

gÏ例検討 

認定 NPO法人ùûą±ÿú¸ 理Ï／愛媛�û松山市ë立支援員 西 o子 

認定 NPO法人ùûą±ÿú¸／愛媛�û松山市ë立支援員 日山 o乃 

hù´Ć´ン¿ăュü<当Ï者家族~想い= 

|療的Á²|必要z子y�~親~会 ¹いz³�q～x ï表 湯� Oï子 

i子y�|教育²Øq»sx²支援y»��{知svz}�い施策û関Ï機関 

千葉大学附属法|学教育研究»ン¿ü O� 元 

 

4.社会®献活動 

û厚生労働省 先進|療�術審査部会 構成員 

û厚生労働省厚生科学審議会 再生|療{評価部会 委員 

û厚生労働省厚生科学審議会 é床研究部会 委員 

û厚生労働省厚生科学審議会 再生|療{評価部会遺伝子治療é床研究{関y»審査委員会  

委員 

û厚生労働省厚生科学審議会 ÂþĀ編Ø�術{²用い�ĂøØ精胚{~é床利用~rº方  

{関y»専門委員会 委員 

û国立研究開発法人日本|療研究開発機構 再生|療実現拠点ýッøワü¿ćýÀùĀ 再 

生|療~実現W支援課題 ćýÀùĀºą³µüÿPOĀ 

û国立研究開発法人日本|療研究開発機構 成育疾患克o{総\研究Ï業課題評価委員会 

委員 

û国立研究開発法人日本|療研究開発機構 再生|療実用W基ø整備Ð進Ï業課題評価委員 

104



会 委員 

û国立研究開発法人日本|療研究開発機構 再生|療é床研究Ð進基ø整備Ï業課題評価委 

員会 委員ÿ2023�āo 31日~wĀ 

û国立研究開発法人日本|療研究開発機構 再生|療実用W研究Ï業課題評価委員会 委員

ÿ]称変更~�� 2023�ÿo 30日~wĀ 

û国立研究開発法人日本|療研究開発機構 再生|療{実用W研究Ï業課題評価委員会 委

員ÿ新]称w 10oÿ日¸ºĀ 

û国立研究開発法人日本|療研究開発機構 再生û細胞|療û遺伝子治療産業WÐ進Ï業

ÿ委�Ï業Ā課題評価委員会委員ÿ2023�āoÿ日¸ºĀ 

û公益社団法人成長科学T会 倫理審査委員会 委員 

û公益­団法人日本臓器移植ýッøワü¿ 提ß施設委員会家族Á²部会 委員 

û公益­団法人日本_児科学会 倫理委員会 委員 

û公益­団法人日本_児科学会 移行支援委員会 委員 

û公益­団法人日本_児科学会 ë発的意思決定|困難z患者~成人移行支援~rº方² 

検討y» WG 

ûN般社団法人日本_児総\|療施設T議会 _児治験ýッøワü¿中央治験審査委員会  

委員 

ûN般社団法人日本Ā環器学会 研究倫理審査委員会 委員 

ûN般社団法人日本Ā環器学会 利益相ß委員会 委員 

û東京大学大学院薬学系研究科û薬学部Ăø²対象xy»研究倫理審査委員会 副委員長 

û大阪大学大学院|学系研究科Ăø ES細胞倫理審査委員会 委員 

û大阪大学第Ð特定認定再生|療{委員会 委員 

û九Þ大学病院心臓移植術à検討委員会 委員 

û東京|科歯科大学特定認定再生|療{委員会 委員 

û東京女子|科大学病院認定再生|療{委員会 委員 

û埼玉|科大学é床研究審査委員会 委員 

û特定非営利活動法人日本_児|³研究ÀûüćÿJCCGĀ÷査委員会 委員 

û株式会社¸ăāンûö³ッ·ュû¸ン¸û²úンÀÿJ-TECĀ倫理委員会 委員 

û公益社団法人日本_児保健T会倫理委員会 委員 

ûN般社団法人日本_児神経学会 _慢û指定難病{関y»委員会脊髄性{萎縮症þ¹¹¿

úüûンÀワü½ンÀÀûüć 委員 

ûN般社団法人日本|学教育学会 ćýą·ッ·ョúúºĀ部会 部会員 

û岐阜大学|学部 非常勤講師 

û公益社団法人 革新的|療開発支援機構 特定認定再生|療{委員会 

û群馬大学|学部付属病院 特定認定再生|療{委員会 

ûx}わĀ´º株式会社倫理審査委員会 

û明治薬科大学 ð和ă�度 明治薬科大学大学院<生命û研究倫理=講師 

û株式会社·üùûćùンûンÀ<再生û細胞|療û遺伝子治療~社会実装{向q�環境整  

備Ï業=採択審査 審査委員 

û国立 害者úÿăúöü·ョン»ン¿ü 運営委員会委員 
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ûPwC ÃóÅûö³óÀ\\会社 <_児c性特定疾病児童{ë立支援Ï業立�P�支援= 

Ï業検討委員会Û�ëÿ体²ùĀ´Æü 

ûN般社団法人 miraii Ï業{·�»²ùĀ´É業務 

 

 

3-7 病院  

 

3-7-1 病院概要  

 

理 念  <研究�xN体xzsv1健全zl世ï²育r�»��~1診療x研究²è²�»= 

 

特 色   ÿ立r育|療ËóÏüw�1_児{¹思春期1ï性û父性{わ�»úćýÐ¿Ç

÷óûÅ´¿û²対象x��ÿ\的ûýþ的|療²行う2 

病院w�1à来~�VW�¼�|療~Þ省x�v1�~�~z病状�¼え²�t患

者様{対�v1·連�»診療科~多職種|ÑüĐ²t�º1Ĉ人~患者様²øüÏ

û{�»�x²Āqx�vい»2ċo{救急診療部|新設�¼1計 15 部ûĐËó

Ïüû���~家{~体制{¸ºÑüĐ|療²行svい»~|大}z特Āwあ»2 

病院� 24 時間 365 å開{¼1r育|療~救急病院x�v~役割²ÿ��vい»2

明»�1開�的w1²đûö³{配慮��病院w�あ»2 

~�1東î都{¹地域|療支援病院~指定²Ø�vzº1地域|療x~®献{�ü

�vい»2 

�¹{1ËóÏü~使}x�v|療~人p育r~��{教育û研修部²�う�1ç

手|療人~人p育r{ü�vい»2~�Y²|療~情報~信�行いåq~|療~

均v³W{ü�vい»�~wあ»2 

 

特}�院長 ċ] 

➢ 外来診療/薬v/病院機能評価 担当 

➢ 入院診療/診療報酬/診療³管理/|�Ï務作業補û 担当 

➢ |療Ü全/DPC/感÷防御 担当 

➢ ß報/地域|療連携/栄養/÷書館 担当 

 

 

3-7-2 ÿ\診療部 

 

3-7-2-1 ÿ\診療科 

 

1.活動状í 

 2023 �1新型Ãýú¶´ûÉÿCOVID-19Ā~状í�大}�変W�~��2WHO �Čo{

<ÿ�的{懸念�¼»公衆衛生P~緊急Ï態=²終Îx�1åqw�Čo{¹感÷症法P~

O置u�|<Č類={引}Q�¹¼1|療体制�感÷者~扱い|´óąû¸óÆx\様{z
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º~��2公共w~ĎÉ¿着用�ë主的z着用|主mxzº1ñ前¸º�人々|}Üw街²

行}交う姿|見¹¼»¸う{zº~��2新�い生活様式|ß~º1人々~Øい|再�活~

W����� 2023�2子育v²xº~�環境�少��t変W�v}vい~�|1いt~時

ïw�子y����1�xº�xº|ºóúüワó2ÿ\診療科w�1�yv~子y���

~¸º¸い健康x~育²目標{1ÿ\診療部~中xx�v1入院病棟û外来~両方w多�~

子y���{幅ßい|療²提ß�vい~�2 

 

d 入院診療 

 ÿ\診療科w� 24 時間 365åいtw�子y���{必要zÁ²|提ßw}»|療ÑüĐ

体制²t�º1|療²提ß�vい~�2 

 

@急性期疾患A 

 2023��1新型Ãýú¶´ûÉ感÷~入院|減s�N方w1昨�x\様{夏{{ RS ¶´

ûÉ~m行|あº~��ÿ÷ĈĀ2RS ¶´ûÉñ外{�1多�~¶´ûÉ感÷²契機x��

気管支炎�º炎~入院|増à傾U{あº1入院患者数~大半²占�~��ÿ表ĈĀ2新�い

生活様式w人々~交m|活~xzs��x�感÷Î防|þ和�¼��x|要因x考え¹¼

~�2ワ¿Ñó�手洗いzy1Î防~��{ú��|w}»�x�þ�z|¹1感÷症x付

}\sv¶�必要|あ»~�x思い~�2�¼{¹�感÷症~m行�1}~{{~疾患~動

U{�引}þ}注目�v¶}�いx思い~�2 

 

@NICU{¹~ýþÿ療A 

 生à��{¹Ø中的z|療Á²²必要x�»赤��³� NICU{入院�~�2NICU{入院

��あx1体調|Ü定�v�院|w}»赤��³�い~�|1引}þ}多�~|療的Á²|

必要xz»赤��³�い~�2ÿ\診療科w�}~¸うz赤��³~Á²² NICU{¹引ý

いv担当�1Ü心�vë宅{�»�x|w}»¸う{q人~体調²整え1�家族{|療的Á

²~指^²行い1社会資源~調整²行svい~�22023�1ÿ\診療科w� NICU²卒業�

� 23人~子y���²病棟w担当�~��2心疾患1消W器疾患1神経疾患zy生~¼持

s�病気�多様w�|1�xº�xº{\わ��|療²提ß�vい~�2 

 

@c性疾患²�t子y���~包îÁ²A 

 当ËóÏüw�複数~疾患²抱えz|¹å々²過��vい»多�~子y���|通院�

vい~�2彼¹~体調|êW�v入院��場\1|吸器1Ā環器1消W器1神経系zy疾患

{応�v専門診療科|診療{あ�º~�|1ÿ\診療科|全身管理²行い~�2~�1課Ü

|複数あ»場\�ÿ\診療科|~x�役x�v診療²調整�~�2専門診療科xÿ\診療

科|Ö滑z連携|÷¼»¸う{ face to facew~ÃďõûÁüÇ÷ó²心|�vい~�2 

 

e ÿ\診療科外来診療 

 ÿ\診療科外来w�院外{¹ 725 ]~初診患者²�紹Ïい��いvzº~�2紹Ï患者

�³~Õ»w�1�幼児w�1体Þ増àO良1�語�Û動~Ô~Õ¼1頭öã大zy~�紹

Ï|多�1学童期1思春期w�起立性調節 害1c性頭痛ûú痛zy~�紹Ï|多{s�w

107



�2概íx�vÿ\的z_児~~育1~Ôz視ù����心身両面~視ùw~評価1対応|

必要z患者�³|変わ¹�多い状態|þいvい~�2 

 ~�ÿ\診療科外来w�1å常的{|療的Á²ÿ人ý|吸管理�経管栄養zyĀ²必要x

�»多�~子y���~診療²行svい~�2院Õ~専門診療科�1院外~¿úûó¿1訪

問�護ÉöüÇ÷ó1療育施設�教育機·zy·Ï機·x連携²�z|¹1̧ º¸い子y�

��~r長x~Ô²目標{1必要z|療的Á²²提ß�vい~�2 

 

f |学教育 

 当院w�_児科専門|²目指�多�~üÈ÷óøÿ専門研修|Ā|子y����xº�x

º{¸º質~高い|療Á²|提ßw}»¸うå夜研修²行svい~�2ÿ\診療科�教育

研修ËóÏüx連携�1<子y�~ÿ\|=wあ»l世ï~_児科|~育r�担svい~�2 

 

 

 

ÿ÷ĈĀ2023�~疾患w入院患者数~owè移 

 

 疾患] 入院患者数ÿ人Ā 

1 RS¶´ûÉ気管支炎û再気管支炎 202 

2 ¶´ûÉ性気管支炎ÿRS¶´ûÉñ外Ā 182 

3 気管支喘o~作 158 

4 Ý崎病 157 

5 �路感÷症 129 

6 新型Ãýú¶´ûÉ感÷症ÿCOVID-19Ā 100 

7 熱性�い¼³ 85 

8 �菌性º炎 47 

9 ´óąû¸óÆ¶´ûÉ感÷症 43 
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10 新生児~熱 38 

 }~à  

 \計 21311 

ÿ表 1Ā2023�~ÿ\診療科入院患者~Õ» 

 

 

3-7-2-2 x宅診療科 

 

1.講習会 

Ā第 21回 SSSGÿ世u谷_児ûr育|療学術講演会Ā2023.5.26 

Āð和Č�þ世u谷{_児訪問理学療法士研修 2023.7.812023.9.312023.12.4 

Āð和Č�þ 第Ĉ回 世u谷{薬v�会x宅研修会 2023.7.25 

Ā葛飾{_児科|会_児科Ø談会講演会 2023.9.19 

Āð和Č�þ_児x宅|療�術講習会 2023.1.512023.3.212023.5.1112023.6.15ÿ

2023.7.2012023.9.712023.10.12 

Āð和Č�þx宅|療²支え»訪問�護研修 2023.10.7 

Ā_児期~症~c性疾患²持tr人患者{対�»|療ýóøワü¿構築{U�v~û�\

い22023.10.28 

ûð和Č�品Ý{保育課~研修<~��zćýą·óÇ÷úûÉ¿üû=2023.12.1- 

2024.2.10đ動画配信 

Āð和Č�þ_児薬物療法�定研修会 2023.12.1-2024.2.28đ動画配信 

 

2.研究ûÏ業 

AMED 研究 |療機器開~è²研究Ï業 _児用|療機器~ß用W²目指�|�主^ÿ験ûé

床研究đÞ症_児x宅患者{対�»ÉĎüøą¹ó²ćú²活用��状態v定支援|療機

器ćýÀùĐ~開~ 

 

3.社会®献 

ĈĀ参à委員会 

d åq|�会 _児x宅Á²検討委員会 

e 東î都|�会 x宅|療W議会_児x宅|療部会 

f åq_児科学会 Þ症心身 害児ÿ者Āûx宅|療委員会 

g 世u谷{|療的Á²連}W議会 

h 世u谷{|療的Á²_員会 

i 世u谷保育園|療的Á²連}会 

j 世u谷{|療的Á²相談支援ËóÏüÿHiûnaûtaĀÏ業Û営委員会 

k 中ß{|療的Á²児{支援地域W議会 

l Ý崎^_児x宅|療²考え»会 
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ĉĀ|療的Á²指^|

d 東î都立Z明学園

e 世u谷{立豪ÿ寺保育園1希望丘保育園1�沢保育園1世u谷保育園

3-7-2-3 þ和Á²科

1.活動状í

Þい病²抱え»�y�x家族~様々zt¹�²�わ¹�1¸º豊{z生活|�¼»��

{活動²行svい»2 

ĈĀþ和Á²ÑüĐ活動

痛�²���x�»身体~è痛z¸���½~è痛²x¹えv対応�»�x�÷�い状

íQw~意思決定支援zy1疾患�領域²問わ�1診断時{¹多職種w包î的{²ËÉđó

ø²行い1�y�x家族~¿ºúö³üûºĆûù´ąÿQOLĀ~UP²目指��þ和|療

|提ßw}»¸う1主ÿ|ÑüĐxW働�支援²行svい»2 

2023 �~�間ÃóÅûöüÇ÷ó件数� 149 件w1ê性腫瘍 53 件1神経{疾患 17 件²始

�1幅ßい疾患{対�vÏ入²行svい»2 

ĉĀþ和Á²病床Û用

���~家{zいv1専門的þ和Á²²Ø�z|¹最期~時間²過����~病床Û用

²行svい»22023 �þ�Ĉ人~利用|あº1最期~w}~子¹��生}þ��x²支え

»|療~提ß²行svい»2 

ê性腫瘍

35%

神経

11%

免疫

血ÿ

10%

Ā環器

9%

÷色体異常

9%

消W器

6%

新生児

5%

ï謝

4%

胎児

4%

腎疾患

2%

肝疾患

2%

感÷

症

1%

|吸

器

1%

}~à

1%
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2.診療体制 

|�đ診療部長Ĉ1 人1ą·ýüĈ人1非常勤Ĉ人 

�護�đþ和Á²�定�護� 専àĈ人 

}~à1薬v�1栄養士1心理士1Ñē´ûùù´ąÉĊÇēúÉø1úÿăúöüÇ÷ó

ÉÏóą1MSW1ą±Çúö³üùóÀzy多職種wÑüĐ²作ºþ和Á²²提ß�vい»2 

 

3.講演会û研修会 

2022�þ�当科主催wñQ~講演会�研修会²ß施��2 

ĈĀ_児|³þ和Á²ü¿Ñēü 

全ÿ~�y�~þ和Á²{·わ»|療àÏ者U�{1Web{¸»ü¿Ñēü²行svい»2 

2023�þ�ċ回開催�11,250人~方{参àい��い�2 

ĉĀ�いい�Á²»ą· 

地域~様々zVßwÞ症児~Á²{携わ»職種ÿ|療職1行�職zyĀ²交え�交m会²

Web開催�ëv闊Ôz意見交換²行い1経験²共p�情報交換w}»場²提ß�vい»2 

2022�þ�全Ċ回 85 人~方{参àい��}1活~z意見交換|行わ¼�2 

 

4.研究活動zy 

_児þ和Á²{·�»研究²²�1英文�ċ件1和文� 12件{~x��2~�1_児þ

和Á²{·�»講演² 18回ß施��2 

 

 

3-7-3 救急診療部 

 

ú���1>救急診療|必要zz子�³²いtw�診療�~�?²Ēóøü{1å々~診

療{×º組³wい~�2_児科専門|z¸�救急専門|w構r�¼»専属~救急|| 24時

間体制w常駐�1Þ症þ�疾患~Õ科系û外科系²問わ�対応�vい~�22023 �{�1

延y 24,953人~z子�³²診療�1救急車~Ø�入¼Ā数� 4,248Ā{~|º~��2~

�1地域~z子�³~ö接来院�救急搬�{àえ1à~|院�病院{¹~紹Ïûî院搬�²

3,980件Ø�入¼1}~う�î院搬�� 480件w��2�¹{1当ËóÏü~<_児専門搬

�ÑüĐ=� 24 時間 365 å体制w稼働�1Þ症zz子�³~病院間緊急搬�² 46 件行い

~��2救急外来²経v�v入院��患者� 3,307 人w1}~う�Þ症例 367 人� PICUÿ_

児Ø中ÿ療室Ā{入室�~��2 

地域連携{zいv�1患者�³~î院²�ß¼い��い�搬�元施設x症例振º返º~

会²T病院x開催�1更z»連携~強Wx診療~質~UP{ü�vい~�2ĐoĐå{�1

救}処置�Ï故防k~啓~²目的x��r城消防署x~共催wあ»<救急~å=²Č�振º

{開催�~��2例�開催�vい»>東î都子y�救}ËóÏüÏ業地域連携会議?� 2023

� 10o{主催い��~��2 

院外研修会x�v1第ċ回目~>r育救急 Webinar 2023?²開催�1} 150]~方{ú

²ûÏ´Đw�参àい��}~��2~�1ºó÷Ďóù配信�行い1多�~方{�視聴い

��}~��2�¹{1Ø中ÿ療科x共\w>r育救急Ø中ÿ療Ëďúü?²開催�1専門
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的z知識x�術~共p²÷º~��2 

人p育rw�1救急診療部専門修練|č]|T々~½ēú²{応��ćýÀùĐw研修

²行い1う�ĉ]|修Î�~��2Ĉ]�_児救急~経験²活{�1_児{強い救急|x�

v救}救急ËóÏü{就職�~��2�うĈ]�1�¹z»ÅĆÉĊÇēúö³ü研修~�

�1当院�射線診断部~専門修練|xzº~��2�¹{1à院~救急科専攻|Ċ]1_児

科専攻|Ĉ]x初期研修|Ĉ]~Y生方|1当救急診療部w短期研修²Ø�1}¼~¼~経

験²深�¹¼~��2 

研究{zいv�1院Õ÷üÏ²活用��研究1à施設x~共\研究1大規模üÈÉøú÷ü

Ï²用い�研究{×º組³wい~�2�¼¹²通�v1_児救急|療1死因究明1_児外傷1

院外心停k~Vßw研究rÿ²~表�vzº~�2 

 

 

3-7-4 _児Õ科系専門診療部 

 

3-7-4-1 消W器科 

 

1.診療活動 

_児~消W器疾患1Õ視鏡診療1栄養管理~ÉĊÇēúÉøx�v1質~高い|療~提ß

{尽力�vい»2 

 

1-1 炎症性ù疾患~診断Āÿ療 

 _児~患者数�増えv}vい»潰瘍性大ù炎û¿ýüó病xいs�炎症性ù疾患~診療

x研究{力²入¼vzº12019 �{�åq初~_児炎症性ù疾患ËóÏü²立�P��2

2006�ñ降1} 500 ]ñP~_児期~症炎症性ù疾患患者~診断ûÿ療²行sv}�2 

特{�幼児期{~症��患者�÷ÿ性患者{tいv�1全ÿ{¹紹Ï�相談²Ø�1診断x

ÿ療~�z¹�1適Wz栄養管理xÑüĐ|療~ß践{¸»患者 QOL~UP1}�vÎà~

改善~w考慮�v~診療²���vい»2 

 

1-2 便秘症û過敏性ù症候群 

 便秘症�過敏性ù症候群xいs�機能性~ù疾患{·�v�1患者~ QOL 改善²目指�

v1積極的z器質的疾患~除外x1薬v療法²提ß�vい»2 

 

1-3 }~à~消W管疾患û栄養疾患 

 消W管~Õ視鏡検査数��間 800件ñPx1ÿÕ~_児施設x�v\指~件数wあ»2新

生児{¹r人~w~1_ù»ćËûÕ視鏡含�診断的zÕ視鏡~�z¹�1ÐĆûĀûüó

_ùÕ視鏡�食Ó静脈瘤~ÿ療1消W管出血~Õ視鏡的診断xÿ療�行svい»2~�1²

üû¾üËóÏüx~W力~�x1好酸球性Ãù炎~診断ÿ療{�積極的{×º組³wい

»2 

 

2023� 1o～12 o Õ視鏡件数đ  877件 
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  P部消W管Õ視鏡       383件        食Ó静脈瘤結�術        6件 

  Q部消W管Õ視鏡       293件        Õ視鏡的k血術         2件 

_ù»ćËûÕ視鏡    139件           čúĊ¿øďü          3件 

  _ùÕ視鏡        44件           ĀûüóÕ視鏡ÿ経肛門法Ā3件 

  ĀûüóÕ視鏡ÿ経ô法Ā  4件 

  

2.研究活動 

消W器科w�1_児~消W器û栄養Vß~é床研究²幅ß�ß施�vい»2 

 ñQ{1ð和Č�{行わ¼vい�研究²示�2 

r育|療研究開~費 

ĈĀ<免疫抑制薬²Õo中~腎ûú¶ĎÑû消W器û肝疾患z¸�þ形臓器移mà~患 

者x~弱毒生ワ¿Ñó接種~p効性xÜ全性{tいv~検討Ą多施設前U}研究  

z¸�全ÿß態調査―=ÿV担研究者đ新ß勝大Ā 

 

厚生ö働科学研究費補û金 

ĈĀ÷ÿ性疾患�策研究Ï業<好酸球性消W管疾患1診療¼´ùù´ó~改�x1ÿ�   

的z疾患ÅĆÀûüć]~整備{·�»研究=ÿV担研究者đ新ß勝大Ā 

ĉĀ÷ÿ性疾患�策研究Ï業<÷ÿ性炎症性ù管 害{·�»調査研究=ÿV担研究者đ 

新ß勝大Ā 

 

文部科学研究費補û金 

ĈĀĀø研究ÿCĀ<�児{~症�»炎症性ù疾患x造血O全~原因xz»新�zXN遺 

伝子疾患~確立=ÿ研究ï表者đ竹ÕN朗Ā 

 

ÿ立研究開~法人åq|療研究開~機構 

ĈĀ÷ÿ性疾患ß用W研究Ï業<´óąùĎÍüĐ·連ù炎~病態解明z¹�{診断法 

確立=ÿV担研究者đ新ß勝大Ā 

 

倫理委員会��研究課Ü 

ĈĀ <åq人炎症性ù疾患患者²対象x��ĎûÑºďó¿ÉÃċüø解析z¸�Ā

´ºĀó¿構築ÿIBD-MOCHAĀ=研究°任者đ新ß勝大 

ĉĀ <_児¿ýüó病患者{z�»肛門病変~特Ā~検討―X施設w~à方視的Ãċ

üø研究Ą=研究°任者đ新ß勝大 

ĊĀ <Ras ·連ëý免疫性úóā増殖症候群様疾患{z�»炎症性ù疾患~ä�的研

究=研究°任者đ新ß勝大 

ċĀ <10 ï~ IBD 患者{n�¹¼»心理的·PxÁ²~研究 RESPECT IBD study 

[Research for Psychological Engagement and Care needed in Teenagers with 

IBD]=研究°任者đ新ß勝大 

ČĀ <_児潰瘍性大ù炎öù炎型~ë然ó~検討đ多機·共\研究=研究°任者đ新

ß勝大 
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čĀ <超í期~症型炎症性ù疾患{z�»»ćËûÕ視鏡~p用性z¸�Ü全性{·

�»à方視的観察研究=研究°任者đ新ß勝大 

ĎĀ <_児期~症炎症性ù疾患{対�»\種造血�胞移m~解析ÿIBD-HCT)=研究°

任者đ新ß勝大 

ďĀ <ô唇�芽腫症 (Orofacial granulomatosis: OFG)²\��»_児期~症¿ýü

ó病~é床的特Āx適Wzÿ療法~検討đ多機·共\研究= 

ĐĀ <_児期{~症�»Ã·連疾患~病態êW{·P�»�菌óx免疫応答~検討=

研究°任者đ新ß勝大 

ĈćĀ<_児期~症ëý免疫性肝疾患~新規Ā´ºĎü»üx病因遺伝子~ä�研究= 

研究°任者đ新ß勝大 

ĈĈĀ<²È²環z�洋地域~_児Õ視鏡ß施施設{z�»_児消W器Õ視鏡検査~ß 

態調査=研究°任者đ新ß勝大 

ĈĉĀ<_児炎症性ù疾患患者{z�» MR ¸óöýÀùą³ü~最適Wx画像�見~ 

定àW~検討=研究°任者đ新ß勝大 

ĈĊĀ<_児期~症炎症性ù疾患~é床的検討=研究°任者đ新ß勝大 

ĈċĀ<超í期~症型炎症性ù疾患児²育v»親~体験z¸�¸óāワđóø�¼vい 

�過程{·�»´óÏăõü研究=研究°任者đ新ß勝大 

ĈČĀ<超í期~症型炎症性ù疾患~�幼児²�t親~心理社会的状態û健康·連 QOL 

{·�»縦断研究=研究°任者đ新ß勝大 

ĈčĀ<÷ÿ性ù疾患{z�»ºû¼ýù異常解明~研究=研究°任者đ新ß勝大 

ĈĎĀ<XIAPk損症·連ù炎~画像�見z¹�{ù管病理�見~ä�的検討=研究°任 

者đ新ß勝大 

ĈďĀ<_児{z�»潰瘍性大ù炎z¸�類似疾患{z�»ëý÷体û÷原~\定=研 

究°任者đ新ß勝大 

ĈĐĀ<åq人炎症性ù疾患患者{z�» COVID-19感÷者~多施設共\üÈÉøú研 

究=研究°任者đ新ß勝大 

ĉćĀ<ù管W除²Ø��炎症性ù疾患患者~手術{対�»心理的Ø容~検討=研究° 

任者đ新ß勝大 

ĉĈĀ<遺伝子異常{伴う炎症性ù疾患~病態解明û鑑w診断�術~確立²目指��遺 

伝学的解析z¹�{Ā´ºĀó¿研究=研究°任者đ新ß勝大 

ĉĉĀ<_児期~症炎症性ù疾患~Ü全性1p効性1ÿ療1z¸�Á²~UP~��~ 

ýóøワü¿ ĄPIBD-Net~端Ãċüø研究z¸�Ü全性�³制þĄ=研究°任 

者đ新ß勝大 

ĉĊĀ<家族性地中�熱遺伝子·連ù炎~診断法確立=研究°任者đ新ß勝大 

ĉċĀ<åq_児炎症性ù疾患üÈÉøúÇÉöĐ~構築Û�}¼{Āu�ß態調査x 

ë然ó~解明~��~研究=研究°任者đ新ß勝大 

ĉČĀ<炎症性ù疾患²p�»_児û家族{対�»調査研究―đóÏûĈûÉx心理社 

会的Ï象1|療的·Px~·連性~評価―=研究°任者đ新ß勝大 

ĉčĀ<q邦~炎症性ù疾患患者{z�» Epstein-Barr virus(EBV)感÷状í{·�» 

多施設共\研究=研究°任者đ清水泰岳 
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ĉĎĀ<_児好酸球性消W管疾患~Õ視鏡�見{tいv~検討=研究°任者đ清水泰岳 

ĉďĀ<r人z¸�_児¿ýüó病~病態把握~補û{z�»金Ãý´ù凝Ø法便中» 

ûćýö¿Ñó測定試薬é床性能試験=研究°任者đ清水泰岳 

ĉĐĀ<_児期~症¿ýüó病{対�»¶Éö½üĎĆ~p用性xÜ全性~検討=研究 

°任者đ竹ÕN朗 

 

 

3-7-4-2 Ā環器科 

 

1.特色 

Ā環器科�ñQ~疾患{対�1à科xW力�診療²行svい»2 

ûYy性心疾患 

û新生児心疾患 

û_児Þ症心O全ÿ急性心{炎1心{症Ā 

û胎児心臓病 

ûº高血w症 

ûO整脈 

ûÝ崎病 

ûĎûą±ó症候群�1ĐÃ多糖症zy~全身疾患�遺伝性疾患{伴う心疾患 

ûr人Yy性心疾患 

 

ûYy性心疾患1新生児心疾患~診療đåq_児Ā環器学会修練施設wあ»2心臓血管外科1

新生児科1Ø中ÿ療科1麻酔科xW力�1評価1術中û術à管理1外来診察²行svい»2

心�中隔k損症1動脈管開`症{対�»»öüöûÿ療~学会�定施設wあ»2 

û心{疾患~診療đ_児心臓移m~ß施施設x�v�定�¼�q邦唯N~_児病院wあ»2

_児補û人ý心臓 (EXCOR® Pediatric)~�定施設wあº1_児Þ症心O全~管理²行s

vい»2心{疾患{対�1心{生検1心臓 MRIzy~検査²積極的{施行�1診断1Îà

評価²行svい»2急性心{炎�í期{ ECMO²^入�»方針wØ中ÿ療科1心臓血管外科

x共\wÿ療²行い良好zr績|得¹¼vい»2 

û胎児心臓病đq邦初~Þ症大動脈弁ÿ窄症{対�»胎児»öüöûÿ療²組�入¼中wあ

»2胎児診療科x連携�v1胎児心疾患~診断û管理²行svい»2 

ûO整脈~診療đ心{電極²用い�m込�型除�動器ÿICDĀĆĊüÇóÀ{¸»心O全ÿ

療ÿCRTĀ1着用型ë動除�動器ß施施設wあ»2薬物療法1»öüöû²ĆüüÇ÷ó²

行svい»2 

ûº高血w症~診療đ特~性º動脈性º高血w症��wz�1|吸器疾患�肝疾患|Ā礎{   

あ»º高血w症~患者�³�多い2ÿ験�積極的{ß施�vい»2 

ûÝ崎病đ特{冠動脈病変²\���症例~管理²中心{行svい»1ÿ\診療部{W力�1

Ý崎病外来�N部担当�vい»2�幼児{¹積極的{心臓 MRI{¸»心血管病変1特{冠

動脈評価²施行�vい»2心臓»öüöû検査{¸»侵襲的z検査²避�»y�1P侵襲

zôüû{¸»評価²心|�vい»2 
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û全身疾患{伴う心疾患~診療đĐÃ多糖症�1当院~ù´ÍÍüĐËóÏüzyx連携�1

弁膜症�心{疾患~管理²行svい»2Ďûą±ó症候群zy~結\組織性疾患�1病変

|多臓器{渡»��1眼科1整形外科�遺伝診療科zyxW力�v診療²行svい»2 

ûr人Yy性心疾患~診療đr人Yy性心疾患~連携修練施設wあ»2主{_児期{当院w

手術��症例�心臓血管外科x1Û娠出産前à~管理²産科1ï性Õ科xW力�v行sv

い»2r人Ā環器Õ科x~移行�行svい»2心º機能検査1心臓 MRIzy�施行�1}

~管理1Îà評価{役立vvい»2 

 

2.体制 

診療部長Ĉ]1|長Ĉ]1|員Ĉ]1ą·ýüĊ]1兼任|�ĉ] 

 

3.診療活動 

外来診療 

ûo{¹金 午à1初診z¸�再診 

 

診療ß績 2019� 2020� 2021� 2022� 2023� 

入院患者数 343 259 249 288 261 

心臓»öüöû検査ÿ評価Ā 107 84 95 106 73 

»öüöû´óÏüĉóÇ÷ó 49 46 55 53 65 

Õ 心�中隔k損 5 4 6 10 16 

Õ 動脈管開` 6 8 7 4 15 

»öüöû²ĆüüÇ÷ó 1 2 2 1 0 

心Õ膜心{生検 18 15 15 16 19 

心臓 MRI 42 30 38 50 52 

心¸Ãü 8,153 7,181 7,217 7,028 7,922 

胎児心¸Ãü 48 50 58 97 97 

ċûÏü心電÷ 308 228 203 220 191 

Û動¬荷心電÷ 140 91 64 136 135 

 

4.研究活動 

û¶´ûÉàx免疫�胞~活性WÛ�Å´ø»´ó~測定²Ā{��_児心臓移mà免疫

抑制療法~標準Wÿr育|療研究開~費Ā 

胎児Þ症大動脈弁ÿ窄症{対�»»öüöûÿ療²胎児診療科xW力�1患者�³~組

入¼²ß施中wあ»2ÿr育|療研究開~費Ā 

ûÝ崎病Čüù{�属�1研究�ûÿ\診療部ûé床研究ËóÏüû研修教育ËóÏüzy  

xW力�v1Ý崎病~疫学1遺伝子特性1ÿ療法~確立{W力�vい»2ÿr育|療開~

研究費zyĀ 

ûåq_児Ā環器学会1åqĀ環器学会1JCIC 学会zy·連学会xW力�1�~�~z÷

üÏĉüÉ作r{W力�vい»2特{1胎児心疾患üÈÉøú研究{zいv÷üÏËóÏ
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üx�v活動�vい»2 

ûYy性心疾患{¸»º高血w症ûÝ崎病û|立性ô室P形rzy~研究{参à�vい»2 

ûº高血w症ÿ療薬û心O全ÿ療薬{対�»ÿ験{参à�vい»2 

 

5.学会�定 

ûåq_児Ā環器学会専門|修練施設 

ûåqr人Yy性心疾患学会連携修練施設 

û_児心臓移mß施施設 

û_児用補û人ý心臓ß施施設 

ûåq_児Ā環器学会専門|Č](Õ兼任ĉ]) 

 

6.教育û講演zy 

û当ËóÏüüÈ÷óøz¸�東î|大üÈ÷óø~Ø�入¼ 

û近隣~|学生�üÈ÷óø~見学~Ø�入¼ 

û学会1研究会1家族会w~講演 

 

 

3-7-4-3 |吸器科 

 

1.特色 

1.1 _児|吸器専門~診療科 

1.2 豊富zé床経験 

1.3 _児気管支Õ視鏡検査 

ÿÕw�数少zい_児~|吸器専門診療科x�v1質~高い|療~提ß²目標x�vい

»2_児c性特定疾病�指定÷病{含~¼»¸うz希少疾患~é床経験1気Ó病変{対�

»Õ視鏡検査ß施件数�ÿÕp数wあ»2�¼¹~診療経験²�x{1à院{¹~診療相

談�Ë»óùºĄûºó{対�v�積極的{×º組³wい»2 

 

2.診療活動1研究活動 

2.1 ÿî 

2019�{紹Ï初診患者~Ø�入¼²再開��2外来Ø診者数ÿ延y 1,695人Ā1初診患者

数ÿ76人Ā���増à1入院数ÿ延y 78人Ā1Õ視鏡検査件数ÿ214件Ā�l�い�s�2 

2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023

外来受診者ÿ延べĀ 2187 2142 1679 1495 1367 1419 1315 1690

Õ初診患者 95 114 28 74 68 69 60 76

入院患者ÿ延べĀ 59 38 22 55 47 51 90 78

Õ視鏡検査症例数 159 107 132 142 170 174 214 215

上気道 46 54 48 39 46 52 38 47

気管支 114 71 106 104 133 128 176 168  

 

2.2 外来 
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通常枠�o曜午前1水曜午前1金曜午前û午àwýþ�vい»2}¼ñ外~曜å�時間�

w�1à科Ø診~��zyw患者~希望|あ»場\{�1é時枠w~対応²ýþ��2 

 新患患者 60]~Ø診動機�1例�\様{長引�咳嗽x喘鳴w}~大半²占��2咳~原

因x�v1心因性咳嗽|目立�1�~³性汎�気管支炎²疑わ�»学童例|複数い��x|

2020 �{¹þいvい»特Āwあs�2喘鳴~原因x�v�1喉頭ßW症|最多wあº例�

yzºwあs�2 

 

2.3 入院 

気Óÿ窄�Yy性ö胞性º疾患~短期~検査入院x1c性気管支炎ÿ線毛機能O全症状群

含�Ā~診断xÿ療入院ÿ急性増ê時~入院含�Ā|目立s�2}�v1引}þ}間質性º

炎ÿº胞Ï�症Ā�ºĈĒÈ÷ýüÇÉzy~Ā礎疾患²�t患者~入院�あs�2新型Ã

ýú¶´ûÉ感÷症影à~気Ó感÷症~増à~影響�多少Ø��x考え¹¼�2入院症例

~Þ症þ�Î~w通º高�1÷ÿ性疾患~��長期入院²要��症例�繰º返�入院à療

²必要x��症例�あs�2 

ÿ.急性疾患 

1)非感÷症感÷症 

 気Ó異物ÿ疑い²含�vĊ例1摘出ĉ例Ā 

2)急性感÷症ÿc性疾患²�t児~気Ó感÷{伴う急性増êĀ 

 気管支炎1º炎 

Ā.c性疾患 

1)P気Ó疾患 

 P気Óÿ窄ÿ喉頭ßW症1声門Qÿ窄zyĀ 

 ÷Q機能異常ÿ吸引性º炎²含�Ā 

2)Q気Ó疾患 

 気管ßW症1気管ÿ窄 

 原~性線毛機能O全症候群ÿPCDĀ1c性気管支炎ÿ�鼻Ô気管支中葉症候群Ā 

 Yyïö胞性º疾患ÿ気管支閉鎖1ºV画症1CCAMzyĀ 

 �~³性汎�気管支炎1÷延性�菌性気管支炎 

3)}~à 

特~性間質性º疾患ÿ間質性º炎1º胞Ï�症Ā 

特~性ºĈĒÈ÷ýüÇÉ 

閉^性睡�時q|吸 

 

2.4 Õ視鏡検査 

 原則x�v火曜åûo曜å²検査åx�vい»|1à科{¹~ß¼{�曜å²問わ�迅�

{応�vい»2q�~検査件数� 214 件1う�気管支ą±´ĀüÉÃĄü| 176 件x増à

���x|特Ā�s�2気Ó疾患ËóÏüx�v時便故意{x~連携²強W���x|主

因x考えvい»22 

ēÕ視鏡検査ß施ß績 2024�ÿ 

û延y件数 215 件 ÿ気管支鏡 168 件1喉頭鏡 47 件1\時{ß施��場\{�
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気管支鏡{»¶óøĀ 

û気管支異物対応ÿ疑い含�Ā Ċ件ÿÕ摘出術ĉ件Ā 

û心臓血管外科{¸»血管^ºP�術補ûÿ気管ÿ窄{対�»Ā Ĉ件 

ûº胞洗mÿã×ÿ感÷源~特定~��Ā 10例 

 

2.5 »óą±üóÉ 

 科Õ��~�~�火曜午前ûo曜午前1科外²含���~�o曜午à{�射線科~W力²

得výþ�vい»ÿweb形式Ā2o曜午à~»óą±üóÉ東î都立_児ÿ\|療ËóÏü1

慶応大学zy~à施設{¹~参à者|あº1症例検討²中心x�v行い1卒à 15 �ñÕ~

ç手|�{¸»抄¯会���v行svい»2 

 à院{¹~đüû�÷ÈÏû画像÷üÏ郵�{¸»症例相談{�引}þ}対応��2 

 

2.6 研究活動 

û特~性間質性º炎~��ºĈĒÈ÷ýüÇÉ{対�»Ăùý½Ç¿ýý½óÿ療～要件

²���症例{tいv～ÿ倫理委員会Ø付番÷ 1514Ā 

ûYy性ö胞性º疾患患者~à方視的検討ÿ倫理委員会Ø付番÷ 2249Ā 

 

 

3-7-4-4 神経Õ科 

 

1.活動状í 

ĈĀ診療Õ容 

d対象x�»疾患 

ÉÏóąĉ]1ą·ýüČ]w外来1入院1à科{¹~ÃóÅûöüÇ÷ó対応²含�º

óÃüû業務²z�zsvい»ÿ表ĈĀ2 

_児神経領域~全v~疾患{専門的{対応�1T科xW力�v診療{àÏ��2特{急性

³炎û³症{·�v�救急診療部1Ø中ÿ療部1�射線科1検査部生理部門x~W力w診断û

ÿ療~標準W²模��vい»2 

 救急診療科²Ø診���い¼³Þ積1³炎1³症zy神経疾患|疑わ¼»�{�常{迅�

{対応1初期{¹診断1ÿ療{·わsvい»2ICU 入院患者{tいv�³炎1³症~診断1

評価1ÿ療��wz�1外科系患者1Õ科系患者xいs�神経疾患ñ外~患者~神経学的評

価1診断1ÿ療²行svい»2~�法的³死v定{tいv�生理機能検査室1ICU~W力~

Qwz�zsvい»2NICU w�神経~Ô~ą¹ýü²óć~必要z児{�院前{¹·わs

vい»{{1\\»óą±ùóÉ�開催�vい»2当院神経Õ科wß施�vい»特ë診療x

�v�1脊髄性{萎縮症~患者{対�»²÷þ�伴¶´ûÉĉ¿Ïü製v{¸»遺伝子ÿ

療{·�»Ø�入¼体制²整えvい»{{1\疾患{対�»²óÑºúÄü¿üºÑù製

v定期投P²z�zsvい»21外科的適応~あ»v³{³{zいv�1³神経外科xW力

�vv³{³外科ÿ療ÿ³梁ö断術1wùW除術1VNSĀ~��~診断z¸�術前検査1Q

¢þ縮{対�»øþ的àyW除術²補完�»ÿ療x�v頚部1P¢~þ縮{対�» Botox療

法1z¸�÷þ縮vx�v~Ā¿ýą·ó~čóć持þ注入療法zyþ縮~包î的ÿ療x
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�và科x~連携~元wß施�vい»2~�1ÿ立精神û神経|療研究ËóÏüx~共\w

ùµÇ·óü型{ÈÉøýą³ü~遺伝子ÿ療ÿ験²z�zsvい»2 

  2019� 2020� 2021 � 2022� 2023� 

入院患者数 327 313 351 354 367 

外来患者数ÿ再診Ā 7,232 6,604 7,000 7,396 7,192 

外来患者数ÿ初診Ā 286 292 450 452 419 

表Ĉ 2019〜2023�~入院û外来患者数 

f 診断û検査ûÿ療~概要 

 診断{必要z検査x�v1頭部画像検査ÿx磁気共鳴画像1CTÉ½ēóĀ1³血mÇóÑ

ÀùĐ1神経電気生理検査ÿ³波1čúÀùą1T種誘~電O1p梢神経伝^�þ1Ï象·

連電OĀzy²1外来~��入院{v施行��2磁気刺激装置1NIRS {¸»中枢神経系~

病態1特{O�意Û動1v³{³w~検�²ß施��2~�1{ÈÉøýą³ü1Yy性ď

ºāÑü1{炎zy~{疾患zy{tいv�{生検²施行�1遺伝性神経疾患{tいv�à

施設x~W力~�x遺伝子検査{v診断²行s�2ñQ{�~Č�間~神経生理学的検査

~数²示�2 

  2019 � 2020 � 2021 � 2022� 2023� 

³波 1,184 839 866 944 867 

長時間³波ă÷º      

\時 ³検査 
136 159 157 134 132 

聴性³�Þ応

(ABR) 
347 254 240 308 252 

体性感覚誘~電O

(SEP) 
67 61 80 85 67 

視覚誘~電O

(VEP) 
29 34 43 43 53 

神経伝^検査 95 74 114 120 99 

表面{電÷ 4 5 5 5 4 

針{電÷ 1 2 3 11 7 

磁気刺激検査

(TMS) 
9 5 9 8 8 

F波 60 38 69 57 62 

Þÿ{電÷ 15 11 2 3 3 

表ĉ 2019〜2023�{z�»神経生理学的検査数~è移 

 

ĉĀ院外活動  

 患者支援活動x~·Pđ結節性硬W症1q痛q汗症1大u原症候群~患者会z¸�当科Ø

診中~÷ÿ性神経疾患患者~会|あº定期的zÇóčÈ¶Đ1会\�½ēóćzy~活動

²再開��2  
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3-7-4-5 腎臓ûú¶ĎÑû膠原病科 

 

1.当科~概要 

最Y端~_児腎疾患|療~提ßxx�{1都Õw�数{��{zい_児ú¶ĎÑ性疾患

専門施設x�v1当科|�~Vßwÿ��y}役割�極�v大}い2 

 

診療構r員ÿ2023�ĈoĈå～2023� 12 o 31å~間{x籍��者Ā 

診療部長đ亀ß宏N 

|員đ_椋×{1R藤舞1 西健z朗 

ą·ýüđ大坂�1猪ßoÖz1金uo也1 秋山��}1岡u聡ø1坂ß嘉紀 

 

2.診療 

ĈĀ腎臓部門 

当科�1_児期{¹思春期ûr人期{ó»~w~�yv~腎疾患²診療�vい»2z{w

�ñQ~腎疾患{·�v1豊富zé床経験x研究ß績|あº1最新~研究rÿ�知見{Āu

い�診療²目標x�vい»2主z診療Õ容�ñQ~xzºwあ»2 

 

 学校検�{w~見�¼�血�ûÏ��~管理ûÿ療 

IgA 腎症1紫斑病性腎炎zy~c性腎炎z¸�遺伝性腎疾患ÿ²ûčüø症候群1家族

性血�1Yy性ýąýüÌ症候群1Yy性腎�路_形zyĀ~診断ûÿ療 

 ÷ÿ性ýąýüÌ症候群~診断ûY²的ÿ療ÿúô½ÇĎĆÿ療²含�Ā 

 急性腎O全x~血ÿ透析1炎症性ù疾患x~�血球吸着療法 

 c性腎O全{対�»ú膜透析1血ÿ透析1腎移m 

 

当院�÷ÿ性_児腎疾患1x�{÷ÿ性ýąýüÌ~患者²多�診療�vzº1åq全

ÿ~大学病院²含�1à施設{¹~÷ÿ患者~紹Ï�多い2特{1多数~免疫抑制v²使用

�v�Éöý´ù薬{¹ö±w}zい1あ»い�ç`~ÿ療w寛解�zいÉöý´ù抵÷

性ýąýüÌ症候群~Þ症例û÷ÿ例|主wあ»2当科w��~¸うz患者{1úô½ÇĎ

Ć(÷ CD20 Ēþ¿ýüúû÷体)療法²行うzy1世界w�最Y端~ÿ療²提ß�v}�2

当科�úô½ÇĎĆ²積極的{^入�1世界w�p数~使用経験²持t施設wあ»2�~

úô½ÇĎĆ療法{tいv�1当科|患者�³~中心xzº1|�主^型é床ÿ験²完Î

�1厚ö省¸º保険���¼�2 

~�1c性腎O全~診療x�v血ÿ透析1ú膜透析1腎移m²行svい»2血ÿmW療法

{tいv�1外来透析室w~c性血ÿ透析1炎症性ù疾患{対�»�血球吸着療法1ýąý

üÌ�移m腎{対�»血漿交換zy²行svい»2_児~c性血ÿ透析~患者�大変{少

z�1}~ÿ数�透析学会~全ÿ統計調査w� 20]ñQwあ»2�{�1当科w��幼児

²含�c性血ÿ透析²行svzº極�v高þ{t専門的z|療²行svい»2  

 

ĉĀú¶ĎÑû膠原病部門 

_児ú¶ĎÑ性疾患~全v²対象x�v診療²行svい»2主z疾患x�v�1ç�性

特~性·節炎1全身性¸úöĎøü÷É1ç�性皮膚{炎1ANCA ÷体·連疾患1高Ü動脈

炎1線維{痛症1ëý炎症性症候群{|あº1̧ ă÷óÉ{Āuい�最新~ÿ療²行svい

»2÷ÿ性~_児ú¶ĎÑ性疾患~ÿ療{�1Éöý´ù薬²減à�»��{1積極的{免

疫抑制薬�生物学的製v²^入�1à遺症~zいÿ療²目指�vい»2åq_児ú¶ĎÑ

学会�定~_児ú¶ĎÑ中x施設wあº1都Õ~_児ú¶ĎÑ性疾患{tいv中心的z役

割²ÿ��¸う{zsvい»2 
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3.é床研究ûÿ験 

当科�1ýąýüÌ症候群1c性腎臓病1~é床試験{~多�~多施設共\é床試験{

参à�1�¼¹~疾患~ÿ療¸ă÷óÉ�ÿ療¼´ùù´ó~作r{®献�v}�2Ãý

ú禍�終o傾Uxzº1学会~表�徐々{増à傾Uw1質~高い研究û~表²行svい

»2 

 

4.教育1研修 

当科�全ÿ{¹ß�ą·ýü²Ø�入¼vzº1x�{_児腎臓|~少zい地域{¹�

優Y的{ã用�1_児腎ûú¶ĎÑ|療~úüÐüxz»y}人p~育r²当科~使}x

�vい»2ð和Č��1P ~ą·ýü|当科w研修²行s�2患者~診療~�wz�1

ÿÕ外~学会�研究会w~~表1雑�ÿ®zy~原稿~執筆1英語論文~作r²義務x�

vい»2 

ñQ{1当科~定期»óą±üóÉ{tいv �2 

ĈĀ病棟»óą±üóÉ 

ð±火曜å{病棟患者~»óą±üóÉ²行svい»2}~{{{患者w~個wÁüÉ

»óą±üóÉ²·ÏT科~|�1�護�1薬v�zy²交え1非定期的{行svい»2 

ĉĀ勉強会 

o{Ĉ回程þ1英語論文~抄¯会1あ»い�1å常診療{·Ï�»öüĎw~ëv調査{

¸»勉強会²開催�vい»2 

ĊĀ病理»óą±üóÉ 

ðoĈ回病理診断科|�xx�{1腎生検標q~»óą±üóÉ²開催 

ċĀú膜透析患者»óą±üóÉ 

ðoĈ回1ú膜透析患者~»óą±üóÉ²開催2 

ČĀ当科{研修{来»教育研修部üÈ÷óø~~表 

üÈ÷óø~研修期間�Ċ〜ċ±間w1研修修Î時{1腎臓ûú¶ĎÑ·連~ clinical 

question²ĉüÉ{調査研究²行sv�¹い~表²�v�¹svい»2 

čĀï性Õ科x~\\»óą±üóÉ 

ð±火曜å{zÞい~»óą±üóÉ{参à�1膠原病患者{tいv_児ûr人~垣y²

�え知識û経験²共p�vい»2_児ûr人~診療方針²共p�»�xw1øùóÈÇ÷ó

x~方策�w視ùw~気u}zy1多�~ÇúÈü|期待w}»2 

 

 

3-7-4-6 免疫科 

 

原~性免疫O全症�遺伝性ëý炎症性疾患zy~Yy性免疫異常症�1感÷症�~熱²

繰º返��xw初�v疑わ¼»疾患w�2免疫科w�1PFAPA症候群1ëý免疫疾患zy

²含�1いわ¶»O明熱�周期性~熱²呈�»_児²中心{1診断�ÿ療zy専門的z診

療²行svい~�2原~性免疫O全症�ÿ療{伴う免疫能PQ{¸sv1<感÷症{罹º

��い=あ»い�<z{z{感÷症|ÿ¹zい=xいs�症状|�¹¼~�2~�1Þÿ

性~~熱�長期~~熱zyw�1PFAPA症候群�ëý炎症性疾患1ú¶ĎÑ膠原病1原~

性免疫O全症zy1免疫~調節|P手�w}zい病気|潜x�»�x|あº~�2N般的

z検査{àえv1úóā球ÅĆËóø解析�活性酸}産生能検査1Å´ø»´ó測定zy

~専門検査²ß施�v1�¼¹÷ÿ性疾患~診療²行svい~�2 
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1.外来診療 

 外来診療�1o曜å~午前1水曜å~午前x午à1金曜å~午à{行svzº1}~à~

曜å�相談²Ø�付�vい~�22023�~外来Ø診者�1�間 1,182]w��2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2023�{1免疫科外来w診療��主z疾患²Q {示�~�2 

 

c性�芽腫症 Þ症Yy性好中球減少症 

ADA k損症 qµÀýĆúó血症 

高 IgE症候群 ëý免疫性好中球減少症 

c性皮膚粘膜»óÈÐ症 周期熱症候群 

X連鎖Þ症複\免疫O全症 PFAPA症候群 

đó÷û遺伝型Ď´ÃĀ¿öú²易感÷症 ¿úºĄúó·連周期性症候群 

X連鎖úóā増殖症候群 家族性地中�熱 

Wiskott-Aldrich 症候群 遺伝性ëý炎症性疾患 

V類O能型免疫O全症 SAVI症候群 

�児N過性PµÀýĆúó血症 ç�性特~性·節炎 

Shwachman-Diamond症候群 ç�性皮膚{炎 

高 IgM症候群 I型´óÏüą·ýþāÑü 

CDC42異常症 ö胞性乾癬 

 

2.入院診療 

 原~性免疫O全症1ëý炎症性疾患1ú¶ĎÑ膠原病~方~入院診療²行い~��2主{1

原疾患z¸�\�症~ÿ療1免疫ÀýĆúó皮Q注射~x宅^入支援zy²目的{12023�

� 67]x入院診療²ß施�~��2 
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2023�{免疫科w入院診療²行s�疾患²Q {示�~�2 

c性�芽腫症 Þ症複\免疫O全症 

高 IgE症候群 ç�性特~性·節炎 

X連鎖úóā増殖症候群 好中球減少症  

ç�性皮膚{炎 家族性地中�熱 

Þ症好中球減少症 CDC42k損症 

c性皮膚粘膜»óÈÐ症 I型´óÏüą·ýþāÑü 

高 IgM症候群 X連鎖qµÀýĆúó血症 

 

3.é床研究 

 診断�ÿ療zy|学的~展{®献�»�x²目的x�v1原~性免疫O全症�遺伝性ë

ý炎症性疾患zy指定÷病{�定�¼vい»疾患²中心{1é床研究�é床試験ÿ|�主

^ÿ験²含�Ā{×º組³wい~�2q研究�1当ËóÏü~倫理審査委員会�ÿ験審査

委員会~��²得v1ËóÏüÕ外~·Ï施設x連携�vß施�vい~�2 

ēé床試験ÿ 

c性�芽腫症·連ù炎{対�»ÅúùĎ´ù|�主^ÿ験 

c性�芽腫症{·連��炎症性ù疾患{対�vX�Ó大学1金沢大学1ß島大学1î都

大学1宮崎大学1九Þ大学x連携�多施設共\|�主^ÿ験²ß施�1新�zÿ療法~開

~²行svい~�2 

Wiskott-Aldrich症候群~遺伝子ÿ療 

�外施設x共\w遺伝子ÿ療²ß施�� Wiskott-Aldrich症候群~方{tいv1遺伝子

ÿ療à~é床経過²検討�~��2 

�~à1I型´óÏüą·ýþāÑü~新�zÿ療薬~開~1P¼óĎÀýĆúó血症~

ÿ療法~確立²目的x�»ÿ験ÿĊ件Ā²ß施�~��2 

ēé床研究ÿ 

原~性免疫O全症~診断x病態解析z¸�遺伝子解析 

ąýüÅ´øđøú²用いv1úóā球ÅĆËóø�活性酸}産生能ÿ殺菌能Ā²行い

~��2 

~�1免疫O全症{z�»移行支援~全ÿ専門施設~ß態調査²行い~��2 

 

 

3-7-4-7 ÕVìûï謝料 

 

ÕVìûï謝料�1_児û思春期1z¸�_児期{~症�ç�r人{Ô��ÕVìûï

謝疾患²対象x��診療�vい»2 

当科~特色�1 

1) _児ÕVìï謝疾患~包î的z診療²提ß�1外来~�間患者数�} 16,000 ]1入

院患者数��間} 200]wあ»2 

2) 稀少疾患診療~âù病院x�vÿÕ~専門施設x~連携~�x1é床試験²���1

Y²的z|療{×º組³wい»ÿ2023�þ{行s�é床試験 12件Ā2 
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3) ÿÕ��x¸º1ÿ�的1特{²È²{z�»úü÷³óÀċÉĄÏûx�v1ÿÕ

全域1�外{¹~ą·ýü²Ø�入¼1研修²行svい»2 

4) r育|療研究ËóÏü研究�x~連携{¸»1_児ÕVìï謝疾患~病態解明1ÿ療

法開~²行svい»2 

 

1.診療û研究活動 診療~目標 

最新~知見x¸ă÷óÉ{Āuい�診療~提ß²優YÏ�x�1úÇ÷úûËóÏüx

�v~社会的役割²ÿ��y�1最新~診断ûÿ療法~開~x®献�»2疾患~ÿ療{x

y~»�xz�1患者�³�}~�家族~生活~質UP{�目²U�1多職種x~連携~

�x1包î的z|療²提ß�»2  

 

2.診療Õ容 

�y�~r長1性VWx性r熱1Q垂体1�腎1w状û疾1骨系統疾患1Ĉ型糖�病z

y1ÕVì{·わ»�yv~疾患{対�新生児期¸ºç�r人~w診療²�vい»2 

Yy性ï謝疾患全般{·�»診療���v行svい»2特筆�y}�p機酸ï謝異常1�

}Å´¿û異常症zy1Þ篤zYy性ï謝疾患wあº1移m外科x連携~P1生体肝移m

前~全身管理{àえ1移mà~ą¹ýü²óćzy²��v行svい»2 

 

1) r長 害đ}~原因²包î的z視ù{¹鑑w1診断�»x\時{1必要{応�r長ċ

ûĒóÿ療²行svい»2最近w�骨系統疾患{対�»新�い薬v|開~�¼vz

º1é床試験{�積極的{×º組³wい»2 

2) 性VW疾患û性r熟異常症:性VW疾患đÿÕ~診療中x施設xzsvzº1全ÿ{¹

~診療相談1診察ß¼²Ø�vい»2 性VWûÈ·óÐüËóÏü²設置�1}~中

心診療科x�v1ÑüĐ|療²行svい»2 

3) _児|³経験者(CCS)đ複数科共\ą¹ýü²óć体制~�xÕVì晩期\�症~診断

xÿ療²行svい»2 

4) _児đĈ型糖�病đù´ąÉÏ´û{��v積極的z´óÉúóčóć~^入²÷s

vい»2現x} 140 ]~Ĉ型糖�病患者²診療�1特{�少児{対�v´óÉúóč

óć²積極的{^入�vい»2 

5) 生活習d病~í期~見đ_児期{¹~肥�{対�1í期{¹~ą¹ýü²óć体制構

築 (世u谷{|�会x~連携)²施行�vい»2 

6) ù´ąÅ´¿û{ÿs�r育|療~ß践đÕVìï謝疾患{罹患��ï体ÿ特{w状

û1�腎1Q垂体疾患Ā{z�»胎児�新生児~診断xÿ療�vい»2  

7) ï謝性疾患~é床研究đYy性ï謝疾患~ ESûiPS �胞v来肝組織~é床応用ćýÈ

·¿ø{参à�1÷病ÿ療法~開~{®献�vい»2 

 

3.研究活動 

ÿÕ�N~Ãċüø研究wあ»1r育ï子Ãċüø研究~中心科x�v1研究²主^�

vい»2新�zÿ療法~開~{�積極的{参à�vい»2 

Ā礎研究�1�設~研究�x連携�1ÕVìï謝希少疾患~V子病態解明xÿ療法開~²
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行svい»2 

4.教育 û研修

1) »óą±ùóÉ

世u谷 ENDOą¹üùĐ(Web 開催)1r育ï子Ãċüø^民公開講ÿ1性VW疾患 Web 

»óą±ùóÉ1�y�病完ÕVìï謝ýóøワü¿zy²主催�vい»2

2) 研修

ÿÕ外{¹~研修生~Ø�入¼đ全ÿ{¹ÕVìï謝疾患~専門研修²希望�»ą·ý

ü1é床研究員²Ø�入¼教育�指^²行svい»2�外{¹~留学生²Ø�入¼1ÕV

Wûï謝疾患~ÿ�的z診療üĉûUP{ü�vい»2 

3) 社会的活動

T種ÕVì·連者会~Åčüø1世u谷{生活習d病健診1学校検�1新生児ĎÉÉ¿

úüûóÀ~精密検査施設x�v1社会®献²行svい»2

�þw患者数 
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3-7-4-8 感÷症科

1.é床面w~活動

ÃóÅûöüÇ÷ó業務đ感÷症科w�感÷症|疑わ¼»個々~患者{tいv1主ÿ|{

¹相談ÿÃóÅûøĀ²う�1}~診断1ÿ療{·�v主ÿ|xW力�v診療{あ�svい

»2}~ÃóÅûø件数�徐々{P昇�1��数���間�均 1,000件²超えvい»ÿ»ü

ĆÅ´ù的z相談�感÷管理{·�»相談�除�Ā2ÃóÅûöüÇ÷óÕ容x�v�1原

因O明~疾患~解明1複雑z感÷症~診断�ÿ療方針~決定1免疫O全zyĀ礎疾患~あ»

患者{zいv感÷症~\�|疑わ¼»x}~対応zywあ»2外来w�1免疫O全者²��

�x�»Ā礎疾患~あ»患者x~ワ¿Ñó接種1ワ¿Ñó�Þ応x~相談1ワ¿Ñó忌避x

~対応1繰º返�~熱患者~診療1Yy性感÷症~ą¹ýü²行sv}�2 

2.教育面w~活動

感÷症学会専門|û_児感÷症専門|²育r�»Ċ�間~ą·ýüÇóććýÀùĐ²

行svい»2定期的{院Õ{¹~ýüöüÏü1ÿÕ外問わ�à施設~感÷症科ą·ýü²

Ø�入¼1}~指^{�力²い¼vい»2教育活動�院Õ{zいv高�評価�¼vzº1É

Ïóą1ą·ýü1あ»い�い�¼� Distinguished Teaching Award²ð�Ø賞�vい»2

Ĉ～ĉ±{Ĉ回~抄¯会1oĉ回ñP~ÿ\診療部ü¿Ñēü1O定期{教育研修部1Ø中

ÿ療部1救急診療部{U�v~ü¿Ñēüzy²行svい»2±Ĉ回1全ÿ~_児|療施設

xºóù´ów~\\症例検討会²行い1活~{議論�vい»2åq_児感÷症学会教育Ë

ďúüBasic Course~Û営�_児感÷症�定指^|²目指���~_児感÷症ÿ´üĉû

ÃüÉ開催{·わº1講�x�v参à�vい»2当科ÉÏóą�_児感÷症学会~専門|制

þ~設立{�携わº1専門|~問Ü作r²担svい»2米ÿ感÷症学会~感÷症科研修|試

131
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験~Ø験²行い12022�¸º韓ÿ~ Samsung Medical CenterxĊ{o{Ĉ回ºóù´ów

~ Case conference�行svい»2r人症例~感÷症~勉強~��{1ÿ立ÿ�|療研究Ë

óÏüÿ�感÷症ËóÏüz¸�ÿ立|³研究ËóÏüx~\\症例検討会²�ċ回程þ

開催�vい»2 

 

3.病院·連感÷対策  

病院~ Infection Control Team ~主要đóĀüx�v~ßÏ²積極的{行い1病院·連

感÷症~Î防1病院·連感÷Åüĉ´ùóÉ~ÇÉöĐ²T科x共{行s�22020�ñ降1

新型Ãýú¶´ûÉ感÷症対策q部~設立Û営{¹ß務~wß範ö{活動�v}�2~�1

病院·連感÷~Î防{Þ要z手洗い1T種感÷Î防対策~啓~活動²行s�2�¼¹~活動

�1�護部1�菌検査室1薬v部1救急室zyà部門x~連携w支え¹¼vい»2 

 

4.÷菌薬~管理ćýÀùĐ (Antimicrobial Stewardship Program: ASP)~ß施 

2009 �{¹始��当院~ ASP ~活動�定着�1÷菌薬使用{·�»担当|�x~ö接Ï

入1÷菌薬~÷¸É»üüÇ÷ó~Ð²1適Wz投Pà~調整1静注÷菌薬{¹経ô÷菌薬

x~適Wz変更1適Wzÿ療期間zy{感÷症ÃóÅûöüÇ÷ó²通�v行sv}�2÷

菌薬~»ÿ制²ýþ�1»ûĀĊýĐ系÷菌薬~使用à~減少xý膿菌~»ûĀĊýĐ系

÷菌薬{対�»感Ø性~改善|確��¼vい»2~�1経ô÷菌薬{tいv�»ÿ制²^入

�÷菌薬適l使用{®献�vい»2散~的{起�»÷微生物薬~ß給O足{対�v�迅�

{対応²行いé床現場{z�»¬担|最_限{z»¸う{ü�vい»2 

 

5.研究面w~活動 

肝移mà~患者�³{z�»感÷症{·�»研究zy{·�v1rÿ²あ�|療~最前

線{還元�vい»2新型Ãýú¶´ûÉワ¿Ñó²Ā礎疾患~あ»_児{接種�1}~Ü全

性�÷体獲得{tいv研究²行s�22023��Ãýú禍{�{{わ¹�1ÿÕ外学会w 37

件~~表²行s�2査¯~あ»英文雑� 43件~~表²行svい»2 

 

6.病原体~迅�診断 

2010 �ċo{¹1専任�術�²Ù用�1PCR {¸»病院Õ~感÷症~迅�診断²開始�

�2様々z検体{対応�»�~検査�患者~診療{ö接役立t�~w1患者~Îà1死ï÷

~改善{®献��º1院Õ感÷対策{�寄P�vい»2確定診断²t�»�xw病原体{特

異的zÿ療|ÿ能xzº1O必要z検査�ÿ療²避�»1あ»い�中k�»�x|ÿ能xz

svい»2近�� PCR検査|N般W���x²う�1l世ïÇüÁóÅü~é床応用²è²

�1÷酸菌~種~\定1原因O明~Þ症感÷症~病原体診断|ÿ能xzsv}�2 

 

7.ÿÕ~_児感÷症領域{z�»指^的役割 

_児感÷症領域{zいv指^的z役割²担い1_児感÷管理ýóøワü¿~委員長1_児

科学会û_児感÷症学会委員1J-SIPHE ~専門家委員~N員x�v定期的{活動�vい»2

新型Ãýú¶´ûÉ診療~手引}1_児科学会~T種¼´ùù´ó作r{x~®献�行s

vい»2新型Ãýú¶´ûÉ1RS ¶´ûÉzy{·�v�当ËóÏü~ċüĐĊüÈ{¹
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積極的{情報~信²行svい»2 

 

 

3-7-4-9 ��½~診療科 

 

1.概要 

院Õ~組織改組{¸º1��½~診療部� 2023 � 10 o{Õ科系専門診療部��½~診

療科xzs�2��w���½~診療部{·�»活動状í²中心{ 載�»2  

��½~診療部x�子y�x}~家族~��½~問Ü{·�»診療²行う部門wあ»2

��½~療部T科~外来診療{àえv ��½~問Ü²持s�子y�~入院ÿ療1c性~病

気~子y�x家族x~��½~Á²1Y端|療xÑüĐx�v~参à1周産期~Û婦�³x

~��½~Á²zy²行zsvい»2~�1��½~診療�|���w�行う�x�困÷w

あº1��½~診療部~心理士²���x�v1ÍüÇēûワü»üzy~院Õ~à部署x

~連携�地域~保健û教育û福祉zy~連携�Þ要z業務{O置付�vß施�vい»2 

~�1急増�vい»子y�~��½~問Ü{対応w}»|�~教育x�v1üÈ÷óø�

ą·ýü~教育²Þ視�vい»2院Õ教育研修ËóÏü�属~üÈ÷óø|�ċ]~研修

ÿTċ±間Ā²担当�1��½~診療部ą·ýü|�Č]~教育²ß施�vい»2~�110

oĉå{¹ 27 å{�Ï´王ÿ{¹Ĉ{o間~研修{訪¼�_児科|Ĉ]{é床研修²行s

�2 

 子y�~心~診療ýóøワü¿Ï業~中央âù病院x�v1子y�~心~診療|~交換

研修²募Ø�vい»|12023�{ü当者�いz{s�2 

 

2.��½~診療科 診療体制 

 ��½~診療部�1�幼児đóÏûĈûÉ診療科1児童思春期đóÏûĈûÉ診療科1児

童思春期ú¸Îó診療科~Ċt~診療科xé床心理w構r�¼vい»2�幼児đóÏûĈ

ûÉ診療科��幼児~外来�病棟{z�»心~諸問Ü{·�»診療{àえv1周産期~ï

親~đóÏûĈûÉ~問Ü²×º扱う2児童思春期đóÏûĈûÉ診療科�1児童期x思春

期~子y���~��½~問Ü²z�{外来診療w行う2児童思春期ú¸Îó診療科�c

性疾患w入院中~子y�x家族~心~Á²z¸�_児|³ËóÏü入院患者x家族~心~

Á²²担当�vい»2ý��T診療科~�{ 載�¼vい»2     

ÉÏóą�統î部長Ĉ]1診療部長ĉ]1|長ĉ]1|員Ĉ]1ą·ýü|�Č]1非常

勤|�Č]1常勤心理療法士Ċ]1非常勤心理療法士ď]w診療²行s�2�幼児đóÏû

ĈûÉ診療科�|長Ĉ]1児童思春期đóÏûĈûÉ診療科�診療部長Ĉ]1|長Ĉ]1児

童思春期ú¸Îó診療科�診療部長Ĉ]1|員Ĉ]xzsvい»2ą·ýü|�~う�Ĉ�

目~|��T診療科²ċ{oXOwýüöüø�1Ċt~診療科~業務~診療�術~習得

²目指�vい»2ĉ�目~|��診療科{�属��1Ċt~診療科~業務{·わsvい»2 

 

3.Õ科系専門診療部��½~診療科ÿ2023� 10o～12 oĀ 

 院Õ~組織改組{¸º1��½~診療部�Õ科系専門診療部��½~診療科xzs�2�

�½~診療部²構r�vい��幼児đóÏûĈûÉ診療科1児童û思春期đóÏûĈûÉ診
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療科1児童û思春期ú¸Îó診療科~Ċt~診療科�1��½~診療科x�v統N�¼�2

~�é床心理�Õ科系専門診療部~心理療法室x�vþ立��2 

 

4.社会的活動ÿ_ĀĀ 

4.1公的委員会 

1Ā 厚生ö働省 害福祉課 ~Ô 害~情報提ß{Ï業{·�»Û営会委員 ÿ2019 �

þ¸ºýþ中Ā 

2Ā 東î都世u谷{児童福祉審議会委員ÿ2020�þ¸ºýþ中Ā 

3Ā 東î都世u谷{世u谷{児童福祉審議会措置部会委員ÿ2020�þ¸ºýþ中Ā 

4Ā 文部科学省 通常~学~{x籍�» 害~あ»児童生ßx~支援~xº方{·�» 

検討会議委員ÿ2022�Ā 

4.2 学会役員{ 

1Āåq_児保健W会会長 

2Āåq ADHD学会常務理Ï 

3Āåq_児神経学会評議員 

4) åq~Ô 害学会評議員 

5) Õ¸府 害者�策委員会委員 

 

 

3-7-4-9-1  �幼児đóÏûĈûÉ診療科 

 

1.概要 

�幼児đóÏûĈûÉ診療科�1主x�v就学前~子y�~~Ô相談1��½~問Ü�親

子·Ï~問Ü1周産期ûï性診療ËóÏü{通院û入院中~Û産褥婦~đóÏûÁ²²行s

vい»2 

幼児期~患者�1à|療機·_児科�地域~~ÔËóÏü{¹�紹Ï²Ø�1主x�vë

閉症ÉĊ¿øùĐ 害zy~~Ô 害�子y�~情þ的問Ü~í期~見ûí期Ï入²行s

vい»2診断�支援~��{1Autism Diagnostic Observation Schedule (ADOS)zy²用

い�行動観察1~Ô|~聴×�質問}{¸»評価�~Ô検査²行い1対人交m²引}出�²

ćýüÑ�~Ô特性{応��養育�環境調整{~¼´ÐóÉ²行svい»2 

Û産褥婦~đóÏûÁ²{tいv�1~�周産期ûï性診療ËóÏü~ÉÏóą1|療連

携室x連携�1産àうt病~Î防�ÿ療1精神科\�症Û婦~Á²{力²入¼vい»2 

 

2.診療体制 

岸q�希子|長1��½~診療部ą·ýü1é床心理士ÿ主{新q麻Ý`1引土ÔÖ1柿

ĀÝ`Āw担当�vい»2 
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3.診療ß績 

2023�~初診û再診患者~精神 害�Q ~¸うzÕ»wあ»2 

ICD-10Ãüù 
初診

ÿ人Ā 

再診

(人) 

F00-F09 症状性²含�器質性精神 害 0 0 

F10-F19 精神作用物質使用{¸»精神z¸�行動~ 害 0 7 

F20-F29 統\失調症,統\失調型 害z¸�Ý想性 害 2 14 

F30-F39 気V[感情] 害 9 45 

F40-F48 神経症性 害,ÉøüÉ·連 害z¸�身体表現性 害 22 540 

F50-F59 生理的 害z¸�身体的要因{·連��行動症候群 0 10 

F60-F69 r人~āüÍúúö³z¸�行動~ 害 5 35 

F70-F79 精神Õ滞 0 5 

F80-F89 心理的~Ô~ 害 16 640 

F90-F98 _児<児童>期z¸�青�期{通常~症�»行動z¸�

情þ~ 害 
1 88 

\計 55 1,377 

 

 

3-7-4-9-2 児童û思春期đóÏûĈûÉ診療科 

 

1.概要 

児童û思春期đóÏûĈûÉ診療科w�1主{_学Ĉ�生{¹中学Ċ�生~w~児童²

対象{外来診療²行svい»2ë閉ÉĊ¿øùĐ症1注意k如多動症1限�性学習症ÿ学

習 害Ā1知的~Ô症1Ñó¿症zy~神経~Ô症ÿ~Ô 害Ā{àえv1O�校�適応

Þ応症1抑うt症1OÜ症1強迫症1身体症状症1PTSD1心身症zy1心身{·わ»問Ü

全v|対象疾患wあ»2Ø診�»児童�家庭生活�学校生活w様々z困÷²抱えvい»

|1}~原因�q人~特性��wz�1保護者~特性�親子~·Ï性1学校�地域zy~

環境要因zy|}�\svzº1N様w�zい2q人�家族xNþ{問Üùxß行ÿ能z

解決策²O寧{整理�vい��xw1患者q人{�積極的{困÷{U}\sv�¹え»¸

うz診療²心|�vい»2 

当診療科w�心理û~Ô検査²^入�vい»2子y�~元々~~Ô特性�yう{1現x

~Ãó÷³Ç÷ó�yう{1親子·Ï�yう{{²診察x検査²通�v整理�vい»2~

�1ÿ療�薬物ÿ療�心理社会的ÿ療zy多岐{わ�»2患者q人�家族~生活x~Āù

óÉ²xºz|¹1y~ÿ療{y~Ï´ďóÀw×º{{»{1適宜検討�vい»2 

~�1à病院�近隣~¿úûó¿x~連携�²�vい»2n段�{{ºt�|~診療²

Ø�z|¹定期的{当院{�Ø診�v�¹い1ÿ療方針zy²{{ºt�|{連}�»z

y病診連携²Þ視�vい»2 

当診療科~÷³Éü¿Ç²外来�1~Ô性÷³Éü¿Ç²ÿ~Ô性¯_ 害1~Ô性¯

�書} 害Ā~診断xÿ療²行う全ÿ~ÿ公立病院w�唯N~専門外来wあ»(担当đ_
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Ā)2q|¯�»¸う{zsv子y�|ë信²×º戻�1�校oº|z�z»zy~rÿ

²挙�vい»2~�12021 �Ĉo{¹�学習困÷²抱え»児童²診療�»専門外来x�

v1LD外来²設�vい»(担当:岡)2÷³Éü¿Ç²外来\様{1教育機·x連携�z|

¹学習支援�指^²行svい»2 

~�1Web会議ÇÉöĐ²用い�ºóù´ó相談�行svzº1遠方~��{Ø診w}z

い子y�~相談�Ë»óùºĄûºó²Ø�vい»(担当đ_Ā)2 

  

2.診療Õ容û業務Õ容 

当診療科w�主{ñQ~疾患�状態{あ»子y�~診療²行svい»2 

û神経~Ô症ÿ~Ô 害Āđë閉ÉĊ¿øùĐ症1注意k如多動症1限�性学習症ÿ特{

~Ô性÷³Éü¿Ç²Ā1知的~Ô症1Ñó¿症{ 

û心身症 適応Þ応症 O�校 

û抑うt症 OÜ症 場面緘黙 身体症状症 強迫症 

ûÞ応性愛着 害 急性ÉøüÉ 害 

ûÞ÷挑~症 }行症 

û睡� 害zy 

専門Vß 

_児神経学1~Ô 害|学1児童精神|学 

 

3.診療ß績 

2023�Ĉo～Đo  当診療科Ø診患者 病]延y人数 

 2021 2022 2023(1～9o) 

症状性²含�器質性精神 害 2 3 2 

精神作用物質使用{¸»精神z¸�行動~

 害 
0 0 0 

統\失調症,統\失調型 害z¸�Ý想性

 害 
4 15 12 

気V［感情］ 害 41 95 68 

神経症性 害1ÉøüÉ·連 害z¸�身

体表現性 害 
290 385 308 

生理的 害z¸�身体的要因{·連��行

動症候群 
108 192 102 

r人~āüÍúúö³z¸�行動~ 害 11 10 8 

精神Õ滞 132 169 102 

心理的~Ô~ 害 778 1,037 1,061 

_児［児童］期z¸�青�期{通常~症�

»行動z¸�情þ~ 害 
448 526 537 

\計 1,814 2,432 2,266 

āICD-10病]{¸ºV類2�`病]²含� 
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精神Õ滞(知的~Ô症)|Ď%1心理的~Ô~ 害(F80-89 ë閉ÉĊ¿øùĐ症1限�性

学習症zy)| 47%1_児［児童］期z¸�青�期{通常~症�»行動z¸�情þ~ 害

(F90-98 注意k如多動症zy)| 24%wあº1�¼¹~神経~Ô症|全体~ 78%²占�»2 

 

2023�Ĉo～Đo  新患数 216] (2022�Ĉo～12o� 301]) 

紹Ï元~Õ»�1世u谷{Õ 77 ](36%)1東î 23{Õÿ世u谷{²除�Ā63 ](29%)1

都Õ(23{外)32](15%)1東î都外 44](20%)wあs�2東î都外{¹�神`Ý�| 23

]w最�多{s�2 

 

 

3-7-4-9-3  児童û思春期ú¸Îó診療科 

 

1.概要 

�r 29 �þċo¸º1入院患者~心理社会的支援{·�»ß¼件数~増à{伴い1åq

ÿÕw初~1_児専門~ÃóÅûöüÇ÷óûú¸Îó診療科{改]�子y�~ú¸Îó活

動²開始��2ÉÏóą�診療部長Ĉ]1|員Ĉ]1修練|Ĉ～ĉ]~診療体制w 10 o~

組織改ý~w科~Û用²行s�210 oñ降���½~診療科全体~業務x�výþ的{ú

¸Îó体制²維持�»��対応²Þ}vい»2 

 

2.診療ß績 

入院診療đ|�1心理士1ú¸Îó精神専門�護�x共{ 2022�Ċo¸ºú¸ÎóÑü

Đÿ300 ù/±Ā|稼働2入院精神療法x共{精神科ú¸ÎóÑüĐà算²×得�vい»2

{{共{þ和Á²ÑüĐÿþ和Á²à算定Ā1_児|³ËóÏü子y�ÅčüøÑüĐÿ±

1Ā1移行支援ÑüĐÿoĈĀ1VADÑüĐÿ全例Ï入Ā1ICU:特{ë殺企÷û虐待|否定w}

zいÁüÉx~対応ÿ±ĈĀ1þ和Á²ÿ±ĈĀ1性虐待û被害対応ÑüĐ1ÑüĐ|療²行

svい»2{{院Õz¸�院外含�緊急»óą±üóÉÿ虐待·ÏĀzy{参à�心理社会

的視ùw専門的見解²ÑüĐ{伝え患者家族~ QOL UP{ü�vい»2 

外来診療đ定期��½外来1子y�ú¸Îó室w~外来~ĉt~特色²�t2               

d 定期��½外来đ身体1知的1精神{ 害²�t子y�1à施設w診療|÷�い被虐

待1性的被害|背o{あ»子y�~ PTSD {対�øù¶Ďÿ療²ß践�vい»2~�

2022�čo¸º臓器移mùúü第Ċ者面談ÿ心理社会的評価Ă第Ċ者性~確�Ā²当

科|�1心理士w面談²ß施1昨�� 53 件²担当��2                      

e 子y�ú¸Îó室đ子y�ú¸Îó室² 2022 �Ĉo¸º|�1心理士1SW xÑüĐ

w~診療²ÉÏüø� 2023�þ� 97 件~ß¼あº2更{ÿ\診療部1感÷症科zy

x連携� long covid{·�»診療�開始2Ā´ºÅ´ÃÍüÇēû²ćýüÑ~専

門的視ù{¹O寧{診察²行い1}~見立vx対応{·�»資料²作r�教育û福祉

x~連携²ß践�vい»2à算x�v通院精神療法1初診料ÿ16{o�160 VñPĀ1
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T種心理検査à算1逆紹Ïzy²×得�vい»2第Ĉ回子y�ú¸Îó室Ëďúü²

2023�Ċo 26å{ß施�好評²得�2     

 

3.教育 

o林大1�yZ大{¹~|学生ß習~Ø�入¼1z¸�ËóÏüÕ1�yZ大学_児科1

à院研修|~指^²行s�2~�ËóÏüÕw�Ãđ÷³»ûÿ保育士1子y�療養支援士1

SW1心理{Ā~教育û連携{�携わsvい»2ËóÏüÕüÈ÷óø研修{対�vß習~Ø

�入¼1øù¶Ď1ú¸Îó·Ï~講義²行s�2 

 

4.研究 

AIċÉĄÏûÏ業最終�þx�v1ĉ件~V担研究ÿaibo ²用い�ú¸ÎóÏ入1<û=

²用い�入院児x家族~支援Ā担当� 2023�Ċow}¼¹~rÿ²報告��22021B-16 疾

病Ø容評価{Āu�_児c性疾患患児~意思決定支援ćýÀùĐ~開~z¸�家族支援~

あº方~検討～_児c性疾病ë立支援Ï業<r育Ē÷û=~開~{¹ýþ�vß施��2 

ÿ験x�v�ñQ~Ï業{~Ô評価専門家x�v携わsvい»2 

 d<JR-141~ĐÃ多糖症 II型患者²対象x��第 II/III相試験=Û�<JR-141~ĐÃ

多糖症 II 型患者²対象x��ýþ投P試験={z�»~Ô評価専門家業務1eJCR ą±ü

Ď株式会社|企画又�ß施�»調査û研究{{·�»~Ô評価{²ùĀ´Æü業務1f<JR-

141 ~ĐÃ多糖症 II 型患者²対象x��第 II/III 相試験=Û�<JR-141 ~ĐÃ多糖症 II

型患者²対象x��ýþ投P試験=²担当�vい»2 

対外的{�1学校保険Oox�立v審査委員1世u谷{児童福祉W議会委員x�v~委員

会参à1ĉ´úü�幼児~Ô検査第 3版åq版標準Wß行委員x�v~活動²行い 11 o{

刊行{ós�2 

 

 

3-7-4-10 心理療法室 

 

1.心理ÉÏóąÿ心理療法士Ā 

2023� 10o~組織改ý{伴い��½~診療部~心理ÉÏóąÿ常勤ÉÏóąĊ]1非常

勤ÉÏóąď]Ā�_児Õ科系専門診療部 心理療法室x異動xzs�2~�院Õ~T部門

{�属�vい�心理ÉÏóąÿ常勤ÉÏóąĈ]1非常勤ÉÏóąĊ]Ā�心理療法室~�

属x�v統\�¼�2zzq報告w�1例�{z¹い��½~診療部{z�»心理ÉÏóą

~Ĉ�間ÿ2023�Ĉo～12oĀ~活動状í²報告�»2 

 

2.�間統計 

 ��½~診療部{zいv心理ÉÏóą|ß施��心理面接z¸�心理検査~数xÕ»�

ñQ~xzºwあ»2 
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外来患者~心理面接回数�前�x比較�v大}z変W�見¹¼z{s�2N方1心理検査

件数���増à��2新型Ãýú¶³ûÉm行~落�着}{伴い1N時的{落�込³wい�

心理検査~ß¼件数���回ÿ傾U{あ»xè測�¼»2 

生体臓器移mùúü~第O者意思確�面接x�ùúü~意思決定ćýËÉ{z�»心理

的w力xいs�問Ü~pq²中立的立場w確��»��~面接wあ»22021 �þ{¹全面

的{��½~診療部~心理ÉÏóą{ß¼�¼»¸う{zº1面接件数��々微増�vい

»2~�産àÁ²Ï業Ã²ùÅčüøw�希望{応�v利用者~心理面接²ß施�vい»2

Ï業~ã大{伴い面接件数�増à�vい»2 

 入院患者{tいv�1精神科ú¸ÎóÑüĐ~活動x�v~心理Ï入z¸���½~診

療部{z�»周産期支援x�v~心理Ï入²z�zsvい»2病棟{z�»心理支援ûü

Ê��¼~wx変わ¹�`x�vzº1患者家族x~ö接支援~{{{1ÁüÉ»óą±ü

óÉ�病棟ÉÏóąx~ÃóÅûöüÇ÷ó{¸»間接Ï入²z�zう�xw心理支援û

üÊ{対応�vい»2 

 

ē心理~業務Õ容x}~Õ»ÿ延y面接回数z¸�検査ß施件数ÿ 

q人面接ÿ外来Ā 1,089 回 

家族面接ÿ外来Ā 329回 

生体臓器移mùúü~第O者意思確�面接  89回 

産àÁ²Ï業Ã²ùÅčüø{z�»心理面接  54回 

心理面接ÿ外来Ā 計 1,561回 

 

~Ô~²ËÉđóø{·�»検査 641件 

人格検査 50件 

心理検査ß施数   計 691 件 

 

入院中~患児面接 140回 

入院中~患児~家族面接 68回 

入院中~周産期患者面接 56回 

心理面接ÿ入院Ā 計 264 回 

 

ÿà |療者»óą±üóÉ参à 計 1,090回Ā 

                                                                      

     心理~業務数ÿ延y面接回数z¸�検査ß施数Ā 計 2,516 回   

 

3.公�心理�ß習生~Ø�入¼{tいv 

 2017�Đo{心理職~ÿ家資格x�v公�心理�法|施行�¼��x²Ø�1}~人p

育r{当部門�®献��いx考え12018�10o{¹公�心理�病院ß習施設x�v公�心

理�²志望�»ß習生²Ø�入¼v}�22022�ñ降�新型Ãýú¶³ûÉ感÷対策²z

�zいz|¹Ø�入¼²ýþ�vい»2 
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3-7-5 ²üû¾üËóÏü 

 

1.²üû¾üËóÏü概要 

�r26�čo{²üû¾ü疾患対策Āq法ÿ�r26�法ß第98÷Ā|r立1翌�12

o{施行�¼�2�r29�Ċo21å{�1²üû¾ü疾患対策~è²{·�»Āq的

指針|厚生ö働大臣告示x�v公_�¼1�~Āq指針{zいv1ÿ民|居Q地{·

Ïz�1{��}~²üû¾ü~状態{応�v適Wz²üû¾ü疾患|療²Ø�»�

x|w}»¸う1²üû¾ü疾患|療全体~質~UP|n�¹¼vい»2 

�~指針{Āu}1ÿ�1ÿ立r育|療研究ËóÏüxÿ立病院機構相模原病院²

<中心âù病院=xO置u�1最新~科学的知見{Āu�適Wz|療情報~提ß�²

üû¾ü疾患|療{·�»研究1専門的z知識x�術²p�»|療àÏ者~育r²è

²�»�x²n�vい»ÿĀq指針 第3条ÿ2Ā½Ā2 

ÿ立r育|療研究ËóÏü²üû¾üËóÏü�1²üû¾ü疾患{z�»ÿ~中

心âù病院x�v1専門診療�研究1教育研修1適Wz情報~~信{àえ1鑑w診断

|困÷z症例�標準的ÿ療w�病状|Ü定�zいÞ症û÷ÿ性²üû¾ü疾患~患者

�³{対�1·Ï�»複数~診療科|連携�»�xwÿ\的{t包î的{診断1ÿ療

管理²行い専門|療²提ß�»�x²目的x�v2018�čo{設置�¼�2現x1ÿ

\²üû¾ü科1皮膚²üû¾ü科1消W管²üû¾ü科1鼻²üû¾ü科{àえ1

ċ評価支援室ÿ視機能評価支援室1免疫機能評価支援室1遺伝情報評価支援室1行動

機能評価支援室Ā{¸»T科l断的{統\�¼�診療体制x�1é床面{z�»連携

~�z¹�1÷ÿÞ症例{対�»免疫異常�遺伝的検査zyý�z評価²研究�wß

施�»�x{¸º1ÿ\|療的{tY²的z²üû¾ü診療²ß現�vい»2 

 

2.中心âù病院~役割 

ÿ立r育|療研究ËóÏü²üû¾üËóÏü�1ÿ~�策{Āu}1わ|ÿ{z

�»²üû¾ü疾患|療~全ÿ的zâùx�v1²üû¾ü疾患|療{·�»診療1

情報提ß1人p育r1研究zy{·�»ñQ~役割{tいvn�¹¼vい»2 

d 診療 

診断|困÷z症例�1標準的ÿ療w�病態|Ü定W�zいÞ症Û�÷ÿ性²üû¾

ü疾患~患者�³{対�1複数~診療科|連携�1診断1ÿ療1管理²行う�x2 

e 情報提ß 

ÿ民�|療àÏ者1}~à~²üû¾ü疾患{携わ»·Ï者{対�1²üû¾ü疾

患{·�»科学的知見{Āu�適Wz情報²提ß�»�x2 

f 人p育r 

都Ó府�âù病院w²üû¾ü疾患|療{àÏ�»1専門的z知識x�術²p�»

|療àÏ者~育r²ß施�»�x2�¹{1²üû¾ü疾患{携わ»·Ï者U�~研

修�講習会w活用w}»共通教p{~作r�提ß²行う�x2 

g 研究 

全ÿ的z疫学研究1é床研究{²長期的{t戦略的{è²�»�x2 
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h }~à 

全ÿâù病院連}会議²通�v全ÿ~都Ó府�âù病院x~情報共p1意見交換{

²行い1²üû¾ü疾患|療~均v³W{U��×組{{t}W議²行う�x2 

 

3.Center of Excellence 

�¹{1当ËóÏü� 2017�{世界²üû¾ü機構ÿWorld Allergy OrganizationĀ

{¹<Center of Excellence=~指定²Ø�1²üû¾ü診療x研究~世界的úüÐü

x�v�識�¼vzº1ÿÕ��x¸º世界{z�»専門施設x~指^的役割²担う�

x|期待�¼vい»2当ËóÏü�²üû¾ü診療~最前線x�v1ÿÕ外~|療機·

{示�Ē÷ûxz»高品質z|療²提ß�1高水準~|療²持þÿ能{�»��{必要

zé床研究~è²{力²注いwい»2 

 

 

3-7-5-1 ÿ\²üû¾ü科 

 

ÿ\²üû¾ü科w�²øĄü性皮膚炎1食物²üû¾ü1気管支喘o1好酸球性消

W管疾患1遺伝性血管性浮腫²���x�»1_児²üû¾ü疾患{²対象x��診

療xé床研究²行svい»2²üû¾ü指^|ċ]x²üû¾ü専門|Đ]²擁�1

à~|療機·{¹~1通常ÿ療w�Ãóøýüû困÷zÞ症û÷ÿ性~紹Ï患者|診

療~中心xzsvい»2N方w1²üû¾ü疾患�軽症患者²含�»xÿ民~}半数

|罹患�»あºu¼�疾患w�あº1²üû¾ü疾患対策Āq法{z�»中心âù病

院x�v1軽症患者{¹Þ症患者~w²網羅�»診療¼´ùù´ó{×º入¼»標準

ÿ療~開~²行う��~Ï入研究�1_児科専門|U�~²üû¾ü教育研修ćýÀ

ùĐ~開~xß践²行svい»2�¹{1²üû¾ü疾患~~症Î防{U�v1~症�

増ê{影響�»因子²ä��»出生Ãċüø研究ÿr育Ãċüø研究�¸ÃÑû調査

zyĀ�1ÿ�的{�注目²Ø�vい»多施設共\ùóÐĐW比較試験ÿPACI ÉÏ÷

³zyĀ²���様々z疫学研究²ß施�vい»2診療x研究x�車~両°~·Ï{

あº1診療Õ容~充ßx²歩~��{�研究²²�»必要|あ»|1両者²高い水準

wß現�vい»|療施設�ÿÕ外²含�v�稀wあ»xë¬�vい»2 

 

1.é床ß績 

1.1. 外来 

(1) 初診外来 

初診外来�疾患w{曜å{²決�v診療²行svい»2初診時{�原則1全v~

患者家族{対�v1少人数制~疾患w~教室²開催�1|�{¸»当ËóÏü~ÿ

療方針~®明1�護�{¸»ÿ療手�~指^�環境整備{tいv~®明²��うえ

w1q診察²開始�»2  

2023�~延y初診患者数  917人ÿ※前�þ比 +27.5% Ā 

2020�ñ降1新型Ãýú¶´ûÉ感÷ã大~影響{¸º初診患者数|N時的{減

少傾U{あs�|12021�¸º回ÿ�12023 �{zいv�例�通º~初診患者数²
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Ø�入¼»�x|出来vい»2 

ē²üû¾üËóÏüwß施�vい»患者��教室ÿ 

²øĄü教室đ主{o曜åÿ9:45〜12:00Ā 

²üû¾ü専門|{¸»²øĄü性皮膚炎~病態�検査1ÿ療管理{

·�最新~¸ă÷óÉ²交え�全般的zÕ容{·わ»講義~à{1専

門�護�ÿ_児²üû¾ü¸÷õÁüÏü{Ā{¸»É½óÁ²指^

ÿ洗mx保�Āz¹�{適Wz外用塗_方法~指^²行う2 

食物²üû¾ü教室đ主{o曜åÿ10:00〜11:00Ā 

²üû¾ü専門|{¸»²üû¾ü~感作~ß組��~症Î防{·わ

»ûÜ~à1²úą³ù½Çü時{z�»緊急対応{àえ耐性獲得²

Ð�生活習d{tいv講義�»2}~à1管理栄養士{¸»必要z栄

養管理{tいv®明²行う2 

喘o教室đ主{火曜åÿ10:00〜11:00Ā 

²üû¾ü専門|{¸»l�い喘o~知識�情報²提ß�1専門�護

�ÿ_児²üû¾ü¸÷õÁüÏü{Ā{¸º吸入手�~指^�環境

整備{tいv®明²行う2 

�児²üû¾ü教室đ主{金曜åÿ10:00〜11:00Ā 

²üû¾ü専門|{¸»�児期~�疹1²øĄü性皮膚炎{·�»病

態�ÿ療管理{·�»l�い情報²提ß�1àえv²üû¾ü~感作

~ß組��~症Î防{·わ»ûÜ²®明�»2専門�護�ÿ_児²ü

û¾ü¸÷õÁüÏü{Ā{¸»É½óÁ²指^ÿ洗mx保�Āz¹

�{適Wz外用塗_方法~指^²行う2 

食物�³��誘~Ãù症ÿ消W管²üû¾üĀ教室ÿ動画Āđ主{火û水曜å 

1990�ïà半¸º世界的{増à�»食物�³��誘~Ãù症�1新生  

児��児期{原因xz»食物ÿ調製粉��u黄zyĀ²摂×��数時  

間à{{嘔Tzy~消W器症状²呈�»疾患wあ»2近�{zいv� 

N般_児科領域w十V�知啓~|²³wい»状í{z�1}~病態1 

特{s時型食物²üû¾üx~Õい1s時型xc性型~Õい{{à 

え1検査{診断法{tいvV{º���®明²行う2 

 

�~à1夏休��春休�zy{患児�家族²対象x��<�y�教室=~開講

ÿÃýú禍wN時休k期間あºĀ1}~à�時1専門�護�1薬v�1管理栄養士

{¸»個w指^²行svい»2 
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(2) 再診外来 

再診外来�o〜金曜å~wT曜åċ〜č診²設置�vい»2再診外来w�外来検

査x�v皮膚öÉøÿo曜åĀ1Û動¬荷試験ÿo曜åĀ²ß施�vい»2 

2023�~延y再診人数đ 15,288人ÿ※前�þ比 +15.6ÿĀ 

ÿ¬荷試験前診察外来²除�Ā 

外来検査 皮膚öÉø  234] 

     Û動¬荷試験 16] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 研究外来 

通常~初診û再診外来x�w{1o〜金曜å~w~主{午à1²üû¾ü

ËóÏüwß施�»é床研究参à者²対象x��研究外来²設置�vい

»2 
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²ト ôü性⽪膚炎 ⾷物²üû¾ü 気管⽀喘息 乳児²üû¾ü 消化管²üû¾ü 薬剤²üû¾üû

妊婦û 緊急û }の他

総合²üû¾ü科初診患者数 年次推移
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(4) 患者教育 

²üû¾ü疾患~多��c性疾患wあº1ÿ療管理{zいv�保護者並�{患

児q人~理解xW力|Oÿkwpº1患者教育{�熱心{×º組³wい»2²ü

û¾üËóÏü外来{�1_児²üû¾ü¸÷õÁüÏüÿåq_児é床²üû

¾ü学会�定Ā²p�»�護�ĉ]|x籍�1²üû¾ü教室�短期û長期管理

教育入院1å常診療~患者指^zy{tいv|�xW力あ»い�ë~的{ß施�

vい»2~�春休�û夏休�û冬休�~T長期休暇期間中{1学童U�~²øĄ

ü教室�食物²üû¾ü教室²開催�1患者q人x~教育²ß施�»�x{¸

º1ÿ療意欲xëý管理能力²高�vい»2 

 

(5) 食物経ô¬荷試験 

当ËóÏüw�食物経ô¬荷試験²積極的{ß施�vzº1ð和Č�ĉo¸º

わ|ÿw初xz»食物経ô¬荷試験専門öûóø<OFCöûóø=|新�{稼働

�1ß施件数�わ|ÿw\指~�~xzsvい»2 

s時型食物²üû¾üđ外来å�º¬荷試験1あ»い�Ĉî¬荷試験 

消W管²üû¾üđĉîĊå1あ»い�Ĉ〜ĉ±間¬荷試験ÿFood protein-

induced enterocolitis synderome~ actuteÏ´ćĀ1����長期¬荷試験

ÿ好酸球性消W管疾患{z�»Õ視鏡検査²含��検査入院Ā 

 

2023� s時型食物²üû¾ü{対�»食物経ô¬荷試験件数đ 

 2,432件ÿ前�þ比 +23.5%Ā 
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食物経ô¬荷試験 ß施数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.2. 入院 

外来通院{¸»ÿ療{¸»寛解維持~管理|困÷zÞ症患者{�1入院ÿ療²行sv

い»2 

2023� 入院患者数ÿs時型 OFC²除�Āđ228件ÿ前�þ比 +91.6%Ā 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.3. ÿ\²üû¾ü科 é床ß績~~x� 

ð和Č��Ãýú禍{¸»行動制限|解除�¼1\時{1食物²üû¾ü診療~主軸x

z»食物経ô¬荷試験² OFCöûóøw~稼働²開始���x{¸º1高þz質²保s�

~~検査ß給数²増���x|ÿ能xzs�Ĉ�wあs�2}~à業務~効÷W{{¸

º1結ÿx�v初診外来患者数ÿ+27.5%Āû再診外来患者数ÿ+15.6ÿĀû入院患者数ÿOFC

²除�2+91.6%ĀûOFC件数ÿ+23.5%Ā~全v~業績{tいv増à��2 

 

2. 研究活動ÿ研究業績参照Ā 

²üû¾ü疾患~診断ûÿ療û病態解明û~症Î防zy{Ïわ»多�~é床研究²ß

0

5 0 0
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1 5 00
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2 5 00

2 01 4年 2 015年 2016年 20 17年 2018年 201 9年 2020年 202 1年 2 022年 2023年
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²ナõ³ ラ½シü 薬剤²üû¾ü

総合²üû¾ü科/院患者年次推移

2 0 1 8年 2 0 1 9年 2 0 2 0年 2 0 2 1年 2 0 2 2年 2 0 2 3年
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施1計画�vzº1}~N部²紹Ï�»2 

2.1. �児²øĄü性皮膚炎x~í期Ï入{¸»食物²üû¾ü~症Î防研究/多施設共\

評価者ö検ùóÐĐWÏ入並行群間比較試験ÿPACI studyĀđ生àĎ〜13±~²øĄ

ü性皮膚炎x診断�¼��児²対象x�1Éöý´ù外用薬{¸»標準ÿ療群ÿú²

¿ö³Ć療法Āx積極ÿ療群ÿćý²¿ö³Ć療法Ā{割º付�1生à半�{z�»

鶏u²üû¾ü~~症²比較�»2 

2.2. �児²øĄü性皮膚炎x~í期Ï入x経ô免疫寛容誘^{¸»²üû¾üĎüÑx~

影響²ä��»前U}Ãċüø研究ÿPACI-on studyĀđPACI study{参à完Î��対

象者{zいv PETIT研究wp効性²証明��鶏uĉ段�摂×法²生àčöo{¹開始

��Pw1PACI studywß施��í期~積極的皮膚ÿ療Ï入|č{~w~²üû¾ü

疾患~症²Î防�»効ÿ|高い{²調査�»2 

2.3. 牛�²üû¾üÿ療ÿ経ô免疫療法Ā{対�»p効性検証試験ÿTOY studyĀđ�酸菌

~酵ÿm飲料²用い�ÐÞö検ćùËČ対照並行群間比較試験2 

2.4. ÿ´úÉ¿出生Ãċüø研究ÿHiRAD studyĀđ²üû¾ü疾患~家族|²持t児{z

�»出生Ãċüø研究2²üû¾ü疾患~~症²²¶ø»Đx�1Û娠中{¹č{~

w経時的{|�診察1²óÁüø調査1血ÿ検査1�菌ó検査zy²行い~症因子{

tいv因ÿè論²行う2 

2.5. r育Ãċüø研究ÿ出生Ãċüø研究Āđ2003 �{¹ 2005�{当院²Û娠中{Ø診�

�Û婦²ú¿ûüø�12004�Ċo〜2006 �ďo{出生�� 1,550]²追跡調査�

vい»2Ċ{~w��{ĉ回1}¼ñ降��Ĉ回~質問票調査xĊ回~健診ÿČ{1

Đ{Ā²行s�22017�{� 13 {健診²行s�2 

2.6. ²üû¾ü疾患~経過û長期Îà~解明~��~前U}観察研究ÿ疾患Ãċüø研

究Āđ対象�1ÿ立r育|療研究ËóÏü²üû¾üËóÏü²Ø診�1²üû¾ü

疾患ÿ²øĄü性皮膚炎1気管支喘o1s時型食物²üû¾ü1新生児û�児消W管

²üû¾üĀx診断~��疑わ¼�_児²対象{ 20{~wą¹ýü�»Î定2 

2.7. ²üû¾ü疾患{z�»標準ÿ療~nÛx均v³W{U��研修ćýÀùĐ~開~研

究 

 

 

3. 教育û研修 

3.1. 厚ö省補ûÏ業 中央âù病院研修<_児²üû¾ü診療短期Þù型教育研修ćýÀ

ùĐ=đ 

2023�þ 参à者č]ÿ全ÿ{¹_児科||参àĀ 

qÏ業�1²üû¾ü疾患対策è²{·�»Āq指針{掲�¹¼�T種個w目標²

Ôr�»�x²目的x�1都Ó府�²üû¾ü疾患|療âù病院{~|�{対�1B

研修ÿ中期間đĉ±間程þĀx�v<_児²üû¾ü診療短期Þù型教育研修=²ß

施�»�~wあ»2}~Õ容�食物経ô¬荷試験~ß践{àえv気管支喘oz¸�²

øĄü性皮膚炎~標準ÿ療~ß習²充ß��1ß�{参à者|都Ó府�²üû¾ü疾

患|療âù病院w~診療{必要z水準²担保w}»�~x�vい»2w体的{�1研

修参à者�x{ÿ\²üû¾ü科|�Ĉ]|đóÏüx�v担当�110å間~研修ć

ýÀùĐ{zいv食物²üû¾ü~診断法ÿ複数患者x~食物¬荷試験ß施²含

�Ā1問診�術û血ÿ検査û皮膚öÉø~ß施x解釈1Āq的z食物除去û除去解除

~方針決定1O要z除去食x~食Ï指^�段�的解除~®明�1²øĄü性皮膚炎~

診断1Þ症þ{応��適Wz外用療法~øþ�É½óÁ²指^1Éöý´ù忌避x~

対応zy²習得�1²üû¾ü性鼻炎{対�»舌Q免疫療法1気管支喘o{z�»|

吸機能検査�吸入手�zyN般的z患者指^{àえ1入院中~Þ症患者{対�»行動

療法的²ćýüÑ²含��Ï入法²見学�»�xw1÷ÿ性²üû¾ü患者x~包î

的z対応²学習�»2~�1研修機会~少zい研修�目�1Þ要性~高い研修�目{
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tいv�1昨�þ{引}þ}講義動画{¸» e-learning資p²充ß��1研修参à

期間中�研修à{視聴ÿ能x�研修~補完x�v活用��2 

研修参à者~背oÿ÷ĈĀx�v�1·東地方²中心x�X�Óû青森�1ß島�

���全ÿ¸º1主{ 30〜40{ï~_児科||参à�¼1ď割|_児科専門|²p

�vい�2全員|大学病院�_児専門病院1あ»い��立病院zy地域~中x病院{

勤務�¼vzº1地域診療~ßP�|期待�¼»2 

3.2. ÿ立r育|療研究ËóÏü 

²üû¾üé床懇û会~開催đ地域~_児|療àÏ者²対象x��²üû¾ü診

療{·�»講演会²�r 15 �¸º�Ĉ����ĉ回~»þw行svzº1新型Ãý

ú¶´ûÉ感÷ã大~影響{¸º 2020�{¹� WEB配信x�現x�ÿ´Ćúóù開

催wß施�vい»22023�þ�<第 28回r育²üû¾üé床懇û会={²開催�1

�yZ大学|学部附属�yZ|院_児科 稲毛英ÏY生²z迎え�1<子y�~遺伝

性血管性浮腫-最近~²歩-=xÜ�v講演²�}1262 ]~参à者²z招}�盛会{

終Î��2�¹{Î�þ¸º1多職種{¸»ÑüĐ|療~~展²狙いđ÷³»ûÉ

ÏóąU�~ºóù´óËďúü²�Ĉ回開催�»企画²立v1<r育²üû¾üđ

÷³»ûÉÏóąËďúü=x�v特w講演{w府大学食物栄養科学部教授~高�

伸ĀY生{��壇�}1<食物²üû¾ü診療{z�»管理栄養士~·わºx食Ï指

^~Ãô=xÜ�v御講演²�い�2ß�近隣�護W会�栄養士会{{|�{�²

行い 420]~方{参à�い�2 

3.3. r育²üû¾ü電û相談室 

 qÏ業w�1²üû¾ü疾患対策Āq指針{掲�¹¼»<²üû¾ü疾患{·�

»啓~Û�知識~nÛ=²目的x�1N般ÿ民{{¹~²üû¾ü{·�»相談Ï

業x�v1電û相談Ï業ÿ<r育²üû¾ü電û相談室=Ā²開設�ß施�»2}~

Õ容x�v�1²üû¾ü診療²専門的{行う|�²中心x��|療ÉÏóą{¸

º1²üû¾ü疾患²p�»患者�}~家族~é��OÜ{対�1科学的知見{Ā

u�適Wz情報提ß�1<²üû¾ü疾患~|療提ß体制{·�»xº方{·�»検

討会={Āu�T都Ó府�~|療提ß体制²考慮��対応²1電û相談{¸ºß施

�»2 

社会的活動ÿ研究業績参照Āđ 

全ÿT地域~|�会~研修会1ëÿ体|主催�»患者U�あ»い�Ãđ÷³»ûU

�~研修会w ~講演活動1NHK öüă健康·連番組{x~出演�制作W力²始�1

報Ó·Ï者~×px~W力²行s�2 

 

 

3-7-5-2 皮膚²üû¾ü科 

 

²üû¾üËóÏüw�1²øĄü性皮膚炎~診療方針x�v1¼´ùù´ó{Ā

uい�標準的ÿ療²Āqx�1信¼性~高い最新~|学的¸ă÷óÉ²×º入¼患者

�³�x{決定�vい»2²øĄü性皮膚炎~患者�³~中{�1à~|療機·w診

療²Ø��{�·わ¹�1Þ症÷ÿW�»場\|あ»2多��外用療法|O適Wwあ

s�ºÉöý´ù外用薬{対�»誤s��識|あ»zy|理vwあº1²üû¾üË

óÏüwß施�¼»²øĄü教室�専門�護�ÿ_児²üû¾ü¸÷õÁüÏüĀ{

¸»患者指^{¸º改善�»場\|殆ywあ»2�{�1÷ÿW~原因x�v皮膚�

菌症û¶´ûÉ感÷症²���x��皮膚感÷症1_児皮膚{炎ûSLE²初�x��ú

¶ĎÑ性疾患ûëý免疫疾患~鑑w²要�»症例�1Yy性外胚葉P形r�Yy性魚
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鱗性様~皮症1免疫O全症{{z�»N症状x�v²øĄü性皮膚炎|�~�»症例

²管理�»�{�1_児皮膚科|x~連携|必須wあº1²üû¾üËóÏüÕ{z

いv皮膚²üû¾ü科²設置�1ÇüĐüÉzl断的連携{¸»包î的診療²ß施�

vい»2 

 

1.概要x特色   

²üû¾üËóÏüw�1²øĄü性皮膚炎~診療方針x�v1¼´ùù´ó{Āuい�

標準的ÿ療²Āqx�1信¼性~高い最新~|学的¸ă÷óÉ²×º入¼患者�³�x{

決定�vい»2 

²øĄü性皮膚炎~患者�³~中{�1à~|療機·w診療²Ø��{�·わ¹�1Þ症

÷ÿW�»場\|あ»2多��外用療法|O適Wwあs�ºÉöý´ù外用薬{対�»誤

s��識|あ»zy|理vwあº1²üû¾üËóÏüwß施�¼»²øĄü教室�専門

�護�ÿ_児²üû¾ü¸÷õÁüÏüĀ{¸»患者指^{¸º改善�»場\|殆ywあ»2

�{�1÷ÿW~原因x�v皮膚�菌症û¶´ûÉ感÷症²���x��皮膚感÷症1_児

皮膚{炎ûSLE²初�x��ú¶ĎÑ性疾患ûëý免疫疾患~鑑w²要�»症例�1Yy性

外胚葉P形r�Yy性魚鱗性様~皮症1免疫O全症{{z�»N症状x�v²øĄü性皮

膚炎|�~�»症例²管理�»�{�1_児皮膚科|x~連携|必須wあº1²üû¾üË

óÏüÕ{zいv皮膚²üû¾ü科²設置�1ÇüĐüÉzl断的連携{¸»包î的診療

²ß施�vい»2 

 

2.é床ß績 

  外来診療w�1_児~あ¹¶»皮膚疾患²対象x�v1o曜{¹金曜~w�å�ðå外

来診療²行svい»2特ë外来�1火曜x水曜{üüÆü外来²行zsvい»2 

  ñQ{1対象xz»ï表疾患² �2 

²øĄü性皮膚炎zy~�疹û皮膚炎 診断 

²üû¾ü検査 

外用療法 

皮膚生理検査 

É½óÁ²指^ 

あ�ÿ血管腫1zuï斑1異�性蒙õ斑z

yĀ 

生à 1öo�{¹w}»üüÆüÿ療  

Ü面1ß範ö~あ�zy{�1全身麻酔Q

w~üüÆüÿ療�行svい~� 

{�½ ê性{良性{~診断 

手術 

皮膚腫瘍ÿ石灰WP皮種1粉瘤1脂肪腫1脂

ûï斑zyĀ 

診断1ÿ療ÿ手術Ā 

毛髪疾患ÿÖ形±毛症1Yy性乏毛症zyĀ 診断1ÿ療ÿ¸½ÇĎù´øzyĀ 
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乾癬ÿ·節症性乾癬1膿õ性乾癬zyĀ 診断1ÿ療ÿ外用療法1̧ ½ÇĎù´ø1Õ

o療法1生物学的製vĀ 

尋常性�斑 診断1外用療法1¸½ÇĎù´ø 

´Č1水´Čzy~¶´ûÉ感÷症 ÿ体ú}療法 

x��zy~�菌感÷症 長引いvい»場\~対応 

角W症1魚鱗癬 診断1検査1ÿ療 

ï斑症1}~à~遺伝性1Yy性疾患 診断1検査1ÿ療 

 

入院診療w�1ĉ～Ċå~短期入院w~全身麻酔Q手術Û�üüÆü処置²行zsvい

»2²øĄü性皮膚炎1蕁麻疹wë宅w�ÿ療|困÷z症例1全身状態1栄養状態|êい症

例~改善1Ćù¶球菌性熱傷様皮膚症候群1»čÈ水ý様~疹症zy~感÷症²伴う²øĄ

ü性皮膚炎~管理1膿õ性乾癬zyw~生物製v~^入期1い��状血管腫ÿ�児血管腫Ā

~ćýćùþüûÕo療法~^入期zy{tいv�1à診療科x�連携~P1入院診療²行

svい»2 

 

3.教育活動 

当科�åq皮膚科学会教育施設~�定²Ø�vい»2\学会�定専門|Ċ]|勤務�v

い»ÿ2023 � 12 o現xĀ2åq皮膚科学会x�v乾癬ÿ療薬x�v�ÿ�¼�生物学的製

v{tいv\学会|組織�»�定委員会w~審査²経v使用��施設x�v�定²Ø�v

い»ÿ2010�¸ºĀ2 

_児皮膚科学~ĉt~柱wあ»1²üû¾ü性疾患x遺伝性疾患{·�v�1åq²üû

¾ü学会�定教育施設ÿ2009 �čo¸ºĀ{�定�¼vい»2\学会�定専門|Ĉ]|勤

務�vい»2~�1åq人類遺伝学会z¸�åqé床遺伝学会{¸»�定é床遺伝専門|Ĉ

]�1遺伝診療科x~連携²÷º1遺伝子診断前à~遺伝»¶óËúóÀ²行svい»2 

 

4.研究活動 

_児皮膚疾患~診断ûÿ療û病態解明û~症Î防zy{Ïわ»é床研究²ß施1計画�v

zº1}~N部²紹Ï�»2研究rÿ{tいv�1学会1論文~表²行svい»ÿ研究業績

参照Ā2 

  

1)肥厚性皮膚骨膜症{z�» genotype-phenotype correlation~検討 
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 ÿ倫理審査委員会課Ü番÷đ374Ā 

2)�児期角層Āú²因子xï�中因子~解析 

 ÿ倫理審査委員会課Ü番÷đ2235Ā 

3)乾燥�~��軽þ~²øĄü性皮膚炎²p�»_児²対象x��½óÊÉ½óÁ²製品

~使用{¸»Ü全性確�試験 

 ÿ倫理審査委員会課Ü番÷đ2020-094Ā 

4)in vivo 共wùùĎóVZ装置²用い�_児~²øĄü性皮膚炎{z�»特Ā的z皮膚

構rrV~解析 

 ÿ倫理審査委員会課Ü番÷đ2020-095Ā 

5)Yy性魚鱗癬~診療ß態{·�»全ÿ調査 

 ÿ倫理審査委員会課Ü番÷đ2021-280Ā 

6)_児~脈管異常1色}性皮膚病変{対�»üüÆüÿ療~p効性xÜ全性~検討 

 ÿ倫理審査委員会課Ü番÷đ2022-127Ā 

7)@中央Nî審査A遺伝学的変W²要因x�»皮膚疾患~ĎûÑºďó¿É解析{¸»病態

解明~研究 

ÿ倫理審査委員会課Ü番÷đ2023-027Ā 

8)�児期角層Āú²因子xï�中因子~解析{z�»追跡調査 

 ÿ倫理審査委員会課Ü番÷đ2023-057Ā 

9)~汗異常²伴う稀少÷ÿ性疾患~病態解明÷üÏĉüÉ構築 

 ÿ倫理審査委員会課Ü番÷đ2023-133Ā 

 

 

3-7-5-3 消W管²üû¾ü科 

 

消W管²üû¾ü� 1990 �ï終わº{¹急増�vい»²üû¾ü疾患~Ĉtwあ

»2�齢x�v�新生児期û�児期w~~症|多い|1学童�r人w��¹¼»2Food 

protein-induced enterocolitis syndromew�1原因xz»食物ÿ粉ďû¿zyĀ²

摂×�v{¹1数時間à{嘔T�血便1Q痢zyw~症�»2消W管²üû¾ü~中{

�1à~症状|�¹¼�体Þ増àO良��~場\�あº適Wz鑑w²要�»2�{�

通常~²üû¾ü検査ÿ血ÿ検査�皮膚ćúó¿検査Āw�診断w}zい�x|多�1

�¹{1炎症性消W管疾患wあ»好酸球性Ãù炎�_児{¹r人{{�v患者数|増

えvzº1近�}~対応�社会的z課Üxzsvい»2²üû¾üËóÏüw�1�¼

~w²üû¾ü科wß施�¼vい�消W管²üû¾ü~診療経験²活{�v1消W管

²üû¾ü科²�設�院Õ~à~診療科�全ÿ~専門施設xx�{診療²展開�1�

¹{新�z診断ûÿ療法~開~{zいv�中心的z役割²担svい»2 

消W管²üû¾ü~確定診断~��{�1d原因食物~¬荷試験{¸»症状~pq

²確�1e消W管組織検査{¸»à消W管疾患~鑑w�消W管炎症~主体xz»好酸

球~増à~証明1²����x|必要xz»2消W器症状�体Þ増àO良{¹消W管

²üû¾ü²疑う場\1鑑w²十V行う�x|Þ要{zº1血ÿ検査1便粘ÿ�胞診û

便検査1画像診断1消W器Õ視鏡検査²積極的{ß施�vい»2 
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~�1全身状態|OÜ定1à~Ā礎疾患~ÿ療|優Y�¼»場\1��{確定診断²

t�»�x|困÷z場\�1Y{全身状態²改善��»ÿ療²優Y�観察�vい»2

�~¸うz場\1症状改善à�体Þ増à|確�w}�段�w¬荷試験~ß施²考慮�

vい»2 

新生児û�児{zいv�牛�²üû¾ü²疑う場\�1高þà水V解��²ďþ酸

�xいs�栄養v²ïÿ食x�v使用�»2O足�|�z栄養}�適宜z~zい1症

状|Þ症z場\�経ô摂×²中k�1輸ÿ{¸»栄養管理ûÿ療²行う2好酸球性Ãù

炎w食物~·P|疑わ¼»場\�1多種類~食物²除去�»�xwÃù~炎症²鎮静

W�1}~à原因食物~ä�²入院¬荷{¸ºß施�vい»2 

 

1ą診療活動 

好酸球性消W管疾患� 1990�ï終わº{¹急増�1消W管~炎症{¹栄養吸ß 害1r

長~Ô~ 害1長期{わ�»å常生活~制限zy²起���x|あº1社会問Üxzsvい

»2新生児期û�児期{~症�»�~²1新生児‐�児食物Ï�誘~Ãù症ÿ新生児‐�児

消W管²üû¾üĀx|v2好酸球性Ãù炎�学童ñP{多�見¹¼»2 

²üû¾ü科{zいv�12009 �{¹厚生ö働省÷ÿ性疾患1好酸球性消W管疾患研究

班²Û営1全ÿw適Wzÿ療|w}»¸う{診療¼´ùù´ó²整備1情報~信²行sv}

�2全ÿ{¹患者紹Ïû患者相談²い��}z|¹1Þ症患者{tいv�当ËóÏü{来院1

入院²Ð�1診療²行sv}�2²üû¾üËóÏüw�1�¼~w~診療経験²活{�v1

消W管²üû¾ü科²�設�院Õ~à~診療科�全ÿ~専門施設xx�{診療²展開�1

診断ûÿ療法~開~²þ�vい»2²üû¾üËóÏü1消W器科1栄養管理部²中心x�

�連携~�x1質~高い|療~提ß{尽力�vい»2 

 

1-1ą好酸球性消W管疾患~診断xÿ療 

好酸球性消W管疾患�非s時型Þ応|主体~炎症²起��2通常~²üû¾ü検査ÿ血ÿ

検査�皮膚ćúó¿検査Āw診断�»�x�w}zい2新生児‐�児食物Ï�誘~Ãù症~

ÅĆÀûüć~�xtwあ»1Food protein-induced enterocolitis syndrome w�1原因

xz»食物²摂×�v{¹1Ĉ～ċ時間à{嘔T�血便1Q痢zyw~症�»2特{1à~

症状|�¹¼�体Þ増àO良~�~患者�最�診断|困÷wあº1r長Û�~Ô 害~危

険性|大}い2確定診断~��{�1d診断的ÿ療{¸sv1症状²寛解��1}~à原因

食物~¬荷試験{¸»症状|出現²確��»1e消W管組織検査{¸»à消W管疾患~鑑

w�消W管炎症~主体xz»好酸球~増à~証明1~い�¼{²����x|必要xz»2

鑑w診断²十V行う�x|Þ要wあº1血ÿ検査1便粘ÿ�胞診û便検査1画像診断1消W

器Õ視鏡検査²積極的{ß施�vい»2 

~�1全身状態|OÜ定1à~Ā礎疾患~ÿ療|優Y�¼»場\1確定診断²t�»�x

|患者~O利益²招��x�あ»2�~��Y{全身状態1栄養状態²改善��»ÿ療²優

Y�vい»2症状|改善�体Þ増à|確�w}�段�w¬荷試験~ß施²行svい»2新生

児û�児{zいv�牛�²üû¾ü²疑う場\�1高þà水V解��²ďþ酸�xいs�栄

養v²ïÿ食x�v使用�»2O足�|�z栄養}�適宜z~zい1症状|Þ症z場\�経

ô摂×²中k�1輸ÿ{¸»栄養管理ûÿ療²行う2中心静脈栄養�積極的{ß施�vい»2
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好酸球性Ãù炎w食物~·P|疑わ¼»場\�1多種類~食物²除去�»�xwÃù~炎

症²鎮静W�1}~à原因食物~ä�²入院¬荷{¸ºß施�vい»ÿ厚生ö働科学研究1

多種食物除去x}~à~原因食物\定療法Ā2 

ñP~診断ÿ療方法{¸sv1�¼~w 1,000 ]~新生児‐�児消W管²üû¾ü160

]~好酸球性Ãù炎1食Ó炎²改善��v}�2い�¼�r長~Ô²遂�»�x1QOL²高

�»�x{注力�v}�2 

当院w多�ß施�¼vい»生体肝移mà{q症|~症�»�x�少z�zい2ë然~症

| 0.2%x�わ¼vい»|1移mà�č%|~症�»2}~{x³y²食物除去療法{¸sv

症状寛解��»�x|w}1長期的z QOL²保t�x{rß�vい» (Mitsui et al. J 

Allergy Clin Immunol Pract. 2017)2 

好酸球増多症候群 (Hyper eosinophilic syndromes)�1遺伝子~異常{¸sv臓器 害

xx�{p梢血~好酸球|異常高t²示�疾患群wあ»2�¼~w�1原因|O明w1病態

~Ãóøýüû{è慮�vい�疾患群wあ»|1原因遺伝子~特定x機能解析|²��x

w1V子標的ÿ療~開~~ÿ能性xいs�²歩|Î想�¼1患者~ QoLx長期Îà~改善|

期待�¼»2 

 

1-2ąÕ視鏡検査数 

 当院消W器科~消W管~Õ視鏡検査数��間 700 件ñPx1ÿÕ~_児施設x�v�\

指~件数wあ»2新生児{¹r人~w~患者{対�v1診断的ûÿ療的Õ視鏡²行svい»2

好酸球性Ãù炎~診断{k{�zい検査wあº1}~Þ要性��々増�v}vい»2 

 

2ą研究活動 

研究�1好酸球性消W管疾患研究室1免疫²üû¾ü研究部1ÂþĐ研究部x共\w研究

²行svい»2 

 

@研究~概要A 

1.好酸球性Ãù炎 (non-EoE EGID)x好酸球性食Ó炎 (EoE) 

1-a r育|療研究ËóÏüw~診療 

引}þ}1全ÿ~大学病院1_児病院1Ā�病院zy{¹紹Ï²Ø�v診断ÿ療²行s�2

特{č種食物除去{v�寛解^入|Oÿ能wあs�患者{tいv�1Rainbow 食Ï療法{¸

sv全症例²寛解^入��»�x|w}�2栄養管理部x綿密zW力~�x1�足þ~高い

食生活²構築w}�2�知行動療法{¸»家族·Ï調整²\時{行う必要|あ»患者|多

{s�|1p効wあº1良好z家族·Ï1O�校~消失²高÷{Ôr�»�x|w}�2 

 

1-b 疾患ÅĆÀûüć~疾患]²ÿ�的{整備 

P }]法²学術会議zyw1~表²行い1周知��»�x|w}�2 

 

1-c Minds準â診療¼´ùù´ó~作rÿČ��x改�Ā 

q研究期間ÿ2023�Ā~rÿ 
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厚ö省�策研究班{zいv1l回改�x~議論²Þ}vい»2好酸球性Ãù炎1好酸球性

食Ó炎x1冊子²V�»�xx�1}¼~¼{作r委員²ø出��2現x Minds準â¼´ù

ù´ó作r方法{則sv1作r²行svい»2前回~�~{¹�大幅{改定�»2 

 

1-d 疫学 

全ÿ調査~結ÿ1特{_児{患者|多�1}~ 75%|持þ型wあ»x~~表{¹1製薬企

業ĉ社~é床研究|行わ¼�2~�1東î大学{zいv1新薬~開~|企÷�¼»�x{z

s�2 

 

1-e 病態~解明1血清x消W管組織~ Precision medicine 

好酸球性Ãù炎~中w�1Ã{炎症|Ø中�vい»好酸球性Ã炎ÿEoGĀ{tいv1~現

Ď´¿ý²ü´解析²行s�2dEoG ~�yv~患者|炎症期{zいv1均N~ mRNA ~現

āÏüó²示��ÿ比較対照�¿ýüó病x非炎症対照患者Ā2e�yv~Å´ø»´ó~

う�1IL13 ~�|1p意zP昇²示�vい�2f食物除去ÿ療{zいv炎症~特Ā|消失

��ÿ世界初1楠u研究員Ā2�~�x{¸º1原因食物|1炎症²起��主体wあ»ÿ能

性|高~s�2g~�1ÿ療à�~現|高t²持þ�vい�遺伝子Àûüć|1Cell cycle

·連xúĒ÷úóÀÿ繊維WĀ·連wあs�2�¼²消W管組織像{zいv1観察��x�

½1Ã~X層Ö柱P皮{zいv1�胞x~幼ç�x粘ÿ産生~P�|~見�¼�2最終的{1

Ã粘膜w Cell cycle x繊維W{tいv組織÷色²行sv1論文W²行う�x{�vい»2 

 

1-f 新規ÿ療法開~ÿRainbow食Ï療法Ā 

�¼~w~結ÿ²åq²üû¾ü学会英文�{報告�ÿNagashima, Nomura et al, 

Allergol Int, 2023ĀćüÉúúüÉ1新聞1WEB ĊüÈzyw紹Ï�¼�2øüýóā²

üû¾ü学会ÿÿóĆûÀ1ù´ô1EAACI2023Ā~ÇóčÈÉø{ø出�¼1Rainbow食Ï

療法~理論x効ÿ{tいv~表²行い1�場~賛\²得»�x|w}�2 

 新�{当ËóÏü{zいv 10]程þ{ß施�1寛解^入1寛解維持²行う�x|w}�2

特{1<č種食物除去=~効ÿ|zいx~�xw紹Ï入院xzs�Þ症患者�全例1寛解^

入�»�x|w}�2現時ùw1世界w最�効ÿ~高い食Ï療法wあ»x考え¹¼�2特{1

壊死性ù炎à1短ù症候群1ùÕÔ~ÿ窄1栄養 害zy²起���1失敗~»�¼zい患

者{zいv�1�~��¼�効ÿ~意義|感�¹¼�. 

 

2.新生児‐�児食物Ï�誘~Ãù炎症ÿc性型Ā 

2-a r育|療研究ËóÏü病院w~診療 

引}þ}1²üû¾üËóÏü²中心{1Õ視鏡検査�炎症性ù疾患²���x�»鑑w

|必要z場\消W器科~援û²い��}1NICU1PICU1_児外科1ÿ\診療部1移m外科1

�射線診断部1病理診断部1栄養科1~強力zÑüĐ²形r�v診療²行い1新�{ 80]

程þ~診断ÿ療²rß���2PICU ²経v�v入院xzs�最Þ症患者~ö�食�1

Rainbow食Ï療法²応用��1Rainbowö�食xw��うy}Õ容wあº1全例|症状1組
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織学的寛解維持²行う�x|w}�2 

 ~�1生体肝移mà~患者�1Č%~高÷wq症²~症�»(Mitsui, Shoda, Nomura et 

al. J Allergy Clin Immunol Pract 2017à多数)2生}{·わ»病態~ÿ療~��{1肝

移m²rß���~�{1更{消W管²üû¾ü{¸sv消W管壊死²起���x|あ¼

�1生体肝移m²Ø�»患者{xsv大}zOÜp料xzº1移mÏ業ë体~信¼²損zう

ÿ能性|あ»2²üû¾üËóÏü�移m外科{¹紹Ï²Ø�v1患者1保護者~心理的¬

担1生活P~¬担|起}zい¸う1�心~注意²払sv診療²行い1全症例~寛解維持²þ

�»�x|w}�2 

 

2-b 疾患ÅĆÀûüć²ÿ�的{整備�» 

世界{¹��¹¼»疾患ÅĆÀûüć²制定�»��{1疾患Ãċüø研究²立�P�

»�xx��2特{¬荷試験{zいv1l確{診断�¼�患者²対象x�1NICHOLAS Ãċ

üøÿĎûÑËóÏü1ÿÕ~ 16施設~_児病院1大学_児科²含�Ā²開始��2�¼

{¸sv1åqwl��診断ÿ療��情報|世界{^�¹¼»¸う企÷�vい»2結ÿ|出

v論文公表|z�¼�¹1�~Vß~ÿ�ÃóÍüÇ²Đÿßq�đóĀü~N人1Anna 

Nowak教授ï表Ā{諮º1英語]称² refine�v1世界w~�知²ß�vい�2 

 

2-c Minds準â診療¼´ùù´ó作r 

q研究期間ÿ2023Ą24�Ā~rÿ 

P ¼´ùù´ó~改�~��{1大幅z改�作業²行svい»2 

 

2-d 疫学 

全ÿ調査~論文²公開�� (Suzuki H,,,Nomura I. Allergol. Int)2~症÷� 0.20%w

あº1嘔Tx血便²\時{見»¿ùÉÏü1���1新生児期{~症|Ø中�vzº1特{

注意²要�»�x|わ{s�2~�1牛�1大豆1米1鶏uzy~原因食物�O�明¹{{

zs�2ćüÉúúüÉ1T種新聞}Pw�紹Ï�¼�2q論文{zいv�1chronic FPIES1

FPIAPzy~ÅĆÀûüć病]{当v�~¹zい患者|半数ñPwあs�2 

 

3. Acute FPIESÿAcute food-protein-induced enterocolitis syndromeĀ 

3-d 救急²¿Ç÷óćùó~作r 

論文�Ø理�¼� (Kram, Sato, Yamamoto-Hanada,,,Nomura, WAO journal2023)2²¿

Ç÷óćùó�全ÿ~患者|使用w}»¸う{公開�¼�2 

https://www.ncchd.go.jp/press/2023/FPIES.pdf ćüÉúúüÉ�行s�2

https://www.ncchd.go.jp/press/2023/0510.html  

 

4.遺伝子変異{¸»Þ症²üû¾ü疾患 

q期間中{ċ]{tいv1世界w初�v~遺伝子異常|~見�¼�2dÞþ~�疹x好酸

球性Ãù炎²�t男児1STAT6 ~機能ð²遺伝子異常|~見�¼ÿ要部長1柳研究員Ā1Õ
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視鏡{v異常zúóā濾胞形r|v明ÿ新ß診療部長1竹Õ|�Ā1�胞遺伝学的研究1動

物ß験ÿ森u室長1�q部長1高u部長1Þ十嵐研究員àĀ{v STAT6~機能異常|解明�

¼�2ßq�主ÿ|x�v児~ÿ療x血清Å´ø»´ó測定1消W管粘膜Ď´¿ý²ü´解

析²行い1全身~T種症状| STAT6 {·�v起}vい»�x²明¹{{��2結ÿ� J 

Allergy Clin Immunol {²¿Ëćø�¼�2e外科w数回~救}的回ÿ術|行わ¼�男児

{zいv1食Ï療法²行い1Þ症~作~防k²行s�2IRUD-P{v遺伝子 KIF26A~異常|

~見�¼�2q遺伝子~~見者wあ»研究者x連}²xº1世界初~~見wあº1Îà機能

解析²行うÎ定wあ»2fÞþ~皮膚炎1栄養 害~男児{zいv1��ºs々~食Ï療法

{¸sv救}1神経~Ô症~防k²行zs�ÿßq1R藤Ā2児� Netherton syndrome x診

断�¼ÿ]u診療部長Ā1IRUD-P {vÿ要部長1柳研究員Ā世界初~形~ deletion |起}

vい»�x|証明�¼�2現x論文投稿中wあ»2 

 

@|療û社会x~®献A 

好酸球性消W管疾患~ÿ療1全ÿw~適Wzÿ療|行え»環境²整備 

�¼~w~研究rÿ 

全ÿw適Wz診療|行え»¸う1診断ÿ療指針1診療¼´ùù´ó~N般 WEB 公開²行

sv}�2 

q期間~研究rÿ 

1. Rainbow ¿ó½óÀ WEB ĊüÈ üÇĄ 80 {増à 厚ö省研究班参à施設~患者{~

�公開 

 

 ç手研究者~育r 

q�~研究rÿ 

Ĉ]~論文博士×得希望者1Ĉ]~大学院²学希望者1ĉ]~čÉù¿~研究指^²行s

�2 

 

 ç手|�~育r 

q�~研究rÿ 

²üû¾üËóÏü~±ĉ回~病棟»óą±üóÉ1±ĉ回~ßq外来1常時ČĄ15 ]

`x�»入院患者{tいvą·ýüY生方x連å数]~患者診断ÿ療{tいv連}²Ø�1

指^²þ��2特{1好酸球性消W管疾患~診断ÿ療方法1組織学的評価方法1体ÿ管理1

栄養管理方法1患者家庭~·Ï性~改善1行動科学²用い�摂食 害~解除1�知行動療法

²用い�1O�校~解除{tいv1入念{指^²行s�2 

oĈ回~²üû¾üËóÏü/消W器科\\»óą±üóÉ{zいv1入院患者{tいv1

\P~指^²行s�2 

全ÿ~施設xđüû�電û1WEB会議{v診療~相談²行s�2全ÿ~施設{¹患者紹Ï

²Ø�v1l��ÿ療²行s�2 
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 ÿ�連携x情報~信 

1. ²đú»1²óúûþô±¿教授  (ûõüøü¿1Ď¶óøÅ´ú´病院 )|ï表²

務�»ÿ� FPIES Associationđßq�đóĀüx�v Acute FPIES ~ÿ�¼´ùù´

ó制定{参à中2 

2. ²đú»1Ďü¿ûýüÌóĀüÀ教授ÿCinccinati Children’s Hospital , 

Cinccinati, OhaioĀ¹|ï表²務�» Consortium of Eosinophilic Gastrointestinal 

Disease Researchersđßq�đóĀüx�v参画2 

 

 

3-7-5-4 鼻²üû¾ü科 

 

わ|ÿ²含�Y²諸ÿw�1}半世紀前{¹²üû¾ü疾患|急増�1Î�ÿ民~

半数近�|何¹{~²üû¾ü疾患²経験�»時ï{zsvい»2z{w�p症÷|

高い~�花粉症²���x��²üû¾ü性鼻結膜炎wあº1近�w�花粉症~症�

齢~PQ|叫�¼vい»2r育Ãċüø研究{zいv�9{時ùw半数ñP~子y�

w1Ðû�É¾zy~吸入²üûÂó{対�v特異的IgE²��1}3割w鼻炎症状²

p�»�x|明¹{xzs�2²üû¾üËóÏüw�1舌Q免疫療法²���x�

�²üû¾ü性鼻炎{対�»専門診療²積極的{ß施�»xx�{1÷ÿ性喘鳴~原

因x�v知¹¼»ILOÿInduced laryngeal obstructionĀ(vocal cord dysfunction

|多い)�1Þ症喘o{����\��»�鼻Ô炎zy~鑑w疾患1�¹{_児w�

x}y}�{�¹¼»ôÔ²üû¾ü~診断�ÿ療zy{対�v1特{Ã食Ó逆mz

y~·P{tいv検討�1薬物ÿ療z¸�非薬物ÿ療~p効性²検証�vい»2 

   2{ñQ~²÷þ´ùW除zy術à~気Ó管理|必須wあ»患者1気管»ûõüü 

þ去困÷zywÿ療方法²模��»患者|全ÿ{¹来院�vzº1�々増à傾U{あ 

»2à診療科x密接{連携�z|¹1P侵襲{t積極的zÿ療²行svい»2 

  ÷Q 害{対�»÷Q評価ÑüĐ外来w�診断|困÷z_児÷Q 害~評価û»óą

±üóÉ{専門家²交えv行svい»2 

 

1ą診療活動 

✓ 気管W開� 33件施行�vzº1気管W開à~»ûõüü~長���芽zy~指^û管

理²行svい»2 

✓ 声門Qÿ窄w�Āûüó{¸»気管ã張術��ß骨²用い�喉頭気管ÿ窄症手術²行

svい»2ÿ療²行う前{全身麻酔Q{Õ視鏡検査²行sv評価�»|1\時{薬物鎮

静QÕ視鏡検査ÿDrug induced sleep endoscopy: DISEĀ²開始�1睡�時~咽頭�鼻

Ô~ÿ窄²評価�vい»2 

✓ ÷Q 害w��語聴覚士~Ï入~�x1作業療法士�共\�v÷QÑüĐ外来²行い1

姿勢保持{¸»経ô摂×~ÿ能性²検討�vい»2�{�1誤÷|著�い場\�喉頭気

管Vö術²行い1º炎~Î防1経ô摂×~ÿ能性1�¹{x宅|療x~移行{N定~r

ÿ²あ�vい»2 
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✓ c性的z鼻m~原因~Ntwあ»線毛Û動 害~診断z¸�原因精査~��1IRUD-P

{v遺伝子検査²行い1確定診断²得»�x|w}vい»2Î�þ�ĉ件~検査²行s

�2

✓ 睡�時q|吸{対�v²÷þ´ùW除 134 件1�桃摘出術� 280 件行svzº1い�

¼�術à鼻|吸|改善�vい»2手術前{ DISE²開始�»�x{¸ºP気Ó~ÿ\的

z評価²行い1周術期管理~úÉ¿軽減1外科ÿ療適応~適l{tいv~評価²行sv

い»2

û 外来đ

再診Ā初診đo(午前Ā午à)1水ÿ午前Ā午àĀ1金ÿ午前Ā 

O定期{金曜å午à1÷QÑüĐ外来 

÷聴遺伝子外来ÿ担当 �永Āđo 1回o曜å~��水曜å 午à 

÷QÑüĐ外来ÿ担当 耳鼻咽喉科ûÿ\診療科1�射線科1歯科ôÔ外科1úÿ

ăú科Ā 

ē²üû¾üËóÏü評価支援室ÿ 

2020�þ¸º1ñQ~ċ評価支援室|設置�¼vい»2 

3-7-5-5 視機能評価支援室 

  室長 仁科~子 眼科診療部長ÿ�任Ā 

²üû¾ü性結膜疾患¼´ùù´ó第Ċ版ÿ2021.8.10Ā{ÿsv_児{対�»�腎皮質

Éöý´ùÛ�免疫抑制薬~使用²科学的yâ{Āu}ß践��2²üû¾ü性結膜炎1²

øĄü性角結膜炎1春{»Ïû{伴う角膜 害�Éöý´ù{¸»ýÕ ~検出²支援�

�2÷ÿ性ýÕ {対�»管理xÿ療法²検討��2 

�幼児期{¹øþ視法²用いv視機能 害~pq²評価��2ą¹øüąù¿Ç÷ó法

{¸»\ø異常x斜視~É¿úüûóÀ~精þ~検証²ýþ��2視覚 害²}���_

児{対�»支援ÿýüăÈ÷óÁ²Ā²1視覚特w支援学校x連携�vß施��2 

3-7-5-6 免疫機能評価支援室 

  室長 森u英明 ²üû¾ü研究室室長ÿ�任Ā 

Þ症~²üû¾ü疾患患者�1遺伝子異常~\�²伴うÿ能性~あ»非x型例{zいv1

血清中Å´ø»´ó�免疫�胞組r~検討{~免疫学的機能~評価²通�v1診断.診療支

援²行svい»2�¼~w{高 IgE血症1好酸球性Ãù炎xÞ症²øĄü性皮膚炎²\��

�症例1Þ症²øĄü性皮膚炎xëý免疫性w状û疾患²\���症例²���x��÷
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ÿ性²üû¾ü疾患患者~免疫学的評価²通�v1診断ûÿ療{資�»支援²行zsvい»2 

3-7-5-7 遺伝情報評価支援室 

  室長 要 匡 ÂþĐ|療研究部部長ÿ�任Ā 

標準的ÿ療{¸º寛解ûÿ癒�zいÞ症÷ÿ性²üû¾ü患者�1免疫O全1ëý免疫疾

患²�~�»症例~中{�遺伝子異常²伴う場\|あº1免疫機能評価支援室xx�{原

因検�1診療支援²行svい»2 

3-7-5-8 行動機能評価支援室 

室長 山q貴和子 ÿ\²üû¾ü科診療部長ÿ�任Ā 

診療¼´ùù´ó~nÛ�薬物療法~²歩{¸º多�~²üû¾ü疾患{zいv良好z

管理|ÿ能xzs�|1標準的ÿ療{¸sv�Ãóøýüû出来zい÷ÿ性²üû¾ü疾

患患者|現x�`x�1心理的z要因|·P�vい»�x�考え¹¼»2²üû¾üËóÏ

üw�1Þ症²øĄü性皮膚炎{生�»習d性掻爬行動~応用行動V析{¸»消去�1÷ÿ

性喘o1心因性喘o1声�機能O全zyx~行動療法ÿ系統的±感作Ā{²含��1÷ÿ性

²üû¾ü疾患患者{対�»ý�z行動機能解析{¸»心因的病態~評価{Āu�1心理

的²ćýüÑ�長期入院ÿ療²ß施�vい»2 

3-7-6 _児|³ËóÏü

ÿ立r育|療研究ËóÏü�1ÿ{¹_児|³âù病院{指定�¼1�¹{2014�{�

全ÿ15~âù病院²牽引�»_児|³中央機·{12019�{�|³ÂþĐ|療âù病院{

�指定�¼�2_児|³ËóÏü�1}¼¹~ß務部門x�v機能�vい»2åq最大~

_児|³診療施設x�v1わ|ÿ{z�»_児|³診療~Ē÷ûxz»y�1全v~_児

|³患者{対�v世界標準{t優��温{い|療²提ß�vい»2~�1é床研究~è

²1新規ÿ療~開~1長期ą¹ýü²óć体制~確立zy²通�v1わ|ÿ~_児|³診

療²úüù�»�x²目標x�vい»2 

3-7-6-1  血ÿ腫瘍科

3-7-6-2  ³神経腫瘍科

3-7-6-3  移mû�胞ÿ療科
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�血病�úóā腫1³腫瘍1神経芽腫û網膜芽�胞腫û肝腫瘍zy~þ形腫瘍{1_児

期{~症�»あ¹¶»腫瘍性疾患{対応�12023�~�間診患数� 113例wあs�ÿ表

1Ā2åq_児|³研究ÀûüćÿJCCGĀ~多施設共\é床試験�新規薬v~ÿ験{参画

�1新�いÿ療~開~{�積極的{×º組³wい»2 

造血�胞移m{tいv�1åq造血û免疫�胞療法学会{¸»移m�定施設ÿ»öÄú

ü1Āx�v1ê性疾患��wz�1免疫O全症zy~非ê性疾患{対�»造血�胞移m

²積極的{行svい»22023��\種移m 21件1ë家移m 10件²ß施��2½đù÷原

Ø容体ÿCARĀ T�胞療法~提ßÿ能施設{�定�¼vzº12023��2件~CAR-Tÿ療²

ß施��ÿ表2Ā2 

2023��ď]~専門修練|ÿą·ýüĀ113]~à期研修|1�¹{Ċ]~学外研修|

{対�v1研修²行s�2 

表 1. 血ÿ腫瘍科1þ形腫瘍科1³神経腫瘍科1移mû�胞ÿ療科診療ß績ÿ疾患wĀ 

2021ÿð和 3�Ā 2022ÿð和 4�Ā 2023ÿð和 5�Ā 

初~ 再~ \計 初~ 再~ \計 初~ 再~ \計 

造血期器腫瘍 56 2 58 42 4 46 36 5 41 

急性úóā性�血病 14 1 15 19 2 21 10 2 12 

急性骨髄性�血病 11 0 11 2 1 3 9 1 10 

~¼z�血病 1 0 1 0 0 0 1 0 1 

c性骨髄性�血病 0 0 0 1 0 1 1 0 1 

骨髄異形r症候群/MPD 2 0 2 0 0 0 1 0 1 

非ċÈ½óúóā腫 8 1 9 4 0 4 3 1 4 

ċÈ½óúóā腫 2 0 2 3 0 3 1 0 1 

}~à~úóā増殖性疾患 1 0 1 0 0 0 1 0 1 

血球®食性úóā組織球症 2 0 2 2 0 2 3 0 3 

ùóÂûÿóÉ�胞組織球症 6 0 6 5 1 6 4 1 5 

}~à~組織球症 1 0 1 3 0 3 1 0 1 

}~à~造血器腫瘍 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

Down症N過性骨髄異常症 8 0 8 3 0 3 1 0 1 

þ形腫瘍 90 2 92 73 0 73 69 3 72 

神経芽腫 6 1 7 9 0 9 10 0 10 

網膜芽腫 11 0 11 8 0 8 7 0 7 

腎腫瘍 1 0 1 4 0 4 3 0 3 

肝腫瘍 10 1 11 11 0 11 7 1 8 

骨腫瘍 1 0 1 0 0 0 0 0 0 

ß部腫瘍 4 0 4 4 0 4 7 1 8 

胚�胞腫瘍ÿ頭蓋Õ²除�Ā 12 0 12 8 0 8 10 0 10 

³脊髄腫瘍 43 0 43 26 0 26 22 1 23 

}~à~þ形腫瘍 2 0 2 3 0 3 3 0 3 
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免疫O全症ÿ移m症例Ā 9 - 9 4 - 4 5 - 5 

ï謝疾患ÿ移m症例Ā 2 - 2 3 - 3 4 - 4 

表 2. 造血�胞移mz¸� CAR-T�胞ÿ療ß績 

2021ÿð和 3�Ā 2022ÿð和 4�Ā 2023ÿð和 5�Ā 

\種造血�胞移m 21件 22件 21 件 

非血縁者間造血�胞移m 11 8 11 

血縁者間造血�胞移m 9 13 7 

非血縁�い�血移m 1 1 3 

ë家造血�胞移m 9件 9件 10 件 

CAR-T�胞ÿ療 4件 3件 2件 

3-7-6-4 腫瘍外科

åqw唯N~<_児|³手術{特W��=外科系診療科w1þ形|³手術件数ÿ2023

�Ā��間 62ÿW除術 421}~àÿCV挿入Xþ²除�Ā20Āx全ÿøóć¿ùÉwあ

»2豊富z経験x知識{Āuい�最新{t質~高い外科ÿ療²提ß�vい~�2 

3-7-6-5 血ÿÕ科

血Ü病zy~k血û血栓性疾患1赤血球疾患1原~性免疫O全症zy非腫瘍性血ÿ

疾患~専門診療{携わsv»ÿ表 3Ā2新規薬v~ÿ験�遺伝子ÿ療zy1新規ÿ療

開~{�®献�vい»2~�1Yy性血_�減少症~多施設共\研究~中心施設x�

v~役割�担svい»2 

表 3. 血ÿÕ科診療ß績 

疾患] 
血ÿÕ科新規患者数ÿ�Ā 

2019 2020 2021 2022 2023 

k血û血栓性疾患 

免疫性血_�減少性紫斑病 12 19 4 14 13 

家族性血_�減少症 0 8 10 0 1 

血_�機能異常症 2 7 5 4 0 

血Ü病 4 5 4 2 2 

von Willebrand 病 3 1 1 2 2 

ûüćÉ²óÑÃ²Àùóø 2 0 1 2 0 

P ñ外~凝þ因子異常症 4 5 2 0 0 

PC, PS, ATk乏症ÿ血栓傾UĀ 4 2 1 3 1 

í種性血管Õ凝þ症候群 6 0 0 0 0 
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溶血性�毒症症候群û血栓性血_�減

少性紫斑病 
1 1 2 0 0 

IgA 血管炎ÿ²üû¾ü性紫斑病Ā 2 1 1 0 0 

P ñ外~血管異常 6 1 0 0 0 

原因O明~出血傾U 3 3 0 0 0 

PC, PS, ATñ外~血栓û^栓症 8 9 1 0 1 

赤血球疾患 

再生O良性貧血 2 3 2 2 4 

Fanconi貧血 1 0 1 0 1 

赤芽球瘻 1 4 1 2 1 

汎血球減少症(免疫O全1劇症肝炎\�Ā 4 0 1 0 1 

免疫性溶血性貧血 1 2 0 2 0 

遺伝性球状赤血球症 1 2 3 2 1 

ĈĒÀýăó異常症ÿÅùËď²z

yĀ 
1 4 5 6 4 

P ñ外~溶血性貧血 5 1 1 0 1 

Þ症鉄k乏性貧血 2 0 1 0 0 

栄養性貧血 0 1 0 2 0 

P ñ外~貧血 2 4 0 0 0 

�血球疾患zy 

c性好中球減少症 7 2 1 4 4 

TAMÿÐ¶ó症\�Ā 2 1 0 3 1 

血球®食症候群 6 0 0 0 0 

c性活動性 EB¶´ûÉ感÷症 0 0 1 0 1 

úóā管腫症 1 0 0 0 0 

}~à 8 5 1 0 1 

\計 101 91 50 50 40 

3-7-6-6 |³þ和Á²科

診断時{¹多面的{t包î的z²ËÉđóø{Āu}患者x家族~ QOL ~UP²目指�

�þ和|療²提ß�vい»2多職種{¸º構r�¼»þ和Á²ÑüĐ²設置�1包î的zþ

和Á²|提ßw}»体制²整備�vい»2 

3-7-6-7 長期ą¹ýü²óć科

_児|³経験者{生�»問Ü²理解�1適W{対応�»��{1経験豊富z|�z¸��
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護�{¸»長期ą¹ýü²óć外来²設置�v1r人|療施設x~移行期連携²行svい

»2~�1_児|³経験者~長期ą¹ýü²óć研究{�×º組³wい»2 

3-7-6-8 _児|³免疫診断科

病理診断部1_児血ÿû腫瘍研究部/衛生検査ËóÏüÿ研究�ĀxW力�v JCCG{~_

児|³全ÿ多施設共\é床研究~中央V子診断ÿ�胞Ďü»ü診断zyĀ²担いÿ表 4Ā1

åqÿÕw~症�»�血病~{|全症例²網羅�»zy1わ|ÿ~_児|³診療~質~U

P{®献�vい»2 

表 4. _児|³免疫診断科造血器腫瘍Ďü»ü診断ß績 

2020 2021 2022 2023 

ALL 474 510 494 532 

úóā腫 62 67 67 53 

AML/MDS 160 188 190 141 

CML 13 13 19 17 

TAM 57 64 55 43 

}~à 154 119 109 128 

新規\計 920 961 934 914 

再~ ALL 74 76 78 81 

再~úóā腫 9 7 6 1 

再~ AML 10 21 22 31 

再~}~à 6 2 3 3 

再~\計 99 106 109 116 

微_ì`病変 674 1,079 783 1,059 

\計 1,693 2,146 1,826 2,089 

3-7-6-9 _児|³ÂþĐ診療科

|³ÂþĐ診療²統î�»部署x�v1_児~|³{豊富z診断経験²持t専門家

wÑüĐ²構r�1_児|³{特W��¸½ÉāüøāýûÿEPĀ�遺伝»¶óËú

óÀ~相談体制~整備²²�vい»22023�� 23件ÿ院Õ 7件1院外 16件Ā~ EP

²開催��ÿ表 5Ā2

表 5. ¸½ÉāüøāýûÿEPĀß施件数 

2021ÿð和 3 �Ā 2022ÿð和 4�Ā 2023ÿð和 5�Ā 

院Õ 21件 11件 7件 
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院外 15件 21件 16件 

\計 36件 32件 23件 

3-7-6-10 _児|³÷üÏ管理科

JCCG þ形腫瘍V科会|ß施�»é床研究~÷üÏ管理�åq_児血ÿû|³学会~þ形

腫瘍�³~ß務²行sv1ÿÕ{z�»ß態~解明�1}¼{Āu�T施設w~診療~UP

~��~提�²行う{{1_児|³経験者~長期ą¹ýü²óć体制~構築{�×º組³

wい»2 

3-7-7 _児外科系専門診療部

3-7-7-1 外科

2023 �~手術ÿ数� 626 件wあº1前�ÿ674 件Ā¸º�減少��2新生児手術数� 51

件{¹ 42件{減少�vzº1少子W~影響²Þ映�vい»ÿ能性|あ»2Õ»²見v�»

x1全ÿ的{�p数~手術件数²持tYy性l隔膜Ĉûû²{対�»yÿ術| 12 件1ö胞

性º疾患{{対�»ºW除術|č件x1例�x\様~数²�z��x|w}�2~�1噴門

形rûÃ瘻造設術² 21件1虫垂W除術² 29件1öù肛門_形手術²ċ件施行��2胆Ó閉

鎖症�Ĉ件{xy~s�|1胆Óã張症xĂûÇõÉćûóÀ病yÿ術}¼~¼ċ件施行

��2úóā管腫硬W療法 11件1腫瘍生検²含�ê性腫瘍{対�»手術² 58 件施行��2 

当科�救急疾患{備えvいtw�手術対応|w}»体制²組³wzº1多�~救急疾患{

対応�vい»2~�胎児診療科�新生児科xÑüĐ²組³w新生児外科疾患{�積極的{

×º組³wzº1Y述�� 42件~新生児手術数�全ÿw�p数wあ»2~�1|学生�外

科専攻|~研修{�積極的{×º組�1|学生�東î大学�慶応義塾大学à希望者²多数

Ø�入¼1åq外科学会専門研修ćýÀùĐ²p�»Ā�病院 11 病院x連携�vð�多�

~外科専攻|²Ø�入¼vい»2  

3-7-7-2 ³神経外科

1.é床

³神経外科w�1³腫瘍1脊髄腫瘍1ÐV脊nû脂肪腫û頭蓋縫\í期癒\症{~Yy_

形1水頭症1����病û³動静脈_形{~血管 害1v³{³{~多岐{渡»疾患{対�1

個々~病態{応�� 300件²超え»手術à療²行s�2 

2.研究

³神経外科w�1主{é床研究²中心x�1学会w~~表x英文w~原著論文~~表²行
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s�2 

3-7-7-3 心臓血管外科

1.概要1特色

1.1 概要 

心臓血管外科w�1Yy性心疾患z¸�ày性_児心疾患~外科ÿ療²行svい~�2 

1.2 特色  

心臓血管外科w�Ā環器科xW力�v新生児{¹r人{ó»~w~あ¹¶»Yy性心疾

患Û�ày性_児心疾患~ÿ療²行い1}~中w主{手術ÿ療²担当�vい~�2心疾患1

�齢1\�症zy²考慮�1}¼~¼~患者{最�適��手術²行う¸う心|�vい~�2

Yy性心疾患~診療{�1診断1薬物ÿ療�»öüöûÿ療1手術1術à管理1}~à~外

来w~長期管理zy�~�~zÉöóć|あº~�2診療~TÉöóć²専門家|行い1{

tÿ療全体²齟齬z�ÉĐüÊ{²�»ÑüĐ|療|Þ要x考えvい~�2心臓手術²必

要x�»患者�³�1胎児診療科-新生児科-Ā環器科-心臓血管外科-麻酔科-Ø中ÿ療科x

いうÑüĐ|療~m¼~y�{{乗svÿ療²Ø�»�x{zº~�2対象xz»患者�

³�1胎児�o熟児{¹r人~w幅ßい�齢層{わ�svい~�2÷色体異常�症候群zy1

心臓ñ外~複数~臓器{問Ü²抱え»患者�³�多�1�~様z患者�³�1幅ßいØ学的

|療²必要x�~�~w}~à~診療科x�W力�1診療{当svい~�2  

2.診療活動

常勤|�ċ]w�間 }100例~手術²行svい~�2手術r績~UP{ü�»x共{1Ñ

üĐ|療体制~強Wxç手|�~教育{力²入¼vい~�2 

2.1 入院診療 

入院診療~中心�手術ÿ療w�2火曜1o曜²定時手術åx�1Þ症例Ĉ例1~��軽症

例ĉ例~手術²行svい~�2緊急手術{·�v�1麻酔科�手術室~W力~�x1曜å²

問わ��時施行�vい~�2  

2.2 手術症例概要ÿ2023.Ĉ～2023.12Ā 

2.2.1 開心術手術ÿ数 65例 

Õ容đ心臓移m術 ĉ例1補û人ý心臓装着術 Ĉ例1心�中隔k損症閉鎖術 Č例1心室中

隔k損閉鎖術 11例1ą±ýü四Ā症手術 10例1Rastelli手術 ċ例1動脈É´óÑ手術 ĉ

例1完全型�室中隔k損症手術 ċ例1ÿº静脈還m異常症手術 ĉ例1大動脈縮搾複\手術

ĉ例1Glenn手術 Č例1Fontan手術 Đ例1弁形rû弁置換 10例zy 

2.2.2 非開心術手術ÿ数 36例 

Õ容đ動脈管結�術 č例1º動脈�扼術 Đ例1ĊüÉđü»ü移m術 č例1ECMO č例z

y 

2.3 外来診療 

外来�ð±水曜~午前{診療²行svい~�2ðo第Ċ金曜ÿ休å{w診療|w}zい場

\�翌±~金曜Ā�特ë外来x�vĊüÉđü»ü外来²行svい~�2  
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3.施設�定

3.1 心臓血管外科専門|�定機構�定施設 

当施設�1åq胸部外科学会1åq心臓血管外科学会1åq血管外科学会~Ċ学会w構r

�¼»心臓血管外科専門|�定機構~�定修練施設~�定²Ø�vい~�2心臓血管外科

専門|~�定x請{必要z修練²»ú½õùĐ{ÿsv行svい~�2  

3.2 _児用補û人ý心臓ß施施設 

当施設�1補û人ý心臓ÿ療·連学会W議会~_児用補û人ý心臓ß施施設û_児補û人

ý心臓装着手術ß施|�定~ß施施設w�2 

3.3_児心臓移mß施施設ÿ11 {o�Ā  

当施設�1|�~�¼~w~経験1補û人ý心臓~装着手術zy~手術ß績1}~à�~

�~z�目w評価�¼1_児~心臓移m²行え»Ā準²���施設x�v�定�¼vい~

�2  

3-7-7-4 整形外科

1.概要

_児~四¢Yy異常1~育 害{¸»四¢~変形1外傷à遺症{対�»変形1斜¸~ÿ療

²行svい~�2¡·節Ðl検診外来1骨ß部腫瘍外来1ÕÞ足外来1装w外来²設置�v

い~�2救急診療科xW力�v救急対応²行い1外傷�W膿性·節炎~緊急手術�増えvい

~�2 

2.診療活動Û�研究活動

2.1 ÉÏóą~構r 

統î部長Ĉ]1診療部長ĉ ]1|員Č]�整形外科専門|w1{{{üÈ÷óøĈ]~

Đ]w診療�vい~�2部長x|員~ď]~う�ċ]�P¢~外傷�Yy異常1p梢神経 

害²中心{1à~ċ]�Yy性ÕÞ足zy~Q¢~変形矯l�脚延長1斜¸²中心{診療�

vい~�2}¼~¼åq整形外科学会1åq_児整形外科学会1åq手外科学会1åq¡·

節学会1åq四¢再建û創外þ定学会1åq肘·節学会zyw活躍�vい~�2 

2.2 外来 

初診外来�火û水曜å{交ÿw行svい~�2|療連携室²経v�v対応²急�症例�Ø

�入¼vい~�2~�1骨ß部腫瘍外来²第Ĉ1Ċ火曜å{設�vzº慶應義塾大学整形外

科~|�|担当�vい~�2ð±火曜å{�¡·節Ðl検診外来²行svい~�2 

2.3 入院z¸�手術 

常時 } 20 ]~入院患者²担当�vい~�2短期入院w手術ÿ療²行うP¢~症例|多

いw�|1牽引ÿ療�骨延長器装着患者w�入院期間|比較的長期{Û�~�2手術�P¢

~Yy異常�四¢~変形矯l|中心w�2通常火û水曜å{Î定手術|組~¼vい~�2 

:2023�手術件数;605 件 

- P¢ 357đYy異常 169 [ï指多指症ÿO指節ï指²含�Ā32 1ï指形rO全 311裂
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手û指列誘^ 害 191\趾症 191Yy性�扼°症候群 111Yy性多~性·節拘縮症ÿ握

ºï指²含�Ā131ÕÞ手 51Yy性橈尺骨癒\症 221}~à 17]1肘周辺骨ø 651}

~à~P¢手術 123 

- Q¢ 165đYy異常 36[多趾症 131}~à 23]1ÕÞ足û足部変形 351~育性 害 Ċ1

脚長O{û変形ÿ骨端~育r長抑制{¸»再建Ā261脚長O{û変形ÿ脚延長û血管柄

付}費骨移m{Ā121脚長O{û変形ÿ}~àĀ ċ1¡·節疾患 151外傷û感÷症 34]

- 骨Õ異物除去 48

- {性斜¸ ċ

- 腫瘍 31đ多~性外骨腫症ÿ変形矯l含�Ā221}~à Đ

3-7-7-5 ì�器科

1.活動状í

2023 ��1長谷ÝÖNÿåqì�器科学会�定指^|û専門|1åq_児ì�器科学会

�定|Āx大Z崇óÿåqì�器科学会専門|Ā~ÉÏóąĉ人xà期üÈ÷óøwあ»忽

滑谷悠仁Y生~Ċ人体制wÉÏüø��2ÉÏóą�Ċop{大Z崇óY生|�任�1ċo

{¹石Ý美夢Y生|着任��2à期üÈ÷óø�1Đop{忽滑谷悠仁Y生|�任�110o

¸º岡q�理愛Y生|着任��2à期üÈ÷óø�1東î慈恵会|科大学ì�器科学教室~

à期üÈ÷óøćýÀùĐx連携�1_児ì�器科研修²目的{着任��2 

ì�器科手術~ÿ症例数� 300 件wあs�2Covid-19 {¸»手術延期z¸�感冒�¶´

ûÉ感÷zy{¸º手術²延期��症例|1手術Î定患者数~} 15ÿあs�2手術~Õ»

�1例�通º停留精巣þ定術1�ÓQ裂形r術~�{多{s�2 

3-7-7-6 úÿăúöüÇ÷ó科

3-7-7-7 ~Ô評価支援室

1.概要

úÿăúöüÇ÷ó科w�1~Ô支援1社会参à支援²必要x�»多様z疾患1 害²抱

え�_児z¸�廃用Î防zy~身体的Á²²必要x�»Û産婦¹²対象x�v1院Õ~

様々z診療科{¹~ß¼²Ø�v診療{あ�svい~�2必要{応�v理学療法1作業療法1

�語聴覚療法²処方�1療法士¹{¸»評価1訓練²行い~�2~�x宅環境調整�ÿ学支

援zy~社会参à支援²²�»��{�1院Õ多職種z¸�地域~|療û福祉û教育機·x

~連携²大W{�vい~�2 

~Ô評価支援室w�1Ā礎疾患{応��~Ô評価1ÿ療前àû就学前à~問Üzy²û観

的{評価�»�x²目的{1T種神経心理学的検査1知能検査1�語評価1Û動û感覚機能

評価²ß施�1結ÿ®明1個w相談1地域連携x~対応²�vい~�2 

162



_児úÿăúöüÇ÷ó|療w�1 害²必���ÿ癒1l常W��»~w�z�1Yy

的z¸�ày的疾患{¸º生�� 害{対�ví期~見1í期療育{¹ù´ąÉöüÈ{

���社会参à|w}»¸う{r長~Ô²Ð�1周º~環境²整え»�x|Þ要w�2~�1

特定~疾患1 害{対�v�1検査�計測{¸»評価²行い1診断ÿ療方針{役立vvい~

�2�¹{1移動能力²���x�»å常生活動作|困÷z場\1公的支援²Ø�»��~

書類作rÿ身体 害者手帳zyĀ�r長~Ô{\わ��補装wÿ義手1Q¢装w1ÿO保持

装置1車椅子zyĀ~処方û作製�行svい~�2 

全科疾患{z�» 害²対象x�~�|1特Ā的z�~x�v1NICU w~ÿ´úÉ¿児

~í期~Ô支援1ą¹ýü²óć1PICU 全例x~í期ö床訓練1|療的Á²児~x宅移行

支援1_児|³ËóÏü全例x~É¿úüûóÀx長期ÿ療{伴う廃用Î防1þ和Á²1長

期的社会参à支援1肝移m術前à~~Ô評価1~Ô支援1長期的社会参à支援1Yy性P¢

形rO全児~~Ô支援x義手訓練1³損傷à~高l³機能 害�~Ô 害児~就学1社会参

à支援1~Ô性W調Û動 害児~評価x生活支援1器質的病変1中枢神経系病変1~Ô特性

�ÿ療~影響{伴う摂食û÷Q 害~評価xúÿăúöüÇ÷óÿ療1人ýÕ耳~術前評価1

ĎóĄóÀ1 害児~体力評価ûāùÉčüô^入1āù²Éúüø~đ÷³»ûÑ·ó¿1

āùÉčüô体験´ĉóø~開催zy{力²入¼vい~�2 

2.診療活動

úÿăúöüÇ÷ó科診療体制

診療部長đP出oÝ1理学療法士 ď]1作業療法士 Č]1�語聴覚士 Ċ]1é床心

理士ĉ] 

~Ô評価支援室診療体制 

室長đP出oÝÿ�Ā1à_児科|� ĉ]ÿ�Ā 

é床心理士ÿ�Ā1理学療法士ÿ�Ā1作業療法士ÿ�Ā1�語聴覚士ÿ�Ā 

施設Ā準x�v1³血管úÿ1Û動器úÿ1|吸器úÿ1|³úÿ1 害児ÿ者Āúÿ

~施設Ā準�定²Ø�vい~�2 

āùÉčüô体験´ĉóø開催 

ð和Č�þ第 59 回世u谷{民Éčüô~tºÿ2023 � 10 o 15 å 10 時～12 時開催Ā 

  {¹�知»知»ýüù<100㎝走Ā落x���い走= 参à者 106] 

ČóÑēr育úÿ»óć 2023ÿ2023� 11 o 28å開催Ā 入院患児 12 ] 

úÿăúöüÇ÷ó科療法wß績ÿ2022.1～12Ā

療法{V 理学療法 作業療法 �語聴覚療法 

入外{V 入院 外来 入院 外来 入院 外来 

ß施件数 8,522 747 3,868 235 1,690 1,240 

ÿß施件数 9,269 4,103 2,930 
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~Ô評価支援室ß施件数ÿ2023.1～12Ā 

入外{V 入院 外来 

ß施件数 94 602 

ÿß施件数 696 

3-7-7-8 形r外科

1.概要

形r外科�1体表x}¼{近い組織~Yy性ûày性~k損�変形{対�v1形態的û機

能的再建²行い1患者~社会ÿ�²û�»外科~NVßwあ»2当ËóÏü形r外科|ýþ

�v掲�v}�目標�1d患児~身体û精神~r長û~Ô²考慮��ÿ療²行う�x1eP

侵襲ÿ療²è²�»�x1f標準的ÿ療体系|qい疾患{tいvP ~Ā準{às�体系

~確立²è²�»�xwあ»2 

特{Þù²zいvい»疾患群�1_耳症²含�耳ÏYy異常1ô唇ô蓋裂1変形性斜頭症û

短頭症1頭蓋縫\í期癒\症1第N第Ð鰓弓症候群�巨舌症²含�頭蓋ÞÜ面異常zywあ

»2�¼¹{tいv1院Õ外~専門科xÑüĐ|療²行svい»2 

2.診療ÉÏóą

診療部長đ彦坂 信đ2012 �Čo{|員x�v赴任�12021 � 4 o{¹診療部長{赴任�

�2åq専門|機構形r外科専門|1形r外科Vß指^|1_児形r外科Vß

指^|1åq頭蓋ÞÜ面外科学会専門|1ô蓋裂学会�定�2 

|員đX畑伶`đ2022 �ċo{¹ 2023 �Ċo~w赴任2åq専門|機構形r外科専門|2 

鎌u将óđ2023 �ċo{¹赴任2åq専門|機構形r外科専門|2 

金子 剛ÿ非常勤Āđ2002 �Ċo~当ËóÏü開院¸º|長x�v赴任�12021 � 4

o{¹現職2åq専門|機構形r外科専門|1形r外科Vß指^|1_児形r外科

Vß指^|1ô蓋裂学会�定�2 

高�亜子ÿ非常勤Āđ2010 � 12 o{¹赴任�1当院~赤��³~あ�~~形外来~

立�P�ûÛ営{携わsvい»2åq専門|機構形r外科専門|2 

üÈ÷óøđÕu�v�đ2022�ċo{¹ 2023�Ċo~w赴任2

赤X �đ2023�ċo{¹ 2024�Ċo~w赴任2 

3.診療活動

3.1 外来 

通常外来đo1水1金~午前中{初診û再診~診療²行svい»2 

ô蓋裂ÑüĐ外来đ隔oĈ回w耳鼻咽喉科ăúÿăúöüÇ÷ó科ÿ�語聴覚士Ā1歯科

x共\w行svい»2主x�v鼻咽喉ą±´ĀüÉÃĄü{¸º鼻咽Ô閉鎖機能O全~診

断xÿ療方針~決定²行svい»2対象疾患�主{ô蓋裂術à1Yy性鼻咽Ô閉鎖O全症w

あ»2患児~訓練²担当�vい»外部~�語聴覚士�1�語聴覚士~ß習生zy~参à��
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時Ø�付�vzº1地域{開{¼�外来wあ»2 

赤��³~あ�~~形外来đ2011� 11o¸º変形性斜頭症û短頭症~診断xÿ療²開始

��2定¸前z¸�軽症例{�理学的療法~指^1定¸à{t中{症ñP~例{� LEDÉ½

ēúü{¸»ã型÷üÏ{Āu�»ÉÏĐđ´ù~頭蓋形状矯lĈûđóøÿ療²行sv

い»2科学的¸ă÷óÉ{Āuい�変形性斜頭症û短頭症~ÿ療体系~q邦x~^入1変形

性斜頭症û短頭症~Î防1頭蓋縫\í期癒\症~í期~見²目的x��É¿úüûóÀćý

ÀùĐ~開~²ďóÇ÷óx�vい»2~�頭蓋形状矯lĈûđóøÿ療~研修施設x�

v1全ÿ¸º³神経外科|1形r外科|1義¢装w士~見学²Ø�付�vい»2 

3.2 手術 

2022 �Ĉo¸º 12 o~w~手術件数~ÿ数� 247 件wあs�2手術件数~Õ»ÿñQ

NCDåq形r外科学会疾患�³÷üÏĉüÉ~V類{¸»Ā�1外傷č件ÿう�Ü面骨øĊ

件ĀăYy異常 231 件ÿô唇裂ûô蓋裂·連 68 件(う�ô唇裂ûô蓋裂~初回手術 43 件)1

頭蓋ûÞûÜ面~Yy異常 74件ÿ頭蓋縫\í期癒\症{対�»形r術 13件ÿÕ視鏡補ûQ

縫\W除術Đ件²含�Ā1ë家�ß骨移m{¸»_耳症耳Ï形r術Ċ件1Beckwith-

Wiedemann症候群{対�»舌形r術Ċ件zy)1四¢~Yy異常 15 件1体�ÿ}~àĀ~Y

y異常Č件ÿ脊髄髄膜瘤~再建Ċ件zyĀ1腫瘍 61 件1x痕ûx痕拘縮ûÁý´ù 19 件1

÷ÿ性潰瘍~再建ċ件wあs�2Ď´¿ýÅüÈēúü{¸»Úö複\組織移m術� 12件

ÿう�Yy性Qÿ偽·節{対�»Ó骨弁移mĈ件Āwあs�2 

4.研修活動

4.1 施設�定đ形r外科領域専門研修»ú½õùĐ~研修施設1頭蓋形状矯lĈûđóø療

法~研修施設{指定�¼vい»2~�1à施設{¹~_児形r外科Vß{·�»見学²�時

Ø�入¼vい»2 

4.2 学会活動đ 

彦坂 信đåqô蓋裂学会評議員1åq頭蓋ÞÜ面外科学会ï議員1åqÇďõüüÇ÷

ó外科学会理Ï1Craniosynostosis研究会世û人1QOL-PRO研究会評議員2

金子 剛đåq形r外科学会特w会員ă\学会~社会保険委員会顧問1åq頭蓋ÞÜ面外

科学会特w会員ăåqÇďõüüÇ÷ó外科学会理Ï1åqô蓋裂学会]誉会員22014 �

¸º�児頭蓋変形{対�»形状誘^療法~nÛ1情報共p²目的{頭蓋形状誘^療法研究

会²設立�v世û人ï表²務�vい»2 

5.研究活動

�児血管腫用~ćýćùþýüû製v~ÿÕÿ験{��v1金子 剛�|学専門家x�v

参à��2�~製v� 2016� 7o{製造­売��×得�1Đo¸º­売|開始�¼�2 

赤��³~頭~形外来w用いvい»頭蓋形状矯lĈûđóø~薬Ï��{W力�12018 

�ċo{q邦初~頭蓋形状矯lĈûđóøx�v���¼�ą 

Ēþ¸Ïþüû²ďóºü´ó酸~静脈_形{対�»硬W療法x~適応ã大²目的x�

�|�主^ÿ験{参à��2q薬v� 2024� 12o{静脈_形{対�v薬Ï���¼�2 
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 鼻咽Ô閉鎖機能O全{対�»ë家脂肪注入術{·�»é床研究²行svい»2qÿ療�1

à来�経過観察x�¼vい�比較的軽症例{対�v1P侵襲zÿ療x�vp望wあº12022

�þ改�w保険ß載�¼�2 

 ô唇ô蓋裂患者~ quality of life (QOL)zy²計測�»質問} CLEFT-Q~åq語版{·

�»研究xé床応用²行svい»2ÿÕč施設xW\w妥当性評価²完Î�1現x�Þ応性

評価²行svい»{{1ÿÕ多施設wß�利用w}»Āøu�º{×º組³wい»2 

3-7-7-9 耳鼻咽喉科

1.概要

_児Yy性÷聴1Yy性_形1_児気Ó疾患{tいv1à科x情報共p1連携²xºz|

¹ÑüĐ|療²行う体制²xsvい»2 

_児÷聴|療 

新生児聴覚É¿úüûóÀxz¸�精密検査đ新生児聴覚É¿úüûóÀ�院Õw�

100%ë動 ABR~�� conventional ABR{v施行�vい»2精密検査{v÷聴~��÷聴疑

いx診断��場\1院Õ~�語聴覚指^²開始�1近隣~療育施設ÿ立Ý½う学校1大Z½

う学校1åq½うû学園1富士見Ā}�えx�x�~教室zyĀx�密接{連携²xsvz

º1定期的z»óą±üóÉ�人員交mzy²行svい»2行�x~連携1教育û療育機·

x~連携~à1両親教室1都|主催�»ï子保健Ï業{v保育士��護�勉強会zy÷聴~

知識nÛ活動²行svい»2÷聴~診断{¹療育1補聴器~ą³óö³óÀ1人ýÕ耳埋�

込�術�行svい»2病院~特性P1~Ô 碍�神経疾患1視覚聴覚ÐÞ 害zyÞ複 害

児|多い2 

_児気Ó疾患ËóÏü 

気管»ûõüüþ去困÷�声門

Qÿ窄1zywÿ療方法²模��

»患者|全ÿ{¹来院�vzº1

�々増à傾U{あ»2声門Qÿ窄

~��Āûüó{¸»ã張術��

ß骨²用い�喉頭気管再建術²積

極的{行svzº1P�齢{¹~

気管»ûõüüþ去{tz|sv

い»ÿ÷Ā2気管»ûõüüþ去前

{�必�薬物睡�QÕ視鏡検査ÿDISEĀ{¸»評価²行svい»22021 �čo{¹_児気

Ó疾患ËóÏü²立�P�1Ċ�目xzº対外的{�周知|²³wzº1_児気Ó系~Ë»

óùºĄûºózy�増à�vい»2±{Ĉ回~\\»óą±üóÉ�行い1連携�良好w

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18

Decannulation Tracheotomy

人

»ûõüüþ

去

気管W開中 �齢

2023 �~w~喉頭気管再建術ÿLTRĀ施行 28

例
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あ»2÷Q 害{対�»÷Q評価ÑüĐ外来w�診断|困÷z_児÷Q 害~評価û»óą

±üóÉ{専門家²交えv行svい»2誤÷²繰º返�vい»例w�喉頭気管Vö術|行

わ¼vい»2 

2.診療ÉÏóą

|長đÛq倫子 åq耳鼻咽喉科学会専門|û気管食Ó科学会専門|ûé床遺伝学会専門| 

|員:鈴o法臣 åq耳鼻咽喉科学会専門|û気管食Ó科学会専門| 

|員: 山q修子 åq耳鼻咽喉科学会専門| 

üÈ÷óøđXÝ智Ïåq耳鼻咽喉科学会à期研修|

ą·ýü đ原�理子 åq耳鼻咽喉科学会専門|

非常勤|�đ �永ÔÖ ÿåq耳鼻咽喉科学会専門|ûé床遺伝学会専門|Āđ÷聴遺伝

相談1山ô宗z åq耳鼻咽喉科学会専門|đ睡�時q|吸検査~¯影1指^ 

3.診療活動

÷聴診療đ 

◼ 近隣~聾学校~��÷聴通園施設x定期的{意見交換đ筑波大学 2023 �Ĉo 25 å1

う�~¿ùĆ 2023�ĉo 20å1立Ý½う学校 2023�Đo 29å 大Z½う学校永福

V教室 ù´Çēワü¿üüĎ学園 2023 �Ďo 14 å 葛飾½う学校 2023 �Đo

27 å

◼ 療育施設見学đ大Z½う学校永福V教室1ù´Çēワü¿üüĎ学園 2023 �čoĈ

å

◼ 両親勉強会đ2023 � 10 o 24 å 立Ý聾学校<}�え~Ā礎知識1÷聴{·�»病気

x}~対応=

◼ 東î都½う教育²考え»ą¹üùĐzyw~交m

気Ó診療đ 

◼ 気管W開� 30件施行�vzº1気管W開à~»ûõüü~長���芽zy~指^û管

理²行svい»2

◼ 喉頭ÿ窄1気管ÿ窄~診療¼´ùù´ó作r²開始��2

外来đ 

再診Ā初診đo(午前Ā午à)1水ÿ午前Ā午àĀ1金ÿ午前Ā 

補聴器外来đoÿúºó補聴器Ā水 第Ĉ/Ċ/Č± ÿúÁó補聴器Ā第ĉ/ċ± ÿĆû

üĐ補聴器Ā 金曜åÿ第ċ±Ā午à ÿúÁó補聴器Ā 

O定期{金曜å午à1÷QÑüĐ外来 

ô蓋裂ÑüĐ外来ÿ担当 形r外科û耳鼻咽喉科ûôÔ外科û�語聴覚士ĀđoĈ回第ĉ金
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曜å 午à 

÷聴遺伝子外来ÿ担当 �永ĀđoĈ回o曜å~��水曜å 午à 

÷QÑüĐ外来ÿ担当 耳鼻咽喉科ûÿ\診療科1�射線科1歯科ôÔ外科1úÿăú科Ā 

4.手術

Ĉ�間術件数� 879件wあs�2手術~Õ»�表~通ºwあ»2 

5ą研修đ 

åq耳鼻咽喉科学会専門|資格×得{必要z研修�定施設 

年間総手Û件数　総計 879

耳科 鼓室形rÛ 7

耳科 鼓膜チューö挿/Û 205

耳科 人工内耳手Û 6

耳科 先天g耳瘻管摘ûÛ 13

耳科 鼓膜形rÛ 3

耳科 �突削開Û 2

耳科 その他ÿ鼓膜切開、副耳除去、人工内耳除去zyĀ 24

鼻科 その他ÿ後鼻孔削開、変形外鼻手ÛzyĀ 1

口腔咽頭喉頭 ⼝蓋扁桃摘ûÛ 280

口腔咽頭喉頭 舌・⼝腔良g腫瘍摘ûÛ 2

口腔咽頭喉頭 咽頭良g腫瘍摘ûÛ 4

口腔咽頭喉頭 アデノイド切除Û 134

口腔咽頭喉頭 扁桃周囲膿瘍切開Û 2

口腔咽頭喉頭 舌小帯形成 2

口腔咽頭喉頭 喉頭微細手Ûÿ声帯ポリープ・結節・嚢胞・ポリープ
様声帯手Ûを含むĀ

31

口腔咽頭喉頭 喉頭形rÛÿ甲状軟骨形成Û、披裂軟骨内転Ûz
yĀ

34

口腔咽頭喉頭 喉頭截開Û 1

口腔咽頭喉頭 気管口狭窄拡大Û 28

口腔咽頭喉頭 気管切開口閉鎖Û 6

口腔咽頭喉頭 喉頭気管分離Û 1

口腔咽頭喉頭 その他ÿ舌小帯切断、口唇裂形成、喉頭狭窄症手
ÛzyĀ

41

頭頸部 頸部嚢胞摘ûÛ 4

その他 気管異物摘ûÛ 1

その他 異物摘ûÛ(外耳・鼻腔・咽頭) 14

その他 気管切開Û 33

168



åq気管食Ó科学会専門|�定施設 

åq耳鼻咽喉科学会{¸»新生児聴覚É¿úüûóÀà~÷聴精密検査機· 

åq聴覚|学会主催<聴力測定�術講習会=中~ÃüÉw�幼児~聴覚検査方法{tいv~

講�(Ûq)²務��2 

3-7-7-10 眼科

1.概要x特色

当科�ÿ立_児病院時ï{ 1965 �mqm{|長ÿ1973 �～1990 �慶應義塾大学|学部

眼科学教室教授Ā|着任�vñ来1N¯�vs|ÿ~_児眼科|療²牽引�1研究Û�教育

活動{×º組³w}�21989�{東範行|長|着任�12002�当ËóÏü設立à�1Þ症

o熟児網膜症�Yy網膜硝子体疾患²含�÷ÿ性_児眼科全般~診療x研究{邁²�1視

覚科学研究室{zいvĀ礎研究{�×º組�1ÿÕ外{rÿ²~信��2 

2021�{¹仁科~子|診療部長{着任�12023��眼科|č](眼科専門|ċ]1üÈ÷

óøĉ])1非常勤|�ĉ]1視能訓練士Ċ]1非常勤視能訓練士Ċ]1研究補ûĉ]1é

床研究員 16 ]|当科{x籍��2当科ÉÏóąû研究員�1院Õ外~専門科x連携�1{

tÿÕ外~専門機·x連携�v1s|ÿ~_児眼科|療~~展{寄P�y�診療1研究1教

育1社会®献{×º組³wい»2 

2.診療

外来�1高þ専門|療²ß施�»目的{¹1à院眼科w当科w~診断1検査1ÿ療²要�

»xv断�¼紹Ï�¼�場\{限svzº1全ÿ{¹~紹Ï²Ø�vい»2特{ 0{{¹~

症�»Þ症眼疾患wあ»Yy�Õ 1YyýÕ 1前眼部形r異常1q虹彩症1_眼球1家

族性þ出性硝子体網膜症1Ãüô病1網膜ÈÉøýą³1網膜芽�胞腫zy~í期診断ûÿ

療û管理²行う全ÿp数~専門施設x�v1多�~患者�³²Ø�入¼vい»2í期~症~

�児Õ斜視�1÷ÿ性斜視~ÿ療{�積極的{×º組�1新�z手術法²開~�vい»2 

外来�1眼科専門|²×得�v_児眼科~専門研修²終え�常勤||1o1水1o1金ÿ午

前Ā{初診外来1o1火1水1o1金ÿ午前Ā{再診外来²担当�vzº1Ĉå当 40～80]

~診療²行svい»2午à{�o～金~wðå1�幼児{特W��視力検査1網膜電÷1視

ß検査1斜視精密検査ÿ術前検査Ā1斜視視能訓練²行う眼科特ë検査外来²設�vい»2

~�専門外来x�v火曜å{Éöý´ù外来1o曜å{o熟児外来1第ċo曜å{角膜移m

専門外来²設�vい»2�¹{ 2023 �{¹火曜åûo曜å午à{眼科遺伝外来²新設�1

é床遺伝専門|~資格²p�»仁科診療部長²中心x�v1網膜ÈÉøýą³1網膜芽�胞

腫zy~患者�³x�両親{対�»遺伝相談û»¶óËúóÀû遺伝子解析{精力²傾�v

い»2 

視覚 害²来��z子�³x�家族{対�v�1担当|�1視能訓練士1都立久s山青Z

学園視覚特w支援教育Ãü÷´ýüÏü|連携�v1o{Ĉ～ĉ回ÿ火1oĀ10 {{¹~

í期ýüăÈ÷óÁ²û²´Åčüø教育相談ÿ院Õ相談Ā²ß施�1全ÿ的zýóøワü
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¿²形r�vい»2~�|療連携室~Āó¿²óć~�x1÷ÿ性眼疾患患者~病診連携1

r人移行²è²�vい»2 

 入院�1手術目的|多�1全ÿ{¹様々z÷ÿ性_児眼疾患~z子�³~紹Ï²Ø�v精

密検査xà療²行い1病診連携{tx�vい»2手術~対象疾患�1÷ÿ性斜視1眼瞼疾患

zy~外眼部疾患��x¸º1�Õ 1ýÕ zy~Õ眼手術|}半数²占�vい»2_児

角膜移m手術�輸入角膜²×º寄�vß施�vい»2_眼球�Yy異常²伴う÷ÿ性症例

|多�1麻酔科1新生児科1ÿ\診療科1専門T科~Āó¿²óć~�x1最新~機器w検

査Û�手術²行svい»212 {ñP~麻痺性斜視{対�v�Čøó¿É注射ÿ療{�×º

組³wい»2 

2020�{¹�o熟児網膜症{対�»÷ VEGF療法{×º組�1Þ症例~ÎàUP²目指�

vい»2~�÷ÿ性網膜硝子体疾患1遺伝性網膜ÈÉøýą³1ýÕ 1網膜芽�胞腫zy

{対�1全身麻酔Qwß画角÷ÈÏû眼ß»đù1ÏZ眼ß造影1Z~o断層計1網膜電÷

zy最新~機器²用い�網羅的{tý�z検査ÇÉöĐ{¸sv1é床像~í期評価û解析1

Îàv定²行い1í期手術1弱視訓練1ýüăÈ÷óÁ²1遺伝»¶óËúóÀû遺伝子解

析²ß施�vい»2÷ÿ性ýÕ {対�»新規ÿ療法x�v 2022�{¹Ď´¿ýāûÉ毛

様体Z凝þ12023 �{¹ćúÆüąýĎ´¿ýÇēóø手術²^入�vÜ全wp効z結ÿ

²得vい»2 

2023�~�間手術数� 645 件ÿüüÆü手術û硝子体Õ注射û_手術²含�Ā1全身麻酔

Q検査� 68 件ÿ検査~�Āwあs�2ýüăÈ÷ó院Õ相談� 42 件{増à�1眼科遺伝相

談� 35 件{Ô��2主要z手術件数�1斜視手術 317件1�Õ û水晶体±臼手術 80件1

ýÕ 手術 72件xい�¼�増à��2ýÕ 手術~Õ»w�新�z術式wあ»毛様体Z凝

þx´óćùóø挿入|増à��2眼球摘出1眼球Õ容除去1角膜移m1羊膜移m�複数例

~適応|あºß施��2 

3.研究

é床研究�1弱視û斜視疾患~病態研究1÷ÿ性斜視~í期手術z¸�新規手術法1÷È

Ïû÷Ā´ÉÿICT機器Ā|_児~視機能{Pえ»影響1視覚É¿úüûóÀ機器~P�齢

児x~応用1新生児û�児~ AI²用い�視覚É¿úüûóÀ1Yy網膜視神経疾患~病態

解明1遺伝性網膜疾患~é床像~í期評価x遺伝子解析1|療機·x教育機·~連携{¸»

_児ýüăÈ÷óÁ²zy1多岐{わ�»研究²行い学会あ»い��P~表²行s�22023

��1ÿ�斜視学会ÿ38th APAO Congress142nd meeting of the European Strabismus 

Association1 Human Genetics Asia 20231 130th annual meeting of the Korean 

Ophthalmological SocietyĀ{z�»rÿ~~信�\計 9件x大幅{増à1現地w討論1情

報ßØ²精力的{行s�2 

厚生ö働省科学研究費1文部科学研究費1r育|療開~研究費²Ø�v1�幼児~÷ÿ性

疾患1斜視~病態解明1ICT機器|_児~視機能{Pえ»影響1Yy異常症候群~視覚器異

常1遺伝性疾患~病態解明~研究²行s�2 

4.教育û研修

当科�1åq眼科学会専門|制þ研修施設x�v眼科専門|志U者~Ø入1眼科専門研修
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Ā�施設x�và期眼科研修|~Ø入1�¹{ÿÕ外~多�~施設{¹_児眼科研修~Ø

入²行svい»2現x~w{1専門研修連携施設x�v埼û|科大学病院1岩手|科大学病

院1東î都立_児|療ËóÏü1JCHO 埼ûđ÷´»ûËóÏü1·連病院x�v東邦大学

|療ËóÏü大森病院1慶應義塾大学病院1東î都立多摩ÿ\|療ËóÏü1東î|科歯科

大学病院1浜�|科大学病院x連携�v教育û研修{×º組³wい»2 

5.社会活動

仁科~子診療部長�ÿ�斜視学会理Ï1åq眼科学会評議委員1åq弱視斜視学会�理Ï

長1åq_児眼科学会�理Ï²務�1林思音|員�åq弱視斜視学会理Ï²務�vい»2仁

科診療部長�1åq眼科学会~o熟児網膜症眼科管理対策委員x�v1÷ VEGF療法~手引

}改定{参画��2åq弱視斜視学会ûåq_児眼科学会~研究担当理Ïx�v多施設共\

研究²企画ûè²��2 

åq眼科|会Ċ{児健康診査è²委員会{zいv仁科診療部長1林思音|員|委員²務

�vzº1Ċ{児健診{z�»視覚検査Ďûõ²û~nÛ1\ø検査~^入²è²�1眼科

精密検査~方法{·�»啓~²行s�2 

_児眼科疾患~í期~見xÎàUP²÷»��1全ÿ~眼科|1視能訓練士1đ÷³»û

ÉÏóą1保健�1_児科|{{対�1多�~講演�研修会{z�»講義²行い1知識~n

Û{ü��2~�ĎÉÃď{¹~×p{積極的{応�1N般^民x~的確z情報~信{ü�

vい»2 

3-7-7-11 皮膚科

1.概要x特色

当科�ÿ立_児病院時ï{¹~|ó²含�»x 1965�ñ来1半世紀{わ�»_児皮膚科

|療²行sv}�2}~診療経験x症例~統計²�x{1ÿÕ{zいv専門性~高い|療²

提ß�vい»2 

{tv皮膚科²Ø診�»_児患者�減少�1�児検診²機{皮膚疾患{tいv_児科²

Ø診�»患者|増à�»傾U|あs�2N方w_児c性特定疾病~ûr疾患|�々ã大�1

ûr�¼»皮膚疾患|増à����wz�全身性皮膚疾患~診断{z�»皮膚科~役割|

増à�1診断ûÿ療x~®献|期待�¼»¸う{zs�2�ういs�現状~中w1わ¼わ¼

�_児皮膚科専門領域~特ë性²強��識�1s|ÿ~_児皮膚科|療~üĉû²óć{

¸»皮膚科1_児科Ý方x~®献²目標x�vい»2ñQ~表�1当ËóÏüċüĐĊüÈ

{掲載�vい»N般U�診療案Õ²改ý���~wあ»|1わ¼わ¼~活動Õ容² ��2 

2.é床ß績

外来診療w�1_児~あ¹¶»皮膚疾患²対象x�v1o曜{¹金曜~w�å�ðå外来

診療²行svい»2特ë外来�1火曜x水曜{üüÆü外来²行zsvい»2 

ñQ{1対象xz»ï表疾患² �2 
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²øĄü性皮膚炎zy~�疹û皮膚炎 診断 

²üû¾ü検査

外用療法 

皮膚生理検査 

É½óÁ²指^

あ�ÿ血管腫1zuï斑1異�性蒙õ斑z

yĀ 

生à 1öo�{¹w}»üüÆüÿ療  

Ü面1ß範ö~あ�zy{�1全身麻酔Q

w~üüÆüÿ療�行svい~� 

{�½ ê性{良性{~診断 

手術 

皮膚腫瘍ÿ石灰WP皮種1粉瘤1脂肪腫1脂

ûï斑zyĀ 

診断1ÿ療ÿ手術Ā 

毛髪疾患ÿÖ形±毛症1Yy性乏毛症zyĀ 診断1ÿ療ÿ¸½ÇĎù´øzyĀ 

乾癬ÿ·節症性乾癬1膿õ性乾癬zyĀ 診断1ÿ療ÿ外用療法1̧ ½ÇĎù´ø1Õ

o療法1生物学的製vĀ 

尋常性�斑 診断1外用療法1¸½ÇĎù´ø 

´Č1水´Čzy~¶´ûÉ感÷症 ÿ体ú}療法 

x��zy~�菌感÷症 長引いvい»場\~対応 

角W症1魚鱗癬 診断1検査1ÿ療 

ï斑症1}~à~遺伝性1Yy性疾患 診断1検査1ÿ療 

入院診療w�1ĉ～Ċå~短期入院w~全身麻酔Q手術Û�üüÆü処置²行zsvい

»2²øĄü性皮膚炎1蕁麻疹wë宅w�ÿ療|困÷z症例1全身状態1栄養状態|êい症

例~改善1Ćù¶球菌性熱傷様皮膚症候群1»čÈ水ý様~疹症zy~感÷症²伴う²øĄ

ü性皮膚炎~管理1膿õ性乾癬zyw~生物製v~^入期1い��状血管腫ÿ�児血管腫Ā

~ćýćùþüûÕo療法~^入期zy{tいv�1à診療科x�連携~P1入院診療²行

svい»2 
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3.手術Û�üüÆü処置

2023�þ~��麻酔ÿ生検含�Ā�間手術数� 105件1全身麻酔Q手術件数� 32件1全

身麻酔QüüÆü処置件数� 50 件1外来w~ÿ��麻酔~��q麻酔ĀüüÆü処置�間

件数� 1,170件wあs�2 

4.褥w対策ÑüĐx�v~活動

院Õ~褥wû創傷~ÿ療1Î防対策²ÑüĐw行い1対象症例²減少��»�x{ü�v

い»2褥w対策委員会ÿWound-Ostomy-Continenceđ創傷1ÉøüĎ1失禁対策ÑüĐĀ�1

皮膚科Ā形r外科|�1�護�1薬v�1栄養�1作業療法�zy{¹z»ÑüĐwあº1

活動Õ容�±Ĉ回~定期回診²���x�»ĉóøÅ´ùw~診察xÿ療1|療àÏ者{

対�»勉強会zy{¸»教育活動zywあ»2 

主z対象疾患�褥w1創傷1ÉøüĎøùĆû1ùþ漏¼1ºĐô{v¼zywあ»|1

_児領域w�r人x�異z»Ā礎疾患x}¼{伴う使用薬v~ÿ1全身���~解剖学的1

生理学的zÿÕ1r長x~Ô{対�»配慮1整容的z問Ü{対�»配慮zy特ëz面�多�1

N般~いわ¶»高齢者²対象x��N般~対策|}~~~通用�zい��1_児~特ë性

{\わ��ÿ療²目指�vい»2褥w1ùþ漏¼{tいv�1~生Î防~啓蒙{力²入¼v

い»2ùþ漏¼{対�v�1ùþ漏¼Ñ·ó¿úÉø²用いv迅�{ÑüĐw連携w}»¸

う診療²行svい»22013 � 7 o¸º開始��öóćüüø 入{¸»÷üÏĉüÉ�過

去~蓄積²経v1危険薬1ùþ漏¼初期対応ąýüÑēüø~見ö�{®献�vい»2 

5.教育活動

当科�åq皮膚科学会教育施設~�定²Ø�vい»2\学会�定専門|Ċ]|勤務�v

い»ÿ2023 � 12 o現xĀ2åq皮膚科学会x�v乾癬ÿ療薬x�v�ÿ�¼�生物学的製

v{tいv\学会|組織�»�定委員会w~審査²経v使用��施設x�v�定²Ø�v

い»ÿ2010�¸ºĀ2 

_児皮膚科学~ĉt~柱wあ»1²üû¾ü性疾患x遺伝性疾患{·�v�1åq²üû

¾ü学会�定教育施設ÿ2009 �čo¸ºĀ{�定�¼vい»2\学会�定専門|Ĉ]|勤

務�vい»2~�1åq人類遺伝学会z¸�åqé床遺伝学会{¸»�定é床遺伝専門|Ĉ

]�1遺伝診療科x~連携²÷º1遺伝子診断前à~遺伝»¶óËúóÀ²行svい»2 

6.研究活動

_児皮膚疾患~診断ûÿ療û病態解明û~症Î防zy{Ïわ»é床研究²ß施1計画�v

zº1}~N部²紹Ï�»2研究rÿ{tいv�1学会1論文~表²行svい»ÿ研究業績

参照Ā2 

1)肥厚性皮膚骨膜症{z�» genotype-phenotype correlation~検討

ÿ倫理審査委員会課Ü番÷đ374Ā

2)�児期角層Āú²因子xï�中因子~解析

ÿ倫理審査委員会課Ü番÷đ2235Ā

3)乾燥�~��軽þ~²øĄü性皮膚炎²p�»_児²対象x��½óÊÉ½óÁ²製品

~使用{¸»Ü全性確�試験
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ÿ倫理審査委員会課Ü番÷đ2020-094Ā 

4) in vivo共wùùĎóVZ装置²用い�_児~²øĄü性皮膚炎{z�»特Ā的z皮膚

構rrV~解析

ÿ倫理審査委員会課Ü番÷đ2020-095Ā

5)Yy性魚鱗癬~診療ß態{·�»全ÿ調査

ÿ倫理審査委員会課Ü番÷đ2021-280Ā

6)_児~脈管異常1色}性皮膚病変{対�»üüÆüÿ療~p効性xÜ全性~検討

ÿ倫理審査委員会課Ü番÷đ2022-127Ā

7)@中央Nî審査A遺伝学的変W²要因x�»皮膚疾患~ĎûÑºďó¿É解析{¸»病態

解明~研究 

ÿ倫理審査委員会課Ü番÷đ2023-027Ā 

8)�児期角層Āú²因子xï�中因子~解析{z�»追跡調査

ÿ倫理審査委員会課Ü番÷đ2023-057Ā

9)~汗異常²伴う稀少÷ÿ性疾患~病態解明÷üÏĉüÉ構築

ÿ倫理審査委員会課Ü番÷đ2023-133Ā

3-7-7-12 _児歯科û矯l歯科

1.特色

_児全般~_児歯科û矯l歯科ÿ療²行svい~�2対象�主{Ā礎疾患~あ»z子様

w�2w体的{�1う蝕処置1Î防処置1ôÔ外科処置1咬\管理{~処置²行い~�2

z子様~状態あ»い�処置Õ容{応�v1必要wあ¼�全身麻酔Qw~処置xzº~�2

矯l歯科w�1全身疾患あ»い�Yy性疾患|あ»z子様²優Y�vい~�2  

2.診療活動

2.1 _児歯科 

主{Ā礎疾患~あ»z子様²対象{1外来~��全身麻酔Qwう蝕処置1ö胞摘出1舌_

�伸展術1埋伏過�歯~þ歯{~_手術²行い~�2 }~à1歯科~救急x�vôÔÕ~

外傷処置²行い~�2 

2.2 矯l歯科 

当科�åq矯l歯科学会会員|�属�»|療機·w�2ÿ|定�»疾患{起因�»{�

\わ�~異常{対�»矯l歯科ÿ療1z¹�{Þ~外科矯l手術²要�»Þ変形症~手

術前à~矯l歯科ÿ療{�保険|適用�¼~�2�¼ñ外~保険対象疾患{tいv�åq

矯l歯科学会~ċüĐĊüÈÿ矯l歯科ÿ療|保険診療~適用{z»場\x�ÿw{厚生ö

働大臣|定�»疾患Ā²�確�Q�い2 

対象疾患~中w主{ÿ療�vい»~�1唇Þô蓋裂1Äüû÷óÿü症候群ÿ鰓弓異常症

²含�Ā1鎖骨û頭蓋異形r症1øúÑēüûÃúóÊ症候群1Ą¸üûûýĀó症候群1

Ð¶ó症候群1ùóËûûÇûĀü症候群1Ïüúü症候群1ĉó¿¶³Êû¶³ü÷Ď

ó症候群1ß骨形rO全症1外胚葉異形r症1神経線維腫症1Āß�胞ï斑症候群1üü
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úó症候群1Ďûą±ó症候群1ćùÐüû¶³úü症候群1Ü面裂1ôûÜû指症候群1

»Ć½症候群1¶´ú²ĐÊ症候群1ăóÐü症候群1Éö³ó¿ùü症候群1頭蓋骨癒

\症ÿ¿ûüÎó症候群1尖頭\指症²含�Ā1骨形rO全症1ąúüĎóûÇ·ûùó

症候群1ûăóÇõÏ´óûö³ă症候群1÷色体k失症候群16 歯ñP~Yy性部Vq

歯症1ÑēüÈ症候群1r長ċûĒóVìO全性P身長症1úóā管腫1線維性骨異形r

症1偽性�w状û機能PQ症z¸�}~àÞûôÔ~Yy異常{w�2 

2.3 唇Þô蓋裂 

生Q時¸º新生児科1形r外科1耳鼻咽喉科1úÿăúöüÇøó科x~連携~�x{Ñ

üĐ|療²行い1ċóô床~装着1NAM 床{¸»鼻~術前矯l1う蝕管理1咬\管理²行

い~�2 

2.4 ôÔÁ² 

周術期~患児1z¸�腫瘍{対�»�射線療法�W学療法²Ø�»患児~ôÔ機能管理²

行い~�2ICU{z�»人ý|吸器²装着��患児{tいv1ôÔÁ²~定期的zą¹ýü

²行zsvい~�2 

2.5 歯科保健指^ 

�幼児期{¹_児期~主{Ā礎疾患|あ»z子様²対象x�v1定期的{歯科保健指^²

行いą¹ýü�~�2 

2.6 |療連携 

 地域~|療機·x~連携体制~整備{×º組³wい~�2�紹Ïい��い�症例~全身麻

酔Q~歯科_手術²行い1手術à�地域~|療機·{逆紹Ï��vい��}~�2全身疾患

²持t患者様|Ö滑{î院w}»¸う1全ÿ~_児ÿ\|療施設~歯科系診療科x~連携体

制²構築�vい~�2 

3.é床統計

2023 �{�1延y 88 症例{zいv全身麻酔Q~歯科処置|行わ¼~��2 表中~<}

~à={�1歯�Õ縫\術 2件z¸�歯槽骨骨ø観血的整ÿ術 1件|含~¼~�2 

全身麻酔Q~歯科処置 

処置 

2015

� 

2016

� 

2017

� 

2018

� 

2019

� 

2020

� 

2021

� 

2022

� 

2023

� 

齲蝕 30 33 42 37 38 26 28 20 41 

þ歯 7 8 10 5 9 5 5 5 13 

舌_�延長術 4 3 2 3 4 0 1 1 4 

過�埋伏歯摘出術 3 6 11 14 25 16 25 26 26 

QÞ埋伏智歯摘出術 2 1 2 0 0 0 0 0 1 

}~à 3 3 4 6 0 3 6 0 3 

\計ÿ症例数Ā 49 54 71 65 76 50 65 52 88 
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3-7-8 手術ûØ中ÿ療部

3-7-8-1 Ø中ÿ療科

1.診療体制

常勤ÉÏóą|� 10]1ą·ýü|�Đ]ÿ_児科専門| 14]1Ø中ÿ療専門|ď]1

救急科専門|Ċ]1麻酔科専門|Ĉ]Ā|1病床数 20 床ÿ_児特定Ø中ÿ療室管理料 20床Ā

~診療{あ�»2Closed ICU wあº1Ø中ÿ療科�·Ï�»専門診療科Û�đ÷³»ûÉ

Ïóąx連携�z|¹1救}救急û周術期管理û院Õ急変~全v~患者~管理方針²決定�

»2専à�護� 80]1薬v�ĉ]ÿå勤~�専àĀ1理学療法士Ċ]ÿå勤~�専àĀ1é

床ý学�士1ÍüÇēûワü»ü1Ñē´ûùù´ąÉĊÇēúÉø1心理士1栄養士1{

~多職種x連携�1病院~ÿ力²あ�v診療²行svい»2 

2.診療ß績

術àÎ定入室{àえv1救急外来{¹~ö�症例1à院{¹~î院搬�症例1病棟急変症

例zy~緊急入室�多�1�間 1000 例²超え»入室数²診療�»ÿÕ最大規模~_児 ICU

ÿPICUĀwあ»2_児救}救急ËóÏü1東î都�y�救}ËóÏü~{西WĆýó¿âù

病院1�¹{_児û周産期|療²専門x�»唯N~úÇ÷úûËóÏüx�v1全ÿ{¹あ

¹¶»救}救急症例~î院搬�²Ø�入¼vい»2新型Ãýú¶´ûÉ感÷症~影響{¸

º減少�vい�患者数�12022�{�āó÷ďó¿前x{|\{xzs�ÿ÷ 1Ā2Þ症~

新型Ãýú¶´ûÉ感÷症患者~診療{�対応�vい»2当院 ICU w行わ¼�主要zØ中

ÿ療~�lè移²示�ÿ÷ 2Ā2~�1ÿÕ最多~肝移m{àえv1種々~þ形臓器移m~

周術期管理²施行�vい»ÿ÷ 3Ā2�¹{1Y²的z再生|療~ÿ験1遺伝子ÿ療~ÿ験

{~全身管理²担当�»2|療·連感÷症zy~感÷Î防1院Õ急変対応²迅�{t適W{

z�zう��~ RRS(Rapid Response System)1院Õ蘇生教育1}害|療対策ÿDMAT{Ā�

積極的{·P�vい»2結ÿx�v1Î測死ï÷{対�vPいß死ï÷²ß現�vい»2 
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3.部門w行s�研修

ûr育救急Ø中ÿ療Ëďúüđ_児救急Ø中ÿ療²志�ç手|�U�~ºóù´óËďúü 

û東î都子y�救}ËóÏüÏ業地域連携会議đ東î都西W部~Ðl病院x~連携会議
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3-7-8-2 手術室

1.診療体制

麻酔科{�1産科麻酔科²含�v|員 14]1ą·ýüĀüÈ÷óø 11]|x籍�1主{

手術室Đ室1血管造影室Ĉ室1MRI検査室1LDRč室zy{zいv1手術Ā検査�周産期{z

�»麻酔·連業務{àÏ��2T外科系専門診療科1移m·連ÿ肝臓1心臓1腎臓1_ùĀ1

救}ËóÏü·連1_児|³·連1周産期·連²含�1_児xï体{·連�»様々z手術�

麻酔{対応�»2手術{zいv�1適宜·Ï�»専門診療科�Ãđ÷³»ûx連携�1病態

²共p�v綿密z周術期計画²立v1迅�{tÜ全{手術対応²行う¸う配慮�vい»2全

身麻酔管理~à1要請{応�v鎮静w~検査Ā処置~管理�行う2術à~嘔気嘔T�覚醒時

�³Ý{�配慮�1確ßwÜ全z麻酔~維持管理²計画�»2~�術à疼痛~軽減~��1

全身麻酔x�用�v硬膜外麻酔�p梢神経Ćýó¿²積極的{行い1術àëý調節型čó

ć²用い�術à疼痛管理²行う2外来w�1手術�検査²çえ�方x~麻酔~®明1å�º

検査時~鎮静外来1麻酔{·�»ÃóÅûöüÇ÷ó外来²行svい»2 

2.診療ß績

2022�~ÿ手術件数� 5,226 件1麻酔科管理件数� 5,160件1ÿ麻酔時間 14,302時間w

あs�2術à疼痛管理症例数� 570 件1}~う� IV-PCA(静脈Õëý調節鎮痛)| 498 件1

硬膜外ëý調節鎮痛| 72件wあs�2外来w~鎮静件数�1} 550件wあs�2周産期·

連~麻酔ß績{tいv�1産科麻酔科²参照~�x2 

4887
5264 5245 5407 5302

4696
5118 5226

13542
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2022 2021 2020 

術à鎮痛管理ÿ数 570 559 530 

IV-PCA 498 490 460 

硬膜外 PCA 72 69 70 

3.研修

ð±火曜å{ą·ýüĀüÈ÷óøU�~講義1o曜å{抄¯会²行s�2

3-7-8-3 産科麻酔科

1.診療体制

2021 �~産科麻酔科~人員配置�1|員ċ～Č]1麻酔科ą·ýüûüÈ÷óøĉ～Ċ

]1産科{¹~ýüöüÏüć～Ĉ]w業務{àÏ�124 時間体制wr人麻酔z¸�産科

麻酔~業務{対応��2 

2.診療ß績ÿ帝王W開1q痛V娩đ麻酔科x�vV娩数w�z�ï体数w»¶óø�»Ā

2022 �ÿĈoĈå～12 o 31 åĀ~V娩数� 2,106 件wあs�2帝王W開~手術件数�

902件ÿÎ定手術 358件1緊急手術 448件Āw1麻酔方法�脊n麻酔 493件1脊髄��膜Q

硬膜外�用麻酔 122件1硬膜外麻酔 172件1全身麻酔 19 件ÿ{域麻酔{全身麻酔x~²含

�Āwあs�2q痛V娩� 24時間体制w対応�Û婦|ú¿¸Éø��時ùw~^入²Āq

x�1件数�増à傾U{あº 2022��\計 1,071]ÿ22±ñ降 1,035]122±o� 36]Ā

w経腟V娩~Ď割{q痛V娩²行い1}~う� 188 ]ÿ17.5%Ā|帝王W開{移行��2

Covid19陽性{¸º緊急帝王W開|必要xzs��~� 20]wあs�2 
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3.胎児ÿ療~麻酔

Ý胎間輸血症候群{対�»胎ø血管üüÆü凝þ術�1ï体{対�v�脊髄��膜Q硬

膜外�用麻酔{¸º十Vz鎮痛²Ôr�1�¹{少à~üďą·óÏûû²持þ投P�»

�xw胎児~O動W²Ôr�vい»22022 �~胎ø血管üüÆü凝þ術� 32 件wあs�2

}~à1q心体Ý胎{対�»ùÈº波焼|術²ĉ件1Yy性l隔膜Ĉûû²{対�»Āûü

ó閉^術Č例1胎児Ā胱鏡手術Ĉ例~麻酔管理²行い1胎児脊髄髄膜瘤{対�» open fetal

surgery~麻酔管理{·�»準備�行svい»2病棟手術室{z�»1üďą·óÏûû²

用い�胎児胸Ô穿刺z¸�Çēóø術 12 例1胎児úÔ穿刺Ĉ件~管理²行s�2 

4.}~à~産科·連~麻酔

外回î術~麻酔管理�手術室w脊髄��膜Q硬膜外�用麻酔{¸º管理�vzº12022

�~外回î術~症例数� 11件wあs�2 

5.r人手術~麻酔ÿ産科ñ外Ā

子宮Õ容除去術� 27 例wあs�2

6.周産期麻酔外来

周産期麻酔外来w�1帝王W開|Î定�¼�Û婦�q痛V娩²希望�»Û婦{àえv1ÿ

´úÉ¿Û婦~V娩前診察ÿÉ¿úüûóÀĀz¸�r人手術²Ø�»患者~外来²行sv
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い»22022 �~外来患者数� 1,885 ]wあs�2新型Ãýú¶´ûÉ感÷ã大防k~��

面談{¸»外来診察²ÿ能z限º削減�ºóù´ó診療²中心x�v診療²行s�2 

3-7-8-4 |療ý学室

1.体制

|療ý学室�1開院x\時{|療機器管理部門x�v開設�¼�2ß� 120 �方đüøû

~室Õ{1人ý|吸器�輸ÿčóć1ÇúóÈčóć1心電÷ĒûÏ1āûÉº½ÇđüÏ

zy} 2,500Ā~|療機器²中央管理�vい»2ÉÏóą~構r�1é床ý学�士Đ]1委

�~ ME ËóÏü専任�術員Ĉ](非常勤ĉ]含�)~\計 12 ]wあ»2é床ý学�士�1 

人ý心º1血ÿmW業務1ĊüÉđü»業務1人ý|吸器1補ûĀ環~à1手術室w使用�

¼»|療機器1PICU1NICU ²含�病棟~|療機器~操作Û�保Ûù検業務{àÏ�»2委

�~専任�術員�1|療機器~貸出�1回ß1清ï1保Û業務²行い1Ü全{t効÷的zÛ

用{ü�vい»2|療機器~øùĆû防kx機器~性能保持{Oÿkz使用前ù検û使用à

ù検1Û�定期ù検{tいv�計画的{ß施�vい»22022 ��|吸器回診�血ÿmW業

務1人ý心臓管理件数|飛躍的{増à�1|���護�x連携�v�¼¹~|療機器~維持

管理²行sv患者管理~Ü全{®献��2~�教育用ă÷ºx�vĊ種類~人ý|吸器~

動画Ãóöóô²作r�常時閲覧ÿ能{��2最近 CAR-T 療法~開始{伴いp梢血��胞

ã×~ß¼�増à�vzº1Îà�多職種x連携�z|¹|療Ü全x最適zÑüĐ|療~

提ß{®献�vい�2 
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1. 活動ß績

3-7-9 周産期ûï性診療ËóÏü

3-7-9-1 産科

1.概要û特色 

当ËóÏü�2012� ďo{¹ÿ\周産期ï子|療ËóÏü{指定�¼vい~�2MFICUÿï

体û胎児Ø中ÿ療ĉóùĀ ²p�vい~�2周産期ûï性診療ËóÏü~産科診療ÿ産科1胎児診療

科1 O育診療診療科~|�|Nþ{産科診療²行svい~�Ā�常勤ÉÏóą14]1ą·ýü 

10]1üÈ÷óøĎ]~\計 29人体制w行svzº1夜間û休å�常時Ċ]~夜勤û宿ö体制xzs

vい~�2ËóÏüÕ~ï性Õ科1女性Õ科1産科麻酔科1新生児科{x�連携�v1ÿ´úÉ

¿z¹�{ýüúÉ¿Û娠/V娩管理²ÑüĐ|療x�v行svい~�2~�専門|~×得状

í�1åq産科婦人科専門|23]1周産期専門|ÿï体û胎児Ā19]1é床遺伝専門| 14]1超音

波専門| 12]1生殖|療専門| Ĉ]1O育症専門| 1]xzsvい~�2  
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2.診療活動 

2-1  診療ß績

2023�~V娩件数�1,916 件w1V娩数ÿ児数Ā� 2031 件1生産数� 1957 件w��2

ï体搬�~Ø�入¼数�88件w1Ø入¼÷�57.8ÿw��2Õ»�Û婦80例1褥婦ď例

w��2ï体�齢~�齢w割\�ă35{o�|785](40.4ÿ)135～40{|771](39.6ÿ)1

40 才ñP|391](20.1ÿ)w1初産婦�³�58.3ÿw��2V娩様式{·�v�経腟ë然

V娩|720件ÿ37.6ÿĀ1吸引V娩312件ÿ16.0ÿĀ1鉗子V娩ď件(0.4%)xzsvzº1

帝王W開数�917件ÿ47.1ÿĀw1Î定 453件1緊急 464件w��2~�1q痛V娩

� 986例{行わ¼~��2当院w~q痛V娩�24時間対応w行svzºă産科|1麻酔科

|1新生児科|1û産�~ÑüĐw連携�ăÜ全性~確保{ü�vい~�2 

2-2  ÿ´úÉ¿Û娠{対�»専⾨的対応

当ËóÏü産科外来w�1Û娠\�症zy~��{Û娠中z¹�{V娩時{厳Þ

z管理|n�¹¼»ÿ´úÉ¿Û婦�³{対応�»��{専門外来²設置�vい~

�2 

d 骨øO外来ÿo曜å午前Ā

当院骨øO外来�135 ±ñ降~骨øO~��lO~方w骨øO外回î術²希望�¼»方

²対象x�vい~�2外来w骨øO外回î術{tいv~�®明²行い1àå入院w手

術²行svい~�22023�{� 36]~外来Ø診者中20]{外回î²施行�~��2

rß例�15]ÿrß÷ 75ÿĀw��2 

e í産外来ÿo曜å午àĀ

2023��í産ÿ´úÉ¿x�¼»Û婦�³ 56]~初診|あº1}~Õ»�ç往í

産症例 27例1子宮¸部Ö錐W除術à症例 10 例1¸管長短縮症例 10例1前回à期m

産�W迫í産ç往症例 10例w��2í産~úÉ¿因子{tいv評価�1¸管縫縮術

�ćýÂÉöýó腟錠投Pzy1¸ă÷óÉ{Āuい�診療²行svい~�22023�

~外来Ø診者~う�¸管縫縮術 č例1ćýÂÉöýó腟錠~投P��vい~�2 

f w状û外来ÿ火曜å午àĀ

ĀËù¶病�橋q病zyw状û~病気²\���Û婦²管理�vい~�2ï性Õ

科x連携�ï��wz�児~w状û機能²的確{評価�管理�vい~�22023�{� 

計35]~管理²行い~��2 

g FGRÿfetal growth restrictionđ胎児~育O全Ā外来ÿ水曜å午àĀ

FGR ~原因~検�1Û�T種検査ÿ超音波検査{¸»胎児~血m測定û羊水à測定ûè定

体Þ測定1è定体Þ増à~pq1胎児心拍ĒûÏúóÀzyĀ²用い1個々~胎児~状í{応
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��適WzÛ娠中~管理方法�出産時期~決定²�»��~外来w�2胎児~状í�

ï体~\�症{¸»入院管理�行い1ï児~Ü全zV娩管理²行い~�22023�{� 

328]|Ø診�¼~��2 

h \�症外来ÿ水曜å午àĀ

膠原病1÷úó脂質÷体症候群zy\�症²p�»Û婦�_児期{Þ症~病気~

ç往~あ»Û婦~周産期管理1z¹�{Û娠前~»¶óËúóÀ{²à科x連携�

v¸ă÷óÉ{Āuいv行svい~�22023�~初診数� 52例w1Õ»�膠原病·

連 21例1心疾患Ċ例1³û神経疾患č例1血ÿ凝þ疾患č例1腎疾患Ĉ例1消W器

疾患Ċ例1ÕVì疾患ĉ例1 }~àw��2 

i 多胎外来ÿ火曜å1金曜åĀ

Ý胎zy多胎Û娠²専門{�»特ë外来w1産科û胎児診療科~担当||多胎Û娠~

診療²行svい~�22023 �{�Ý胎 108 例ÿÐ絨毛膜Ð羊膜Ý胎 61 例1N絨毛膜Ð羊

膜Ý胎 45 例1N絨毛膜N羊膜Ý胎 ĉ例Ā~V娩管理²行い1ċ例�経腟V娩い��~�

�2~�1O胎 Ċ例~V娩管理²行い~��2 

1. 研究活動

現x1<新生児ĈĒ¿ýĎøüÇÉ{対�»胎Õ¼óĎÀýĆúó大à静注療法~

|�主^ÿ験=1<q痛V娩w出生��新生児~臍�血中麻酔薬濃þx出生時~健康状

態{·�»前U}観察研究=1<q痛V娩{¹帝王W開移行時~ï体z¸�臍�血~麻

酔薬濃þx出生時~健康状態{·�»前U}観察研究=1<Þ症\種免疫性疾患xï体

免疫�胞機能x~·連解析=1<Û娠ûV娩û新生児期²包î��周産期÷üÏĉüÉ

作r=1<Þ症\種免疫性疾患xï体免疫�胞機能x~·連解析=1<Ý胎Û娠{z�»

Û娠高血w症候群~~症Î測{·�»研究=1<ï~Û娠û産à~菌ó並�{}~出生

児~生à{¹ĉ{~w~菌ó{tいv~調査=1<ćýĀ´ºö³¿É~ë然í産Î防

効ÿ²評価�»多施設共\ºüćóùĉû試験=1<q痛V娩^入Qw~V娩管理{z

�»胎児回旋異常{対�»用手回旋~効ÿ{·�»l断研究=1<Û娠中�産à~Û動

|産àうt�Ď´úüøùĆû{Pえ»Î防効ÿ{·�»研究=1<Û娠期{¹学童期

²~�保健û|療統\÷üÏĉüÉĀø開~x¸ă÷óÉ創出=1<ô死性胎児疾患{

z�» ferroptosisß`性胎児死ï~新規Î防法~開~=1<q痛V娩~Ü全性UP~

��~V娩管理法開~{·�»研究=1<Ý胎Û娠{z�»Û娠中~Û動¬荷~Ü全性

x産àうt{Pえ»影響{tいv~研究=1<産褥í期{¹~入}~úÉ¿ĉýą³ó

ø{·�»検討=zy~é床研究²行svい~�2

2. V娩ß績

d V娩件数ÿ2023.1～2023.12Ā
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e 産科\�症~»þ

件数 割\ 

V娩件数 1,916 

V娩数ÿ児数Ā 2,031 

生産数 1,957 

経腟V娩 1,040 53.1% 

ë然V娩 720 36.8% 

吸引V娩 312 15.9% 

鉗子V娩 8 0.4% 

帝王W開 917 46.9% 

Î定帝王W開 453 23.1% 

緊急帝王W開 464 23.7% 

産科\�症ÿ22 ±ñ降V娩{z�»Ā 件数 

Û娠高血w症症候群 88 

Û娠糖�病 125 

前期破水 53 

前置胎ø 31 

常O胎øí期wö 20 

癒着胎ø 10 

羊水^栓 2 
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3-7-9-2 胎児診療科

1.概要û特色

胎児診療科x�胎児|療²行う専門診療科w1胎児²ï体{附属���~w�z�1þ立

��個人x�v��胎児²専門的{診療�vい�部門wあ»2当科~目的�1子宮Õ~胎児

{対�v最善~|療²提ß�»�xwあº1診療~柱�<胎児診断=x<胎児ÿ療=wあ»2

~�胎児診断{Āu}適Wz出生àÿ療²行う��{à科x~連携²ÿ能x�»<ÑüĐ

|療=~ß践²部長Ĉ]1|長Ĉ]1ÉÏóąĉ]1ą·ýüûüÈ÷óøĊ～ċ]~体制

w行svい»2 

2.診療活動

2.1 外来診療胎児診療科w行う外来�胎児診療科外来ÿo曜å午à1o曜å午前午àĀx

周産期遺伝外来ÿ火曜å午à1水曜å1金曜å午àĀ{V{¼vい»2胎児診療科外来w�1

à院{¹~紹Ï|主wあº1胎児異常|疑わ¼»症例{胎児精査超音波検査1胎児 MRI1胎

児ĊĂ-āĀw画像診断{¸»精密検査²行zsvい»2必要{応�v羊水検査1絨毛検査

{¸»遺伝学的検査��用�»2 

周産期遺伝外来w�院Õ1院外~患者²対象{÷色体異常²中心x��出生前遺伝»¶

óËúóÀû出生前検査ÿ羊水検査1絨毛検査1NIPT1Û娠初期ÃóĀ´óù検査1¿²ø

ýöÉøĀ²�定遺伝»¶óËùüxx�{行svい»22023 �~Ĉ�間w�全 948]{

遺伝»¶óËúóÀ²行s�2 

2023�ĈoĈå ― 2023� 12o 31å 

検査] 件数 

羊水検査 51 件 

絨毛検査 15 件 

NIPT 635 件 

Û娠初期ÃóĀ´óù検査 68 件 

¿²øýöÉø 51 件 

2.2 胎児異常例~Õ» 

2023.1.1-2023.12.31 ~}Ĉ�間{当科{v診療��胎児異常例�計 363例wあs�2}

~Õ»xÕ容~概略²ñQ{示�2中枢神経系異常wあ¼�³神経外科1心û大血管系異常

wあ¼�Ā環器科1胸部ûú壁û消W器系異常wあ¼�_児外科1ì�器系異常wあ¼�ì

�器科1÷色体異常û_形症候群wあ¼�遺伝診療科x1·Ï�»T科�新生児科x出生前

{¹連携²密{xº診療{あ�svい»2 
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2023�ĈoĈå ― 2023� 12o 31å 

中枢神経系疾患 

脊髄髄膜瘤(4)1水頭症û³室ã大(8)1q頭蓋症(2)1��膜ö胞(5)zy 
43 例 

胸部疾患 

l隔膜Ĉûû²(13)1ºö胞性疾患(8)1ºV画症(2)zy 
25 例 

消W器ûú部疾患 

_ùû十Ð指ù閉鎖(3)1食Ó閉鎖(3)1胎便性ú膜炎(3)zy 
12 例 

Ā環器疾患 

þ心P形r症候群(2)1大動脈縮窄ûö断/大動脈弁ÿ窄(3)1 

心室中隔k損/�室中隔k損(16)1ą±ýü四Ā症(2)1Õ蔵¿O(5)1 

完全大血管î移(2)1両大血管ô室起始症ÿ5Ā1º動脈閉鎖/ÿ窄(2)1 

O整脈(1)zy 

50 例 

ì�器疾患 

巨大Ā胱(7)1水腎症(13)1ö胞性腎疾患(4)1ÿ排泄Ô遺ì(4)zy 
30 例 

Ý胎·連疾患 

Ý胎間輸血症候群(17)1sIUGR(17)1q心体(4)zy 
56 例 

}~à 

胎児水腫ûNT 肥厚ûĂÀýüĎ(40)1骨系統疾患(10)1 

÷色体異常û_形症候群(13)1胎児~育O全(14)1ô唇ô蓋裂(7)1 

u巣ö腫(2)zy 

147 例 

計 363 例 

2.3 胎児ÿ療 

胎児ÿ療~適応xz»疾患�限¹¼vい»|1T種胎児ÿ療法²幅ß�行svい»2}~

中wÝ胎間輸血症候群{対�»胎児鏡Q胎ø吻\血管üüÆü凝þ術|最�多�1ÿ療r

績�良好wあ»2Yy性l隔膜Ĉûû²{対�»胎児鏡Q気管閉^術(FETO)�1倫理委員会

w���¼�|療行úx�v行svい»2胎児大動脈弁形r術1胎児Ā胱鏡1脊髄髄膜瘤~

胎児手術�é床試験x�vß施�vい»2 

2023�ĈoĈå ― 2023� 12o 31å 胎児ÿ療~件数 

ÿ療] 件数 適応Ā準 

ï体÷O整脈v投P 0 例 

胎児輸血 0 例 

胸Ôû羊水ÔÇēóø術 4 例 胎児胸水(3) ºV画症(1) 

ºö胞û羊水ÔÇēóø術 0 例 

Ā胱û羊水ÔÇēóø術 0 例 

ùÈº波凝þ術 3 例 q心体Ý胎(3) 

胎児鏡Q胎ø血管üüÆü凝þ法 20 例 Ý胎間輸血症候群(17) sIUGR(3) 

胎児鏡Q気管閉^術ÿFETOĀ 3 例 Yy性l隔膜Ĉûû²(3) 
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羊水注入 1 例 Potter症候群(1) 

ăĀＩĀ 2 例 喉頭閉鎖(1) l隔膜Ĉûû²(1) 

胎児Ā胱鏡 0 例 Q部�路閉鎖(0) 

胎児大動脈弁形r術 2 例 大動脈弁ÿ窄(2) 

計 例

3.研究活動

胎児診療科w行svい»é床研究�1胎児ÿ療法~è²xnÛ{·�»研究x�v 1)<Þ

症大動脈弁ÿ窄症{対�»胎児ÿ療~í期Ü全性試験=12)<胎児Q部�路閉^ÿLower 

Urinary Tract Obstruction; LUTOĀ{対�»胎児鏡Q診断ûÿ療~í期Ü全性確�試験=1

z¸� AMED研究費w大阪大学x共\w 3)<胎児脊髄髄膜瘤~í期Ü全性試験=²ß施�v

い»2~�1現xß施�vい»胎児ÿ療~r績�Îà調査{z�»研究x�v14)胎児ÿ療

à~長期Îà調査ÇÉöĐ~開~{·�»研究�15)<Þ症 selective IUGR {対�»ü

üÆü手術~Ãċüø研究=²ß施�vい»2�¹{1ÎàO良~胎児疾患{z�»ÿ療法

~研究x�v16Ā<胎児十Ð指ùû空ù閉鎖症~疾患üÈÉøú{¸»臍�潰瘍~病態解明

x~症Î測~研究=17)<胎児疾患{z�»酸WÉøüÉ{¸»胎ø機能O全~病態解明=1

8)<ÂþĐ解析{¸»胎児水腫~原因x病態生理~解明{·�»研究=²ß施�vい»2}

�v1AMED 研究費w東î慈恵会|科大学x~共\研究x�v<段�的胎生臓器補完{¸»

網羅的c性腎O全~þq的ÿ療法~開~=²ß施�vい»2 

3-7-9-3 O育診療科

1. 概要û特色

1.1 O育診療科ûÛ娠免疫科 

O育症x�1Û娠�r立�v�m産�死産²繰º返�v生児²獲得�»�x|w}

zい状態w�2ĉ 回ñP連þ��m産� 1 回w�死産~ç往|あ»場\{�1当科w�O育

症検査²行sv原因²ä��1検出�¼�病因{v対�v適Wzÿ療²行い1l回Û娠w生

児獲得²目指�vい~�2偶~的zm産²繰º返��場\zy1ß�{�N般検査w異常

²特定w}zい症例�多いw�|1}~場\wあsv�心理面w~Åčüøzy�含

��厳ÞzÛ娠管理²行svい~�2 

1.2 当ËóÏü{z�»O育診療~特色 

O育症²専門的{×º扱svい»病院�全ÿ的{�少zいw�|1当ËóÏüw�2

開院当初¸ºþ立��O育診療科x�v専門外来²設�vい~�2r育|療~特色²

活{�v1 産科û胎児診療科û新生児科ûOÛ診療科ûï性Õ科û遺伝診療科zyT
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診療科x~連携{¸º1Û娠r立{¹出産~w{わ�»包î的z診療²行う�x|

ÿ能xzsvい~�2~�1��½~診療部x�連携�1精神心理面w~Á²{·

�v�留意�vい~�2 

2. 診療活動

2.1 外来û病棟診療 

専門外来²±ċå行svい~�2O育症患者{対�v行わ¼vい»原因検��多岐{

わ�svzº1検査�目ÿ血ÿ凝þ系検査û免疫学的検査ûÕVì的検査{Ā��þ�x{

最新~知見²×º入¼�時検討�変更�vい~�2 

検査w見t{s�異常{対�v� EBM {Āuいv適Wzÿ療²行svい~�2主

zÿ療x�v�1凝þ異常�÷úó脂質÷体症候群~場\~÷凝þ療法ÿ²ÉĄúó

Õo�Ĉāúó注射Ā1w状û機能異常�糖�病zy~場\~ċûĒóÿ療zy|挙

�¹¼~�2~�ÿ療²行う�再þm産{ós�場\�1l回Û娠~��{m産÷色

体検査²積極的{行sv原因~特定{ü�vい~�2 

2.2 ÿ療r績 

2022�~初診患者数�132]1�均m産回数2.8回(最高10回)w��2O育症{対�

»精査à{Û娠�Îà|確��¼�患者数�70]w(W学m産1ÎàO明者²除�)1

生児獲得÷�77%w��2主zÿ療~Õ»�Ĉāúó注射+P用à²ÉĄúóÿ療�12

例1P用à²ÉĄúóÿ療�42例1大à¼óĎÀýĆúó療法�Č例w�2 

3.研究活動

現x1<O育症患者~患者背oă検査w陽性»þăÿ療r績zy²�³��é床÷

üÏĉüÉ~作r=1<m死産à~Û娠Îà{影響�»因子{·�»検討=zy²行

svい~�2 

3-7-9-4 新生児科

1.診療体制

2012 �þ¸º当周産期ËóÏü�東î都¸ºÿ\周産ï子|療ËóÏü~�ÿ²Ø

�1�属�»世u谷û目黒{~地域~周産期|療~»Āü~�z¹�1多摩地{~産科

救急�»Āü�»Ïxzsvい»22013�ñ降�1�ÿ新生児Ø中ÿ療室(NICU)病床² 
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21 床1�ÿ回ÿÿ療室ÿGCUĀ病床² 30床ÿċ� 18 床Ăč� 12 床Ā{増床�1大規模

{新生児|療²行svい»2周産期専門|ÿ新生児Ā~ÉÏóą 10 ]1ą·ýüč]1

üÈ÷óø数]w診療²担当�vい»2

2.診療ß績

2022�ĈoĈå{¹ 2022�12o31å~w{当ËóÏüw生産児x�v出生��x胎22

±ćåñ降~新生児�2,027]wあs�2ï体�児{何¹{~問Ü|あº1新生児科x~入

院扱いxzs�児�計1,611](79%)wあº1当ËóÏü~ÿ´úÉ¿V娩~÷�79%wあs

�2Õ»�1出生öà{NICUx~入院|必要xzs�児|319](16%)1GCUx~入院|必要

wあs�児|197人(10%)1新生児室x~入院|必要wあs�児|1,094](54%)(à{NICU�

GCUx入院��児]²含�)w1赤��³部_x~入院(特{新生児科的ÿ療û管理²要�z

い児)|16](21%)wあs�2尚1蘇生室w死ï��症例|Ĉ]あs�2 

 院外出生��児~Ø�入¼�\わ�»x1NICUĆGCUx~ÿ入院数�781]wあs�2

NICUx~ÿ入院数�430]w1院Õ出生|355](83%) 1院外出生|75](17%)wあs�2

NICU入院中~死ï数�17]wあs�2過去10�間~NICUx~入院数~è移²示�(÷1)2 

A. í産ûP出生体Þ児~診療

超û極P出生体Þ児1超û極í産児~ NICU 入院数~経�è移²÷ 21÷ 3 {示�2当院w

�1c性期~\�症~ÿ療目的~î院入院�多い��1÷�生à Ď åo�{入院��症例²示�v

い»2 

出生体Þw~入院数(»óÃÕ�Ďåo�入院~症例数)�1P出生体Þ児(出生体Þ 

2500g o�)| 241](234])1極P出生体Þ児(出生体Þ 1500g o�)| 60](56])w1

う�1超P出生体Þ児(出生体Þ| 1000g o�)|30](28])wあs�(÷ 2)2x胎±数

ww�137 ±o�~í産児|209](200])w132-36 ±~ Moderate-Late preterm 児|

158](152])132 ±o�~極í産児|51(48])1う�26 ±o�~超í産児�10](10])

wあs�(»óÃÕ�17 åo�入院~症例数)(÷ 3)2 

B. 病的新生児~診療

2022 �{当ËóÏüNICU {入院xzs�児 430]中1気管挿管w~人ý|吸管理²要

��児� 181](42%)w1挿管z�w 非侵襲的|吸管理(n-CPAP�high flow canula~�)

wあs�症例�85](20%)wあs�2~�1外科手術�延y94件施行��2Õ»�1心臓血

管手術 28 例(30%) (う�Ď例�動脈管開`症¿úóĄóÀ術)1_児外科手術 43例

(46%)1眼科手術 ċ例(ċ%))üüÆüÿ療�Ċ例)1³外科手術 Č例(Č%)1}~à~手術 

14例(ċ%)wあs�2÷4{NICU 入院児~手術症例数~è移²示�2 
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C. 長期入院患者ûx宅|療x~移行患者~診療ÇÉöĐ

NICUx~長期入院患者~蓄積|起�¹zい¸う{1ÿ\診療部1Ā環器科1_児外科zy~

à科~W力~Q1積極的z院Õw~ NICU {¹�幼児病棟x~î病棟²÷svい»2}~結ÿ1

2022��1NICU 入院患者430]~う�83%� NICU/GCU/新生児室{¹ö接ë宅x~�院{ós

vい�|132例(}Ď%)�当ËóÏüÕ~�幼児病棟xî棟�1Ď例ÿĉ%Ā�_児 ICU 病棟

xî棟�135例ÿď%Ā�à院 NICU あ»い�à院_児科病棟xî院�vい�2 
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3-7-9-5 産科麻酔科
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1.診療体制

2023�~産科麻酔科~人員配置�1|員ċ]1麻酔科ą·ýüûüÈ÷óøĉ～Ċ]1

産科{¹~ýüöüÏüć～Ĉ]w業務{àÏ�124 時間体制wr人麻酔z¸�産科麻

酔~業務{対応��2 

2.診療ß績ÿ帝王W開1q痛V娩đ麻酔科x�vV娩数w�z�ï体数w»¶óø�»Ā

2023�ÿĈoĈå～12o 31åĀ~V娩数� 1,901件wあs�2 

帝王W開~手術件数� 781 件ÿÎ定手術 358件1緊急手術 423件Āwあs�2 

q痛V娩� 24時間体制w対応�Û婦|希望�»時ùw~^入²Āqx�1件数�増à

傾U{あº 2023 ��\計 1,040]ÿ22 ±ñ降 1,007 ]122 ±o� 33 ]Āw経腟V娩

Đ割{q痛V娩²行い希望者|増à傾U{あº1}~う� 169]ÿ16.4%Ā|帝王W開

{移行��2 

3.胎児ÿ療~麻酔

Ý胎間輸血症候群{対�»胎ø血管üüÆü凝þ術�1ï体{対�v�脊髄��膜

Q硬膜外�用麻酔{¸º十Vz鎮痛²Ôr�1�¹{少à~üďą·óÏûû²持þ

投P�»�xw胎児~O動W²Ôr�vい»22023 �~胎児鏡Q胎ø血管üüÆü凝

þ術� 20件1q心体Ý胎{対�»ùÈº波焼|術² Ċ件1Yy性l隔膜Ĉûû²{

対�»Āûüó閉^術 Ċ例1EXIT ĉ例 胎児大動脈弁形r術 ĉ例~麻酔管理²行s

616
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�2~�病棟手術室{z�»1üďą·óÏûû²用い�胎児胸Ô穿刺z¸�Çēóø

術ċ例~管理²行s�2 

4.}~à~産科·連~麻酔

外回î術~麻酔管理�手術室w脊髄��膜Q硬膜外�用麻酔{¸º管理�vzº1

2023�~外回î術~症例数� 11 件wあs�2 

5.r人手術~麻酔ÿ産科ñ外Ā

子宮Õ容除去術� 25 例wあs�2 

6.周産期麻酔外来

周産期麻酔外来w�1帝王W開|Î定�¼�Û婦�q痛V娩²希望�»Û婦{àえ

v1ÿ´úÉ¿Û婦~V娩前診察ÿÉ¿úüûóÀĀz¸�r人手術²Ø�»患者~外

来²行svい»22023�~外来患者数� 1,832]wあs�2 

3-7-9-6 ï性Õ科

1.診療ß績

1.1ï性Õ科外来 

外来患者数 1å�均 38.01人1延y 9,312人1新患患者数 605 人1管

理 

ÿĈĀ目的w初診状í 2023�1o～12o ÿ数 ÿ 

Û娠前 62 10.2 

Û娠前 62 10.2 

Û娠中 501 82.8 

産褥期 38 6.3 

時期O明 4 0.7 

計 605 100.0 

2023�1o～12o ÿ数 ÿ 

Õ科\�症ÿĂĀÿĀĀÿĀāﾆ

ÿÿ含�Ā

465 76.9 

Û娠\�症 76 12.6 

偶~疾患 20 3.3 

}~à 44 7.3 

計 605 100.0 
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ÿĉĀß¼元 

2023�1o～12o ÿ数 ÿ 

à院 186 24.3 

産科ûOÛ診療科û胎児診療

科 
228 29.8 

OÛ診療科 4 0.5 

}~à診療科 

z�  

O明 

9 

4 

174 

1.2 

0.5 

22.7 

計 601 100.0 

(3) 疾患w初診状í(Þ複あº)

2023�1o～12o ÿ数 ÿ 

膠原病1÷úó脂質÷体症候

群 
64 10.7 

ÕVìûï謝 242 40.5 

腎û高血w 109 18.3 

|吸器û²üû¾ü 39 6.5 

感÷症û免疫 78 13.1 

Ā環器疾患 13 2.2 

消W器疾患 8 1.3 

神経疾患 7 1.2 

血ÿ疾患 18 3.0 

}~à 19 3.2 

計 597 100.0 

1.2 特ë外来 

ÿĈĀ耐糖能評価ÿ糖¬荷試験Ā外来 756人 

ÿĉĀワ¿Ñó外来đÛ娠中ワ¿Ñó接種人数đ´óąû¸óÆ 168 人 

産àワ¿Ñó接種人数đMR 145 人1麻疹 72 人1風疹 113 人1水ý 54人1 

ĐóćÉ  253 人1HBV Ĉ 人 

ÿĊĀË»óùºĄûºó外来 ċ人ÿ膠原病Ċ人1Yy性血栓性}因Ĉ人Ā 
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1.3 Û娠前検診 

<ćüÃóËćÇ÷óÁ²ûÑ·ó¿ćùó=検診Đ人※ĒćüÃóËćÇ÷ó相談外来

25人 

1.4 病棟 

ÿĈĀï性Õ科入院管理ß績 

延y数 768人ÿ主�»疾患w算定Ā1}~Õ»đÛ娠前 28人1Û娠期 642 人1 

産褥期 98 人 

ÿĉĀÛ娠ûV娩時{ï性Õ科管理xzs�疾患~種類ÿ延y人数Ā 

Õ科\�症 586人1Û娠\�症 136人1偶~疾患 13 人1V類O明 13人 

表 Û娠ûV娩時{ï性Õ科管理xzs�主z疾患x患者数ÿ_V類Ā 

Û娠糖�病 194 SSA陽性1Ç·üÀüó症候群 7 

橋q病û潜x性w状û機能PQ症 112 IgA腎症û}~à~c性腎炎 10 

Û娠高血w症候群 178 HBV½ēú² 1 

ĀËù¶病 43 v³{³ 3 

気管支喘oû咳喘o 38 ÷úó脂質÷体陽性 9 

高血w 33 膠原病ñ外~免疫疾患 42 

SLE 14 1型糖�病 1 

Û娠性N過性w状û機能ð²症 5 2型糖�病 10 

·節性ú¶ĎÑ 14 }~à~Û娠前{¹~疾患罹患 5 

2.研究活動 

û周産期ûï性診療ËóÏüà部署1ÕVìï謝科1Û娠x薬情報ËóÏü1研究�1·連

学会ÿåq糖�病ûÛ娠学会1åqú¶ĎÑ学会ĀzyxW働�1公的研究費²得v研究

活動²行い1r育|療Vßw~情報~信x�策提�²行s�2~�特定é床研究�行s�2 

ûOÛ症{対�»Ï¿ýúĐÉÿ療(Y²|療ĀĀ1新生児ĈĒ¿ýĎøüÇÉ~ï体ÿ療

ÿ|�主^ÿ験Ā1新�z HBV ï子感÷Î防方法~開~ÿ|�主^é床研究Ā1Û娠\�症

~新�zĀ´ºĎü»ü~開~1Û婦z¸�新生児{z�»�å咳菌÷体保p÷~評価1

6NC職員{z�»新型Ãýú¶´ûÉ感÷症~ß態x要因{·�»多施設共\観察研究 1

Û娠中~潜x¶´ûÉ再活性W{·�»研究開~~研究遂行����準備²��2
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3.研修1評価 

ð±金曜å{»óą±ùóÉ²行svい»2~�oĈ回�護部{·連部署xÛ娠糖�病

»óą±ùóÉ²ýþ��2ð±火曜å{�膠原病·Ï~外来»óą±ùóÉ²行svい

»2 

4.社会的活動 

講演²中心{当üVß~ß報²行s�2ï性Õ科{·�»公開研究会zy²通�vß報

{ü��ÿ研究業績参照Ā2ćüÃóËćÇ÷óÁ²~ß報活動{�力²入¼�2 

3-7-9-7 OÛ診療科

1.概要û特色

q邦~公的ËóÏüwあ»周産期ûï性診療ËóÏü{�属�»当OÛ診療科�1診療²

希望�v来院�»患者様{最適zÏ´ďóÀwOÛÿ療²Ø�vい�����{1Î}制

²�いvzº12023 �時ùw�土曜å~午前診療�行svい~�ÿ2024 � 10 o{¹�土

曜å診療�休診中w�Ā2女性~社会²出|N因x��わ¼vい~�|1Ø診ûÿ療²希望

�»女性~高�齢W|見Ø�¹¼~�2~�1N般OÛ¿úûó¿{và療�»�Û娠{ó

¹zい÷ÿ性OÛx思わ¼»症例|対象xzsvい~�2~�1生殖補û|療�術~多様W

{伴い1着床前遺伝学的検査ÿPGTĀ�開始�vzº~�2~�¼¹~症例{対�v当科�1

ï性Õ科²���x�vO育診療科1産科1婦人科1胎児診療科1遺伝診療科1��½~診

療部zy当院à科x~W力�z|¹診療{あ�svい~�2 

2.診療活動

2023�ĈoĈå時ùw勤務�»|��1診療部長Ĉ] |員ĉ] ą·ýüĈ]ÿ+育児

休業Ĉ]Ā非常勤|Ĉ] ÿ養士Ċ] \計ď]ÿ+育児休業Ĉ]ĀwÉÏüø�~��2

Ċop{|員Ĉ] 非常勤|Ĉ]|ö職�1ċo{ą·ýüĈ]|育児休業{¹ÿ��~

��2Čo{ą·ýüĈ]|入職�1ĐoQí{ą·ýüĈ]|産休{入º~��2 

 診療��s�ºx患者{U}\う体制²整え1OÛ診療{~tわ»1ÉøüÉ�心~é�

zy²聞}z|¹診療{àÏ�vzº~�2 

初診患者数  

� 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 

患者数 369 247 353 412 349 270 332 287 213 

 新型Ãýú感÷症{¸»Ø診制限~ÿ能性|Nt~原因x�v考え¹¼� 2020�~初診

患者数減少{¹1昨����数�~変W{O置�»新患患者数xzsvい~��2~�1当
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科~人員減少{伴s�減少~ÿ能性|あº~�2 

配偶者間人ý授精数 

� 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 

患者数 726 800 515 525 385 191 263 239 233 

2016 � 800 症例1²Ąü¿{減少傾U²��12020 � 191 症例x減少��配偶者間

人ý授精数ÿAIHĀ�12021�� 263例x増à�v1}~àl�いxzsvい~�2}~V1

人ý授精処置{¸»Û娠数�増à�vい~��2適応患者様~Ø診数|�ysv}��x1

生殖補û|療ÿARTĀ{比yvÜ価w簡便z AIH |見ö�¼�結ÿx考えvい~�2 

生殖補û|療ÿ療ß績 

� 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 

ãu件数 147 124 128 164 118 151 137 114 120 141 110 

新鮮胚移

mÛ娠数 
6 6 6 5 3 3 0 1 1 1 1 

融解胚移

m数 
136 142 137 166 211 215 220 184 202 187 162 

融解胚移

mÛ娠数 
27 34 25 39 46 48 56 41 55 55 44 

 2023�~ãu数� 110症例1融解胚移m数� 162 例w��2両ÿ療²12022�{比較�

»x1ãu数x融解胚移m数�減少�vい~��2 

Ãýú感÷症{対�»対策~Ntx�v 2020� 9o¸º YadocÇÉöĐ²利用�vOÛ

ºóù´ó相談²開設�12021��Ċ]12022��ď]12023��č]~ºóù´ó相談

²ß施w}~��2新規~検査ûÿ療x�v高þ精子調整機器~^入1ARTÿ療{z�»着

床 害~検査x�vc性子宮Õ膜炎{対�»検査�開始�~��2着床前遺伝学的検査x

�v PGT-A(Preimplantation genetic testing for aneuploidy)検²ß施��周期数� 18

周期1新�{開始�� PGT-M(Preimplantation genetic testing for Monogenic)検査²ß

施��周期数�ĉ周期w��2 

 ÿ療症例w�高齢W|��¹¼1Îà��~傾U�þ�x考え¹¼1体外Ø精1Ý微授精û

凍結融解胚移mxいs�生殖補û|療²用い�ÿ療w�Û娠r立²Ôrw}zい÷ÿ性~

症例{対�v1着床前遺伝学的検査�c性子宮Õ膜炎~検査²���x��様々z検査法

~²ćýüÑ|z�¼vい�x思わ¼~�2 

3.研究û啓~活動

体外Ø精時{1Û娠÷|高�z»条件~検討x�v1Ï´ĐùćÉÿ養~ÿ養結ÿ�子宮

Õ膜厚zy~·連因子{対�v~研究²ß行中w�2~�1à齢{伴うÛ孕性~PQ{伴う

Û娠÷~PQ�OÛÿ療~困÷�²ß�世間{知sv�¹うú~啓~活動�þ行中w�2 
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3-7-9-8 周産期歯科

2023� 1o～2023� 12o~診療ß績 

新患患者数 105人1延y患者数 401人 

初診時Û娠±数状í 

Û娠±数 初期 中期 à期 産à à 

人数 13 54 28 9 1 

全身疾患²p�»Û婦Ø診状íÿ\�症あºĀ 

疾患

] 
z� 

ëý

免疫 

ÕVìû

ï謝 

腎û

�路 

|吸器û²

üû¾ü

感÷

症 

Ā環

器 

消W

器 
神経 血ÿ }~à 

人数 70 4 19 0 3 ć 9 ć 0 0 č 

初診時Ø診理v状íÿ複数回答あºĀ 

理v 歯痛 
知覚

過敏 

歯�~

異常 

修ÿ物

±ö 
虫歯 

虫歯

Î防 

ôÔ

清掃 

歯科

健診 
ô臭 }~à 

件数 23 20 24 10 12 7 53 46 4 43 

診療Õ容ÿ2023� 1 o～2023� 12oĀ 

診療Õ容 人数 

歯科健診 105 

齲蝕ÿ療ÿ虫歯ÿ療ûy管ÿ療{Ā 43 

ąóW物塗_ 29 

歯周Āqÿ療ÿ歯石除去û歯面研磨{Ā 93 

象牙質知覚過敏処置 14 

þ歯処置 2 

Þ·節症ÿ療 5 

外傷ÿ療 2 

粘膜疾患ÿ療ÿôÕ炎û粘ÿö胞{Ā 1 

¸ó¿É線î影 21 

}~à 12 
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3-7-10 臓器移mËóÏü

3-7-10-1 _ù移m外科

ÿĈĀ 当ËóÏü{zいv RČ�þ~w{ß施�¼�Č件~_ù移m{tいv1移mù管

~Õ視鏡{¸»評価²適宜行うxx�{1移m外科1紹Ï元~_児外科|x�連携

�z|¹1栄養z¹�{全身~管理²z�zsv}�2

ÿĉĀ 短ù症1_ùO全·連肝 害~患者~評価xÿ療1栄養管理²ß施��2

ÿĊĀ 肝移mà前à~患者{z�»嘔T�Q痢xいs�消W器症状~評価xÿ療1栄養

管理²移m外科xx�{ß施��2

ñQ{12023�{行s�Õ視鏡診療ß績²示�2 

2023�Ĉo～12 o Õ視鏡件数đ  877件 

  P部消W管Õ視鏡   383件  食Ó静脈瘤結�術     6件 

  Q部消W管Õ視鏡  293件  Õ視鏡的k血術  2件 

_ù»ćËûÕ視鏡  139件    čúĊ¿øďü    3件 

  _ùÕ視鏡  44 件   ĀûüóÕ視鏡ÿ経肛門法Ā3件 

  ĀûüóÕ視鏡ÿ経ô法Ā4件 

3-7-10-2 移m外科

 当ËóÏüw�肝移m² 2005� 11o¸º開始�12023�p~w{肝�胞移m²含� 932

例~臓器移m²ß施�v}~��22023 ��生体肝移m 50 例1³死肝移m 12 例1³死_

ù移mĈ例1心移mĉ例1生体腎移mď例1³死腎移mĈ例²行い~��ÿ÷ 1Ā2~�ú

Ô鏡Q~生体ùúüÀùąø摘出術²Ċ例行い~��2肝移m適応疾患~Õ»�÷ 2 ~通

ºw胆Ó閉鎖症²含�胆mうs滞性肝疾患| 52%1ï謝異常症| 19%1急性肝O全| 12%w

��2ES�胞v来~肝�胞移m{·�»|�主^ÿ験² 2020�{開始�1目標症例数~Č

例~ß施²完遂い��~��2 

当ËóÏü{z�»肝移mà~患者生`÷�Ĉ� 95.4ÿ1Č� 93.5ÿ110 � 92.0ÿ115

� 89.0ÿx良好zÿ療r績w��ÿ÷ 3Āą 
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÷ 1 肝移mû肝�胞移mû_ù移mû腎移m数 ÿÿ移m症例数đ853例Ā 

÷ 2 肝移m適応疾患 
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÷ 3 肝移m患者生`÷ (Kaplan-Meier法) 

3-7-10-3 心臓移m科

心臓移m科w�1心臓移m手術{àえv心臓移m適応xz»Þ症心O全患者{対�»補

û人ý心臓手術²ß施�vい»22023 ��心臓移m手術ĉ件1補û人ý心臓手術ĉ件²ß

施��2}~à1�¼~w移m²ß施�¼�患者~外来診療z¸�定期的z心臓»öüöû

検査1心{生検²ß施�vい»2移mà患者~心臓»öüöû検査z¸�心{生検� 2023

�{ 18 件ß施��2移mà~管理�臓器移mËóÏüà科z¸�高þY²|療研究室x連

携�z|¹行svい»2 

~�12023�{�補û人ý心臓ÿ療²^入Î定~施設¸º|�Ĉ]~長期研修z¸�Ãđ

÷³»û~見学�Ø�入¼�2 

3-7-11 遺伝診療ËóÏü

3-7-11-1 遺伝診療科

_児û周産期~ÂþĐ|療~診療体制充ß~��{ 2022�Đo{院Õ組織x�v新設�

¼�遺伝診療ËóÏü�1q格的z稼働xzsvい»2病院部門{¹�遺伝診療科ûù´Í

ÎüĐ病ËóÏü1周産期遺伝外来ÿ周産期ûï性|療ËóÏüĀ1ÿ\診療部1新生児科1

神経Õ科1眼科1皮膚科~ÉÏóą|参à�1研究�部門{¹�ÂþĐ|療研究部1周産期

Âþď¿É研究室1衛生検査ËóÏü~TÉÏóą|参画�»ÿ\的z体制xzs�2�~

体制~Q1_児û周産期~ÂþĐ情報²Ø}W�1}¼²利活用�»�x{¸sv質~高い
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|療~提ßx研究~è²²目指��x|目標wあ»2 

遺伝診療科w�1r育|療~z{{新�い遺伝子診断ûÿ療�術²適W{t効ÿ的{^入

�1診療û研究活動²行svい»2q�þ�1ñQ{示�様々z活動²行s�2 

1.遺伝学的検査~統îû管理

Yy異常�遺伝性疾患患者~診療{zいv遺伝学的検査�p用wあ»2åq|学会¸º

遺伝情報²×º扱うPw~留意ùzy²~x��<|療{z�»遺伝学的検査û診断{·�

»¼´ùù´ó=ÿåq|学会 2022.3改�Ā²遵Û1ß施�vい»2 

2._児Yy異常症~包î的診療

�~�~zYy異常²p�»患児~診療²行svい»22023 �þ1新規~Ø診患者数�

205]ÿ遺伝»¶óËúóÀ除�Āwあº1前�þ\様{1Õ»�÷色体異常症1_形症候

群1診断O明症例w12/3²占�»2Ãýú禍~Ø診患者数~減少{¹1ñ前~Ø診状í{

戻ºttあs�2遺伝学的検査�診療報酬改定{zいv1対象疾患|ã充�¼v}vzº1

対象xz»遺伝子疾患|疑わ¼»��1·Ï学会~¼´ùù´ó²遵Û�1遺伝学的検査

ÿ保険ß載Ā²ß施��2診断O明症例{対�v1積極的{l世ïÇüÁóÅü{²用いv1

ç知遺伝子z¸�候補遺伝子~網羅的変異解析研究²ß施�1Yy異常û多~_形症候群~

確定診断÷|UP��2 

~�ù´ÍÎüĐ病ËóÏü1é床検査部高þY²検査室x連携�v1ù´ÍÎüĐ病²

���x�»Yyï謝異常症~確定診断1保因者診断1出生前診断1ÿ療1ÿ験1新生児É

¿úüûóÀzy²行svい»2čóz病新生児É¿úüûóÀ� 2023�~当ËóÏü全

出生新生児 1,783]~う� 1,515]ÿ85ÿĀ²対象{ß施��2~�高þY²検査室x連携

�v1院ÕùČw 170 件~遺伝子学的検査²ß施��2 

3.遺伝»¶óËúóÀ~ß施

遺伝»¶óËúóÀ�1遺伝病²p�»家族~再~÷�出生前診断~ÿ能性{tいvl

確z情報²提ß�1}¼{Āu�当Ï者~ëý決定²支援�»|療行úwあ»2当科w�1

é床遺伝専門|x�護�ÿ遺伝Ãü÷³ýüøúüÉĀ|W力�v遺伝»¶óËúóÀ²ß

施�vい»2心理û社会的z支援²含�1多様zûüÊ{的確{応え¹¼»体制²確立�v

い»22023�þ~新規~遺伝相談者数� 109件ÿ158]Āwあ»2前�\様1相談Õ容~多

��1_児科領域~÷色体異常症ûYy異常症1l子再~1保因者診断{·わ»相談Ï例w

あs�2昨�þ¸º1ºóù´ó遺伝相談ûô²開設�1Č件ÿ延y 14件Āß施��2 

4.出生前診断~適WzÛ用

当科w�1胎児診療科ûé床検査部x~W力~Q{1羊水û絨毛組織²用い1迅�{tl

確z出生前遺伝子診断²ß施ÿ能z体制²整備�vい»22023 �þ1XN遺伝子疾患²対

象x��出生前診断ÿ羊水÷色体除�Ā�112件ß施��2ß施{あ�º1症例�x{慎Þ

z対応²行svい»2胎児診療科wß施�vい»q侵襲的出生前遺伝学的検査ÿNIPTĀ{t

いv�1陽性症例{~希望者{»¶óËúóÀ²ß施��2着床前遺伝学的検査ÿPGT-MĀ

~遺伝»¶óËúóÀ²担当�1åq産科婦人科学会{x請û�諾ÿ当ËóÏü初例Ā�¼
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�2Îà�1周産期診療部ûOÛ診療科x連携�1適lz診療Āø~構築²目指�2 

5.遺伝性疾患{対�»é床研究1新規ÿ療法~開~研究xé床応用

d 新規遺伝子診断法~開~

<÷色体~��遺伝子{変W²伴う疾患群~包î的遺伝子診断ÇÉöĐ~構築=研究1

<Yy_形症候群{z�»遺伝的要因~ä�=研究1<¸ĄûÂþĐ解析{¸»Yy性疾

患~症機ß~解明=研究zy研究��à施設x~共\研究w�1l世ïÇüÁóÅü{²

用いv1ç知遺伝子z¸�候補遺伝子~網羅的変異解析²ß施��ÿ2023 � 170検

体Ā2疾患·連遺伝子~\定1ÿ療�Î防法1l確z遺伝相談~��{p益z情報zy|

得¹¼1_児稀少疾患~確定診断÷|著明{UP�vzº1�¼¹~研究Āø²�x{1

<新生児Ø中ÿ療室{z�»精緻û迅�z遺伝子診断{·�»研究開~=�<原因O明~

_児突然死~包î的死因検�={zいv1遺伝学的解析û遺伝»¶óËúóÀ{~診療Ā

ø体制~構築1|³ÂþĐāýû研究¸½Éāüøāýû~支援²行svい»2 

e公的研究ÿ競Ï的研究費{Ā 

厚生ö働科学研究費補û金ÿ÷ÿ性疾患克o研究Ï業Ā研究1AMED研究Ï業1r育|療研究

開~Ï業{àÏ��2 

6.ß報û研修Ëďúüûé床遺伝専門|û�定遺伝»¶óËùü~研修

当ËóÏü�1åq人類遺伝学会ûåq遺伝»¶óËúóÀ学会~é床遺伝専門|制þ~�

定研修施設wあº1�時1院Õ外{¹~見学û研修²Ø�入¼vい»22023 �þ�1新規{

é床遺伝専門|²ċ]|×得��2 

3-7-12 |療 AI/DXû|療機器開~部

3-7-12-1 開~è²室

2023�ċo{|療 AI/DXû|療機器開~部|~足��2定期的{ďüö³óÀ²開催�1

_児領域~_�z^場{zいv|療機器²開~�P^�vい��x~÷��²共p�»x

x�{12023 � 11 o{岡山大学主催w開催�¼�<2023 �þl世ï|療機器開~人p育

rćýÀùĐ|療機器開~ÃüÉ={参à�1院ÕđóĀüwo例会議²開催�v突破ô{

tいv議論²Þ}�2 

開~è²室x�v�1当院þë~|療機器開~z¸�研究²始�»�x²目標{1|³Ëó

Ïü東病院~rß例{sうy�12024�ĉo1Ċo{\院 NEXT|療機器開~ËóÏüx~

見学xU��調整²行s�2~�1é床{zいv�1手術支援ýČóø~^入{U�v1

intuitive社~øüüûóÀËóÏüx出Uいvß機~操作体験²�12023 �čox 12o

{^入xU��勉強会²開催�1ÿÕ外~ýČóø支援手術~動U�ÿÕ大学病院_児外

科z¸�_児病院w~^入状í1­�面zy{·�v情報共p��2
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3-7-12-2 開~支援室

開~支援室�1主{研究開~{·連��企業x~連携è²�研究費獲得{Ï»支援1情報

ßØ{²担当��2w体的{�1研究è²室(RA室)x連携�1AI ċÉĄÏûÏ業~àýw

あ»X�þÏ業<研究開~x Society5.0x~橋渡�ćýÀùĐÿBRIDGEĀ={研究支援Ñü

Đ~N員x�v参画�1\Ï業~研究費獲得z¸�研究課Üč件ÿ<l世ïÉĎüøċÉĄ

Ïûw~電子»ûöÇÉöĐ~活用=1<AI ß装z¸�ÅüăÉ提ß~��~ćùóøą¹

üĐ構築=1<Û産婦救急øú²üÈÇÉöĐ~開~=1<ë閉ÉĊ¿øùĐ症~í期~見{p

用z視線計測²応用�� AI{¸»²W型診断補û装置~開~=1<_児|³~診断支援ÇÉ

öĐ~開~=1<web ²ćúÁüÇ÷ó²用い��菌~菌種vw{·�» AI ćýÀùĐ|療

機器~開~=Ā~遂行{·�»支援²行s�2 

~�1AI {{·連��} 10 社~企業x~面談1z¸�1åqđ÷³»û AI 学会{~·

連学会²通�v AI開~{~最近~動U{·�»情報ßØ²行s�2企業側{¹1|療現場

{z�»÷üÏ{~Ö滑z活用1|療àÏ者x意見交換ÿ能z場~提ßx¿úû»ûûü

Ê~把握1_児xr人~両方~診療{資�» AI開~²視ß{入¼»�x{~意見²伺s�2

~�1生r AI|開~~øüóùwあ»�x1画像解析~研究|多いN方w}~à~身近z

AI 開~{·�»報告|比較的少zい�x{¹1l�þ~方U性x�v電子»ûöx~音声

入力Û�遠隔診療{·連��開~{²課Ü{挙��2 

3-7-13 �射線診療部

3-7-13-1�射線診断科

1.概要z¸�特色

1.1 24 時間体制~�射線診療業務 

�射線診断科~最Þ要目標�患者�³z¹�{é床|{役立t画像診断情報~提ßw1

{x³y全v~画像診断ÿ心臓超音波1心臓 MRI1心臓»öüöû検査1産婦人科超音波1

歯科~X純 X 線î影²除�Ā{対�v�射線科||°任²持sv¯影報告書²作r�vい

~�2夜間休å�超音波検査1X純 X 線î影1X 線透視検査1z¸� CT 検査{当ö体制w

常時対応�1ú²ûÏ´Đ{救急診療²Åčüø�vい~�2~�1T診療科x定期的{»

óą±üóÉ²行い1画像診断{·�vT診療科{¹ą³üùĀó¿|行え»体制²xs

vい~�2 

2.診療活動1研究活動1研修活動zy

2.1 �射線診断 

T種画像診断�1�射線科診断|ÿ状í{応�診療科担当|xW\wĀ|診療�射線��

xx�{行svい~�22023��1ÉÏóąÿ�射線診断専門|Āč]1ą·ýüĉ]1ü

È÷óøĉ]~体制w��2ñQ{�射線検査件数~è移²示�~�22023 �~ÿ検査件

数� 69,543件w��22023��前�~wx比較�X純 X線î影~検査件数|増à�vい~
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�|1Ãýú禍~影響²±t�外来Ø診|増à���x|}~要因xè測�¼~�2 

画像Qÿ療ÿ´óÏüĉóÇ÷úûùÈºýÈü/IVRĀ~�知þ|高~s�現x�1Yy性

³血管_形~³血管Õÿ療1_児肝移m{·連��経»öüöû的ÿ療{àえ1産科危機的

出血{対�»動脈^栓術zy²1·Ï診療科x共\w行svい~�2 

�射線検査件数~è移 

検査 2021 2022 2023 

CT 4,916 4,855 4,828 

MRI 4,270 4,260 4,351 

x|学ÿRIĀ 814 773 760 

血管造影ûIVR 76 84 82 

čüÏĆû X線î影 15,659 18,559 19,708 

外科用´đüÈ 485 532 636 

体�û表x 超音波 10,068 10,305 10,955 

X純 X線î影 22,962 23,767 27,165 

透視û造影 933 1028 1058 

ÿ計 60,183 64,163 69,543 

2.2 x|学診断 

x|学診断業務��射線診断業務~N部x考えv行svい~�22023��\計 760件行

い~��2r人²主z検査対象x�»病院{zいv�少児x~検査�鎮静Q{行わ¼~�

|1当ËóÏüw�³�心臓~ SPECT検査²除いv1患児{好}z²ûđüÇ÷ó²持参�

v�¹いÿ晶ĒûÏüw見�»�x{¸º1w}»��q鎮静w検査²行う¸う{�vい~

�2_児x|学検査{tいv�1ñ前¸º_児~体格{\わ��投Pàw検査²行sv}~

��|12013�{åqx|学会¸º公表�¼�_児x|学検査投Pà¼´ùù´ó²参照

�v投Pà²決定�1検査²ß施�vい~�2 

3-7-13-2�射線ÿ療科

_児|³{��血病1úóā腫1³腫瘍1神経芽腫1骨ß部�腫zy|あº~�|1r人

~|³{比y»x稀z病気w�2q邦w��間z¸} 500人~_児|³患者|�射線ÿ療²

う�vい»x考え¹¼vい~�|1�¼�q邦w�射線ÿ療²Ø�»患者全体~ 0.5%{�

~~�³2�~��N人~�射線ÿ療||1_児|³~患者�³~ÿ療²行う機会|少z

�1_児|³{·�»専門的z知識²持t�射線ÿ療|�多�あº~�³2�射線ÿ療科w

�_児専門病院x�v~診療ß績x1最新~_児|³ÿ療{·�»情報²踏~えv1専門性

~高い�射線ÿ療²提ß�vい~�2当ËóÏüw�子y���|ÿ療²Ø�入¼��い環

境²整備�1子y�特p~�射線ÿ療�術²用いv1|³~子y���|w}»��快適{
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�射線ÿ療²Ø�¹¼»¸う{�vい~�2~�当科w�1稀z病状{対�»ÿ療方針{t

いv情報交換��º1陽子線ÿ療~必要z患者�³²紹Ï�»zy1à~施設~�射線ÿ療

|x~連携�積極的{行svい~�2 

ÿ立r育|療研究ËóÏüwĈ�間{�射線ÿ療²Ø�»新規患者数�} 50 人w1延y

} 60人w�2}~う�z¸}ď割�1³腫瘍�}~à~þ形腫瘍~患者�³w�2 

1.ÿ立r育研究ËóÏü~�射線ÿ療~特性

�射線ÿ療w�ÿ療中動{zい�x1室Õ{N人wい»�x|n�¹¼~�2�~¸うz

�x�1子y�{xsv容易w�あº~�³2Ñē´ûùù´ąÉĊÇēúÉø{¸»ÿ療

~練習zy~心理的ćüāüüÇ÷ó��射線ÿ療~Ø�入¼²¸��»~{役立�~�2

ÿ立r育|療研究ËóÏüw�110 {o�~子y���~}Č割{心理的ćüāüüÇ÷

ó²行い1Ċ{o�w�1麻酔�鎮静z�w�射線ÿ療²行svい~�2~�全体~Ĉ割程

þ~患者�³w�麻酔Q~照射|行わ¼~�2麻酔科専門|{¸»麻酔{¸º1Ü全wl確

z�射線ÿ療|行わ¼vい~�2 

2.全身照射

_児~ê性腫瘍~中w最�多い~|�血病w�2全身照射�1造血��胞~移m{Y立s

v血ÿ�胞�ê性~�胞²死滅��»前処置x�v行わ¼~�2当ËóÏüw�÷|³v

{¸»移m前処置|困÷z場\zy²中心{�間 10-15 人~全身照射²行svい~�2最

近w�ê性腫瘍ñ外~疾患{対�»移m前処置x�v1少zい線à~全身照射�数多�行

svい~�2 

疾患w�間新規ÿ療患者数 
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3.³腫瘍�þ形腫瘍~ÿ療

当ËóÏüwĈ�間{³腫瘍�}~à~þ形腫瘍{対�»�射線ÿ療²ß施�»患者�

³�1} 40 人w�2_児~³腫瘍�}~à~þ形腫瘍�1手術x�射線ÿ療1手術x÷|

³vÿ療x�射線ÿ療~組�\わ�²適W{行う�x|Þ要w�2~�手術à�診断à{

Õ¼»�xz�ÿ療²開始�»�x�Þ要w�2当ËóÏüw�腫瘍Õ科|1外科|1�射

線診断|1病理|zyx»óą±üóÉ²通�v1情報²共p�1��{{適Wz�射線ÿ

療²ß施�»体制²xsvい~�2 

4.þ和的ÿ療�緊急的ÿ療

÷ÿ~_児|³{xsv QOL ²維持�»ÿ療法|øþw}»�x�xv�Þ要w�2_

児|³~患者�³w�1家庭�学校生活²維持�z|¹行うþ和的ÿ療x�v1�射線ÿ療

|p効z場\|あº~�2�~¸うzÿ療�画N的z�~w�zい~w1患者�³��家族

x相談�z|¹1øß{ÿ療方針²検討�~�2 

5.r人~�射線ÿ療

子y���|快適{�射線ÿ療²う�»��~�術²活用�»xx�{1ÿ療装置~効

÷的zÛ用�地域~|療x~®献~��{1当ËóÏüw�r人~|³患者~外来�射線

ÿ療�ß施�vい~�2当ËóÏü~�射線ÿ療科~Ø診{tいv�ċüĐĊüÈ{掲載

�vい~�2当ËóÏüw�1紹Ï元~担当|x連携�v診療�~�2 

3-7-12-3 診療�射線��

現x 20 ]wÛ用�vい~�224時間 365åĉ交ï制þw勤務�vzº~�2�射線機器

�1N般î影ċ部_1骨塩定àÿ全身対応Ā1X線 TV室ĉ部_1āóøĒËą±ý1血管î

影1X線 CT装置 64 列1MRI 1.5T13.0Twĉ部_1x|学ĉ部_1�射線ÿ療|稼働�vz

º~�2患者~被��線à²管理�»��~線à管理ワü½óÀÀûüć{v議論²Þ}1

必要z検査{�P線àP被��²心掛�1TĒÐúö³担当��|懸}{×º組³wい~

�2 
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ĈĀð�開催�¼vい»r育|療研修ÿ診療�射線��ÃüÉĀ²ð和 5ÿ2023Ā�� 11o

16 x 17 å{開催�~��2�~研修��護部û薬v部x\\w行s��~w1ÿ立r育|

療研究ËóÏüwß践�vい»|療{tいv情報~信�1s|ÿ{z�»r育|療~�

¹z»充ß²÷»�x²目的x�vzº~�2Web 開催~特Ā²活{�全ÿ{¹~参à

²Øい1TĒÐúö³w~×º組�1øĄó¿{~講義²企画�~��2 

研修Õ容 

講義担当者 講義Õ容 

部門担当者ï表 _児�射線�術ÿMRI 検査Ā 

_児�射線�術ÿCT 検査Ā 
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ð和 5 � o間業務àè移ÿN般î影Ā 
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_児�射線�術ÿX純¸ó¿É線î影検査Ā 

_児�射線�術ÿx|学検査Ā 

_児�射線�術ÿ�射線ÿ療Ā 

_児�射線�術ÿ血管î影検査ûIVRĀ 

_児�射線�術ÿ透視検査Ā 

ĉĀ専門û�定�射線��1ÿ家資格×得~育r

当部w�1専門û�定×得{�力²入¼vzº~�2 

専門知識~UP1É½û²óć{å々研鑚�vい~�2 

~�1資格×得|施設Ā準²���1診療報酬{tz|svい»�~�あº~�2 

ñQ~専門û�定資格²×得�vい~�2 

û検診ĎóĒÀùą³î影�定��

û�射線×扱主任者

ûX線 CT�定��

û磁気共鳴専門�術者�定

û血管î影û´óÏüĉóÇ÷úû専門診療�射線��

û救急î影�定��

û�射線機器管理士

û�射線ÿ療専門�射線��

û�射線ÿ療品質管理士

û|療情報��

û|学物理士

ûPET�定��

û衛生ý学衛生管理士

û作業環境測定士

3-7-14 é床検査部

1.診療科活動

é床検査部�1生理検査室1検体検査室1高þY²検査室1�菌検査室1輸血�胞療法室1

ã血室{¹構r�¼vい»2入院z¸�外来患者{必要zé床検査²提ß�vい»2 

2.研究活動

é床研究中x病院~要件wあ»検査室~ÿ�規格 ISO 15189�定²×得1維持�1é床側

{質~高い検査結ÿ²提ß�vい�2 

3-7-14-1生理検査室
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1.概要

生理検査室w�1Ā環機能検査ÿ心電÷ûċûÏü心電÷û¬荷心電÷{Ā1神経機能検

査ÿ³波û神経伝^検査û誘~検査{Ā1|吸機能検査(º活à1|気N酸Wú}¼ÉV析検

査)1聴覚検査(標準純音û�児聴検{)zy~N般的z生理機能検査{àえ1超音波検査ÿ産

科û体表Ā²行svい»2|療連携x�vĀ環器科~心臓»öüöû検査w�血管Õw測定1

³神経外科w�術中神経機能ĒûÏúóÀ検査(MEP1VEP1ABR1BCR{){�携わsvい»2 

å勤Û�夜間休å(当ö者)| 24時間体制wčüÏĆû心電÷²ß施�vい»2 

2.稼働状í

生理検査件数�心電÷検査{đ10.7%増à1³波検査đ6.4%減少1誘~電O検査ÿ神経伝

^�þ含�Āđ12.6%減少1聴力検査đ3.7%増à1|吸機能検査đ64.1%増àwあº1前�þ

x比較� 9.7%増à��2|療連携ÿÑüĐ|療Ā³神経外科術中ĒûÏúóÀû心臓»ö

üöû検査w�1前�þx比y 23.2%減少wあs�2新規検査ÿ|気N酸Wú}¼ÉV析検

査Ā|始~º1|吸機能検査~件数|大幅{増à��2誘~検査w�当ü検査~適用{z»

患者|少z{s��x|検査数減少~要因x考え¹¼»2 

生理検査室w�1業務~üĉû²óć²z�zう��生理検査部Õw1勉強会²定期的{

開催�1~�講習会û研修会ÿWebûLIVEûºó÷Ďóù配信Ā{参à�v知識û�術~U

P{ü�vい»2 
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3-7-14-2 検体検査室ÿ院ÕùČĀ

1.概要

生W学検査1免疫血清検査1血ÿ検査1N般検査²Ø��vzº1ã血室Ø付{配属�¼

vい»ÉÏóą²含�119 ]w対応�vい»2当検査室� 24時間 365å稼働�vzº1迅

�{t精þ~高い検査結ÿ~報告{ü�vい»2 

2023 �þ~検体数�Ãýú感÷ã大前x\程þ~検体数{戻sv}vい»|1対前�þ比

-1.4ÿ~減少xzs�2~�1血ÿ検査室{�åq検査血ÿ学会~�定血ÿ検査��1�定

骨髄検査��²配置�1à²~育r{×º組³wい»2 

é床検査部x�v�ÿ�規格wあ» ISO15189�定²×得�1�定~維持{あ�º検査室~

環境�帳票類~整備1Û用~見ö�{ü�vい»2 

2.精þ管理体制

精þ管理�精þ管理°任者²配�1oĈ回精þ管理委員会²設�精þ管理体制²構築�

vい»2外部精þ管理�åq|�会é床検査精þ管理調査1åqé床衛生検査��会精þ管

理調査1東î都é床検査��会精þ管理調査{参à�vい»2~�1åqé床衛生検査��

会~品質保証施設�証�×得�vzº精þ~保持{ü�vい»2|療Ü全対策{·�v�1

�定~委員会²設�過誤防k活動²行svzº1~生��´óÇ÷óø{対�v���{

{原因究明x是l処置²行い再~防k{ü�vい»2 

2021年 2022年 2023年 前年比ÿ％Ā

7,904 7,246 8,022 110.7%

987 1,073 1,004 93.6%

465 531 464 87.4%

6,716 6,497 6,737 103.7%

1,003 1,110 1,822 164.1%

17,075 16,457 18,049 109.7%

2,720 2,306 2,419 104.9%

266 259 319 123.2%

呼吸機能検査

合　計

超音波検査 技師実施分

医療連携業務

生理検査業務統計

心電図検査　ÿホûタü解析含Ā

脳波検査　ÿ新生児脳波含Ā

誘発電位検査　ÿ体性感覚û聴性含Ā

聴力検査　ÿ標準純音û乳児聴力含Ā

0 1,000 2,000 3,000 4,000 5,000 6,000 7,000 8,000 9,000

心電図検査 ÿホûタü解析含Ā

脳波検査 ÿ新生児脳波含Ā

誘発電位検査 ÿ体性感覚û聴性含Ā

聴力検査 ÿ標準純音û乳児聴力含Ā

呼吸機能検査

超音波検査技師実施分

医療連携業務

生理検査業務統計

2021年 2022年 2023年
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3.検査結ÿ報告体制

検査結ÿ~報告�1検査�目ð{報告時間²設定�迅�{tl確{報告�vい»2zz1

設定報告時間�検体|検査室{^いv{¹~時間x�概}Ĉ時間ñÕ{報告²行svい»2

~�1異常tûāûó¿t�提出|{ö接連}�»zy迅�z対応²行svい»2RFIDÿ検

体情報統î管理ÇÉöĐĀ²^入�vい»�x{¹1ú²ûÏ´Đw検体容器授Ø~状í確

�²行svい»2~�1Ãýú禍ñ降開催�vいz{s��血病ûúóā腫»óą±üóÉ

²再開�»Î定wあº1�¼²通�v研修|x~血ÿ�胞~教育���~�術û知識~UP

{®献w}¼�x考え»2 

3-7-14-3 高þY²検査室

1.概要

高þûY²検査室�1r育|療²è²�»��{必要z高þY²的ûY駆的zé床検査Å

üăÉ²提ß�y�設立�¼�部門w�2倫理面x~配慮x遺伝子·連~個人情報~保護

{ü�tt1z�{Yyï謝異常症�Yy異常症候群~É¿úüûóÀz¸�確定診断1保

因者診断1出生前診断{·連�»遺伝学的検査ÿ酵}活性測定1遺伝子検査zyĀ1Þ篤z

遺伝性疾患²対象x��着床前遺伝学的検査ÿPGT-MĀ1½}微à血ÿ検体²用い�Yyï謝

異常症ÿù´ÍÎüĐ病Ā~酵}活性測定²ß施�vい~�2~�院Õw出生��新生児²

対象x��čóĊ病新生児ĎÉÉ¿úüûóÀ検査²ß施�vい~�2 

2.q�þ~ß績

2.1 遺伝子解析 

2023 �þ{遺伝子解析²ß施��疾患�1ĐÃ多糖症 I 型ûII 型ûIII 型ûIVA 型1VI

型1VII型1ą±Ćúü病1čóĊ病1ÄüÇ·病1ûüĎóĄó¿病 C型1ĐÃúĄùü

ÇÉ1ù´ÍÎüĐ酸性úāüÌk損症1»ûĀďûúó酸\r酵}Ⅰk損症1高ÑýÇó

症 I型1ºûûÑóøùóÉ»ûĀďùüÌk損症1đÑûĎýó酸血症1中鎖²Çû-CoA
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±水}酵}k損症1極長鎖²Çû-CoA ±水}酵}k損症1O頭酵}k損症1�腎�質ÈÉ

øýą³ü1異÷性�質ÈÉøýą³ü1ß骨q形r症1¶³ûÍó病zyw��2�¼¹

~疾患{対�»遺伝子解析²院Õz¸�院外{¹~確定診断1保因者診断1出生前診断zy1

計 170件~遺伝子診断²ß施�~�� 

2.2čóĊ病新生児ĎÉÉ¿úüûóÀ 

2011 � 1 o{¹ù´ÍÎüĐ病ËóÏüx周産期診療部門x連携�v1当ËóÏüw出

生��新生児²対象x��čóĊ病新生児ĎÉÉ¿úüûóÀ検査²開始�vzº~�2

2023�~N�間{11,515]~新生児²対象{čóĊ病É¿úüûóÀ検査²行い~��2 

2.3čóĊ病ûą±Ćúü病ûù´ÍÎüĐ酸性úāüÌk損症ÿ´úÉ¿É¿úüûóÀ 

é床症状{¹čóĊ病1ą±Ćúü病1ù´ÍÎüĐ酸性úāüÌk損症|疑わ¼»症例

²対象x��ÿ´úÉ¿É¿úüûóÀ~ß¼²院Õz¸�院外{¹Ø�1検査²ß施�

~��2 

2016� 2017� 2018� 2019� 2020� 2021� 2022� 2023� 

遺伝子検査 105 200 123 105 198 166 124 170 

čóĊ病新生児Ď

ÉÉ¿úüûóÀ
1,694 1,678 1,651  1,632 1,513 1,741 1,607 1,515 

čóĊ病ÿ´úÉ

¿É¿úüûóÀ
466 459 685 705 551 650 530 472 

ą±Ćúü病ÿ´

úÉ¿É¿úüû

óÀ

861 728 739 1,062 1,256 1,528 1,433 1,308 

ù´ÍÎüĐ酸性

úāüÌk損症ÿ

´úÉ¿É¿úü

ûóÀ

499 762 335 61 86 73 72 191 

3-7-14-4 �菌検査室

1.概要

�菌検査業務�1Ý微鏡検査1ÿ養\定検査1薬v感Ø性検査1遺伝子検査1血ÿÿ養

検査1÷酸菌検査²ß施�vい»2�菌検査検体�124時間 365å体制w必要z検体処理

²ß施�vい»2~�1髄ÿz¸�救急{¹提出�¼�ó急~�検体~ÀùĐ÷色結ÿ�

24 時間体制w報告²行svzº1迅�z結ÿ報告{ü�vい»2血ÿÿ養検査�ë動V析

装置w 24時間÷視�vzº1ÿ養陽性時� 24 時間体制w��{{診療側x報告�vい»2

遺伝子検査�1LAMP法w�å咳菌1Ď´ÃćùÊĎ1結x菌1üÈºýù菌~検出1~�
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FilmArrayz¸� ID NOWw SARS-CoV-2~検出²行い1感÷症~¸º迅�z診断{®献�

vい»22021 � 12 o{¹�質àV析装置{¸»菌種\定検査²開始�1¸º迅�z結ÿ

報告|ÿ能xzs�2 

�菌検査室�1é床検体{¹~病原菌~検出��wz�1院Õ感÷防k~��~情報~

信~âùwあº1感÷症~生状íz¸�耐性菌検出状í~掌握ă院Õ感÷~防kxいうÞ

要z任務²担svい»2}~���菌検査室{¹ ICT x参画�1T種Åüĉ´ùóÉ情報

~~信1院Õ環境検査Û�環境ù¶óù1院Õ感÷対策講習会zy²行い1}~活動²通

�v院Õ環境~保全{ü�vい»2更{1MRSA ~院Õ感÷疑いÏ例|~生��場\�1疫

学的z情報寄P²目的x�v POT法w菌²解析�vい»2 

�菌検査室�1院外~活動{�参à�vい»2感÷対策UPà算 11指^強Wà算{Ā

u}1ICTÑüĐ~N員x�và施設z¸�当院~院Õ感÷対策²相Þ{確��»�xw1

ë施設��wz�à施設~院Õ感÷対策~UP{ü�»活動²行svい»2 

�菌検査室�1室長ÿICDĀĈ]1主任��ÿICMTĀĈ]1é床検査�� ĉ]w構r�

¼vzº1�定é床微生物検査��制þ研修施設x�v常時É½û²óć{×º組³wい

»2~�1é床検査室~ÿ�規格wあ» ISO 15189 ²×得�ýþ維持�»�x{¸º1質

~高い検査²提ß�»�x{務�vい»2 

2.稼動状í

当検査室�12010 �{�菌検査ß施規定ÿ検査~適lW�÷菌薬適l使用²÷»規定Ā

²作r�1�¼{Āuい�Û用²�vい»2~�定期的{見ö�²行svい»2�菌検査

件数{tいv�12022�x比較�増à傾Uxzsvい»2~�1試薬購入Ýz¸�Ĉ検体
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ÃÉø{tいv�増à傾Uwあs�|1�¼�遺伝子検査試薬|高Ýwあ»�x{¸»�

~x考え¹¼1適性{必要z検査²ß施�vい»2 

3-7-14-5輸血�胞療法室

1.概要

輸血�胞療法室w�1å勤��検査��Ċ]û夜間休å�é床検査部当ö者Ĉ]|血ÿ型

検査ûO規則÷体検査û交ÿ適\試験zy~輸血·連検査業務x輸血用血ÿ製v~管理業務

² 24時間体制wz�zsvい»2àえvå勤�w�1輸血·連検査~精査1新生児輸血用

製v~V割1ëý血�移m用造血��胞~管理~à1輸血û�胞療法委員会~Ï務�x�v

輸血�Þ応症例~把握�廃棄÷削減{�×º組³wい»2~�12019 �ċo{開設�¼�

遺伝子�胞ÿ療è²ËóÏü{z�»品質管理{�携わsvzº1再生|療{製品wあ»

öĐËû HS 注�½Đú²ùþ静注~管理{àえN部製v~調整業務�担svい»2ðo開

催�¼»輸血û�胞療法委員会w�Ü全w適lz輸血療法²è²�»��~審議²�vz

º1血ÿ製v{~適l使用{×º組³wい»2 

2.稼働状í

血ÿ型検査ÿABO型1RhD型Ā1O規則÷体É¿úüûóÀ1ö接û間接÷ÀýĆúó試

験1r人\型¿üĐÉ試験ÿABOO適\Û娠時~ IgG性÷ A1÷ B~検出Ā� 24時間体制

w検査²ß施�vい»2~�1å勤�w�O規則÷体\定z¸�÷体価測定1÷ Aû÷ B

÷体価測定ÿ��胞移m時ûþ形臓器移m時Ā1亜型検査1ëý÷体保p時~÷体解ö試

験{�行svい»2é床|必要x�vい»検査{ 24 時間l確{迅�{対応|w}»¸う

検査��~教育{�力²入¼vい»22023�~検査ÿ数� 19,306件wあs�2 

3.輸血用血ÿ製v~使用状í

2023 �~血ÿ製v使用à� 28,775 XOÿ赤血球製v 3,964 XO1血漿製v 1,886 XO1

血_�製v 22,925XOĀ1購入金Ý 240,643,047Öwあs�2廃棄金Ý�前�~ 80.8%{削

減�¼ 763,841 Ö1廃棄÷ 0.31ÿwあs�2異型輸血²含�交ÿ適\試験oß施~緊急輸

血� 53 症例110 XOñP使用��大à輸血症例� 22 症例xzsvzº1緊急輸血症例数

�前�比 189.3ÿ{増à�vい»2 
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3-7-14-6 ã血室

1.概要 

ã血室�1診療部1�護部1é床検査部{vÛ営�¼vい»2主z業務�1ã血1ã血Ï

û1ã�ûã便{~Ø付�案Õ1病棟用ã血管~準備wあ»2新生児û�児~ã血�÷��1

熟練²要�»2ã血部O�大人x\様{P¢~皮静脈{¹翼状針²使いã血�»|ã血困

÷z場\�手背~表x静脈{¹ö針ã血ÿ通称ûčÏčÏĀwß施�»2|��1on call

w患者希望時1ã血困÷時1ã血à|多い時ÿ原則x�v患児~体Þ 1Kgあ�º 1mLñP~

ã血àĀ{対応�vい»2 

2.稼働状í

ã血件数�12023�� 44,460件xzsvい»2~�1ã血患者~Õ»�1č{o�ÿĊ

{o� 5,099人1Ċ{ñPč{o� 4,459人Ā| 9,558人x全体~ 22ÿ²占�»2 

č{o�~ã血{�多�~場\Ïû者|必要wあº1ã血{時間²要�»2ã血�Āq1Ø

付�wã血²ß施�vい»|1待�時間| 30VñPxz¹zい¸う1ĉóùã血xã血Ā

ÿ椅子Āã血{人員²振ºV�1ã血待�時間短縮{U��対応²ß施�vい»2�番�前

à�»Ï�あ»|1現状w�大}z混��zい2現x~ã血待�時間~目標� 30 Vo�w

あ»2|�ã血�143人ÿ前� 168人Ā1全体~ 0.1ÿÿ前� 0.4%Āwあs�2ã血困÷者

| 11件ÿ前� 60 件Āx前�x比較�減少�vい»2ã血à|多いÿ原則x�v患児~体Þ

ĈKgあ�ºĈmL ñP~ã血àĀ場\~ß¼� 24件ÿ前� 98人Āx減少�vい»2 

輸血検査業務統計

1.輸血に係る検査ÿ血型・交ÿ試験・不規則Ā 製剤名 2021年 2022年 2023年 前年比ÿ％Ā

2021年 2022年 2023年 前年比ÿ％Ā 25%アûブÿン50ml 3821 4207 4187 99.5%

件数 18,427 20,640 19,306 93.5% 5%アûブÿン100ml 531 473 386 81.6%

5%アûブÿン250ml 133 123 89 72.4%

25%アûブÿン50ml 15921 17529 17446 99.5%

製剤名 2021年 2022年 2023年 前年比ÿ％Ā 5%アûブÿン100ml 885 788 643 81.6%

RBC 3,648 4,673 3,964 84.8% 5%アûブÿン250ml 554 513 371 72.3%

FFP 2,167 3,121 1,886 60.4% 25%アûブÿン50ml ¥28,355,641 ¥31,220,147 ¥31,071,727 99.5%

PC 22,779 26,830 22,925 85.4% 5%アûブÿン100ml ¥2,108,601 ¥1,878,283 ¥1,532,806 81.6%

合    計 28,594 34,624 28,775 83.1% 5%アûブÿン250ml ¥985,131 ¥911,061 ¥659,223 72.4%

RBC ¥32,713,424 ¥42,150,841 ¥35,934,268 85.3% 合    計 ¥31,449,373 ¥34,009,491 ¥33,263,756 97.8%

FFP ¥18,620,222 ¥27,011,494 ¥16,928,806 62.7% テĀセûHS注 38 61 34 55.7%

PC ¥186,210,614 ¥219,347,124 ¥187,779,973 85.6% キĀúア点滴静注 4 3 2 -

合    計 ¥237,544,260 ¥288,509,459 ¥240,643,047 83.4% テĀセûHS注 ¥33,427,460 ¥53,659,870 ¥29,908,780 55.7%

RBC 3,582 4,607 3,941 85.5% キĀúア点滴静注 ¥136,454,620 ¥102,340,965 ¥68,227,310 -

FFP 2,157 3,103 1,883 60.7% 合　計 ¥169,882,080 ¥156,000,835 ¥98,136,090 -

Ir－PC 22,769 26,800 22,890 85.4%

合    計 28,508 34,510 28,714 83.2%

RBC ¥32,054,375 ¥41,487,458 ¥35,653,219 85.9%

FFP ¥18,528,614 ¥26,846,596 ¥16,901,322 63.0%

PC ¥186,128,870 ¥219,101,892 ¥187,493,720 85.6%

合    計 ¥236,711,859 ¥287,435,946 ¥240,048,261 83.5%

RBC 73 64 30 46.9%

FFP 6 21 18 85.7%

Ir－PC 10 20 40 200.0%

合    計 89 105 88 83.8%

RBC ¥657,633 ¥589,909 ¥271,986 46.1%

FFP ¥54,966 ¥192,378 ¥164,896 85.7%

PC ¥81,744 ¥163,488 ¥326,959 200.0%

合    計 ¥794,343 ¥945,775 ¥763,841 80.8%

貯血単位数 414 431 377 87.5%

使用単位数 209 213 209 98.1%

廃棄単位数 190 213 168 78.9%
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採血室業務統計
年間採血患者数の推移

2021年 2022年 2023年 2021年 2022年 2023年

3歳未満 患者希望

3歳以上6歳未満 採血困難

6歳以上 採血量多

合計 合計

研究採血 医師採血率ÿ％Ā

医師採血状況

年 年 年

歳未満 歳以上 歳未満 歳以上 合計

|�ã血状í

年 年 年

年間採血患者数の推移
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3-7-15 病理診断部

3-7-15-1 病理診断科

1.診療活動

病理診断部w�病理組織診1�胞診1病理解剖²柱x��業務²行svzº12023 �{

行s�業務�÷Ĉ{示�xzºwあ»2組織診断�1通常~ HE÷色{àえv1必要{応�

v特ë÷色�免疫組織W学的検�²行い1病理診断~精þ²P�»��{ FISH, RT-PCR法

²用い�遺伝子診断²追à�vい»2~�1̧ ºl確z診断²行う��{�é床科x~Ãď

õûÁüÇ÷ó²Þ視�1院Õ~é床-病理»óą±üóÉx定期的{参à�vい»2病理

解剖数�減少傾U{あº1概}Ĉ～ĉõo{Ĉ例程þ~ß¼|あº1é床科~ß¼{対応ÿ

能z体制²整備�vい»2肝1腎1_ù~移m²行svい»臓器移mËóÏü{¹~ß¼w1

緊急性~高い肝生検{対�v�1休å²含�1ÿ能z限º当åあ»い�翌å~w{診断w}

»¸う{��1病理|x�{体制²整えvzº1q�� 118 件~緊急対応125 件~休å対

応²行s�2 

à施設{¹~研修生�病理|{限¹�é床|��時Ø�入¼1_児~腫瘍性û非腫瘍性病

変~診断�研究²行う場²提ß�v}�2q��é床研究員ċÿoĈ～ĉ回Ā²Ø�入¼�2
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_児病理{興味²持t病理|1é床|¸º構r�¼vい»åq_児病理研究会~Ï務�業

務²担svzº1WEB w行わ¼�学術会議~Û営{·わs�2 

2.研究活動

研究�~_児血ÿû腫瘍研究部1周産期病態研究部1V子ÕVì研究部1ï児感÷研究部

x~密接z連携~�x1_児û周産期疾患²対象x�v病理学的1�胞生物学的z¹�{V

子生物学的z解析方法²用い�研究²行sv}�2 

 _児þ形腫瘍ÿ¶´ûĐÉ腫瘍1l紋{�腫1öü´óÀ�腫1神経芽腫1肝芽腫Ā1_

児ê性úóā腫~多施設共\研究{zいv�1_児血ÿû腫瘍研究部xW力�1JCCGÿåq

_児|³ÀûüćĀ~中央病理診断Ï務�1検体保`施設x�v1é床xĀ礎研究²結v中

心的役割²ÿ��v}�2 

3.病理診断件数~è移

2023 �~診断症例数�÷Ĉ{示�xzºwあ»2q��Ãýú禍{¸º減少��手術件

数~影響²Ø�1組織診断数1�胞診数�ç~減少��2 

 前述��_児þ形腫瘍z¸�_児ê性úóā腫~多施設共\研究{z�»中央病理診断

業務�担svzº1症例数�昨�¸º増à�11,200例²超え�ÿ÷ 2Ā2 

 ¸ºl確z組織診断²�»��{免疫組織W学的検�²追à�»�x�å常的xzsv

zº1確定診断{必要z遺伝子検�ÿFISH, RT-PCRĀ~検査�目²増��1積極的{行う¸

う{�vい»2 
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(図１) 診断症例数推移 

(図２) 中央病理診断症例数 
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3-7-15-2 中央病理診断部

@r育~ďóÇ÷óđ_児|³âù病院û中央機·x�v~業務²担当A 

ÿ立r育|療研究ËóÏü|1_児|³âù病院{~整備{伴sv12014 �ĉo{_児

|³中央機·{指定�¼��x²Ø�1中央病理診断部w�1_児|³âù病院~�z¹�1

全ÿ~_児|³診療施設{対�病理診断支援²行svい»2中央病理診断部{�1病理|Ĉ

]ÿ病理診断部x�任Ā1常勤Ï務職員Ĉ]1非常勤Ï務職員ĉ]|�属�vい»à1病理

診断部ÿ病理診断科Ā~常勤病理|�非常勤病理|�_児|³~¸½Éāüø病理|x�v

活動²共{�vい»2 

中央病理診断部{設置�¼vい»中央診断Ï務��12011 �{活動²開始��åq病理

学会_児腫瘍組織V類委員会{z�»中央病理診断Ï務�|原ùwあ»22015 �{åq_

児|³研究ÀûüćÿJCCGĀ|設立�¼v{¹�1JCCG 病理診断委員会Ï務�x�v~活

動~場²ß�vい»2全ÿ{¹ß¼�¼»病理診断症例数��々増à�vzº12023 ��

1,209 例~症例ÿ³腫瘍 355 例1úóā腫 218 例1神経芽腫 124 例1腎腫瘍 74 例1l紋{

�腫 65 例1肝腫瘍 56 例1胚�胞腫瘍 42 例1öü´óÀ�腫 24例1}~à~骨ß部腫瘍{

205例Ā²Ø�付�1}¼~¼~疾患²専門x�»院Õ外~¸½Éāüø病理||診断²行

い1ÿ療方針~決定1Îà因子~ä�zy~研究{®献��22016�{¹�1³腫瘍~ WHO

V類~改定{伴い1組織学的診断{V子病理学的検�結ÿ²àえ�統\診断|n�¹¼1³

腫瘍凍結検体~Ø付1保`�V子診断担当施設x~検体�付業務|追à�¼�2³腫瘍ñ外

~腫瘍{zいv�1FFPE 検体²用い� FISH �1凍結検体{¹行う RT-PCR ²中央病理診断

部w施行�1¸ºl確w質~高い病理診断²行う�x|ÿ能wあ»2 
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1,192 cases, 2022
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197, 17%
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3-7-16 高度感染症診断部

成育医療{関連す»多く~ウイûス~迅速診断²行svい»2特{_児移植治療後~日

和見感染症関連ウイûスÿEBV, HSV-1, HSV-2, VZV, CMV, HHV-6, HHV-7, BK virus, JC 

virus, Parvo virus B19, AdV, HHV-8, HBV zyĀ~早期発見û早期治療²目指し移植医

療~成績向上{貢献しvい»22020 年{¹�上記ウイûス{加え新型コロúウイûス

(SARS-CoV2)~迅速診断²úアûタイð PCR 法²用いv実施し�2ま�1難治性ウイûス感

染症~一twあ» EBウイûス(EBV)|原因w起こ»慢性活動性 EBV病(CAEBV)や EBV関連血

球貪食性úンパ組織球症(EBV-HLH){対す»様々z検査û解析²行svzº1EBV 関連難治

性疾患{tいv�全国~中央診断施設xしv治療方針決定{大}く貢献しvい»2 

ウイûス検出{�úアûタイð PCR法²用い�多項目同時迅速診断システð(þûチス¿ú

üûンÀ解析){¸»定性解析(ウイûス|い»{ûいzい{²解析)²行い1陽性xzs�

ウイûス{関しv定量解析(y¼�け~ウイûス量|存在す»{²解析)²実施す»2ウイ

ûス~中{�y¼�け~量~ウイûス感染細胞|身体~中{存在す»{|重要wあ»²~

|あº1そ~場合1定量解析|必須wあ»2体内{y¼�け~ウイûス量|存在す»x発症

し1治療|必要{z»~{²見極±»�±{ウイûス量~正確z測定|重要{z»2検出さ

¼�ウイûス量x性状²分析し1フロüサイøñøúü法w~免疫細胞~詳細z解析{¸

»免疫応答分析x~包括的z解析{基u}1治療方針²決定す»独自~診断法²用いv支

援²行svい»2ウイûス感染症~多く�時間x~戦い{z»こx�新型コロúウイûス

w周知xzs�|1こ¼�け~多項目解析²半日w行い1検査結果�そ~日~]方{�現場

{報告さ¼1夜{�治療|開始w}»体制²整えvい»~�世界的{²ほx³yzい2特{

CAEBV, EBV-HLH, _児肝û_腸移植後û_児骨髄移植û心臓移植後~ウイûス感染症{tい

v�1国内~中央診断センタü的役割²果�しvい»2心臓移植後~解析�国内^w移植し

�²~~多く~症例²当診断部w解析û検査しウイûス感染制御²日々行svい»2希]疾

患wあ» CAEBV, EBV-HLH�日本~ 80％以上~症例²診断し1治療サýüø²しvい»2日

本w唯一~移植治療後~ウイûス制御x難治性ウイûス感染症制御²目的xしv設立さ¼

�診断部wあ»2SARS-CoV2{対す» PCR検査�検体受付{¹２時間w診断可能zシステð

w実施しvい»2 

提言xしv日本移植学会|作成²目指し�<臓器移植後~ CMV診療ガイùùイン(策定

中)=~策定委員xしv移植後ウイûス制御~標準化{貢献しvい»2ま�1日本_児感染

症学会|改定²進±»<慢性活動性 EBV感染症xそ~類縁疾患~診療ガイùùイン(出版

済)=~策定~統括委員²務±vい»2 
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3-7-17 Û娠x薬情報ËóÏü

1.相談業務

厚生ö働省~Ï業x�v2005�10o1å{ÿ立r育|療ËóÏüÕ{開設�¼�<Û娠

x薬情報ËóÏü=�18�目²迎え�2 

2017�{全47都Ó府�{âù病院~設置²完Î��|1T地域~人ô�交通~便zy{

¸»必要性²考慮�z|¹âù病院~増設²���vzº12023�現x�1r育|療研究

ËóÏü²含��61病院{zいv<Û娠x相談外来=|行わ¼vい»2Îà�地域|療{

®献�»��1�¹z»新規âù病院増設{��v~働}{�²ýþ�vい�Î定wあ

»2 

厚生ö働省ð和Ċ�þ|療施設Û営費{補û金ÿ|療情報÷üÏĉüÉ·連Ï業{ĀÛ娠

x薬情報ËóÏü高þWè²Ï業{¸ºÎ算²得v12022�{¹新規ÇÉöĐ²^入��2

新規ÇÉöĐw�1相談者{¹~x�込�方法|郵�{¹ºóù´ó方式xzº1全ÿ~â

ù病院~担当者|Û娠x薬情報ËóÏü|作r�»Ü全性情報²ºóù´ówú²ûÏ´

Đ{閲覧|ÿ能xzs�2�¼¹~�x{¸º1迅�z相談外来ß施{tz|º1相談者~

利便性²大}�UP��vい»2 

2012 �{¹授�中~ï親{対�v1授�中~薬v使用{·�»電û相談²z�zsvz

º1�¼~w{} 8,000 件~相談{対応�v}�22022 �{¹ºóù´ów~相談�ÿ能

{zsvい»2 

新型Ãýú¶´ûÉ感÷症~m行²Ø�12021 �{¹新型Ãýú¶´ûÉ感÷症~ÿ療

薬~Û娠中~Ü全性{·�»情報²ċüĐĊüÈ{掲載�vい»2~�1製薬企業~委�²

う�1Û娠{気u{�{特定~薬vÿÎÃüĀ®,ùÂĆúº®Ā²使用��Û婦~相談{対

応�vい»2 

表Ĉ.2023�1o～2023�12o~業務Ø計Àùą
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表 2. 2023�~相談û回答数 

2.Ï業

T|薬品~添付文書{zいvÛ婦{{·�» 載|O十Vz��1適Wzÿ療²行う�

x|困÷z場\|あ»�x²踏~えv1厚生ö働省¸º委�²Ø�<Û婦û授�婦²対象x

��薬~適l使用è²Ï業=² 2016�¸ºß施�vい»2Û娠x薬情報ËóÏü²中心{

結r�¼�ワü½óÀÀûüćw1Û娠中~Ü全性{·�»研究論文z¹�{診療¼´ù

ù´ózyÿÕ外{¹ßØ��情報²�x{検討²行い1添付文書~<Û婦1産婦1授�婦

{x~投P=欄~改�案~作r作業{×º組³wい»2ワü½óÀÀûüć|作r��報告

書{Āuいv行わ¼�12018 �~Ï¿ýúĐÉ水和物ûÇ¿ýÉčúóû²ÆÑºćúó

~Ċv~添付文書 載~改�{引}þ}12022 �{�»ûÇ¶Đð÷薬ÿûą·ÈĄóû

²ĐýÈĄóĀ12023�{�´遮断薬ÿăýćýýüû1»ûĉÈýüûĀ~添付文書 載

~改�|行わ¼�2~�1ĉ��xÿ2019�12021�12023�Ā{T専門学会{対�»検

討薬v{·�»要望ß¼²行svzº1ワü½óÀÀûüćwT学会{¹¸�¹¼�薬v

~中{¹検討候補薬²確定�vい»2現x1ùóĊúùó~報告書²厚生ö働省{提出�1

検討作業|²�¹¼vい»2 

3.研修ûß報活動

�Ĉ回1âù病院~|�û薬v�~相談業務~質UP²目的x��研修会²行svzº1

2023�� Web形式w~研修会²開催�1182]|参à��2相談外来~模擬演習zyw1活

~z議論|z�zわ¼�2 

åq病院薬v�会~Û婦û授�婦薬物療法�定û専門薬v�~研修機·x�v1ð�1à

施設~薬v�²Ø�入¼vzº1TĈ±間計ċ]~指^²行s�2 

2018�¸º1開�薬v�²対象x��研修会²全ÿw開催�v}�22023�� Web形式

wĉ回~研修会²開催�1107]~病院û薬�薬v�|参à��2 

�¼~w\様{T学会¼´ùù´óÿ2023��åq_児感÷症学会~ワ¿Ñó¼´ùù

´óĀ1厚生ö働科学費補û金研究班ÿ2023��÷ÿ性炎症性ù管 害{·�»調査研

究Ā~<Û娠{·�»¼´ùù´ó�指針=1厚生ö働科学研究費補û金研究班ÿ÷ÿ性

疾患�策研究Ï業Ā~<SLE/PAPSV科会 APS¼´ùù´ó作r=1 厚生ö働科学研究費

補û金研究班ÿ免疫û²üû¾ü疾患�策研究Ï業Ā~<·節ú¶ĎÑ診療¼´ùù´ó
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~改�{¸»|療水準~UP{·�»研究ÿ22FE1002Ā=1zy~作rz¸�改�作業

{1引}þ}参àûW力��2 

4.研究活動

厚生ö働行�è²調査Ï業費補û金ÿ|薬品û|療機器{ü¾õùøúüÅ´¸óÉ�策

研究Ï業Ā<Û婦û授�婦{z�»|薬品~Ü全性{·�»情報提ß~xº方~研究=研究

班ÿċo～Āx�v1�¼~w{蓄積�v}�Û娠x薬情報ËóÏü~相談薬v�³÷üÏ

ĉüÉ²用いv解析²z�zs�2üóČü½Åóøw~ÿ療中~ï親~ï�中薬物濃þ

�臍�血濃þ²測定��結ÿ²1論文報告�1LactMedÿNIH ~·連¶·ĆÅ´ø{q料公

開�¼vい»授�x薬{·�»情報÷üÏĉüÉĀ{引用�¼vい»22021 �þ{¹開始

��Û娠中~新型Ãýú¶´ûÉ感÷症~Û娠�胎児x~影響²評価�»��~<COVID-

19 Û娠üÈÉøú=²終Î�1論文報告{U�v~準備²²�vい»2~� 2020�þ¸º

開始��1��º~適l使用W議会x~<相談症例÷üÏĉüÉ~ą±üĎÃăÈùóÉ活

用={·�»定期的z検討会²ýþ�v行s�2 

3-7-18 遺伝子�胞ÿ療è²ËóÏü

1.遺伝子�胞ÿ療è²ËóÏü~概要

遺伝子�胞ÿ療�1現x1注目�¼vい»最Y端|療~Ntwあº1特{_児領域w~充

ß|n�¹¼vい»2}�w1ÿ立r育|療研究ËóÏü�1åqÿÕ~遺伝子û�胞ÿ療

²è²�»��12019�ċo{遺伝子�胞ÿ療è²ËóÏü²設立��2 

遺伝子�胞ÿ療{�1血ÿ�胞~¸うz回ßÿ能z患者�胞²1Næ1体外{×º出�1

}�wÿ療遺伝子²^入�1再�患者{投P�» ex vivo遺伝子�胞ÿ療x1ö接1患者体

Õ{ÿ療遺伝子²投P�» in vivo 遺伝子ÿ療{V�¹¼1前者�主{血ÿ系疾患�免疫

系疾患{対�1à者�神経{疾患�血Ü病{{対�v行わ¼vい»ÿQ÷Ā2�¹{�Îà1

ÂþĐýØ�術²用い�新�い遺伝子�胞ÿ療~開~|期待�¼vい»2 

��1ß�{�遺伝子�胞ÿ療�い~�開~段�~ÿ療法wあº1}~ß施{��¼~w

~|薬品開~{�全�zい新�いÜ全性1p効性~観ùw~評価|必要wあ»2�¹{ÿ療

{zいv¶´ûÉ製v²使用�»場\�»ûÏĈú法{則º|療施設Õ{特wzß施体制

²構築�»必要|あ»2 

遺伝子�胞ÿ療è²ËóÏü�1企業�²»÷ď²{|ÿÕw_児÷ÿ性遺伝性疾患{

対�»遺伝子�胞ÿ療²ß施�»�~Ü全性z¸�p効性~評価²規制û開~~観ù{¹

支援�»�x²目的x�vい»2ÿ療è²室1製造û品質管理室1研究開~室w構r�¼v

zº1遺伝子�胞ÿ療²ß施�»��{病院1研究�z¸�é床研究ËóÏü~·連部門x

連携�vい»2 

2.活動状í

2.1 診療活動 
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_児|³ËóÏüxx�{ CAR-T�胞療法ÿ½Đú²®Ā~提ß体制~整備²行い12019

� 12oċå{提ßÿ能施設x�v�定²Ø��2遺伝子�胞ÿ療è²ËóÏü~�胞調製

室{v½Đú²原料�胞~調製²ß施�vい»2 

}�v1血Ü病z¸�神経{疾患~ in vivo 遺伝子ÿ療{用い¹¼» AAV ĉ¿Ïü製品

{tいv1|療機·{zいv»ûÏĈú法第N種使用規程{則sv適l使用�»��{必

要zĎûõ²û²作r�1当ËóÏü~神経Õ科xx�{ÿ療²ß施��2�¹{外部|療

機·~遺伝子ÿ療~ß施²支援��22023�{�1½Đú²ÿ療ĉ例~�胞調製²行s�2 

ē�¼~w~ÿ療ß績ÿ 

ÿ療ß施時期 遺伝子ÿ療 対象疾患 ß績 製品{V 

2020� 6o～ 

ÿ施設��đ

2019� 12oĀ 

LV 製品 ÿ½Đ

ú²®Ā

B�胞性急性úóā芽球性�血

病 
12 例 ÿ療 

非ċÈ½óúóā腫 1 例 
ÿ験ÿ効能

追àĀ 

2020� 10o AAV 製品 血Ü病 B 1 例 ÿ験 

2021� 3o 

2022� 12o 
AAV 製品 脊髄性{萎縮症 2 例 ÿ療 

2022� 8o AAV 製品 
÷õÇ·óü型{ÈÉøýą

³ü 
2 例 ÿ験 

2022� 10o 
³´T & B�胞

除去ÿćý移m 

HLA Nô移mùúüOx~造血

異常症 
1 例 ÿ療 

2.2 研究活動 

ÿ1Ā当ËóÏü遺伝子�胞ÿ療~Ü全zß施²支援��2

ÿ2Ā遺伝子�胞ÿ療~é床試験z¹�{ÿ験{·�»指針整備{·P��2

ÿ3Ā遺伝子�胞ÿ療à~Ü全性評価~��~研究開~²行s�2

ÿ4Ā遺伝子�胞ÿ療~Ü定的z提ß{U��|療体制²検討�»��~é床研究²ß

施��2

ÿ5Ā 3H ¿úû»ûøù´²û株式会社x~共\研究x�v1遺伝子ÿ療ą¹ýü²ó

ć用 ĒĀ´û²ćú²Û用�vい»2

ÿ6ĀN般U�資p~作rzy{¸º遺伝子�胞ÿ療~周知活動{寄P��2

2.3 相談支援活動 
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遺伝子�胞ÿ療{·�»|療機·Û�企業{¹~相談{対�v支援�1}~数�増à傾

U{あ»22023�~相談支援件数� 20件w1ÿ計 85件~相談{対�»支援²行s�2 

3-7-19 |療連携û患者支援ËóÏü 

1.概要 

|療連携û患者支援ËóÏü�1à~|療機·x~|療連携z¸�患者支援²è²�»

部門x�v12011�ČoĈå付�w1}¼~w~|療連携室~役割²引}ýいw設置�¼

~��22013�  10o{�x宅|療支援室|新�{àわº~��2~�12018 � 10o{

�組織改ý{¸º1入�院ËóÏü{¹ĉóùÃóøýüû室|新�{àわº~��2~

�12021�  12o{�入院Åčüø室|開設�¼vい~�2�¹{1¸ºÀýüĀûz観

ù�踏~え 2023� 10 o{<|療連携開~室={¹<ÿ�û|療連携開~室={改]ô�

~��2 

2.役割 

高þ専門|療1急性期病床x�v~機能²主x�»当ËóÏüx地域~|療機·x~連携²ÉĐ 

üÊ{w}»¸う1|療連携û患者支援ËóÏü²ûôx�v1à|療機·{¹~種々~問\�x

~対応û連}業務²行svい~�2|療連携û患者支援ËóÏü長(�任~Q{1役割機能w

{ÿ�û|療連携開~室1|療連携室1x宅|療支援室1患者相談ûô1ĉóùÃóøý 

üû室1入院Åčüø室~č部門²置いvい~�2�¼¹č部門~業務{�共通�»部V

�あº1|�û�護�ûÍüÇēûワü»üûÏ務員|W働�z|¹活動�vい~�2 

3-7-19-1 ÿ�û|療連携開~室 

r育|療{z�»ÿÕ外~o外1外Ï²担svい~�2�外{¹~Ø診希望�Ë»óù

ºĄûºó~ß¼{tいv英語対応|ÿ能zÏ務職員²複数配置�1身元保証機·²仲Ï

役x�1��{z連}û調整|÷¼»¸うü�vい~�2近�増à�»外ÿ人患者x~支

援²充ß�»��12021�Ďo¸º|療通»²行う民間企業x契}�1|療通»体制²整

えvい~�ÿ2023�利用 216 件û7,691VĀ2当ËóÏü|提ß�»高þz|療{tいv

13

16
18 18

20

0
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図 Ā 遺伝子細胞治療に関する相談支援件数 ÿ件Ā
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適W{z伝え�»�x{àえv1多ÿ籍W�»患者家族�Ü心�v|療²Ø�¹¼»¸う

支援体制²整備�vい~�2~�1ÿÕ外~|療機·z¸�研究機·x~W働²Ð²�1

|療~質UPx研究~~展²目的x�v1情報交換1共\研究~è²1|療�術~交m1

人p育r~支援{²積極的{行svい~�2ÿ2023 �姉妹提携機·数 ÿÕ 16機· ÿ外

č機·Ā 

3-7-19-2 |療連携室 

1.前方連携ûà方連携

2023�~�均紹Ï÷� 86.6%,逆紹Ï÷� 60.3%w��2r人移行期支援{z�»面談�

|療機·~調整� 97 件w��2r人移行{対応w}»病院~開拓{àえ1{{ºt�|²

変更�»�x{対�»患者û家族~理解²得»�x|課Üw�2~�1Ë»óùºĄûºó

外来�1259 件ÿう�ºóù´ó 51 件Ā~Ø診w��2ÿ療目的~�外渡航者�1中ÿ1

ĉøúĐzy{¹ 10 ]Ø�入¼~��2 

2.入�院支援

2020� 10o¸º入�院支援à算Ĉ体制²×º1入�院支援û地域連携部門専à社会福

祉士xT病棟{入�院支援担当者ÿ�護�û社会福祉士Ā²配置��Pw1病棟�護�x

W働�z|¹í期{¹�院支援²展開�vい~�2í期支援~×º組�~N環x�v1

2021� 12o{¹入院Åčüø室²開設�1入院前ºú¸óöüÇ÷óÛ�療養生活~情

報ßØ²N元W�入院時支援体制²整え~��2 

�院支援� 861件1x宅移行{U���院前»óą±üóÉ� 82 件1う�地域·Ï機

·²交え�»óą±üóÉÿ�院時共\指^Ā� 47 件行い~��2新規{人ý|吸器装

着患者�院用地域連携āÉ²用いv�院��患者� 17]w��2 

3.地域|療連携

1Ā地域|療支援委員会

地域|療支援委員会²ċ回開催�1地域x~連携²÷º~��2地域|療機·x~連携

{zいv�1�³連携|療機·� 331施設xzº1地域x~連携強W²è²�~��2 

2Ār育é床懇û会

当院w~診療²紹Ï�»機会x�1|�1訪問�護�1療育職員1行�職員zy 108]

~方{�参àい��}~��2 

4.|療福祉相談

2023 �{ÍüÇēûワü»üÿ社会福祉士û精神保健福祉士Ā{寄�¹¼�|療福祉相

談�1新規患者数 1,162]1全対応患者数 2,068]1全相談件数� 14,471件w��2Ĉ件

あ�º~相談{複数~Õ容|含~¼»場\�あº1相談Õ容~ÿ数� 16,023 件xzº~�

�2相談Õ容~Õ»xÿ数{占�»割\�1経n的支援 2,045 件ÿ13%Ā1心理社会的支援

7620件ÿ48%Ā1Ø診Ø療支援 2,930件ÿ18%Ā1�院支援 2,112件ÿ13%Ā1社会ÿ�支援 1,009
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件ÿ6%Ā1家族x~支援 307件ÿ2%Āw��2 

5.Þ症患者初期支援

2023 �Ċo¸ºÞ症患者初期対応đ÷³¸üÏü²ÍüÇēûワü»üÿ社会福祉士Ā

|担い12023�ċo¸ºÞ症患者初期対応充ßà算²算定�vい~�22023 �中~対象症

例 50例中 34 例{Þ症患者初期対応đ÷³¸üÏü|Ï入�~��2 

3-7-19-3 x宅|療支援室 

r人期移行�見据えv1地域~x宅|{_児患者�診v�¹え»¸う活動²行svい~

�2x宅|療²必要x�»患者û家族~希望²聞い�うえw1x宅|²紹Ï�vい~�22023

�ĈoĈå{¹ 2023 � 12 o 31 å~w~ß績²Q {示�~�2 

r育~患者�³²新規{診vい��いvい»x宅|ÿ4診療�1患者 32]Ā 

1.Ãýú禍w~対応

2023 �Ĉo{¹Ċo~w電û再診²ß施�1x宅|療物品~郵�²希望�»外来患者x

~郵�対応² 32 件行い~��2 

2.講習会

第 21回 SSSGÿ世u谷_児ûr育|療学術講演会Ā2023.5.26 

ð和Č�þ世u谷{_児訪問理学療法士研修 2023.7.812023.9.312023.12.4 

ð和Č�þ 第Ĉ回 世u谷{薬v�会x宅研修会 2023.7.25 

葛飾{_児科|会_児科Ø談会講演会 2023.9.19 

ð和Č�þ_児x宅|療�術講習会 2023.1.512023.3.212023.5.1112023.6.1512023.7.201 

2023.9.712023.10.12 

ð和Č�þx宅|療²支え»訪問�護研修 2023.10.7 

17
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x宅|新規^入患者数
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0.5

1

1.5

2

2.5

2023�

新規~x宅|療W力|療機·

世u谷{ }~à23{ 多摩地{

神`Ý� 千葉� 埼û�
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_児期~症~c性疾患²持tr人患者{対�»|療ýóøワü¿構築{U�v~û�\

い.2023.10.28 

ð和Č�品Ý{保育課~研修<~��zćýą·óÇ÷úûÉ¿üû= 2023.12.1-

2024.2.101動画配信 

ð和Č�þ_児薬物療法�定研修会 2023.12.1.-2024.2.28 動画配信 

3.研究ûÏ業

1)Õ¸府 戦略的´þĉüÇ÷ó創造ćýÀùĐ 人ý知能�術ÿAIĀċÉĄÏûÏ業đ|

療的Á²児{z�» AI²用い�|療û生活支援ÇÉöĐ{·�»研究

2)AMED 研究  害者対策ÿ\研究開~委Ï業đ人ý知能�術ÿAIĀ²活用��|療的Á²

児{対�»組織的支援体制~構築{·�»研究

4.社会®献

[参à委員会] 

1)åq|�会 _児x宅Á²検討委員会

2)東î都|�会 x宅|療W議会_児x宅|療部会

3)åq_児科学会 Þ症心身 害児ÿ者Āûx宅|療委員会

4)世u谷{|療的Á²連}W議会

5)世u谷{|療的Á²_員会

6)世u谷保育園|療的Á²連}会

7)世u谷{|療的Á²相談支援ËóÏüÿHiûnaûtaĀÏ業Û営委員会

8)中ß{|療的Á²児{支援地域W議会

9)Ý崎^_児x宅|療²考え»会

[|療的Á²指^|] 

1)東î都立Z明学園

2)世u谷{立豪ÿ寺保育園1世u谷保育園

3-7-19-4 患者相談ûô 

患者支援~N環x�v相談ûô²設置�1|療Ü全管理者�ÍüÇēûワü»ü²始�

x�»多職種w1様々z問い\わ��相談1案Õ1è情x~対応²行svい~�2 

|���護�1|療Ü全1ÍüÇēûワü»üzy適Wz部署û職種x~橋渡�~役割²

担svい~�2~�1Ø診�疾患zy{·�»院外{¹~電û相談{�対応�vい~�2

è情対応w�1件数�少zい�~~1職員~接×�診療Õ容~®明O足{²¼え»声|大

半²占�vzº1患者~声{耳²傾�1院Õ~·Ï部署|解決策~検討²÷¼»¸う情報

提ß²行svい~�2 
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è情 相談 案Õ }~à 

2021 3 313 22 40 

2022 2 288 20 48 

2023 7 317 33 75 

3-7-19-5 ĉóùÃóøýüû室 

1.緊急入院~ĉóù~調整û確保

2.�院Î定患者~把握

3.Î}入院~ĉóù~確保

T病棟�護�長x連携²xº1病床~状í1患者情報²Ï´Đúü{把握�1病床²

効÷的{活用w}»¸う迅�zĉóùÃóøýüû業務²行い1¸º多�~入院²Ø�

入¼»ĉóù²確保�1患者~ûüÊ{応え¹¼»¸う×º組³wい~�2必要時{�

担当|�x�情報共p²行い入院{¹�院~w患者û家族|Ü心�v|療²Ø�¹¼»

¸う支援²�vい~�2~�1DPC ÷üÏ²活用�病床~稼動²適l{調整1÷üÏW

�病院経営{®献�vい~�2 

3-7-19-6 入院Åčüø室 

患者家族|�院xいう�面{zいv感�»心配Ï²理解�1�院à�þ�x宅療養{

zいvOÜz�生活|�¼»¸う支援�vい~�2~�1ÿ療経過{\わ�v�院調整

|w}»¸う1入院時{¹院Õû院外多職種xx�{�院支援²è²�子y�~r長~

Ô{応�v変わ»社会資源²適W{tz�¸う連携²÷svい~�22021 � 12 o¸º

少数人数{¹入院時支援²開始�12022 �Ďo{�対象²全診療科{ã大�12023 ��

2,673 件~入院前~面談²ß施�~��2 

0

200

400

苦情 þ談 案内 その他

患者þ談û口 月平均

2021 2022 2023
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3-7-20 教育研修ËóÏü

1.üÈ÷óøûą·ýü教育

当ËóÏüw�1_児|療x周産期|療~中心xz»人p育r~��{1åq全ÿ{¹

Øs�ÿ勢 200 ]近いüÈ÷óøÿ専門研修|Āz¸�ą·ýüÿ専門修練|Ā{対�

v1質~高い研修²提ß�vい»2当部門w�1_児科üÈ÷óøÿ39]Ā{対�»_児

科専門研修ćýÀùĐ~Û用²行svzº1w体的{�_児科üÈ÷óø~ã用活動1ø

考ûã用ćýËÉ1研修~ß施1z¸�üÈ÷óø~評価ÇÉöĐzy²Û用�vい»2

~�当ËóÏü�1外科専門研修ćýÀùĐ~連携病院xzsvzº1計12~Ā�病院x

連携�vい»2外科ÿ_児外科Ā1移m外科1心臓外科wØ�入¼~Ï務手þ}²行sv

い»2当部門w�_児科üÈ÷óø²対象x��ü¿Ñēü²数多�ß施�vzº1_児

科~専門家~�z¹�1外科系�薬v部zy1_児|療²×º巻�様々z領域~専門家|

担当�vい»22017�{¹_児科専門|試験~Ø験資格x�v論文執筆経験|必須W�

¼1研究指^~Þ要性|増�vい»�x{¹1当部門w�研究指^体制²強W�vzº1

_児科üÈ÷óø~執筆�»論文数1xºわ�英文論文数�増à傾Uwあ»ÿ÷1Ā2à

えv1ç手|��đ÷³»ûÉÏóą~ÿ�学会w~~表��外研修ćýÀùĐx~参à

²è²�»��{1渡航費用�研修費用²補û�»制þ²設�vい»2 

2.研修会開催

2023��1COVID-19感÷症{¸»規制~þ和{伴い1}¼~w�ºóù´ó開催|主w

あs�|1徐々{対面開催²組�\わ��形式{移行��2新入職員²対象x�v1当Ë

óÏü~理念1患者~k利1é床倫理1感÷対策1情報Ë½õúö³üzy}30講義{¹

z»研修²開催��2~�1全職員²対象x��|療Ü全�感÷対策{~研修会{tい

v1開催²支援��2�¹{1ÇďõüüÇ÷ó教育~手法²用い�講習会ÿNCPR1PALS

zyĀ~開催�支援��2当部門w�1全ÿ~_児û周産期|療{·わ»|療àÏ者²対

象x��Ëďúü²開催�vい»22014�{初�v開催��r育ÅĎüËďúü�12023

�{�第10回²迎え1é床研修|�_児科専攻|~�z¹�1生ï教育²目的x��_児

科�Õ科~Y生方zy1全ÿ{¹多�~参à者²得�2_児|療{興味²持tç手|�²

対象x��r育�y�Ëďúüÿ全ď回Āw�1全ÿ{¹�計1万人²超え»x�込�²

得�2 

3.�外{¹~研修

当ËóÏü~|療�世界的{高い·心²Ø�vzº1ÿ�的z人p交m|盛³wあ»2

当部門�1当ËóÏüw~研修²希望�»ÿÕ外~研修生~ûô機能ÿx留資格�定証明

書z¸�é床修練»ÿ証zyĀ²担svい»2COVID-19感÷症{対�»規制þ和ñ降1外

ÿ人研修生~Ø�入¼�2022�~à半{¹増à{î�173]{Ô��2Ø�入¼部署�新

生児科1移m外科T15]1整形外科Đ]1Ø中ÿ療科1周産期ûï性診療ËóÏüTĎ

]1þ和Á²科1_児外科1麻酔科TĊ]1救急診療科1ÕVìï謝科Tĉ]1消W器

科1Ā環器科1²üû¾üËóÏü1��½~診療科1_児|³ËóÏü1�射線診断

科1研究�ûV子ÕVì研究部TĈ]wあs�2 
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÷Ĉą_児科専攻|ÿüÈ÷óøĀ|執筆��論文数~変W 

3-7-21 感÷制御部

1.概要

院Õ感÷~防k対策�感÷管理体制{·�»T法ð通Ô{Āuいv当院~感÷管理全般

²担当�1病院Õ{{{わ»�yv~人²Û»|療Ü全対策x�深�·連�1Ü全z|療²

提ß�»��{活動²行svい»2院Õ感÷対策~ß務1新型Ãýú¶´ûÉ²含��新興

感÷症訓練対策1感÷症²~症��職員{対�»対応zyß範ö{行s�2ÿÕ~_児|療

施設x情報共p�1à算要件x~対応方法�感÷症m行状í{z�»面会û隔ö対策zy{

tいvW議��2 

2.感÷防御対策室活動Õ容

2.1院Õ活動 

2.1.1感÷対策{·�»委員会~開催x活動Õ容 

会議] 会期 Õ容 

院Õ感÷防k

対 策 委 員 会

ÿ全 12 回開

催Ā 

ðo 

第 3 火曜å 

16時～17時 

úó¿部会報告1感÷制御ÑüĐ会議報告1÷微生物薬適

l使用会議報告 

院Õ感÷対策{{{わ»Ï�~�� 

院Õ感÷防kĎûõ²û改�版~�� 

決定Ï�~ß報 
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感÷防k対策

ú ó ¿ 部 会

ÿ全 11 回開

催Ā 

ðo 

第 2 火曜å 

16時～17時 

ÿ 8 o²除

�Ā 

手指衛生~ß施状í~÷視(ðo手指衛生遵Û÷調査²ß

施) 

ðo~ÅüĉùóÉ報告û対策~共px検討 

院Õ感÷防kĎûõ²û改�版~作r 

感÷対策{·わ»Ï�~検討Û�対策~立案1ß施1ß施

指^ 

決定Ï�~部Õ周知 

感÷制御Ñü

Đ会議

ÿ全 52 回開

催Ā 

ð±火曜å 

10時 00 V

～10時 30

V 

ċ職種z¸�Ï務部~感÷管理ß行đóĀü~会議 

院Õ{z�»感÷症~生防k~��~÷視(Åüĉ´ùó

É) 

耐性菌Û�÷微生物薬使用状íÅüĉ´ùóÉ~ß施 

|療器w·連Åüĉ´ùóÉ(人ý|吸器û�路»öüö

ûû血管留置»öüöûû手術部O感÷)

¶´ûÉ感÷症Åüĉ´ùóÉ

感÷防k対策ß施状í~遵Û÷x問Üù~抽出 

改善活動~検討xß践指^Õ容~検討1環境÷視ù¶óù 

2.1.2 院Õ感÷防kĎûõ²û改� 

2.2感÷防御方法{対�»教育 

2.2.1新ã用者研修 

ðoĈ回 新ã用者研修~ß施 12 回/� ÿă÷º講習会Ā 

2.2.2院Õ病院{àÏ�»者x~研修 

感÷対策研修会²全ċ回開催��22023�þx�v�全職員対象(必須)² 2024��頭

{�行s�ÿĈo 18åÿ学1ĉoďå～Ċoďå~wă÷º講習Ā2必須研修会Ø講÷

� 100ÿ�s�2 

対象 研修Õ容 開催oå 参à者数 

新入職

者必須 

|療Ü全û感÷対策研修 eùüûóÀ 

<ASP~ß践1�菌検査~注意Ï�1

²üû¾ü~Ā礎知識1MRI検査{t

いv1RST~活動{tいv= 

4/17～5/15ÿă÷º講習Ā 

5/16～5/20ÿą¹ýüĀ 

209 ] 

全職員

(必須) 

感÷対策研修会ûă÷º講習 

<5類移行à~新型Ãýú¶´ûÉ対

策= 

5/9ÿÿ学Ā 

5/10～6/16ÿă÷º講習û

延長Ā 

1,672] 

全職員 感÷対策研修会ûă÷º講習 

<÷菌薬適l使用{tいv= 

7/27 (ÿ学) 

10/4～10/13ÿă÷º講

習Ā 

1,076] 
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全職員

(必須) 

感÷対策研修ûă÷º講習 

<|療施設Õw~感÷対策~ß�～÷

菌薬適l使用²ß施�»��{必要z

Ï～= 

11/21ÿÿ学Ā 

12/25～2/5ÿă÷º講習û

延長) 

}面Ø講ÿą¹ýüĀ 

2,041] 

2.2.3 感÷対策~ß践教育 

1) Ćùó¿ù´ø使用{¸»手洗い~É½ûUP{U��教育

1回/� COVID19 対応病棟ûÿ\診療部|�û�護部職員ûđ÷³»ûÉÏóą

2Ā Ā95ą³óøÑ·ó¿øüüûóÀ

3Ā手指衛生|必要z場面~ß地教育 Ċ回/� 全職種担当者

2.2.4 部門w感÷対策~ß践教育 

耐性菌対応1PICU{z�» HAI1NICU感÷対策Û� HAI~ß�zy 

2.2.5院外研修 

2.3感÷対策ÃóÅûöüÇ÷ó 

�間 1,158件~ÃóÅûöüÇ÷ó{対応��2ß¼者��護部1診療部1薬v部1

úÿăú1�射線1栄養部1検査科{¹~ß¼|あs�2

2.4病棟ù¶óù~ß施x病院感÷防k対策 

 ð±火曜å環境ù¶óùû÷菌薬使用û�菌ÿ養検査結ÿù¶óù~ß施 

2.5.新型Ãýú¶´ûÉ感÷症対策 

1)対策q部~設置Û用12)COVID-19 専用病棟~確保13)疑似症患者対応14)検査体制 

~維持15)水�対策ÿÉ¿úüûóÀ体制~徹ßĀ16)標準Î防策~遵Û1 7)職員対 

応û教育1ďĀ空気感÷隔ööûóøÿďóö³Ā~設置1ĐĀ保健�x~密z連携1 

10ĀĎûõ²ûû診療¼´ùù´ó作rû改�

2.6.地域|療û_児|療施設x~連携 

2.6.1 _児|療施設x~連携 

_児|療施設 39 施設xýóøワü¿²作ºĈ回/�会議²ß施 

2.6.2地域|療連携 

1Ā 地域連携»óą±üóÉÿ�ċ回ß施Ā

2Ā 感÷対策相Þù¶óù~ß施đ宮城�立�y�病院1埼û�立_児|療ËóÏü

ÿ訪問z¸�評価Ā

3ą÷微生物薬適l使用è²室~活動 

3.1÷菌薬使用à~ĒûÏúóÀx適l使用~è² 

÷ MRSA薬ûđýĊóû経ô÷菌薬ÿ½þýó系÷菌薬ûúýÎúùĀ{tいv�使用

»ÿ制²ß施2使用»ÿz¸�Ï入÷ 98%1o�均 94 件~ºüÐü件数{tいv査定

²ß施��229 種類~院Õ全体{z�»÷微生物薬使用à~è移~ĒûÏúóÀ²ý

þß施�vい»2 

3.2÷微生物薬適l使用è²活動~ß� 

±Ĉ回÷微生物薬ù¶óù²ß施�1÷微生物薬適l使用~検討² 1,121件行い1T診

療科~|�xą³üùĀó¿²ß施��2÷菌薬管理ćýÀùĐÑüĐÿASTĀ全体会

議²ß施�1開催診療部門ï表~|�û薬v�û�護�ûé床検査��{¸»÷菌薬{

·�»Ï�~検討xß域÷菌薬~使用Õ容{tいv確��� 
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3.3院外|療àÏ者x~研修会開催 

3-7-22　栄養管理部

3-7-22-1 栄養管理室

1.概í

栄養管理部�1主{経ùûüø{¹~栄養管理²Ï�v|療~N翼²担う部門w�2 

入院診療計画1栄養管理計画立案{参画�1適Wz栄養評価²行い1食Ïÿ�児用ďû

¿1濃厚m動食含�Ā管理1栄養食Ï指^1更{�栄養ÅčüøÑüĐÿNSTĀ1þ和

Á²ÑüĐ活動zy~ÑüĐ|療²通�1診療支援²行svい~�2

栄養管理部~人員構r�1栄養管理部長ÿ�院長�任ĀñQ1常勤管理栄養士ÿČ]Ā1

非常勤管理栄養士ÿĉ]Ā1調理�ÿĎ]Ā1再Ù用非常勤調理�ÿĈ]Ā1非常勤調理

û手ÿĈ]Āw�22023�� 10 o 30å付w非常勤栄養士Ĉ]|辞職1}~à 12 oĈ

å付w�うĈ]~非常勤栄養士|l職員x�vÿ立病院機構高崎ÿ\|療ËóÏü{

ã用xzs���1非常勤職員ĉ]~k員~状態|��¹�þ}~��2 

2.入院中~食数{{tいv

 当院~主z食種�1周産期~Û産婦食x1児~r長�~Ô{あわ�vö�食1幼児食1 

  学童食xz»_児食w�22023�~×扱い患者数1給食患者数1給食患者食数1喫食 

÷�ñQ~xzºw� 

@2023� 1 o～2023� 12o ×扱い延y患者数x給食患者数{A 

×扱患者

延数(人Ā 

給食患者

延数

ÿ人Ā 

給食患者食数ÿ件Ā 

喫食÷

(ÿĀ 
食数

(食Ā 

特w食  

à算

(食Ā 

161,193 133,469 344,824 14,735 90.5% 

zz1主{_児食w�1食物²üû¾ü�v³{³症或い�形態調整~必要z患児{ 

  x~個w~対応²行svzº1院Õ}束食ÏĀ準(84種類){示�vい»食種ñP~}  

  ���{z対応²行svい~�2更{{節�T種行Ï{\わ��行Ï食�½ēù¿Ï 

  ü²ĒÑüąx�v盛º付��<ćüüø献立=�提ß�1好評²得vい~�2 

~�1食Ï{z�t|付�幼児û学童食²対象{ð±Ĉ回手作ºz�t~å²設�vい 

~�2更{長期入院患者~多い病棟w�出張z�tÅüăÉ²oĈ回行い~��2 

�¼¹~×º組�{対�v�1定期的{²óÁüø²ß施�1子y���~希望²×º 

入¼z|¹z�t~Õ容²決定�vい~�2 

  食Ï~à{�1�児用~調�1濃厚m動食~希釈ûV注�{zº~種類xà²×º扱s 

vzº~�2ÿý��Q 表参照Ā 
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@2023� 1o～2023� 12 o 調�q数A 

調�ÿ23種類Ā 
濃厚m動食 

希釈ûV注ÿ12 種類Ā 

人数

ÿ人Ā 
q数ÿqĀ 人数ÿ人Ā q数ÿqĀ 

31,587 279,138 10,463 65,859 

3.栄養食Ï指^1ÑüĐ|療

 個人栄養食Ï指^~主zß¼病]�1入院û外来問わ�1Û娠糖�病1食物²üû¾ 

  ü患児|多�1保険診療外{zº~�|1ćüÃóËćÇ÷óÁ²~N環x�v~栄養 

  食Ï指^�ß施�~��2ÑüĐ|療w�1þ和Á²ÑüĐ1NSTÑüĐ{参画�vい 

  ~�2}~à1ICU{z�»í期栄養Ï入管理�入院時支援�行svい~�2 

@2023 � 1o～2023� 12 o 栄養食Ï指^{ß施状íA 

個人栄養食Ï指^件数ÿ件Ā 
入院時支援

件数 

(2,300 ÖĀ 

ICUí期栄

養Ï入管理

件数 

(2,500 ÖĀ 

ICUí期栄養

Ï入管理件

数 

(4,000ÖĀ 

入院初回 

(2,600ÖĀ 

入院 

2回目 

(2,000 ÖĀ 

外来初回 

(2,600ÖĀ 

外来 

2回目 

(2,000 ÖĀ 

100 19 641 765 194 499 1,063 

4.管理栄養士養r施設{¹é地ÿ校外Āß習生~Ø�入¼

X�Ó文教大学1家�学院大学1東î|療保健大学1家�大学xいs�養r施設ċ校{ 

¹\計 15]~ß習生²Ø�入¼~��2 

5.研究{x~参à

好酸球性消W管疾患1良質z|療~確保²目指�診療提ß体制構築~��~研究{参 

画�vい~�2 

厚生ö働省÷ÿ性疾患 EGID�策研究班 幼児～r人ÅĆÀûüć  

ï表研究者đßq伊知郎1V担研究者đ齊藤v理 

6.研修

NST勉強会{v全職員対象{<緊急ďû¿x»óć授�ß�講ÿ=²ß施い��~��2 
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3-7-23 }害対策部

}害時{~病院~危機管理x~対応{��時{¹~準備x全職員~W力|必要wあº1

患者�³Û�付}添い�家族1職員~Ü全²第N{ÿ能z限º診療機能²維持�|療²ý

þ�»�x²目的x��計画x体制整備|必要w�2 

当院�_児û周産期~|療提ß²使}x�vい»�x{¹�1入院患者�³x~対応{à

え1被}{¸º来院�»_児傷病者Û�|療的Á²児1Û産婦{~Ø�入¼�1à~|療施

設w|療~ýþ|困÷xzs��x{¸»患者�³~î�{¸»Ø�入¼体制�Þ要w�2 

~�1東î都¸º}害âù連携病院x�v~指定²Ø�vzº1地域Q民x~}害時~|

療体制{tいv~役割�p�vい~�2 

}~��1消防計画{Āu�防}対策²行うxx�{突~的{~生�»緊急Ï態1特{首

都öQ型地震{対�»Ï業ýþ計画ÿBCPđBusiness Continuity PlanĀ~策定Û�}害時

対応Ďûõ²û~整備zy1}害時~院Õ{z�»|療体制~検討²行い1Ï前~準備�訓

練²行うxx�{1職員x~理解�意識~UPzy体制整備²²�vい~�2 

活動Õ容 

1.Ï業ýþ計画ÿBCPĀ~策定

}害{¹職員û患者�³~Ü全²Ûº|療~ýþ²÷»��{�1想定�¼»被害x|

療ûüÊ{対�»Ï前~備えxïÿえ手段1優Y�»業務zy~Ï業ýþ計画|必要w

�2}害対策部w�1�時}害対策ワü½óÀÀûüćx共{課Ü~抽出�訓練w~検証

²踏~え� BCP~見ö�²行い1体制整備{U�v対応²行svい~�2 

~�1感÷症~m行²含�1}害{¸º出勤w}zい職員|多数~生��場\~T部門

~対応{tいv1BCP業務縮_計画²感÷制御部1ICTxx�{T部署x作rß¼²行い

策定�vい~�2 

2.緊急連}ĆÜ否確�ÇÉöĐ~^入

当ËóÏüw�1BCP~N環x�v緊急連}ĆÜ否確�ÇÉöĐ²^入�vい~�2研

究�²含��全職員{àえ防}ËóÏü1¸ýû¾üËóÏüzy}害時Þ要z業務²

担う者{対��³²行い1}害~生{¸»Ü否x参Ø~ÿ否{tいv確�²行い~�2ß

}害時{機能w}»¸う{1通報û回答訓練²�þ当初Û�}害訓練時zy�時ß施�v

い~�2 

3.}害対策支援ÇÉöĐÿBCPortalĀ~^入

}害~生{¸»ËóÏüT部門~被}状í報告²ÇÉöĐ{¸º現場{¹~信�1Ø

}�¼�情報²}害対策q部²含�·Ï者w共p²行う�x|w}»ÇÉöĐw�2´

óÏüýóø²利用�»ÇÉöĐwあº1夜間休å{w人員|少zい時間��高層�~

病棟zy}害対策q部x~迅�z被害状í~報告|困÷z状í²想定�^入�vい~�2

}~��1}害時{Ö滑{Û用w}»¸う訓練²通�v活用²行svい~�2 

239



4.ù´ąù´ó{~整備

  2023�{行s�}害対策{{{»主z整備�Q ~xzº2 

û貯水槽~増設 250tÿ125t✕2ĀĀ

地Q{あ» 200t~貯水槽x\わ�v 450t~備蓄xzº1節水{¸ºĊåV~水Ó

水~確保xzsvい»2

û雑用水槽ã張 362t{¹ 765t{ã張

水Ó水{àえv雨水²½過装置{通�雑用水槽{貯水�vzº1冷t塔系統1ø´ü

系統~水~利用²÷svい»2

û職員用非常食~増

à前1ĈåV~備蓄wあs�|1職員用非常食x�v 1,000食~備蓄増²行svい

»2

5.}害研修û訓練~企画û立案Û�ß施

�l�x{öüĎ²持sv院Õ~防}訓練²企画�ß施�vzº12023 �ĐoĈå�

·東大震}{¹ 100 �xz»�x{¹12023 �þ~訓練�防}±間wあ»Đo{��v

ß施²行svい~�2 

2023�ß施~研修û訓練�Q ~xzºw�2 

ĈĀ大規模地震想定~}害訓練ÿ2023.2.17Āÿ2023.9.4Ā

û首都öQ地震²想定��T部門{z�»²¿Ç÷ó»üù~活用{¸»初動訓練

ÿT部門{z�»職員1患者�³~Ü全確�Û�被害状í報告訓練Ā

û}害対策q部Û営訓練

ÿT部門{¹~報告�¼»被害状í~把握x対応1病院機能維持x~対応訓練Ā

û被}傷病者x~Ø付{¹øú²üÈ1中{症診療¸ú²w~Ø�入¼対応訓練

ÿ2023.2.17~�ß施Ā

ĉĀｅùüûóÀ{¸»}害対策研修

û夜間休å{対応�»��1å当ö担当者全員x~}害時{活用�»ÇÉöĐÿÜ否確  

�ÇÉöĐ1院Õ}害対策支援ÇÉöĐ1ß域}害救急|療情報ÇÉöĐĀ{·�» 

研修  

û新入職者²対象x��ë衛消防訓練ÿ火}~生時~対応x院Õ消防設備{tいvĀx 

Ï業ýþ計画ÿBCPĀx}害対応Ďûõ²û~解®講習 

ĊĀë衛消防訓練ÿ2023.12.5Ā

û病棟w~出火想定~ß動訓練ÿ通報連}1初期消火1避÷誘^Ā

ċĀ病棟{~部門�x{地震~生²想定��机P訓練~ß施

6.地域{z�»}害時|療体制~構築

 当院~O置�»世u谷{砧地域�Q宅地wあº1|療機·�少z�1ÿ\病院Û�}害

âù病院²p�vいzい地域xzsvい~�2~�1高齢者�多�1Q民~ 20.5%| 65{

ñPxzsvい~�2 

首都öQ地震zy~大規模}害|~生��場\1当院�_児û周産期~専門病院w

240



�|1東î都}害âù連携病院wあº1緊急|療救護�|敷地Õ{開設�¼»�x{

¹1ëûû共û{¸»被}傷病者~来院|想定�¼1地震}害{àえ1多摩Ý²含�

�水害x~対応�必要z地域xzsvい~�2 

~�1世u谷{x~<}害時{z�»Û産婦{支援活動{·�»W定={¸ºï子避÷

�x~連携�必要xzsvい~�2 

地域~|療機·x�v1行�zy~·Ï機·�近隣ÿÐl|療圏zyĀ~|療機·x~

連携²÷º1�¹{�1ß域}害時{�機能�»|療機·x�v~体制整備²²�v~い

º~�2 

3-7-24 |療Ü全管理部

1.概要

昨Î~�術~²歩�1診療~高þW1複雑W1多様W²��¹�1|療者~¬荷�増大�1

|療~現場�~�~�p害Ï象~~生���い環境{zsv}�2わ¼わ¼診療{携わ»

|療者�常{危機管理意識²��1Ü全z|療~提ß{ü�z�¼�z¹zい2|療Ü全管

理部�1院Õ~職員{対�Ü全意識~è²�1情報ßØ{¸»ÇÉöĐ改善対策²中心{1

当ËóÏüw~生��|療Ï故x~対応{幅ßい活動²行う��1�院長 ÿ|療Ü全担当Ā1

|療Ü全管理室長ÿ診療部長Ā1�薬v部長ÿ|療Ü全担当Ā1|療Ü全管理者ÿ�護�長Ā1

専任�護�ÿ��護�長Ā1患者相談専門職1Ï務担当者~Ď]|配属�¼vい»2 ~�1

院Õ~T部署 32 {�{計 55 ]~úÉ¿ĎýüÈēü²配置�1患者�職員{xsv1Ü

心wÜ全z|療提ß~場wあ»¸うT部署x連携²×ºz|¹活動²行svい»2 

2.活動Õ容

2.1.|療Ü全対策{·�»委員会~開催x活動Õ容 

会議] 会期 Õ容 

|療Ü全管理委員

会ÿ12 回開催Ā 

ðo第 3 火曜

å 

13:00～14:00 

´óÇ÷óøû²¿Ç÷óø報告

再~Î防策~検討 

|療Ü全管理{·わ»規程�指針{~改��� 

|療Ï故外部調査委員会開催案件~検討 

úÉ¿ĎýüÈđ

óø部会

ÿ11回開催Ā 

ðo第 2 o曜

å 

16:00～17:00 

´óÇ÷óøû²¿Ç÷óø報告

勉強会<ùþ漏¼~生時~対応=<úùö³Ć研修= 

|療Ü全ù¶óù 標語čÉÏü作製 Ï例検討 

|療Ü全Ďûõ²û~改�作業 

|療Ü全ďüö³

óÀÿ46回開催Ā

ð±o曜å 

11:30～12:00 

´óÇ÷óøû²¿Ç÷óø~共px改善策~検討

対応困÷Ï例1診療³情報管理室x~情報共p 

2.2.院Õ研修 

対象 研修Õ容 開催å 参à者数 

新ã用者 第 1回|療Ü全û感÷対策研修会ÿe-ùüûóÀĀ 2023/4/17 209 ] 
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ÿ必須Ā ÷菌薬管理ćýÀùĐ~ß践1l�い検体ã×Û�

提出方法1²üû¾ü~Ā礎知識1MRI検査{tい

v1RST ~活動{tいv 

～5/15 

全職員 

ÿ必須Ā 

第 2回|療Ü全研修ÿ動画視聴Ā 

<ùþ漏¼対策x褥w{tいv=u中諒ÿ皮膚科Ā1

<持þ輸ÿ中~観察方法=R藤摂ÿ皮膚û排泄Á²

�定�護�Āû|療Ü全管理室1<患者誤�²防��

�{=萱Ā�x�ÿ|療Ü全管理者Ā 

2023/7/10

～7/31 

1691] 

全職員 第 3回|療Ü全研修ÿ動画視聴Ā 

<Ü全z中心静脈»öüöû挿入~��{= 

中Ý聡ÿ|療Ü全管理室長Ā 

2023/9/27

～10/27 

1540] 

全職員 

ÿ必須Ā 

第 4回|療Ü全研修ÿ現地開催x動画視聴Ā 

<12o 21å�|療Ü全~å=石uあ�ÿ|療Ü全

管理室��長Ā1<術前~手術®明�\�症~生時~

対応w心掛�vい»�x=石丸哲也ÿ外科診療部

長Ā1NICU{z�»計画外þ管防k~×º組�= 

丸山ù彦ÿ新生児科|長Ā 

2023/12/21

ÿ現地開

催Ā 

2024/1/4～

1/31ÿ動画

視聴Ā 

1810] 

2.3|療Ü全ù¶óù 

 ð±o曜å{部署²ù¶óù�ÿ47 回Ā1|療Ü全Ďûõ²ûûčÁóøĎûõ²û{ 

載�¼vい»Ï�{tいv´óÏăõü�1理解þ²確��»x共{O足z部V�指^²

行s�2ù¶óù結ÿ{tいv��属長x評価結ÿ²~x�ą³üùĀó¿²行svい»2 

2.4外部|療施設x~連携 

_児|療施設Č施設間~|療Ü全相ÞÑ·ó¿� 9/20{千葉��y�病院²訪問審査�1

11/24x 12/18{埼û�立_児|療ËóÏü{¹訪問審査²Ø��2指摘Ï�²提�書{~

x�v交換�1T部門w改善{×º組³�2NC � NHO ~病院間w|療Ü全管理者W議会²

oĈ回対面w開催�1情報共p²行い注意喚起�再~Î防策xtz��2|療Ü全地域連携

à算 2{·わ»相ÞÑ·ó¿w� 7/5{ó誠会第 2 病院²訪問�審査ß施��2 

2.5´óÇ÷óøüčüøØ計 

表Üw 件数 üĉûw 件数 職種w 件数 

薬v 1,255 üĉûć 649 診療部 358 

輸血 133 üĉûĈ 1,042 �護部 4,681 

ÿ療û処置 360 üĉûĉ 2,606 薬v部 139 

|療機器 411 üĉûĊa 1,243 �射線診療部 168 

ùüüóûÑõüĆ 1,973 üĉûĊb 16 栄養管理部 72 

検査 425 üĉûċ 0 é床検査部 113 

療養P~世û 775 üĉûČ 0 úÿăúöüÇ÷ó 61 

}~à 224 º»üóÉ 64 }~à 28 

º»üóÉ 64 \計 5,620 \計 5,620 
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\計 5,620 

2.6中心静脈»öüöû挿入{·わ»指針~策定 

 中心静脈»öüöû挿入{·�»指針²定�1教育ćýÀùĐ²整備�1指^�定|x施

行|�任}制x�1Ü全性~強W²÷svい»2~�1T部門{¹中心静脈»öüöû~挿

入ß績x\�症~報告²�v�¹い1·Ï�»部門w}~ß績²共p��2 

2.7|療{起因��Î期�zい死ïÿ死産ĀÏ例{tいv 

 死ïÿ死産ĀÏ例~»ûöüăõü²ß施�1提ß��|療{起因��Î期�zい死ïÿ死

産Āw�zい{確�²行svい»2Î期�zい死ïÿ死産ĀÏ例{zいv�1|療Ï故調査

制þ{則º1|療Ï故調査û支援ËóÏüx~報告1|療Ï故調査委員会~開催x報告書作

r1Û�再~Î防対策~立案x院Õ周知²行svい»2|療Ï故調査委員会�外部委員²招

聘� 2回開催��2 

3-7-25 子y�~生活Ü全対策室

 子y�~生活Ü全対策室�1院長²室長x�Ċ]~�室長1T部署û診療科{¹ø出�¼

�室員 59]~計 63 ]w構r�¼vい»2  

ðo~定例会議{àえv1虐待対応部門x傷害情報ßØû支援担当部門û~ ĉ部門w~

活動²行svい»2 

1.虐待対応部門

ÿ1Ā 院Õ虐待対応ûÏ故防kĎûõ²û~改定

院Õ虐待対応ûÏ故防kĎûõ²û{< 害者虐待~対応=<配偶者{¹~暴力x

~対応=<特定Û婦x~対応=²追à��2 

ÿ2Ā 臓器提ß{z�»児童虐待除外手�~手þ}ÇďõüüÇ÷ó

2023 �ĉo 20 å{ýüûćü´{¸»臓器提ß{z�»児童虐待除外手�~Ç

ďõüüÇ÷ó²ß施��2zz}¼{Y�svĉo 16 å{室員��w~検討²行

s�2 

ÿ3Ā 臓器移m倫理委員会x~参à

2023 �夏{³死{¸»臓器移m倫理委員会|開催�¼1子y�~生活Ü全対策室

院Õ虐待対応ûÏ故防kĎûõ²û{Āuいv1臓器提ß{z�»子y�虐待症例~

除外手þ}²行s�2  

ÿ4Ā 地域活動

�¼~w地域活動x�v1検察û警察û室員連携Ï例検討会²ß施�vい�|1Ã

ýú¶´ûÉm行{伴い中k��~~wあ»2Îà1再開²���vい�2

ÿ5Ā 啓~û教育活動

čoĊå{子y�~生活Ü全対策室室員²対象{1Ñē´ûùą±üÉøÈēā

ó|ß施�»出前型 RIFCR研修²院Õ{vß施��2

11 o 10 å{�1外部講�²招}<No Hit Zone �yv~人{Ü全ûÜ心²=院Õ

職員U�講演会²ß施��2}~à1職員�患者û家族x~啓~x�v1þüĂóø

Îüó~čÉÏü²院Õ{掲示��2 
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ÿ6Ā à機·{¹~Ë»óùºĄûºó~ß¼

2023� 対応件数 面談 38 件û意見書作rč件

2.傷害情報ßØû支援担当部門

ÿ1Ā|療機·ýóøワü¿Ï業 (消費者ß1þ立行�法人ÿ民生活ËóÏü) 

例�通ºýþ�v傷害情報²提ßÿ2023� 2186件1o�均 182件Ā 

傷害情報~ý�報告ÿ2023� 10 件Ā 

ÿ2Ā院ÕÏ故Î防  

  2023�ÿ救急外来 51 例1病棟 34例Ā 

Ãýú¶´ûÉm行{伴い1指^²見\わ��º��»²えzい状í|あs�|12023

��ñ前~Ï入件数{戻s�2 

Ċą}~àđ電子»ûö更新{伴う子y�生活Ü全ÇÉöĐ~変更 

傷害情報ßØû支援担当部門�含��ÇÉöĐx変更1院Õ職員{対�v»ûöP~周

知表示~追à²行s�2 

3-7-26 þ和Á²管理室

1.活動状í

当ËóÏüw�12020 �ďo¸º組織全体~þ和Á²~質~UPx均霑W²目指�v1

þ和Á²管理室²設置�~��2生}~危機{ö面�»疾患²持t患者x家族~è痛~þ

和x療養生活~質~UP²�{»��1組織l断的{活動�»þ和Á²ÑüĐ~活動²支

援�»xx�{1院Õ~þ和Á²体制~UP{×º組³wい~�2 

2.組織体制

þ和Á²管理室�1室長ÿþ和Á²科診療部長�任Ā1�室長ÿICU�護�長�任Ā~ĉ人

{àえv1多職種w構r�»þ和Á²委員会1þ和Á²_委員会~đóĀüxx�{活動²

行svzº~�2 

3.×º組³wい»主z活動

ûþ和Á²ÑüĐ活動

þ和Á²ÑüĐ�身体�心zy~t¹�²�わ¹�1}~子¹�い生活|�¼»¸う1|

�1�護�1薬v�1úÿăú1心理士1栄養士1MSW1CLS1保育士1ą±Çúö³üùó

Àÿóùùü|W働�v主ÿ|ÑüĐxx�{支援²行svい~� 

û終p期~質~UP{U��×º組�

当院wï�zs�ÁüÉ全例{zいv1ÁüÉ~振º返º²行い1当院全体~終p期~質

UP~��{検討²行svい~�2 
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ûăúüĆđóøÁ²

当院wz子�~²z��¼��家族{1}~à�当院x連}|×¼»¸う{ûô²設置

�1�家族|必要x思わ¼�x}{²¿ËÉw}»体制²整備�vzº~�2 

3-7-27 薬v部

薬v部w�1適l{tÜ全z薬物療法~ß施²目標{1調vÛ�T種~診療支援û患者

支援²行svい»2_児Û�周産期~薬物療法�N般r人x�Õs�特wz情報û�術|

必要wあº専門性|高い2�~��薬v部w�専門性~高い薬v�教育²行い1|療Ñü

Đ~要望{応えvい»2~�1電子»ûöûIT機器²積極的{活用�1|薬品~Ü全管理

�適l使用{®献�vい»2近��|�~業務¬担軽減策x�v1持参薬処方~仮ºüÐ 

ü�³�疑義照会à~処方ï行入力zy²ß施�1ÏÉ¿Çąø²ß践�vい»2 

1)調v業務

入院患者~急変1緊急入院Û�夜間û休å~急患{対応�»�� 24 時間体制wÕo薬1

外用薬1注射薬~調v²ß施�vい»2�r 30 �Ďo¸º|�~業務¬担軽減~��{1

|�Î解~�x院外処方箋疑義照会~ï行回答²ß施�1} 37%~疑義照会{対�ï行回

答²行zsvい»2~�1P述��xzº1ð和Ċ� 12 o¸º疑義照会à~処方ï行入力

²開始�1院Õ調v~疑義照会~う�1} 45%²ï行入力�vい»2 

R3 R4 R5 

入院注射処方箋枚数 366,970 410,038 411,416 

外来注射処方箋枚数 28,826 31,637 32,120 

入院処方箋枚数 108,738 115,296 119,793 

外来院Õ処方箋枚数 16,910 18,335 16,690 

外来院外処方箋枚数 68,504 69,985 73,220 

院外処方箋~行÷ 80.2ÿ 79.2ÿ 81.4ÿ 

2)製v業務ÿq菌製v1N般製vĀ

薬v部Õ~専用~¿úüóûüĐ{v注射薬ÿ÷|³v1TPN製v{Ā~q菌調製²行s

vい»2 

÷|³v{tいv�l確z調製Û�調製�»|療ÉÏóą~暴露防k~��専用~設備

²p�»薬v部{v入院患者Û�外来患者x~投P~全v²調製�vい»2�¹{_児{

z�» TPN 製v{¸»感÷防k~��{q菌製v処理料 2 ~ß施件数�1ÿ立病院機構Û

�ÿ立高þ専門|療研究ËóÏü~施設~中w�1þ}³w�ß績²p�vい»2àえv1

ð和 3 �¸ºà来麻酔科||ß施�vい�ĒûĂý注射ÿ~ PCA čóć注入²薬v部w調

製�»�x²開始��2 

 ~�1_児薬物療法{zいv�^­�¼vい»薬vûv形��w�必要zÿ療|行えzい

�x|あº1多�~院Õ製v²製造�vい»2  
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R3 R4 R5 

q菌製v処理料Ĉ ÿß施件数 4,876 3,968 3,862 

q菌製v処理料ĉ ÿß施件数 12,883 15,385 16,143 

院Õ製v品目数 53 58 60 

3)薬v管理指^û病棟薬v業務

入院中~患者{Ü全w適Wz薬物ÿ療|行わ¼»¸う{1T診療科{担当薬v�²配置

�v患者~薬物療法²管理�vい»2~�1患者|適lz薬物ÿ療²Ü心�vØ�¹¼»¸

う{o薬指^²ß施�vzº1_児入院|療管理料{包îw�あ»�~~1薬v管理指^料

~算定件数��々増à�vい»2ð和元�Čo¸º全病棟~病棟薬v業務²開始�1様々z

診療支援Û�適lz|薬品管理²行svい»2 

R4 R4 

(包î病棟) 

R5 R5 

(包î病棟) 

薬v管理指^料請n件数ÿ1.ÿ´úÉ

¿Ā 
1,891 1,078 2,318 1,014 

薬v管理指^料請n件数ÿ2. 1.ñ外Ā 9,419 967 9,900 957 

薬v管理指^料請n件数(P \計) 11,310 2,045 12,218 1,971 

麻薬à算件数 591 7 769 32 

�院時薬v情報管理指^料件数 3,758 446 4,398 674 

病棟薬v業務ß施à算Ĉ請n件数 26,209 29,188 

病棟薬v業務ß施à算ĉ請n件数 12,513 13,389 

4) |療ÑüĐx~参画

当院w�様々z専門|療ÑüĐ|活動�vzº1感÷制御ÑüĐÿICTĀ1÷菌薬適l使用

支援ÑüĐÿASTĀ1栄養ÅčüøÑüĐÿNSTĀ1褥w対策ÑüĐÿWOCĀ1|³W学療法Ñü

Đ1þ和Á²ÑüĐ{薬v��参画�v様々z診療支援²行svい»2~�ð和ċ�čo¸

º入院Åčüø室w~入院前患者~術前中k薬~確��1周術期{z�»薬学的管理²開

始�vい»2 

5) |薬品úÉ¿管理û|療Ü全

 ð和Ċ�þ¸º|療Ü全専à薬v�²配置�1|薬品{Ï»´óÇ÷óøÏ例{tいv1

|療Ü全管理部xW力�積極的{対策²行svい»2~�新ã用者研修�院Õ e-ùüûó

Àzy�活用�v再~²防�×º組�²ß施�vい»2 

6Ā |薬品情報管理û薬v委員会Ï務�

 薬v委員会²�間 11 回開催�1|薬品~ã用û削除1}~à|薬品管理{·�»案件{

tいv審議�vい»2à~品企業~OlÏ件{始~º1Ãýú禍Û�¶¿ù´ú問Ü�影響

�1全ÿ的z|薬品O足~状態{あ»|1å々m通状í²捕捉�1品目{¸sv�緊急的z

ã用変更�V割的投P~ß施zy²行い|療現場x~Ü定ß給{ü��2~�1|薬品đü
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»ü{¹~情報�厚生ö働省{¹~通Ô{²整理�v1院ÕT�{情報提ß²行うxx�

{1院Õ外{¹~|薬品{·�»問い\わ�{対応��2 

7) 専門û�定薬v�~育r

 薬v部w�当院w行わ¼vい»専門性~高い薬物療法{対応w}»¸う1主{ñQ~専

門û�定資格²×得�vい»2 

R5 

_児薬物療法�定薬v� 17 ] 

Û婦û授�婦専門薬v� 1] 

Û婦û授�婦薬物療法�定薬v� 2] 

感÷制御専門薬v� 1] 

åq糖�病療養指^士 2] 

NST専門療法士 2] 

8) 薬v�教育

薬v部w�_児û周産期領域²専門x�»薬v�育rい·�»薬v�教育²担svい»2

ð和Č�ß施��教育研修�ñQ~通º2 

û薬学生~ß務ß習教育  学生Đ]

û薬v�üÈ÷óø育r Č]ÿⅠ期ĉ～Ċ]ûĉ�間Ā

û_児薬物療法�定薬v�研修 13 ]

û|薬品|療機器ÿ\機構 薬v部長期研修 Ĉ]

ûr育|療研修会薬v�ÃüÉÿWeb研修会Ā 59 ]

9)�策Ï業û�策提�

_児û周産期薬物療法~~展1_児用v形開~~è²²目的x�v1厚生ö働省~T種~

�策Ï業{参画�vい»2 

8Ï業9 

ûÛ娠x薬情報ËóÏüÏ業

û_児x薬情報ßØýóøワü¿Ï業

û_児ÿ験ýóøワü¿Ï業

û_児製vùČ

3-7-28 �護部 ÿ保育士û中央p料室²含�Ā

1.�護部

1Ā働}��い職場環境u�º

ûÅó½õü»üù�終礼w~čÈö³Ćą³üùĀó¿1{節�x~´ĉóø企画1�

護²語»会zy1部署�x{働}��い職場u�º~��~活動²計画�1×º組³�2 
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ûOÜ�心配{|あ»職員{対�v�1�護�長x~面談²í期{行s�2~�1状í{

応�v��護部長�面談{\��1職場環境~確�û調整zy²�護�長x共{行s�2

特{新人�護�{対�v�1教育担当�護�長x情報²共p�ví期{Ï入�1指^体

制~見ö��配置部�~調整zy²行s�結ÿ1新ã用者~ö職÷² 11.8%{¹ 7.2%

{減¹��x|w}�2

û病棟管理担当診療部長x~±Ĉďüö³óÀ²開始2病棟Õ~情報共p�問Ü{tい

v検討�»機会²設�1風通�~良い職場環境~醸r{ü��2

û育児休業²×得�vい��護�ûû産�²対象{<働�ĎĎ~会=² 開催�1参à者

�Đ]wあs�2Y¯ĎĎ{¹~経験談²聞}1ÿ�{U�v~OÜ|軽減��º1家

庭xßÏ~両立~Ãô²学³�º�»�x|w}vい�2

2)�護ÿ|療Ā~質~UP

ûćù´Ďúü�護~è²²÷»��1T部署~ćù´Ďúü{·�»²óÁüø調査²

�x{<ćù´ĎúüúüÇóÀĎûõ²û=²作r�1Û用²始��2 

û病院機能評価Ø審{U�v1�護 ³~見ö��業務手�~修l1Á²ćýËÉ~確�

²定期的{ß施�1�護~質~UP{ü��2

û周産期部門w�1<いいz産~å=�<o熟児í産児÷ü=zy~´ĉóø²企画�1

多�~患者û�家族~参à|あs�2

ûÃ²ùÅčüøÿ産àÁ²Āw�1{~付}添い宿î²再開�1利用者|増à��2

û効÷的z病床Û用x断¹zい|療²目指�1_児病棟�床時{�1��{{病棟�護�

長²招Ø�1ĉóùÃóøýüû会議²行いr人病棟x~調整²÷º1患者数~確保|

w}�2ð和Č�þ�均患者数� 406.9 人ÿ前�þ比Ă17.9 人Āw1Ďo{��均患

者数 436.6人xzº1Ďo 12å{�過去最高~ 470人~入院患者²確保w}�2

ûAI ċÉĄÏûÏ業x�v1救急部門w�護 ³~音声入力~試験Û用²開始��2

3Ā人p育rx�護研究~è²

û�護部院Õ研修�1新型Ãýú¶´ûÉ感÷症~ 5 類移行{伴い1Ø\研修²再開�1

研修Õ容²修l��2~�1ċ�vº{新人�護�~úąüóÇõ研修�再開�1\期

x~絆²深�úąüóÇõ�»�x|w}vい�2~�1<専門職業人x�v学v姿勢=

~講義²行い1教え¹¼»側~教育�開始��2 

û特定行ú研修~Ø講支援�行い1<術中麻酔管理領域=1<x宅ûc性期領域=1<救急領

域=TĈ]~研修²修Î�»�x|w}�2

û新型Ãýú¶´ûÉ感÷症wß施w}vいz{s�新任�護�長č人x��護�長ď

人{対�v院Õ研修ćýÀùĐ²作r�1�護�長 22 �目 16 時間1��護�長č�

目Č時間~研修²ß施��2

û�護管理者研修~Ø講~è²�行い1�定�護管理者ĉ]\格1ą±üÉøüĉû

Ĉ]1Ë»óùüĉûĉ]Ø講2

û�部�護�任用候補者ø考試験対応w�1ç定~研修ñ外~補習�模擬試験zy~支援

²��{{ß施�1当ËóÏü初~ 100%\格²獲得��2ÿNHO\格÷} 50%Ā 

û統N�¼�教育体制~整備{U�v1配置換え�護職員�間計画²作r�1Û用²開始

��2~�1新人�護職員標準教育計画ÿ�護�版ûû産�版Ā²作r��~w1来�

þ{¹Û用²開始�»Î定wあ»2 
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û保育士½ēú²ùÐü²完r��Û用²開始�1保育士~体系的z教育体制²構築��2 

ûčo{<�護研究ß践Ďûõ²û=²改�1®明²行いT部署ĉÜñP~�護研究{×

º組�»¸う�護研究~è²²÷s�2学会~表û執筆件数1\計 23 件2

û人p確保x�v�1úüÉ専科ÿĎ件Ā�Ď´úăÿĈ件Ā~\\就職®明会x~参à

�ċ件~院Õ就職®明会²ß施��2

û2024�þ�護職員ÿ�護�ûû産�Āã用試験² 2023�ċo 22å1Čo 21å1čo

18 å~Ċ回ß施�1\計 309 ]~応募|あº1Ĉl審査ÿ書類Āxĉl審査ÿºóù

´ó面接Ā²行s�2

2.研修

院Õ研修~開催数ÿØ\研修Ā 93 回 

院Õ研修~開催数ÿºó÷Ďóù研修Ā 36 回 

院Õ研修~開催数ÿeùüûóÀĀ 1回 

研修{参à���護職員~延y人数 5312] 

3-7-29 ���~家

1.ÿ革x概要

|療~²歩{伴いx宅w|療的Á²|必要z子y�~数�増えþ�12021 �þwĉ万人

ñPxè計�¼»2多�~家族| 24 時間 365å~Á²{追わ¼1心身~öö²蓄積��v

い»2���~家� 2016�ċo1|療型短期入�ÅüăÉ²提ß�»施設x�v1r育|

療研究ËóÏü~敷地Õ{開設�¼�2主{|療的Á²|必要z子y�x家族|最長Đî

10 å滞xw}»2~� 2018�Đo¸º1専門的zþ和Á²²Ø�z|¹最期~時間²過�

���~病床Û用²開始�1様々z理vwë宅w~療養|÷�い子y���{xsv1制限

~多い病院x�Õs�第Ċ~øþ¢x�v1大Wz時間²過��»場�²提ß�vい»2 

鉄{ĉ�建v1延y床面積�} 1,700㎡2Ĉ�{�子y�~ĉóù| 11床ÿ個室×Č1Ċ

人室×ĉĀ1共用Ð´ûóÀ½óÑó1ĉt~}室ÿ機械1N般Āzy|あº1ĉ�{�ć

ü´Ãüúü1音楽室1感覚²刺激�»ËóÅúüûüĐzy|整備�¼vい»2

子y�{�|療的Á²{àえv1r長~Ô²Ð�Ú��学�~活動1生活Ïûÿ食Ï�入}1

排�tzy~ÅčüøĀ~ÅüăÉ|提ß�¼1家族�Ü心�vëvz時間²過���x|

w}»2 

2.理念ûďóÇ÷ó

ē理念ÿ 

Þい病気²持t子y�x家族~�xºN人|1}~人¹��生}»�x|w}»社会²創

»2 

ēďóÇ÷óÿ 

Þい病気²持t子y�x家族{対�»新�い支援~ß組�²研究開~�1全ÿ{ß�»2 
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3.ÉÏóą

û施設長ÿ病院長|兼務Ā

ûÿ¶ÉĎýüÈēü Ĉ]

û�護� 16 ]ÿ�護�長1��長²含�Ā

û保育士 ĉ]

ûÏ護福祉士 Ĉ]

ûÏ務長 Ĉ]

ûÏ務職員 Ĉ]ÿ非常勤Ā

û|� Ĉ]ÿ�任Ā

ûÿÿÿĈ]ÿ�任Ā

û薬v� Ĉ]ÿ�任Ā

ÿċĀß績 

û新型Ãýú¶´ûÉ~影響|ß束�v}vい»z{wĈå入�人数| 7.5 人xzs�2

ÿ前�þ比w� 0.4人増Ā 

ûà院{{{ºt�~子y�~場\1�³面談時{必要z診察~枠|限¹¼vい»��1面

談~w{Ĉ�半程þ待�z�¼�z¹zい状態|þいvい»2 

û_児þ和Á²病床{1Ĉ]~入院|あs�2

2023�ß績 1 o 2o 3o 4o 5 o 6o 7o 8o 9 o 10 o 11 o 12 o 

x�込�数 60 59 72 71 81 85 77 130 74 88 92 81 

利用者数 50 49 59 51 57 60 52 66 52 54 57 52 

1 å�均利用者数 8.3 9.3 9.6 7.0 7.4 8.1 7.4 8.0 7.9 7.1 7.5 6.8 

½ēóËû人数 15 13 12 16 15 16 15 11 9 20 10 19 

½ēóËû÷(%) 25.0 22.0 16.7 22.5 18.5 18.8 19.5 8.5 12.2 22.7 10.9 23.5 

4.Îà~課Ü

ĈĀÛ営~Ü定W

2023�þ~ß支� 246万Ö程þ~赤_xzº1寄付金w補v³�»必要|あ»2 

利用者数~増à²÷º1Û営²Ü定��»�xw1���~家~¸うz施設|T地{ß|»

Āø²確立�»�x|1引}þ}n�¹¼»2 

ĉĀ寄付~|�{�

赤_²補v³�»��~寄付²1ýþ的{募»必要|あ»2~�1寄付²赤_補v³w~

利用w�z�1使途²明確{��利用方法{変え»�xw寄付²Ø������い2 

ĊĀà院{¹~_児þ和Á²病床x~Ø�入¼

r育|療研究ËóÏüñ外~|療機·{¹�1要望|あ¼�_児þ和Á²病床x~Ø�

入¼²²�vい�2利用{tいv案Õ�»úüąüóø²ß�配_�1院外~·Ï者{周知

²行う2 

ċĀ防犯対策
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施設W側~敷地{¶óù÷ó½~設置²²�vい»2à前�X側入ô{¹O審者zy|侵

入���{W側½óÑó{¹車椅子w外x出»�x�w}�{避÷|困÷�s�|1¶ó

ù÷ó½設置{¸sv1い�xいう時~避÷|容易{z»2 

3-7-30 Ñē´ûùûù´ąûÅüăÉ室

1.目標x評価

ĈĀà職種x~密接z連携²Āøx��Ñē´ûùûù´ąûÅüăÉ~提ß

積極的{à職種�à部門x~情報共p1相談1連携²行い1Ñē´ûùûù´ąûÅ

üăÉ²提ß��2

ĉĀÑē´ûùûù´ąûÅüăÉ~紹Ïx�透

院Õ外{zいvÑē´ûùûù´ąûÉĊÇēúÉø~活動�視ù{tいv講義²行

s�2

~�1大学生{¹~´óÏăõü�当院{z�»Ñē´ûùûù´ąûÅüăÉ~見学

zy�積極的{対応��2

2.活動Õ容

ĈĀ手術1検査1処置~��~ćúāüüÇ÷óÿ心~準備ÅčüøĀ

ĉĀ検査時1処置時~様子観察1÷³Éøù¿Ç÷óÿ非薬物的疼痛þ和Ā

ĊĀ手術1検査1処置à~ą¹ýü²óćÿøù¶Ď~Î防1l~|療体験xtz�»Ā

ċĀ入院1病気1身体1Õozy{tいv~ö³üÑóÀ1Ø容~Ð²

ČĀ様々zÚ��{{わº²通�vÉøüÉ�感情~表出1~散²Ð�

čĀ終p期~Á²/ăúüĆđóøÅčüø

ĎĀþ和Á²

ďĀ}·う�い支援

ĐĀ患者1家族{xsvÉøüÉ�OÜ|高いxv断�¼»ÁüÉx~対応

3.活動状í

ĈĀ2023� �間Ï入件数

1 o 2 o 3 o 4 o 5 o 6 o 7 o 8 o 9 o 10 o 11 o 12 o �均 

āāĀÿāÿā

Āÿÿ
52 61 85 69 46 71 59 64 85 102 95 59 71 

ÿｨāﾁÿｸĀ 6 2 17 11 6 6 59 13 10 6 9 8 13 

ÿĀｨāĀÿｸ

Āÿÿ
79 71 98 101 119 101 102 108 123 167 152 94 110 

ÿ癒的あ

}� 
84 66 97 81 59 75 72 63 74 53 58 68 71 
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家族支援 126 130 187 197 168 158 182 209 188 226 261 192 185 

}·う�い

支援 
1 5 7 6 1 6 8 15 15 9 16 9 8 

ｸĀĀāāÿ

ﾎāāĀ
2 1 3 1 0 4 3 2 0 4 2 3 2 

āｫĀāĂĀ

āā
224 215 233 190 179 177 197 266 272 256 277 237 227 

�院Āÿ学

支援 
1 2 9 2 1 7 4 3 4 4 1 7 4 

4.}~à~活動

ĈĀ院Õ~表

û2023.4 移m外科系�外研修生ü¿Ñēü =CLS Lecture for Pediatric Transplant=

û2023.6 移m外科系�外研修生ü¿Ñēü =CLS Lecture for Pediatric Transplant=

û2023.7 移m外科系�外研修生ü¿Ñēü =CLS Lecture for Pediatric Transplant=

û2023.7 9西�護部第 1回目 =Welcome to World of Child Life=

û2023.7 9西�護部第 2回目 =Welcome to World of Child Life=

û2023.8 移m外科系�外研修生ü¿Ñēü =CLS Lecture for Pediatric Transplant=

û2023.10 Ā環器科|�ü¿Ñēü =Welcome to World of Child Life=

û2023.12 救急勉強会 <The World of Child Life=

û2023.12 移m外科系�外研修生ü¿Ñēü =CLS Lecture for Pediatric Transplant=

ĉĀ院外~表

ûz�

ĊĀ雑�投稿1著書

û_児�護Čo÷<Ñē´ûùù´ąÉĊÇēúÉø~·わº=

û時Ïđ÷³»û 10o 16 å掲載<手術前{<頑張sv=x�svいいĀ～子y�²ó~�

Ü心��»�葉～=
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3-8 é床研究»ンタü

3-8-1 é床研究»ンタü

理念 ÿ立r育医療研究»ンタü~理念~O1r育医療{{{»新wい医療~研究û開~及

びç存医療~最適化²推進y»sx{¸º1健全z次世ï~育r{貢献w~y2 

組織 2020� 7o{組織変更²行い1é床研究支援{Ï»組織�Āp的{病院~組織xw1

»ンタü長1副»ンタü長~O1é床研究÷査室1事務室1多施設連携部門1 研究推進部

門1÷üタµ´¸ン¹部門~Ā室1ā部門111 öûóø²設�vい»2 

特色 2013 �度{採択u¼�厚生労働省革新的医療�術創出拠点÷ý¸·¿ø事業w構築

w�é床研究û治験実施体制~維持及び組織~再編²行い1_児û周産期領域~ú·÷úû

»ンタüxwvåp~r育医療~é床研究û治験実施~中心xz»y�1更z»体制強化x

人w育r{ü�vい»2s¼¹~人員û体制{¸º1治験ûé床研究~実施û支援~à1厚

生労働省{¹~委�事業1AMED 等{¹~研究事業1団体{¹~委�事業等²実施wvい»2 

3-8-2 多施設連携部門

多施設連携部門�12020 �ąo~é床研究»ンタü組織改編{¸º~足w�部門wy2

当部門�1ýóøワü¿推進öûóø1ÿ際連携öûóø1研究相談öûóø²設置w1全

ÿ~_児医療施設1åp_児科学会及び企業ÿ産業界Āx連携y»sxw_児医薬品開~ÿ_

児治験Ā1Ü全対策²進�vい�sxw適正使用~推進²目指wvい~y2~��外~関Ï

団体等x~連携�強化w1_児開~~ÿ際協調²図svい~y2u¹{_児w~開~ÿé床

研究²含�Ā²推進y»��~研究相談窓口²設置wvい~y2 

s¼¹~活動²通wv1情報交換û�術û�等²行いr育医療~均v³化等~推進²図s

vい}~y2 

3-8-2-1 ýóøワü¿推進öûóø

ýóøワü¿推進öûóø�1_児治験ýóøワü¿事務局ÿ_児治験ýóøワü¿中

央治験審査委員会事務局�含�Ā1_児医療情報収集·¹öĀ事務局並び{_児医薬品開

~ýóøワü¿支援事業事務局支援²担い1_児w~é床開~ÿ開~ûÜ全対策Ā推進²

目的{活動wvい~y2 

ÿ1Ā_児治験ýóøワü¿ 

_児医薬品開~ÿ治験Ā²Ð進y»��{�1医療機関w~治験実施体制整備²進�vい

�必要|あº~y|1_児領域w�治験ÿ開~Ā数|少zい��1_児施設~治験実施体制

�ø石x��い難い状íwy2s~��1_児医療施設{¸»強þz<ýóøワü¿=²形

rw1ýóøワü¿²通wv治験実施体制²整備wvい�sx|Ý要xzº~y2åpw�1
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_児医療施設等|加盟wvい»一般社団法人åp_児総\医療施設協議会|活動wvzº1

s~協議会加盟施設²ï体xwv12010� 11o{_児領域{特化w�ÿ内初~<_児治験

ýóøワü¿=|~足w~w�2

_児治験ýóøワü¿�12023�ÿ度Āow 55施設|加盟w1施設間~連携強化{ü�

vい~y22023 �ÿ度Ā{zいv�1治験~一括審査²担う_児治験ýóøワü¿中央治

験審査委員会ÿいわゆ»中央 IRBĀ² 12回開催ÿÿ回/o開催Āw1製薬企業主^治験 60件

ÿ新規課題Ā15 件1ýþ課題Ā45 件1延y施設数Ā211 施設Ā{tいv1_児治験ýóø

ワü¿²Ïw�治験xwv実施wvい~y2製薬企業ÿ治験ß頼者Ā{¹~ß頼{応x»治

験実施可能性調査ÿ症例数調査�含�»Ā�12023�ÿ度Ā{ 11件²Ø�w_児治験Ð進

~��~活動²展開wvい~y2 

一方1_児 CRC ~教育û養r²目的xwv開催wvい»_児 CRC 教育û研修会{tいv

�12023�ąo 29å{開催ÿWeb開催Āw1全ÿ{¹ 54]|参加w�2 

Î後�_児治験ýóøワü¿wÿs�人的û機能的zþ¶ÿ¶²活用wv_児開~~ One 

Stop Service²実現wvい}�いx考えvい~y2 

※_児治験ýóøワü¿ûüĀúü¸＜https://pctn-portal.ctdms.ncchd.go.jp/＞

ÿ2Ā_児医療情報収集·¹öĀ 

 r育医療研究»ンタüw�1_児医療情報収集·¹öĀ事務局{v1厚生労働省{¹~

補û事業wあ»_児x薬情報収集ýóøワü¿整備事業{¸º1全ÿ~_児医療機関等{

¹_児{z�»副作用情報や投Pß情報zy²一元的{収集w1V析û評価y»体制ÿ·

¹öĀĀ~整備²進�vい~y2

全ÿ~_児医療機関等{¹z»ýóøワü¿²活用wv整備u¼�_児医療情報収集·

¹öĀ�1全ÿ~_児医療施設等x_児科¿úûó¿等{¹~÷üタ|»½õúö³~担

保u¼�ýóøワü¿²通xv情報収集用~÷üタùü¹ÿ医療情報÷üタùü¹Ā{収

集u¼~y2電子»ûö·¹öĀ{¹�1医療情報xwv<検査=1<病]=1<処方=1<注

射=÷üタ²収集w1O足y»患者情報{�問診·¹öĀ{¹~<問診=÷üタ{¸sv

補完wvい~y2問診·¹öĀ�1患者p人又�家族{情報²入力い���sxw1p人

\意²得»ôüûxwv�活用wvい~y2 

 2023�ÿ度Ā�12022�ÿ度Ā~¿ù¶ù領域x_児医療情報収集·¹öĀ²再構築

y»sx²主xw�環境再整備後1協力医療機関{¹患者÷üタ~送信²再開w~w�2

2023�ÿ度Āo時点w_児医療施設等 11施設1_児科¿úûó¿等 31施設|p事業~協

力医療機関xwv参画wvzº1÷üタß�医療情報|約 100万人V1問診情報|約 10

万人V蓄積u¼vい~y2_児{対y»医薬品~Ü全性²評価y»��{必要xu¼»÷

üタ~絶対数~確保{向�v1再整備u¼�環境Ow引}þ}÷üタ収集²進�vい}~

y2 

 _児医療情報収集·¹öĀw収集u¼vい»÷üタ~利活用~一環xwv1収集u¼�

÷üタ²用いv_児医薬品~使用実態及び副作用~~現状í等{関y»解析²実行w1}

~解析結果²õ³üùĀó¿y»ß組�~整備²進�vい~y2}¼¹~解析²行う{

�1病]1使用薬剤1副作用~現状í²示y÷üタ|必要wy|1_児医療情報収集·¹

öĀw�患者tx~<検査=<病]=<処方=<注射=÷üタ²時系列w収集wvzº1}

¼¹~評価|可能wy2_児医療情報収集·¹öĀ事務局w�1収集u¼�÷üタ{¹解

析~目的{応xv÷üタ²検索及び抽出w1解析{適w�形式{÷üタ²変換及び加工w
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v準備w�解析用÷üタ»óø²用いv目的xy»解析結果²üýüøxwv出力y»一

連~流¼²ë動化y»1÷üタ収集û評価·¹öĀ~開~²進�vい~y2 

 s~¸うz÷üタ収集û評価²薬剤tx個別{実施y»{�多大z³¹ø|{{»sx

{加え1Ï入方法~新規^入や変更{¸»ú¹¿�伴い~y2P³¹øûPú¹¿{t多

様z目的{利用w}»医療情報²多施設{¹収集y»sx|w}»_児医療情報収集·¹

öĀ�1極�vÝ要z社会情報Āøwあ»x考えvい~y2

※_児医療情報収集·¹öĀ¶·öµ´ø＜https://pharma-net.ncchd.go.jp＞

ÿ3Ā_児医薬品開~ýóøワü¿支援事業 

åpw�1_児{使用u¼»医薬品~Ą～ą割|ß義~適応外使用wあ»x�わ¼vい

~y2~�1�r 22�Ăo{¹�r 27�āo~ă�間{�認u¼�医薬品~う�1_児

適応|あ»ÿ_児{対y»効能û効果1用法û用ß|明 u¼�Ā医薬品�全体~約 30％

{y~z{s�x~報告�あº1更z»_児用医薬品~開~|望~¼vい~y2 

_児医薬品開~ýóøワü¿支援事業ÿ厚生労働省Ā�1åpw~_児領域{z�»医

薬品~開~|遅々xwv進³wいzい状í²踏~え1 医療現場~優先順Oú¹ø²~x

�1製薬企業や製薬企業関連団体{開~~要望²行うxx�{1計画û実施{¹�認申請

~w²支援y»sx{¸º1_児医薬品開~²Ð進y»sx²目的xw1公益社団法人å

p_児科学会|主体xzsv活動wvい~y2s~事業~事務局支援²担svい~y2詳

細{tいv�åp_児科学会~ûüĀúü¸²t覧��uい2 

＜https:://www.jpeds.or.jp/modules/activity/index.php?content_id=348＞ 

2023�ÿ度Ā{zいv�1企業{¹ā件~支援ß頼|提出u¼1専門的見地{¹û�

ÿ開~支援Ā²w~w�2 

p事業ÿýóøワü¿Ā~×º組�{tいvÿ内外x情報~信y»xx�{1欧米~ý

óøワü¿~事務局x�1将来的z連携²念頭{情報共p²進�vい~y2}~×º組�

~r果xwv1米ÿ~_児治験ýóøワü¿wあ» Institute for Advanced Clinical 

Trials for Children (I-ACT for Children)xåp_児科学会�具体的連携²進�»��

~Û秘義務契約² 2021�{締結w1}~作業²r育~事務局|支援w1u¹z»連携{

向�v意見û情報交換²進�vい~y2~� 2022� 11o{�欧州~ European Network 

of Paediatric Research at the European Medicines AgencyÿEnprEMAĀ{_児医薬品開

~~²ùĀ´¹²行う専門家ýóøワü¿xwvpýóøワü¿²�録w~w�2 

p事業²通wv1_児開~{tいv専門的û�²担う_児医薬品開~ýóøワü¿x治

験実施õ³üûùwあ»_児治験ýóøワü¿~連携�進�産官学連携{¸»_児医薬品

開~~更z»Ð進|期待u¼~y2 

3-8-2-2 ÿ際連携öûóø

r育領域疾患~多��希少疾病wあº1~�}~治療開~~þ¶ÿ¶�限¹¼vい»s

x{¹1ÿ際的{þ¶ÿ¶²共pw知恵²出w\sv開~²進�vい{}�zº~せ³2症

例数|少zいsx{¹w�w�ÿ際共\開~�必要xzº~y2ÿ際連携²進�»��{1

AMED研究û厚生労働科学研究�活用wv1主{ñO²進�vい~y2 

ÿ1Ā新生児ÿ際³ンソü·²Āx~åp{¹~参画
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International Neonatal Consortium (INC)�1新生児疾患~診断Ā準û評価指標~標準

化zy1新生児治療開~推進~��~多角的z課題{×º組�ÿ際的z³ンソü·²Āw

y2東京医療保険大学大学院~楠田 聡é床教授xx�{中xöûóø長|s~³ンソü·

²Ā~調整委員会{参加wvzº1}~調整~元wåp~多�~新生児科医|1u~v~z

ワü½ンÀÀûü÷活動{参加wv1åp{¹~意見提案や1ÿ際的標準化x論文化~作業

²行svい~y2 

ÿ2Ā_児剤形検討~��~ÿ内外連携体制~構築 

欧州w�_児剤形検討~ÿ際的³ンソü·²Ā European Paediatric Formulation 

Initiative (EuPFI)|活~z活動²行svzº1s~åp側~»¶ンタüāüøxwv1s

|ÿw~検討x�外x~情報~信²進�»ÿ内連携体制~構築²1薬剤部û製剤開~室1昭

和大学や関連学会x連携wv進�vい~y2s~活動~一環xwv1_児{適w�剤形~検

討1添加物~Ü全性評価1薬剤部{z�»剤形変更~標準化等ÿ2023 ��論文ÿ報Ā{�

参加wvい~y22023 �Āoāå{�ù´ô~_児剤形評価~専門家wあ»新生児科医~

¿úンÀþン医師x AMED<_児医薬品等~早期実用化xÿ際連携{資y»ü¾õùøúü

研究=研究班āンĀüw_児剤形~服用性評価{tいv~意見交換û情報交換²実施w~w

�2~�12024 �{向�v1åp薬剤学会x EuPFI ~Û秘義務契約締結{向��作業²支

援w~w�2 

ÿ3Ā_児医薬品開~ýóøワü¿xÿ際連携~支援 

åp_児科学会~事務局支援~一環xwv1欧米~_児é床試験ýóøワü¿x~情報

共p1連携等²進�vい~y2欧州医薬品ßÿEuropean Medicines Agency: EMAĀ{事務

局²置�ýóøワü¿wあ» EnprEMA~ÿ際連携 WG~活動{医薬品医療機器総\機構

ÿPMDAĀ~_児 WGāンĀüx共{中xöûóø長|ÿ際協調{向�v~調査û論文化等

{参加w1åp~状í²紹Ïwvい~y22022�{¹ EnprEMA x_児医薬品開~ýóø

ワü¿²�録wvzº1s¼{¸º EMA~ Network Database

ÿenprema.ema.europa.eu/enprema/Ā{¹_児医薬品開~ýóøワü¿z¸び_児治験ý

óøワü¿~情報検索|英文w行え»¸う{zº~w�2 

3-8-2-3 研究相談öûóø

研究相談öûóø�1r育医療研究»ンタü内外~²»÷ÿ²1研究者1企業²対象xw

vé床研究相談û支援窓口²設�1医薬品û医療機器û再生医療等製品1}~à機能性食品

等~開~等{関y»相談1é床研究û治験等{関y»相談等²行svい~y2相談担当者�1

審査1対面û�1信頼性業務zy厚生労働省や PMDAw~業務経験者²�x�1当»ンタü

~TVÞû領域~専門家1研究者及びé床医|対応wvい~y22023 ��当»ンタü内{

¹ 106件1当»ンタü外{¹ 72件ÿう�1企業{¹ 22件Ā~\計 178件~相談²Ø�vz

º1}~ą割ñN|研究開~{関y»相談wy2 
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3-8-3 研究推進部門

研究推進部門�12020�ąo~é床研究»ンタü組織改編{¸º~足w�部門wy2当

部門�1é床研究³ü÷³ýüøöûóø1研究企画öûóø1開~薬事öûóø1÷ý

¸·¿øþý¸āンøöûóø²設置w1}¼~¼|連携wv活動wvい~y2s¼¹~

活動²通wv1治験ûé床研究~実施支援û推進1é床研究~企画及び÷ý¸·¿øþý

¸āンø1r育医療領域~医薬品等~開~推進{×º組³wい~y2 

3-8-3-1 ÷ý¸·¿øþý¸āンøöûóø

÷ý¸·¿øþý¸āンøöûóø� 2020�ąo~é床研究»ンタü組織改変{¸º

新�{~足w�部署wy2 

é床研究法O~特定é床研究や医師主^治験²中心{1é床研究~方向性²明確{w1

一連~÷ý»¹~効率的z計画û運営~支援機能²pw~y2具体的{�1計画段階{¹

研究者~相談{~º1´üû設定や出口戦略~立案1ýüùþó÷1¹Á¸õüû作r支

援1÷ýø³ûや\意文書û説明文書1T種手順書等~作r支援1外部x~業務委�支

援1à部門やà施設x~調整²行svい~y2 

(1)é床研究~þý¸āンø

þý¸āンø�当»ンタü内研究者|実施y»医師主^治験Ā件1特定é床研究Ā件{

対w行い~w�2~�調整事務局業務�1当»ンタü内研究者|実施y»医師主^治験ā

件1特定é床研究ÿ件{対w1調整事務局~支援�1特定é床研究Ā件ÿ»ンタü外Ā

件Ā{行い~w�2 

(2)÷ýø³û1説明\意文書1T種手順書等~作r支援

÷ýø³û1説明\意文書1T種手順書等~作r支援�1当»ンタü内外~研究者|実

施y»特定é床研究ā件1医師主^治験ÿ件ÿ当»ンタü外Ā{対w行い~w�2 

(3)教育

医学系研究{関y»指針改�{伴う観察研究ûÏ入研究~÷ýø³û及び\意説明文書

~öン÷üüø改�1特定é床研究~÷ýø³ûöン÷üüø改�²行い~w�2 

(4)研究活動

åp医療研究開~機構ÿAMEDĀ{¸º1非é床{¹é床x引}ý�際~÷ý¸·¿øþ

ýü¸ăüz¸び¹タ÷³þýü¸ăü~育r÷ýÀùĀ²作rw~w�2

3-8-3-2 開~薬事öûóø

開~薬事öûóø� 2020 �ąo~é床研究»ンタü組織改変{¸º~足w�部署wy2 

(1)活動内容

é床研究»ンタü~関連部署x連携wv1蓄積u¼�r育領域{z�»開~薬事~þ¶

ÿ¶²提ßwvい~y2é床研究»ンタü|支援wvい»yyv~é床開~{tいv必要

{応xv²ùĀ´¹²行svい~y2é床研究相談窓口²通wv外部企業や²»÷ÿ²{
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¹~開~薬事{tいv²ùĀ´¹²行svい~y2 

2023��1²»÷ÿ² 7件1企業 2件~開~薬事相談²行い~w�2 

3-8-3-3 研究企画öûóø

研究企画öûóø� 2020�ąo~é床研究»ンタü組織改変{¸º新�{~足w�部

署wy2 

研究企画öûóøw�1÷ý¸·¿øþý¸āンøöûóøや開~薬事öûóø1÷ü

タµ´¸ン¹部門x連携wv1医師主^治験²含�é床研究²計画wvい»当»ンタü内

外~研究者{対w1´üûÿ出口戦略Āやûüº{応x�企画û立案~相談1研究実施体

制{関y»û�1÷ýø³û作r支援1先進医療申請支援²行svい~y2 

(1)研究企画û研究実施体制{関y»û�

当»ンタü内外~研究者|実施y»医師主^治験Ā件1特定é床研究Ā件{対w1企

画û立案~支援1研究実施体制{関y»û�²行い~w�2 

(2)÷ýø³û作r支援

当»ンタü内外~研究者|実施y»医師主^治験ā件ÿ»ンタü内Ā件1新規Ā件Ā1

特定é床研究Ą件ÿ»ンタü内Ă件1新規ā件Ā~÷ýø³û作r支援²行い~w�2 

3-8-3-4 é床研究³ü÷³ýüøöûóø

é床研究³ü÷³ýüøöûóø�1p邦初~r育領域²専門xy»治験管理室xw

v11992�āo{~足w12010�Ăo~独立法人化{伴いé床試験推進室{]称変更u

¼12020�ąo組織改変{¸º現在~]称xzº~w�2当»ンタü内~治験ûé床試験

支援1ÿ内~r育領域{z�»治験ûé床試験~推進1治験~啓~²目的{活動wvい~

y2 

(1)治験ûé床試験~実施支援û推進

当»ンタü内~企業治験ÿ製造販後é床試験²含�Ā1医師主^治験{対wv1é床研究

³ü÷³ýüタüÿCRCĀ{¸»実施支援²行い1医師û関連部門x活~{打�\わせv1

治験| GCP省ð等~規制{ÿsv適W{実施u¼»¸う管理wvい~y2CRC|全被験者{

対y»治験実施支援²行う体制²xsvい~y2治験患者専用夜間休å緊急連絡窓口²設

�1夜間û休åや緊急時{�迅�{対応w}»¸う{wvい~y2 

2023��1企業治験 67件(2022� 63件)~実施支援x管理²行い~w�2内訳�消化器

科 15件1内V泌ûï謝科 12件1_児|³»ンタü10件1血液内科ą件1腎臓ú¶þチ膠

原病科Ă件1循環器科Ă件1神経内科ā件1免疫科Ā件1手術û集中治療部Ā件1放射線診

療部Ā件1²üû¾ü»ンタüĀ件1総\診療部ÿ件1遺伝診療科ÿ件1周産期ûï性診療

»ンタüÿ件1新生児科ÿ件ww�2}~う�ÿ際共\治験� 44件ÿ消化器科 13件1_児

|³»ンタüÿ件1血液内科Ą件1内V泌ûï謝科ă件1腎臓ú¶þチ膠原病科ā件1循環

器科Ā件1²üû¾ü»ンタüĀ件1神経内科Ā件1新生児科ÿ件1放射線診療部ÿ件1Ā

ww�2医師主^治験�ą件ÿ2022�度ÿ件) w1内訳�_児|³»ンタüĂ件1移植外
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科ÿ件1産科ÿ件1形r外科ÿ件ww�2当»ンタü内~é床研究{tいv�1CRC{¸»

実施支援² 11件行い~w�2 

(2) 研修見学Ø入

2023��1PMDA{¹研修見学ÿ]z¸び_児治験ýóøワü¿ CRC教育研修会 CRC実地

研修{zいv外部医療機関{¹ CRCĀ]²Ø�入¼~w�2 

3-8-4 ÷üタµ´¸ン¹部門

÷üタµ´¸ン¹部門w�1当»ンタü内外w実施u¼»é床研究や医師主^治験zy

²対象xwv1適W{計画u¼�÷ýø³üû~作rや1得¹¼�÷üタ~信頼性確保1IT

Āø~維持xいs�é床研究÷üタ~管理²行svい~y2~�1s¼¹~業務~実施xx

�{à施設x連携w�生物統計や÷üタþý¸āンø{Ï»人w教育²行svい~y2 

3-8-4-1 生物統計öûóø

ÿ立r育医療研究»ンタü��r25�度{é床研究中核病院整備事業対象xwv選定u

¼1�r26�度{é床研究開~»ンタü1�r30�度{é床研究»ンタü|組織u¼�2

}~中w1生物統計öûóø�医師主^治験~計画支援1é床研究~計画支援z¸び統計

解析1}wvé床研究教育²担当wvい»2医師主^治験²目指w�研究w�1³ン»÷

ø立案時{¹会議{参加w1綿密z研究計画²立v»sx{寄Pwvい»2é床研究~計

画支援w�1é床研究相談窓口{あs�相談{対応w1研究計画書作r{¹論文作r~w

幅ß�対応wvい»2é床研究教育w�1»ンタü内外~医療従事者²対象xw�統計ソ

õøÿンººン»ÿúü²開催w1é床研究²計画wv解析y»x}{必要z知識~�透

²�{s�2 

生物統計öûóøwé床研究~計画時支援²行svい»�~�治験²含�v\計30件ñ

N{及ぶ2研究終了時~÷üタ解析や論文作r支援²行svい»�~�ðo10件程度あ

º1é床研究²始�»xs½{¹終え»xs½~w~支援²幅ß�行sv}�2ð和ă�

{生物統計öûóø|支援w共著者xwvØ理u¼�é床研究論文�14pwあs�2 

3-8-4-2 ÷üタ管理öûóø

÷üタ管理öûóø�12020�ąo~組織改編{vé床研究»ンタü{設置u¼1研究

者{対y»é床研究支援xwv÷üタþý¸āンø業務²担い1÷üタ~品質²高�»�

�{実施計画~段階{¹研究者や関連部署x~打\せ²活~{行svい»2 

2023� 12o 31å時点~人員�1öûóø長ÿ]1÷üタþýü¸ăüĀ]1兼任~研

究者ÿ]wあ»2 

2023�{�1医師主^治験ÿ件1特定é床研究Ă件1é床研究ā件1ü¸¹øúĀ件~

÷üタþý¸āンø業務1症例�録割付業務1EDC構築z¸び構築修正等²実施w�2é
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床研究実施開始前~支援xwv�1特定é床研究Ā件1ü¸¹øúā件~÷ýø³ûüビ

õü1症例報告書作r支援1÷üタþý¸āンø{関y»³ンµûö³ンÀ²行s�2 

~�12020�{¹引}þ}1研究者ë身|÷üタþý¸āンø業務²実施y»際~÷ü

タ~品質²向Nuせ»sx²目的xw�÷üタ管理öûóø独ë~研究xwv1研究者向

�~÷üタþý¸āンøôüûや資w~開~²実施w�2 

}~à~業務xwv�1ÿ立r育医療研究»ンタü|^入w運用管理wvい» EDC·¹

öĀ<REDCapÿ米ÿ Vanderbilt 大学|開~w�·¹öĀĀ=~利用Ð進²図»��1研

究者向�{操作方法及び構築方法~þûõ²û²作rw提ßy»xx�{1ITöûóøx

協力wv1REDCap構築方法{関y»ÿンººン»ÿúü²実施w�2 

3-8-4-3 ĂûタúンÀöûóø

ĂûタúンÀöûóø� 2020�ąo~組織改変{vé床研究»ンタü{設置u¼1当

»ンタü内外~研究者{対wv1研究支援xwvĂûタúンÀ²提ßwvい»2医師主^

治験1特定é床研究ÿ先進医療含�Ā1再生医療等é床研究1指針Oé床研究w求�¹¼

»品質管理²行svい»2実施医療機関数1ú¹¿1品質方針及び目標{応xv1Ăûタ

úンÀ手法²選択wvい»2研究者ë¹|ĂûタúンÀ²行う場\�1ĂûタúンÀ手順

書及びĂûタúンÀ計画書~öン÷üüø²提ßy»xx�{1ĂûタúンÀ計画~相談

²Ø�vい»2 

2023� 12o 31å時点~人員�1öûóø長ÿ]ÿ兼任Ā1専門職Ā]ÿう�ÿ]�兼

任Āwあ»2 

2023�{�1特定é床研究 16件1再生医療等é床研究ÿ件1指針Oé床研究ą件~Ă

ûタúンÀ支援²行s�2新規{ĂûタúンÀ支援²開始w�特定é床研究Ă件w�1Ă

ûタúンÀ手順書及びĂûタúンÀ計画書~作r支援�行s�2

3-8-4-4 ITöûóø

IT öûóø�12020�ąo~組織改編{¸ºé床研究»ンタü{設置u¼�2ü¸¹ø

ú÷üタ²収集管理y»��~ EDC·¹öĀÿr育 REDCap ·¹öĀĀ~運用管理²行うx

x�{1÷üタ~活用Āø~構築事業~支援zy1IT {関y»環境~整備やソúõü·÷

ン~提ß²担当wvい»22023�{�1r育 REDCap·¹öĀ{¸º 22件ÿ新規ą件Ā~

研究÷ý¸·¿ø²運用w1÷üタ~利活用や活用Āø構築{関wv1新規ā件~支援²実

施w�2 

2023� 12o 31å時点~人員�1öûóø長ÿ]ÿ兼任Ā1N級専門職ÿ]1研究補û員

ÿ]wあ»2 
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3-9  Ï務部門

3-9-1 総務部 総務º

Ăÿ概要 

 総務部総務º�1総務Ï1秘書Ï1文書管理Ï1図書Ï~ĂºąÏ~組織xzsvzº1

病棟û薬剤û栄養管理室ûÏ務部門~業務µýüøや清掃業務等²行うワü¿µýüø÷ý

¸·¿ø1ÿû交換1公用車û救急車~Û転1»ン¿ü~防災防犯等²行svい»2 

TÏ~主z業務�ñQ~xzº 

○総務Ï

û印章~保管{·y»sx

ûß舎管理{·y»sx

û防災û消防計画{·y»sx

û寝wû清掃û廃棄物{·y»sx

ûë動車~管理Ûs配車{·y»sx

û職員{貸Py»宿舎{·y»sx

ûÿû交換業務{·y»sx

û_口現金管理{·y»sx

ûº~Ï務w他~所掌{属uzいÏ務{·y»sx

○秘書Ï

û理Ï長1理ÏÛs執行役員~秘書{·y»Ï務~処理{当�»

○文書管理Ï

û法ð等{規定y»法人文書~管理{·y»sx

û文書類~接Ø1~�Ûs管理{·y»sx

û訟務Ûs法務{·y»sx

û»ン¿ü~保py»情報~公開{·y»sx

û»ン¿ü~保py»個人情報~保護{·y»sx

○図書Ï

û書籍~管理Ûs書籍~整理{·y»sx

û図書館内~Û営Ûs検討{·y»sx

û図書委員会~開催{·y»sx

3-9-2 人Ï部  人Ïº

1.概要

人Ïº�1ă室ąÏ~組織xzsvzº1職員~任免1人Ï制þ管理1給P制þ管理1勤
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務時間管理1á全衛生Ûs福利厚生等²行svい»2TÏ~主z業務�ñQ~xzº2 

人Ï管理室 

û人ÏÏċ組織1職員~任免1懲戒1服務1栄x~推薦Ûs表�等{·y»業務²行う

û給PÏċ職員~給Pû諸手当~�定Ûs支給等{·y»業務²行う

労務管理室 

û職員Ïċ勤務時間管理1職員~教養Ûs訓練1労働組\等{·y»業務²行う

û厚生Ïċ職員~á全衛生Ûs福利厚生1共済組\{·y»業務²行う

2.職員数

3-9-3 企画経営部

ð和ĆÏ業�þ実績評価書®明資料 w添参照 

R5�þ初職員数 増ÿ採用û転入等Ā 減ÿ�職û転出等Ā R5�þp職員数

77 2 1 78

9 1 1 9

72 5 9 68

3 0 0 3

108 9 12 105

131 7 9 129

757 29 83 703

82 3 2 83

8 0 0 8

1 0 0 1

18 4 2 20

1 0 0 1

9 1 1 9

160 32 29 163

専門修練| 97 15 15 97

é床研究| 3 0 0 3

専門研修| 60 17 14 63

1436 93 149 1380

57 8 6 59

|    � 55 7 4 58

õ·ýü 1 0 1 0

ü¸÷ンø 1 1 1 1

34 3 3 34

27 1 7 21

159 25 22 162

34 2 5 31

138 34 14 158

2 0 0 2

0 0 0 0

451 73 57 46700計

研究職基q給表

福祉職基q給表

専門�術職基q給表

専門修練|基q給表

内
»

00計

非
常
勤
職
員

|療職基q給表ÿ一Ā

内
»

|療職基q給表ÿÐĀ

|療職基q給表ÿOĀ

Ï務職基q給表

�能職基q給表

Ï務職基q給表

�能職基q給表

研究職基q給表

福祉職基q給表

療養Ïû職基q給表

専門�術職基q給表

{00V

常
勤
職
員

副院長û部長û|長基q�俸表

副所長û部長û室長基q�俸表

任期付職員基q�俸表

院長等基q�俸表

|療職基q給表ÿ一Ā

|療職基q給表ÿÐĀ

|療職基q給表ÿOĀ
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3-9-3-1 企画経営º

1.概要

企画経営ºw�1»ン¿ü~業務~企画Ûs立案並s{調整1経営戦略1中期計画Û

s�þ計画1Û営費交付金Ûs補û金1業績評価等{·y»sx²行svい»2

 TÏ~主z業務�ñQ~xzº 

○企画調整Ï

û»ン¿ü~業務Ûs経営戦略~企画Ûs立案並s{調整{Ï»専門的Ï務~処

理 

û中長期計画Ûs�þ計画{·y»sx

○経営Ï

û経営戦略{·y»sx

ûÛ営費交付金Ûs補û金等{·y»sx

û経営{Ï»資金計画Ûs資金調整{·y»sx

○業績評価Ï

û業績評価{·y»sx

û­務諸表{·y»sx

û管理会計{·y»sx

 ñP~業務²行う{当�º1企画経営º~役割xwv1»ン¿ü|独立行�法人

ÿÿ立研究開~法人Āxwv期待u¼»役割²適W{ÿ�{»¸う1諸Ï�{·y»s 

x²一ô団結wv×º組³wい»2 

 u¹{1ð和Ć��1<女性~健ÿ総\»ン¿üÿð和ć� 10o開設Ā=²創設y»�

�{1»ン¿ü内{ＷＧ等²立�Pr1中心的z役割²担s�2 

 zz1厚生労働省~ÿ立研究開~法人審議会 (高þ専門|療研究評価部会){提出w

�1»ン¿ü~<ð和Ć�þ業務実績~概要=²掲載y»2 

3-9-3-2 研究|療º

1.概要

研究|療ºw�1成育{Ï»疾患~|療{·w1調査1研究Ûs�術~開~並s{s¼¹

~業務{密接{·連y»|療~提ß{·y»企画Ûs立案並s{調整1外部資金{¸»研

究費~経理等{·y»業務²行svい»2  

TÏ等~主z業務�ñQ~xzº2 

○|療Ï

û研究倫理{·y»委員会~Ï務{·y»sx

û再生|療等{·y»委員会~Ï務{·y»sx

ûES細胞{·y»委員会~Ï務{·y»sx

○研究企画Ï

û成育{Ï»疾患{·w調査Ûs研究{·y»sx

ÿð和Ć�þ成育|療研究開~費ºÜ一覧²掲載y»Ā 
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û外部資金{¸»研究費~経理Ï務{·y»sx

û研究費×扱いや研究倫理~研修{·y»sx

〇研究所総務Ï 

û共\研究~Ï務{·y»sx

û衛生検査»ン¿ü~Û営ÛsÏ務{·y»sx

û研究所~人Ï·Ïや経費処理等~Ï務{·y»sx

û知­ÿ特»k等Ā~x請等~Ï務や委員会{·y»sx

ñP~業務²行う{当�º1研究|療º~役割xwv1_児û周産期|療²担う唯一~ÿ

立研究開~法人xwv期待u¼»研究や調査等²適W{実施w}»¸う1諸Ï�{·y»

sx²一ô団結wv×º組³wい»2

264



ð和Ć�þ成育|療研究開~費ºÜ一覧 

課題番÷ 研究者 課題] 

30指-1 �宜� 力 分子�物学的診断法~�染÷診療x�染ÿ�へ~応用 

30指-3 Î留 謙一 成育医療{zけ»õ原体迅�診断ÇÉöĀ~構築x応用 

2020E-1 余谷 暢O _児科後期研修{zけ»²ùü»Çü研修ćýÀùĀ~開~ 

2021A-1 梅澤 明弘 ES細Þćùóøą¹üĀ{基uく成育疾患{ÿす»再�医療 

2021A-2 笠原 群� _児臓器移植医療~新�治療法開~û÷期�着率向Nを目指す研究 

2021B-1 �本 u治 川崎õ~Ý÷化õ態ā»ûÊĀ~解明{基uく新�治療°開~を目指した研究 

2021B-2 河合 利尚 c性肉芽腫÷腸炎{ÿす»新�治療°~開~{関す»研究 

2021B-3 石黒 精 先y性血_�減少÷û異常÷~新�診断法~開~xüÈÉøú{基uくõ態解明 

2021B-4 清河 信m 
成育衛�検査Ëン¿ü検査項目xしv~実用化を目指した新�_児白血õ遺伝子診断法

開~ 

2021B-6 仁科 ~子 ICT機器使用{起因す»_児斜視~診断û治療基準~開~ 

2021B-8 諫山 哲哉 
²È²{zけ»極早w児予後x診療方法û体制{関す»ÿ際比較研究ÿAsianNeo：Asian

Neonatal Network Collaboration~基盤を用いvĀ 

2021B-9 亀井 宏一 TNF³¿害°使用Ow~弱毒�ワ¿ñン接種~o効性xáy性 

2021B-10 Þ坂俊Ï _児úンā管疾患{ÿす»複合的é床Ûび基礎研究 

2021B-11 要 匡 
ÿ�~次世代ÇüÁンÉ解析w~o解決領域を解決す»�術開~整備：ĂÆ´¿xÉć

ù´ÇンÀ変異検出

2021B-12 山本 貴和子 尿中 PGDMを用いた経ô免疫療法~áy性Ăû¿úンÀÇÉöĀ~開~ 

2021B-13 伊Ø院 亜梨� 
無痛分娩{zけ»麻酔°|児~u康状態{Ûぼす影響{tいv~°物動態û°力学的検

討 
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2021B-15 清河 信m 
_児 血器腫瘍~~÷や予後{関Ïす»融合遺伝子~āüøúü遺伝子検出û診断法~

開~ 

2021B-16 u中 恭子 
疾õØ容評価{基uく_児c性疾患患児~意思決定支援ćýÀùĀ~開~z¸び家族支

援~あº方~検討～_児c性特定疾õë立支援Ï業<成育Ă÷û=~開~～ 

2021B-18 梨井 康 
iPS/ES細Þv来 off-the-shelf型細Þ製剤ÿCAR-NK細ÞĀ{¸»_児�芽腫�移植後再

~予¶û抑制療法~開~ 

2021B-19 山ô g史 妊娠中~潜�性¶´ûÉ再活性化{関す»研究開~ 

2021B-20 室本 仁 
出�前遺伝学的検査を検討す»妊婦へ~öüÈ·ýö³¿É{¸»遺伝»¶ンËúンÀ

{関す»研究 

2021B-21 中x 浩~ 先y性Å´øā¼ý¶´ûÉ�染÷{ÿす»新たzõ態制御法~確立{関す»研究 

2021B-26 梅原 永ý 妊娠û分娩û新�児期を包括した周w期÷ü¿ĉüÉ作成 

2022E-1 �矢 ~弘 成育医療{zけ»÷期追跡÷ü¿ĉüÉ~構築 

2022E-2 堀川 玲子 成育医療{zけ»妊娠環境x母子÷期予後~õ態解明{関す»Ãûüø研究 

2022E-3 _Þû ×史 _児÷治性疾患{ÿす»遺伝子細Þ治療~実装化{向けた体制整備 

2022E-4 竹原 uÐ 成育子y²û周w期Çン¿¿ン¿Ëン¿ü~基盤強化x推進{向けた研究 

2022E-6 ¿部 浩O 成育分Þ{zけ»医療�術~社会実装支援{{{»体制構築{向けた研究 

2022A-1 深� �紀 成育希少疾患~診療成績向N{向けた÷例�録xé床検体解析 

2022A-2 ¿O津 英憲 ÷治性急性 GVHD~�細Þ治療o効性向Nを目指す研究 

2022A-3 鈴o o 
周w期医療{資す»系統的÷例àØ体制構築x¿úû»ûÇü¿¸ンÉû¿úû»ûā

¿Âþÿ¿É基盤整備{¸»é床研究~推進

2022A-5 井ô 晶裕 ³´T細Þz¸び B細Þ除去{¸» 血細Þ移植法~開~ 

2022B-2 
da Silva Lopes 

Tiago Jose 
_児疾患をÿ象xした AIを活用した治療用¿ンā¿質~設計ā´ćù´ン~構築 

2022B-3 和u Ü香 
新�児{zけ»深層学習ĂÈュüû{¸»動画解析x視線øùó½ンÀ÷Ā´É Tobii 

Proúþ~o用性{関す»検討 
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2022B-4 塩u 曜子 

再~ùンÂûÿンÉ細Þ組織w÷{ÿす»ÿ´ùý½Ç¶ü²ÿÿ´ùü²®Ā/āソø

ü½Åüøÿāソøü½Ëüø®Ā�用療法~áy性xo効性を探索す»ā´ýóø研究

~遂行 

2022B-5 鏡 ×代 
新しい´ンćúンö³ンÀ異常÷~疾患概念~確立z¸び´ンćúンö³ンÀ異常÷~

新�遺伝子診断法~開~ 

2022B-6 _Þ [ 
¶´ûÉßx免疫細Þ~活性化ÛびÅ´ø»´ン~測定を基{した_児心臓移植後免疫

抑制療法~標準化 

2022B-7 宮戸 uÐ 
子宮内細菌óを育v»：不妊û不育～胎児期{¹始~»�活習dõúÉ¿~改善法~探

索 

2022B-8 成相 諒子 _児{zけ»Ø中治療後÷候群~多施設共\研究w~実態調査x÷ü¿ĉüÉ~構築 

2022B-9 加藤 �� 
乳幼児期、学童期、思春期~子y²{関す»政府統計等~��模÷ü¿活用~た±~基

盤整備x活用~Ð進 

2022B-10 �本 公一 NCCHD lifetime cohort{¸»_児血液û腫瘍患者~÷期ą¹ýü²óć体制~整備 

2022B-11 森u 英明 _児期~免疫応��成機構~解明{基uく先制医療~実ÿ{向けた基盤作成 

2022B-12 清水 誠一 �臓移植{zけ»免疫寛容誘予測ÇÉöĀ~確立 

2022B-13 牛腸 義宏 
再~÷治性 T細Þ性急性úンā性白血õ{ÿす»新�治療ðÅñûĆ~áy性ûo効性

{関す»検討 

2022B-15 船o 孝則 þ�臓器移植患者{zけ»予¶接種~o効性xáy性{関す»前方視的観察研究 

2022B-16 _澤 克典 ÂþĀ解析{¸»胎児水腫~原因xõ態�理~解明{関す»研究 

2022B-17 出ô 隆� _児 血器腫瘍分子標的治療{zけ»治療ß応性評価x効ÿ予測法~開~ 

2023E-1 石黒 精 成育医療分Þ{zけ»研究教育û人w育成~た±~基盤~構築 

2023A-1 þ合 治� _児û周w期ÂþĀ情y~Ø約化x利活用~基盤構築{関す»研究 

2023B-1 高u 修治 成育疾患Ă÷ûþ¶É作製z¸び解析支援体制~構築 

2023B-2 富澤 �輔 人ý知ý{¸»_児白血õ~治療ß応評価ÇÉöĀ~実装 

2023B-3 �原 �子 
ÂþĀû¸ĄÂþĀ診断~た±~¿üÂóøýンÀúüùÇü¿¸ンÉ法~開~z¸び

検証 
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2023B-4 黒o 陽子 ÂþĀû¸ĄÂþĀ解析~高精度化z¹び{高�効率化を目指したÇÉöĀ開~ 

2023B-5 �O保 祐輔 _児周w期~é床指標ÿQIĀ~社会実装 

2023B-6 岡x 浩ø 
ÿ内w出�した乳児~顔写�àØx医療へ~活用を目指した社会基盤z¸びÇÉöĀ基

盤整備 

2023B-7 梶原 一� 致死性胎児疾患{zけ» ferroptosisß存性胎児死亡~新�予¶法~開~ 

2023B-8 中林 一� 妊婦血中Úö核酸を標的xした診断Âþÿ¿É�術üāüøúü~確立 

2023B-9 山u y毅 
_児移植関連分Þ{zけ»橋渡し研究~Ð進を目的xしたĀ´ºüýÈøú~構築x維

持{関す»研究 

2023B-10 高o 岳� _児Û動器疾患û外傷{zけ»超音波診断法~確立 

2023B-11 阪本 ×Ï �臓移植後�芽腫再~抑制を目的xしたë然免疫関連遺伝子解析x新�治療法~開~ 

2023B-13 石塚 一Ā 思春期やせ~予¶ćýÀùĀ開~~た±~疫学研究 

2023B-14 齋藤 麻耶子 
ÿ´úÉ¿乳児をÿ象xしたÿó¿Éúóôā¶ðü早期摂×{¸»úóô²üû¾ü

予¶効ÿを検証す»無作為化Ð群並行群間比較試験ÿ第Ð相Ā 

2023B-15 佐々o {子 新�児ĈĂ¿ýþøüÇÉ{ÿす»胎内¼ンþÀýĆúン�ßß療法~é床試験 

2023B-16 N原 陽治 IFALD{ÿす»ω3系�肪乳剤~o効性xáy{関す»検討 

2023B-17 内山 徹 Ex vivo遺伝子治療{zけ»高精度~ÂþĀ解析{¸»áy性xo効性~評価方法~確立 

2023B-18 前川 貴伸 乳幼児u康診査{zけ»非侵襲的貧血É¿úüûンÀ法~確立を目指す研究 

2023B-19 馬| 千晶 _児�移植{zけ»øýンü¸ùÉøÀùą³üx術後合�÷~関連性~検討 

2023B-20 _須賀 基通 希少疾患~診断{zけ» AI{¸»補助診断~²ûÄúÊĀ~確立 

2023C-1 ÷谷川 冬雪 
ă÷ºを用いた出�前遺伝学的検査を希�す»妊婦{ÿす» 21øúソÿü~情y提ß~

診療実装化へ~遺伝»¶ンËúンÀ{関す»検討 

2023C-2 à本 倫子 _児気管狭窄÷~治療{用い»áy性~高いÉøüüøÇúÃンÉöンø~開~ 
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2023C-3 �本 lzw _児 ECMO{zけ»最適z抗凝þĂû¿úンÀ方法~解明~た±~研究 

2023C-4 丸山 秀� NICU{zけ»食品ýÉ低減~×º組� 

2023C-5 早川 格 持続脳波Ăû¿úンÀ{¸»_児心\k蘇�後÷候群~神経学的予後予測 

2023C-6 内u �子 原因不明~_児突然死~包括的死因検索を実ÿす»た±~研究 

2023C-8 井手 uz郎 日本~_児Ø中治療室{zけ»持続的腎代ÿ療法~前向}多施設üÈÉøú研究 

2023C-9 多賀谷 貴史 救急外来{zけ»専�診療科x~遠隔画像共o~o用性 

2023C-10 福井 加奈 
先y性横隔膜Ĉûû²{ÿす»挿管Ow~首向}変換{伴う換気ß~変化{tいv~検

討 

2023C-11 NÞ 瞳 ýúÃüĀ複合体構成因子~機ý異常|Ûぼす~�異常 

2023C-12 辻 g美 
ą·ûûÁøン尿÷疾患Ă÷ûþ¶Év来 iPS細Þ~次世代標的ÂþĀ編Ø{¸»遺伝

子治療x�細Þ分化誘^�術~開~ 

2023C-13 福井 vß子 þ¶ÉØ精胚 Multiplex genome editing{¸»希少疾患Āú²ンø\f^u

2023C-14 本x u一郎 妊娠{zけ»内因性Ð本鎖 RNA|ÿたす役割~研究基盤整備 

2023C-15 o部 淳 Ăø精ÿ{zけ»¸ンÿンÅü候補ÂþĀ領域÷ü¿~構築

2023C-16 宮本 ~ 陳皮��脳白質�成不y÷~髄鞘�成不yを改善す»{？ 

2023C-17 青砥 早希 ´ンćúンö³ンÀ疾患診断補助~た±~¸ĄĀú²ンø検出ôüû~開~

2023C-18 赤石 理奈 
_児û周w期õ院{zけ»<WHILLë動Û転ÇÉöĀ=搭載電動車いす~実装{基uく実

証研究 

2023C-19 帯包 ¸ú» 
Diagnostic Procedure Combination (DPC) ÷ü¿{zけ» ICD-10診断Ãüùを用いた

_児虐待研究 

2023C-20 �永 渉 �º SCANを用いた妊w婦~睡�状況x QOLûw後うt{関す»検討 

2023C-21 桐Þ 浩輔 
DPC÷ü¿{¹~é床疫学÷ü¿~抽出x疾患üÈÉøú作成を可ý{す»汎用²ćú開

~ 
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2023C-22 富u 慶一 
_児~O¢痛û跛行{ÿす»¡関節 Point-of-Care Ultrasoundを用いた診療²ûÄúÊ

Ā{tいv~記述研究/診断精度研究

2023C-23 清家 美和子 成育 REDCapÇÉöĀを用いvé床研究を実施す»研究者{ÿす»教育体制~整備 

2023C-24 益u [ø 川崎õ遠隔期{zけ»胸部[純 X線検査~o用性~検討 

2023C-25 宮本 義孝 羊膜N皮細Þ組織~作製xúþ粒子暴露{¸»影響 

2023C-26 清水 ¯ _児{zけ»術後c性疼痛~実態x�活~質へ~影響を探»研究 

2023C-27 á 鑫 
The research of phospholipids adjuvant augments anti-tumor immune responses 

through activated tumor-associated dendritic cells 

2023S-1 河合 利尚 c性肉芽腫÷腸炎{ÿす»抗炎÷°é床試験{関す»研究 

業務実績®明資料 w添参照
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For building the system to support child-rearing
子育てを支えるシステムづくりのために

biopsychosocialに健康な次世代を育成する

国立成育医療研究センターは、十分に自己主張できない子ど
もの代わりになって行動を起こすことを念頭に､「人のライフ
サイクル」の過程に生じるさまざまな健康問題に関する医
療・健康と研究を推進します。

令和5事業年度実績評価書説明資料
（令和5年4月1日～令和6年3月31日）

別添
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国立成育医療研究センター概要

♢ 平成14年3月1日
国立成育医療センター開設

♢ 平成22年4月1日
高度専門医療に関する研究等を行う独立行政法人に
 関する法律（平成20年法律第93号）に基づき設立さ
れた非特定独立行政法人

♢ 平成27年4月1日
国立研究開発法人 国立成育医療研究センターへ移行

① 成育医療に関する調査、研究及び技術の開発
② 上記①の業務に密接に関連する医療の提供
③ 成育医療に関する、技術者の研修の実施
④ 上記①～③の業務に係る成果の普及及び政策の提言の実施
⑤ 上記①～④の業務に附帯する業務の実施

♢ 研究所
♢ 病 院
♢ 臨床研究センター

♢ 役員数（令和6年4月1日現在）
常勤 2名 非常勤 4名（うち監事２名）

♢ 職員数（令和6年4月1日現在）
 常勤 1,487名 非常勤 445名

♢ 病床数（一般）490床
♢ 患者数（令和5年度実績）

・入院患者数（1日平均）   406.8人
・外来患者数（1日平均） 943.0人

小児・周産期医療を担う我が国最大の医療研究センター

病院と研究所が一体となり、健全な次世代を育成するため  
の医療と研究を推進します。

① 成育医療のモデル医療や高度先駆的医療をチーム医療によ
り提供します。

② 成育医療の調査・研究を推進します。
③ 成育医療の専門家を育成し啓発普及のための教育研修を行

います。
④ 成育医療の情報を集積し社会に向けて発信します。

1．設 立

２．センターの行う業務

３．組 織

４．役職員数

５．病院の規模

６．センターの理念

７．センターの基本方針
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○リーダーとして活躍できる人材の育成
○モデル的研修・講習等の実施
○国への政策提言に関する事項
○医療の均てん化並びに情報の収集及び発信に関する事項
○公衆衛生上の重大な危害への対応

○医療政策の一環として、センターで実施すべき高度かつ専門的な
医療、標準化に資する医療の提供

○患者の視点に立った良質かつ安心な医療の提供

○担当領域の特性を踏まえた戦略的かつ重点的な研究・開発の推進
○実用化を目指した研究・開発の推進及び基盤整備

国立成育医療研究センター事業体系図

研究・開発に関する事項

医療の提供に関する事項

人材育成、医療政策の推進等に関する事項

○効率的な業務運営体制
○収支改善、収入の確保、電子化の推進
○予算、収支計画及び資金計画、短期借入金の限度額、剰余金の使途
○法令遵守等内部統制の適切な構築
○その他厚生労働省令で定める業務運営に関する事項

効率的な業務運営体制に関する事項

高度先駆的医療の開発、普及
による公衆衛生の向上、増進

効率的な業務運営の実施による
安定的な経営基盤の確立
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理事会
Board of Directors

理事長
President and Chief Executive Officer

執行役員会
Executive Board

企画戦略局
Strategic Planning Bureau

コンプライアンス室
Compliance

情報管理部
Information Management Division

研究所
Research Institute

臨床研究センター
Center for Clinical Research

病 院
Hospital

監査室
Audit Division

監 事
Auditor

総務部
Department of General Affairs

人事部
Department of Personnel

企画経営部
Department of Corporate Planning

財務経理部
Department of Financial Affairs

図書館
Library

（令和6年4月現在）

研究開発監理部
Research and Development Supervision Department

成育こどもシンクタンク
Think Tank

国立成育医療研究センター組織図

女性の健康ナショナルセンター
設立準備室
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自己評価 Ｓ

Ⅰ 中長期目標の内容
・医療に大きく貢献する研究成果を中長期目標期間中に20件以上あげる。
・原著論文数について、中長期目標期間中に2,500件以上とする。

【重要度「高」の理由】
・担当領域の特性を踏まえた戦略的かつ重点的な研究・開発の推進は、国民が健康な生活及び長寿を享受することのできる社会を形成するために極めて重

要であり、研究と臨床を一体的に推進できるNCの特長を活かすことにより、研究成果の実用化に大きく貢献することが求められているため。
【難易度「高」の理由】

・免疫不全症や先天性代謝異常症等の多くは希少疾病・難治疾患であり、治療の対象となる患者数が極めて少ないことから全国的なネットワーク形成等により
患者情報を集約した上、研究開発を多施設共同で取り組む必要がある。また、倫理的な観点からも、これらの疾患に対する診断・治療等に関し我が国における
コンセンサスを同時に形成していく必要があるという困難な面もあるため。

Ⅱ 指標の達成状況（※達成度については小数点第2位を四捨五入して計算）

目標（指標に関連する項目を箇条書きで
簡潔に記載すること）

指標

中長期目標
期間（6年間）計

令和
5年度

令和
4年度

令和
3年度

実績値 達成度 実績値 達成度 達成度

医療に大きく貢献する研究成果を20
件以上あげる

医療に大きく貢献する研究成果 20件
（目標値：中長期目標期間中に20件以
上〔年間4件以上〕）

23件 115.0% 13件 325.0% 125.0% 125.0%

新規病因遺伝子を5件以上解明 新規病因遺伝子解明数 5件
（目標値：中長期目標期間中に5件以上
〔年間1件以上〕）

13件 260.0% 5件 500.0% 400.0% 400.0%

原著論文数を2,500件以上発表 原著論文発表数 2,500件
（目標値：中長期目標期間中に2,500件
以上〔年間420件〕）

1,422件 56.9% 476件 113.3% 109.0% 116.2%

難易度 高

重要度 高

評価項目Ｎｏ．１－１ 担当領域の特性を踏まえた戦略かつ重点的な研究・開発の推進

（過去の主務大臣評価 R３年度：S R４年度：Ｓ）
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・要因分析（実績値/目標値が120%以上又は80%未満）

根拠 理由

ゲノム解析等最先端技術によって成育疾患
の発症機序・病態の解明を推進

さまざまな成育疾患の遺伝的・臨床的研究を行い、成果の実用化に取り組んだ。R5年度の特記すべき成

果として、STAT6機能獲得型変異疾患に関する国際コンソーシアムを立ち上げて患者の特徴を明らかにし、
本症の疾患概念を確立した。また、患者由来変異を動物の神経に移入することで本症の病態を明らかにし
た。また、食物アレルギー患者の臨床解析から病態解明に取り組んだ。これらの成果は、小児アレルギー
疾患に対する画期的治療法開発の基盤となる。

成育難治性疾患の新規原因遺伝子発見と発
症機序を解明

国内外の医療機関から600件以上の臨床検体を新規に集積し、最先端技術を用いてゲノム・エピゲノム
解析を行った。その結果、巨人症の新規発症機序解明、胆道閉鎖症や多嚢胞性卵巣症候群のリスクとな
る遺伝子多型の同定、偽性副甲状腺機能低下症の遺伝学的原因の解明などの成果を挙げた。これらは、
従来の先天性疾患発症機序の理解を覆す画期的成果であり、小児難治性疾患患者の診断法開発と治療
成績向上に直接つながる。

こどもや家族のウェルビイングを促進する社
会環境の整備

子どもの身体的・心理的・社会的課題について調査研究を実施し、こどもや家族のウェルビイングの実態
把握と要因分析を行った。令和５年度の特記すべき成果として、高度不妊治療を受ける女性のストレス要
因、コロナワクチンの月経周期への影響、保護者の食リテラシーがこどもに与える効果、父親の産前・産後
うつのリスク要因の解明が挙げられる。これらをもとにこどもや家族のウェルビイングを促す社会への介入
方法を開発し、パイロット試験を実施した。

Ⅲ 評定の根拠

指標 要因分析（①「制度、事業内容の変更」、②「法人の努力結果」、③「外部要因」のいずれかに分類して分析すること）
同一指標で2年続けて達成度が120%以上又は80%未満の場合は、目標変更の要否についても記載すること。

医療に大きく貢献する研究成果20件
（目標値：中長期目標期間中に20件
以上〔年間4件以上〕）

・②【法人の努力結果】「染色体微細欠失による下垂体性巨人症の原因解明に関する研究」、「偽性副甲状腺機能低
下症を招くゲノム・エピゲノム異常の解明に関する研究」「STAT6機能獲得型変異疾患の国際コンソーシアム設立に
よる新たな疾患概念の確立」「高度不妊治療を受ける女性のストレス要因に関する研究」などきわめて重要な研究成
果をあげた結果。これらの成果は、成育医療の発展に大きく貢献する。新規技術の開発およびセンター内の共同研
究体制強化によって、多くの研究成果が得られた。
【目標変更の要否】令和７年度計画での目標引き上げを検討する。

新規病因遺伝子解明数 5件
（目標値：中長期目標期間中に5件
以上〔年間1件以上〕）

・②【法人の努力結果】多数の成育疾患患者を対象に最新技術を用いたゲノム・エピゲノム解析を行い、5件の新規
病因遺伝子（KMT2D,POLE,NSD２,INTS15，TTI1-GHRHキメラ遺伝子）の同定に成功した結果。この中には、従来の
疾患発症メカニズムの理解を覆す画期的成果が含まれる。データ解析システム効率化と精度向上および令和4年度
設立された遺伝診療センターと研究所の連携等により、当初の計画を上回る成果が得られた。
【目標変更の要否】令和6年度計画において変更済
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Rare disease

2021年度 2022年度 2023年度 2024年度以降

• 小児周期熱PFAPA症

候群の病態形成機
構の解明

• STAT6の機能獲得型

変異による好酸球性
胃腸炎・難治性皮膚
炎の発症機序解明

• STAT6機能獲得型変異に起因した重症アレルギー
疾患患者が世界中に存在することを明らかに

• 患者の遺伝子変異を導入したモデルマウスで、肺
の末梢感覚神経の新たな役割を明らかに

• 新たな原因遺伝子の
探索

• 胎盤や皮膚、腸管にお
ける免疫応答や神経
系に与える影響を解析
する

①ゲノム解析等最先端技術によって成育疾患の発症
機序・病態の解明を推進（評価書12頁）

希少難病だけでなく、比較的ありふれた成育疾患の発症に
関与する遺伝情報や臨床情報を解析して、成育疾患研究
の実用化体制の充実に取り組む

遺伝子異常に起因した
重症アレルギー疾患新たな疾患概念
「STAT6機能獲得型変異疾患」を確立

• 病院と研究所の共同研究の成
果

• 国際共同研究の成果

• 「STAT6機能獲得型変異疾患」

の国際的コンソーシアムを形
成し、臨床的特徴を解析

• 新たな一つの疾患概念として
確立

• 患者由来変異遺伝子導入マウ
スの解析で、肺の末梢感覚神
経が喘息様気道炎症を抑制す
るメカニズムを明らかに

Trends Immunol. 2024;45:138. (IF: 16.8)

肺の末梢感覚神経が

喘息様気道炎症を抑制するメカニズム
を解明

Cell. 2024;187:44. (IF: 64.5)

疾患発症機序の解明新規ゲノム異常の同定

患者由来変異
遺伝子導入マ
ウスの解析

アレルギーの
新規治療法の開発

Common disease
希少疾患で得られた知見を一般的な疾患の治療に役立てる

研究開発の成果の最大化その他の業務の質の向上に関する事項

担当領域の特性を踏まえた戦略かつ重点的な研究・開発の推進
評価項目1-1
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②成育難治性疾患の新規原因遺伝子発見と発症機序解明
 （評価書11,12,17頁）

2021年度 2022年度 2023年度 2024年度以降

• 国内外の医療機関・学会・研究班等と連携し、
18,000以上の成育疾患検体と臨床データを集積。

• 最新の遺伝学的技術を用いた網羅的ゲノム・エピ
ゲノム解析システムの構築。

• 培養細胞、iPS細胞、モデル動物を用いた機能解析。

• 染色体微細欠失によるキメラ遺伝子形成が、巨人症
の原因であることを解明（下図参照）

• 偽性副甲状腺機能低下症を招くゲノム・エピゲノム異
常の解明

• 胆道閉鎖症のリスクに関係する遺伝子多型の同定。

• 遺伝子診断の精度
向上。

• 新規治療法・重症化
予防法の開発。

• ゲノムデータベース
と国際研究への貢献。

成育疾患の新たな遺伝学的原因と病態を解明するこ
とによって、患者の予後改善と負担軽減、および医療
費削減に貢献する。

新たなヒト疾患発症機序
の解明

ゲノム異常の同定と
モデル動物の解析

原因不明の過成長患者
の同定

新規治療・
重症化予防
法の開発

ゲノムデー
タベースと

国際共同研
究への貢献

確実な遺伝
子診断

Katoh-Fukui et al., Hum Mol Genet 2023
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実態把握

介入提案

実態把握

要因分析 介入提案

③こどもや家族のウェルビイングを促進する社
会環境の整備（評価書12,13頁）

各種調査研究を実施し、こどもや家族のウェルビイングの実態把握、要因分析、
そしてウェルビイングを促進する社会への介入提案を行う。

2021年度 2022年度 2023年度 2024年度以降

・子どもの身体的・心理的・
社会的課題について整理し、
各種課題に着手。

• 高度不妊治療を受ける女性のストレス要因は“終わりの見えない治療(28%)”、“ひとりで抱え込む
苦しみ(25%)”、“アイデンティティの揺らぎ(15％)”、“高額な治療費(17%)”であることを報告。

• コロナワクチンで月経周期が延びることを報告。
• 保護者の食リテラシーがこどもの朝食欠食や栄養バランスに影響を与えることを報告。
• 父親の産前・産後うつは”コロナへの強い不安”や”周囲や家族のサポート不足”によりリスクが高

まることを報告し、介入方法を開発しパイロット試験を実施。

・実態把握、
要因分析、
介入提案

を継続予定

要因分析

コロナワクチン後の月経周期の変化

平均 + 1.2日の遅れ

食のリテラシー
知識＋態度＋スキル

高度不妊治療を受ける女性のストレス要因
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【中長期目標の内容】
NC間の連携による新たなイノベーションの創出を目的とし、NC間の横断領域における研究開発等に取り組むものとする。

具体的には、ゲノム医療、大規模医療情報の活用等、NCがそれぞれの専門性を活かしつつ、相乗効果を発揮できる研究領域における研
究開発等に取り組むものとする。人材育成については、特に研究支援人材を育成するための体制を構築し、我が国の有為な人材の育成拠
点となるようモデル的な研修及び講習の実施に努めること。この他、NCの研究成果の発信やメディアセミナーの開催、知財の創出・管
理の強化や企業との連携強化に取り組むものとする。また、JH内で適正なガバナンス体制を構築し、定期的に活動状況の評価を行うこと。

１.組織
〇2020年4月、６NCの内部組織として、国立高度専門医療研究センター医療研究連携推進本部（Japan Health Research Promotion 

Bureau (JH)）を設置。
人員： 6NC内部職員で構成。（2024.3時点 併任30名）
設置場所：国立国際医療研究センター内

２.ミッション
①NCが世界最高水準の研究開発･医療を目指して新たなイノベーションを創出するために、6NCの資源･情報を集約し､それぞれの専門性を

生かしつつ有機的･機能的連携を行うことにより、わが国全体の臨床研究力の向上に資することを目的とする。
②社会ニーズと疾患構造の変化に対応しつつ、6NCの基礎・臨床・社会医学トップランナー間での有機的な連携を強化することにより、革

新的な予防・診断･治療及び共生に関する医療技術の開発・実装を促進する。これにより､健康寿命の延伸をはかり、人々があらゆるライ
フステージにおいて幸福で活躍できる社会の実現に貢献する。

【国立高度専門医療研究センター医療研究連携推進本部（ＪＨ）の概要】

３.JH事業の進め方
①ＪＨ本部長は、 ６ＮＣ理事長が協議して策定した「ＪＨ事業計画」

に基づき、最大限連携効果が得られるようＪＨ事業を遂行。ＪＨ事
業を機動的に実施できるようにするため、予算の配分・執行等の事
業実施に係る権限および責任はＪＨ本部長に集約。

②６ＮＣ理事長は、随時、ＪＨ事業に関する意見・要望等を、ＪＨ本
部長に伝えることはできるが、その意見・要望等の取扱いはJH本部
長に一任。JH本部長は、6ＮＣ理事長からの意見・要望等や、その後
の対応を記録し、６ＮＣ理事長に報告。

NC 間の疾患横断領域における連携推進
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1. 電子化医療情報を活用した疾患横断的コホート研究情報基盤を整備し「健康寿命延伸のための提言」(第二次)に向け取り組みを行っ
た。

2. ナショナルセンター職員を対象とした職域コホートを整備し、新型コロナウイルス感染症の実態と要因に関する多施設共同観察研究
を実施し、新型コロナウイルスの累積罹患率が50%を超えていることなどを見出した。

3. 令和3年度に構築した6NC統合電子カルテデータベース（6NC-EHRs）を、昨年度の69万人から82万人のデータ抽出に拡充し、本デー
タを活用した医学研究を7課題（2022年度採択5課題、2023年度採択2課題）を通して、研究推進支援を推進した。

4. 空間情報を保持した１細胞レベルの網羅的発現解析技術を、病理組織標本の解析に最適化して研究基盤とした6NCの共同研究体制を
構築し、新たにコアラボ事業として広く6NCから検体の受託解析を開始した。

5. 研究支援人材の育成に取り組むため、特に生物統計分野において「JH若手生物統計家NC連携育成パイロット事業」を通して2名の若
手が実務試験統計家認定資格を取得しており、6NCが連携し実務を通した人材育成を行う体制の支援を推進した。

6. 「6NC共通教育プラットフォーム」にて、疾患領域横断的な人材育成のため、各NCの教育・研修コンテンツの配信支援を継続した。

1. 知財・法務に関する相談に対応し、併せて著作権を中心とした知的財産権に関する理解を促進する映像資材を提供することで、6NC
間の情報共有と課題解決のための連携を推進した。

2. JHが支援する研究課題・概要等について英語版を含めJHホームページを充実させ、第31回日本医学会総会2023東京において、プロ
グラムの一部として6NCリトリートポスターセッションを開催し、6NC内外の研究者・医療者の交流を図り、JHの情報発信を行った。

①新たなニーズに対応した研究開発機能を支援･強化

②6NC連携で効果的な研究開発が期待される領域の取組を支援・強化

③6NC全体として研究成果の実臨床への展開を支援・強化

1. 横断的研究推進費課題8課題の進捗支援及び外部評価を実施し、研究開発を推進するとともに、R6年度開始課題を公募し、応募23
課題から10課題を採択した。また、ＮC連携若手研究助成課題24課題の進捗支援及び中間評価を実施し、研究開発を推進した。さ
らに、2024年度若手研究助成新規課題の審査を行い、12課題を採択した。

2. JH研究課題の成果は、JH発足から総計57件（厚労科研費14件、AMED 14件、文科研費18件、財団系研究費11件など総計5,307,824
千円）の新規競争的資金の獲得に結び付き、JH発足から総計136報（2020年4月～2021年12月（18報）、2022年1月～12月（42
報）、 2023年1月～12月（67報）、 2024年1月～3月（9報、in Press含む））の英文論文が発表された。

3. 全ゲノム解析等事業実施準備室において、臨床・患者還元支援、解析・DC運営、利活用支援、IT・情報基盤・セキュリティ、
ELSI、総務の６チームにより事業実施組織の創設に向けた検討を行った。

４.2023年度の取組：JH事業計画に沿って以下の取組を行った。
NC 間の疾患横断領域における連携推進
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（ポイント）
●6NC-EHRsは、患者基本情報・病名・検査（結果を含む）・処方

情報・入退院情報等が含まれた、医療ビッグデータベースであり、
2023年度は69万人→82万人、3億3537万レコード→4億5232万レ
コードへ拡充を行った。

●異なるベンダーの電子カルテから収集したデータの標準化を実
施し、その結果を各NCにフィードバックすることで、各NCの保
有するデータの品質向上に貢献した。

●公募採択課題に対し、研究成果が最大となるよう、データ利用
の技術的支援を行っている。

①6NC電子カルテ統合データベースの構築を推進

〇2023年度は、6NC統合電子カルテデータベース（6NC-
EHRs）の拡充した。

〇各NCの病名コード、医薬品コード、検査コードの標準化を実
施するとともに、集積されたデータのクリーニングを実施し
た。

〇6NC-EHRsのデータを活用する研究の追加公募により新たに2
つの課題を採択し、合計7課題の研究支援を実施した。

②6NC連携人材育成として、疾患横断的な教育・研修コン
テンツを配信し、6NC連携事業で若手生物統計家を育成

〇６NC共通教育プラットフォームを構築し、疾患領域横断的な人
材育成のため、各NCの教育・研修コンテンツの配信支援した。

〇6NC連携育成パイロット事業として、2022年から2023年の2年間、
生物統計課育成に実績をもつNCが、他の5ＮＣから希望のあった
若手計2名に対して、OJTを通じた育成を行うことを支援した。

（ポイント）
●６NC共通教育プラットフォームでは、6NCの有用な教育・研修コン

テンツのオンデマンド配信を支援し、令和5年度までに123コンテン
ツをe-learning動画として配信し、総視聴数は14,000回であった。

●6NCが連携した生物統計家人材育成として、若手2名が、2023年6月
末で実務試験統計家資格（※）申請要件に必要な、プロトコール作
成、統計解析、報告書作成実務のマイルストーンに到達し、2024年3
月に実務試験統計家資格が認定された。
（※：日本計量生物学会が認定する資格であり、臨床研究中各病院の

人員体制の要件において、具体例で取り上げられている資格）
配信中の123コンテンツの内訳

NCC
新倫理指針、
臨床基礎研究

NCGM

臨床研究の品質管理、薬剤耐性、
情報セキュリティ、業務効率化、リピ
ドミクスシリーズ

NCVC 循環器疾患 NCCHD
小児医療、
データサイエンス研修

NCNP
うつ病、
臨床モニタリング

NCGG
認知症シリーズ、
臨床モニタリング

6NC
動物実験の研究倫理、知的財産セミナーシリーズ、
6NCバイオバンクネットワーク

NC 間の疾患横断領域における連携推進
2023年度の取組の具体的な成果（補足）
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③6NCライフ・メディカル研究を加速するミニ臓器
-バイオメディカル技術連携基盤構築

〇各NCを繋ぐ、プラットフォーム化し得るバイオモデルとして、
病態可視化透明魚、iPS細胞や癌組織由来の細胞を用いたオルガ
ノイド、ミニ臓器を作製・活⽤する研究基盤を整備した。

〇NC発で多層オミックス解析、ゲノム編集技術、時空間的イメー
ジング解析、シングルセル解析や数理モデル、AI解析など様々な
⾰新的技術の組合せを可能とする医学・医療や創薬開発のモデル。

（ポイント）
●オルガノイド培養技術のプラットフォームや解析・評価技術・知

見を共有することで疾患横断的検討や広いライフステージに対応。
●ELSI：次世代医学研究環境整備：オルガノイド研究に関する生命

倫理的検証と提言を今後に役立てる。

④日本医学会総会のサテライト企画として6NCリトリート
を開催し、6NC若手研究者の人材育成とJHの取組を発信

〇第31回日本医学会総会2023東京 において、プログラムの一部
として6NCリトリートポスターセッション「6NCが拓く新たな
サイエンスの地平」を開催した。

〇若手研究者のポスターセッションを中心とし、6NC内外の研究
者・医療者の交流を図り、優秀な演題については、6NC理事長
賞及びJH本部長賞の表彰を行った。

（ポイント）
●6NCリトリートポスターセッション会場において、6NCから
合計131演題のポスター発表を行い、NC以外の医学会総会参
加者を含め、研究・医療関係者など合計約400名が参加した。

●今後は各NC持ち回りで毎年開催することなり、2024年度は
「6NCリトリート2024」としてNCGMで開催する予定である。
当日のフライヤーから抜粋 当日のご発表の様子

優秀演題に対して表彰
心血管系の透明魚による革新的分子病態モデル

炎症関連がん形成に関与する遺伝子の同定

疾患横断的検討や広いライフステージをカバーする
新たな視点でのライフ・メディカル研究を推進

ミニ腸による小腸胆汁酸モジュレーション創薬基盤：
小腸吸収不全症の創薬プラットフォーム：蛍光CLFが
吸収されるとミニ腸内部に蓄積・可視化評価可能

オルガノイド研究の社会的受容
に与える影響調査

膵島オルガノイド作成と分子機序・治療法開発

新興科学技術がもたらす倫理的・法制度的・
社会的課題(ELSI)を発⾒・予⾒しながら、
責任ある研究・イノベーション(RRI) を
進めるための実践的協業モデルの開発

NC 間の疾患横断領域における連携推進
2023年度の取組の具体的な成果（補足）
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〇国が推進する「全ゲノム解析等実行計画」に基づき、R7年度
に全ゲノム解析等事業実施組織が発足する。その体制整備の
ために、JHに「事業実施準備室」が設置された。

〇 準備室において、臨床・患者還元支援、解析・DC運営、利
活用支援、IT・情報基盤・セキュリティ、ELSI、総務の６
チームにより、事業実施組織の創設に向けた検討を進めた。

⑥JHに設置された全ゲノム解析等事業実施準備室におい
て、R7年度の事業実施組織設立に向けた検討を推進

（ポイント）
● 事業実施組織では、戦略的なデータの蓄積を進め、それらを

用いた研究・創薬などを促進する。また、解析結果の日常診療
への早期導入や、新たな個別化医療の実現についても推進する。

● 実データを用いた利活用を進めるため、コンソーシアムの発
足支援、データ提供の建付けの整理と利活用の仕組み構築を
行った。

⑤法務専門家の支援を得て相談・支援を提供するとともに
知財・法務に関わる理解を促進する資材を提供

（ポイント）
● 国際競争力に卓越した研究成果を創出し、国民に還元するため

には、研究機関や民間企業との連携を促進することが必要。
● そのためには、共同研究契約、特許出願、著作権、得られた知

的財産の帰属など、知財・法務に関する知識の獲得や専門部門に
おける支援が肝要。

●知財・法務相談への対応や動画コンテンツのICR-webへの配信
等を通じ、知財・法務に関する知識・情報のブラッシュアップを
行っている。

〇６NCの知財・法務支援に関する情報共有と共通する課題を
解決 するため、定期的にカウンターパート会議を開催した。

〇 3件の知財・法務相談に対応、うち、2件について法務専門
家の助言を得た．

〇６NCで連携し、著作権に関する映像資材を作成した。

NC 間の疾患横断領域における連携推進
2023年度の取組の具体的な成果（補足）
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自己評価 S

Ⅰ 中長期目標の内容
・First in human / First in Child（ヒト/子どもに初めて投与する）試験を3件以上実施する。
・医師主導治験を20件以上実施する。
・先進医療の承認を4件以上実施する。
・臨床研究（倫理審査委員会にて承認された研究）を1,600件以上実施する。
・治験（製造販売後臨床試験も含む。）300件以上実施する。
・学会等が作成する診療ガイドライン等への採用件数を160件以上実施する。

【重要度「高」の理由】
・実用化を目指した研究・開発の推進及び基盤整備は、国民が健康な生活及び長寿を享受することのできる社会を形成するために極めて重要であり、研究と臨

床を一体的に推進できるNCの特長を活かすことにより、研究成果の実用化に大きく貢献することが求められているため。

Ⅱ 指標の達成状況（※達成度については小数点第2位を四捨五入して計算）

目標（指標に関連する項目を箇
条書きで簡潔に記載すること）

指標

中長期目標
期間（6年間）計

令和
5年度

令和
4年度

令和
3年度

実績値 達成度 実績値 達成度 達成度

共同・受託研究契約を、年間100
件以上締結

共同・受託研究契約締結件数 100件
（目標値：年間100件以上）

- - 127件 127% 150.0% 175.0%

職務発明委員会において年間10
件以上審査

職務発明委員会審査件数 10件
（目標値：年間10件以上）

- - 12件 120% 130.0% 140.0%

first in human / first in child（ヒト
/子どもに初めて投与する）試験
を3件以上実施

first in human / first in child試験実施
件数 3件
（目標値：中長期目標期間中に3件〔年
間1件〕）

0件 0% 0件 0% 0% 0%

重要度 高評価項目Ｎｏ．１－２ 実用化を目指した研究・開発の推進及び基盤整備

（過去の主務大臣評価 R３年度：A R４年度：A）
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目標（指標に関連する項目を箇条
書きで簡潔に記載すること）

指標

中長期目標
期間（6年間）計

令和
5年度

令和
4年度

令和
3年度

実績値 達成度 実績値 達成度 達成度

医師主導治験を20件以上実施
医師主導治験実施件数 20件
（目標値：中長期目標期間中に20件
〔年間 4件〕）

27件 135.0% 6件 150.0% 250.0% 275.0%

先進医療の承認を4件以上得る
先進医療承認件数 4件
（目標値：中長期目標期間中に4件以
上〔年間1件以上〕）

2件 50.0% 0件 0％ 200.0% 0%

臨床研究（倫理審査委員会にて
承認された研究）を1,600件以上実
施

臨床研究実施件数（倫理審査委員会
承認） 1,600件
（目標値：中長期目標期間中に1,600
件以上〔年間267件以上〕）

994件 62.1% 354件 132.6% 129.6% 110.1%

特定臨床研究（認定臨床研究審
査委員会にて承認された研究）を
年間16件以上実施

特定臨床研究（認定臨床研究審査委
員会承認）実施件数 16件
（目標値：年間16件以上）

- - 17件 106.3% 112.5% 106.3%

特定臨床研究に対する多施設臨
床研究実施支援を年間15件以上
実施

特定臨床研究に対する多施設臨床
研究実施支援実施件数 15件
（目標値：年間15件以上）

- - 19件 126.7% 126.7% 100.0%

治験（製造販売後臨床試験も含
む）を300件以上実施

治験実施件数 300件
（目標値：中長期目標期間中に300件
以上〔年間50件以上〕）

186件 62.0% 60件 120.0% 128.0% 124.0%

学会等が作成する診療ガイドライ
ンへ160件以上採用

学会等作成診療ガイドライン採用件
数 160件
（目標値：中長期目標期間中に160件
以上〔年間30件以上〕）

89件 55.6% 35件 116.7% 93.3% 96.3%
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指標 要因分析（①「制度、事業内容の変更」、②「法人の努力結果」、③「外部要因」のいずれかに分類して分析すること）
同一指標で2年続けて達成度が120%以上又は80%未満の場合は、目標変更の要否についても記載すること。

共同・受託研究契約締結件数 100件
（目標値：年間100件以上）

・②【法人の努力の結果】企業や大学等との連携を強化し、共同研究や受託研究を推進した結果。
【目標変更の要否】令和6年度計画において変更済。（年間130回以上）

職務発明委員会審査件数 10件
（目標値：年間10件以上）

・②【法人の努力の結果】知的財産管理・相談の強化を図った結果
【目標変更の要否】令和6年度計画において変更済。（年間11回以上）

first in human / first in child試験実施
件数 3件（目標値：中長期目標期間中
に3件〔年間1件〕）

・③【外部要因】開発支援中の案件について、研究責任医師の退職に伴い研究中断となったため。
【目標変更の要否】中長期目標期間の目標値に達していないため変更しない。

医師主導治験実施件数 20件
（目標値：中長期目標期間中に20件〔年
間4件〕）

・②【法人の努力結果】他大学及び企業と連携して、治験に積極的に取組んだ結果。
【目標変更の要否】令和6年度計画において変更済。（年間8回以上）

先進医療承認件数 4件
（目標値：中長期目標期間中に4件以上
〔年間1件以上〕）

・③【外部要因】申請予定者の共同実施外部医療機関において申請準備が進まなかったため。

【目標変更の要否】中長期目標期間の目標値に達していないため変更しない。

臨床研究実施件数（倫理審査委員会承
認） 1,600件
（目標値：中長期目標期間中に1,600件
以上〔年間267件以上〕）

・②【法人の努力結果】診療部門や企業等との連携を図った結果。

【目標変更の要否】中長期目標期間の目標値に達していないため変更しない。

特定臨床研究に対する多施設臨床研
究実施支援実施件数 15件
（目標値：年間15件以上）

・②【法人の努力結果】研究企画段階から診療部門研究者や他大学等の自施設以外の研究者と開発戦略について
検討を重ねた。また、厚生労働省、PMDAとの相談も有効に利用した結果。
【目標変更の要否】令和7年度計画から年間16件以上と数値目標変更を検討している。

治験実施件数 300件
（目標値：中長期目標期間中に300件以
上〔年間50件以上〕

・②【法人の努力結果】診療部門や企業等との連携を図った結果。
【目標変更の要否】令和6年度計画において変更済。（年間55件以上）

・要因分析（実績値/目標値が120%以上又は80%未満）
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根拠 理由

小児医薬品開発ネットワーク支援事業 本事業は厚生労働省が公益社団法人日本小児科学会に委託した事業である。当センターが、日本小児科学
会の委託を受け支援事務局として事業運営を行っている。この事業がなければ製薬企業は小児に対する治験
を日本国内で実施することなしに国外のみで承認させることとなり、いわゆるドラッグ・ロス／ラグを招く。事業開
始から29品目支援を行い、令和5年度は4品目が承認され、累計で7品目が承認されている。

成育医療研究開発費を活用した研究の適切
な実施と評価体制の構築に寄与する、POに
よる研究進捗管理と研究支援

成育医療研究開発費については、その使用及び成果について適切な管理が必要とされている。令和4年度か

ら特に治験、特定臨床研究、先進医療等を実施予定している課題等について、目的としている成果を確実に取
得できるよう支援すること、得られた試験成績を基に公的研究費を獲得すること等を目的として、プログラムオ
フィサー面談制度を構築した。令和5年度には1課題がAMEDの研究費を獲得し、2課題が特定臨床研究として
研究を開始することができた。これまでに選定した課題数は、令和４年度18課題、令和5年度新規10課題、継続
12課題、令和6年度新規3課題、継続12課題である。

国際共同ランダム化比較試験（国内医師主
導治験）による小児及び若年成人再発急性
骨髄性白血病に対する新規治療薬の開発と
ドラッグ・ラグ／ロス解消

「医薬品の迅速・安定供給実現に向けた総合対策に関する有識者検討会」報告書（令和5年6月9日）において、
創薬力の強化及びドラッグ・ラグ／ロスの解消が検討課題とされている。そこで、成育で初めて欧州を中心に計
画された「小児及び若年成人再発急性骨髄性白血病」に対する国際共同第Ⅲ相ランダム化比較試験に、日本
の医療機関がグローバルの一地域として参加する体制の構築を行った。欧州との頻回な国際会議を開催する
ことで様々な問題を整理し、令和5年度末までにすべての契約が完了した。今後の日本の成育領域における国
際共同試験のひな形となり、ドラッグ・ロス／ラグの解消につながる。

Ⅲ 評定の根拠
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① 小児医薬品開発ネットワーク支援事業 （評価書44-45頁）

承認取得品目
＜令和4年度＞
①セルメチニブ硫酸塩（コセルゴカプセル®）

・効能効果：神経線維腫症１型における叢状神経線維腫

②フェソテロジンフマル酸塩（トビエース錠®）
・効能効果：神経因性膀胱における排尿管理

③デクスメデトミジン塩酸塩（プレセデックス静注液®）
・効能効果：小児の非挿管での非侵襲的な処置及び検査時

の鎮静

＜令和5年度＞
④レベチラセタム（イーケプラドライシロップ®など）

・効能効果：てんかん部分発作
・令和5年6月薬事承認

⑤リバーロキサバン（イグザレルト錠®）
・効能効果： Fontan手術施行後の血栓・塞栓形成の抑制
・令和5年11月薬事承認

⑥ベンラリズマブ（ファセンラ皮下注®）
・効能効果：気管支喘息（重症）
・令和6年3月薬事承認

⑦ニルセビマブ（ベイフォータス筋注®）
・効能効果：RSV感染による下気道疾患の発症抑制
・令和6年3月薬事承認

検討ワーキング設置・開催・小児治験ネットワーク
・研究企画ユニット
・開発薬事ユニット
・臨床研究コーディ
ネートユニット

治験実施
支援

開
発
支
援

製薬企業

支
援
希
望

品
目
に
つ
い

て
申
請

開
発
依
頼

成育医療研究センター
（支援事務局）

・開発支援リストの
作成・更新
・開発のサポート
等

成育医療研究センター

（支援事務局）

日本小児科学会分科会・関連学会（18学会）

日本小児科学会

製薬企業

理事会

薬事委員会

WGの選出
小児開発計
画書の提供

重要度・
優先度評価

情報共有

支援

小児開発計画書
の提供

開発要望

治験
支援

治験
業務
支援

治験
支援
依頼

施設
選定
協力

治験
依頼

・日本で承認されていない小児用医薬品の開発を促進するため、厚生労働省が小児科学会に委託した事業。
・成育医療研究センターが日本小児科学会の委託を受け支援事務局として事業取りまとめ作業を実施。
・成育で運営している「小児治験ネットワーク」を活用して効率的に治験を実施し、令和5年度までに7品目が承認された。

研究開発の成果の最大化その他の業務の質の向上に関する事項

実用化を目指した研究・開発の推進及び基盤整備
評価項目1-2
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令和４年度（PO制度開始） 令和５年度 令和６年度

新規課題 18件選択
・令和４年度、多施設共同特定臨床研究支援 1件
・令和５年度、AMED成育疾患克服等総合研究事業

採択 1件
・令和６年度、AMED臨床研究・治験推進研究事業

採択 1件

新規課題 10件、継続課題 12件
・令和５年度、特定臨床研究支援開始

2件
・令和５年度、企業と共同研究開始 1件
・令和６年度、PMDA医療機器相談実施

1件

新規課題   3件
継続課題 12件

研究開発の成果の最大化その他の業務の質の向上に関する事項

実用化を目指した研究・開発の推進及び基盤整備

②成育医療研究開発費を活用した研究の適切な実施と評価体制の構築に寄与する、POによる研究
進捗管理と研究支援（評価書44頁）

評価項目1-2

PO面談の実施（研究開始時と適宜）
・研究の進捗管理
・臨床研究センターによる支援につなげる助言

選択基準：
・臨床研究（可能性含む）に関する課題
・比較的高額な研究課題
・出口戦略を見据えた検討が必要な課題
・成育医療に及ぼす影響が大きい課題

代表PO 臨床研究センター長
担当PO 副臨床研究センター長

目的：治験・特定臨床研究・先進医療等の
適切な実施
将来の競争的研究費の獲得

子どもと家族の身体・心理・社会面
（biopsychosocial）での健康の確保と向上に関
する研究推進という国立成育医療研究センターの

方針を徹底

中間評価及び最終評価

評価委員会（外部委員） POによる進捗報告を参照

研究課題ごとにプログラム・オフィサー配置
プログラム・ディレクター

（PD；理事長）が配置を決定
進捗管理を実施 必要に応じ臨床研究センター各

部門の支援

成育医療研究開発費を活用した研究課題

運営委員会（内部／外部委員）において採択
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・小児急性骨髄性白血病は小児で2番目に多い白血病であり、再発後の予後は不良（寛解導入率60％以下、生存率30～40％）。
・ベネトクラクス（VEN）は、 BCL-2タンパク質を阻害して白血病細胞の細胞死を促す経口薬であり、化学療法に本剤を併用

する国際共同第Ⅲ相ランダム化比較試験がオランダ Princess Maxima Centerを中心に計画された。
・海外承認と同時に日本で承認取得するため、日本も本試験に参加し、本試験を日本における医師主導治験としても実施する。
・国立成育医療研究センターは、国際共同試験における日本のNational Cordinating Centerを務める（国内参加は数施設）。
・このような同時開発国際共同多施設医師主導治験の体制構築は、今後のドラッグ・ラグ／ロスに対する方策として重要である。

研究開発の成果の最大化その他の業務の質の向上に関する事項

実用化を目指した研究・開発の推進及び基盤整備

③国際共同ランダム化比較試験（国内医師主導治験）による小児及び若年成人再発急性骨髄性白
血病に対する新規治療薬の開発とドラッグ・ラグ／ロス解消（評価書49・67頁）

評価項目1-2

欧州グループ 米国グループ

PedAL LLS
化学療法

最大2サイクル

化学療法
+VEN

最大2サイクル

A群

B群

ランダム割付
1:1

追跡調査

ランダム化
から少なく
とも5年間

後治
療

後治
療

2022年度 2023年度 2024年度

6月:
・治験審査委員会
（小児治験NW活用）

7月:
・治験計画届提出
・プレスリリース
・医師主導治験開始

予定

各
種
契
約
締
結
に
至
る

●日本のNational Cordinating Centerとしての業務
・欧州グループの治験調整事務局（オランダ）と頻回の国際会議実施（定期・臨時開催）

日本での医師主導治験実施の必要性及び日本と欧米の治験制度の違いの説明と合意
・国内参加施設の治験実施体制の整備（施設選定、契約書締結）
・研究資金は全額欧州グループから支出されるため、これに伴う契約内容調整

●国内医師主導治験における治験調整事務局業務
・実施計画書の日本語訳レビュー、国内同意説明文書及びアセント文書、国内手

順書等の作成
●国内治験代表医師（PI）に対する治験実施に向けた支援

・出口戦略相談（PMDA対面助言支援等）
・実施体制構築（治験薬管理委託先選定、SMO選定等とこれらの欧州との調整）
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自己評価 Ｓ

Ⅰ 中長期目標の内容
・周産期・小児医療においては、関係医療機関と連携し、妊産婦、周産期における母児、小児の難病・希少疾患や広範な救急医療に対して、質の高い医療の提
供や、慢性期における在宅医療との連携の推進を行う。
・合併妊娠症への対応の充実、生殖補助医療の拡充、出生前診断・支援、胎児治療の推進、先天性疾患治療の充実等に取り組むこと。
・小児臓器移植の一層の充実を目指す。
・医療事故防止、感染管理及び医療機器等の安全管理に努め、医療安全管理体制の充実を図る。
【重要度「高」の理由】

・成育医療に対する中核的な医療機関であり、研究開発成果の活用を前提として、医療の高度化・複雑化に対応した医療を実施することは、我が国の医療レベ
ルの向上に繋がるため。

Ⅱ 指標の達成状況（※達成度については小数点第2位を四捨五入して計算）

評価項目Ｎｏ．１－３ 医療の提供に関する事項 重要度 高

目標（指標に関連する項目を箇
条書きで簡潔に記載すること）

指標

中長期目標
期間（6年間）計

令和
5年度

令和
4年度

令和
3年度

実績値 達成度 実績値 達成度 達成度

小児難治性疾患に対する遺伝
子細胞治療を3件以上実施

小児難治性疾患に対する遺伝子細
胞治療の実施件数 3件
（目標値：中長期目標期間中に3件
以上〔年間 1件以上〕）

11件 366.7% 3件 300.0% 600.0% 200.0%

小児がん診療新規治療レジメン
開発を3件以上実施

国立がん研究センターと連携した
治療レジメンを3件以上開発
（目標値：中長期目標期間中に3件
以上〔年間1件以上〕）

6件 600.0% 3件 300.0% 100.0% 200.0%

肝臓移植を200件以上実施
肝臓移植実施件数 200件
（目標値：中長期目標期間中に200
件以上〔年間34件以上〕）

182件 91.0% 62件 182.4% 191.2% 161.8%

（過去の主務大臣評価 R３年度：A R４年度：A）
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目標（指標に関連する項目を箇
条書きで簡潔に記載すること）

指標

中長期目標
期間（6年間）計

令和
5年度

令和
4年度

令和
3年度

実績値 達成度 実績値 達成度 達成度

心臓移植を1件以上実施
心臓移植実施件数 1件
（目標値：中長期目標期間中に1件
以上〔年間1件以上〕）

4件 400.0% 3件 300.0% 0% 100.0%

医療安全管理委員会を月1回以
上開催

医療安全管理委員会の開催回数
12回
（目標値：1回以上／月）

- - 12回 100.0% 100.0% 100.0%

医療安全及び感染対策に関する
研修会を年3回以上開催

医療安全及び感染対策に関する
研修会の開催回数 3回
（目標値：3回以上／年）

- - 4回 133.3% 100.0% 133.3%

月平均手術件数(件）
月平均手術件数 291件
（年度計画において数値目標を設
定）

- - 302.7件 104.0% 99.2% 93.1%

年間病床利用率(%）
年間病床利用率 81.6％
（年度計画において数値目標を設
定）

- - 83.0% 101.7% 102.5% 106.4%

年間平均在院日数（日）
年間平均在院日数 10.0日
（年度計画において数値目標を設
定）

- - 10.7日 93.5% 98.0% 105.3%

1日平均入院患者数(人）
1日平均入院患者数 389.2人
（年度計画において数値目標を設
定）

- - 406.8人 104.5% 105.2% 109.2%
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・要因分析（実績値/目標値が120%以上又は80%未満）

指標 要因分析（①「制度、事業内容の変更」、②「法人の努力結果」、③「外部要因」のいずれかに分類して分析すること）
同一指標で2年続けて達成度が120%以上又は80%未満の場合は、目標変更の要否についても記載すること。

小児難治性疾患に対する遺伝子細胞治療の
実施件数 3件（目標値：中長期目標期間中に3
件以上〔年間 1件以上〕）

・②【法人の努力結果】遺伝子細胞治療推進センターで小児難治性疾患に対する遺伝子細胞治療の開発に関わる
研究を進めており、その成果を看護部、臨床検査部、薬剤部と連携してカルタへナ法に則った実施手順により遺伝
子細胞治療において活用した結果、目標を上回った。（目標：年間1件以上、実績3件）

【目標変更の要否】令和6年度計画において変更済。（年間3回以上）

小児がん診療新規治療レジメン開発を3件以上
実施

・②【法人の努力結果】遺伝学的異常に関連する臨床的特徴を明らかにするなど、新しい治療レジメン開発に有用な
研究成果を挙げた結果、目標を上回った。（目標：年間1件以上、実績3件）

肝臓移植実施件数 200件
（目標値：中長期目標期間中に200件以上〔年
間34件以上〕）

・②【法人の努力結果】優れた手術手技・周術期管理・早期リハビリテーションに加え、移植後に重篤となりうるウイ
ルス感染症の早期発見・感染対策・治療介入に取組み、移植を促進した結果、目標を上回った。（目標：年間34件以
上、実績62件）
【目標変更の要否】中長期目標期間の目標値に達していないため変更しない。

心臓移植実施件数 1件
（目標値：中長期目標期間中に1件以上〔年間1
件以上〕）

・②【法人の努力結果】国内小児心臓移植について、ドナー患者が少ない中、移植件数が増加傾向であり、当院に
おいて小児心移植を3例を実施し、目標を上回った。（目標：年間1件以上、実績3件）
【目標変更の要否】令和7年度計画から年2回以上開催と数値目標変更を検討している。

医療安全及び感染対策に関する研修会を年3
回以上開催

・②【法人の努力結果】計画的に医療安全研修・感染対策研修共に2回/年の研修でビデオ上映やｅラーニング研修
でフォローアップ等を行い、全ての職員の受講した結果、目標（年3回以上）を上回る4回実施した。
【目標変更の要否】令和7年度計画から年4回以上開催と数値目標変更を検討している。
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Ⅲ 評定の根拠

根拠 理由

成育医療研究センターで実施されている主な
胎児治療について

・脊髄髄膜瘤に対する直視下修復術の臨床試験を大阪大学と共同で実施しており、令和5年度に当院で1例目（全体
で6例目）を実施した。先天性横隔膜ヘルニアに対する胎児鏡下気管閉塞術（FETO）と重症大動脈弁狭窄症に対す
る超音波ガイド下胎児大動脈弁形成術は国内で当院のみ実施施設であり、令和5年度は各々2例行っている。ほか

双胎間輸血症候群に対する胎児鏡下レーザー手術、胎児胸水に対する胸腔シャント術、無心体双胎に対するラジオ
波凝固術など、これら胎児治療例総数は日本最多である。

救急医療及びPICUについて ・令和５年度の小児救急受診患者数は24,953名、うち3,307名が入院した。救急車受入台数は4,248台でCOVID-19パ
ンデミック前より1000台の増加が継続しており、全ての指標で前年度より増加した。上記のうち、480名は緊急転院搬
送を要し、入院のうち367名は小児集中治療室の対応を要しており、小児救急医療提供体制の構築の強化を図り、
地域、都内、関東圏内の重篤な小児救急医療に貢献した。

小児がん事業について ・当センターは、小児がん拠点病院かつ小児がん中央機関であり、わが国の小児がん医療を牽引している。令和5年
度の小児がん診療実績は107名、造血細胞移植実績は31件と国内最大規模を誇り、当センターが中心的役割を果
たしたものも含めて多数の多施設共同特定臨床研究や治験を実施した。造血器腫瘍細胞マーカー診断1608件、固
形腫瘍中央画像診断216件、中央病理診断1,209件とわが国の小児がん診断の質の向上に貢献したほか、小児病
院唯一のがんゲノム拠点病院として累計134名（自施設61名、他施設73名）のエキスパートパネルを実施した。また、
新たに48名の小児がん相談員を新規に育成したほか、緩和ケアチーム研修や小児がん看護研修の実施など、施設
や職種を超えた小児がん診療に携わる人材育成も担った。ファシリティドッグの導入やチャイルドライフスペシャリス
トの関与など、小児がん患者の療養支援にも注力した。

298



研究開発の成果の最大化その他の業務の質の向上に関する事項

医療の提供に関する事項評価項目1-3

①「成育医療研究センターで実施されている胎児治療について」（評価書65頁）

脊髄髄膜瘤の胎児手術の臨床研究
・脊髄髄膜瘤は脊髄神経の障害により歩
行障害、排泄障害、キアリ奇形と水頭症に
より中枢神経障害を来す疾患である。
・米国で行われたRCTにより、胎児治療がこ

れらの症状を改善することが証明され、世
界各国で普及しつつある。

保険診療となっている胎児治療
・胎児鏡下レーザー手術（双胎間輸血症候群）
・胎児胸腔シャント術（胎児胸水など）
・ラジオ波凝固術（無心体双胎）
・胎児輸血（胎児貧血）

臨床研究として行っている胎児治療
・脊髄髄膜瘤の胎児手術
・重症大動脈弁狭窄に対する胎児大動脈弁形成術
・下部尿路閉鎖に対する胎児膀胱鏡手術
・先天性横隔膜ヘルニアに対する胎児鏡下気管閉塞術

成育で実施されている主な胎児治療

現在、先進医療の申請中

重症大動脈弁狭窄に対する胎児大動脈弁形成術

・重症大動脈弁狭窄は左心系の機能の悪化から左心の
低形成症をきたすため，外科的治療が必要（フォンタン
手術）となる疾患である。

・胎児治療の目的は左心低形成症候群に進行する前に
大動脈狭窄を解除し、二心室循環を保つことである。

これまで成育へ紹介14例
胎児治療適応 6例
同意が得られた症例 4例
実施症例 3例
（1人は胎位が不適で施行できず）
2023年度 2例実施

超音波ガイド下に心臓を穿刺し、バ
ルーンカテーテルで大動脈弁狭窄
を解除する。

日本では現在まで全6例実施、2023年度 5例（大阪大学 4例、成育 1例）
成育では2024年3月に1例目を実施（5月10日現在、妊娠継続中）

双胎間輸血症候群に対する胎児鏡下レーザー手術

双胎間輸血症候群は一絨毛膜双胎の約10%に生じ、両児に胎児死亡
や神経学的異常を起こす。胎児鏡下
レーザー手術は、胎盤の吻合血管を
凝固する胎児治療である。

（2023年度：21例）

成育では2023年度までに国内最多
の806件を実施し、少なくとも一児の
生存率を98％まで改善、3歳の神経
発達異常を9%に減少させ、世界的
にもトップクラスの治療成績である。
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研究開発の成果の最大化その他の業務の質の向上に関する事項

医療の提供に関する事項評価項目1-3

➁「救急医療及びPICUの取り組みについて」（評価書80-81頁）

小児集中治療室（PICU）の取組

0

20

40

60

80

2021 2022 2023

肝移植 小腸移植

腎移植 心移植

固形臓器移植

0

200

400

600

800

1000

1200

2018 2019 2020 2021 2022 2023

救急直来 転院搬送 病棟急変 予定術後（人）

COVID-19以前の水準、特に救急症例の増加に対応

救急症例↑

予定入室

ECMO

0

5

10

15

2021 2022 2023

新興感染症対応・高度専門的な小児集中治療の提供

COVID-19パンデミック以前の水準へ回復傾向

地域患者の受入と広域・重症例の病院間搬送

0

1000

2000

3000

4000

5000

2019 2020 2021 2022 2023

（台）

0

1000

2000

3000

4000

2019 2020 2021 2022 2023

（人）

（人）

（人）

救急医療の取組

救急車受入れ救急外来受診者

300



研究開発の成果の最大化その他の業務の質の向上に関する事項

医療の提供に関する事項評価項目1-3

➂「日本の小児がん医療を診療・インフラで牽引（患者支援に対する多職種連携） 」（評価書66-68頁）

【概要】

「がん対策基本法」に基づき、2012年に閣議決定された「第2期がん対策
推進基本計画」によって指定された全国15の小児がん拠点病院（2013年～）
のひとつとして、さらに、国立がん研究センターとともにこれらをとりまとめる
小児がん中央機関（2014年～）として、わが国の小児がん医療の充実及び
体制整備に取り組んでいる。

なお、2023年3月28日に閣議決定された「第4期がん対策推進基本計画」
では、小児・AYA世代に対して「がん医療」のみならず、療養環境への支援
を含めた「がんとの共生」が謳われており、その整備にも取り組んでいる。

小児がん事業（小児がん拠点病院・中央機関）

１．中央診断による全国の小児がん診断の質の向上・小児がん長期フォローアップセンターの設立
・ がんゲノムエキスパートパネルは小児がんに対しては国内トップ ・ 小児固形腫瘍の中央診断は、全国発症数の90％以上を網羅

２．ファシリティドッグの導入
・ 入院中の処置や手術室への出棟に患児の心理的なサポートとして、
ファシリティドッグが活躍し、2023年は計82名（延べ923名）患児に介入。

３．チャイルドライフスペシャリスト（CLS）
・ こどもたちの「こえ」を聴きながら、彼らが自分自身のことを大切に身体や治療
に臨むことができるようお手伝いしている。診断時から外来移行後まで、こどもたち
の成長発達に合わせた関わりを行っている。家族支援・きょうだい支援にも取り組んで
おり、過去５年間で延べ2,925件実施。

４．ディズニーこども病院イニシアチブ
・ ウォルト・ディズニー・ジャパン株式会社より、こどもたちに勇気を与えるための
「インタラクティブなディズニーの壁紙」などの寄付を受けている。患児達の癒やし
や喜びになるだけでなく、治療に対し前向きに取り組むための「大きな力」になっている。

事業の取組
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自己評価 Ａ

Ⅰ 中長期目標の内容
・センターが国内外の有為な人材の育成拠点となるよう、成育医療及びその研究を推進するにあたってリーダーとして活躍できる人材の育成を行うとともに、モ
デル的な研修及び講習の実施及び普及に努める。

Ⅱ 指標の達成状況

目標（指標に関連する項目を箇条書
きで簡潔に記載すること）

指標

令和
5年度

令和
4年度

令和
3年度

実績値 達成度 達成度

臨床研究関連講習会等を年間20回以
上開催

臨床研究関連講習会等開催数
20回
（目標値：年間20回以上）

35回 175.0% 195.0% 195.0%

小児科後期研修医を毎年10人以上
採用

小児科後期研修医採用数 10人
（目標値：毎年10人以上）

14人 140.0% 140.0% 110.0%

指標 要因分析（①「制度、事業内容の変更」、②「法人の努力結果」、③「外部要因」のいずれかに分類して分析すること）
同一指標で2年続けて達成度が120%以上又は80%未満の場合は、目標変更の要否についても記載すること。

評価項目Ｎｏ．１－４ 人材育成に関する事項

・要因分析（実績値/目標値が120%以上又は80%未満）

（※達成度については小数点第2位を四捨五入して計算）

臨床研究関連講習会開催数
20回（目標値：年間20回以上）

・②「法人の努力結果」臨床研究に関する講習会、セミナー等の教育・研修の充実を図るとともに、ウェビナー形式で
開催する等、当センター以外の機関・施設からも参加できるように努めた結果。
【目標変更の要否】令和6年度計画において変更済。（年間33回以上）

小児科後期研修医採用数 10人
（目標値：毎年10人以上）

・②「法人の努力結果」小児科後期研修医を積極的に受け入れした結果。
【目標変更の要否】令和7年度計画から年間12件以上と数値目標変更を検討している。

（過去の主務大臣評価 R３年度：B R４年度：A）
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Ⅲ 評定の根拠

根拠 理由

リーダーとして活躍できる人材の育成 我が国の医療及び研究の推進のため、リーダーとして活躍できる人材の育成と確保を目指している。
なお、所属している学会に理事長4人、副理事長3人、理事56人等計226人が役職に就任した。
また、当センターから令和5年4月に5名が大学教授に就任しており、2015年度より毎年度1名以上大学教授

に就任していることは、人材育成の大きな成果であり、また年度計画において、小児科専攻医を10名以上採
用することを目標としているが、令和5年度は14人採用し目標を上回ったことにより、小児科を専門とする医師
の育成に大きく貢献した。

英文論文の校正に関するサポート等の研究教育を充実させ、小児科専攻医の英文による論文数が過去最
多であった前年度より2件（10％）増加した。 レジデント・フェローの論文数についても、前年度より和文11件
（12.5％）、英文256件（220.7％）増加した。
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（１）国立成育医療研究センターでの診療・学術実績が評価され、学会・アカデミア等に人材を供給

研究開発の成果の最大化その他の業務の質の向上に関する事項

人材育成に関する事項評価項目1-4

①リーダーとして活躍できる人材の育成（評価書87-88頁）

（２）病院・研究所の連携強化による、若手医療従事者の研究能力の向上

2023年度 所属学会の役職に就任している職員226名の学会での役職別内訳

役職の内訳（人）

理事長（相当含む） 4

副理事長:  3

理事: 56

監事 1

評議員 代議員

161

役職が理事長（相当職）、副理事長（相当職）、理事（相当職）の学会の例

役職 学会名称 役職 学会名称

理事長 日本小児保健協会 理事 日本小児科学会

（相当職） 日本小児放射線学会 （相当職） 日本周産期・新生児医学会

日本子ども健康科学会 日本免疫アレルギー感染学会

日本ラクテーション・コンサ

ルタント
日本緩和医療学会

副理事長 日本免疫不全自己炎症学会 日本小児アレルギー学会

（相当職） 日本弱視斜視学会 国際生体肝移植学会

日本小児栄養消化器肝臓学会 日本移植学会

国際小児移植学会

2023年4月：藤野外科診療部長
 慶應義塾大学医学部外科学（小児）教室教授に

2023年4月：鳴海基礎内分泌研究室長
 慶應義塾大学医学部小児科学教室教授に

2023年4月：山谷薬剤部長
明治薬科大学臨床薬学部門小児周産期薬学教授に

2023年4月：堀内医療工学室長
 つくば国際大学医療保健学部医療技術学科教授

2015年度から当センターより9年連続大学教授に

1 2
4
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大学教授就任者 年次推移
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「病院・研究所間での人材交流・研究マッチング」「若手医療従事者への研究教育・OJT」「研究支援・論文執筆支援」により以下の成果をあげている。

（単位：件）
2023年度レジデント・フェロー等論文数（単位：件）
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自己評価 Ａ

Ⅰ 中長期目標の内容
・研究、医療の均てん化等に取り組む中で明らかになった課題や我が国の医療政策の展開等のうち、特に研究開発に係る分野について、患者を含めた国民の視点
に立ち、科学的見地を踏まえ、センターとして提言書をとりまとめた上で国への専門的提言を行う。
・医療の評価と質の向上、さらに効率的な医療の提供を実現するため、センターが担う疾患にかかる中核的な医療機関間のネットワーク化を推進し、高度かつ専
門的な医療の普及を図り、医療の標準化に努める。
・公衆衛生上重大な危害が発生し、又は発生しようとしている場合には、国の要請に応じ、迅速かつ適切な対応を行う。

評価項目Ｎｏ．１－５ 医療政策の推進等に関する事項

Ⅱ 指標の達成状況

目標（指標に関連する項目を箇条書
きで簡潔に記載すること）

指標

中長期目標
期間（6年間）計

令和
5年度

令和
4年度

令和
3年度

実績値 達成度 実績値 達成度 達成度

国民向け及び医療機関向けの情報
提供の充実 （432万件）

ホームページアクセス件数
432万件
（目標値 中長期目標期間中に
432万件以上〔年間72万件〕）

219.6万件 50.8% 64.1万件 89.0% 103.3% 112.6%

※ 成育医療の推進に寄与する臨床および研究に関するプレスリリース（メディア向け）を46件（前年度45件）配信。メディア露出数は2,122件（前年度1,655件）。

（過去の主務大臣評価 R３年度：B R４年度：B）
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Ⅲ 評定の根拠

根拠 理由

妊娠と薬情報センター 令和5年度は全国の56拠点病院と協力し、妊娠・授乳中の薬剤使用に関する823件の相談に対応し、当該分野
の学術的振興のための様々な研修会・講演会を企画・開催した。欧州TISとの共同研究報告（モダフィニル）など、
相談症例データに基づく妊娠・授乳中の薬剤の安全性に関する複数の学術論文を報告した。添付文書記載の
妥当性を評価するための「妊婦・授乳婦を対象とした薬の適正使用推進事業」では、βブロッカー（カルベジロー
ル・ビソプロロール）の妊婦禁忌を解除した。製薬会社との共同研究にも積極的に取り組んだ（COVID19治療薬
の安全性研究、抗ヘルペスウイルス薬の母乳移行測定研究）。

成育こどもシンクタンク こどもの“こえ”を聞く取り組みとして、こどもアンケートを実施した。また、こどもの“こえ”を聞くアドボケーターと
しての小児科医の人材育成にも取り組んだ。令和5年4月に設置されたこども家庭庁との連携体制を構築し、母
子保健情報DXや保育政策、EBPM推進などの計画立案や評価に関する助言や、データ解析を通じた情報提供
をおこなった。情報発信として、こどもの社会的な課題について、実態把握や課題解決策提案に繋がる分析結果
を発信するとともに、セミナーやシンポジウムなどによる情報発信を22件実施した。

306



妊娠と薬情報センター

妊娠中の薬剤使用に関する相談業務と安全性の情報発信

全国の拠点病院：57⇒59か所に オンライン導入による相談業務の活性化と相談症例データ
ベースの充実 (約20000件）

積極的なエビデンス創出への取り組み

拠点病院ネットワークの強化・充実

相談症例データに基づく、疫学研究報告・症例報告（2023年度）
• 欧州TISとの共同研究（モダフィニルの妊娠中使用に関するコホート

研究）
• 拠点病院との共同研究（カルボシステインの妊娠中使用に関するコ

ホート研究） 他

製薬企業との共同研究
（2023年度）

• 妊婦禁忌であるCOVID19治療薬（ゾコーバⓇとラゲブリオⓇ）の
相談対応と情報収集

• 抗ヘルペスウイルス薬（アメナリーフⓇ ）の母乳移行量測定研究

妊娠・授乳婦を対象とした薬の
適正使用推進事業

（2023年度）
• β遮断薬（ビソプロロール・カルベジロール）の添付文書禁忌

の妊婦記載削除

疫学研究問診票情報

安全性情報

妊娠登録調査の推進

国立成育医療研究センター

拠点病院ネットワーク

拠点病院

妊娠中の薬剤の安全性に関する情報提供
相談症例を基にしたエビデンス創出

③カウンセリング

①申し込み

②外来予約取得 ④出産後、出生児の
状況の情報収集

オンラインでの相談申し込み
拠点病院との安全性情報の共有

データベースの充実

情報発信

添付文書
改訂

「妊娠と薬情報センター、成育こどもシンクタンクの取り組み 」（評価書103.104頁）

研究開発の成果の最大化その他の業務の質の向上に関する事項

医療政策の推進等に関する事項評価項目1-5
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「妊娠と薬情報センター、成育こどもシンクタンクの取り組み 」（評価書103.104頁）

成育こどもシンクタンク

【概 要】

【成育こどもシンクタンクの活動目的・取り組み】

こどもたちのBio-Psycho-Socia lな健康の実現に向けて、「すべてのこどもたちが、笑顔になれる社会を
創ります」という理念を掲げ、令和4年に成育こどもシンクタンクが設置されました。「こどもアドボカシー体制
の基盤整備」、「データ利活用基盤構築」、「社会実装支援」、「人材育成」などの活動を推進し、こどもとその
養育者に関わるすべての人をつなぐハブになることを目指す。

成育こどもシンクタンクは、すべてのこどもたちが笑顔になれる社会をめざし、エビデンスの創出に加え、こども家庭庁をはじめとする省
庁や自治体と連携体制を構築し、先駆的な取り組みや重点政策を中心に様々な活動・事業・政策の社会実装を支援しています。教育活
動や民間団体との連携による「こどもの“こえ”」をきくための体制構築、既存データを用いてこどもの社会課題の実情把握や解決策の提
案に繋がる情報の発信等も進めている。

令和6年度に向けて、こども計画の実装支援、政策評価分析（母子保健課調査の分析）など
に関する大型の事業費を獲得し、こどもを取り巻く環境改善を加速させていく。

【具体的な活動成果】

【こどもアドボカシー】
こどものマスクに対する意識調査、こどもの“こえ”を聞く人材育成

【社会実装支援】
母子保健情報DX、保育政策、 EBPM推進、こどもホスピスなど

【データ利活用】
実態把握や課題解決策提案に繋がる分析結果の発信

【情報発信・人材育成】

成育こどもシンクタンクセミナー開催：10回
シンクタンクの活動や社会的な課題に対する学会発表・講演・寄稿：12件
政策・医療・研究の“橋渡し人材”の育成

研究開発の成果の最大化その他の業務の質の向上に関する事項

医療政策の推進等に関する事項評価項目1-5
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自己評価 Ａ

Ⅰ 中長期目標の内容
・業務の質の向上及びガバナンスの強化を目指し、かつ、効率的な業務運営体制とするため、定期的に事務及び事業の評価を行い、役割分担の明確化及び職

員の適正配置等を通じ、弾力的な組織の再編及び構築を行う。
・損益計算において経常収支率100%以上を達成する。
・一般管理費については、令和2年度に比し、中長期目標期間の最終年度において、5％以上の削減を図る。
・後発医薬品の使用については、数量シェアで85%以上を維持する。
・医業未収金の発生防止の取組や査定減対策など、適正な診療報酬請求業務を推進し、引き続き収入の確保を図る。

Ⅱ 指標の達成状況（※達成度については小数点第2位を四捨五入して計算）

目標（指標に関連する項目を箇
条書きで簡潔に記載すること）

指標

中長期目標
期間（6年間）計

令和
5年度

令和
4年度

令和
3年度

実績値 達成度 実績値 達成度 達成度

紹介率85%以上
紹介率
（目標値：年度計画 85%以上）

- - 86.0% 101.2% 100.9% 97.5%

逆紹介率45%以上
逆紹介率
（目標値：年度計画 45%以上）

- - 60.0% 133.3% 106.7% 85.1%

看護師離職率14.5%以下に減少
看護師離職率
（目標値：14.5%以下）

- - 15.8% 91.8% 93.5% 109.0%

専門・認定看護師数を30人まで
増加

専門・認定看護師数
（目標値：中長期目標期間中に
30人まで増加）

- - 28人 93.3% 100.0% 100.0%

経常収支率100%以上を達成
経常収支率
（目標値：中長期目標期間を通
して100%以上）

- - 99.2% 99.2% 100.1% 100.9%

評価項目Ｎｏ．２－１ 業務運営の効率化に関する事項

（過去の主務大臣評価 R３年度：B R４年度：B）
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指標 要因分析（①「制度、事業内容の変更」、②「法人の努力結果」、③「外部要因」のいずれかに分類して分析すること）
同一指標で2年続けて達成度が120%以上又は80%未満の場合は、目標変更の要否についても記載すること。

逆紹介率45%以上 ・②【法人の努力結果】専門性のある高度な医療を適時提供し、円滑に地域との連携が図り、逆紹介率の向上等を定
期的に検討を行い、各診療科への支援や指導の実施、診療情報提供書の作成に向けた動画による研修等を計画し、
逆紹介率等の向上を図った。

一般管理費を令和2年度に比し、5%

以上の削減

・③【外部要因】委託内容の見直しによる委託費の削減等の費用節減の見直しを行っているが、目標達成には至って
いない。
【目標変更の要否】引き続き令和2年度に比し、5%以上の削減を目標とする。

医業未収金比率 0.021%
（目標値：前中長期目標期間の実績
の最も比率が低い年度（平成28年度
0.021%）に比して、低減）

・②【法人の努力結果】 「未収金対策マニュアル」に基づき、診療費を一定期間未払いとなった患者へ督促を複数回実
施し、未収金縮減に努めたが目標は未達となった。
【目標変更の要否】引き続き平成28年度実績を目標とする。

・要因分析（実績値/目標値が120%以上又は80%未満）

目標（指標に関連する項目
を箇条書きで簡潔に記載す
ること）

指標

中長期目標
期間（6年間）計

令和
5年度

令和
4年度

令和
3年
度

実績値 達成度 実績値 達成度 達成度

一般管理費を令和2年度に

比し、5%以上の削減

一般管理費削減率
（目標値：令和2年度に比し、中長期
目標期間の最終年度において、5%
以上の削減）

- - △3.5% △70.3% △45.2% 64.0%

後発医薬品使用数量シェア
について数量シェアで85%以
上を維持

後発医薬品使用数量シェア
（目標値：数量シェアで85%以上を維
持）

- - 88.1% 103.6% 103.2% 102.4%

医業未収金比率を前中長期
目標期間の実績の最も比率
が低い年度に比して、低減

医業未収金比率 0.021%
（目標値：前中長期目標期間の実績
の最も比率が低い年度（平成28年度
0.021%）に比して、低減）

- - 0.024% △14.3% △81.0% △47.6%
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Ⅲ 評定の根拠

根拠 理由

効率化等による収支改善 物価高騰の影響により、水道光熱費等の費用が前年度より325百万円増となったが、職員の努力により使用
量は令和3年度より減少した。また、新型コロナウイルスによる受診控えの影響もあったが、患者確保に努め医
業収益は過去最高であること、経常費用が前年度より△219百万円減する等、たゆまぬ経営努力を図った。
医薬品に関しては、全国33の施設に積極的に価格照会を行い、費用削減を心掛けている。医療用材料について
は、3年間で3,400百万円の費用削減が見込まれる契約内容とした。棚卸資産（診療材料）は平成27年度から削
減しており、令和2年度の47.0%と大幅に削減に成功した。

働き方改革 医師の働き方改革への対応として、令和4年にビーコン式の勤怠管理システムを導入し、引き続き、客観的な
労働時間の把握を行っている。今年度は多職種が参加する医療従事者の労務管理・役割分担推進委員会を3
回開催し、引き続き、タスクシフト・シェアの推進について検討したほか、勤務間インターバルや代償休息につい
て定める規程、労働時間短縮計画について審議し、制定した。令和6年3月には特定労務管理対象機関としてＢ
水準、Ｃ－２水準の指定を受けた。
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（１） 令和元年度は働き方改革対応、令和2年
度から新型コロナ感染の流行、物価高騰、光
熱水量の増加等及び補助金等の減少により
収支悪化の要因となり、経常収支はマイナス
に転じた。

しかしながら、経常費用は、委託費の削減
や医薬品費等の価格交渉等により材料費の
削減等が図られ、令和4年度に比して175百万
円減少した。

（２） 1日平均入院患者数は、前年度より17.8名
の増 （令和5年度406.8名・令和4年度389.0名）。
1日平均外来患者数は、前年度より4.4名の増
 （令和5年度943.0名・令和4年度938.6名）。
患者確保等に努めた結果、医業収益は過去最
高を記録した。（対前年度：＋265百万円増）

業務運営の効率化に関する事項

業務運営の効率化に関する事項評価項目2-1

①-1効率化等による収支改善（評価書116頁）

区 分 2021年度(A) 2022年度(B) 2023年度(C) 対前々年度比 対前年度比

電 力 314.7 524.4 464.0 +66.6% △11.5%

水 道 96.7 95.9 101.6 △0.8% +5.9%

ガ ス 245.2 357.4 241.1 +45.8% △32.5%

そ の 他 57.9 55.7 57.9 △3.7% +3.9%

総 計 714.4 1033.4 864.6 +44.7% △16.3%

（百万円）光熱水量（金額）の推移

90.0%

100.0%

110.0%

△ 1,500

△ 1,000

△ 500

0

500

1,000

1,500

経常収支の推移

H27' H28' H29' H30' R01' R02' R03' R04' R05'
経常収支差 △ 1,288 1,137 1,197 913 352 1,062 252 22 △ 250
経常収支率 95.1% 104.6% 104.8% 103.5% 101.3% 103.9% 100.9% 100.1% 99.2%

（百万円）
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業務運営の効率化に関する事項

業務運営の効率化に関する事項評価項目2-1

①-2効率化等による収支改善（評価書117-118頁）

（１） 医薬品について、小児疾患の治療に使用する医薬品の小児病院
を含む全国33の小児医療施設へ価格照会、同種同効医薬品の整
理、後発医薬品の採用を実施

（２） 医療材料費について、令和5年7月からのSPD等業務委託契約で、
入札時点の契約単価等を元に算出した基準価格に対して平均で
約3.0％を削減できる契約内容により、3年間で3千4百万円の費用
削減が見込まれる内容とした。

（３） 棚卸資産（診療材料）の在庫縮減

①

②働き方改革（評価書111-114頁）

（１） 職員にとって魅力的で働きやすい職場環境の整備
 令和4年度に設置したﾀ゙ｲﾊﾞー ｼﾃｨ実現推進室及び研究室による「ﾀ゙ｲﾊﾞー ｼﾃｨ推進会議」を開催。女性管理職割合の増加、

ﾍ゙ﾋ゙ ｼーｯﾀー 補助事業、意識啓発のための講演会の実施など多様性を活かした組織マネジメントに向けた取組を実施。
 「職員満足度調査」を実施。働き方、給料等の処遇や福利厚生等について自由意見も徴収。モチベーション及び職場環

境の現状を把握。今後の整備に活用。
（２） 医師の働き方改革の推進
 屋内位置情報ｼｽﾃﾑ（ﾋ゙ ｺーﾝ）による医師の勤務実績をもとに、令和6年度の上限規制に向けて特定労務管理対象機関水

準指定の申請書・医師労働時間短縮計画を作成し、医療機関勤務環境評価センターの第三者評価を経て東京都申請を
行い、令和6年3月6日付けでB水準、C-2水準の指定通知を受理。

 業務と自己研鑽との境目を整理するなど時間外労働を正確にカウントしていくための判断基準をセンター内に共有した。
 長時間労働となった医師が所属する診療科の長に対しては、タスクシフト等を一層推進し、過重労働による健康障害を防

止するよう、適時、病院長名で注意喚起・産業医の面接を実施。
 タスクシフト等の推進に資するよう、優秀な人材の確保・定着に向けて医師事務作業補助者の常勤化を図った。

（令和5年度より開始：0人→15人）

31.276

15.654 15.581 14,720

0.000
5.000

10.000
15.000
20.000
25.000
30.000

R2' R3' R4’ R5'（仮）

棚卸資産（診療材料） 【単位：百万

円】

R5’
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業務運営の効率化に関する事項

業務運営の効率化に関する事項評価項目2-1

➂医師の働き方改革の推進（評価書111-114頁）

〇〇診療科診療部長
CC：〇〇診療部統括部長

平素より勤怠管理業務にご理解、ご協力いただき誠にあ
りがとうございます。

昨年１０月よりビーコンを使用した勤怠管理システムを
導入し、ご協力いただいているところですが、

別添ファイルに記載されている者について、ビーコン導
入以降、時間外労働の平均時間数が１月あたり８０時間を
超えております。

これは年９６０時間（A水準）を超えるペースです。

ご多用の状況かと承知しておりますが、改正医療法では
勤務間のインターバル時間の確保など、過重労働による健
康障害を防止することが求められております。

貴診療科内における勤務実態のご確認と必要に応じてタ
スクシフト、タスクシェア等について、より一層の推進を
ご検討くださいますようお願いいたします。

なお、ビーコン受信機の設置場所、設定等につきまして
は、適宜見直しを実施しております。

引き続きご協力の程、何卒よろしくお願いいたします。

病院長

８０時間超の医師がいる診療科に向けたメール

２．労働時間に該当しないもの

（１） 休憩等

① 休憩、食事、睡眠

（２） 会議・打合せ等

① 任意参加の会議、委員会

② 任意参加のカンファレンス、研究会、勉強会、ミーティング、打
合せ等
※ 開催案内において、あらかじめ任意参加である旨を明示

すること
（例）「当方より参加を依頼した方以外の方の参加は自由で

す。」等

（３） 学会・研修・学習等

① 上長の命令に基づかない学会発表（準備を含む）、学会参加、
講演（準備を含む）、講演会参加、研究活動、論文執筆

② 上長の命令に基づかない研修会、講習会の受講

③ 上長の命令に基づかない症例見学、学習

１．労働時間に該当するもの

（１） 診療に関するもの

① 病棟回診、患者家族への説明

② 予定手術の延長

③ 緊急の患者診療、手術、術後の対応

④ オンコール対応（電話対応、出勤した時間）

⑤ チャーティング、書類の作成（診療記録、診断書、指示書、イ
ンシデントレポート、紹介状、サマリー等）

⑥ 事前に命令された始業前準備（白衣等への更衣、医療機器等
の起動、外来の準備、オーダーチェック、その他診療上必要不
可欠な情報収集等）

（２） 会議・打合せ等

① 必須参加の会議、委員会

② 必須参加のカンファレンス、研究会、勉強会、ミーティング、打
合せ等

（３） 学会・研修・学習等
※ 出張命令、受講命令、決裁、口頭による命令など具体的に

命令を行うこと

① 上長の命令に基づく学会発表（準備を含む）、学会参加、講演
（準備を含む）、講演会参加、研究活動、論文執筆

② 上長の命令に基づく研修会、講習会の受講

③ 上長の命令に基づく症例見学、学習

（４） その他

① 業績評価の面談

② 当センター主催の行事の準備、片付け

センター内に共有した労働時間の判断基準

(時間) (人数) (件数) (人数)

ビーコンによる勤怠管理開始
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自己評価 Ａ

Ⅰ 中長期目標の内容
・センターの機能の維持、向上を図りつつ、投資を計画的に行い、固定負債（長期借入金の残高）を償還確実性が確保できる範囲とし、運営上、中・長期的に適正
なものとなるよう努める。
・成育医療に関する医療政策を牽引していく拠点としての役割を果たすため、引き続き運営費交付金以外の外部資金の積極的な導入に努める。
・企業等との治験連携事務局の連携強化や、患者レジストリ（登録システム）の充実により、治験・臨床研究体制を強化し、国立研究開発法人日本医療研究開発
機構等からの競争的資金や企業治験等の外部資金の獲得を更に進める。

評価項目Ｎｏ．３－１ 財務内容の改善に関する事項

Ⅱ 指標の達成状況
・該当なし

Ⅲ 評定の根拠

根拠 理由

収益の改善 当センターは、平成22年度の独立行政法人移行後、外部研究資金の獲得に積極的に取り組み、顕著な成果を
上げている。令和5年度には、外部の競争的資金として2,066,211千円（前年度比＋8,486千円）を獲得し、収益向
上を達成した。さらに、受託研究および共同研究の推進を図るため、臨床研究相談窓口や小児治験ネットワーク
等を活用し、当センターの取り組みを広く紹介した。また、受託研究規程の見直しや臨床研究支援に関する価格
表の改訂を行い、新たな臨床研究支援に係る受託研究を受注することで、外部研究資金のさらなる獲得に成功
した。これらの取り組みにより、当センターは着実に外部研究資金の獲得を増やし、研究活動の充実と発展に寄
与している。

外部医療機関からの検体検査受託の推進 衛生検査センターにおいて、令和4年5月に新たに先天性疾患遺伝学的検査部門を立ち上げた。令和5年度は
130の外部医療機関（令和4年度は19機関）と検査受託契約を締結し、令和5年度の受託収益は52,403千円（前
年度1,746千円）となり、大幅に収益向上に貢献した。これらの推進はセンターの収益向上のみならず、我が国の
医療・研究の向上にも寄与すると考えられる。

健全な財務内容 財務内容については、大型設備等の工事期間は令和4年度から令和8年度の5ヶ年計画として実施する予定で
あったが、COVID-19の影響で経営状況等に変化があったことから令和4年6月より外部有識者を含めた「老朽化
対策WG」を設置し整備計画の見直しを行い、令和5年2月の企画戦略会議に『今後の老朽化対策について』を報
告し、了承された。工事期間は令和6年度から令和15年度の10か年計画で実施する予定。また、医療機器の投
資に当たっては、各診療科からの整備要望を基に、病院長によるヒアリングを実施し、収益性、必要性、緊急性、
稼働状況、償還確実性等の採点基準を設けて優先度を確認のうえ、医療安全及び病院運営に支障が生じない
ことを前提とし、修理不能の更新機器を中心に選定を行っている。

（過去の主務大臣評価 R３年度：B R４年度：B）
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（１） 積極的な申請の促進、臨床研究計画策定の支援体制の構築
などにより、AMED等からの競争的研究資金の獲得を行った
（令和5年度約20.7億円（前年度約20.6億円））。

（２） 令和5 年度は小児医療情報収集システムの製薬企業への
試行的利活用を開始し、製薬企業2社に対して2件提供した。

（３） 寄附受入について、遺贈における外部金融機関との協定を
新たに3行と締結するとともに、企業に対する寄付活動などをさら
に推進した。また、寄附金の使途をホームページ上に公開したこと
により寄附者から反響があった。

財務内容の改善に関する事項

財務内容の改善に関する事項評価項目3-1

①収益の改善（評価書126-127頁）

（１） 従来、研究ベースで小児がん、小児難病、感染症等の検
体検査を外部医療機関から受託していたが、小児がんや小児
難病の検査に関しては、臨床検査技師法上の衛生検査所（衛
生検査センター）を開設（平成31年3月登録） 。

（２） 令和5年度は、前年度に引き続いて130の外部医療機関
（前年度19機関）との受託契約に加えて、かずさDNA研究所と
連携協定を継続し、52,403千円の検査収入を得た。
（前年度：1,746千円）

これらの推進は、当センターの収益向上のみならず、わが
国の医療・研究の向上にも寄与すると期待される。

②外部医療機関からの検体検査受託の推進（評価書128頁） ③健全な財務内容（評価書129頁）

（１） 当センターの機能の維持・向上を図りつつ、投資を
計画的に行い、中・長期的な長期借入金を償還確実性
が確保できる範囲のもと、運営上適切に管理している。

（２） 大型設備等の工事期間は「老朽化対策WG」により
整備計画の見直しを行い、新たな計画により、適正に
実施予定。

（３） 医療機器の投資は、各診療科からの整備要望を
基に、病院長によるヒアリングを実施し、収益性等の
採点基準を設けて優先度を確認のうえ、医療安全及
び病院運営に支障が生じないことを前提に、修理不能
の更新機器を中心に選定。
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自己評価 Ａ

Ⅰ 中長期目標の内容
・研究開発活動の信頼性の確保、科学技術の健全な発展等の観点から、引き続き研究不正など不適切事案に適切に対応するため、組織として研究不正等を事前
に防止する取組を強化するとともに、管理責任を明確化するなど、コンプライアンス体制を強化すること等により、内部統制の一層の充実・強化を図る。
・監査室による内部監査を年4回実施する。
・医薬品や医療機器の実用化に向けた出口戦略機能の強化や、新たな視点や発想に基づく研究等の推進のため、独立行政法人医薬品医療機器総合機構や諸
外国を含めた他の施設との人事交流をこれまで以上に推進する。
・NC間及びセンターと独立行政法人国立病院機構の間における看護師等の人事交流を引き続き進める。

Ⅱ 指標の達成状況（※達成度については小数点第2位を四捨五入して計算）

目標（指標に関連する項目を箇条書
きで簡潔に記載すること）

指標

令和
5年度

令和
4年度

令和
3年度

実績値 達成度 達成度

内部監査実施回数を年4回実施
内部監査実施回数（会計監査指導回
数）年4回
（目標値：年度計画 年5回）

5回 100.0% 80.0% 120.0%

評価項目Ｎｏ．４－１ その他の事項

（過去の主務大臣評価 R３年度：B R４年度：B）
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Ⅲ 評定の根拠

根拠 理由

コンプライアンス室の活動 ・中長期目標及び中長期計画に掲げる、コンプライアンス体制の構築・強化を確実に実行するため、職員一人一
人の行動を通して、社会からの信頼と要請に応えるべく、内部統制としてのコンプライアンス体制の強化に重き
を置いている。
・労働環境の健全化は、働き方改革を推進するため、前提となるべき基本的要素であると考え、コンプライアンス
の視点から、ハラスメントのない職場環境がその資質及び能力に応じてやりがいを持てる職場環境、一人一人
が当センターの一員としての誇りと責任を持って、業務を行える職場環境づくりに引き続き努めている。
・具体的には、現場スタッフへの定期的ヒアリング、スタッフからの相談に対するきめ細かな対応、研修等の啓発
活動、スタッフが自ら問題解決するための情報提供等であるが、これらの地道な取組は、コンプライアンスに対
する職員の意識として定着してきている。

広報の推進 ホームページ、SNSの迅速・適時の更新や研究成果をわかりやすく解説したプレスリリース作成、疾患の動画
制作など、積極的に広報を行った結果、

・メディア露出数は2,122件（前年度1,655件）
・X（旧ツイッター）のフォロワー数は約14,000人（前年度12,3256人）
・報道番組や医療系の制作番組に出演 など

成育医療研究センターの取組について、広く知ってもらうことができた。

「女性の健康」ナショナルセンター機能の構
築

女性の活躍促進や子育て支援の観点から、「骨太の方針」や「こども未来戦略方針」などにおいて、センターに
「女性の健康」に関するナショナルセンター機能を持たせ、女性の健康や疾患に特化した研究及び女性の健康
に関わる最新のエビデンスの収集・情報提供を行う仕組みを構築することとされたことから、女性特有の疾患や
性差医療に関する研究開発等を推進することを目的とし、女性が生涯にわたり健康で活躍できる社会を目指す
ために、センターで「女性の健康」に関する組織横断的なWGを立ち上げ、令和５年度については10回開催し、検
討を行っている。
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その他の事項

その他業務運営に関する重要事項評価項目4-1

①ハラスメント対策・情報セキュリティー対策等の推進（評価書135頁）

②広報の推進（評価書141頁）

（１） 窓口整備を通じ相談対応・職場環境の改善
令和5年3月よりコンプライアンス室対応の変更があった。窓口対応方法は既存の
ままとしたが、他部門から強く要請のあった「可能な範囲での情報共有」を視野に入
れて、職場環境の改善やコンプライアンスの徹底に務めている。相談者のプライバ
シーを保護しつつも、職場の同僚や上長から職場環境情報を得、職場の問題とし
て取り組みが継続され環境変化できるよう経過を共有した。パワハラ等の具体的な
相談を55件受け、うち、解決・終了48件、引き続き対応が7件。

（２） ハラスメント防止と情報セキュリティー対策を目的とした、コンプライアンス研修に
おいて、直近半年間の相談事例と学習内容を発信・確認ミニテストを実施、研修開
始から約1.5カ月で1,699人の受講・回答（職員数1710人／2023年９月）を確認。閲
覧数は2,042回。

（３） 各部所に掲示のみの相談窓口の案内を、毎月2回（第1・3月曜日）に一斉メール
を配信。職員のご意見をタイムリーに案内に反映させる為、2回更新したが、相談者
から閲覧の確認ができ、ツールの活用として拡大を計画している。

ホームページ、SNSの迅速・適時の更新や研究成果をわかりやすく解説したプレスリリース
作成、疾患の動画制作など、量・質ともに充実した。

（１） 成育医療の推進に寄与する臨床および研究に関するプレスリリース（メディア向け）を46件
（前年度45件）配信。メディア露出数は2,122件（前年度1,655件）。

（２） 総合的なセンターのパンフレット令和4年版（日本語・英語併記）を作成。

（３） 広報誌は年4回制作（各医療機関およそ3,,200件）。

（４） ［ホームページ］「トップページ・ページビュー数」は640,617件（前年度743,546件）。

（５） ［ソーシャルメディア］フェイスブック、ツイッター、ラインで、当センターの取り組み、新着情報、一般
の方への有益な情報（災害対策マニュアル、感染症予防策など）、寄付のお願いなどの情報提供。
X（旧ツイッター）のフォロワー数：約14,000人（前年度12,326人）。

一般者向けの動画配信
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その他の事項

その他業務運営に関する重要事項評価項目4-1

３  事業スキーム・実施主体等

・国立研究開発法人国立成育医療研究センターにおいて、
「女性の健康」に関する司令塔機能を担い女性の体とこころの
ケアなどの支援等に関するモデル的な取組の均てん化を行う。

２  事業の概要
・女性は、ホルモンのバランスの変化等により、ライフステージ毎にその心身の状況が大き
く変化し、様々な健康上の問題等が生じるため、女性の健康や疾患について、心身に
おける性差も加味し、ライフステージ毎に多面的・包括的な分析を加え、病態の解明と
予防及び治療に向けた研究を推進する。

１  事業の目的

実施主体：国立研究開発法人国立成育医療研究センター

「女性の健康」ナショナルセンター

創薬に向けた
共同開発・
治験参加医療
機関の紹介等

製
薬
企
業

協
力
医
療
機
関

・
関
係
学
会
等

データの
提供・活用等

国 民
相談・情報提供等

女性が人生の各段階で様々な健康課題を有していることを社会全体で共有し、女性が生涯にわたり健康で活躍できる社会を目指す

令和５年度第一次補正予算額 5.4億円

女性の健康に関するデータセンターの構築
• 医療機関や研究機関などの協力を得て、女性のライフコース毎のデータの収集・解析を行い、女性の健康に関する新たな知見を発掘及び臨床試験
を実施するための基礎情報を収集

• 収集したデータの解析やAI予測を実施し、新たなエビデンスを創出
• 収集したデータを全国の研究機関・企業が活用できるよう、データ管理、提供を行う窓口を設置

女性のライフコースを踏まえた基礎研究・臨床研究の積極的な推進
• 女性の健康に関する調査・研究は多様なアプローチが必要なため、医学的視点だけではなく、社会学や経済学からの研究者を集め、包括的な取組を実
施

• 女性特有の疾患領域における治験等を推進するため、オープンイノベーションセンター等を整備
• 女性特有の疾患領域の研究を実施する研究機関とネットワークを構築し、企業の治験に協力できる医療機関の紹介等の調整機能を整備

情報収集・発信、政策提言
• 「女性の健康」に関するWEBサイトや相談窓口を設置
• 最新の研究成果について、積極的に情報収集・発信、政策提言

女性の体とこころのケアなどの支援等
• プレコンセプションケアの均てん化に資するモデル事業、調査研究、情報発信等を実施（プレコンセプションケアセンターの新設）
• 産後の女性の体とこころのケアや子育てを支援し、安心して子育てができる環境（産後ケアセンター）の整備
• 「妊娠と薬情報センター」の機能を維持して発展させるために、人材、設備、DXの拡充

「女性の健康」ナショナルセンター機能の構築

※令和6年度当初予算額 22億
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令和5年度財務状況

資産の部 負債の部

資産 603.7 負債 206.0

流動資産 128.7 流動負債 72.1

固定資産 475.0 固定負債 133.9

純資産の部 397.7

純資産 397.7

資産合計 603.7 負債純資産合計 603.7

【貸借対照表：令和6年3月31日】 （単位：億円）

勘定科目 金額 勘定科目 金額

経常費用 304.2 経常収益 301.7

業務費用 303.5 業務収益 250.5

 給与費 149.0 運営費交付金収益 33.5

 材料費 68.4 補助金等収益 6.4

 委託費 33.8 その他 11.3

 減価償却費 23.1

 その他 29.1

財務費用 0.2

その他経常費用 0.5

臨時損失 1.4 臨時利益 0.3

当期純利益 △3.6

経常収支率 99.2% 総収支率 98.8%

【損益計算書：令和5年度】 （単位：億円）

【キャッシュ・フロー（ＣＦ）計算書：令和5年度】 （単位：億円）

区  分 金 額

Ⅰ 業務活動によるＣＦ 24.8

 支出 △277.3

 収入 302.2

Ⅱ 投資活動によるＣＦ △12.6

 支出 △16.6

 収入 4.1

Ⅲ 財務活動によるＣＦ △6.7

 支出 △15.5

 収入 8.8

Ⅳ 資金増加額 5.5

Ⅴ 資金期首残高 63.0

Ⅵ 資金期末残高 68.6

※計数は原則としてそれぞれ四捨五入しているので、端数において合計とは一致しないものがある。

※計数は原則としてそれぞれ四捨五入しているので、端数において合計とは一致しないものがある。

※計数は原則としてそれぞれ四捨五入しているので、端数において合計とは一致しないものがある。
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区分
H28’決算額 H29’決算額 H30’決算額 R元’決算額 R2’決算額 R3’決算額 R4’決算額

（A）
R5’決算額

(B)
差額

（B）-（A）

医業収益 192.9 194.3 199.3 206.2 192.1 213.5 224.9 227.5 2.6

医業費用 177.3 181.1 186.0 200.0 198.8 217.7 229.3 230.2 0.5

経常収益 260.9 262.7 268.5 272.0 282.3 290.7 306.2 301.7 △4.5

経常費用 249.6 250.7 259.4 268.5 271.7 288.2 305.9 304.1 △2.2

臨時利益 0 0.1 0.9 43.7 0.1 0 0.7 0.3 △0.4

臨時損失 0.1 1.0 1.3 44.3 0.4 0.4 1.5 1.4 △0.1

医業収支差 15.6 13.3 13.3 6.6 △6.7 △4.2 △4.4 △2.7 ＋2.2

経常収支差 11.4 12.0 9.1 3.5 10.6 2.5 0.2 △2.5 △2.3

総収支差 11.3 11.0 8.7 2.9 10.4 2.1 △0.5 △3.6 △2.7

（単位：億円）【損益計算書比較】

【参考：運営費交付金の推移】
（単位：億円）

財務状況

※計数は原則としてそれぞれ四捨五入しているので、端数において合計とは一致しないものがある。
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運営費交付金の交付額（単位：億円）
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3-9-4 ­務経理部

貸借対照表 w添参照 
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­務諸表 

ÿ．概要 

î和ă�度{tいv�1コロナ収束{伴う補助金収益等~大幅z減~影響|大}く1�成28�度

{¹昨�度まwą期連続�s�黒字|途絶え1î和ă�度�Ā億ă千万Ö~赤字xzs�|1医業収

益�過去最大~収益wあº1î和Ă�度x比較す»x1Ā億Ą千Ą百万Ö~プùスwあs�2 

Ā．À借対照表 

î和6�3o31日現在  ÿ単位：千ÖĀ 

資産~部 

a 流動資産 

現金及び預金  6,855,286 

医業o収金    4,637,795 

 À倒引当金 ▲4,539

o収金  1,126,326 

医薬品  146,924 

診療材料     14,721 

給食用材料   2,641 

貯蔵品     31,011 

前払費用  4,154 

そ~他流動資産     60,011 

流動資産合計  12,874,330 

b 固定資産 

ÿ p形固定資産 

建物     26,749,837 

 減価償却累計額 ▲12,714,541

構築物    310,460 

 減価償却累計額 ▲174,021

医療用器械備品 9,784,624

 減価償却累計額 ▲6,931,647

そ~他器械備品 6,132,001

 減価償却累計額 ▲5,346,571

車両     55,832 

 減価償却累計額   ▲55,832

土地     23,795,696 

そ~他p形固定資産   2,678 

減価償却累計額 ▲1,903

p形固定資産合計      41,606,614 

Ā 無形固定資産 

ソフトウエア  963,361 

電話加入権   160 

   特許権   0 

  商標権  763 

無形固定資産合計        964,284 

¬債~部 

a 流動¬債 

運営費交付金債務    68,290 

預º寄附金  752,486 

一�ïÕ返済長期借入金        1,407,130 

¿掛金  1,002,140 

o払金  2,391,836 

一�ïÕ支払úüス債務  115,648 

o払費用  416 

 o払消費税等   7,578 

前Ø金  142,776 

預º金  420,493 

引当金 

 賞与引当金   838,976 

そ~他流動¬債  64,842 

流動¬債合計  7,212,610 

b 固定¬債 

資産見返¬債 

資産見返運営費交付金 104,332 

資産見返補助金等    297,009 

資産見返寄附金    635,219 

資産見返物品Ø贈額    12,081 

長期借入金 6,570,831 

úüス債務 163,244 

引当金 

 退職給付引当金  5,553,103 

資産除去債務    55,215 

固定¬債合計  13,391,035 

 ¬債合計    20,603,645 
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ā 投資そ~他~資産 

破産更生債権等     26,095 

 À倒引当金 ▲26,095

長期前払費用 1,126

退職給付引当金見返 4,924,106 

投資そ~他~資産合計   4,925,232 

固定資産合計 47,496,130 

 資産合計    60,370,460 

純資産~部 

a 資q金 

政府出資金    36,382,981 

資q金合計    36,382,981 

b 資q剰余金 

資q剰余金                    5,759,078 

そ~他行政コスト累計額 

減価償却相当累計額ÿ▲Ā  ▲4,855,454 

除売却差額相当累計額ÿ▲Ā  ▲322,341 

 資q剰余金合計              581,284 

c 利益剰余金 

前中長期目標期間繰越積立金    3,006,748 

 積立金   156,420 

 当期p処分損失                ▲360,618 

ÿう�当期総損失Ā   ÿ       ▲360,618Ā 

利益剰余金合計  2,802,550 

純資産合計  39,766,815 

¬債純資産合計 60,370,460 

ā．損益計算書 

î和 5� 4o 1日{¹î和 6� 3o 31日まw ÿ単位：千ÖĀ 

経常費用 

業務費 

  給与費  14,180,211 

  材料費  6,844,048 

  委託費  3,375,359 

  設備関係費  3,307,586 

  経費    1,800,707 

一般管理費 

  給与費    723,231 

  経費    112,183 

  減価償却費  2,179 

­務費用  23,402 

 そ~他経常費用  49,674 

経常費用合計    30,418,581 

臨時損失 

  固定資産除却損  11,711 

  そ~他臨時損失 128,545 

当期純損失 ▲360,618

当期総損失 ▲360,618

経常収益 

運営費交付金収益  3,354,352 

補助金等収益   637,536 

業務収益 

  医業収益  22,753,664 

  研修収益  27,521 

  研究収益  2,264,877 

寄附金収益    113,477 

資産見返¬債戻入 

  資産見返運営費交付金戻入  35,204 

  資産見返補助金等戻入    71,352 

  資産見返寄附金戻入    79,306 

  資産見返物品Ø贈額戻入    3,637 

施設費収益    29,058 

退職給付引当金見返{係»収益  408,767 

そ~他経常収益    389,871 

経常収益合計  30,168,622 

経常損失   ▲249,959

臨時利益 

  固定資産売却益   416 

  À倒引当金戻入益  1,743 

  そ~他臨時利益    27,438 
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Ă．キャッシュ･フロü計算書 

î和 5� 4o 1日{¹î和 6� 3o 31日まw ÿ単位：千ÖĀ 

a 業務活動{¸»キャッシュûフロü 

   人件費支出                ▲14,369,882 

   材料~購入{¸»支出       ▲6,866,751 

   そ~他~業務支出           ▲6,396,692 

 過�度補助金返還{¸»支出   ▲78,120 

   運営費交付金収入             3,646,793 

   補助金等収入 830,363 

   寄附金収入  146,116 

   医業収入  23,009,078 

   研修収入  28,218 

   研究収入  2,315,572 

   そ~他~収入  239,699 

小計  2,504,393 

   利息~支払額                  ▲23,345 

業務活動{¸»キャッシュûフロü 

 2,481,048 

b 投資活動{¸»キャッシュûフロü 

   p形固定資産~×得{¸»支出   ▲1,660,746

  p形固定資産~売却{¸»収入 416 

   無形固定資産~×得{¸»支出 ▲3,795

   施設費{¸»収入  408,100

投資活動{¸»キャッシュûフロü 

▲1,256,024

c ­務活動{¸»キャッシュûフロü 

   長期借入¼{¸»収入   877,960 

   長期借入金~返済{¸»支出     ▲1,433,012

   úüス債務償還{¸»支出      ▲117,428

­務活動{¸»キャッシュûフロü 

▲672,480

d 資金増加額   552,544 

e 資金期首残高  6,302,741 

f 資金期p残高  6,855,286 

ă．損失~処理{関す»書類 

ÿ単位：千ÖĀ 

a 当期o処理損失 ▲360,618

当期総損失 ▲360,618

b 損失処理額  360,618 

 前中長期目標期間繰越積立金×崩額  204,198 

   積立金×崩額  156,420 

Ą．行政コスト計算書 

î和 5� 4o 1日{¹î和 6� 3o 31日まw ÿ単位：千ÖĀ 

a 損益計算書上~費用 

   業務費    29,507,911 

   一般管理費     837,594 

   ­務費用      23,402 

   そ~他経常費用   49,674 

   臨時損失    140,256 

損益計算書上~費用合計  30,558,837 

b そ~他行政コスト 

   減価償却相当額  379,698 

   除売却差額相当額  0 

そ~他行政コスト合計   379,698 

c 行政コスト  30,938,536 
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3-9-4-1 ­務経理º

1.概要

­務経理º�1会計{·y»sx1õkÛsõ務~管理並s{資産~Û用{·y»sx1

寄附金~執行管理{·y»sx²所掌xwvzº1主z業務�ñQ~xzº2 

〇­務管理Ï 

ûõkÛsõ務~管理並s{資産~Û用{·y»sx

û­務会計·¹öĀ{·y»sx

〇経理Ï 

û決算{·y»sx

û収入Ûs支出{·y»sx

〇寄附Ï 

û寄附金~執行Ûs管理{·y»sx

û寄附{·y»報告書等~周知{·y»sx

〇調Ô企画室 

û物品Ûs役務~調Ô計画{·y»sx

ûþ定資産~管理{·y»sxÿ建物²除�Ā

û物品~購入Ûs検収{·y»sx

û物品~保管Ûs出納{·y»sx

ñP~業務²行う{あ�º1入金Ûs出金~管理1­務会計·¹öĀ{¸»会計伝票~

管理1決算~作成Ûs経営x~活用1寄附金~執行管理等²行い1経営~v断{必要z会

計情報~迅速Wや見え»W{¸»経営方針~最適W{×º組³wい»2 

~�1病院Û営{必要z物品~調ÔÛs管理²行い1|薬品{tいv�診療報酬制þ~

改定{即w�価格~適lW1|療機器{tいv�|療ûüº等²適W{把握w�うえw

投資計画作成w1購入品目1購入時期Ûs購入価格~適lW{×º組³wい»2 

3-9-4-2  |Ï管理º

1.概要

|Ï室�1患者~入�院Ûs入院患者~厚生Ûs外来患者{·y»sx1診療情報管理

室�診療録{管理Ûs調査並s{÷査{·y»sx²所掌xwv業務²行svい�|1

診療報酬算定業務1診療 録管理業務等~質向Pû迅速W{zいv両室~連携²¸º図»

必要²pwvい�2 

}~��1診療報酬算定Ûs診療 録管理業務等~連携²一|深Wu{»��1ð和Ć

� 10o{組織改定²行い1診療情報管理室²|Ï室{統\w�2組織改定à~主z業務
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�ñQ~xzº2 

〇|Ï管理º 

û|Ï室~統括Ûs診療部門x~調整{·y»sx

û診療報酬~算定{Ï»企画Ûs立案並s{調整{·y»sx

û病院{zq»診療収入û診療費用~V析{·y»sx

û前O�{Ï»診療情報~V析{·y»sx

ûé床研究»ン¿ü{Ï»þ務{·y»sxÿÏ務室~所掌{属y»�~²除�2Ā 

〇|Ï室 

û患者~入�院Ûs入院患者~厚生Ûs外来患者{·y»sx

û診療 録~保管{·y»sx

û|�Ï務作業補û者~管理{·y»sx

û診療録~管理Ûs調査並s{÷査{·y»sx

û診療情報~管理ÛsV析ÿ|Ï管理º~所掌{属y»�~²除�2Ā並s{÷査

ÿ情報解析室~所掌{属y»�~²除�2Ā{·y»sx

û入院|療費~包括評価{·y»sx

ñP~業務²行う{あ�º1新�z施設基準~×得{向q�÷ùンûンÀや将来{わ

�sv求�¹¼»|療機能~変W²見据え�戦略的z診療報酬請求~方向性~整理等{

×º組³wい»2 

3-8-4-3 施設整備º

1.概要

施設整備º�1施設~管理Ûs整備1施設整備{Ï»計画~策定1企画立案1基準~作

成Ûs設計Ûsþ定資産{·y»sx²所掌wvzº1主z業務�ñQ~xzº2 

û工Ï{Ï»÷理û÷督1図面管理1部Vû中間ûû工等検査業務{·y»s2

ûþ定資産ÿ土地û建物等Ā~管理等{Ï»業務{·y»sxÿ建物û附属設備~ā

ンöúン¹計画並s{T種設備等~更新Ûs改修計画等~作成Ā

û温室効ÿ¼¹削減対策1省¸ネ·連設備~適lÛ用xZ熱水~節減Ûs経費節減{

Ï»試算{·y»sx 

û¸ネû¾ü»ン¿ü~Û営{·y»sx

ñP~業務²行う{あ�º1施設整備º~役割xwv老朽Ww�設備~保àや計画的

z更新1省¸ネ{×º組³wい»2 

2.2023�þ~整備実績 

2023�þ{完成w�工Ïû設計�ñQ~xzº2 
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○病院棟

û空調設備整備}~他工Ïÿ7期Ā

ûúû²搬�設備整備工Ï

ûë動制御機器整備工Ï

û中央÷視 BAS設備整備工Ï

û地Q 2�ôóø雑用水槽増設工Ï

û入�÷視»āù増設工Ï

û高架水槽ÿTH-1-1û2飲料水系統Ā更新工Ï 他 ăāĉ件

○研究所

û空調設備}~他工Ïÿ6期Ā

ûÿ気室配ÿø部品整備工Ï

ûë動制御ø内機器更新整備工Ï

û蓄ÿ池設備整備工Ï

3.}~他

ÿ仮称Ā<女性~健ÿ=ú·÷úû»ン¿ü整備 基qû実施設計業務~入r公告²

行s�2 

3-9-5 図書館 

1.概要

1.1 場所û面積 研究所P|棟Ą� 427㎡ 

1.2 ÿ�数 閲覧用 31�1āソコン 16ĀÿÏ務用 PC²含�Ā 

1.3 職員 図書館長   ß坂俊Ï ÿ副院長1�射線診療部統括部長 Ā 

非常勤職員 司書ă] 

1.4 蔵書数 単行書 4,430 冊 (和書 3,266 冊1洋書 1,164 冊)1 

製q雑�  19,686 冊 

1.5 購¯雑�¿´øû数  

洋雑�  60�(ÿ子¸ăüúû) 

和雑�  32�(冊子体) 

1.6 ÷ü¿ùü¹  ā÷³»ûºンù´ン÷ù¹, |中� Web õúü²¿»¹÷ùン, 

Clinical Key, Springer Hospitals & Health, Wiley¸ăüúû
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÷ü¿ùü¹Ă÷û, JCO Digital Library, The Cochrane 

Library, ProQuest (Health & Medical Collection with MEDLINE), 

CHINAHL, PsycINFO, Embase, Up to Date, Web of Science 

1.7 参加組織 åq|学図書館協会 (l会員 B) 

NACSIS-CAT/ILL参加 <FA023189> 

2.利用者µüó¹

2.1 図書貸出件数  91 件 

2.2 文献相互利用件数 

ß頼［当館{¹他館x~ß頼］   1,379 件 

Ø付［他館{¹当館x~Ø付］ 325件 

2.3 図書館利用®明会 

ðoĂ回 (約 30V)|定例wあ»|1q�þ�新型コýú¶³û¹

感染防k~��1®明会�中k1一斉āüûw~利用案内z¸s利用

者~問い\わ{tx{対応 

3.図書購入選定委員会

第Ă回 ð和Ć�ąo 10åċÿ1Ā異動à~新任~委員~紹Ï 

ÿ2ĀBMJ Case Reports~定期購¯{tいv

第ă回 ð和Ć�ĉo 21åċÿ1Āð和 4ÿ2022Ā�þ業務報告{tいv 

ÿ2Ā2024 �図書館資料購入計画ÿ2024 �Ăo～12oĀ{t 

いv 

ÿ3Ā図書Ï~採用{tいv 

ÿ4Ā}~他 

3-9-6 sy�·ン¿¿ン¿

3-9-6-1 企画調整室

3-9-6-2 戦略支援室

1.ÿó·÷ンû目標

成育sy�·ン¿¿ン¿�1<yyv~sy���|1笑Ü{z¼»社会²創º~y=x

いう理念²掲r1ð和ą�ąo{設置u¼�2s~理念²実現y»��{1<dsy���

~声²大W{w~y=1<e{¹�ûss½û社会~視ù{¹sy���~元気²考えþq~

y=1<f確{z情報1考え²届q1社会実装{�s�わº~y=1<gsy���~成長²支

え»yyv~人��>sy�応援団?²tz~1育v~y=~ąt~使}²定�vい»2s
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~理念x使}{�1単{sy����qwz�1}~周º{い»保護者や専門家zy1sy

�{¹見え»社会û世界�笑Ü{あu¼vい»社会u�º{®献w�いxいう願い�込�

¹¼vい»2 

2.研究体制

所長ċ梅澤明弘

企画調整室長ċX澤潤

副企画調整室長ċ菊池耕徳1Ü利久哉1千Y園子

企画調整室員ċ徳永克之1xP~司1近藤留衣1宮Ql和1px悠子

戦略支援室長ċ梅澤明弘

副戦略支援室長ċ竹原健Ð1森崎菜穂

戦略支援室員/研究員ċ_林徹1余谷暢之1千Y園子1須藤茉衣子1石塚一Ā1加藤�彦1

大久保祐輔1_林w~v1越智真奈美1星ß}Ý1牧Ā彦

3.活動~概要

<ð和Ć-ć�þă{�Ï業計画書=²策定w�2}~計画{基u}1<·ン¿¿ン¿=~

活動²軌Ó{乗{»sx²目指w1<1.·ン¿¿ン¿~Û営=1<2.sy�²ùü»·ü体制

~基ø構築=1<3.÷ü¿利活用基ø~構築=1<4.社会実装支援=1<5.人w育成=~活動²z

szs�2 

4.·ン¿¿ン¿~Û営

·Ï機·x~連携体制~構築xwv1sy�家庭ß{¹~Ø�業務²得�º1検討会x~

委員xwv~参画1様々zºû室~担当官x連携|x¼»体制²構築w�2ë治体~Ï業実

施支援xwv1複数~ë治体x~連携û協働{着手w�2·ン¿¿ン¿~周知ûß報xwv1

計Ċ回~·ン¿¿ン¿»ÿúü²開催w1T回 100人ñP~参加|得¹¼�2活動紹Ï~冊

子ÿ�報Ā²作成w1学会w~öü¹出展や·Ï者x~配_zy²zszs�2 

5.sy�²ùü»·ü体制~基ø構築

sy�~意見²収集y»調査基ø~ā´ýóøÛ用xwv1sy�~þ¹¿{·y»意

識調査~結ÿ²公開w�2~�1sy�~意見²ï弁w}»sy�や1専門家~養成{向q

�教育÷ýÀùĀやワü¿·÷ó÷²企画w1Îà1̧ ºã大y»��{û成金x~応募z

y²²��2ÿ内wsy�²ùü»·ü~活動|�立wvい»sx²Øq1コンソü·²Ā

~¸うz体制~あº方{tいv·Ï者û機·x~協議²zszs�2 

6.÷ü¿利活用基ø~構築

当»ン¿ü{zq»�府統計~利活用z¸s÷ü¿²´ùúンÀ~一環xwv1厚生労

働省人口動態調査xÿ民生活基礎調査~ăt~基�統計{tいv1当»ン¿ü~法人xw

v÷ü¿提ß²Øq¹¼»体制²構築w�2}¼¹~統計調査{tいv1当»ン¿ü職員²

対象{w�®明会²開催w1}s{¹1Ą件~w体的z÷ü¿解析~伴走支援²開始w�2

sy�{·y»様々z健ÿºÜ{tいv1·連y»指標²~x�v情報提ßy»試�xw

v1sy�{·y»様々z指標²~x��ûõü¹ü¿ü<sy�~´þ²考え»=~~刊û

公開²zszs�2 
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7.社会実装支援

全ÿë治体~ï子保健担当º²対象{1行�計画ÿsy�計画û成育|療等計画Ā~策定

{·y»実態調査²zszい1約 600ë治体{¹~回答²得�2sy�家庭ß~目û�策~

一t{zsvい»<sy�ºw�通園制þ=~Ă÷ûÏ業{tいv1EBPM 推²室{¹~委

�Ï業²獲得w1s~Ï業~ý¸ó¿Ă÷û~構築û調査票~作成û中間評価~V析²zs

zs�2飛騨^|来�þ{¹実施y»学ÿ期û思春期健診Ï業{tいv1}~評価計画~設

計û実施{·y»伴走支援²開始w�2 

8.人w育成

JST ̧ º研究費²得v1sy��策~ EBPM µ´¿û~阻害Ð²因子1Ï入策²把握y»

��~文献üóõüx1質的調査²実施w1}~成ÿ²åq公衆衛生学会w報告w�2s¼

¹~調査²通xv1研究者x�策担当者~<橋渡w=|Þ要wあ»sx|示唆u¼���1

sy�家庭ßやl浜^zyx連携w1<橋渡w=²実現y»��~情報交換会~企画²検討

w�2 

3-10 各種事業

3-10-1子y�~心~診療ネóøワü¿Ï業 中央âù病院

2023��ñQ~Ï業²行s�2 

1.連絡会議~開催

子y�~心~診療ネóøワü¿Ï業 連絡会議²�þ内ă回開催w1Q 内容²会議{

v共pw�2 

回/å時 議Ü 参加団体数 

第 24回 
2023/1/27(金) 
13ċ30-16ċ30 
@Web会議A 

1.児ÿû思春期精神疾患~診療実態把握x連
携推²~��~研究{tいv
2.2021�þ標調査結ÿ1o成�~ë殺~統
計1MAP現状報告1Ï業概要集~²捗
3.コýú禍~子y�~心~実態調査(÷ü¹
úúü¹)
4.指標調査票改�{tいv
5.新規参画ë治体ûâù病院~t紹Ï
(群馬�)
6.学校保健{·y»ôüû~t紹Ï
<子y�~¹øü¹Á·ó¿{tいv=
(千葉�)

ûë治体:14
ûâù病院/機·:20
ûｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ参加~
ë治体û病院:8
û厚生労働省 2º
û文部科学省 1º
û成育

第 25回 
2023/7/6(oĀ 
13ċ30-16ċ30 
@Web会議A 

1.コýú禍~子y�~心~実態調査結ÿ報告
(2022�þ)
2.o成�~ë殺~統計1MAP現状報告
3.子y�~心~診療研修連絡会
4.情報交換会 Ï業概要~表

(18ë治体ûâù病院 ~表)

ûë治体:16
ûâù病院/機·:23
ûｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ参加~
ë治体û病院:12
ûsy�家庭ßĂº
û厚生労働省 2º
û成育

コýú禍{zq»子y�~āン¿ûøû¹x~�響²考え1学校x~連携|必要Oÿk

wあ»��1学校保健{·y»ôüû~紹Ï²行s�2~�1Ï業概要~表w�Të治体~

Ï業内容²~表い��}1共pw�2Ï業·Ï者ñ外{¸ºV{ºやy�®明w}»¸う�
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目~改善等{tいv�意見²伺s�2 

2.子y�~心~診療ネóøワü¿Ï業主催 研修会開催

<}¼~¼~ù´õ¹öü¸{zq»家族支援=  会場 Web»ÿúü

2023�ĈoĈå(金) 10ċ00～16ċ05  定員ċ170]中ºンù´ン²¿»¹延y 130]ÿ内

当üÏ業·Ï者 52]Ā2ºン÷þンù配信ÿ2023�ĉoĂå{¹ĉo 31å1Ć演Ü総再生

回数 4,397回Ā

演     Ü 

a. sy�家庭ßxsy��策  
sy�家庭ß 成育局 ï子保健º ï子保健感染症対策専門官 土u 哲也 

b. 思春期~家族支援ÿうt1ë÷1摂食 害zyĀ 
地方独立行�法人東京都立病院機構 東京都立_児総\|療»ン¿ü 

 児ÿû思春期精神科 |長 長沢 崇 

c. 学齢期~家族支援 
ÿ立ÿ�|療研究»ン¿üÿ府Ā病院 
子y�~ss½総\診療»ン¿ü長û児ÿ精神科診療科長 ßR美 �英 

d. 育v{�u~あ»sy�~家族支援 
総\ï子保健»ン¿ü愛育¿úûó¿ _児精神保健科 副部長 細金 奈奈 

e. 当Ï者wあ»家族{対y»支援 
     昭和大学|学部精神|学講ÿ  教授 岩波 明 

3.コýú禍~子y�~心~実態調査

2021 �þ~連絡会議時{摂食 害~患者|増加wvい»x~意見|あs�sx{¹実態

²把握y»��引}þ} 2022�þ~摂食 害1強迫神経症1希死念慮1ë殺企図~初診外

来患者z¸s新入院患者数1�均�齢1ùóø充足÷~調査²実施w�2÷ü¿²集計w�

結ÿ1202012021 �þ{増加wvい�摂食 害~神経性食欲O振ÿ神経性や{症Ā~初診

外来患者数| 2022�þ�やや減少w��~~1コýú前~約 1.4倍w1新入院者数� 2022

�þ�高k~ºwあs�2希死念慮�1初診外来患者数�ð�増加傾向{あº12022 �þ

x 2019 �þ{比較wv約 1.6 倍wあs�2新入院患者数� 2021 �þ{一æ減少{転x»

� 2022�þ�再s増加w12019�þx比較y»x約 1.9倍{zsvい�2ë殺企図� 2019

�þx 2022�þ²比較y»x初診外来z¸s新入院x�{約 1.7倍xzsvい�22023�

11o{摂食 害~þ報z¸s希死念慮ûë殺企図{·w÷ü¹úúü¹w118件~露出w

あs�2 

4.指標調査

ð和ą�þÿ2022 �þĀV~Tâù病院~基礎÷ü¿z¸sÏ業�目{·y»調査²行

い1連絡会議時{·Ï者{集計表1ÀùõWw��~²配_w�2最終集計÷ü¿²ûüĀ

úü¸{掲載wvい»2 

5.ûüĀúü¸z¸s子y�~心~診療機·þó÷~Û用

11ë治体wÛ用中wあ»2右 表参照2Të治体û

âù病院�更新÷ü¿²ð�þ 12op~w{中央 

âù病院{提出y»22023�~²¿»¹数�均� 

Ăå約 134.6²»¶ンøxzsvい»2�録·¹ö 

Ā²改�w1ë治体ûâù病院¸º更新時~¬担|

減少w�x~意見²い��いvい»2

333



6.交換研修 

 コýú禍~��応募z� 2023��実施wvいzい2 

 

7.Ï業実施主体 

qÏ業{参画~ë治体ûâù病院�Q ~通ºwあ»2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3-10-2 _児|³âù病院Ï業û_児|³中央機·Ï業 

 

1.概要 

わ|ÿ~|³対策²総\的{t計画的{推²y»sx²目的xwv�成 18�ćo{成立

w�<|³対策基q法={基u}1�成 24�ćo{¸議決定u¼�<第ă期|³対策推²

基q計画={zいv1_児x~|³対策~充実|Þù的{×º組�y}ºÜxwvxºあr

¹¼�2s¼{基u}1厚生労働省� 2013 �ăo{全ÿ 15 ~_児|³âù病院²指定w1

ÿ立成育|療研究»ン¿ü�}~rxt{選定u¼�2u¹{12014 �ăo{�1ÿ立|

³研究»ン¿üxx�{ 15 ~âù病院²×º~x�»_児|³中央機·{指定u¼1相談

支援~向P1情報収集û提ß1é床試験~支援1診断û治療zy~診療支援1_児|³診療

{携わ»者~育成1�録体制~整備zy~業務²行svい»2 

 

 

自治体 行政担当課および拠点病院・機関 自治体 行政担当課および病院・機関

' 岩k� 岩k医科��附属病院/いわvsyもケアセンタü ' 神奈川� 神奈川�立syも医vセンタü
' 群馬� 群馬��医�ø附属病院0_児科 ÿ2011~þ～2017~þ末まwÏm参画Ā

'
ÿ立ÿ際医v研究センタüÿ府台病院
児童精神科 '

÷_� ÷_��病院
w域³携児童思春期精神医�診vø

千葉��医�ø附属病院0syも~ssろ診vø ÿ2011~þ～2015~þ末まwÏm参画Ā
' w京都 w京都立_児総\医vセンタü uいたま^ uいたま^ssろ~健康センタü

Ñ沢��附属病院
[yも~ssろ~診v科û神}科精神科 ( 和歌山� 和歌山�立ssろ~医vセンタü

独立Ì�ýþÿ立病院�構0医û病院 ' �阪^ �阪^立総\医vセンタü
÷川�立ssろ~病院 �V� �_福祉ýþ別府~達医vセンタü
山梨�立ssろ~~達総\o÷センタü �Vv育センタü
山梨�立W病院 (�V�2012~þ~2020~þ末まwÏm参画Ā
山梨�立精神ß健福祉センタü
山梨�立あけぼ~医v福祉センタü '[yも~ssろ専門医研修ý設

' 信州��医�ø附属病院0[yも~ssろ診vø &[yも~ssろ専門医研修ý設0³携ý設
' ÷ß�立syも病院
' ÷ß�立ssろ~医vセンタü駒ヶ根
' 静ý� 静ý�立syも病院
( 三Ý� 三Ý�立[yも心¯~達医vセンタü
' �阪府 �阪府立病院�構 �阪精神医vセンタü
' 兵庫� 兵庫�立ひょうtssろ~医vセンタü

鳥×� 鳥×��医�ø附属病院
[yも~心~診v拠点病院推²室

þ根� þ根�立ssろ~医vセンタü
' ý山� w方独立Ì�ýþý山�精神科医vセンタü
( 香川� 四ÿsyもxおxz~医vセンタü0児童心vÕ科
' Ú知� Ú知��医�ø附属病院 [yも~ssろ診vø
' 福ý� 九州��病院[yも~ssろ~診vø

' _賀� 独立Ì�ýþÿ立病院�構
肥前精神医vセンタü

熊o� 熊o�~達障がい医vセンタü
' ÿ熊o��病院0神}精神科Ā
' 沖縄� 琉w病院

札幌^ W海道��医�研究院ÿW海道��病院Ā

' o央拠点 ÿ立成育医v研究センタü

÷ß�

21ë治体ÿ20都府�11指定都^Ā/30拠点病院û�関 オブザüバü0参加ë治体また�参加病院û�関リスト

千葉�

÷川�

山梨�
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2._児|³âù病院Ï業 

(1) _児|³|療従Ï者研修Ï業 

地域~_児|³{携わ»|療従Ï者²対象xw�ñQ~研修等²計画û実施w�2 

• _児|³�護»ÿúü(Web開催ċ6/19～7/3119/18～10/31112/18～1/31)ċ1)_児

|³�護{必要z基q的知識û�能²習得w1主体的{実践w}»人w²育成y»s

xx12)·東ûw信越öýó¿{zq»_児|³�護~連携²強Wy»sx²目的x

wv研修²実施w�21,140]|Ø講w�2 

• 東京_児|³研究Àûü÷ÿTCCSGĀ秋季»ÿúü共催(東京慈恵会|科大学{v対面

w実施ċ11/19)ċ _児|³診療{携わ»|�|参加w1_児|³診療{·y»講演

や実習²通xv診療¹½û~向P²目指w�q»ÿúü²共催w�293]|参加w

�2 

• 緩和Á²ü¿ÁăüÿWeb開催Āċ第 40回(5/12)1第 41回(8/4)1第 42回(11/10)1

第 43回(2024/3/8)2öüþ�<_児|³患者{zq»²ùĀン¹ûÁ²û÷ùンû

ンÀ{tいv考え»=1<思春期~sy�x~·わº{tいv考え»=1<非|³疾患²

抱え»sy�x家族{対y»緩和Á²=1<sy���~暮¹wx希望²支え»=zy

_児緩和|療{zいv必要xz»知識や姿勢²身{tq»sx²目的xw�研修²º

ンù´ン{v実施w�2計 625]|参加w�2s~{{1<{いい�Á²»õ·=x

wv地域~様々zVßwÞ症児~Á²{携わ»職種ÿ|療職1行�職zyĀ²交え�

交流会²開催w意見交換²行い1Îà~子y�~Á²{zq»情報共p~Ð²²図s

�ÿ6/219/1112/1開催Ā2計 36]|参加w�2 

(2) _児|³âù病院ネóøワü¿Ï業 

• ·東w信越地域|療提ß体制協議会ċ47~|療施設110都�{¹構成u¼vzº1

2023�þ{zいv�1協議会²ºンù´ン開催w�ÿ7/19ċ110]参加Ā2~�1·

東w信越地域|療提ß体制協議会~ûüĀúü¸²ÿ立成育|療研究»ン¿ü~ûü

Āúü¸P{開設w1診療実績や基q情報²病院ð{掲載w�2·東w信越地域|療

提ß体制協議会Û営~打�\わ{{�1ºンù´ン²利用w� TV会議·¹öĀ²活

用w1定期的z会議{¸º密z連携²図º1効÷的zÏ業Û営²行s�22023�þ�

Ĉ回実施w1é床試験~²捗や協議会Û営1_児|³診療{·y»情報等²共pw

�2 

• ~�1東京都_児ûAYA世ï|³診療連携協議会{zq»T部会~×組{tいv積極

的{参画w�2 

• 相談支援部会ċ7/7x 12/15{相談支援部会²行s�ÿ57]/49]参加Ā2~�相談支

援部会|主催y»相談支援研修² 11/18{実施2<_児|³~終p期=²öüþx

w1öýó¿内~相談員x}¼¹x連携wvい»在宅診療所等~相談員1\計 54]

|参加w�2 

• 患者û家族»ÿúüċöýó¿内~_児|³âù病院w企画w1�ą回実施2当»ン

¿ü� 3/16{_児|³{zq»�射線治療1多職種支援{tいv~講演会²実施

ÿx込者ċ26]Ā2期間限定wºン÷þンù配信�行zs�2 

(3) |³相談支援Ï業 

入院Ûs外来~_児|³患者x家族{¹~相談{応x»xx�{1院外~患者家族や|

療従Ï者1患児·Ï者等{¹~相談{応x»sx|w}»体制²引}þ}整備w�2 
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 ~�·東w信越öýó¿~_児|³âù病院x連携²xº1_児|³患者家族|適W{

相談²Øq¹¼»体制~充実²図»��1相談支援部会�活用wz|¹検討w�2 

 2024� 2/4{�<_児|³ WEB交流õ·¹¿ 2024=xwv AFLACú²üンôÿ¶¹亀戸

{v1_児|³や病気~子y�~支援団体紹Ï1_児|³経験者や}~t家族~交流会1õ

±·úö³ùóÀx~交流1üĂネüù¹¿ンùzy²実施w�2 

 ~�院内w�<ÿ立成育|療研究»ン¿ü内_児|³患者家族~会 あyz½¿ùö={

t協力い��}110/28x 3/16{患者µýン²実施w�2 

(4) ÷ü´ûüĀÛ営等Ï業 

_児|³患者û家族|療養生活²�»Pw必要z÷ü´ûüĀ環境Ûsùóùµ´ùw

~Úsや保育活動等~充実²図s�2_児|³患者~成長û~Ô{必要z環境²整備1Áă

´ûùù´õ¹ú·ăú¹ø²配置w1玩wや図書zy~備品²¸º一|充実u{1_児|

³患者û家族|適WzÁ²|Øq¹¼»¸う{院内~専門職種|連携²×»sx~w}»

環境や体制²構築w�2  

 ~�1当院~患者~滞在施設xwv公益­団法人ùúûùûþ¿ùúûùûÿ¶¹ûÁă

úö³üºû¸ăāン|Û営wvい»<ùúûùûþ¿ùúûùûÿ¶¹{�|や=x特定

非営利法人õ±ÿúüÿ¶¹|Û営wvい»<rtxu³~zう�=|あº1院内{�患者

~��~院内学~ÿ東京都立Z明特w支援学校û}¸風V教室Āや1}·う�い²預{»·

óö³ンÀûüĀ|存在y»2}¼¹施設x~連携²図º1入院患者家族{xsv¸º快適

z生活|�¼»¸う環境²整え»¸うü��2 

 

3._児|³中央機·Ï業 

(1) _児|³相談û支援Ï業 

_児|³âù病院や_児|³診療病院~相談員²対象{1ñQ~xzº研修²実施w�2

~�1s¼¹~研修~内容{tいv検討²行うú1_児|³相談員研修検討委員会²開催w

�2 

• _児|³相談員専門研修(EùüûンÀ1Web開催ċ9/101計 49]) 

• _児|³âù病院相談員ýþ研修(Web開催ċ10/27119]) 

• _児|³相談員研修検討委員会ÿWeb開催ċ8/3012024/1/251計 22]Ā 

• _児|³âù病院相談員öýó¿企画研修ÿWeb開催ċ 2024/2/28123]Ā 

(2) nÛ啓~û情報提ßÏ業 

• _児|³|療相談ûóøù´ンċ疾患û治療~理解²µýüøw1納得w}»|療|

Øq¹¼»¸う支援²行s�2 

• }~他ċÿ立|³研究»ン¿ü~<_児|³情報µüó¹=x~情報~掲載²引}þ

}行s�2s~{{1全ÿ~_児|³âù病院Ûs_児|³診療施設~診療実績Ûs

施設情報²収集y»xx�{ HPP{掲載w�2 

(3) _児|³|療~診断支援Ï業 

質~高い_児|³|療~診断~��1_児|³âù病院等{¹診断要請|あs�場\{1

匿]Ww�うえw�射線診断1病理診断1V子生物学的診断1細胞免疫学的診断等~支援²

ýþw�2WEB{¸»病理û画像診断~��~é床情報収集や専門|~ネóøワü¿²活用

w�コンµûöü·÷ン~·¹öĀ²u¹{充実u{�2稀少疾患や診断困難症例{対y

»特ë検査や1血液腫瘍~遺伝子診断体制²u¹{充実u{�2 
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 _児|³âù病院等~病理|x連携²xº1稀少疾患~病理組織診断~参考xy»��

{作成w�診断~手引書²nÛu{v1診断支援~一ûxw�2~�画像診断撮�÷ýøコ

û²作成w標準W²目指w�2画像診断{·y»会議�行s�2é床研究~中央診断x連携

w1細胞免疫学的診断~標準Wx最新~ WHOV類{準âw�内容~一|~充実²図s�2 

• 血液腫瘍細胞免疫学的診断新規 914 人ÿう�1âù病院û中央機· 223 人Ā 

• 血液腫瘍細胞免疫学的診断再~ 116 人ÿう�1âù病院û中央機· 22 人Ā 

• 血液腫瘍微少ì存病変解析 1,021 人ÿう�1âù病院û中央機· 411 人Ā   

• 血液腫瘍遺伝子診断 730 人ÿう�1âù病院û中央機· 165 人Ā 

• 中央病理診断件数ċ1,209件ÿFISH: 331件1RT-PCR: 105件Ā 

(4) _児|³�録Ï業 

全ÿ規模~_児þ形腫瘍�録wあ»åq_児血液û|³学会/åq_児外科学会�録1z

¸s_児þ形腫瘍観察研究~共通ºンù´ン�録·¹öĀ~āンöúン¹²行い1�録実

務や÷ü¿ùü¹管理²実施y»xx�{12022 �þ{·¹öĀÛ用{¸sv明¹{{z

s�問Üù²解決w�2s~��{1必要{応xvºンù´ン�録·¹öĀ~改修²実施w

�2~�ÿ立|³研究»ン¿üx共\w1院内|³�録 2018-2019�_児 AYA集計報告書²

公表wÿ_児|³ 6,898例1AYA世ï~|³ 76,618例 計 83,516例Ā1T種ā÷³²ÿ新

聞 33社1通信社Ă社1WEBă社1他öüó局Ā{×ºPr¹¼�2u¹{s¼~w}ùü¹

wÛ用wvい�é床研究~÷ü¿収集²1JCCG-ON REDCap²用い� EDC·¹öĀx~変更

²²�»xx�{1実]²含�個人情報管理z¹s{ REDCap~ÿ�共\研究x~利用ã大

~��~情報»½õúö³体制~強W²目的xw�1´ンõù·連業務~外注W{着手w

�2 

(5) _児|³|療従Ï者育成Ï業 

2024/1/13{<_児緩和Á²ÁüĀ研修ÿWeb開催Ā=xwv1特{緩和Á²ÁüĀ内{z

q»職種w~役割x疾患w~Ï入{焦ù²あvv1_児緩和Á²ÁüĀ研修会²行s�259

]|Ø講w�2 

2024/2/17{<_児|³úÿóúöü·÷ン研修会=ÿTKP品川»ンõ±üン¹»ン¿ü{

v対面w開催Āxwv1_児|³~úÿóúöü·÷ン{携わ»|�û理学療法士û作業療

法士û�語聴覚士²対象{1効ÿ的zúÿóúöü·÷ン|実施w}»体制整備~��~研

修会²実施w�253]ÿ_児|³âù病院 26]1_児|³連携病院 27]Ā|参加w�2 

2024/3/9 {<_児/AYA 世ï~|³長期õ¹ýü²ó÷研修ÿLCASĀ=~²ùĀン¹研修

ÿWeb開催Ā²実施w�277]|Ø講w�2 

(6) 連絡協議会等Û営Ï業 

• _児|³âù病院連絡協議会(Web開催ċ6/2812024/1/30)ċ_児|³âù病院x_児

|³中央機·{¹z»連絡協議会²設置wvzº1âù病院x中央機·間~密接z連

携²図»��意見交換等²行s�2 

• 相談支援部会(Web開催ċ6/2111/30) 

• �護部会(Web開催ċ5/3012024/1/23)  

• 緩和Á²部会(Web開催ċ7/14) 

• ²ùĀ´¶úüûüüù(ÿ´öúóù開催ċ 2024/3/11)ċ患者û家族1教育·Ï

者1p識者等|参画y»²ùĀ´¶úüûüüù²開催w1_児|³中央機·機能強

WÏ業等~ºÜ²把握w1解決策~検討Ûs提案²行s�2 
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3-10-3 _児x薬情報収集ネóøワü¿整備Ï業 

 

1.概要 

_児用|薬品�1á全性ûp効性~評価|難wいsx1開~ÿ治験Ā~実施|難wいs

x1採算性|乏wいsxzy{¹1|療現場w�_児用à|明確{設定u¼vいzい|薬

品{tいv成人~投Pà²減¹yzywv使用u¼vい~y2成育|療研究»ン¿üw

�1厚生労働省{¹~補ûÏ業xwv<_児x薬情報収集ネóøワü¿整備Ï業=²�成

24�þ{¹²�vい~y2s~Ï業�1全ÿ~_児|療機·等{¹z»_児|療機·ネó

øワü¿²活用wv1_児|薬品~使用実態ÿ用法û用à等Āz¸sp害Ï象等~情報²

ë動的{収集w1V析û評価y»体制ÿ_児|療情報収集·¹öĀĀ²整備y»sx²目

的xwvい~y2 

s~·¹öĀw得¹¼�情報²活用wv1_児領域{zq»|薬品~á全対策~向Pや

_児|薬品~開~Ð²²目指wvい~y2 

 

2.·¹öĀ整備~必要性 

 s¼~w_児|薬品~使用実態やá全性等~情報²ë動的{収集w解析ÿ能xy»´ン

õùÿ·¹öĀĀ�構築u¼vい~{³ww�2_児|薬品~使用実態Ûsp害Ï象等~~

現状í²明¹{{y»��~一t~手段xwv1コンøýüû²含³�多数~症例²網羅

的{収集w解析w}»·¹öĀ~構築|必要wy2s~·¹öĀ²整備y»sxw1_児{

対wv�¸ºá全{|薬品²使用w}»環境²整え1_児用|薬品~á全対策~u¹z»

向PÛs_児|薬品~開~Ð²²目標{×º組³wい}~y2 

 

3._児|療情報収集·¹öĀ 

全ÿ~_児|療機·等{¹z»ネóøワü¿²活用wv整備u¼�_児|療情報収集·

¹öĀ�1全ÿ~_児|療施設等x_児科¿úûó¿等{¹~÷ü¿|»½õúö³~担

保u¼�ネóøワü¿²通xv情報収集用~÷ü¿ùü¹ÿ|療情報÷ü¿ùü¹Ā{収集

u¼~y2T施設~ÿ子»ûö·¹öĀ{¹�1|療情報xwv<検査=<病]=<処方=<注

射=÷ü¿²収集w1O足y»患者情報�問診·¹öĀ{¹~<問診=÷ü¿{¸sv補完

wvい~y2問診·¹öĀ�1患者q人又�家族|入力y»sxw1q人\意²得»ôüû

xwv�活用wvい~y22023�ÿþĀ�12022�ÿþĀ~¿ù¶ù領域x_児|療情報

収集·¹öĀ²再構築y»sx²主xw�環境再整備à1協力|療機·{¹患者÷ü¿~

�信²再開w~w�22023 �ÿþĀp時ùw_児|療施設等 11 施設1_児科¿úûó¿

等 31施設|qÏ業~協力|療機·xwv参画wvzº1÷ü¿à�|療情報|約 100万人

V1問診情報|約 10万人V蓄積u¼vい~y2_児{対y»|薬品~á全性²評価y»�

�{必要xu¼»÷ü¿~~対数~確保{向qv1再整備u¼�環境Qw引}þ}÷ü¿

収集²²�vい}~y2 

 zz1協力|療機·{¹~情報~収集x利活用{あ�sv�1<人²対象xy» 生}科

学û|学系研究{·y»倫理指針={基u}必要z手þ}²踏~えv²�¹¼vい~y2研

究~目的²含�研究~実施{tいv~情報²協力|療機·~ûüĀúü¸又�ý¹¿ü等

~掲示{¸º公開y»xx�{1研究対象者{¹|療情報÷ü¿ùü¹x~|療情報等~

�信{tいv拒否w}»機会²保 wvい~y2 

338



4.環境整備

qÏ業w�1協力|療機·{¹収集w�÷ü¿~検索{必要z÷ü¿þóôンÀ作業²

²�»x\時{1|療情報÷ü¿ùü¹~機能ã充ÿ検索û抽出û加工機能1集計û解析機

能等Āz¸s改良1収集w�÷ü¿~品質管理�²�vい�sxw1̧ º効÷的{÷ü¿²

解析û評価w}»環境²整備wvい~y2 

 qÏ業~啓~活動~一環xwv¶·öµ´ø²開設w1T方面{対wvqÏ業~趣旨®

明z¸sqÏ業x~協力~|s{q1協力|療機·x~コÿõûÁü·÷ンôüûxwv

活用wvい~y2 

 収集w�÷ü¿~整理1解析û評価²²�vい�sxw1_児用|薬品~á全対策~更z

»向P²目指w1_児用|薬品~開~{�®献wvい}~y2 

5._児²対象xw�|薬品~使用環境改善Ï業

�成 29 �þ¸º厚生労働省~委�Ï業xwv<_児²対象xw�|薬品~使用環境改善

Ï業=|開始u¼1q�þ�引}þ}実施wvい~y2s~Ï業�1_児{|薬品|使用u

¼��~÷ü¿ÿ_児x薬情報収集ネóøワü¿整備Ï業w整備w�_児|療情報収集·

¹öĀw収集w�÷ü¿Ā{¹得¹¼»情報{加え1s¼~w{得¹¼vい»文献情報や規

制当局~情報²収集û整理w1_児|療や_児|薬品~専門家や行�等~·Ï者|参加y»

検討会w_児|薬品~使用実態~評価²行い1}~結ÿ{基u}1製薬企業{対wv添付文

書改�や_児用法û用à設定~��~一変x請等²Ðyxx�{1添付文書改�等{ó¹z

い�~{tいv�1qÏ業~¶·öµ´ø{掲載w1_児|薬品~使用環境改善��{必要

z情報提ß²行うsx{¸º_児{対y»|薬品~適l使用~推²²目指wvい~y2 

3-10-4 _児慢性特定疾病情報»ン¿ü

1.概要

<_児慢性特定疾病情報»ン¿ü=�1厚生労働省{¹~_児慢性特定疾病{·連w�

Ø�Ï業~う�~一twあ»_児慢性特定疾病情報管理Ï業費{¸ºÛ営u¼vい»1_

児慢性特定疾病{·わ»情報²一元的{~信y»ýü¿û¶·öµ´øwyÿhttps://ww

w.shouman.jp/Ā2ÿ|定��子y�~慢性疾病wあ»_児慢性特定疾病{tいv様々z情

報~一元W²図º1子y�x}~家族1·Ïy»支援団体1|療機·や学会1教育機·や

行�等~皆u~{1w}»�qわ{ºやy�情報提ß²行うsx²目的xwvい~y2�

間約 330万件~²¿»¹|あ»施策Û営{k{{zい¶·öµ´øxzsvい~y2~�

一般ÿ民�q{子y�~|療費û成{tいv1´ù¹øやþン¼²用いvV{ºやy�®

明y»¶·öµ´ø�公開wvい~yÿhttps://kodomo.kouhi.jp/Ā2 

2.掲載内容

掲載u¼vい»主z内容�ñQ~通ºwy2

◼ 概要

û制þ~基q理念
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û制þ~ÿ革 

ûyâ法や·連告示1通知等 

◼ 対象疾病 

û疾患群w対象疾病一覧 

û_児慢性特定疾病~全対象疾病ú¹ø 

û疾病検索 

û|療意見書~À¶ンýüù 

û新�{追加u¼�疾病{tいv 

◼ |療費û成 

û|療費û成~概要 

ûë己¬担P限Ý 

ûÞ症患者�定基準 

ûå常生活用w給付Ï業{tいv 

ûx請~w~手þ}~流¼ 

◼ ë立支援Ā相談窓口 

û_児慢性特定疾病児ÿ等ë立支援Ï業{tいv 

ûë治体窓口 

û患者団体{¸»相談窓口 

◼ �録û研究 

û_児慢性特定疾病児ÿ等÷ü¿~�録状íx集計結ÿ 

û研究班報告 

û�録÷ü¿~Ðl利用{tいv 

◼ 制þÛ用 

û_児慢性特定疾病指定|Ā_児慢性特定疾病指定|療機· 

û¸�あ»質問{tいv 

 

 

3-10-5 ²üû¾ü中心âù病院Ï業 

 

1.概要 

²üû¾ü疾患対策基q法ÿñQ1対策基q法Ā�1�成26�ćo20å{成立w1

�成27�12o25å{施行u¼�第一章{¹第四章1第一条{¹第Ð十Ð条w構成u¼

»法ßwあ»2}~目的�1<²üû¾ü疾患²py»者|多�1急激z症状êW²

繰º返ysxや生活~質|著w�損zわ¼»zy1²üû¾ü疾患|ÿ民生活{大}

z�響²Û|wvい»現状や1生活環境~多様Wや複雑z要因{¸º~症あ»い�Þ

症Wwvい»sx²考慮w1対策~充実²u¹{図»y�}~基q理念²定�1ÿや

地方公共団体1|療保険者1ÿ民1|療·Ï者1学校等注~設置者や管理者~責務²

明¹{{w1あわ{v対策²推²y»��~指針策定や1基qÏ�²定�»sxw1

²üû¾ü疾患対策²総\的{推²y»sx=ÿ第一条¸º1一部略Ā等xあ»2 

�成29�Ąo21å{�1²üû¾ü疾患対策~推²{·y»基q的指針|厚生労働

大臣告示xwv公_u¼1s~基q指針{zいv1ÿ民|居Q地{·Ïz�1等w�

}~²üû¾ü~状態{応xv適Wz²üû¾ü疾患|療²Øq»sx|w}»¸

う1²üû¾ü疾患|療全体~質~向P|求�¹¼vい»2 
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s~指針{基u}1ÿ�1ÿ立成育|療研究»ン¿üxÿ立病院機構相模原病院²

<中心âù病院=xO置uq1最新~科学的知見{基u�適Wz|療情報~提ßや²

üû¾ü疾患|療{·y»研究1専門的z知識x�術²py»|療従Ï者~育成²推

²y»sx²求�vい»ÿ基q指針 第Ą条ÿ2Ā½Ā2 

ÿ立成育|療研究»ン¿ü²üû¾ü»ン¿ü�1²üû¾ü疾患{zq»ÿ~中

心âù病院xwv1専門診療や研究1教育研修1適Wz情報~~信{加え1鑑w診断

|困難z症例や標準的治療w�病状|á定wzいÞ症û難治性²üû¾ü疾患~患者

u³{対w1·Ïy»複数~診療科|連携y»sxw総\的{t包括的{診断1治療

管理²行い専門|療²提ßy»sx²目的xwv2018�ćo{設置u¼�2現在1総

\²üû¾ü科1皮膚²üû¾ü科1消W管²üû¾ü科1鼻²üû¾ü科{加え1

ą評価支援室ÿ視機能評価支援室1免疫機能評価支援室1遺伝情報評価支援室1行動

機能評価支援室Ā{¸»T科l断的{統\u¼�診療体制xw1é床面{zq»連携

~�z¹z1難治Þ症例{対y»免疫異常や遺伝的検査zyý細z評価²研究所w実

施y»sx{¸º1総\|療的{tY²的z²üû¾ü診療²実現wvい»2 

 

2.中心âù病院~役割 

ÿ立成育|療研究»ン¿ü²üû¾ü»ン¿ü�1ÿ~�策{基u}1わ|ÿ{zq

»²üû¾ü疾患|療~全ÿ的zâùxwv1²üû¾ü疾患|療{·y»診療1情

報提ß1人w育成1研究zy{·y»ñQ~役割{tいv求�¹¼vい»2 

(1)診療 

診断|困難z症例や1標準的治療w�病態|á定WwzいÞ症Ûs難治性²üû¾

ü疾患~患者u³{対w1複数~診療科|連携w1診断1治療1管理²行うsx2 

(2)情報提ß 

ÿ民や|療従Ï者1}~他~²üû¾ü疾患{携わ»·Ï者{対w1²üû¾ü疾

患{·y»科学的知見{基u�適Wz情報²提ßy»sx2 

(3)人w育成 

都Ó府�âù病院w²üû¾ü疾患|療{従Ïy»1専門的z知識x�術²py»

|療従Ï者~育成²実施y»sx2u¹{1²üû¾ü疾患{携わ»·Ï者向q~研

修や講習会w活用w}»共通教w等~作成や提ß²行うsx2 

(4)研究 

全ÿ的z疫学研究1é床研究等²長期的{t戦略的{推²y»sx2 

(5)}~他 

全ÿâù病院連絡会議²通xv全ÿ~都Ó府�âù病院x~情報共p1意見交換等

²行い1²üû¾ü疾患|療~均v³W{向q�×組等{t}協議²行うsx2 

 

3.²üû¾ü疾患âù病院Ï業 

(1)²üû¾ü疾患|療診断等支援Ï業 

中心âù病院wあ»当»ン¿üx都Ó府�âù病院間{zq»連携~うえ²ü

û¾ü疾患患者{xsv¸º良い|療²提ßy»sx²目的xw1診断困難症例

{対y»²üû¾ü疾患|療診断等支援²実施w�2~�1²üû¾ü疾患|療連

携体制~更z»強W等~��1ą診療科ÿ総\²üû¾ü科1皮膚²üû¾ü科1
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消W管²üû¾ü科1鼻²üû¾ü科Āz¹s{ą評価支援室ÿ視機能評価支援室1

免疫機能評価支援室1遺伝情報評価支援室1行動機能評価支援室Ā²擁y»当»ン

¿ü{zいv�1診療連携{¸»難治Þ症例{対y»免疫異常や遺伝的検査zy

ý細z評価や1総\|療的{tY²的z²üû¾ü診療²支援y»体制²整えv

い»2近�1l世ï·ü¿¸ン·ンÀ解析�術~²歩{¸º1Inborn errors 

immunity~中{難治性Þ症皮膚炎{好酸球性消W管疾患1非x型的z\併所見ÿ内

V泌疾患1骨形成~異常Ā等²py» Primary Atopic Disorderxいs�疾患群|

�場wvzº1遺伝»¶ン»úンÀ²含��包括的z診療体制~構築²²�vz

º1ß�難治性患者~相談やØq入¼²行svい»2 

s¼~w{当²üû¾ü»ン¿ü{zいv B 研修1CûD 研修²}修w�都Ó府

�²üû¾ü疾患|療âù病院~|�{対y»相談Ï業²āüûあ»い�問い\

わ{õ¹üĀ形式wØ付q1指^|{確�~うえ数åñ内{回答1必要{応xv特

ë検査等~実施²行svい»2q�þ{過去Ą�間ÿ2021〜2023 �þĀ~相談²

集計w�xs½1計 27件~診療{·y»相談|あº1食物²üû¾ü~管理1経

口¬荷試験~実施方法1消W管²üû¾ü~管理1好酸球性消W管疾患~診断û管

理1薬剤¬荷試験~方法1²øôü性皮膚炎~外用薬~使用法zy{tいv幅ß�

実地é床~困ºtx²伺う機会|あs�2 

~�都Ó府�âù病院~�z¹z当»ン¿ü周辺地域~開業|²含��|療機

·{対wv�1近��要~増加y»消W管²üû¾üやúóô²üû¾ü~診断

支援1Þ症²øôü性皮膚炎{対y»V子標的薬^入等~支援{必要z体制²整

備y»��1東京都保健|療局~協力~�x連携|療機·~明確Wzy{×º組

³�2 

引}þ}1都Ó府�²üû¾ü疾患|療âù病院{¹~相談支援1紹ÏØ診{�

対応w1中心âù病院wあ»当»ン¿ü{zq»精査加療入院~à{再s都Ó府

�âù病院x併診y»sxw1u¹z»診療連携~ã充²狙い�い2 

 

(2)²üû¾ü疾患{Ï»|�{対y»研修支援Ï業 

qÏ業�1²üû¾ü疾患対策推²{·y»基q指針{掲r¹¼�T種個w目

標²Ô成y»sx²目的xw1都Ó府�²üû¾ü疾患|療âù病院~|�{対

w1A研修ÿ短期間ċĂå〜数åĀ1B研修ÿ中期間ċĂ～ă±間程þĀ1C/D研修

ÿ長期間ċ数�Ā²実施y»�~wあ»2}~中心²成y B 研修�1<_児²ü

û¾ü診療短期Þù型教育研修=xwv実施w1}~内容�食物経口¬荷試験~

実践{加えv気管支喘息z¸s²øôü性皮膚炎~標準治療~実習²充実u{1

実�{参加者|都Ó府�²üû¾ü疾患|療âù病院w~診療{必要z水準²

担保w}»�~xwvい»2w体的{�1研修参加者tx{総\²üû¾ü科|

�Ă]|āン¿üxwv担当w1Ă～ă±間~研修÷ýÀùĀ{zいv食物²ü

û¾ü~診断法ÿ複数患者x~食物¬荷試験実施²含�Ā1問診�術û血液検査û

皮膚ö¹ø~実施x解釈1基q的z食物除去û除去解除~方針決定1O要z除去

食x~食Ï指^や段�的解除~®明や1²øôü性皮膚炎~診断1Þ症þ{応x

�適Wz外用療法~選択や¹½ンÁ²指^1¹öý´ù忌避x~対応zy²習得

w1²üû¾ü性鼻炎{対y»舌Q免疫療法1気管支喘息{zq»|吸機能検査
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や吸入手�zy一般的z患者指^{加え1入院中~Þ症患者{対y»行動療法的

²÷ýüÁ²含��Ï入法²見学y»sxw1難治性²üû¾ü患者x~包括的

z対応²学習y»2 

＜B研修Ï業{tいv＞ 

B研修~実施状íxwv�1コýú禍{zいv�感染対策²講xttð和ą�þ

�通常通º募集開始w1青森1秋u1富山1長ß1大阪1ß島1大V1宮崎~T都

Ó府�âù病院²含� 14 ]~|�|研修{参加u¼全員|全å程²修Îu¼�2 

ð和Ć�þ�1感染対策²講xtt通常通º現地参加型実習²行s�2コýú禍前

{満足þ~高{s�初診患者向q~教育÷ýÀùĀ見学�yyv対面形式w実施

u¼�2~�1当»ン¿üw�ð和Ć�þ¸º新�{食物経口¬荷試験専門öûó

øÿOFCöûóøĀ|開設u¼1\実習� OFCöûóøw行わ¼�2B研修~実施

状íxwv�1昨�þ¸º通常通º募集開始w 14]~|�|研修{参加u¼�s

x²鑑�1新型コýú¶´û¹感染症~第Ć類移行²Øqv参加者増²Î想wv

い�|1最終的{�ć]ÿ東京都1埼û�1熊q�1愛知�1大阪府Ā~_児科専

門|{t²üû¾ü非専門||参加u¼�2研修参加者~背oxwv�1主{ 30

ï~若手_児科||参加u¼1多�|大学病院や_児病院1あ»い��立病院zy

地域~中x病院{勤務u¼vい�2地方{¹~参加�あº1地域診療~底Pr|期

待u¼»2 

研修結ÿ~評価ÿ図 3Āw�1âù病院·連|�~参加|多�²占�»z{1q

�þ�あ»程þ_児²üû¾ü診療~経験²持t|�|多い印象wあs��~~1

q�þ�研修前{zいv比較的P値wあ»傾向|伺え�一方1知識や�能{·y

» 40 ~評価�目~全v{zいv研修前~値x比較w研修àw改善|��¹¼�2

特{1近�患者数|激増wvい»食物蛋白誘~胃腸症²含��消W管²üû¾ü

{·y»研修�目{tいv�1前値~Pu{¹適Wz診療�術~nÛ啓~~ûü

º|高いsx|推測u¼»2Î�þ�昨�¸ºu¹{研修à~改善|Ý著{�¹

¼1l�þñ降�引}þ}ýþw�い2 

zz例�1前評価|最�Pいÿt~º知識�能~乏wいĀ�目wあ»<Àöûö

ù´ンù法~実施=1<ā¿コúン¬荷試験~実施=1<消W管²üû¾ü~診断û管

理法={tいv�動画研修資w~補填効ÿ|��¹¼�2昨�þ作成w�1前評価

|Pい傾向{あ»<皮膚÷úó¿ö¹ø~手�x結ÿ解釈={·y»解®動画x1

当»ン¿ü~食物²üû¾ü診療{zq»経口¬荷試験や栄養指^wå常的{使

用w1{t問い\わ{~多い<蒸wāンü·ô={·y»動画�学習~補ûxwv

活用wvい»2あわ{vÞ要þ~高い研修�目~解®動画x1当科~¸ăüúû¿

ùö²収録w�動画²ù´öùúüxwvĀó¿úンĀü~ QRコüù²{v{�

視聴ÿ能z状態xx�時整えvzº1短期研修参加者|ëv{閲覧出来»sxw1

研修à�ýþ的z学習効ÿ²狙え»¸う研修環境²整えvい»2 
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図. 研修結果の評価ÿ知識・技能についてĀ 

 

＜A研修Ï業{tいv＞ 

ð和Ćþ�1昨�þ{引}þ} A研修xwv<成育²üû¾ü中心âù病院ºン

ù´ン»ÿúü=xwv1ðoºンù´ン»ÿúü²企画開催w�2s¼�1成育

|療研究»ン¿ü免疫²üû¾ü研究部x1²üû¾ü»ン¿üw隔o交互{担

当w1基礎系xé床系{}¼~¼焦ù²あvv専門的z内容{¹基q的Ï�~w

幅ßい領域² WEB 配信y» WEB »ÿúüwあ»2当»ン¿ü~ûüĀúü¸{¹

ºw�視聴Î約|出来»2 

ćo{�<第 28回成育²üû¾üé床懇û会=等²開催w1�天堂大学|学部

附属�天堂|院_児科 稲毛英ÏY生²z迎えw1<子y�~遺伝性血管性浮腫-最

近~²歩-=xÜwv講演²頂}1262]~参加者²z招}w盛会{終Îw�2 

u¹{Î�þ¸º1多職種{¸»ÁüĀ|療~~展²狙いā÷³»û¹¿óõ向

q~ºンù´ン»ÿúü²� 1回開催y»企画²立v1<成育²üû¾üā÷³»

û¹¿óõ»ÿúü=xwv特w講演{w府大学食物栄養科学部教授~高松伸Ā

Y生{t�壇頂}1<食物²üû¾ü診療{zq»管理栄養士~·わºx食Ï指^

~コô=xÜwv御講演²頂い�2ß�近隣�護協会や栄養士会等{|s{q²行

い 420]~方{参加頂い�2 

成育²üû¾ü中心âù病院ºンù´ン»ÿúü~²ンÁüø結ÿÿĈo～12

oĀw�1Ċ割ñPw<xv�良{s�û良{s�=x回答w1参加者職業~内»

� 1/3程þw|�ñ外ÿ�護�1薬剤�1栄養士等Ā~聴講|�¹¼1多職種{わ

�º診療üùû底Pr~研修効ÿ|期待u¼�2 

加えvÎ�þ�1基q指針改l{²üû¾ü疾患~情報{tいv出生前{¹~

nÛ啓~活動{×º組�sx|明 u¼�sx²Øq1<生~¼v�»z子u³~

Allergy Cent er , Nat ional  Cent er  for  Ch ild Healt h  and Developm ent

Ā ．⾷物²üû¾üのV類1鑑別疾患1診断法{tいv説明w}»
ā ． ²üû²ン³ンýüネンø{基uいた⾷物²üû¾üの診断|w}»
Ă ． ÿ IgE依存性⾷物²üû¾ü{tいvĀ ⾷物経⼝負荷試験|必要z患者x保護者へ1⽬的1úス¿を説明w1負荷⾷品の量1負荷
時間間隔を設定wv同意を×得y»sx|w}»
ă ．⾷物経⼝負荷試験患者への給⾷ºüÀü1指⽰1処置ºüÀü1物品1投薬準備を⾏うsx|w}»2その�のā÷³»ûス¿óõxの
連携{tいv理解wvい»
Ą ． 1⽇数例の負荷試験症例の観察1Áャüø記載1即時反応への対応を⾏うsx|w}»
ą ．⼆重盲検法zy特殊z⾷物経⼝負荷試験{tいv理解w1実施w}»
Ć ．⾷物経⼝負荷試験の結果を参考{1具体的z摂×量や摂×⽅法1頻度を含±た⾷事指導を⾏うsx|w}»
ć ．⾷物抗原の特徴{合わせた⾷事指導|w}»
Ĉ ． ²úõ³ù½シüの症状û緊急時薬剤ûØ診⽬安を患者û家族{指導w}»ÿ ²ùüúúン⾃⼰注射薬の処⽅1使⽤法の説明Ā
Ā ÿ ． ²øôü性⽪膚炎の診断基準を説明w}»
Ā Ā ． ²øôü性⽪膚炎のバú²機能 害{tいv説明w}» Ā ā ． ²øôü性⽪膚炎の重症度評価|w}»
Ā Ă ． ²øôü性⽪膚炎のス½ン±²法ÿ ⽯鹸洗m1外⽤薬塗布Ā を1必要zôüûを準備wv指導w}»
Ā ă ． ²øôü性⽪膚炎の悪化因⼦xその対策{tいv説明w}»
Ā Ą ． 寛解導⼊療法û寛解維持療法の概念{tいv説明w}»
Ā ą ． ²øôü性⽪膚炎の外⽤薬{よ»治療x1起sºう»副作⽤1副作⽤を回避y»使⽤⽅法を説明w}»
Ā Ć ． ²øôü性⽪膚炎{対y»⽣物学的製剤を含±た全⾝療法の適応xその⽅法{tいv理解wvい»
Ā ć ． ²üû²ン⼆重曝露仮説の理論を説明y»sx|w}»
Ā Ĉ ． ²üû¾ü疾患発症のúス¿因⼦x予防法{tいv説明w}»
ā ÿ ． 気管⽀喘息の定義û診断基準û鑑別疾患{tいv説明w}»
ā Ā ． 気管⽀喘息の重症度x³ンøýüû状態を評価w}»
ā ā ． 気管⽀喘息の悪化因⼦を挙r1環境整備{tいv指導w}»
ā Ă ． õýüüúュüĀ曲線の測定を正wく⾏い1呼吸機能検査の結果{tいv患者ÿ 保護者Ā {説明w}»
ā ă ． 呼気NO測定を正wく⾏い1結果を患者ÿ 保護者Ā {説明w}»
ā Ą ． 気道過敏性検査を⾏うsx|w}» ā ą ． 重症度{応xた喘息⻑期管理薬を選択w}»
ā Ć ． 気管⽀喘息治療{おq»⽣物学的製剤の適応x使⽤法{tいv理解wvい»
ā ć ． 患児の年齢{応xた吸⼊÷バ́ スの選択x1気管⽀喘息の吸⼊療法{tいv1患児ÿ 保護者Ā {指導|w}»
ā Ĉ ． 喘息急性増悪時の対応を患者ÿ 保護者Ā {指導w}»
Ă ÿ ．⾆下免疫療法{tいv1服⽤法1効果1副作⽤の説明|w}»
Ă Ā ．⾷物蛋⽩誘発胃腸症のV類を説明w}» Ă ā ．⾷物蛋⽩誘発胃腸症の診断法や鑑別疾患を説明w}»
Ă Ă ．⾷物蛋⽩誘発胃腸症の検査ÿ 経⼝負荷試験を含°Ā {tいv説明w}»
Ă ă ．⾷物蛋⽩誘発胃腸症の管理法{tいv説明w}»
Ă Ą ． 薬物²üû¾üの定義ûV類û臨床症状{tいv説明w}»
Ă ą ． 薬物²üû¾ü評価のm¼{tいv説明w}»
Ă Ć ． 薬物²üû¾üÿ の疑いĀ を²t患者{対wv1今後の⽅針{tいv適W{説明w}»
Ă ć ．⽪膚öスøのV類1適応を理解wvい»
Ă Ĉ ．⽪膚プúó¿öスø1⽪内öスø実施時の注意点を挙r»sx|w}»
ă ÿ ．⽪膚プúó¿öスø1⽪内öスøの⼿技を理解w1実施w}»

研修結果の評価ÿ Ā Ā < 知識û 技能=

研修評価⽅法
Kirkpatrickの4段階評価概念{ÿu}
・反応 (î⾜度)

・�習 (知識・技能)

・⾏× (実�の⾏×変容) {tいv
参加者⾃⾝|評価ÿ研修_・終了fĀ
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��~²üû¾üÎ防ºンù´ン教室=²開催wvい»2²üû¾üýü¿û{�

úン¿²載{v頂いvzº1多�~参加者や行�保健�zy{t視聴頂いvい»2 

 

図. 成育²üû¾ü中心âù病院ºンù´ン»ÿúü²ンÁüø結ÿ 

 

(3)²üû¾ü疾患患者や家族等{対y»相談Ï業 

qÏ業w�1²üû¾ü疾患対策基q指針{掲r¹¼»<²üû¾ü疾患{·y
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1

2

3

4

5

6

7

8

各　 　種　 　委　 　員　 　会　 　一　 　覧　 　表

区 分

委 員 会 の 構 成 員

調 査 ・ 審 議 事 項
委 員 会 の
所 管 等

開 催

委 員 会 設 置 根 拠

（　）は規程・細則の制定年及び規程・細則番号

委 員 委 員 長 根 拠 規 程 委員会細則

職 員 採 用 委 員 会
理事長、企画戦略局長、研究所長、病院長、
臨床研究センター長、外部委員（１名）

理事長
研究所研究部長、研究所室長、病院統括
部長、病院診療部長、臨床研究センター部
長、臨床研究センター室長の選考

人事課 必要に応じて
職員人事規程

（H22-14）

職員採用
委員会細則

（H22-1）

職 員 表 彰 審 査 委 員 会 役員 理事長
表彰（永年勤続表彰を除く。）を受ける職員
等

人事課 必要に応じて
職員表彰規程

（H22-16）
根拠規程
に規定

職員懲戒規程
（H22-17）

根拠規程
に規定

安 全 衛 生 委 員 会

総括安全衛生管理者、安全管理者、衛生管
理者、産業医（１名）、安全に関する経験を有
する職員（２名）、衛生に関する経験を有する
職員（３名）

総括安全衛生管理者

職員の危険及び健康障害を防止するため
の基本となるべき対策、職員の健康の保持
増進を図るための基本となるべき対策、業
務上の災害の原因及び再発防止対策で安
全及び衛生に関すること等

労務管理室 原則月１回
安全衛生管理規程

（H22-21）

安全衛生
委員会細則

（H22-2）

懲 戒 審 査 委 員 会

理事会構成員のうち理事長が指名した者、企
画戦略局長、人事部長、病院長、看護部長、
研究所長、臨時委員として法律家等の専門家
の指名が可能

理事会構成員のうち
理事長が指名した者

職員に対する懲戒処分 人事課 必要に応じて

寄附取扱規程
（H22-32）

外部審査
受入審査会

細則
（H22-3）

職務発明等審査委員会

研究所長、副所長（１名）、副院長（１名）、開発
推進部長、臨床試験推進室長、知財・産学連
携室長、研究医療課長の職にある者、その他
理事長が必要と認める者

研究所長
職務発明に関する重要事項、成育創出
データの移転に関する規程に定める事項

研究医療課 必要に応じて
職務発明等規程

（H22-42）
根拠規程
に規定

外 部 資 金 受 入 審 査 会
副所長、副院長、臨床研究センター長、看護
部長、総務部長、財務経理部長、財務経理課
長

副所長 1,000万円を超える寄附の受入 財務経理課 必要に応じて

人を対象とした
医学系研究倫理規程

（H22-43）

倫理審査
委員会細則

（H22-5）

共 同 研 究 審 査 委 員 会

研究所長、副所長（１名）、副院長（１名）、臨床
研究センター長、知財・産学連携室長、研究
医療課長の職にある者、その他理事長が認め
る者

研究所長

研究の目的、内容及び実施理由の妥当
性、研究成果の公表方法、研究実施体制
及び共同研究機関から研究員の派遣を受
ける場合の妥当性、当センター施設及び設
備の使用方法等

研究医療課 必要に応じて

共同研究取扱規程
（H22-45）

共同研究取扱細則
（H22-13）

根拠細則
に規定

倫 理 審 査 委 員 会

副院長、倫理予備審査委員会の委員、倫理
学・法律学の専門家等、人文・社会科学の有
識者、研究対象者の観点も含めて一般の立場
から意見を述べることのできる者、その他理事
長が必要と認める者

委員の中から
理事長が指名する者

職員が行う人を対象とした医療行為及び生
命科学・医学系研究、並びに外部研究者が
行う医学系研究を対象とした倫理的及び科
学的な観点からの調査審議

臨床研究管
理室

必要に応じて
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各　 　種　 　委　 　員　 　会　 　一　 　覧　 　表

区 分

委 員 会 の 構 成 員

調 査 ・ 審 議 事 項
委 員 会 の
所 管 等

開 催

委 員 会 設 置 根 拠

（　）は規程・細則の制定年及び規程・細則番号

委 員 委 員 長 根 拠 規 程 委員会細則

9

10

11

12

13

14

15

研究活動及
び研究資金
取扱細則
（H22-11）

研 究 部 門 評 価 委 員 会
研究部門等の行う業務又は活動に高い見識
を有する者のうちから理事長が委嘱する者、
役員又は職員のうちから理事長が指名する者

理事長が指名する者
研究部門等が行う業務又は活動に関して、
研究の実施体制、研究の進捗状況、研究
成果等の評価

研究医療課 必要に応じて
研究部門評価規程

（H22-48）
根拠規程
に規定

競 争 的 資 金 等
調 査 委 員 会

機関及び告発者、被告発者と直接の利害関
係を有しない者（弁護士、公認会計士等）

内部監査又は告発等により、競争的資金等
の不正使用が疑われる案件が発覚した場
合の調査

研究医療課 必要に応じて
研究活動及び

研究資金取扱規程
（H22-47）

利益相反ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ規程
（H22-49）

根拠規程
に規定

研究所遺伝子組換え実験
安 全 管 理 委 員 会

安全管理主任者、所長が指名する研究部長
及び研究室長（若干名）、その他所長が必要と
認める者

安全管理主任者

実験計画の省令及び本規程に対する適合
性、実験に係る教育・訓練、実験に係る健
康管理、事故発生の際の必要な措置及び
改善策、実験に係る規程等の制定、改正及
び廃止等

研究所事務
係長

必要に応じて
研究所遺伝子組換え
実験安全管理規程

（H22-69）

根拠規程
に規定

利 益 相 反 ﾏ ﾈ ｼ ﾞ ﾒ ﾝ ﾄ
委 員 会

副所長、副院長（特命副院長１名）、企画戦略
局長、コンプライアンス室長、センターに所属
しない外部有識者（２名）

理事長が指名する者

利益相反による弊害の防止、利益相反に
係る調査及び審査、利益相反ポリシー、利
益相反マネジメントガイドラインの制定及び
改廃等

研究医療課 原則月１回

動物実験規程
（H22-70）

根拠規程
に規定

微生物安全管理委員会 所長が指名する研究所部室長（若干名）
委員の中から
所長が指名

安全管理に関する理論的、技術的事項、微
生物のレベルの分類及び安全設備の審議

研究所事務
係長

必要に応じて
研究所微生物
安全管理規程

（H22-74）

根拠規程
に規定

実 験 動 物 委 員 会
動物実験等に関して優れた識見を有する者
（１名以上）、その他学識経験を有する者（１名
以上）

委員の互選

動物実験計画が指針等及び本規程に適合
していることの審議、動物実験計画の実施
状況及び結果、施設等及び実験動物の飼
養保管状況、動物実験及び実験動物の適
正な取扱い並びに関係法令等に関する教
育訓練の内容又は体制、自己点検・評価等

実験動物管
理室

必要に応じて

治験等取扱規程
（H30-15）

治験審査
委員会細則

（H22-6）
治 験 審 査 委 員 会

専門委員（病院部長、病院統括部長、病院セ
ンター長、副院長（２名以上）、研究所部長室
長（１名）、副看護部長（１名）、病院診療部長、
その他専門的知識を有する職員（１名以
上））、非専門委員（事務系職員（２名以上））、
外部委員（センター及び治験の実施に係るそ
の他の施設と利害関係を有しない外部委員（２
名以上））

専門委員の中から
理事長が指名した者

治験を実施することの倫理的、科学的及び
医学的・薬学的観点からの妥当性に関する
事項、治験実施中又は終了時に行う調査・
審査事項等

委員会事務
局（臨床研
究センター
研究推進部
門臨床研究
コーディネー
トユニット）

原則月１回
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各　 　種　 　委　 　員　 　会　 　一　 　覧　 　表

区 分

委 員 会 の 構 成 員

調 査 ・ 審 議 事 項
委 員 会 の
所 管 等

開 催

委 員 会 設 置 根 拠

（　）は規程・細則の制定年及び規程・細則番号

委 員 委 員 長 根 拠 規 程 委員会細則

16

17

18

19

成 育 医 療 研 究 開 発 費
運 営 委 員 会

執行役員、理事長が指名するセンターの職
員、理事長が委嘱する外部有識者

理事長
成育医療研究開発費で行う研究の運営計
画の作成、採択研究課題（案）の作成・承認

研究医療課 必要に応じて
成育医療研究開発費
取扱規程（H22-66）

成育医療
研究開発費
運営委員会

細則
（H22-7）

放射線安全管理委員会

副院長、放射線診療部長、放射線施設責任
者（診療放射線技師長）、放射線取扱主任
者、安全管理責任者（副診療放射線技師
長）、施設管理責任者（財務経理課長）、健康
管理医、管理区域担当者、医長（１名）、看護
部長、副所長、研究所事務係長、人事課長、
医事室長、労務管理室職員係長

副院長

管理区域立ち入りに関する注意事項等、放
射線障害の発生を防止するために必要と
する規程の作成及び改廃、予防規程及び
予防規程運用細則の改正、放射線発生装
置、密封放射線同位元素、診療用エックス
線装置及び放射性医薬品等

放射線診療
部

必要に応じて
放射線障害予防規程

（H22-67）

放射線
安全管理

委員会細則
（H22-8）

会計規程
（H22-57）

棚卸実施
委員会細則

(H22-9）

契 約 審 査 委 員 会

副院長（経営・財務）、研究所長、研究所副所
長、臨床研究センター長、放射線診療部統括
部長、臨床検査部統括部長、薬剤部長、看護
部長、理事長特任補佐、総務部長、企画経営
課長、外部委員（公認会計士）

副院長（経営・財務）

契約の方法及び当該方法を採用する理由
並びに経営の効率が見込まれる内容及び
その見込額、一括購入によるコスト削減の
可否、調達数量等の妥当性、競争性の阻
害要因の有無、より競争性の高い契約形態
への移行の可否、競争性を向上させるため
の措置の有無、契約の性質又は当該目的
から総合的に判断する企画、技術提案等の
内容、競争参加資格、取引停止等の競争
参加者の制限、低価格入札等における供
給者の履行能力

企画経営課 原則月１回
契約事務取扱細則

（H22-6）

契約審査
実施要領
（H22-6）

棚 卸 実 施 委 員 会

財務経理部長、総務課長、企画経営課長、研
究医療課長、財務経理課長、調達企画室長、
副院長、薬剤部長、看護部長、栄養管理室
長、臨床工学技士長、理学療法士長、診療放
射線技師長、臨床検査技師長、副所長、（臨
床研究部門）センター長

財務経理部長

棚卸実施に係わる準備、棚卸実施に係わる
進捗状況の監督及び報告、棚卸実施に係わ
る問題点の解決、棚卸実施に係わる実施結
果の聴取、棚卸実施の集計、その他棚卸に
関する事項を所掌、棚卸資産の確定

企画調達室 必要に応じて
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令和５年１月１日現在

各　 　種　 　委　 　員　 　会　 　一　 　覧　 　表

区 分

委 員 会 の 構 成 員

調 査 ・ 審 議 事 項
委 員 会 の
所 管 等

開 催

委 員 会 設 置 根 拠

（　）は規程・細則の制定年及び規程・細則番号

委 員 委 員 長 根 拠 規 程 委員会細則

20

21

22

23

組織規程
（H22-50）

外来診療
委員会細則
(H22-11）

薬 剤 委 員 会

副院長、薬剤部長、病院の部長・医長（６名）、
看護部長、副薬剤部長、医療安全担当薬剤
師、診療放射線技師長、臨床検査技師長、開
発企画主幹、総務課長、財務経理課長、医事
室長

副院長

医薬品の有効性及び安全性の検討、医薬
品採用（使用）・再生医療等製品・院内製剤
採用の採否、医薬品情報、医薬品の適正
使用、薬物治療、同種同効薬の整理、在庫
医薬品の活用及び死蔵在庫の防止、院内
医薬品集、医薬品等の購入費の効率的使
用、病棟等配備薬品及び救急薬品、毒劇
物薬等の保管管理体制等

薬剤部 原則月１回
組織規程
（H22-50）

薬剤委員会
細則

（H22-12）

外 来 診 療 管 理 委 員 会

感覚器･形態外科部長、医事室長、財務管理
係長、総合診療部、器官病態系内科部、生体
防御系内科部、臓器・運動器病態外科部、感
覚器・形態外科部、周産期ｾﾝﾀｰの各組織の
長が自組織下から推挙した医長（１名）、薬剤
部長、副看護部長（１名）、看護部長が推挙し
た看護師長（外来看護師長を含む）（２名）

感覚器・形態外科部長
救急外来、病診連携、新設外来、外来診療
室の運用、外来診療棟の有効利用、外来
診療棟で使用するパンフレット、掲示物等

医事室 原則月１回

組織規程
（H22-50）

院内感染
防止対策

委員会細則
（H22-13）
２回変更

手 術 室 運 営 委 員 会

手術・集中治療部統括部長、小児外科系専門
診療部統括部長、麻酔科診療部長、手術室
診療部長、外科診療部長、脳神経外科診療
部長、心臓血管外科診療部長、整形外科診
療部長、形成外科診療部長、泌尿器科診療
部長、皮膚科診療部長、眼科診療部長、耳鼻
咽喉科診療部長、歯科診療部長、産科診療
部長、消化器科診療部長、腎臓・リウマチ・膠
原病科診療部長、移植外科診療部長、循環
器科診療部長、放射線診断科診療部長、臨
床工学室長、副看護部長、手術室看護師長、
ICU看護師長、６階東看護師長、７階東看護師
長、９階東看護師長、医事室長、医事専門
職、医事係長

手術・集中治療部統括部
長

手術枠の運用、手術室の使用医薬品・医療
機器、手術の体制等

医事室
月１回

その他必要に応じて
組織規程
（H22-50）

手術室運営
委員会細則
（H22-14）

院 内 感 染 防 止 対 策
委 員 会

病院長、副院長、感染防御対策室長、内科系
診療部長、診療統括部長・診療部長（３名（集
中治療部、外科、周産期・母性医療セン
ター））、薬剤部長、看護部長、診療放射線技
師長、臨床検査技師長、栄養管理室長、理学
療法士長、看護師長（１名）、感染管理認定看
護師、企画戦略局長、医事室長、総務係長

副院長
感染症の調査、予防対策、予防対策実施
の監視と助言、指導、勧告に関すること、職
員の感染教育指導に関すること等

感染防御対
策室

原則月１回
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24

25

26

27

28

29

組織規程
（H22-50）

教育・研修
委員会・専

門
プログラム

委員会細則
（H22-15）

栄 養 管 理 委 員 会

主任副周産期・母性診療ｾﾝﾀｰ長
（事務職員）医事専門職
（病院）栄養管理部長、消化器科診療部長、ｱ
ﾚﾙｷﾞｰｾﾝﾀｰ長、外科診療部長、副周産期・母
性診療ｾﾝﾀｰ長、総合診療科診療部長、母性
内科診療部長、看護師長（２名）、栄養管理室
長、副栄養管理室長、主任栄養士、調理師長

主任副周産期・母性診療
センター長

患者食糧費、栄養食事指導、栄養サポート
チーム、行事食等食事サービス、患者食事
満足度等

副栄養管理
室長

定例会を年4回
（6、9、12、3月）

その他必要に応じて

組織規程
（H22-50）

栄養管理
委員会細則
（H22-16）

教 育 ・ 研 修 委 員 会
専 門 研 修 プ ロ グ ラ ム
管 理 委 員 会

副院長（教育・研究担当）、教育研修センター
長、統括部長又は診療部長（若干名）、薬剤
部長又は副部長、副看護部長（１名）、教育研
修室長、看護師長（教育・研修担当）、情報管
理部長、臨床検査技師長、研究所部長（１
名）、人事課長、財務経理課長、研究医療課
長、外部委員（若干名）

教育研修センター長

センターの職員及びそれ以外の医療・福祉
関係者、学生等を対象とした成育医療に関
する教育及び研修に係る計画の企画立案
及び運営等

教育研修セ
ンター

年２回以上

組織規程
（H22-50）

子どもの生
活安全対策
委員会細則
（H22-18）

高 度 先 進 医 療
専 門 委 員 会

病理診断部長、財務経理部長、委員長が指
名する診療部長、財務経理課長、医事室長、
研究医療課長

病理診断部長

高度先進医療を申請するに当たって事前
の審査、高度先進医療の実施についての
指導、監督、高度先進医療にかかる診療報
酬明細書の検討、評価、高度先進医療の
評価等

医事室 定期的に年2回
組織規程
（H22-50）

高度先進
医療専門

委員会細則
（H22-19)

子 ど も の 生 活 安 全 対 策
委 員 会

子どもの生活安全対策室室長（病院長）、子ど
もの生活安全対策室副室長（こころの診療部
統括部長、総合診療部統括部長、救急診療
科診療部長）、臓器・運動器病態外科部統括
部長、放射線診療部統括部長、医療連携・患
者支援センター長、看護部長、医事室長、医
療社会事業専門員（４名）

子どもの生活安全対策室
室長（病院長）

虐待・事故の予防・防止・対応の検討、虐
待・事故のケースの分析及び院内対応シス
テムの周知、調査、見直、虐待・事故防止
対応を行う職員に対する指示、虐待・事故
防止対応の啓発、教育、広報及び出版、虐
待・事故防止対応に関する苦情やマスコミ
への対応

医療社会事
業専門員

概ね年１回
その他必要に応じて

組織規程
（H22-50）

輸血・細胞
療法委員会

細則
（H22-20）

医 療 ガ ス 管 理 委 員 会

副院長、手術・集中治療部長、看護部長、臨
床検査部長、薬剤部長、麻酔科医長、手術室
看護師長、NICU看護師長、臨床工学技士
長、財務経理部長、財務経理課長、施設整備
課長、調達企画専門職、営繕専門職、エネル
ギーセンター責任者

手術・集中治療部長

医療ガス設備の保守点検業務、当該業務
の指導、監督、日常点検及び定期点検に
ついての記録の保存、医療ガス設備の工
事の際の周知徹底、医療ガスの安全管理
に関する研修の実施等

施設整備係
長

年１回
その他必要に応じて

組織規程
（H22-50）

医療ガス管
理委員会細

則
（H22-21）

輸 血 ・ 細 胞 療 法 委 員 会

臨床検査部統括部長、医療安全管理室長、
輸血管理室長、小児がんセンター長、外科診
療部長、集中治療科診療部長、感染症科診
療部長、産科診療部長、新生児科診療部長、
麻酔科診療部長、主任薬剤師、看護師長、医
事係長、契約係長、臨床検査技師長、副臨床
検査技師長、輸血検査主任

臨床検査部統括部長

輸血製剤、血漿分画製剤及び細胞製剤の
管理と運用、血液関連検査の精度管理、適
正な輸血の施行のモニタリング、輸血製剤
による感染予防のための遡及調査の協力、
院内採血による自己血輸血、顆粒球輸血、
自己幹細胞移植、血縁者間移植及び非血
縁者間移植に関する医療行為の運用と安
全性の管理等

輸血検査主
任技師

毎月１回
その他必要に応じて
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30

31

32

33

34

35

36

組織規程
（H22-50）

クリニカルパ
ス委員会細

則
（H22-22）

ボ ラ ン テ ィ ア 運 営 企 画
委 員 会

診療部長、総務課長、副看護部長（１名）、看
護師長（２名）、労務管理室長、患者相談専門
職、総務係長、広報係長、ボランティア代表（５
名）

診療部長

ボランティア活動の具体的内容の企画立
案、受け入れ部門との調整、ボランティア受
け入れに必要な設備、体制の整備、ボラン
ティアの募集に関する企画立案、ボランティ
ア研修計画の企画立案及び実施、ボラン
ティアの採用、ボランティア活動の評価等

総務課
年２回

その他必要に応じて
組織規程
（H22-50）

ボランティア
運営委員会

細則
（H22-23）

ク リ ニ カ ル パ ス 委 員 会

副院長（１名）、診療部長（若干名）、副看護部
長（１名）、看護師長（若干名）、医長（若干
名）、各診療部のクリニカルパス担当医師、薬
剤師、診療放射線技師、臨床検査技師、管理
栄養士（各１名）、各病棟のクリニカルパス担当
看護師、情報管理部職員（１名）、医事室入
院・外来係長、診療情報管理室職員（若干名）

副院長（１名）、診療部長
（若干名）又は医長（若干

名）から選出

新規クリニカルパス申請、クリニカルパスの変
更申請に対する審査及び承認、委員会承認
されたクリニカルパスの職員への周知、運用
の開始及び保管、クリニカルパスの運用状況
に関する調査、クリニカルパスの運用の推進
及び運用のための環境整備、クリニカルパス
に関する院内研究会などの企画立案及び実
施等

診療情報管
理室

原則年６回
（奇数月）

ハラスメントの防止等に
関する規程
（H22-5）

ハラスメント
防止対策

委員会細則
（H22-24）

物 品 調 達 管 理 委 員 会

特命副院長（経営・財務）、臓器・運動器病態
外科部長、臨床検査技師長、中央材料室看
護師長、調達企画室長、契約係長、システム
管理専門職

特命副院長（経営・財務） 物品の取得、SPD 管理に関すること 調達企画室 必要に応じて
組織規程
（H22-50）

物品調達
管理委員会

細則
（H22-26）

ハ ラ ス メ ン ト 防 止 対 策
委 員 会

理事長が指名する６名以上（そのうちの３分の
１以上及び委員長は外部委員）

外部委員の中から互選に
より選出

ハラスメントに起因する問題の調査審議 労務管理室 必要に応じて

組織規程
（H22-50）

診療報酬
委員会細則
（H22-27）

看 護 職 員 確 保 対 策
委 員 会

看護部長、総務部長、教育研修センター長、
副看護部長（２名）、財務経理部長、人事課
長、企画経営課長、財務経理課長、労務管理
室長、人事課人事係長

看護部長 看護職員の採用計画、看護職員募集要項 人事課
原則として年４回
（４・７・１０・１月）

組織規程
（H22-50）

看護職員
確保対策

委員会細則
（H22-28）

診 療 報 酬 委 員 会

副院長（１名）総合診療部長、手術・集中治療
部長、財務経理部長、診療報酬請求に詳しい
医師（数名）、薬剤師（１名）、医事室長、シス
テム管理専門職、医事専門職、医事第一係
長、医事第二係長、DCPデータ管理室（診療
情報管理室）、診療報酬算定業務担当者（委
託）

総合診療部長

診療報酬の審査増減、過誤増減、審査返
戻及び過誤返戻の現状の把握、審査増減
等の発生理由、対策の検討、新たな診療行
為に伴う診療費請求方法の検討承認、職
員研修の実施等

医事室 原則月１回

組織規程
（H22-50）

褥瘡対策委
員会細則
（H22-29）

褥 瘡 対 策 委 員 会

皮膚科診療部長、形成外科医師、ICU医師、
皮膚科医師（１名）、看護師長（３名）、副看護
師長（１名）、皮膚・排泄ケア看護認定看護師、
薬剤師（１名）、栄養管理室（１名）、理学療法
士（２名）、医事室医事係長

皮膚科診療部長
褥創及び皮膚障害の調査、予防対策の立
案、予防対策実施の監視、助言、指導及び
勧告、職員の教育指導等

医事室 原則月１回
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37

38

39

40

41

ヒ ト Ｅ Ｓ 細 胞 研 究
倫 理 審 査 委 員 会

施設等有効活用委員会

総務部長、財務経理部長、副所長（１名）、臨
床研究センター長、副院長（１名）、看護部長、
総務課長、施設整備課長、施設整備課営繕
専門職、施設整備課施設整備係長

総務部長
センターの施設等の活用、センターの施設等
の活用等に伴う連絡・調整等

総務課

生物学・医学の専門家等、自然科学の有識者、
倫理学・法律学の専門家等、人文・社会科学の
有識者、一般の立場に立って意見を述べられる
者（国立成育医療研究センターに所属する者以
外の者が２名以上、５名以上で構成され男性及
び女性がそれぞれ２名以上含まれていること）

委員の中から
理事長が指名

センター等においてヒトＥＳ細胞に関する研
究責任者から申請された研究計画及びその
変更について科学的観点及び倫理的観点
から指針等への適合性の審議等

研究医療課 必要に応じて
人を対象とした

医学系研究倫理規程
（H22-43）

ヒトＥＳ細胞
研究倫理審
査委員会細

則
（H22-30）

必要に応じて
組織規程
（H22-50）

施設等
有効活用

委員会細則
（H22-31）

職 員 厚 生 委 員 会

人事部長、労務管理室長、総務課長、研究部
（室）長（１名）、産業医、副薬剤部長、副診療
放射線技師長、副臨床検査技師長、副栄養
管理室長、副看護部長、研究所総務係長

人事部長 行事の年間計画及び実施、行事の予算等 労務管理室 必要に応じて
組織規程
（H22-50）

職員厚生
委員会細則
（H22-32）

Ｄ Ｐ Ｃ 委 員 会

器官病態系内科部診療部長、感覚器・形態外
科部医員、周産期・母性診療センター医員、
アレルギーセンター医員、看護師長、看護副
師長、薬剤部、情報管理部長、情報解析室
長、医事室長、医事第一係長、診療情報管理
室長、入院算定者、委員長が指名した職員

器官病態系内科部
診療部長

DPC 業務フローの適正化、診断群分類の
決定に係るコーディングの適正化、病院内
における標準的な診断及び治療方法の周
知、「DPC 導入の影響評価に係る調査」に
関する事項等

診療情報管
理室

月次開催
その他必要に応じて

組織規程
（H22-50）

ＤＰＣ委員会
細則

（H22-33）

組織規程
（H22-50）

施設・医療
機器等整備
委員会細則
（H22-35）

施 設 ･ 医 療 機 器 等
整 備 委 員 会

企画戦略局長、情報管理部長、副所長、臨床
研究センター長、生体防御系内科部統括部
長、臓器・運動器病態外科部統括部長、手
術・集中治療部統括部長、周産期・母性診療
センター長、放射線診療部統括部長、臨床検
査部統括部長、薬剤部長、総務部長、財務経
理部長、看護部長、総務課長、企画経営課
長、財務経理課長

企画戦略局長

施設及び医療機器等について、仕様書等
の適正並びに必要性・経営状況及び緊急
度を考慮した整備並びに購入計画（案）の
作成、施設及び医療機器等（コンピュータソ
フトウェアを含む。）の維持並びに適正管理
（稼働状況含む。）等

財務経理課 原則月１回
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42

43

44

45

46

臓 器 移 植 倫 理 委 員 会

副所長、研究開発監理部生命倫理研究室
長、副院長（入院診療担当）、こころの診療部
統括部長、総合診療部統括部長、小児内科
系専門診療部統括部長、小児外科系専門診
療部統括部長、手術・集中治療部統括部長、
主任副周産期・母性診療センター長、放射線
診療部統括部長、臨床検査部統括部長、企
画戦略局長、コンプライアンス室長、総務部
長、倫理審査委員会の委員長が指名する当
該委員会の構成員、医学・医療の専門家等自
然科学の有識者、法学・倫理学の専門家等人
文・社会科学の有識者及び一般の立場を代
表する者（２名以上）

研究所副所長

心臓死下臓器提供及び脳死下臓器提供の
対象の判定、法的脳死判定、心臓死下臓
器提供、法的脳死判定及び脳死下臓器提
供に携わる職員に対する指示、臓器移植
時におけるセンター内の体制整備

移植支援室 必要に応じて
組織規程
（H22-50）

臓器移植
倫理委員会

細則
（H22-36）

人を対象とした
医学系研究倫理規程

（H22-43）

遺伝子治療
臨床研究

審査委員会
細則

（H22-37）

研 究 所 麻 薬 ･ 毒 劇 物 等
管 理 委 員 会

研究所部長及び室長（若干名）
委員の中から

研究所長が指名
研究所における麻薬・毒劇物等の管理体
制、麻薬・毒劇物等の管理体制保管等

研究医療課 必要に応じて
毒物及び

劇物管理規程
（H22-81）

研究所麻
薬・毒物等
管理委員会

細則
（H22-38）

遺 伝 子 治 療 臨 床 研 究
審 査 委 員 会

分子生物学、細胞生物学、遺伝学、臨床薬理
学、病理学等を専門とする者、遺伝子治療臨床
研究の対象となる疾患に係る臨床医、法律を専
門とする者、生命倫理に関する意見を述べるに
ふさわしい識見を有する者

委員の中から
理事長が指名

センターにおいて職員が遺伝子治療臨床
研究を実施する場合に、指針に基づきその
実施の適否等について科学的観点及び倫
理的観点に基づき審査

研究医療課 必要に応じて

独立行政法人の契約状
況の点検・見直しにつ

いて
（H21.11.17閣議決定）

契約監視
委員会

設置要綱
（H23.4.1）

肝 細 胞 移 植 治 療
臨 床 研 究 適 応 ･ 評 価
判 定 委 員 会

病院長、臓器移植センター長、移植外科医
長、内分泌代謝科医長、病理診断部長、腎
臓・リウマチ・膠原病科医長、集中治療部長、
放射線診療部長、感染症科医長、遺伝診断
科医長、先端医療開発室長、肝細胞移植研
究室長、移植コーディネーター

病院長
申請された肝細胞移植症例について科学
的妥当性及び倫理的配慮の観点から患者
の適応及び治療の効果について審査

研究医療課 必要に応じて
倫理審査委員会規程

（H22-5）

肝細胞移植
治療臨床
研究適応・
評価判定

委員会細則
（H23-22）

契 約 監 視 委 員 会 監事及び外部有識者 理事長が指名

競争性のない随意契約の事由の妥当性、
一般競争契約入札の契約案件のうち、前回
契約で一者応札・一者応募又は締結した
契約が一者応札・一者応募の契約の競争
性を確保するための改善方策の妥当性、一
般競争入札等の契約案件のうち、前回契約
で落札率１００％の予定価格の設定に関す
る妥当性、前年度契約状況の点検・見直し
結果を踏まえた次年度以降における改善
状況のフォローアップ等

監査室 必要に応じて
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47

48

49

50

51

52

遺伝子治療
臨床研究審査委員会細

則
（H22-37）

遺伝子治療
臨床研究適
応・評価判
定委員会細

則
（H24-2）

臨 床 検 査 委 員 会

臨床検査部統括部長、統括部長又は診療部
長（２名）、情報管理部長、副看護部長（１名）、
医事室長、財務経理課長、研究所部長又は
室長（１名）、衛生検査センター（1名）、臨床検
査技師長、副臨床検査技師長（２名）、主任臨
床検査技師

臨床検査部統括部長

臨床検査の精度管理、測定法の変更、新
規検査の採用、実施項目の中止、外部委
託検査、検体検査業務委託、臨床検査部・
病理診断部運営、他部門との調整、衛生検
査センター等

臨床検査
部・病理診

断部
四半期に1回

組織規程
（H22-50）

臨床検査
委員会細則
（H24-11）

遺 伝 子 治 療
臨 床 研 究 適 応 ・ 評 価
判 定 委 員 会

病院長、副院長（１名）、小児がんセンター長、
成育遺伝研究部長、臨床研究の対象となる疾
患に係わるセンターの臨床医、臨床研究の対
象となる疾患に係わるセンターの基礎研究者

委員の中から
理事長が指名

申請された臨床研究症例について科学的
妥当性及び倫理的配慮の観点から患者の
適応及び治療の効果について審査

研究医療課 必要に応じて

組織規程
（H22-50）

診療録管理
委員会細則

（H25-1）

医 療 安 全 管 理 委 員 会

医療安全管理部長、医療安全管理室長、情
報管理部長、病院長が指名した統括部長・診
療部長等（７名（医療機器安全管理責任者、
医療放射線安全管理責任者、褥瘡対策委員
会委員長含む）、臨床研究センター研究推進
部門長、薬剤部長（医薬品安全管理責任
者）、看護部長、医療安全管理者、栄養管理
室長、医療工学室長、診療放射線技師長、総
務部長、総務課長、医事室長、医事室患者相
談専門職

医療安全管理部長

医療安全管理の検討及び研究、医療事故
の分析及び再発防止策の検討並びに委員
会が立案した防止対策及び改善策の実施
状況の調査及び見直し、医療安全管理の
ために行う職員に対する指示、医療安全管
理のために行う提言、医療安全管理のため
の啓発、教育及び広報、医療訴訟、公表等

医療安全
管理部

原則月１回
医療安全管理規程

（H22-22）

医療安全
管理委員会

細則
（H25-7）

診 療 録 管 理 委 員 会

副院長（１名）、情報管理部長、院長が指名す
る診療部長（１名）、院長が指名する診療科医
長又は医員（３名）、薬剤部長、看護部長、医
事室長、情報解析室長、医事管理課長、診療
情報管理室長

副院長
診療録の管理、診療録の記載、診療録の
運用、診療録の監査、疾病等の統計及び
退院時要約、がん登録、診療録の提供等

診療情報
管理室

原則月１回

医療安全管理規程
（H22-22）

医療事故
調査委員会

細則
（H25-8）

医 療 事 故
外 部 調 査 委 員 会

病院長が指名する外部の医療者複数名（外部
委員）、医療安全管理部長、医療安全管理室
長、医療安全管理者、当該診療科診療部長、
コンプライアンス室長、企画戦略局長、総務部
長、その他病院長が指名した者

委員の中から
病院長が指名

医療事故調査制度の対象となる医療事故
が発生し、一般社団報人日本医療安全調
査機構医療事故調査支援センターに報告
した際に開催

医療安全
管理室

必要に応じて
医療安全管理規程

（H22-22）

医療事故
外部調査

委員会細則
（H25-9）

医 療 事 故
調 査 委 員 会

医療安全管理部長、医療安全管理室長、薬
剤部長、看護部長、当該診療科部長とそれ以
外の診療科部長、コンプライアンス室長、情報
管理部長、総務部長、医療安全管理者

医療安全管理部長
医療事故に係る原因調査・原因究明、医療
事故の発生防止及び改善策等

医療安全
管理部

必要に応じて
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53

54

55

56

57

58

59

組織規程
（H22-50）

臨床倫理
検討会細則
（H25-14）

物 品 ・ 薬 剤 管 理 委 員 会

副院長（財務・経営担当）、情報管理部長、薬
剤部長、財務経理部長、調達企画室長、中央
材料室看護師長、中央材料室看護師（１名）、
薬剤師（在庫管理担当１名）、調達企画室契
約係長

副院長（財務・経営担当）
診療材料等の物品の在庫管理、医薬品
（ABC 管理、ジェネリックへの変更等も含
む）の在庫管理等

調達企画室 原則月１回
組織規程
（H22-50）

物品・薬剤
管理委員会

細則
（H26-8）

臨 床 倫 理 検 討 会

病院長、副院長（２名）、コンプライアンス室
長、生命倫理研究室長、医療安全管理室長、
医療安全担当師長、その他必要に応じ病院
長が指名した者

病院長

診療業務遂行上発生した倫理的問題に関
して、関係する職種のカンファレンス等を
行っても方針・結論が見いだせない事項等
の調査・審議

研究医療課 必要に応じて

組織規程
（H22-50）

年報・業績
集編集委員

会細則
（H26-11）

図 書 館 運 営 委 員 会

図書館長（副院長 <外来診療・栄養管理担当
>）、研究所長、研究所長が指名した者（研究
部長１名）、薬剤部長が指名した者（薬剤部主
任１名）、看護部長が指名した者（副看護部長
１名）、企画経営課長、図書係長

図書館長（副院長 <外来
診療・栄養管理担当>）

図書館の運営及び図書館に購入する図書
の選定

図書館職員 必要に応じて
組織規程
（H22-50）

図書館運営
委員会細則
（H26-12）

年報・業績集編集委員会

主任副周産期・母性診療センター長、副院長
（教育・研究、外来診療担当）、研究所長が指
名した者（研究室長１名）、総務部長、企画戦
略局長

主任副周産期・母性
診療センター長

年報・業績集の編集及び刊行等 広報企画室 必要に応じて

倫理委員会細則
（H22-5）

再生医療・
細胞移植等
適応評価

委員会細則
（H26-21）

倫 理 予 備 審 査 委 員 会

理事長が委員を任命
（1）基礎医学研究部会
（2）社会医学研究部会
（3）治療研究部会

理事長が部会長を任命
センター倫理審査委員会への申請が予定
されている医学系研究計画について科学
的妥当性及び倫理的配慮の観点から審査

臨床研究
管理室

必要に応じて
倫理委員会細則

（H22-5）

倫理予備
審査委員会

細則
（H26-26）

再 生 医 療 ・ 細 胞 移 植 等
適 応 評 価 委 員 会

病院長、副院長（１名）、小児がんセンター長、
臓器移植センター長、臨床研究の対象となる
疾患に係わるセンターの臨床医、臨床研究の
対象となる疾患に係わるセンターに基礎研究
者

委員の中から
理事会が指名

申請された臨床研究症例について、科学
的妥当性及び倫理的配慮の観点から患者
の適応及び治療の効果について審査

研究医療課 必要に応じて

組織規程
（H22-50）

情報システ
ム委員会細

則
（H26-28）

情 報 シ ス テ ム 委 員 会

情報管理部長、研究所長、病院長、副所長（１
名）、副院長（１名）、研究部長（１名）、診療部
長（２名）、薬剤部長、看護部長、総務部長、
医事室長、情報管理部情報解析室長、情報
管理部システム管理室長

情報管理部長

電子カルテシステムを基幹とする病院情報
システムの企画・運用、研究所で利用する
情報システムの企画・運用、事務部門やセ
ンター全体で利用する基盤情報システムの
企画・運用、センターにおける医療情報
データベースの適正な管理及び運営等

情報管理部 必要に応じて
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60

61

62

63

64

特 定 認 定 再 生 医 療 等
委 員 会

分子生物学、細胞生物学、遺伝学、臨床薬理
学又は病理学の専門家、再生医療等につい
て十分な科学的知見及び医療上の識見を有
する者、臨床医、細胞培養加工に関する識見
を有する者、医学又は医療分野における人権
の尊重に関して理解のある法律に関する専門
家、生命倫理に関する識見を有する者、生物
統計その他の臨床研究に関する識見を有する
者、一般の立場の者

委員の中から
病院長が指名

再生医療等を提供しようとする病院もしくは
診療所または提供機関の管理者から、再生
医療等提供計画について意見を求められ
た場合において、審査を行い、当該管理者
に対し意見を述べること

研究医療課 必要に応じて
人を対象とした

医学系研究倫理規程
（H22-43）

特定認定
再生医療等
委員会細則

（H27-2）

職員懲戒規程
（H22-17）

不服審査
委員会

運営要領
(H27-1)

災 害 対 策 委 員 会

病院長、副院長（１名）、災害対策部長、災害
対策室長、医療安全管理室長、医療連携・患
者支援センター長、総合診療部統括部長又は
総合診療科診療部長（１名）、救急診療科診
療部長（１名）、在宅診療科診療部長、小児外
科系専門診療部統括部長又は外科診療部長
（１名）、集中診療科診療部長、産科診療部長
（１名）、副薬剤部長（１名）、副栄養管理室長、
主任臨床工学技士、副看護部長（１名）、看護
師長（２名）、システム管理室長、研究所副所
長（１名）、総務部長、財務経理部長、総務課
長、財務経理課長、施設整備課長

病院長

災害時におけるセンター内・外に係るトリ
アージ等の基本方針、災害時個別支援計
画、国立成育医療研究センター消防計画
第５条第５項に掲げる事項、ＢＣＰ（事業継
続計画）等

総務係（災
害対策担

当）
必要に応じて 消防計画（H22-68）

災害対策
委員会細則

（H27-5）

不 服 審 査 委 員 会
職員以外の法律家等の専門家（３名）、懲戒処
分を受けた職員の業績評価の評価者以外の
職員（２名）

委員の中から
理事長が指名

懲戒処分を受けた職員から不服申し立てが
あった場合の処分の妥当性等

人事課 必要に応じて

組織規程
（H22-50）

心臓移植・
補助人工心

臓
適応検討

委員会細則
（H27-21）

個 人 情 報 管 理 委 員 会

企画戦略局長、情報管理部長、コンプライアン
ス室長、副所長（１名）、副院長（１名）、研究部
長（１名）、統括部長（１名）、教育研修センター
長、臨床研究センターデータサイエンス部門
長、看護部長、総務部長、総務課長、研究医
療課長、情報解析室長、システム管理室長、
医事室長、診療情報管理室長

企画戦略局長

センターが保有する個人情報の管理及び
情報セキュリティ対策、規程に基づく事項に
係る企画、立案及び実施、保有個人情報の
提供・開示、非識別加工情報の提供等

情報管理部 原則年１回
保有する個人情報

に関する規程
（H22-38）

個人情報
管理委員会

細則
（H27-15）
２回変更

心臓移植・補助人工心臓
適 応 検 討 委 員 会

病院長、病院長が指名した副院長、こころの
診療部長、看護部長、心臓外科診療部長、循
環器科診療部長、手術・集中治療部統括部
長、集中治療科（ICU）診療部長、移植・細胞
治療科診療部長

病院長
補助人工心臓装着の適応、心臓移植の適
応、補助人工心臓離脱等

移植支援室 必要に応じて
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65

66

67

68

69

70

組織規程
（H22-50）

リ ス ク 管 理 委 員 会 理事長、理事及び理事長が指名する者 理事長

業務部門ごとの業務フローの明確化、業務
フローごとに内在するリスク因子の把握及び
リスク発生原因の分析、把握したリスクに関
する評価、リスク顕在時における対応方針、
広報方針・体制、保有施設の点検及び必
要な補修、事故・災害等の緊急時等

企画経営課 必要に応じて

業務方法書
(H22-0)

リスク管理規程
(H27-61)

根拠規程
に規定

移 行 期 委 員 会

病院長が指名した副院長、看護部長、総合診
療部長、医療連携・患者支援センター長、病
院長が指名した医長（若干名）、外来看護師
長、医療連携室長、医事室長、医事室員（医
療連携・患者支援センター併任）

病院長が指名した副院長
移行期医療のあり方、移行期の患者が適切
かつ円滑に移行するための必要な事項

医事室員
（医療連携・
患者支援セ
ンター併任）

原則月１回

もみじの家
運営委員会

細則
（H28-2）

も み じ の 家 運 営 委 員 会

定 年 延 長 審 査 委 員 会
企画戦略局長、研究所長、臨床研究センター
長、病院長、人事部長

企画戦略局長 定年に達した部長等の定年延長の審査 人事課 必要に応じて
組織規程
（H22-50）

定年延長
審査委員会

細則
（H29-1）

病院長
（センター）企画戦略局長、看護部長、総務部
長、財務経理部長
（もみじの家）ハウスマネージャー、事務長、医
長、看護師長
（外部委員）喜谷喜夫様、日本財団が推薦す
る者、利用者、難病の子ども支援全国ネット
ワークが推薦する者、ボランティア代表、一般
財団法人重い病気を持つ子どもと家族を支え
る財団が推薦する者、報道関係者、厚生労働
省、世田谷区

病院長
もみじの家の事業計画（収支計画を含む）、
活動報告、寄附金状況、利用者の声等

もみじの家 年１回程度
組織規程
（H22-50）

地域医療
支援委員会

細則
（H29-3）

地 域 医 療 支 援 委 員 会

内 部 統 制 委 員 会
理事長及び理事
監事は、必要に応じて出席可能

理事長
中期計画、年度計画、内部統制を担当する
役員からの報告及び改善策の検討、内部
統制の研修等

企画経営課 年２回

業務方法書
(H22-0)

内部統制の推進
に関する規程

(H27-58)

内部統制
委員会細則

（H29-7）

センターが所在する地域の医療を確保するう
えで重要な関係を有する者（地方公共団体、
地域医師会を始めとする医療関連団体、学識
経験者等）及びセンター職員

病院長

共同利用の円滑な実施のための体制の確
保、救急医療を提供する体制の確保、地域
の医療従事者の資質向上を図るための研
修等の実施、診療並びにセンターの管理及
び運営に関する諸記録の管理・閲覧体制、
紹介患者に対する医療の提供、患者に対
する相談体制

医療連携・
患者支援
センター

原則年２回
組織規程
（H22-50）
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71

72

73

74

75

76

病床管理
委員会細則

（H29-8）
病 床 管 理 委 員 会

高 額 医 薬 品 症 例
審 議 委 員 会

病院長、薬剤担当副院長、薬剤部長、診療報
酬委員長、看護部長、コンプライアンス室長、
財務経理課長、外部委員（２名（倫理に係る委
員））

病院長
院内の高額医薬品使用に係る症例の選
定、症例が複数の場合は実施の時期・順番

薬剤委員会
事務局

必要に応じて
組織規程
（H22-50）

高額医薬品
症例審議

委員会細則
（H29-10）

入院診療担当副院長、総合診療部長、財務
経理部長、医長（５名）、医師（若干名）、副看
護部長（１名）、入退院センターベッドコント
ロール室長、医療連携室長、看護師長（２名
（周産期１名、小児期１名））、企画経営課長、
医事室長、入院・外来係長

総合診療部長

病床管理、運営（目標患者数、成人の看護
必要度の問題を含む。）、病床管理のルー
ル（入退院センター、ベッドコントロールを含
む。）、有料個室の運用、長期入院患者の
対策、決定事項の実施状況、病棟診療業
務統一マニュアル等

医事室 原則月１回
組織規程
（H22-50）

緩 和 ケ ア 委 員 会

受 託 研 究 審 査 委 員 会

専門委員：副院長、病院部長及び病院セン
ター長から 1 名以上、研究所部長から 1 名、
病院医長又はその他専門的知識を有する職
員 1 名以上
非専門委員（医学、歯学、薬学その他の医療
に関する専門的知識を有する者以外の委
員）：センター事務系職員から 1 名以上

専門委員の中から
理事長が指名

使用成績調査又は特定使用成績調査、副
作用・感染症報告を実施することの倫理
的、科学的及び医学的・薬学的観点からの
妥当性、委託者の負担する経費を使用して
実施する臨床研究を受託することの妥当
性、医学専門家等業務（アドバイザー業務
も含む）を受託することの妥当性、臨床研究
支援業務を受託することの妥当性等

臨床研究
管理室

組織規程
（H22-50）

電子的
臨床研究
情報基盤

委員会細則
（H30-2）

病院長が指名した副院長、看護部長又は看
護部長が指名した副看護部長、緩和ケア科医
長、小児がんセンター長、総合診療部長、ここ
ろの診療部長、医長（若干名）、もみじの家ハ
ウスマネージャー、看護部長が指名した看護
師長（若干名（もみじの家看護師長を含む））、
看護部長が指名した副看護師長（若干名（小
児専門看護師含む））、緩和ケア認定看護師、
薬剤部（1名）、栄養管理部（1名）、チャイルド
ライフ・スペシャリスト（1名）、医療ソーシャル
ワーカー（1名）、リハビリテーション部（1名）、
医事室（2名（医事室長含む））

病院長が指名した
副院長

院内（入院、外来を含む）における緩和ケ
ア、もみじの家の緩和ケア体制、ビリーブメ
ント・ケアに関すること

医事室 原則年４回
組織規程
（H22-50）

緩和ケア
委員会細則

（H30-3）

電 子 的 臨 床 研 究
情 報 基 盤 委 員 会

企画戦略局長、情報管理部部長、研究所長、
臨床研究センター長、病院長、研究医療課
長、社会医学研究部長、政策科学研究部長、
データサイエンス部門長、データ管理ユニット
長、IT ユニット長

企画戦略局長

電子化医療情報の活用を目指した各事業
等に関する当センターの疾患縦断・横断的
研究のための電子的臨床研究情報基盤の
構築及び運営

社会医学研
究部

原則半年に１回

原則月１回
受託研究取扱規程

（H22-46）

受託研究
審査委員会

細則
（H30-6）

特 定 臨 床 研 究 等
管 理 委 員 会

病院長、副院長（医療安全担当）、薬剤部長、
医療安全管理室長、病院統括部長・病院診療
部長及び病院センター長から1名

病院長
認定臨床研究審査委員会の承認を得た新
規の特定臨床研究等の実施に関し、必要
な措置が取られているかの確認等

臨床研究審
査委員会の
事務担当が

兼務

月１回以上
組織規程
（H22-50）

特定臨床
研究等管理
委員会細則
（H30-13）
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77

78

79

80

病 院 医 療 従 事 者 の
労 務 管 理 ・ 役 割 分 担
推 進 委 員 会

病院長、副院長（特命副院長含む。）、手術・
集中治療部統括部長、救急診療科診療部
長、看護部長、副看護部長、薬剤部長、臨床
検査技師長、理学療法士長、医療工学室長、
人事部長、人事課長、ＤＰＣデータ管理室長、
医事室長、労務管理室長、医事専門職、職員
係長（書記）、その他委員長が必要と認めた者

病院長
医療従事者の勤務管理、医療従事者の負
担軽減及び処遇改善に係る計画、計画の
実行後の評価等

人事課
職員係

原則年１回
組織規程
（H22-50）

病院医療
従事者の
労務管理・
役割分担

推進委員会
細則

（H30-18）

組織規程
（H22-50）

臨床研究
監査委員会

細則
（R2-1）

臨 床 研 究 運 営 委 員 会

病院長、副院長（医療安全担当）、臨床研究
センター長、総務部長、教育研修センター長、
情報管理部長、臨床研究センター副センター
長、臨床研究センター各部門長、研究開発監
理部長、研究開発監理部開発企画主幹、研
究開発監理部臨床研究管理室長

病院長

臨床研究等及びその他の臨床研究の実
施、運営、臨床研究等の登録、臨床研究セ
ンター各部門の運営、治験責任医師等の
研究に係る責任者の業務、「研究活動及び
研究資金取扱い細則」第６条に基づき、病
院の治験、臨床研究に関する告発等がなさ
れた事項、「人を対象とした医学系研究に
関する標準業務手順書」第９条に基づき、
実施中又は過去に実施された研究におけ
る不適切事案に関して報告された事項等

臨床研究セ
ンター事務

室
原則月１回

組織規程
（H22-50）

臨床研究
運営委員会

細則
（R2-6）

臨 床 研 究 監 査 委 員 会
理事長が指名する５名以上（そのうちの半数以
上及び委員長は外部委員）

委員から互選により選出

病院において実施中の臨床研究に係る遂
行状況の確認及び不正事案等の監視、不
正行為等不適切事案発生時に、病院長を
中心としてとりまとめた不適切事案の詳細、
原因の究明、再発防止策等の適正性の検
討、是正勧告、臨床研究運営委員会にお
ける管理状況に係る監査及びその監査結
果の報告、病院における臨床研究管理体
制に係る意見書の提出等

臨床研究
管理室

年２回
その他必要に応じて

高難度新規医療技術を
用いた医療の提供に
関する規程（R2-19）

高難度新規
医療技術

評価委員会
の設置に関
する細則
（R2-9）

高難度新規
医療技術評
価委員会細
則（R2-9）

高 難 度 新 規 医 療 技 術
評 価 委 員 会

高難度医療技術に関連のある診療科等に所
属する医師等、当該医師等と異なる診療科等
に所属する医師等、医療安全管理室長、病院
統括部長、病院センター長および病院診療部
長（２名）、臨床研究センター（２名）、手術・集
中治療部統括部長、薬剤部長、副看護部長
（1名）

医療安全管理室長、病院
統括部長、病院センター

長および病院診療部長（２
名）、臨床研究センター（２
名）、手術・集中治療部統
括部長の中から病院長が

指名

高難度新規医療技術の提供に関する倫理
的・科学的な妥当性、センターで当該高難
度新規医療技術を提供することの適切性並
びに適切な提供方法（科学的根拠が確立
していない医療技術については、有効性及
び安全性の検証の必要性や、実施医療機
関の体制等を勘案した上で、臨床研究とし
て実施する等、科学的根拠の構築に資する
実施方法について検討することを含む。）

臨床研究
管理室

原則月１回
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開 催
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委 員 委 員 長 根 拠 規 程 委員会細則

81

82

83

84

85

未 承 認 新 規 医 薬 品 等
評 価 委 員 会

未承認医薬品等を使用した医療の提供に関
連のある診療科等に所属する医師等、当該医
師等と異なる診療科等に所属する医師等、医
療安全管理部医療安全管理室長、病院統括
部長、病院センター長および病院診療部長（２
名）、臨床研究センター（２名）、手術・集中治
療部統括部長、薬剤部長、副看護部長（１
名）、の中から３名以上

医療安全管理部医療安全
管理室長、病院統括部

長、病院センター長および
病院診療部長（２名）、臨
床研究センター（２名）、手
術・集中治療部統括部長
の中から病院長が指名

未承認新規医薬品等の使用に関する倫理
的・科学的な妥当性、センターで当該未承
認新規医薬品等を使用することの適切性並
びに適切な提供方法（科学的根拠が確立
していない未承認新規医薬品等について
は、有効性及び安全性の検証の必要性
や、実施医療機関の体制等を勘案した上
で、臨床研究として実施する等、科学的根
拠の構築に資する実施方法について検討
することを含む。）

臨床研究
管理室

原則月２回
未承認新規医薬品等を
用いた医療の提供に
関する規程（R2-20）

未承認新規
医薬品等

評価委員会
細則

（R2-10）

組織規程
（H22-50）

医療安全
監査委員会

細則
（R2-11）

臨 床 研 究 審 査 委 員 会

医学又は医療の専門家、臨床研究の対象者
の保護及び医学又は医療分野における人権
の尊重に関して理解のある法律に関する専門
家又は生命倫理に関する識見を有する者、一
般の立場の者（計５名以上）

委員の中から
理事長が指名

特定臨床研究に係る審査意見業務
臨床研究
管理室

月１回以上
人を対象とした

医学系研究倫理規程
（H22-43）

臨床研究
審査委員会

細則
（R2-22）

医 療 安 全 監 査 委 員 会
理事長が指名する５名以上（そのうちの半数以
上及び委員長は外部委員）

委員から互選により選出

病院において実施中の医療安全に係る遂
行状況に対する監査、不適切事案発生時
に病院長を中心としてとりまとめた不適切事
案の詳細、原因の究明、再発防止策等の
適正性の検討、是正勧告、医療安全管理
委員会における管理状況に係る監査及び
その監査結果の報告、病院における医療
安全管理体制に係る意見書の提出等

臨床研究
管理室

年２回
その他必要に応じて

組織規程
（H22-50）

ファシリティ
ドッグ運営

委員会細則
（R3-20）

成 育 基 金 運 営 委 員 会
企画戦略局長、病院長、研究所長、総務部
長、人事部長、企画経営部長、財務経理部長

委員の中から
理事長が指名

基金の運営計画及び事業報告、寄附者へ
の称号の授与及び謝意の表明等

広報企画室

財務経理課
原則年２回

成育基金細則
（H30-3）

成育基金
運営委員会

細則
（R3-22）

フ ァ シ リ テ ィ ド ッ ク
運 営 委 員 会

特命副院長（移行期医療・研究・病院機能評
価担当）、副看護部長（１名）、ファシリティドッ
グ導入病棟に勤務する医師で特命副院長が
推挙した者（１名）、総務課長又は総務専門職
（１名）、財務経理課長又は調達企画専門職
（１名）、医事室長又は医事専門職（１名）、看
護師長（看護部長が推挙した者１名）、ＩＣＴで
勤務する者（若干名）、もみじの家ハウスマ
ネージャー、広報企画室長又は広報企画専門
職（１名）、ハンドラー（１名）

特命副院長（移行期医療・
研究・病院機能評価担当）

ファシリティドッグの導入のための環境整
備、運用状況及び運用効果、広報、事業継
続等

医事室 原則年２回以上
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86

87

88

89

90

91

業 務 改 善 委 員 会
病院長、特命副院長、看護部長、総務部長、
財務経理部長、医事室長、患者相談専門職

病院長

センターの運営における業務の質の改善に
関する事項について組織及び運営等につ
いて定め、委員会の効率的な運用を図るこ
とを目的とする。

医事管理課 原則週１回
組織規程
（H22-50）

業務改善
委員会細則

（R5-16）

女 性 の 健 康 に 関 す る
総 括 審 議 委 員 会

企画戦略局長、研究所長、病院長、副院長、
総務部長、人事部長、企画経営部長、財務経
理部長、女性の健康、生殖医療、遺伝学、公
衆衛生学、倫理学・法律学の専門家等の有識
者

委員の中から
理事長が指名

女性の健康に関するデータセンターの構築
に関すること、女性のライフコースを踏まえ
た基礎研究・臨床研究などに関すること、女
性の健康に関する情報収集及び発信並び
に政策提言等に関すること、女性の体とここ
ろのケアなどの支援等に関すること、その他
センターにおける女性の健康全般に関する
こと

企画経営課 必要に応じて
組織規程
（H22-50）

女性の健康
に関する

総括審議委
員会細則
（R5-18）

組織規程
（H22-50）

研究企画
調整委員会

細則
（R3-24）

細胞原料提供倫理審査委
員 会

再生医療等について十分な科学的知見及び
医療上の識見を有する者、臨床医（現に診療
に従事している医師）、産学連携に関する経
験及び識見を有する者、生命倫理に関する識
見を有する者、医学における人権の尊重に関
して理解のある法律の専門家、一般の立場の
者、その他理事長が必要と認める者

委員の中から
理事長が指名

「ヒト細胞原料供給に係るガイダンス」に基
づき、ヒト細胞原料の採取及び製造販売事
業者等への提供並びに仲介について、倫
理的、法的及び科学的な観点から審議する
ものとする

研究開発監
理部臨床研
究管理室

必要に応じて
ヒト（同種）体性幹細胞

原料取扱規程
（R4-24）

細胞原料提
供倫理審査
委員会細則

（R4-11）

研 究 企 画 調 整 委 員 会
診療部長（２名以上）、研究部長又は室長（２
名以上）

委員の中から
理事長が指名

助成金等競争的資金にかかる公募にあた
り、推薦者が設けられている場合において、
センターから推薦できる数を超過する応募
の申出があった場合の審査

研究医療課 必要に応じて

細胞原料提供倫理委員
会細則

（R4-11）

細胞原料提
供倫理予備
審査委員会

細則
（R4-12）

センター発ベンチャー認
定 委 員 会

研究所長、病院長、臨床研究センター長、企
画戦略局長、総務部長、財務経理部長

委員の中から
理事長が指名

成育発ベンチャー規程第４条第２項の規定
に基づく同規程第２条の成育発ベンチャー
の認定に関すること、成育発ベンチャー規
定第１１条第１項の規定に基づく成育発ベ
ンチャーの認定の取消しに関すること、その
他成育発ベンチャーの認定に関し必要な
事項に関すること

研究医療課 必要に応じて
センター発ベンチャー
の認定に関する規程

（R4-35）

センター発
ベンチャー
認定委員会

細則
（R4-14）

細胞原料提供倫理予備審
査 委 員 会

国立研究開発法人国立成育医療研究セン
ター倫理予備審査委員会細則（平成２６年１０
月２８日委員会細則第２６号）に規定する基礎
医学研究部会の委員

委員の中から
理事長が指名

細胞原料提供倫理審査委員会細則第１条
第２項に規定する細胞原料の採取及び製
造販売事業者等への提供並びに仲介に関
すること

研究開発監
理部臨床研
究管理室

必要に応じて
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4-1 病ö長 

 

 [英語原著論文Ď査¯あ�]  

1. Uchida H, Sakamoto S, Komine R, Kodama T, Nakao T, Okada N, Yanagi Y, Shimizu S, Fukuda 

A, Shioda Y, Kiyotani C, Matsumoto K, Yoneda A, Haga C, Yoshioka T, Miyazaki O, Nosaka S, 

Kasahara M: Strategy for hepatoblastoma with major vascular involvement: A guide for 

surgical decision-making. Surgery. 2023 Feb;173(2):457-463 

2. Funaki T, Yamada M, Ide K, Ito R, Shoji K, Ogimi C, Imadome KI, Kasahara M: Etiology of 

Severe Acute Hepatitis in a Pediatric Transplant Center in Japan. J Pediatric Infect Dis 

Soc. 2023 Apr;12(4):248-251 

3. Uchida H, Sakamoto S, Yanagi Y, Shimizu S, Fukuda A, Ono H, Miyazaki O, Nosaka S, 

Schlegel A, Kasahara M: Significance of a multidisciplinary approach to congenital 

extrahepatic portosystemic shunt: A changing paradigm for the treatment. Hepatol Res. 

2023 Jun;53(6):540-555 

4. Shimizu S, Sakamoto S, Yamada M, Funaki T, Fukuda A, Uchida H, Okada N, Nakao T, Kodama 

T, Komine R, Shoji K, Baba C, Suzuki Y, Nakagawa S, Ogimi C, Kasahara M: Successful 

pediatric liver transplantation case with a positive SARS-CoV-2 test at the time of 

transplant. Hepatol Res. 2023 Jun;53(6):569-573 

5. Ide K, Uchida H, Sakamoto S, Hayakawa I, Nakagawa S, Kobayashi T, Ito S, Kasahara M: 

Perioperative risk factors for neurological impairment in infants with acute liver 

failure following liver transplantation. Pediatr Transplant. 2023 Jun;27(4):e14524 

6. Yamada M, Fukuda A, Ogura M, Shimizu S, Uchida H, Yanagi Y, Ishikawa Y, Sakamoto S, 

Kasahara M, Imadome KI: Early Detection of Epstein-Barr Virus as a Risk Factor for 

Chronic High Epstein-Barr Viral Load Carriage at a Living-donor-dominant Pediatric Liver 

Transplantation Center. Transplantation. 2023 Jun;107(6):1322-1329 

7. Akiyama S, Saku N, Miyata S, Ite K, Nonaka H, Toyoda M, Kamiya A, Kiyono T, Kimura T, 

Kasahara M, Umezawa A: Drug metabolic activity as a selection factor for pluripotent stem 

cell-derived hepatic progenitor cells. Prog Mol Biol Transl Sci. 2023 Jul;199:155-178 

8. Ite K, Toyoda M, Akiyama S, Enosawa S, Yoshioka S, Yukitake T, Yamazaki-Inoue M, Tatsumi 

K, Akutsu H, Nishina H, Kimura T, Otani N, Nakazawa A, Fukuda A, Kasahara M, Umezawa A: 

Stem cell challenges and opportunities. Prog Mol Biol Transl Sci. 2023 Jul;199;379-395 
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9. Alfares BA, van der Doef HPJ, Wildhaber BE, Casswall T, Nowak G, Delle M, Aldrian D, 

Berchtold V, Vogel GF, Kaliciński P, Markiewicz-Kijewska M, Kolesnik A, Bernabeu JQ, 

Hally MM, Larrarte K M, Marra P, Bravi M, Pinelli D, Kasahara M, Sakamoto S, Uchida H, 

Mali V, Aw M, Franchi-Abella S, Gonzales E, Guérin F, Cervio G, Minetto J, Sierre S, de 

Santibañes M, Ardiles V, Uno JW, Evans H, Duncan D, McCall J, Hartleif S, Sturm E, Patel 

J, Mtegha M, Prasad R, Ferreira CT, Nader LS, Farina M, Jaramillo C, Rodriguez-Davalos 

MI, Feola P, Shah AA, Wood PM, Acord MR, Fischer RT, Mullapudi B, Hendrickson RJ, Khanna 

R, Pamecha V, Mukund A, Sharif K, Gupte G, McGuirk S, Porta G, Spada M, Alterio T, 

Maggiore G, Hardikar W, Beretta M, Dierckx R, de Kleine RHJ, Bokkers RPH: Prevalence, 

management and efficacy of treatment in portal vein obstruction after paediatric liver 

transplantation: protocol of the retrospective international multicentre PORTAL registry. 

BMJ Open. 2023 Jul 27;13(7):e066343 

10. Baba C, Yukimasa S, Yasuno R, Ichiyanagi H, Ninagawa J, Kasuya S, Kasahara M, Horikawa R, 

Nagasaka Y, Suzuki Y: Anesthesia management protocol for liver transplantation as 

treatment for ornithine transcarbamylase deficiency. Pediatr Anaesth. 2023 Aug;33(8):620-

630 

11. Uchida H, Sakamoto S, Komine R, Kodama T, Nakao T, Yanagi Y, Shimizu S, Abbas SH, Fukuda 

A, Kasahara M: Optimal liver transplant procedure in progressive familial intrahepatic 

cholestasis type 1 treated with biliary diversion or intestinal transplantation: Lessons 

learned from three cases treated with different approaches. Pediatr Transplant. 2023 

Sep;27(6): e14566 

12. Rodriguez-Davalos MI, Lopez-Verdugo F, Kasahara M, Muiesan P, Raddy MS, Flores-Huidobro 

MA, Xia Q Hong JC, Niemann CU, Seda-Neto J, Miloh TA, Yi NJ, Mazariegos GV, Ng VL, 

Esquivel CO, Lerut J, Rela M: International Liver Transplantation Society Global Census: 

First Look at Pediatric Liver Transplantation Activity Around the World. Transplantation. 

2023 Oct;107(10):2087-2097 

13. Tamaoka S, Fukuda A, Nakabayashi K, Matsubara K, Ogata-Kawata H, Muranishi Y. Hata K, 

Kato-Fukui Y, Sakamoto S, Kasahara M, Fukami M: Rare sequence variants associated with 

the risk of non-syndromic biliary atresia. Hepatol Res. 2023 Nov;53(11):1134-1141 

14. Tamura R, Sabu Y, Mizuno T, Mizuno S, Nakano S, Suzuki M, Abukawa D, Kaji S, Azuma Y, 

Inui A, Okamoto T, Shimizu S, Fukuda A, Sakamoto S, Kasahara M, Takahashi S, Kusuhara H, 

Zen Y, Ando T, Hayashi H: Intestinal Atp8b1 dysfunction causes hepatic choline deficiency 

and steatohepatitis. Nat Commun. 2023 Nov;14(1):6763 

15. Tokuda Y, Yamada M, Fukuda A, Shoji K, Sakamoto S, Uchida H, Ishiguro A, Imadome KI, 

Kasahara M: No additional risk of Ampicillin rash among pediatric liver transplant 

recipients with concurrent Epstein-Barr virus infection. Pediatr Infect Dis J. 2023 

Dec;42(12):1063-1066 

16. Sakamoto S, Shimizu S, Uchida H, Fukuda A, Kasahara M: Portal vein pressure and flow 

modulation in pediatric liver transplantation. Pediatr Transplant. 2023 Nov;27(7):e14563 

17. Kasahara M, Sakamoto S: Optimal graft size in pediatric living donor liver 
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transplantation: How are children different from adults?. Pediatr Transplant. 2023 

Nov;27(7):e14543 

 

[åq語原著論文Ď査¯あ�]  

1. 笠原群生Ď世界{z��臓器移m~展開Ă_Q^科 55(6):588-591, 2023 

2. 阪q靖ÏĀÕu_Āÿug也Ā笠原群生Ď_Qê性肝腫瘍{ÿ��移mÿ療Ă_Q^科 55(6):631-

635, 2023 

3. ÿug也ĀÕu_Ā阪q靖ÏĀ笠原群生Ď_Q急性肝O全ÿ劇症肝炎Ā{ÿ��移mÿ療Ă_Q^

科 55(6):643-647Ā2023 

4. Õu_Āÿug也Ā阪q靖ÏĀ笠原群生Ď_Q生体肝移mà~神経学的\�症Ă_Q^科 

55(6):665-669Ā2023 

5. 近藤宏{Ā多_ü子Āy羽清子Ā乾あ�~Ā笠原群生Ā鈴oZ~Āu中孝nĀ津Ý毅Āw�一彦Ā

保科�之Ā宮入烈Ā虫n聡z郎Ā]Ý哲óĀà藤昭彦ĀZ原宏一Ā森岡一朗Ā須磨崎亮Ā細矢Z

亮Ď原因On~_Q急性肝炎{·��実態調査ÿ一l調査Ā報^書Ăåq_Q科学会Î防接種û感

染症ÿ策委員会報  ̂ 127(7):1033-1038Ā2023 

6. 清水誠一Ā阪q靖ÏĀ山u全毅Āÿug也ĀÕu_Ā栁SxĀ_Ā竜ÐĀ中�俊×ĀSûtĀR遠

ß×美Ā中Ý�生Āàù健ÏĀ船o孝則Ā大宜見力Ā笠原群生Ď_Q肝移m患者{z��新型Ãĝ

ú¶´ěÉ感染~現状xÿ療ĂOrgan Biology 30(2):105-111, 2023 

7. 金澤郁恵ĀR島毅Āÿug也ĀÕu_Ā阪q靖ÏĀ笠原群生Ď_Q肝移m患者~青�期~QOL{·

��実態調査Ă移m 58(2):93-101, 2023 

 

[症例報 ]̂  

<英文> 

1. Komine R, Sakamoto S, Uchida H, Nakao T, Kodama T, Okada N, Shimizu S, Fukuda A, Kasahara 

M: Gallstone ileus at 17 years after living donor liver transplantation: A case report. 

Pediatr. Transplant. 2023 Jun;27(4):e14517  
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～. 第22回åq_Q|学教育研究会, 神`Ý, 2023.12.16

34. 余谷暢之: 最期~w<生}�=²支え�. 第51回鹿Q島_Qx宅Á²û人ý|吸療法研究会 念講演

会, Web, 2023.12.20

35. 余谷暢之: �y�~終p期{tいv考え�. 第Ć回臓器ðß²考え�Ãü÷³ýüøワü¿Çėóć,

東ð, 2023.12.21

36. 余谷暢之: ÿv|望�zい病気²持t�y�x家族{·わ��{大W{��い�x. ý立特w支援学

校ÿ病弱教育Ā長 実践研究会, 東ð, 2023.12.26

［ß報］ 

1. 中r知{: _Q~人ý|吸管理~Ăóø ë~|吸{�|吸管理²考え�. ð和 5 �þ r育|療

研究ËóÏü _Qx宅�術講ÿ会 Part4, 2023.10.12

2. 中r知{: 子y�~育�x}²支え�訪問�護 |療的Á²Q~|学的理解. ð和 5 �þ |療的

Á²Q~x宅|療²支え�訪問�護研ï, 2023.10.24～11.24動�配信

3. 中r知{: <~��zćĝą·óÇėúěÉ¿üě=<|療的Á²Q~理解x保護者支援=. 品Ý

{保育º~研ï, 2023.12.1～2024.2.10動�配信

4. 中r知{: _Q~|吸x睡�²考え�. ÿ立r育|療研究ËóÏüÿ\診療部Àęóùę¶óù,

2023.12.26

5. 中r知{: �~Y�sx�þ{zい{���zいÿ{�|え~zい娘~}｡�{�Î²大W{Āw}

���~愛²Pえ�いĀï~}い@体験談û|師÷ïA. �~��ºóę´ó, 2023.10.15配信

4-3 救急診療部 

[原著論文Ď査¯Þ] 

1. Amagasa S,Utsumi S,Moriwaki T,Yasuda H,Kashiura M,Uematsu S,Kubota M: Advanced airway

management for pediatric out-of-hospital cardiac arrest:A systematic review and network

meta-analysis. Am J Emerg Med 2023;68:1613169

2. Amagasa S,Uematsu S,Kubota M,Kashiura M,Yasuda H,Hayakawa M,Yamakawa K,Endo A, Ogura

T,Hirayama A,Yasunaga H,Tagami T: Relationship between institutional ventilated COVID-19

case volume and in-hospital death:A multicenter cohort study. PLoS One 2023;18:e0287310

3. Tanaka D,Amagasa S,Kikuchi N,Sasaki R,Uematsu S,Tsuji S,Kubota M,Nakagawa S:   Clinical 
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Utility and Patient Distribution of Brief Resolved Unexplained Event Classification for 

Apparent Life-Threatening Events. Pediatr Emerg Care 2023;39:5073510 

4. Utsumi S,Amagasa S,Yasuda H,Oishi T,Kashiura M,Moriya T: Targeted Temperature Management in 

Pediatric Traumatic Brain Injury: A Systematic Review and Network Meta-Analysis. World 

Neurosurg 2023;S1878-8750:00071-2 

5. Kashiura M,Kishihara Y,Ozawa H,Amagasa S,Yasuda H,Moriya T: Intra-aortic balloon pump use 

in out-of-hospital cardiac arrest patients who underwent extracorporeal cardiopulmonary 

resuscitation. Resuscitation 2023;182:109660 

6. Shiohara T,Miyazaki O,Hasegawa Y,Uematsu S,Nosaka S: Solitary whirlpool sign demonstrated 

with testicular torsion on ultrasonography. Pediatr Int 2023;65(1):e15566  

7. Kram YE,Sato M,Yamamoto-Hanada K,Toyokuni K,Uematsu S,Kudo T,Yamada Y,Ohtsuka Y,Matsumoto 

K,Arai K,Fukuie T,Nomura I,Ohya Y: Development of an action plan for acute food protein-

induced enterocolitis syndrome in Japan. World Allergy Organ J 2023;16(5):100772 

8. Ishikawa T,Uejima Y,Okai M,Shiga K,Shoji K,Miyairi I,Kato M,Morooka S,Kubota M,Tagaya 

T,Tsuji S,Aoki S,Ide K,Niimi H,Uchiyama T,Onodera M,Kawai T: Melting temperature mapping 

method in children:Rapid identification of pathogenic microbes. JInfectChemother 

2023;29:S1341-321X(23)00301-X.doi: 10.1016/j.jiac.2023.11.024. Epub ahead of print. 

9. Yasuda M,Shoji K,Tomita K,Uchida Y,Uematsu S,Yoshida K,Kono N,Funatsu M, Miyairi I: Clinical 

and Laboratory Diagnosis of Exanthems Among Japanese Children Younger Than 6 Years Old in 

the Post3Measles-Rubella Vaccine Era. Pediatr Infect Dis J 2023;Online ahead of print 

10. Ohnishi S,Yamamoto-Haneda K,Sato M,Uematsu S,Ohya Y: Food protein-induced enterocolitis 

syndrome is an important differential diagnosis of vomiting in pediatric emergency. Pediatric 

International 2023;65(1):e15675 

11. Tanaka D, Amagasa S, Kikuchi N, Sasaki R, Uematsu S, Tsuji S, Kubota M, Nakagawa S: Clinical 

Utility and Patient Distribution of Brief Resolved Unexplained Event Classification for 

Apparent Life-Threatening Events. Pediatr Emerg Care  2023;39:5073510 

12. Iwai C,Sasaki R,Yoshioka T: Toward the prevention of group B streptococcal early onset 

sepsis: the importance of defining target populations and second-line antimicrobials in line 

with current guideline recommendations. Am J Obstet Gynecol 2023;20:S0002-9378(23)02167-1 

13. Tanaka D,Amagasa S,Kikuchi N,Sasaki R,Uematsu S,Tsuji S,Kubota M,Nakagawa S: Clinical 

Utility and Patient Distribution of Brief Resolved Unexplained Event Classification for 

Apparent Life-Threatening Events. Pediatr Emerg Care 2023;1;39(7):507-510 

14. SÝ尚子Ā是�ÖÿĀm�ÿ子�Ď _Q頭部^傷f~CTî�{·��|師~意識調査Ă ³x~Ô 

2023ď1Ď27-33 

15. 楢林敦Ā神谷z郎Ā岡q健z郎Āq荘哲ĀÓ端伸nĀXß尚美ĀR々o�ùĀ巻和�`Ā森崎菜穂Ā�

原朗Ā清澤伸~Ā̀ 倉ÓnĀ杉浦ó郎Ā水ß克ýĀ�部淳Ď 病ö{z��_Q科Û�新生Q科~診療

体v{Ï�調査(2021�þ病ö調査)Ă åq_Q科学会雑� 2023ď1097-1132 

 

[原著論文Ď査¯z�] 

z� 
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[症例報 ]̂ 

1. Kikuchi N,Ide K,Tomita K,Hayakawa I,Miyasaka M,Abe Y: A case of rapid progressive fatal 

encephalopathy associated with coronavirus disease 2019. Pediatr Int 

2023;65(1):e15455.doi:10.1111/ped.15455. 

2. Fuseda Y,Tagaya T,Tsuji S,Nosaka S,Fujino A,Kubota M,Ishiguro A: Ball-valve syndrome 

mimicking gastric perforation in a toddler with gastrostomy. Pediatr Int 

2023;65(1):e15694.doi:10.1111/ped.15694.   

3. 鹿島 健�Ā多賀谷貴óĀ前Ý 貴伸Ā�ô �孝Ā堤 義之Āüu �Ā石黒 精Ď Û動中~軽微z^傷

à{生��恥骨骨髄炎~一例Ă åq_Q救急|学会雑� 2023ď22巻1øĎ57-61 

4. À聡ĀÕu�子Ā林紀乃Āüu�Ď 剖|{v回ö部{ùÞ積²���乳Q突然死症例Ă åq_Q科

学会 2023ď127Ď464-468 

 

[ÿ®] 

z� 

 

[著書] 

1. m�ÿ子Ď q|吸Ăÿ åq_Q救急|学会ĀĀ _Q救急標準ö½ÉøĀ 中^|学社Ā 2023ď

72-73 

2. m�ÿ子Ď 恥骨RĀ胱穿刺Ăÿ åq_Q救急|学会ĀĀ _Q救急標準ö½ÉøĀ 中^|学社Ā 

2023ď525-526 

3. 多賀谷貴óĎ Chaptera症候ý[6]活気O良~乳QĂÿ åq_Q救急|学会ĀĀ _Q救急標準ö½

ÉøĀ 中^|学社Ā 2023ď18-19 

4. 多賀谷貴óĎ ChapterI 症候ý[7]Ü色O良Ăÿ åq_Q救急|学会ĀĀ _Q救急標準ö½ÉøĀ 

中^|学社Ā 2023ď20-21 

5. 富u 慶一Ď 当ö{z��_Q~救急搬�症例~|討ĂÿćĜċÉĄÏěûÁ²ýØüĀĀ ćĜċÉ

ĄÏěûÁ² = Prehospital careĀ 東ð法ð出xĀ 2023ď92-94 

6. 崎原永立Ā新Ý祐z朗Ā柏浦lßĀáu英人Ď R気Ó閉^~緊急þ²見誤�zい！Ăÿ 新Ý裕z朗Ā

柏浦lßĀáu英人ĀĀ ERÎ~巻Ąóøą¹üě{�学v救急診療~要Ā 中^|学社Ā 2023ď97-

101 

7. 崎原永立Ā新Ý祐z朗Ā柏浦lßĀáu英人Ď Ú体温{�必�原因|あ�！Ăÿ 新Ý裕z朗Ā柏浦

lßĀáu英人ĀĀ ERÎ~巻Ąóøą¹üě{�学v救急診療~要Ā 中^|学社Ā 2023ď213-217 

8. 崎原永立Ā新Ý裕z朗Ā柏浦lßĀáu英人Ď ~熱xÚ体温²鑑w��č´óøx����~鑑w

ÿ患！Ăÿ 新Ý裕z朗Ā柏浦lßĀáu英人ĀĀ ER Î~巻Ąóøą¹üě{�学v救急診療~要Ā 

中^|学社Ā 2023ď218-222 

9. 崎原永立Ā新Ý裕z朗Ā柏浦lßĀáu英人Ď 胸痛²伴う²úą³ę½Çü{注意！Kounis症候群

²見逃�zいĂÿ 新Ý裕z朗Ā柏浦lßĀáu英人ĀĀ ERÎ~巻Ąóøą¹üě{�学v救急診療

~要Ā 中^|学社Ā 2023ď312-316 

10. 崎原永立Ā新Ý裕z朗Ā柏浦lßĀáu英人Ď ��svq当{²úą³ę½ÇüĀ²úą³ę½Ç
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ümimicsĂÿ 新Ý裕z朗Ā柏浦lßĀáu英人ĀĀ ERÎ~巻Ąóøą¹üě{�学v救急診療~要Ā 

中^|学社Ā 2023ď317-321 

11. 崎原永立Ā新Ý裕z朗Ā柏浦lßĀáu英人Ď q症候性細Ï�~ÿ療ÿ象Ăÿ 新Ý祐z朗Ā柏浦l

ßĀáu英人ĀĀ ERÎ~巻Ąóøą¹üě{�学v救急診療~要Ā 中^|学社Ā 2023ď387-391 

12. 崎原永立Āáu英人Ď 中心性肥�Ăÿ 清水m{ĀĀ BMI over 30 肥�患者~ERûICUĀ 診îxÿ

療社Ā 2023ď224-227 

 

[¼´ùę´ó1報^書1�~他] 

1. m�ÿ子Ď 子y�~傷害情報~解析{Āuい�^傷x傷害Î防~��~研究Ă 厚生労働科学研究

補助金ÿl世ï育rĀø研究Ï業Ā<子y�~傷害情報~解析{Āuい�^傷x傷害Î防~��~研究=Ā 

ÿ括研究報^書<子y�~傷害情報~解析{Āuい�^傷x傷害Î防~��~研究=Ā 2023ď3-10 

 

[学会~表] 

1. m�ÿ子Ď _Q科||救急^来wÿ��y}一歩Y~領域 - 救急^来|子y���~Ëüąö³ü

ýóøwあ���{ -Ă 第 126 回åq_Q科学会学術Ø会 VßwÇóčÈ¶ĐĀ 東ðĀ 

2023.4.16 

2. y笠俊ÏĀÕ�ùĀ森�z郎Āáu英人Ā柏浦lßĀm�ÿ子Āüu�Ď _Qö^心停k蘇生中~病

ö前{z��Úþz気Ó確保~効ÿĎÇÉöĎö³ó¿Ĝăĕüxýóøワü¿đÏ解析Ă 第 126

回åq_Q科学会学術Ø会Ā 東ðĀ 2023.4.16 

3. Õu�子Ā余谷暢之Ā壷ß伯彦Ā西r`穂Ām�ÿ子Ā�qlz朗Āüu�Ď 救急ûØ中ÿ療部門{

z��ú族支援<電子đüě²用い�窓ô~設置~×�組�<Ă 第126回åq_Q科学会学術Ø会Ā 

東ðĀ 2023.4.16 

4. 相葉裕~ĀQß�理Ā大西志麻ĀÕu�子Ām�ÿ子Ď _Q周産期病ö{z��性Ö待被害Qx~性

感染症É¿ĚüûóÀ|査~実態{tいvĂ åq_Q保健T会学術Ø会Ā 神`ÝĀ 2023.6 

5. m�ÿ子Ď 子y�~性被害û性Ö待{立�U{う 性Ö待û性被害~診療<救急^来ww}��x{

�一歩�t<Ă 第70回åq_Q保健T会学術Ø会 ÇóčÈ¶Đ1Ā 神`ÝĀ 2023.6.16 

6. þý�Āy笠俊ÏĀm�ÿ子Āüu�Ď 早期乳Q~熱{z��Þ症細Ï感染症~pq{��

MultiplexPCR |査陽性÷~比較Ă 第36回åq_Q救急|学会学術Ø会Ā 東ðĀ 2023.7.22 

7. 森 崇gĀßR 信nĀ浮山 越óĀÕu l志Ā城戸 崇裕Ā黒澤 ÛóĀ竹ß Û和Ā櫻ß 淑男Ā多u n

良Ā富u慶一Āß中 航仁Āÿ原 信一Ā]元 和彦Ď åqx_Q POCUS 教育ÃóËóÅÉ作r~試

� _Q POCUS 教育ÃóËóÅÉ WG 活動報^Ă 第 36回åq_Q救急|学会学術Ø会Ā 千葉Ā 

2023.7.22 

8. 黒o 興心Ā富u 慶一Āüu �Ām� ÿ子Ď Point-of-care ultrasoundw舌y部{ö胞性病変²

ï出��早期乳Q喘鳴~2例Ă 第36回 åq_Q救急|学会学術Ø会Ā 千葉Ā 2023.7.22 

9. Îß 健zĀ富u 慶一Ām� ÿ子Ď 救急^来{z��¡·節 Point-of-care ultrasound偽陰性4

症例{tいv~|討Ă 第36回 åq_Q救急|学会学術Ø会Ā 千葉Ā 2023.7.22 

10. m�ÿ子Ď あz�z�yう��Ā災害f~_Q患者ÿ応Ă 第36回åq_Q救急|学会学術Ø会 Ç

óčÈ¶Đ7Ā 千葉Ā 2023.7.27 

11. R々o�ùĀ�居宏{Āÿ永ù生Ď 乳Q期~RS¶´ěÉ感染x気管支喘ox~·連Ă é床疫学会

第6回�l学術Ø会Ā 東ðĀ 2023.11.11 
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12. áu�人Āy笠俊ÏĀ柏浦lßĀáu英人Ām�ÿ子Ď _Qö^心停k患者~蘇生f間x 1 {oà

~神経学的î�~·連Ă 第51回åq救急|学会ÿ会学術Ø会Ā 東ðĀ 2023.11.28 

13. y笠俊ÏĀ岩元晋z郎Ā柏浦lßĀáu英人Ā岸原Ā貴Ām�ÿ子Ď _Qö^心停k{z��早期Ú

þ気Ó確保~p効性Ă 第51回åq救急|学会ÿ会学術Ø会Ā 東ðĀ 2023.11.29 

14. 大石Ú稔Āy笠俊ÏĀ岩元晋z郎Ā柏浦lßĀáu英人Ā岸原Ā貴Ām�ÿ子Ď _Qö^心停k{z

��早期²ùĜúĚó投P~p効性Ă 第51回åq救急|学会ÿ会学術Ø会Ā 東ðĀ 2023.11.29 

15. Õ�ùĀy笠俊ÏĀ森�z郎Ām�ÿ子Ď _Q~{骨格系損傷~痛�{ÿ��Õo鎮痛剤~|討Ă 

第51回åq救急|学会ÿ会学術Ø会Ā 東ðĀ 2023.11.29 

16. 崎原永立Ā中島千ÝĀ�良ĀĀ岸原Ā貴Ā富永経一郎Āáu英人Āur洋行Ā柏浦lßĀà谷俊Ď 原

~性ú�炎²\���Streptococcal Toxic Shock Syndrome ÿSTSS)Ă 第51回åq救急|学会ÿ

会学術Ø会Ā 東ðĀ 2023.11.29 

17. m�ÿ子Ď 救急^来{z��Q童Ö待ÿ応<当ö{z��ÿ応~実�<Ă 第51回åq救急|学会

ÿ会学術Ø会 āýě÷³É»óÇėóĀ 東ðĀ 2023.11.30 

18. 大西志麻Āy笠俊ÏĀm�ÿ子Ā萩原S亮Ď Validation of modified LEMON score in predicting 

difficult intubation in pediatric emergency departmentĂ 第51回åq救急|学会ÿ会学術Ø

会Ā 東ðĀ 2023.11.30 

 

[講演] 

1. m�ÿ子Ď 嘔T²主¼{��ÿ患1心{炎{�消W管異物~wĂ ð和 4 �þ地域_Q|療研ïÏ

業第2回_Q救急研ï会Ā webĀ 2023.2.10 

2. m�ÿ子Ď 救急^来²Ø診��_QÃĝú患者~現状Ă ð和 4�þ地域_Q|療研ïÏ業第 2回

_Q救急研ï会Ā webĀ 2023.2.10 

3. m�ÿ子Ď _Q救急|療Ă ð和4�þ|師救急|療業Û実地ï練Ā webĀ 2023.2.10 

4. Õu�子Ď 乳Q~Ï故Î防x健ÿ管理Ă 社会ÿ祉法人東ð育r会乳Q委�研ïĀ 東ðĀ 2023.4.9 

5. 富u 慶一Ď 救急^来{z��¡·節 Point-of-care ultrasound 偽陰性 4 症例{tいv~|討Ă 

第8回 初歩{�学v POCUS WEBËďúü 救急^来 皮膚ûÛ動器ýĀ webĀ 2023.10.18 

6. m�ÿ子Ď _Q救急|療Ă ð和5�þ|師救急|療業Û実地ï練Ā 東ðĀ 2023.12.6 

 

[ß報活動] 

1. 富u慶一Ď _Q救急POCUSÏ情Ă r育救急Webinar2023Ā 2023.6.4 

2. Ú瀬亮Ď 超音î¼´ùSp梢静�路確保～見v触sv透{�v~�~lx～Ă r育救急

Webinar2023Ā 2023.6.4. 

3. Ë�`々}Ď ERw出会う軽þ~意識 害~�{�Ă r育救急Webinar2023Ā 2023.6.4 
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[原著論文Ď査¯Þ]ÿReviewed PaperĀ 

1. Ito N, Kudo T, Eguchi H, Jimbo K, Furuhata A, Okuno T, Takeuchi I, Arai K, Ishige T, 

Okazaki Y, Shimizu T: Attenuated Expression of SLCO2A1 Caused by DNA Methylation in 

Pediatric Inflammatory Bowel Disease. Inflamm Bowel Dis. 2023 Dec 5;29(12):1920-1928.  

2. Darma A, Arai K, Wu JF, Ukarapol N, Hagiwara SI, Oh SH, Treepongkaruna S; on behalf 

Endoscopy Subcommittee of the Scientific Committee Asian Pan-Pacific Society of Pediatric 

Gastroenterology; Hepatology and Nutrition (APPSPGHAN): Impact of the Coronavirus 

Disease 2019 Pandemic on Pediatric Gastrointestinal Endoscopy: A Questionnaire-based 

Internet Survey of 162 Institutional Experiences in Asia Pacific. Pediatr Gastroenterol 

Hepatol Nutr. 2023 Nov;26(6):291-300.  

3. Nomura S, Hirano Y, Takeuchi I, Shimizu H, Arai K: Anxiety, Depression, and Quality of 

Life in Parents of Adolescents with Inflammatory Bowel Disease: A Longitudinal Study. 

Pediatr Gastroenterol Hepatol Nutr. 2023 Sep;26(5):239-248. 

4. Oka I, Funayama R, Shimizu H, Takeuchi I, Nojiri S, Shimizu T, Arai K: Predictors of 

Small Bowel Transit Time for Capsule Endoscopy in Children with Inflammatory Bowel 

Disease. Pediatr Gastroenterol Hepatol Nutr. 2023 Jul;26(4):181-192. 

5. Yokoyama K, Yamamoto Y, Nambu R, Hagiwara SI, Abukawa D, Mizuochi T, Kudo T, Sado T, 

Iwata N, Ishige T, Iwama I, Kumagai H, Arai K, Shimizu T: Safety and efficacy of 

vedolizumab in pediatric patients with ulcerative colitis: multicenter study in Japan. 

J Gastroenterol Hepatol. 2023 Jul;38(7):1107-1115.  

6. Yasuda R, Arai K, Kudo T, Nambu R, Aomatsu T, Abe N, Kakiuchi T, Hashimoto K, Sogo T, 

Takahashi M, Etani Y, Kato K, Yamashita Y, Mitsuyama K, Mizuochi T: Serum leucine-rich 

alpha-2 glycoprotein and calprotectin in children with inflammatory bowel disease: A 

multicenter study in Japan. J Gastroenterol Hepatol. 2023 Jul;38(7):1131-1139.  

7. Kram YE, Sato M, Yamamoto-Hanada K, Toyokuni K, Uematsu S, Kudo T, Yamada Y, Ohtsuka Y, 

Matsumoto K, Arai K, Fukuie T, Nomura I, Ohya Y: Development of an action plan for acute 

food protein-induced enterocolitis syndrome in Japan. World Allergy Organ J. 2023 May 

9;16(5):100772.  

8. Nambu R, Arai K, Kudo T, Murakoshi T, Kunisaki R, Mizuochi T, Kato S, Kumagai H, Inoue 

M, Ishige T, Saito T, Noguchi A, Yodoshi T, Hagiwara SI, Iwata N, Nishimata S, Kakuta 

F, Tajiri H, Hiejima E, Toita N, Mochizuki T, Shimizu H, Iwama I, Hirano Y, Shimizu T; 

JPIBD-R: Clinical outcome of ulcerative colitis with severe onset in children: a 

multicenter prospective cohort study. J Gastroenterol. 2023 May;58(5):472-480. 

9. Takeuchi I, Yanagi K, Takada S, Uchiyama T, Igarashi A, Motomura K, Hayashi Y, Nagano 

N, Matsuoka R, Sugiyama H, Yoshioka T, Saito H, Kawai T, Miyaji Y, Inuzuka Y, Matsubara 
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ß澤和ù, 塩Ý×ß, ÿu�子Ď _Q潰瘍性大ù炎~診î{z��Integrin ³v 6́ëý÷体

~p用性{·��多þ設共\研究Ă 第23回åq_QIBD研究会Ā ÿ岡ÿÿ´ĆĚóù開催ĀĀ 

2023.3.5 

30. áu亮輔, 新ß勝大, ý藤孝ß, W部�亮, 青�Üû, 阿部ö紀, 垣Õ俊彦, 橋q邦生, 十河剛, 

Ú橋美智子, 惠谷��, à藤健, 山S裕ó朗, Z山慶一, 水落建輝Ď _Q炎症性ùÿ患~活動

性評価{z��血清LRGx血清»ěćĝö¿Ñó~p用性~比較 多þ設共\研究Ă 第23回å

q_QIBD研究会Ā ÿ岡ÿÿ´ĆĚóù開催ĀĀ 2023.3.5 

31. Ü�弾, 鈴o資, 竹Õ一朗, à藤|Ā, 萩原�一郎, 慶ß大, 才u聡, 石毛崇, ý藤孝ß, 石r

t崇, à藤元博, 笹原洋Ð, 森�Ü宏, 新ß勝大, 金兼弘和Ď IL 10RAk損症{ÿ��造血細

胞移mĂ 第23回åq_QIBD研究会Ā ÿ岡ÿÿ´ĆĚóù開催ĀĀ 2023.3.5 

32. 竹Õ一朗Ā新ß勝大Ď _Q炎症性ùÿ患ËóÏü{z�� monogenic IBD~é床x研究Ă 第6

回åq免疫O全ûëý炎症学会ÿ会û学術Ø会Ā 東ðÿÿ´ĆĚóù開催ĀĀ 2023.2.12 

33. 仁�Û士Āå衛嶋lz郎ĀrqÖ哉Ā塩Ý×ßĀ新ß勝大Āý藤孝ßĀ岩間ÔĀ水落建輝Ā十河剛Ā

梶恵美ÝĀ河\利尚Ā笹原洋ÐĀ大西ùxĀ岡u賢Ā金兼弘和Ā西_森�zĀqu]孝Āÿu�子Ā

ß澤和ùĀ{角Ú祐Ď ÷integrin ³v 6́÷体~_QIBD{z��多þ設|討Ă 第6回åq免

疫O全ûëý炎症学会ÿ会û学術Ø会Ā 東ðÿÿ´ĆĚóù開催ĀĀ 2023.2.11 

34. 森þQ郎, 金森豊, 橋úö{, 狩ß元宏, 渡¿l一郎, Ú橋l貴, 藤ßn浩, 米uZ宏, 竹Õ一

朗, 清水泰岳, 新ß勝大Ď 最近5�間{当öwþ行��炎症性ùÿ患患者x~^科ÿ療~~x

�Ă第52回åq_Q消W管機能研究会Ā 東ðĀ 2023.2.11  

 

[講演] 

1. Arai K: Therapeutic Drug Monitoring of Biologic in Pediatric IBD. 16th Congress of 

Asian Pan-Pacific Seciety for Pediatric Gastroenterology, Hepatology and Nutrition. 

Coex,Seoul,Korea, 2023.10.7 

2. Arai KĎThe Current and Future Prospectives of Pediatric Endoscopy in Asia-Pacific 

Area. 25th Annual Meeting of TSPGHAN, Taiwan, 2023.9.3 

3. Arai KĎChanging Iandscape in Pediatric Crohn's disease with biologics: What's new?.  

25th Annual Meeting of TSPGHAN, Taiwan, 2023.9.2 

4. 新ß勝大Ď 移行期|療x~×�組�Ă IBD Transition Conference TokatsuĀ 千葉Ā 

2023.12.7 

5. 新ß勝大Ā石毛崇ĀßR�大Ā角u文彦Āà藤沢子Āý藤孝ßĀà藤武Ā清水泰岳ĀW部�亮Ā

清水俊nĎ åq_Q炎症性ùÿ患ĜÈÉøĚ研究~rÿxº題Ă 第14回åq炎症性ùÿ患
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学会学術Ø会Ā 兵庫Ā 2023.12.1 

6. 新ß勝大Ď _Q炎症性ùÿ患{z��多þ設共\研究xøęóÉĜüÇėúěûĚÅüÑ ～

ĜÈÉøĚ{�monogenic IBD~w～Ă 血Ü病đ÷³»ěËďúüĀ 東ðĀ 2023.11.29

7. 新ß勝大Ď 超早期~症型炎症性ùÿ患~é床x研究Ă The 18th Congress of Asian Society

for Pediatric Research 共催ËďúüĀ WebĀ 2023.11.12

8. 新ß勝大Ď _Q~便通異~ ～便秘{�炎症性ùÿ患~w～Ă 第27回豊島病ö_Q科|開

勉強会Ā 東ðĀ 2023.11.9

9. 新ß勝大Ď _QIBD診療Update ～VEO-IBD{�øęóÈóÇėó~w～Ă

2023/10/16_G.E.ą¹üęĐ2023Ā 新潟Ā 2023.10.16

10. 新ß勝大Ď IBD~_Q患者²支え�ÑüĐ|療Ă 第41回X�ÓIBD|討会Ā X�ÓĀ

2023.10.13

11. 新ß勝大Ď _QIBD{·��最近~û題Ă 島y�IBD講演会Ā 島yĀ 2023.9.22

12. 新ß勝大Ď _QIBDÿ療~実�xº題Ă IBD WEBÑēóýěĀ 東ðĀ 2023.6.22

13. 新ß勝大Ď IBD患者�³~<就学=xU}\うĂ 5/19 World IBD Day 2023 ～IBD{tいv

x�x³U}\う～Ā 東ðĀ 2023.5.19

14. 新ß勝大Ď _QIBD{z��V子標的°ÿ療~現状x診î�術~²歩Ă 第29回岡山IBDď

üö³óÀĀ 岡山Ā 2023.4.20

15. 新ß勝大Ď _Q科診療{z��P亜鉛血症~ÿ療Ď顆粒製剤|ß��ÿ能性Ă 第126回åq

_Q科学会学術Ø会 教育Ëďúü26Ā 東ðĀ 2023.4.16

16. 新ß勝大Ď _Q便秘症~新ÿ療戦略Ă 第126回åq_Q科学会学術Ø会 教育Ëďúü24Ā

東ðĀ 2023.4.15

17. 新ß勝大Ď _Q÷ÿ性IBD~ÿ療戦略 ～生物学的製剤ăPV子W\物~現状x問題～Ă 第

23回åq_QĀĀĂ研究会´ĆûóÀËďúüĀ ÿ岡Ā 2023.3.4

18. 新ß勝大Ď _Q科診療{z��þĉěÈó顆粒x~期待Ă P亜鉛血症ºóę´ó講演会Ā

東ðĀ 2023.3.2

19. 新ß勝大Ď _Q科x_Q^科~連携²目指�v ～ _QIBD~診療xÿ療 Update ～Ă 第52

回åq_Q消W管機能研究会Ā 東ðĀ 2023.2.11

20. 新ß勝大Ď AYA世ï~IBD診療～_Q科||��º題xÿ策～Ă IBD Diversity Management

Web-SeminarĀ 東ðĀ 2023.2.9

21. 新ß勝大Ď _Q便秘症~診îxÿ療Ă ĒăÃüěHD新~売 念講演Ā WEB開催Ā

2023.1.12

Ā環器科 

[原著論文Ď査¯Þ]ÿReviewed PaperĀ 

1. Uchida H, Sakamoto S, Yanagi Y, Shimizu S, Fukuda A, Ono H, Miyazaki O, Nosaka S, Schlegel

A, Kasahara MĎ Significance of a multidisciplinary approach to congenital extrahepatic

portosystemic shunt: A changing paradigm for the treatment. Hepatol Res  2023;53:540-555
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2. Inuzuka R, Nii M, Inai K, Shimada E, Shinohara T, Kogiso T, Ono H, Otsuki SI, Kurita Y, 

Takeda A, Hirono K, Takei K, Yasukohchi S, Yoshikawa T, Furutani Y, Shinozaki T, Matsuyama 

Y, Senzaki H, Tokushige K, Nakanishi TĎ Predictors of liver cirrhosis and hepatocellular 

carcinoma among perioperative survivors of the Fontan operation. Heart  2023;109:276-282 

3. Toyoshima K, Saito T, Shimokaze T, Katsumata K, Ohmura J, Kimura S, Aoki H, Takahashi M, 

Shibasaki J, Kawataki M, Kim KS, Shinkai M, Ishikawa H, Saito N, Masutani SĎ Right to left 

ventricular volume ratio is associated with mortality in congenital diaphragmatic hernia. 

Pediatr Res 2023;94(1):304-312 

4. Ikegawa T, Kim K-S, Kawataki M, chikawa Y, Ono S, Yanagi S, Ueda HĎ Late-gestation 

prediction of outcome in tricuspid valve dysplasia and Ebstein's anomaly using fetal 

tricuspid regurgitation waveform analysis. Ultrasound Obstet Gynecol 2023 ;61(5):593-600 

5. Ichikawa Y, Kuroda H, Ikegawa T, Kawai S, Ono S, Kim KS, Yanagi S, Kurosawa K, Aoki Y, Ueda 

H Ď  Cardiac features of Noonan syndrome in Japanese patients.  Cardiol Young 

2023;33(4):564-569 

6. Ichikawa Y, Kuroda H, Ikegawa T, Kawai S, Ono S, Kim KS, Yanagi S, Kurosawa K, Aoki Y, 

Iwamoto M, Ueda HĎ Electrocardiographic Changes with Age in Japanese Patients with Noonan 

Syndrome. J Cardiovasc Dev Dis 2023;11(1):10.doi: 10.3390/jcdd11010010 

7. Urata S, Michihata N, Inuzuka R, Matsui H, Fushimi K, Ishimaru M, Kato M, Yasunaga HĎ 

Factors affecting in-hospital mortality among pediatric patients with myocarditis treated 

with mechanical circulatory support. J Cardiol 2023;82:108-112 

8. 東浩Ð, Q浦大, _ß博, 坂ô�½, 中國l}, 中ß孝ÏĎ _QĀ環器ÿ患患者{z��ćĝćę

þĝüě処ý~実態調査. åq_Q科学会雑� 2023;127:1499-1504 

 

[症例報 ]̂ 

1. Ono H, Sago H, Ozawa K, Wada S, Kato HĎ Valvuloplasty for fetal critical aortic stenosis: 

possible first successful case in Japan: Pediatr Int. 2023;65:e15491.doi: 10.1111/ped.15491 

2. Ogawa Y, Urata S, Inuzuka RĎ Successful use of ivabradine in a 10-year-old patient with 

graft failure after heart transplantation. Cardiol Young 2023;33:649-651 

3. R藤麻朝Ā²藤考洋Ā羽賀千ý子Ā�ßÖ子Ā牛ù義宏Ā_ß博Ď 心ü細動w~症��好酸球性心{

炎~1{女Q例. åq_QĀ環器学会雑� 2023;39:99-105 

 

[ÿ®] 

1. _ß博Ď _Q科専門|²目指�人~��~Q&Aw¯�解� Vßw�RËďúü Ā環器. _Q科

é床 2023;7: 743-74 

2. 金ĀrĎ ¸½Éāüø|教え�_Q~°物療法 Ñ²þüÌ~作. _QÕ科 2023;55:428-429 

3. 金ĀrĎ 胎Q心臓²診�5�~超音î�見²見逃�z！ 大血管î面異~{�診îw}�Yy性心

ÿ患 両大血管ôü起始症. é床婦人科産科 2023;77:1136-1141 

4. 浦u晋Ď ¸½Éāüø|教え�_Q~°物療法 心{症. _QÕ科 2023;55:430-43 
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[著書] 

1. _ß博Ď 心ÿ患²�tQ童û生ß~学校管理Sw~×�扱いý. ÿßl, Úo 誠, _ü一r (ý

Ø), Îå~ÿ療指針,  |学書ö, 2023ď1439-1441 

2. _ß博Ď 心ü中隔k損症û心�中隔k損症.  à藤 元博 (ýØ), _Q科診療¼´ùę´ó 第 5

x, ÿ\|学社, 2023ď1439-1441 

3. _ß博: Þ症大動�弁狭窄症{ÿ��胎Qÿ療. _Q科診療UP-to-DATE, Ďěċ株式会社Ā2023ď

8-11 

4. _ß博: 完全大血管îO症Ă_Q~ÿ療指針, 診îxÿ療社Ā2023ď343-345 

5. _ß博: Ebstein病. 伊藤浩, 山S武志 (ýØ), Ā環器ÿ患最新~ÿ療 2024-2025ĀW�Z, 2023ď

305-307 

6. _ß博: PT APTT 血ÿ学的|査. à藤 元博, Ú橋 尚人 (ýØ), _Qé床|査¼´ù第3x, 文

ZZ, 2023ď85-87 

7. _ß博: _Qû精神~Ô部門Ă必携Õ科|~��~臓器移m診療ÿóùĆó¿Ă�ü�³書�, 2023 

8. _ß博Ď Ċüđü»üsvz³��うĀ. {��x����yう���. {�w出xĀ2023 

9. 浦u晋, 阪ß裕一Ď 深部感染症ÿ{炎, {�炎, 壊þzyĀ. åq_Q救急|学会ÿ÷ïĀ, _

Q救急標準ö½Éø basicý, 中^|学社, 2023ď258-259 

10. 浦u晋, 阪ß裕一Ď �路感染症. åq_Q救急|学会ÿ÷ïĀ, _Q救急標準ö½Éø basic

ý, 中^|学社, 2023ď260-261 

 

[学会~表] 

1. _ß博: 2024�þ診療報酬改â{tいv Õ保連経v~ð案~m�. 第 59回åq_QĀ環器学会ÿ

会û学術Ø会, l浜, 2023.7.7 

2. _ß博: 新規心O全ÿ療°²Yy性心ÿ患診療{yう活{�{ Angiotensin receptor neprilysin 

inhibitor(ARNI)~_Qÿ験��. 第59回åq_QĀ環器学会ÿ会û学術Ø会, l浜, 2023.7.7 

3. _ß博: HLHSx移行��Critical AS胎Qÿ療~現状Ăåq胎Q心臓病学会第29回学術Ø会, 大阪, 

2023.2.25  

4. _ß博: HLHS x移行�� Critical AS {ÿ��胎Qÿ療. 第 11 回東X_QĀ環器懇û会, web, 

2023.5.13 

5. 東浩, Q浦大, _ß博, 坂ô�½, 中國l}, 中ß孝ÏĎ _QĀ環器ÿ患患者{z��ćĝćęþ

ĝüě処ý~実態調査 _Q|療情報ßØÇÉöĐ÷üÏĉüÉ{��Ě²ěワüěù÷üÏ. 第

126回åq_Q科学会学術Ø会, 東ð, 2023.4.14 

6. Q崎泰志1藤rÜ美1~山和歌子1R藤�朝1浦u晋1²藤考洋1_ß博: 当ö{z��動�管Éö

óø留置術~|討. 第33回åqYy性心ÿ患´óÏüĉóÇėó学会学術Ø会, 東ð, 2023.1.19 

7. Q崎泰志1藤rÜ美1~山和歌子1R藤�朝1浦u晋1²藤考洋1_ß博: Amplatzer Piccolo 

Occuluder�Flipper coil~ïÿ÷Ā´É{z�う�. 第59回åq_QĀ環器学会学術Ø会, l浜, 

2023.7.7 

8. 金Ār, 細Ý大地, 菅谷óz, 築ß一½, �Ý健, ç宮S也, _ß晋, ÷�Z, 豊島勝昭, Ýÿ元

良, RuùnĎ 緊急~侵襲的Ï入²準備�帝王W開w出生��1Þ症心ÿ患胎Q診î症例~Îà.  

第59回åq_QĀ環器学会学術Ø会, l浜, 2023.7.6 

9. 金Ār, 豊島勝昭, 石Ý浩ó, RuùnĎ Þ症ÿ患²\��O良zî�²�ys�動�管早期ß縮
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~2例.  第59回åq周産期û新生Q|学会学術Ø会, ]õ_, 2023.7.11 

10. Q好剛一, 稲rg, X米仁志, Pu仁志, 金Ār, Ú橋邦彦, 寺�陽Q, 豊島勝昭, �石|, 黒嵜健

一, 前ß泰{, åq胎QO整�班Ď 胎Q»�性O整�{ÿ��経胎ø的ÿ療à~3{fÎà 多機

·共\é床試験~ą¹ĝü²óć研究. 第 59 回åq_QĀ環器学会ÿ会û学術Ø会, l浜, 

2023.7.7) 

11. 浦u晋, 藤rÜ美, Q崎泰志, ~山和歌子, R藤麻朝, ²藤考洋, _ß博Ď 心臓»öüöě

à{脊髄���S出血²生��一例. 第33回åqYy性心ÿ患´óÏüĉóÇėó学会学術Ø会Ā 

東ðĀ 2023.1.19 

12. 浦u晋, 藤rÜ美, ~山和歌子, R藤麻朝, 山ô章, 武ß哲理, 近藤良一, ²藤考洋, Q崎

泰志, 金子~裕, _ß博Ď 一期的心Õïÿ術²行s�心ü中隔k損²伴うº動�閉鎖症~ÿ療r

績. 第59回åq_QĀ環器学会, l浜, 2023.7.8 

13. 浦u晋, 藪崎 ,̂ 西畑ÿ夏, nß���, ĀuÛ, 金Ār, Q崎泰志, _ß博: ÍĎøĝĄ

ó投Pà{心{肥厚|²行��Noonan症候群~一例. 第32回åq_Q心{ÿ患学会, r幌, 

2023.10.29 

14. R藤�朝1藤rÜ美1~山和歌子1浦u晋1²藤考洋1Q崎泰志1_ß博: _Q急性~��激症型

心{炎{z��心Õ�心{生|x心臓MR~遅延造�~p用性. 第59回åq_QĀ環器学会学術Ø会, 

l浜 ,̂ 2023.7.8 

15. ~山和歌子, 浦u晋, 藤rÜ美, R藤麻朝, ²藤考洋, Q崎泰志, _ß博Ď 積極的ÿ療²望

~z{s�Þ症僧�弁逆m²伴s�Þ症大動�弁狭窄~一例.  第59回åq_QĀ環器学会学術Ø

会, l浜 ,̂ 2023.7.8 

16. 藤rÜ美1²藤考洋1~山和歌子1R藤�朝1浦u晋1Q崎泰志1金子~裕1_ß博: 胆Ó閉鎖症

術à~p期心O全{ÿ��肝移m{心Õïÿ術²Y行��多脾症候群~2例. 第59回åq_QĀ環器

学会学会学術Ø会, l浜 ,̂ 2023.7.6 

17. nß���1鈴o孝x1_島p�1Õu英利1à藤和v1畑忠善: 術前~造�CT|査1»öüöě

|査結ÿ{�þS葉Wø術²øþ�1SpO2~著nz改善²得��~³性º動静�瘻~一例. 第59回

åq_QĀ環器学会学術Ø会, l浜 ,̂ 2023.7.6 

18. 藪崎^1岩q洋一1石戸博�1QÜöý1増谷聡: Ý崎病~c性期ą¹ĝü中{Brugada症候群x診

î���ą例. 第59回åq_QĀ環器学会学術Ø会. l浜 .̂ 2023.7.7 

19. 藪崎^1nß���1西畑ÿ香1浦u晋1金Ār, Q崎泰志, _ß博: 心Õïÿ術à早期{þ行

��Āěüóº動�ã張術à{º動�仮性瘤²生��Alagille症候群~1例. Informal JCIC. 東

ð. 2023.11.19 

 

@講演A 

1. _ß博Āÿ島裕之Ā_垣滋豊: _Qÿ療~øĄó¿ÉÿQĀAĀPAH~会. 第16回全ÿPH大会, 東

ð, 2023.10.22  

2. _ß博Ď _Q~心O全ĂþĀěö³É社 社Õ勉強会, 東ð, 2023.12.13 

3. 金ĀrĎ 大動�弁狭窄~é床像x胎Qÿ療. 第 38 回胎Q遠隔¿ę¶ù STIC Ëďúü, web, 

2023.8.20 

4. 金ĀrĎ º血管ã張療法²経v wºw~心Õïÿ術{ós� PA/VSD ~症例. ACHD 診療~最前線 
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～r人|療x~TransitionCFT～, 東ð, 2023.11.17 

5. 浦u晋Ď ºÚ血w症²\���門�体Ā環短}~_Q例. 東åqPAH Next Forum<TSUNACARI<, 

東ð, 2023.12.2 

 

 

|吸器科 

 

［原著論文Ď査¯Þ］ 

z� 

 

［原著論文Ď査¯z�］ 

z� 

 

［症例報^］ 

1. Kobayashi H, Ogawa E. Insertion of a nasogastric tube in a child using a bronchoscope. 

Pediatr Int. 2023 Jan-Dec;65(1):e15554. 

2. 水ß皓Ï, 船uj子, ûßöm, 石黒 靖, 肥Āÿ郎Ď Ăùĝ½Ç¿ĝĝ½ó|著効��特~性º

ĈĒÈ÷ĝüÇÉĂåq_Q|吸器学会雑� 2023ď34Ď87-92 

3. 船uj子, 余谷 暢之, ûß öm, 冬o �規子, 肥Ā ÿ郎Ď 間質性º炎~÷ÿ性咳嗽~作{ÿ�1

ĒěĂý持þ投Pw症状þ和|得���_QĂåq_Q科学会雑� 2023ď127Ď968-972 

4. 梅山 知r, Ú橋 信博, ý藤 裕実, 金森 洋{, à藤 源俊, 山u 洋�, _林 久人, Rß �久, �

q j, 黒u Ô{Ď 副º芽{v来��異~º動�x異~気管支動�{�~生��xè察���2q

~異~動�²p��º葉ÕºV�症~1例Ăåq_Q^科学会雑� 2023ď59Ď885-891 

 

［ÿ®］ 

1. 金森豊Ā肥Āÿ郎: Yy性ö胞性ºÿ~ë然経過 非手術症例z{�得�知見xÎà~º題. _Q^

科学会雑� 2023ď124Ď507-513 

2. ûßöm: 家族性間質性º炎~最新~û題 _Q間質性ºÿ患. |吸器Õ科 2023ď46Ď62-66 

 

［著書］ 

z� 

 

［¼´ùę´ó1報^書1�~{{］ 

1. zu 伸男, 竹ß ~{, 竹Õ O彦, 大原 浩Ô, 沖中 洋Ï, R條 篤, Qû ÿ, 洲崎 勲{, ~見 

泰弘, 戸嶋 一郎, 仲ß 敦子, 西u ö哉, 増u R和子, 森 恵莉, 坂ßu Û, 森q 耕Q, 慶長 ö

人, à藤 慎�, 近藤 Z子, 阿保 o来, 金子 猛, 肥Ā ÿ郎, 錦戸 知喜, 長� �u{, 中谷 中, 

伊Ô 洋ó, �石 gù, 藤Ā Þÿ, �Ā 圭吾, 線毛機能O全症候群~診療~手引}作r委員会: 

線毛機能O全症状群~診療~手引}. åq鼻科学会雑� 2023ď62Ďi-108 

2. Ishiwada N, Shinjoh M, Kusama Y, Arakawa H, Ohishi T, Saitoh A, Suzuki A, Tsutsumi H, Nishi 
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J, Hoshino T, Mitsuda T, Miyairi I, Iwamoto-Kinoshita N, Kobayashi H, Satoh K, Shimizu A, 

Takeshita K, Tanaka T, Tamura D, Tokunaga O, Tomita K, Nagasawa K, Funaki T, Furuichi M, 

Miyata I, Yaginuma M, Yamaguchi Y, Yamamoto S, Uehara S, Kurosaki T, Okada K, Ouchi K. 

Guidelines for the Management of Respiratory Infectious Diseases in Children in Japan 2022. 

Pediatr Infect Dis J. 2023 Oct 1;42(10):e369-e376. 

3. ûßöm: _Q~ÿ療指針 特~性間質性ºÿ患. _Q科診療 2023ď86増Ď400-402 

 

［学会~表］ 

1. �山 茉衣, 肥Ā ÿ郎: COVID-19~àú症x�v~症��閉^性細気管支炎Ă 第55回åq_Q|

吸器学会Ā 兵庫Ā 2023.10.7 

2. ûß öm, �﨑 j子,肥Ā ÿ郎: 診îf~�像�見xë宅�öà~é床経過{ÿ異|生��Q居

·連過敏性º炎~姉弟例Ă 第55回åq_Q|吸器学会Ā 兵庫Ā 2023.10.7 

3. ûß öm, �﨑 j子,肥Ā ÿ郎: �像�見~経過{�早期{気Ó異物²疑うy}�s�気管支異

物ë然喀出例Ă 第55回åq_Q|吸器学会Ā 兵庫Ā 2023.10.7 

4. �山 茉衣, 肥Ā ÿ郎, _崎Ý華, 鏡 ×ï: Silver-Russel症候群xö胞性線維症²\���åq

人_QĂ 第55回åq_Q|吸器学会Ā 兵庫Ā 2023.10.7 

5. �� Ā視, õ澤 m�, õÝ ß子, 土橋 �俊, ûß öm, 船u j子, 肥Ā ÿ郎, àq 倫子: 

出生öà{�R気Ó狭窄症状²\��巨大舌y部ö胞Ă 第 55 回åq_Q|吸器学会Ā 兵庫Ā 

2023.10.7 

6. ûß öm, �﨑 j子, 肥Ā ÿ郎: _Qc性|吸器ÿ患患者~新型Ãĝú¶´ěÉ感染症(COVID-

19)Ă 第55回åq_Q|吸器学会Ā 兵庫Ā 2023.10.8 

7. _林 久人, u中 学: 気管ÑĕüĆýU{��þôºx~º気àV_~変Wď計算m体力学{��解

析ÿþ報ĀĂ 第55回åq_Q|吸器学会Ā 兵庫Ā 2023.10.8 

8. ûß öm,肥Ā ÿ郎: 気Ó管理~ý針決â{÷o�� CHARGE症候群Ă 第 18回åq耳鼻咽喉科学

会Ā 大VĀ 2023.11.10 

9. õu �知子, ÿ谷 周吾, XÝ 智Ï, 山q ï子, 鈴o 法臣, 肥Ā ÿ郎, àq 倫子, 鈴o ÿ之: 

特~性声門S狭窄~1{{ÿ�1気管W開��{Āěüóã張術²þ行��症例Ă 第18回åq_Q

耳鼻咽喉科学会Ā 大VĀ 2023.11.10 

10. ûß öm,肥Ā ÿ郎: 特Ā的z¸部側面ĜóøÂó像²\��声門kz異物~幼QĂ 第18回åq

耳鼻咽喉科学会Ā 大VĀ 2023.11.10 

 

［講演］ 

1. 肥Āÿ郎:  _Q~気管支ã張症x�~移行期|療. 第3回åq�~³性ºÿ患研究会Ā 東ðĀ 

2023.10.1 

2. 肥Āÿ郎:  特~性ºĈĒÈ÷ĝüÇÉĎ診îxÿ療~º題. 第55回åq_Q|吸器学会Ā兵

庫Ā 2023.10.8 
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[原著ÿOriginal articleĀ] 

1ĂSakuma H, Takanashi J, Kondo H, Muramatsu K, Shiihara T, Suzuki M, Okanari K, Kasai M, Mitani 

O, Nakazawa T, Omata T, Shimoda K, Abe Y, Maegaki Y, Murayama K, Murofushi Y, Nagase H, Okumura 

A, Sakai Y, Tada H, Mizuguchi M, Japanese Pediatric Neuro-COVID-19 Study Group; Matsuoka T, 

Okada H, Sato T, Kikuchi K, Kira R, Kawada N, Morichi S, Iwayama H, Tanaka R, Hanaoka Y, 

Minamisawa Y, Ema T, Motobayashi M, Itou T, Sano F. Severe pediatric acute encephalopathy 

syndromes triggered by SARS-CoV-2. Front Neurosci 2023;17:1085082. 

2ĂFujita A, Kato M, Sugano H, Iimura Y, Suzuki H, Tohyama J, Fukuda M, Ito Y, Baba S, Okanishi 

T, Enoki H, Fujimoto A, Yamamoto A, Kawamura K, Kato S, Honda R, Ono T, Shiraishi H, Egawa K, 

Shirai K, Yamamoto S, Hayakawa I, Kawawaki H, Saida K, Tsuchida N, Uchiyama Y, Hamanaka K, 

Miyatake S, Mizuguchi T, Nakashima M, Saitsu H, Miyake N, Kakita A, Matsumoto N. An integrated 

genetic analysis of epileptogenic brain malformed lesions. Acta Neuropathol Commun 2023;11:33.  

3Ă落\ ÿ1早Ý 格1阿部裕一Ă_Qv³{³{z��lacosamide~p効性xá全性Ă³x~Ô 2023;55Ď

23ā26. 

 

[症例報^ÿCase reportĀ] 

1ĂOchiai S, Hayakawa I, Mutoh T, Abe Y. Pediatric anti-neutral glycosphingolipid antibodies-

positive encephalomyeloradiculoneuropathy presenting with prominent brain demyelination. 

Brain Dev 2023;45:579-582. 

2ĂKikuchi N, Ide K, Tomita K, Hayakawa I, Miyasaka M, Abe Y. A case of rapid progressive fatal 

encephalopathy associated with coronavirus disease 2019. Pediatr Int 2023; 65:e15455. 

3ĂAihara T, Hayakawa I, Usami K, Ogiwara H, Abe Y. Spinal Subarachnoid Hematoma After Cardiac 

Angiography in an Infant: A Case Report Cureus2023;15(5). 

4ĂMurofushi Y, Hayakawa I, Kawaki M, Abe Y, Kosaki R, Suzuki H, Takenouchi T, Kubota M. Oral 

Baclofen Therapy for Multifocal Spinal Myoclonus with TBC1D24 Variant. Mov Disord Clin Pract 

2023;10: 7193721. 

5ĂIde K, Uchida H, Sakamoto S, Hayakawa I, Nakagawa S, Kobayashi T, Ito S, Kasahara M. 

Perioperative risk factors for neurological impairment in infants with acute liver failure 

following liver transplantation. Pediatr Transplan 2023;27:e14524 

6ĂSaettini F, Guerra F, Fazio G, Bugarin C, McMillan HJ, Ohtake A, Ardissone A, Itoh M, Giglio 

S, Cappuccio G, Giardino G, Romano R, Quadri M, Gasperini S, Moratto D, Chiarini M, Akira I, 

Fukuhara Y, Hayakawa I, Okazaki Y, Mauri M, Piazza R, Cazzaniga G, Biondi A. Antibody 

Deficiency in Patients with Biallelic KARS1 Mutations. J Clin Immunol 2023;43:2115-2125.  

7ĂIshikawa K, Hayakawa I, Masuda H, Kubota M, Ishiguro A. Multisystem Inflammatory Syndrome in 

Clinically Mild Encephalitis/Encephalopathy with Reversible Splenial Lesion. Indian J Pediatr 

2023;90:940-941. 

8ĂTakao H, Iijima H, Odagiri R, Hayakawa I, Ogimi C. Acute cerebellar ataxia during acute COVID-

19: A case series and review of the literature. J Infect Chemother 2023;29:792-795. 
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9Ă清水 俊Ï, 永ß 章, 早Ý 格, 宮嵜 ÿ, ß坂 俊Ï, üu �, 石黒 精. ÿ療抵÷性~Yy性ÕÞ足

²契機{~見����部�行症候群~1例. _QÕ科2023;9: 1529-1532. 

 

[ÿ®ÿReview articleĀ] 

1Ă阿部裕一Ă脊髄性{萎縮症{ÿ��ú伝子ÿ療Ă実験|学2023;41:304-309. 

2Ă早Ý 格. ăÏďó ăÏďóB12k乏û葉酸k乏. _Q科診療86:1497-1501, 2023. 

3Ă早Ý 格. PICUw扱う神経ÿ患x�~管理,_Q科64:901-906, 2023. 

4Ă早Ý 格. T部O~診察 神経診察. _Q科 2023;64:1136-1142. 

 

[著書] 

1Ă阿部裕一Ă~Ô~遅�Ăà藤元博 ýĂ_Q科診療¼´ùę´ó 第 5xĂPp332-337Ăÿ\|学社Ā

東ðĀ2023Ă 

2Ă阿部裕一Ăw頭痛Ăà藤元博 ýĂ_Q科診療¼´ùę´ó 第5xĂPp359-363Ăÿ\|学社Ā東ðĀ

2023Ă 

 

[¼´ùę´ó1研究報^書1�~他] 

1Ă_Q急性³症診療¼´ùę´ó2023 評価委員ÿ阿部裕一Ā 

 

[学会~表] 

1Ăç林 知宏, �q lz朗, 中Ý 聡, 早Ý 格, 阿部 裕一ĂCOVID-19x·連�v生��_Q³梗^~1

例Ă第50回åqØ中ÿ療|学会学術Ø会ĂðýĀ2023Ă3Ă2ā4Ă 

2Ă前島 ö彦, ß手 健z郎, �q lz朗, 中Ý 聡, 相原 健志, 早Ý 格, 阿部 裕一Ă心臓»öüöě

|査術à{脊髄���S出血²}���一例ĂĂ第50回åqØ中ÿ療|学会学術Ø会ĂðýĀ2023Ă3Ă

2ā4Ă 

3Ă阿部 裕一, 相原 健志, 大橋 瑛梨, 早Ý 格, 落\ ÿ, _� 研z朗, 武Õ 俊{, à藤 àï子Ă新

生QĎÉÉ¿ĚüûóÀ²通過��脊髄性{萎縮症I型~1例Ă第78回åq_Q神経学会·東地ý会1

筑î12023Ă3Ă4Ă 

4Ă前島 ö彦, �q lz朗, _� 研z朗, 早Ý 格, �永 ÿ子, 清水 ö{, 中Ý 聡, 阿部 裕一Ă

COVID-19{��急性壊死性³症{伴う多臓器O全|免疫抑v療法x急性血ÿmW療法à{改善��一例Ă

第126回åq_Q科学会学術Ø会Ā東ðĂ2023Ă4Ă14ā16Ă 

5Ă_� 研z朗, 早Ý 格, 大橋 瑛梨, 鈴o 智, 落\ ÿ, 相原 健志, 藤ß 聡子, 阿部 裕一Ă頭部造

�MRIw動眼神経~造�効ÿ²���再~性p痛性眼{麻痺性ûĕüĝāÑü~3例Ă第65回åq_

Q神経学会学術Ø会Ā岡山Ā2023Ă5Ă25ā27Ă 

6Ă相原 健志, 早Ý 格, 大橋 瑛梨, 鈴o 智, 落\ ÿ, _� 研z朗, 藤ß 聡子, 阿部 裕一Ă髄ÿ糖û

血糖比~PS²��z{s�ÀěÃüÉøęóÉčüÏü1k損症~2例ĂĂ第65回åq_Q神経学

会学術Ø会Ā岡山Ā2023Ă5Ă25ā27Ă 

7Ă大ÿ Ý美, 近藤 聡美, 寺西 宏美, 颯R {z�, Ú畠 和彦, �u ~子, Ý\ 謙Ï, 藤巻 ÚZ, 

鴫原 良仁, 酒ß 哲郎, 阿部 裕一, 山Õ ùÖĂv³{³^科手術{�sv~作|消失��,皮質形

r異~²伴s�°剤抵÷性前頭葉v³{³~ 2例Ă第65回åq_Q神経学会学術Ø会Ā岡山Ā2023Ă

5Ă25ā27Ă 
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8Ă落\ ÿ, 早Ý 格, 大橋 瑛梨, 鈴o 智, _� 研z郎, 相原 健志, 藤ß 聡子, 武藤 多津郎, 阿部 

裕一Ă÷中性糖脂質÷体陽性 Encephalomyeloradiculoneuropathy~世界最�少例Ă第 65回åq_Q

神経学会学術Ø会Ā岡山Ā2023Ă5Ă25ā27Ă 

9Ă大橋 瑛梨, 早Ý 格, _� 研z朗, 落\ ÿ, 相原 健志, 藤ß 聡子, 鈴o 智, à藤 宏{, ß手 健

z郎, �q lz朗, 阿部 裕一Ă_Q心停k蘇生à症候群~神経学的Îàx持þ³îĒûÏĚóÀĂ

第65回åq_Q神経学会学術Ø会Ā岡山Ā2023Ă5Ă25ā27Ă 

10. 早Ý 格, 阿部 裕一Ă希少ÿ病{ÿ��診îº÷óË´ćĝóø~応用Ă第65回åq_Q神経学会学 

術Ø会Ā岡山Ā2023Ă5Ă25ā27Ă 

11Ă_林 û子, 早Ý 格, 阿部 裕一ĂDiagnostic Odyssey Plot²用い�_Q¾ęóûĀĜü症候群~診

î遅延因子~|討Ă第65回åq_Q神経学会学術Ø会Ā岡山Ā2023Ă5Ă25ā27Ă 

12Ă秋山 ��}, �原 圭子, 寺嶋 á, 阿部 裕一, 大ß 欽ù, þý 謙z郎, 義岡 孝子, R藤 �, 亀

ß 宏一Ă~染色体潜性 Alport症候群{Yy性{q力症x_ô病²\���ï性w親性²´ÍÐ´Íď

ü~1例Ă第58回åq_QÏ臓病学会学術Ø会Ă大阪Ā2023Ă6Ă29ā7Ă1Ă 

13Ă長谷Ý 智美, 渡¿ 和宏, 石毛 信之, _林 l久, à藤 環, à藤 àï子, 阿部 裕一, 森岡 一朗, 

石毛 美夏, 大石 |彦Ă東ðý{z��ã大新生QÉ¿ĚüûóÀ~試験研究(第3報)Ă第50回åqĎ

ÉûÉ¿ĚüûóÀ学会学術Ø会Ā新潟Ā2023Ă8Ă25ā26Ă 

14ĂßR美 ó一, 早Ý 格, 阿部 裕一, 荻原 英{Ă_Q水頭症{z��v³{³~é床像Ă第56回åq

v³{³学会学術Ø会Ā東ðĀ2023.10Ă19ā21Ă 

15Ă阿部 裕一, 早Ý 格, ßR美 ó一, 荻原 英{, 相原 健志, 立o 伸n, 入� �瑛子, Ú橋 Ô也Ă

_Q専門病ö{z��v³{³患者~移行{·��à�U}Ãċüø研究 最終報^Ă第56回åqv³

{³学会学術Ø会Ā東ðĀ2023.10Ă19ā21Ă 

16Ă中國 l}, 阿部 裕一, 大橋 瑛梨, q橋 裕子, _牧 宏文, ÿ島 富士子, Õ山 徹, _ß寺 ×ó. 

ú伝子ÿ療ą¹ĝü²óć{z��ĒĀ´ě²ćĚ~p用性評価Ă第 44回åqé床°理学会学術ÿ会Ā

神戸Ā2023Ă12Ă14ā16Ă 

17Ă入� �瑛子1Ú橋 Ô也, 立o 伸n, 相原 健志, 藤ß 聡子, 早Ý 格, 堤 義之, 阿部 裕一Ă両側

Āßxz��大³皮髄境界{²行性多~石灰W²}�������病~1例Ă第79回åq_Q神経学会

·東地ý会ĀWeb開催Ā2023Ă10Ă28 

 

[講演] 

1. 阿部裕一Ă子y�~v³{³~Ā礎Ă第25回子y�~v³{³ËďúüĂ主催Ď|益社団法人 åq

v³{³T会Ā東ðĀ2023.7Ă28Ă 

2Ă 阿部裕一Ă結節性|W症ă移行{tいvĂ2024 TSt��~会Ă主催ĎTSt��~会Ā東ðĀ2023.11Ă

23Ă 

 

 

Ï臓ûĚ¶ĎÑû膠原病科ÿ_QÕ科系専門診療部Ā 

 

[原著論文Ď査¯Þ]ÿReviewed PaperĀ 

1. Ishimori S, Horinouchi T, Fujimura J, Yamamura T, Matsunoshita N, Kamiyoshi N, Sato M, Ogura 

M, Kamei K, Ishikura K, Iijima K, Nozu KĎ Is influenza vaccination associated with nephrotic 
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syndrome relapse in children? A multicenter prospective study. Pediatr Nephrol 2023;38:2107-

2116  

2. Ishige T, Shimizu T, Watanabe K, Arai K, Kamei K, Kudo T, Kunisaki R, Tokuhara D, Naganuma 

M, Mizuochi T, Murashima A, Inoki Y, Iwata N, Iwama I, Koinuma S, Shimizu H, Jimbo K, Takaki 

Y, Takahashi S, Cho Y, Nambu R, Nishida D, Hagiwara SI, Hikita N, Fujikawa H, Hosoi K, 

Hosomi S, Mikami Y, Miyoshi J, Yagi R, Yokoyama Y, Hisamatsu TĎ Expert consensus on 

vaccination in patients with inflammatory bowel disease in Japan J Gastroenterol 2023;58:135-

157 

3. Malakasioti G, Iancu D, Milovanova A, Tsygin A, Horinouchi T, Nagano C, Nozu K, Kamei K, 

Fujinaga S, Iijima K, Sinha R, Basu B, Morello W, Montini G, Waters A, Boyer O, Y2ld2r2m ZY, 

Yel S, Dursun 1, McCarthy HJ, Vivarelli M, Prikhodina L, Besouw MTP, Chan EY, Huang W, 

Kemper MJ, Loos S, Prestidge C, Wong W, Zlatanova G, Ehren R, Weber LT, Chehade H, Hooman 

N, Tkaczyk M, Stańczyk M, Miligkos M, Tullus K; CNI in Monogenic SRNS Study InvestigatorsĎ 

A multicenter retrospective study of calcineurin inhibitors in nephrotic syndrome secondary 

to podocyte gene variants. Kidney Int 2023;103:962-972. 

4. Kamei KĎ Live attenuated vaccines in patients receiving immunosuppressive agents. Pediatr 

Nephrol 2023;38:3889-3900 

5. Kanamori T, Kamei K, Sato M, Nishi K, Okutsu M, Ishiwa S, Ogura M, Sako M, Ishikura K, Ito 

SĎ CD4 + and CD8 + T-lymphocyte number as predictive marker of relapse after rituximab 

treatment in childhood-onset refractory nephrotic syndrome. Clin Exp Nephrol 2023;27:622-

630 

6. Inoki Y, Nishi K, Osaka K, Kaneda T, Akiyama M, Sato M, Ogura M, Kamei KĎ Postoperative 

management and complications after abdominal surgery in children receiving peritoneal 

dialysis. Pediatr Nephrol 2023;38:3427-3434 

7. Nada T, Kamei K, Sato M, Nishi K, Ogura M, Ito S. Risk factors for early dialysate leakage 

around the exit site after catheter placement in pediatric peritoneal dialysis: a single-

center experience. Clin Exp Nephrol 2023;27:791-799 

8. Ito S, Hataya H, Ashida A, Hamada R, Ishikawa T, Ishikawa Y, Shimono A, Konomoto T, Miyazawa 

T, Ogura M, Tanaka K, Kagami S: Eculizumab for paediatric patients with atypical haemolytic 

uraemic syndrome:full dataset analysis of post-marketing surveillance in Japan. Nephrol Dial 

Transplant 2023;38(2):414-424  

9. De Mutiis C, Wenderfer SE, Basu B, Bagga A, Orjuela A, Sar T, Aggarwal A, Jain A, Yap HK, 

Teo S, Ito S, Ohnishi A, Iwata N, Kasapcopur O, Yildiz M, Laurent A, Mastrangelo A, Ogura 

M, Shima Y, Rianthavorn P, Silva CA, Trindade V, Gianviti A, Akinori M, Hamada R, Fujimura 

J, Minamikawa S, Kamiyoshi N, Kaito H, Ishimori S, Iannuzzella F, Tullus K: International 

cohort of 382 children with lupus nephritis - presentation, treatment and outcome at 24 
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1. 西健z朗, 亀ß宏一Ď 特Ø 急性Ï 害(AKI)新�z�面{U�v. 急性Ï 害{z��新�いýU

性 _QAKI~現状. Medical Practice 2023;40:1224-1228  
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1.  _椋×{Ď<全身²�v1Ïû�路ÿ患{気u�ĂcĂ全身ÿ患{伴うÏû�路ÿ患Ă膠原病xÏû

�路ÿ患Ă _Q科診療Ā 診îxÿ療社Ā 2023ď86Ď189-194 
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58回åq_QÏ臓病学会学術Ø会, 大阪, 2023.6.29 

10. 猪ßoÖzĀ金uo也Ā秋山��}Ā大坂�Ā西健z朗ĀR藤�Ā_椋×{Ā亀ß宏一Ď 初~Û解à

初回再~~w~期間x早期 SDNS/FRNS {z�割\~|討Ă 第 58 回åq_QÏ臓病学会学術Ø会Ā 

大坂Ā2023.6.29 

11. 大坂�Ā西健z朗Ā金uo也Ā秋山��}Ā猪ßoÖzĀR藤�Ā_椋×{Ā亀ß宏一Ď _Q期~}
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12. 金uo也Ā西健z朗Ā坂ß嘉紀Ā岡u聡ùĀ秋山��}ĀR藤�Ā_椋×{Ā亀ß宏一Ď _Q{z�

�開ú手術à~ú�透析þ行Oÿ因子Ă 第36回åq_QPDûHD研究会Ā 東ðĀ 2023.12.2 

13. 金uo也Ā_椋×{Ā坂ß嘉紀Ā岡u聡ùĀ秋山��}Ā西健z朗ĀR藤�Ā亀ß宏一Ď ÷ÿ性ěü
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契機{急性T細胞·連ò~Þ応|����Jeune症候群ûÏ移mà~男Q例Ă 第44回åq_QÏO
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18. 坂ß嘉紀Ā西健z朗Ā金uo也Ā岡u聡ùĀ秋山��}ĀR藤�Ā_椋×{Ā亀ß宏一Ď ú�透析ÿ

~業者~変ø{伴い電解質�ø水à{変W²���~染色体潜性多~性ö胞Ï~1{男Q例Ă 第44

回_Q体ÿ研究会Ā 東ðĀ 2023.9.13 
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第39回åq産婦人科感染症学会学術Ø会, 長崎Ā 2023.5.20 

2. 亀ß宏一Ď ÇóčÈ¶Đ25 <実é床{z��Ěô½ÇĎĆ~適応x�用免疫抑v療法=. Ěô½

ÇĎĆ療法~問題ùxp害Ï象. 第66回åqÏ臓学会学術Ø会, l浜Ā 2023.6.11 
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4. 亀ß宏一Ď ÇóčÈ¶Đ<ÑüĐ|療w解決��_QÏïÿ療法~感染管理=. _Q~ú�透析~

感染症ÿú�炎û出ô部感染Ā. 第36回åq_QPDûHD研究会, 東ðĀ 2023.12.3 

5. _椋×{Ď _Q期{�10�ñRÿ療中~ą±ĆĚü病{���酵素補U療法~効ÿxÞ要性Ăą±

ĆĚü病早期診îWeb SeminarĀ WEBĀ 2023.6.22 
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å~診療w知svz�y}ú伝性ï謝性ÿ患Ā w府Ā 2023.10.30 
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temperature mapping method in children: Rapid identification of pathogenic microbes. 2023 

Nov 29:S1341-321X(23)00301-X. doi: 10.1016/j.jiac.2023.11.024. 

2. Takeuchi I, Tanase-Nakao K, Ogawa A, Sugawara T, Migita O, Kashima M, Yamazaki T, Iguchi 

A, Naiki Y, Uchiyama T, Tamaoki J, Maeda H, Shimizu H, Kawai T, Taniguchi K, Hirata H, 

Kobayashi M, Matsumoto K, Naruse K, Hata K, Akutsu H, Kato T, Narumi S, Arai K, Ishiguro 

400
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3. Uchiyama T, Kawai T, Nakabayashi K, Nakazawa Y, Goto F, Okamura K, Nishimura T, Kato K,

Watanabe N, Miura A, Yasuda T, Ando Y, Minegishi T, Edasawa K, Shimura M, Akiba Y, Sato-

Otsubo A, Mizukami T, Kato M, Akashi K, Nunoi H, Onodera M. Myelodysplasia after clonal

hematopoiesis with APOBEC3-mediated CYBB inactivation in retroviral gene therapy for X-CGD.

Mol Ther. 2023 Sep 13:S1525-0016(23)00491-4. doi: 10.1016/j.ymthe.2023.09.004.

4. Takeuchi I, Yanagi K, Takada S, Uchiyama T, Igarashi A, Motomura K, Hayashi Y, Nagano N,

Matsuoka R, Sugiyama H, Yoshioka T, Saito H, Kawai T, Miyaji Y, Inuzuka Y, Matsubara Y,

Ohya Y, Shimizu T, Matsumoto K, Arai K, Nomura I, Kaname T, Morita H. STAT6 gain-of-function

variant exacerbates multiple allergic symptoms. J Allergy Clin Immunol. 2023

May;151(5):1402-1409.e6. doi: 10.1016/j.jaci.2022.12.802.

5. Kanegane H, Ishimura M, Kawai T, Okada S, Okamatsu N, Go M, Noto S. Patient-reported

outcomes in patients with primary immunodeficiency diseases in Japan: baseline results from

a prospective observational study. Front Immunol. 2023 Sep 27;14:1244250. doi:

10.3389/fimmu.2023.1244250.

6. Okai M, Ishikawa T, Tamura E, Matsui T, Kawai T. Granulicatella adiacens Bacteremia in

Chronic Granulomatous Disease. J Clin Immunol. 2023 Jan;43(1):85-87. doi: 10.1007/s10875-

022-01371-w.

[著書] 

1. 河\利尚. 家族性地中�熱.åq²Ĝě¾ü学会. ²Ĝě¾ü.2023;72(5):492-3

2. 河\利尚. ëý炎症性ÿ患~最前線<I 型´óÏüą·ĝó異~症<. é床免疫û²Ĝě¾ü科.

2023;80(5):561-7

3. 河\利尚. 食細胞ÿ好中球Ā機能|査. é床|査法ð要第36x. 金原出x株式会社

4. 河\利尚. c性肉芽腫症. _Q科診îûÿ療指針. 中山書店. 2023;20:833-5

[¼´ùę´ó1報^書1�~他] 

1. 河\利尚Ď<c性肉芽腫症=厚労省研究班

[学会~表] 

1. Kawai T, Ishikawa T, Mori M, Imai K, Ida H. Transition to Adult Care in Inborn Errors of

Immunity: a web-based study. APSID-JSIAD 2024 Congress. 2024/3/22

2. Kawai T, Kanegane H, Ishimura M, Okada S, Okamatsu N, Go M, Noto S. Patient-Reported

Outcomes in Patients with PrimaryImmunodeficiency Diseases in Japan: Baseline Resultsfrom

a Prospective Observational Study. APSID-JSIAD 2024 Congress. 2024/3/22

3. 水谷祐大1�u裕Ï1宮澤英恵1�橋徹志郎1伊Ý泰ß1東½智子1酒ß清}1{o�z郎1坂ô大

俊1河\利尚1和u泰Q1Õ科的ÿ療{抵÷性~多~肝膿瘍{ÿ�v膿瘍x出術²þ行��X連鎖性

c性肉芽腫症~ą例1第55回åq_Q感染症学会学術Ø会12023/11/251]õ_
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4. 酒ß伶`1益u博ù1XÝ美和子1島袋林ù1藤rÜ美1浦u 晋, 大坂 �1亀ß宏一1石Ý^士1
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_Q{z��中心静�»öüöěY端ÿ養»óÈÐ陽性{þ~��»óÈÐ血症{·��|討. 第

55回åq_Q感染症学会ÿ会学術Ø会, ]õ_, 2023.11.25 

32. 大宜見力Ď Ï血症²伴う_Q�路感染症ÿ療{z��経ô÷Ï°x~変ø. 第55回åq_Q感染

症学会ÿ会学術Ø会, ]õ_, 2023.11.26 

33. àù健Ï, nßÖÏ, 秋山尚之, ý築慎也, �永展n, 鈴o節子, 岩元x子, 船o孝則, 宮入烈, 

大ö貴{Ď _QāĂĄĀĂ-19患者{ÿ��ĜĐ÷Çăě~効ÿ. 第55回åq_Q感染症学会ÿ

会学術Ø会, ]õ_, 2023.11.26 

34. 葛西健人, 船o孝則, 幾x{, 相葉裕~, �ß俊大, 山u全毅, àù健Ï, 浦u晋, 武ß哲理, 大

宜見力:  _Q用補助人ý心臓装着中~感染症{·��症例Ø積研究. 第55回åq_Q感染症学会

ÿ会学術Ø会, ]õ_, 2023.11.26 

35. 相葉裕~, àù健Ï, 竹澤芳{, 中Ý聡, 中�Û, 宮坂実o子, 大宜見力Ď 犬咬傷{��新生Q

³腫瘍~1例. 第21回世u谷{|師会|学会, 東ð, 2023.12.2 

 

[講演] 

1. àù健Ï: ĚÉ¿ÃďĕûÁüÇėó. JPS-AAP Immunization Education Program, 東ð, 

2023.1.14 

2. àù健Ï: _Q~新型Ãĝú¶´ěÉ感染症{tいv. ð和4�þ世u谷{学校保健会講演会, Web

|園, 2023.2.9 

3. àù健Ï: _Q感染症診療{z��÷Ï°適l使用ü��~wx��{�ü. 第21回å赤{�~

会, 東ð, 2023.2.2 

4. n神ÿzĎ _Q感染症診療~ĀqxĄóøą¹üě. 第11回 à期研ï|~��~ç葉_Q科é

床研究会, 兵庫, 2023.2.16 

5. 大宜見力: 子y�~新型Ãĝúワ¿Ñó～Îà~見通�. 第122回東ð_Q科|会学術講演会, 

ºó÷Ďóù配信, 2023.3.18～4.2 

6. àù健Ï: ²W��Multiplex PCR ～_Q感染症x~®献x期待～. 第126回åq_Q科学会学

術Ø会, ęóÑėóËďúü, 東ð, 2023.4.14 

7. 大宜見力Ď RS¶´ěÉ感染症診療ĎýÈđóø~適lW. 第2回 RS¶´ěÉ感染症²知sv1

子ß²à�う会, Webinar 宮城, 2023.5.10 
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8. 大宜見力Ď ～世界標準~_Q感染症診療²目指�v～. ýěÍó_Q科学原著21x 刊行 念講

演会, Webinar 東ð, 2023.6.7 

9. 船o孝則Ď _Q{z��新型Ãĝú¶´ěÉ感染症àú症ÿ罹患à症状Ā{tいv. 第30回_Q

|吸器Ëďúü, ºó÷Ďóù配信ÿ2023.6.10-18Ā 

10. 大宜見力Ď }い���z{s�米ÿ_Q科é床留学. 新潟_Q感染症講演会2023, 新潟, 

2023.6.23 

11. �ß俊大Ď_Q血ÿ腫瘍ÿ患ÿ療中~÷Ï°使用{z��þ設~z作法. 東ð_Q|³Webinar, 

東ð, 2023.7.15 

12. 船o孝則Ď 接種法û抑v法. Î防接種Ā礎講ÿÿÎ防接種àÏ者研ï委�Ï業Ā. ÿ立ÿ�|療

研究ËóÏüûÿ立r育|療研究ËóÏüû|益­団法人Î防接種ĚÅüÑËóÏü共催, 

2023.8.25 

13. 大宜見力Ď 保育þ設{z��感染症ÿ策～新型Ãĝú¶´ěÉ感染症²含�v～. 第11回保育科

学研究�学術Ø, Webinar 東ð, 2023.9.9 

14. àù健Ï: 妊婦COVID-19入ö患者~÷ěÏ株m行期xºď¿ĝó株m行期{z��é床的特Ā~

比較. 第Ĉ回 COVIREGI研究報^ÇóčÈ¶Đ, ºóę´ó, 2023.9.15 

15. àù健Ï: 病態xÿ療ÿ¶´ěÉ感染症Ā. 2023�þ_Q°物療法研ï会, 2023�9o25åß

録, ºó÷Ďóù配信, 2023.11～12,2024.2配信 

16. 大宜見力Ď °剤耐性Ïÿ策x÷Ï°適l使用~支援{tいvĂ2023�þ第1回地域連携\\»óą

±ĜóÉ, 東ð, 2023.6.14 

17. 大宜見力Ď 世界標準~_Q感染症診療²目指�v2ýěÍó_Q科学原著21x 刊行 念講演会, 

Webinar, 東ð, 2023.6.7 

18. 大宜見力Ď _Q病öw~öÕ感染ÿ策x÷Ï°適l使用. ð和5�þ 第2回感染ÿ策悉皆研ï

ÿICT/ASPĀ, 東ð, 2023.10.24 

19. 大宜見力Ď造血細胞移mĜÇĄ¸óø{z��|吸器¶´ěÉ感染症.東ð_Q|³ú伝子細胞ÿ

療, Webinar, 2023.11.23 

20. 大宜見力Ď_Q科|~視ù{�見�å米~感染症診療~Õい.第47回山陰感染症W学療法研究会, 

鳥×, 2023.12.9 

 

[ß報活動] 

1. 大宜見力Ď［É½ēúü］Ãĝú感染�わ�ã大 沖~突出病床使用�ĉčÿ 東ð¯売新聞 ¯売

新聞ºóę´ó 2023�6o24å 

2. 大宜見力ĎĀā¶´ěÉ感染症ĀĈěāó¾üúû子y�~感染症早いĊüÉwã大 NHK(ûĕüÉ

LIVE！�う5f)1NHKÿ\大阪(ûĕüÉLIVE！�う5f)1NHKÿ\]õ_(ûĕüÉLIVE！�う5

f) NHK(ûĕüÉ¶¹óÑ9)1NHKÿ\大阪(ûĕüÉ¶¹óÑ9)1NHKÿ\]õ_(ûĕüÉ¶¹

óÑ9)1NHKûĕüÉweb 2024�6o27å 

3. 大宜見力ĎĀā¶´ěÉ感染症ĀĈěāó¾üúû子y�~感染症|増à NHKÿ\(z��うå

q)1NHKÿ\]õ_(z��うåq)1NHKÿ\大阪(z��うåq) 2024�6o28å 

4. 大宜見力ĎĐ{sx機動班ÿ子y�中心{感染症|m行û消毒Ā手洗ûÿ策~徹ß² NHKÿ\大阪 

2024�6o28å 

5. 大宜見力Ď子ß~夏風邪1過去10�w最多 Ãĝúÿ策w免疫PS{ å経電子x1å経�報ûĕ

üÉ 2024�7o9å 

6. 大宜見力ĎĐNHKûĕüÉ7ÿRS¶´ěÉ感染症 子y�~入ö急増 NHKÿ\1NHKÿ\大阪1NHK

ÿ\]õ_1NHK 首ý圏NEWS WEB1NHK NEWSWEB 2024�7o16å 
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7. 大宜見力ĎĐûĕüÉû気象情報 5:00ÿRS¶´ěÉ 入ö~子y�急増 NHKÿ\1NHKÿ\大阪1

NHKÿ\]õ_ 2024�7o17å

8. 大宜見力, àù健Ï, 船o孝則z��·連部署Ďÿ立r育|療研究ËóÏü{z��_Qû周産期領

域{z��新型Ãĝú¶´ěÉ感染症ÿCOVID-19Āÿ策~ÿ括xð� | ÿ立r育|療研究ËóÏü

2023�3o30å

9. àù健ÏĎRS¶´ěÉ感染~子y�|急増 _Q病棟w�足��<危機的状況= 朝å新聞÷ÈÏě

2023�6o22å

10. àù健ÏĎĀā¶´ěÉ患者|急増 Ãĝúÿ策þ和�ÿ{ 朝å新聞ÿ]刊Ā 2023�6o23å

11. àù健ÏĎ_Q~÷Ï°÷üÏ~限界{ö面<é床{研究~y��{w�…= m3.com 2023�8o

28å 

12. 船o孝則ĎÃĝúàú症 子y�ćĂčÿ 感染ą»oà�症状ýþ _Q科学会調査 神戸新聞

産経新聞 信濃ðå新聞 Sß新聞 2023�5o2å

13. 船o孝則Ď<終わs�宿題z~{1繰�返��sv�~う=Ãĝúàú症1子y�w� ÷ 害�倦

怠感 長引��Ø験�就職{�ÿ��恐� 東奥å報¶·Ć 沖~Ï´ĐÉ¶·Ć 富山新聞¶·Ć

信濃ðå新聞¶·Ć 新潟å報 2023�5o12å

14. 船o孝則ĎÃĝúàú症<終わs�宿題²繰�返��sv�~う=1子y�w� ÷ 害�倦怠感

長引��Ø験�就職{�ÿ��恐� 47ûĕüÉ yahooûĕüÉÿ47ûĕüÉĀdocomoûĕüÉ

ÿ47ûĕüÉĀinfoseekÿ47ûĕüÉĀ静岡新聞¶·Ć X�Ó新聞¶·Ć 2023�5o17å

���~診療科ÿ���~診療部Ā研究業績 

öÕ~組織改組{��1���~診療部�2023�10o{Õ科系専門診療部���~診療科xzs�2�

�w����~診療部{·��研究業績²中心{ 載��2 

���~診療部

統括部長ÿ_ĀÔ也Ā|中心xzsv行s�研究業績�ñS~通�wあ�2~�1���~診療部x籍

ą·ĝü|師~研究業績���v �vい�2T診療科~研究業績�T科~�²参照���い2 

[原著論文Ď査¯Þ] 

·戸Ö貴,_ĀÔ也Ă÷³ÉĜ¿Ç²解¯指^²ćĚ²ćĚÁüÇėó{��音¯困÷~改善

効ÿ.åq_Q科学会雑� 2023;127:429-434 

[報^書{] 

1. ð和5�þ 厚生労働科学研究¿補助金 ÿr育ÿ患克o{l世ï育rÿ\研究Ï業Ā身体的û精神

的û社会的ÿbiopsychosocialĀ{乳幼Qû学童û}春期~健� {zr長û~Ô²čĄĕĜüÇėó

²ćĝüÑwW�目z�支援����~社会実装W研究 (21DA1001Āÿ研究ï表者 永Z信一郎ĀV

担研究者 _ĀÔ也

2. 文部科学省特w支援教育º 通~~学�{x籍�� 害~あ�Q童生ßx~支援~x�ý{·��|

討会議 報^

[学会~表] 

1. _ĀÔ也, Þ十嵐 �, 奥ßlo�Ă子y�~心~診療実態x研ï実態{·��|討Ă第126回åq
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_Q科学会 ÇóčÈ¶Đ,東ð,2023.4.15 

2. _ĀÔ也Ă_Q|療x保健~近接W²考え�Ă第70回åq_Q保健T会学術Ø会, Ý崎

,̂2023.6.16 

3. _ĀÔ也ĂÃĝúý|子y���~r長û~Ô{Û|���ÿ{tいvĂ豊uà茂|師会ï子保健Ï

業研ï会,豊橋 ,̂2023.9.19 

4. _ĀÔ也Ă÷ÈÏěWfï{ÿ応��乳幼Q健診Ă鵜yô�_Q保健研究会教育講演,山

ô,2023.9.30 

5. _ĀÔ也Ă÷ÈÏěW²迎え���{�~乳幼Q健診. 秋u�_Q保健T会特w講演,秋u ,̂ 

2023.10.21 

6. _ĀÔ也Ă~Ô 害~_Q療育{役立t最近~情報 ²ûęû»ěø. 第Ć回åq_QĚÿăĚöü

Çėó学会 教育講演,東ð,2023.10.27 

7. _ĀÔ也ĂQ童Ö待防k{{{わ�|師~役割.第 37 回åq耳鼻咽喉科頭頚部^科学会 教育講演,l

浜,2023.11.8 

8. _ĀÔ也Ă学ÿ 害~あ�子x~理解x支援Ăÿ島�|師会学校保健委員会教育講演, ÿ

島,2023.11.19 

9. _ĀÔ也Ă産婦人科û_Q科û精神科~Ü~見え�p機的z連携{tいv _Q科|~立場{�Ăåq

|師会 ï子保健講ÿ会,東ð,2024.2.18 

10. _ĀÔ也1Þ十嵐 �1奥ßlo�Ă子y�~心~診療実態x研ï実態{·��|討Ă 第 126 回å

q_Q科学会 ÇóčÈ¶Đ,東ð,2023.4.15 

 

[学会~主催] 

第70回åq_Q保健T会学術Ø会(大会長 _ĀÔ也),Ý崎 ,̂2023.6.16-18  

 

 

乳幼QđóÏěĈěÉ診療科 

 

[原著論文Ď査¯Þ] 

1.  Kishimoto M, Sekido Y, Kawai H, Takaki MĎEffects of safe and sound protocol system on 

psychological and physiological functions of children with autism spectrum disorders: 

preliminary findings. Psychol Psychother 2023;13:4 

2.  Kawai H, Kishimoto M, Okahisa Y, Sakamoto S, Terada S, Takaki MĎInitial Outcomes of the 

Safe and Sound Protocol on Patients with Adult Autism Spectrum Disorder: Exploratory Pilot 

Study. Int J Environ Res Public Health 2023;20:4862 

 

[¼´ùę´ó1報^書1�~他]  

1.  岸q�希子ÿ研究ï表者ĀĎë閉症Q{ÿ��新�い療育 RDIÿÿ人·Ï~Ô指^法Ā~効ÿ|証

ÿ17K10332ĀĀ 科学研究¿助rÏ業 研究rÿ報^書 

2.  岸q�希子ÿ研究ï表者ĀĎ½ēÉāü²ćĝüÑ{Āuい�Çüö³óÀ~実践{��~Ô 害Q

~~Ôx~�ÿ~調査ÿB-6ĀĀr育|療研究開~¿ 研究rÿ報^書 
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[学会~表] 

1. Kawai H, Kishimoto M, Okahisa Y, Sakamoto S, Terada S, Takaki MĎEffectiveness of the safe

and sound protocol for sensory processing and social difficulties in adult autism spectrum

disorder: Pilot study. 8th Annual Congress on Mental Health, Dublin, 2023.7.3

2. 岸q�希子Ā黒神経彦Ā鈴o博ÓĀ_河邦ÖĀ_ĀÔ也Ď災害²経験��子y�~心的^傷àÉøĜ

É 害{ÿ��Ï入~ÉÃüĄóÀĜăĕüĂ第119回åq精神神経学会Ā 神`ÝĀ2023.6.24

3. 岸q�希子ĀR々o掌子Ď委員会ÇóčÈ¶Đ25ÿ性wO\{·��委員会Ā精神科|{y~�う{

性wO\ÿGender IncongruenceĀ|療{参入�v��う{ 性wÕ和²抱え�子y�{ÿ��|療的

Á²~実践xº題1Îà~展望Ă第119回åq精神神経学会,神`ÝĀ 2023.6.24

[講演]  

1Ă岸q�希子Ď���{øę¶Ď²抱え��y�~đóÏěĈěÉÁ²Ă~�~�育�~会Ā東ðĀ 

2023.3.16 

Q童û}春期đóÏěĈěÉ診療科 

[原著論文:査¯Þ] 

1Ă諸岡輝子, 岡 牧郎, 荻ß竜也, ]永ÿ美, _林勝弘Ď~作抑và�Úl³機能 害|ì`��前頭葉

wùx考え���v³{³~1例. ³x~Ô2023;55:356-362 

[ÿ®] 

1. 岡 牧郎Ď|療~現場{���特w支援教育. 格ôå新～��{�~特w支援教育²語�～. 特w支

援教育研究2023;793:1-2

2. 岡 牧郎Ď~Ô性T調Û動症~|療~到Ôùxl~一歩. ~Ô 害研究2023;45;26-28

3. 岡 牧郎Ď限�性学ÿ症(学ÿ 害).特Ø ~Ô 害²地域w診�.o刊地域|学2023;37;1230-1235

4. 岡 牧郎Ď注意kÛ多動症.È·ýęĚÉø~��~~Ô 害(神経~Ô症)入門.ÿ\診療

2023;33:1046-1050

5. 黒神経彦Ď_Q科学Ĝăĕü 5最新主要文献x¼´ùę´ó5 精神ÿ患û���~問題 ~Ô 害.

_Q科é床 2023ď76:15-20

[著書] 

1. 柏o U, 久保u×也, 岡 牧郎ĎT論6. ÿ療ÿ3Ā解熱°. 熱性�い�³(熱性~作)診療¼´ùę

´ó2023. åq_Q神経学会÷ï 熱性�い�³診療¼´ùę´ó改âワü½óÀÀěüćý. 診

îxÿ療社,2023,71-84

2. 柏o U, 久保u×也, 岡 牧郎ĎT論7. 注意�y}°剤. 熱性�い�³(熱性~作)診療¼´ùę

´ó2023. åq_Q神経学会÷ï 熱性�い�³診療¼´ùę´ó改âワü½óÀÀěüćý. 診

îxÿ療社,2023,86-91
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3. Kelly DP and Natale MJ(著), 岡 牧郎(翻»),_ĀÔ也(ýØ)Ď第48章 神経~Ôz��遂行機能

x機能 害. ýěÍó_Q科学 原著第21x(åq語x). Þ十嵐�(ÿ÷»). ¸ěÌă²ûÈēā

ó(電子x),2023 

4. Shaywitz SE and Shaywitz BA(著), 岡 牧郎(翻»), _ĀÔ也(ýØ)Ď第50章 ÷³ÉĜ¿Ç². 

ýěÍó_Q科学 原著第 21 x(åq語x). Þ十嵐�(ÿ÷»). ¸ěÌă²ûÈēāó(電子x), 

2023 

 

[¼´ùę´ó1報^書1�~他] 

1. 夏目 淳, 石ß敦士, 岡 牧郎, 柏o U, 金r英秋, 久保u×也, u中×大, u�S也, 浜ß晋一郎, 

Q牧l和, ]u �Ď熱性�い�³(熱性~作)診療¼´ùę´ó2023. åq_Q神経学会÷ï 熱性

�い�³診療¼´ùę´ó改âワü½óÀÀěüćý.診îxÿ療社,2023 

2. 岡  牧郎Ď書評 <~Ô |い 病態{�支援~w 大阪大学大学ö連\_Q~Ô研究科(÷ïĀ= _

Q~精神x神経2023;63:104 

3. 岡 牧郎Ď{��~質問箱<16{~o子|唾ÿ過多症=¯売新聞, 2023.7.7 

 

[学会~表] 

1. 岡  牧郎, 禅l和�, øu m, 宮崎育子, nĀ�人, _林勝弘Ď大家族{z��~Ô性÷³ÉĜ¿

Ç²~病因ú伝子解析. 第65回åq_Q神経学会学術Ø会,岡山, 2023.5.27 

2. 岡 牧郎Ď学ÿ困÷²抱え�Q童{ÿ��|療~役割x�~º題. ÇóčÈ¶Đ 8 限�性学ÿ症~

|療x教育～学ÿ困÷�º|y~�う{支援û指^�y}z~{～.第65回åq_Q神経学会学術Ø

会,2023.5.26. 

 

[講演ûËďúüû研ï] 

1. 岡 牧郎Ď|療的Á²Q{z��~Ô 害²考え�.ð和4�þ_Qx宅�術講ÿ会Part 7.講演, 東

ð(Web),2023.3.2 

2. 岡 牧郎Ď限�性学ÿ症~診îx支援.第 65 回åq_Q神経学会学術Ø会.教育講演,岡山

(Web),2023.5.25-27 

3. 禅l和�, 岡 牧郎, øu m, 宮崎育子, Z原宏一, _林勝弘, nĀ�人: 大家族{z��~Ô性

÷³ÉĜ¿Ç²~病因ú伝子~ä索x機能解析. 第48回岡山³研究Ëďúü,岡山, 2023.2.16 

4. 岡 牧郎Ď限�性学ÿ症{z��|療~役割. 2023 �þ山ô�_Q科|会ÿ会.特w講演,ß

部,2023.7.30 

5. 岡  牧郎Ď限�性学ÿ症~é床x支援. 第8回QÞ�_Q神経懇û会.講演,津,2023.11.9 

6. 岡 牧郎Ďv³{³x神経~Ô症. 第6回_Qv³{³~z会学術講演会.講演,東ð,2023.11.14 

7. 岡  牧郎Ď診îûÿ療¼´ùę´ó第5x{Āuい�ADHD~ÿ療戦略. ADHD Web Conference Autumn. 

特w講演,Web, 2023.11.29  

8. 岡 牧郎Ď~Ô 害ÿ神経~Ô症Ā~早期~見û早期Ï入. 第66回岡山�_Q保健T会ÿ会Û�研究

~表会. 講演, 岡山, 2023.12.10 

9. 岡 牧郎Ď限�性学ÿ症ÿ学ÿ 害Ā~理解²深��う. 墨u{子育v支援活動助rÏ業 ~Ô 害

~あ�子y�²理解����~勉強会. 講演, 東ð, 2024.2.4 
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10. 黒神経彦: 神経~Ô症²中心x��子y�~睡� 害x~²ćĝüÑ{tいv. 子y�~睡�ºó

ę´ó講演会, 東ð, 2023.9.27

Ě¸Îó診療科 

[原著論文Ď査¯Þ]ÿReviewed PaperĀ 

1. Kobayashi M, Ogawa Y, Sensaki S, Tanaka K :  Biopsychosocial approach implications in

suspected long COVID: A case report. Peditr Int 2023;65(1): e15621

2. Tanaka K, Hayakawa M, Mori M, Maeda N, Nagata M, Horibe K: Medical staff's sense of

awareness of informed consent for adolescent cancer patients and the need for decision-

making support practiced from the perspective of trauma-informed approach. BMC Med Ethics

2023:6;24-28

3. Nakamura A, Tanaka KĎA boy with dissociative symptoms who benefited from biopsychosocial

assessment.  Peditr Int 2023 Jan;65:e15502

4. Ogawa Y, Otani Y, Nakamura A, Hayakawa M, Tanaka K :  Urgent Need to Establish a

Consultation Liaison System in Pediatric Care. Peditr Int 2023;65:e15505

5. Takahashi N, Shoji H, Arai H, Tanaka K, Kakiuchi S.M.D., Yoda H, et al. :  Effect of

biotin supplementation in infant formula: A multi-center Study in Japan.  Pediatr Int

2023;65:e15359

6. Hirayama T, Fujimori M, Ito Y , Ishida Y , Tsumura A, Ozawa M ,Maeda N, Yamamoto,

Takita S, Mori M, Tanaka K, Horibe K ,Akechi A :  Feasibility and preliminary 

effectiveness of a psychosocial support program for adolescent and young adult cancer 

patients in clinical practice: a retrospective observational study. Supportive Care in 

Cancer 2023;31:146 

7. Nakajima N, Tanaka M, Kanehara A, Morishima R ,Kumakura Y, Ohkouchi N, Hamada J, Ogawa T,

Tamune H, Nakahara M,Mori,Kayo Ichihashi K,Jinde S, Kano Y, Sakamoto I, Tanaka K, Hirata

Y, Ohashi H MD, Shinohara T,Kasai K : Relationship between high trait anxiety in 22q11.2

deletion syndrome and the difficulties in medical, welfare, and educational services.

Psychiatry Clin Neurosci Rep 2023;2:e80

8. Goto R, Piedvache A, Hangai M, Yamaoka Y, Sampei M, Sawada N, Okubo Y, Tanaka K, Morisaki

N, Hosozawa M : Time trends in emotional well-being and self-esteem in children and

adolescents during the COVID-19 pandemic. J Clin Med 2023;12:4154

9. Tanaka K, Tsujii H, Itoh A, Hirahara KĎAdvocate for children receiving medical care: A

study on pediatric care and children’s rights. Int J Healthcare 2023;(9)2

10. Fuji H , Fujibuchi T, Tanaka H, Ogawa Yuu, Noda C , Hayakawa M , Nakamura K , Tanaka KĎ

Changes in satisfaction and anxiety about radiotherapy for pediatric cancer by two-step

audio-visual instruction.  Tech Innov Patient Support Radiatr Oncol 2023;10:27:100214

11. Sensaki S, Mao Y, Biswas A, Amin Z, Cook AR, Lee J, Epidemiology of birth anthropometry
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among three Asian ethnic groups in Singapore. Arch Dis Child 2023;108:367-372 

[症例報 ]̂ 

Kobayashi M, Ogawa Y, Sensaki S, Tanaka KĎBiopsychosocial approach implications in 

suspected long COVID: A case report. Pediatr Int 2023;65:e15621 

[ÿ®] 

1. u中m子Ď 特ØĎ子y�x新型Ãĝú¶´ěÉ感染症 <子y�~心~Á²= 東ðý_Q科|会

報特Ø 東ðý_Q科|会報特Ø 2023;41:57-63

2. u中m子Ď AIö¿þĝÈü²生{��子y�~療養支援. 東ðý獣|師会ß報�>TOJUÈēüú

ě?2023;10.609.

3. u中m子Ď _Q病ö~ÃóÅěöüÇėóûĚ¸Îó4周術期~支援wĀ再øę¶ĎW²防�.

LiSA 2023;30:888-893

4. u中m子Ď特Ø _Q~COVID-19x�~ÿ策 Ãĝúý{z��子y�~đóÏěĈěÉ.  |衆衛生

2023;87:555-562

5. u中m子Ď�y�~心x{��. åq_Q心身|学会雑� 2023;31:603-604, 2023.

6. u中m子Ď子y�~|療{z��共\意}決â 特Ø子y�~声²聴�44支援~現場{�<子y�~

k利=²考え�.���~健ÿ科学. 2023;232:66-72

7. 千Y園子Ď�y�~�え²�策{tz��ü�策過程x~Ï入戦略. _Q科||w}�²ùČ»Çü

活動. _QÕ科2023;55:1615-1621

8. 千Y園子Ď社会x~·わ�2. ÍüÇēě´óā¿øx再生|療. 実験|学2023;42:157-163

9. 深山 ��{Āu中m子Ď@zz{|痛い,気持�わ�い 子y�~ú部ÿ患A�~他考え���ÿ患û

 害û状態 心身症û精神ÿ患û~Ô 害ÿ解®ĀĂ_Q�護2023;46:211-217

10. 西Áß圭祐, u中m子Ď}春期ñ降{~Ô 害|疑わ���. 周産期|学2023;53:557-560

[著書] 

1. u中m子ĎGlobal Child Health<The Field of Pediatrics=,ýěÍó_Q科学 原著第21x åq

語翻»xĀ¸ěÌă²ûÈēāóĀ2023

2. u中m子ĎChild Trafficking for Sex and Labor <Adolescent Medicine=,ýěÍó_Q科学 原

著第21x åq語翻»xĀ¸ěÌă²ûÈēāóĀ2023

3. u中m子ĎBayley™-III乳幼Q~Ô|査 åq語x Nancy BayleyĀåq文W科学社, 2023

[¼´ùę´ó1報^書1�~他] 

1. u中m子ÿV担研究報^書Ď研究ï表Ď岡uö大Ā}春期ĜÈĚ¸óÉUR{p用zÏ入ćĝÀęĐ

~大規模実証研究 ð和3�þ厚生労働科学研究¿補助金ÿr育ÿ患克o{l世ï育rĀø研究Ï業

ÿ健�{l世ï育rÿ\研究Ï業ĀĀĀ ð和Ĉ�þ研究報^書Ā2023

2. u中m子ÿ研究ï表Āÿ病Ø容評価{Āu�_Qc性ÿ患患Q~意}決â支援ćĝÀęĐ~開~z�

�家族支援~あ�ý~|討～_Qc性ÿ病ë立支援Ï業<r育Ē÷ě=~開~～  r育|療研究開

~¿Ā ð和Ĉ�þ研究報^書Ā2023
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3. u中m子ÿV担研究報^書Ď研究ï表Ď石ß礼花Ā ADHD~��c性ÿ患²持tQx~r育環境~�

ÿ²測â��ĎěÑĒüÐěMRI神経ýóøワü¿指標~開~5Child Attachment Interview {��

愛着V類²用いv AMEDr育ÿ患克o{ÿ\Ï業(BIRTHDAY) Āð和Ĉ�þ研究報^書Ā2023 

4. u中m子ÿV担研究報^書Ď研究ï表ĎÞ十嵐�Ā Õ¸府戦略的´þĉüÇėó創造ćĝÀęĐ 

AI(人ý知能)ċÉĄÏě{��Úþ診îûÿ療ÇÉöĐ _Qû周産期病ö{z��AIċÉĄÏě機

能~実装{Āu�実証研究.<öĜćĜÌóÉÇÉöĐSONY<窓=²用い�ÿ長期Ā入öû通ö患Q

x家族û社会x~絆支援~|討=rÿ報^書 

ĉĂu中m子ÿV担研究報^書Ď研究ï表ĎÞ十嵐�Ā Õ¸府戦略的´þĉüÇėó創造ćĝÀęĐ 

AI(人ý知能)ċÉĄÏě{��Úþ診îûÿ療ÇÉöĐ _Qû周産期病ö{z��AIċÉĄÏě機

能~実装{Āu�実証研究.<療養環境{z��ĝČóøÏx療法|c性ÿ患²p��子y�x家族

{Pえ�v�効ÿ~|討= 

6. 千Y園子Ď�策形r過程{z��科学的知見~活用最大W~��~中間人q~ÿ能性{tいv 5r育

|療ûï子保健領域²Ï例x��V析x実証5. 戦略的創造研究è²Ï業ÿ社会�術研究開~ĀJSTĀ

2023 

 

[学会~表]  

1.u中m子: ÇóčÈ¶Đ 性的Ö待{立�U{う 第70回åq_Q保健T会学術Ø会, Ý崎,2023.6.16 

2.u中m子: ÇóčÈ¶Đ _QĀ環器ÿ患xþ和Á² åq_QĀ環系病学会, l浜, 20223.7.7 

3.u中m子: Ãĝúýx特w支援教育～��~wx��{�～ åq特ë教育学会第61回大会û学会企�

ÇóčÈ¶Đ,l浜,2023.8.26 

4.u中m子: ~Ô科学研究{tいv ~Ô科学研究ø考, l浜, 2023.8.30 

5.u中m子: 子y�~心身相·²y~�う{²ËÉđóø�伝え�{ 第41回åq_Q心身|学会学術Ø

会 ÇóčÈ¶Đ, 和歌山, 2023.915 

6.u中m子: 子y�~k利ワü½óÀÀěüć報  ̂ åqÖ待防k学会, 滋賀, 2023.11.25 

7.u中m子: 子y�~k利²Āøx��子y�Ö待ÿ応{tいv考え� åqÖ待防k学会,滋

賀,2023.11.26 

8.千Y園子Ď第1報: r育|療ï子保健領域{z��EBPMÅ´¿ě~Ð²阻害因子~V析: 文献調査. 

第82回åq|衆衛生学会ÿ会, 茨城Ā2023.11.1 

9.千Y園子Ď第2報: r育|療ï子保健領域{z��EBPMÅ´¿ě~Ð²阻害因子~V析: 質的調査. 

第82回åq|衆衛生学会ÿ会Ā茨城Ā2023.11.1 

10._林~y{, _Ý Ā, 千Y園子, u中m子: c性ÿ患²�t子y�~養育者x~支援ĎĊ²Ĝóøø

ĜüûóÀ~ûüÊ²|討��. 第126回åq_Q科学会学術Ø会, 東ð, 2023.4.16   

11._林~y{, u中m子, 千Y園子, _Ý Ā, 金u美þ, 西ヶß圭祐, 深山��{, _ĀÔ也: c性ÿ

患²�t子y�x家族~支援 _Qc性特âÿ病Ï業r育Ē÷ěĎ子y�Ě¸Îóü~×�組�~実践

報 .̂ 第70回åq_Q保健T会学術Ø会, 東ð(神`Ý), 2023.6.17  

12._林~y{, u中m子: c性ÿ患Q~家族支援{z��º題ď保護者~ÉøĜÉÞ応x社会的|立. 

第64回åqQ童青�精神|学会ÿ会, 青森, 2023.11.16 

13.深山 ��{, _Ý ĀĀßu千_Ā早Ý�桜子Āu中 m子Ď学校{z��đóÏěĈěÉ教育~必要

性～学校職員{U��WebËďúü{�考察��～Ă第126回åq_Q科学会学術Ø会Ā東ðĀ
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2023.4.16 

14.西Áß圭祐Ā_Ý ĀĀ÷楽n子Āu中m子: 当ö{z��COVID-19āó÷ďó¿期~_Q~ë殺企÷

3例~|討Ă第41回åq_Q心身|学会学術Ø会Ā和歌山Ā2023.9.1 

 

[講演] 

1. u中m子: 子y�~���²診� Ā´ºÅ´ÃÍüÇēě²ćĝüÑ 第126回åq_Q科学会学

術Ø会教育講演, 東ð, 2023Ă4.17 

2. u中m子: ´Ê»üÄ®UPDATE Seminar  āāĀą±üĎ株式会社 MPS研究会, 東ð  2023.4.22 

3. u中m子: 子y�療養支援士養r講ÿ  åq子y�療養支援T会, 東ð, 2023.4.23 

4. u中m子: 子y�~神秘 Ú�x~Ô  åq子y�療養支援T会 ćĜ´ĚüÐü研ï会, 東ð, 

2023.5.24 

5. u中m子: |療{z��子y�ó章 策â~ćĝËÉ  åq子y�療養支援T会第10回子y�療養

支援研究会 教育講演, 東ð, 2023.6.24 

6. u中m子: 子y�~đóÏěĈěÉ Ā´ºÅ´ÃÍüÇēě²ćĝüÑ  子y�~��� Ā´

ºÅ´ÃÍüÇēě²ËÉđóø, 埼û, 2023.7.21 

7. u中m子: Ãĝúýx特w支援教育～��~wx��{�～ 一般社団法人åq特ë教育学会 åq

特ë教育学会第61回大会û学会企�ÇóčÈ¶Đ, 神`Ý, 2023.8.26 

8. u中m子: Å´ÃÍüÇēě²ËÉđóøx�~支援  āāĀą±üĎ株式会社 X·東ûw信越¸

Ě² ę´ÍÎüĐ病ďüö³óÀ,大宮,2023.9.24 

9. u中m子: 移行期患者~���~問題  移行期委員会û子y�Ě¸Îóü r人移行支援Àęóùę

¶óù2023, 東ð, 2023.9.11 

10. u中m子: 症例w学v！Biology • Psychology • Sociologyw診��x~ÉÉđ 第56回åq_Q

ÕV泌学会学術Ø会´óÏę¿ö´ććĜď²ĐËďúü,2023.10.20 

11. u中m子: 子y�~支援<Ā´ºÅ´ÃÍüÇēě²ćĝüÑ~Ãô<  R賀|大_Q科 第58回 

R賀大学�y�ËóÏü 多科\\Ëďúü, R賀, 2023Ă10.24 

12. u中m子: Ā´ºÅ´ÃÍüÇēě{診�子y�~đóÏěĈěÉ  武u°品ý業株式会社Torch 

Webinar, 東ð, 2023.11.17 

13. u中m子: c性ÿ患~あ�子y�x家族~���{tいv～đ÷´»ěøę¶ĎĈ~²ćĝüÑ～  

東ðýÿ祉�子ßû子育v支援部  ð和5�þ東ðý_Qc性特âÿ病Q童{ë立支援Ï業交m会, 

東ð, 2023.12.2 

14. 千Y園子Ďr育�y�Çó¿Ïó¿~×組ü�yv~�y�~BIoPSychoSocialz支援²目指�v

ü. r育é床懇û会Ā東ðĀ2023.12.13 

15. 千Y園子Ďr育Āq法û緊急ð�²踏~え�r育Āq法ûr育Āq計�~実þxÛ用{U��l~打

�手. �y�~健ÿè²ćĝÈ·¿ø|開ą¹üęĐ<<異l元=~子y�·連þ策~è²{U��

º題x展望=ĀHGPI(åq|療�策機構),東ðĀ2023.4.6 

16. 千Y園子Ďr育|療ï子保健領域~IT活用{��社会実装è². 第70回_Q保健T会学術Ø会Ā神

`ÝĀ2023.6.18 

17. 千Y園子Ď¸ÃÑě調査~概要}Ï. ¸ÃÑě調査概要}Ï,環境省,東ð,2023.6.28 
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[ß報活動] 

1. u中m子: _中Ú生~ë殺|過去最多1学業�²路~é�� _Q科|�~危機感  朝å新聞÷ÈÏ

ě, 2023.4.3 

2. u中m子: Þいé�²抱え�子y�{1周�~大人|w}��x |師{聞�心得  朝å新聞  

2023.4.3 

3. u中m子: Þいé�²抱え�子y�{1周�~大人|w}��x |師{聞�心得  livedoorûĕü

Éÿ朝å新聞Ā, 2023.4.3 

4. u中m子:  Þいé�²抱え�子y�{1周�~大人|w}��x |師{聞�心得  朝å新聞÷È

Ïě, 2023.4.3 

5. u中m子: <人�人=ĎÉ¿^�zい子²追いú�zいw  å経×WOMAN, 2023.4.11 

6. u中m子:  子~é�1聞いv1}~�sv _中Ú生~ë殺1昨�最多514人  朝å新聞, 2023.5.1 

7. u中m子:  子~é�1聞いv1}~�sv _中Ú生~ë殺1昨�最多514人  朝å÷ÈÏě, 

2023.5.1 

8. u中m子: <xy�=~音源使用  ęÈº深夜便, 2023.5.25 

9. u中m子:  新学期~子y�{<心~t��= ～O�校�ë傷行ú�～  fÏđ÷³»ě, 

2023.9.11 

10. u中m子:  新学期~子y�{<心~t��= ～O�校�ë傷行ú�～  Yahoo!ûĕüÉ, 

2023.9.11 

11. u中m子:  見過����zい<＃育Qあ�あ�= t��うz子y�{yう接��Ā～Ãĝúw傷

tい�心x~U}\いý5大人ý～@第Ċ回A fÏđ÷³»ě,  2023.11.13 

12. u中m子:  t��うz子y�{yう接��Ā Ãĝúw傷tい�心x~U}\いýû大人ý  

Yahoo!ûĕüÉ, 2023.11.13 

13. u中m子:  気持�|t�いx}1yう��Ā Ãĝúw傷tい�心x~U}\いýû子y�ý  f

Ïđ÷³»ě, 2023.11.27 

14. u中m子:  気持�|t�いx}1yう��Ā Ãĝúw傷tい�心x~U}\いýû子y�ý  

Yahoo!ûĕüÉ, 2023.11.27 

15. 千Y園子Ďr育�y�Çó¿Ïó¿ü�yv~�y�~BIoPSychoSocialz支援²目指�vü. _Q

科診療UpToDateĀęÈºNIKKEIĀ東ðĀ2023.5.10 

 

 

心理療法ü 

 

［論文］ 

1. 岩﨑美`子û長u淳子û引土ÔÖû御園生ö美ûR鹿渡和宏. 社会的養護~�xw育t乳幼Q~社

会的�知~Ôü²´øęó½óÀ²用い�ä索的研究. 乳幼Q|学û心理学研究 2023�9o  32巻 

1øĎ63-72. 

 

［著書］ 

1. ÷楽n子Ď特Ø Hpw to Follow-upāÿ´ĚÉ¿Q~ą¹ĝü²óć~必ï知識2023Ă�齢{応�
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�~Ôû知能|査~øþû評価x家族x~®nĂ周産期|学53ÿ4ĀĀ2023増大ø,2023ď538ā545 

2. 新r麻Ý`Ď Þz�\う支援~{�� : 周産期心理士~đóËüÈ(第4回)赤��³x~出会い

xw�{U}\う家族~���²支え�Ă With neo = ¶³Êûýº : 赤��³²à�|療者~

専門� 36 (1), đ÷³»出xĀ 2023ď154-156 

 

［�~他ÿ翻»Ā］ 

1. ăüÊĚü, P.ÿ÷»Ā引土ÔÖûQ輪清子û山ôm子û御園生ö美Ă養親ûÝ親~�âx支援~

��~²ËÉđóøû¼´ùĆó¿5āüĎýóÇü~視ù{�養子�Ý子~人生{寄�添う��

~ĂóøĂn石書店 2023�10oĂ 

 

［学会~表］ 

1. ÷楽n子Ā_ÝĀĀ浦u晋Ā²藤考洋Ā千Y園子Āu中m子Ā_ĀÔ也Ď_Q補助人ý心臓ÿVADĀ
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à藤麻耶子Ā石ÝóĀR藤o織Ā宮地裕美子Āÿ家辰{Āßr伊知郎Ā大矢~弘Ď ï謝性²Ç

ùüÇÉ²伴う食物蛋�誘~Ãù炎~特ĀĂ 第60回åq_Q²Ĝě¾ü学会学術大会Ā ð

ýÿWEB ÿ´ĆĚóùĀĀ 2023.11.19 

45. 鈴o大地ĀR藤o織Ā�qmnĀ梅沢洸z郎Ā島u�実Ā濱ô冴香Ā_笠原久子Ā石ÝóĀ�ß

Ö子Ā豊國賢ÿĀ宮地裕美子Āà藤麻耶子Ā山q貴和子Āÿ家辰{Ā大矢~弘Ď |療的Á²Q

{z��食物²Ĝě¾ü~評価x管理Ă 第60回åq_Q²Ĝě¾ü学会学術大会Ā ðý

ÿWEB ÿ´ĆĚóùĀĀ 2023.11.19 

46. 山ô{z�Āo部�苗Ā生熊�~vĀ角ß茉Ý子Ā栗山�理子Āÿ家辰{Ď 学校{z���Ü

U�食物²Ĝě¾ü啓~教q{tいv~調査Ă 第60回åq_Q²Ĝě¾ü学会学術大会Ā 

ðýÿWEB ÿ´ĆĚóùĀĀ 2023.11.19 

47. 青un子Ā鈴o亮�Ā伊藤靖xĀR藤泰óĀ大矢~弘Ď ²Ĝě¾ü患者QOLUR~��~|療

àÏ者~効÷的育r{·��研究Ďpart1.喘oÉöĝ´ù吸入~効÷的指^{·��ｅęüûó

À資q~開~Ă 第60回åq_Q²Ĝě¾ü学会学術大会Ā ðýÿWEB ÿ´ĆĚóùĀĀ 

2023.11.19 

48. 夏目統Ā�ßÖ子Āà藤v希子Ď ÿóÊºóËďúü2 °物²Ĝě¾üĂ 第60回åq_Q

²Ĝě¾ü学会学術大会Ā ðýÿWEB ÿ´ĆĚóùĀĀ 2023.11.19 

49. 山q貴和子Ď 共催Ëďúü ÷ěÄÇÑûĆß膏²活用��²øĄü性皮膚炎~診療²考え

�Ă 第10回åq_Q²Ĝě¾ü学会·東地ý会Ā 東ðĀ 2023.11.25 

50. 豊國賢ÿĀ森u英nĀ|島ÞóĀ大矢~弘Ď ÇóčÈ¶Đ58 ²Ĝě¾ü研究~最新知見ĎĀ

礎xé床 ±毛1r長 害²\��÷ÿ性²øĄü性皮膚炎~原因xÿ療Ă 第97回åq°理
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学会�会Ā 神戸Ā 2023.12.16 

51. ÿu理�, 朴慶純, oÕ���Ā�u尚子, u中諒, 持~`央子, Qß�Ý, 大矢~弘, ]u和

恵: 乳Q脂漏性皮膚炎~~症{z��角層Õ因子xï乳中因子x~·連ā前U}出生Ãċüø研

究āĂ 第87回åq皮膚科学会東ð支部学術大会Ā 東ðĀ 2023.11.18 

52. 坂��香, q多皓, �美智子, 遠藤麻衣, ÿu理�, ]u和恵, _﨑Ý華, _﨑健l郎, 山q俊

~: 汎~性±毛症²\���1q汗症^胚葉形rO全~ą例Ă 第87回åq皮膚科学会東ð支

部学術大会Ā 東ðĀ 2023.11.18 

53. ÿu理�, u中諒, 橋q玲 ,̀ 持~`央子, 清水泰岳, 新ß勝大, ]u和恵: TNF-³阻害°{�

��~³性±毛²伴う乾癬ù皮þ~一例Ă 第72回åq²Ĝě¾ü学会学術大会Ā 東ðĀ 

2023.10.20 

54. _椋×{, 金uo也, 坂ß嘉紀, 岡u聡ù, 秋山��}, 西健z朗, R藤�, 持~`央子, u中

諒, ]u和恵, 亀ß宏一: {�û腱~w炎症性病変²\�全身療法²þ行��Þ症限�性強皮症

~1例Ă 第32回åq_QĚ¶ĎÑ学会ÿ会û学術Ø会ÿPRAJ2023ĀĀ 埼ûĀ 2023.10.13 

55. u中諒, ÿu理�, 持~`央子, 橋q玲 ,̀ ]u和恵: ÐćÍó|奏効��l補体血症性蕁麻þ

ù血管炎~ą例Ă 第47回åq_Q皮膚科学会学術大会Ā 大阪Ā 2023.7.15 

56. 持~`央子, u中諒, ÿu理�, 橋q玲 ,̀ 石Ý^士, 河\利尚, ]u和恵: COVID-19罹患à{

~症��_Q汎~型膿õ性乾癬~ą例Ă 第122回åq皮膚科学会ÿ会Ā 神`ÝĀ 2023.6.2 

57. ]u和恵: 皮膚ĀĚ²²ÏüÂóøx��ý法�²Ĝě¾üĎüÑ~Î防{効�~{Ă 第 122

回åq皮膚科学会ÿ会Ā 神`ÝĀ 2023.6.2 

58. 竹Õ一朗, ÷久美子, Úuïÿ, Õ山徹, Þ十嵐あ��, qr健一郎, 林優�, 長ßö子, �岡

諒, 杉山弘{, 義岡孝子, ï藤博久, 河\利尚, 大矢~弘, 清水俊n, �q健ÿ, ßr伊知郎, 

要t, 森u英n, 新ß勝大Ď Ěóā濾胞過形r²伴う好酸球性消W管ÿ患~~症{·P��新

規STAT6機能獲得型変異Ă 第23回åq_QIBD研究会Ā ÿ岡ÿÿ´ĆĚóù開催ĀĀ 

2023.3.5 

59. ßr伊知郎: 教育講演 食物蛋�誘~Ãù症~最新知見Ă 第39回åq_Qé床²Ĝě¾ü学会

学術大会Ā ÿ岡Ā 2023.7.15  

60. ßr伊知郎: 好酸球性消W管ÿ患1何|z}vい�~{? 病態解nxÿ療法開~~最前線Ă r

育²Ĝě¾ü中心âù病öËďúüÿ免疫²Ĝě¾üTerakoya勉強会ĀĀ 東ðÿÿ´ĆĚóù開

催ĀĀ 2023.7.27 

61. ßr伊知郎: 好酸球性Ãù炎1食Ó炎~診îÿ療~最前線～炎症~q態²知sv消炎1整ù²行

う～Ă 荒Ý{|師会学術講演会Ā 東ðĀ 2023.9.15  

62. ßr伊知郎: Ā礎{�理解��新生Q0乳Q消W管²Ĝě¾üÿ食物蛋�誘~Ãù症ĀĂ r育

²Ĝě¾ü中心âù病öËďúüÿ免疫²Ĝě¾üTerakoya勉強会ĀĀ WEB開催Ā 2023.1.19 

63. 永嶋早織Ā山q�vĀ�q健ÿĀßr伊知郎: 好酸球性消W管ÿ患ÿ好酸球性食

Ó炎û好酸球性Ãù炎Ā~全ÿ調査 6NC (6 National Center) ĚøĚüøčÉ

ÏüËóÇėóĂ 第 31 回åq|学会ÿ会Ā 東ðĀ 2023.4.22 

64. 森�z郎Āy笠俊ÏĀ鈴o大地Ā大西志麻ĀÕu�子Ā�qlz朗Ām�ÿ子Āßr伊知郎: 

Þþ~ï謝性²ÇùüÇÉ²\��食物蛋�誘~Ãù症~新生Q例Ă 第50回Ø中ÿ療学会Ā 

ðýĀ 2023.3.2 

65. àq倫子Ď ÇóčÈ¶Đą 金~卵²à�_Q÷聴|療 _Q÷聴|療�yう変わsvい�
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�ĀĂ 第85回耳鼻咽喉科é床学会学術講演会Ā 東ðĀ 2023.6.24  

66. àq倫子Ď ÇóčÈ¶Đĉ ��{�~乳幼Q健診 ÷聴Q~早期~見Ă 第70回åq_Q

保健T会学術Ø会Ā 東ðĀ 2023.6.18  

67. àq倫子Ď 教育Ëďúüą 気管W開x÷Sx~·連�÷S 害~ý~»ûĕüĜ管理w~注

意ù{tいvÿ_QĀĂ 第29回åq摂食÷SĚÿăĚöüÇėó学会Ā 神`ÝĀ 2023.9.3   

68. àq倫子Ď Yy性R気Ó症候群ÿCHAOSĀQ~�~àĂ 第8回胎QMRI研究会学術Ø会Ā 

東ðĀ 2023.2.5  

69. àq倫子Ď 教育講演ą 咽頭狭窄�病]{z�~{Ā 第36回åqôÕ咽頭科学会Ā Ú

知Ā 2023.9.14  

70. �岡�oĀ�^�`子Ā遠藤陽ïĀ]uo世Ā林}音ĀlßtĀ岡前�t�Ā宮uàĀ仁科~

子Ď 複u回~ĝüăÈėóÁ²xöÕ²要��例~|討Ă 第64回åq視能矯l学会Ā 香

ÝĀ 2023.11.18 

71. 仁科~子Ā]uo世Ā林}音Ā森Ý葉oĀ大西瑞恵ĀlßtĎ _Q÷ÿ性ýÕ {ÿ��Ď´

¿ĝāěÉ経強�的毛ù体Z凝þ術Ă 第77回åqé床眼科学会Ā 東ðĀ 2023.10.6 

72. 大鹿哲郎Ā永q敏之Ā黒坂大l郎Āy岸一乃Ā森�óĀ]u茂生Ā宮城麻衣Āßr耕ÿĀ遠藤Ú

生Ā鵜o則之Ā�o`央子Ā仁科~子Ď Yy�Õ 手術長期r績{·��多þ設ÉÏ÷´Ă 

第77回åqé床眼科学会Ā 東ðĀ 2023.10.9 

73. 仁科~子Ď ÇóčÈ¶Đ<åq{z��早期~相談支援~現状xº題=_Q眼科|~立場{�

～乳幼Q期{�~連携xº題. 第24回åqĝüăÈėó学会ÿ会Ā 東ðĀ 2023.7.1 

74. OÐ門尚Ā仁科~子Ā中ß泰志Ď 視覚 |い乳幼Q/学童~ĝüăÈėóÁ²{·��|療機

·~現状調査Ă 第24回åqĝüăÈėó学会ÿ会Ā 東ðĀ 2023.6.30 

75. 森Ý葉oĀlßtĀ]uo世Ā大西瑞恵Ā林}音Ā仁科~子Ď þ~_QýÕ ÷ÿ例{ÿ��

経毛ù体��部²üđùýÕ ĀěĆĂ 第48回åq_Q眼科学会ÿ会Ā 宮城Ā 2023.6.16 

 

［講演1�~他］ 

1. ÿ家辰{Ď _Q²Ĝě¾üÿ患~最新知識～²øĄü性皮膚炎û食物²Ĝě¾üû�³oÎ

防{tいv～Ă Ý崎  ̂ 専門職U�講演会Ā WEBĀ 2023.1.13 

2. 大矢~弘Ď ²Ĝě¾ü{tいvĂ ko�_Q科|会学術講演会Ā koÿWEB)Ā 

2023.1.18 

3. 山q貴和子Ď _Q²øĄü性皮膚炎~~識ü最近~知識xÿ療üĂ _Q²Ĝě¾ü{tい

v考え�～²øĄü性皮膚炎ÿ療~新�zøþ¢～Ā WEBĀ 2023.1.19 

4. 山q貴和子Ď ²øĄü性皮膚炎x食物²Ĝě¾ü~Î防戦略²考え�Ă ²Ĝě¾üQ&A研究

会Ā 大阪Ā 2023.1.21 

5. 大矢~弘Ď 青少�~²øĄü性皮膚炎ÿ療Ă Å´Ā´óÃ~売1周� 念講演会from愛

知Ā WEBĀ 2023.1.23 

6. 大矢~弘Ď _Q²øĄü性皮膚炎x²Ĝě¾üĎüÑĂ 大Z製°ćĜÉËďúüĀ WEBĀ 

2023.1.24 

7. 山q貴和子Ď }春期~実態²踏~え�ÿ療戦略Ă ²øĄü性皮膚炎¸½Éāüø»óą±

ĜóÉĀ WEBĀ 2023.2.4 

8. 大矢~弘Ď 乳Qû_Q²øĄü性皮膚炎~ÿ療x食物²Ĝě¾ü~Î防Ă 第5回長崎²Ĝ

450



ě¾ü研究会Ā WEBĀ 2023.2.9 

9. 山q貴和子Ď 妊娠中{�²Ĝě¾üÎ防Ă Ý崎^民U�講演会Ā WEBĀ 2023.2.10 

10. 山q貴和子Ď 子y�~健ÿx環境{·��全ÿ調査ÿ¸ÃÑě調査Āü大規模Ãċüø調査

w~÷üÏ利用xrÿ~表²Ö滑{²��{�üĂ 第2回²»÷ď²U�ĜÈÉøĚ勉強

会Ā WEBĀ 2023.2.13 

11. 大矢~弘Ď ²øĄü性皮膚炎ÿ療Ă ²øĄü性皮膚炎ÿ療²考え�会Ā 東ðÿWEB)Ā 

2023.2.15 

12. 山q貴和子Ď _Q²øĄü性皮膚炎~早期ÿ療~Þ要x実�~ÿ療Ă 第17回埼û_Q²Ĝ

ě¾üÿ患懇û会Ā WEBĀ 2023.2.18 

13. 大矢~弘Ď āýě÷³É»óÇėó<��{�~¸ÃÑě調査～o来~健ÿx環境~��{

～=. 第 12回¸ÃÑě調査ÇóčÈ¶ĐĀ WEBĀ 2023.2.19 

14. 山q貴和子Ď }春期~²øĄü性皮膚炎患者�³~^来²考え�ÿ療強WĂ Ěóô¹ó¿

適l使用è²´óÏüýóøę´ĆËďúüĀ WEBĀ 2023.2.20 

15. 山q貴和子Ď ¸ÃÑě調査{�考え�²Ĝě¾ü~�xĂ <地域~子育v世ïx~ÿû=

Å´¸óÉ»ą·, 東ðĀ 2023.3.2 

16. 大矢~弘Ď _Q²øĄü性皮膚炎~É½óÁ²x^用療法Ă ²øĄü性皮膚炎ÿ療研究会

in東ðĀ WEBĀ 2023.3.7 

17. ÿ家辰{Ď 食物²Ĝě¾ü診療{z��特異的IgE÷体|査~解釈Ă 第9回ÿ\²Ĝě¾

ü講ÿ会Ā 大阪ÿWEBĀĀ 2023.3.18 

18. ÿ家辰{Ď ²øĄü性皮膚炎診療~最前線～新規ÿ療²yう×�入��{～Ă {王子|師

会_Q科部会勉強会Ā 東ðÿWEBĀĀ 2023.3.20 

19. 山q貴和子Ď ²øĄü性皮膚炎ÿ療~現状xÿ療戦略Ă ²øĄü性皮膚炎ÿ療_地域|療連

携~会Ā WEBĀ 2023.3.22 

20. 山q貴和子Ď _Q²øĄü性皮膚炎~~識ü最新~知識xÿ療üĂ Ē´Ìěøß膏~売 

念講演会in山ôĀ WEBĀ 2023.3.23 

21. 大矢~弘Ď 食物²Ĝě¾ü~Î防²視ß{入��_Q²øĄü性皮膚炎~^用療法Ă 世u

谷{|師会 _Q科|会 学術講演会Ā 東ðÿWEBĀĀ 2023.3.29 

22. ÿ家辰{Ď ²øĄü性皮膚炎ÿ療~最前線～新規ÿ療°Ē´Ìěø²yう×�入��{～Ă 

²øĄü性皮膚炎ÿ療{tいv考え�～Ē´Ìěøß膏~売 念講演会～Ā Ú知ÿWEBĀĀ 

2023.4.3 

23. ÿ家辰{Ď ²úą³ę½Çü~診îx原因~\âý法Ă ÿ島�|師会学校保健委員会²Ĝ

ě¾ü研究会Ā ÿ島ÿWEBĀĀ 2023.4.7 

24. 山q貴和子Ď 保�É½óÁ²�²Ĝě¾ü~症²Î防��~{ĚÉ¿{z�~{Ă 第58回

_Q皮膚科学ËďúüĀ 東ðÿWEBĀĀ 2023.4.8 

25. ÿ家辰{Ď ²øĄü性皮膚炎ÿ療~最前線～新規ÿ療°Ē´Ìěø²yう×�入��{～Ă 

²øĄü性皮膚炎ÿ療~新�zøþ¢Ā WEBĀ 2023.4.20 

26. ÿ家辰{Ď ²øĄü性皮膚炎診療~最前線～新規ÿ療°Ē´Ìěø²yう×�入��{～Ă 

Ē´Ìěøß膏~売 念講演会Ā 静岡ÿWEBĀĀ 2023.4.24 

27. 山q貴和子Ď 食物²Ĝě¾üÎ防²見据え�²øĄü性皮膚炎ÿ療xl養指^Ă 皮膚~診

療連携ą¹üęĐ2023Ā 東ðÿWEBĀĀ 2023.5.13 
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28. ÿ家辰{Ď ²øĄü性皮膚炎診療~最前線～新規ÿ療°Ē´Ìěø²yう×�入��{～Ă 

目黒{|師会学術講演会Ā WEBĀ 2023.5.17 

29. ÿ家辰{Ď _Q²øĄü性皮膚炎ÿ療Ă ÃĜ¿ÑĐß膏全ÿWEBËďúüĀ WEBĀ 

2023.5.24 

30. 大矢~弘Ď ²øĄü性皮膚炎{tいvĂ Ē´Ìěøß膏~売1周� 念講演会in神戸Ā 

兵庫ÿWEBĀĀ 2023.5.25 

31. 大矢~弘Ď 食物²Ĝě¾ü~Î防{·Ï��_Q²øĄü性皮膚炎~診îxÿ療Ă 東�_

Q²øĄü性皮膚炎SeminarĀ 愛知Ā 2023.5.31 

32. à藤麻耶子Ď 乳幼Q~食物²Ĝě¾ü{tいv~Ā礎知識Ă ð和5�þ食育講演会ÿ狛�

^ĀĀ 東ðĀ 2023.6.5 

33. 山q貴和子Ď ²øĄü性皮膚炎{tいvĂ �y�~²øĄü性皮膚²考え�～Ē´Ìěø

ß膏~売1周� 念講演会Ā WEBĀ 2023.6.6 

34. 大矢~弘Ď _Q/青少�{z��Ěóô¹ó¿~使いy��Ă Osaka City 

ADsmallmeetingĀ WEBĀ 2023.6.1 

35. ÿ家辰{Ď 気管支喘o~Ā礎x1|療的Á²Q{z��喘鳴{ÿ��²Ĝě¾ü~面{�~

²ćĝüÑĂ _Qx宅|療�術講ÿ会Ā WEBĀ 2023.6.15 

36. R藤o織Ď 血ÿ|査~l�い理解²含��食物²Ĝě¾ü~Ā礎x1|療的Á²Q{z��

食物²Ĝě¾ü~考えýĂ _Qx宅|療�術講ÿ会Ā WEBĀ 2023.6.15 

37. 大矢~弘Ď ²Ĝě¾üĎüÑĂ Xþ_Qû皮膚免疫²Ĝě¾ü講演会Ā 石ÝĀ 

2023.6.21 

38. ÿ家辰{Ď Þ症÷ÿ性_Q²øĄü性皮膚炎~攻略Ă 第82回静岡_Q²Ĝě¾ü研究会Ā 

静岡Ā 2023.6.24 

39. 山q貴和子Ď ²øĄü性皮膚炎û²Ĝě¾üÿ患{·��疫学研究ûøęóÉĜüÇėúě

研究~実�Ă 第1回BReSSËďúü 共催ËďúüĀ 東ðĀ 2023.6.24 

40. ÿ家辰{Ď ²øĄü性皮膚炎ÿ療~最前線～変わ�^用療法~ÿ療戦略～Ă How to Use 

Moizerto Web seminarĀ WEBĀ 2023.6.26 

41. 山q貴和子Ď _Q²øĄü性皮膚炎~~識ā最新~知見xÿ療Ă Ē´Ìěø~売1周� 

念講演会～�þ~U�う側²見据えv～Ā WEBĀ 2023.7.3  

42. 山q貴和子Ď _Q²øĄü性皮膚炎~~識ā最新~知見xÿ療Ă åß^|師会学術講演

会Ā WEBĀ 2023.7.4 

43. ÿ家辰{Ď 乳幼Q²øĄü性皮膚炎ÿ療~新展開～早期Ï入xþ解維持²実現��戦略x�

～Ă ÃĜ¿ÑĐß膏~売3周� 念講演会Ā 東ðĀ 2023.7.5 

44. 山q貴和子Ď _Q²øĄü性皮膚炎ÿ療~現状x|療戦略Ă 第2回 Allergy Center 

alumni meetingĀ 東ðĀ 2023.7.6 

45. 大矢~弘Ď _Q²Ĝě¾üÿ患~Î防xÿ療{·��最近~û題～環境~観ù�含�v～Ă 

第20回山形�_Q²Ĝě¾ü研究会Ā 山形Ā 2023.7.7  

46. ÿ家辰{Ď ²øĄü性皮膚炎診療~最前線～新規ÿ療°Ē´Ìěø²yう×�入��{～Ă 

ÿ島�_Q科|会共催学術講演会Ā ÿ島ÿWEBĀĀ 2023.7.12 

47. 山q貴和子Ď _Q²øĄü性皮膚炎~ÿ療戦略ā最新~û題āĂ ²øĄü性皮膚炎ÿ療Web 

Seminar～²øĄü性皮膚炎~^用療法{tいv学v～Ā WEBĀ 2023.7.12 
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48. 大矢~弘Ď _Q/青少�{z��Ěóô¹ó¿~使いy��Ă Ěóô¹ó¿錠²øĄü性皮

膚炎ILSĀ WEBĀ 2023.7.19 

49. ÿ家辰{Ď ²øĄü性皮膚炎ÿ療~最前線～新規ÿ療°Èą±ďęÉø²yう×�入��{

～Ă X九Þ地{_Q科|会学術講演会Ā ÿ岡ÿWEB)Ā 2023.7.20 

50. 山q貴和子Ď _Q²øĄü性皮膚炎~ÿ療戦略～最新~û題～Ă 愛媛�_Q²øĄü性皮

膚炎ą¹üęĐĀ WEBĀ 2023.7.21 

51. 山q貴和子Ď _Q²øĄü性皮膚炎~ÿ療戦略ā最新~û題āĂ ð和5�第4回 大宮|

師会|学講ÿĀ 埼ûĀ 2023.8.2 

52. 山q貴和子Ď 乳Q期早期{�始~�²Ĝě¾üĎüÑ~症Î防āPACI Study ~結ÿ²中心{

āĂ PACI Study  ºóę´óËďúüĀ WEBĀ 2023.8.3 

53. ÿ家辰{Ď 乳幼Q期{�~²øĄü性皮膚炎ÿ療~最適Wx 早期Ï入xÛ解維持²目指�

vĂ 第396回沖~皮膚科勉強会Ā 沖~Ā 2023.8.3 

54. 山q貴和子Ď _Q²øĄü性皮膚炎~ÿ療閃}ā最新~û題āĂ {戸^_Q科|会学術講

演会Ā 青森ÿWEBĀĀ 2023.8.24 

55. ÿ家辰{Ď ²øĄü性皮膚炎診療~最前線～新規ÿ療°Ē´Ìěø²yう×�入��{～Ă 

²øĄü性皮膚炎 Web Seminar in FukuiĀ ÿßÿWEBĀĀ 2023.8.29 

56. 山q貴和子Ď _Q²øĄü性皮膚炎~ÿ療閃}ā最新~û題āĂ 杉並{|師会_Q科|会

学術講演会Ā 東ðÿWEBĀĀ 2023.8.30 

57. ÿ家辰{Ď ²øĄü性皮膚炎診療~最前線～新規ÿ療°Ē´Ìěø²yう×�入��{～Ă 

_Q²øĄü性皮膚炎 講演会in岐阜Ā 岐阜ÿWEBĀĀ 2023.8.31 

58. 山q貴和子Ď ²øĄü性皮膚炎ÿ療~現状xÿ療戦略Ă Rinvoq AD 2nd Anniversary ILS 

Day5Ā WEBĀ 2023.9.1 

59. 豊國賢ÿĎ 子y�~É½óÁ²x食物²Ĝě¾üĂ åß^²Ĝě¾ü講ÿ会Ā 東ð

ÿWEBĀĀ 2023.9.2 

60. 大矢~弘Ď _Q/青少�{z��Ěóô¹ó¿~使いy��Ă _QAD´óÏüýóøę´

ĆËďúüĀ WEBĀ 2023.9.6 

61. ÿ家辰{Ď 乳幼Q期²Ĝě¾üÿ患~最新知識～²øĄü性皮膚炎û食物²Ĝě¾üû�³

oÎ防{tいv～Ă Ý崎  ̂ ^民U�講演会Ā WEBĀ 2023.9.6 

62. 大矢~弘Ď ²øĄü性皮膚炎早期ÿ療đĚóøxÞ症²øĄü性皮膚炎x~新�い²ćĝü

ÑĂ 第1回 皮膚科û_Q科 ²Ĝě¾ü免疫ÿ患\\»óą±ĜóÉĀ WEBĀ 

2023.9.12 

63. ÿ家辰{Ď ²øĄü性皮膚炎診療~最前線～新規ÿ療°Ē´Ìěø²yう×�入��{～Ă 

第270回X谷ûá生û碧W_Q科|会~�案ÕĀ 愛知ÿWEBĀĀ 2023.9.12 

64. ÿ家辰{Ď ²øĄü性皮膚炎診療~最前線～新規ÿ療°Ē´Ìěø²yう×�入��{～Ă 

_Qé床Web SeminarĀ 大阪ÿWEBĀĀ 2023.9.13 

65. 山q貴和子Ď _Q²øĄü性皮膚炎ā最新~知識x÷炎症^用°yう使いV��{āĂ 大

Ze講演会Ā 東ðÿWEBĀĀ 2023.9.13 

66. 山q貴和子Ď _Q²øĄü性皮膚炎~ÿ療戦略-最新~û題-Ă �X_Q科|会学術講演

会Ā 長崎ÿWEBĀĀ 2023.9.14 

67. ÿ家辰{Ď ²øĄü性皮膚炎診療~最前～新規ÿ療°Èą±ďęÉø²yう×�入��{
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～Ă R久�_Q科|~会Ā 長ß�ÿWEBĀĀ 2023.9.19 

68. ÿ家辰{Ď ²øĄü性皮膚炎診療~最前線～新規ÿ療°Ē´Ìěø²yう×�入��{～Ă

How to use Moizerto in GunmaĀ 群½ÿWEBĀĀ 2023.9.22

69. 山q貴和子Ď ²Ĝě¾üĎüÑÿ策²考慮��_Q²øĄü性皮膚炎診療x最新情報Ă _

Q²Ĝě¾üÿ患Ëďúü2023 in ÿ島Ā WEBĀ 2023.9.26

70. ÿ家辰{Ď ²øĄü性皮膚炎診療~最前線～新規ÿ療°Ē´Ìěø²yう×�入��{～Ă

_Q~²Ĝě¾üÿ患û²øĄü性皮膚炎²考え� in �央Ā 長崎ÿWEBĀĀ 2023.9.27

71. 山q貴和子Ď _Q²øĄü性皮膚炎~ÿ療戦略-最新~û題-Ă 朝霞地{|師会_Q科|会

講演会Ā WEBĀ 2023.9.27

72. 山q貴和子Ď _Q²øĄü性皮膚炎~ÿ療戦略～最新~û題～Ă Web Symposium～_Q²ø

Ąü性皮膚炎~最新ÿ療²考え�～àW_Q科|会学術講演会Ā 石ÝÿWEBĀĀ 2023.9.28

73. ÿ家辰{Ď _Q²Ĝě¾üÿ患~最新知識û²øĄü性皮膚炎û食物²Ĝě¾üû気管支�

³oĂ Ý崎  ̂ 専門職U�講演会Ā WEBĀ 2023.9.29

74. 山q貴和子Ď ²Ĝě¾üxÉ½óÁ²~最新情報Ă ð和5�þ調_^²Ĝě¾ü講演会Ā

WEBĀ 2023.10.2

75. à藤麻耶子Ď 最新~食物²Ĝě¾ü~Î防ûÿ療ÿ²øĄü性皮膚炎~ÿ療�含�vĀĂ

千ïu{保健� ð和5�þ<²Ĝě¾üÎ防教ü=Ā 東ðĀ 2023.10.4

76. ÿ家辰{Ď 乳幼Q期{�~²øĄü性皮膚炎診療~新展開～早期Ï入xÛ解維持²目指��

新�zÿ療戦略～Ă ÃĜ¿ÑĐß膏全ÿWebËďúüĀ WEBĀ 2023.10.6

77. ÿ家辰{Ď 教育講演 ²Ĝě¾üÿ患~~症Î防{·��最近~û題Ă 第3回妊娠x°情

報研究会学術Ø会Ā 東ðĀ

78. 山q貴和子Ď _Q²øĄü性皮膚炎~ÿ療戦略～最新~ÿ療～Ă _Q²øĄü性皮膚炎ÿ

療Up to Date ～^用療法~新�z幕開�～Ā WEBĀ 2023.10.12

79. 山q貴和子Ď 皮脂中RNA~~現āÏüó解析{��²øĄü性皮膚炎診î~��~|療機器

~研究開~Ă Health TECH JAPANĀ 神`ÝĀ 2023.10.12

80. ÿ家辰{Ď 教育Ëďúü24 _Q²øĄü性皮膚炎^用療法~²W～子y�~健�{zr長

²÷え���{～Ă 第72回åq²Ĝě¾ü学会学術大会Ā 東ðĀ 2023.10.22

81. ÿ家辰{Ď ²øĄü性皮膚炎診療~最前線～新規ÿ療°Èą±ďęÉø²yう×�入��{

～Ă �崎^_Q科|会学術講演会Ā 兵庫ÿWEBĀ 2023.10.26

82. �qmnĎ 蒸�āó�āóÁü½{~調理品²用い�食物経ô¬荷試験~p用性Ă ð和5

�þ第2回r育²Ĝě¾üđ÷³»ěÉÏóąËďúüĀ WEBĀ 2023.10.26

83. 鈴o大地Ď 当ËóÏüw~|療的Á²Q{\���食物²Ĝě¾ü評価{tいvĂ ð和5

�þ第2回r育²Ĝě¾üđ÷³»ěÉÏóąËďúüĀ WEBĀ 2023.10.26

84. 大矢~弘Ď z�乳Qx~早期Ï入|大Wz~{Ă _QÉ½óÁ²連携ËďúüĀ WEBĀ

2023.10.27

85. 大矢~弘Ď _Q²øĄü性皮膚炎~早期ÿ療~Þ要性xÞ症患者x~²ćĝüÑĂ 第15回

Tokyo Skin SeminarĀ WEBĀ

86. 山q貴和子Ď _Q²øĄü性皮膚炎~ÿ療戦略-最新~û題-Ă Web Symposium _Q²øĄ

ü性皮膚炎~最新ÿ療²考え�Ā WEBĀ 2023.11.1

87. 山q貴和子Ď _Q²øĄü性皮膚炎~ÿ療戦略-最新~û題-Ă ²øĄü性皮膚炎Web
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SeminarĀ 埼ûÿWEBĀĀ 2023.11.2 

88. ÿ家辰{Ď 乳幼Q²øĄü性皮膚炎ÿ療~最適W～早期Ï入x長期Û解維持²目指�v～Ă 

相模原_Q²Ĝě¾üWEBËďúüĀ 神`ÝĀ 2023.11.2 

89. à藤麻耶子Ď 食物²Ĝě¾üx食育Ă 埼û�潜x保育士ÿ職支援ćĝÀęĐĀ WEBĀ 

2023.11.2 

90. 山q貴和子Ď ²Ĝě¾ü診療{z��{{�t�|療機·û²Ĝě¾üâù病ö~診療範

öû連携ý法 ²øĄü性皮膚炎Ă 東ðý保健|療�主催 ²Ĝě¾üÿ患|療連携研ï

ÿ第1回ĀĀ 東ðÿWEB ÿ´ĆĚóùĀĀ2023.11.4 

91. ÿ家辰{Ď ²Ĝě¾ü診療{z��{{�t�|療機·û²Ĝě¾üâù病ö~診療範öû

連携ý法 食物²Ĝě¾üĂ 東ðý保健|療�主催 ²Ĝě¾üÿ患|療連携研ïÿ第1

回ĀĀ 東ðÿWEB ÿ´ĆĚóùĀĀ2023.11.4 

92. 豊國賢ÿĎ ²Ĝě¾ü診療{z��{{�t�|療機·û²Ĝě¾üâù病ö~診療範öû

連携ý法 食物蛋�誘~Ãù症Ă 東ðý保健|療�主催 ²Ĝě¾üÿ患|療連携研ïÿ第1

回ĀĀ 東ðÿWEB ÿ´ĆĚóùĀĀ2023.11.4 

93. 大矢~弘Ď ²Ĝě¾ü診療{z��{{�t�|療機·û²Ĝě¾üâù病ö~診療範öû

連携ý法 気管支喘oĂ 東ðý保健|療�主催 ²Ĝě¾üÿ患|療連携研ïÿ第1回ĀĀ 

東ðÿWEB ÿ´ĆĚóùĀĀ2023.11.4 

94. 山q貴和子Ď 乳Qû�y�~²Ĝě¾ü{現場wyうU}\う{～|師~立場{�～Ă 第2

回²Ĝě¾üWEB講演会Ā WEBĀ 2023.11.8 

95. 山q貴和子Ď _Q科{z��²øĄü性皮膚炎ÿ療{tいvĂ _Q²øĄü性皮膚炎ÿ療

UPDATEĀ WEBĀ 2023.11.10 

96. 山q貴和子Ď }春期²øĄü性皮膚炎²yう_�越え�ĀĂ 群½�_Q科|会学術講演

会Ā 群½Ā 2023.11.11 

97. ÿ家辰{Ď 4保健指^~øĄó¿É5食物²Ĝě¾üû²øĄü性皮膚炎Ā 乳幼Q健診²

中心x��_Q科|~��~研ï会 PartⅥĀ WEBĀ 2023.11.12 

98. ÿ家辰{Ď ²øĄü性皮膚炎診療~最前線～新規ÿ療°Ē´Ìěø²yう×�入��{～Ă 

_Q科地域連携講演会Ā 和歌山ÿWEBĀĀ 2023.11.7 

99. �ßÖ子ĀR藤o織Ď 食育û²Ĝě¾üÿ応Ă ð和ĉ�þ埼û�保育士{½ēĚ²²óć

研ïĀ WEBĀ 2023.11.16 

100. R藤o織Ď 食育û²Ĝě¾üÿ応Ă ð和ĉ�þ埼û�保育士{½ēĚ²²óć研ïĀ 

WEBĀ 2023.11.17 

101. ÿ家辰{Ď ²øĄü性皮膚炎診療~最前線～新規ÿ療°Ē´Ìěø²yう×�入��{～Ă 

Ð水会Ā 埼ûĀ 2023.11.22  

102. ÿ家辰{Ď °剤²Ĝě¾ü~Ā礎知識x²úą³ę½Çüÿ応Ă ð和5�þ第1回愛知�

病ö°剤師会 |療á全ÿ策委員会学術講演会Ā WEBĀ 2023.11.27 

103. 山q貴和子Ď _Q²øĄü性皮膚炎~ÿ療戦略～最新~û題～Ă ²øĄü性皮膚炎ÿ療~

新�zøþ¢²考え�～Ē´Ìěøß膏~使いý～in TamagawaĀ 東ðĀ 2023.11.27 

104. 山q貴和子Ď _Q²øĄü性皮膚炎~ÿ療戦略～最新~û題～Ă ²øĄü性皮膚炎ÿ療~

新�zøþ¢²考え�～Ē´Ìěøß膏~使いý～in TamagawaĀ 東ðĀ 2023.11.27 

105. ÿ家辰{Ď 乳幼Q²øĄü性皮膚炎~新�zÿ療戦略～÷ěÄÇûÑĆ²yう×�入��~
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{～Ă _Q²øĄü性皮膚炎 Expert Seminar in 宮城Ā WEBĀ 2023.11.30 

106. 石ÝóĎ 麻酔中~²úą³ę½Çü{z��²Ĝě¾ü科|~ÿ応~実�Ă ²Ĝě¾üÿ

患Y端ÿ療研究会Ā WEBĀ 2023.12.1  

107. 山q貴和子Ď _Q²øĄü性皮膚炎~ÿ療戦略-最新~û題-Ă ²øĄü性皮膚炎学術講演

会～Ē´Ìěøß膏~売一周� 念講演会～in釧路Ā X�ÓÿWEBĀĀ 2023.12.4 

108.  石ÝóĀ�ßÖ子Ď 食育û²Ĝě¾üÿ応Ă ð和ĉ�þ埼û�保育士{½ēĚ²²óć

研ïĀ WEBĀ 2023.12.4 

109. 山q貴和子Ď 子y�~²Ĝě¾üÎ防xÿ療最前線～妊娠期{�子育v期~w～Ă ð和5

�þ調_^²Ĝě¾ü講演会Ā WEBĀ 2023.12.5.～2024.3.29  

110. 大矢~弘Ď 食物²Ĝě¾üÎ防²視ß{入��_Q²øĄü性皮膚炎~^用療法Ă ²øĄ

ü性皮膚炎ÿ療²考え�～Ē´Ìěø�ß膏~使いý～in城WĀ WEBĀ 2023.12.6 

111. 豊國賢ÿĎ ²øĄü性皮膚炎~^用療法xĒ´Ìěø®ß膏~使いýĂ ²øĄü性皮膚炎ÿ

療²考え�～Ē´ÌěøRß膏~使いý～in城WĀ WEBĀ 2023.12.6 

112. 山q貴和子Ď �þ~症²見逃�zい！�þ早期Ï入{��食物²Ĝě¾üÿ策Ă 皮膚ĀĚ

²2023 inCHIBAĀ WEBĀ 2023.12.6 

113. à藤麻耶子Ď 乳幼Q~²Ĝě¾ü{tいv~Āq的z知識xÿ応ý法Ă 中ß{鷺宮���

{ÿ祉ËóÏü ð和5�þ<²Ĝě¾ü教ü=Ā 東ðĀ 2023.12.7 

114. ÿ家辰{Ď ²Ĝě¾üÿ患~理解xÿ応ÿT論ĀĂ ð和5�þ保育士{½ēĚ²²óć研

ïĀ 東ðĀ 2023.12.9 

115. 豊國賢ÿĎ å~診療w知svz�y}食物蛋�誘~Ãù炎ÿFPIESĀĂ 第31回z茶~水_

Q²Ĝě¾ü研究会Ā WEBĀ 2023.12.9  

116. 山q貴和子Ď _Q²øĄü性皮膚炎~ÿ療戦略-最新~û題-Ă ²øĄü性皮膚炎 web 

seminar in shizuokaĀ  WEBĀ 2023.12.12 

117. 山q貴和子Ď ÷ěÄÇÑûĆß膏²活用��乳幼Q²øĄü性皮膚炎1²Ĝě¾üĎüÑÿ

策Ă ²øĄü性皮膚炎ÿ療ËďúüĀ WEBĀ 2023.12.13 

118. 大矢~弘Ď 赤��³{�始��²Ĝě¾üÿ策Ă Webw参à��_Q²øĄü性皮膚炎^

民講ÿĀ WEBĀ 2023.12.16 

119. ÿ家辰{Ď _Q²øĄü性皮膚炎～ÿ療ÄüěÔr|目指��fïx～Ă 大Ze講演会Ā 

WEBĀ 2023.12.18～2024.1.6 

120. ÿ家辰{Ď ²øĄü性皮膚炎{z��皮膚ĀĚ²Á²～ÿ療xÎ防~đ»ûÊĐ²理解��

う～Ă 長崎�_Q科|会学術講演会Ā WEBĀ 2023.12.20 

121. 山q貴和子Ď _Q²øĄü性皮膚炎~ÿ療戦略-最新~û題-Ă Meet the ExpertĀ WEBĀ 

2023.12.20 

122. 山q貴和子Ď 食物²Ĝě¾üÎ防²��え�²øĄü性皮膚炎診療xl養指^Ă 第193回

岐阜�_Q科懇û会Ā WEBĀ 2023.12.21 

123. àq倫子Ď _Q気管W開»ûĕüĜ~管理xþ去~w~Ó~�Ă _Qx宅|療講ÿ会Ā 

神`ÝĀ 2023.5.12 

124. àq倫子Ď わ|ÿ~ĐóćÉ÷聴~現状xº題Ă 石Ý�_Q科|会ワ¿Ñó講演会Ā 石

ÝÿWebĀĀ 2023.8.31 

125. àq倫子Ď 手û�語�例x��{�~東ðý~�う教育Ă 東ðý~�う教育²考え�ą¹
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üęĐĀ webĀ 2023.3.12 

126. àq倫子Ď 聴�え~Ā礎知識1÷聴{·��病気x�~ÿ応Ă 立Ý学園両親講ÿĀ 東

ðĀ 2023.10.24 

127. 仁科~子Ď 子y�~視力{tいv知�う！～0{～3{~子y�²持t保護者x～Ă ð和5
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thrombasthenia and congenital thrombocytopenia: ITGA2B and ITGB3 variants. 第65回åq_Q

血ÿû|³学会学術Ø会Ār幌Ā2023.9.29. ô演 

51. Shima M, Takedani H, Kitsukawa K, Taki M, Ishiguro A, Nagao A, Nosaka D, Kyogoku Y, Iwasaki 

K, Nogami K: AOZORA Study: Interim Analysis of 3-year Joint Health in Participants from 

HOHOEMI Study. 第45回åq血栓k血学会ĀX九ÞĀ2023.6.15. ô演 

52. 石黒 精Ď新型Ãĝúワ¿Ñóz��´óąě¸óÆワ¿Ñó\f接種à{

血球®食性Ěóā組織球症²~症�� 1 例ÿ指â~�Ā第689回åq_Q科学会東ð

ý地ý会懇û会, 東ð, 2023.3.11.  ô演 

53. 矢賀勇志Āßô晶裕Ā_崎Ý華Ā中山ĝĀüøĀ石黒 精Ď^骨腫²生��WAGR症候群患者{Ď´¿

ĝ²Ĝ´|査²þ行�,Potocki-Shaffer症候群~\�x診î��一例Ă第126回åq_Q科学会学術

Ø会Ā東ðĀ2023.4.14. čÉÏü 

54. 竹林 gĀ浜u亮Ā赤y祐ÏĀ石黒 精Ā山q×{ĎYy性血_�減少症û異~症ĜÈÉøĚ研究w診

î�得�Yy性血_�減少症~ 2家系Ă第 65回åq血ÿ学会秋{X�Ó地ý会Ār幌Ā2023.9.16. 

ô演 

55. 坂q 淳ĀÕ山 徹Ā國島伸ÿĀÐo良�Ā要 tĀßô晶裕Ā石黒 精Ď22q11.2 k失症候群~血_�

機能x出血症状{tいv~|討Ă第45回åq血栓k血学会ĀX九ÞĀ2023.6.16. čÉÏü 

56. 藤ßR保Ā金子�ï子ĀQß�理Ā石黒 精Āþ\ÿ彦Ār島温子Ď第Ⅸ因子補U²要��血Ü病B保

因者~妊娠管理Ă第33回åq産婦人科û新生Q血ÿ学会学術Ø会Ā埼ûĀ2023.6.9. ô演 

57. ßôó織Ā]r 稔Ā�針崇文Ā澤部}子Ā石黒 精Ď巨大血_�性血_�減少症²\��Takenouchi-

Kosaki 症候群~2 症例Ă第72回åq|学|査学会ĀÚ崎Ā2023.5.20. ô演 

58. 中澤温子, 義岡孝子, 坂q謙一, ý藤耕, 森q哲, 塩uþ子. ç�性黄色肉芽腫{z��V子標的

\â~��~免疫組織W学染色~p用性Usefulness of immunohistochemistry for identification 

of targetable tyrosine kinase gene mutation in children with juvenile xanthogranuloma. å

q病理学会. 秋期特wÿ会 2023 � 11 o 9-10 å, 久留米.åq病理学会会� 112 巻 2 ø 

Page140(2023.10) 

59. ÿ島俊, 岩u慎z郎, 大o麻実, 米qù, y津Ā, nß尚文, 中山ĝĀüø, _林 Û, 清谷知賀子, 
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Ýß章. 術à機能�QOL|_QûAYA 世ïê性骨腫瘍 ÅĀ´Āü~Éčüô活動{Û|��ÿ. å

q整形^科学会 2023.5.11ÿô演Ā 

60. ßR美ó一Ā水ß貴ĀĀ�ßÎzĀ義岡孝子Ā寺島慶zĀ荻原英{Ā清谷知賀子Āà藤元博. _Q³

腫瘍{z��Liquid biopsy~実効性. 第51回åq_Q神経^科学会ÿô演Ā 

61. 豊原美環子, 清谷知賀子Ā森u麻莉Āá�志保Ā山uĀùĀ出ô�生Ā宮嵜ÿĀ義岡孝子Ā米uZ宏 Ā

�q|一.÷ÿ性ºćÍ¿ĝüüÉûďº¿ĝüüÉ症候群ÿOMSĀ{ÿ� Rituximabÿ療²行s�3

例. 第65回åq_Q血ÿû|³学会 学術Ø会. r幌ÿô演Ā 

62. 金沢英恵, ý藤�u}, _美濃千鶴, 世Ý晶子, Ú橋`津子, 清谷知賀子, Þ十Ý伸崇, ½場}行.

<��~ww}�！_Q|³ÿ療{z��機能温`~試�. _Q|³ÿ療{z��ôÕ\�症.=第

61回åq~ÿ療学会学術Ø会Āl浜Ā2023.10.21ÿワü¿Çėóćô演Ā 

63. à藤実穂Āwq哲也ďq邦{z��_Q|³長期ą¹ĝü²óć<情報´óąęÉøę¿Ñēü<Ă

第65回åq_Q血ÿû|³学会学術Ø会ĂÇóčÈÉøĀ2023�9oýr幌Ă 

64. à藤実穂Āwq哲也ď_Q|³é床研究支援{z��情報Ë½ĕĚö³体v~構築Ă第65回åq_Q

血ÿû|³学会学術Ø会Ă一般講演Ā2023�9oýr幌Ă 

65. u��ï子Āà藤元博Ā義岡孝子Āà藤実穂Ā久保崇ĀÚ阪�路Ā谷u部mĀwq哲也Ā^r~一Ā

望o慎óĀ七ß浩之Ā_Ý千�世Ā鈴oÔ也Ā�q|一Ā̂ Ý仁ďThe Nationwide Pediatric Cancer 

Genome Profiling Project: JCCG-TOP2Ă第6回åqÅěÃüĎÿ療研究学会学術Ø会Ā一般ô演Ă

ý神戸Ā2023�2o24å<2o25åĂ  

66. Ohira M, Haruta M, Takimoto T, Nakazawa A, Nakamura Y, Takatori A, Iehara T, Tajiri T, 

Nakagawara A, and Kamijo TďJCCG-JNBSG神経芽腫過去�録例~初回ÿ療à~��再~/増êf|体

x初~f|体~ÂþĐÃĄüu解析Ă第65回åq_Q血ÿû|³学会学術Ø会Ă2023�9oýr幌Ă 

67. u��ï子1義岡孝子1à藤実穂1wq哲也1望o慎ó1_Ý千�世1鈴oÔ也1�q|一1̂ Ý仁1

à藤元博ďThe Nationwide Pediatric Cancer Genome Profiling Project: A Report from the JCCG-

TOP2 Study. 第65回åq_Q血ÿû|³学会学術Ø会Ă2023�9oýr幌Ă 

68. u��ï子1義岡孝子1à藤実穂1久保崇1Ú阪�路1谷u部m1wq哲也1^r~一1望o慎ó1

七ß浩之1_Ý千�世1鈴oÔ也1�q|一1^Ý仁1à藤元博ďThe Nationwide Pediatric Cancer 

Genome Profiling Project: A Report from the JCCG-TOP2 Study. 第82回åq|³学会学術ÿ会Ă

2023�9oýl浜Ă 

69. 良qÿ子1Ú見浩u1orvß1å比谷優子1中ß嘉子1�S裕子1Ú÷俊作1u中_z1ß藤延人1

�戸純子1義岡孝子1à藤実穂1wq哲也1^r~一1åq_Q|³研究Àěüć³腫瘍委員会ďå

q_Q|³研究ÀěüćÿJCCGĀ{z��中枢神経系胚細胞腫178例~é床û病理解析Ăåq³神経

^科学会第82回学術ÿ会Ă2023�10oýl浜Ă 

 

[講演] 

1. �q|一Ď_Q|³専門||考え�|³û生殖|療. ý立_Qû東ð大学共催Ëďúü 2023.1.28 

2. �q|一Ď_Q|³ÿ療~²Wx長期ą¹ĝü²óć~必要性. TeamNET<第 10回 ÑēĚö³üÃ

óÅüøĀËďúü= 東ð 2023.3.10 

3. �q|一Ď_Q|³ÿ療~実�xÎà1��v病弱教育{望��x ��{�V教ü 2023.7.24 

4. �q|一Ď_Q|³|療~現x. 藤沢ÿ陵Ú{学校 2023.11.22 
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5. �q|一Ď第四期|³ÿ策è²Āq計�{z��_QûAYA |³ÿ策{tいv<_Q|³|療ðß体

vx~連携²中心{< 第16回ýÓ府�|³診療連携âù病ö連}T議会 東ð12023.7.7 

6. �q|一Ďåq{z��ÚĚÉ¿神経芽腫~ÿ療戦略. _Q血ÿû|³WEB Ëďúüÿ中^製°Ā 

2023.6.6 

7. �q|一Ď_Q|³{z��øüÏěÁ²~あ�{� ð和4�þÿ立特w支援教育ÿ\研究�第Q

期特w支援教育専門研ï 2023.5.24 

8. Tomizawa D: Pediatric Oncology in Japan. The Princess Máxima Center for Pediatric 

Oncology, Utreht, 2023.3.30 

9. 富澤大輔: AYA世ï患者~造血細胞移m～ĉý¿Ĝ¿ÉÏ~使用経験²交えv～Ă第8回造血細胞移

m Total Care Forumÿ]õ_BMTG1²óô³\\会社共催ĀĀ]õ_Ā2023.5.19 

10. Tomizawa D: Standard of care for relapsed/refractory B-ALL in children, adolescents, and 

young adults 2023. Café Seminar 1 (sponsored by Amgen Inc.), The 13th Japanese Society of 

Hematology (JSH) International Symposium 2023ĀTsukubaĀ2023.7.21 

11. 富澤大輔: 再~û÷ÿ急性Ěóā性�血病~ÿ療戦略ĂPediatric ALL WEB Conference in North 

Japanÿ²ĐÈ·ó株式会社/²ÉöęÉ株式会社主催ĀĀ東ðÿºóę´óĀĀ2023.7.28 

12. 富澤大輔: わ|ÿ{z��_Q急性骨髄性�血病~ÿ療開~~歩�x��{�Ă第17回ðý地{_

Q血ÿ腫瘍研究会ÿďĔĚÅó製°株式会社共催ĀĀðýĀ2023.8.6 

13. 富澤大輔: 知svい~�{Ā_Q|³~ùęóÀęÀ問題ĂÁ²ýóø~t�Ā東ðÿºóę´

óĀĀ2023.9.27 

14. 富澤大輔: _Q|³{z��ùęóÀęÀ{tいvĂ_Q|³患者~�家族~��~ºóę´óÅ

ĝóĀ東ðÿºóę´óĀĀ2023.10.28 

15. 富澤大輔: _Q|³Vß{z��ùęóÀęÀ{tいvĂ第19回_Q|³âù病ö連}T議会相談

支援部会Ā東ðÿºóę´óĀĀ2023.11.30 

16. Terashima K: Genome-Wide Association Study of Intracranial Germ Cell Tumors. PNOC GCT WG 

Meeting1²đĚ»ÿºóę´óĀ2023.3.24. 

17. 寺島慶zĎ_Q³腫瘍~ÂþĐ|療 2023Ă_Q|³âù病ö機能強WÏ業東�XþĆĝó¿_Q³

腫瘍ËďúüĀ静岡^ÿºóę´óĀ12023.1.16 

18. 寺島慶zĎ神経線維腫症1型{ÿ��V子標的ÿ療Ă第65回åq_Q血ÿû|³学会学術Ø会Ār

幌^Ā2023.9.30 

19. 寺島慶zĎ神経線維腫症1型{z��ó状神経線維腫~病態xÿ療Ă静岡NF1Ëďúü1静岡^1

2023.11.13 

20. 寺島慶zĎNF1{z��ó状神経線維腫{ÿ��V子標的ÿ療xé床経験ĂNF1 National Web 

Seminar1東ðÿºóę´óĀ12023.12.11 

21. 寺島慶zĎÂþĐ|療~fï{z��_Q³腫瘍診療 Pediatric neuro-oncology in the era of 

genomic medicineĂ第41回åq³腫瘍学会Ā新潟^Ā2023.12.4 

22. 坂ô大俊ĎPediatric×Adult SOS web seminar ～����~目線{�SOSÿ療²考え�～Ă

Pediatric×Adult SOS web seminar, 東ðÿºóę´óĀĀ2023.8.3. 

23. 坂ô大俊ĎCAYA世ï~ALLÿ療{z��÷体|°~O置u�ĂJACLS/CCLSG夏{Ëďúü, ��Ā

2023.7.16. 
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24. 坂ô大俊Ď_Q~造血細胞移m{z��SOS~ĎýüÈđóøĂ埼û�立_Q|療ËóÏü_Q|

³研ï会, �い�~Ā2023.5.25. 

25. 坂ô大俊ĎEBMTĀ準{Āuい�SOS~診îxÿ療ĎýüÈđóø~実�Ă神`Ý_QSOS研究会, 

東ðÿºóę´óĀĀ2023.2.14. 

26. 出ô�生: _Q急性Ěóā性�血病~診îxÿ療Þ応性評価Ă神`Ý_Q血ÿ腫瘍研究会Āl浜ÿº

óę´óĀĀ2023.8.19 

27. 石黒 精Ď血Ü病~概要x緊急f{×�y}ÿ応Ă血Ü病 X 救急 CROSS Ëďúü in {西W部|療

圏Ā東ð(web講演)Ā2023.1.26. 

28. 塩uþ子. LCH~é床経過～_QLCH²疑うx}û大人{zs�x}～. 静岡�立�y�病ö ö

Õ学術講演会  ÿ´ĆĚóù2023.1.30  

29. 塩uþ子. _Q科教育講演ĎLangerhans細胞組織球症~特Āxº題<CNSĚÉ¿部O=x�. 第51

回åq_Q神経^科学会 2023.6.10 ßý宮   

30. 塩uþ子. 皮膚科^来w�t{�_Q|³ ～ 特Ā的z�見�症状²知� ～. 第59回皮膚科学会

Ëďúü _Q皮膚科学会 2023.9.9 東ð 

31. 清谷知賀子<_Q|³経験²�tC/AYA世ï~移行支援~×�組�= Cancer Supportive Care 

Web Seminar ～AYA世ï|³患者²支え�い～ NOVARTIS 2023.3.6(WEB) 

32. 清谷知賀子<_Q|³経験者~移行支援=東ðý_QûAYA世ï|³診療T議会_Q|³連携部会 

_QûAYA世ï|³長期ą¹ĝü²óć研ï会 2023.3.5(WEB) 

33. 清谷知賀子<_Q³腫瘍~晩期\�症x長期ą¹ĝü²óć²考え�=第1回_Q³腫瘍»óą±

ęóÉ. 2023.3.11ÿWEBĀ_Q³腫瘍»óą±ĜóÉ (jspno.site) 第1回_Q³腫瘍»óą±Ĝ

óÉ.pdf  (jspno.site) 

34. 清谷知賀子<ÿ療{���~�長期ą¹ĝü²óć. _Q{�AYA, ��vr人領域x=血ÿ情報�

�� t�� t��ą¹üęĐ 2023.7.22ÿºóÅ´øûWEB配信Ā 

35. 清谷知賀子<_Q³腫瘍~長期ą¹ĝü²óćx移行期~ÿ応-_Q腫瘍|~立場{�-=_Q³腫

瘍~会1第15回zî�親睦会 2023.9.23ÿºóÅ´øĀ 

36. 清谷知賀子<_QûAYA世ï~|³ÿ療à~c性健ÿ 害x長期ą¹ĝü²óć~Þ要性=é床腫瘍

°学会 é床腫瘍°学会¸½ÉāüøËďúü2023ÿºó÷ĎóùĀ¸½ÉāüøËďúü2023 | 

åqé床腫瘍°学会 (jaspo-oncology.org) 

37. 山uĀùĎ神経芽腫{ÿ��÷GD2÷体ÿ療Ă_Q|³交mą·ÉÏĀ東ðĀ2023.2.26 

38. à藤実穂Āwq哲也Ă第13回信濃�_Q|³¿ęÉÏü症例|討会<_Q|³長期ą¹ĝü²óć

ËóÏü構想=2023�3o13åºóę´ó開催Ă 

39. à藤実穂Āwq哲也Ă第14回X�Ó大学病ö_Q|³âù病ö研ï会Ă_Q血ÿû|³Ëďúü 

inX�Ó2022<_Q|³長期ą¹ĝü²óćËóÏü構想=2023�2o4åýr幌Ă 

 

[ß報活動] 

1. 石黒 精Ď血ÿ~病気�子y�{���起��~�Ă|学会ÿ会ºüćóÉöüÈĀ東ðĀ2023.4.17 

2. 塩uþ子. JCCG Press vol.27 ÇĚüÊé床試験ĎęóÂěÿóÉ細胞組織球症 NPO法人 åq

_Q|³研究Àěüć JCCG 第27ø~行2023.8.10 
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4-7 _Q^科系専門診療部 

 

^科 

 

[原著論文Ď査¯Þ]ÿReviewed PaperĀ 

1. Yokoyama S, Kurashima Y, Ieiri S, Yamataka A, Okuyama H, Uchida H, Ishimaru T, Hirano S: 

Comprehension of fundamental knowledge about pediatric endoscopic surgery: a cross-

sectional study in Japan. Surg Endosc 2023;8:6408-6416 

2. Ishimaru T, Shinjo D, Fujiogi M, Michihata N, Morita K, Hayashi K, Tachimori H, Kawashima 

H, Fujishiro J, Yasunaga H: Risk factors for postoperative anastomotic leakage after 

repair of esophageal atresia: a retrospective nationwide database study. 

Surg Today 2023;11:1269-1274 

3. Hosokawa T, Urushibara A, Tanami Y, Sato Y, Ishimaru T, Ohashi K, Kawashima H, Oguma E: 

Prediction of testicular atrophy based on sonographic findings immediately after 

successful manual detorsion. Australas J Ultrasound Med 2022;1:26-33 

4. Hosokawa T, Tanami Y, Sato Y, Deie K, Ishimaru T, Hara T, Nambu R, Deguchi K, Takei H, 

Iwama I, Kawashima H, Oguma E: Incidence and diagnostic performance of ultrasound for 

perianal abscess or fistula-in-ano in pediatric patients with perianal inflammation. J 

Clin Ultrasound 2023;5:819-826 

5. Nakata K, Matsuda T, Hori M, Sugiyama H, Tabuchi K, Miyashiro I, Matsumoto K, Yoneda A, 

Takita J, Shimizu C, Katanoda K: Cancer incidence and type of treatment hospital among 

children, adolescents, and young adults in Japan, 2016-2018: Cancer Sci 2023;9:3770-3782 

6. Kobayashi T, Fujino A, Furugane R, Hashizume N, Mori T, Kano M, Watanabe E, Takahashi M, 

Yoneda A, Kanamori Y: Seasonal incidence of cellulitis in cystic lymphatic malformation 

and Klippel3Trenaunay syndrome. Global Pediatrics 2023;5: 

https://doi.org/10.1016/j.gpeds.2023.100071 

7. Honda M, Isono K, Hirukawa K, Tomita M, Hirao H, Hirohara K, Sakurai Y, Irie T, Mori T, 

Shimata K, Shimojima N, Sugawara Y, Hibi T: Reappraisal of anatomical liver resection for 

hepatoblastoma in children: Surg Open Sci 2023;16:215-220 

8. Harada A, Tomita H, Tsukizaki A, Mizuno Y, Ishihama H, Shimotakahara A, Matsuoka K, Shimojima 

N, Hirobe S: Treatment Strategy for Currarino Syndrome Complicated With Anorectal Stenosis. 

Cureus 2023;12:e50512. doi: 10.7759/cureus.50512. eCollection 

9. Yamada Y, Mori T, Takahashi N, Fujimura T, Kano M, Kato M, Takahashi M, Shimojima N, 

Watanabe T, Yoshioka T, Kanamori Y, Kuroda T, Fujino A: Historical Cohort Study of Congenital 

Isolated Hypoganglionosis of the Intestine: Determining the Best Surgical Interventions. 

Biomolecules. 2023 Oct 23;13(10):1560. doi: 10.3390/biom13101560. 

10. Kyo M, Zhu Z, Shibata R, Fujiogi M, Mansbach JM, Camargo CA, Hasegawa K: Respiratory Virus-

Specific Nasopharyngeal Lipidome Signatures and Severity in Infants With Bronchiolitis: A 

Prospective Multicenter Study. J Infect Dis 2023;10:1410-1420 
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11. Takamoto N, Konishi T, Fujiogi M, Kutsukake M, Morita K, Hashimoto Y, Matsui H, Fushimi K, 

Yasunaga H, Fujishiro J: Outcomes Following Laparoscopic Versus Open Surgery for Pediatric 

Intussusception: Analysis Using a National Inpatient Database in Japan. J Pediatr Surg 

2023;11:2255-2261 

12. Konishi T, Fujiogi M, Sato M, Michihata N, Matsui H, Nishioka K, Tanabe M, Seto Y, Yasunaga 

H: Impact of the National Action Plan for Antimicrobial Resistance on Antibiotic Use for 

Mastitis Using a Japanese Nationwide Database. Breast Care (Basel) 2023;2:122-129 

13. Yoneda, A: Role of surgery in neuroblastoma. Pediatr Surg Int 2023;1:177 

14. Hayashi K, Mori M, Sanmoto Y, Oiki H, Ishimaru T, Arakawa Y, Koh K, Kawashima H: Relationship 

between the timing of chemotherapy and surgical complications following surgical biopsy in 

children with malignant solid tumors. Pediatr Blood Cancer 2023;1:e30030 

15. Uchida H, Sakamoto S, Komine R, Kodama T, Nakao T, Okada N, Yanagi Y, Shimizu S, Fukuda A, 

Shioda Y, Kiyotani C, Matsumoto K, Yoneda A, Haga C, Yoshioka T, Miyazaki O, Nosaka S, 

Kasahara M (2023) Strategy for hepatoblastoma with major vascular involvement: A guide for 

surgical decision-making. Surgery 173(2):457-463 

16. Sugiyama M, Arakawa A, Shirakawa N, Tao K, Tanimura K, Nakajima M, Watanabe Y, Kumamoto T, 

Maniwa J, Yoneda A, Iwata S, Kobayashi E, Kawai A, Ogawa C (2023) Safety and efficacy of 

multiple tyrosine kinase inhibitors in pediatric/adolescent and young adult patients with 

relapsed or refractory osteosarcomas: A single-institution retrospective analysis. 

Pediatric blood & cancer 70(7):e30360 

17. Honda M, Uchida K, Irie T, Hirukawa K, Kadohisa M, Shimata K, Isono K, Shimojima N, Sugawara 
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Õ視鏡^科手術ËóÏü²目指�vĂ r育|療ĚÅüÑËďúüĀ 鹿Q島Ā 2023.9.21 

5. 石~哲也Ā_·元zĀ山岸ÿ子Āï藤傑Ā藤Öoî�Ā山q裕輝ĀS島ö{Ā米uZ宏Ď 食Ó閉鎖

症~^科管理Ă 第3回胎Q食Ó研究会Āºóę´óĀ2023.11.23 

6. Yoneda A. Surgical Treatment of Neuroblastomas-from the Japanese Neuroblastoma Clinical 

Trial-, SIOP Asia 2023. Yerevan, Armenia, 20th May, 2023 

7. S島ö{: _Q~排便 害{·�v. 第 28 回大ù肛門機能 害研究会ęóÑėóËďúü, 

2023.9.2 

 

[ß報活動]  

当z� 

 

 

³神経^科 

 

1. Pineal/germ cell tumors and pineal parenchymal tumors. 

Ogiwara H, Liao YM, Wong TT. 

Childs Nerv Syst. 2023 Oct;39(10):2649-2665. 

 

2. Second-look surgery for pineal region tumors. 

Ogiwara H. 

Childs Nerv Syst. 2023 Sep;39(9):2349-2352. 

 

3.  Prevention of retethering in untethering surgery of a tight filum terminale. 

Ogawa S, Ogiwara H. 

J Neurosurg Pediatr. 2023 May 19;32(2):158-162. 

 

4. Cranial distraction osteogenesis for craniosynostosis associated with osteopetrosis: A case 

report. 

Ogawa S, Ogiwara H. 

Surg Neurol Int. 2023 Oct 13;14:368. 
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心臓血管^科 

 

[学会~表] 

1ĂX ÿz, 宮入 剛, 近u l英, ~u Û, 千葉 清, 駒ヶ嶺 l英, 杵� 聡志, 富u �央, 中r 竜士, 

金子 ~裕Ď僧�弁異形r{�~Ð心üïÿx�~à~º題1第ĉć回åq心臓血管^科学会学術ÿ会1

2023�3o 

2Ă山ô 章, 武ß 哲理, 近藤 良一, 金子 ~裕Ďr育|療研究ËóÏü{z��Comprehensive Stage 2 

Norwood-Glenn手術~|討1第ċĊ回 åq胸部^科学会â期学術Ø会12023�10o 

3ĂQû t, _Ā 竜Ð, 中� 俊×, ÷ Sx, 清水 誠一, Õu _, ÿu g也, 阪q 靖Ï, 武ß 哲理, 

近藤 良一, 金子 ~裕, 笠原 群生: 体^Ā環装置²用いv肝芽腫心�Õ腫瘍栓²摘出�生体肝移m術

²行s�一例1第ĉč回åq移m学会学術Ø会12023�9o 

4Ă浦u 晋藤r Ü美, ~山 和歌子, R藤 麻朝, 山ô 章, 武ß 哲理, 近藤 良一, ²藤 考洋, Q崎 泰

志, 金子 ~裕, _ß 博Ď一期的心Õïÿ術²行s�心ü中隔k損²伴うº動�閉鎖症~ÿ療r績1第

ĉč回åq_QĀ環器学会学術Ø会12023�ċo 

5Ă藤r Ü美1²藤 考洋, ~山 和歌子, R藤 麻朝, 浦u 晋, Q崎 泰志, 金子 ~裕, _ß 博Ď胆Ó閉

鎖症術à~p期肝O全{ÿ��肝移m{心Õïÿ術²Y行��多脾症候群~ 2例1第ĉč回åq_QĀ

環器学会学術Ø会12023�7o 

6Ă山ô 章, 武ß 哲理, 近藤 良一, 金子 ~裕ĎDextrorotation²伴う心ü中隔k損症{ÿ�vô開胸

²ćĝüÑ²øþ��1例1第ąčĆ回 åq胸部^科学会·東w信越地ý会12023�6o 

 

 

整形^科 

  

[原著論文Ď査¯Þ]ÿReviewed PaperĀ  

1.  中Ý誉之, �ô�孝, Úo岳彦, ÿu良嗣, �î, 山岸賢一郎. Þþ角状変形²p��10{ñR~

_Q前Ö両骨骨�部骨ø{ÿ��保`的ÿ療~|討. 骨ø, 45(2):564-568, 2023 

2. 阿Wû子, ·敦仁, �ô�孝ĀÚo岳彦, Ú山�一郎, 金谷文則. ~側裂手症~手術ÿ療. å手会

�139(4):502-506, 2023 

3. 林健z郎, ·敦仁, 阿Wû子, 稲葉尚人, 武谷博n, Úo岳彦. 肘·節²初~x�v~症��3例~

少·節炎型ç�性特~性·節炎~特Ā. å手会�139(4):528-34, 2023 

 

[原著論文Ď査¯z�]  

z� 

 

[症例報 ]̂  

1. Chen YC, Kuo KN, Takagi T, Takayama S, Shih PJ, Chang CH. A new technique for separating 

radioulnar synostosis with vascularized flap: a case report. JSES Int 2023;7(4):709-713 

2. Kawano Y, Seki A, Kuroiwa T, Maeda A, Funahashi T, Shizu K, Suzuki K, Inagaki H, Kurahashi 

H, Fujita N. A case of bilateral elbow dislocation in a patient with Rubinstein-Taybi 
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syndrome. JSES Int. 2023 Apr 24;7(4):714-718. 

3. Nakamura T, Iwai M, Inoue T, Irie H, Karasugi T, Seki A, Hamaguchi M, Kuraoka S, Mizukami 

T, Nakamuara K. A neonate with multiple hand flexor tendon ruptures due to methicillin-

susceptible Staphylococcus aureus sepsis: a case report.BMC Pediatr. 2023 Feb 9;23(1):68. 

 

[ÿ®]  

1. Úo岳彦. {電義手~現状xo来 5��ö感的z{電義手{U�v5. å手会�, 2023;39(4):387-

391 

2. Úo岳彦. RÖ骨顆R骨ø. ·節^科, 2023;42(4 Suppl):57-62 

3. Úo岳彦. _Q手^科|x�v~過去û現xûo来. åqĎ´¿ĝ会�, 2023; 36(3):144-148 

   

[著書]                        

1. Úo岳彦Ă中手指節ÿMPĀ·節. <The Grasping Hand åq語x 手āR¢~構造x機能=ÿûß誠1

ruo一÷»ĀĀ|学書ö,  2023; 393-402 

2. Úo岳彦Ă��|q当~感覚|査. <手救急−手^科専門||教え�現場w~初療=ÿ^原理ù

ýĀĀW�Z, 2023; 74-81 

3. Úo岳彦ĂV娩麻痺. <ýěÍó_Q科学 原著第21x=ÿÞ十嵐� ÿ÷»ĀĀ¸ěËă²Èēā

ó,  第731章, 2023 (電子書籍). 

4. 金ÿp彦, ·敦仁Ăr長x~Ô. <ýěÍó_Q科学 原著第21x=ÿÞ十嵐� ÿ÷»ĀĀ¸ěË

ă²Èēāó,  第692章, 2023 (電子書籍). 

5. 金ÿp彦, ·敦仁Ă_Q~整形^科的評価. <ýěÍó_Q科学 原著第21x=ÿÞ十嵐� ÿ÷

»ĀĀ¸ěËă²Èēāó,  第693章, 2023 (電子書籍). 

6. 金ÿp彦, ·敦仁Ă足x足趾. <ýěÍó_Q科学 原著第21x=ÿÞ十嵐� ÿ÷»ĀĀ¸ěËă

²Èēāó,  第694章, 2023 (電子書籍). 

7. 金ÿp彦, ·敦仁Ă四¢~回旋変形x角状変形. <ýěÍó_Q科学 原著第21x=ÿÞ十嵐� ÿ

÷»ĀĀ¸ěËă²Èēāó,  第695章, 2023 (電子書籍). 

8. 金ÿp彦, ·敦仁Ă脚長ÿ. <ýěÍó_Q科学 原著第21x=ÿÞ十嵐� ÿ÷»ĀĀ¸ěËă²

Èēāó,  第696章, 2023 (電子書籍). 

9. 金ÿp彦, ·敦仁Ă�. <ýěÍó_Q科学 原著第21x=ÿÞ十嵐� ÿ÷»ĀĀ¸ěËă²Èē

āó,  第697章, 2023 (電子書籍). 

10. 金ÿp彦, ·敦仁Ă¡·節. <ýěÍó_Q科学 原著第21x=ÿÞ十嵐� ÿ÷»ĀĀ¸ěËă²

Èēāó,  第698章, 2023 (電子書籍). 

11. 金ÿp彦, ·敦仁Ăr長x~Ô. <ýěÍó_Q科学 原著第21x=ÿÞ十嵐� ÿ÷»ĀĀ¸ěË

ă²Èēāó,  第692章, 2023 (電子書籍). 

12. ·敦仁Ă脊n. <ýěÍó_Q科学 原著第21x=ÿÞ十嵐� ÿ÷»ĀĀ¸ěËă²Èēāó,  

第699章, 2023 (電子書籍). 

13. ·敦仁Ă .̧ <ýěÍó_Q科学 原著第21x=ÿÞ十嵐� ÿ÷»ĀĀ¸ěËă²Èēāó,  第

700章, 2023 (電子書籍). 

14. ·敦仁ĂR¢. <ýěÍó_Q科学 原著第21x=ÿÞ十嵐� ÿ÷»ĀĀ¸ěËă²Èēāó,  

第701章, 2023 (電子書籍). 
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15. ·敦仁Ă·節拘縮症. <ýěÍó_Q科学 原著第21x=ÿÞ十嵐� ÿ÷»ĀĀ¸ěËă²Èēā

ó,  第702章, 2023 (電子書籍). 

16. ·敦仁Ă一般的z骨ø. <ýěÍó_Q科学 原著第21x=ÿÞ十嵐� ÿ÷»ĀĀ¸ěËă²Èē

āó,  第703章, 2023 (電子書籍). 

17. ·敦仁Ă骨髄炎. <ýěÍó_Q科学 原著第21x=ÿÞ十嵐� ÿ÷»ĀĀ¸ěËă²Èēāó,  

第704章, 2023 (電子書籍). 

18. ·敦仁Ă敗血症性·節炎. <ýěÍó_Q科学 原著第21x=ÿÞ十嵐� ÿ÷»ĀĀ¸ěËă²È

ēāó,  第705章, 2023 (電子書籍). 

19. R藤和毅, ·敦仁Ă疫学x傷害Î防. <ýěÍó_Q科学 原著第21x=ÿÞ十嵐� ÿ÷»ĀĀ¸

ěËă²Èēāó,  第706章, 2023 (電子書籍). 

20. R藤和毅, ·敦仁Ă{骨格系損傷~管理. <ýěÍó_Q科学 原著第21x=ÿÞ十嵐� ÿ÷

»ĀĀ¸ěËă²Èēāó,  第707章, 2023 (電子書籍). 

21. or豪志, ·敦仁ĂÉčüô^傷性³損傷ÿ³振盪Ā. <ýěÍó_Q科学 原著第21x=ÿÞ十

嵐� ÿ÷»ĀĀ¸ěËă²Èēāó,  第708章, 2023 (電子書籍). 

22. R藤和毅, ·敦仁Ă頚n損傷. <ýěÍó_Q科学 原著第21x=ÿÞ十嵐� ÿ÷»ĀĀ¸ěËă

²Èēāó,  第709章, 2023 (電子書籍). 

23. or豪志, ·敦仁Ă熱中症. <ýěÍó_Q科学 原著第21x=ÿÞ十嵐� ÿ÷»ĀĀ¸ěËă²

Èēāó,  第710章, 2023 (電子書籍). 

24. or豪志, ·敦仁Ă女性Éčüôø手. <ýěÍó_Q科学 原著第21x=ÿÞ十嵐� ÿ÷»ĀĀ

¸ěËă²Èēāó,  第711章, 2023 (電子書籍). 

25. or豪志, ·敦仁ĂÛ動能力UR補助. <ýěÍó_Q科学 原著第21x=ÿÞ十嵐� ÿ÷»ĀĀ

¸ěËă²Èēāó,  第712章, 2023 (電子書籍). 

26. R藤和毅, ·敦仁Ă特â~Éčüôx·連 害. <ýěÍó_Q科学 原著第21x=ÿÞ十嵐� ÿ

÷»ĀĀ¸ěËă²Èēāó,  第713章, 2023 (電子書籍). 

27. 芳賀信彦, ·敦仁Ă骨系統ÿ患{z��一般的考察. <ýěÍó_Q科学 原著第21x=ÿÞ十嵐

� ÿ÷»ĀĀ¸ěËă²Èēāó,  第714章, 2023 (電子書籍). 

28. 芳賀信彦, ·敦仁Ă骨系統ÿ患{z��一般的考察. <ýěÍó_Q科学 原著第21x=ÿÞ十嵐

� ÿ÷»ĀĀ¸ěËă²Èēāó,  第714章, 2023 (電子書籍). 

29. 芳賀信彦, ·敦仁Ăß骨ĎøĚó¿É蛋�|·P��ÿ患. <ýěÍó_Q科学 原著第21x=

ÿÞ十嵐� ÿ÷»ĀĀ¸ěËă²Èēāó,  第715章, 2023 (電子書籍). 

30. 芳賀信彦, ·敦仁Ă�¯通Ø容体|·P��ÿ患. <ýěÍó_Q科学 原著第21x=ÿÞ十嵐� 

ÿ÷»ĀĀ¸ěËă²Èēāó,  第716章, 2023 (電子書籍). 

31. 芳賀信彦, ·敦仁Ă´ºó輸�体|·P��ÿ患. <ýěÍó_Q科学 原著第21x=ÿÞ十嵐� 

ÿ÷»ĀĀ¸ěËă²Èēāó,  第717章, 2023 (電子書籍). 

32. 芳賀信彦, ·敦仁Ăî写因子²含�ÿ患. <ýěÍó_Q科学 原著第21x=ÿÞ十嵐� ÿ÷

»ĀĀ¸ěËă²Èēāó,  第718章, 2023 (電子書籍). 

33. 芳賀信彦, ·敦仁Ă骨吸ß 害²伴うÿ患. <ýěÍó_Q科学 原著第21x=ÿÞ十嵐� ÿ÷

»ĀĀ¸ěËă²Èēāó,  第719章, 2023 (電子書籍). 

34. 芳賀信彦, ·敦仁Ă他~ú伝性骨格r長 害. <ýěÍó_Q科学 原著第21x=ÿÞ十嵐� ÿ÷

»ĀĀ¸ěËă²Èēāó,  第720章, 2023 (電子書籍). 
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35. 芳賀信彦, ·敦仁Ă骨形rO全症. <ýěÍó_Q科学 原著第21x=ÿÞ十嵐� ÿ÷»ĀĀ¸ě

Ëă²Èēāó,  第721章, 2023 (電子書籍). 

36. 芳賀信彦, ·敦仁ĂMarfan症候群. <ýěÍó_Q科学 原著第21x=ÿÞ十嵐� ÿ÷»ĀĀ¸ě

Ëă²Èēāó,  第722章, 2023 (電子書籍). 

37. XÝ玲子, ·敦仁Ă骨構造, r長, ċěĒó調節. <ýěÍó_Q科学 原著第21x=ÿÞ十嵐� 

ÿ÷»ĀĀ¸ěËă²Èēāó,  第723章, 2023 (電子書籍). 

38. XÝ玲子, ·敦仁ĂPċÉą±ÏüÌ症. <ýěÍó_Q科学 原著第21x=ÿÞ十嵐� ÿ÷

»ĀĀ¸ěËă²Èēāó,  第724章, 2023 (電子書籍). 

39. XÝ玲子, ·敦仁ĂÚ²ě»ĚċÉą±ÏüÌ症. <ýěÍó_Q科学 原著第21x=ÿÞ十嵐� 

ÿ÷»ĀĀ¸ěËă²Èēāó,  第725章, 2023 (電子書籍). 

40. XÝ玲子, ·敦仁Ă骨ÿ��う症. <ýěÍó_Q科学 原著第21x=ÿÞ十嵐� ÿ÷»ĀĀ¸ě

Ëă²Èēāó,  第726章, 2023 (電子書籍). 

  

[¼´ùę´ó1研究報^書1�~他]  

1Ă�ô�孝ÿV担研究者Ā乳幼Q健診~ãU{U��ð�～�y��策÷ÈÏěøęóÉą¹üđüÇ  

ėóè²�踏~えv～ �y�家庭科学研究3班\\報^書 2023.11 

  

[学会~表]  

1. Takagi T, Seki A, Takayama S. Opponensplasty with abductor pollicis brevis rerouting for 

various kinds of congenital thumb differences. 2023 World Symposium on Congenital 

Malformations of the Hand and Upper Limb, Minneapolis, MN, USA, 2023.5.19 (Oral 

presentation)  

2. Takagi T, Yamanoi Y, Yokoi H. Phocomelia and the motor-powered hand prosthesis. 2023 World 

Symposium on Congenital Malformations of the Hand and Upper Limb, Minneapolis, MN, USA, 

2023.5.17-20 (Poster presentation) 

3. Takagi T. Camptodactyly, clinodactyly & other digital deformities. 13th Asian Pacific 

Federation of Societies for Surgery of the Hand (APFSSH), Singapore, Singapore, 2023.6.1 

(Oral presentation)  

4. Takagi T. Paediatric elbow injuries & complications. 13th Asian Pacific Federation of 

Societies for Surgery of the Hand (APFSSH), Singapore, Singapore, 2023.6.2 (Oral 

presentation)  

5. Yamaguchi S, Takagi T, Seki A, Takayama S. Opponensplasty with abductor pollicis brevis 

rerouting for hypoplastic thumb: a retrospective review. 13th Asian Pacific Federation of 

Societies for Surgery of the Hand (APFSSH), Singapore, Singapore, 2023.6.1 (Oral 

presentation) 

6. Iigaya S, Takagi T, Seki A, Takayama S. Long Outcome of Reconstruction for Severely 

Hypoplastic Thumb. 13th Asian Pacific Federation of Societies for Surgery of the Hand 

(APFSSH), Singapore, Singapore, 2023.5.31 (Oral presentation) 
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7. Almeida M, Takagi T, Torii Y, Takayama S. Humeroradial synostosis: a valuable strategy of 

resection arthroplasty. 13th Asian Pacific Federation of Societies for Surgery of the Hand 

(APFSSH), Singapore, Singapore, 2023.5.31 (Oral presentation) 

8. Anbarasan A, Takagi T, Seki A, Takayama S. Abductor Pollicis Brevis Rerouting and First Web 

Deepening for Clasped Thumb Deformity in Arthrogryposis Multiplex Congenita. 13th Asian 

Pacific Federation of Societies for Surgery of the Hand (APFSSH), Singapore, Singapore, 

2023.5.31-6.3 (E-poster presentation) 

9. Misra S, Takagi T, Yamaguchi S, Anami Y, Takayama S. Intercostal Nerve Transfer in Management 

of Biceps and Triceps Co-contraction in Brachial Plexus Birth Palsy. 13th Asian Pacific 

Federation of Societies for Surgery of the Hand (APFSSH), Singapore, Singapore, 2023.6.1 

(Oral presentation) 

10. Takagi T. Current concepts for congenital missing hands -surgeries and prostheses-. 16th 

National Pediatric Orthopedic Surgery Conference 2023, Hanoi, Vietnam, 2023.9.23 (Oral 

presentation)  

11. Takagi T. Pediatric elbow fractures and complications. 16th National Pediatric Orthopedic 

Surgery Conference 2023, Hanoi, Vietnam, 2023.9.23 (Oral presentation)  

12. Takagi T, Yamaguchi S, Anbarasan A, Seki A, Takayama S. Opponensplasty with abductor 

pollicis brevis rerouting for congenital hypoplastic thumb. 78th Annual Meeting of the 

American Society for Surgery of the Hand (ASSH), Toronto, Canada, 2023.10.5-7 (ePoster 

presentation) 

13. Takagi T. Arthrogryposis-Management of Upper Extremity Problems-. 15th National Congress 

of Chinese Society of Hand Surgery, Chinese Medical Association, Ningbo, China, 2023.12.15 

(Oral presentation) 

14. Takagi T. Current concepts of thumb polydactyly. 15th National Congress of Chinese Society 

of Hand Surgery, Chinese Medical Association, Ningbo, China, 2023.12.16 (Oral presentation) 

15. Úo岳彦._Q肘^傷x\�症回避~��~適Wz初期ÿ療 −RÖ骨顆R骨øxÕÞ肘{着目�v−. 

第35回åq肘·節学会学術Ø会, 山形, 2023.2.4 ÿô頭~表1ÇóčÈ¶ĐĀ 

16. Úo岳彦, ·敦仁, Ú山�一郎. Yy性R¢形rO全xAI義手 −�~ÿ能性x現状-. 第66回åq

手^科学会学術Ø会, 東ð, 2023.4.20ÿô頭~表1ÇóčÈ¶ĐĀ 

17. Úo岳彦, 山ô桜, Ý崎�u紀, 武谷博n, 林健z郎, 稲葉尚人, 阿Wû子, ·敦仁,Ú山�一郎. 

_Q手^科Vß{z���^é床留学Ø�入�xÿ�交m <ÿ立r育|療研究ËóÏüw~×�

組�<. 第66回åq手^科学会学術Ø会, 東ð, 2023.4.21ÿô頭~表1ÇóčÈ¶ĐĀ 

18. Úo岳彦. Yy性R¢形rO全x義手 −�~ÿ能性x現状-. 第34回åqp梢神経学会学術Ø会, 

ðý, 2023.9.9ÿô頭~表1ÇóčÈ¶ĐĀ 

19. Úo岳彦, 武谷博n, 林健z郎, 稲葉尚人, ÿu良嗣, 中Ý誉之, 阿Wû子, �ô�孝,  ·敦仁, 

Ú山�一郎. Supracondylar humeral fractures and late displacement -for avoiding cubitus 

varus deformity-. 第34回åq_Q整形^科学会学術Ø会, 神戸, 2023.11.24ÿ英文čÉÏü~

表Ā 

20. Úo岳彦. _Q手^科ûĎ´¿ĝÅüÈēĚüVß{z���^é床留学Ø�入�xÿ�交m. 第

50回åqĎ´¿ĝÅüÈēĚü学会学術Ø会, ]õ_, 2023.12.8ÿô頭~表Ā 
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21. 山ô桜ĀÚo岳彦Ā·敦仁ĀÚ山�一郎Ăï指形rO全{ÿ��短ï指^î{移行術x�~ÿ療r

績~|討 第66回åq手^科学会学術Ø会Ā東ðĀ2023.4.20(ô頭~表) 

22. ·敦仁, 林健z郎, 稲葉尚人, 武谷博n, 阿Wû子, Úo岳彦, 山ô桜, ÿu良嗣, 中Ý誉之, �

ô�孝, Ú山�一郎. q指型\短指症~ÿ療. 第21回·東R¢Yy異~症例|討会, web. 

2023.1.19ÿô頭~表Ā 

23. ·敦仁, Úo岳彦, 阿Wû子, 林健z郎, 武谷博n,  山ô桜, 稲葉尚人, �ô�孝, Ú山�一郎. 

ú~ï指W術. 第61回手~Yy異~懇û会. 東ð, 2023.4.21ÿô頭~表Ā 

24. ·敦仁, 稲葉尚人, 林健z郎, �ô�孝, Úo岳彦, 阿Wû子, ÿu良嗣, 中Ý誉之, 武谷博n, 

山ô桜, R藤春�, Ý崎�u紀. ç�性特~性·節炎−少·節炎型²見逃�zい��{−. 第96回å

q整形^科学会学術Ø会, 東ð, 2023.5.12ÿô頭~表1ÇóčÈ¶ĐĀ 

25. 武谷博n, 林健z郎, 稲葉尚人, 阿Wû子, �ô�孝, Úo岳彦, ·敦仁. _Q陳旧性Monteggia

骨øw輪状靭�î裂部x~橈骨頭嵌頓{�sv±臼整ÿ{÷o��1例. 第35回åq肘·節学会学

術Ø会Ā山形, 2023.2.3(E-poster) 

26. 武谷博n, Úo岳彦, ·敦仁, 山ô桜, 林健z郎, 稲葉尚人, 阿Wû子, Ú山�一郎. 当öw~ï

指多指症d型 p節ß�型(HungV類 TypeIVD)x~長ï指\{腱relocation~ÿ療r績. 第66回å

q手^科学会学術Ø会, 東ð, 2023.4.20ÿô頭~表Ā 

27. 武谷博n, Úo岳彦, Ý崎�u紀, 林健z郎, 稲葉尚人, ÿu良嗣, 阿Wû子, �ô�孝,  ·敦

仁. 青�期~握�ï指症{wide awake surgeryw伸{腱再建²þ行��1例. 第34回åq_Q整

形^科学会学術Ø会, 神戸, 2023.11.24ÿčÉÏü~表Ā 

28. 林健z郎, ·敦仁, 稲葉尚人, Ý崎�u紀, 武谷博n, 阿Wû子, Úo岳彦. Yy性長ï指\{腱

k損~1例. 第22回·東R¢Yy異~症例|討会, web, 2023.7.26ÿô頭~表Ā 

29. Ý﨑�u紀ĀÚo岳彦Ā武谷博nĀR藤春�Ā林健z郎Ā阿Wû子Āÿu良嗣Ā�ô�孝Ā·敦仁. 

当ö{z��ï指多指症WasselV類d型~ÿ療r績-短ï指^î{移行APB rerouting~ï指多指

症x~応用-. 第34回åq_Q整形^科学会学術Ø会, 神戸, 2023.11.24ÿô頭~表Ā 

30. �ô�孝 ÿu良嗣 中Ý誉之 山ô桜 阿Wû子 林健z郎 武谷博n Ûo岳彦 ·敦仁 乳

Q¡·節健診~現状xÎà~展望2023 第33回·東_Q整形^科研究会,茨城 2023.2.4ÿô頭Ā 

31. ÿu良嗣 �ô�孝 R藤春� Perthes病²\���Meyer病~é床r績~|討Ă第62回åq_

Q¡·節研究会 千葉 2023.6.23(ô頭~表Ā 

32. �ô�孝 ÿu良嗣 R藤春� ¡·節健診体v~社会実装x�~精þ管理R~問題ù 第62回å

q_Q¡·節研究会 千葉 2023.6.22(ô頭~表 ÇóčÈ¶ĐĀ 

33. 中Ý 誉之 �ô �孝, ÿu 良嗣, R藤 春�, Úo 岳彦, 阿W û子, 稲葉 尚人, 林 健z郎, 

武谷 博n, · 敦仁 6{ñS~_Q大ÿ骨骨�部骨ø{ÿ��手術ÿ療~r績 第34回åq_Q

整形^科学会学術Ø会, 神戸, 2023.11.24ÿô頭~表Ā 

34. 中Ý誉之. 6{ñS~_Q大ÿ骨骨�部骨ø{ÿ��手術ÿ療~r績. 第49回åq骨øÿ療学会学

術Ø会, 静岡, 2023.7.1(ô頭~表, 一般演題) 

35. ÿu 良嗣 �ô �孝, Ý崎 �u紀, R藤 春�, 武谷 博n, 林 健z郎, 阿W û子, Úo 岳彦, 

· 敦仁 当ö{z��_Q~Éöĝ´ù性大ÿ骨頭壊死~|討 第34回åq_Q整形^科学会学

術Ø会, 神戸, 2023.11.23ÿô頭~表Ā 

36. R藤 春� �ô �孝, Ý崎 �u紀, 武谷 博n, 林 健z郎, ÿu 良嗣, 阿W û子, Úo 岳彦, 

· 敦仁 _Q\ö型RÖ骨顆R骨ø~ÿ療経験 神戸, 2023.11.24ÿô頭~表Ā 
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37. �ô�孝 阿Wû子 ·敦仁 宮嵜ÿ 透n脊n異骨症~骨格形態異~. 第34回åq_Q整形^科

学会学術Ø会, 神戸, 2023.11.24ÿčÉÏü~表Ā 

38. �ô�孝 ÿu良嗣 R藤春� 阿Wû子 林健z郎 Ý﨑�u紀 山q×貴 Ûo岳彦 ·敦仁 

Ãĝúý~āó÷ďó¿SwW�目z�¡·節健診²ýþ����~ý{ 第21回世u谷{|師会

|学会 東ð 2023.12.2 

39. ÿu良嗣 �ô�孝 阿Wû子 林健z郎 中Ý誉之 山ô桜 武谷博n Ûo岳彦 ·敦仁 当

ö{z��²行性骨W性線維異形r症~実態調査. 第33回·東_Q整形^科研究会, t��, 

2023.02.04 (ô頭~表Ā 

40. ÿu良嗣 �ô�孝 R藤春� 阿Wû子 林健z郎 Ý﨑�u紀 武谷博n Ûo岳彦 ·敦仁 

当ö{z��Yy性^Þï趾²\���²行性骨W性線維異形r症4例~|討. 第48回åq足~^

科学会学術Ø会. 大阪, 2023.10.27 (ô頭~表Ā 

41. 稲葉尚人1·敦仁1武谷博昭1林健z郎1ÿu良嗣1阿Wû子1Úo岳彦1�ô�孝1Ú山�一郎. 

V娩骨øx�v生��新生QRÖ骨遠O骨端ö解~1例. 第34回åq_Q整形^科学会学術Ø会, 

神戸, 2023.11.24ÿčÉÏü~表Ā 

42. 林健z郎1·敦仁1武谷博昭1稲葉尚人1ÿu良嗣1阿Wû子1Úo岳彦1�ô�孝1Ú山�一郎. 

X指型ûq指型~\短指症{ÿ��中手骨骨端ß骨移m術症例~|討. 第34回åq_Q整形^科学

会学術Ø会, 神戸, 2023.11.24ÿô頭~表Ā 

43. 林健z郎, Úo岳彦, ·敦仁, 山ô桜, 武谷博n, 稲葉尚人, 阿Wû子, Ú山�一郎. FourcherV

類I型~第Ĉ1ĉ中手骨v\症~手術例~|討. 第66回åq手^科学会学術Ø会, 東ð, 

2023.4.20ÿô頭~表Ā 

44. 阿Wû子1Ý﨑�u紀1Úo岳彦1武谷博n1林健z郎1�ô�孝1·敦仁Ă偽性偽性副w状û機

能PS症{伴う中指伸{腱±臼~手術ÿ療~ą例 第ćĉ回åq整形^科学会骨系統ÿ患研究会, 

神戸Ā兵庫Ā 2023.11.24ÿô頭~表Ā 

  

[講演]  

1. Takagi T. Posterior approach for humeral lateral condyle fractures. PULM Talks #34, 

Barcelona, Spain (Web seminar) 2023.12.12 

2. Úo岳彦. _Q肘周¿骨ø{z��病態x戦略 ～ÿ立r育|療研究ËóÏüw~×�組�²中心{

～. 第46回金鯱手^科ËďúüĀ]õ_大学|学部Ā礎研究棟3階 第1会議üĀ]õ_, 2023.11.30 

3. ·敦仁. 子y�~R¢ÿ患~診{�−手肘~Yy異~²中心{−. 第14回秋u�_Q整形^科研究会, 

秋uweb, 2023.7.8 

4. ·敦仁. 当ö{z��_Q整形^科ÿ療~実�. 第 10 回X·東慶応整形^科研究会, ko, 

2023.10.7 

5. �ô�孝 _Q~整形^科ÿ患 r育�y�Ëďúü ÿ立r育|療研究ËóÏü web 2023.9.21 

6. ÿu良嗣 ĊěöÉ病~ABC 慶應_Q整形研究会. 慶應義塾大学病ö, 東ð, 2023.12.14 

 

［ß報活動］  

[教育Ďÿ�的人q育r]  

<�^留学|師Ø�入�> 

1. 2022.9.20-2023.3.28 ´óù Sayantani Misra 

492



2. 2023.1.16-2023.6.30 ą³ĚĄó Angelo Ostrea 

3. 2023.4.3-2023.6.21 ą³ĚĄó Abigail Garcia 

4. 2023.6.5-2023.6.16 Ï  ́ Petai Sopasilp 

5. 2023.7.3-2023.9.29 ĎĜüÇ² Mah Keong Kok 

6. 2023.8.7-2023.9.1 香港 Rachel Lam 

7. 2023.10.2-2023.11.9 Å¶È²ęă² Abdulmuhsen Alshammari 

8. 2023.10.2-2023.11.9 Å¶È²ęă² Alabdullatrif Mohammed 

9. 2023.11.28-2023.12.21 ´ÏĚ² Rocco Maria Panzera 

 

[×q]  

1. �ô�孝 Õ¡歩行 <{��~質問箱=¯売新聞 2023.3.4.( Ï掲載Ā 

2. �ô�孝 ~育性¡·節形rO全 <{��Cafe=¯売新聞(]刊Āÿ×q Ï掲載Ā2023.10.7 

3 �ô�孝 ~育性¡·節形rO全 早期~見~č´óø�Ā…ÿÕw生~��赤��³~ąĄĄĄ人

{ą～ć人 Ęďù¿Ïüÿ¯売新聞~|療û健ÿûÏ護Å´øĀ 

URLhttps://yomidr.yomiuri.co.jp/article/20231010-OYTET50018/ 2023.10.21(×q Ï掲載Ā 

 

 

泌�器科 

 

[著書]  

1. 長谷Ý Ö一Ď@_Q期精巣·連ÿ患~診îxÿ療A精索静�瘤ď_Q^科(0385-6313)55 巻 9 ø 

Page981-984(2023.09) 

2. Ü� ö也, 石Ý 美夢, 山q ïz郎, or Ú弘, 長谷Ý Ö一Ď両側停留精巣²契機{vn��

Kallmann症候群~1例ď泌�器^科(0914-6180)36巻10ø Page1149-1152(2023.10) 

3. Shiohara T, Miyazaki O, Hasegawa Y, Uematsu S, Nosaka S. Solitary whirlpool 

sign demonstrated with testicular torsion on ultrasonography. Pediatr Int. 2023 

Jan-Dec;65(1):e15566.  

4. Yamamoto S, Hasegawa Y, Tomomasa N, Ishikawa M, Yamazaki T, Koike Y, Kimura 

T. A Novel Strategy to Obtain Continence of a Hypoplastic Bladder in a Patient 

With an Ectopic Ureter Accompanied by a Solitary Kidney. Urology. 2023 Mar;173:e10-e12.  

 

[学会~表] 

1Ă石Ý 美夢, Ü� ö也, 山q ïz郎, or Ú弘, 長谷Ý Ö一ĎGonadoblastoma²���Denys-Drash

症候群~3例1åq泌�器科学会東部ÿ会 (2023.08) 

2ĂÜ� ö也, 石Ý 美夢, 山q ïz郎, or Úß, 長谷Ý Ö一Ď両側停留精巣²契機{vn��

Kallmann症候群~1例1åq泌�器科学会東部ÿ (2023.08) 

3Ă長谷Ý Ö一Ď>ùóx来い!異�性�管瘤?経Ā胱的²ćĝüÑ~疑問{z答え�~� 

åq_Q泌�器科学会(2023.06) 

4Ă_林 �也, 宮坂 実o子, Îß ~子, 岡q 礼子, 塩原 ó実, 堤 義之, 宮嵜 ÿ, 長谷Ý Ö一, 金
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森 豊, ß坂 俊ÏĎ異�性精巣3例~é床像x�像�見ďåq_Q�射線学会ÿ会(2023.05) 

5Ă土ß ÿ, Þ十嵐 瑞穂, ßÿu 凪�, Îß 裕章, 鹿島 健�, 藤岡 晶子, 宮城 元, ]ß 啓Ï, Õ

o ÿ博, XÝ 玲子, 石黒 精, ßô 晶裕, 石Ý 美夢, 長谷Ý Ö一ĎPrepubertal vaginal 

bleeding²契機{von Willebrand病x診î��4{女Q~1例ďåqÕV泌学会ÿ会(2023.05) 

 

 

ĚÿăĚöüÇėó科/~Ô評価支援ü 

 

［原著論文Ď査¯Þ] 

1. 矢ßÿ子Ā山﨑伸也Ā樋ô~ÿĀ中rÿÐĀor麻美Ā中r�ĀR出pÝĀ阿久y徹ĂYy性w側RÖ

形rO全Q{ÿ��RÖ義手製作z��ĚÿăĚöüÇėó|療~経験xº題Ăåq義¢装w会� 

2023:39:131-137  

2. 笹�丞子ĀR出pÝĂ乳幼Q期{生体肝移m²þ行��Q~姿勢-Û動~Ô~特ĀĂ理学療法東ð 

2023:10:36-41 

3. 鈴ooï,蓮Ý嶺希,Ú橋香ï子Ă病öz��訪問{zいv|³終p期{携わ�作業療法士|感��困

÷Ă作業療法Èēüúě2023ď57Ď1473-1481 

4. 彦坂信,金子剛, R藤裕子, _林�ù, 鈴o麻v美, ÿ島良子, ]u帆希Ăô蓋裂術à~鼻音Õ閉鎖

機能O全{ÿ��ö脂肪注入術~ą例Ăåqô蓋裂学会雑� 2023ď48Ď61-68 

 

［著書] 

1. R出pÝĂĚÿăĚöüÇėó|学û|療{z��処ý作rö½ÉøĂ_Qÿ患 ~Ô 害ÿ神経~Ô

症Ā. 久保俊一(ÿýØ).|学書öĂ2023Ď205 

2. R出pÝĂĚÿăĚöüÇėó|学û|療{z��処ý作rö½ÉøĂ_Q{z���知機能訓練 . 

久保俊一(ÿýØ)Ă|学書öĂ2023Ď68 

 

[学会~表] 

1. 蓮Ý嶺希,鈴ooï,R出pÝ,Ú橋香ï子Ď|³終p期{携わ�作業療法士|感��困÷{·��質的

|討<_Qxr人~比較{�^�_Q|³{携わ�作業療法士~視ù<Ă第31回åq|学ÿ会Ă東ðĀ

2023.4.22 

2. ÿ耕z郎Ā壷ß伯彦ĀR出pÝĀÕu_. 早期ĚÿăĚöüÇėó^入環境S{z��_Q肝移m術

à~ë立歩行再獲得f期{·連��要因~|討: 6NCĚøĚüø2023, 東ð. 2023.4.22 

3. Îß裕�子,or`々子,R出pÝ,彦坂信: Beckwith-Wiedemann症候群~舌形r術à~構音~Ô経過

{tいvĂ第24回åq�語聴覚学会Ă愛媛Ă2023.6.23 

4. or`々子,Îß裕�子,R藤裕子,R出pÝ,àq倫子ĎCharcot-Marie-Tooth 病{伴うÞþ÷聴{ÿ

�人ýÕ耳埋�Á�術²þ行��一例.第24回åq�語聴覚学会Ă愛媛Ă2023.6.23  

5. R出pÝĂ |い者Éčüô{z��ĚÿăĚöüÇėó|学~®献 āęĚóĄó¿{z��|師

~実践 第60回åqĚÿăĚöüÇėó|学会学術Ø会Ăÿ岡Ă2023.7.1  

6. ÿ耕z郎Ā儀間裕貴Ā笹�丞子Ā矢島侑実Ā~山ù彦Ā諫山哲哉ĀR出pÝ. ïl36±wc性ºÿ患

x診î���極P出生体ÞQ~Dubowitz神経学的評価ÉÃ²~特Ā: 第10回åq_Q理学療法学会
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学術大会, X�Ó. 2023.10.21 

7. 笹�丞子Āÿ耕z郎Ā阪q靖ÏĀR出pÝ. 当ËóÏü{z��_Q肝移m術à患者~�öà~ÿ大

Û動~Ô経過x周術期因子~|討: 第10回åq_Q理学療法学会学術大会, X�Ó. 2023.10.21 

8. R出pÝĂ|療的Á²Qû 害Q�~活動û社会参à²育�ĚÿăĚöüÇėó|療 第 7 回åqĚ

ÿăĚöüÇėó|学会秋{学術Ø会Ă宮崎. 2023.11.5  

9. R出pÝĂÿ�競�大会�\f{z��|°品管理{·��一考察Ă第 32 回åqāęÉčüô学会Ă

大V. 2023.11.18  

 

[�~他] 

1. R出pÝĂāęÉčüô²Ï��子y�~活動x社会参àĂęÈº NIKKEI<_Q科診療 UP-to-DATE= 

2023.9.19�� 

 

[講演] 

1. 深澤聡子Ďþ和~ĚÿăĚöüÇėó<当ö{z��º題²考え�<,第 11 回þ和Á²_委員会Ā

ÿ立r育|療研究ËóÏü,東ðĀ2023.3.23 

 

［öÕ研ï］ 

1. 並o亮ĎčÈÇėûóÀû|吸理学療法研ï会.Āāă新人�護師研ï会.2023.4 

2. 並o亮ĎčÈÇėûóÀû|吸理学療法研ï会Ă8西�護師勉強会.2023.5 

3. Ú原伸ÿĎPICU{z��ĚÿăĚöüÇėóĂICU|師勉強会Ă2023. 

4. ÿ耕z郎ĎPICU{z��ĚÿăĚöüÇėóĂICU�護師勉強会ÿčÈÇėûóÀĀ2023.6 

5. 並o亮ĎPICU{z��ĚÿăĚöüÇėóĂICU�護師勉強会ÿ|吸Ï助Ā2023. 

6. 矢島侑実ĎPICU{z��ĚÿăĚöüÇėóĂICU�護師勉強会ÿROMĀ2023.8 

 

 

形r^科 

 

[原著論文Ď査¯Þ] 

14. Kono H., Hikosaka M., Kaneko T., and Baba Y.: Fate of Costochondral Grafts for Micrognathia: 

3D Analysis of Postoperative Length, Position, and Graft Take. J Craniofac Surg 2023; 34: 

350-355 

[原著論文Ď査¯z�] 

1. 中島 Ā希, 桑原 ß輔, 彦坂 信, Ú� 亜子, and 金子 剛: 頭蓋縫\早期v\症{ÿ��2ýU頭

蓋骨延長術~p用性~|討 \一患者{z��実�~手術x仮想手術~比較{�. åq形r^科学会

会� 2023; 43: 134-139 

2. 彦坂 信, 金子 剛: @実践 脂肪注入術-ÿ患ÿ療{�美容~w-A鼻咽Õ閉鎖機能O全{ÿ��ë家

脂肪注入術. PEPARS 2023; 73-79 

3. 彦坂 信, 金子 剛, R藤 裕子, _林 �ù, 鈴o 麻v美, ÿ島 良子, and ]u 帆希: ô蓋裂術à

~鼻咽Õ閉鎖機能O全{ÿ��ë家脂肪注入術~1例. åqô蓋裂学会雑� 2023; 48: 61-68 
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[症例報 ]̂ 

1. Sato J., Yotani N., Shoji K., Mori T., Fujino A., Hikosaka M., Kubota M., and Ishiguro A.: 

Necrotizing fasciitis following rapidly deteriorating neonatal omphalitis with good initial 

presentation. IDCases 2023; 32: e01750ü当z� 

 

[ÿ®]  

z� 

 

[著書]  

z� 

 

[¼´ùę´ó1報^書1�~他] 

z� 

 

[学会~表]  

1. 彦坂 信, _林 �ù, � 俊Ï, ûu 一m, ßô 昌彦, 矢ô貴一郎, 蓋 ç琰, 金子 剛, X畑伶 ,̀ 

Õu�v�: ô唇ô蓋裂~患者立脚型評価質問�<CLEFT-Q=. 第66回åq形r^科学会ÿ会û学

術Ø会, 長崎, 2023.4.26 

2. Ú�亜子, 畑ß麻子, 中島Ā希, 彦坂 信, 金子 剛: Ĉěđóø{��頭蓋形状矯lÿ療²行z

s�üüúó症候群~Ć例. 第66回åq形r^科学会ÿ会û学術Ø会, 長崎, 2023.4.26 

3. 彦坂 信, _林 �ù, � 俊Ï, ûu 一m, ßô 昌彦, 矢ô貴一郎, 蓋 ç琰, X畑伶 ,̀ Õu�

v�, 金子 剛: ô唇ô蓋裂{z��²Ą²ęóÉ問題x<CLEFT-Q=. 第66回åq形r^科学会

ÿ会û学術Ø会, 長崎, 2023.4.26 

4. 金子 剛, 彦坂 信, Ú�亜子, 山ô和章, Ú瀬 知~, rß U, 杉山久~, �ß ÿ夏: 強vü

気ÇÉöĐ²p��ÿ´ĆĚóù型頭蓋形状矯lĈěđóø~開~. 第 66 回åq形r^科学会ÿ

会û学術Ø会, 長崎, 2023.4.26 

5. 繼 o,  倉u �t}, 彦坂 信, 金子 剛, Ú� 亜子: åq人健~乳Q~頭蓋形態~縦î的

観察研究. 第66回åq形r^科学会ÿ会û学術Ø会, 長崎, 2023.4.26 

6. 阿彦 希, ½場 }行, 疋u 理 ,̀ Þ十Ý 伸崇, 彦坂 信: 当ËóÏü矯l歯科²Ø診��Yy性

ÿ患患者~é床統計的調査. 第47回åqô蓋裂学会ÿ会û学術Ø会, 東ð, 2023.5.25 

7. 彦坂 信, _林 �ù, � 俊Ï, ûu 一m, ßô 昌彦, 矢ô貴一郎, 蓋 ç琰, X畑伶 ,̀ Õu�

v�, 鎌u^ó, 赤X �, 金子 剛: 形r^科~観ù{���ô唇ô蓋裂診療{z��心理社会的

支援~現状xo来. 第47回åqô蓋裂学会ÿ会û学術Ø会, 東ð, 2023.5.25 

8. Hikosaka M, Kaneko T, Gai R, Kobayashi S, Noguchi M, Tamada I, Yaguchi K, Yuzuriha S: 

Construct-Validity of Japanese version of CLEFT-Q: cleft-specific patient-reported outcome 

questionnaire.. 15th Japan-Korea Congress of Plastic and Reconstructive Surgery, ÿ岡, 

2023.5.29 

9. Îß 裕�子, or `々子, R出 pÝ, 彦坂 信: Beckwith-Wiedemann症候群~舌形r術à~構音
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~Ô経過{tいv. 第24回åq�語聴覚学会, 愛媛, 2023.6.23 

10. 彦坂 信: ô唇ô蓋裂{z�� QOL-PRO. QOL-PRO 研究会 第 19 回研究Ëďúü, 東ð, 

2023.6.24 

11. 金子 剛, 彦坂 信 , Ú�亜子, 山ô和章, Ú瀬 知~, rß U, 杉山久~, �ß ÿ夏: ćDć

ĚóÏü²用いv快適�²追n��ÿ´ĆĚóù型頭蓋形状矯lĈěđóø~開~. 第 8 回頭蓋形

状誘^療法研究会, ÿ島, 2023.6.30 

12. 彦坂 信: _Q神経^科学会ÇóčÈ¶Đ{参à�v. 第 8 回頭蓋形状誘^療法研究会, ÿ島, 

2023.6.30 

13. 彦坂 信: Ĉěđóøÿ療~ó適f期�あ�~�{Ā. 第 8 回頭蓋形状誘^療法研究会, ÿ島, 

2023.6.30 

14. 彦坂信, 金子剛, Ú�亜子: 変形性斜頭症û短頭症{ÿ��頭蓋形状矯lĈěđóøÿ療Ď科学的

¸ă÷óÉ{Āu�情報ðßx\理的z意}決â~必要性. 第51回åq_Q神経^科学会, ko, 

2023.6.9 

15. 鎌u^ó, 彦坂信, 赤X�, 金子剛, 荻原英{, ßR美ó一: 前頭眼û形r術f~視力 害{ÿ�

�当öw~Î防策. 第19回craniosynostosis研究会, ÿ島, 2023.7.1 

16. ßR美ó一, 彦坂信, 熊谷信利, 澁�昭利, 鎌u^ó, 赤X�, 荻原英{: 頭蓋縫\早期v\症患

者{ÿ��髄ÿÇēóø術~実�. 第19回craniosynostosis研究会, ÿ島, 2023.7.1 

17. Kamata M, Hikosaka M, Kaneko T, Takamatsu A, Kitabata R, Uchida M, Ogiwara H, Usami K: 

Advantage of Endoscope-Assisted Suturectomy for Syndromic Craniosynostosis.  20th 

International Society of Craiofacial Surgery Congress, Seattle, USA, 2023.9.5 

18. Hikosaka M, Kaneko T, Gai R, Kobayashi S, Noguchi M, Tamada I, Yaguchi K, Yuzuriha S: 

Construct validation of Japanese version of CLEFT-Q: cleft lip and palate-specific patient-

reported outcomes measure.. International Society for Quality of Life Research 30th Annual 

Conference, Calgary, Canada, 2023.10.18 

19. 彦坂信, 金子剛, Ú�亜子, 鎌u^ó, 赤X �, üu �: 変形性斜頭症û短頭症{ÿ��頭蓋

形状矯lĈěđóøÿ療Ď前àÐV割延長ûāóÇĆ型Ĉěđóø. 第67回åq新生Qr育|学会û

学術Ø会, 神`Ý, 2023.11.4 

20. 鎌u^ó, 彦坂信, 赤X�, 金子剛, 荻原英{, ßR美ó一: 症候群性頭蓋縫\早期v\症{z�

�Õ視鏡S縫\Wø術à~骨k損|à~ monobloc advancement {Pえ��ÿ{tいv~|討. 第

41回åq頭蓋顎Ü面^科学会ÿ会û学術Ø会, 兵庫, 2023.11.9 

21. 赤X �, 鎌u^ó, 彦坂信, _林 �ù, 金子 剛, R藤 裕子, 鈴o 麻v美, ÿ島 良子, ]u 

帆希: 鼻咽Õ閉鎖機能O全{ÿ��ë家脂肪注入術. 第41回åq頭蓋顎Ü面^科学会ÿ会û学術Ø

会, 兵庫, 2023.11.9 

22. 彦坂 信, 金子 剛, 鎌u^ó, 赤X �: 立体感~あ�耳Ï再建²ÿ能x��¸½ÉāóÐü²

用い�_耳症手術. 第41回åq頭蓋顎Ü面^科学会ÿ会û学術Ø会, 兵庫, 2023.11.9 

23. Hikosaka M, Kaneko T, Takamatsu A, Kamata M, Akahori M: Cranial shape induction: management 

by helmets. 4th Congress of Asian-Australasian Society for Pediatric Neurosurgery, 神`

Ý, 2023.12.13 

24. 鎌u^ó, 彦坂 信, 桑原ß輔: 症候群性頭蓋縫\早期v\症{ÿ��Õ視鏡補助S縫\Wø術à

~頭蓋形態評価. 第33回åqÇďĕĜüÇėó^科学会, 東ð, 2023.12.2 
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25. 桑原 ß輔, 彦坂 信, Ú� 亜子, à持 ùn, 金子 剛: "{��"²特Āu��新�い要素²

ÿ出��-相\Ē÷ě²利用��頭蓋形態~研究-. 第33回åqÇďĕĜüÇėó^科学会, 東ð, 

2023.12.2 

 

[講演] 

1. 彦坂信, 金子剛, Ú�亜子: 変形性斜頭症. 神`Ý�立�y�|療ËóÏü|師~会, 神`Ý, 

2023.1.25 

 

 

耳鼻咽喉科 

 

[原著] 

1. Murata Y, Masuda H, Moroka S, Yotani N, Morimoto N, Kubota M, Ishiguro AĎKawasaki Disease 

with Facial Nerve Palsy. Indian J Pediatr. 2023 doi: 10.1007/s12098-023-04835-y.  

2. Hara M, Morimoto N, Watabe T, Morisaki N, Matsumoto KĎCan the effectiveness of tonsillectomy 

for PFAPA syndrome be predicted based on clinical factors. Int J Rheum Dis. 2023;26(3):480-

486.doi: 10.1111/1756-185X.14559 

3. Yamamoto N, Balciuniene J, Hartman T, Diaz-Miranda MA, Bedoukian E, Devkota B, et al: 

Comprehensive Gene Panel Testing for Hearing Loss in Children: Understanding Factors 

Influencing Diagnostic Yield. J Pediatr. 2023 Nov;262:113620. doi: 

10.1016/j.jpeds.2023.113620. 

4. Kaur M, Blair J, Devkota B, Fortunato S, Clark D, Lawrence A, Kim J, Do W, Semeo B, Katz 

O, Mehta D, Yamamoto N, et al: Genomic analyses in Cornelia de Lange Syndrome and related 

diagnoses: Novel candidate genes, genotype-phenotype correlations and common mechanisms. 

Am J Med Genet A. 2023 Aug;191(8):2113-2131. doi: 10.1002/ajmg.a.63247. 

5. Okura S, Ishii H, Suzuki A, Saegusa C, Fujiki K, Sugano K, Suzuki N, et al: Generation of 

two induced pluripotent stem cell lines from individuals without auditory disorders. Stem 

Cell Res. 2023 Mar;67:103017. doi: 10.1016/j.scr.2023.103017. 

6. XÝ 智Ï, 山q ï子, 鈴o 法臣, 原 �理子, àq 倫子Ď聴力PS²伴s�ÄüÿĐ病~_Q3

例Ă耳鼻xé床2023ď69ÿĈĀĎ267-276Ă 

7. ßu Ý ,̀ 角o ó也, 黒瀬 誠, àq 倫子, Úß 賢一Ď_Q気管W開患者~長期経過{·��全

ÿ調査Ăå気食科学会報2023;74(3):228-234. doi.org/10.2468/jbes.74.228 

8. Úu 菜o, 原 �理子, 和u Ü香, 渡部 Ú久, Ú橋 希, _Ý 武則, àq 倫子Ď気管W開²要�

�_Q咽頭狭窄症例{ÿ��Þ症þÉÃ²ĚóÀW~試�Ăå気食科学会報2024;75(1):21-28. 

9. õu �知子, ÿ谷 周吾, àq 倫子, 鈴o ÿ之Ď喉頭裂縫\術{zいv非挿管ûë~|吸w術中管

理��_Q~1例Ăå_Q麻酔会�2023;29(1):56-60. 

 

 

[ÿ®] 
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1. àq倫子Ď_Q~耳鼻咽喉û頭頚部手術5保護者x~®n~Ãô{�術中û術à~注意ù~wü気管

W開術û喉頭気管Vö術û喉頭気管再建術Ă耳喉頭¸2023ď95ÿ9ĀĎ720-725Ă 

2. àq倫子: 声門SÕ狭窄{ÿ��耳鼻科的²ćĝüÑ. _Q^科2023; 55(10): 1070-1075. 

3. 山ôßz1àq倫子Ď_Q~睡�fq|吸Ă糖�病ûÕV泌ï謝科2023Ā57(2),197-203. 

4. ÝX 大Ï, 猪原 ùx, ø舘 伸彦, àq 倫子, �生 健一ĎĂøāĄĝüĎ¶´ěÉ(HPV)ワ¿Ñó

üHPVx中咽頭|³û喉頭乳頭腫Ăé床x¶´ěÉ2023;51(1):16-21 

5. 山q ï子, àq 倫子ĎčÉøÃĝúfï~感染症診療II感染症診療T論 頭¸部感染症 急性中

耳炎Ă診îxÿ療2023ď111 Suppl.Ď76-80ĂDOIĎ10.34433/dt.0000000130 

6. àq倫子Ďz�u�風邪x÷聴Ă ĒÐóđ÷³²2023; 69ÿĉĀ:115-120. 

 

[¼´ùę´ó,�策ð�] 

1. Yy性CMV感染症診療¼´ùę´ó2023Ăÿåq|療研究開~機構 r育ÿ患克o{ÿ\研究Ï業1

2023�10oĀ 

chrome-extension://efaidnbmnnnibpcajpcglclefindmkaj/https://www.jspid.jp/wp-

content/uploads/2023/03/CMV-guidelines-2023.pdf 

2. ÷聴Q~家族{�支援{携わ�·Ï者|必要x��Āq的z情報~整理û一覧W{·��調査研

究Ăð和Ĉ�þ 害者ÿ\ÿ祉è²Ï業1PWCÃóÅěö³óÀ\\会社

https://www.pwc.com/jp/ja/knowledge/track-record/welfare-promotion-business2023.html 

 

[著書] 

1. àq倫子ĎII解®û¸½ÉāüøºĄûºó Ċ耳鼻咽喉科診療~実�ĂYy性CMV感染症診療¼´

ùę´ó2023Ă 岡 n,他ýĂ診îxÿ療社1東ð1PP113-117 

2. àq倫子ĎĐóćÉ÷聴ď÷聴û耳鳴診療ÿóùĆó¿ 最新~|査û鑑w診îxÿ療Ă 大森孝一

ý 中山書店 東ðý ｐｐ157-161 2023 

3. àq倫子Ď第49章耳鼻咽喉科ÿ患Ă_Q科学,2023,à藤元博 ý, 文ZZ1東ð1PP1154-1172 

4. àq倫子ĎVIII境界領域ÿ患 ąą÷聴Ă_Qÿ患診療~��~病態生理ć,_QÕ科û_Q^科ý

Ø委員会共ý, 東ð|学社1東ð1ｐ1065 

 

[学会活動ÿ講演1ÇóčÈ¶ĐĀ] 

1. àq倫子Ď_Q÷聴|療�yう変わsvい��Ā第Čĉ回耳鼻咽喉科é床学会学術講演会ÇóčÈ¶

Đą金~卵²à�_Q÷聴|療Ā東ðĀ2023.6.24 ÿÕûô演 

2. àq倫子Ď÷聴Q~早期~見Ă第ċĄ回åq_Q保健T会学術Ø会ÇóčÈ¶Đĉ��{�~乳幼Q

健診1東ðĀ2023.6.18 ÿÕûô演 

3. àq倫子Ď気管W開x÷Sx~·連�÷S 害~ý~»ûĕüĜ管理w~注意ù{tいvÿ_QĀĀ

教育ËďúüąĀ第Ćč回åq摂食÷SĚÿăĚöüÇėó学会Āl浜Ā2023.9.3 ÿÕûô演 

4. àq倫子ĎYy性R気Ó症候群ÿCHAOSĀQ~�~àĂ第Č回胎Q MRI 研究会学術Ø会Ā慈恵|大1

2023.2.5 ÿÕûô演 

5. àq倫子Ď咽頭狭窄�病]{z�~{Ā第ćĊ回åqôÕ咽頭科学会教育講演ą1Ú知12023.9.14 

ÿÕûô演 
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6. Noriko Morimoto: Rescue of Fetal airway stenosis via EXIT Procedure. 48 hours of 

Otolaryngology Updates, 2023.3.25 ÿ^ûô演 

7. Noriko Morimoto: Participation into EXIT Procedure. 7th Asia Pacific Pediatric Airway 

Conference, Korea, 2023.3.3 ÿ^ûô演 

8. Noriko Morimoto: Endoscopic posterior cricoid split with rib graft. 7th Asia Pacific 

Pediatric Airway Conference, Korea, 2023.3.4 ÿ^ûô演 

9. Noriko Morimoto, Noriomi Suzuki, Nobuko Yamamoto, Mariko Hara:Prognostic factors affecting 

surgical outcomes in pediatric subglottic stenosis: a 5-year experience at a tertiary 

referral center. ASPO annual meeting , Boston, 2023.5.6 ÿ^ûčÉÏü 

 

[講ÿ会] 

1. àq倫子Ď_Q気管W開»ûĕüĜ~管理xþ去~w~Ó~�Ă_Qx宅|療講ÿ会1神`Ý�立�

y�|療ËóÏüĀ2023.5.12 

2. àq倫子Ďわ|ÿ~ĐóćÉ÷聴~現状xº題Ă石Ý�_Q科|会ワ¿Ñó講演会Ā石Ý�ÿWebĀ

2023.8.31 

3. àq倫子Ď手û�語�例x��{�~東ðý~�う教育Ă東ðý~�う教育²考え�ą¹üęĐ1webĀ

2023.3.12 

4. àq倫子Ď聴�え~Ā礎知識1÷聴{·��病気x�~ÿ応Ă立Ý学園両親講ÿĀ2023.10.24 

 

 

眼科 

 

[原著論文Ď査¯Þ]ÿReviewed PaperĀ 

1. Azuma N, Yokoi T, Tanaka T, Matsuzaka E, Saida Y, Nishina S, Terao M, Takada S, Fukami M, 

Okamura K, Maehara K, Yamasaki T, Hirayama J, Nishina H, Handa H, Yamaguchi Y. Integrator 

complex subunit 15 controls mRNA splicing and is critical for eye development. Hum Mol 

Genet. 2023 Jun 5;32(12):2032-2045. doi: 10.1093/hmg/ddad034. 

2. Oshika T, Endo T, Kurosaka D, Matsuki N, Miyagi M, Mori T, Nagamoto T, Negishi K, Nishina 

S, Nomura K, Unoki N, Yoshida S. Long-term surgical outcomes of pediatric cataract-

multivariate analysis of prognostic factors. Sci Rep. 2023, 13, 21645. 

https://doi.org/10.1038/s41598-023-49166-2 

3. Iimori H, Nishina S, Hieda O, Goseki T, Nishikawa N, Suzuki S, Hikoya A, Komori M, Suzuki 

H, Yoshida T, Hayashi S, Mori T, Kimura A, Morimoto T, Shimizu Y, Negishi T, Shimizu T, 

Yokoyama Y, Sugiyama Y, Azuma N, Sato M. Clinical presentations of acquired comitant 

esotropia in 5-35 years old Japanese and disital device usage: a multicenter registry data 

analysis study. Jpn J Ophthalmol. 2023, https://doi.org/10.1007/s10384-023-01023-5 

4. Torii K, Nishina S, Morikawa H, Mizobuchi K, Takayama M, Tachibana N, Kurata K, Hikoya A, 

Sato M, Nakano T, Fukami M, Azuma N, Hayashi T, Saitsu H, Hotta Y. The structural 

abnormalities are deeply involved in the cause of RPGRIP1-related retinal dystrophy in 
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Japanese patients. Int. J. Mol. Sci. 2023, 24, 13678. 

https://doi.org/10.3390/ijms241813678 

5. Morikawa H, Nishina S, Torii K, Hosono K, Yokoi T, Shigeyasu C, Yamada M, Kosuga M,

Fukami M, Saitsu H, Azuma N, Hori Y, Hotta Y. A pediatric case of congenital stromal

corneal dystrophy caused by a novel variant c.953del of the DCN gene. 2023 Hum Genome

Var 10, 9,2023, DOI 10.1038/s41439-023-00239-8

6. Yoneda, T, Miki A, Wakayama A, Nishina S. National survey of amblyopia treatment in

Japan: Comparison with Amblyopia Treatment Study results from Pediatric Eye Disease

Investigator Group. Jpn J Ophthalmol. 2023, 67(1):97-108.

7. õ味優{1仁科~子1坂u|毅1森Ý葉o1mZ}実1]uo世1林}音1lßt1東範行1寺島慶

z1羽賀千ý子1義岡孝子Ă~Ô�Õ {網�芽細胞腫²\���ą例. å眼会� 127(5):

563-569, 2023.

[ÿ®] 

1. 仁科~子: 簡便z機器²用い�乳幼Q~眼科健診. ï子保健Ďûĕ²ě 改â8xĀÞ十嵐�1中林l

Ö1竹u省ý, p144, W山ZĀ2023.3

2. 仁科~子: 新生Qû乳Q~眼科的異~. _Q科診療¼´ùę´ó-最新~診療指針Āà藤元博ý, p809-

812, ÿ\|学社Ā2023.1

3. ]uo世Ď@o熟Q網�症²óć÷üøAo熟Q網�症~É¿ĚüûóÀ|査(解®). 眼科(0016-

4488)65巻1ø Page3-7,2023.01

4. ]uo世Ď@_Q~眼科健診x学校保健A学校教育x÷ÈÏě÷Ā´É~使用(解®).あ���い眼科

(0910-1810)40巻4ø Page495-501,2023.04

5. ]uo世1仁科~子ĎMarfan症候群±臼水晶体~手術適応x手�(解®).眼科手術(0914-6806)36巻3

ø Page411-414, 2023.07

6. 林}音Ďć{Q健診w~精密|査ý法x�t��いÿ患. あ���い眼科 40(4): 4435-441, 2023.

7. 林}音Ďć{Q眼科健診{z��ą¹øÉ¿Ěüúü~役割xº題. é床眼科 77(1): 10-16, 2023.

8. 林}音Ď動眼神経麻痺|原因~複視x~ÿ療ý針. OCULISTA 124: 41-46, 2023.

9. 林}音Ď眼ß�見|l~z網�ÿ患. é床眼科 77: 1420-1426, 2023.

10. 林}音Ď講演ÿ´ę´øĎ=Optimal and timly vision care for children=Screening strategy for

amblyopia.åÃĜ� 65: 122-129, 2023.

11. 林}音Ď乳幼Q~眼鏡\わ�. 最適x快適z眼鏡\わ�. 眼科Àęą³ó¿.đ÷³»出x16:667-

674, 2023.

12. 遠藤陽ï1�岡�o: 眼科Á² 2023 �秋{増刊 <一人ww}�=²目指���~眼科|査 完全

攻略Ā´Ćě1p235-240 2023�10o

[著書] 

1. 仁科~子Ď_Q� 害Q{適��眼鏡5÷Æ´óx装用���ÃôĂ_Q~近視 診îxÿ療 第Ćx.

åq近視学会ûåq_Q眼科学会ûåq視能訓練士T会ý1p144-147, Q輪書店1東ð, 2023

2. 仁科~子: ýěÍó_Q科学 原著第21x 翻» Part t28 眼科ýØ on line 2023.5.31

3. 仁科~子: ÿ患~早期~見~必要性. ���い_Q~眼科Āåq_Q眼科学会ý, p90-96, 診îxÿ
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4. 林}音Ď眼科一般|査. _Q眼科診療実践Ďûĕ²ě. ÿßr耕ÿýĀpp.29-36, 2023. 

 

[¼´ùę´ó1報^書1�~他]  学会û研究班¼´ùę´ó1研究班報^書1刊行物{ 

1. 仁科~子: ð和4�þ厚生科学研究¿補助金ÿ÷ÿ性ÿ患�策研究Ï業Ā<乳幼Q期{Þ篤z視覚 

害²}��÷病~診療体v~確立=Āð和4�þ研究報^書Ā2023.5 

2. 寺﨑浩子1東範行1X岡�1åS俊l1近藤Û之1仁科~子1盛�興1山u昌和1]冨健志. o熟Q網

�症{ÿ��÷VEGF療法~手引}ÿ第ĆxĀ. å眼会� 127(5): 570-578, 2023. 

3. 柏ß�理子1�倉麻理子1河原歩1_ĀÔ也1W雲�1Ð宮博文1林}音. (厚生労働省ð和4�þ子

y�û子育v支援è²調査研究Ï業)Ď̂ �rz��ýÓ府�担当者~��~3{Q健ÿ診査{z��

視 覚 | 査 ~ Ö 滑 z 実 þ x 精 þ 管 理 ~ � � ~ 手 引 書 . 

https://www.cfa.go.jp/assets/contents/node/basic_page/field_ref_resources/cd892ed4-1ec9-

4b60-aa2c-ec45d3967729/f31adb95/20231023_policies_kosodateshien_chousa_suishinchosa_r04-

01_g33.pdf 

 

[学会~表]  

1. Nishina S. Myopia and acute acquired comitant esotropia in Japan. Invited speaker of 

strabismus & pediatric ophthalmology symposium, 130th annual meeting of the Korean 

Ophthalmological Society. 2023.11.24 

2. Morikawa H, Nishina S, Torii K, Takayama M, Hosono K, Kanbe T, Saitsu H, Fukami M, Hori Y, 

Hotta Y. Clinical Phenotype of Japanese Infants with CEP290-Associated Leber Congenital 

Amaurosis. åq人類ú伝学会第68回大会ûHuman Genetics Asia 2023 \f開催, 東ð, 2023.10.13 

3. Torii K, Nishina S, Morikawa H, Mizobuchi K, Takayama M, Tachibana N, Yokoi T, Miyamoto S, 

Fukami M, Kondo H, Azuma N, Hayashi T, Saitsu H, Hotta Y. Whole genome sequence for Japanese 

patients with Leber’s congenital amaurosis and early onset retinal dystrophy. åq人類ú伝

学会第68回大会ûHuman Genetics Asia 2023 \f開催, 東ð, 2023.10.14 

4. Nishina S, Yoshida T, Onishi T, Morikawa H, Hayashi S, Yokoi T. Medial transposition of the 

lateral rectus muscle for third nerve palsy. 42nd meeting of the European Strabismus 

Association, Zagreb, Croatia, 2023.6 

5. Hayashi S, Nishina S, Morikawa H, Utunomiya H, Edamatsu H, Yoshida T, Yokoi T. A case of 

worsening ocular position and movement after surgery for bilateral inferior oblique 

overaction. 42nd meeting of the European Strabismus Association, Zagreb, Croatia, 2023.6 

6. Iimori H, Sato M, Nishina S. Clinical presentation of acquired comitant esotropia in young 

Japanese and its relationship to disital device usage: a multicenter registry data-analysis 

study. 42nd meeting of the European Strabismus Association, Zagreb, Croatia, 2023.6.8 

7. Nishina S. Acute acquired comitant esotropia in children. Invited speaker of the Symposium 

<Strabismus and Amblyopia= 38th APAO Congress, Kuala lumpur, Malaysia, 2023.2.25 

8. Hayashi S, Kashizuka E, Yoshida T, Yokoi T, Nishina S, Okamura K. Identify Left and Right 

Eyes in Infant Face Photographs Using Deep Learning. 38th APAO Congress, Kuala lumpur, 

Malaysia, 2023.2.25 
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9. Morikawa H, Nishina S, Torii K, Hosono K, Fukami M, Hotta Y. An infant case of congenital 

stromal corneal dystrophy caused by a novel variant c.953del of the DCN gene. 38th APAO 

Congress, Kuala lumpur, Malaysia, 2023.2.23-26 poster. 

10. �岡�o1�^�`子1遠藤陽ï1]uo世1林}音1lßt1岡前�t�1宮uà1仁科~子. 複u

回~ĝüăÈėóÁ²xöÕ²要��例~|討Ă第64回åq視能矯l学会ĀÚ�Ā2023.11.18 

11. 仁科~子1]uo世1林}音1森Ý葉o1大西瑞恵1lßt. _Q÷ÿ性ýÕ {ÿ��Ď´¿ĝā

ěÉ経強�的毛ù体Z凝þ術Ă第77回åqé床眼科学会Ā東ðĀ2023.10.6 

12. 大鹿哲郎1永q敏之1黒坂大l郎1y岸一乃1森�ó1]u茂生1宮城麻衣1ßr耕ÿ1遠藤Ú生1鵜

o則之1�o`央子1仁科~子. Yy�Õ 手術長期r績{·��多þ設ÉÏ÷´Ă第77回åqé床

眼科学会Ā東ðĀ2023.10.9 

13. 仁科~子. _Q眼科|~立場{�～乳幼Q期{�~連携xº題. ÇóčÈ¶Đ<åq{z��早期~

相談支援~現状xº題=Ă第42回åqĝüăÈėó学会ÿ会Ā東ðĀ2023.7.1 

14. �^�`子1�岡�o1遠藤陽ï1矢彦沢玲子1伊藤n子1山u和歌`1Ý嶋l子1�島賢知1岡前�

t�1lßt1�ß哲也1仁科~子. 家族性滲出性硝子体網�症{ÿ��ĝüăÈėóÁ²xöÕ相

談Ă第42回åqĝüăÈėó学会ÿ会Ā東ðĀ2023.6.30 

15. OÐ門尚1仁科~子1中ß泰志. 視覚 |い乳幼Q/学童~ĝüăÈėóÁ²{·��|療機·~現状

調査Ă第42回åqĝüăÈėó学会ÿ会Ā東ðĀ2023.6.30 

16. 仁科~子1]uo世1大西瑞恵1森Ý葉o1林}音1lßt1富u香Ă動眼神経麻痺{ÿ��^ö{鼻

側移動術Ă第79回åq弱視斜視学会ÿ会ĀßĀĀ2023.6.16 

17. 森Ý葉o1lßt1]uo世1大西瑞恵1林}音1仁科~子Ăþ~_QýÕ ÷ÿ例{ÿ��経毛ù体

��部²üđùýÕ ĀěĆĂ第48回åq_Q眼科学会ÿ会ĀßĀĀ2023.6.16 

18. 林}音1仁科~子1ßý宮Û1Ā�瞳1森Ý葉o1大西瑞恵1]uo世1lßtĂS斜{過動~術à{

R斜視x眼球Û動異~~増ê²}���一例Ă第79回åq弱視斜視学会ÿ会ĀßĀĀ2023.6.16 

19. 鳥居¯子1仁科~子1森Ý葉o1lßt1立花信貴1溝�圭1宮q}子1近藤Û之1林孝�1東範行1

才津浩智1Xu喜裕ĂĜüĀüYyöz��早~~症網�ÈÉøĝą³{ÿ��全ÂþĐ解析Ă第127

回åq眼科学会ÿ会Ā東ðĀ2023.4.6 

20. 落\信Ā1渡�文{1大西瑞恵1得津慶1金子優1Ý崎良1åS俊l1仁科~子1�u晋哉1伏見清ù1

近藤Û之Ă家族性滲出性硝子体網�症{z��乳幼Qÿ療件u~経�è移Ă第 127 回åq眼科学会ÿ

会Ā東ðĀ2023.4.6 

21. 森Ý葉o1仁科~子1林孝�1鳥居¯子1細ß克博1R藤美保1lßt1深見�紀1才津浩智1東範行1

Xu喜裕ĂRPGRIP1 ú伝子変異{��ĜüĀüYyö~é床像Ă第 127 回åq眼科学会ÿ会Ā東ðĀ

2023.4.7 

22. z刀Ý貴子1清u�理子1]uo世1仁科~子1Îß}理子1�o俊r1�qö1l山ÿz1à藤Ö

z1×手藍1y岸貴志1̂ 山琢1ßu英一郎Ă超P出生体ÞQ{z��o熟Q網�症 東ðý多þ設研

究 第ć報Ă第127回åq眼科学会ÿ会Ā東ðĀ2023.4.7 

23. ]uo世.÷ÈÏě÷Ā´É|Õ斜視xÛ|��ÿ(Effects of digital devices on esotropia). 第

127回åq眼科学会ÿ会Ā東ðĀ2023.4.7 

24. 林}音. Screening Strategy for Amblyopia. 第127回åq眼科学会 International symposium, 東

ð, 2023.4 

25. 林}音. 弱視~É¿ĚüûóÀx診î. 第 39 回 åq弱視斜視学会講ÿ会 教育講演, ßĀ, 
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2023/6/17. 

 

[講演ûß報活動] 

1. 仁科~子. 子y�~視力{tいv知�う！～0{～3{~子y�²持t保護者x～. ð和 5�þ墨u

{育Q講演会, 2023.10.26 ���女性ËóÏü 

2. 仁科~子. _Q眼科診療～最近~û題～. 第66回東ðý多摩地{眼科Ø談会, 2023.10.21 p林大 

3. 仁科~子. _Q眼科診療～最近~û題.～. 山形�眼科Ø談会2023, 2023.10.15 山形 

4. 仁科~子. 視器~r�立�{tいv. 浜�|科大学 |学部 神経û視覚系講義, 浜�|大, 2022.9.27 

5. 仁科~子. _Q~ĝüăÈėóÁ²就学û教育. åq視能訓練士T会 専門教育ćĝÀęĐbĐ視能 

害学ÿ, web, 2023.9.18 

6. 仁科~子. _Qx~眼鏡処ý~Āq. 第ą回åq眼科|会眼鏡処ý講ÿ会, web, 2023.9.17 

7. 仁科~子. わ{���い_Q~眼ÿ患～Yy�Õ ～ 第 20 回_Q眼科診療Ëďúü, web, 

2023.9.16 

8. 仁科~子. _Q~弱視²yう診�{Ā. 第14回R越眼科研究会, 2023.9.2, R越  ̂

9. 仁科~子. 乳幼Q~眼振. 第16回神経眼科Ãĝ½¶Đ～細雪~会, 2023.6.24, 兵庫 

10. 仁科~子. _Q眼科ÁüÉÉÏ÷ .́ 第3回Senju Opthalmic Web Seminar, 2023.5.31 新潟大WEB 

11. 仁科~子. _Q眼科診療～最近~û題. 第277回鹿Q島眼科Ø談会, 2023.5.20 鹿Q島 

12. 仁科~子. o熟Q網�症～ÿ´ĚÉ¿症例~ÿ療x晩期\�症～. ²´Ěü²ROP適応追à 念講演

会 in·西, 2023.3.30, web. 

13. 仁科~子. 子y�~視機能{tいv. 第95回東ðý_Q保健T会学術講演会, 2023.3.19, web. 

14. 仁科~子. _Q眼科診療～最近~û題. 大u{眼科学術講演会, 2023.1.14 東ð 

15. 林}音. 3{Q健診<\ø|査~^入x眼科|~役割<. Ehime Ophthalmic Meeting. 愛媛�眼科|

会. 2023/7/27. 

16. 林}音. 第38回QÞ�眼科Ëďúü. 3{Q健診<\ø|査~^入x眼科|~役割<. QÞ�眼科|

会. 2023/7/30. 

17. 林}音. _Q眼科診療~Āq. 眼科é床実践講ÿ2023. 参y製°. 2023/8/20 

18. 林}音. _Q眼科診療{tいv. 第 47 回全ÿ眼科学校|連}T議会 教育講演. åq眼科|会. 

2023/11/26. 

 

 

皮膚科 

 

[原著論文Ď査¯Þ]  

1. Matsumoto Y, Mochimaru N, Yasuda H, Pak K, Kobayashi T, Yamamoto-Hanada K, Ohya Y, Kiuchi 

M, Kurokawa M, Yoshida K: In vivo analysis of the stratum corneum of Japanese neonates and 

infants using confocal Raman spectroscopy: a pilot study. Skin Research and Technology 2023; 

29(1):e13276. 

2. Yamamoto-Hanada K, Kobayashi T, Mikami M, Williams HC, Saito H, Saito-Abe M, Sato M, Irahara 

M, Miyaji Y, Ishikawa F, Tsuchiya K, Tamagawa-Mineoka R, Takaoka Y, Takemura Y, Sato S, 
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Wakiguchi H, Hoshi M, Natsume O, Yamaide F, Seike M, Ohya Y, Morita K, Inoue E, Fukuie T, 

Kabashima S, Inuzuka Y, Nishimura K, Toyokuni K, Ogita H, Kiguchi T, Yoshida K, Saito J, 

Hosoi H, Katoh N, Morimoto M, Masuda K, Kameda M, Shigekawa A, Yamasaki K, Nagai M,  Ebisawa 

M, Asaumi T, Itonaga T, Hasegawa S, Yasudo H, Nagao M, Fujisawa T, Yasuoka R, Fujiyama T, 

Shimojo N, Nakano T, Kondo Y, Mori Y, Kawaguchi T, Futamura M,  Sugiura K, Nagai A, Kaburagi 

S, Kitazawa H, Kido H, Nakayama F S: Enhanced early skin treatment for atopic dermatitis in 

infants reduces food allergy. J Allergy Clin Immunol 2023; 152:126-135 

3. Fukuda R, Pak K, Kiuchi M, Hirata N, Tanaka R, Mochimaru N, Mitsui M, Ohya Y, Yoshida K: 

Association of lipid abnormalities in the stratum corneum and TGF-ß1 and 2 in colostrum and 

the development of infantile seborrheic dermatitis: A prospective birth cohort study. J 

Dermatol Sci 2023; 112:39-42 

4. Yasuda M, Shoji K, Tomita K, Uchida Y, Uematsu S, Yoshida K, Kono N, Funatsu M, Miyairi I: 

Clinical and Laboratory Diagnosis of Exanthems Among Japanese Children Younger Than 6 Years 

Old in the Post-Measles-Rubella Vaccine Era. Pediatr Infect Dis J 2023; 43:e44-e48 

5. Osada R, Oshikata C, Kurihara Y, Terada K, Kodama Y, Yamashita Y, Nakadegawa R, Masumitsu 

H, Motobayashi Y, Takayasu H, Masumoto N, Manabe S, Zhu Y, Tanaka R, Kaneko T, Sasaki A, 

Tsurikisawa N: A Case of Type I Food Allergy Induced by Monosodium Glutamate. J Asthma 

Allergy 2024;17:161-165 

6. Takeuchi S, Fukuda K, Tanaka R, Funakoshi T, Takahashi H, Amagai M, Tanikawa A: Successful 

management of tumor necrosis factor-³ inhibitor-induced erythema multiforme by switching 

to a Janus kinase inhibitor in a patient with rheumatoid arthritis and ulcerative colitis. 

J Dermatol 2023;50:e117-e8 

7. Tanaka R, Kurihara Y, Egami S, Saito Y, Ouchi T, Funakoshi T, Takahashi H, Umegaki-Arao N, 

Kubo A, Tanikawa A, Amagai M, Yamagami J: Clinical severity scores as a guide for prediction 

of initial treatment responses in pemphigus and pemphigoid patients. J Dermatol 2023;50:203-

211 

8. Yamagami J, Kurihara K, Funakoshi T, Saito Y, Tanaka R, Takahashi H, Ujiie H, Iwata H, Hirai 

Y, Iwatsuki K, Ishii N, Sakurai J, Abe T, Takemura R, Mashino N, Abe M, Amagai M: Rituximab 

therapy for intractable pemphigus: A multicenter, open-label, single-arm, prospective study 

of 20 Japanese patients. J Dermatol 2023;50:175-182 

9. Tsurane K, Kaneko K, Yoshida K, Tanaka R, Sago H, Murashima A: Initiation of 

hydroxychloroquine therapy during pregnancy can cause adverse effects and alter pregnancy 

outcomes: A case of acute generalised exanthematous pustulosis induced by hydroxychloroquine 

in a patient with systemic lupus erythematosus. Mod Rheumatol Case Rep. 2023;7:373-377 

 

[原著論文Ď査¯z�] 

z� 

 

[症例報 ]̂ 

1. 酒ß 伶 ,̀ 益u 博ù, XÝ 美和子, 島袋 林ù, 藤r Ü美, 浦u 晋, 大坂 �, 亀ß 宏一, 石Ý 
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^士, 河\ 利尚, 原 �理子, àq 倫子, ÿu 理�, ]u 和恵, üu �, 石黒 精: Ï梗^xÚþ

感音性÷聴²\���早期乳QÝ崎病性冠動�瘤~1例. åq_Q科学会雑� 2023ď127Ď291-291 

2. 竹R 智也, 米倉 慧, ßr 尚ó, {島 健ÿ, u中 諒, ]u 和恵, 新· Ûÿ: 原~性頭部³回î状

皮膚~2例. 皮膚~科学 2023ď22(3):262. 

3. q多 皓, 遠藤 麻衣, ]u 和恵, _﨑 Ý華, 山q 俊~: q汗性^胚葉形rO全症 ～汎~性±毛症

²\���例～. 皮膚病診療 2023ď45(6):696-699  

 

[ÿ®]  

1. ]u 和恵: _Q~皮膚~特ĀxÉ½óÁ². WOC Nursing 2023ď11(3):7-13. 

2. 持~ `央子, ]u 和恵: @Ô人{学v_Q~~熱û皮膚ÿ患A_Q~皮膚診療 見逃���zいÞ

症皮膚ÿ患. ÿ療 2023ď105(4):492-495 

3. u中 諒, ]u 和恵: @¸½Éāüø|教え� _Q~°物ÿ療Aÿ患w B.感染症 伝染性ß属腫

(��い|). _QÕ科 2023ď55:322-323 

4. ÿu 理�, ]u 和恵: <新生Qý=感染 早産Q~皮膚�y~�うz機ßwr熟��~{. 周産期

|学 2023ď53:427-429 

 

[著書]  

1. ]u 和恵: 汗þ. 皮膚ÿ患最新~ÿ療2023-2024, W�Z, 2023ď283-283 

2. u中 諒, ]u 和恵: x��: {節²Ăóø{皮膚²診�, 2023ď1:118-119 

3. ÿu理�Ď 山x行s�2åà{�皮þ|w�！何|原因!?. <zxz=~²Ĝě¾üĀ文ZZĀ 

2023ď69-74, 180-190 

4. ÿu理�Ď 蕁麻þ~ÿ療²���1_麦|食y���う{zs��s�!. <zxz=~²Ĝě¾üĀ

文ZZĀ 2023ď180-184 

5. ÿu理�Ď 歯科ÿ療中{唇|腫�vú痛|出現. <zxz=~²Ĝě¾üĀ文ZZĀ 2023ď185-

190 

 

[¼´ùę´ó1報^書1�~他] 

z� 

 

[学会~表]  

1. Tanaka R, Niizeki H, Nomura T, Seki A, Narumi S, Nakabayashi K, Yoshida K: Genotype-phenotype 

correlation analysis in Japanese patients with pachydermoperiostosis. first international 

societies for investigative dermatology meetingÿISID2023Ā, Tokyo, 2023.5.11 

2. Fukuda R, Pak K, Mochimaru N, Tanaka R, Kiuchi M, Hirata N, Mitsui M, Ohya Y, Yoshida K: 

Association of stratum corneum and breast milk factors with the development of atopic 

dermatitis in infancy: A prospective birth cohort study. first international societies for 

investigative dermatology meetingÿISID2023Ā, Tokyo, 2023.5.11 

3. 森q 亜ÝĀßr 彩乃, Ā  ̄沙織, �ß 郁子, 足立 剛也Āÿu jz郎ĀÝ崎 洋ĀÚ橋 勇人Āy

谷 ×行Ā大喜多 肇, 大Õ 健嗣Ď^陰部~milium-like syringoma~1例. 第87回åq皮膚科学会

東ð支部学術大会, 東ð, 2023.11.19 

4. ÿu 理�, 朴慶純, oÕ���Ā�u尚子, u中 諒, 持~`央子, Qß�Ý, 大矢~弘, ]u 和

恵: 乳Q脂漏性皮膚炎~~症{z��角層Õ因子xï乳中因子x~·連ā前U}出生Ãċüø研究ā. 

第87回åq皮膚科学会東ð支部学術大会, 東ð, 2023.11.18 

5. 坂� �香, q多 皓, � 美智子, 遠藤 麻衣, ÿu 理�, ]u 和恵, _﨑 Ý華, _﨑 健l郎, 山
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q 俊~: 汎~性±毛症²\���1q汗症^胚葉形rO全~ą例. 第87回åq皮膚科学会東ð支部

学術大会, 東ð, 2023.11.18 

6. ÿu 理�, u中 諒, 橋q 玲 ,̀ 持~ `央子, 清水泰岳, 新ß 勝大, ]u 和恵: TNF-³阻害°{

���~³性±毛²伴う乾癬ù皮þ~一例. 第72回åq²Ĝě¾ü学会学術大会, 東ð, 2023.10.20 

7. _椋 ×{, 金u o也, 坂ß 嘉紀, 岡u 聡ù, 秋山 ��}, 西健 z朗, R藤 �, 持~ `央子, 

u中 諒, ]u 和恵, 亀ß 宏一: {�û腱~w炎症性病変²\�全身療法²þ行��Þ症限�性強

皮症~1例. 第32回åq_QĚ¶ĎÑ学会ÿ会û学術Ø会ÿPRAJ2023Ā, 埼û, 2023.10.13 

8. u中 諒, ÿu 理�, 持~ `央子, 橋q 玲 ,̀ ]u 和恵: ÐćÍó|奏効��l補体血症性蕁麻

þù血管炎~ą例. 第47回åq_Q皮膚科学会学術大会, 大阪, 2023.7.15 

9. 持~ `央子, u中 諒, ÿu 理�, 橋q 玲 ,̀ 石Ý ^士, 河\ 利尚, ]u 和恵: COVID-19罹患

à{~症��_Q汎~型膿õ性乾癬~ą例. 第122回 åq皮膚科学会ÿ会, 神`Ý, 2023.6.2 

10. 竹Õ 智也, ßr 尚ó, 米倉 慧, ]u 和恵, · 敦仁, 中林 一彦, 久� 理一, 新· Ûÿ, {島 

健ÿ: SLCO2A1 ú伝子異変²p��完全型肥厚性皮膚骨�症{²Ëø²ďþą·ó|p効wあs�ą

例. 第122回 åq皮膚科学会ÿ会, 神`Ý, 2023.6.1 

 

[講演] 

1. ]u 和恵: 結節性|W症{伴う皮膚病変{ÿ��ÿ療戦略. 学術講演会<ęāĚĐÉÂě0.2%ºó

ę´ó講演会=, 東ð, 2023.9.28 

2. ]u 和恵: 乳Q血管腫{z��ÿ療Ï入~Ï´ďóÀx実�~ÿ療. 第 1 回_Q皮膚連携ýóøワ

ü¿ÿÿ´ĆĚóù開催Ā, 東ð, 2023.6.10 

3. ]u 和恵: 皮膚ĀĚ²²ÏüÂóøx��ý法�²Ĝě¾üĎüÑ~Î防{効�~{. 第 122 回å

q_Q皮膚科学会学術大会, l浜, 2023.6.2 

 

[ß報活動] 

1. ]u 和恵: 赤��³=ßÿÂ〟��x}頭v³v³w 専門|<á心�v=~理v. ęÈºå経 朝

å新聞社: withnews, 2023.1.30 

2. ]u 和恵: 帝王W開{��出産w�1赤��³{初乳²飲~���x~大W�. �~�� ONLINE, 

2023.1.14 

 

 

_Q歯科û矯l歯科 

 

[原著論文Ď査¯Þ]ÿReviewed PaperĀ 

1. Kono H, Hikosaka M, Kaneko T, Baba Y: Fate of costochondral grafts for micrognathia: 3D 

analisis of postoperative length, position and graft take. J Craniofac Surg 2023;34:350-

355 

2. Fujino A, Fuchimoto Y, Mori T, Kano M, Yamada Y, Ohno M, Baba Y, Isogawa N, Arai K, Yoshioka 

T, Abe A, Kanai N, Takagi R, Maeda M, and Umezawa A:Evaluation of safety and efficacy of 

autologous oral mucosa-derived epithelial cell sheet transplantation for prevention of 
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anastomotic restenosis in congenital esophageal atresia and congenital esophageal stenosis. 

Stem Cell Research & Therapy 2023;14:86. https://doi.org/10.1186/s13287-023-03321-8 

3. Kudo M, Miyashin M, Isogawa N, Kanazawa H, Baba Y: Incomplete vertical crown-root fractures 

in an immature permanent incisor treated using apexification and bonding of fractures 3 A 

case report -. J Jpn Assoc Dent Traumatol 2023;19: 51-56 

 

[学会~表] 

1. 金沢英恵Āý藤�u}Ā金u一純子Ā_美濃千鶴Ā世Ý晶子ĀÛ橋`津子ĀÞ十Ý伸崇Ā½場}

行Ďý痛|Y行�急�{S顎前歯部~骨吸ß|²行��ęóÂěÿóÉ細胞組織球症~ą例Ăåq

_Q歯科学会Ā長崎Ā2023.5.18 

2. 阿彦希Ā½場}行Ā疋u理`ĀÞ十Ý伸崇Ā彦坂信Ď当ËóÏü矯l歯科²Ø診��Yy性ÿ患患

者~é床統計的調査Ă第47回åqô蓋裂学会Ā東ðĀ2023.5.26 

3. Þ十Ý伸崇1½場}行Ď_Qc性特âÿ病指â歯科診療�V_{tいv5ýÓ府�{z��乳幼Q{

|療¿援助実þ状況x~比較51第40回åq 害者歯科学会ÿ会û学術Ø会1r幌12023.11.11 

 

[講演] 

1. 金沢英恵Ď_Q|³経験者~��良いo来~��{知svz}�い歯~ûĂ|益­団法人|³~子

y�²à�会 ·東支部講演会Ā2023.3.4 

2. Þ十Ý伸崇Ď_Q{z��ôÕÁ²概論Ă第20回åqôÕÁ²学会ÿ会û学術大会/第3回ÿ�ô

ÕÁ²学会ÿ会û学術大会Ā東ðĀ2023.4.21 

3. 金沢英恵Ď_Q|³ÿ療{z��ôÕ\�症.  領域lîワü¿Çėóć4 <��~ww}�！_Q

|³ÿ療{z��機能温`~試�=,  第61回åq~ÿ療学会学術Ø会,  l浜,  2023.10.19 

 

[活動] 

1. 世Ý晶子Ď学ÿ会<��|}=Ă第50回²Ĝě¾üQÅĎü½ēóćĀ神`Ý²Ĝě¾üQÅĎü½

ēóć実行委員会Ā神`ÝĀ2023.8.18-20 

 

 

 

4-8 手術Ø中ÿ療部 

 

[原著論文] 

1. Tsuboi K, Ninagawa J, Tsuboi N, Nakagawa S, Suzuki YĎ Unplanned admission to pediatric 

intensive care after general anesthesia: A seven-year retrospective cohort study in a 

tertiary children’s hospital. Pediatric AnesthesiaĀ 2022ď32(1)Ď56-61 

2. Osawa IĀIde KĀSakamoto SĀUchida HĀFukuda AĀNishimura NĀHaga CĀYoshioka TĀNosaka 

SĀNakagawa SĀKasahara MĎ  Hematological and biochemical characteristics and 

diagnostic imaging results in acute T cell-mediated rejection after pediatric liver 

transplantation.  Pediatric TransplationĀ2022 Marď 26(2)Ďe14161 

508



3. Ide K, Uchida H, Sakamoto SĀNishimura N, Nakagawa S, Kobayashi T, Ito Shuichi, Kasahara 

MĎ  Neurological impairment in children with acute liver failure following liver 

transplantation-A single-center experience.  Pediatric Transplantation   2022ď

26(4):e14240 

4. Ota H, Ide K, Watanabe T, Nishimura N, Nakagawa SĎ  Estimating the insertion length of 

pediatric peripherally inserted central catheters.  Pediatrics International 2022ď64(1)Ď

e15128 

5. Myojin S, Pak K, Sako M, Kobayashi T, Takahashi T, Sunagawa T, Tsuboi N, Ishikura K, 

Kubota M, Kubota M, Igarashi T, Morioka I, Miyairi IĎ  Interventions for Shiga toxin-

producing Escherichia coli gastroenteritis and risk of hemolytic uremic syndrome: A 

population based matched case control study.   PLoS One 2022 ď17(2)Ďe0263349 

6. Okajima K, Hayakawa I, Tsuboi N, Shimura K, Ishiguro A, Abe YĎ Early therapeutic plasma 

exchange may lead to complete neurological recovery in moderate to severe influenza-

associated acute necrotizing encephalopathyĂBrain ĀDevelopment   2022ď44(7)Ď492-497 

7. Tsuboi K, Tsuboi N, Nishi K, Ninagawa J, Suzuki Y, Nakagawa SĎ Trajectory of kidney 

recovery in pediatric patients requiring continuous kidney replacement therapy for acute 

kidney injuryĂ Clin Exp Nephrol 2022ď26(11)Ď1130-1136 

8. Matsumoto S, Traber M G, Leonard S W,  Choi J,  Fang X,  Maishan M, Wick K D,  Jones K D,   

Calfee C S,  Gotts J E,  Matthay M AĎ Aerosolized vitamin E acetate causes oxidative 

injury in mice and in alveolar macrophagesĂAm J Physiol Lung Cell Mol Physiol  2022ď

322(6): L7713L783 

9. Nga DTT, Thuy PTB, Ainai A, Takayama I, Huong DT. Saitoh A, Nakagawa SĀDien M TĀ

Nakajima NĎ  Association between real-time polymerase chain reaction cycle threshold 

value and clinical severity in neonates and infants infected with Bordetella Pertusis.  

Pediatr Infect Dis J  2022ď41(5)Ď388-393 

10. Furuta M,  Suzuki Y,  Sun N, Aoyama KĎ Chronic post-surgical pain in pediatric 

populationĂ Journal of Anesthesia 2022ď36Ď785-786  

11. Oami T, Imaeda T, Nakada TA, Abe T, Takahashi N, Yamao Y, Nakagawa S, Ogura H, Shime N, 

Umemura Y, Matsushima A, Fushimi KĎ Temporal trends of medical cost and cost-

effectiveness in sepsis patients; a Japanese nationwide medical claims database.  J 

Intensive Care  2022ď10Ď33  doi: 10.1186/s40560-022-00624-5 

12. Takahashi N, Imaeda T, Nakada T, Oami T, Abe T, Yamao Y, Nakagawa S, Ogura H, Shime N, 

Umemura Y, Matsushima A, Fushimi KĎ  Short- versus long-course of antibiotic therapy 

for sepsis: post-hoc analysis of the nationwidecohort study.  J Intensive Care  2022ď

10Ď49   Doi: 1186/s40560-022-00642-3  

13. Morin L, Hall M, de Souza D, Guoping L, Jabornisky R, Shime N, Gilholm P, Nakagawa S, 

Zimmerman JJ, Sorce LR, Argent A, Kissoon N, Tissières P, Watson RS, Schlapbach LJ; 

Pediatric Sepsis Definition TaskforceĎ  The current and future state of pediatric 

sepsis definitions: an international survey.  Pediatrics 2022 Junď149(6)Ďe2021052565 
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14. Kubota M , Abe Y, Nishimura N, Nakagawa S, Yoshida NĎ Spontaneous and reflex movements

after diagnosis of clinical brain death: A lesson from acute encephalopathyĂ Brain &

Development 2022ď44(9)Ď635-639

15. Capone CA, Emerson B, Sweberg T, Polikoff L, Turner DA, Adu-Darko M, Li S, Glater-Welt

LB, Howell J, Brown CA 3rd, Donoghue A, Krawiec C, Shults J, Breuer R, Swain K, Shenoi A,

Krishna AS, Al-Subu A, Harwayne-Gidansky I, Biagas KV, Kelly SP, Nuthall G, Panisello J,

Napolitano N, Giuliano JS Jr, Emeriaud G, Toedt-Pingel I, Lee A, Page-Goertz C, Kimura D,

Kasagi M, D'Mello J, Parsons SJ, Mallory P, Gima M, Bysani GK, Motomura M, Tarquinio KM,

Nett S, Ikeyama T, Shetty R, Sanders RC Jr, Lee JH, Pinto M, Orioles A, Jung P,

Shlomovich M, Nadkarni V, Nishisaki A; National Emergency Airway Registry for Children

(NEAR4KIDS) Investigators, Pediatric Acute Lung Injury, Sepsis Investigators (PALISI)Ď

Intubation practice and outcomes among pediatric emergency departments: A report from

National Emergency Airway Registry for Children (NEAR4KIDS)Ă  Acad Emerg Med  2022ď

29(4)Ď406-414

16. Miyaji M, Ide K, Takashima K, Maeno M, Krallman KA, Lazear D, Goldstein SLĎ Comparison

of nafamostat mesilate to citrate anticoagulation in pediatric continuous kidney

replacement therapyĂ Pediatric Nephrology  2022ď37(11)Ď2733-2742

17. Shoji K, Saito J, Nagai Y, Hayakawa I, Oho Y, Kato H, Tao C, Funaki T, Yamada M, Ogimi

CĎ Serum and cerebrospinal fluid acyclovir pharmacokinetics in a neonate with HSV-2

meningoencephalitisĂ J Infect Chemother 2022 ď28(8)Ď1168-1171

18. Wick KD, Fang X, Maishan M, Matsumoto S, Spottiswoode N, Sarma A, Simoneau C, Khakoo M,

Langelier C, Calfee CS, Gotts JE, Matthay MAĎ Impact of e-cigarette aerosol on primary

human alveolar epithelial type 2 cellsĂ Am J Physiol Lung Cell Mol Physiol 2022ď

323(2)ĎL152-L164

19. Ansai H, Masuda H, Nakao H, Nishimura N, Kubota MĎ Plasma exchange and infliximab as a

third-line therapy for refractory infantile Kawasaki diseaseĂPediatr Int 2022ď64(1)Ď

e15226

20. Akamine Y, Ide K, Kawaguchi AĎ Assessing agreement on Canadian pediatric critical care

training objectives in JapanĂ Pediatr Int 2022 ď64Ďe15363

21. Ide K, Okuwaki H,  Ota H,  Tokuda Y,  Nakagawa SĎ Tip position of peripherally inserted

central venous catheters inserted without fluoroscopyĂ Pediatr Int.  2022 Dec 2

http://doi.org/10.1111/ped.15432

22. 宮地麻衣Ā�¿諒ĀÝ崎Ô也Ā竹Õß之Ā中Ý聡ĀÝô敦Ď q邦ICU{z��_Q死ï症例~|

討:PRINCE studyÏà研究Ă åØ中|� 2022ď29Ď157-159

23. w岡|Ā大橋牧人ĀÝu容子Āõ賀早也香Ā和多u×哉ĀXÕ勇人Ā鈴oÿ之Ď長期体^Ā環補助

{z��血漿ÚöĈĒÀĝăó測â{��溶血~生因子~|証Ă体^Ā環�術 2022ď49 (2) :

103-111

[症例報 ]̂ 
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1. Shimura K,  Matsumoto S,  Ide K,  Baba C,  Nakagawa S,  Shoji K,  Uchida H,  Fukuda A,  

Sakamoto S,  Kasahara MĎ Rescue venovenous extracorporeal membrane oxygenation for the 

deterioration of acute respiratory distress syndrome in pediatric liver transplantationĂ 

Pediatr Transplant  2022 Sepď26(6)Ďe14305 

2. Hayashi K, Matsui H, Nishimura N, Nakagawa SĎ Inappropriately home-prepared paste food 

causing methoemoglobinemia in children.  Pediatr Int  2022 Janď64(1)Ďe15134  doi: 

10.1111/ped.15134. 

3. Okano D R, Hasegawa H, Okada H,  Kawamoto E,  Kurokawa S,  Kakogawa J, Y Suzuki Y,  Camann 

W,  Nagasaka YĎ Valley position for a primary ciliary dyskinesia (Kartagener’s 

syndrome) parturient to optimize respiratory function during cesarean deliveryĂ Int J 

Obstet Anesth  2022 Dec 15;103619  doi: 10.1016/j.ijoa.2022.103619.  

4. Nariai R, Mafune R, Ide K, Nishimura N, Ono HĎ Pulmonary hypertension caused by vitamin C 

deficiency in a two-year-old girl.   Pediatric Transplantation 2022 Janď64Ďe14971 

5. Ohashi E, Hayakawa I, Tsutsumi Y, Kamei K, Ide K, Abe YĎ Central-variant posterior 

reversible encephalopathy syndrome in an infant with mid-aortic syndrome: A rare case of 

symmetric basal ganglia lesionsĂ Radiol Case Rep 2022ď17(10)Ď3475-3480 

6. Nishi K, Ogura M, Tamai N, Gima M, Ide K, Koinuma G, Kamei K, Ito SĎ Successful 

rituximab treatment for severe rapidly progressive interstitial lung disease with anti-

MDA5 antibody-positive juvenile dermatomyositis: a case report and literature reviewĂ 

Pediatr Rheumatol Online J 2022 ď20(1)Ď60 

7. Kikuchi N, Ide K, Tomita K, Hayakawa I, Miyasaka M, Abe YĎ A case of rapid progressive 

fatal encephalopathy associated with COVID-2019Ă Pediatr Int  2022 Dec 21Ďe15455 doi: 

10.1111/ped.15455.  

8. 竹澤芳{Āß手健z郎Ā西r`穂Ā富澤大輔Āà藤元博Ā中Ý聡Ď Ø中ÿ療管理²行s�青�期~

閉^性細気管支炎~ć例Ă åØ中|� 2022ď29Ď591-592 

9. 藤ß聡子, 中�Û, 竹澤芳{, 坂q淳, ßô晶裕, 石黒精Ď RS¶´ěÉ感染{þ~��~作性寒冷

血色素�症~1例Ă _Q科診療 2022ď85(10)Ď1361-1363 

 

[ÿ®] 

1. Deep A, Nakagawa S, Tissieres PĎ Non-transplant options in paediatric acute liver 

failure-what is new? Intensive Care Med  2022ď48(1)Ď114-117 doi: 10.1007/s00134-021-

06576-y 

2. Shioji N, Tobias Everett , Suzuki Y, Aoyama KĎ Pediatric sedation using dexmedetomidine 

and remimazolam for magnetic resonance imagingĂ J AnesthĀ2022ď36Ď1-4 

3. 鈴oÿ之Ď |知xË²�svわ{s��x ºóÐóËøĝó~PONV適応×得x~Ó~�Ă LiSA 

2022ď29(3)Ď234-237 

4. 壷ß伯彦Ď Ú»þ振動ü気法~再考Ă åØ中|�Ā 2022ď29Ď201-203 

5. 西r`穂Ď @ÑüĐw×�組�!救急úüÉ|知svz}�い^傷初期診療~½ċóA(chapter 2)

症例ý Ö待{��_Q^傷Ă Emer Log 2022ď35(2)Ď223-227 
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6. R藤l規Ď ¸ă÷óÉwí�！ q痛V娩~ý^伝® ～ 信��{信�zい{�あz�l第w�Ă 

ĊĚý´ÏěÁ² 2022ď 41 (11): 54-57 

7. 宮坂清之Ď  |査û処置f~鎮静~č´óøĂ _Q�護  2022ď45(10)Ď1217-1223 

8. õu�知子Ā鈴oÿ之Ď 麻酔|~Ô期~子y�~³{Pえ��ÿ _Q~全身麻酔°~神経毒性²

考え�Ă _Q�護 2022ď45(10)Ď1197-1199 

9. �qlz朗Ď @Õ科|{���肝移m,膵û膵島移mA肝移m åq{z��移m_Q科|~役割Ă 

肝胆膵 2022ď85(5)Ď 619-626 

10. ß手健z郎Ď ÿ療法~再整理x²óć÷üø~��{専門家{��ú~ÿ療 Ú²óĒû²血症Ă 

åq|Ï新報 2022ď5141Ď46-47 

11. à藤宏{Ď �y�~�x²�sx知�う(第41回) _Q~輸ÿĂ LiSA 2022ď29(9)Ď826-829 

12. 黒澤 Ûó, �山 貴也, 賀来 x之, Ý崎 Ô也, _í 沢, ß藤 ï, 竹Õ ß之, 武u U人, ur 

S也, Z原 ��,  清水 ö{, Q瓶 智美, 清水 一好, À� p利子, 西r `穂, 新津 健裕, �

ß 克{, 志½ 伸朗, åqØ中ÿ療|学会Ā_QØ中ÿ療委員会Āåq_QØ中ÿ療連}T議会

COVID-19ワü½óÀÀěüćĎ 新型Ãĝú¶´ěÉ感染症~_QÞ症û中{症例~生uxÞ症_Q

~診療体vĂ åqØ中ÿ療|学会雑�Ā2022ď29(2)Ď 177-180 

13. 蜷Ý純Ď 症例»óą±ĜóÉ 巨大縦隔腫瘍x心Ïóčúü÷²\���乳QĂ LiSAĀ 2022ď

29(7)Ď601-4, 614-7 

 

[著書] 

1. �永oĀ讃ß_�Ď q|吸闘値:ë~|吸²Ð�{�Ā 讃ß_�Ā大庭祐Ð(ý)Ā人ý|吸管理{

強�z�改�xĀ 羊土社Ā 2022.ď111-112 

2. 壷ß伯彦Ď u学ûW学û物理{�q質{迫�！Dr.壷ß~Ø中ÿ療講義þüøĂ 中^|学社Ā 

2022.1.5 

3. 壷ß伯彦Ď _Q{z��Ø中ÿ療à症候群(PICS-p)ĀßR茂亮(ý著),  西uï, _谷穣ÿ(÷ï),   

症例{�学vPICS~Î防x早期Ï入,  åq維持新報社,  2022Ď59-69 

4. 壷ß伯彦Ď ï謝救急Ă志½伸朗(ý著)Ā_QØ中ÿ療čÁóøĆó¿Ā診îxÿ療社Ā2022Ď203-

205 

5. 壷ß伯彦Ď T論3 Yy性ï謝異~症ÿ早期{�実þ��þ設ĀĂ åq_QØ中ÿ療研究会(ýØ)Ā 

_Q救}救急ûICU Ąó¿²óć 6 血ÿmW,  đ÷³»ěûÅ´¸óÉû´óÏüúÇėúě, 

2022Ď 145-151 

6. 鈴oÿ之Ď _Q泌�器科~麻酔Ă 森u潔(÷)ĀÝ�u{人Āà藤繁ĀR和�ÿĀ廣u和美Ā溝�

知ù(ý)Ā é床麻酔科学書Ā 中山書店Ā 2022ď504-508 

7. 浦中誠Ď Q尖弁閉鎖(TA)Ă ]谷健ù(÷)Ā 稲冨S�(ý)Ā 50 ~術式xÿ患w学v心臓麻酔Ā 

克誠Z出xĀ 2022ď161-162 

8. 中Ý聡Ď 敗血症~早期~見~��~ÇÉöĐĂ �uö之(ý)Ā 敗血症Ā感染症x臓器 害x~

ÿ応(救急ûØ中ÿ療²ùĀóÉ)Ā 中山書店Ā 2022ď393-396 

9. 大原玲子Ď 授乳中wあ� 麻酔科øęĆěÇĕüö´óÀA to ZĂ 文ZZ, 2022Ď306-307 

10. 大原玲子Ď 巨大z卵巣腫瘍 麻酔科øęĆěÇĕüö´óÀA to ZĂ  文ZZ, 2022Ď308-309 

11. 大原玲子Ď知��い~w�2<q痛V娩=~意味²～đĚóøx÷đĚóø 助産師主^~q痛V娩ĉ

üÇó¿¼´ù ĊĚý´ÏěÁ²Ă đ÷³»出x,  2022ď41(11)ď21-24 
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12. à藤宏{Ď 笠ßl志(÷)Ā_Q輸ÿ~øĚËô 金原出xĀ 2022.4.22 

 

[÷ï] 

1. 鈴oÿ之Ď 鈴oÿ之Ā長坂ÿ子ÿ÷Ā_島純Ā米子� ÿýĀ子y�~���便利帳Ā W山ZĀ 

2022.8.1 

2. 宮坂清之Ď宮坂清之Ā赤Ā裕子Ā]u奏Ā岸q陽子Ā 宮坂勝之( »û補ú)<麻酔~危機管理=原著

2xĀ W山ZĀ 2022.11.1 

 

[¼´ùę´ó] 

1. Tasaka S, Ohshimo S, Takeuchi M, Yasuda H, Ichikado K, Tsushima K, Egi M, Hashimoto S, 

Shime N, Saito O, Matsumoto S, Nango E, Okada Y, Hayashi K, Sakuraya M, Nakajima M, 

Okamori S, Miura S, Fukuda T, Ishihara T, Kamo T, Yatabe T, Norisue Y, Aoki Y, Iizuka Y, 

Kondo Y, Narita C, Kawakami D, Okano H, Takeshita J, Anan K, Okazaki SR, Taito S, Hayashi 

T, Mayumi T, Terayama T, Kubota Y, Abe Y, Iwasaki Y, Kishihara Y, Kataoka J, Nishimura T, 

Yonekura H, Ando K, Yoshida T, Masuyama T, Sanui ĀMARDS Clinical Practice Guideline 

Committee 2021 from the Japanese Respiratory Society, the Japanese Society of Intensive 

Care Medicine, and the Japanese Society of Respiratory Care MedicineĎ 

ARDS clinical practice guideline 2021Ă Respir Investig 2022ď60(4)Ď446-495  

2. Tasaka S, Ohshimo S, Takeuchi M, Yasuda H, Ichikado K, Tsushima K, Egi M, Hashimoto S, 

Shime N, Saito O, Matsumoto S, Nango E, Okada Y, Hayashi K, Sakuraya M, Nakajima M, 

Okamori S, Miura S, Fukuda T, Ishihara T, Kamo T, Yatabe T, Norisue Y, Aoki Y, Iizuka Y, 

Kondo Y, Narita C, Kawakami D, Okano H, Takeshita J, Anan K, Okazaki SR, Taito S, Hayashi 

T, Mayumi T, Terayama T, Kubota Y, Abe Y, Iwasaki Y, Kishihara Y, Kataoka J, Nishimura T, 

Yonekura H, Ando K, Yoshida T, Masuyama T, Sanui MĀARDS Clinical Practice Guideline 2021 

committee from the Japanese Society of Intensive Care Medicine, the Japanese Respiratory 

Society, and the Japanese Society of Respiratory Care MedicineĎ ARDS Clinical Practice 

Guideline 2021Ă J Intensive Care. 2022  8ď10(1)Ď32 

3. 讃ß _�, u坂 â智, 竹Õ ß之, 大S 慎一郎, �o 盛f, 橋q ÿ, 一門 和哉, 津島 健ù, 

áu 英人, W÷ lù, 志½ 伸朗, �q lz朗, ß藤 ï, 岡森 慧, 櫻谷 ln, 則p 泰博, à

茂 徹郎, 矢u部 智昭, 近藤 豊, ÿu 龍 ,̂ 中島 �男, 青o 善孝, 飯Z Ā祐, 林 健一郎, Q

浦 慎也, 石原 唯ó, 岡u õ�, 阿W 圭祐, 阿部 良伸, 岡ß 弘, �弓 S也, 岸原 Ā貴, ru 

知大, 岡崎 哲ĝĀüø, üu �ó, 岩崎 夢大, ÝR 大裕, ]東 俊Ï, 竹S 淳, 寺山 毅郎, 林 

ó也, ]u ó生, á藤 浩一, 増山 智之, 西r 哲郎, w岡 惇, 米倉 Û, 奥u óó, Qo 誠, 

á藤 ~], 新ß ` ,々 ]u 健ó, 瀬� 龍z郎, 土肥 智ó, 森ÿ ×ù, 神津 玲, l山 仁志, 

]Ý 博, 石r 慶子, 武澤 恵理子, 中Ý 聡, Ý崎 Ô也, ß坂 俊Ï, 榎q p希, 山谷 nl, {

o 健輔, 大u え�{, ÿ岡 敏Ö, 湯n ùÓ, 山Ý 一½, ARDS診療¼´ùę´ó作r委員会, 一

般社団法人åqØ中ÿ療|学会, 一般社団法人åq|吸器学会, 一般社団法人åq|吸療法|学会Ď 

ARDS診療¼´ùę´ó2021Ă 人ý|吸Ā 2022ď39(2) Ď81-121 

4. 讃ß _�, u坂 â智, 竹Õ ß之, 大S 慎一郎, �o 盛f, 橋q ÿ, 一門 和哉, 津島 健ù, 

áu 英人, W÷ lù, 志½ 伸朗, �q lz朗, ß藤 ï, 岡森 慧, 櫻谷 ln, 則p 泰博, à
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茂 徹郎, 矢u部 智昭, 近藤 豊, ÿu 龍 ,̂ 中島 �男, 青o 善孝, 飯Z Ā祐, 林 健一郎, Q

浦 慎也, 石原 唯ó, 岡u õ�, 阿W 圭祐, 阿部 良伸, 岡ß 弘, �弓 S也, 岸原 Ā貴, ru 

知大, 岡崎 哲, üu �ó, 岩崎 夢大, ÝR 大裕, ]東 俊Ï, 竹S 淳, 寺山 毅郎, 林 ó也, 

]u ó生, á藤 浩一, 増山 智之, 西r 哲郎, w岡 惇, 米倉 Û, 奥u óó, Qo 誠, á藤 ~

], 新ß ` ,々 ]u 健ó, 瀬� 龍z郎, 土肥 智ó, 森ÿ ×ù, 神津 玲, l山 仁志, ]Ý 博, 

石r 慶子, 武澤 恵理子, 中Ý 聡, Ý崎 Ô也, ß坂 俊Ï, 榎q p希, 山谷 nl, {o 健輔, 

大u え�{, ÿ岡 敏Ö, 湯n ùÓ, 山Ý 一½, 一般社団法人åqØ中ÿ療|学会/一般社団法人

åq|吸器学会/一般社団法人åq|吸療法|学会/ARDS 診療¼´ùę´ó作r委員会Ď ARDS 診療

¼´ùę´ó2021Ă åqØ中ÿ療|学会雑�Ā2022ď29(4)Ď295-332 

5. 讃ß _�, u坂 â智, 竹Õ ß之, 大S 慎一郎, �o 盛f, 橋q ÿ, 一門 和哉, 津島 健ù, 

áu 英人, W÷ lù, 志½ 伸朗, �q lz朗, ß藤 ï, 岡森 慧, 櫻谷 ln, 則p 泰博, à

茂 徹郎, 矢u部 智昭, 近藤 豊, ÿu 龍 ,̂ 中島 �男, 青o 善孝, 飯Z Ā祐, 林 健一郎, Q

浦 慎也, 石原 唯ó, 岡u õ�, 阿W 圭祐, 阿部 良伸, 岡ß 弘, �弓 S也, 岸原 Ā貴, ru 

知大, 岡崎 哲ĝĀüø, üu �ó, 岩崎 夢大, ÝR 大裕, ]東 俊Ï, 竹S 淳, 寺山 毅郎, 林 

ó也, ]u ó生, á藤 浩一, 増山 智之, 西r 哲郎, w岡 惇, 米倉 Û, 奥u óó, Qo 誠, 

á藤 ~], 新ß ` ,々 ]u 健ó, 瀬� 龍z郎, 土肥 智ó, 森ÿ ×ù, 神津 玲, l山 仁志, 

]Ý 博, 石r 慶子, 武澤 恵理子, 中Ý 聡, Ý崎 Ô也, ß坂 俊Ï, 榎q p希, 山谷 nl, 土

肥 智ó, {o 健輔, 大u え�{, ÿ岡 敏Ö, 湯n ùÓ, 山Ý 一½, 一般社団法人åqØ中ÿ

療|学会/一般社団法人åq|吸器学会/一般社団法人åq|吸療法|学会 ARDS 診療¼´ùę´ó作

r委員会Ď ARDS診療¼´ùę´ó2021Ă åq|吸器学会�Ā2022ď11(4)Ď235-270 

 

[新聞] 

1. w岡|Ď 特Ø Ï<o来~展望=第44回 <災害f~|療機器²yう備え�{Ā=−�~1−Ă |

理産業新聞 第1117ø p3Ā 2022.7.15 

2. w岡|Ď 特Ø Ï<o来~展望=第44回 <災害f~|療機器²yう備え�{Ā=−�~2−Ă |

理産業新聞 第1118ø p3Ā 2022.8.1 

 

[講演] 

1. Nakagawa SĎ Management of Refractory Hypoxemia in Pediatric ARDS. Pediatric ICU Forum, 

PICU Most Requested Topics 2nd Series, 1st station (Web), Philippines,  2022.02.23. 

2. Nakagawa SĎ PICUs in Japan, human resources, training systems, and more.  6th Annual 

Congress of Korean Society of Pediatric Critical Care Medicine (Web), South Korea,  

2022.04.16 

3. Nakagawa SĎ Pediatric Critical Care in Asia; Our Challenges. Indonesian Pediatric Society 

Online International Symposium World PICU Day "Current Challenges in Pediatric Intensive 

Care with Limited Resources" (Web),  Indonesia, 2022.05.13 

4. Nakagawa SĎPost-Operative ICU Management of Pediatric Liver Transplantation. 8th Xiaoxiang 

International Symposium on Pediatrics and 1st Children’s Organ Transplant Forum (Web),  

Changsha, Hunan, China,  2022.05.27 
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5. Nakagawa SĎ High-frequency Oscillation; Pediatric application. HFO Webinar, Japan,   

2022.6.14 

6. Nakagawa SĎ Quality indicators in PICU.  Hunan Children’s Hospital (Web), Changsha, Hunan, 

China, 2022.6.28 

7. Nakagawa SĎ  Living-related organ donation.  11th Congress of World Federation of 

Pediatric Intensive and Critical Care Societies (Web),  Cape Town, South Africa,  2022.7.16 

8. Jakob Einhaus, Sato MĎ High throughput drug screen to identify immune-modulating therapies 

for the prevention of pregnancy complications.  March of Dimes.StanfordĀ USAĀ 2022.8.24 

9. Nakagawa SĎ Hepatic Encephalopathy.  Annual Scientific Meeting of Intensive Care Society 

of Malaysia ÿASMICĀ 2022,  Kuala Lumpur, Malaysia,  2022.9.10 

10. Nakagawa SĎ Has SARS-CoV-2 changed the way we ventilate children with PARDS?  Annual 

Scientific Meeting of Intensive Care Society of Malaysia (ASMIC) 2022,  Kuala Lumpur, 

Malaysia,  2022.9.11 

11. Nakagawa SĎ NCCHD Overview and Quality Indicators of Pediatric Intensive Care Unit. Mahidol 

University Ramathibodi Hospital School of Hospital Management,  Setagaya-ku Tokyo, Japan,   

2022.9.13 

12. Nakagawa SĎ Acute Liver Failure in Children.  The 17th Congress of Asian Society of 

Pediatric Research (Web),  Beijing, China,   2022.9.17 

13.  Nakagawa SĎ  Pediatric Sepsis; Recognition and Management.  33rd Scientific Conference 

on Maternal and Child Health Research (Web)Ā Ulaanbaatar, Mongolia, 2022.9.27 

14. Nakagawa SĎ Challenges in Pediatric and Maternal Sepsis.  5th National Conference 

<Purpose of sustainable development 3 MaternalĀ Newborn and Reproductive Health= (Web),  

Ulaanbaatar, Mongolia,  2022.10.7 

15. Miyasaka KĎ Working with the Aviation Industry on Simulation Education. Asian and 

Australasian Congress of Anaesthesiologists (AACA2022)ĀSeoul, Korea  2022.11.11(Web) 

16. Nakagawa SĎ  Nutritional support after liver transplantation in children. National Center 

for Maternal and Child Health (Web),  Ulaanbaatar, Mongolia, 2022.11.16 

17. Nakagawa SĎ  ECMO Cannulation.  24th National Conference of IAP Intensive Care Chapter,  

Pre-conference ECMO Workshop, Bhubaneswar, India,  2022.12.15 

18. Nakagawa SĎ Management of Coagulopathy in Liver Failure.  24th National Conference of 

IAP Intensive Care Chapter,  Bhubaneswar, India,   2022.12.18 

19.  Nakagawa SĎ  Basic Concepts of Neuro-Critical Care.  Hunan Children’s Hospital (Web),  

Changsha, Hunan, China,  2022.12.27 

20. �永oĎ|�^麻酔~øęĆěÇĕüö³óÀĂ 第40回JSEPTICËďúü(Web)Ā2022.1.30 

21. w岡|Ď x宅人ý|吸器{·連��災害ÿ策{tいvĂ åq|ý�~u��ÃĒóÊ »óą±

ĜóÉāü¿Ëďúü <災害f~|療機器²yう備え�{Ā=Ă 第 2 回 x宅人ý|吸器~|療

機器²yう備え�{ĀÿWebĀĀ2022.2.22 

22. 中Ý聡Ď 敗血症~病態û診îûÿ療~現状xn��診îûÿ療°像Ă 敗血症Ëďúüÿ¶·Ć講

演ĀĀ 東ðý�東{Ā2022.3.9 
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23. 中Ý聡Ď _Q感染症w~|吸管理Ďāó÷ďó¿w変わs�Ā\�Ā  第14回QÞ_Q救}|療

講演会ÿWebĀĀ 津^Ā 2022.03.10

24. 山S陽子Ď 胎Qÿ療麻酔~č´óøĂ 第ą回åq周産期麻酔学会学術Ø会Ā 大阪Ā 2022.3.12

25. 鈴oÿ之Ď_Q~PONVÿ策xºóÐóËøĝó裏ûĂPONVËďúü 1山ô(Web )12022.4.2

26. 中Ý聡Ď _Q救急ûØ中ÿ療~現状Ă r育救急ûØ中ÿ療ËďúüÿWEB講演ĀĀ東ðý世u谷{Ā

2022.7.2

27. 中Ý聡Ď |吸管理Ă r育救急ûØ中ÿ療ËďúüÿWEB講演ĀĀ 東ðý世u谷{Ā2022.7.2

28. à藤宏{Ď_Q~輸ÿ療法Ă n生会l浜^東部病ö人q開~ËóÏü�â�護師教育º程講義Ā 神

`Ý�l浜^Ā 2022.7.14

29. à藤宏{Ď�y�~是l輸ÿ²改�v考え�Ă ÖĎĚ²óú|科大学_Q科ÅĎüËďúüĀ 神`

Ý�Ý崎^Ā 2022.7.16

30. à藤宏{Ď_Q輸ÿ~øĚËôĂ 久留米大学|学部_Q科 Ground Roundsÿ¶¸Ć講演ĀĀ

2022.8.19

31. 中Ý聡Ď 酸素療法~ß罪ĎP酸素血症x�うwzい患者w~酸素投P²考え�ĂJSPICCđ÷³»ě

ÉÏóąU�Ëďúü22-02ÿWEB講演ĀĀ 2022.8.20

32. 壷ß伯彦Ď _Q{z��PICSÿPICS-pĀĂ 敗血症Ëďúü2022ÿWEB講演ĀĀ 2022.9.3

33. 壷ß伯彦Ď _Q{z��PICSĂ ð和4�þ第1回<東ðý�y�救}ËóÏü=_Q地域連携研

ï会Ā 2022.10.4

34. ÿ谷周吾Ď 新生Q手術{z��輸ÿx輸血Ă åq_Q麻酔学会第27回大会Ā 岡山Ā 2022.10.8

35. ½場千晶Ď ³wÃóøĝüě~Āqx_Q症例w~実践Ăåq_Q麻酔学会第27回大会Ā 岡山Ā

2022.10.8

36. w岡|Ď 人ý鼻ûà温à�器Ă ð和4�þ_Qx宅�術講ÿ会Part 3Ā Microsoft Teams WEB

講義 Ā 2022.10.27

37. 中Ý聡Ď RSV感染症Þ症例~ÿ療~実�Ă Save the Small Babies Symposium 2022 第1回ÿ¶·

Ć講演ĀĀ東ðýo谷{Ā 2022.10.31

38. 中Ý聡Ď RSV感染症Þ症例~ÿ療~実�Ă Save the Small Babies Symposium 2022 第2回ÿ¶·

Ć講演ĀĀ 東ðýo谷{Ā 2022.11.14

39. R藤l規Ď <産科麻酔²楽�³w�~��う=Ă 東ð慈恵会|科大学麻酔科学講ÿÿWEBĀĀ

2022.11.16

40. 鈴oÿ之Ď _Q麻酔~質~UR²目指�vĂ 第10回大阪周術期ËďúüĀ 大阪Ā 2022.12.3

41. à藤宏{Ď症例w考え�輸ÿ~実�Ă 群½大学_Q科専門|特wËďúüĀ 群½�前橋^Ā

2022.12.13

[学会~表] 

1. Sato M, Yamashita Y, Matsunaga W, Ijyuin A, Abe M, Yamashita S, Ohara RĎ  The effect of

remifentanil infusion on respiratory status in pregnant women undergoing fetoscopic

surgeries in mid-pregnancy.  International Anesthesia Research Sciety annual meeting,

2022. 3.18(Web)

2. Choisy B, Hedou J, Verdonk F, Gaudilliere D, Tsai A, Shankar K, Sato M, Einhaus J, Ganio

E, Bonham A, Warrington B, Ahmad S, Tingle M, Ando K, Bruckman S, Angst M, Kin C, Gaudilliere
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BĎ  Mutimodal, coached telehealth prehabilitation has high compliance and improves exercise 

and cognitive capacity prior to surgery; a pilot study.  International Anesthesia Research 

Society annual meeting,  2022.3.18 (Web) 

3. Verdonk F, Tsai AS, Hedou J, Heifets B, Gaudilliere D, Bellan G, Feyaerts F, Stelzer I, 

Ganio E, Sato M, Bonham A, Ando A, Aghaeepour N, Angst MS, Gaudilliere BĎ An immune signature 

of postoperative cognitive dysfunction. International Anesthesia Research Society annual 

meetingĀ2022.3.18 (Web) 

4. Sato M, Feyaerts D, Stelzer I, Ando K, Tsai A, Einhaus J, Diop Maigane, Gaudilliere D, Angst 

M, Shaw G, Aghaeepour N, Nolan G, Giudice L, Sirota M, Stevenson D, Gaudilliere BĎ Multiplex 

mass-tag cell barcoding assay for the high-throughput pharmacological assessment of 

candidate compounds to prevent preterm birth. 13th Annual Pediatrics Research Restreat at 

LKSC. Stanford, USAĀ2022.4.29 

5. Nariai R, Tsuboi K, Tsuboi N, Nakagawa SĎ Survey of Post intensive Care Syndrome in 

ChildrenĂ 11th Congress of the World Federation of Pediatric Intensive & Critical Care 

SocietiesĀ Cape Town, South Africa Ā 2022.6.12ÿWEBĀ 

6.  Sato M, Feyaerts D, Einhaus Jakob, Ganio E, Stelzer I, Ando K, Tsai A, Diop M, Bonham A, 

Gaudilliere D, Aghaeepour N, Nolan G, Giudice L, Sirota M, Stevenson D, Gaudilliere BĎ 

Multiplex mass-tag cell barcoding assay for the high-throughput pharmacological assessment 

of candidate drugs for endometriosis.  Anesthesia Research Awards Dinner 2022ĀPalo Alto, 

USAĀ 2022.6.13 

7. Tsuboi K, Tsuboi N,  Nishi K, Ninagawa J,  Suzuki Y,  Nakagawa SĎ Trajectory of kidney 

recovery in pediatric patients requiring continuous kidney replacement therapy for acute 

kidney injuryĂ 11th Congress of World Federation of Pediatric Intensive and Critical Care 

Societies,   2022.7.12(Web) 

8. Nariai R, Tsuboi K, Tsuboi N, Nakagawa SĎ Long-term functional outcomes of pediatric 

intensive care survivors; a prospective cohort study.   11th Congress of World Federation 

of Pediatric Intensive and Critical Care Societies,  2022.7.12(Web) 

9. Nakagawa SĎ What is a good death?  11th Congress of World Federation of Pediatric Intensive 

and Critical Care Societies (Web),  Cape Town, South Africa, 2022.7.14 

10.  Feyaerts D, Stelzer I, Maric Ivana, Gillard J, Hedou J, Diop M, Bonham A, Ganio E, Hinhaus 

J, Sato M, Tsai A, Han X, Ando K, Aghaeepour N, Hlatky M, Angst M, Stevenson D, Romero R, 

Gaudilliere B, Gomez-Lopez, NĎ Cross-tissue assessment of local and peripheral immune 

determinants of preeclampsia.  Stanford Maternal and Child Health Research SymposiumĀ

Stanford, USA,  2022.10.20 

11. Miyasaka K, Suzuki Y, Nagasaka YĎ Eeg-guided Anestheia In Children Shortens Recovery Time 

With No Difference Thus Far In Emergence DeliriumĂ ANESTHESIOLOGY 2022 Annual MeetingĀ 

New Orleans, Louisiana, USA Ā 2022.10.23 

12. Nakagawa SĎ Assessment of Respiratory Muscle Power on Conventional Ventilator.  24th 

National Conference of IAP Intensive Care Chapter,Advanced CME,  Bhubaneswar, India, 

2022.12.16 
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13. 鈴oÿ之Ď{弛þĒûÏĚóÀ~l�い使いýx解釈法Ă 第3回åq周麻酔期�護|学会学術Ø会Ā 

東ðĂ 2022.02.19 

14. �永oĎ q痛V娩{�~緊急帝王W開²yう��Ā 第ą回åq周産期麻酔学会学術Ø会Ā 大阪Ā 

2022.3.12 

15. 大原玲子Ď Āq手�{�øęĆěÇĕüö³óÀĂ 第ą回åq周産期麻酔学会学術Ø会Ā 大阪Ā 

2022.3.12 

16. 岩u尚美Ā伊Øö亜梨�Ā�永oĀ山S陽子ĀR藤l規Ā大原玲子Ā鈴oÿ之Ď |�誤穿刺à{持þ

脊髄���S麻酔²用いvq痛V娩û帝王W開~麻酔管理²行s�一例Ă 第ą回åq周産期麻酔学

会学術Ø会Ā 大阪Ā 2022.3.13 

17. 阿部�Ü子Ā伊Øö亜梨�Ā�永oĀ山S陽子ĀR藤l規Ā大原玲子Ā鈴oÿ之Ď q痛V娩f~|�

^麻酔²帝王W開術~麻酔{移行���69症例{tいv~|討Ă 第ą回åq周産期麻酔学会学術Ø

会Ā 大阪Ā 2022.3.13 
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VII. J Obstet Gynaecol Res. 2023 Oct;49(10):2538-2543. 

2. Ono H, Sago H, Ozawa K, Wada S, Kato H. Valvuloplasty for fetal critical aortic stenosis: 

Possible first successful case in Japan. Pediatr Int. 2023 Jan;65(1):e15491. 

 

［英文ÿ®］ 

z� 

 

［和文ÿ®］ 

1. 研ïþüøNo. 111 妊娠f期{��症状{ÿ��鑑wÿ患. 妊娠初期/中期. 梅原永能. åq産婦

人科|会ý. 2023; 04: 2-9. 

2. ú~ÿ療2023-2024�þx 微弱÷痛û÷延V. 梅原永能. åq|Ï新報社12023; 04: 47. 

3. Îå~ÿ療指針2023�x 胎Q~育O全. 梅原永能. |学書ö. 2023; 01: 1367. 

4. Îå~ÿ療指針2023�x 羊水^栓. _Ý浩�. |学書ö. 2023; 01: 1367. 

5. 研ïþüøNo. 111 妊娠f期{��症状{ÿ��鑑wÿ患. 妊娠à期. _Ý浩�. åq産婦人科|

会ý. 2023; 04: 2-9. 

6. 特ØćĜÃóËćÇėóÁ²@�x��đĒA家系{ú伝性ÿ患²p��場\~保因者診î åq|

師会雑� 第152巻û第6ø P608ÿ2023�9oĀR々o愛子 

7. Þ篤zú伝性ÿ患²ÿ象x��着床前ú伝学的|査 (PGT-M) ~Îàåq周産期û新生Q|学会雑�
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第58巻4øP710-713<学術Ø会講演 録Ø=(2023.04)R々o愛子 

8. 和u 誠ù, 梶原 一�, üq 仁, 杉林 Ý�, _澤 克x. @知svz}�い周産期û新生Q|療up 

to dateA出生前 胎Qÿ療~現状xÎà. _QÕ科. 2023;55(11):1737-41. 

 

［著書］ 

1. _澤克x. 産科診療Pros&Cons 胎Q乳�胸水{z��ú伝子ÿ患x超音î�見. MCđ÷³»出x. 

2023�5o5å~刊. 頁147-149. 

2. _澤克x. 胎Q超音î診î<いt�xÕう！={yう²ćĝüÑ��Ā đÈ»ěăĕü社Ă2023

�4o1å~行Ă頁49-83. 

 

［¼´ùę´ó1研究報^書］ 

z� 

 

［学会~表］ 

1. Yuki Kamihara, Kohei Ogawa, Hiromitsu Azuma, Seiji Wada, Haruhiko Sago. Association Between 

Gestational Weight Gain and Chronic Disease Risks in Later Life. The 22nd Congress of the 

Federation of the Asia and Oceania Perinatal Societies. Keio Plaza Hotel, Tokyo. 7th-9th 

October 2023. 

2. Azuma Hiromitsu, Ogawa Kouhei, Arai Tomohiro, Muromoto Jin, Ozawa Katsusuke, Sago Haruhiko. 

Risk factors for second-twin cesarean section after first-twin vaginal delivery. 第75回å

q産科婦人科学会学術講演会 2023� 5oÿ東ðĀ 

3. Rina Akaishi, Fuyuki Hasegawa, Yuuki Kakinuma, Chihiro Nishino, Taisuke Morita , Shin Mouri, 

Saho Fujino, Yuuya Fujibe, Saori Unno, Jin Muromoto, Tomo Suzuki, Rika Sugibayashi, 

Katsusuke Ozawa, Aiko Sasaki, Seiji Wada, Haruhiko Sago. Pregnant women’s recent preferences 

for prenatal genetic testing: A single-center study in Japan. Human Genetics Asia 2023. 

Tokyo. October 11-14, 2023 

4. Katsusuke Ozawa, Jin Muromoto, Rika Sugibayashi, Seiji Wada, Haruhiko Sago. Role of Venous 

Doppler in Predicting Perinatal Death in Selective Fetal Growth Restriction without 

Oligohydramnios. The 22nd Congress of the Federation of the Asia and Oceania Perinatal 

Societies. Keio Plaza Hotel, Tokyo. 7th-9th October 2023. 

5. Katsusuke Ozawa, Jin Muromoto, Rika Sugibayashi, Seiji Wada, Haruhiko Sago. A preliminary 

study on using artificial intelligence for fetal lung volume identification in three-

dimensional ultrasound. The 33th World Congress on Ultrasound in Obstetrics and Gynecology. 

Seoul Korea. 15th-18th October 2023. 

6. Katsusuke Ozawa, Jin Muromoto, Rika Sugibayashi, Seiji Wada, Haruhiko Sago. Lung size and 

survival in fetuses that underwent fetoscopic endotracheal occlusion for severe congenital 

diaphragmatic hernia. åq産科婦人科学会. 2023.5.13. 東ð. 

7. Noriko Kurosaka, Katsusuke Ozawa, Hiromitsu Azuma, Jin Muromoto, Kohei Ogawa, Seiji Wada, 

Haruhiko. Abnormal cardiotocograms in monochronic monoamniotic twin pregnancies. 第2回å

q産婦人科超音î研究会学術Ø会. 2023.3.4. 大阪 

8. _澤克x, üq仁, 杉林Ý�, 和u誠ù, 浦u晋, _ß博, þ\ÿ彦. Þ症大動�弁狭窄症{ÿ�
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�胎Q大動�弁形r術. åq胎Q心臓病学会第29回学術Ø会. 2023. 2. 24. 大阪. 

9. _澤克x. 胎øĀ環x動物実験{���胎Q心O全. åq超音î|学会第96回学術Ø会. 2023. 5. 

28. 埼û. 

10. 藤ßR保, _澤克x, 粟ß啓, R原p貴, 藤部S哉, üq仁, 杉林Ý�, 和u誠ù, þ\ÿ彦. 胎

Q診î���Ebstein_形/Q尖弁異形r~生}Îà指標{z��|討. åq超音î|学会第96回学

術Ø会. 2023. 5. 28. 埼û. 

11. 森u泰Ï, _澤克xĀüq仁Ā杉林Ý�Ā和u誠ùĀþ\ÿ彦. 妊娠à期{胎Q~胸郭形r異~|疑

わ��一例. åq超音î|学会第96回学術Ø会. 2023. 5. 28. 埼û. 

12. 岩ß信之Ï, _澤克x, 長久保貴也, 森u泰Ï, 黒坂ÿ子, 藤ßR保, üq仁, 杉林Ý�, 和u誠

ù, þ\ÿ彦. 異z�î機²辿s�胎Q心臓²w排��縦隔腫瘍~2例. åq超音î|学会第96回

学術Ø会. 2023. 5. 28. 埼û. 

13. _澤克x, üq仁, 杉林Ý�, 和u誠ù, 伊藤裕ù, 藤ßn浩, þ\ÿ彦. 胎Q十Ð指ùû空ù閉

鎖~多þ設ĜÈÉøĚ研究ÿFIND研究Ā~²捗報 .̂ 2023. 7. 9. ]õ_. 

14. 黒坂ÿ子, _澤克x, 東裕ÿ, üq仁, _Ý浩�, 和u誠ù, þ\ÿ彦. 一絨毛�一羊�Ý胎妊娠

{z��CTG異~~|討. 2023. 7. 9. ]õ_. 

15. _澤克x, 梶原一�, üq仁, 杉林Ý�, 金Ār, u~俊輔, 和u誠ù, _ß博, þ\ÿ彦. Þ症

大動�弁狭窄症{ÿ��超音î¼´ùS胎Q大動�弁形r術2例目~報 .̂ 第45回åqï体胎Q|

学会学術Ø会. 2023.10.14. 東ð. 

16. 鈴oo, 肥Ā~, 藤岡í, {鍬菜穂, à藤美賀子, 渡�央美, r島温子, þ\ÿ彦. <妊娠初期{

z��¿ęĚÉĝĎ´Ço用~胎Qx~�ÿ{tいv~評価=第 59 回周産期û新生Q|学会学術Ø

会, 2023�7o ]õ_ 

17. 鈴oo, 梅原永能, �o�弘, 矢÷à ,̀ 苛原誠, ÿ家辰{, þ\ÿ彦.<妊娠à期{�産à{{�

v~腟ÕÏó{tいv~|討=第75回åq産科婦人科学会学術講演会, 2023�4o 

18. 森u泰Ï, 鈴oo, 西ß千_, _Ý浩�, 梅原永能, 和u誠ù.<早産ç往症例{ÿ�v行う子宮¸

管縫縮術{z��実þf期x周産期Îàx~·連{tいv=第16回åq早産学会学術Ø会. 2023�

12o 富山 

19. 藤ß R保, 金子 �ï子1Qß �理1石黒 精1þ\ ÿ彦1r島 温子.第Ⅸ因子補U²要��血Ü

病 B 保因者~妊娠管理/Management of hemophilia B during pregnancy requiring factor Ⅸ 

supplementation.第33回åq産婦人科û新生Q血ÿ学会 ĆĄĆćĂĊo 埼û 

20. 藤ß R保,荒u 尚子,金子 �ï子,梅原 永能,þ\ ÿ彦,r島 温子. 当öw経験��ďøÃóùĚ

²糖�病\�妊娠~ą例. 第ĉč回åq周産期û新生Q|学会学術Ø会. ĆĄĆć.7o ]õ_ 

21. Þ十嵐 涼, _澤 克x, 東 裕ÿ, üq 仁, _Ý 浩�, 和u 誠ù, þ\ ÿ彦Ă非x型的ztwin 

anemia-polycythemia sequence(TAPS)~1例Ă東ð産科婦人科学会第 405回例会 2023�5oÿ東

ðĀ 

22. o �陽, _Ý 浩�, 粟ß 啓, �ß 沙織, 東 裕ÿ, 梅原 永能, þ\ ÿ彦Ă妊娠中期~子宮Õ胎

Q死ï(IUFD){ÿ�v待機的管理²øþ��全前置胎ø\�妊娠~ 1例Ă第 59回åq周産期新生Q

|学会学術Ø会 2023�7oÿ愛知Ā 

23. 黒坂 ÿ子, _澤 克x, 東 裕ÿ, üq 仁, _Ý 浩�, 和u 誠ù, þ\ ÿ彦Ă一絨毛�一羊�Ý

胎妊娠{z��CTG異~~|討Ă第59回åq周産期新生Q|学会学術Ø会 2023�7oÿ愛知Ā 
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24. �� o乃, 藤部 S哉, 大曽y ó ,̂ 粟ß 啓, 東 裕ÿ, 金子 �ï子, Qß �理, 梅原 永能, 

þ\ ÿ彦Ă妊娠 32 ±{特~性肝破裂²~症�,úÕÕ出血~��緊急帝王W開術²þ行�ïQx�

{救}�得�1例Ă第75回åq産科婦人科学会学術講演会 2023� 5oÿ東ðĀ 

25. ÿu理�,朴慶純,oÕ���,�u尚子,u中諒,持~`央子,Qß�理,大矢~弘,]u和恵 乳Q脂

漏性皮膚炎~~症{z��角層Õ因子xï乳中因子x~·連-前U}出生Ãċüø研究- åq皮膚

科学会東ð支部学術大会 2023.5o 東ð 

26. 相葉裕~,Qß�理,大西志麻,Õu�子,m�ÿ子,üu�,山ô麻子,àù健Ï _Q周産期病ö{z

��性Ö待被害Qx~性感染症É¿ĚüûóÀ|査~実態{tいv 第 70 回åq_Q保健T会学術

Ø会 2023.6o 神`Ý 

 

［講演］ 

1. 2023/3/11ÿWeb開催Āºó÷Ďóù配信Ā 

ą·´óÈ·¿øWEB講演会 

周産期Îà~最近~û題～妊産婦貧血1Ú齢妊娠~大規模÷üÏĉüÉ解析～ 

_Ý浩� 

2. 2023/11/6ÿWeb開催Ā 

_u原地{産婦人科|学会学術講演会 招Ø講演 

妊産婦~貧血 

_Ý浩� 

3. 2023/10/15ÿ現地開催Ā 

第45回åqï体胎Q|学会学術Ø会 

Yy性心ÿ患~胎QÉ¿ĚüûóÀx多職種連携 

_澤克x 

4. 2023/10/16 ÿSeoul, Korea, 現地開催Ā 

The 33th World Congress on Ultrasound in Obstetrics and Gynecology 

Fetal Therapy & Ultrasound Guided Interventions: Where are we now? 

Katsusuke Ozawa 

5. 2023/7/10 第59回 åq周産期û新生Q|学会学術Ø会ÿ現地+ºó÷ĎóùĀ  

ワü¿Çėóć12 early-onset FGR~管理Ď胎QĒûÏĚóÀ~ý法x娩出Ā準  

Þ症胎Q~育O全~前ý視的Ãċüø研究~結ÿ�� 梅原永能 

6. 2023/5/12 第75回 åq産科婦人科学会ÿ現地+ºó÷ĎóùĀ  

専攻|教育ćĝÀęĐ 周産期 骨øOV娩/帝王W開ç往妊婦~管理  

梅原永能 

7. 2023/5/12 

第75回åq産科婦人科学会学術講演会 東ðÿ�ą¹üęĐ 

²ąÏüüóËďúü3 

出産²迎え��家族xĀ新生QĎÉÉ¿ĚüûóÀx�何{²伝え�Þ要性 

<�家族x~情報ðßx�~à~ÿ患®n|ÿ患Ø容{Pえ��ÿ= 

R々o愛子 

8. 2023/5/21 

第3回JOHBOC学術Ø会 

ÇóčÈ¶Đ4 

HBOC~着床前ú伝学的|査(PGT-M){·��º題 

HBOC診療¼´ùę´óBQ10~解® 

R々o愛子 
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9. 2023/06/10 ¶·Éö³óýċöěðý

Nordiscience forum 2023 教育講演

_QÕV泌ÿ患{z��出生前ú伝学的|査û着床前ú伝学的|査

R々o愛子

10. 2023/6/22

第119回åq精神神経学会学術Ø会 委員会ÇóčÈ¶Đ8ÿ|療倫理委員会Ā

着床前ú伝学的|査²���倫理的º題ā精神|学~観ù{�

åq産科婦人科学会{�åq精神神経学会x~PGT-M{·��審査T力ß¼{tいv

R々o愛子

11. 2023/7/2 長崎�|師会館

第273回長崎産科婦人科学会û長崎�産婦人科|会ÿ会学術Ø会

特w講演a <着床前ú伝学的|査{·��審査_委員会{��Î~w~×�組� ～新見解xx

Ëû審査~実�～=

R々o愛子

12. 2023/10/25 岡山大学 鹿u会館

第4回岡山é床ú伝»óą±ĜóÉ

周産期|療{·連��ú伝学的|査~最新動U

R々o愛子 

13. 2023/11/19 Zoom¶·ăúü

¶·ăúü<{強ö性ÈÉøĝą³ü 着床前診î~Î=

R々o愛子

14. 2023/11/23 ºóę´ó

第21回全ÿú伝子|療部門連}会議

ワü¿Çėóć WS3 PGT-Mxú伝|療

R々o愛子

15. 2023/11/24 岡山大学

<妊娠中{�~ïQ支援=即戦力育rćĝÀęĐ23

ú伝»¶óËĚóÀ~現場{� 産科ÉÏóą|知svz�y}ú伝~û

産科ÉÏóą~��~<ú伝~Ā礎知識=

ÁüÉÉÏ÷³<Ú�妊娠=ÎàO良z染色体異~ÿ13,18øĚÍďüĀ²^����»óćěx~

|療者側~ÿ応zy

R々o愛子

16. 2023/12/15 ]õ_ÿ¶´ó¿愛知Ā

第9回åq産科婦人科ú伝診療学会 周産期講義8

出生前ú伝学的|査異~{ÿ��実é床w~²ćĝüÑ法 -超音î|査~活用-

ÿ立r育|療研究ËóÏü 周産期ûï性診療ËóÏü産科|長 R々o愛子

19Ă2023/11/24 宮崎大学 

宮崎大学講演  

 <妊`性温`療法1胎Qÿ療= 

  和u誠ù 

20Ă2023/3/23 慈恵|大第Q病ö 

  第34 回狛�調_府中産婦人科é床研究会/慈恵|大産婦人科Ø談会 

  <胎Q超音î ā��|č´óøā= 

  和u誠ù 

21Ă2023/6/7 信Þ大学 

  第34 回狛�調_府中産婦人科é床研究会/慈恵|大産婦人科Ø談会第 336回 長ß�周産期»óą±

ęóÉ 

<胎Q超音î診îû胎Qÿ療 āUp To Dateā= 

  和u誠ù 
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22Ă2023/12/16 �袋đøĝčĚÏóċöě 

  第1回�橋à賀産婦人科懇û会 

  <胎Q超音îû胎Qÿ療= 

  和u誠ù 

21Ă2023/5/14 ÿ�ą¹üęĐ 

  第75 回åq産科婦人学会 術講演ĒüûóÀ Ëďúü 

  <ß骨q形r症~胎Q診î{tいv= 

和u誠ù 

［ß報活動］ 

z� 

産科麻酔 

[原著論文] 

1. Yamamoto Y, Umehara N, Yamashita Y,  Sato M, Takehara K, Sago HĎ Labor risk factors for

fetal heart rate abnormality after combined spinal-epidural analgesia.  Int J Gynaecol

ObstetĀ 2023ď160(3)Ď892-899

[学会~表] 

1. Verdonk F, Julien Hedou J, Bellan G, Ganio E, Stelzer I, Feyaerts D, Sato M, Bonham M, Ando

K, Gaudilliere D, Gaillard R, Molliex S, Sharshar T, Gaudilliere GĎ An immune signature

of postoperative cognitive dysfunction (POCD), a prospective cohort study.  IARS AUA SOCCA

annual meeting 2023ĀAUA Annual MeetingĀ SOCCA Annual MeetingĀ IARS Annual MeetingĀ Denver,

USAĀ 2023.4.14

2. Einhaus J, Gaudilliere D, Hedou J, Feyaerts D, Ferreira L, Tsai A, Bruckman K, Ahmad S,

Stelzer I, Sato M, Bonham A, Diop M, Ganio E, Sunwoo J, Schurch C, Han X, Gaudilliere B.

A Ď multiomic approach to imaging mass cytometry analysis of the tumor microenvironment

in oral tongue squamous cell carcinoma.  15th Annual Plastic Surgery Research SymposiumĀ

Stanford, USAĀ 2023.4.18

3. Sato M, Einhaus J, Feyaerts D, Gillard J, Sabayev M, Ganio E, Stelzer I, Hedou J, Ando K,

Tsai A, Bonham A, Diop M, Gaudilliere D, Maric I, Angst M, Shaw G, Aghaeepour N, Nolan G,

Giudice L, Costello J, Oskotsky T, Sirota S, Stevenson D, Gaudilliere B.AĎ multiplex mass

cytometry assay for high-throughput immunomodulatory assessment of candidate drugs to

prevent preterm birth.  Immunology Postdoctoral Symposium 2023Ā Stanford, USAĀ 2023.4.26

4. Feyaerts D, Gillard J, Stelzer I, Marić I, Hédou J, Diop M, Ganio E, Han X, Ando K, Tsai A,

Bonham A, Sato M, Einhaus J, Sabayev M, Aghaeepour N, Angst M, Romero R, Hlatky M, Stevenson

D, Winn R, Gomez-Lopez N, Gaudillière BĎ  Cross-tissue assessment of local and peripheral

immune determinants of preeclampsia. Immunology Postdoctoral Symposium 2023, Stanford, USA,
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2023.4.26 

5. Smith B, Einhaus J, Sato M, Ganio E, Gaudilliere BĎ Evaluating the effect of anesthetic 

pharmacologic compounds on innate immune signaling and effector function with mass-tag 

barcoding and functional assays.  The 38th Stanford Medical Student Research Symposium,  

Stanford, USA,  2023.4.27 

6. Ijuin A, Sato M, Abe M, Matsunaga W, Yamashita Y, Ohara R Ď Ropivacaine and fentanyl 

concentrations in umbilical cord blood and neonatal outcome after epidural analgesia 

administration using programmed intermittent bolus: a prospective observational studyĂ SOAP 

55th Annual Meeting,  New Orleans, USA, 2024.5.5 

7. Einhaus J, Gaudilliere D, Hedou J, Feyaerts D, Ozawa M G, Sato M, Ganio E, Tsai A. S., 

Stelzer I A, Bruckman K C, Bonham T A, Diop M., Ferreira L, Han X, Schürch C M, Gaudilliere 

BĎ Integrative modeling of multiplex imaging data identifies a spatial immune signature 

of oral squamous cell carcinoma histological grade.  106th Annual Conference of the German 

Pathology association, Leipzig, Germany, 2023.6.1 

8. Sato M, Einhaus J, Feyaerts D, Gillard J, Sabayev M, Ganio E, Stelzer I, Hedou J, Ando K, 

Tsai A, Bonham A, Diop M, Gaudilliere D, Maric I, Angst M, Shaw G, Aghaeepour N, Nolan G, 

Giudice L, Costello J, Oskotsky T, Sirota S, Stevenson D, Gaudilliere B AĎ multiplex mass 

cytometry assay for high-throughput immunomodulatory assessment of candidate drugs to 

prevent preterm birth.  Anesthesia Research Awards Dinner 2023ĀPalo AltoĀUSAĀ 2023.6.5 

9. Einhaus J, Gaudilliere D, Hedou J, Feyaerts D, Ferreira L, Tsai A, Bruckman K, Ahmad S, 

Stelzer I, Sato M, Bonham A, Diop M, Ganio E, Sunwoo J, Schurch C, Han X, Gaudilliere B AĎ  

multiomic approach to imaging mass cytometory analysis of the tumor microenvironment in oral 

tongue squamous cell carcinoma. Anesthesia Research Awards Dinner 2023Ā Palo AltoĀUSAĀ  

2023.6.5 

10. Feyaerts D, Gillard J, Stelzer I, Marić I, Hédou J, Diop M, Ganio E, Bezemer R, Han X, Ando 

K, Tsai A, Bonham A, Sato M, Einhaus J, Sabayev M, Prins J, Aghaeepour N, Angst M, Romero 

R, Hlatky M, Stevenson D, Winn V, Gomez-Lopez N, Gaudillière BĎ Cross-tissue assessment of 

local and peripheral immune determinants of preeclampsia. Anesthesia Research Awards Dinner 

2023Ā Palo Alto, USAĀ2023.6.5 

11. Smith B, Einhaus J, Sato M, Ganio E, Gaudilliere BĎ  Evaluating the effect of anesthetic 

pharmacologic compounds on innate immune signaling and effector function with mass-tag 

barcoding and functional assaysĂ Anesthesia Research Awards Dinner 2023ĀPalo Alto, USAĀ 

2023.6.5 

12. Einhaus J, Gaudilliere D, Hedou J, Feyaerts D, Ozawa M. G., Sato M., Ganio E. A., Tsai A. 

S., Stelzer I. A., Bruckman K. C., Bonham T. A., Diop M., Ferreira L., Han X., Schürch C. 

M., Gaudilliere BĎ Integrative modeling of multiplex imaging data identifies a spatial 

immune signature of oral squamous cell carcinoma histological grade.  Annual meeting of 

the German Society of Pathology,  Leipzig, GermanyĀ2023.6.1 

13. Sato M, Abe M, Ijuin A, Matsunaga W, Kume C, Ohara RĎ  Combined a single dose of intrathecal 

morphine and intravenous patient-controlled analgesia for labor analgesia in mid-term 
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delivery: Report of two cases.   40th ESRA Annual Congress 2023Ā ParisĀFranceĀ 2023. 

9.6 

14. Matsunaga W, Sato M, Abe M, Ijuin A, Yamashita Y, Ohara RĎ Fetal Anesthesia with Maternal 

Remifentanil Infusion for Thoracoamniotic Shunt(TAS) Procedure. Anesthesiology 2023,  San 

Francisco,  2023.10.16 

15. 山S早�華Ā阿部�Ü子Ā伊Øö亜梨�Ā�永oĀ山S陽子Ā大原玲子Ā鈴oÿ之Ď 妊娠à期{心û

部痛²主¼{来ö�特~性肝破裂x診î���一例Ă  第2回åq周産期麻酔科学会学術Ø会Ā ÿ

岡Ā 2023.3.25 

16. 廣ß祐美Ā山S陽子Ā阿部�Ü子Ā伊Øö亜梨�Ā�永oĀ大原玲子Ď 救急|師1産科|師1麻酔科

|~連携{��早期ÿ応w救}�え�子宮破裂症例Ă 第 2 回åq周産期麻酔科学会学術Ø会Ā ÿ

岡Ā 2023.3.25 

17. 伊Øö亜梨�Ā阿部�Ü子Ā�永oĀ山S陽子ĀR藤l規Ā大原玲子Ā鈴oÿ之Ď q痛V娩{z��

出生Q臍�静�血°物濃þ{·��前U}観察研究~ā´ĝóøÉÏ÷³Ă 第 2 回åq周産期麻酔

科学会学術Ø会Ā ÿ岡Ā 2023.3.26 

18. �永oĀ阿部�Ü子Ā伊Øö亜梨�Ā山S陽子Ā大原玲子Ď ùÃÅĈ½Å¸ó酸ÅćĚđóøÕo妊

婦{z��血ÿĀ弾性試験²用い�血_�凝Ø能~|討Ă 第 2 回åq周産期麻酔科学会学術Ø会Ā 

ÿ岡Ā 2023.3.26 

阿部~�子Ā�永oĀ伊Øö亜梨�Ā山S陽子Ā大原玲子Ā鈴oÿ之Ď 産科麻酔領域{z��|�穿

刺à頭痛{ÿ��当öw~×�組�Ă åq麻酔科学会第70回学術Ø会Ā 兵庫Ā 2023.6.2 

19. 山S陽子Ď 胎Qÿ療~麻酔Ă åq麻酔科学会第70回学術Ø会Ā 兵庫Ā 2023.6.3ÿÇóčÈ¶

ĐĀ 

20. �永oĀ久米澄子Ā橋谷�Ď 大動�弁置ü術à妊婦²|�^q痛V娩wá全{管理w}�ą例Ă å

q心臓血管麻酔学会第28回学術Ø会Ā `良Ā 2023.9.17 

21. R藤l規Ď 胎Qÿ療{必要z_Q麻酔~知識Ă åq_Q麻酔学会第28回大会Ā ÿßĀ 2023.10.8

ÿÇóčÈ¶ĐĀ 

22. 山S早�華ĀR藤l規Ā久米澄子Ā伊Øö亜梨�Ā�永oĀ山S陽子Ā大原玲子Ď ºĄº´ù静�投

Px脊髄���S麻酔wV娩鎮痛管理��妊娠中期m産~ 3症例Ă 第 127回åq産科麻酔学会学術

Ø会Ā 大阪Ā 2023.12.2 

  

[講演] 

1. R藤l規Ď q痛V娩{z��麻酔科|~役割 ~ā´ĝóøor 一mCA~Ă 第1回 浜�q痛V娩研

究会Ā浜�Ā 2023.3.11 

2. Ohara RĎ Improving Perinatal Safety in JapanĂ The 26th Congress of The Korean Society 

of Obstetric AnesthesiologistsĀ Seoul,  2023.6.23 

3. 大原玲子Ď 産科麻酔部門~}Ï. 第 4 回世u谷{r育|療周産期Ëďúü ～産科麻酔～Ā 

2023.9.21 

4. R藤l規Ď 帝王W開ār育~実�²踏~えvĂ 第 4 回r育周産期連携Ëďúü～産科麻酔～Ā 

2023.9.21 

5. 山S陽子Ď q痛V娩ār育~実�²踏~えvĂ 第 4 回r育周産期連携Ëďúü～産科麻酔～Ā 

2023.9.21 
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6. �永oĎ う�~ PIEB~設â ¿Ěû»ěĚĜü. 第 127回åq産科麻酔学会教育講演動�配信,  

2023.12.2-3 

 

[講義] 

大原玲子Ď V娩~麻酔ÿV娩~麻酔1帝王W開~麻酔ĀĂ麻酔{必要z生理学x麻酔~Ā礎知識Ă 

東ð|療保健大学 Úþ実践助産ÃüÉĀ 東ðĀ 2023.6.16 

 

 

新生Q科 

 

[原著論文Ď査¯Þ]ÿReviewed PaperĀ 

1Ă Tsuda K, Shibasaki J, Takeuchi A, Mukai T, Sugiyama Y, Isayama T, Ioroi T,Takahashi A, Yutaka 

N, Iwata OĎ Baby Cooling Registry of Japan. Prolonged requirements for mechanical 

ventilation and tube feeding support predicted 18-month outcomes for neonatal 

encephalopathy. Acta Paediatr. 2023 Jan 27. doi:10.1111/apa.16687. Epub ahead of print. 

PMID: 36708079. 

2.   Wyckoff MH, Greif R, Morley PT, et al (Isayama T is 65th among 135 authors). 2022 

International Consensus on Cardiopulmonary Resuscitation and Emergency Cardiovascular Care 

Science With Treatment Recommendations: Summary From the Basic Life Support; Advanced Life 

Support; Pediatric Life Support; Neonatal Life Support; Education, Implementation, and 

Teams; and First Aid Task Forces. Circulation. 2022 Nov 3. doi: 10.1161/CIR.0000000000001095. 

Epub ahead of print. PMID: 36325905. 

3.   Wyckoff MH, Greif R, Morley PT, et al (Isayama T is 65th among 135 authors). 2022 

International Consensus on Cardiopulmonary Resuscitation and Emergency Cardiovascular 

Care Science With Treatment Recommendations: Summary From the Basic Life Support; 

Advanced Life Support; Pediatric Life Support; Neonatal Life Support; Education, 

Implementation, and Teams; and First Aid Task Forces. Resuscitation.2022Oct29:S0300-

9572(22)00684-0.doi:10.1016/j.resuscitation.2022.Oct.05. Epub ahead of print. PMID: 

36336195. 

4.  Yoneda K, Amari S, Mikami M, et al (Isayama T is the Corresponding author/ Last author). 

Development of Mortality Prediction Models for Infants with Isolated, Left-Sided Congenital 

Diaphragmatic Hernia Before and After Birth. Pediatr Pulmonol. 2022. Sep.29. doi: 

10.1002/ppul.26172. Epub ahead of print. PMID: 36174997. 

5.  Nakanishi H, Isayama T, Kokubo M, et al. Inhaled nitric oxide therapy in the post-acute 

phase in extremely preterm infants: a Japanese cohort study. J Pediatr. 2022 Sep 15:S0022-

3476(22)00817-4. doi: 10.1016/j.jpeds.2022.Jul.057. Epub ahead of print. PMID: 36116533.  

6.  Tomo CK, Balogun OO, Davidson J, et al. (Isayama T is 10th among 13 authors). Comparison 

of mortality and survival without major morbidities of very preterm infants with very low 

birth weight from Japan and Brazil. Rev Paul Pediatr.    2022 Sep 9;41:e2021389. doi: 
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10.1590/1984-0462/2023/41/2021389. PMID: 36102406; PMCID: PMC9462411. 

7. Ozawa Y, Miyake F, Isayama T (Corresponding author/ Last author). Efficacy and safety of

permissive hypercapnia in preterm infants: A systematic review. Pediatr Pulmonol.

2022.Aug.9. doi: 10.1002/ppul.26108. Epub ahead of print. PMID: 35945674.

8. Nishi K, Uemura O, Harada R, et al. (Isayama T is the 14th author among 18 authors) Early

predictive factors for progression to kidney failure in infants with severe congenital

anomalies of the kidney and urinary tract. Pediatr Nephrol. 2022.Aug.11. doi:

10.1007/s00467-022-05703-1. Epub ahead of print. PMID: 35951131.

9. Kim KS, Belley-Côté EP, Gupta S, Pandey A, Alsagheir A, Makhdoum A, McClure G, Newsome B,

Gao SW, Bossard M, Isayama T, et al. Mechanical versus bioprosthetic valves in chronic

dialysis: a systematic review and meta-analysis. Can J Surg. 2022.Jul.12;65(4):E450-E459.

doi: 10.1503/cjs.001121. PMID: 35820696.

10. Ito M, Tomotaki S, Isayama T, et al. The status of chronic lung disease diagnosis in Japan:

Secondary publication. Pediatr Int. 2022.Jan;64(1):e15184. doi: 10.1111/ped.15184. PMID:

35727868.

11. Tsuda K, Shibasaki J, Isayama T, Takeuchi A, Mukai T, Sugiyama Y, Ioroi T, Takahashi A,

Yutaka N, Iwata S, Nabetani M, Iwata O. Three-year outcome following neonatal encephalopathy

in a high-survival cohort. Sci Rep. 2022.May.13; 12(1):7945. doi: 10.1038/s41598-022-12091-

x. PMID: 35562399; PMCID: PMC9106703.

12. Tanzawa A, Saito J, Shoji K, Kojo Y, Funaki T, Maruyama H, Isayama T, et al. Fluconazole

Population Pharmacokinetics after Fosfluconazole Administration and Dosing Optimization in

Extremely Low-Birth-Weight Infants. Microbiol Spectr. 2022 Apr 27;10(2):e0195221. doi:

10.1128/spectrum.01952-21. Epub 2022.03.10. PMID: 35266811; PMCID: PMC9045325.

13. Guinsburg R, de Almeida MFB, Finan E, Perlman JM, Wyllie J, Liley HG, Wyckoff MH, Isayama

T (Last author). Tactile Stimulation in Newborn Infants With Inadequate Respiration at

Birth: A Systematic Review. Pediatrics. 2022.04.01;149(4):e2021055067. doi:

10.1542/peds.2021-055067. PMID:35257181

14. Isayama T, Kusuda S, Adams M, et al. International Variation in the Management of Patent

Ductus Arteriosus and its Association with Infant Outcomes: A Survey and Linked Cohort

Study. J Pediatr. 2022 May;244:24-29.e7. doi: 10.1016/j.jpeds.2021.12.071. Epub

2022.Jan.04. PMID: 34995641

15ĂWada YS, Saito J, Hashii Y, Kishi T, Masayuki K, Kamiya T, Mizuno K. Remdesivir and Human 

Milk: A Case Study. J Hum Lact. J Hum Lact. 2022.05;38(2):248-251.doi: 

10.1177/08903344221076539. Epub 2022 Feb 21. 

16ĂSaito J, Tachibana Y, Kawasaki H, Tamon H, Ishii M, Wada YS, Oho M, Yakuwa N, Suzuki T, 

Sago H, Yamatani A, Murashima A. Transfer of Zolpidem to Cord Blood and Breast Milk: A 

Case Series Evaluating Zolpidem Serum Levels and Outcomes in Birth and Suckling Infants. 

Breastfeed Med.2022.12;17(12):1034-1038. 

17. Kuriki A, Hosoya S, Ozawa K, Wada S, Kosugi Y, Wada YS, Sekizawa A, Miyazaki O, Kagami
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M, Sago H. Quantitative assessment of coat-hanger ribs detected on three-dimensional 

ultrasound for prenatal diagnosis of Kagami-Ogata syndrome. J Obstet Gynaecol 

Res. 2022.12;48(12):3314-3318. 

18.  Yamoto M, Nagata K, Terui K, Hayakawa M, Okuyama H, Amari S, Yokoi A, Masumoto K, Okazaki 

T, Inamura N, Toyoshima K, Koike Y, Yazaki Y, Furukawa T, Usui N: Long-Term Outcomes of 

Congenital Diaphragmatic Hernia: Report of a Multicenter Study in Japan. Children (Basel) 

2022;9 

19.  Kono J, Nagata K, Terui K, Amari S, Toyoshima K, Inamura N, Koike Y, Yamoto M, Okazaki T, 

Yazaki Y, Okuyama H, Hayakawa M, Furukawa T, Masumoto K, Yokoi A, Usui N, Tajiri T: The 

efficacy of the postnatal nasogastric tube position as a prognostic marker of left-sided 

isolated congenital diaphragmatic hernia. Pediatr Surg Int 2022;38:1873-1880 

20.  Masahata K, Yamoto M, Umeda S, Nagata K, Terui K, Fujii M, Shiraishi M,    Hayakawa M, 

Amari S, Masumoto K, Okazaki T, Inamura N, Toyoshima K, Koike Y, Furukawa T, Yazaki Y, 

Yokoi A, Endo M, Tazuke Y, Okuyama H, Usui N: Prenatal predictors of mortality in fetuses 

with congenital diaphragmatic hernia: a systematic review and meta-analysis. Pediatr Surg 

Int 2022;38:1745-1757 

21. Terui K, Nagata K, Yamoto M, Hayakawa M, Okuyama H, Amari S, Yokoi A, Furukawa T, Masumoto 

K, Okazaki T, Inamura N, Toyoshima K, Koike Y, Okawada M, Sato Y, Usui N: A predictive 

scoring system for small diaphragmatic defects in infants with congenital diaphragmatic 

hernia. Pediatr Surg Int 2022;39:4 

22. �沢彩乃, ß藤��, 甘利昭一郎, 大穂祐Ï, 諫山哲哉, 伊藤裕ù, 山谷nlĎ 新生Q{z��ø

ěĀćÏó~p効性z��á全性~Xþ設àý視的観察研究. åq_Qé床°理学会雑�. 

2022;35(1):21-7. 

23. Ú見ö, mu智希, _Ý瑛Ö, _原� ,̀ ÿßà Ď̀ 2-A. x胎26±400gQ~BPD����死ï

²防�|吸管理x�v非侵襲的|吸管理²è奨��.  åq新生Qr育|学会雑�.  2022: 34: 

201-203.  

 

[原著論文Ď査¯Þ] 

1Ă和uÜ香1迫u�v美1甘利昭一郎1XÝ美和子1新u知恵子1前u美à1�原資恵1üu�1伊

藤裕ù1þ\ÿ彦Ď乳Q|入ö���~ï乳育Q{·��ï親x~実態調査Ăåq_Q科学会雑� 

126(12) 1633-1638, 2022 

 

[原著論文Ď査¯z�] 

1. 和uÜ香Ď 新生Q~l養x消W器ÿ患ĂWith NEO vol.35 no.1 97-72. 2022 

2. 和uÜ香Ď NICU{z��新型Ãĝú¶´ěÉ感染症x搾ï乳{tいvĂNICU mate 61:5, 2022 

3. 和uÜ香Ď Ãĝúý{z��出産ûï乳育Q. 家族x健ÿ 第805øĂ一般社団法人 åq家族

計�T会 

4. 和uÜ香Ď 乳�胸水û乳�ú水Ă_QÕ科 vol.53 増刊ø.2021 

5. 和uÜ香Ď Ãĝúý~新生Qxï親~生活Ă保健~科学Ăp林書öĂ64 (4): 226-231, 2022 
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6. 和uÜ香Ď Q27 授乳�1å何回1y~��い~間隔|適Wz~w��う{Ā~�1ï乳x人ý乳

w�授乳間隔�回u²変え�y}w�{Ā 周産期|学 vol.52 増刊øĂ392-393, 2022 

7. 和uÜ香Ď Q28 ï乳�冷蔵庫�冷凍庫wy~��い保`w}~�{Ā~�1保`ý法{�svï

乳~rV�変W��w��う{Ā 周産期|学 vol.52 増刊øĂ394-395, 2022 

8. 和uÜ香Ď Q29 生à1{ow�2夜中起��zいx6f間��いßvい~�2起��v授乳��

{う|�いw��う{Ā 周産期|学 vol.52 増刊øĂ396, 2022 

9. 和uÜ香Ď 5) l養状態~評価ý法Ă周産期|学 vol.52 増刊øĂ558-560, 2022 

10. 和uÜ香Ď 6) ï乳x人ý乳哺育~比較Ă周産期|学 vol.52 増刊øĂ561-563, 2022 

 

[症例報 ]̂ 

1. 大島あ��, øu優花, Ú見澤~一, _杉洋�, 増u|ó, ÿßà ,̀ R原陽ÿ, 生u泰久, 甘

利昭一郎, 竹u知洋, 和uÜ香, ~山ù彦, Zqj子, Ì山哲哉, _ß博, 伊藤裕ùĎ FOXF1ú

伝子変異��診î���º胞毛細血管異形r症~一例. åq_Q科学会雑�(0001-6543)126巻 2

ø Page381, 2022.2 

 

2. _杉洋�, øu優花, 増u|ó, ÿßà ,̀ R原陽ÿ, 生u泰久, 甘利昭一郎, 竹u知洋, 和u

Ü香, ~山ù彦, Zqj子, Ì山哲哉, 伊藤裕ùĎ 橋前ý���ö胞開窓術{��閉^性q|

吸|改善�� 18p öøęÍďü~ 1 例. åq_Q科学会雑�(0001-6543)126 巻 2 ø Page339, 

2022.02 

 

[ÿ®] 

1. 甘利昭一郎�. Controversies in perinatology 2023 産科ý  胎Q異~ (Yy性l隔�Ĉěû

²)ā経腟V娩. 周産期|学. 2022;52(12):1703-5. 

2. 甘利昭一郎. ÿ療法~再整理x²óć÷üø~��{専門家{��ú~ÿ療 新生Q黄ý(新生Q

ÚăĚěăó血症). åq|Ï新報. 2022(5135):50-1. 

 

[著書] 

z� 

 

[¼´ùę´ó1報^書1�~他] 

1. 臼ß規朗. 厚生労働科学研究¿補助金 ÷ÿ性ÿ患�策研究Ï業. |吸器系Yy異~ÿ患~診療体v

構築x÷üÏĉüÉz��診療¼´ùę´ó{Āuい�|療水準UR{·��研究ÿ20FC1017ĀĂ ð

和Q�þ ÿ括ûV担研究報^書. ÿV担研究者 甘利昭一郎Ā 

2. oô�~�, �沢彩乃, 山谷nl, 諫山哲哉, 竹u知洋, 岩橋香 ,̀ 湖城v�Ď PGE1投Pf~q

|吸症例{ÿ��»ą·´ó~使用実態調査. åq_Qé床°理学会雑�(1342-6753)35巻1ø 

Page118, 2022.9 

3. ~山ù彦, ]ß沙織, 森u�知子, 大島あ��, ÿßà ,̀ _杉洋�, øu優花, R原陽ÿ, 生u

泰久, 甘利昭一郎, 竹u知洋, 和uÜ香, Zqj子, Ì山哲哉, 伊藤裕ùĎ ELBW{tSevere SGA

Q~骨ø÷減少~試�. åq周産期û新生Q|学会雑�(1348-964X)58巻Suppl.1 Page289, 

534



2022.6 

 

[講演] 

1. 和uÜ香Ď 乳Q~~Ô²ËÉđóøx·わ�Ă東ðý委�講ÿ会Ăºóę´ó,  2022.2 

2. 和uÜ香Ď ï乳l養{·��_Q科|~役割Ă第233回大阪_Q科学会Ă教育講演Ă2022.4.2 

3. 和uÜ香Ď 乳Q~~Ô²ËÉđóøx~Ô²Ð�·わ�Ă東ðý助産師会{WV会t�~~会 º

óę´ó, 2022.11 

4. 甘利昭一郎. 新生Q~�{�. r育�y�Ëďúü. 2022.5.19. Web開催. 

5. 甘利昭一郎. 超早産Q~急性期|吸管理x<r育=w~超早産Q管理. 第23回 ð浜新生Q|療懇û

会 ąĜóÇĕāüÍóËďúü. Web開催. 2022.6.25.  

 

[学会~表] 

1. Kana Fukui, Yushi Ito, Masayo Kokubo, Hidehiko Nakanishi, Shinya Hirano, Satoshi Kusuda, 

Shuichi Ito, Tetsuya Isayama. Association between erythropoietin and retinopathy of 

prematurity: a retrospective cohort study in Japan, 2008-2018. Pediatric Academic Societies 

Meeting 2022. Denver, 2022.4.21-25  

2. 4th Taiwan-Korea-Japan Joint Congress on Neonatology  poster 

Hidehiko Maruyama, Tetsuya Isayama, Saori Yoshii, Machiko Morita, Ayumi Oshima, Satoshi 

Masuda, Kana Fukui, Yohei Kosugi, Yuka Sasaki, Yohji Uehara, Yasuhisa Ikuta, Shoichiro Amari, 

Tomohiro Takeda, Yuka Wada, Keiko Tsukamoto, Yushi Ito 

Attempt to reduce bone fracture in ELBW infants with severe SGA 2022.3.19 

3. 大島 あ��, øu 優花, Ú見澤 ~一, _杉 洋�, 増u |ó, ÿß à ,̀ R原 陽ÿ, 生u 泰

久, 甘利 昭一郎, 竹u 知洋, 和u Ü香, ~山 ù彦, Zq j子, Ì山 哲哉, _ß 博, 伊藤 裕

ù:  FOXF1ú伝子変異��診î���º胞毛細血管異形r症~一例.  第125回åq_Q科学会学術

Ø会,  ÿ島,  2022.4.15-17 

4. _杉 洋�Āøu 優花, 増u |ó, ÿß à ,̀ R原 陽ÿ, 生u 泰久, 甘利 昭一郎, 竹u 知洋, 

和u Ü香, ~山 ù彦, Zq j子, Ì山 哲哉, 伊藤 裕ùĎ 橋前ý���ö胞開窓術{��閉^

性q|吸|改善�� 18p öøęÍďü~ 1 例,  第 125 回åq_Q科学会学術Ø会,  ÿ島,  
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糖�病 2023; 15(2): 60-65

10. Q_u 亜希子ĀQ戸 麻子Ā荒u 尚子Ď <妊娠xÏ臓ār育|療~立場{�ā=. Ï臓Õ科

2023;18(4): 421-427

11. Q_u亜希子Ā荒u 尚子Ď <w状û機能PS症û副w状û機能PS症x妊娠=. åqÕV泌^科学

会 雑� 2023; 340(3): 163-167

12. Q戸 麻子Ď 妊娠Ú血wÏ症症例~出産àÁ²Postpartum Care for women who were suffered from

preeclampsia. åqÏ臓学会�(Web) (Japanese Journal of Nephrology (Web)) 2023; 65(4): 420-

424

13. 鈴o 瞳Ā濵u �x�Ā大u え�{Ď }春期女性{z��o経~心理û社会的問題{·��ÉÃü

ĄóÀĜăĕü. 助産学会�2023; 37(2) 100-113

14. 大u え�{Ā鈴o 瞳ĀĎ ÿ�助産師連盟ÿ�評議会z��第33回3�ð大会ÿ33rd ICM Triennial

Congress, Bali, Indonesia) ´óùýÇ²ûĀĚ{参à�v: WHO NEWS. �護2023; 75(11) 56

15. 鈴o 瞳Ā大u え�{Ď 妊娠û出産û育Q期~l養{·��¸ă÷óÉ²²óć÷üø��. 助産

雑� 2023; 77(3): 252-260

16. 鈴o 瞳Ā大u え�{Ď ÿ�Ā準x比較�v見�åq~Ë¿Çĕ²ěûĚćĝÐ¿ö³ĆûĈěÉ

ăę´ôĎWHO NEWS �護, 2023; 75(3): 57

[著書] 

1. 荒u尚子Ď 妊娠xw状û ÕV泌ÿ患診療ÿóùĆó¿Ver.3. 中^|学社 2023; 247-252

2. 荒u尚子Ď 妊娠糖�病 ��sx困s�背o²持t糖�病~診{� Āq²¿Ě²���yv~糖�

病診療|x捧��. 株式会社金芳Z2023; 258-266

3. 荒u尚子Ď w状û 妊娠{伴うw状û機能~変動�Ā ÕV泌ï謝ÿ患¿Ěû»ě¿¸ÉÑėó 100

改�第2x. 診îxÿ療社 2023; 44-45

4. 河ß千慧Ā金子�ï子ĎĉüÑ·óø病x妊娠Ă岳ßZ洋ÿýØĀĀ現場|¸½Éāüø{聞}�

いĉüÑ·óø病Āåq|Ï新報社Ā2023ď139-145

[¼´ùę´ó1報^書1�~他] 

1. 荒u 尚子, Ý﨑麻紀: 妊娠糖�病ç往女性~ą¹ĝü²óć{·�� 診療¼´ùę´óÿ��祐

ù1杉山� ýĀ糖�病x妊娠2023�10oÿ23巻w冊Ā
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2. 荒u 尚子: 世u谷{ĚćĝÐ¿ö³ĆûĈěÉăę´ô周知啓~専門部会委員x�v参àÿð和4

�þ～Ā 

3. 環境省<健ÿx環境{·��疫学調査|討会=構r員x�v参àÿð和4�þĀ 

4. 荒u 尚子, 山q 精一郎Ā山R 須賀Ā武藤 香織ĀÛ� 潔Āwß ��}Ā立花 良之Ā西岡 笑子, 

Ú橋 ~子Ď 保健û|療û教育機·û産業{{z��女性~健ÿ支援~��~研究Ă ð和4�þ

厚生労働科学研究¿補助金ÿ女性~健ÿ~包括的支援�策研究Ï業Ā, ð和4�þ研究報^書Ā

2023�5o 

5. 荒u 尚子Ā杉山 �Āwq ù美Ā大u え�{Ā前u 恵理Ā秋山 美紀Ā_Ý 浩�ĀQ瓶 �紀

子Ď 生ï²通��健ÿ~実現{U��<人生最初~1000å=~��~1妊娠前{�出産à~女性

{ÿ��l養û健ÿ{·��知識~nÛx行動変容~��~研究Ă ð和4�þ厚生労働科学研究

¿補助金ÿr育ÿ患克o{l世ï育rĀø研究Ï業ÿ健�{l世ï育rÿ\研究Ï業ĀĀ, ð和4

�þ研究報^書Ā2023�5o 

6. Q_u 亜希子: 生活ÿd病{ÿ��遠隔|療ûĒĀ´ě|療体v~最適Wxćęóøą¹üĐ~構

築 文科科学研究¿ç手研究21K16336, 2023�þ実績報^書 

7. 金子�ï子Āà藤美賀子ĀÛß千夏Ā宮Ý英子Ā河ß千慧Ď·節Ě¶ĎÑ診療¼´ùę´ó改�²

目的x��1RA1JIA ~妊婦û授乳婦{·��¸ă÷óÉ~ßØĂ厚生労働科学研究¿補助金ÿ免

疫²Ĝě¾üÿ患�策研究Ï業ĀĀ·節Ě¶ĎÑ診療¼´ùę´ó~改�{��|療水準~UR{

·��研究班Āð和4�þV担研究報^書Ā2023�5o 

8. Õu啓子Ā前嶋n人Ā金子�ï子Ā他Ď第12章 妊娠 åqÏ臓学会ÿýØĀ1¸ă÷óÉ{Āu

�CKD診療¼´ùę´ó2023Ā東ð|学社Ā2023� 

 

[学会~表] 

1. Arata N:  Prediction of Transient Neonatal Hypothyroidism in Euthyroid to Hypothyroid 

Pregnant Women with Blocking TSH Receptor Antibody Positive. 2023ATA Annual Meeting. 

Washington DC,2023.9.27-10.1 

2. Suzuki H: A Scoping Review of Health Behavior Changes in Preconception Care Trial. 33rd 

ICM Triennial Congress 2023. Bali Nusa Dua Convention Center, 2023.6.11-14 

3. Kayoko Kaneko, Eiko Miyagawa, Atsuko Murashima: Pregnancy outcome and disease activity of 

pregnant women with early onset of lupus erythematosus; A nationwide prospective cohort 

study in Japan, 12th International conference on Reproduction, Pregnancy and Rheumatic 

diseases, London, 2023.9.9 

4. 細u愛子Ā荒u尚子ĀR藤志織Ā金子�ï子Ā梅原永能ĀÕoÿ博ĀXÝ玲子ĀÌ山哲哉Ā伊藤裕

ùĀ島ß仁Ā和u誠ù:ï体°物ÿ療{��胎Qw状û腫²���w状û機能ð²症\�妊婦9例~

|討.第24回åqÕV泌学会·東w信越支部学術Ø会,東ð,2023.9.8-9 

5. 大uえ�{, à藤美�, 鈴o瞳:P出生体ÞQ出生Î防~��~ 妊娠期āüÍúę´Êù²ćĚÁ

üÇėó~実行ÿ能性調査. 第37回åq助産学会学術Ø会, 2023.10.11 

6. Ý﨑麻紀Ā荒u尚子: 妊娠糖�病v御x出産à~2型糖�病~症Î防.@ÇóčÈ¶ĐA 第66回

åq糖�病学会�l学術Ø会,鹿Q島,2023.5.11 

7. Ý﨑麻紀Ā荒u尚子Āà_Ô{Ď妊娠糖�病û糖�病\�妊娠~妊娠î�z��ïQ~長期Îà{

·���録÷üÏĉüÉ構築{·��他þ設前U}研究. 第39回åq糖�病û妊娠学会�l学術
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Ø会Ā新潟Ā2023.11.17 

8. Ý﨑麻紀Ā荒u尚子Āà_Ô美Ā杉山�Ā��祐ù. 中à期耐糖能É¿ĚüûóÀ陽性 75g Ćù¶糖

¬荷試験l~耐糖能群{tいv~ |討 第 39 回åq糖�病û妊娠学会�l学術Ø会Ā新潟Ā

2023.11.18 

9. 樋ô秋津Ā金子�ï子Ā宮Ý英子Ā黒坂ÿ子Ā藤ßR保ĀQß�ÝĀ石黒精Ār島温子Ď第Ⅸ因子製

剤~â期補U{��生Q²得�血Ü病 B \�O育症~ 1 例Ă第 8 回åqï性Õ科学会ÿ会û学術Ø

会Ā東ðĀ2023.7.23 

 

[講演] 

1. 荒u 尚子Ď 教育講演1 妊娠1_QĂ第66回åqw状û学会学術Ø会Ā石ÝĀ 2023.12.8 

2. 荒u 尚子Ď @ÇóčÈ¶ĐA妊娠糖�病ç往女性~ą¹ĝü²óć{·��診療¼´ùę´ó. 

第39回åq糖�病û妊娠学会�l学術Ø会Ā新潟Ā2023.11.18 

3. 荒u 尚子Ď ćĜÃóËćÇėóÁ²～á心á全w健�{z妊娠û出産û産à~健ÿ管理²支援��

��{Ă第 45回åqé床l養学会ÿ会 第 44回åqé床l養T会ÿ会 第 21回大連\大会Ā大阪Ā

2023.11.12 

4. 荒u 尚子Ď 教育講演1 åq{必要zćĜÃóËćÇėóÁ²Ă第153回東X連\産科婦人科学会

ÿ会û学術講演会Ā秋uĀ2023.6.17 

5. 荒u 尚子Ď åq{必要zćĜÃóËćÇėóÁ²Ă第 41 回千葉�ï性衛生学会学術Ø会Ā千葉Ā

2023.6.3 

6. 荒u 尚子Ď 胎Qw状û腫²伴s�ĀËù¶病\�妊娠~一例Ă第44回åqÕV泌学会東X地ý会Ā

ßĀĀ2023.5.20 

7. 荒u 尚子Ď ćĜÃóËćÇėóÁ². 第20回{z|わ°剤師学術大会, l浜, 2023.5.14 

8. 荒u 尚子Ď 教育講演 05 特ëz状況w~妊婦~l養療法Ă第 38 回åqé床l養ï謝学会学術Ø

会Ā神戸Ā2023.5.9 

9. 荒u 尚子Ď 妊娠糖�病~管理. 浙�大学|学ö附属産婦人科病öºóę´ó交m会, WEB, 

2023.7.22 

10. 荒u 尚子Ď ćĜÃóËćÇėóÁ². ð和4�þ<第34回ï性衛生学会=, 静岡, 

2023.2.12 

11. Q戸 麻子Ď @ÇóčÈ¶ĐA周産期°物ÿ療²×�巻�º題{ÿ�v°剤疫学|w}��xû�

y}�x 妊娠中~|°品使用~p効性-Ú血w\�妊娠{zいv-. 第28回åq°剤疫学会学術ÿ

会ĀðýĀ2023.11.17 

12. Q戸 麻子Ď ćĜÃóËćÇėóÁ²x�. ð和5�þ健�{親子21全ÿ大会ÿï子保健家族計

�全ÿ大会Ā, ßý宮, 2023.11.10 

13. Q戸 麻子Ď @教育講演A妊婦�³²診�う. 第45回åqÚ血w学会ÿ会, 大阪, 2023.9.15 

14. Q戸 麻子Ď @ÇóčÈ¶ĐA<妊娠Ú血w症候群x^来~健ÿ女性x家族~�~健ÿ²目指�

vĎ´óÏüÃóËćÇėóÁ²=. 第23回÷à齢|学会ÿ会, 東ð, 2023.6.9 

15. Q戸 麻子Ď @ÇóčÈ¶ĐaA ćĜÃó~視ù{�~Ïÿ患\�女性 Ú血wûc性Ï臓病{

z��ćĜÃóËćÇėóÁ². 第32回Ïx妊娠研究会. 愛媛, 2023.3.4 

16. 金子�ï子Ď @ÉčóÅüùÇóčÈ¶Đ4AĚ¶ĎÑ|{必要zWoCBA-RA患者~ÿ療戦略Ă第

33回åqĚ¶ĎÑ学会X�Óû東X支部Ø会Ā盛岡Ā2023.10.1 
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17. 金子�ï子Ď @特w講演2 地元愛ËďúüA女性~ę´ąÉöüÈ{応��·節Ě¶ĎÑ~ÿ

療Ă第34回中部Ě¶ĎÑ学会Ā�qĀ2023.9.16 

18. 金子�ï子Ā中島亜矢子他Ď@ÇóčÈ¶Đ3 ę´ąÉöüÈ{\わ��ÇüĐĜÉzĚ¶ĎÑ性ÿ

患患者~管理～_Q期ûAYA 世ï{�挙Qÿ能�齢~w～A挙Qÿ能�齢~膠原病ûĚ¶ĎÑ性ÿ患

\�妊娠{ÿ��診療x管理~²歩ĎºüĀüăĕüĂ第67回åqĚ¶ĎÑ学会ÿ会û学術Ø会, ÿ

岡Ā2023.4.24 

 

 

周産期歯科 

 

[原著論文Ď査¯Þ]ÿReviewed PaperĀ 

z� 

 

[原著論文Ď査¯z�] 

z� 

 

[症例報 ]̂ 

z� 

 

[ÿ®]  

z� 

 

[著書]  

z� 

 

[¼´ùę´ó1報^書1�~他] 

z� 

 

[学会~表]  

1Ăà藤 亮Ď·節Ě¶ĎÑ²\���Ç·üÀĜó症候群妊婦{z��歯科ÿ療~ą例Ā第 32回åqp

病者歯科|療学会学術大会Ā2023�3o18û19åĀXR久郡軽ß沢� 

2Ăà藤 亮Ā奥ß 瑛Ď当ö周産期歯科^来{z��開設{�ą�間~初診患者~実態調査Ā第 61回å

q_Q歯科学会大会Ā2023�5o18û19åĀ長崎  ̂

3Ăà藤 亮Ā奥ß 瑛ĎWebRw|開��vい�妊婦²ÿ象x��歯科情報{tいvĀåq_Q歯科学会

第38回·東地ý会ûð和ĉ�þÿ会Ā2023�10o1åĀÝô  ̂

4Ăà藤 亮Ā奥ß 瑛Ď歯科ÿ療恐怖症{ÿ�信¼·Ï²構築�z|�Ā歯周Āqÿ療²þ術��Þ症妊

娠性歯肉炎x妊娠性¸ćüĚÉ\�症~ą例Ā第40回åq 害者歯科学会ÿ会z��学術大会Ā2023

�11o10～12åĀr幌  ̂
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[講演] 

z� 

[ß報活動] 

診療科~�案Õ 周産期歯科Ār育���Vol.33冬øĀĊ頁 

4-10 臓器移mËóÏü 

 _ù移m科 

[ÿ®]  

1Ă戸uý紀, 新ß勝大Ď @消W管出血~�yvAÿ論 _Q~消W管出血Ă 消W器Õ視鏡 2023ď 

35ÿ4ĀĎ443-448 

2Ă藤��, 新ß勝大Ď @yう��?_Q~便秘ûS痢A便秘ûS痢~ÿ療° 近�使用w}��う{z 

s�°²中心{Ă _QÕ科 2023;55(3):336-343 

[学会~表]  

1Ă÷Sx, 出ô晴教, 中�俊×, Sût, _Ā竜Ð, 清水誠一, Õu_, ÿug也, 阪q靖Ï, 山u全

毅, 新ß勝大, 笠原群生Ď 肝û_ù異f移m²行う�救}w}z{s�²行性家族性肝Õ胆m鬱Ā症

1型~1例Ă 第59回 åq移m学会ÿ会Ā ðýĀ 2023.9.22 

2Ă清水誠一, 阪q靖Ï, Õu_, ÷Sx, 中�俊×, Sût, _Ā竜Ð, 竹Õ一朗, 新ß勝大, 山u全

毅, ÿug也, 笠原群生Ď 多臓器移mx~º題x解決ý法 _ù移mà~÷ÿ性ò~Þ応{ÿ�ĉù

ĚÊĎĆ²使用��1例Ă 第59回 åq移m学会ÿ会Ā ðýĀ 2023.9.22 

3Ă清水泰岳, Õu_, 阪q靖Ï, 竹Õ一朗, ÿug也, 新ß勝大, 笠原群生Ď ù管O全ÿ療~現状x

º題 新規{ö÷ĕÀěÑù²^入��短ù症候群~ 2 例Ă 第 59 回 åq移m学会ÿ会Ā ðýĀ 

2023.9.22 

移m^科 

 [原著論文Ď査¯Þ] 

1. Uchida H, Sakamoto S, Komine R, Kodama T, Nakao T, Okada N, Yanagi Y, Shimizu S, Fukuda

A, Shioda Y, Kiyotani C, Matsumoto K, Yoneda A, Haga C, Yoshioka T, Miyazaki O, Nosaka S,

Kasahara M: Strategy for hepatoblastoma with major vascular involvement: A guide for

surgical decision-making. Surgery. 2023 Feb;173(2):457-463

2. Funaki T, Yamada M, Ide K, Ito R, Shoji K, Ogimi C, Imadome KI, Kasahara M: Etiology of

Severe Acute Hepatitis in a Pediatric Transplant Center in Japan. J Pediatric Infect Dis

Soc. 2023 Apr;12(4):248-251
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3. Uchida H, Sakamoto S, Yanagi Y, Shimizu S, Fukuda A, Ono H, Miyazaki O, Nosaka S,

Schlegel A, Kasahara M: Significance of a multidisciplinary approach to congenital

extrahepatic portosystemic shunt: A changing paradigm for the treatment. Hepatol Res.

2023 Jun;53(6):540-555

4. Shimizu S, Sakamoto S, Yamada M, Funaki T, Fukuda A, Uchida H, Okada N, Nakao T, Kodama

T, Komine R, Shoji K, Baba C, Suzuki Y, Nakagawa S, Ogimi C, Kasahara M: Successful

pediatric liver transplantation case with a positive SARS-CoV-2 test at the time of

transplant. Hepatol Res. 2023 Jun;53(6):569-573

5. Ide K, Uchida H, Sakamoto S, Hayakawa I, Nakagawa S, Kobayashi T, Ito S, Kasahara M:

Perioperative risk factors for neurological impairment in infants with acute liver

failure following liver transplantation. Pediatr Transplant. 2023 Jun;27(4):e14524

6. Yamada M, Fukuda A, Ogura M, Shimizu S, Uchida H, Yanagi Y, Ishikawa Y, Sakamoto S,

Kasahara M, Imadome KI: Early Detection of Epstein-Barr Virus as a Risk Factor for

Chronic High Epstein-Barr Viral Load Carriage at a Living-donor-dominant Pediatric Liver

Transplantation Center. Transplantation. 2023 Jun;107(6):1322-1329

7. Akiyama S, Saku N, Miyata S, Ite K, Nonaka H, Toyoda M, Kamiya A, Kiyono T, Kimura T,

Kasahara M, Umezawa A: Drug metabolic activity as a selection factor for pluripotent stem

cell-derived hepatic progenitor cells. Prog Mol Biol Transl Sci. 2023 Jul;199:155-178

8. Ite K, Toyoda M, Akiyama S, Enosawa S, Yoshioka S, Yukitake T, Yamazaki-Inoue M, Tatsumi

K, Akutsu H, Nishina H, Kimura T, Otani N, Nakazawa A, Fukuda A, Kasahara M, Umezawa A:

Stem cell challenges and opportunities. Prog Mol Biol Transl Sci. 2023 Jul;199;379-395

9. Alfares BA, van der Doef HPJ, Wildhaber BE, Casswall T, Nowak G, Delle M, Aldrian D,

Berchtold V, Vogel GF, Kaliciński P, Markiewicz-Kijewska M, Kolesnik A, Bernabeu JQ,

Hally MM, Larrarte K M, Marra P, Bravi M, Pinelli D, Kasahara M, Sakamoto S, Uchida H,

Mali V, Aw M, Franchi-Abella S, Gonzales E, Guérin F, Cervio G, Minetto J, Sierre S, de

Santibañes M, Ardiles V, Uno JW, Evans H, Duncan D, McCall J, Hartleif S, Sturm E, Patel

J, Mtegha M, Prasad R, Ferreira CT, Nader LS, Farina M, Jaramillo C, Rodriguez-Davalos

MI, Feola P, Shah AA, Wood PM, Acord MR, Fischer RT, Mullapudi B, Hendrickson RJ, Khanna

R, Pamecha V, Mukund A, Sharif K, Gupte G, McGuirk S, Porta G, Spada M, Alterio T,

Maggiore G, Hardikar W, Beretta M, Dierckx R, de Kleine RHJ, Bokkers RPH: Prevalence,

management and efficacy of treatment in portal vein obstruction after paediatric liver

transplantation: protocol of the retrospective international multicentre PORTAL registry.

BMJ Open. 2023 Jul 27;13(7):e066343

10. Baba C, Yukimasa S, Yasuno R, Ichiyanagi H, Ninagawa J, Kasuya S, Kasahara M, Horikawa R,

Nagasaka Y, Suzuki Y: Anesthesia management protocol for liver transplantation as

treatment for ornithine transcarbamylase deficiency. Pediatr Anaesth. 2023 Aug;33(8):620-

630

11. Uchida H, Sakamoto S, Komine R, Kodama T, Nakao T, Yanagi Y, Shimizu S, Abbas SH, Fukuda

A, Kasahara M: Optimal liver transplant procedure in progressive familial intrahepatic

cholestasis type 1 treated with biliary diversion or intestinal transplantation: Lessons
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learned from three cases treated with different approaches. Pediatr Transplant. 2023 

Sep;27(6): e14566 

12. Ueno T, Wada M, Ogawa E, Matsuura T, Yamada Y, Sakamoto S, Okuyama H: Present state of

intestinal transplantation in Japan. Pediatr Surg Int. 2023 Sep 39(1):276

13. Rodriguez-Davalos MI, Lopez-Verdugo F, Kasahara M, Muiesan P, Raddy MS, Flores-Huidobro

MA, Xia Q Hong JC, Niemann CU, Seda-Neto J, Miloh TA, Yi NJ, Mazariegos GV, Ng VL,

Esquivel CO, Lerut J, Rela M: International Liver Transplantation Society Global Census:

First Look at Pediatric Liver Transplantation Activity Around the World. Transplantation.

2023 Oct;107(10):2087-2097

14. Tamaoka S, Fukuda A, Nakabayashi K, Matsubara K, Ogata-Kawata H, Muranishi Y. Hata K,
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2. 浦u晋, 阪ß裕一Ď �路感染症. åq_Q救急|学会ÿ÷ïĀ, _Q救急標準ö½Éø basic

ý, 中^|学社, 2023ď260-261

3. 浦u晋Ď 心{症. ¸½Éāüø|教え�_Q~°物ÿ療, 東ð|学社, 2023ď430-433

[学会~表] 

1. 浦u晋, 藤rÜ美, Q崎泰志, ~山和歌子, R藤麻朝, ²藤考洋, _ß博Ď 心臓»öüöě

à{脊髄���S出血²生��一例. 第33回åqYy性心ÿ患´óÏüĉóÇėó学会学術Ø会Ā

東ðĀ 2023.1.19

2. 浦u晋, 藤rÜ美, ~山和歌子, R藤麻朝, 山ô章, 武ß哲理, 近藤良一, ²藤考洋, Q崎

泰志, 金子~裕, _ß博Ď 一期的心Õïÿ術²行s�心ü中隔k損²伴うº動�閉鎖症~ÿ療r

績, 第59回åq_QĀ環器学会, l浜, 2023.7.8

3. 浦u晋, 藪崎 ,̂ 西畑ÿ夏, nß���, ĀuÛ, 金Ār, Q崎泰志, _ß博: ÍĎøĝĄ

ó投Pà{心{肥厚|²行��Noonan症候群~一例. 第32回åq_Q心{ÿ患学会, r幌,

2023.10.29

@講演A 

1. 浦u晋Ď ºÚ血w症²\���門�体Ā環短}~_Q例. 東åqPAH Next Forum<TSUNACARI<,

東ð, 2023.12.2

4-11 ú伝診療ËóÏü 

［原著論文］ 
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enzyme replacement therapy in patients with neuronopathic mucopolysaccharidosis 

type II: Final report of 5-year results from a Japanese open-label phase 1/2 

study. Mol Genet Metab. 2023;140(4):107709. 

5.Morikawa H, Nishina S, Torii K, Hosono K, Yokoi T, Shigeyasu C, Yamada 

M, Kosuga M, Fukami M, Saitsu H, Azuma N, Hori Y, Hotta Y: A pediatric case of 
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6.Wada MK, Fukuhara Y, Hayakawa I, Kaname T, Ishiguro A: KARS-related diseases 
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2023;65(1):e15428. 

7.Saettini F, Guerra F, Fazio G, Bugarin C, McMillan HJ, Ohtake A, Ardissone A, Itoh M, Giglio 

S, Cappuccio G, Giardino G, Romano R, Quadri M, Gasperini S, Moratto D, Chiarini M, Akira I, 
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Deficiency in Patients with Biallelic KARS1 Mutations. J Clin Immunol. 2023;43(8):2115-2125. 

Erratum in: J Clin Immunol. 2023;43(8):2126. 
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［著書］ 

1. _崎Ý華Ď ą8øĚÍďü ÿà藤元博ýĀ_Q科診療¼´ùę´ó ÿ\|学社 2023ď763-766.

2. _崎Ý華Ď 主z^表_形 ÿÞ十嵐�1中林lÖ1竹u省ýĀ ï子保健Ďûĕ²ě 改�8x W山Z

2023ď286.

3. _崎Ý華Ď 主z染色体異~症 ÿÞ十嵐�1中林lÖ1竹u省ýĀï子保健Ďûĕ²ě 改�8x W

山Z 2023ď287-288.

4. _崎Ý華Ď 染色体ûú伝子|査ÿ論 ÿà藤元博1Ú橋尚人ýĀ_Qé床|査¼´ù 第 3 x 文

ZZ, 2023ď660-663.

5. _須賀Ā通Ď ĐÃ多糖症ÿMPSĀII 型. ÿ衛藤義勝1奥山Î之ýĀę´ÍÎüĐ病 改�第 2 x1

診îxÿ療社 2023ď2150219.

6. _須賀Ā通Ď ĐÃ多糖症ÿMPSĀIV型.  ÿ衛藤義勝1奥山Î之ýĀę´ÍÎüĐ病 改�第2x1

診îxÿ療社 2023ď2240225.

7. _須賀Ā通Ď ÇÉÑþüÇÉ.  ÿ衛藤義勝1奥山Î之ýĀę´ÍÎüĐ病, 改�第2x1診îx

ÿ療社 2023ď252ā254.

8. _須賀Ā通Ď ĐÃ多糖. ÿà藤元博1Ú橋尚人ýĀ_Qé床|査¼´ù, 文ZZ, 2023;216-220.

9. ÿ原ÿ之: é床現場{���é床研究法~è²x規v. |Ï法講ÿ第13巻 é床研究x|Ï法 wõ

克則, 信山社, 2023 ; 121-137.
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1. q多皓 遠藤麻衣 ]u和恵 _崎Ý華 山q俊~Ď q汗性^胚葉形rO全症 汎~性±毛症²\
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K: A case of osteogenesis imperfecta with possible maternal somatic cell mosaicism

detected by deep sequencing. 68th Annual Meeting of the Japan Society of Human Genetics
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women’s recent preferences for prenatal genetic testing: A single-center study in Japan.
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4. �山茉衣Ā肥Āÿ郎Ā_崎Ý華 Ď Silver Russel症候群xö胞性線維症²\���åq人_Q 第55

回åq_Q|吸器学会学術Ø会 2023.10.7-8.

5. 伊藤裕ù, ÿßà ,̀ 甘利昭一郎, Ì山哲哉, 余谷暢之, _﨑Ý華, 秦健一郎,þ\ÿ彦, _須
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Î之, _須賀Ā通: ĐÃ多糖症II型{z��造血�細胞移mx³üÕ酵素補U療法~�用療法Ď

10例~|討 第64回åqYyï謝異~学会学術Ø会û第19 回²È²Yyï謝異~症ÇóčÈ¶
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oo, 杉林Ý�, _Ý浩�, _澤克x, 梅原永能, 和u誠ù, þ\ÿ彦Ď21øĚÍďü~あ�ý~
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教育講演2. 大阪.  2023.9.12

9. _ß寺 ×ó, Õ山徹. ú伝子ÿ療用ĉ¿Ïü製造ćĝËÉ~ćęóøą¹üĐWćĝÈĕ¿ø

åqxPaVe-GT. BioJapan2023 ÉčóÅüËďúü. 東ð. 2023.10.13

10. Q浦 茜, áu 徹, 石Ý �\子, 山u 全毅, Ā澤 �織, 中林 一彦, 志r �Ý香, á藤 v希子,

Î留 謙一, _ß寺 ×ó, Õ山 徹. X連鎖ÚIgM症候群~CD40Lú伝子変異{ÿ��ÂþĐýØ

�術²用い�T細胞²標的x��ú伝子ÿ療法~開~ 第31回 åq|学会ÿ会 6NCĚøĚüø

čÉÏüËóÇėó 東ð 2023.4.21～23. (čÉÏü~表)
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11. ßôó織,]r稔,�針崇文,澤部}子,石黒精: 巨大血_�性血_�減少症²\��Takenouchi-

Kosaki症候群~2症例.第72回åq|学|査学会in GUNMA,群½,2023.5.20

12. Þ十嵐智見,z好陽,櫻ß菜々子,牟禮優菜,船津茉莉,·ô和也,岡qk子,岡ß行宏,Õu��,W澤u

�子,Ûß美{,中�知�美,澤部}子:長期³îă÷º\f 録|査~現状xp用性{tいv.第51

回ÿéT·信支部学会,東ð,2023.9.2

13. ·戸Ö貴1ÿ原ÿ之1蘇哲民1島袋林ù1梅澤n宏1_須賀Ā通.āę´óąě¸óÆ¶´ěÉ感染

²契機{|吸状態|急変��MLIII~11才女Q例x当öML12例~|討. 第64回åqYyï謝異

~学会学術Ø会û第19回²È²Yyï謝異~症ÇóčÈ¶Đ.  2023.10.6, 大阪^

14. 大�航1開山麻美1渡¿元1藤ö子1蘇哲民1_須賀Ā通1徐����³1奥山Î之. ĝóÀĚü

ùÇüÁóÉ{��čóz病~複\Ĉöĝ接\型z��pseudodeficiency~鑑w. 第64回åqY

yï謝異~学会学術Ø会û第19回²È²Yyï謝異~症ÇóčÈ¶Đ. 2023.10.6, 大阪^

15. �嶋�一1大�麻Ý1奥山Î之1_ß寺×ó1Úuïÿ.ĐÃ多糖症II型~新�いÿ患Ď¶É. 第

64回åqYyï謝異~学会学術Ø会û第19回²È²Yyï謝異~症ÇóčÈ¶Đ. 2023.10.6,

大阪^

16. 徐 ����³1_須賀Ā通1ôu王Ï1u中藤{1伏見ó矢1r山圭1Ú÷l{1望o弘1大竹

n1奥山Î之. ºćÇėúěÉ¿ĚüûóÀ~実þ状況x患者�³~ą¹ĝā²óć. 第64回å

qYyï謝異~学会学術Ø会û第19 回²È²Yyï謝異~症ÇóčÈ¶Đ. 2023.10.6, 大阪^

17. 蘇哲民1津島智子1徐����³1ÿ原ÿ之1ßR美ó一1ßô晶裕1坂ô大俊1_﨑Ý華1奥山

Î之1_須賀Ā通. 第64回åqYyï謝異~学会学術Ø会û第19 回²È²Yyï謝異~症Çóč

È¶Đ. 2023.10.6, 大阪^

18. 山S和香`1徐����³1_林l久1_須賀Ā通. Yyï謝異~症患者�録vþÿJaSMInĀ~現

状Ď�録情報~é床研究x~活用. 第64回åqYyï謝異~学会学術Ø会û第19 回²È²Yyï

謝異~症ÇóčÈ¶Đ. 2023.10.6, 大阪^

19. 山Ý裕之1_須賀Ā通1家u�{1Ú石àW1石垣泰則1奥山Î之. ę´ÍÎüĐ病{z��x宅

酵素補U療法Ďûĕ²ě作rxÛ用. 第64回åqYyï謝異~学会学術Ø会û第19 回²È²Yy

ï謝異~症ÇóčÈ¶Đ. 2023.10.6, 大阪^

20. Sekido Y, Fukuhara Y, So T, Shimabukuro R, Umezawa A, Kosuga M:12 patients with ML in our

hospital and their risk of respiratory distress after viral infection. 68th Annual

Meeting of the Japan Society of Human GeneticsÿJSHGĀ, Tokyo, Oct 12.2023

21. Kosuga M: Recent advances in treatment of lysosomal storage diseases. 68th Annual

Meeting of the Japan Society of Human GeneticsÿJSHGĀ, Tokyo, Oct 12.2023

4-14 病理診î部 

[原著論文Ď査¯Þ]ÿREVIEWED PAPERĀ 

1. Shirai R, Osumi T, Keino D, Nakabayashi K, Uchiyama T, Sekiguchi M, Hiwatari M, Yoshida

M, Yoshida K, Yamada Y, Tomizawa D, Takae S, Kiyokawa N, Matsumoto K, Yoshioka T, Hata K,

Hori T, Suzuki N, Kato M: Minimal residual disease detection by mutation-specific droplet

digital PCR for leukemia/lymphoma. Int J Hematol 2023; 117(6):910-918

2. Komorizono R, Takeuchi I, Yoshioka T, Yano T, Kumagai H, Ishiguro A, Arai K: Intestinal

polypoid arteriovenous malformation in a 5-year-old boy with recurrent anemia. Pediatr Int

2023; 65(1):e15564

3. Fujikawa H, Shimizu H, Nambu R, Takeuchi I, Matsui T, Sakamoto K, Gocho Y, Miyamoto
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T, Yasumi T, Yoshioka T, Arai K: Monogenic inflammatory bowel disease with STXBP2 mutations 

is not resolved by hematopoietic stem cell transplantation but can be alleviated via 

immunosuppressive drug therapy. Clin Immunol 2023; 246:109203 

4. Uchida H, Sakamoto S, Komine R, Kodama T, Nakao T, Okada N, Yanagi Y, Shimizu S,

Fukuda A, Shioda Y, Kiyotani C, Matsumoto K, Yoneda A, Haga C, Yoshioka T, Miyazaki O,

Nosaka S, Kasahara M: Strategy for hepatoblastoma with major vascular involvement: A guide

for surgical decision-making. Surgery 2023; 173(2):457-463

5. Sakamoto K, Fujimori K, Miyazaki O, Yoshioka T, Yoneda A, Matsumoto K, Shioda Y:

Inclusion of thymic Langerhans cell histiocytosis in the "5 Ts" of the differential diagnosis

of anterior mediastinal mass. Int J Hematol 2023; 117(3): 311-313

6. Takeuchi I, Yanagi K, Takada S, Uchiyama T, Igarashi A, Motomura K, Hayashi Y, Nagano

N, Matsuoka R, Sugiyama H, Yoshioka T, Saito H, Kawai T, Miyaji Y, Inuzuka Y, Matsubara Y,

Ohya Y, Shimizu T, Matsumoto K, Arai K, Nomura I, Kaname T, Morita H: STAT6 gain-of-function

variant exacerbates multiple allergic symptoms. J Allergy Clin Immunol 2023; 151(5):1402-

1409.e6

7. Nagashima S, Yamamoto M, Inuzuka Y, Irahara M, Miyaji Y, Tadaki H, Ito S, Masuda S,

Ito Y, Saito Y, Kobayashi S, Morita H, Yoshioka T, Shimizu H, Arai K, Ohya Y, Saito H,

Matsumoto K, Nomura I: Tolerability and safety of a new elimination diet for pediatric

eosinophilic gastritis and duodenitis. Allergol Int 2023; 72(2):306-315

8. Sakiyama H, Hamada S, Oshiro T, Hyakuna N, Kuda M, Hishiki T, Aoyama H, Kuroda N,

Yorita K, Wada N, Yoshioka T, Koga Y, Nakanishi K: Juxtaglomerular cell tumor with pulmonary

metastases: A case report and review of the literature. Pediatr Blood Cancer 2023;

70(4):30068

9. Fujino A, Fuchimoto Y, Mori T, Kano M, Yamada Y, Ohno M, Baba Y, Isogawa N, Arai K,

Yoshioka T, Abe M, Kanai N, Takagi R, Maeda M, Umezawa A: Evaluation of safety and efficacy

of autologous oral mucosa-derived epithelial cell sheet transplantation for prevention of

anastomotic restenosis in congenital esophageal atresia and congenital esophageal stenosis.

Stem Cell Res Ther 2023; 14(1):86

10. Yoshida M, Nakabayashi K, Yang W, Sato-Otsubo A, Tsujimoto SI, Ogata-Kawata H, Kawai

T, Ishiwata K, Sakamoto M, Okamura K, Yoshida K, Shirai R, Osumi T, Kiyotani C, Shioda Y,

Terashima K, Ishimaru S, Yuza Y, Takagi M, Arakawa Y, Imamura T, Hasegawa D, Inoue A,

Yoshioka T, Ito S, Tomizawa D, Koh K, Matsumoto K, Kiyokawa N, Ogawa S, Manabe A, Niwa A,

Hata K, Yang JJ, Kato M: Prevalence of pathogenic variants in cancer-predisposing genes in

second cancer after childhood solid cancers. Cancer Med 2023; 12(10):11264-11273

11. Yamada Y, Mori T, Takahashi N, Fujimura T, Kano M, Kato M, Takahashi M, Shimojima N, Watanabe

T, Yoshioka T, Kanamori Y, Kuroda T, Fujino A: Historical Cohort Study of Congenital Isolated

Hypoganglionosis of the Intestine. Determining the Best Surgical Interventions. Biomolecules

2023; 23;13(10):1560

12. Yanagi Y, Sakamoto S, Nakao T, Kodama T, Uchida H, Shimizu S, Fukuda A, Yamada M, Kiyotani
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C, Matsumoto K, Yoshioka T, Miyazaki O, Nosaka S, Kasahara M: The role of living-donor liver 

transplantation in children with an advanced malignant rhabdoid tumor of the liver in the 

era of transplant oncology. Case report and literature review. Pediatr Blood Cancer 2023; 

70(11):e30582 

13. �u 大{, 藤� 信吾, 比嘉 那優大, 米澤 大, 義岡 孝子, Ú城 o子, 山畑 仁志, 花谷 亮x, p

u 和ÿĎ 亜全摘出à 11�ñR再~z�経過�vい�視床~生~ĝÌóø形r性ÀĚ²神経細胞腫

瘍 症例報^x文献Ĝăĕü(Thalamic rosette-forming glioneuronal tumor stable for more than

11 years after subtotal removal: Case report and review of literature)(英語).  鹿Q島大学

|学雑�(0368-5063) 2023ď75巻1-3øĎ12-19

[症例報 ]̂ 

1. 中ß ×之, 羽賀 千ý子, 藤ß n浩, 宮嵜 ÿ, 義岡 孝子Ď 肝門部腫瘍~一例. åq_Q血ÿû

|³学会雑�ÿ2187-011XĀ 2023;60巻Ď99

2. R藤 麻朝, ²藤 考洋, 羽賀 千ý子, �ß Ö子, 牛場 義宏, _ß 博Ď 心ü細動w~症��好酸

球性心{炎~1{女Q例. åq_QĀ環器学会雑� 2023ď39巻2øĎ99-105

3. õ味 優{, 仁科 ~子, 坂u |毅, 森Ý 葉o, mZ }実, ]u o世, 林 }音, lß t,

東 範行, 寺島 慶z, 羽賀 千ý子, 義岡 孝子Ď ~Ô�Õ {網�芽細胞腫²\���1例.

åq眼科学会雑� 2023ď127巻5øĎ563-569

4. _林 完, 藤ß n浩, õ金 ü也, 沓掛 �衣, 森 þQ郎, 狩ß 元宏, Ú橋 l貴, 米u Z宏, 金森

豊, 義岡 孝子Ď 乳Q期{肝芽腫²~症à,}春期{乳�線維û腫²~症��Beckwith-Wiedemann症

候群~1例. åq_Q^科学会雑�(0288-609X) 2023ď59巻4ø Ď804-809

5. Ú橋 Ô也, 清水 泰岳, 義岡 孝子, ]� 俊文, 藤u 貴子, 山q 陽子, 宮u 恵理, 藤Ý 皓Ā, 竹

Õ 一朗, 石黒 精, ßr 伊知郎, 新ß 勝大Ď ćĝøóčóć阻害°{��長期ÿ療²要��十Ð

指ù潰瘍\�好酸球性Ãù炎~3例. åq_Q科学会雑�(0001-6543) 2023ď127巻6øĎ866-873

[ÿ®] 

1. à藤実穂, X薗 育美, 義岡 孝子, 米u Z宏Ď @希少þ形|³~診îxÿ療A副Ï皮質腫瘍.  _

Q^科(0385-6313) 2023ď55Ď 854-857

2. 羽賀 千ý子Ď _Q|³~胎øî移. _Q^科(0385-6313)  2023 ; 55 : 847-850

[ÿÕ学会~表] 

1. 山u 洋�, 森 þQ郎, Ú橋 信博, 狩ß 元宏, à藤 源俊, 藤r s, S島 ö{, 渡¿ 稔彦, 藤ß

n浩, 義岡 孝子, Ú橋 l貴, 金森 豊, 黒u Ô{Ď àý視的解析{��ù管神経節細胞僅少症{

z��最適z^科的Ï入法.  第52回åq_Q消W器à機能研究会, 東ð, 2023.2.11

2. 竹Õ 一朗, ÷ 久美子, Úu ïÿ, Õ山 徹, Þ十嵐 あ��, qr 健一郎, 林 優�, 長ß ö子,

�岡 諒, 杉山 弘{, 義岡 孝子, ï藤 博久, 河\ 利尚, 大矢 ~弘, 清水 俊n,  �q 健ÿ, ß

r 伊知郎, 要 t, 森u 英n, 新ß 勝大Ď Ěóā濾胞過形r²伴う好酸球性消W管ÿ患~~症{

·P��新規STAT6機能獲得型変異. _QIBD研究会, ÿ岡, 2023.3.5
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3. u坂 �資, 梅u Ö嗣, 神鳥 Ô哉, QR 貴ù, Õ原 嘉仁, þý 瑛人, 赤澤 嶺, ÿ部 孝,

才u 聡, à藤 格, �� 英文, 山u 洋Ï, 垣Õ 伸之, u中 祐], 大喜多 肇, 義岡 孝子, wq

哲也, 檜山 英Q, _Ý 誠ù, ÿu �子: C19MC~異~�肝oVW肉腫x肝間葉系過誤腫{共通�

�V子Āøwあ�(C19MC aberration is common molecular basis in undifferentiated embryonal

sarcoma of the liver and mesenchymal hamartoma).  第126回åq_Q科学会学術Ø会, 東ð,

2023.4.14

4. 荒Ý 芳輝, 山崎 夏維, 前林 勝也, 副島 俊x, à藤 実穂, wq 哲也, ^r ~一, 金r

米博, 信澤 純人, �戸 純子, 義岡 孝子, 山q 哲哉, 坂q 博昭, 原 純一, 西Ý 亮, 隈部 俊宏:

_Q|³ÿ療~最前線 _Q³腫瘍{ÿ��ÿ療~²歩xÎà. 第126回åq_Q科学会学術Ø会,

東ð, 2023.4.15

5. Xß 貴暉, 荒Ý 芳輝, 竹Õ ÿ英, �ÿ l大, Ā晴陽�, �子 純子, 義岡 孝子, ^r ~

一, 羽賀 博x, 宮q ïĎ _Q~NF1患者{\���đÑěWV類{一ô�zいHigh grade

glioma~一例. 第41回åq³腫瘍病理学会学術Ø会, 東ð, 2023.5.26

6. 隈部 俊宏, ø原 一陽, 犬飼 Ö, R升 ÿ�, 豊u 茉梨子, �ß 唯, ^r ~一, �戸 純

子, 義岡 孝子, ù ó一郎Ď ³腫瘍中央診î体v~現状xº題 R衣腫診î{z��困÷�.  第

41回åq³腫瘍病理学会学術Ø会, 東ð, 2023.5.26

7. ßR美 ó一, 水ß 貴Ā, �ß Îz, 義岡 孝子, 寺島 慶z, 荻原 英{, 清谷 知賀子, à藤 元

博Ď |³ÂþĐ|療|����_Q³腫瘍~展開 _Q³腫瘍{z�� Liquid biopsy ~実効性.

第51回åq_Q神経^科学会, ko, 2023.6.9

8. 秋山��}, �原圭子, 寺嶋á, 阿部裕一, 大ß欽ù, þý謙z郎, 義岡孝子, R藤�, 亀

ß宏一: ~染色体潜性 Alport症候群{Yy性{q力症x_ô病²\���ï性w親性²´ÍÐ´Í

ďü~1例. 第58回åq_QÏ臓病学会学術Ø会, 大阪, 2023.6.30

9. 清水 誠一, 阪q 靖Ï, _Ā 竜Ð, ÿu g也, Õu _, ÷ Sx, 中� 俊×, Sû t, 出ô 晴

教, �q lz朗, 義岡 孝子, 笠原 群生Ď Myotubular myopathy{z��肝紫ö病{起因��肝出

血|疑わ�生体肝移m²þ行��1例. 第39回åq_Q肝臓研究会, 神`Ý, 2023.7.16

10. ßR陽� , 大谷理浩 , R々oÔ也 , Ý見Ïó , 駿河和城 , 藤ß謙z郎, 石u穣ÿ, ÷ßß

之, _林勝弘, 義岡孝子, �戸純子, orvß, 中ß嘉子, ^r~一, á原�Ö : v³{ ³Ëó

Ïü{z��Pê性þv³{³原性神経R皮腫瘍~V子診îxÿ療r績. 第23回åqV子³神経^

科学会, 宮崎, 2023.8.25

11. 羽賀 千ý子, 中ß ×之, 宮坂 実o子, �q |一, 義岡 孝子Ď 特異z増殖形態²示��Ï腫瘍

~一例. 第38回神`Ý�_Q肝û消W器ÿ患研究会, 神`Ý, 2023.8.26

12. 羽賀 千ý子, 中ß ×之, 信z 昭子, 清水 誠一, 笠原 群生, 義岡 孝子Ď 早期{²行��

peliosis hepatis~一例. 第38回神`Ý�_Q肝û消W器ÿ患研究会, 神`Ý, 2023.8.26

13. mu和宏, 義岡孝子,他Ď 診î{è慮���ÿ体部胎Q性腫瘍~一例. 第2回_Q³腫瘍»óą±Ĝ

óÉ, WEB,2023.9.9

14. 清水 誠一, 阪q 靖Ï, ÿu g也, Õu _, ÷ Sx, _Ā 竜Ð, 中� 俊×, Sû t, 羽賀 千

ý子, 中ß ó之, 義岡 孝子, 笠原 群生Ď _Q生体肝移m{z��術àDSA~現状xChronic AMR

{ÿ��ÿ療戦略. 第59回 åq移m学会ÿ会,  ðý, 2023.9.21

15. u� �ï子, 義岡 孝子, à藤 実穂, 久保 崇, Ú阪 �路, 谷u部 m, wq 哲也, ^r ~一, 望
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o 慎ó, 七ß 浩之, 油谷 浩~, _Ý 千�世, 鈴o Ô也, �q |一, ^Ý 仁, à藤 元博Ď 

JCCG-TOP2_Qþ形腫瘍{z��包括的|³ÂþĐćĝą±´ĚóÀ|査~実行ÿ能性xé床的p用

性~評価(JCCG-TOP2: Evaluating the Feasibility and Clinical Utility of Comprehensive Genomic 

Profiling in Pediatric Solid Tumors)(英語).  第82回åq~学会ÿ会,  神`Ý,  2023.9.22 

16. 森u麻莉Ā山uĀùĀ清谷知賀子Ā塩uþ子Ā寺島慶zĀ米uZ宏Ā義岡孝子Ā宮嵜ÿĀ�q |一Ď 

強þ²減弱��W学療法wÿ療²完遂��þ異�性多ö胞性異形rÏÿMCDKĀ²持tô副Ï神経芽腫

~乳Q例 A case with the right adrenal infantile neuroblastoma with left heterotopic

polycystic dysplastic kidney (MCDK) completed treatment with reduced-intensity chemotherapy.

第65回åq_Q血ÿû|³学会学術Ø会, X�Ó,  2023.9.29

17. á� 志保Ā羽賀 千ý子Ď DICER1 症候群 -胸�º芽腫1鼻Õß骨中皮性過誤腫²~症��姉弟例

DICER1 syndrome - A case of siblings with pleuropulmonary blastoma and nasal

chondromesenchymal hamartoma. 第65回åq_Q血ÿû|³学会学術Ø会, X�Ó,  2023.10.1

18. Ú杉 `þ, �ß Îz, 大� o生, 坂q 謙一, ý藤 耕, u中 麻理子, 富澤 大輔, 牛久 哲男, 義

岡 孝子, 塩u þ子, à藤 元博Ď ęóÂěÿóÉ細胞組織球症~起源xz�BRAFú伝子~生殖細

胞系列ĒÆ´¿変異(英語). 第85回åq血ÿ学会学術Ø会, 東ð, 2023.10.13

19. 中ß ×之, ß中 菜 ,̀ XÕ 千n, 羽賀 千ý子, 義岡 孝子Ď 子宮型羊水^栓症~組織学的診î

{z��Cytokeratin-Alcian BlueÐÞ染色~p用性. 第64回åq組織細胞W学会ÿ会û学術Ø会,

東ð,  2023.10.20

20. 東 志勇, 伊藤 玲子, 大坂 �, XÝ 美和子, 中ß ×之, _椋 ×{, 島袋 林ù, 義岡 孝子,

üu �, 石黒 精Ď 全身型ç�性特~性·節炎{伴うĎ¿ĝą±üÈ活性W症候群~経過

w見���_Q~急性肝O全.  第50回åq_Ql養消W器肝臓学会学術Ø会, 宮城,

2023.10.21

21. 大谷理浩, 藤ß謙z郎, 石u穣ÿ, R々oÔ也, 水u 亮, ßR陽�, 鷲�� ,̀ 遠西大輔,

÷ßß之, �S博和, Ý見Ïó, 金r米博, 義岡孝子, �戸純子, ^r~一, 伊Ô 勲Ď ĎěÑĒ

ÐĚö³²用い� WHO 新V類x~ÿ応x現状.  第 82 回åq³神経^科学会ÿ会, 神`Ý,

2023.10.25

22. 良qÿ子, Ú見浩u,  orvßĀ å比谷優子, 中ß嘉子, �S裕子, Ú÷俊作, u中_z,

ß藤延人, �戸純子, 義岡孝子, à藤実穂, wq哲也, ^r~一 :  åq_Q|³研究Àěüć

ÿJCCGĀ{z��中枢神経系胚細胞腫 178 例~é床û病理解析 Analysis of clinic-pathological

findings in 178 cases of central nervous system germ cell tumors in the JCCG cohort.  第

82回åq³神経^科学会ÿ会, 神`Ý, 2023.10.26

23. ßR陽� , 大谷理浩 , R々oÔ也 , Ý見Ïó , 駿河和城 , 藤ß謙z郎, 石u穣ÿ, ÷ßß

之, _林勝弘, 義岡孝子, �戸純子, orvß, 中ß嘉子, ^r~一, á原�Ö :  Pê性þv³

{³原性神経R皮腫瘍~V子診îxÿ療r績 Molecular diagnosis and surgical outcome of low-

grade, developmental, epilepsy-associated brain tumors (LEAT). 第82回 åq³神経^科学会

ÿ会, 神`Ý, 2023.10.25～27ÿčÉÏüĀ

24. 中澤 温子, 義岡 孝子, 坂q 謙一, ý藤 耕, 森q 哲, 塩u þ子Ď ç�性黄色肉芽腫{z

��V子標的\â~��~免疫組織W学染色~p用性(Usefulness of immunohistochemistry

for identification of targetable kinase gene mutation in juvenile xanthogranuloma)(英語).
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第69回åq病理学会秋期特wÿ会, ÿ岡,2023.11.9 

25. 秋山��}, 岡u聡ù, 坂ß嘉紀, 金uo也, 西健z朗, R藤�, _椋×{, 義岡孝子, þý

謙z郎, 亀ß宏一Ď COVID-19²契機{急性T細胞·連ò~Þ応|����Jeune症候群ûÏ

移mà~男Q例. 第44回åq_QÏO全学会学術Ø会, R賀, 2023.11.30

26. 良qÿ子, Ú見浩u, orvß, å比谷優子, 中ß嘉子, �S裕子, Ú÷俊作, u中_z, ß

藤延人, �戸純子, 義岡孝子, à藤実穂, wq哲也, 中Ý洋一, 鈴o智r, 武笠gP, 杉山一

彦, 金森�之, 中uZ俊, 前原健Ā, 西Ý亮, ^r~一Ď åq_Q|³研究ÀěüćÛ�

中枢神経胚細胞腫ÃóÍüÇ²Đ{z��中枢神経系胚細胞腫388症例~é床病理学的解析.

Clinicopathological analysis of central nervous system germ cell tumors -388 cases in the

JCCG cohort and the iGCT consortium cohort.  第41回åq³腫瘍学会学術Ø会, 新潟

2023.12.4

27. ßR陽�, 大谷理浩, R々oÔ也, Ý見Ïó, 駿河和城, ^間~y{, 梅u剛志, 水u亮,

家護谷泰仁, ßq良Ð, 劒持ö也, �ßù一郎, 藤ß謙z郎, 石u穣ÿ, ÷ßß之, _林勝弘, 義岡

孝子, �戸純子, orvß, 中ß嘉子, ^r~一, á原�Ö, 伊Ô勲: Pê性þv³{³原性神経

R皮腫瘍~ú伝子解析x手術r績~|討. 第41回åq³腫瘍学会学術Ø会, 新潟, 2023.12.5

@講演A 

1. 義岡孝子Ď _Q腫瘍~病理診îx|³ú伝子āýě|査. 第70回神`Ý_Q腫瘍研究会,

神`Ýÿºóę´óĀ,2023.3.4

4-15 妊娠x°情報ËóÏü 

［原著論文:査¯Þ］ÿReviewed PaperĀ 

1. Saito J, Ishii M, Sandaiji N, Yamaguchi K, Suzuki T, Yakuwa N, Yamatani A, Tachibana Y,

Sago H, Murashima A: Lemborexant levels in maternal serum, cord blood, and breast milk

during pregnancy and lactation: A case report. PCN RepĂ 2023;2(1):e62

2. Ishige T, Shimizu T, Watanabe K, Arai K, Kamei K, Kudo T, Kunisaki R, Tokuhara D, Naganuma

M, Mizuochi T, Murashima A, Inoki Y, Iwata N, Iwama I, Koinuma S, Shimizu H, Jimbo K, Takaki

Y, Takahashi S, Cho Y, Nambu R, Nishida D, Hagiwara SI, Hikita N, Fujikawa H, Hosoi K,

Hosomi S, Mikami Y, Miyoshi J, Yagi R, Yokoyama Y, Hisamatsu T: Expert consensus on

vaccination in patients with inflammatory bowel disease in Japan. J Gastroenterol.

2023;58(2):135-157

［ÿ®］ 

1. Fujioka I, Murashima A: Pharmacokinetic and Safety Evaluation During Pregnancy and Lactation.

Brain Nerve. 2023;75(9):993-998

2. à藤美賀子Ď T種診療¼´ùę´ó{��挙Q希望女性~\�症û�`ÿ患~×�扱い-ćĜÃóË

ćÇėó{�妊娠û出産~w 膠原病Ă 産婦人科~実� 2023ď72Ď387-391

570



3. 肥Ā ~Ď T種診療¼´ùę´ó{��挙Q希望女性~\�症û�`ÿ患~×�扱い-ćĜÃóËć

Çėó{�妊娠û出産~w- 12.臓器移m患者Ă 産婦人科~実� 2023ď4Ď409-415

4. 肥Ā ~Ď ¸½Éāüø|教え�_Q~°物ÿ療 aÿ論 妊娠û授乳中~°物療法{z��Āq

的知識Ă _QÕ科 2023ď55増刊øĎ36-40

5. 藤岡 í, r島温子Ď @周産期đóÏěĈěÉÁ²~最Y端A妊娠x°情報ËóÏü~活用Ă 精

神科ÿ療学 2023ď38(12)Ď1407-1412

6. 藤岡 í, r島温子Ď @²Ĝě¾üÿ患診療up to dateA²Ĝě¾üÿ患x妊娠 °物ÿ療~あ�

ýĂ é牀x研究 2023ď100(3)Ď334-338

7. 藤岡 í, r島温子Ď @妊娠x神経ÿ患A妊娠û授乳中~°剤動態xá全性評価Ă BRAIN and NERVE:

神経研究~²歩 2023ď75(9)Ď0993-0998

8. 藤岡 í, r島温子Ď @Ú血w~病態x管理~最前線AT病態{z��降w目標xÿ療 妊娠x血

w管理ĂÏx透析 2023ď95(2)Ď235-239

9. 山崎香織, {鍬`穂, 中島 研Ď 一歩踏�Á�妊婦授乳婦~o°指  ̂ Ï¿ĝĚĐÉß膏使用中{

妊娠|vn��女性Ă å経ùęóÀ´óą¹đüÇėó 2023Ď1ďPE022-023

10. Qo陽Ï, {鍬`穂, 中島 研Ď 一歩踏�Á�妊婦授乳婦~o°指  ̂ ôÕ炎{øĚ²ĐÇþĝó

ÀÞ°|処ý���妊婦Ă å経ùęóÀ´óą¹đüÇėó 2023Ď2ďPE028-029

11. 畠山ó朗Ā{鍬`穂, 中島 研Ď 一歩踏�Á�妊婦授乳婦~o°指  ̂ đû¸üě病w´ÍĀ´ù

o用中~挙Q希望女性Ă å経ùęóÀ´óą¹đüÇėó 2023Ď3ďPE022-023

12. _ý清和Ā{鍬`穂Ď åq_Q科学会x産婦人科|師1°剤師x~連携{��妊娠中~|°品使用

~情報ðß.  åq歯科|師会雑� 2023ď3Ď16-17

13. {鍬`穂Ď 妊娠x°情報ËóÏü~×�組�.  一般社団法人 ���~適l使用T議会 RAD ｰ AR

NEWS 2023.12 No.131Ď13

［著書］ 

1. à藤美賀子: 妊娠x���Ă ÿßl矢ĀÚo 誠Ā_ü一rÿÿýØĀĀ Îå~ÿ療指針 2023

�xĀ |学書ö,  2023ď1378-1379

2. à藤美賀子: ï性Õ科領域~Ā礎知識Ă 伊藤�也Ār島温子Ā鈴o利人ÿýØĀ, U精神°x妊

娠û授乳 改�3xĀ W山ZĀ 2023ď3-7

3. Q浦寄子, {鍬`穂: 睡�°.  伊藤�也Ār島温子Ā鈴o利人ÿýØĀ, U精神°x妊娠û授乳

改�3xĀ W山ZĀ 2023ď116-120

［¼´ùę´ó1研究報^書1�~他］ 

1. r島温子Ā林 昌洋Ā濱u洋実Ā中山健{ĀR瀬一洋Ā伊藤ö{ĀÛ橋邦彦Ā�美斉俊Āà藤美賀子Ď 

厚生労働行�è²調査Ï業¿補助金ÿ|°品û|療機器{Ĝ¾ĕęøĚ5Å´¸óÉ�策研究Ï業Ā

<妊婦û授乳婦{z��|°品~á全性{·��情報ðß~x�ý~研究=Ā ð和 4 �þÏ業実績

報^書Ā 2023�5o

2. r島温子Ā林 昌洋Ā濱u洋実Ā中山健{ĀR瀬一洋Ā伊藤ö{ĀÛ橋邦彦Ā�美斉俊Āà藤美賀子Ď 

厚生労働行�è²調査Ï業¿補助金ÿ|°品û|療機器{Ĝ¾ĕęøĚ5Å´¸óÉ�策研究Ï業Ā

<妊婦û授乳婦{z��|°品~á全性{·��情報ðß~x�ý~研究=Ā ð和 4 �þÿ括研究

報^書Ā 2023�5o
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3. r島温子Ā林 昌洋Ā濱u洋実Ā中山健{ĀR瀬一洋Ā伊藤ö{ĀÛ橋邦彦Ā�美斉俊Āà藤美賀子Ď 

厚生労働行�è²調査Ï業¿補助金ÿ|°品û|療機器{Ĝ¾ĕęøĚ5Å´¸óÉ�策研究Ï業Ā

<妊婦û授乳婦{z��|°品~á全性{·��情報ðß~x�ý~研究=Ā ð和2�þ～ð和4�

þÿ\研究報^書Ā 2023�5o

4. Û橋邦彦Āà藤美賀子Ā中山健{ĀáàÔ彦Āà藤良行Ď 妊婦û授乳婦{z��|°品~á全性|

討~��~相談症例÷üÏĉüÉ 活用~|討Ă厚生労働行�è²調査Ï業¿補助金ÿ|°品 û|療

機器{Ĝ¾ĕęøĚüÅ´¸óÉ�策研究Ï業Ā<妊婦û授乳婦{z��|°品~á全性{·��情報

ðß~x�ý~研究=Ā ð和4�þV担研究報^書Ā 2023ď26-28

5. à藤美賀子Ā藤岡 íĀ{鍬`穂ĀĎ 一般|療者z��{一般女性~ûüÊ{あs�ðßý法~開

~Ă 厚生労働行�è²調査Ï業¿補助金ÿ|°品 û|療機器{Ĝ¾ĕęøĚüÅ´¸óÉ�策研究

Ï業Ā<妊婦û授乳婦{z��|°品~á全性{·��情報ðß~x�ý~研究=Ā ð和4�þV担

研究報^書Ā 2023ď31-32

6. à藤美賀子, 藤岡 íĎ 妊婦û授乳婦{z��|°品~á全性{·��研究ý法~|討Ă 厚生労

働行�è²調査Ï業¿補助金ÿ|°品 û|療機器{Ĝ¾ĕęøĚüÅ´¸óÉ�策研究Ï業Ā<妊婦û

授乳婦{z��|°品~á全性{·��情報ðß~x�ý~研究=Ā ð和 4 �þV担研究報^書Ā

2023ď33-36

［学会~表］ 

1. Izumi Fujioka, Hiroshi Ohtsu, Naohiro Yonemoto, Kazuhiro Sase, Atsuko Murashima:  Maternal

and neonatal outcomes of women with Rheumatoid Arthritis in Japan: An Analysis of Real-

World Data from Nationwide Claims-Based DatabaseĂthe 22nd Congress of the Federation of

Asian and Oceania Perinatal Societies (FAOPS), Tokyo, 2023.10.9

2. 肥Ā ~Ď 子宮Õw~生物学的製剤ÿ露Qx~ワ¿Ñó接種{tいvĂ 第1回妊娠x°情報研究

会Exper教育講演会Ā 東ðĀ 2023.2.5

3. Ûß 千夏, 金子�ï子, 河ß千慧, 阿部早和子, 宮Ý英子, à藤美賀子, r島温子Ď @ワü¿Ç

ėóćASLE \�妊娠 全身性¸ĚöĎøü÷É女性患者~ăÉċÉċýüø製剤使用x妊娠中骨密

þx~�ÿ{·��à�U}調査Ă 第67回åqĚ¶ĎÑ学会ÿ会û学術Ø会Ā ÿ岡Ā 2023.4.26

4. 肥Ā ~, ÿug也, r山 圭, 阪q靖Ï, 笠原群生Ď ú伝的問題²p�1生体肝移mà{妊娠û

出産²経験�� 2症例w~妊娠管理{tいv~|討Ă 第 59回åq肝臓学会ÿ会û学術Ø会Ā `

良Ā 2023.6.16

5. 藤岡 í, 大津 洋, 米qö裕, R瀬一洋, r島温子Ď V娩前à~降w°処ý実態x周産期Îà

Cardio-Obstetrics{z��Ě²ěûワüěùû÷üÏ研究Ă 第59回åq周産期û新生Q|学会学

術Ø会Ā 愛知Ā 2023.7.10

6. 鈴o o, 肥Ā ~, 藤岡 í, {鍬`穂, à藤美賀子, 渡�央美, 梅原永能, 和u誠ù, r島 温

子, þ\ÿ彦Ď 妊娠初期{z��¿ęĚÉĝĎ´Çóo用~胎Qx~�ÿ{tいv~評価Ă 第59

回åq周産期û新生Q|学会学術Ø会Ā 愛知Ā 2023.7.10

7. 藤岡 íĎ @ÇóčÈ¶Đ7A<|°品~á全性-催_形性ĚÉ¿~最_W-=ďÃą·þüě酸Ēą

·Ñě( MMFĀ~疫学調査報^Ă 第63回åqYy異~学会学術Ø会 Ā 茨城Ā 2023.7.30

8. {鍬`穂Ď ÇóčÈ¶Đ16 妊婦û授乳婦~°物ÿ療²支え�°剤師~×�組� 妊娠x°情報Ë

óÏüw~°剤師~×�組�.  åq病ö°剤師会·東Ćĝó¿第 53 回学術大会Ā 新潟,
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2023.8.27 

9. {鍬`穂Ď 妊娠中~|°品~適lz使用{z��é床情報U実{U��研究.  第9回l世ï²担

うç手~��~Ĝ¾ĕęøĚüÅ´¸óÉą¹üęĐ, 東ð, 2023.9.16

10. 藤岡 íĎ @ÇóčÈ¶Đ2A<新生Q°物ö±症候群=妊娠中~÷うt°ÿ露x新生Q\�症Ě²

ěワüěù÷üÏ~解析Ă 第50 回åq_Qé床°理学会学術Ø会Ā 大阪Ā 2023.9.30

11. 肥Ā ~, 藤岡 í, {鍬`穂, Q浦寄子, à藤美賀子, Ûß千夏, r島温子Ď 妊娠x°情報Ëó

Ïü相談例{���ýÕ ù眼°~授乳指^{·��º題Ă 第 8 回åqï性Õ科学会ÿ会û学術Ø

会Ā 東ðĀ 2023.10.8

12. �u�一, {鍬`穂, à藤美賀子, 赤沢 学, Û橋邦彦, áàÔ彦, zu美穂子, 岡 宏n, Ð谷

ö{, Õ�沙織, 俵o�美子, r島温子Ď 妊婦~|°品ÿ露{·��÷üÏßØû評価~Þ要性x1

産à学{��÷üÏ活用è²{·��研究Ă 第28回åq°剤疫学会学術ÿ会Ā ðýĀ 2023.11.17

［講演］ 

1. Q浦寄子Ď 妊婦û授乳婦{z��COVID-19ÿ療°~|°品情報xº題Ă ð和4�þ第3回JASDI

ą¹üęĐ,  Web開催Ā 2023.1.14

2. {鍬`穂Ď >妊娠û授乳x°?~é�{ÿ�v支援~w}�°剤師{z���{Ă 新潟�°剤師会

<�yv~°剤師{知sv{�い>妊娠û授乳x°?研ï会=,  Web開催Ā 2023.1.15

3. {鍬`穂Ď >妊娠û授乳x°?相談ÿ応 実践研ï会Ă 新潟�°剤師会<�yv~°剤師{知sv

{�い>妊娠û授乳x°?研ï会=,  Web開催Ā 2023.2.19

4. Q浦寄子Ď 妊婦û授乳婦{ÿ��°»¶óËĚóÀ 5°効w~相談Ï例�含�v5Ă <妊娠Ď授

乳x°=相談ÿ応 実践研ï会Ā Web開催Ā 2023.2.19

5. {鍬`穂Ď 妊娠x°Ă nÿ°科大学 衛生W学b 特w講義,  ºó÷Ďóù開催Ā 2023.6.5

ß録 

6. {鍬`穂Ď 妊娠x°1授乳x°{·��Ā礎知識Ă |益社団法人石Ý�°剤師会 °剤師PS講ÿ

´þĉüÇėó研ï会 妊産婦{x~適Wzo°管理û健ÿ支援Ï業研ï会,  Web開催Ā 2023.6.25

7. Q浦寄子Ď 妊婦û授乳婦{ÿ��°»¶óËĚóÀĂ ð和5�þ第3回°剤師PS講ÿ´þĉüÇ

ėóÿ6oĀ研ï会Ā Web開催Ā 2023.6.25

8. à藤美賀子Ď 妊娠x���Ă 第 8回ï性Õ科ćĝĀ´ÐüÃüÉ basicĀ Web開催Ā 2023Ă

7.22 

9. 肥Ā ~Ď 授乳中~°{·��考えýĂ 第14回保þ°�°剤師U�<妊娠x°情報ËóÏü=研

ï会Ā Web開催Ā 2023.7.2

10. 藤岡 íĎ 妊娠x°~Vßw必要z産婦人科~Āq的知識Ă 第14回保þ°�°剤師U�<妊娠x

°情報ËóÏü=研ï会Ā Web開催Ā 2023.7.2

11. Q浦寄子Ď 妊娠中~°{·��考えýx»¶óËĚóÀý法Ă 第14回保þ°�°剤師U�<妊娠

x°情報ËóÏü=研ï会Ā Web開催Ā 2023.7.2

12. 肥Ā ~Ď 授乳中~°{·��考えýĂ 第15回保þ°�°剤師U�<妊娠x°情報ËóÏü=研

ï会Ā Web開催Ā 2023.12.17

藤岡 íĎ 妊娠x°~Vßw必要z産婦人科~Āq的知識Ă 第15回保þ°�°剤師U�<妊娠x

°情報ËóÏü=研ï会Ā Web開催Ā 2023.12.17

13. Q浦寄子Ď 妊娠中~°{·��考えýx»¶óËĚóÀý法Ă 第 15 回保þ°�°剤師U�<妊娠
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x°情報ËóÏü=研ï会Ā Web開催Ā 2023.12.17 

4-16 ú伝子細胞ÿ療è²ËóÏü 

[原著論文] 

1Ă Uchiyama T, Kawai T, Nakabayashi K, Nakazawa Y, Goto F, Okamura K, Nishimura T, Kato

K, Watanabe N, Miura A, Yasuda T, Ando Y, Minegishi T, Edasawa K, Shimura M, Akiba Y, Sato-

Otsubo A, Mizukami T, Kato M, Akashi K, Nunoi H, Onodera M. Myelodysplasia after clonal

hematopoiesis with APOBEC3-mediated CYBB inactivation in retroviral gene therapy for X-CGD.

Mol Ther. 31: 3424-3440, 2023.

2Ă Yamazaki N, Ohira M, Takada S, Ohtake A, Onodera M. Nakanishi M, Okuyama T, Mashima 

R. Enhanced osteoblastic differentiation of parietal bone in a novel murine model of

mucopolysaccharidosis type II. Mol Genet Metab Rep. 2023 Nov 11;37:101021.

3Ă Yasuda T, Uchiyama T, Watanabe N, Ito N, Nakabayashi K, Mochizuki H, Onodera M. 

Peripheral immune system modulates Purkinje cell degeneration in Niemann-Pick disease type 

C1. Life Sci Alliance. 2023 Jun 27;6(9):e202201881 

4Ă Onodera M, Uchiyama T, Ariga T, Yamada M, Miyamura T, Arizono H, Morio T. Safety and 

efficacy of elapegademase in patients with adenosine deaminase deficiency: A multicenter, 

open-label, single-arm, phase 3, and postmarketing clinical study. Immun Inflamm Dis. 2023 

Jul;11(7):e917. 

5Ă Irikura R, Nishizawa H, Nakajima K, Yamanaka M, Chen G, Tanaka K, Onodera M, 

Matsumoto M, Igarashi K. Ferroptosis model system by the re-expression of BACH1. J Biochem. 

2023 Apr 24:mvad036.  

6Ă Mashima R, Ohira M, Okuyama T, Onodera M, Takada S. A novel mucopolysaccharidosis 

type II mouse model with an iduronate-2-sulfatase-P88L mutation. Sci Rep. 13:7865, 2023. 

7Ă Ishikawa T, Uejima Y, Okai M, Shiga K, Shoji K, Miyairi I, Kato M, Morooka S, Kubota 

M, Tagaya T, Tsuji S, Aoki S, Ide K, Niimi H, Uchiyama T, Onodera M, Kawai T. Melting 

temperature mapping method in children: Rapid identification of pathogenic microbes. J Infect 

Chemother. 2023 Nov 28:S1341-321X(23)00301-X. 

[ÿ®] 

1Ă _ß寺×ó. c性肉芽腫症ÿCGDĀ. 137-141 原~性免疫O全症候群 診療~手引}ÿ改�第2xĀ

2023� 

2Ă _ß寺×ó. 9) ćĚóü¿ĜºÇùûċÉċĚęüÌk損症. 265-268 w冊åqé床 血ÿ症候群

ÿ第3xĀ 2023� 

3Ă _ß寺×ó. 11) ²÷þÇóû÷²ďúüÌk損症. 2279-283 w冊åqé床 血ÿ症候群ÿ第3

xĀ 2023� 

4Ă _ß寺×ó.  第IV章 ú伝子ÿ療x�. 210-215 _Q科学 åq|師会雑� 152巻 特wøÿ1Ā

2023� 

5Ă _ß寺×ó. 患者細胞ã×{z��|療機·w~実þ体v -  原q料ã×û調製f~品質担保{t

いv - . |°品|療機器Ĝ¾ĕęøĚüÅ´¸óÉ 54:100-105. 2023 

6Ă _ß寺×ó.  第52章 ú伝子ÿ療. 1194-1207 _Q科学 第11x à藤元博ý12023� 

7Ă _ß寺×ó. s|ÿ~ú伝子ÿ療~現状xº題1��v�~ÿ策{tいv. Ā´ºÅ´¸óÉx´

óÐÉøĚü 81, 52-58, 2023 
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[学会~表] 

<ÿ�学会> 

1. Masafumi ONODERA. Safety and efficacy evaluation for gene therapy products. 2023 Korea-

Japan Joint Symposium on Gene Therapy in Inborn Errors of Immunity. Soul. 2023.2.25 (ô頭)

2. Masafumi ONODERA. Current status of gene therapy in Japan. The 6th international forum of

lysosomal diseases: workshop 6: gene therapy for LSD. Tokyo. 2023.4.1 (ô頭)

3. Masafumi ONODERA. Current Status and Future Prospects of Gene Therapy for Inherited

Diseases. Human Genetics Asia 20023. Tokyo. 2023.10.12ÿô頭Ā

<ÿÕ学会> 

1. _ß寺 ×ó. ú伝子ÿ療用製品~á全性ûp効性{ÿ��特異的評価系x�. 再生|療産業Wą

¹üęĐ2023 inåq橋. 東ð. 2023.1.25.

2. _ß寺 ×ó ²÷þÇóû÷²ďúüÌk損症~最新~診îxÿ療法. 第6回åq免疫O全ûë

ý炎症学会ÿ会 学術Ø会 ĒüûóÀËďúü. 東ð. 2023.2.12

3. _ß寺 ×ó. In vivoú伝子ÿ療¶´ěÉĉ¿Ïü{�非¶´ěÉĉ¿Ïüx. 第22回 åq再

生|療学会ÿ会. ðý. 2023.3.23

4. _ß寺 ×ó. 血ÿû免疫ûï謝ÿ患{ÿ��ex vivoú伝子ÿ療. 第31回 åq|学界ÿ会2023

東ð. 東ð. 2023.4.23

5. _ß寺 ×ó. yう��åq~ú伝子ÿ療.  Link-J&r育共催Ëďúü vol.2 r育ÿ_Qû周産

期Ā|療Vß~ăÈýÉĎóÑóÀ. 東ð. 2023.7.14

6. _ß寺 ×ó. ú伝子細胞ÿ療~â義x|ó. JSGCT教育ćĝÀęĐ. 大阪. 2023.9.10

7. _ß寺 ×ó. ÂþĐ組�Á�型¶´ěÉĉ¿Ïü. JSGCT教育ćĝÀęĐ. 大阪.  2023.9.10

8. _ß寺 ×ó. ÿÕ~ú伝子ÿ療²ð瞰�v}う�x. 第29回åqú伝子細胞ÿ療学会学術Ø会

教育講演2. 大阪.  2023.9.12

9. _ß寺 ×ó, Õ山徹. ú伝子ÿ療用ĉ¿Ïü製造ćĝËÉ~ćęóøą¹üĐWćĝÈĕ¿ø

åqxPaVe-GT. BioJapan2023 ÉčóÅüËďúü. 東ð. 2023.10.13

10. Q浦 茜, áu 徹, 石Ý �\子, 山u 全毅, Ā澤 �織, 中林 一彦, 志r �Ý香, á藤 v希子,

Î留 謙一, _ß寺 ×ó, Õ山 徹. X連鎖ÚIgM症候群~CD40Lú伝子変異{ÿ��ÂþĐýØ

�術²用い�T細胞²標的x��ú伝子ÿ療法~開~ 第31回 åq|学会ÿ会 6NCĚøĚüø

čÉÏüËóÇėó 東ð 2023.4.21～23. (čÉÏü~表)

4-17　感染v御部 

研究業績{·�v�1_QÕ科系専門診療部 感染症科~研究業績²参照 

4-18 l養管理部 

z� 

4-19 °剤部 
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[原著論文] 

1.Saito J, Shoji K, Miyairi I, Yamatani A: Drug Formulation for Pediatric Oral Antimicrobial 

Agents in Japan: Current Status, Prospects, and Challenges. Pediatr Infect Dis J. 2023;42:e298-

e303. 

2.Tang BH, Zhang JY, Allegaert K, Hao GX, Yao BF, Leroux S, Thomson AH, Yu Z, Gao F, Zheng Y, 

Zhou Y, Capparelli EV, Biran V, Simon N, Meibohm B, Lo YL, Marques R, Peris JE, Lutsar I, 

Saito J, Jacqz-Aigrain E, van den Anker J, Wu YE, Zhao W: Use of Machine Learning for Dosage 

Individualization of Vancomycin in Neonates. Clin Pharmacokinet. 2023;62:1105-1116. 

3.Saito J, Suzuki E, Nakamura Y, Otsuji T, Yamamoto H, Yamamoto H, Kai Y, Totsu M, Hashimoto S, 

Nakamura H, Akabane M, Yamatani A: Study on the Preparation Method of Quality-Assured In-

Hospital Drug Formulation for Children-A Multi-Institutional Collaborative Study. Children 

(Basel). 2023;10:1190. 

4.Saito J, Ishii M, Sandaiji N, Yamaguchi K, Suzuki T, Yakuwa N, Yamatani A, Tachibana Y, Sago 

H, Murashima A: Lemborexant levels in maternal serum, cord blood, and breast milk during 

pregnancy and lactation: A case report. PCN Rep. 2023;2:e62. 

5.中rù文, ß藤��, 伊藤�也, 山qÿl郎, �倉誠: 症例報^<ċÉą·ûø´ó{��意識 害

²}��� CYP2C19 ú伝子多型²p��女Q=~Õ容{·��意見. åq_Q科学会雑� 第 127巻 

第 6 ø, 2023.6.1 

6.歌ß智之, 山谷nl, 竹林g, à藤元博, Àq信一, u之島玲大; åq人_Q|³患者{ÿ��vT

目的~ºęóÆĄó~p効性z��á全性. é床°理~²歩, 2023.6 

7.XÕ萌衣, �沢彩乃, 岩橋香 ,̀ 山谷nl: _Q~胸水{ÿ��º¿øĜºÑù~p効性xá全性~

àý視的|討.  åq_Qé床°理学会雑�第36巻第1ø, 2023. 8 

[ÿ®] 

1.ß藤��: Èēüúě¿ęĆ~ß場 _Q<精神ÿ患²p��_Qz��青�期{z��°物療法x~

Þ応性~Î測因子ā4t~é床試験÷üÏ~複\解析5=. o刊°Ï, �{う, 2023.2.1;65(2);391-

392 

2.ß藤��: Èēüúě¿ęĆ~ß場 _Q<_Q¿ĝüó病{zいv, ^入à~´óąĚ½ÇĎĆ濃þ

~Rg�良好zé床î�x·連�� - REACH 試験~čÉøċó¿V析=. o刊°Ï, �{う, 

2023.4.1;65(5);1029-1030 

3.ß藤��: Èēüúě¿ęĆ~ß場  _Q<q作úWé床試験 Euro-EWING99-R1wÿ療���Ėü´

óÀ肉腫生`者{z��, Ç¿ĝċÉą±ďù (VAC) x´ċÉą±ďù (VAI) {��²ě½ěWĉü

É~維持ĜÈđó~晩期毒性~比較=. o刊°Ï, �{う, 2023.6.1;65(8); 1679-168 

4.ß藤��: Clip boad _Q領域<ö接経ô÷凝þ°~_Qx~使用=. o刊°Ï, �{う,

2023.7.1; 65(9);1828-1829

5.ß藤��: Èēüúě¿ęĆ~ß場 _Q<_Qv³{³~手術~��°物ÿ療à~健ÿ·連QOL~媒

Ï因子{·��縦î的Ãċüø研究=. o刊°Ï, �{う, 2023.10.1;65(13);2724-2725 

6.ß藤��: Èēüúě¿ęĆ~ß場 _Q<_Q患者{z��大豆油v来脂肪乳剤{�混\脂肪乳剤x
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~変ø{��²¶ø»Đ評価=. o刊°Ï, �{う, 2023.12.1; 65(16);3385-3386 

[著書] 

1.石ß�理子, 山谷nl: °学的管理{活{� é床°理UPDATE2023 07²øĄü性皮膚炎ÿ療°ÿÈ

ą±ďęÉøĀ. 調剤x情報, �{う,  2023.1.1 

2.詫間梨恵, 望o�維, _r誠: _Q°用à. Îå~é床Åčüø,  ¸ěÌă², 2023.2.1 

3.�沢彩乃: ÁüÉwわ{�処ý箋~Ñ·ó¿č´óø^来Ď°�感染症学ÿ_QĀ. o間°Ï,�{う, 

2023.3.1 

4.Q浦寄子, {鍬`穗: 睡�°. U精神°x妊娠û授乳改�3x, W山Z, 2023.4.10;116-120 

5.栗原陽Ï: _Qû周産期領域w~°剤師ĜÈ÷óø教育. ą±ěĎÇ², åq°学会,  2023.5, 

Vol.59.No5;381-383 

6.ß藤��: 邦»<Poisoning=.  Nelson Textbook of Pediatrics, 21st editionÿýěÍó_Q科学 

原著第 21 xåq語xĀ, ¸ěÌă², 2023.5.30 

7.Q浦寄子, {鍬`穗: 妊婦û授乳婦処ý~�~��. U精神°x妊娠û授乳改� 3 x, W山Z, 

2023.10.5;116-120 

8.栗山猛: ¸½Éāüø|教え�_Q~°物ÿ療 ÿ論ā|°品開~~��~活動ā. _QÕ科,東ð

|学社, 2023.11 

 [学会~表] 

1.Yamamoto-Hanada K, Kobayashi T, Mikami M, Williams H, Saito-Abe M, Sato M, Miyaji Y, Ishikawa 

F, Irahara M, Tsuchiya K, Tamagawa-Mineoka R, Takaoka Y, Takemura Y, Sato S, Wakiguchi, H, 

Hoshi M, Natsume O, Yamaide F, Seike M, Kabashima S, Yoshida K, Inuzuka Y, Nishimura K, 

Toyokuni K, Ogita H, Kiguchi T, Saito J, Morimoto M, Masuda K, Katoh N, Hosoi H, Kameda M, 

Shigekawa A, Yamasaki K, Nagai M, Ebisawa M, Asaumi T, Itonaga T, Hasegawa S, Yasudo H, Nagao 

M,  Fujisawa T, Yasuoka R, Fujiyama T, Shimojo N, Nakano T, Mori Y, Kondo Y, Kawaguchi T, 

Futamura M, Nagai A, Sugiura K, Kaburagi S, Morita K, Kitazawa H, Kido H, Nakayama SF, Inoue 

E, Saito H, Ohya Y: Early enhanced treatment for infant atopic dermatitis prevents food 

allergy: a multicenter,parallel-group, open-label, assessor-blind, randomized controlled trial 

(PACI Study). The European Academy of Allergy and Clinical Immunology (EAACI) Hybrid Congress, 

Hamberg, 2023.6.10. 

2.Saito J, Yamatani A, Nakamura H, Akabane M: Study on the quantitative evaluation of potentially 

harmful pharmaceutical excipients of injectable drugs in children under two years of age - A 

single-centre, retrospective, observational study in Japan. 15th Conference of the European 

Paediatric Formulation Initiative (EuPFI), Glasgow, 2023.9.20. 

3.Yokoyama Y, Murakami M, Saito J, Shimizu S, Uchida H, Fukuda A, Sakamoto S, Jibiki A, Kawazoe 

H, Kasahara M, Yamatani A, Suzuki S, Nakamura T. 21st International Congress of Therapeutic 

Drug Monitoring & Clinical Toxicology, Oslo, 2023.9.23. 

4.Shoji K, Hikino K, Saito J, Matsui T, Utano T, Takebayashi A, Tomizawa D, Kato M, Matsumoto 

K, Ishikawa T, Kawai T, Nakamura H, Miyairi I, Terao C, Mushiroda T: Effect of CYP2C19 on 
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Voriconazole Pharmacokinetics in Children with Malignancy or Inborn Errors in Immunity, Open 

Forum Infectious Diseases, Boston, 2023.10.11. 

6.r瀬彩à, �ÕvÝ, 相場実S, 占ßÐ千華, Ú見謙, _幡誉子vÝ, ÿu哲也, 山u�v美, 山谷n

l: ºęóÆĄóÂě{�~°物皮膚透過性~評価. åq°学会第143�会, r幌, 2023.3.25 

7.青÷ ,̄ ß藤��, Q浦寄子, Ý﨑裕世, 大穂東子, 望o�維, �沢彩乃, 石ß�理子, 山谷nl: 

V娩前中k°剤x健ÿ食品~把握²目的x��妊婦x~質問�票~^入Û�情報共p~×�組�.  å

q°学会第143�会, r幌, 2023.3.26 

8.Àr�v, 笠原沙耶香, �沢彩乃, 春岡美姫, r山彩, XÕ萌衣, 栗原陽Ï, 山q陽子, 藤��,竹Õ

一朗, 清水泰岳, 新ß勝大, 山谷nl: _Q潰瘍性大ù炎{ÿ��ĉùĚÊĎĆ~p用性~調査. å

q°学会第143�会, r幌, 2023.3.27 

9.Q浦寄子, {鍬`穗, r島温子, 山谷nl: 妊娠x°情報ËóÏü{z��新|°品~相談症例.第25

回åq|°品情報学会ÿ会û学術大会, ðý, 2023.6.11 

10.坂ô大俊, 牛ù義宏, 山uĀù, 塩uþ子, 清谷知賀子, 寺島慶z, ßô晶裕, 大�o生, à藤元博, 

富澤大輔, �q|一, �元à ,̀ 歌ß智之: _Q造血�細胞移m{z��1å1回法²用い�静注Ć

Éěą±ó~°物動態. 第65回_Q血ÿû|³学会学術Ø会, r幌, 2023.9.29 

11.岩瀬Ý�, 詫間梨恵, 中r知{, �沢彩乃, 山�晶子, 青÷ ,̄ r山彩, XÕ萌衣, 栗原陽Ï, 赤羽

Q貴: 長期人ý|吸器管理中~_Q患者{z���路結石{·��実態調査. 第 50 回_Qé床°理

学会学術Ø会, 大阪, 2023.10.1 

12.à藤美和, 歌ß智之, Û橋勇人, ÷S}子, 春岡美姫, 藤q彩貴, 千葉p子, ß藤��, �沢彩乃,赤

羽Q貴, �ß俊大, 牛ù義宏, 山uĀù, 塩uþ子, 清谷知賀子, ßô晶裕, 富澤大輔, 寺島慶z, 坂

ô大俊, �q|一: _Q造血細胞移mà~�状õþÎ防{z��²Ç¿ĝăěz��ĀęÇ¿ĝăě

~投Pý法{·��|討. 第50回_Qé床°理学会学術Ø会, 大阪, 2023.10.1 

13.Y﨑希恵, 笠原沙耶香, 山ô�{, 大穂祐Ï, 澤uð子, 山u�v美, 風間彩, 山ô�{, �沢彩乃, 

栗原陽Ï, 赤羽Q貴, 竹Õ一朗, 清水泰岳, 新ß勝大: 消W器症状²p��_Q患者{z��ÃěĂ

Ñó使用実態~|討. 第50回_Qé床°理学会学術Ø会, 大阪, 2023.10.1 

14.長ß}Ý ,̀ _森智也, 山q�ï, _�博文, R橋~子, 山西純, 栗u大輔, 林弘n, �u�ÿ, À

q信一, 竹Õlû, uß島玲大, øÿ生, 伊藤ù一, 畑千秋, 歌ß智之: 多職種連携{��携�型精

密輸ÿčóć²用いvĆĚúôĒĎĆ~^来投P|ÿ能xzs� 3症例. 第 50回_Qé床°理学会学

術Ø会, 大阪, 2023.10.1 

15.藤森健z郎, 坂ô大俊, 牛ù義宏, 山uĀù, 塩uþ子, 清谷知賀子, 寺島慶z, ßô晶裕, 出ô�

生, 富澤大輔, �q|一, Õ山徹, 歌ß智之: _QB細胞性急性Ěóā性�血病{ÿ��ĆĚúôĒ

ĎĆ~àý視的|討. 第85回åq血ÿ学会学術Ø会, 2023.10.15 

16.米r×人, ½場楓, 網ß一�, å置Q紀, 長谷Ý~��, R々o実þ, _ü×人Ā 歌ß智之: |³

ÿ療||知svz�y}_QûAYA世ï|³患者{ÿ��|³û生殖|療~現状-妊`性温`診療¼´ù

ę´ó改�x~概®-新�z性û毒性~ĚÉ¿V類 妊`性温`{·��診療¼´ùę´ó{z��試

�. 第61回åq~ÿ療学会学術Ø会, l浜, 2023.10.20 

17.山u�v美, ÿu哲也, 詫間梨恵, 山�晶子, 伊藤栞, r山彩, àù健Ï, ßR美ó一, 荻原英:đĝ

ĊýĐ1ĀóÃĎ´Çó静�注射投P中{黒毛舌x歯~変色|生��_Q~一例. 第 33回åq|療°

学会�会, 秋u, 2023.11.8 
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18.÷ß圭子, ÿ永航也, 莚u泰誠, 寺�知ÿó, àù健Ï, 宮入烈, ß藤��, 歌ß智之, �ß俊大,竹

林g, 富澤大輔, à藤元博, �q|一, 石Ý^士, 河\利尚, 中rù文: 血漿中ČĚÃúÎüě濃þ

x副作用~個人ÿ{·P��因子~解析.  第46回åq_Qú伝学会学術Ø会, 那覇,  2023.12.8 

 [講演] 

1.Q浦寄子:  妊婦û授乳婦{z��COVID-19ÿ療°~|°品情報xº題.  ð和4�þ第3回JASDIą

¹üęĐ, Web, 2023.1.14 

2.Q浦寄子: 妊婦û授乳婦{ÿ��°»¶óËĚóÀ~実�～°効w~相談Ï例�含�v～. >妊娠û

授乳x°?相談ÿ応 実践研ï会, Web, 2023.2.19 

3.歌ß智之:  °剤師|寄�添い支え�_Q|³°物療法~実�～子y���~笑Ü~��{úÔ|w}

��x～_Q領域~|³°物療法. åqé床腫瘍°学会学術大会JASPO 2023, ]õ_, 2023.3.3 

4.�沢彩乃: _Q領域{z��°学的²ćĝüÑ. 東ðý病ö°剤師会ćĜ²Č´ùą¹üęĐ東ð

2023, Web, 2023.3.18 

5.ß藤��: _Q°物療法{z��°剤師業Û{Āu�¸ă÷óÉ創出.  åq°学会第 143�会, r

幌, 2023.3.26 

6.栗山猛: _Q|°品開~è²~��~_Qÿ験ýóøワü¿~活動. 第 126回åq_Q科学会学術Ø

会, 東ð, 2023.4 

7.ß藤��: _Q妊婦授乳婦°物療法{z��ą±üĎÃđøĚ¿É活用~ÿ能性. åq°剤学会第38

�会, ]õ_, 2023.5.18 

8.詫間梨恵: _Q|療x~°剤師~{{わ�. �r塾°剤師業Û支援講ÿ, Web, 2023.5.21 

9.歌ß智之: QOL ~UR²目指��ÿ療øþ～ăüĚóÅ´ø~携�型輸ÿčóć{��投P～. 急性

Ěóā性�血病～Web Symposium～, Web, 2023.5.25 

10.石ß�理子: ÿ立r育|療研究ËóÏüw~čĚą±ĎÇüÿ策. 第 18回東�Xþÿ立病ö°剤師

会, Web, 2023.6.3 

11.ß藤��: _Q|療{z�� PK/PD 情報活用~ÿ能性. 第 25回åq|°品情報学会ÿ会û学術大

会, ðý, 2023.6.11 

12.稲]美v紀: o��新規|°品{使用評価委員会{z��情報ðß活動. 第 25回åq|°品情報学

会ÿ会û学術大会, ðý, 2023.6.11 

13.Q浦寄子: 妊婦û授乳婦{ÿ��°»¶óËĚóÀ. °剤師PS講ÿ´þĉüÇėóÿ6oĀ研ï会, 

Web, 2023.6.25 

14.Q浦寄子: 妊娠中~°{·��考えýx»¶óËĚóÀý法. 第 14回地域女性~妊娠x���~é

�~支援x情報ðß|w}�{{�t�°剤師{z�！！. Web, 2023.7.2 

15.詫間梨恵: _Q°物療法T領域~²óć÷üø _QÏO全患者x~{{わ�. 第 31回¿Ěû»ě

ą±üĎÇüÇóčÈ¶Đ, 山形, 2023.7.22 

16.ß藤��: 授乳中~精神ÿ患ÿ療°使用{·��á全性~ö接的評価. |療°学ą¹üęĐ 2023 

第31回¿Ěû»ěą±üĎÇüÇóčÈ¶Đ, 山形, 2023.7.23 

17.ß藤��: °物ï乳移行{·��Āq的z考えýx情報創出~×�組�. 第 37回åqï乳哺育学会

学術Ø会, 東ð, 2023.9.17 

18.ß藤��: 新生Q|療{z��|°品添à剤ÿ露{·��û題. 第 50回_Qé床°理学会学術Ø会, 
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大阪, 2023.9.30 

19.�沢彩乃: _Q特p~o°指 .̂ 2022�þ_Q°物療法研ï会, Web, 2023.9 

20.詫間梨恵: _QÏïÿ療法 _QÏ機能xÏÿ患. 第 18 回Ï臓病°物療法学会, r幌,

2023.10.28

21.ß藤��: _Qé床現場{z�� MĀS ~活用x展望. 第 33 回åq|療°学会�会, 秋u, 

2023.11.3 

22.ß藤��: _Qû新生QØ中ÿ療領域{z�� TDM. 第 33 回åq|療°学会�会, 秋u,

2023.11.4

23.ß藤��: _Q{z��°物療法x~·わ�x¸ă÷óÉ~創出. 第 33 回åq|療°学会�会, 

秋u, 2023.11.18 

24.Q浦寄子: 妊娠中~°{·��考えýx»¶óËĚóÀý法. 第 15回地域女性~妊娠x���~é

�~支援x情報ðß|w}�{{�t�°剤師{z�！！. Web, 2023.12.17 

25.栗山猛:  _Q|°品~開~è²{U��環境整備xÎà~º題. 第 44 回åqé床°理学会学術ÿ

会, 神戸, 2023.12 

4-20 �護部 

[学会~表] 

1. �qÿ子(^来)Ď Systematic review difficulties for midwives working in hospitals.

EAFONS2023 26thEast Asian Forum of Nursing ScholarsĀ東ðĀ2023.3.10～11

2. 杉澤v香Ýÿ手術üĀĎ _Q~ôÕÁ²Ă 第 20 回åqôÕÁ²学会ÿ会û学術Ø会Ā 東ðĀ

2023.4.21 

3. _�Û子 (9西)Ď _QCOVID-19入öþ設{z��_Q�護û感染症�護専門�護師{��倫理調

整-COVID-19m行初期{wù²あvv-. 第10回CNS�護学会, ðýĀ 2023.6.10～11

4. 奥u裕美ÿ7東ĀĎ 間k^�²必要x��_Q~就園û就学{z��º題~n確W. 第 37回åq

_QÉøüĎ排泄創傷管理研究会, 神`Ý, 2023.6.17

5. à藤清香ÿ8 西ĀĎ 専門�護師~役割²活{��幼Q期{あ�|療的Á²Q~x宅移行支援.  å

q_Q�護学会第33回学術Ø会, 神`ÝĀ 2023.7.15～16

6. 畑ß愛美ÿ���~家)Ď NICU{�þ和Á²病床{î棟��×�²行s�18øĚÍďü~患Qx~

·わ�²通�vn�{{zs�|療者~}い. 第 28 回åqþ和|療学会学術大会Ā神戸,

2023.6.30～7.1

7. 杉澤v香Ýÿ手術üĀĎ _Q救急~現場wÑüĐāą¹üĎóÉUR~��~心理的á全性確保~

��{Ă 第36回åq_Q救急|学会学術Ø会Ā 千葉Ā 2023.7.22

8. 奥u裕美ÿ7東ĀĎ p梢静�»öüöě|·連��_Q~|療·連機器w迫創傷~特Ā. 第 25回

åq褥w学会学術Ø会, 神戸Ā2023.9.1

9. 廣u久美子ÿ10東ĀĎ 肝移mà~乳幼Q患Q~ùĜüó管理w�護師|抱�困÷感x´óÇ÷óø

Ï�~�識~^ö{tいv~V析. åq_Q�護学会第 33 回学術Ø会Ā 神`ÝĀ 2023.7.15～

16
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10. 酒ßo央ÿ専門�護üĀĎ |体×�Õえ~逸±Ï例{�考え�実þ体v~整備. 第23回CRCxé

床試験~x�ý²考え�会議2023in岡山, 2023.9.16～17

11. 伊藤ÿÿ専門�護üĀĎ _Q~経験者x�~保護者~·わ�w信¼·Ï²築���{大W{}う�

x. 第23回CRCxé床試験~あ�ý²考え�会議in岡山Ā 2023.9.17

12. Ûoç`ÿ手術üĀĎ Ú齢糖�病患者~P血糖~経験{�肯â的側面²引}出���~�護師~·

わ�. 第28回åq糖�病�護学会Ā岡山Ā2023.9.24

13. à藤清香ÿ8西ĀĎ _Q~r長~Ô{応��ĆĚúôĒĎĆ投P中~ QOLUR{U���護支援~

|討. 第21回åq_Q|³�護学会学術Ø会, r幌Ā 2023.9.30

14. 杉澤v香Ýÿ手術üĀĎ 多職種ÑüĐ²結r�vé³�意識改革<´ÍÈóćĝÈ·¿ø=~活動

報 .̂ 第45回åq手術|学会ÿ会Ā 神`ÝĀ 2023.11.24

15. 杉澤v香Ýÿ手術üĀĎ 手術ü{z��職場環境~改善～働}��い環境u��û雰ö気u��x

~×組�～. 第45回åq手術|学会ÿ会Ā 神`ÝĀ 2023.11.24

16. _ß寺麻vÿ11東ĀĎ _Q患者x·わ�病棟{勤Û��2�目�護師~�護{z��困÷体験x�

~回ÿ{�ÿ��要因. 第77回ÿ立病öÿ\|学会, ß島Ā 2023.10.20～21

17. 戸部茜ÿ10西ĀĎ _Q|³~W学療法{z��ê心嘔T{ÿ���護師~²ËÉđóøxÏ入{t

いv. 第21回_Q|³�護学会学術Ø会Ār幌Ā2023.9.30

18. 石崎 ÿ̄手術üĀĎ _Q肝移m術中~P体温防k策~ý{x周産期管理û術àÎà戸~|討. åq

_Q麻酔学会第28回, ÿßĀ 2023.10.7

19. 石Sÿ香(6東)Ď 周産期~父親~é�{·��öüĎV析Ď´óÏăĕü調査. 第19回åq周産

期đóÏěĈěÉ学会学術Ø会Ā 東ðĀ 2023.10.28～29

20. 深見彩àĀ船津秋実(NICU)Ď NICU{z��人ý|吸器·連º炎²減����~×�組�. 第32回

åq新生Q�護学会, 神`ÝĀ 2023.11.3

21. Rr~�ÿNICUĀĎ COVID-19m行Sw~面会v限{�� NICU/GCU�護師~�ö支援{ÿ��困÷

感Ă 第21回ÿ立病ö�護研究学会学術Ø会Ā 大阪Ā 2023.12.2

[執筆] 

1. 渡�久美子ÿ�護部長üĀĎ AIÃďĕûÁüÇėóĝČóø||療現場{����効ÿĂ o刊新

|療Ā ¸Đ´ü振興T会Ā 2023.11

2. 藤uÜ紀ÿ救急ĀĎ _Q~r長~Ôxo°. 調剤xo°指^|わ{� _Q����Ā W山ZĀ

2023.10 

4-21 é床研究ËóÏü 

[原著論文ÿ査¯Þ}Ā] 

1. Saettini F, Guerra F, Fazio G, Bugarin C, McMillan HJ, Ohtake A, Ardissone A, Itoh M,

Giglio S, Cappuccio G, Giardino G, Romano R, Quadri M, Gasperini S, Moratto D, Ishiguro

A, Fukuhara Y, Hayakawa I, Mauri M, Piazza R, Cazzaniga G, Biondi A: Antibody deficiency
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in patients with biallelic KARS1 mutations. J Clin Immunol 2023 Nov;43(8):2115-2125. doi: 

10.1007/s10875-023-01584-7. 

2. Nakao H, Nomura O, Yoshihara S, Yoshikawa T, Ishiguro A: Association between residents’

scholarly activities and publication requirement policy. Pediatr Int 2023 Nov; 65:

e15685. doi: 10.1111/ped.15685.

3. Tokuda Y, Yamada M, Fukuda A, Shoji K, Sakamoto S, Ishiguro A, Imadome K, Kasahara M: No

additional risk of ampicillin rash among pediatric liver transplant recipients with

concurrent Epstein-Barr virus infection. Pediatr Infect Dis J 2023 Dec; 42(12): 1063-

1066. doi: 10.1097/INF.0000000000004083

4. Kondo R, Iijima H, Funaki T, Ishiguro A, Ogimi C: Natural course of acute COVID-19 among

healthy children in a tertiary hospital. Pediatr Int 2023 Oct; 65(1): e15647.

5. Kouno H, Kunishima S, Takebe J, Uchiyama T, Kaname T, Ishiguro A: Measurement of immature

platelet fraction is useful in the differential diagnosis of MYH9 disorders. Intern J Lab

Hematol 2023 Oct; 45(5): 700-706. doi: 10.1111/ijlh.14123.

6. Hamukale A, Imamura T, Kapina M, Borkovska O, Musuka CA, Tembo E, Xie Y, Tedesco C, Zulu

PM, Sakubita P, Kapaya F, Hamoonga R, Liwewe MM, Nagata C, Ishiguro A, Kapata N, Mukonka

V, Sinyange N: Spatial factors for COVID-19-associated community deaths in an urban area

of Lusaka, Zambia: an observational study. Pan Afr Med J 2023; 45: 32. May 15. Doi;

10.11604/pamj.2023.45.32.37069.

7. Takao H, Nishi K, Funaki T, Inoki Y, Osaka K, Nada T, Yokota S, Sato M, Ogura M, Ishikura

K, Ishiguro A, Kamei K: Changes in patterns of infection associated with pediatric

idiopathic nephrotic syndrome: a single-center experience in Japan. J Pediatr. 2023 Mar;

254: 11-16.e1. doi: 10.1016/j.jpeds.2022.10.005.

8. Uchida H, Sakamoto S, Komine R, Kodama T, Nakao T, Okada N, Yanagi Y, Shimizu S, Fukuda

A, Shioda Y, Kiyotani C, Matsumoto K, Yoneda A, Haga C, Yoshioka T, Miyazaki O, Nosaka S,

Kasahara M (2023) Strategy for hepatoblastoma with major vascular involvement: A guide

for surgical decision-making. Surgery 2023: 173(2):457-463

9. Sugiyama M, Arakawa A, Shirakawa N, Tao K, Tanimura K, Nakajima M, Watanabe Y, Kumamoto

T, Maniwa J, Yoneda A, Iwata S, Kobayashi E, Kawai A, Ogawa C: Safety and efficacy of

multiple tyrosine kinase inhibitors in pediatric/adolescent and young adult patients with

relapsed or refractory osteosarcomas: A single-institution retrospective analysis.

Pediatr Blood Cancer 2023; 70(7):e30360

10. Nakata K, Matsuda T, Hori M, Sugiyama H, Tabuchi K, Miyashiro I, Matsumoto K, Yoneda A,

Takita J, Shimizu C, Katanoda K: Cancer incidence and type of treatment hospital among

children, adolescents, and young adults in Japan, 2016-2018. Cancer Sci 2023;

114(9):3770-3782

11. Kobayashi T, Fujino A, Furugane R, Hashizume N, Mori T, Kano M, Watanabe E, Takahashi M,

Yoneda A, Kanamori Y: Seasonal incidence of cellulitis in cystic lymphatic malformation

and Klippel3Trenaunay syndrome. Global Pediatr 2003; 5: 100071
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12. Wada YS, Tani Y, Shindo J, Miyata M, Sakurai M, Nishimaki S, Mizuno K: Survey of Enteral

Feeding of Preterm Infants and the Human Milk Bank in Japan. Pediatr Int. 2023;

65(1):e15527.

13. Miyazawa T, Arahori H, Ohnishi S, Shoji H, Matsumoto A, Wada YS, Takahashi N, Takayanagi

T, Toishi S, Nagaya K, Hasegawa H, Hayakawa M, Hida M, Fukuhara R, Yamada Y, Kawai M,

Takashi K, Wada K, Morioka I, Mizuno K: Mortality and morbidity of extremely low birth

weight infants in Japan, 2015. Pediatr Int 2023 Jan;65(1):e15493. doi: 10.1111/ped.15493.

14. Maruyama H, Amari S, Kanamori Y, Hayakawa M, Nagata K, Yazaki Y, Taniyama Y, Masahata K,

Yamoto M, Terui K, Kim K, Koike Y, Okazaki T, Inamura N, Usui N; Japanese Congenital

Diaphragmatic Hernia Study Group: Intraoperative Transpyloric Tube Insertion for Congenital

Diaphragmatic Hernia: Analysis of Japanese Study Group Data. J Pediatr Surg. 2023

Sep;58(9):1663-1669. doi: 10.1016/j.jpedsurg.2023.03.011.

15. Yotani N, Isayama T, Ito Y: Gabapentin for treatment of apnea in infants with trisomy 13

and 18. Pediatr Int.2023;65:el5646

16. Hirayama H, Satomi E, Kizawa Y, Miyazaki M, Tagami K, Sekine R, Suzuki K, Yotani N, Sugano

K, Abo H, Sakashita A, Sato K, Nakagawa S, Nakazawa Y, Hamano J, Miyashita M: The effect

of palliative care team intervention and symptom improvement using patient-reported

outcomes: a multicenter prospective observational study. Springer Nature. 2023 July;31:439-

439

17. Nakao H, Nomura O, Yoshihara S, Yoshikawa T, Japan Pediatric Society Steering Committee for

Board Examinations, Ishiguro A: Association between residents' scholarly activities and

publication requirement policy. Pediatr Int. 2023; 65: e15685.

https://doi.org/10.1111/ped.15685

18. 中� ÛĀßr 理Āüu �Ā石黒 精Ď_Q病ö{z��_Q科専門研ï~環境変W|専攻|{Pえ

��ÿĂå_Q会�Ā2023; 127(8): 1080-1087.

19. 狩ß元宏, 藤ßn浩, õ金ü也, 橋úö{, _林 完, 森þQ郎, 渡¿l一郎, Ú橋l貴, 米uZ宏,

金森 豊 (2023) _Q気胸{ÿ��ÿ療戦略~再考. åq_Q^科学会雑�Ā2023; 59(4): 741-746.

20. 清谷知賀子, 山uĀù, 寺島慶z, 塩uþ子, 牛ù義宏, ßô晶裕, 坂ô大俊, 米u Z宏, 富澤大

輔, �q|一 (2023) åq人_Q|³患Q38例{z��²óøęÅ´¿Ěó心{ 害抑v~��~

÷¿ÉęÎ½Åó�用ÿ療. å_Q血|³会�Ā2023; 60(1): 15-19.

21. 森岡一朗Ā戸石ÿùĀ和uÜ香Ā荒X仁美Ā落\l行Ā久保ß徹ĀR藤義朗ĀÚ橋尚人Ā長_ 建Āÿ

原Ý恵Ā�q 敦Ā宮沢篤{Ā山umÖĀ山u洋輔Ā東�林宏ÓĀåS �Ā大西 聡Ā飛騨麻Ý子Ā水

ß克ý:新型Ãĝú¶´ěÉ感染症妊婦{�出生��新生Q~診療û管理ý法z��社会的�ÿ{·

��調査Ăå_Q会�Ā2023; 127ÿ3Ā519-529Ă2023.

22. ]õ_祐子Ā余谷暢之Ā宮SZðĀ]u沙蘭Ā津rn美:_Q領域{z��Care Evaluation Scale(CES)

~使用ÿ能性終p期{あ�子y�x家族x~Á²~構造ûćĝËÉ{·��文献Ĝăĕü. 宮城大学

研究Èēüúě. 2023;3(1) :123-13.

23. 中� ÛĀßr 理Āüu�Ā石黒 精Ď_Q病ö{z��_Q科専門研ï~環境変W|専攻|{Pえ�

�ÿĂå_Q会�Ā2023:127(8);1080-1087.
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[原著論文ÿ査¯q�Ā] 

z� 

[症例報 ]̂ 

1. Fuseda Y, Tagaya T, Tsuji S, Nosaka S, Fujino A, Kubota M, Ishiguro A: Ball-valve

syndrome mimicking gastric perforation in a toddler with gastrostomy. Pediatr Int 2023

Nov; 65:e15694. doi: 10.1111/ped.15694.

2. Komeno Y, Uchiyama T, Kawano F, Kurihara Y, Kurokawa M, Ohara O, Kunishima S, Ishiguro A:

Inherited macrothrombocytopenia due to a novel splice donor site mutation in ITGB3. Ann

Hematol 2023 Oct; 102(10):2947-2949. doi: 10.1007/s00277-023-05387-z.

3. Fukayama H, Myojin S, Funaki T, Fukuda Y, Nakamura T, Ishiguro A, Ogimi C: Septic

arthritis caused by Haemophilus parainfluenzae: A pediatric case report and literature

review. Pediatr Infect Dis J 2023 Sep 1; 42(9): e336-e340. doi:

10.1097/INF.0000000000003979.

4. Murata Y, Masuda H, Moroka S, Yotani N, Morimoto N, Kubota M, Ishiguro A: Kawasaki Disease

with Facial Nerve Palsy. Indian J Pediatr.2023 Sep;91:101-101.

5. Ishikawa K, Hayakawa I, Masuda H, Kubota M, Ishiguro A: Multisystem inflammatory syndrome

in children with clinically mild encephalitis/encephalopathy with a reversible splenial

lesion. Indian J Pediatr 2023 Sep; 90(9): 940-941. doi: 10.1007/s12098-023-04542-8

6. Takao H, Iijima H, Odagiri R, Hayakawa I, Ogimi C: Acute cerebellar ataxia during acute

COVID-19: A case series and review of the literature. J Infect Chemother 2023 Aug; 29(8):

792-795. doi: 10.1016/j.jiac.2023.04.003.

7. Komorizono R, Takeuchi I, Yoshioka T, Yano T, Kumagai H, Ishiguro A, Arai K: Ileal

arteriovenous malformation in a five-year-old boy with recurrent anemia. Pediatr Int

2023; 65(1): e15564. doi.org/10.1111/ped.15564.

8. Sato J, Yotani N, Shoji K, Mori T, Fujino A, Hikosaka M, Kubota M, Ishiguro A:

Necrotizing fasciitis following rapidly deteriorating neonatal omphalitis with good

initial presentation. IDCases, 2023 Apr; 32: e01750. doi: 10.1016/j.idcr. 2023.e01750.

9. Yamano S, Iguchi A, Ishikawa K, Sakamoto A, Uchiyama T, Yanagi K, Kaname T, Kunishima A,

Ishiguro A: Splenectomy as an effective treatment for macrothrombocytopenia in

Takenouchi-Kosaki syndrome. Int J Hematol, 2023 Mar; 117: 622-625. doi: 10.1007/s12185-

022-03491-w.

10. Yaga T, Iguchi A, Nakayama R, Kosaki R, Ishiguro A: Potocki-Shaffer syndrome revealed in

a WAGR syndrome with multiple exostoses. Pediatr Int 2023; 65: e15405. doi:

10.1111/ped.15405.

11. Wada MK, Fukuhara Y, Hayakawa I, Kaname T, Ishiguro A: KARS-related diseases with

macrothrombocytes and pulmonary arterial hypertension. Pediatr Int 2023; 65: e15428. doi:

10.1111/ped.15428.

12. 中r��えĀ樋渡Z輝Ā新戸瑞穂ĀR藤m弘Ā_山�之ĀQ牧l和ĀÕ山 徹Ā石黒 精Ď免疫性血_

584



�減少症x~鑑w診î²必要x��Yy性血_�減少症~ą例Ăå_Q血|³会�Ā2023; 60(3): 
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2023.3.11. 

34. øu優花Ā和uÜ香Āÿßà`ĀR原陽ÿĀ甘利昭一郎Ā倉À�Ā~山ù彦ĀZqj子Ā諫山哲哉Ā

伊藤 裕ùĎNICU {z��öĜćĜÌóÉÇÉöĐ<窓=²用い�家族面会~p用性{·��|討Ă
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第59回周産期新生Q|学会Āô演Ā2023.7.9-11 

35. ]ß沙織Ā甘利昭一郎Āÿßà`Āøu優花ĀR原陽ÿĀ和uÜ香Ā~山ù彦ĀZqj子ĀÌ山哲哉Ā

伊藤裕ùĎ当öw~新生Q{z��出生f蘇生~p梢静�路確保{要��f間{tいv~|討Ă第59

回周産期新生Q|学会Āô演Ā2023.7.9-11.

36. 森u�知子Ā和uÜ香Āÿßà`Ā亀uv�ĀR原陽ÿĀøu優花Ā~山ù彦ĀZqj子Ā諫山哲哉Ā

伊藤裕ùĎÎ期��緊急気管W開²要��Q~àý視的|討Ă第67回新生Qr育|学会Ă2023.11.24-

26. ô演

37. u角Ā子Ā和uÜ香Āÿßà`Ā亀uv�ĀR原陽ÿĀøu優花Ā~山ù彦ĀZqj子Ā諫山哲哉Ā

伊藤裕ùĎ当ö{z��ùúüďě¿使用経験xùúü�録状況Ă第 67 回新生Qr育|学会Ă

2023.11.24-26. ô演

38. øu優花Ā和uÜ香Ā菅原 碧Āu角Ā子Ā宮upÝ`ĀQ浦彩乃Ā畑山一貴Ā森u�知子Āÿßà`Ā

亀uv�ĀR原陽ÿĀ~山ù彦ĀZqj子Ā諫山哲哉Ā伊藤裕ùĎ極P出生体ÞQ{z��ï乳育Q

支援~質改善研究Ă第67回新生Qr育|学会Ă2023.11.24-26. ô演

39. ~山ù彦Ā甘利昭一郎Āõ賀愛Ā山u華`Ā大島あ��Ā菅島à`子Āq間ö美Ā諫山哲哉Ā伊藤裕

ùĎNICU{z��1計�^þ管防k計�ÑüĐ~質改善活動~~x�Ă第 40回四ÿ新生Q|療研究

会Ā2023.6.3

40. ~山ù彦Ā甘利昭一郎Ā金森豊Ā早Ý昌弘Ā永u|ÐĀ矢崎ĀzĀ谷山þ彦Āl畠和xĀ矢q�也Ā

照ß慶zĀ金Ö和Ā_�勇{Ā岡崎任晴Ā臼ß規朗ĎYy性l隔�Ĉěû²{zいv1yÿ術f~

transphyloric tube~|討Ă第59回周産期新生Q|学会Āô演Ā2023.7.9-11

41. 豊島勝昭, 勝又 ,̄ 青o宏諭, 伊藤美春, ~山ù彦, 荒X仁美, ßRnÏ, 矢q�也, 金Ö和, 近

藤琢也, 早Ý昌弘, 奥山宏臣, 臼ß規朗, 照ß慶z, 永u|Ð, 新生QYy性l隔�Ĉěû²研究

ÀěüćĎYy性l隔�Ĉěû²~3{f~Ô状況Ă第59回周産期新生Q|学会Ā2023.7.9-11Ăô

演

42. 矢q�也, 照ß慶z, 永u|Ð, 岡崎任晴, 豊島勝昭, 稲rg, R藤義朗, ~山ù彦, lß暁子,

増q~Ð, 矢崎Āz, _�勇{, 奥山宏臣, 臼ß規朗Ď<CDH÷ÿ例手術~要ùxöù(Þ症症例û\

�症症例~ÿ応x胸Õ鏡手�~実�)= 胸Õ鏡SYy性l隔�Ĉěû²手術~開ú移行x再~例{

tいv~|討Ă第59回周産期新生Q|学会Ā 2023.7.9-11Ăô演

43. ~山ù彦Ā甘利昭一郎Ā大島あ��Ā菅島à`子Ā諫山哲哉Ā伊藤裕ùĎNICU {z��Ā計�^þ管

防k計�ÑüĐ~質改善活動~~x�Ă第67回新生Qr育|学会Ă2023.11.24-26. ô演

44. 伊東 藍ĀR原陽ÿĀ生u泰久Ā甘利昭一郎Ā~山ù彦Ā伊藤裕ùĀ諫山哲哉Ď当ö NICU{z��Þ

症患者{ÿ��終p期~積極的ÿ療~ÿ�çえû中k─ 20�間~àý視的|討²u~えv─Ă第67

回新生Qr育|学会Ă2023.11.24-26. ô演

45. Ðo良�Ā島袋林ùĀ益u 博ùĀ中� ÛĀXÝ 美和子Ā余谷暢之Āüu �ĎÏúøą¹Ěó¿骨

異形r症例~長期管理{z�� Bio-Psycho-Social ²ćĝüÑĂåq_Q科学会東ðý地ý会

2023.9.9

[講演] 

1. Yuka Sano WadaĎ Enteral feeding of preterm infants and the human milk bank in Japan. PAS

Meeting.April.2023, USA Washington
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2. Maruyama H, Seung Han Shin, Oda A, In Gyu Song, Pei Lu, Narantsetseg Chogdon, Buranee

Swatesutipun, Femitha Pournami: Difference in the treatment strategies among Asian countries

for extremely low birth weight infants FAOPS, 2023.10.7-9

3. Maruyama H, Amari S, Kanamori Y, Hayakawa M, Nagata K, Yazaki Y, Taniyama Y, Masahata K,

Yamoto M, Terui K, Kim K, Koike Y, Okazaki T,  Inamura N, Usui N: Intraoperative transpyloric

tube insertion for congenital diaphragmatic hernia: Analysis of Japanese study group data.

4th Taiwan-Korea-Japan Joint Congress on Neonatology 2023.10.28

4. Yoneda AĎ Surgical Treatment of Neuroblastomas-from the Japanese Neuroblastoma Clinical

Trial-, SIOP Asia 2023. Yerevan, Armenia, 20th May, 2023

5. 石黒 精Ď血Ü病~概要x緊急f{×�y}ÿ応Ă血Ü病 X 救急 CROSS Ëďúü in {西W部|療

圏Ā東ð(web講演)Ā2023.1.26.

6. 和uÜ香Āu啓{Ā櫻ßĀ一郎Ā水ß克ýĎÇóčÈ¶Đ ï乳育Q²科学��Ď÷üÏĉüÉ{�見

えv}��xĂ第126回åq_Q科学会学術Ø会Ă4oĀ東ð

7. 和uÜ香Ď周産期{z��ÿ´ĚÉ¿ï子x家族x~支援Ă愛知ï乳~会Ă2023�6oĀºóę´ó

8. 和uÜ香ĎÇóčÈ¶Đ 6<ï乳Āó¿fï²迎えvü��~w~²歩x周産期|療û社会x~調和

5=ùúüďě¿~適応²考え�Ă第59回åq周産期û新生Q|学会学術Ø会Ă2023�7oĀ]õ

_

9. 和uÜ香ĎÇóčÈ¶Đ2 <早産û極P出生体ÞQ~経ùl養=早産Q{p益zï乳rVĂ第67回

åq新生Qr育|学会学術Ø会Ă11oĀl浜

10. 和uÜ香Ď乳Q~r長û観察~č´óøĂ2022�þ東ðý委�助産師教育指^講ÿ会Ă2023� 2o

13åĀºóę´ó

11. 和uÜ香Ďzï�³Āz父�³~��~子育v応援講ÿĂ第2回ċüĐ»ďóÀ÷´Ăÿ立r育|療

研究ËóÏüĂ2023�2o25åĂ東ð

12. 和uÜ香ĎÿÕ^~ï乳{·��û題Ă城W新生Q研究会Ă2023�5oĀºóę´ó

13. 和uÜ香Ďùúüďě¿~適応{tいvüÿÕ^~ĜÇĄ¸óø~Ā準Ā一f的使用wzい場\~中

kĀ準5Ă第6回ï乳Āó¿»óą±ĜóÉĂ6oĀ東ðĀºóę´ó

14. 和uÜ香Ď周産期{z��ÿ´ĚÉ¿ï子x家族x~支援Ă愛知ï乳~会Ă2023�6o4åĀºóę

´ó 

15. 和uÜ香Ď授乳x°Ă|師~��~ï乳育Q支援ËďúüĂNPO 法人åqę¿öüÇėóûÃóÅě

ÏóøT会Ă2023�11oĀ東ðĀºóę´ó

16. 和uÜ香Ď食Ó閉鎖~新生Q管理Ă第3回胎Q食Ó閉鎖研究会Ă2023�11oĀºóę´ó

17. 和uÜ香Ď産àÁ²Ï業{z��ï乳{·��最新情報x科学的yâ{Āuい�支援～ï親~}い{

寄�添s�Á²²考え�～Ă`良�`良^研ï会Ă2023�12oĀºóę´ó

18. ~山ù彦Ā志Õ梨�Ā菅島à`子Āq間ö美Ā諫山哲哉Ā伊藤裕ùĎý^部 NICU ~実情Āº題ĂÇ

óčÈ¶Đ 第67回新生Qr育|学会Ă2023.11.24-26

19. 余谷暢之Ď周産期þ和Á²~×�組�～胎Q期{�~þ和Á²x~T働~ÿ能性{tいv考え�～.

第28回åqþ和|療学会学術大会, 2023.7.1. 兵庫

20. 余谷暢之:_Q科||�y�~�え²社会~声{����{～_Q科|{���y�²ùČ»Çü活

動～. 第36回åq_Q救急|学会学術Ø会, 2023.7.23. 千葉

21. 余谷暢之ĎLife²支え�_Qþ和Á². åqþ和|療学会第 5回X�Ó支部学術大会, 2023.8.26.
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X�Ó 

22. 余谷暢之Ď�y�~�え²社会{^����{～_Q科||w}�²ùČ»Çü活動{tいv考え�

～. l浜General Pediatricsą¹üęĐ, 2023.9.13. 神`Ý

23. 余谷暢之Ď�y���{þ和Á²²^����{大W{��い�x. 第2回X�Óû東XĆĝó¿_

Q|³相談支援研ï, 2023.9.16. Web

24. 余谷暢之Ď非|³ÿ患{z��þ和Á²~視ù. 第55回åq_Q|吸器学会学術Ø会, 2023.10.7.

兵庫 

25. 余谷暢之ĎÞ症心身 害Q者~|療{z��ï理意}決â支援{tいv考え�～q人²主語{·わ�

��{～. 第48回åqÞ症心身 害学会学術Ø会, 2023.10.27. 千葉

26. 余谷暢之Ďわ|ÿ{z��_Qþ和Á²~実践. _Qþ和Á²ą¹üęĐ2023, 2023.11.4. Web

27. 余谷暢之Ďþ和Á²~視ù{�見�新生Q~症状þ和x意}決â支援. 第 26回ð浜新生Q|療懇û

会, 2023.11.25. Web

28. 余谷暢之Ď_Q~þ和Á²{tいv考え�. _Q°物療法研ï会, 2023.12.12. 東ð

29. 余谷暢之ĎÞ症心身 害Q者|療{z��ï理意}決â支援{tいv考え�. 神戸|療ÿ祉ËóÏü

{�{�ÿ¶É講演会ACP~Ā礎²学v, 2023.12.15. Web

30. 余谷暢之Ď�y�~�え²社会{^��_Q科|~育r～_Q科|{ÿ��²ùČ»Çü教育~実践

～. 第22回åq_Q|学教育研究会, 2023.12.16. 神`Ý

31. 余谷暢之Ď最期~w<生}�=²支え�. 第51回鹿Q島_Qx宅Á²û人ý|吸療法研究会 念講演

会, 2023.12.20. Web

32. 余谷暢之:�y�~終p期{tいv考え�. 第Ć回臓器ðß²考え�Ãü÷³ýüøワü¿Çėóć,

2023.12.21. 東ð

33. 余谷暢之Ďÿv|望�zい病気²持t�y�x家族{·わ��{大W{��い�x. ý立特w支援学

校ÿ病弱教育Ā長 実践研究会, 2023.12.26. 東ð

34. 余谷暢之Ď周産期û新生Q領域~þ和Á²~実践～家族{z��x²支え���{～. ð和ĉ�þþ

和Á²ÑüĐ主催講演会, 2024.2.6. Web

35. 余谷暢之Ďþ和Á²~視ù{�見�Þ症Q支援～�y���~ Life²支え�～. 第2回あい�_Q

_Qx宅|療研ï会, 2024.2.9. 愛知

36. 余谷暢之Ď周産期û新生Q領域~þ和Á²~実践～家族{z��x²支え���{～. 第ćĊ回ð滋

新生Q育r研究会, 2024.2.10. Web

37. 余谷暢之Ď患者家族Āxþ設x_Qþ和Á². 第24回JHHHýóøワü¿会議講演, 2024.2.11. Web

38. 余谷暢之Ď�y�~�え²社会{^����{～_Q科||w}�²ùČ»Çü活動{tいv考え�

～. 群½大学_Q科専門|特wËďúü, 2024.3.19. 群½

[ß報活動] 

1. 石黒 精Ď血ÿ~病気�子y�{���起��~�Ă|学会ÿ会ºüćóÉöüÈĀ東ðĀ2023.4.17

2. 和uÜ香ĎĂĕüĎû¸óÉ<乳=Ă2023�6o

3. 和uÜ香ĎTBS~NÉÏ<保育xAI=Ă11o10å

4. 和uÜ香Ď朝å新聞社Ă���報Ó部Ă保育園x搾乳Ă9o

5. 和uÜ香ĎEöĜ<�z���z！=zs�い×生物学Ă12o
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4-22 _Qx°情報ßØýóøワü¿整備Ï業 

[原著論文Ď査¯Þ]ÿReviewed PaperĀ 

1. 中山~愛,中ß孝Ï,中國l},出ô尚子,Qß誠Ð,_林信Ð,_西麗子,Uß啓,_森浩Ð,河u興Ď _

Q|療情報ßØÇÉöĐ÷üÏĉüÉ{Āu�新生Q{z��÷¿Éđ÷øďÈó~処ý実態Ă å

q_Qé床°理学会 2023.8ď36ÿ1ĀĎ49-54

2. 東浩Ð,Q浦大,_ß博,坂ô�½,中國l},中ß孝ÏĎ _QĀ環器ÿ患患者{z��ćĝćęþĝ

üě処ý~実態調査Ă åq_Q科学会 2023.12ď127ÿ12ĀĎ1499-1504

[学会~表] 

1. 東浩ÐĀQ浦大Ā_ß博Ā坂ô�½Ā中國l}Ā中ß孝ÏĎ _QĀ環器ÿ患患者{z��ćĝćę

þĝüě処ý~実態調査Ă 第126回åq_Q科学会学術Ø会Ā 東ðĀ 2023.4

2. 中ß孝ÏĀ伊藤ù一Ā出ô尚子ĀQß誠ÐĀ中國l}Ā_林信ÐĎ Ě²ěワüěù÷üÏ²用い�

_QýąĝüÌ症候群{ÿ��免疫抑v°~適応^使用実態調査Ă 第126回åq_Q科学会学術Ø

会Ā 東ðĀ 2023.4.15

3. 中ß孝ÏĎ _Q|療情報ÇÉöĐ²用い�_Q科領域{z��TDMÿTherapeutic Drug MonitoringĀ

{·��実態調査~実þÿ能性Ă 第39回åqTDM学会û学術大会Ā 東ðĀ 2023.6

4. 中國 l}Ā中ß 孝ÏĀ乾 あ�~Ā出ô 尚子ĀQß 誠ÐĀ_林 信ÐĀ宮崎 生子Ā栗山 猛Ď _

Q|療情報ßØÇÉöĐ²用い�_Q°物性肝機能 害~é床実態{·��実態調査Ă 第 50 回å

q_Ql養消W器肝臓学会学術Ø会, 宮城,  2023.10.20
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5.|Ï統計
w添参照
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【令和５年度】

区　分 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計

入院患者数 381.1 407.7 428.8 436.6 420.1 414.5 395.9 402.9 414.1 385.4 387.6 407.1 406.9

外来患者数 902.0 925.4 895.3 990.5 963.2 921.2 881.5 914.5 1,002.2 990.2 947.5 1,031.8 946.6

381.1
407.7

428.8 436.6 420.1

414.5

395.9 402.9 414.1

385.4

387.6
407.1

902.0 925.4
895.3

990.5

963.2
921.2

881.5
914.5

1,002.2 990.2
947.5

1,031.8

200.0

300.0

400.0

500.0

600.0

700.0

800.0

900.0

1,000.0

1,100.0

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

一日平均患者数推移(入院・外来)
入院患者数

外来患者数
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０歳 １～４ ５～９ １０～１４１５～１９２０～２４２５～２９３０～３４３５～３９４０～４４４５～４９５０～５４５５～５９ ６０以上 総計

男 24,463 19,770 14,285 9,188 3,730 342 152 67 107 38 23 28 0 0 72,193
女 20,557 14,368 10,011 7,420 3,219 490 2,412 7,586 8,526 4,524 712 64 33 0 79,922

合計 45,020 34,138 24,296 16,608 6,949 832 2,564 7,653 8,633 4,562 735 92 33 0 152,115
構成割合 29.6% 22.4% 16.0% 10.9% 4.6% 0.6% 1.7% 5.0% 5.7% 3.0% 0.5% 0.1% 0.0% 0.0% 100.0%

0歳 1歳 2歳 3歳 4歳 5歳 6歳 7歳 8歳 9歳 10歳 11歳 12歳 13歳 14歳 15歳 総計

男 24,463 7,232 4,645 4,511 3,382 3,014 3,511 3,147 2,523 2,090 1,670 1,750 2,099 1,891 1,778 1,764 69,470
女 20,557 5,816 3,283 2,365 2,904 3,928 1,840 1,554 1,518 1,171 1,218 1,253 1,595 2,048 1,306 1,042 53,398

合計 45,020 13,048 7,928 6,876 6,286 6,942 5,351 4,701 4,041 3,261 2,888 3,003 3,694 3,939 3,084 2,806 122,868
構成割合 36.6% 10.6% 6.5% 5.6% 5.1% 5.7% 4.4% 3.8% 3.3% 2.7% 2.4% 2.4% 3.0% 3.2% 2.5% 2.3% 100.0%

0
5,000

10,000
15,000
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25,000
30,000

年齢階級別入院患者数

男

女

30%

22%16%

11%
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2% 5%
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3% 0%

0% 0%0%
年齢階級別構成割合 ０歳

１～４
５～９
１０～１４
１５～１９
２０～２４
２５～２９
３０～３４
３５～３９
４０～４４
４５～４９
５０～５４
５５～５９
６０以上
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０歳 １～４ ５～９ １０～１４１５～１９２０～２４２５～２９３０～３４３５～３９４０～４４４５～４９５０～５４５５～５９ ６０以上 総計

男 10,488 28,457 29,217 21,678 9,687 1,959 761 454 465 244 214 135 61 234 104,054
女 9,369 21,595 21,743 17,872 9,294 2,652 4,624 12,219 15,933 9,871 2,277 745 240 202 128,636

合計 19,857 50,052 50,960 39,550 18,981 4,611 5,385 12,673 16,398 10,115 2,491 880 301 436 232,690
構成割合 8.5% 21.5% 21.9% 17.0% 8.2% 2.0% 2.3% 5.5% 7.1% 4.4% 1.1% 0.4% 0.1% 0.2% 100.0%

0歳 1歳 2歳 3歳 4歳 5歳 6歳 7歳 8歳 9歳 10歳 11歳 12歳 13歳 14歳 15歳 総計

男 10,488 8,757 6,649 6,844 6,207 6,424 6,178 5,597 5,484 5,534 4,897 4,412 4,292 4,318 3,759 3,208 93,048
女 9,369 6,728 5,169 4,920 4,778 5,227 4,612 4,212 3,957 3,735 3,829 3,471 3,637 3,747 3,188 2,654 73,233

合計 19,857 15,485 11,818 11,764 10,985 11,651 10,790 9,809 9,441 9,269 8,726 7,883 7,929 8,065 6,947 5,862 166,281
構成割合 11.9% 9.3% 7.1% 7.1% 6.6% 7.0% 6.5% 5.9% 5.7% 5.6% 5.3% 4.7% 4.8% 4.9% 4.2% 3.5% 100.0%
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病床数
令和５年

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月
令和６年

１月 ２月 ３月 合　計

４階東 ＰＩＣＵ 20 574 596 598 618 602 590 620 594 602 609 575 606 7,184

ＮＩＣＵ 21 630 650 630 651 649 629 650 630 650 646 590 633 7,638

一
病的新生児・未熟児
（ＧＣＵ）

18 432 397 475 469 428 411 440 449 482 422 331 319 5,055

母性・分娩 22 470 602 541 604 578 547 503 510 551 521 442 545 6,414

MFICU 6 170 170 167 182 171 165 162 156 161 176 134 168 1,982

周産期 36 706 1,008 909 1,032 1,025 908 777 812 933 931 680 875 10,596

病的新生児・未熟児
（ＧＣＵ）

12 322 290 303 307 266 275 301 301 326 313 180 151 3,335

７階東 小児（一般外科） 37 1,000 1,006 1,039 1,084 1,006 973 994 1,003 993 888 948 1,051 11,985

７階西 小児（特殊外科） 37 967 1,030 1,054 1,080 1,040 970 949 945 972 859 934 1,043 11,843

８階東 小児（内科系）(学童） 32 859 879 908 902 899 905 915 883 912 855 837 914 10,668

般 ８階西 小児(小児がん） 30 762 772 750 813 784 762 794 789 801 763 700 760 9,250

９階東 小児（内科系）(乳幼児) 30 690 772 768 823 742 735 727 693 705 616 695 757 8,723

９階西 小児（内科系）(乳幼児) 30 837 848 826 837 865 830 863 818 855 815 796 878 10,068

10階東
成人
（キャリーオーバー） 40 571 792 898 950 823 782 803 843 882 700 715 851 9,610

10階西 小児(小児がん） 37 990 1,015 1,014 1,042 1,071 993 1,012 966 1,018 1,016 979 1,069 12,185

11階東 成人（内科系）、周産期 36 564 661 914 994 891 835 772 694 840 671 863 937 9,636

11階西 周産期(病的新生児8床含） 35 677 921 825 920 935 887 771 777 943 909 615 826 10,006

もみじの家 医療型短期入所（福祉） 11 211 229 228 248 237 221 224 211 236 225 236 2,506

490 11,432 12,638 12,619 13,536 13,023 12,434 12,274 12,087 12,837 11,946 11,239 12,619 148,684

※Ｈ３１．３現在医療法病床数

２　病棟別統計
（単位 ： 人）

一　 　般　 　計

６階東

　２－１表　病棟別・月別入院患者数

４階西

病棟別

６階西
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病床数
令和５年

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月
令和６年

１月 ２月 ３月 合　計

４階東 ＰＩＣＵ 20 19.1 19.2 19.9 19.9 19.4 19.7 20.0 19.8 19.4 19.6 19.8 19.5 19.7

ＮＩＣＵ 21 21.0 21.0 21.0 21.0 20.9 21.0 21.0 21.0 21.0 20.8 20.3 20.4 20.9

病的新生児・未熟児
（ＧＣＵ）

18 14.4 12.8 15.8 15.1 13.8 13.7 14.2 15.0 15.5 13.6 11.4 10.3 13.8

一 母性・分娩 22 15.7 19.4 18.0 19.5 18.6 18.2 16.2 17.0 17.8 16.8 15.2 17.6 17.6

MFICU 6 5.7 5.5 5.6 5.9 5.5 5.5 5.2 5.2 5.2 5.7 4.6 5.4 5.4

周産期 36 23.5 32.5 30.3 33.3 33.1 30.3 25.1 27.1 30.1 30.0 23.4 28.2 29.0

病的新生児・未熟児
（ＧＣＵ）

12 10.7 9.4 10.1 9.9 8.6 9.2 9.7 10.0 10.5 10.1 6.2 4.9 9.1

７階東 小児（一般外科） 37 33.3 32.5 34.6 35.0 32.5 32.4 32.1 33.4 32.0 28.6 32.7 33.9 32.8

７階西 小児（特殊外科） 37 32.2 33.2 35.1 34.8 33.5 32.3 30.6 31.5 31.4 27.7 32.2 33.6 32.4

８階東 小児（内科系）(学童） 32 28.6 28.4 30.3 29.1 29.0 30.2 29.5 29.4 29.4 27.6 28.9 29.5 29.2

８階西 小児(小児がん） 30 25.4 24.9 25.0 26.2 25.3 25.4 25.6 26.3 25.8 24.6 24.1 24.5 25.3

般 ９階東 小児（内科系）(乳幼児) 30 23.0 24.9 25.6 26.5 23.9 24.5 23.5 23.1 22.7 19.9 24.0 24.4 23.9

９階西 小児（内科系）(乳幼児) 30 27.9 27.4 27.5 27.0 27.9 27.7 27.8 27.3 27.6 26.3 27.4 28.3 27.6

10階東
成人
（キャリーオーバー） 40 19.0 25.5 29.9 30.6 26.5 26.1 25.9 28.1 28.5 22.6 24.7 27.5 26.3

10階西 小児(小児がん） 37 33.0 32.7 33.8 33.6 34.5 33.1 32.6 32.2 32.8 32.8 33.8 34.5 33.4

11階東 成人（内科系）、周産期 36 18.8 21.3 30.5 32.1 28.7 27.8 24.9 23.1 27.1 21.6 29.8 30.2 26.4

11階西 周産期(病的新生児8床含） 35 22.6 29.7 27.5 29.7 30.2 29.6 24.9 25.9 30.4 29.3 21.2 26.6 27.4

もみじの家 医療型短期入所（福祉） 11 7.0 7.4 8.1 7.4 8.0 7.9 7.1 7.5 6.8 7.6 7.8 7.6 6.9

490 381.1 407.7 420.6 436.6 420.1 414.5 395.9 402.9 414.1 385.4 401.4 407.1 407.4

※Ｈ３１．３現在医療法病床数

４階西

６階東

６階西

一　 　般　 　計

病棟別

（単位 ： 人）　２－２表　　病棟別・月別１日平均入院患者数

599



30 31 30 31 31 30 31 30 31 31 28 31 365

病床数
令和５年

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月
令和６年

１月 ２月 ３月 合　計

４階東 ＰＩＣＵ 20 95.5 96.0 99.5 99.5 97.0 98.5 100.0 99.0 97.0 98.0 99.0 97.5 98.5

ＮＩＣＵ 21 100.0 100.0 100.0 100.0 99.5 100.0 100.0 100.0 100.0 99.0 96.7 97.1 99.5

病的新生児・未熟児
（ＧＣＵ）

18 80.0 71.1 87.8 83.9 76.7 76.1 78.9 83.3 86.1 75.6 63.3 57.2 76.7

一 母性・分娩 22 71.4 88.2 81.8 88.6 84.5 82.7 73.6 77.3 80.9 76.4 69.1 80.0 80.0

MFICU 6 95.0 91.7 93.3 98.3 91.7 91.7 86.7 86.7 86.7 95.0 76.7 90.0 90.0

周産期 36 65.3 90.3 84.2 92.5 91.9 84.2 69.7 75.3 83.6 83.3 65.0 78.3 80.6

病的新生児・未熟児
（ＧＣＵ）

12 89.2 78.3 84.2 82.5 71.7 76.7 80.8 83.3 87.5 84.2 51.7 40.8 75.8

７階東 小児（一般外科） 37 90.0 87.8 93.5 94.6 87.8 87.6 86.8 90.3 86.5 77.3 88.4 94.2 88.6

７階西 小児（特殊外科） 37 87.0 89.7 94.9 94.1 90.5 87.3 82.7 85.1 84.9 74.9 87.0 93.3 87.6

８階東 小児（内科系）(学童） 32 89.4 88.8 94.7 90.9 90.6 94.4 92.2 91.9 91.9 86.3 90.3 92.2 91.3

８階西 小児(小児がん） 30 84.7 83.0 83.3 87.3 84.3 84.7 85.3 87.7 86.0 82.0 80.3 81.7 84.3

般 ９階東 小児（内科系）(乳幼児) 30 76.7 83.0 85.3 88.3 79.7 81.7 78.3 77.0 75.7 66.3 80.0 81.3 79.7

９階西 小児（内科系）(乳幼児) 30 93.0 91.3 91.7 90.0 93.0 92.3 92.7 91.0 92.0 87.7 91.3 94.3 92.0

10階東
成人
（キャリーオーバー） 40 47.5 63.8 74.8 76.5 66.3 65.3 64.8 70.3 71.3 56.5 61.8 70.5 65.8

10階西 小児(小児がん） 37 89.2 88.4 91.4 90.8 93.2 89.5 88.1 87.0 88.6 88.6 91.4 86.3 90.3

11階東 成人（内科系）、周産期 36 52.2 59.2 84.7 89.2 79.7 77.2 69.2 64.2 75.3 60.0 82.8 83.9 73.3

11階西 周産期(病的新生児8床含） 35 64.6 84.9 78.6 84.9 86.3 84.6 71.1 74.0 86.9 83.7 60.6 76.0 78.3

もみじの家 医療型短期入所（福祉） 11 63.6 67.3 73.6 67.3 72.7 71.8 64.5 68.2 61.8 69.1 70.9 69.1 62.7

490 77.8 83.2 85.8 89.1 85.7 84.6 80.8 82.2 84.5 78.7 81.9 83.1 83.1

※Ｈ３１．３現在医療法病床数にて算出

４階西

６階東

６階西

（単位 ： ％）　２－３表　　病棟別・月別病床利用率

病棟別

一　 般　 計
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病床数
令和５年

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月
令和６年

１月 ２月 ３月 合　計

４階東 ＰＩＣＵ 20 25 40 48 43 29 19 31 23 24 19 23 20 344

ＮＩＣＵ 21 34 35 33 36 33 33 33 28 30 25 30 23 373

病的新生児・未熟児
（ＧＣＵ）

18 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

一 母性・分娩 22 60 59 66 70 55 35 61 58 66 60 57 69 716

MFICU 6 7 10 9 13 16 9 7 15 11 14 18 11 140

周産期 36 178 264 221 250 244 213 180 205 231 254 168 195 2,603

病的新生児・未熟児
（ＧＣＵ）

12 17 22 18 19 19 28 13 31 17 32 16 24 256

７階東 小児（一般外科） 37 70 80 92 77 97 99 80 77 84 90 74 75 995

７階西 小児（特殊外科） 37 61 88 91 77 60 69 79 79 83 77 86 59 909

８階東 小児（内科系）(学童） 32 82 90 60 79 71 56 63 62 57 90 76 83 869

８階西 小児(小児がん） 30 43 41 68 57 74 69 56 42 53 51 72 80 706

般 ９階東 小児（内科系）(乳幼児) 30 92 96 103 110 113 124 108 104 105 107 82 119 1,263

９階西 小児（内科系）(乳幼児) 30 54 53 63 87 50 54 69 73 56 56 59 63 737

10階東
成人
（キャリーオーバー） 40 93 115 130 121 96 101 109 101 95 75 74 97 1,207

10階西 小児(小児がん） 37 54 75 66 79 66 58 77 69 73 76 64 65 822

11階東 成人（内科系）、周産期 36 86 75 90 92 130 84 71 90 85 94 92 103 1,092

11階西 周産期(病的新生児8床含） 35 8 13 16 17 20 11 7 5 15 14 13 23 162

もみじの家 医療型短期入所（福祉） 11 51 57 60 52 66 52 54 57 52 54 58 58 671

490 1,015 1,213 1,234 1,279 1,239 1,114 1,098 1,119 1,137 1,188 1,062 1,167 13,865

※Ｈ３１．３現在医療法病床数

４階西

６階東

６階西

病棟別

一　 　般　 　計

（単位 ： 人）　２－４表　　病棟別・月別新入院患者数
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病床数
令和５年

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月
令和６年

１月 ２月 ３月 合　計

４階東 ＰＩＣＵ 20 1 3 9 6 8 4 2 4 4 4 2 7 54

ＮＩＣＵ 21 3 3 3 2 3 2 1 1 1 3 3 3 28

病的新生児・未熟児
（ＧＣＵ）

18 6 9 5 9 7 11 6 10 5 16 15 19 118

一 母性・分娩 22 58 63 78 70 58 44 40 54 61 66 58 65 715

MFICU 6 1 0 1 0 3 2 0 1 0 0 0 2 10

周産期 36 81 119 106 104 113 86 93 85 106 113 95 101 1,202

病的新生児・未熟児
（ＧＣＵ）

12 17 19 21 17 21 15 11 16 18 17 15 13 200

７階東 小児（一般外科） 37 89 94 104 89 103 117 89 83 109 78 77 85 1,117

７階西 小児（特殊外科） 37 74 93 87 87 78 84 93 95 106 70 107 78 1,052

８階東 小児（内科系）(学童） 32 94 84 69 75 80 69 63 71 70 76 83 89 923

８階西 小児(小児がん） 30 48 37 73 52 76 73 53 45 53 42 74 77 703

般 ９階東 小児（内科系）(乳幼児) 30 79 85 87 96 105 105 96 86 106 69 71 99 1,084

９階西 小児（内科系）(乳幼児) 30 57 63 69 88 52 64 69 70 70 54 59 71 786

10階東
成人
（キャリーオーバー） 40 72 92 117 109 90 80 89 90 110 65 65 78 1,057

10階西 小児(小児がん） 37 65 73 92 84 74 74 78 80 98 59 74 79 930

11階東 成人（内科系）、周産期 36 90 82 113 98 148 107 84 90 111 81 112 132 1,248

11階西 周産期(病的新生児8床含） 35 126 189 180 193 202 176 148 159 199 194 130 163 2,059

もみじの家 医療型短期入所（福祉） 11 56 53 58 57 64 52 55 57 53 52 57 63 677

490 1,017 1,161 1,272 1,236 1,285 1,165 1,070 1,097 1,280 1,059 1,097 1,224 13,963

※Ｈ３１．３現在医療法病床数

６階西

４階西

６階東

一　 　般　 　計

病棟別

（単位 ： 人）　２－５表　　病棟別・月別退院患者数
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病床数
令和５年

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月
令和６年

１月 ２月 ３月 合　計

４階東 ＰＩＣＵ 20 44.2 27.7 21.0 25.2 32.5 51.3 37.6 44.0 43.0 53.0 46.0 44.9 36.1

ＮＩＣＵ 21 34.1 34.2 35.0 34.3 36.1 35.9 38.2 43.4 41.9 46.1 35.8 48.7 38.1

病的新生児・未熟児
（ＧＣＵ）

18 144.0 88.2 190.0 104.2 122.3 74.7 146.7 89.8 192.8 52.8 44.1 33.6 85.7

一 母性・分娩 22 8.0 9.9 7.5 8.6 10.2 13.8 10.0 9.1 8.7 8.3 7.7 8.1 9.0

MFICU 6 42.5 34.0 33.4 28.0 18.0 30.0 46.3 19.5 29.3 25.1 14.9 25.8 26.4

周産期 36 5.5 5.3 5.6 5.8 5.7 6.1 5.7 5.6 5.5 5.1 5.2 5.9 5.6

病的新生児・未熟児
（ＧＣＵ）

12 18.9 14.1 15.5 17.1 13.3 12.8 25.1 12.8 18.6 12.8 11.6 8.2 14.6

７階東 小児（一般外科） 37 12.6 11.6 10.6 13.1 10.1 9.0 11.8 12.5 10.3 10.6 12.6 13.1 11.3

７階西 小児（特殊外科） 37 14.3 11.4 11.8 13.2 15.1 12.7 11.0 10.9 10.3 11.7 9.7 15.2 12.1

８階東 小児（内科系）(学童） 32 9.8 10.1 14.1 11.7 11.9 14.5 14.5 13.3 14.4 10.3 10.5 10.6 11.9

８階西 小児(小児がん） 30 16.7 19.8 10.6 14.9 10.5 10.7 14.6 18.1 15.1 16.4 9.6 9.7 13.1

般 ９階東 小児（内科系）(乳幼児) 30 8.1 8.5 8.1 8.0 6.8 6.4 7.1 7.3 6.7 7.0 9.1 6.9 7.4

９階西 小児（内科系）(乳幼児) 30 15.1 14.6 12.5 9.6 17.0 14.1 12.5 11.4 13.6 14.8 13.5 13.1 13.2

10階東
成人
（キャリーオーバー） 40 6.9 7.7 7.3 8.3 8.8 8.6 8.1 8.8 8.6 10.0 10.3 9.7 8.5

10階西 小児(小児がん） 37 16.6 13.7 12.8 12.8 15.3 15.0 13.1 13.0 11.9 15.1 14.2 14.8 13.9

11階東 成人（内科系）、周産期 36 6.4 8.4 9.0 10.5 6.4 8.7 10.0 7.7 8.6 7.7 8.5 8.0 8.2

11階西 周産期(病的新生児8床含） 35 10.1 9.1 8.4 8.8 8.4 9.5 9.9 9.5 8.8 8.7 8.6 8.9 9.0

もみじの家 医療型短期入所（福祉） 11 3.9 4.2 0.0 4.2 3.8 4.6 4.1 3.9 4.0 4.5 3.9 3.9 3.7

490 11.3 10.6 10.1 10.8 10.3 10.9 11.3 10.9 10.6 10.6 10.4 10.6 10.7

※Ｈ３１．３現在医療法病床数

４階西

６階東

６階西

　２－６表　　病棟別・月別平均在院日数

一　 　般　 　計

（単位 ： 日）

病棟別
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　３－１表　診療科別・月別入院患者数、構成割合
365

内　  科 母性内科 42 68 26 77 49 10 53 47 60 44 59 54 589 1.6 0.4
こころの診療科 14 9 6 0 0 7 36 0.1 0.0
児童・思春期メンタル
ヘルス科 2 0 0 0 10 0 12 0.0 0.0
乳幼児メンタルヘルス科 8 0 0 0 0 12 20 0.1 0.0

小計 10 0 0 0 10 12 14 9 6 0 0 7 68 0.2 0.0
神 経 科 神経内科 175 268 248 170 187 249 207 213 273 379 278 205 2,852 7.8 1.9

在宅診療科 211 223 240 227 248 237 218 223 205 230 225 229 2,716 7.4 1.8
小計 386 491 488 397 435 486 425 436 478 609 503 434 5,568 15.3 3.7

呼吸器科 呼吸器科 30 58 47 95 43 36 40 59 52 22 48 34 564 1.5 0.4
消化器科 264 289 315 245 263 387 447 450 402 303 330 313 4,008 11.0 2.7
肝臓内科 0 0.0 0.0

小計 264 289 315 245 263 387 447 450 402 303 330 313 4,008 11.0 2.7
循環器科 循環器科 291 358 334 421 450 428 419 413 457 336 276 332 4,515 12.4 3.0

アレルギー科 アレルギー科 229 156 151 203 255 250 207 136 255 184 163 249 2,438 6.7 1.6
腎臓・リウマチ・膠原病 331 348 455 505 452 488 402 362 493 369 434 474 5,113 14.0 3.4
総合診 （成人診療科含む） 2,036 2,488 2,903 2,849 2300 1,943 1,959 2,098 1,930 1,619 1,931 2,044 26,100 71.5 17.5
救急診療科 9 13 8 7 6 3 11 8 15 8 4 9 101 0.3 0.1
血液腫瘍科 1,257 1,380 1,251 1,402 1,301 1,291 1,401 1,448 1,454 1,576 1,417 1,553 16,731 45.8 11.2
血液内科 0 0.0 0.0
ライソゾーム病センター 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0.0 0.0
内分泌・代謝科 152 144 164 102 250 160 211 193 249 176 128 150 2,079 5.7 1.4
遺伝診療科 0 0.0 0.0
免疫科 35 55 60 57 68 43 59 50 89 39 75 59 689 1.9 0.5
新生児科 1,885 2,110 2,092 2,119 2,057 1,941 1,929 2,028 2,207 2,200 1,596 1,699 23,863 65.4 16.0
移植外科 700 543 497 513 562 637 538 602 557 549 641 713 7,052 19.3 4.7
緩和ケア科 0 2 0 0 0 0 3 0 5 5 0 7 22 0.1 0.0

小計 6,405 7,083 7,430 7,556 6,996 6,506 6,513 6,789 6,999 6,541 6,226 6,708 81,752 224.0 55.0
外  科 外科 301 306 374 458 322 299 315 345 267 310 351 486 4,134 11.3 2.8
整形外科 整形外科 400 341 415 491 437 424 396 348 461 397 444 438 4,992 13.7 3.4
形成外科 形成外科 85 55 116 158 147 84 103 55 115 77 87 107 1,189 3.3 0.8

脳神経外科 脳神経外科 475 522 528 421 607 635 561 413 419 346 324 590 5,841 16.0 3.9
心臓血管外科 心臓血管外科 12 1 1 8 4 7 3 15 14 9 11 6 91 0.2 0.1

皮 膚 科 皮 膚 科 8 7 9 7 10 11 10 11 14 16 16 20 139 0.4 0.1
泌尿器科 泌尿器科 93 90 78 74 128 98 124 98 49 81 110 111 1,134 3.1 0.8

不妊診療科 2 0 0 0 0 0 0 6 0 0 0 0 8 0.0 0.0
不育診療科 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0.0 0.0
胎児診療科 161 147 301 178 205 319 219 212 243 190 184 356 2,715 7.4 1.8
産科 1,313 1,698 1,358 1,692 1,698 1,532 1,396 1,321 1,503 1,466 1,118 1,313 17,408 47.7 11.7
婦人科 0.0 0.0

小計 1,477 1,845 1,659 1,870 1,903 1,851 1,615 1,539 1,746 1,656 1,302 1,669 20,132 55.2 13.5
眼  科 眼  科 213 238 148 185 194 169 221 201 286 205 221 271 2,552 7.0 1.7
耳鼻咽喉科 耳鼻咽喉科 121 115 126 197 151 136 172 106 132 173 175 179 1,783 4.9 1.2

リハビリテーション科 リハビリテーション科 0 0.0 0.0
放射線診断科 0 0.0 0.0
放射線治療科 0 0.0 0.0

小計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0
歯  科 歯科 0 0.0 0.0

集中治療科 575 605 606 659 605 592 619 596 606 611 578 608 7,260 19.9 4.9
麻酔科 0 0.0 0.0

小計 575 605 606 659 605 592 619 596 606 611 578 608 7,260 19.9 4.9
11,417 12,628 12,851 13,522 13,009 12,421 12,257 12,066 12,818 11,920 11,224 12,616 148,749 389.0 100.0

４月～３月
一日平均

４月～３月
割合

精 神 科

消化器科

２月 ３月 合計７月 ８月
診 療 科 名

６月
院内標榜科名

令和５年
４月

令和６年
１月９月 １０月 １１月 １２月

産婦人科

５月

合　 　計

放射線科

小 児 科

麻 酔 科
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30 31 30 31 31 30 31 30 31 31 28 31 365

内　  科 母性内科 1.4 2.2 0.9 2.5 1.6 0.3 1.7 1.6 1.9 1.4 2.1 1.7 1.6
こころの診療科 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.5 0.3 0.2 0.0 0.0 0.2 0.1
児童・思春期メンタル
ヘルス科 0.1 0.0 0.0 0.0 0.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
乳幼児メンタルヘルス科 0.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.4 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.1

小計 0.3 0.0 0.0 0.0 0.3 0.4 0.5 0.3 0.2 0.0 0.0 0.2 0.2
神 経 科 神経内科 5.8 8.6 8.3 5.5 6.0 8.3 6.7 7.1 8.8 12.2 9.9 6.6 7.8

在宅診療科 7.0 7.2 8.0 7.3 8.0 7.9 7.0 7.4 6.6 7.4 8.0 7.4 7.4
小計 12.9 15.8 16.3 12.8 14.0 16.2 13.7 14.5 15.4 19.6 18.0 14.0 15.3

呼吸器科 呼吸器科 1.0 1.9 1.6 3.1 1.4 1.2 1.3 2.0 1.7 0.7 1.7 1.1 1.5
消化器科 8.8 9.3 10.5 7.9 8.5 12.9 14.4 15.0 13.0 9.8 11.8 10.1 11.0
肝臓内科 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

小計 8.8 9.3 10.5 7.9 8.5 12.9 14.4 15.0 13.0 9.8 11.8 10.1 11.0
循環器科 循環器科 9.7 11.5 11.1 13.6 14.5 14.3 13.5 13.8 14.7 10.8 9.9 10.7 12.4

アレルギー科 アレルギー科 7.6 5.0 5.0 6.5 8.2 8.3 6.7 4.5 8.2 5.9 5.8 8.0 6.7
腎臓・リウマチ・膠原病 11.0 11.2 15.2 16.3 14.6 16.3 13.0 12.1 15.9 11.9 15.5 15.3 14.0
総合診 （成人診療科含む） 67.9 80.3 96.8 91.9 74.2 64.8 63.2 69.9 62.3 52.2 69.0 65.9 71.5
救急診療科 0.3 0.4 0.3 0.2 0.2 0.1 0.4 0.3 0.5 0.3 0.1 0.3 0.3
血液腫瘍科 41.9 44.5 41.7 45.2 42.0 43.0 45.2 48.3 46.9 50.8 50.6 50.1 45.8
血液内科 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
ライソゾーム病センター 0.0 0.0 0.0 0.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
内分泌・代謝科 5.1 4.6 5.5 3.3 8.1 5.3 6.8 6.4 8.0 5.7 4.6 4.8 5.7
遺伝診療科 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
免疫科 1.2 1.8 2.0 1.8 2.2 1.4 1.9 1.7 2.9 1.3 2.7 1.9 1.9
新生児科 62.8 68.1 69.7 68.4 66.4 64.7 62.2 67.6 71.2 71.0 57.0 54.8 65.4
移植外科 23.3 17.5 16.6 16.5 18.1 21.2 17.4 20.1 18.0 17.7 22.9 23.0 19.3
緩和ケア科 0.0 0.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.1 0.0 0.2 0.2 0.0 0.2 0.1

小計 213.5 228.5 247.7 243.7 225.7 216.9 210.1 226.3 225.8 211.0 222.4 216.4 224.0
外  科 外科 10.0 9.9 12.5 14.8 10.4 10.0 10.2 11.5 8.6 10.0 12.5 15.7 11.3
整形外科 整形外科 13.3 11.0 13.8 15.8 14.1 14.1 12.8 11.6 14.9 12.8 15.9 14.1 13.7
形成外科 形成外科 2.8 1.8 3.9 5.1 4.7 2.8 3.3 1.8 3.7 2.5 3.1 3.5 3.3
脳神経外科 脳神経外科 15.8 16.8 17.6 13.6 19.6 21.2 18.1 13.8 13.5 11.2 11.6 19.0 16.0
心臓血管外科 心臓血管外科 0.4 0.0 0.0 0.3 0.1 0.2 0.1 0.5 0.5 0.3 0.4 0.2 0.2
皮 膚 科 皮 膚 科 0.3 0.2 0.3 0.2 0.3 0.4 0.3 0.4 0.5 0.5 0.6 0.6 0.4
泌尿器科 泌尿器科 3.1 2.9 2.6 2.4 4.1 3.3 4.0 3.3 1.6 2.6 3.9 3.6 3.1

不妊診療科 0.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
不育診療科 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
胎児診療科 5.4 4.7 10.0 5.7 6.6 10.6 7.1 7.1 7.8 6.1 6.6 11.5 7.4
産科 43.8 54.8 45.3 54.6 54.8 51.1 45.0 44.0 48.5 47.3 39.9 42.4 47.7
婦人科 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

小計 49.2 59.5 55.3 60.3 61.4 61.7 52.1 51.3 56.3 53.4 46.5 53.8 55.2
眼  科 眼  科 7.1 7.7 4.9 6.0 6.3 5.6 7.1 6.7 9.2 6.6 7.9 8.7 7.0
耳鼻咽喉科 耳鼻咽喉科 4.0 3.7 4.2 6.4 4.9 4.5 5.5 3.5 4.3 5.6 6.3 5.8 4.9

リハビリテーション科 リハビリテーション科 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
放射線診断科 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
放射線治療科 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

小計 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
歯  科 歯科 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

集中治療科 19.2 19.5 20.2 21.3 19.5 19.7 20.0 19.9 19.5 19.7 20.6 19.6 19.9
麻酔科 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

小計 19.2 19.5 20.2 21.3 19.5 19.7 20.0 19.9 19.5 19.7 20.6 19.6 19.9
380.6 407.4 428.4 436.2 419.6 414.0 395.4 402.2 413.5 384.5 400.9 407.0 389.0合　 　計

消化器科

小 児 科

産婦人科

放射線科

麻 酔 科

合計

精 神 科

１２月
令和６年

１月 ２月 ３月８月 ９月
令和５年
４月 ５月 ６月 ７月

診 療 科 名 院内標榜科名
１０月 １１月

　３－２表　診療科別・月別１日平均入院患者数
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　４－１表　診療科別・月別外来患者数、構成割合

母性内科 734 796 823 793 779 749 786 763 750 688 675 758 9,094 37.4 4.0
女性総合外来 0 0.0 0.0

小計 734 796 823 793 779 749 786 763 750 688 675 758 9,094 37.4 4.0
こころの診療科 715 683 748 690 650 719 4,205 17.3 1.8
児童・思春期メンタル
ヘルス科

511 553 571 530 542 549 0 0 0 0 0 0 3,256 13.4 1.4

乳幼児メンタルヘルス科 166 142 203 174 205 176 0 0 0 0 0 0 1,066 4.4 0.5
小計 677 695 774 704 747 725 715 683 748 690 650 719 8,527 35.1 3.7

神経内科 645 593 559 549 771 612 639 575 649 661 624 691 7,568 31.1 3.3
在宅診療科 238 252 285 255 291 269 259 260 242 266 260 268 3,145 12.9 1.4

小計 883 845 844 804 1,062 881 898 835 891 927 884 959 10,713 44.1 4.7
呼吸器科 呼吸器科 118 124 140 154 162 120 123 139 168 144 132 185 1,709 7.0 0.7
消化器科 消化器科 373 375 377 341 402 342 365 360 390 348 356 385 4,414 18.2 1.9

肝臓内科 0 0.0 0.0
内視鏡科　 0 0.0 0.0

小計 373 375 377 341 402 342 365 360 390 348 356 385 4,414 18.2 1.9
循環器科 循環器科 408 404 429 456 602 424 398 385 423 393 371 546 5,239 21.6 2.3
アレルギー科 アレルギー科 1,431 1,318 1,357 1,279 1,493 1,263 1,255 1,243 1,512 1,487 1,507 1,767 16,912 69.6 7.4

腎臓・リウマチ・膠原病 417 463 477 540 620 474 450 461 555 512 436 566 5,971 24.6 2.6

 総合診（成人診療科含む） 1,093 1,098 1,178 1,212 1,332 1,188 1,091 1,091 1,251 1,235 1,046 1,291 14,106 58.0 6.1
救急診療科 1,649 2,201 2,470 2,232 1,654 1,695 1,840 1,721 1,895 1,660 1,548 1,492 22,057 90.8 9.6
血液腫瘍科 373 333 353 397 492 393 358 349 421 367 335 437 4,608 19.0 2.0
血液内科 41 37 49 41 45 31 42 25 13 47 29 38 438 1.8 0.2
ライソゾーム病センター 56 53 59 50 61 54 58 56 55 54 51 60 667 2.7 0.3
内分泌・代謝科 1,233 1,173 1,199 1,399 1,642 1,178 1,236 1,290 1,467 1,273 1,325 1,641 16,056 66.1 7.0
遺伝診療科 104 84 114 112 132 128 124 106 116 113 104 139 1,376 5.7 0.6
免疫科 78 97 91 97 108 68 101 105 97 80 96 99 1,117 4.6 0.5
新生児科 204 249 296 256 306 305 303 328 248 256 241 215 3,207 13.2 1.4
移植外科 268 275 315 306 339 298 323 249 347 326 249 385 3,680 15.1 1.6
感染症科 17 32 37 33 34 41 34 32 29 28 21 45 383 1.6 0.2
病理診断科 0 0.0 0.0

小計 5,533 6,095 6,638 6,675 6,765 5,853 5,960 5,813 6,494 5,951 5,481 6,408 73,666 303.2 32.0
外  科 外科 418 337 430 477 533 387 353 396 464 451 409 519 5,174 21.3 2.2
整形外科 整形外科 856 877 1,023 1,158 1,127 1,058 912 933 1,052 997 892 1,153 12,038 49.5 5.2
形成外科 形成外科 281 276 294 339 369 321 296 270 328 299 296 338 3,707 15.3 1.6
脳神経外科 脳神経外科 328 320 334 326 433 347 350 327 314 301 322 342 4,044 16.6 1.8
心臓血管外科 心臓血管外科 9 11 16 21 16 14 14 16 16 16 8 15 172 0.7 0.1
皮 膚 科 皮 膚 科 661 642 608 642 741 721 687 767 826 726 694 800 8,515 35.0 3.7
泌尿器科 泌尿器科 358 337 361 368 388 355 345 348 442 353 388 387 4,430 18.2 1.9

不妊診療科 293 345 352 312 337 311 311 304 222 292 269 289 3,637 15.0 1.6
不育診療科 73 53 81 64 91 66 62 86 61 63 61 71 832 3.4 0.4
胎児診療科 248 271 291 254 284 242 223 270 311 276 333 315 3,318 13.7 1.4
産科 1,914 2,050 2,111 1,978 2,014 1,807 1,870 1,844 1,904 1,813 1,753 1,859 22,917 94.3 10.0
婦人科 8 10 8 10 13 6 13 15 21 8 11 16 139 0.6 0.1

小計 2,536 2,729 2,843 2,618 2,739 2,432 2,479 2,519 2,519 2,452 2,427 2,550 30,843 126.9 13.4
眼  科 眼  科 946 930 868 984 1,019 861 929 930 1,012 950 913 1,003 11,345 46.7 4.9
耳鼻咽喉科 耳鼻咽喉科 737 673 751 718 867 674 711 628 774 754 674 854 8,815 36.3 3.8
リハビリテーション科 リハビリテーション科 133 127 123 131 150 132 133 129 131 141 129 131 1,590 6.5 0.7

放射線診断科 16 27 20 23 33 23 38 30 26 22 24 23 305 1.3 0.1
放射線治療科 43 48 30 35 41 54 41 23 4 1 27 34 381 1.6 0.2

小計 59 75 50 58 74 77 79 53 30 23 51 57 686 2.8 0.3
歯科 355 289 319 403 384 344 399 382 396 376 367 419 4,433 18.2 1.9
周産期歯科 23 20 37 29 31 36 24 41 42 38 39 28 289 1.2 0.1

小計 378 309 356 432 415 380 423 423 438 414 406 447 4,821 19.8 2.1
集中治療科 2 4 1 0 0 1 0 0 1 2 1 0 12 0.0 0.0
麻酔科 180 208 256 332 307 307 300 329 320 307 337 313 3,496 14.4 1.5

小計 182 212 257 332 307 308 300 329 321 309 338 313 3,508 14.4 1.5
計 18,039 18,507 19,696 19,810 21,190 18,424 18,511 18,289 20,043 18,814 18,003 20,636 229,962 946.3

救急除く 16,390 16,306 17,226 17,578 19,536 16,729 16,671 16,568 18,148 17,154 16,455 19,144 207,905 855.6
救急・歯科除く 16,012 15,997 16,870 17,146 19,121 16,349 16,248 16,145 17,710 16,740 16,049 18,697 203,084 835.7

２月 ３月 合計

４月～３月
一日平均

４月～３月
割合

内　  科

８月 ９月 １０月 １１月 １２月
令和６年

１月
診 療 科 名 院内標榜科名

令和５年
４月 ５月 ６月 ７月

合　 　計

精 神 科

神 経 科

小 児 科

産婦人科

放射線科

麻 酔 科

歯  科
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　４－２表　診療科別・月別外来患者数(初診)

母性内科 27 29 39 43 28 32 34 38 37 41 32 41 421 1.7 1.7
女性総合外来 0 0.0 0.0

小計 27 29 39 43 28 32 34 38 37 41 32 41 421 1.7 1.7
こころの診療科 0 0 0 0 0 0 17 18 21 23 21 22 122 0.5 0.5
児童・思春期メンタル
ヘルス科

19 17 19 19 20 15 0 0 0 0 0 0 109 0.4 0.5

乳幼児メンタルヘルス科 2 3 5 5 3 3 0 0 0 0 0 0 21 0.1 0.1
小計 21 20 24 24 23 18 17 18 21 23 21 22 252 1.0 1.0

神経内科 21 21 20 16 19 22 12 21 18 15 12 18 215 0.9 0.9
在宅診療科 2 4 2 2 3 2 2 3 3 3 4 3 33 0.1 0.1

小計 23 25 22 18 22 24 14 24 21 18 16 21 248 1.0 1.0
呼吸器科 呼吸器科 4 8 11 8 4 5 5 5 8 4 3 1 66 0.3 0.3
消化器科 消化器科 19 12 17 15 23 18 21 19 10 15 16 16 201 0.8 0.8

肝臓内科 0 0.0 0.0
内視鏡科 0 0.0 0.0

小計 19 12 17 15 23 18 21 19 10 15 16 16 201 0.8 0.8
循環器科 循環器科 26 28 34 25 33 19 22 17 23 17 18 17 279 1.1 1.2
アレルギー科 アレルギー科 57 47 53 48 60 45 44 41 34 36 39 43 547 2.3 2.3

腎臓・リウマチ・膠原病 12 11 22 33 33 16 7 6 15 8 6 6 175 0.7 0.7

 総合診（成人診療科含む） 35 33 34 50 61 34 35 36 50 34 28 48 478 2.0 2.0
救急診療科 911 1,147 1,230 1,140 857 920 983 918 1,061 934 845 792 11,738 48.3 48.5
血液腫瘍科 7 13 7 8 6 12 5 15 5 13 6 9 106 0.4 0.4
血液内科 0 4 2 2 1 2 3 1 0 2 1 1 19 0.1 0.1
ライソゾーム病センター 0 0 2 1 2 0 2 1 2 2 3 0 15 0.1 0.1
内分泌・代謝科 30 33 25 32 25 28 39 29 29 34 30 37 371 1.5 1.5
遺伝診療科 9 11 15 7 13 11 9 9 8 8 7 10 117 0.5 0.5
免疫科 6 6 4 5 5 0 7 10 2 1 3 3 52 0.2 0.2
新生児科 0 1 2 0 0 0 0 1 2 1 0 1 8 0.0 0.0
移植外科 7 7 7 15 12 8 11 14 8 15 7 13 124 0.5 0.5
感染症科 0 0 0 1 1 1 0 0 0 0 0 0 3 0.0 0.0
病理診断科 0 0.0 0.0

小計 1,017 1,266 1,350 1,294 1,016 1,032 1,101 1,040 1,182 1,052 936 920 13,206 54.3 54.6
外  科 外科 28 26 34 30 33 24 28 19 20 33 27 32 334 1.4 1.4
整形外科 整形外科 52 65 73 64 59 71 72 62 57 50 49 49 723 3.0 3.0
形成外科 形成外科 16 16 21 18 18 25 20 16 24 21 17 18 230 0.9 1.0
脳神経外科 脳神経外科 13 16 22 16 23 17 21 16 16 13 18 21 212 0.9 0.9
心臓血管外科 心臓血管外科 0 1 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 3 0.0 0.0
皮 膚 科 皮 膚 科 56 57 44 57 67 67 58 64 61 54 48 54 687 2.8 2.8
泌尿器科 泌尿器科 25 32 34 22 32 18 23 29 29 19 27 21 311 1.3 1.3

不妊診療科 11 11 15 6 11 4 5 15 12 10 11 11 122 0.5 0.5
不育診療科 10 7 11 10 10 4 5 15 8 8 10 10 108 0.4 0.4
胎児診療科 51 49 47 47 65 47 40 53 52 41 53 63 608 2.5 2.5
産科 140 156 140 142 142 122 113 128 150 161 132 151 1,677 6.9 6.9
婦人科 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 1 3 0.0 0.0

小計 212 223 213 205 228 177 163 211 223 220 207 236 2,518 10.4 10.4
眼   科 眼     科 64 59 58 52 57 51 58 59 64 49 50 52 673 2.8 2.8
耳鼻咽喉科 耳鼻咽喉科 80 81 80 69 80 69 67 61 81 70 73 49 860 3.5 3.6
リハビリテーション科 リハビリテーション科 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 4 0.0 0.0

放射線診断科 0 4 4 3 2 1 10 5 7 2 2 5 45 0.2 0.2
放射線治療科 2 1 1 1 1 1 0 0 0 1 1 0 9 0.0 0.0

小計 2 5 5 4 3 2 10 5 7 3 3 5 54 0.2 0.2
歯科 176 134 175 230 209 184 191 178 210 188 169 204 2,248 9.3 9.3
周産期歯科 6 6 13 12 9 7 5 11 8 5 7 2 91 0.4 0.4

小計 182 140 188 242 218 191 196 189 218 193 176 206 2,339 9.6 9.7
集中治療科 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0.0 0.0
麻酔科 2 1 0 1 0 1 3 0 3 2 2 4 19 0.1 0.1

小計 2 1 0 1 0 1 3 0 3 3 2 4 20 0.1 0.1
計 1,927 2,157 2,322 2,255 2,027 1,908 1,977 1,933 2,139 1,934 1,778 1,831 24,188 99.5

救急除く 1,016 1,010 1,092 1,115 1,170 988 994 1,015 1,078 1,000 933 1,039 12,450 51.2
救急・歯科除く 834 870 904 873 952 797 798 826 860 807 757 833 10,111 41.6

診 療 科 名 院内標榜科名
令和５年

４月 ５月 ６月

令和６年
１月 ２月 ３月 合計

４月～３月
一日平均

４月～３月
割合７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月

麻 酔 科

合　 　計

内　  科

精 神 科

神 経 科

小 児 科

産婦人科

放射線科

歯   科
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　４－３表　診療科別・月別外来患者数(再診)

母性内科 707 767 784 750 751 717 752 725 713 647 643 717 8,673 35.7 4.2
女性総合外来 0 0.0 0.0

小計 707 767 784 750 751 717 752 725 713 647 643 717 8,673 35.7 4.2
こころの診療科 0 0 0 0 0 0 698 665 727 667 629 697 4,083 16.8 2.0
児童・思春期メンタル
ヘルス科

492 536 552 511 522 534 0 0 0 0 0 0 3,147 13.0 1.5

乳幼児メンタルヘルス科 164 139 198 169 202 173 0 0 0 0 0 0 1,045 4.3 0.5
小計 656 675 750 680 724 707 698 665 727 667 629 697 8,275 34.1 4.0

神経内科 624 572 539 533 752 589 627 554 631 646 612 673 7,352 30.3 3.6
在宅診療科 236 248 283 253 288 267 257 257 239 263 256 265 3,112 12.8 1.5

小計 860 820 822 786 1,040 856 884 811 870 909 868 938 10,464 43.1 5.1
呼吸器科 呼吸器科 114 116 129 146 158 115 118 134 160 140 129 184 1,643 6.8 0.8
消化器科 消化器科 354 363 360 326 379 324 344 341 380 333 340 369 4,213 17.3 2.0

肝臓内科 0 0.0 0.0
内視鏡科 0 0.0 0.0

小計 354 363 360 326 379 324 344 341 380 333 340 369 4,213 17.3 2.0
循環器科 循環器科 382 376 395 431 569 405 376 368 400 376 353 529 4,960 20.4 2.4
アレルギー科 アレルギー科 1,374 1,271 1,304 1,231 1,433 1,218 1,211 1,202 1,478 1,451 1,468 1,724 16,365 67.3 8.0

腎臓・リウマチ・膠原病 405 452 455 507 587 458 443 455 540 504 430 560 5,796 23.9 2.8

 総合診（成人診療科含む） 1,058 1,065 1,144 1,162 1,271 1,154 1,056 1,055 1,201 1,201 1,018 1,243 13,628 56.1 6.6
救急診療科 738 1,053 1,239 1,091 797 775 857 803 834 726 703 700 10,316 42.5 5.0
血液腫瘍科 366 320 346 389 486 381 353 333 416 354 329 428 4,501 18.5 2.2
血液内科 41 33 47 39 44 29 39 24 13 45 28 37 419 1.7 0.2
ライソゾーム病センター 56 53 57 49 59 54 56 55 53 52 48 60 652 2.7 0.3
内分泌・代謝科 1,203 1,140 1,174 1,367 1,617 1,150 1,197 1,261 1,438 1,239 1,295 1,604 15,685 64.5 7.6
遺伝診療科 95 73 99 105 119 117 115 97 108 105 97 129 1,259 5.2 0.6
免疫科 72 91 87 92 103 68 94 95 95 79 93 96 1,065 4.4 0.5
新生児科 204 248 294 256 306 305 303 327 246 255 241 214 3,199 13.2 1.6
移植外科 261 268 308 291 327 290 312 235 339 311 242 372 3,556 14.6 1.7
感染症科 17 32 37 32 33 40 34 32 29 28 21 45 380 1.6 0.2
病理診断科 0 0.0 0.0

小計 4,516 4,828 5,287 5,380 5,749 4,821 4,859 4,772 5,312 4,899 4,545 5,488 60,456 248.8 29.4
外  科 外科 390 311 396 447 500 363 325 377 444 418 382 487 4,840 19.9 2.4
整形外科 整形外科 804 812 950 1,094 1,068 987 840 871 995 947 843 1,104 11,315 46.6 5.5
形成外科 形成外科 265 260 273 321 351 296 276 254 304 278 279 320 3,477 14.3 1.7
脳神経外科 脳神経外科 315 304 312 310 410 330 329 311 298 288 304 321 3,832 15.8 1.9
心臓血管外科 心臓血管外科 9 10 16 21 16 12 14 16 16 16 8 15 169 0.7 0.1
皮 膚 科 皮 膚 科 605 585 564 585 674 654 629 703 765 672 646 746 7,828 32.2 3.8
泌尿器科 泌尿器科 333 305 327 346 356 337 322 319 413 334 361 366 4,119 17.0 2.0

不妊診療科 282 334 337 306 326 307 306 289 210 282 258 278 3,515 14.5 1.7
不育診療科 63 46 70 54 81 62 57 71 53 55 51 61 724 3.0 0.4
胎児診療科 197 222 244 207 218 195 183 217 259 235 280 252 2,709 11.1 1.3
産科 1,774 1,894 1,971 1,836 1,872 1,685 1,757 1,716 1,754 1,652 1,621 1,708 21,240 87.4 10.3
婦人科 8 10 8 10 13 6 13 15 20 8 10 15 136 0.6 0.1

小計 2,324 2,506 2,630 2,413 2,510 2,255 2,316 2,308 2,296 2,232 2,220 2,314 28,324 116.6 13.8
眼   科 眼     科 881 871 809 932 962 810 871 870 948 901 863 951 10,669 43.9 5.2
耳鼻咽喉科 耳鼻咽喉科 657 592 671 649 787 605 644 567 693 684 601 805 7,955 32.7 3.9
リハビリテーション科 リハビリテーション科 132 127 123 131 150 132 133 129 131 141 129 128 1,586 6.5 0.8

放射線診断科 16 23 16 20 31 22 28 25 19 20 22 18 260 1.1 0.1
放射線治療科 41 47 29 34 40 53 41 23 4 0 26 34 372 1.5 0.2

小計 57 70 45 54 71 75 69 48 23 20 48 52 632 2.6 0.3
歯科 179 155 144 173 175 160 208 204 186 188 198 215 2,185 9.0 1.1
周産期歯科 17 14 24 17 22 29 19 30 34 33 32 26 297 1.2 0.1

小計 196 169 168 190 197 189 227 234 220 221 230 241 2,482 10.2 1.2
集中治療科 2 4 1 0 0 1 0 0 1 1 1 0 11 0.0 0.0
麻酔科 178 207 256 331 307 306 297 329 317 305 335 309 3,477 14.3 1.7

小計 180 211 257 331 307 307 297 329 318 306 336 309 3,488 14.4 1.7
計 16,111 16,349 17,372 17,554 19,162 16,515 16,534 16,354 17,904 16,880 16,225 18,805 205,765 839.7

救急除く 15,373 15,296 16,133 16,463 18,365 15,740 15,677 15,551 17,070 16,154 15,522 18,105 195,449 797.2
救急・歯科除く 15,177 15,127 15,965 16,273 18,168 15,551 15,450 15,317 16,850 15,933 15,292 17,864 192,967 787.0

診 療 科 名 院内標榜科名
令和５年

４月 ５月

放射線科

麻 酔 科

合　 　計

４月～３月
割合

内　  科

精 神 科

神 経 科

小 児 科

産婦人科

１２月

令和６年
１月 ２月 ３月 合計

４月～３月
一日平均６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月

歯 科
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　４－４表　診療科別・月別１日平均外来患者数

母性内科 36.7 41.9 37.4 39.7 35.4 37.5 39.3 38.2 37.5 36.2 35.5 34.5 37.4 4.0
女性総合外来 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

小計 36.7 41.9 37.4 39.7 35.4 37.5 39.3 38.2 37.5 36.2 35.5 34.5 37.4 4.0
こころの診療科 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 35.8 34.2 37.4 36.3 34.2 32.7 17.3 1.8
児童・思春期メンタル
ヘルス科

25.6 29.1 26.0 26.5 24.6 27.5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 13.4 1.4

乳幼児メンタルヘルス科 8.3 7.5 9.2 8.7 9.3 8.8 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 4.4 0.5
小計 33.9 36.6 35.2 35.2 34.0 36.3 35.8 34.2 37.4 36.3 34.2 32.7 35.1 3.7

神経内科 32.3 31.2 25.4 27.5 35.0 30.6 32.0 28.8 32.5 34.8 32.8 31.4 31.1 3.3
在宅診療科 11.9 13.3 13.0 12.8 13.2 13.5 13.0 13.0 12.1 14.0 13.7 12.2 12.9 1.4

小計 44.2 44.5 38.4 40.2 48.3 44.1 44.9 41.8 44.6 48.8 46.5 43.6 44.1 4.7
呼吸器科 呼吸器科 5.9 6.5 6.4 7.7 7.4 6.0 6.2 7.0 8.4 7.6 6.9 8.4 7.0 0.7
消化器科 消化器科 18.7 19.7 17.1 17.1 18.3 17.1 18.3 18.0 19.5 18.3 18.7 17.5 18.2 1.9

肝臓内科 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
内視鏡科 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

小計 18.7 19.7 17.1 17.1 18.3 17.1 18.3 18.0 19.5 18.3 18.7 17.5 18.2 1.9
循環器科 循環器科 20.4 21.3 19.5 22.8 27.4 21.2 19.9 19.3 21.2 20.7 19.5 24.8 21.6 2.3
アレルギー科 アレルギー科 71.6 69.4 61.7 64.0 67.9 63.2 62.8 62.2 75.6 78.3 79.3 80.3 69.6 7.4

腎臓・リウマチ・膠原病 20.9 24.4 21.7 27.0 28.2 23.7 22.5 23.1 27.8 26.9 22.9 25.7 24.6 2.6

 総合診（成人診療科含む） 54.7 57.8 53.5 60.6 60.5 59.4 54.6 54.6 62.6 65.0 55.1 58.7 58.0 6.1
救急診療科 82.5 115.8 112.3 111.6 75.2 84.8 92.0 86.1 94.8 87.4 81.5 67.8 90.8 9.6
血液腫瘍科 18.7 17.5 16.0 19.9 22.4 19.7 17.9 17.5 21.1 19.3 17.6 19.9 19.0 2.0
血液内科 2.1 1.9 2.2 2.1 2.0 1.6 2.1 1.3 0.7 2.5 1.5 1.7 1.8 0.2
ライソゾーム病センター 2.8 2.8 2.7 2.5 2.8 2.7 2.9 2.8 2.8 2.8 2.7 2.7 2.7 0.3
内分泌・代謝科 61.7 61.7 54.5 70.0 74.6 58.9 61.8 64.5 73.4 67.0 69.7 74.6 66.1 7.0
遺伝診療科 5.2 4.4 5.2 5.6 6.0 6.4 6.2 5.3 5.8 5.9 5.5 6.3 5.7 0.6
免疫科 3.9 5.1 4.1 4.9 4.9 3.4 5.1 5.3 4.9 4.2 5.1 4.5 4.6 0.5
新生児科 10.2 13.1 13.5 12.8 13.9 15.3 15.2 16.4 12.4 13.5 12.7 9.8 13.2 1.4
移植外科 13.4 14.5 14.3 15.3 15.4 14.9 16.2 12.5 17.4 17.2 13.1 17.5 15.1 1.6
感染症科 0.9 1.7 1.7 1.7 1.5 2.1 1.7 1.6 1.5 1.5 1.1 2.0 1.6 0.2
病理診断科 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

小計 276.7 320.8 301.7 333.8 307.5 292.7 298.0 290.7 324.7 313.2 288.5 291.3 303.2 32.0
外  科 外科 20.9 17.7 19.5 23.9 24.2 19.4 17.7 19.8 23.2 23.7 21.5 23.6 21.3 2.3
整形外科 整形外科 42.8 46.2 46.5 57.9 51.2 52.9 45.6 46.7 52.6 52.5 46.9 52.4 49.5 5.2
形成外科 形成外科 14.1 14.5 13.4 17.0 16.8 16.1 14.8 13.5 16.4 15.7 15.6 15.4 15.3 1.6
脳神経外科 脳神経外科 16.4 16.8 15.2 16.3 19.7 17.4 17.5 16.4 15.7 15.8 16.9 15.5 16.6 1.8
心臓血管外科 心臓血管外科 0.5 0.6 0.7 1.1 0.7 0.7 0.7 0.8 0.8 0.8 0.4 0.7 0.7 0.1
皮 膚 科 皮 膚 科 33.1 33.8 27.6 32.1 33.7 36.1 34.4 38.4 41.3 38.2 36.5 36.4 35.0 3.7
泌尿器科 泌尿器科 17.9 17.7 16.4 18.4 17.6 17.8 17.3 17.4 22.1 18.6 20.4 17.6 18.2 1.9

不妊診療科 14.7 18.2 16.0 15.6 15.3 15.6 15.6 15.2 11.1 15.4 14.2 13.1 15.0 1.6
不育診療科 3.7 2.8 3.7 3.2 4.1 3.3 3.1 4.3 3.1 3.3 3.2 3.2 3.4 0.4
胎児診療科 12.4 14.3 13.2 12.7 12.9 12.1 11.2 13.5 15.6 14.5 17.5 14.3 13.7 1.4
産科 95.7 107.9 96.0 98.9 91.5 90.4 93.5 92.2 95.2 95.4 92.3 84.5 94.3 10.0
婦人科 0.4 0.5 0.4 0.5 0.6 0.3 0.7 0.8 1.1 0.4 0.6 0.7 0.6 0.1

小計 126.8 143.6 129.2 130.9 124.5 121.6 124.0 126.0 126.0 129.1 127.7 115.9 126.9 13.4
眼   科 眼     科 47.3 48.9 39.5 49.2 46.3 43.1 46.5 46.5 50.6 50.0 48.1 45.6 46.7 4.9
耳鼻咽喉科 耳鼻咽喉科 36.9 35.4 34.1 35.9 39.4 33.7 35.6 31.4 38.7 39.7 35.5 38.8 36.3 3.8
リハビリテーション科 リハビリテーション科 6.7 6.7 5.6 6.6 6.8 6.6 6.7 6.5 6.6 7.4 6.8 6.0 6.5 0.7

放射線診断科 0.8 1.4 0.9 1.2 1.5 1.2 1.9 1.5 1.3 1.2 1.3 1.0 1.3 0.1
放射線治療科 2.2 2.5 1.4 1.8 1.9 2.7 2.1 1.2 0.2 0.1 1.4 1.5 1.6 0.2

小計 3.0 3.9 2.3 2.9 3.4 3.9 4.0 2.7 1.5 1.2 2.7 2.6 2.8 0.3
歯科 208.0 208.0 208.0 208.0 208.0 208.0 208.0 208.0 208.0 208.0 208.0 208.0 2,496.0 10.3
周産期歯科 28.0 28.0 28.0 28.0 28.0 28.0 28.0 28.0 28.0 28.0 28.0 28.0 336.0 1.4

小計 236 236 236 236 236 236 236 236 236 236 236 236 2,832 11.7
集中治療科 0.1 0.2 0.0 0.0 0.0 0.1 0.0 0.0 0.1 0.1 0.0 0.0 0.0 0.0
麻酔科 9.0 10.9 11.6 16.6 14.0 15.4 15.0 16.5 16.0 16.2 17.7 14.2 14.4 1.5

小計 9.1 11.2 11.7 16.6 14.0 15.4 15.0 16.5 16.1 16.3 17.8 14.2 14.4 1.5
計 902.0 974.1 895.3 990.5 963.2 921.2 925.6 914.5 1,002.2 990.2 947.5 938.0 946.3 109.6

救急除く 819.5 858.2 783.0 878.9 888.0 836.5 833.6 828.4 907.4 902.8 866.1 870.2 855.6
救急・歯科除く 800.6 841.9 766.8 857.3 869.1 817.5 812.4 807.3 885.5 881.1 844.7 849.9 835.7

歯   科

診 療 科 名 院内標榜科名
令和５年

４月

放射線科

麻 酔 科

合　 　計

４月～３月
割合

内　  科

精 神 科

神 経 科

小 児 科

産婦人科

１１月 １２月

令和６年
１月 ２月 ３月

４月～３月
一日平均５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月
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　４－５表　診療科別・月別１日平均外来患者数(初診)

母性内科 1.4 1.5 1.8 2.2 1.3 1.6 1.7 1.9 1.9 2.2 1.7 1.9 1.7 1.7
女性総合外来 0.0 0.0 0.0

小計 1.4 1.5 1.8 2.2 1.3 1.6 1.7 1.9 1.9 2.2 1.7 1.9 1.7 1.7
こころの診療科 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.9 0.9 1.1 1.2 1.1 1.0 0.5 0.5
児童・思春期メンタル
ヘルス科

1.0 0.9 0.9 1.0 0.9 0.8 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.4 0.4

乳幼児メンタルヘルス科 0.1 0.2 0.2 0.3 0.1 0.2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.1 0.1
小計 1.1 1.1 1.1 1.2 1.0 0.9 0.9 0.9 1.1 1.2 1.1 1.0 1.0 1.0

神経内科 1.1 1.1 0.9 0.8 0.9 1.1 0.6 1.1 0.9 0.8 0.6 0.8 0.9 0.9
在宅診療科 0.1 0.2 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.2 0.2 0.2 0.2 0.1 0.1 0.1

小計 1.2 1.3 1.0 0.9 1.0 1.2 0.7 1.2 1.1 0.9 0.8 1.0 1.0 1.0
呼吸器科 呼吸器科 0.2 0.4 0.5 0.4 0.2 0.3 0.3 0.3 0.4 0.2 0.2 0.0 0.3 0.3
消化器科 消化器科 1.0 0.6 0.8 0.8 1.0 0.9 1.1 1.0 0.5 0.8 0.8 0.7 0.8 0.8

肝臓内科 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
内視鏡科 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

小計 1.0 0.6 0.8 0.8 1.0 0.9 1.1 1.0 0.5 0.8 0.8 0.7 0.8 0.8
循環器科 循環器科 1.3 1.5 1.5 1.3 1.5 1.0 1.1 0.9 1.2 0.9 0.9 0.8 1.1 1.1
アレルギー科 アレルギー科 2.9 2.5 2.4 2.4 2.7 2.3 2.2 2.1 1.7 1.9 2.1 2.0 2.3 2.3

腎臓・リウマチ・膠原病 0.6 0.6 1.0 1.7 1.5 0.8 0.4 0.3 0.8 0.4 0.3 0.3 0.7 0.7

 総合診（成人診療科含む） 1.8 1.7 1.5 2.5 2.8 1.7 1.8 1.8 2.5 1.8 1.5 2.2 2.0 2.0
救急診療科 45.6 60.4 55.9 57.0 39.0 46.0 49.2 45.9 53.1 49.2 44.5 36.0 48.3 48.5
血液腫瘍科 0.4 0.7 0.3 0.4 0.3 0.6 0.3 0.8 0.3 0.7 0.3 0.4 0.4 0.4
血液内科 0.0 0.2 0.1 0.1 0.0 0.1 0.2 0.1 0.0 0.1 0.1 0.0 0.1 0.1
ライソゾーム病センター 0.0 0.0 0.1 0.1 0.1 0.0 0.1 0.1 0.1 0.1 0.2 0.0 0.1 0.1
内分泌・代謝科 1.5 1.7 1.1 1.6 1.1 1.4 2.0 1.5 1.5 1.8 1.6 1.7 1.5 1.5
遺伝診療科 0.5 0.6 0.7 0.4 0.6 0.6 0.5 0.5 0.4 0.4 0.4 0.5 0.5 0.5
免疫科 0.3 0.3 0.2 0.3 0.2 0.0 0.4 0.5 0.1 0.1 0.2 0.1 0.2 0.2
新生児科 0.0 0.1 0.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.1 0.1 0.1 0.0 0.0 0.0 0.0
移植外科 0.4 0.4 0.3 0.8 0.5 0.4 0.6 0.7 0.4 0.8 0.4 0.6 0.5 0.5
感染症科 0.0 0.0 0.0 0.1 0.0 0.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
病理診断科 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

小計 50.9 66.6 61.4 64.7 46.2 51.6 55.1 52.0 59.1 55.4 49.3 41.8 54.3 54.6
外  科 外科 1.4 1.4 1.5 1.5 1.5 1.2 1.4 1.0 1.0 1.7 1.4 1.5 1.4 1.4
整形外科 整形外科 2.6 3.4 3.3 3.2 2.7 3.6 3.6 3.1 2.9 2.6 2.6 2.2 3.0 3.0
形成外科 形成外科 0.8 0.8 1.0 0.9 0.8 1.3 1.0 0.8 1.2 1.1 0.9 0.8 0.9 0.9
脳神経外科 脳神経外科 0.7 0.8 1.0 0.8 1.0 0.9 1.1 0.8 0.8 0.7 0.9 1.0 0.9 0.9
心臓血管外科 心臓血管外科 0.0 0.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
皮 膚 科 皮 膚 科 2.8 3.0 2.0 2.9 3.0 3.4 2.9 3.2 3.1 2.8 2.5 2.5 2.8 2.8
泌尿器科 泌尿器科 1.3 1.7 1.5 1.1 1.5 0.9 1.2 1.5 1.5 1.0 1.4 1.0 1.3 1.3

不妊診療科 0.6 0.6 0.7 0.3 0.5 0.2 0.3 0.8 0.6 0.5 0.6 0.5 0.5 0.5
不育診療科 0.5 0.4 0.5 0.5 0.5 0.2 0.3 0.8 0.4 0.4 0.5 0.5 0.4 0.4
胎児診療科 2.6 2.6 2.1 2.4 3.0 2.4 2.0 2.7 2.6 2.2 2.8 2.9 2.5 2.5
産科 7.0 8.2 6.4 7.1 6.5 6.1 5.7 6.4 7.5 8.5 6.9 6.9 6.9 6.9
婦人科 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

小計 10.6 11.7 9.7 10.3 10.4 8.9 8.2 10.6 11.2 11.6 10.9 10.7 10.4 10.5
眼   科 眼     科 3.2 3.1 2.6 2.6 2.6 2.6 2.9 3.0 3.2 2.6 2.6 2.4 2.8 2.8
耳鼻咽喉科 耳鼻咽喉科 4.0 4.3 3.6 3.5 3.6 3.5 3.4 3.1 4.1 3.7 3.8 2.2 3.5 3.5
リハビリテーション科 リハビリテーション科 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.1 0.0 0.0

放射線診断科 0.0 0.2 0.2 0.2 0.1 0.1 0.5 0.3 0.4 0.1 0.1 0.0 0.2 0.2
放射線治療科 0.0 0.1 0.0 0.1 0.0 0.1 0.0 0.0 0.0 0.1 0.1 0.0 0.0 0.0

小計 0.1 0.3 0.2 0.2 0.1 0.1 0.5 0.3 0.4 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2
歯科 8.8 6.7 8.8 11.5 10.5 9.2 9.6 8.9 10.5 9.4 8.5 10.2 9.3 0.0
周産期歯科 0.3 0.3 0.7 0.6 0.5 0.4 0.3 0.6 0.4 0.3 0.4 0.1 0.4 0.0

小計 9.1 7.0 9.4 12.1 10.9 9.6 9.8 9.5 10.9 9.7 8.8 10.3 9.6 0.0
集中治療科 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
麻酔科 0.1 0.1 0.0 0.1 0.0 0.1 0.2 0.0 0.2 0.1 0.1 0.0 0.1 0.1

小計 0.1 0.1 0.0 0.1 0.0 0.1 0.2 0.0 0.2 0.2 0.1 0.2 0.1 0.1
計 96.4 113.5 105.5 112.8 92.1 95.4 98.9 96.7 107.0 101.8 93.6 83.2 99.5 90.3

救急除く 50.8 53.2 49.6 55.8 53.2 49.4 49.7 50.8 53.9 52.6 49.1 47.2 51.2
救急・歯科除く 41.7 45.8 41.1 43.7 43.3 39.9 39.9 41.3 43.0 42.5 39.8 37.9 41.6

歯   科

診 療 科 名 院内標榜科名
令和５年

４月

放射線科

麻 酔 科

合　 　計

４月～３月
割合

内　  科

精 神 科

神 経 科

小 児 科

産婦人科

１１月 １２月

令和６年
１月 ２月 ３月

４月～３月
一日平均５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月
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　４－６表　診療科別・月別１日平均外来患者数(再診)

母性内科 35.4 40.4 35.6 37.5 34.1 35.9 37.6 36.3 35.7 34.1 33.8 32.6 35.7 4.2
女性総合外来 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

小計 35.4 40.4 35.6 37.5 34.1 35.9 37.6 36.3 35.7 34.1 33.8 32.6 35.7 4.2
こころの診療科 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 34.9 33.3 36.4 35.1 33.1 31.7 16.8 2.0
児童・思春期メンタル
ヘルス科

24.6 28.2 25.1 25.6 23.7 26.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 13.0 1.5

乳幼児メンタルヘルス科 8.2 7.3 9.0 8.5 9.2 8.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 4.3 0.5
小計 32.8 35.5 34.1 34.0 32.9 35.4 34.9 33.3 36.4 35.1 33.1 31.7 34.1 4.0

神経内科 31.2 30.1 24.5 26.7 34.2 29.5 31.4 27.7 31.6 34.0 32.2 30.6 30.3 3.6
在宅診療科 11.8 13.1 12.9 12.7 13.1 13.4 12.9 12.9 12.0 13.8 13.5 12.0 12.8 1.5

小計 43.0 43.2 37.4 39.3 47.3 42.8 44.2 40.6 43.5 47.8 45.7 42.6 43.1 5.1
呼吸器科 呼吸器科 5.7 6.1 5.9 7.3 7.2 5.8 5.9 6.7 8.0 7.4 6.8 8.4 6.8 0.8
消化器科 消化器科 17.7 19.1 16.4 16.3 17.2 16.2 17.2 17.1 19.0 17.5 17.9 16.8 17.3 2.0

肝臓内科 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
内視鏡科 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

小計 17.7 19.1 16.4 16.3 17.2 16.2 17.2 17.1 19.0 17.5 17.9 16.8 17.3 2.0
循環器科 循環器科 19.1 19.8 18.0 21.6 25.9 20.3 18.8 18.4 20.0 19.8 18.6 24.0 20.4 2.4
アレルギー科 アレルギー科 68.7 66.9 59.3 61.6 65.1 60.9 60.6 60.1 73.9 76.4 77.3 78.4 67.3 7.9

腎臓・リウマチ・膠原病 20.3 23.8 20.7 25.4 26.7 22.9 22.2 22.8 27.0 26.5 22.6 25.5 23.9 2.8

 総合診（成人診療科含む） 52.9 56.1 52.0 58.1 57.8 57.7 52.8 52.8 60.1 63.2 53.6 56.5 56.1 6.6
救急診療科 36.9 55.4 56.3 54.6 36.2 38.8 42.9 40.2 41.7 38.2 37.0 31.8 42.5 5.0
血液腫瘍科 18.3 16.8 15.7 19.5 22.1 19.1 17.7 16.7 20.8 18.6 17.3 19.5 18.5 2.2
血液内科 2.1 1.7 2.1 2.0 2.0 1.5 2.0 1.2 0.7 2.4 1.5 1.7 1.7 0.2
ライソゾーム病センター 2.8 2.8 2.6 2.5 2.7 2.7 2.8 2.8 2.7 2.7 2.5 2.7 2.7 0.3
内分泌・代謝科 60.2 60.0 53.4 68.4 73.5 57.5 59.9 63.1 71.9 65.2 68.2 72.9 64.5 7.6
遺伝診療科 4.8 3.8 4.5 5.3 5.4 5.9 5.8 4.9 5.4 5.5 5.1 5.9 5.2 0.6
免疫科 3.6 4.8 4.0 4.6 4.7 3.4 4.7 4.8 4.8 4.2 4.9 4.4 4.4 0.5
新生児科 10.2 13.1 13.4 12.8 13.9 15.3 15.2 16.4 12.3 13.4 12.7 9.7 13.2 1.6
移植外科 13.1 14.1 14.0 14.6 14.9 14.5 15.6 11.8 17.0 16.4 12.7 16.9 14.6 1.7
感染症科 0.9 1.7 1.7 1.6 1.5 2.0 1.7 1.6 1.5 1.5 1.1 2.0 1.6 0.2
病理診断科 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

小計 225.8 254.1 240.3 269.0 261.3 241.1 243.0 238.6 265.6 257.8 239.2 249.5 248.8 29.4
外  科 外科 19.5 16.4 18.0 22.4 22.7 18.2 16.3 18.9 22.2 22.0 20.1 22.1 19.9 2.4
整形外科 整形外科 40.2 42.7 43.2 54.7 48.5 49.4 42.0 43.6 49.8 49.8 44.4 50.2 46.6 5.5
形成外科 形成外科 13.3 13.7 12.4 16.1 16.0 14.8 13.8 12.7 15.2 14.6 14.7 14.5 14.3 1.7
脳神経外科 脳神経外科 15.8 16.0 14.2 15.5 18.6 16.5 16.5 15.6 14.9 15.2 16.0 14.6 15.8 1.9
心臓血管外科 心臓血管外科 0.5 0.5 0.7 1.1 0.7 0.6 0.7 0.8 0.8 0.8 0.4 0.7 0.7 0.1
皮 膚 科 皮 膚 科 30.3 30.8 25.6 29.3 30.6 32.7 31.5 35.2 38.3 35.4 34.0 33.9 32.2 3.8
泌尿器科 泌尿器科 16.7 16.1 14.9 17.3 16.2 16.9 16.1 16.0 20.7 17.6 19.0 16.6 17.0 2.0

不妊診療科 14.1 17.6 15.3 15.3 14.8 15.4 15.3 14.5 10.5 14.8 13.6 12.6 14.5 1.7
不育診療科 3.2 2.4 3.2 2.7 3.7 3.1 2.9 3.6 2.7 2.9 2.7 2.8 3.0 0.4
胎児診療科 9.9 11.7 11.1 10.4 9.9 9.8 9.2 10.9 13.0 12.4 14.7 11.5 11.1 1.3
産科 88.7 99.7 89.6 91.8 85.1 84.3 87.9 85.8 87.7 86.9 85.3 77.6 87.4 10.3
婦人科 0.4 0.5 0.4 0.5 0.6 0.3 0.7 0.8 1.0 0.4 0.5 0.7 0.6 0.1

小計 116.2 131.9 119.5 120.7 114.1 112.8 115.8 115.4 114.8 117.5 116.8 105.2 116.6 13.8
眼   科 眼     科 44.1 45.8 36.8 46.6 43.7 40.5 43.6 43.5 47.4 47.4 45.4 43.2 43.9 5.2
耳鼻咽喉科 耳鼻咽喉科 32.9 31.2 30.5 32.5 35.8 30.3 32.2 28.4 34.7 36.0 31.6 36.6 32.7 3.9
リハビリテーション科 リハビリテーション科 6.6 6.7 5.6 6.6 6.8 6.6 6.7 6.5 6.6 7.4 6.8 5.8 6.5 0.8

放射線診断科 0.8 1.2 0.7 1.0 1.4 1.1 1.4 1.3 1.0 1.1 1.2 0.8 1.1 0.1
放射線治療科 2.1 2.5 1.3 1.7 1.8 2.7 2.1 1.2 0.2 0.0 1.4 1.5 1.5 0.2

小計 2.9 3.7 2.0 2.7 3.2 3.8 3.5 2.4 1.2 1.1 2.5 2.4 2.6 0.3
歯科 9.0 7.8 7.2 8.7 8.8 8.0 10.4 10.2 9.3 9.4 9.9 10.8 109.3 12.9

周産期歯科 0.9 0.7 1.2 0.9 1.1 1.5 1.0 1.5 1.7 1.7 1.6 1.3 14.9 1.8

小計 9.8 8.5 8.4 9.5 9.9 9.5 11.4 11.7 11.0 11.1 11.5 12.1 124.1 14.7

集中治療科 0.1 0.2 0.0 0.0 0.0 0.1 0.0 0.0 0.1 0.1 0.0 0.0 0.0 0.0
麻酔科 8.9 10.9 11.6 16.6 14.0 15.3 14.9 16.5 15.9 16.1 17.6 14.0 14.3 1.7

小計 9.0 11.1 11.7 16.6 14.0 15.4 14.9 16.5 15.9 16.1 17.7 14.0 14.4 1.7
計 805.6 860.5 789.6 877.7 871.0 825.8 826.7 817.7 895.2 888.4 853.9 854.8 846.8 113.5

救急除く 768.7 805.1 733.3 823.2 834.8 787.0 783.9 777.6 853.5 850.2 816.9 823.0 804.3
救急・歯科除く 758.9 796.2 725.7 813.7 825.8 777.6 772.5 765.9 842.5 838.6 804.8 812.0 794.1

歯   科

診 療 科 名 院内標榜科名
令和５年

４月

麻 酔 科

合　 　計

４月～３月
割合

内　  科

精 神 科

神 経 科

小 児 科

産婦人科

１１月 １２月

令和６年
１月 ２月 ３月

４月～３月
一日平均５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月

放射線科
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　４－７表　診療科別・月別新患率

母性内科 3.7 3.6 4.7 5.4 3.6 4.3 4.3 5.0 4.9 6.0 4.7 5.4 4.6
女性総合外来 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

小計 3.7 3.6 4.7 5.4 3.6 4.3 4.3 5.0 4.9 6.0 4.7 5.4 4.6
こころの診療科 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 2.4 2.6 2.8 3.3 3.2 3.1 2.9
児童・思春期メンタル
ヘルス科

3.7 3.1 3.3 3.6 3.7 2.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 3.3

乳幼児メンタルヘルス科 1.2 2.1 2.5 2.9 1.5 1.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 2.0
小計 3.1 2.9 3.1 3.4 3.1 2.5 2.4 2.6 2.8 3.3 3.2 3.1 3.0

神経内科 3.3 3.5 3.6 2.9 2.5 3.6 1.9 3.7 2.8 2.3 1.9 2.6 2.8
在宅診療科 0.8 1.6 0.7 0.8 1.0 0.7 0.8 1.2 1.2 1.1 1.5 1.1 1.0

小計 2.6 3.0 2.6 2.2 2.1 2.7 1.6 2.9 2.4 1.9 1.8 2.2 2.3
呼吸器科 呼吸器科 3.4 6.5 7.9 5.2 2.5 4.2 4.1 3.6 4.8 2.8 2.3 0.5 3.9
消化器科 消化器科 5.1 3.2 4.5 4.4 5.7 5.3 5.8 5.3 2.6 4.3 4.5 4.2 4.6

肝臓内科 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
内視鏡科　 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

小計 5.1 3.2 4.5 4.4 5.7 5.3 5.8 5.3 2.6 4.3 4.5 4.2 4.6
循環器科 循環器科 6.4 6.9 7.9 5.5 5.5 4.5 5.5 4.4 5.4 4.3 4.9 3.1 5.3
アレルギー科 アレルギー科 4.0 3.6 3.9 3.8 4.0 3.6 3.5 3.3 2.2 2.4 2.6 2.4 3.2

腎臓・リウマチ・膠原病 2.9 2.4 4.6 6.1 5.3 3.4 1.6 1.3 2.7 1.6 1.4 1.1 2.9

 総合診（成人診療科含む） 3.2 3.0 2.9 4.1 4.6 2.9 3.2 3.3 4.0 2.8 2.7 3.7 3.4
救急診療科 55.2 52.1 49.8 51.1 51.8 54.3 53.4 53.3 56.0 56.3 54.6 53.1 53.2
血液腫瘍科 1.9 3.9 2.0 2.0 1.2 3.1 1.4 4.3 1.2 3.5 1.8 2.1 2.3
血液内科 0.0 10.8 4.1 4.9 2.2 6.5 7.1 4.0 0.0 4.3 3.4 2.6 4.3
ライソゾーム病センター 0.0 0.0 3.4 2.0 3.3 0.0 3.4 1.8 3.6 3.7 5.9 0.0 2.2
内分泌・代謝科 2.4 2.8 2.1 2.3 1.5 2.4 3.2 2.2 2.0 2.7 2.3 2.3 2.3
遺伝診療科 8.7 13.1 13.2 6.3 9.8 8.6 7.3 8.5 6.9 7.1 6.7 7.2 8.5
免疫科 7.7 6.2 4.4 5.2 4.6 0.0 6.9 9.5 2.1 1.3 3.1 3.0 4.7
新生児科 0.0 0.4 0.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.3 0.8 0.4 0.0 0.0 0.2
移植外科 2.6 2.5 2.2 4.9 3.5 2.7 3.4 5.6 2.3 4.6 2.8 3.4 3.4
感染症科 0.0 0.0 0.0 3.0 2.9 2.4 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.8
病理診断科 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

小計 18.4 20.8 20.3 19.4 15.0 17.6 18.5 17.9 18.2 17.7 17.1 14.4 17.9
外    科 外科 6.7 7.7 7.9 6.3 6.2 6.2 7.9 4.8 4.3 7.3 6.6 6.2 6.5
整形外科 整形外科 6.1 7.4 7.1 5.5 5.2 6.7 7.9 6.6 5.4 5.0 5.5 4.2 6.0
形成外科 形成外科 5.7 5.8 7.1 5.3 4.9 7.8 6.8 5.9 7.3 7.0 5.7 5.3 6.2
脳神経外科 脳神経外科 4.0 5.0 6.6 4.9 5.3 4.9 6.0 4.9 5.1 4.3 5.6 6.1 5.2
心臓血管外科 心臓血管外科 0.0 9.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.7
皮 膚 科 皮 膚 科 8.5 8.9 7.2 8.9 9.0 9.3 8.4 8.3 7.4 7.4 6.9 6.8 8.1
泌尿器科 泌尿器科 7.0 9.5 9.4 6.0 8.2 5.1 6.7 8.3 6.6 5.4 7.0 5.4 7.0

不妊診療科 3.8 3.2 4.3 1.9 3.3 1.3 1.6 4.9 5.4 3.4 4.1 3.8 3.4
不育診療科 13.7 13.2 13.6 15.6 11.0 6.1 8.1 17.4 13.1 12.7 16.4 14.1 13.0
胎児診療科 20.6 18.1 16.2 18.5 22.9 19.4 17.9 19.6 16.7 14.9 15.9 20.0 18.3
産科 7.3 7.6 6.6 7.2 7.1 6.8 6.0 6.9 7.9 8.9 7.5 8.1 7.3
婦人科 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 4.8 0.0 0.0 0.0 2.2

小計 8.4 8.2 7.5 7.8 8.3 7.3 6.6 8.4 8.9 9.0 8.5 9.3 8.2
眼     科 眼  科 6.8 6.3 6.7 5.3 5.6 5.9 6.2 6.3 6.3 5.2 5.5 5.2 5.9
耳鼻咽喉科 耳鼻咽喉科 10.9 12.0 10.7 9.6 9.2 10.2 9.4 9.7 10.5 9.3 10.8 5.7 9.8
リハビリテーション科 リハビリテーション科 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 2.3 0.3

放射線診断科 0.0 14.8 20.0 13.0 6.1 4.3 26.3 16.7 26.9 9.1 8.3 0.0 14.8
放射線治療科 0.0 2.1 3.3 2.9 2.4 1.9 0.0 0.0 0.0 100.0 3.7 0.0 2.4

小計 3.4 6.7 10.0 6.9 4.1 2.6 12.7 9.4 23.3 13.0 5.9 8.8 7.9
歯科 49.6 46.4 54.9 57.1 54.4 53.5 47.9 46.6 53.0 50.0 46.0 48.7 50.7
周産期歯科 26.1 30.0 35.1 41.4 29.0 19.4 20.8 26.8 19.0 13.2 17.9 7.1 31.5

小計 48.1 45.3 52.8 56.0 52.5 50.3 46.3 44.7 49.8 46.6 43.3 46.1 48.5
集中治療科 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 8.3
麻酔科 1.1 0.5 0.0 0.3 0.0 0.3 1.0 0.0 0.9 0.7 0.6 0.0 0.5

小計 1.1 0.5 0.0 0.3 0.0 0.3 1.0 0.0 0.9 1.0 0.6 1.3 0.6
計 10.7 11.7 11.8 11.4 9.6 10.4 10.7 10.6 10.7 10.3 9.9 8.9 10.5

救急除く 6.2 6.2 6.3 6.3 6.0 5.9 6.0 6.1 5.9 5.8 5.7 5.4 6.0
救急・歯科除く 5.2 5.4 5.4 5.1 5.0 4.9 4.9 5.1 4.9 4.8 4.7 4.5 5.0

歯     科

診 療 科 名 院内標榜科名
令和５年
４月

産婦人科

放射線科

麻 酔 科

合 計

内　  科

精 神 科

神 経 科

小 児 科

１１月 １２月
令和６年

１月 ２月 ３月 合計５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月
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　５－１表　月別入院患者延点数
令和５年

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月
令和６年

１月 ２月 ３月 計

総点数 127,221,353 136,831,160 139,007,881 147,632,146 151,038,224 140,826,787 136,063,127 138,502,103 143,189,505 135,770,626 126,319,412 139,339,704 1,661,742,028

基  本 86,302,255 92,597,003 95,872,276 100,262,687 96,361,149 95,556,953 90,735,687 89,900,103 97,686,282 89,264,416 83,667,222 92,704,578 1,110,910,611

特掲計 40,919,098 44,234,157 43,135,605 47,369,459 54,677,075 45,269,834 45,327,440 48,602,000 45,503,223 46,506,210 42,652,190 46,635,126 550,831,417

A  類 4,253,081 7,485,962 6,074,861 7,787,383 9,514,224 8,197,738 7,657,656 7,758,485 8,552,756 7,937,484 7,847,619 10,026,630 93,093,879

B  類 261,483 235,689 343,115 264,151 315,523 329,393 280,289 218,120 235,277 237,169 244,617 317,750 3,282,576

C  類 1,409,610 1,567,394 1,755,305 1,725,605 1,642,079 1,679,352 1,359,858 1,362,833 1,230,050 1,304,329 1,268,580 1,631,760 17,936,755

D  類 34,994,924 34,945,112 34,962,324 37,592,320 43,205,249 35,063,351 36,029,637 39,262,562 35,485,140 37,027,228 33,291,374 34,658,986 436,518,207

令和５年
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月

令和６年
１月 ２月 ３月 計

在院患者延数 11,432 12,638 12,619 13,536 13,023 12,434 12,274 12,087 12,837 11,946 11,239 12,619 148,684

１日平均患者数 381.1 407.7 420.6 436.6 420.1 414.5 395.9 402.9 414.1 385.4 387.6 407.1 406.2

30 31 30 31 31 30 31 30 31 31 29 31 366.0
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　５－２表　月別入院患者１人１日当たり平均診療点数

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計

総点数 11,128.5 10,827.0 11,015.8 10,906.6 11,597.8 11,325.9 11,085.5 11,458.8 11,154.4 11,365.4 11,239.4 11,042.1 11,176.3

基  本 7,549.2 7,326.9 7,597.5 7,407.1 7,399.3 7,685.1 7,392.5 7,437.8 7,609.7 7,472.3 7,444.4 7,346.4 7,471.6

A  類 372.0 592.3 481.4 575.3 730.6 659.3 623.9 641.9 666.3 664.4 698.2 794.6 626.1

B  類 22.9 18.6 27.2 19.5 24.2 26.5 22.8 18.0 18.3 19.9 21.8 25.2 22.1

C  類 123.3 124.0 139.1 127.5 126.1 135.1 110.8 112.8 95.8 109.2 112.9 129.3 120.6
D  類 3,061.1 2,765.1 2,770.6 2,777.2 3,317.6 2,820.0 2,935.4 3,248.3 2,764.3 3,099.6 2,962.1 2,746.6 2,935.9

0.0

2,000.0

4,000.0

6,000.0

8,000.0

10,000.0

12,000.0

14,000.0
総点数

基 本

A  類

B  類

C  類

D  類
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５－３表0診療科別入院患者１人一日当たり平均診療点数 366

A類 B類 C類 D類

内科 母性内科1女性総合外来 5,182.1 4,699.4 482.6 191.4 4.3 64.0 222.9

心療内科

精神科
児童û思春期úエ¾ン科1
児童û思春期ñン¿ûヘûス科1
乳幼児ñン¿ûヘûス科 6,225.8 5,980.9 245.0 52.3 3.7 189.0

神経科 神経内科1在宅診療科 10,773.9 9,083.5 1,690.4 475.0 15.7 81.5 1,118.3

呼吸器科 8,519.3 7,591.4 927.9 97.6 9.6 220.5 600.2

消化器科 消化器科1肝臓内科1内視鏡科 7,476.4 6,072.4 1,404.0 855.2 3.4 360.0 185.4

循環器科 12,490.8 6,514.7 5,976.1 382.7 7.5 170.8 5,415.1

アüûギü科 6,944.7 6,411.3 533.4 460.1 1.6 43.0 28.7

úウマチ科 膠原病

小児科 9,167.9 7,371.5 1,796.4 870.8 16.1 92.8 816.7

外科 9,801.6 7,160.2 2,641.4 388.2 9.0 82.7 2,161.4

整形外科 11,263.6 6,147.5 5,116.1 31.6 14.0 29.7 5,040.8

形成外科 10,834.7 7,365.8 3,468.9 11.1 5.2 62.9 3,389.6

脳神経外科 10,218.9 7,696.5 2,522.4 321.2 39.3 52.0 2,109.9

心臓血管外科 11,272.1 7,576.4 3,695.7 2.5 35.7 16.8 3,640.7

小児外科

皮膚科 18,809.9 10,879.7 7,930.2 22.2 278.6 7,629.4

泌尿器科 17,115.6 8,303.1 8,812.5 64.1 13.0 67.0 8,668.3

産婦人科 産科1婦人科1不妊診療科
不育診療科1胎児診療科 13,525.0 6,894.3 6,630.8 70.5 1.6 104.6 6,454.0

眼科 12,809.4 7,714.3 5,095.2 18.6 4.5 35.5 5,036.5

耳鼻咽喉科 13,852.6 8,781.2 5,071.5 32.8 4.2 129.9 4,904.5

úハビúテüション科

放射線科 放射線診断科1放射線治療科

歯0科

麻酔科 麻酔科1集中治療科 33,523.3 13,994.2 19,529.1 1,152.5 199.0 554.8 17,622.8

0結0核0(再0掲)

11,168.3 7,463.6 3,704.7 626.1 22.1 120.6 2,935.9

特掲診療内訳総点数 基本 特掲診療計

合 計

総合診療部1救急診療科1内分泌科1
腎臓科1血液腫瘍科1血液内科1遺伝診
療科1新生児科1移植外科1免疫科1感
染症科1ùイ½¾üð病セン¿ü1緩和
ケア科

標榜診療科名00 院内標榜科名
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６　診療点数【外来】
　６－１表 月別外来患者延点数

令和５年
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月

令和６年
１月 ２月 ３月 計

総点数 47,474,277 49,626,756 51,332,991 51,209,013 54,669,430 46,623,418 51,142,218 48,765,834 49,995,118 48,471,245 46,788,733 52,561,805 598,660,836

基  本 17,946,689 19,683,373 18,943,835 19,113,390 18,893,730 16,945,019 19,232,394 18,182,515 18,967,590 19,494,284 17,179,730 20,534,736 225,117,285

特掲計 29,527,588 29,943,382 32,389,156 32,095,622 35,775,700 29,678,399 31,909,824 30,583,319 31,027,528 28,976,961 29,609,003 32,027,069 373,543,551

A  類 18,101,907 18,231,188 20,374,076 19,407,510 21,363,095 18,223,133 20,499,106 19,165,272 18,619,286 17,428,739 18,378,486 18,955,141 228,746,937

B  類 1,550,718 1,523,062 1,633,637 1,863,120 2,072,566 1,610,938 1,509,863 1,507,039 1,633,886 1,581,720 1,544,531 1,825,078 19,856,158

C  類 7,557,401 7,600,334 8,030,893 8,569,589 9,685,172 7,797,062 7,759,631 7,624,558 8,785,186 8,011,673 7,596,813 9,065,852 98,084,165

D  類 2,317,562 2,588,798 2,350,551 2,255,403 2,654,867 2,047,266 2,141,224 2,286,450 1,989,170 1,954,830 2,089,173 2,180,998 26,856,292

20 19 22 20 23 20 20 20 19 19 21 21 244

令和５年
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

令和６年
１月 ２月 ３月 計

患者延数
18,039 18,507 19,696 19,810 21,190 18,424 18,511 18,289 20,043 18,814 18,003 20,636 229,962

１日平均患者数
902.0 925.4 895.3 990.5 963.2 921.2 881.5 914.5 954.4 990.2 947.5 982.7 938.6

20.0 20.0 22.0 20.0 22.0 20.0 21.0 20.0 21.0 19.0 19.0 21.0 245.0
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　６－２表　月別外来患者１人１日当たり平均診療点数

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計

総点数 2,631.8 2,681.5 2,606.3 2,585.0 2,580.0 2,530.6 2,762.8 2,666.4 2,494.4 2,576.3 2,598.9 2,547.1 2,603.3

基  本 994.9 1,063.6 961.8 964.8 891.6 919.7 1,039.0 994.2 946.3 1,036.2 954.3 995.1 978.9

A  類 1,003.5 985.1 1,034.4 979.7 1,008.2 989.1 1,107.4 1,047.9 929.0 926.4 1,020.9 918.5 994.7

B  類 86.0 82.3 82.9 94.0 97.8 87.4 81.6 82.4 81.5 84.1 85.8 88.4 86.3

C  類 418.9 410.7 407.7 432.6 457.1 423.2 419.2 416.9 438.3 425.8 422.0 439.3 426.5

D  類 128.5 139.9 119.3 113.9 125.3 111.1 115.7 125.0 99.2 103.9 116.0 105.7 116.8

0.0

200.0

400.0

600.0

800.0

1,000.0

1,200.0

1,400.0

1,600.0

1,800.0

2,000.0

2,200.0

2,400.0

2,600.0

2,800.0

3,000.0

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

総点数

基 本

A  類

B  類

C  類

D  類
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６－３表　診療科別外来患者１人１日当たり平均診療点数

A類 B類 C類 D類

内　科 母性内科、女性総合外来 1,341.2 503.9 837.3 216.4 12.0 608.9

心療内科

精神科
児童・思春期リエゾン科、
児童・思春期メンタルヘルス科、
乳幼児メンタルヘルス科 669.4 122.3 547.2 27.8 0.1 23.0 496.2

神経科 神経内科、在宅診療科 953.9 476.9 477.0 77.5 35.3 145.5 218.8

呼吸器科 1,098.5 575.5 523.1 179.8 90.6 251.2 1.4

消化器科 消化器科、肝臓内科、内視鏡科 8,540.4 464.0 8,076.5 7,251.7 43.0 779.7 2.0

循環器科 2,567.5 834.0 1,733.5 627.9 84.9 1,020.5 0.2

アレルギー科 1,106.1 540.6 565.5 77.6 0.6 486.8 0.6

リウマチ科 膠原病

小児科 5,225.1 1,938.0 3,287.1 2,537.9 89.6 624.2 35.5

外　科 785.6 345.9 439.7 34.3 88.4 250.0 67.1

整形外科 669.6 193.4 476.2 2.8 345.5 40.1 87.7

形成外科 870.4 677.6 192.8 4.9 55.9 37.2 94.8

脳神経外科 1,113.1 182.3 930.8 3.8 878.1 48.5 0.4

心臓血管外科 759.6 258.1 501.5 21.8 230.8 248.9

小児外科

皮膚科 905.2 120.5 784.7 63.5 5.5 92.7 623.1

泌尿器科 1,217.6 632.0 585.6 17.1 194.9 367.4 6.2

産婦人科
産科、婦人科、不妊診療科
不育診療科、胎児診療科 1,726.1 1,212.5 513.6 20.2 7.6 387.8 97.9

眼　科 739.6 141.0 598.6 15.2 29.7 473.4 80.2

耳鼻咽喉科 1,088.5 209.6 878.9 17.0 90.4 565.6 205.9

リハビリテーション科 471.9 145.8 326.1 0.0 3.4 92.4 230.3

放射線科 放射線診断科、放射線治療科 5,454.2 123.9 5,330.3 1.8 1,314.8 1.3 4,012.4

歯　科 930.3 439.7 490.6 1.9 76.8 63.6 348.3

麻酔科 麻酔科、集中治療科 26.4 21.5 4.8 3.6 0.8 0.4 0.0

　結　核　(再　掲)

2,601.1 976.8 1,624.2 994.7 86.3 426.4 116.7

特掲診療内訳
院内標榜科名標榜診療科名

合 計

総合診療部、救急診療科、内分泌科、
腎臓科、血液腫瘍科、血液内科、遺伝
診療科、新生児科、移植外科、免疫
科、感染症科、ライソゾーム病セン
ター

総点数 基本 特掲診療計
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７　都道府県別にみた患者数【入院】
７－１表　診療科別・都道府県別延入院患者数

内　  科 母性内科 6 37 29 423 94

こころの診療科 36

児童・思春期リエゾン科 12

乳幼児メンタルヘルス科 9 11

神経内科 21 37 2,472 317 2 3

在宅診療科 106 73 2,204 330 3

呼吸器科 呼吸器科 17 23 8 319 157 31 7 2

消化器科 67 505 27 44 43 2,183 847 234 2 36 7

肝臓内科

循環器科 循環器科 4 3 86 130 470 2,891 913 8 5

アレルギー科 アレルギー科 18 56 59 2 5 226 57 1,377 395 69 6 6 61 2

腎臓・リウマチ・
膠原病

126 2 93 109 184 284 3,407 552 3 148 55 117

総合診
（成人診療科含む）

59 20 133 159 23,114 2,497 11 42 9

救急診療科 97 4

血液腫瘍科 182 2 438 184 45 618 1,333 9,607 3,693 72 63 11 336

血液内科

ライソゾーム病センター 1 1

内分泌・代謝科 53 4 4 30 5 36 155 1,279 252 110 4 13 5

遺伝診療科

免疫科 54 178 423 34

新生児科 14 7 7 16 32 31 117 731 740 19,532 2,358 8 8 21 29 7 8

移植外科 253 55 14 11 19 11 3 280 36 121 1,312 2,478 1,211 15 80 19 28 57 137 412

緩和ケア科 22

外    科 外科 46 102 25 367 20 2,704 795 35 12 5

整形外科 整形外科 156 14 17 125 41 26 214 218 2,961 936 25 28 54

形成外科 形成外科 3 48 31 745 312

脳神経外科 脳神経外科 3 2 16 58 26 75 409 243 3,608 1,079 2 25 3 227 5 16 21

心臓血管外科 心臓血管外科 8 4 67 8 4

皮 膚 科 皮 膚 科 3 3 106 23 4

泌尿器科 泌尿器科 8 4 12 31 45 705 246 17 10 22 18 3

不妊診療科 2 1 2 1 93 10

不育診療科 1

胎児診療科 19 85 73 25 103 44 1,896 365 38 10 3 1

産科 31 8 12 93 6 39 347 286 14,071 2,265 13 9 18 8 21 8 9

婦人科

眼     科 眼     科 47 5 35 61 72 276 213 1,219 405 3 3 19 79 75

耳鼻咽喉科 耳鼻咽喉科 16 7 5 4 17 21 44 44 70 1,123 299 20 5 19 18 10 12
リハビリテーション科 リハビリテーション科

放射線診断科

放射線治療科

歯     科 歯科

集中治療科 6 59 13 5 147 447 4,358 1,284 87 120 139

麻酔科

468 298 204 160 78 88 218 1,496 1,038 643 4,472 6,500 105,497 21,729 562 24 69 88 686 417 162 633 928 26

小 児 科

診 療 科 名 院内標榜科名 北海道 青森県 秋田県 山形県 福島県 茨城県 福井県 山梨県 静岡県長野県 岐阜県

合　 　計

栃木県 三重県埼玉県 千葉県 神奈川県 新潟県 富山県 石川県東京都群馬県

精 神 科

神 経 科

消化器科

愛知県

産婦人科

放射線科

麻 酔 科

宮城県岩手県
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７　都道府県別にみた患者数【入院】
７－１表　診療科別・都道府県別延入院患者数

内　  科 母性内科 589

こころの診療科 36

児童・思春期リエゾン科 12

乳幼児メンタルヘルス科 20

神経内科 2,852

在宅診療科 2,716

呼吸器科 呼吸器科 564

消化器科 8 3 2 4,008

肝臓内科

循環器科 循環器科 5 4,515

アレルギー科 アレルギー科 81 2 16 2,438

腎臓・リウマチ・
膠原病

28 5 5,113

総合診
（成人診療科含む）

8 11 7 4 26 26,100

救急診療科 101

血液腫瘍科 37 62 3 8 37 16,731

血液内科

ライソゾーム病センター 2

内分泌・代謝科 15 103 5 6 2,079

遺伝診療科

免疫科 689

新生児科 8 16 46 71 12 8 16 20 23,863

移植外科 3 49 25 118 140 2 3 8 3 35 83 3 4 24 7,052

緩和ケア科 22

外    科 外科 3 15 5 4,134

整形外科 整形外科 6 3 127 8 9 5 19 4,992

形成外科 形成外科 15 8 17 10 1,189

脳神経外科 脳神経外科 2 3 15 3 5,841

心臓血管外科 心臓血管外科 91

皮 膚 科 皮 膚 科 139

泌尿器科 泌尿器科 10 3 1,134

不妊診療科 109

不育診療科 1

胎児診療科 9 10 34 2,715

産科 8 19 8 7 18 7 97 17,408

婦人科

眼     科 眼  科 10 22 5 3 2,552

耳鼻咽喉科 耳鼻咽喉科 13 7 16 3 10 1,783
リハビリテーション科 リハビリテーション科

放射線診断科

放射線治療科

歯     科 歯科

集中治療科 387 187 13 8 7,260

麻酔科

31 60 714 320 86 121 22 145 56 80 18 127 16 3 92 5 15 151 88 25 58 87 46 148,850

小 児 科

産婦人科

放射線科

麻 酔 科

合 計

沖縄県 その他 総計

精 神 科

神 経 科

消化器科

佐賀県 長崎県 熊本県 大分県 宮崎県 鹿児島県山口県 徳島県 香川県 愛媛県 高知県 福岡県奈良県 和歌山県 鳥取県 島根県 岡山県 広島県滋賀県 京都府 大阪府 兵庫県診 療 科 名 院内標榜科名
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７－２表　診療科別・都道府県別一日平均入院患者数
365.0

内　  科 母性内科 0.1 0.1 1.2 0.3

こころの診療科 0.1

児童・思春期リエゾン科

乳幼児メンタルヘルス科

神経内科 0.1 0.1 6.8 0.9

在宅診療科 0.3 0.2 6.0 0.9

呼吸器科 呼吸器科 0.1 0.9 0.4 0.1

消化器科 0.2 1.4 0.1 0.1 0.1 6.0 2.3 0.6 0.1

肝臓内科

循環器科 循環器科 0.2 0.4 1.3 7.9 2.5

アレルギー科 アレルギー科 0.2 0.2 0.6 0.2 3.8 1.1 0.2 0.2

腎臓・リウマチ・
膠原病

0.3 0.3 0.3 0.5 0.8 9.3 1.5 0.4 0.2 0.3

総合診
（成人診療科含む）

0.2 0.1 0.4 0.4 63.3 6.8 0.1

救急診療科 0.3

血液腫瘍科 0.5 1.2 0.5 0.1 1.7 3.7 26.3 10.1 0.2 0.2 0.9

血液内科

ライソゾーム病センター

内分泌・代謝科 0.1 0.1 0.1 0.4 3.5 0.7 0.3

遺伝診療科

免疫科 0.1 0.5 1.2 0.1

新生児科 0.1 0.1 0.3 2.0 2.0 53.5 6.5 0.1 0.1

移植外科 0.7 0.2 0.1 0.8 0.1 0.3 3.6 6.8 3.3 0.2 0.1 0.1 0.2 0.4 1.1

外    科 外科 0.1 0.3 0.1 1.0 0.1 7.4 2.2 0.1

整形外科 整形外科 0.4 0.3 0.1 0.1 0.6 0.6 8.1 2.6 0.1 0.1 0.1

形成外科 形成外科 0.1 0.1 2.0 0.9

脳神経外科 脳神経外科 0.2 0.1 0.2 1.1 0.7 9.9 3.0 0.1 0.6 0.1

心臓血管外科 心臓血管外科 0.2

皮 膚 科 皮 膚 科 0.3 0.1

泌尿器科 泌尿器科 0.1 0.1 1.9 0.7 0.1

不妊診療科 0.3

不育診療科

胎児診療科 0.1 0.2 0.2 0.1 0.3 0.1 5.2 1.0 0.1

産科 0.1 0.3 0.1 1.0 0.8 38.6 6.2 0.1

婦人科

眼     科 眼     科 0.1 0.1 0.2 0.2 0.8 0.6 3.3 1.1 0.1 0.2 0.2

耳鼻咽喉科 耳鼻咽喉科 0.1 0.1 0.1 0.2 3.1 0.8 0.1 0.1
リハビリテーション科 リハビリテーション科

放射線診断科

放射線治療科

歯     科 歯科

集中治療科 0.2 0.4 1.2 11.9 3.5 0.2 0.3 0.4

麻酔科

1.3 0.8 0.6 0.4 0.2 0.2 0.6 4.1 2.8 1.8 12.3 17.8 289.0 59.5 1.5 0.1 0.2 0.2 1.9 1.1 0.4 1.7 2.5 0.1合　　　　計

愛知県 三重県福井県 山梨県

精 神 科

石川県 長野県 岐阜県 静岡県富山県秋田県 山形県 福島県 茨城県 栃木県 群馬県 埼玉県 千葉県 東京都 神奈川県 新潟県宮城県診 療 科 名 院内標榜科名 北海道 青森県 岩手県

麻 酔 科

神 経 科

消化器科

小 児 科

産婦人科

放射線科
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７－２表　診療科別・都道府県別一日平均入院患者数

内　  科 母性内科 1.6

こころの診療科 0.1

児童・思春期リエゾン科

乳幼児メンタルヘルス科 0.1

神経内科 7.8

在宅診療科 7.4

呼吸器科 呼吸器科 1.5

消化器科 11.0

肝臓内科

循環器科 循環器科 12.4

アレルギー科 アレルギー科 6.7

腎臓・リウマチ・
膠原病

14.0

総合診
（成人診療科含む）

0.1 71.5

救急診療科 0.3

血液腫瘍科 0.2 0.1 45.8

血液内科

ライソゾーム病センター

内分泌・代謝科 5.7

遺伝診療科

免疫科 1.9

新生児科 0.1 65.4

移植外科 0.1 0.1 0.3 0.2 0.1 19.3

外    科 外科 11.3

整形外科 整形外科 13.7

形成外科 形成外科 0.3 0.1 3.3

脳神経外科 脳神経外科 16.0

心臓血管外科 心臓血管外科 0.2

皮 膚 科 皮 膚 科 0.4

泌尿器科 泌尿器科 3.1

不妊診療科 0.3

不育診療科

胎児診療科 7.4

産科 0.1 47.7

婦人科 0.3

眼     科 眼     科 7.0

耳鼻咽喉科 耳鼻咽喉科 0.1 4.9
リハビリテーション科 リハビリテーション科

放射線診断科

放射線治療科

歯     科 歯科

集中治療科 19.9

麻酔科

0.1 0.2 2.0 0.9 0.2 0.3 0.1 0.4 0.2 0.2 0.3 0.3 0.4 0.2 0.1 0.2 0.2 0.1 389.0

小 児 科

産婦人科

放射線科

麻 酔 科

合　 　計

沖縄県 その他 総計

精 神 科

神 経 科

消化器科

佐賀県 長崎県 熊本県 大分県 宮崎県 鹿児島県山口県 徳島県 香川県 愛媛県 高知県 福岡県奈良県 和歌山県 鳥取県 島根県 岡山県 広島県滋賀県 京都府 大阪府 兵庫県診 療 科 名 院内標榜科名
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　７－３表　入院患者数の都道府県別構成割合（主な都道府県）

東京都 神奈川県 千葉県 埼玉県 茨城県 栃木県 愛知県 大阪府 山梨県 群馬県 その他

105,497 21,729 6,500 4,472 1,496 1,038 928 714 686 642 5,148

70.9% 14.6% 4.4% 3.0% 1.0% 0.7% 0.6% 0.5% 0.5% 0.4% 3.6%

148850 148850 148850 148850 148850 148850 148850 148850 148850 148850 141974

東京都
70.9%

神奈川県
14.6%

千葉県
4.4%

埼玉県
3.0%

茨城県
1.0%

栃木県
0.7%

愛知県
0.6%

大阪府
0.5% 山梨県

0.5%

群馬県
0.4%

その他
3.5%

東京都

神奈川県

千葉県

埼玉県

茨城県

栃木県

愛知県

大阪府

山梨県

群馬県

その他
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８　都道府県別にみた患者数【新入院】
８－１表　診療科別・都道府県別延べ新入院患者数

内　  科 母性内科 1 3 2 42 5

こころの診療科 3

児童・思春期リエゾン科 1

乳幼児メンタルヘルス科 1 1

神経内科 5 9 271 40 1 1

在宅診療科 18 14 549 75 1

呼吸器科 呼吸器科 1 3 1 52 11 2 1 1

消化器科 5 8 1 8 10 204 50 3 1 7 1

肝臓内科

循環器科 循環器科 1 1 4 7 12 116 23 2 1

アレルギー科 アレルギー科 1 3 1 1 13 11 225 49 3 1 1 7 1

腎臓・リウマチ・
膠原病

1 1 1 7 6 15 22 177 63 1 7 3 2

総合診
（成人診療科含む）

7 2 15 21 1,905 130 2 2 1

救急診療科 110 1
血液腫瘍科 2 1 15 5 5 21 43 411 164 8 2 4 11
血液内科

ライソゾーム病センター 1 1
内分泌・代謝科 1 1 1 2 1 6 11 140 29 2 1 3 1

遺伝診療科
免疫科 5 6 55 3
新生児科 2 1 1 1 2 1 5 22 21 1,416 188 2 1 2 4
移植外科 17 3 2 1 3 1 1 15 8 20 57 122 64 2 4 2 3 7 14 21
緩和ケア科 5

外    科 外科 1 4 3 24 4 417 57 4 1 1

整形外科 整形外科 1 2 2 8 5 4 24 21 351 99 3 3 7

形成外科 形成外科 1 4 5 176 29

脳神経外科 脳神経外科 1 1 2 5 6 4 39 33 507 131 1 1 1 12 1 2 2

心臓血管外科 心臓血管外科 1 3 37 9 1

皮 膚 科 皮 膚 科 1 1 74 8 2

泌尿器科 泌尿器科 2 1 2 4 7 187 48 2 1 3 3 1

不妊診療科 2 1 2 1 85 10

不育診療科 1

胎児診療科 1 8 3 2 23 11 298 47 3 1 2 1

産科 2 2 4 1 1 20 22 1,748 223 1 2 2 1 3 1 1

婦人科

眼     科 眼     科 4 2 3 7 11 42 41 298 86 1 1 3 14 9

耳鼻咽喉科 耳鼻咽喉科 2 1 2 2 1 4 2 7 7 17 345 100 3 1 3 2 2 4
リハビリテーション科 リハビリテーション科

放射線診断科

放射線治療科

歯     科 歯科

集中治療科 1 3 1 1 5 10 284 48 2 1 2

麻酔科

27 9 9 14 5 11 23 88 43 60 358 415 10,610 1,794 22 5 10 7 52 41 15 65 46 2

放射線科

麻 酔 科

精 神 科

神 経 科

消化器科

小 児 科

産婦人科

合　 　計

静岡埼玉 千葉 東京 神奈川 新潟 富山秋田 山形 福島 茨城 栃木 群馬 愛知 三重石川 福井 山梨 長野 岐阜宮城診 療 科 名 院内標榜科名 北海道 青森 岩手
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８　都道府県別にみた患者数【新入院】
８－１表　診療科別・都道府県別延べ新入院患者数

内　  科 母性内科 53

こころの診療科 3

児童・思春期リエゾン科 1

乳幼児メンタルヘルス科 2

神経内科 327

在宅診療科 657

呼吸器科 呼吸器科 72

消化器科 3 1 1 303

肝臓内科

循環器科 循環器科 1 168

アレルギー科 アレルギー科 1 1 1 320

腎臓・リウマチ・
膠原病

1 1 308

総合診
（成人診療科含む）

1 1 1 1 2 2,091

救急診療科 111
血液腫瘍科 1 2 1 2 1 699
血液内科

ライソゾーム病センター 2
内分泌・代謝科 3 2 1 1 206
遺伝診療科

免疫科 69
新生児科 1 2 1 1 1 1 2 1 1,679
移植外科 1 6 2 5 1 1 1 2 1 3 3 1 1 7 402

緩和ケア科 5

外  科 外科 1 2 1 520

整形外科 整形外科 1 1 1 1 1 1 1 537

形成外科 形成外科 2 2 1 1 221

脳神経外科 脳神経外科 1 1 1 1 753

心臓血管外科 心臓血管外科 51

皮 膚 科 皮 膚 科 86

泌尿器科 泌尿器科 1 1 263

不妊診療科 101

不育診療科 1

胎児診療科 1 1 2 404

産科 1 3 1 1 1 1 3 2,045

婦人科

眼  科 眼  科 2 2 1 1 528

耳鼻咽喉科 耳鼻咽喉科 2 2 2 1 1 513
リハビリテーション科 リハビリテーション科

放射線診断科

放射線治療科

歯  科 歯科

集中治療科 2 2 1 1 364

麻酔科

6 5 25 14 4 6 2 2 7 4 1 1 3 1 10 1 4 6 4 3 7 15 3 13,865

小 児 科

産婦人科

放射線科

麻 酔 科

合　 　計

沖縄 その他 合計

精 神 科

神 経 科

消化器科

佐賀県 長崎 熊本 大分 宮崎 鹿児島山口 徳島 香川 愛媛 高知 福岡奈良 和歌山 鳥取県 島根県 岡山 広島滋賀 京都 大阪 兵庫診 療 科 名 院内標榜科名
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８－２表　
診療科別・都道府県別１日平均新入院患者数

365

内　  科 母性内科 0.0 0.0 0.1 0.0

こころの診療科 0.0

児童・思春期リエゾン科

乳幼児メンタルヘルス科

神経内科 0.0 0.0 0.7 0.1

在宅診療科 0.0 0.0 1.5 0.2 0.0

呼吸器科 呼吸器科 0.0 0.0 0.1 0.0 0.0

消化器科 0.0 0.0 0.0 0.0 0.6 0.1 0.0 0.0 0.0

肝臓内科

循環器科 循環器科 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.3 0.1 0.0

アレルギー科 アレルギー科 0.0 0.0 0.0 0.0 0.6 0.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

腎臓・リウマチ・
膠原病

0.0 0.0 0.0 0.1 0.5 0.2 0.0 0.0 0.0 0.0

総合診
（成人診療科含む）

0.0 0.0 0.1 5.2 0.4 0.0

救急診療科 0.3 0.0
血液腫瘍科 0.0 0.0 0.0 0.1 0.1 1.1 0.4 0.0 0.0 0.0
血液内科

ライソゾーム病センター 0.0
内分泌・代謝科 0.0 0.0 0.0 0.0 0.4 0.1 0.0 0.0 0.0

遺伝診療科
免疫科 0.0 0.0 0.2 0.0
新生児科 0.0 0.0 0.0 0.0 0.1 0.1 3.9 0.5 0.0 0.0
移植外科

外  科 外科 0.0 0.1 0.0 1.1 0.2 0.0 0.0

整形外科 整形外科 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.1 0.1 1.0 0.3 0.0 0.0

形成外科 形成外科 0.0 0.0 0.5 0.1

脳神経外科 脳神経外科 0.0 0.0 0.0 0.0 0.1 0.1 1.4 0.4 0.0 0.0 0.0

心臓血管外科 心臓血管外科 0.0 0.0 0.1 0.0

皮 膚 科 皮 膚 科 0.0 0.2 0.0 0.0

泌尿器科 泌尿器科 0.0 0.0 0.0 0.0 0.5 0.1

不妊診療科 0.0 0.0 0.2 0.0

不育診療科

胎児診療科 0.0 0.0 0.0 0.1 0.0 0.8 0.1 0.0 0.0 0.0 0.0

産科 0.0 0.0 0.0 0.1 0.1 4.8 0.6 0.0 0.0

婦人科

眼  科 眼  科 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.1 0.1 0.8 0.2 0.0 0.0 0.0 0.0

耳鼻咽喉科 耳鼻咽喉科 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.9 0.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
リハビリテーション科 リハビリテーション科

放射線診断科

放射線治療科

歯  科 歯科

集中治療科 0.0 0.0 0.0 0.0 0.8 0.1 0.0 0.0

麻酔科

0.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.1 0.2 0.1 0.2 1.0 1.1 28.1 4.9 0.1 0.0 0.0 0.0 0.1 0.1 0.0 0.2 0.1 0.0合　 　計

精 神 科

神 経 科

消化器科

小 児 科

産婦人科

放射線科

麻 酔 科

石川 福井 山梨 長野 岐阜 静岡 三重愛知富山秋田 山形 福島 茨城 栃木 群馬 埼玉 千葉 東京 神奈川 新潟宮城診 療 科 名 院内標榜科名 北海道 青森 岩手
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８－２表　
診療科別・都道府県別１日平均新入院患者数

内　  科 母性内科 0.1 0.1

こころの診療科 0.0

児童・思春期リエゾン科 0.0

乳幼児メンタルヘルス科 0.0

神経内科 0.9

在宅診療科 1.8

呼吸器科 呼吸器科 0.2

消化器科 0.0 0.8

肝臓内科

循環器科 循環器科 0.5

アレルギー科 アレルギー科 0.0 0.0 0.9

腎臓・リウマチ・
膠原病

0.0 0.0 0.8

総合診
（成人診療科含む）

0.0 0.0 0.0 5.7

救急診療科 0.3
血液腫瘍科 0.0 0.0 1.9
血液内科

ライソゾーム病センター 0.0
内分泌・代謝科 0.0 0.0 0.0 0.6
遺伝診療科

免疫科 0.2
新生児科 0.0 0.0 0.0 4.6
移植外科 0.0

外    科 外科 1.4

整形外科 整形外科 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.5

形成外科 形成外科 0.6

脳神経外科 脳神経外科 0.0 0.0 0.0 2.1

心臓血管外科 心臓血管外科 0.1

皮 膚 科 皮 膚 科 0.2

泌尿器科 泌尿器科 0.7

不妊診療科 0.3

不育診療科 0.0

胎児診療科 0.0 1.1

産科 0.0 0.0 5.6

婦人科

眼     科 眼     科 0.0 0.0 1.4

耳鼻咽喉科 耳鼻咽喉科 0.0 0.0 0.0 1.4
リハビリテーション科 リハビリテーション科

放射線診断科

放射線治療科

歯     科 歯科

集中治療科 1.0

麻酔科

0.0 0.0 0.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 38.0

小 児 科

産婦人科

放射線科

麻 酔 科

合 計

沖縄 その他 合計

精 神 科

神 経 科

消化器科

佐賀県 長崎 熊本 大分 宮崎 鹿児島山口 徳島 香川 愛媛 高知 福岡奈良 和歌山 鳥取県 島根県 岡山 広島滋賀 京都 大阪 兵庫診 療 科 名 院内標榜科名
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　８－３表　新入院患者数の都道府県別構成割合（主な都道府県）

東京 神奈川 千葉 埼玉 茨城 静岡 群馬 山梨 愛知 栃木 その他

10,610.0 1,794.0 415.0 358.0 88.0 65.0 60.0 52.0 46.0 43.0 334 13,865

76.5% 12.9% 3.0% 2.6% 0.6% 0.5% 0.4% 0.4% 0.3% 0.3% 2.4% 100.0%

13,865

東京

76.5%

神奈川

12.9%

千葉

3.0%

埼玉

2.6%

茨城

0.6%
静岡

0.5%

群馬

0.4%

山梨

0.4%

愛知

0.3%

栃木

0.3%
その他

2.4%
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９　都道府県別にみた患者数【外来新患】

９－１表　

診療科別・都道府県別延外来患者数【新患】

母性内科 1 2 16 19 334 45
女性総合外来

こころの診療科 1 3 6 93 19
児童・思春期メンタル

ヘルス科・児童・思春期リエゾ
ン科 5 5 88 10

乳幼児メンタルヘルス科 1 18 2
神経内科 1 1 2 2 181 26
在宅診療科 1 1 23 8

呼吸器科 呼吸器科 1 1 2 4 3 36 16 1 1 1
消化器科 1 6 6 152 33 1
肝臓内科

内視鏡科

循環器科 循環器科 1 1 1 6 3 244 17 1 1
アレルギー科 アレルギー科 1 3 1 22 7 439 67 1 1

腎臓・リウマチ・膠原病 3 1 2 3 147 17 1
 総合診（成人診療科含む） 1 1 2 2 7 8 413 40 2
救急診療科 1 1 2 3 2 18 9 11,394 262 1 1 2 2
血液腫瘍科 2 1 10 4 65 23
血液内科 1 14 4

ライソゾーム病センター 2 1 1 8 2
内分泌・代謝科 1 1 6 4 306 48 1 2

遺伝診療科 2 1 11 5 85 7 3 1
免疫科 1 4 4 2 35 4 1
新生児科 8
移植外科 6 1 1 1 3 3 4 10 45 18 1 1 1 4 1
感染症科 2 1

病理診断科

外    科 外科 1 1 2 6 6 290 24 1
整形外科 整形外科 2 1 4 3 3 5 23 8 553 113 2
形成外科 形成外科 1 2 3 1 2 7 175 36 1

脳神経外科 脳神経外科 1 1 1 4 2 9 6 150 34 2
心臓血管外科 心臓血管外科 1

皮 膚 科 皮 膚 科 1 1 2 6 8 599 66
泌尿器科 泌尿器科 1 2 1 2 4 257 38 1 1

不妊診療科 2 1 3 2 106 6
不育診療科 7 1 83 14 1
胎児診療科 1 4 1 24 19 467 84 1 2

産科 1 1 1 2 2 1 13 18 1,445 172 1 2
婦人科 3

眼     科 眼     科 2 1 1 2 4 2 4 7 7 44 30 438 97 1 1 6 14
耳鼻咽喉科 耳鼻咽喉科 1 2 5 3 11 16 702 104 1 1 1 1

リハビリテーション科 リハビリテーション科 4
放射線診断科 2 1 40 2
放射線治療科 7 2

歯科 1 1 3 6 5 10 74 69 1,691 361 1 2 1 6 1
周産期歯科 1 83 7

集中治療科 1
麻酔科 1 1 3 14

19 1 2 10 6 8 20 61 29 45 355 297 21,239 1,829 10 4 5 3 34 29

富山 石川

内　　　科

精 神 科

消化器科

小 児 科

神 経 科

群馬 長野秋田 山形 福島 茨城 栃木 埼玉 千葉宮城診 療 科 名 院内標榜科名 北海道 青森 岩手 東京 神奈川 新潟 福井 山梨

歯     科

産婦人科

麻 酔 科

放射線科

合　　　　計
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９　都道府県別にみた患者数【外来新患】

９－１表　

診療科別・都道府県別延外来患者数【新患】

母性内科

女性総合外来

こころの診療科
児童・思春期メンタル

ヘルス科・児童・思春期リエゾ
ン科

乳幼児メンタルヘルス科

神経内科

在宅診療科

呼吸器科 呼吸器科

消化器科

肝臓内科

内視鏡科

循環器科 循環器科

アレルギー科 アレルギー科

腎臓・リウマチ・膠原病

 総合診（成人診療科含む）

救急診療科

血液腫瘍科

血液内科

ライソゾーム病センター

内分泌・代謝科

遺伝診療科

免疫科

新生児科

移植外科

感染症科

病理診断科

外    科 外科

整形外科 整形外科

形成外科 形成外科

脳神経外科 脳神経外科

心臓血管外科 心臓血管外科

皮 膚 科 皮 膚 科

泌尿器科 泌尿器科

不妊診療科

不育診療科

胎児診療科

産科

婦人科

眼     科 眼     科

耳鼻咽喉科 耳鼻咽喉科

リハビリテーション科 リハビリテーション科

放射線診断科

放射線治療科

歯科

周産期歯科

集中治療科
麻酔科

内 科

精 神 科

消化器科

小 児 科

神 経 科

診 療 科 名 院内標榜科名

歯     科

産婦人科

麻 酔 科

放射線科

合 計

2 2

1 1

1 1

1 1 1 1
2 1 1 1

1
1 1
3 5 6 2 9 1 1 1 1 7

1 1

1
1 1

1

2 5 8 4 2 1

1
4 2

1
1

2
2 1 1
1 1
1 1
1 1
3 1 1
4 6 2 1 1 1 1

5 1 1 2 1
3 1 1 2 1 1 1 1

2 9 1 2

6 42 39 1 4 6 30 8 3 2 2 2 2 2 12

滋賀 京都三重 福岡奈良 和歌山 鳥取県 島根県 岡山 広島大阪 兵庫 山口 徳島 香川 愛媛 高知岐阜 静岡 愛知
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９　都道府県別にみた患者数【外来新患】

９－１表　

診療科別・都道府県別延外来患者数【新患】

母性内科

女性総合外来

こころの診療科
児童・思春期メンタル

ヘルス科・児童・思春期リエゾ
ン科

乳幼児メンタルヘルス科

神経内科

在宅診療科

呼吸器科 呼吸器科

消化器科

肝臓内科

内視鏡科

循環器科 循環器科

アレルギー科 アレルギー科

腎臓・リウマチ・膠原病

 総合診（成人診療科含む）

救急診療科

血液腫瘍科

血液内科

ライソゾーム病センター

内分泌・代謝科

遺伝診療科

免疫科

新生児科

移植外科

感染症科

病理診断科

外    科 外科

整形外科 整形外科

形成外科 形成外科

脳神経外科 脳神経外科

心臓血管外科 心臓血管外科

皮 膚 科 皮 膚 科

泌尿器科 泌尿器科

不妊診療科

不育診療科

胎児診療科

産科

婦人科

眼     科 眼     科

耳鼻咽喉科 耳鼻咽喉科

リハビリテーション科 リハビリテーション科

放射線診断科

放射線治療科

歯科

周産期歯科

集中治療科
麻酔科

内 科

精 神 科

消化器科

小 児 科

神 経 科

診 療 科 名 院内標榜科名

歯     科

産婦人科

麻 酔 科

放射線科

合 計

421

122

1
109

21

1 1 217
33
66

201

279
547
175
478

1 1 1 1 3 11,741
107
19
15

371

1 1 117
52
8

1 1 124
3

1 1 334
723

1 230

1 212
3

687

2 311
122
108
608

1 1 1,677
3

2 673

1 860
4

45
9

1 1 2,248
91
1

19
1 2 2 3 7 12 24,194

その他沖縄 合計佐賀県 長崎 熊本 大分 宮崎 鹿児島
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９－２表　診療科別・都道府県別　
一日平均外来患者数【新患】 243

母性内科 0.0 0.1 0.1 1.4 0.2 0.0
女性総合外来

こころの診療科 0.0 0.0 0.4 0.1
児童・思春期メンタル

ヘルス科・児童・思春期
リエゾン科

0.0 0.0 0.4 0.0

乳幼児メンタルヘルス科 0.0 0.1 0.0
神経内科 0.0 0.0 0.0 0.7 0.1 0.0

在宅診療科 0.0 0.0 0.1 0.0
呼吸器科 呼吸器科 0.0 0.0 0.1 0.1 0.0

消化器科 0.0 0.0 0.6 0.1
肝臓内科

内視鏡科

循環器科 循環器科 0.0 0.0 0.0 1.0 0.1 0.0 0.0
アレルギー科 アレルギー科 0.0 0.1 0.0 1.8 0.3 0.0 0.0 0.0 0.0

腎臓・リウマチ・膠原病 0.0 0.0 0.0 0.6 0.1 0.0
総合診

（成人診療科含む）
0.0 0.0 1.7 0.2 0.0

救急診療科 0.0 0.0 0.0 0.1 0.0 46.9 1.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
血液腫瘍科 0.0 0.0 0.0 0.0 0.3 0.1 0.0
血液内科 0.1 0.0

ライソゾーム病センター 0.0 0.0 0.0 0.0
内分泌・代謝科 0.0 0.0 0.0 0.0 1.3 0.2 0.0 0.0

遺伝診療科 0.0 0.0 0.0 0.3 0.0
免疫科 0.0 0.0 0.1 0.0

新生児科 0.0
移植外科 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.2 0.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
感染症科 0.0 0.0

病理診断科

外  科 外科 0.0 0.0 0.0 1.2 0.1
整形外科 整形外科 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.1 0.0 2.3 0.5 0.0 0.0
形成外科 形成外科 0.0 0.0 0.0 0.0 0.7 0.1

脳神経外科 脳神経外科 0.0 0.0 0.0 0.0 0.6 0.1 0.0
心臓血管外科 心臓血管外科 0.0 0.0

皮 膚 科 皮 膚 科 0.0 0.0 0.0 2.5 0.3 0.0 0.0
泌尿器科 泌尿器科 0.0 0.0 1.1 0.2

不妊診療科 0.0 0.0 0.0 0.4 0.0
不育診療科 0.0 0.0 0.3 0.1
胎児診療科 0.0 0.0 0.0 0.1 0.1 1.9 0.3 0.0 0.0 0.0

産科 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.1 0.1 5.9 0.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
婦人科 0.0

眼  科 眼  科 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.2 0.1 1.8 0.4 0.0 0.0 0.0 0.1 0.0 0.0 0.0
耳鼻咽喉科 耳鼻咽喉科 0.0 0.0 0.0 0.1 2.9 0.4 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

リハビリテーション科 リハビリテーション科 0.0
放射線診断科 0.0 0.2 0.0
放射線治療科 0.0 0.0

歯科 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.3 0.3 7.0 1.5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
周産期歯科 0.3 0.0
集中治療科

麻酔科 0.1

0.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.1 0.3 0.1 0.2 1.5 1.2 87.4 7.5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.1 0.1 0.0 0.2 0.2 0.0 0.0 0.0 0.1 0.0合　 　計

内　 　科

精 神 科

宮城診 療 科 名 院内標榜科名 北海道 青森 岩手 富山秋田 山形 福島 茨城 栃木 群馬 埼玉 千葉 東京 神奈川 新潟 大阪 兵庫石川 福井 山梨 長野 岐阜 静岡 愛知 三重 滋賀 京都 奈良

麻 酔 科

神 経 科

消化器科

小 児 科

産婦人科

放射線科

歯  科
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９－２表　診療科別・都道府県別　
一日平均外来患者数【新患】

母性内科

女性総合外来

こころの診療科
児童・思春期メンタル

ヘルス科・児童・思春期
リエゾン科

乳幼児メンタルヘルス科

神経内科

在宅診療科

呼吸器科 呼吸器科

消化器科

肝臓内科

内視鏡科

循環器科 循環器科

アレルギー科 アレルギー科

腎臓・リウマチ・膠原病

総合診
（成人診療科含む）

救急診療科

血液腫瘍科

血液内科

ライソゾーム病センター

内分泌・代謝科

遺伝診療科

免疫科

新生児科

移植外科

感染症科

病理診断科

外  科 外科

整形外科 整形外科

形成外科 形成外科

脳神経外科 脳神経外科

心臓血管外科 心臓血管外科

皮 膚 科 皮 膚 科

泌尿器科 泌尿器科

不妊診療科

不育診療科

胎児診療科

産科

婦人科

眼  科 眼  科

耳鼻咽喉科 耳鼻咽喉科

リハビリテーション科 リハビリテーション科

放射線診断科

放射線治療科

歯科

周産期歯科

集中治療科
麻酔科

合　 　計

内　 　科

精 神 科

診 療 科 名 院内標榜科名

麻 酔 科

神 経 科

消化器科

小 児 科

産婦人科

放射線科

歯  科

1.7

0.5

0.0 0.4

0.1
0.0 0.0 0.9

0.1
0.3

0.0 0.8

0.0 1.1
0.0 0.0 2.3

0.7

2.0

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 48.3
0.4
0.1
0.1
1.5

0.0 0.0 0.5
0.2
0.0

0.0 0.0 0.0 0.5
0.0

0.0 0.0 1.4
3.0

0.0 0.9
0.0 0.0 0.9

0.0
0.0 2.8

0.0 1.3
0.5

0.0 0.4
0.0 2.5

0.0 0.0 0.0 0.0 6.9
0.0

0.0 0.0 2.8
0.0 0.0 0.0 0.0 3.5

0.0
0.2
0.0

0.0 0.0 9.3
0.4
0.0

0.1

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 99.6

その他 合計佐賀県 長崎 熊本 大分 宮崎 鹿児島 沖縄福岡和歌山 鳥取県 島根県 岡山 広島 山口 徳島 香川 愛媛 高知
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９－３表　外来患者数（新患）の都道府県別構成割合（主な都道府県）

東京 神奈川 埼玉 千葉 茨城 群馬 静岡 愛知 山梨 大阪 その他

21,239 1,829 355 297 61 45 42 39 34 30 223

87.8% 7.6% 1.5% 1.2% 0.3% 0.2% 0.2% 0.2% 0.1% 0.1% 0.9% 　

24,194

東京

87.8%

神奈川

7.6%

埼玉

1.5%

千葉

1.2%
茨城

0.3%

群馬

0.2%

静岡

0.2%
愛知

0.2%

山梨

0.1% 大阪

0.1% その他

0.9%
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１０　都道府県別にみた患者数【外来再診】
１０－１表　診療科別・都道府県別
延外来患者数【再診】

母性内科 3 6 1 5 8 19 4 6 219 142 7,111 1,109 3 3 2 2 8 5 9
女性総合外来

こころの診療科 2 1 5 90 104 3,313 524 1 3 3 1 7 9 9

児童・思春期メンタル
ヘルス科・児童・思春期リエゾン科

1 1 5 1 94 85 2,503 442 1 2 4 5 1

乳幼児メンタルヘルス科 1 10 5 913 108 2 4 2
神経内科 2 1 9 21 6 125 142 5,808 1,199 3 2 13 1 3 8 7

在宅診療科 101 70 2,642 296 3
呼吸器科 呼吸器科 3 10 1 1 13 85 43 1,135 338 4 2 1 1 5

消化器科 2 6 29 24 9 106 163 3,059 715 2 5 57 1 14 8 6
肝臓内科

内視鏡科

循環器科 循環器科 2 4 5 39 10 7 152 208 3,697 781 4 18 5 6 5 3
アレルギー科 アレルギー科 1 18 76 10 11 588 390 12,642 2,475 31 2 33 7 26 11 3 5

腎臓・リウマチ・膠原病 1 1 5 64 16 21 185 291 3,997 1,094 2 1 53 11 1 11 25 6
総合診

（成人診療科含む）
1 1 1 3 7 51 14 12 284 295 11,213 1,642 12 1 37 5 30 5 3 3 2

救急診療科 2 1 1 9 2 3 107 55 9,433 678 1 8 2 3 5
血液腫瘍科 4 1 3 1 27 50 35 154 191 2,950 961 3 3 1 30 1 4 45 17 6 10
血液内科 22 16 326 55

ライソゾーム病センター 4 12 3 15 22 441 154 1
内分泌・代謝科 2 10 1 1 19 71 41 30 430 514 11,910 2,484 15 3 1 53 14 7 31 11 5 2 2 1

遺伝診療科 1 6 8 2 2 36 44 932 213 1 4 4 1 2 2 1
免疫科 7 40 65 784 167 2

新生児科 4 2 8 31 30 2,796 321 4 1 1
移植外科 48 12 2 5 11 11 4 97 12 79 361 421 1,291 773 27 1 4 4 27 40 26 115 93 6 5 12
感染症科 5 1 1 2 4 1 5 3 31 40 163 67 3 1 1 1 10 7 9 10 2 2
病理診断科

外    科 外科 1 1 1 1 20 4 6 171 124 3,687 761 23 1 2 20 1 1 5 1 2
整形外科 整形外科 9 7 17 1 1 32 68 54 59 338 257 8,234 2,034 8 2 4 2 60 29 1 48 5 1 4 4
形成外科 形成外科 1 1 3 1 4 24 12 21 85 101 2,699 482 5 4 12 3 4 3 1 3 1

脳神経外科 脳神経外科 2 1 2 1 2 1 7 17 3 18 153 141 2,628 779 4 2 1 34 5 7 7 2 1 3
心臓血管外科 心臓血管外科 2 5 4 132 24 2
皮 膚 科 皮 膚 科 4 1 46 13 19 129 163 6,323 1,089 2 2 26 4 4 1
泌尿器科 泌尿器科 1 1 5 37 2 20 113 87 2,989 774 9 7 1 3 23 11 25 2

不妊診療科 12 8 11 63 28 3,025 357 10 1
不育診療科 1 35 12 553 117 3 2
胎児診療科 8 7 1 61 45 2,261 308 6 4 3

産科 10 5 6 10 6 14 7 178 209 18,444 2,226 2 8 1 25 8 26 9 7 1 10
婦人科 3 3 113 14

眼     科 眼     科 17 4 4 4 7 9 38 93 63 127 627 720 6,440 2,162 22 2 10 1 71 79 4 69 39 4 3 12
耳鼻咽喉科 耳鼻咽喉科 4 4 9 19 4 17 176 202 6,174 1,276 4 2 4 9 11 1 13 8 2 2 2 6

リハビリテーション科 リハビリテーション科 4 6 61 23 1,218 257 11 1 1 2 2
放射線診断科 1 5 10 6 186 49 3
放射線治療科 1 4 297 70

歯科 1 16 6 3 61 67 1,645 363 1 2 7 1 2 1 4 1 2
周産期歯科 259 38

集中治療科 10 1
麻酔科 3 1 2 1 3 7 10 15 85 104 2,688 505 1 1 18 6 8 6 1 3

112 37 44 44 49 38 213 931 391 572 5,620 5,636 159,064 30,282 183 39 43 20 636 285 76 565 307 38 13 31 116合 計

内 科

精 神 科

大阪石川 福井 山梨 長野 岐阜 静岡 愛知 三重 滋賀 京都富山秋田 山形 福島 茨城 栃木 群馬 埼玉 千葉 東京 神奈川 新潟宮城診 療 科 名 院内標榜科名 北海道 青森 岩手

麻 酔 科

神 経 科

消化器科

小 児 科

産婦人科

放射線科

歯     科
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１０　都道府県別にみた患者数【外来再診】
１０－１表　診療科別・都道府県別
延外来患者数【再診】

母性内科

女性総合外来

こころの診療科

児童・思春期メンタル
ヘルス科・児童・思春期リエゾン科

乳幼児メンタルヘルス科

神経内科

在宅診療科

呼吸器科 呼吸器科

消化器科

肝臓内科

内視鏡科

循環器科 循環器科

アレルギー科 アレルギー科

腎臓・リウマチ・膠原病

総合診
（成人診療科含む）

救急診療科

血液腫瘍科

血液内科

ライソゾーム病センター

内分泌・代謝科

遺伝診療科

免疫科

新生児科

移植外科

感染症科

病理診断科

外    科 外科

整形外科 整形外科

形成外科 形成外科

脳神経外科 脳神経外科

心臓血管外科 心臓血管外科

皮 膚 科 皮 膚 科

泌尿器科 泌尿器科

不妊診療科

不育診療科

胎児診療科

産科

婦人科

眼     科 眼     科

耳鼻咽喉科 耳鼻咽喉科

リハビリテーション科 リハビリテーション科

放射線診断科

放射線治療科

歯科

周産期歯科

集中治療科
麻酔科

合　　　　計

内　　　科

精 神 科

診 療 科 名 院内標榜科名

麻 酔 科

神 経 科

消化器科

小 児 科

産婦人科

放射線科

歯     科

1 1 1 5 8,673

2 3 1 5 4,083

1 1 3,147

1,045
1 1 7,352

3,112
1 1,643

2 1 2 1 1 4,213

5 2 7 4,960
21 1 7 2 3 2 16,365
1 4 5 1 5,796

1 1 1 2 1 13,628

1 1 1 1 2 10,316
1 2 1 4,501

419
652

5 2 2 2 1 3 2 4 2 1 3 15,685
1,259
1,065

1 3,199
11 2 3 1 1 2 2 2 3 18 2 2 1 19 3,556

1 1 3 2 4 380

1 1 2 3 4,840
1 4 1 3 2 9 1 1 4 5 5 11,315

1 1 1 2 2 3,477
2 4 2 1 1 1 3,832

169
1 1 7,828

2 2 1 4 4,119
3,515

1 724
5 2,709

2 10 8 8 21,240
3 136

3 1 1 7 4 2 2 1 3 1 3 1 9 10,669
2 3 1 7,955

1,586
260
372

1 1 2,185
297
11

1 1 1 1 1 1 1 2 3,477
60 3 8 6 7 12 29 10 6 7 9 16 33 5 40 18 15 10 18 68 205,765

その他沖縄福岡奈良 和歌山鳥取県島根県 岡山 広島 山口 徳島 香川 愛媛 高知 合計佐賀県 長崎 熊本 大分 宮崎 鹿児島兵庫
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１０－２表　診療科別・都道府県別
一日平均外来患者数【再診】 243

母性内科 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.1 0.0 0.0 0.9 0.6 29.3 4.6 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
女性総合外来

児童・思春期リエゾン科 0.0 0.0 0.0 0.4 0.4 13.6 2.2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
児童・思春期メンタル

ヘルス科
0.0 0.0 0.0 0.0 0.4 0.3 10.3 1.8 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

乳幼児メンタルヘルス科 0.0 0.0 0.0 3.8 0.4 0.0 0.0 0.0
神経内科 0.0 0.0 0.0 0.1 0.0 0.5 0.6 23.9 4.9 0.0 0.0 0.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

在宅診療科 0.4 0.3 10.9 1.2 0.0
呼吸器科 呼吸器科 0.0 0.0 0.0 0.0 0.1 0.3 0.2 4.7 1.4 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

消化器科 0.0 0.0 0.1 0.1 0.0 0.4 0.7 12.6 2.9 0.0 0.0 0.2 0.0 0.1 0.0 0.0 0.0
肝臓内科

内視鏡科

循環器科 循環器科 0.0 0.0 0.0 0.2 0.0 0.0 0.6 0.9 15.2 3.2 0.0 0.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
アレルギー科 アレルギー科 0.0 0.1 0.3 0.0 0.0 2.4 1.6 52.0 10.2 0.1 0.0 0.1 0.0 0.1 0.0 0.0 0.0 0.1

腎臓・リウマチ・膠原病 0.0 0.0 0.0 0.3 0.1 0.1 0.8 1.2 16.4 4.5 0.0 0.0 0.2 0.0 0.0 0.0 0.1 0.0 0.0
総合診

（成人診療科含む）
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.2 0.1 0.0 1.2 1.2 46.1 6.8 0.0 0.0 0.2 0.0 0.1 0.0 0.0 0.0 0.0

救急診療科 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.4 0.2 38.8 2.8 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
血液腫瘍科 0.0 0.0 0.0 0.0 0.1 0.2 0.1 0.6 0.8 12.1 4.0 0.0 0.0 0.0 0.1 0.0 0.0 0.2 0.1 0.0 0.0 0.0
血液内科 0.1 0.1 1.3 0.2

ライソゾーム病センター 0.0 0.0 0.0 0.1 0.1 1.8 0.6 0.0
内分泌・代謝科 0.0 0.0 0.0 0.0 0.1 0.3 0.2 0.1 1.8 2.1 49.0 10.2 0.1 0.0 0.0 0.2 0.1 0.0 0.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

遺伝診療科 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.1 0.2 3.8 0.9 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
免疫科 0.0 0.2 0.3 3.2 0.7 0.0

新生児科 0.0 0.0 0.0 0.1 0.1 11.5 1.3 0.0 0.0 0.0 0.0
移植外科 0.2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.4 0.0 0.3 1.5 1.7 5.3 3.2 0.1 0.0 0.0 0.0 0.1 0.2 0.1 0.5 0.4 0.0 0.0 0.0 0.0
感染症科 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.1 0.2 0.7 0.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
病理診断科

外    科 外科 0.0 0.0 0.0 0.0 0.1 0.0 0.0 0.7 0.5 15.2 3.1 0.1 0.0 0.0 0.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
整形外科 整形外科 0.0 0.0 0.1 0.0 0.0 0.1 0.3 0.2 0.2 1.4 1.1 33.9 8.4 0.0 0.0 0.0 0.0 0.2 0.1 0.0 0.2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
形成外科 形成外科 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.1 0.0 0.1 0.3 0.4 11.1 2.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
脳神経外科 脳神経外科 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.1 0.0 0.1 0.6 0.6 10.8 3.2 0.0 0.0 0.0 0.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

心臓血管外科 心臓血管外科 0.0 0.0 0.0 0.5 0.1 0.0
皮 膚 科 皮 膚 科 0.0 0.0 0.2 0.1 0.1 0.5 0.7 26.0 4.5 0.0 0.0 0.1 0.0 0.0 0.0
泌尿器科 泌尿器科 0.0 0.0 0.0 0.2 0.0 0.1 0.5 0.4 12.3 3.2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.1 0.0 0.1 0.0

不妊診療科 0.0 0.0 0.0 0.3 0.1 12.4 1.5 0.0 0.0
不育診療科 0.0 0.1 0.0 2.3 0.5 0.0 0.0
胎児診療科 0.0 0.0 0.0 0.3 0.2 9.3 1.3 0.0 0.0 0.0

産科 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.1 0.0 0.7 0.9 75.9 9.2 0.0 0.0 0.0 0.1 0.0 0.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
婦人科 0.0 0.0 0.5 0.1

眼     科 眼     科 0.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.2 0.4 0.3 0.5 2.6 3.0 26.5 8.9 0.1 0.0 0.0 0.0 0.3 0.3 0.0 0.3 0.2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
耳鼻咽喉科 耳鼻咽喉科 0.0 0.0 0.0 0.1 0.0 0.1 0.7 0.8 25.4 5.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

リハビリテーション科 リハビリテーション科 0.0 0.0 0.3 0.1 5.0 1.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
放射線診断科 0.0 0.0 0.0 0.0 0.8 0.2 0.0
放射線治療科 0.0 0.0 1.2 0.3

歯科 0.0 0.1 0.0 0.0 0.3 0.3 6.8 1.5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
周産期歯科 1.1 0.2

集中治療科 0.0 0.0
麻酔科 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.1 0.3 0.4 11.1 2.1 0.0 0.0 0.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

0.5 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.9 3.8 1.6 2.4 23.1 23.2 654.6 124.6 0.8 0.2 0.2 0.1 2.6 1.2 0.3 2.3 1.3 0.2 0.1 0.1 0.5 0.2 0.0合　　　　計

内　　　科

精 神 科

奈良兵庫石川 福井 山梨 長野 岐阜 静岡 三重 滋賀 京都 大阪愛知富山秋田 山形 福島 茨城 栃木 群馬 埼玉 千葉 東京 神奈川 新潟宮城診 療 科 名 院内標榜科名 北海道 青森 岩手

麻 酔 科

神 経 科

消化器科

小 児 科

産婦人科

放射線科

歯     科
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１０－２表　診療科別・都道府県別
一日平均外来患者数【再診】

母性内科

女性総合外来

児童・思春期リエゾン科

児童・思春期メンタル
ヘルス科

乳幼児メンタルヘルス科

神経内科

在宅診療科

呼吸器科 呼吸器科

消化器科

肝臓内科

内視鏡科

循環器科 循環器科

アレルギー科 アレルギー科

腎臓・リウマチ・膠原病

総合診
（成人診療科含む）

救急診療科

血液腫瘍科

血液内科

ライソゾーム病センター

内分泌・代謝科

遺伝診療科

免疫科

新生児科

移植外科

感染症科

病理診断科

外    科 外科

整形外科 整形外科

形成外科 形成外科

脳神経外科 脳神経外科

心臓血管外科 心臓血管外科

皮 膚 科 皮 膚 科

泌尿器科 泌尿器科

不妊診療科

不育診療科

胎児診療科

産科

婦人科

眼     科 眼     科

耳鼻咽喉科 耳鼻咽喉科

リハビリテーション科 リハビリテーション科

放射線診断科

放射線治療科

歯科

周産期歯科

集中治療科
麻酔科

合 計

内 科

精 神 科

診 療 科 名 院内標榜科名

麻 酔 科

神 経 科

消化器科

小 児 科

産婦人科

放射線科

歯     科

0.0 0.0 0.0 35.7

0.0 0.0 0.0 16.8

0.0 0.0 13.0

4.3
0.0 30.3

12.8
0.0 6.8

0.0 0.0 0.0 0.0 17.3

0.0 0.0 20.4
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 67.3

0.0 0.0 0.0 23.9

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 56.1

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 42.5
0.0 0.0 18.5

1.7
2.7

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 64.5
5.2
4.4

13.2
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.1 0.0 0.0 0.0 0.1 14.6

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.6

0.0 0.0 0.0 0.0 19.9
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 46.6

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 14.3
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 15.8

0.7
0.0 0.0 32.2

0.0 0.0 0.0 0.0 17.0
14.5

0.0 3.0
0.0 11.1

0.0 0.0 0.0 87.4
0.0 0.6

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 43.9
0.0 0.0 32.7

6.5
1.1
1.5

0.0 0.0 9.0
1.2
0.0

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 14.3

0.0 0.0 0.0 0.0 0.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.1 0.1 0.0 0.2 0.1 0.1 0.0 0.1 0.3 846.8

その他沖縄福岡和歌山 鳥取県 島根県 岡山 広島 山口 徳島 香川 愛媛 高知 合計佐賀県 長崎 熊本 大分 宮崎 鹿児島
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１０－３表　外来患者数（再診）の都道府県別構成割合（主な都道府県）

東京 神奈川 千葉 埼玉 茨城 山梨 群馬 静岡 栃木 愛知 その他

159,064 30,282 5,636 5,620 931 636 572 565 391 307 1,761

77.3% 14.7% 2.7% 2.7% 0.5% 0.3% 0.3% 0.3% 0.2% 0.1% 0.9%

205,765 205765 205765 205765 205765 205765 205765 205765 205765 205765 205,765

東京

77.3%

神奈川

14.7%

千葉

2.7%

埼玉

2.7%
茨城

0.5%

山梨

0.3%

群馬

0.3%
静岡

0.3%

栃木

0.2% 愛知

0.1% その他

0.9%
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１１　地域別患者数（東京都）
１１－１表
東京都の診療科別・市区町村別入院患者数

院内標榜科名

内　  科 母性内科 7 31 33 8 15 97 1 94 45

こころの診療科

児童・思春期メンタル
ヘルス科・児童・思春期リ

エゾン科

乳幼児メンタルヘルス科 11

神経内科 43 17 35 14 19 76 63 105 26 1,176 30 24 396 6 17 83 26 42 38

在宅診療科 16 18 13 23 2 9 36 31 18 22 74 788 45 93 170 71 9 17 22 113 61 111 2 4

呼吸器科 呼吸器科 4 12 4 14 49 8 120 5 2 12 21 5 36

消化器科 8 2 62 48 3 2 10 47 119 789 95 7 9 2 7 4 14 41 119 16 4

肝臓内科

循環器科 循環器科 36 44 16 67 88 16 1,342 60 100 120 12 68 16 72 20 60

アレルギー科 アレルギー科 13 6 129 80 2 5 91 38 14 617 12 1 43 27 9 59 43 4 2 21
腎臓・リウマチ・

膠原病
3 3 133 28 13 548 294 245 906 12 124 35 50 114 64 70 358 3

総合診
（成人診療科含む）

26 34 199 159 103 6 46 40 92 1,347 796 13,083 424 312 1,130 50 107 13 211 361 326 60 123 180 15

救急診療科 1 1 2 2 78 5
血液腫瘍科 12 10 192 3 131 366 250 65 2,315 201 1,145 1,145 169 14 683 1,034 163 154 10 5
血液内科

ライソゾーム病センター 1
内分泌・代謝科 16 9 35 5 24 123 32 92 498 17 12 105 9 9 7 19 71 5 74 2
遺伝診療科

免疫科 29 1 3 62 183 4 13 7 5 44 51
新生児科 8 170 215 542 42 92 22 23 565 420 357 9,580 633 346 1,071 131 150 233 540 99 46 302 57
移植外科 28 28 6 159 23 48 9 28 197 87 145 5 20 143 156 465 21 51 249 215

緩和ケア科 2 20

病理診断科

外    科 外科 4 15 7 36 30 115 52 1,370 63 124 138 8 48 48 66 3 19 173

整形外科 整形外科 14 29 135 13 3 42 8 35 158 149 181 732 40 35 60 84 71 94 88 97 91 82 33

形成外科 形成外科 2 35 17 12 6 15 5 36 14 260 8 26 43 6 1 1 11 22 32 6 2 13 1

脳神経外科 脳神経外科 30 36 77 38 19 156 57 38 106 161 210 1,135 49 87 202 24 18 159 179 53 18 63 183 52

心臓血管外科 心臓血管外科 1 3 4 3 38 1 3 3

皮 膚 科 皮 膚 科 2 2 2 6 3 2 40 2 6 7 5 2 3

泌尿器科 泌尿器科 23 9 8 10 33 25 64 280 1 46 10 3 16 5 32 7 1

不妊診療科 1 2 4 58 3 2 4 2

不育診療科 1

胎児診療科 6 40 38 27 1 25 10 42 89 31 616 92 75 82 4 42 25 80 12 28 48

産科 16 14 96 116 38 34 37 66 184 391 349 8,462 423 252 813 100 21 54 243 62 35 96 13

婦人科

眼     科 眼     科 14 7 46 1 2 3 92 53 60 32 221 12 22 107 17 21 19 18 40 59 18 16 16 19

耳鼻咽喉科 耳鼻咽喉科 18 7 10 6 16 15 35 116 384 7 17 75 25 16 65 46 16 7 30 2

リハビリテーション科 リハビリテーション科

放射線診断科

放射線治療科

歯     科 歯科

集中治療科 7 64 221 89 18 23 93 88 76 167 237 1,414 103 3 373 30 30 15 49 224 169 39 358 7

麻酔科

203 539 1,423 1,457 488 586 387 812 2,687 3,976 3,367 46,671 2,484 2,717 6,388 794 925 158 1,262 3,521 2,296 794 1,973 1,072 295

放射線科

合　 　計

診 療 科 名 江戸川区 八王子市 立川市葛飾区大田区 世田谷区 渋谷区 中野区 杉並区 豊島区 北区 荒川区 板橋区 練馬区 足立区

麻 酔 科

目黒区千代田区 中央区 港区 新宿区 文京区 台東区 墨田区 江東区 品川区

精 神 科

神 経 科

消化器科

産婦人科

小 児 科
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１１　地域別患者数（東京都）
１１－１表
東京都の診療科別・市区町村別入院患者数

院内標榜科名

内　  科 母性内科

こころの診療科

児童・思春期メンタル
ヘルス科・児童・思春期リ

エゾン科

乳幼児メンタルヘルス科

神経内科

在宅診療科

呼吸器科 呼吸器科

消化器科

肝臓内科

循環器科 循環器科

アレルギー科 アレルギー科
腎臓・リウマチ・

膠原病
総合診

（成人診療科含む）

救急診療科
血液腫瘍科
血液内科

ライソゾーム病センター
内分泌・代謝科
遺伝診療科

免疫科
新生児科
移植外科

緩和ケア科

病理診断科

外    科 外科

整形外科 整形外科

形成外科 形成外科

脳神経外科 脳神経外科

心臓血管外科 心臓血管外科

皮 膚 科 皮 膚 科

泌尿器科 泌尿器科

不妊診療科

不育診療科

胎児診療科

産科

婦人科

眼     科 眼     科

耳鼻咽喉科 耳鼻咽喉科

リハビリテーション科 リハビリテーション科

放射線診断科

放射線治療科

歯     科 歯科

集中治療科

麻酔科

放射線科

合　 　計

診 療 科 名

麻 酔 科

精 神 科

神 経 科

消化器科

産婦人科

小 児 科

49 41 2

2 17 14 10 2 20 15 4 7 113 2 22 8

6 53 61 67 134 27 1 3 29 13 7 29 2 2 2

19 8 5

23 45 349 5 21 18 244 3 28 1 2 11 5 2 12

28 12 28 285 12 271 118

35 8 6 44 14 5 10 26 6 5 2

15 95 70 149 52 9 14

101 157 370 1,198 611 36 9 18 36 72 1,104 19 24 9 11 4

1 4 2 1
195 55 510 497 6 5 4 259 2

27 10 9 69

11 8 2
57 267 454 45 1,453 502 7 62 6 71 14 740 8 43 54 99
3 54 5 31 3 8 205 47 10 3 17 3 3 3

13 30 59 62 85 6 96 3 16 12

36 30 64 124 156 51 26 9 102 25 3 35 26

11 33 18 6 24 23 6 4 8 7 6 6 6 6 1

48 136 2 89 35 19 4 21 1 97 3 1

1 5 4 1

2 2 7 6 1 4 2

8 19 1 11 54 3 9 9 9 9

4 3 2 6 1 1

20 32 52 132 31 77 7 59 4 26 8 7 4 24

47 129 54 729 133 15 11 6 28 20 688 20 48 160 62

5 55 3 17 3 16 61 24 17 50 1 5 19 10 5 4 9

1 9 3 5 24 30 52 5 1 48 10 6 15 1

94 7 18 19 104 66 7 113 6 15 12

672 1,272 984 980 14 4,730 2,981 546 200 235 141 176 127 16 3,863 26 46 67 19 428 311 6 19 240

西多摩郡多摩市
あきる野

市
西東京市

武蔵村山
市

日野市 東村山市 国分寺市 東大和市 清瀬市 稲城市福生市 狛江市 羽村市
東久留米

市
小平市武蔵野市 三鷹市 青梅市 府中市 昭島市 調布市 町田市 小金井市 国立市
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１１　地域別患者数（東京都）
１１－１表
東京都の診療科別・市区町村別入院患者数

院内標榜科名

内　  科 母性内科

こころの診療科

児童・思春期メンタル
ヘルス科・児童・思春期リ

エゾン科

乳幼児メンタルヘルス科

神経内科

在宅診療科

呼吸器科 呼吸器科

消化器科

肝臓内科

循環器科 循環器科

アレルギー科 アレルギー科
腎臓・リウマチ・

膠原病
総合診

（成人診療科含む）

救急診療科
血液腫瘍科
血液内科

ライソゾーム病センター
内分泌・代謝科
遺伝診療科

免疫科
新生児科
移植外科

緩和ケア科

病理診断科

外    科 外科

整形外科 整形外科

形成外科 形成外科

脳神経外科 脳神経外科

心臓血管外科 心臓血管外科

皮 膚 科 皮 膚 科

泌尿器科 泌尿器科

不妊診療科

不育診療科

胎児診療科

産科

婦人科

眼     科 眼     科

耳鼻咽喉科 耳鼻咽喉科

リハビリテーション科 リハビリテーション科

放射線診断科

放射線治療科

歯     科 歯科

集中治療科

麻酔科

放射線科

合　　　　計

診 療 科 名

麻 酔 科

精 神 科

神 経 科

消化器科

産婦人科

小 児 科

423

11

2,472

2,204

324

1 2,178

2,891

1,377

3,407

43 7 42 23,114

97
7 9,607

1
1,279

423
6 19,532

2,478

22

3 2,704

2,961

6 745

2 3,608

67

106

705

93

1

1,896

6 14,071

1,219

1,123

4,358

2 7 61 7 1 3 42 105,497

小笠原村大島支庁 大島町 利島村 新島村 神津島村 三宅支庁
西多摩郡
檜原村

西多摩郡
奥多摩町

西多摩郡
瑞穂町

西多摩郡
日の出町 総計

三宅島三
宅村

御蔵島村 八丈支庁
八丈島八

丈町
青ヶ島村

小笠原支
庁

642



１１－２表　東京都の入院患者数の主な市区町村割合

世田谷区 杉並区 調布市 目黒区 狛江市 練馬区 大田区 町田市 中野区 品川区 その他

44.2% 6.1% 4.5% 3.8% 3.7% 3.3% 3.2% 2.8% 2.6% 2.5% 23.4% 100.0%

46616 6386 4727 3975 3857 3519 3364 2979 2716 2687 24671 105497

世田谷区

44.2%

杉並区

6.1%

調布市

4.5%

目黒区

3.8%狛江市

3.7%

練馬区

3.3%

大田区

3.2%

町田市

2.8%

中野区

2.6%

品川区

2.5% その他

23.4%
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１２　地域別（東京都）の外来患者数【新患】
１２－１表　東京都の診療科別・市区町村別
外来患者数【新患】

母性内科 1 3 5 4 2 1 3 5 6 17 8 156 13 7 27 6 1 11

女性総合外来

こころの診療科 1 1 2 2 2 2 8 2 33 1 3 4 1 2 4
児童・思春期メンタル

ヘルス科・児童・思春期リエゾン科
2 1 1 1 2 2 1 4 5 33 3 1 2 1 5

乳幼児メンタルヘルス科 1 9 3

神経内科 2 7 5 1 1 2 4 9 3 94 3 2 13 1 7

在宅診療科 1 1 1 1 1 2 1

呼吸器科 呼吸器科 2 2 1 1 3 1 6 1 2 1 1 3

消化器科 3 6 1 3 2 10 3 79 4 3 6 2 3

肝臓内科

内視鏡科

循環器科 循環器科 2 1 2 1 2 1 7 1 168 1 1 5 3 1 3
アレルギー科 アレルギー科 4 12 6 8 2 4 1 2 3 24 4 243 6 8 35 4 7 3 3 14

腎臓・リウマチ・膠原病 2 1 2 7 8 6 65 4 9 1 2 3
総合診

（成人診療科含む）
3 4 1 4 2 3 9 14 8 244 7 2 24 3 2 1 4 8

救急診療科 5 7 26 29 4 6 7 14 22 326 147 8,799 76 27 505 3 4 4 6 29
血液腫瘍科 1 2 3 1 2 1 3 20 1 3 1 1 2 1
血液内科 2 1 1 1 3 1 1 1

ライソゾーム病センター 1
内分泌・代謝科 3 3 5 1 3 13 2 184 4 4 17 1 3

遺伝診療科 1 7 1 3 1 1 3 4 1 5 26 3 2 3
免疫科 1 1 1 1 2 10 2 2 2
新生児科 8
移植外科 1 1 4 2 1 1 3 7 2 1 5 2 3
感染症科 1 1

病理診断科

外    科 外科 1 3 1 2 3 2 2 7 10 190 2 1 14 4 6

整形外科 整形外科 3 5 14 7 3 5 12 28 36 260 10 8 34 8 3 3 4 17

形成外科 形成外科 1 2 4 2 1 1 7 6 7 89 6 8 1 1 2 3

脳神経外科 脳神経外科 1 1 2 1 2 1 2 3 5 15 9 58 1 2 8 1 1 3 1 5

心臓血管外科 心臓血管外科 1

皮 膚 科 皮 膚 科 4 3 5 2 2 3 10 24 22 332 8 5 44 2 3 3 16

泌尿器科 泌尿器科 1 5 2 2 9 15 8 134 6 3 17 1 1 1 2

不妊診療科 1 4 3 2 4 3 64 2 1

不育診療科 1 3 3 2 2 34 3 2 9 2 2 3

胎児診療科 3 6 6 13 1 3 1 2 7 14 11 204 13 10 36 4 2 5 8

産科 5 5 8 17 5 5 4 3 19 49 22 938 43 18 78 2 2 3 3 21

婦人科 1 1

眼     科 眼     科 2 9 10 5 7 5 2 5 12 33 7 136 12 17 29 5 5 3 14 15

耳鼻咽喉科 耳鼻咽喉科 3 4 16 10 9 3 1 6 13 36 20 322 16 14 63 6 2 2 13 14

リハビリテーション科 リハビリテーション科 1 1

放射線診断科 37 3

放射線治療科 1 5
歯科 4 4 23 41 4 2 7 21 32 61 55 749 39 30 96 3 8 7 23 61

周産期歯科 1 2 1 1 1 2 1 47 5 1 5 1

集中治療科 1

麻酔科 1 7 1 1 1

43 73 168 177 66 41 54 93 196 745 417 13,798 294 179 1,105 63 59 34 97 266

消化器科

小 児 科

産婦人科

放射線科

麻 酔 科

歯     科

大田区 世田谷区 渋谷区 中野区 杉並区 豊島区 北区 荒川区 板橋区 練馬区

神 経 科

合 計

内 科

精 神 科

目黒区診 療 科 名 院内標榜科名 千代田区 中央区 港区 新宿区 文京区 台東区 墨田区 江東区 品川区
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１２　地域別（東京都）の外来患者数【新患】
１２－１表　東京都の診療科別・市区町村別
外来患者数【新患】

母性内科

女性総合外来

こころの診療科

児童・思春期メンタル
ヘルス科・児童・思春期リエゾン科

乳幼児メンタルヘルス科

神経内科

在宅診療科

呼吸器科 呼吸器科

消化器科

肝臓内科

内視鏡科

循環器科 循環器科

アレルギー科 アレルギー科

腎臓・リウマチ・膠原病

総合診
（成人診療科含む）

救急診療科

血液腫瘍科

血液内科

ライソゾーム病センター

内分泌・代謝科

遺伝診療科

免疫科

新生児科

移植外科

感染症科

病理診断科

外    科 外科

整形外科 整形外科

形成外科 形成外科

脳神経外科 脳神経外科

心臓血管外科 心臓血管外科

皮 膚 科 皮 膚 科

泌尿器科 泌尿器科

不妊診療科

不育診療科

胎児診療科

産科

婦人科

眼     科 眼     科

耳鼻咽喉科 耳鼻咽喉科

リハビリテーション科 リハビリテーション科

放射線診断科

放射線治療科

歯科

周産期歯科

集中治療科
麻酔科

消化器科

小 児 科

産婦人科

放射線科

麻 酔 科

歯     科

神 経 科

合 計

内 科

精 神 科

診 療 科 名 院内標榜科名

1 6 3 1 3 18 2 4 15

1 5 2 1 1 2 2 5 2

2 3 1 1 2 5 2 1 1 1 1 1

1 2 1

2 3 1 1 6 3 1 3 3

1 1 1 2 1 1 1 2

1 1 4 4 2

3 1 1 5 1 1 1 2 2 6

2 1 1 2 4 1 14 6 1 9

3 3 3 2 3 2 5 4 1 1 1 1 7
3 1 1 1 1 7 9 2 11

1 8 4 3 5 15 8 2 1 19

11 3 7 7 3 19 88 9 1 527 23 2 5 5 1 602
1 5 4 1 1 2 1 1 1 4
1 1 1

1 1 2 1
1 1 2 1 1 4 1 21 8 1 2 2 1 4 9
3 1 3 3 1 4 3 2 2 1

1 1 1 1 1 5

1 4 3 2 1 1

2 1 1 1 17 4 1 13

8 9 12 3 2 4 1 1 12 9 1 2 1 4 19

2 3 1 4 8 3 1 9

5 1 3 3 2 4 1 1 8

3 2 6 7 4 3 1 1 29 14 2 3 1 1 26

4 2 3 2 1 1 8 8 2 16

1 2 4 6 1 4

1 5 1 1 1 3 1 3

2 3 6 2 2 8 12 1 30 14 1 3 3 1 15

4 2 6 8 1 8 20 4 48 8 4 1 1 5 1 61

1

11 5 3 8 2 5 2 5 23 1 3 5 6 1 1 9

5 5 8 5 2 6 9 1 4 32 7 1 1 1 29

2

1

14 26 25 11 3 14 16 4 16 4 85 50 6 4 4 2 104
1 7 1 1 2

1 1 1

92 94 114 79 16 88 199 7 59 8 928 220 31 26 33 8 16 8 22 1,013

国分寺市 国立市 福生市 狛江市府中市 昭島市 調布市 町田市 小金井市八王子市 立川市 武蔵野市 三鷹市 青梅市 日野市 東村山市葛飾区足立区 小平市江戸川区
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１２　地域別（東京都）の外来患者数【新患】
１２－１表　東京都の診療科別・市区町村別
外来患者数【新患】

母性内科

女性総合外来

こころの診療科

児童・思春期メンタル
ヘルス科・児童・思春期リエゾン科

乳幼児メンタルヘルス科

神経内科

在宅診療科

呼吸器科 呼吸器科

消化器科

肝臓内科

内視鏡科

循環器科 循環器科

アレルギー科 アレルギー科

腎臓・リウマチ・膠原病

総合診
（成人診療科含む）

救急診療科

血液腫瘍科

血液内科

ライソゾーム病センター

内分泌・代謝科

遺伝診療科

免疫科

新生児科

移植外科

感染症科

病理診断科

外    科 外科

整形外科 整形外科

形成外科 形成外科

脳神経外科 脳神経外科

心臓血管外科 心臓血管外科

皮 膚 科 皮 膚 科

泌尿器科 泌尿器科

不妊診療科

不育診療科

胎児診療科

産科

婦人科

眼     科 眼     科

耳鼻咽喉科 耳鼻咽喉科

リハビリテーション科 リハビリテーション科

放射線診断科

放射線治療科

歯科

周産期歯科

集中治療科
麻酔科

消化器科

小 児 科

産婦人科

放射線科

麻 酔 科

歯     科

神 経 科

合 計

内 科

精 神 科

診 療 科 名 院内標榜科名

1 4

1 1 1

1 1 1

1

2

1 2 1 1

1 1 2

1 2 1

1 1 4 3 1
1

1 1 2

1 1 2 4 5 9 10
1

1 1
1 3

1
1 1 1

1 1

1 1 3

2 1

2 4 2

1 1 1

4

1

2 1 2 6 3 1

2 6 5

2 4 4 1 4

1 3 6 1 2

8 19 5 1

1 1 1

5 6 8 5 42 84 2 47 1 3

西多摩郡
瑞穂町

西多摩郡
檜原村

西多摩郡
奥多摩町

大島支庁 大島町 利島村 新島村 神津島村 三宅支庁
西多摩郡
日の出町

清瀬市
東久留米

市
武蔵村山

市
多摩市 西多摩郡羽村市

あきる野
市

西東京市稲城市東大和市
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１２　地域別（東京都）の外来患者数【新患】
１２－１表　東京都の診療科別・市区町村別
外来患者数【新患】

母性内科

女性総合外来

こころの診療科

児童・思春期メンタル
ヘルス科・児童・思春期リエゾン科

乳幼児メンタルヘルス科

神経内科

在宅診療科

呼吸器科 呼吸器科

消化器科

肝臓内科

内視鏡科

循環器科 循環器科

アレルギー科 アレルギー科

腎臓・リウマチ・膠原病

総合診
（成人診療科含む）

救急診療科

血液腫瘍科

血液内科

ライソゾーム病センター

内分泌・代謝科

遺伝診療科

免疫科

新生児科

移植外科

感染症科

病理診断科

外    科 外科

整形外科 整形外科

形成外科 形成外科

脳神経外科 脳神経外科

心臓血管外科 心臓血管外科

皮 膚 科 皮 膚 科

泌尿器科 泌尿器科

不妊診療科

不育診療科

胎児診療科

産科

婦人科

眼     科 眼     科

耳鼻咽喉科 耳鼻咽喉科

リハビリテーション科 リハビリテーション科

放射線診断科

放射線治療科

歯科

周産期歯科

集中治療科
麻酔科

消化器科

小 児 科

産婦人科

放射線科

麻 酔 科

歯     科

神 経 科

合 計

内 科

精 神 科

診 療 科 名 院内標榜科名

334

1 93

88

18

179

23

36

152

244

439
147

413

11,391
64
14
8

306
85
35
8

45
2

290

553

175

150

1

599

257

106

83

467

1,445

3

438

702

4

40

7

1,691
83

1

14

1 21,233

総計八丈支庁
八丈島八
丈町

青ヶ島村
小笠原支

庁
小笠原村御蔵島村

三宅島三
宅村
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１２－２表　東京都の外来患者数（新患）の市区町村別割合（主な市区町村）　

世田谷区 杉並区 狛江市 調布市 目黒区 大田区 渋谷区 練馬区 町田市 三鷹市 その他

13,798 1,105 1,013 928 745 417 294 266 220 199 2,248 21,233 27,563

65.0% 5.2% 4.8% 4.4% 3.5% 2.0% 1.4% 1.3% 1.0% 0.9% 10.6% 100.0%

21,233

世田谷区

65.0%

杉並区

5.2%

狛江市

4.8%

調布市

4.4%

目黒区

3.5%

大田区

2.0%

渋谷区

1.4%

練馬区

1.3%
町田市

1.0%
三鷹市

0.9%

その他

10.6%
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１３　性別（総数）、年齢階級別にみた患者数【入院】
１３－１表　性別（総数）、診療科別、年齢階級別入院患者数

院内標榜科名

内　  科 母性内科 83 281 172 53 589

こころの診療科 21 15 36

児童・思春期メンタル
ヘルス科・児童・思春期

リエゾン科
12 12

乳幼児メンタルヘルス科 12 8 20

神経内科 289 1,095 804 468 149 27 14 6 2,852

在宅診療科 2 384 913 772 645 2,716

呼吸器科 呼吸器科 126 236 39 107 56 564

消化器科 204 995 894 1,487 411 17 4,008

肝臓内科

循環器科 循環器科 1,182 2,253 722 320 26 12 4,515

アレルギー科 アレルギー科 108 496 730 808 248 34 14 2,438
腎臓・リウマチ・

膠原病
583 1,390 1,581 566 659 130 36 25 40 52 34 17 5,113

総合診
（成人診療科含む）

6,159 9,425 6,521 2,616 1,132 209 38 26,100

救急診療科 1 35 39 21 5 101
血液腫瘍科 1,331 7,174 4,240 3,209 722 10 17 8 8 8 4 16,731
血液内科

ライソゾーム病センター 1 1 2
内分泌・代謝科 232 410 310 780 139 48 21 123 14 2 2,079

遺伝診療科
免疫科 14 334 125 91 119 6 689

新生児科 23,863 23,863
移植外科 1,603 1,934 348 1,452 588 218 177 223 283 118 70 17 21 7,052

緩和ケア科 3 19 22

外  科 外科 336 1,422 1,196 700 430 21 15 14 4,134

整形外科 整形外科 311 1,141 1,409 1,611 518 2 4,992

形成外科 形成外科 119 568 273 113 109 7 1,189

脳神経外科 脳神経外科 1,644 2,110 781 804 471 18 13 5,841

心臓血管外科 心臓血管外科 22 33 10 14 12 91

皮 膚 科 皮 膚 科 2 73 37 17 10 139

泌尿器科 泌尿器科 274 513 228 61 38 10 2 8 1,134

不妊診療科 2 13 21 59 14 109

不育診療科 1 1

胎児診療科 6 82 440 1,117 808 232 22 8 2,715

産科 68 14 96 1,510 5,126 6,413 3,549 566 50 16 17,408

婦人科

眼  科 眼  科 430 945 876 234 63 2 2 2,552

耳鼻咽喉科 耳鼻咽喉科 12 773 647 189 156 2 2 2 1,783

リハビリテーション科 リハビリテーション科

放射線診断科

放射線治療科

歯  科 歯科

集中治療科 2,227 2,024 1,960 679 363 7 7,260

麻酔科

41,150 35,763 24,698 17,149 7,129 939 2,355 6,948 7,807 4,073 706 96 37 148,850

精 神 科

診 療 科 名 ２０～２４ ２５～２９ ６０以上０歳 １～４ ５～９ １０～１４ １５～１９ 総計３０～３４ ３５～３９ ４０～４４ ４５～４９ ５０～５４ ５５～５９

麻 酔 科

合 計

神 経 科

消化器科

小 児 科

産婦人科

放射線科
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１３－１表　性別（総数）、診療科別、年齢階級別入院患者数【0歳～15歳再掲】

内　  科 母性内科

こころの診療科 21 5 26

児童・思春期メンタル
ヘルス科・児童・思春期

リエゾン科
12 12

乳幼児メンタルヘルス科 12 8 20

神経内科 289 238 272 288 297 187 203 153 160 101 24 115 100 61 167 35 2,690

在宅診療科 2 32 63 83 206 188 79 270 245 131 161 164 98 231 124 186 2,263

呼吸器科 呼吸器科 126 136 34 29 37 13 14 12 16 15 40 25 2 499

消化器科 204 281 371 79 264 91 176 246 255 126 157 463 492 119 257 240 3,821

肝臓内科

循環器科 循環器科 1,182 1,445 548 142 118 121 318 67 71 145 57 6 152 53 57 4,482

アレルギー科 アレルギー科 108 247 137 87 25 141 24 124 276 165 232 149 76 141 187 137 2,256
腎臓・リウマチ・

膠原病
583 455 104 561 270 294 428 348 248 263 104 35 171 104 170 129 4,267

総合診
（成人診療科含む）

6,159 4,368 2,317 1,388 1,352 1,995 1,695 1,200 990 641 590 557 570 525 382 414 25,143

救急診療科 1 9 13 8 5 8 9 11 2 9 5 3 11 3 4 101
血液腫瘍科 1,331 1,771 1,842 2,017 1,544 1,356 1,075 875 577 357 421 230 788 1,117 652 491 16,444
血液内科

ライソゾーム病センター 1 1 2
内分泌・代謝科 232 83 176 79 72 59 65 38 63 85 230 12 202 320 2 68 1,786

遺伝診療科
免疫科 14 68 3 95 168 1 20 3 32 69 28 16 6 49 84 656

新生児科 23,863 23,863

移植外科 1,603 1,184 98 443 209 84 83 56 72 53 98 92 344 498 426 198 5,541

緩和ケア科 3 3

外   科 外科 336 417 250 148 607 395 326 99 191 185 58 124 100 233 184 232 3,885

整形外科 整形外科 311 502 202 192 245 368 232 186 305 318 211 530 464 301 100 379 4,846

形成外科 形成外科 119 388 107 38 35 36 72 42 78 45 22 22 45 21 8 29 1,107

脳神経外科 脳神経外科 1,644 949 542 434 185 184 236 115 137 109 161 145 161 91 248 69 5,410

心臓血管外科 心臓血管外科 22 15 14 4 2 6 2 2 6 2 3 2 80

皮 膚 科 皮 膚 科 2 26 22 19 6 3 14 3 2 15 6 5 2 4 129

泌尿器科 泌尿器科 274 159 184 97 73 115 25 52 13 23 18 13 28 2 6 1,082

不妊診療科

不育診療科 1 1

胎児診療科 6 6

産科 68 68

婦人科

眼   科 眼  科 430 249 210 293 193 235 202 164 142 133 57 54 41 37 43 21 2,504

耳鼻咽喉科 耳鼻咽喉科 12 178 181 172 242 281 137 114 60 55 50 39 46 14 36 74 1,691

リハビリテーション科 リハビリテーション科

放射線診断科

放射線治療科

歯   科 歯科

集中治療科 2,227 987 410 408 219 822 241 490 151 256 167 203 18 126 146 49 6,920

麻酔科

41,150 14,187 8,100 7,104 6,372 6,981 5,660 4,675 4,086 3,296 2,873 2,978 3,954 4,076 3,248 2,864 121,604

消化器科

産婦人科

総計9 10 11 12 13 14 15

小 児 科

放射線科

麻 酔 科

合　 　計

83 4 5 6 72診 療 科 名 院内標榜科名 0 1

精 神 科

神 経 科

650



１３－２表　性別（男）、診療科別、年齢階級別入院患者数

内　  科 母性内科

こころの診療科 15 15
児童・思春期メンタル

ヘルス科・児童・思春期
リエゾン科

12 12

乳幼児メンタルヘルス科 8 8

神経内科 145 553 474 360 92 19 1,643

在宅診療科 242 724 373 230 1,569

呼吸器科 呼吸器科 53 172 13 33 10 281

消化器科 62 480 775 1,032 318 11 2,678

肝臓内科

循環器科 循環器科 471 1,087 595 215 6 2,374

アレルギー科 アレルギー科 54 309 341 538 202 28 1,472
腎臓・リウマチ・

膠原病
368 731 650 323 394 105 36 11 17 17 2,652

総合診
（成人診療科含む）

3,473 5,577 3,864 1,518 552 126 38 15,148

救急診療科 1 21 23 17 62
血液腫瘍科 1,068 4,271 2,169 1,518 293 6 17 8 4 8 4 9,366
血液内科

ライソゾーム病センター 1 1
内分泌・代謝科 176 251 119 436 97 16 8 2 1,105

遺伝診療科
免疫科 14 316 93 82 97 4 606

新生児科 12,570 12,570
移植外科 687 462 161 1,005 334 74 78 50 131 39 15 17 3,053

緩和ケア科 19 19

外  科 外科 221 1,116 640 329 212 4 13 2,535

整形外科 整形外科 136 588 860 681 400 2 2,667

形成外科 形成外科 68 234 195 86 40 623

脳神経外科 脳神経外科 805 1,390 360 332 219 18 12 3,136

心臓血管外科 心臓血管外科 7 12 4 14 6 43

皮 膚 科 皮 膚 科 2 18 23 8 5 56

泌尿器科 泌尿器科 223 444 156 57 10 1 891

不妊診療科

不育診療科

胎児診療科

産科 29 29

婦人科

眼  科 眼  科 188 468 440 121 15 1,232

耳鼻咽喉科 耳鼻咽喉科 5 562 466 91 118 2 1,244

リハビリテーション科 リハビリテーション科

放射線診断科

放射線治療科

歯  科 歯科

集中治療科 1,400 1,184 1,229 375 172 7 4,367

麻酔科

22,227 20,488 14,374 9,552 3,868 416 189 78 146 49 32 38 71,457

神 経 科

消化器科

小 児 科

総計３０～３４ ３５～３９ ４０～４４ ４５～４９ ５０～５４ ５５～５９

産婦人科

放射線科

麻 酔 科

合 計

６０以上２０～２４ ２５～２９

精 神 科

１～４ ５～９ １０～１４ １５～１９診 療 科 名 院内標榜科名 ０歳
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１３－２表　性別（男）、診療科別、年齢別入院患者数【0歳～15歳再掲】

内　  科 母性内科

こころの診療科 5 5
児童・思春期メンタル

ヘルス科・児童・思春期リ
エゾン科

12 12

乳幼児メンタルヘルス科 8 8

神経内科 145 127 227 143 56 16 165 106 113 74 16 113 65 27 139 11 1,543

在宅診療科 22 33 39 148 141 48 205 214 116 144 88 34 65 42 77 1,416

呼吸器科 呼吸器科 53 110 14 29 19 13 16 17 271

消化器科 62 54 371 29 26 64 159 243 232 77 86 331 455 43 117 220 2,569

肝臓内科

循環器科 循環器科 471 798 125 62 102 92 300 27 46 130 15 6 143 21 30 2,368

アレルギー科 アレルギー科 54 102 114 71 22 46 16 7 170 102 139 144 54 56 145 132 1,374
腎臓・リウマチ・

膠原病
368 321 73 234 103 96 71 209 136 138 47 6 99 64 107 116 2,188

総合診
（成人診療科含む）

3,473 2,622 1,406 853 696 999 1,058 723 678 406 441 372 182 385 138 231 14,663

救急診療科 1 8 4 5 4 3 6 8 2 4 2 2 11 2 62
血液腫瘍科 1,068 829 997 1,674 771 193 859 717 249 151 128 156 297 488 449 62 9,088
血液内科

ライソゾーム病センター 1 1
内分泌・代謝科 176 67 69 59 56 40 32 17 11 19 230 12 163 31 35 1,017
遺伝診療科

免疫科 14 59 1 88 168 1 3 20 69 27 16 6 33 84 589
新生児科 12,570 12,570
移植外科 687 184 53 125 100 34 45 28 44 10 42 60 201 416 286 153 2,468

緩和ケア科

外   科 外科 221 351 202 88 475 161 224 57 140 58 40 58 50 65 116 127 2,433

整形外科 整形外科 136 305 75 133 75 197 129 121 205 208 93 118 280 149 41 336 2,601

形成外科 形成外科 68 154 27 19 34 29 64 29 41 32 14 17 34 21 14 597

脳神経外科 脳神経外科 805 740 259 288 103 86 85 49 62 78 59 65 91 58 59 51 2,938

心臓血管外科 心臓血管外科 7 6 6 2 2 2 6 2 4 2 39

皮 膚 科 皮 膚 科 2 3 8 6 1 1 4 3 2 13 1 3 2 2 51

泌尿器科 泌尿器科 223 142 162 93 47 92 15 21 11 17 15 12 28 2 6 886

不妊診療科

不育診療科

胎児診療科

産科 29 29

婦人科

眼   科 眼     科 188 95 90 190 93 117 132 42 77 72 37 35 18 17 14 7 1,224

耳鼻咽喉科 耳鼻咽喉科 5 117 140 136 169 203 95 76 51 41 14 16 30 8 23 74 1,198

リハビリテーション科 リハビリテーション科

放射線診断科

放射線治療科

歯   科 歯科

集中治療科 1,400 592 279 212 101 374 151 393 55 141 71 125 10 44 117 27 4,092

麻酔科

22,227 7,808 4,735 4,576 3,369 2,987 3,658 3,099 2,559 1,956 1,677 1,741 2,230 2,032 1,864 1,782 68,300

放射線科

麻 酔 科

合 計

精 神 科

神 経 科

消化器科

小 児 科

産婦人科

総計158 9 10 11 12 13 146 7診 療 科 名 院内標榜科名 2 3 4 50 1
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１３－３表　性別（女）、診療科別、年齢階級別入院患者数

内　  科 母性内科 83 281 172 53 589

こころの診療科 21 21

児童・思春期メンタル
ヘルス科・児童・思春期

リエゾン科
乳幼児メンタルヘルス科 12 12

神経内科 144 542 330 108 57 8 14 6 1,209

在宅診療科 2 142 189 399 415 1,147

呼吸器科 呼吸器科 73 64 26 74 46 283

消化器科 142 515 119 455 93 6 1,330

肝臓内科

循環器科 循環器科 711 1,166 127 105 20 12 2,141

アレルギー科 アレルギー科 54 187 389 270 46 6 14 966
腎臓・リウマチ・

膠原病
215 659 931 243 265 25 25 29 52 17 2,461

総合診
（成人診療科含む）

2,686 3,848 2,657 1,098 580 83 10,952

救急診療科 14 16 4 5 39
血液腫瘍科 263 2,903 2,071 1,691 429 4 4 7,365
血液内科

ライソゾーム病センター 1 1
内分泌・代謝科 56 159 191 344 42 32 13 123 14 974

遺伝診療科
免疫科 18 32 9 22 2 83

新生児科 11,293 11,293
移植外科 916 1,472 187 447 254 144 99 173 152 79 55 21 3,999

緩和ケア科 3 3

外  科 外科 115 306 556 371 218 17 2 14 1,599

整形外科 整形外科 175 553 549 930 118 2,325

形成外科 形成外科 51 334 78 27 69 7 566

脳神経外科 脳神経外科 839 720 421 472 252 1 2,705

心臓血管外科 心臓血管外科 15 21 6 6 48

皮 膚 科 皮 膚 科 55 14 9 5 83

泌尿器科 泌尿器科 51 69 72 4 28 9 2 8 243

不妊診療科 2 13 21 59 14 109

不育診療科 1 1

胎児診療科 6 82 440 1,117 808 232 22 8 2,715

産科 39 14 96 1,510 5,126 6,413 3,549 566 50 16 17,379

婦人科

眼  科 眼  科 242 477 436 113 48 2 2 1,320

耳鼻咽喉科 耳鼻咽喉科 7 211 181 98 38 2 2 539

リハビリテーション科 リハビリテーション科

放射線診断科

放射線治療科

歯  科 歯科

集中治療科 827 840 731 304 191 2,893

麻酔科

18,923 15,275 10,324 7,597 3,261 523 2,166 6,870 7,661 4,024 674 58 37 77,393合 計

総計３０～３４３５～３９４０～４４４５～４９５０～５４５５～５９ ６０以上２５～２９

精 神 科

１０～１４１５～１９２０～２４診 療 科 名 院内標榜科名 ０歳 １～４ ５～９

麻 酔 科

神 経 科

消化器科

小 児 科

産婦人科

放射線科
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１３－３表　性別（女）、診療科別、年齢別入院患者数【0歳～15歳再掲】

内　  科 母性内科

こころの診療科 21 21

児童・思春期メンタル
ヘルス科・児童・思春期

リエゾン科
乳幼児メンタルヘルス科 12 12

神経内科 144 111 45 145 241 171 38 47 47 27 8 2 35 34 28 24 1,147

在宅診療科 2 10 30 44 58 47 31 65 31 15 17 76 64 166 82 109 847

呼吸器科 呼吸器科 73 26 20 18 14 12 15 40 8 2 228

消化器科 142 227 50 238 27 17 3 23 49 71 132 37 76 140 20 1,252

肝臓内科

循環器科 循環器科 711 647 423 80 16 29 18 40 25 15 42 9 32 27 2,114

アレルギー科 アレルギー科 54 145 23 16 3 95 8 117 106 63 93 5 22 85 42 5 882
腎臓・リウマチ・

膠原病
215 134 31 327 167 198 357 139 112 125 57 29 72 40 63 13 2,079

総合診
（成人診療科含む）

2,686 1,746 911 535 656 996 637 477 312 235 149 185 388 140 244 183 10,480

救急診療科 1 9 3 1 5 3 3 5 3 1 1 4 39
血液腫瘍科 263 942 845 343 773 1,163 216 158 328 206 293 74 491 629 203 429 7,356
血液内科

ライソゾーム病センター 1 1
内分泌・代謝科 56 16 107 20 16 19 33 21 52 66 39 289 2 33 769

遺伝診療科
免疫科 9 2 7 20 12 1 16 67

新生児科 11,293 11,293
移植外科 916 1,000 45 318 109 50 38 28 28 43 56 32 143 82 140 45 3,073

緩和ケア科 3 3

外  科 外科 115 66 48 60 132 234 102 42 51 127 18 66 50 168 68 105 1,452

整形外科 整形外科 175 197 127 59 170 171 103 65 100 110 118 412 184 152 59 43 2,245

形成外科 形成外科 51 234 80 19 1 7 8 13 37 13 8 5 11 8 15 510

脳神経外科 脳神経外科 839 209 283 146 82 98 151 66 75 31 102 80 70 33 189 18 2,472

心臓血管外科 心臓血管外科 15 9 8 4 4 2 -1 41

皮 膚 科 皮 膚 科 23 14 13 5 2 10 2 5 2 2 78

泌尿器科 泌尿器科 51 17 22 4 26 23 10 31 2 6 3 1 196

不妊診療科

不育診療科 1 1

胎児診療科 6 6

産科 39 39

婦人科

眼  科 眼  科 242 154 120 103 100 118 70 122 65 61 20 19 23 20 29 14 1,280

耳鼻咽喉科 耳鼻咽喉科 7 61 41 36 73 78 42 38 9 14 36 23 16 6 13 493

リハビリテーション科 リハビリテーション科

放射線診断科

放射線治療科

歯  科 歯科

集中治療科 827 395 131 196 118 448 90 97 96 115 96 78 8 82 29 22 2,828

麻酔科

18,923 6,379 3,365 2,528 3,003 3,994 2,002 1,576 1,527 1,340 1,196 1,237 1,724 2,044 1,384 1,082 53,304

産婦人科

放射線科

総計158 9 10 11 12 13 14

麻 酔 科

合 計

6 7診 療 科 名 院内標榜科名 2 3 4 50 1

精 神 科

神 経 科

消化器科

小 児 科
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１４　性別（総数）、年齢階級別にみた患者数【外来】
１４－１表　性別（総数）、診療科別、年齢階級別外来患者数

母性内科 3 3 1 4 11 67 551 1,813 2,902 2,260 836 385 138 120 9,094

女性総合外来

こころの診療科 2 227 1,274 1,671 542 51 32 77 136 119 61 13 4,205
児童・思春期メンタル

ヘルス科・児童・思春期
リエゾン科

140 990 1,542 461 46 20 9 31 6 8 3 3,256

乳幼児メンタルヘルス科 143 295 137 17 4 18 84 162 127 67 11 1 1,066

神経内科 234 1,396 2,027 2,047 1,370 318 75 38 49 7 5 1 7,567

在宅診療科 3 449 1,085 899 709 3,145

呼吸器科 呼吸器科 270 590 356 340 141 10 1 1 1,709

消化器科 91 464 892 1,591 1,091 245 3 9 16 4 2 5 1 4,414

肝臓内科

内視鏡科

循環器科 循環器科 825 1,259 1,311 911 507 164 87 54 60 32 16 13 5,239

アレルギー科 アレルギー科 804 4,627 5,768 3,727 1,542 203 32 91 52 36 17 12 1 16,912

腎臓・リウマチ・膠原病 108 773 1,393 1,656 1,150 452 163 62 133 23 15 40 3 5,971

総合診
（成人診療科含む）

2,981 3,256 2,772 2,796 1,757 238 122 27 103 13 10 2 7 22 14,106

救急診療科 2,860 9,558 6,126 2,574 631 80 45 56 57 40 8 5 5 8 22,053
血液腫瘍科 95 999 1,390 1,171 607 161 94 37 14 24 9 2 4 4,607
血液内科 35 50 135 137 31 12 8 13 6 1 5 5 438

ライソゾーム病センター 18 72 145 149 101 69 63 14 7 20 8 1 667
内分泌・代謝科 446 2,031 3,698 5,867 2,193 730 392 288 187 113 78 22 9 2 16,056

遺伝診療科 130 402 340 173 158 38 24 40 32 11 7 10 7 4 1,376
免疫科 59 214 310 195 122 118 38 22 7 14 13 2 3 1,117
新生児科 1,822 1,212 149 7 1 6 9 1 3,207
移植外科 104 813 664 684 478 228 153 141 167 101 72 23 24 28 3,680
感染症科 31 137 119 57 29 4 3 2 1 383

病理診断科

外    科 外科 649 1,563 1,333 898 459 120 51 37 27 17 11 8 1 5,174

整形外科 整形外科 1,375 3,408 3,803 2,456 834 107 22 7 17 6 1 2 12,038

形成外科 形成外科 1,202 1,057 802 367 219 34 3 10 10 1 2 3,707

脳神経外科 脳神経外科 523 1,262 919 809 381 90 42 2 3 2 9 2 4,044

心臓血管外科 心臓血管外科 21 35 24 28 34 10 5 4 2 1 2 6 172

皮 膚 科 皮 膚 科 2,096 2,741 1,614 1,187 630 104 20 40 41 28 8 1 5 8,515

泌尿器科 泌尿器科 551 1,494 1,209 724 386 46 3 4 13 1 4,431

不妊診療科 3 3 7 159 471 1,142 1,358 429 65 3,637

不育診療科 5 2 5 8 1 41 191 323 219 30 4 3 832

胎児診療科 1 11 1 1 53 395 992 1,258 543 45 13 1 3 3,317

産科 6 7 6 21 195 2,218 7,046 8,421 4,367 561 49 19 1 22,917

婦人科 1 6 8 26 17 23 9 25 21 3 139

眼     科 眼     科 889 3,680 3,821 1,733 860 214 64 40 30 6 5 11,342

耳鼻咽喉科 耳鼻咽喉科 606 2,895 2,962 1,372 682 164 78 36 16 4 8,815

リハビリテーション科 リハビリテーション科 352 569 372 202 75 11 4 2 2 1 1,590

放射線診断科 16 160 57 13 13 4 2 1 2 4 5 28 305

放射線治療科 35 132 23 19 60 18 94 381

歯科 151 834 1777 974 557 69 31 18 19 1 1 1 4433
周産期歯科 4 11 98 157 101 7 10 388

集中治療科 4 3 3 1 1 12

麻酔科 195 1,182 607 180 99 19 111 372 470 220 33 4 4 3,496

19,549 49,765 50,693 39,341 18,927 4,513 5,189 12,268 16,107 9,861 2,380 775 251 334 229,953合 計

内 科

精 神 科

神 経 科

消化器科

小 児 科

産婦人科

放射線科

麻 酔 科

歯     科

３５～３９ ４０～４４診 療 科 名 院内標榜科名 ０歳 １～４ ５～９ １０～１４ １５～１９ ２０～２４ ２５～２９ ３０～３４ ４５～４９ ５０～５４ ５５～５９ ６０以上 総計
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１４－１表　性別（総数）、診療科別、年齢別外来患者数【0歳～15歳再掲】

母性内科 3 3 1 4 2 13

女性総合外来

こころの診療科 2 7 23 63 134 170 172 230 325 377 393 315 307 331 325 254 3,428
児童・思春期メンタル
ヘルス科・児童・思春期

リエゾン科
3 26 5 7 10 16 19 21 12 13 8 20 44 13 23 240

乳幼児メンタルヘルス科 4 23 40 76 54 77 49 55 60 36 50 22 18 11 9 584

神経内科 234 330 335 379 352 365 420 409 412 421 408 385 377 427 450 333 6,037

在宅診療科 3 45 83 106 215 231 106 326 266 156 199 176 107 267 150 197 2,633

呼吸器科 呼吸器科 270 224 160 82 124 106 63 71 71 45 62 54 73 85 66 46 1,602

消化器科 91 99 112 107 146 184 178 131 160 239 257 288 330 326 390 334 3,372

肝臓内科

内視鏡科

循環器科 循環器科 825 403 335 281 240 286 296 257 231 241 188 152 244 195 132 116 4,422

アレルギー科 アレルギー科 804 1,199 1,017 1,191 1,220 1,201 1,367 1,149 1,050 1,001 908 791 738 696 594 481 15,407
腎臓・リウマチ・膠原病 108 100 139 294 240 243 249 317 304 280 372 259 385 316 324 306 4,236

総合診
（成人診療科含む）

2,981 1,108 897 690 561 641 644 543 459 485 442 444 524 706 680 579 12,384

救急診療科 2,860 3,324 2,303 2,124 1,807 1,756 1,341 1,155 1,022 852 636 538 548 452 400 250 21,368
血液腫瘍科 95 221 239 276 263 360 318 240 224 248 194 179 255 291 252 175 3,830
血液内科 35 28 8 5 9 27 33 18 23 34 30 6 23 51 27 10 367

ライソゾーム病センター 18 3 9 28 32 13 17 40 42 33 22 68 20 28 11 384
内分泌・代謝科 446 408 465 586 572 539 555 622 842 1,140 1,370 1,295 1,231 1,118 853 703 12,745

遺伝診療科 130 114 122 74 92 74 79 66 50 71 42 28 41 40 22 26 1,071
免疫科 59 68 60 45 41 60 71 60 69 50 64 27 42 37 25 34 812

新生児科 1,822 671 178 274 89 86 42 9 7 5 6 1 3,190
移植外科 104 256 207 195 155 137 134 114 137 142 114 167 138 125 140 174 2,439
感染症科 31 29 32 46 30 30 43 20 10 16 10 17 20 8 2 9 353

病理診断科

外    科 外科 649 526 377 331 329 347 334 265 202 185 203 172 158 190 175 151 4,594

整形外科 整形外科 1,375 1,066 847 726 769 896 747 731 683 746 592 528 489 476 371 315 11,357

形成外科 形成外科 1,202 483 268 151 155 210 204 149 160 79 74 85 102 64 42 46 3,474

脳神経外科 脳神経外科 523 461 323 256 222 233 188 179 164 155 231 161 130 152 135 89 3,602

心臓血管外科 心臓血管外科 21 11 16 5 3 5 7 6 3 3 3 7 5 13 5 113

皮 膚 科 皮 膚 科 2,096 1,235 697 468 341 372 398 283 283 278 258 219 202 270 238 181 7,819

泌尿器科 泌尿器科 551 518 347 377 252 263 325 245 185 191 166 164 126 179 89 135 4,113

不妊診療科 3 3

不育診療科 1 3 1 1 1 3 1 1 3 15

胎児診療科 1 1 9 1 1 13

産科 2 1 3 4 2 1 1 5 5 24

婦人科 1 3 1 2 3 4 1 2 5 7 12 5 46

眼     科 眼     科 889 850 864 1,004 962 1,089 897 666 598 571 447 409 343 297 237 214 10,337

耳鼻咽喉科 耳鼻咽喉科 606 698 602 801 794 785 686 611 512 368 324 270 314 251 213 195 8,030

リハビリテーション科 リハビリテーション科 352 249 95 155 70 83 85 62 73 69 50 46 35 45 26 17 1,512

放射線診断科 16 38 49 38 35 25 11 10 5 6 2 3 2 4 2 5 251

放射線治療科 35 81 15 21 15 11 12 190

歯科 151 182 193 209 250 382 388 375 343 289 235 204 211 146 178 165
周産期歯科

集中治療科 1 3 2 1 1 1 1 10

麻酔科 195 376 307 274 225 194 139 109 89 76 39 47 33 36 26 36 2,201

19,549 15,341 11,768 11,700 10,857 11,545 10,648 9,544 9,104 8,940 8,391 7,569 7,610 7,697 6,631 5,628 162,522合 計

内 科

精 神 科

神 経 科

消化器科

小 児 科

産婦人科

放射線科

麻 酔 科

歯     科

総計10 11 12 13 14 157 8 9診 療 科 名 院内標榜科名 60 1 2 3 4 5
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１４－２表　性別（男）、診療科別、年齢階級別外来患者数

母性内科 2 3 1 2 13 2 9 8 10 10 10 75 145

女性総合外来

こころの診療科 157 920 1,105 238 12 3 2 10 3 2 1 2,453
児童・思春期メンタル

ヘルス科・児童・思春期
リエゾン科

13 58 54 21 4 1 1 3 1 156

乳幼児メンタルヘルス科 87 197 97 11 5 12 3 1 413

神経内科 112 812 1,098 1,159 728 156 46 7 25 1 1 4,145

在宅診療科 306 836 444 235 1,821

呼吸器科 呼吸器科 168 324 189 164 52 5 902

消化器科 40 253 536 928 573 136 1 8 10 2 1 1 2,489

肝臓内科

内視鏡科

循環器科 循環器科 421 620 694 477 240 76 38 11 24 12 9 2,622

アレルギー科 アレルギー科 439 2,723 3,497 2,369 999 101 9 13 9 2 3 10 1 10,175
腎臓・リウマチ・膠原病 69 399 700 823 607 189 79 31 4 8 6 7 2,922

総合診
（成人診療科含む）

1,527 1,885 1,638 1,364 705 111 55 19 51 1 2 1 10 7,369

救急診療科 1,640 5,487 3,517 1,565 374 31 13 16 12 13 3 1 2 6 12,680
血液腫瘍科 70 540 738 533 369 69 45 16 9 19 6 2 3 2,419
血液内科 15 30 85 87 25 3 2 1 4 4 256

ライソゾーム病センター 12 67 145 123 100 54 60 13 5 579
内分泌・代謝科 237 1,140 1,579 2,827 1,194 315 146 99 53 33 29 3 7 7,662

遺伝診療科 68 245 175 92 99 16 10 9 6 2 4 6 7 739
免疫科 51 141 166 111 58 46 26 14 4 9 12 638

新生児科 951 619 100 3 8 1,681
移植外科 49 403 301 258 193 90 65 45 70 26 27 13 6 26 1,572
感染症科 20 66 79 30 5 2 3 2 207

病理診断科

外  科 外科 390 942 753 480 219 60 17 17 1 11 8 2,898

整形外科 整形外科 507 1,876 2,234 1,395 418 54 14 3 14 3 2 6,520

形成外科 形成外科 757 541 429 233 81 17 1 2 2 2,063

脳神経外科 脳神経外科 271 741 492 433 197 47 19 2 1 9 2,212

心臓血管外科 心臓血管外科 10 18 16 17 16 6 2 6 91

皮 膚 科 皮 膚 科 894 1,226 760 565 286 48 3 6 7 7 1 3,803

泌尿器科 泌尿器科 433 1,201 754 490 213 30 3 1 3,125

不妊診療科 3 1 6 9 18 18 10 4 69

不育診療科 1 12 21 7 6 2 1 50

胎児診療科 1 1 1 3 6

産科 1 1 1 4 1 2 1 1 6 1 19

婦人科

眼  科 眼  科 449 1,950 2,054 898 440 110 27 7 14 1 3 5,953

耳鼻咽喉科 耳鼻咽喉科 349 1,808 1,821 717 373 81 25 3 6 5,183

リハビリテーション科 リハビリテーション科 188 355 193 92 48 11 4 1 1 893

放射線診断科 6 92 31 11 8 2 1 1 1 1 2 16 172

放射線治療科 62 23 85

歯科 55 419 1125 544 300 31 14 12 8 2508
周産期歯科

集中治療科 3 3 1 1 8

麻酔科 113 717 404 122 54 3 6 2 3 4 1 1 1,430

10,314 28,213 28,378 20,637 9,485 1,930 738 390 414 200 176 68 35 155 101,133合　 　計

内　 　科

精 神 科

神 経 科

消化器科

小 児 科

産婦人科

放射線科

麻 酔 科

歯  科

５０～５４ ５５～５９ ６０以上 総計３５～３９ ４０～４４診 療 科 名 院内標榜科名 ０歳 １～４ ５～９ １０～１４ １５～１９ ２０～２４ ４５～４９２５～２９ ３０～３４
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１４－２表　性別（男）、診療科別、年齢別外来患者数【0歳～15歳再掲】

母性内科 2 3 1 1 7

女性総合外来

こころの診療科 2 14 52 89 118 147 182 222 251 276 231 201 195 202 125 2,307
児童・思春期メンタル
ヘルス科・児童・思春

期リエゾン科
3 5 3 2 6 14 16 16 6 4 8 11 24 7 12 137

乳幼児メンタルヘルス科 4 13 26 44 29 69 31 28 40 19 40 17 11 10 9 390

神経内科 112 191 235 213 173 186 198 203 233 278 225 251 232 219 232 196 3,377

在宅診療科 32 46 48 180 166 59 243 227 141 176 106 28 65 69 79 1,665

呼吸器科 呼吸器科 168 143 66 53 62 47 28 38 48 28 38 23 22 47 34 13 858

消化器科 40 49 77 67 60 81 110 91 92 162 155 179 209 195 190 187 1,944

肝臓内科

内視鏡科

循環器科 循環器科 421 189 143 149 139 140 173 143 110 128 102 72 118 106 79 60 2,272

アレルギー科 アレルギー科 439 655 615 718 735 730 818 652 655 642 565 506 474 419 405 317 9,345
腎臓・リウマチ・膠原病 69 59 69 147 124 111 115 133 171 170 220 111 189 156 147 152 2,143

総合診
（成人診療科含む）

1,527 630 508 435 312 344 370 332 273 319 281 249 239 307 288 261 6,675

救急診療科 1,640 1,881 1,326 1,237 1,043 983 745 682 585 522 387 354 336 257 231 159 12,368
血液腫瘍科 70 148 108 141 143 155 175 161 119 128 70 80 70 147 166 112 1,993
血液内科 15 19 3 5 3 18 18 11 18 20 13 4 12 34 24 8 225

ライソゾーム病センター 12 2 5 28 32 13 17 40 42 33 21 67 24 11 347
内分泌・代謝科 237 234 268 340 298 215 277 318 342 427 547 542 640 605 493 423 6,206

遺伝診療科 68 70 79 46 50 37 42 42 24 30 22 12 26 22 10 16 596
免疫科 51 52 35 25 29 27 37 34 40 28 42 9 26 13 21 28 497

新生児科 951 328 99 146 46 57 29 8 6 2 1 1,673
移植外科 49 121 91 105 86 67 59 52 60 63 60 75 44 41 38 80 1,091
感染症科 20 17 10 20 19 18 24 15 10 12 7 9 9 3 2 195

病理診断科

外  科 外科 390 359 204 199 180 156 195 154 117 131 124 97 71 82 106 84 2,649

整形外科 整形外科 507 554 468 420 434 528 432 401 425 448 313 290 283 292 217 140 6,152

形成外科 形成外科 757 241 133 84 83 112 114 78 78 47 42 52 83 36 20 30 1,990

脳神経外科 脳神経外科 271 297 189 139 116 117 102 90 96 87 113 80 80 95 65 58 1,995

心臓血管外科 心臓血管外科 10 6 7 2 3 5 6 4 1 3 5 2 7 1 62

皮 膚 科 皮 膚 科 894 531 321 203 171 194 164 126 136 140 132 108 91 123 111 97 3,542

泌尿器科 泌尿器科 433 432 278 307 184 194 203 125 105 127 105 103 93 130 59 86 2,964

不妊診療科 3 3

不育診療科

胎児診療科 1 1

産科 1 1 1 4 7

婦人科

眼  科 眼  科 449 471 429 565 485 572 509 300 335 338 249 212 155 177 105 111 5,462

耳鼻咽喉科 耳鼻咽喉科 349 450 384 489 485 458 435 363 330 235 164 157 161 123 112 107 4,802

リハビリテーション科 リハビリテーション科 188 151 73 89 42 48 44 38 23 40 35 15 10 17 15 11 839

放射線診断科 6 21 30 22 19 15 8 3 3 2 1 3 1 4 2 5 145

放射線治療科 34 15 13 11 12 85

歯科 55 78 89 118 134 238 240 231 211 205 137 120 113 69 105 96
周産期歯科

集中治療科 3 1 1 1 6

麻酔科 113 247 185 168 117 128 96 64 66 50 27 29 22 28 16 30 1,386

10,314 8,670 6,608 6,809 6,126 6,348 6,087 5,405 5,246 5,292 4,675 4,208 4,072 4,081 3,601 3,098 90,640合　 　計

内　 　科

精 神 科

神 経 科

消化器科

小 児 科

産婦人科

放射線科

麻 酔 科

歯  科

総計10 11 12 13 14 157 8 9診 療 科 名 院内標榜科名 60 1 2 3 4 5
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１４－３表　性別（女）、診療科別、年齢階級別外来患者数

母性内科 1 4 9 54 551 1,811 2,893 2,252 826 375 128 45 8,949

女性総合外来

こころの診療科 2 70 354 566 304 39 29 75 126 116 59 12 1,752
児童・思春期メンタル
ヘルス科・児童・思春期

リエゾン科
127 932 1,488 440 42 19 8 28 5 8 3 3,100

乳幼児メンタルヘルス科 56 98 40 6 4 18 79 150 127 64 11 653

神経内科 122 584 929 888 642 162 29 31 24 6 5 3,422

在宅診療科 3 143 249 455 474 1,324

呼吸器科 呼吸器科 102 266 167 176 89 5 1 1 807

消化器科 51 211 356 663 518 109 2 1 6 2 2 4 1,925

肝臓内科

内視鏡科

循環器科 循環器科 404 639 617 434 267 88 49 43 36 20 7 13 2,617

アレルギー科 アレルギー科 365 1,904 2,271 1,358 543 102 23 78 43 34 14 2 6,737
腎臓・リウマチ・膠原病 39 374 693 833 543 263 84 31 129 15 9 33 3 3,049

総合診
（成人診療科含む）

1,454 1,371 1,134 1,432 1,052 127 67 8 52 12 8 1 7 12 6,737

救急診療科 1,220 4,071 2,609 1,009 257 49 32 40 45 27 5 4 3 2 9,373
血液腫瘍科 25 459 652 638 238 92 49 21 5 5 3 1 2,188
血液内科 20 20 50 50 6 9 8 11 5 1 1 1 182

ライソゾーム病センター 6 5 26 1 15 3 1 7 20 3 1 88
内分泌・代謝科 209 891 2,119 3,040 999 415 246 189 134 80 49 19 2 2 8,394

遺伝診療科 62 157 165 81 59 22 14 31 26 9 3 4 4 637
免疫科 8 73 144 84 64 72 12 8 3 5 1 2 3 479
新生児科 871 593 49 4 1 6 1 1 1,526
移植外科 55 410 363 426 285 138 88 96 97 75 45 10 18 2 2,108
感染症科 11 71 40 27 24 2 1 176

病理診断科

外    科 外科 259 621 580 418 240 60 34 20 26 6 3 8 1 2,276

整形外科 整形外科 868 1,532 1,569 1,061 416 53 8 4 3 3 1 5,518

形成外科 形成外科 445 516 373 134 138 17 2 10 8 1 1,644

脳神経外科 脳神経外科 252 521 427 376 184 43 23 2 2 2 1,832

心臓血管外科 心臓血管外科 11 17 8 11 18 4 5 4 1 2 81

皮 膚 科 皮 膚 科 1,202 1,515 854 622 344 56 17 34 34 28 1 5 4,712

泌尿器科 泌尿器科 118 293 455 234 173 16 4 13 1,306

不妊診療科 3 6 153 462 1,124 1,340 419 61 3,568

不育診療科 5 2 5 8 1 40 179 302 212 24 2 2 782

胎児診療科 11 1 1 53 395 991 1,258 542 45 13 1 3,311

産科 5 6 5 17 195 2,217 7,044 8,420 4,366 555 49 19 22,898

婦人科 1 6 8 26 17 23 9 25 21 3 139

眼     科 眼     科 440 1,730 1,767 835 420 104 37 33 16 5 2 5,389

耳鼻咽喉科 耳鼻咽喉科 257 1,087 1,141 655 309 83 53 33 10 4 3,632

リハビリテーション科 リハビリテーション科 164 214 179 110 27 2 1 697

放射線診断科 10 68 26 2 5 2 1 1 3 3 12 133

放射線治療科 35 70 19 60 18 94 296

歯科 96 415 652 430 257 38 17 6 11 1 1 1 1,925
周産期歯科 4 11 98 157 101 7 10 388
集中治療科 1 3 4

麻酔科 82 465 203 58 45 16 105 370 467 216 32 3 4 2,066

9,235 21,552 22,315 18,704 9,442 2,583 4,451 11,878 15,693 9,661 2,204 707 216 179 128,820合 計

内 科

精 神 科

神 経 科

消化器科

小 児 科

産婦人科

放射線科

麻 酔 科

歯     科

５０～５４ ５５～５９ ６０以上 総計３５～３９ ４０～４４診 療 科 名 院内標榜科名 ０歳 １～４ ５～９ １０～１４ １５～１９ ２０～２４ ４５～４９２５～２９ ３０～３４

659



１４－３表　性別（女）、診療科別、年齢別外来患者数【0歳～15歳再掲】

母性内科 1 4 1 6

女性総合外来

こころの診療科 2 5 9 11 45 52 25 48 103 126 117 84 106 136 123 129 1,121
児童・思春期メンタル

ヘルス科・児童・思春期
リエゾン科

21 2 5 4 2 3 5 6 9 9 20 6 11 103

乳幼児メンタルヘルス科 10 14 32 25 8 18 27 20 17 10 5 7 1 194

神経内科 122 139 100 166 179 179 222 206 179 143 183 134 145 208 218 137 2,660

在宅診療科 3 13 37 58 35 65 47 83 39 15 23 70 79 202 81 118 968

呼吸器科 呼吸器科 102 81 94 29 62 59 35 33 23 17 24 31 51 38 32 33 744

消化器科 51 50 35 40 86 103 68 40 68 77 102 109 121 131 200 147 1,428

肝臓内科

内視鏡科

循環器科 循環器科 404 214 192 132 101 146 123 114 121 113 86 80 126 89 53 56 2,150

アレルギー科 アレルギー科 365 544 402 473 485 471 549 497 395 359 343 285 264 277 189 164 6,062
腎臓・リウマチ・膠原病 39 41 70 147 116 132 134 184 133 110 152 148 196 160 177 154 2,093

総合診
（成人診療科含む）

1,454 478 389 255 249 297 274 211 186 166 161 195 285 399 392 318 5,709

救急診療科 1,220 1,443 977 887 764 773 596 473 437 330 249 184 212 195 169 91 9,000
血液腫瘍科 25 73 131 135 120 205 143 79 105 120 124 99 185 144 86 63 1,837
血液内科 20 9 5 6 9 15 7 5 14 17 2 11 17 3 2 142

ライソゾーム病センター 6 1 4 1 1 20 4 37
内分泌・代謝科 209 174 197 246 274 324 278 304 500 713 823 753 591 513 360 280 6,539

遺伝診療科 62 44 43 28 42 37 37 24 26 41 20 16 15 18 12 10 475
免疫科 8 16 25 20 12 33 34 26 29 22 22 18 16 24 4 6 315

新生児科 871 343 79 128 43 29 13 1 1 5 4 1,517
移植外科 55 135 116 90 69 70 75 62 77 79 54 92 94 84 102 94 1,348
感染症科 11 12 22 26 11 12 19 5 4 3 8 11 5 9 158

病理診断科

外  科 外科 259 167 173 132 149 191 139 111 85 54 79 75 87 108 69 67 1,945

整形外科 整形外科 868 512 379 306 335 368 315 330 258 298 279 238 206 184 154 175 5,205

形成外科 形成外科 445 242 135 67 72 98 90 71 82 32 32 33 19 28 22 16 1,484

脳神経外科 脳神経外科 252 164 134 117 106 116 86 89 68 68 118 81 50 57 70 31 1,607

心臓血管外科 心臓血管外科 11 5 9 3 1 2 3 2 2 3 6 4 51

皮 膚 科 皮 膚 科 1,202 704 376 265 170 178 234 157 147 138 126 111 111 147 127 84 4,277

泌尿器科 泌尿器科 118 86 69 70 68 69 122 120 80 64 61 61 33 49 30 49 1,149

不妊診療科

不育診療科 1 3 1 1 1 3 1 1 3 15

胎児診療科 1 9 1 1 12

産科 2 1 2 3 2 1 1 4 1 17

婦人科 1 3 1 2 3 4 1 2 5 7 12 5 46

眼  科 眼  科 440 379 435 439 477 517 388 366 263 233 198 197 188 120 132 103 4,875

耳鼻咽喉科 耳鼻咽喉科 257 248 218 312 309 327 251 248 182 133 160 113 153 128 101 88 3,228

リハビリテーション科 リハビリテーション科 164 98 22 66 28 35 41 24 50 29 15 31 25 28 11 6 673

放射線診断科 10 17 19 16 16 10 3 7 2 4 1 1 106

放射線治療科 35 47 21 2 105

歯科 96 104 104 91 116 144 148 144 132 84 98 84 98 77 73 69
周産期歯科

集中治療科 1 2 1 4

麻酔科 82 129 122 106 108 66 43 45 23 26 12 18 11 8 10 6 815

9,235 6,671 5,160 4,891 4,731 5,197 4,561 4,139 3,858 3,648 3,716 3,361 3,538 3,616 3,030 2,530 71,882合　 　計

内　 　科

精 神 科

神 経 科

消化器科

小 児 科

産婦人科

放射線科

麻 酔 科

歯  科

総計10 11 12 13 14 157 8 9診 療 科 名 院内標榜科名 60 1 2 3 4 5
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 １５－１表 月別、年齢別救急患者数

年齢
令和5年

4月
５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月

令和6年
1月

２月 ３月 計

0 282 404 454 437 332 271 259 192 223 233 231 250 3,568

1 318 456 526 418 301 261 249 255 252 237 246 232 3,751

2 162 258 306 301 198 181 208 182 204 206 197 194 2,597

3 223 271 305 235 180 193 177 176 197 148 105 134 2,344

4 174 225 265 190 144 155 169 135 171 135 114 123 2,000

5 127 164 209 202 146 155 175 212 161 136 131 135 1,953

6 118 128 140 140 97 124 151 127 192 114 86 92 1,509

7 93 113 142 129 84 106 117 125 131 94 85 104 1,323

8 53 106 131 100 76 95 132 115 108 77 106 69 1,168

9 47 75 81 81 62 77 97 93 105 81 92 68 959

10 51 56 61 36 56 43 73 59 88 69 76 58 726

11 38 48 54 58 39 54 52 50 57 61 47 45 603

12 29 38 38 60 50 50 45 49 76 59 68 49 611

13 29 36 44 46 48 45 55 46 44 53 48 44 538

14 28 31 45 38 32 30 52 38 40 55 34 43 466

15 13 21 15 34 15 27 22 37 33 27 28 26 298

16 7 15 10 17 9 17 17 17 11 21 16 14 171

17 11 8 14 14 11 11 21 14 9 14 8 11 146

18 4 13 7 5 5 11 11 8 6 12 6 6 94

19 6 5 7 4 5 6 6 3 4 3 7 56

20 3 1 3 7 6 3 1 2 1 27

21 1 2 2 2 3 2 2 3 17

22 1 5 1 3 2 3 1 1 2 1 20

23 1 1 2 1 1 3 2 2 13

24 2 1 1 1 1 1 1 8

25 1 2 1 4 3 2 13

26 5 1 2 2 10

27 1 3 2 1 4 1 1 1 1 15

28 1 3 2 1 3 2 2 3 1 1 3 22

29 8 4 1 3 6 2 2 2 3 1 32

30 4 3 7 3 2 1 1 4 4 3 3 2 37

31 6 3 6 6 3 3 3 2 4 1 5 42

32 4 3 1 5 2 6 5 1 2 3 5 37

33 7 6 8 2 2 3 1 5 7 5 4 4 54

34 3 4 2 4 2 3 3 5 3 2 7 38

35 4 8 2 3 5 4 8 4 7 4 5 3 57

36 7 11 3 9 5 6 6 4 3 4 2 3 63

37 2 4 5 7 6 4 4 5 4 2 7 8 58

38 3 2 3 3 1 2 4 5 2 2 1 7 35

39 7 9 4 2 2 1 2 2 4 6 3 2 44

40 9 6 3 3 5 3 4 7 8 3 1 2 54

41 3 1 3 3 1 1 1 2 5 3 3 1 27

42 7 4 5 2 6 1 3 3 1 1 3 1 37

43 1 2 4 1 4 3 3 18

44 3 1 2 1 1 2 1 2 1 1 15

45 1 3 1 1 1 7

46 1 1 1 1 2 6

47 1 2 2 1 1 7

48 2 3 5

49 1 1 2

50
51
52 1 1

53 1 1

54
55 1 1

56
57
58
59

60以上 3 1 1 1 6

総計 1,902 2,565 2,920 2,618 1,959 1,973 2,146 2,005 2,179 1,895 1,779 1,769 25,710
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１５－２表 月別、トリアージ別、時間帯別救急患者数

外来 入院 外来 入院 外来 入院 外来 入院 外来 入院 外来 入院 外来 入院 外来 入院 外来 入院 外来 入院 外来 入院 外来 入院 外来 入院

蘇生（最重症） 16 14 20 18 24 20 16 15 19 16 12 11 15 14 13 10 14 13 6 6 10 8 9 9 174 154

緊　急（重症） 67 35 110 60 137 81 137 79 106 58 99 50 96 39 68 33 62 31 63 36 71 36 96 52 1,112 590

準緊急（中症） 344 63 521 91 659 109 580 94 440 78 426 68 489 84 422 87 445 78 374 64 379 69 382 73 5,461 958

低緊急（　　） 384 5 553 6 549 16 481 7 354 11 360 8 401 12 428 12 469 10 425 10 352 10 325 8 5,081 115

非緊急（軽症） 140 0 182 2 146 1 120 0 122 2 124 0 132 0 114 0 136 1 133 1 112 0 91 0 1,552 7

直　 　入 13 13 16 15 14 14 13 13 8 8 11 11 8 8 16 15 12 10 15 15 11 9 18 18 155 149

964 130 1,402 192 1,529 241 1,347 208 1,049 173 1,032 148 1,141 157 1,061 157 1,138 143 1,016 132 935 132 921 160 13,535 1,973

蘇生（最重症） 14 11 12 10 14 12 9 8 5 3 11 9 14 14 10 8 11 8 6 4 8 4 5 4 119 95

緊　急（重症） 75 35 71 34 112 51 97 45 63 20 74 39 56 23 65 32 62 30 61 23 48 12 61 28 845 372

準緊急（中症） 282 29 358 33 455 45 383 40 283 26 279 28 316 45 303 32 356 32 284 34 256 23 290 36 3,845 403

低緊急（　　） 298 0 393 11 429 3 394 6 302 7 297 3 338 6 330 6 326 3 308 2 293 2 293 3 4,001 52

非緊急（軽症） 24 4 21 1 6 1 5 0 5 0 13 0 7 0 6 0 4 0 8 0 9 0 4 0 112 6

直　 　入 6 5 8 7 5 5 5 5 3 3 2 2 4 4 2 1 5 4 4 4 5 5 3 3 52 48

699 84 863 96 1,021 117 893 104 661 59 676 81 735 92 716 79 764 77 671 67 619 46 656 74 8,974 976

蘇生（最重症） 4 3 8 8 12 9 9 7 13 11 8 6 7 2 3 2 1 1 6 5 6 4 5 4 82 62

緊　急（重症） 16 8 44 23 36 22 38 12 36 19 36 14 31 9 24 14 19 11 14 4 23 9 18 4 335 149

準緊急（中症） 120 14 127 11 178 15 200 26 124 5 110 8 140 17 119 15 120 19 92 12 118 14 103 13 1,551 169

低緊急（　　） 91 2 111 1 142 4 124 0 74 1 109 3 89 0 78 2 133 2 90 1 75 2 63 1 1,179 19

非緊急（軽症） 7 0 5 0 2 0 1 0 1 0 1 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 2 0 21 0

直　 　入 1 1 5 4 0 0 6 5 1 1 1 1 3 3 4 3 3 2 5 5 3 3 1 1 33 29

239 28 300 47 370 50 378 50 249 37 265 32 270 31 228 36 277 35 208 27 225 32 192 23 3,201 428

1,902 242 2,565 335 2,920 408 2,618 362 1,959 269 1,973 261 2,146 280 2,005 272 2,179 255 1,895 226 1,779 210 1,769 257 25,710 3,377

注)  入院数は外来数の再掲である。
 蘇生（最重症）：生命または四肢・臓器の危急的状態で、ただちに診療・加療を要する(診察までの時間３分)
 緊　急（重症）：生命または四肢・臓器の危急的状態に陥る可能性が高く、早急に診察・加療を要する(診察までの時間２０分以内)
 準緊急（中症）：生命または四肢・臓器の危急的状態に陥る可能性があり、比較的早くに診察・加療を要する(診察までの時間４０分以内)
 非緊急（軽症）：生命または四肢・臓器の危急的状態に陥る可能性がその時点で強く見出せず、診察を急ぐ必要性がない(診察までの時間６０分)

準夜帯

８月 ９月 １０月 １１月
時間帯 分類別

令和５年４月 ５月 ６月 ７月 ２月 ３月 計

日勤帯

小計

１２月 令和６年１月

小計

深夜帯

小計

合計

1%
最重症

7%
重症

28%
中症

63%
軽症

1%
直入

2%

日勤帯外来患者構成割合

最重症
重症
中症

軽症
直入

1%
最重症

10%
重症

31%
中症

57%
軽症

1%
直入

1%

準夜帯外来患者構成割合

最重症
重症
中症

軽症
直入

1%
最重症

18%
重症

26%
中症

53%
軽症

2%
直入

2%

深夜帯外来患者構成割合

最重症
重症
中症

軽症
直入

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

最重
症

重症 中症 軽症 直入 最重
症

重症 中症 軽症 直入 最重
症

重症 中症 軽症 直入

日勤帯 準夜帯 深夜帯

入院患者数

外来患者数
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１６　診療科別手術件数(その診療科に属する患児数)

標榜診療科名 院内標榜科名
令和5年

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月
令和6年

1月 2月 3月 計

外科 37 49 33 49 49 47 44 54 65 55 55 63 600

(小児科） 移植外科 34 24 30 36 42 36 21 37 40 32 32 27 391

消化器科 6 2 7 3 5 5 4 6 6 4 0 4 52

呼吸器科 3 5 0 2 4 3 1 4 3 3 2 2 32

循環器科 13 11 16 13 13 12 13 17 14 8 7 13 150

脳神経外科 29 28 26 23 23 32 20 24 24 17 22 28 296

心臓血管外科 9 9 12 14 12 10 9 14 12 15 11 10 137

整形外科 44 47 48 47 47 48 46 35 48 36 47 40 533

形成外科 18 16 15 17 24 14 24 13 16 19 23 24 223

泌尿器科 19 27 19 22 42 28 22 29 20 24 18 27 297

皮膚科 3 4 6 5 6 7 5 7 7 7 13 10 80

産婦人科 不妊診療科 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

胎児診療科 6 7 14 6 7 10 7 11 11 9 8 10 106

産科 72 78 67 81 75 67 61 68 72 70 48 63 822

眼科 38 46 24 46 26 41 44 48 53 44 38 51 499

耳鼻咽喉科 35 34 31 32 47 35 54 40 38 47 52 46 491

歯　科 7 7 5 8 7 4 10 8 7 4 8 10 85

麻酔科 集中治療科 0 0 1 0 1 1 0 0 0 0 0 0 3

放射線科 6 7 1 2 4 4 6 2 2 2 1 3 40

その他診療科
腎臓・リウマ
チ・膠原病 0 3 4 5 8 3 3 7 3 4 8 7 55

総合診 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

婦人科 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

血液腫瘍科 0 1 4 1 1 0 1 2 1 2 3 2 18

神経内科 0 1 1 0 0 0 0 1 0 1 0 0 4

379 406 364 412 443 407 395 427 442 403 396 440 4,914合計
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１７　診療科別日帰り手術件数(その診療科に属する患児数)

標榜診療科名 院内標榜科名
令和5年

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月
令和6年

1月 2月 3月 計

外科 1 1 2

(小児科） 移植外科 0

消化器科 0

呼吸器科 0

循環器科 0

脳神経外科 0

心臓血管外科 0

整形外科 0

形成外科 0

泌尿器科 0

皮膚科 0

産婦人科 不妊診療科 5 6 8 4 9 6 6 6 4 9 3 4 70

胎児診療科 0

産科 0

眼科 0

耳鼻咽喉科 7 7 2 4 3 5 14 11 9 7 10 3 82

歯　科 0

麻酔科 集中治療科 0

放射線科 0

その他診療科
腎臓・リウマ
チ・膠原病 0

血液腫瘍科 0

神経内科 0

新生児科 0

12 14 10 8 13 11 20 17 13 16 13 7 154合計
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１８  月別分娩数、正常分娩及び帝王切開の割合

令和5年 令和6年

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

正常分娩 71 115 104 98 102 88 89 93 106 111 86 93 1,156 96.3

帝王切開 75 77 75 87 87 72 64 76 81 86 50 58 888 74.0

計 167 161 172 188 203 176 190 177 180 153 166 152 2,044 170.3

計 １ヶ月平均
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１９ ヘリコプター搬送受入件数

令和5年 令和6年

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
地域別搬送元 愛知県 1 1

兵庫県 2 2

1 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 3

令和５年度  ヘリ搬送状況（疾患別）
件  数

1 急性肝不全 3

3計

（単位：件）

計

計

疾  患  名
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Ą.そ¸風V教室

東京都立光明学園   

統括校長  島添 聡 

ÿÿĀÿ革x概要 

東京都立光明学園ÿï下1本校xいうĀ~前身wあ»東京都立光明養護学校ÿ後{光明

特別支援学校{改称Ā�1病気療養児{対y»教育~機会²確保y»��{1国立_児病

院内w~訪問教育²昭和 61 �Ăo{開始w�2�成Ă�{関係機関~理解及び支援{¸

º教員|常駐w1_û中学部ć学級~V教室|設立さ¼1そ~後1�成ą�{高等部~ÿ 

学級|認�¹¼\計 10 学級xzs�2  

�成 14 �āo国立_児病院x国立大蔵病院|統\さ¼1<国立成育|療研究»ンタü=

ÿï下1»ンタüxいうĀ|開院y»sx{伴い1国立_児病院内{設置さ¼vい�そ¸

風V教室ÿï下1V教室Ā�1»ンタü内ă階{新�{作¹¼�教育環境{移転w1再出

~w�2 

東京都立光明学園�1�成 29 �Ăo1肢体不ëv教育部門x病弱教育部門~Ā部門²Ā

拠点ÿ世u谷{松原~本校xV教室Ā1ăt~指^形態ÿw通学{域{¹本校へ通学y»教

育1x本校{¹在宅訪問教育1y寄宿舎²利用w1そs{¹通学y»学園生へ~教育1z

そ¸風V教室w~教育1{V教室拠点{¹病院訪問教育Ā²py»1新�zタイ÷~併置

型特別支援学校xwv開校w�sx{¸º1そ¸風V教室�病弱教育部門xzs�2 

î和ă�度~V教室{�教員 15 ]1非常勤講�|Ć]zº1_学部{¹高等部~児童 û

生徒|�間 80 ]程学習wvい»2 

ÿĀĀV教室~教育 

入院中~子供��{�1長期欠�{¸»学習空白~心配²{z{1治療{専念y»sx

|大Wwあº1入院生活{�úºðや潤い|必要wあ»2�院後~復学{向q�学力維持

x入院生活{ñúハú²tq1希望²持sv治療|Øq¹¼»¸う精~的z支えx励�~

一û{z»sx²願い1ï下~教育目標²掲rvい»2  

○主体的{学習{×º組�1確{z学力²身{付q»2

○ëV~身体²大W{考え1健康維持や回復û改善{ü�»態度²身{付q»2

○学校生活{zいv人間関係²深�1心理的{安定w�入院生活²�»��~力²身{

付q»2

○集団~一員xwvëV~役割²果�w1仲間x協力wv¸º良い学校生活²築く��

~主体的{é�ë主的z態度²身{付q»2

学習形態�1児童û生徒|�校wv行うV教室w~授業²基本xwv1治療~状íや体

調{¸sv�教員|病室{出向くベッドサイドw~授業�実施wvい»2  

学習内容�前籍校~学習²引}継いw1教科指^及びë立活動や1生活単元学習等~T

教科等²併{�指^zy1児童û生徒一人一人~興味û関心²引}出y授業uくº{ü�

vい»2î和Ā�{¹� COVID-19 ~感染予防~��{1オンùイン授業²積極的{実施

w�2新�z日常{応x�学習支援{1病院{¹~多大z支援²い��い�2  
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ÿāĀ連携~あº方 

本校�1肢体不ëv教育部門û病弱教育部門~併置校wあº1長期入院û療養中~児童 û

生徒~教育支援{zq»»ンタü的機能²果�wvい»2V教室w�1児童û生徒一人一

人{\わ{�教育相談~充実1前籍校x~連携1»ンタü²�x�関係諸機関x~連携支

援²推進wvいくsx²大W{考え1例�ï下ā点~機会²中心xw�連携²行svい»2 

w<東京都立光明学園û国立研究開~法人国立成育|療研究»ンタü連絡協議会=w�1

病院{¹病院長1特命副院長1総務部長1看護部長1副看護部長1総務課長及び|療連携

室長1学校{¹�校長1副校長1V教室主幹教諭及び経営企画室担当者|出�wv1V教

室~運営方針や昨�度~報告や本�度~活動計画~他1教育環境整備等1病院x関わ»課

題{tいv情報共py»2  

x  <看護部ûV教室連絡会=²開催w1副看護部長1関係病棟�長{V教室~教育活動{

tいv説明y»2 

y  <業業」=1<入学」= �T儀」{準x»<讃え»会=1<}う会=²1前籍校w~」{

出�w}zい児童û生徒~��{1病院関係者{�御参加い��}V教室内w厳{{実施

wvい»2  

î和ā�度� COVID-19 ~感染予防~��1例�実施wvい»<東京都立光明学園û国立

研究開~法人国立成育|療研究»ンタü連絡協議会=<看護部ûV教室~連絡会=|実施w

}z{s�2î和Ă��Ā�ぶº{<東京都立光明学園û国立研究開~法人国立成育|療

研究»ンタü連絡協議会=|開催w}���1改�v<国立成育|療»ンタü{zq»病

院内V教室{関y»覚書=1V教室~運営方針等²確認w�2 

今後�1»ンタüx¸º一層~連携û協力²図º1病気療養児~教育的ニüº{応えv

い}�いx考えvい»2 

ÿĂĀそ¸風V教室~様子  

āo<î和Ă�度業業」=<業業²讃え»会= 

Ăo<î和ă�度入学」=<入学²}う会= 

ćo<遠足=Ĉ砧公園1世u谷美術館{行}1üクúエüションや美術館w~作品鑑賞1

買い物学習²行s�2児童û生徒�主治|x相談w1昼食²売店w購入wv楽w³

�2病院関係者~協力~z{rw1児童û生徒�貴重z校外w~体験²y»sx|

w}�2  

10 o<そ¸風ùイö=Ĉ病院~感染予防方針{基u}1そ¸風V教室²会場{wv学習

~表²行s�2多く~保護者や病院関係者~方々{1s¼~w~学習~成果²披露

w�2児童û生徒~励�xz»x\時{1児童û生徒~様子やV教室~教育活動²

伝え»場xzs�2 

11 o<そ¸風作品展=ĈV教室内{学習~成果wあ»作品²展示w1保護者や病院関係

者~方{鑑賞wvい��}1温{い励~w~言葉²�くさ³い�2~�1ÿ階ýビ

üw~展示²行い1保護者や病院{訪¼»方々{�児童û生徒~作品²見vい��

}1そ¸風V教室²知svい��く良い機会xzs�2 
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